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集
第
四
集

粒
帥
砿
難
船
循
搾
一
冊
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記
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出
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学
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史
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集

一
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三
月

立
命
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史
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四
、
資
料
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、

め
た
が
、
次
の
点
を
配
慮
し
た
。

一
二
資
料
番
号
は
第
三
集
に
続
く
通
し
番
号
と
し
た
婆

二
、
引
続
き
、
学
園
課
題
・
施
策
に
関
す
る
資
料
ｌ
そ
の
三
二
九
八
二
年
四

月
～
一
九
八
四
年
十
二
月
）
に
大
学
声
明
．
訴
え
に
関
す
る
資
料
を
加
え
て

「
第
五
集
』
を
発
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
・
第
四
集
」
は
「
学
園
課
題
・
施
策
に
関

す
る
資
料
ｌ
そ
の
二
」
と
し
て
、
『
第
三
集
』
に
続
き
、
立
命
館
理
事
会
・

（
学
内
）
理
事
会
・
大
学
・
大
学
協
議
会
・
臨
時
調
査
委
員
会
・
企
画
委
員

会
・
長
期
計
画
委
員
会
等
の
学
園
課
題
・
施
策
に
関
す
る
一
九
七
五
年
十
月

か
ら
一
九
八
二
年
三
月
ま
で
の
主
要
な
文
書
を
収
録
し
た
。

４
資
料
の
収
録
に
さ
い
し
、
編
者
が
抜
粋
・
省
略
し
た
も
の
お
よ
び
注
記

を
付
し
た
も
の
は
す
べ
て
〔
〕
で
示
し
た
。
す
な
わ
ち
〔
抜
粋
〕

〔
省
略
〕
〔
注
・
・
・
〕
等
で
あ
る
。
な
お
（
）
で
示
し
て
い
る
の

は
原
文
の
も
の
で
あ
る
。

３
漢
字
は
常
用
漢
字
表
・
人
名
漢
字
表
に
改
め
ら
れ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ

り
、
ま
た
略
字
、
俗
字
等
は
正
字
に
改
め
た
。
用
語
、
仮
名
づ
か
い
、
送

１
表
題
に
つ
い
て
編
者
が
注
記
し
た
も
の
、
お
Ｌ

機
関
名
を
付
記
し
た
部
分
は
〔
〕
で
示
し
た
。

２
原
資
料
が
横
吾
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
迦

り
か
な
句
読
点
等
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

を
☆
印
で
示
し
た
。
方
食

の
ま
ま
漢
字
に
直
し
た
。

凡

も
の
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
縦
組
み
と
し
、
そ
の
旨

な
お
資
料
中
の
年
月
日
等
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
そ

例

な
る
べ
く
原
資
料
の
体
裁
を
保
つ
よ
う
努

お
よ
び
資
料
の
年
月
日
量

５
原
文
に
お
い
て
明
ら
か
に
誤
記
、
誤
字
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
は
編
者

が
一
訂
正
し
た
。
ま
た
疑
義
あ
る
場
合
（
マ
マ
）
を
付
し
、
誤
用
と
思
わ
れ

る
も
の
は
〔
〕
で
補
い
、
脱
字
等
は
□
で
示
し
た
。

五
、
出
典
は
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
資
料
の
末
尾
に
〔
〕
で
掲
げ
た
。
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八
七
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
（
そ
の
二
）
…
…
立
命
館
大
学
発
展
の
た
め
一
肱

六
八
六
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題

六
八
九
「
衣
笠
一
拠
点
」
実
現
の
長
期
計
画
に
つ
い
て
ｌ
討
議
資
料
・
一
九
七
五

六
八
八
一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認

立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
・
第
四
集

六
九
○
二
部
教
学
の
新
し
い
展
望
’
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に
も
と
づ
く
二

六
九
一
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
を
う
け
て
〔
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
実
現
を
め
ざ

六
九
二
立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て

六
九
三
新
し
い
二
部
教
学
の
実
現
の
た
め
に
’
二
部
二
誌
時
制
・
一
拠
点
の
具
体

六
九
四
第
五
次
長
期
計
画
委
員
会
の
中
間
答
申
を
う
け
て
〔
新
三
号
館
建
設
の
提

当
面
の
重
点
施
策

年
度
長
期
計
画
委
員
会
答
申

部
教
学
の
抜
本
的
改
善
に
む
け
て

す
全
体
計
画
に
つ
い
て
〕

的
方
策

唱
と
全
体
計
画
の
見
直
し
〕

学
園
課
題
・
施
策
に
関
す
る
資
料
ｌ
そ
の
二
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七
○
九
今
日
の
情
勢
と
わ
が
学
園
の
課
題

七
○
八
職
員
定
数
の
検
討
に
つ
い
て

七
○
七
一
公
曲
助
成
推
進
の
た
め
の
白
書
』
ｌ
私
学
危
機
を
解
決
し
国
民
の
た
め

七
○
六
修
学
館
の
研
究
施
設
の
整
備
・
改
善
お
よ
び
学
部
共
通
書
庫
の
在
り
方
に

七
○
五
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認

七
Ｃ
四
学
賛
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
’
八
○
年
代
学

七
○
三
ふ
た
た
び
学
園
政
策
と
課
題
に
つ
い
て

十
一
○
二
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
…
…
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
…
…
…
…
〔
一
九
七
九
（
昭
五
四
）
・
一
○
・
二
二
（
学
内
）
理
事
会
〕

七
○
一
修
学
館
の
研
究
施
設
の
整
備
・
改
善
に
つ
い
て

七
○
○
立
命
館
大
学
大
学
院
改
善
要
綱

六
た
え
一
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
』
八
討
議
資
料
Ｖ

六
九
六
人
文
科
学
研
究
所
の
現
状
と
課
題

六
九
七
「
末
川
会
館
」
の
建
設
に
つ
い
て

六
九
八
一
立
命
館
高
等
学
校
・
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て
」
（
答
申
）
に
対
す

六
九
五
学
園
か
ら
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
確
認

園
政
策
の
確
立
の
た
め
に

の
敬
育
。
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
〔
抜
粋
〕

一一､
一"

い

‐アー
に

る
（
学
内
）
理
事
会
の
見
解

〔
一
九
八
○
（
昭
五
五
）
’
一
○
・
二
二
（
学
内
）
理
事
会
〕

〔
一
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八
○
（
昭
五
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）
・
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・
二
七
〕
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事
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○
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○
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）
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二
・
二
二
〕
立
命
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（
学
内
）
理
事
会
．
．
…
・
…
…
…
…
剛

〔
一
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七
八
（
昭
五
三
）
・
一
・
一
四
大
学
協
議
会
〕
・
・
…
…
…
：
・
・
…
脳

一
九
七
八
（
昭
五
三
）
。
八
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二
五
立
命
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大
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（
学
内
）
理
事
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：
：
。
…
・
…
Ⅱ
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一
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昭
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園
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…
…
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・
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五
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．
九
・
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（
学
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理
事
会

一
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七
八
（
昭
五
三
）
．
九
・
二
○
（
学
内
）
理
事
会

一
九
七
九
（
昭
五
四
）
。
五
・
一
四
立
命
館
大
学

一
九
七
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昭
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．
六
大
学
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七
一
○
学
園
〔
学
舎
〕
管
理
政
策
の
確
立
の
た
め
に

七
一
三
本
学
に
お
け
る
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
の
答
申
に
（
一
い
て

七
一
二
事
務
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

七
二
Ｏ
Ｄ
問
題
と
大
学
院
教
学

七
一
五
〔
学
園
規
模
（
学
部
、
学
生
数
、
教
職
員
数
）
に
つ
い
て
〕
蝋
…
第
三
次
長

七
一
四
推
薦
入
学
試
験
制
度
に
つ
い
て

七
一
六
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申

七
一
七
研
究
体
制
・
条
件
一
、
施
設
・
設
備
、
研
究
事
務
機
機
等
研
究
活
動
の
保
障

七
一
八
学
部
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申

七
一
九
学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
に
つ
い
て
！
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答

七
二
○
大
学
院
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
！
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答

七
二
二
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
追
四
〕
’
一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
…
…
郷

七
二
一
高
中
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申

期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
一
〕

ノ

申
〔
追
一
ｌ
２
－Ｌ

申
〔
追
二
〕

に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
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答
申
〔
三
〕

一
．
一
一
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三
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‐
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画
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る
答
申
〔
追
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追
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・
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八
○
・
八
一
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長
期
計
画
委
員
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一
え
八
二
（
昭
一
五
七
）
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三
二
一
三
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
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六
八
六
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題

立
命
館
大
学
陰
一
九
七
一
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
よ
る
大
学
再
編
成
の
方
向
に

抗
し
つ
つ
、
私
学
危
機
が
深
化
す
る
な
か
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
基
本
的
方
向
で
あ
る
公
費

助
成
運
動
に
領
極
的
に
取
り
組
み
、
祁
対
的
低
学
識
を
堅
持
し
つ
つ
、
一
九
七
三
年
度
全
学

協
議
会
確
認
事
項
に
も
と
づ
く
教
育
・
研
究
の
民
主
的
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
貧
し
い
文
教
政
策
と
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
の
も
と
で
、

私
学
の
危
機
は
極
度
に
深
化
し
、
本
学
の
教
育
・
研
究
を
さ
さ
え
る
財
政
は
重
大
な
危
機
に

直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
は
、
公
費
助
成
運
動
に
よ
る
そ
の
基
本
的
解
決
の
方
向
の
強
化
を
確
認
し
つ
つ
も
、

本
学
の
到
達
し
た
民
主
的
教
育
・
研
究
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
財
政
破
綻
の

進
行
を
当
面
阻
止
す
る
努
力
を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
を
え
ざ
る
措
置
と
し
て
、
一

九
七
六
年
度
新
入
生
の
学
費
と
入
学
検
定
料
の
改
定
の
必
要
性
と
そ
の
具
体
的
改
定
案
を
一

○
月
三
日
と
二
一
日
の
学
園
振
興
懇
談
会
に
提
示
し
ま
し
た
。

学
費
問
題
は
私
学
危
機
の
集
中
的
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
く
に
学
生
の
生
活
苦
に
拍
車

を
か
け
、
教
育
の
機
会
均
等
に
重
大
な
侵
害
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
根

本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
本
学
の
全
構
成
パ
ー
ト
の
英
知
と
力
を
結
集
し
、
共
同
し
て

私
学
危
機
の
根
源
に
迫
る
連
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
本
学
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
る
、

よ
り
一
層
の
民
主
化
を
実
現
し
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
討
議
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
「
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
を
提
出
し
、

全
学
の
討
議
の
素
材
と
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

私
学
の
危
機
は
、
単
に
私
学
だ
け
の
危
機
で
は
な
く
、
日
本
の
全
高
等
教
育
、
教
育
全

｜
、
私
学
危
機
に
つ
い
て

一
九
七
五
（
昭
五
○
）
・
一
○
・
一
二
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

体
の
危
機
の
私
学
に
お
け
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
日
本
全
体
の
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化

的
危
機
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

世
界
的
な
不
況
の
な
か
で
、
昨
年
来
日
本
で
も
戦
後
最
大
の
不
況
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
十
数
年
続
い
た
高
度
経
済
成
長
政
策
の
破
綻
の
結
果
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

や
食
糊
危
機
を
と
も
な
い
、
不
況
の
も
と
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
公
共
料
金
の
値
上

げ
と
い
っ
た
事
態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
も
と
で
国
民
の
生
活
と
経
営
は
根
底
か
ら

お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
勤
労
者
の
実
質
賃
金
の
切
下
げ
や
失
業
問
題
、
農
民
の
兼
業

収
入
の
減
少
や
経
営
の
破
綻
、
中
小
企
業
の
倒
産
、
地
方
財
政
の
危
機
と
と
も
に
、
学
生

の
就
職
難
も
極
め
て
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
政
治
的
に
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
や
小
選
挙
区
制
の
問
題
な
ど
議
会
制
民
主
主

義
の
形
が
い
化
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
険
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
経
済
的
・
政
治
的
危
機
が
、
国
民
の
文
化
的
危
機
と
か
ら
み
あ
っ

て
進
行
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
教
育
の
分
野
で
は
青
少
年
の
非
行
と
学
力
低
下
が
表
裏
一

体
と
な
っ
て
進
行
し
て
お
り
、
高
等
教
育
を
担
当
す
る
大
学
に
お
い
て
も
教
育
の
危
機
が

深
く
進
行
し
て
い
ま
す
。

私
学
の
危
機
は
こ
の
よ
う
な
国
民
的
危
機
の
一
環
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
現
在
、
私

学
財
政
の
危
機
を
基
盤
に
し
な
が
ら
大
学
自
治
に
た
い
す
る
政
府
の
介
入
、
教
育
・
研
究

の
低
下
な
ど
、
私
学
の
財
政
・
体
制
・
内
容
の
全
面
に
わ
た
る
危
機
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
危
機
は
、
国
民
に
と
っ
て
は
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
教
育
の
機
会
均
等
の

原
則
の
破
綻
で
あ
り
、
教
職
員
に
と
っ
て
は
教
育
・
研
究
・
労
働
・
生
活
条
件
の
破
綻
で

あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
内
容
豊
富
で
水
準
の
高
い
教
育
を
受
け
、
学
ぶ
権
利
の
破
壊
を

意
味
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
私
学
危
機
の
根
源
は
、
政
府
の
貧
困
で
反
動
的
な
文
教
政
策
と
不
況
の

も
と
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
解
決
は
、
国
民
の

教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の
獲
得
、
国
民
の
た
め
の

私
学
づ
く
り
運
動
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

－1－
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私
学
危
機
と
そ
の
集
中
的
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
学
費
問
題
を
真
に
解
決
す
る
這
健
大
幅

で
民
主
的
な
公
徽
助
成
を
礎
得
す
る
運
動
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
同
一
年
令
層
の
青
年
の
三
人
に
一
人
は
大
学
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
大
学
生
の
八
割
は
私
立
大
学
に
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
て
今
日
で
は
大
学
進

学
は
ほ
と
ん
ど
の
青
年
の
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
と
教
育
基
本
法
は
「
す
べ
て
国

民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
」
（
憲
法
第
二
十
六
条
）
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力

に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門
地
に
よ
っ
て
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
。
」

（
教
育
基
本
法
第
三
条
）
と
規
定
し
、
大
学
教
育
を
う
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
も
つ

も
の
は
、
だ
れ
で
も
平
等
に
大
学
教
育
を
う
け
る
権
利
を
も
ち
、
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て

差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
も
と
で
の
国
民
生
活
の
困
難
の
な
か
で
、

経
済
的
条
件
か
ら
進
学
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な
い
層
が
ふ
え
て
お
り
、
国
民
の
教
育
を

受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
私
学
に
た
い
す
る
公
費
助
成
を
要
求
す
る
運
動
は
、
公
教
育
・
公
共
負
担

の
原
則
を
追
求
し
、
国
民
の
教
育
を
う
け
る
権
利
を
保
障
す
る
国
民
的
意
義
を
も
っ
た
運

動
で
あ
り
ま
す
。

八
１
Ｖ
公
費
助
成
運
動
の
成
果

私
学
に
た
い
す
る
公
費
助
成
を
獲
得
す
る
運
動
は
、
昭
和
四
○
年
前
後
か
ら
の
私
立

大
学
の
学
費
値
上
げ
と
そ
れ
に
反
対
す
る
運
動
の
な
か
か
ら
急
速
に
も
り
あ
が
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
圧
力
の
も
と
に
、
政
府
も
昭
和
四
五
年
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
私

学
の
経
常
費
の
二
分
の
一
の
補
助
を
達
成
す
る
と
い
う
計
画
に
ふ
み
き
ら
ざ
る
を
え
な

く
な
り
、
助
成
額
は
昭
和
四
五
年
の
一
三
二
億
円
か
ら
五
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
で
あ
る

昭
和
四
九
年
に
は
六
四
○
億
円
に
ま
で
増
加
し
、
ま
た
こ
の
年
に
は
運
動
の
高
ま
り
の

な
か
で
、
助
成
金
と
し
て
は
異
例
の
補
正
予
算
七
○
億
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
を
含
め
て
も
、
私
大
の
経
常
費
の
わ
ず
か
一
七
％
に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ

二
公
費
助
成
に
つ
い
て

ん
。
け
れ
ど
も
昭
和
五
○
年
に
は
一
、
○
○
七
億
円
の
助
成
予
算
を
組
ま
せ
、
さ
ら
に

昭
和
五
一
年
の
文
部
省
の
概
算
要
求
で
は
一
、
五
五
一
億
円
と
、
政
府
各
省
の
予
算
要

求
が
対
前
年
比
一
五
％
増
に
お
さ
え
ら
れ
た
な
か
で
、
私
学
助
成
に
つ
い
て
は
五
四
％

増
の
予
算
要
求
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
さ
せ
て
い
ま
す
。
本
学
の
場
合
を
と
っ
て

み
て
も
、
経
常
費
助
成
額
は
昭
和
四
五
年
度
の
八
、
六
○
○
万
円
（
経
常
支
出
の
四
・

五
％
）
か
ら
、
昭
和
四
九
年
度
の
五
・
二
億
円
（
経
常
支
出
の
一
三
・
五
％
）
に
増
加

し
、
さ
ら
に
は
昭
和
五
○
年
度
の
予
算
で
は
七
億
円
（
経
常
支
出
の
一
六
・
二
％
）
が

見
込
ま
れ
る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
学
生
一
人
当
り
で
は
、
昭
和
四
五
年
の
四
、
三
○

○
円
か
ら
昭
和
四
九
年
度
の
二
・
六
万
円
、
五
○
年
度
予
算
で
は
三
・
五
万
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
費
助
成
運
動
の
現
在
ま
で
の
成
果
は
当
初
の
目
標
か
ら
す
れ

ば
ま
だ
ま
だ
不
充
分
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
増
加
率
は
相
当
高
い
も

の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
に
確
信
を
も
ち
、
今
後
、
こ
の
運

動
を
全
国
民
的
な
運
動
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
２
Ｖ
本
学
に
お
け
る
公
費
助
成
へ
の
取
り
組
み

本
学
を
構
成
す
る
各
パ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
立
場
か
ら
公
賀
助
成
運
動
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
で
も
っ
と
も
高
い
水
準
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
全
学
連

に
結
集
す
る
学
生
の
運
動
、
全
院
協
を
中
心
と
す
る
院
生
の
運
動
、
大
学
生
協
連
を
通

ず
る
生
協
の
運
動
と
な
ら
ん
で
、
教
職
員
組
合
は
日
教
組
私
学
部
を
中
心
と
す
る
署
名

活
動
や
昨
年
結
成
さ
れ
た
京
都
私
立
大
学
教
職
員
組
合
公
費
助
成
推
進
会
議
に
よ
っ
て

運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
教
授
会
は
す
で
に
昭
和
三
八
年
か
ら
国
庫
負
担
に
関
す
る

関
西
連
絡
協
議
会
に
よ
っ
て
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
二
月
に
は
国
庫

助
成
に
関
す
る
全
国
私
立
大
学
教
授
会
連
合
が
結
成
さ
れ
、
運
動
は
全
国
的
な
規
模
に

ま
で
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
大
学
も
私
大
連
盟
や
全
私
学
連
合
と
し
て
運
動
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
一
昨
年
か
ら
は
京
滋
地
区
に
あ
る
二
七
私
立
大
学
の
す
べ
て
を
結
集
し
た

京
滋
地
区
私
立
大
学
学
長
懇
談
会
に
よ
っ
て
、
毎
月
の
例
会
や
各
政
党
と
の
懇
談
会
、

中
央
請
願
行
動
、
文
部
大
臣
へ
の
要
請
な
ど
に
参
加
し
、
公
費
助
成
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

－2－
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本
学
に
お
ほ
る
運
動
で
と
く
に
重
要
な
の
は
昭
和
四
五
年
の
全
学
協
議
会
確
認
事

項
に
も
と
づ
く
「
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
全
学
連
絡
協
議
会
」
と
「
学
部
連
絡
協
議

会
」
の
結
成
で
あ
り
ま
す
。
全
学
連
絡
協
議
会
は
理
事
会
・
教
授
会
・
教
職
員
組
合
・

院
生
協
議
会
・
一
・
二
部
学
友
会
・
生
活
協
同
組
合
と
い
う
学
内
の
全
構
成
パ
ー
ト
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
各
パ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
独
自
の
運
動
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
要
求
の
一
致
に
も
と
づ
い
て
持
続
的
に
統
一
し
た
行
動
を
と
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
四
八
年
の
学
費
問
題
を
契
機
に
し
て
活
動
が
強
化
さ
れ
、
署
名
活
動
や
中

央
請
願
行
動
、
府
・
市
当
局
へ
の
要
請
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ビ
ラ
の
配
布
、
講
演
会
や

学
習
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
多
面
的
な
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
務

局
を
総
務
課
に
お
き
、
毎
週
土
曜
日
に
定
例
会
議
を
開
き
、
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
学
部
連
絡
協
議
会
は
各
学
部
教
授
会
・
事
務
室
・
学
部
自
治
会
の
三
者

で
構
成
さ
れ
、
学
部
段
階
で
統
一
し
た
運
動
を
展
開
す
る
中
心
的
組
織
で
あ
り
ま
す
。

現
場
に
根
ざ
し
た
広
範
な
運
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
学
部
連
絡
協
議
会
の
活
動
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
九
七
三
年
度
の
全
学
協
確
認
事
項
で
は
、
大
学
機
関
が
日
常
的
業
務
と
し
て
恒
常

的
に
公
費
助
成
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
総
務
課

が
そ
の
担
当
課
と
さ
れ
、
全
学
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
も
強
化
さ
れ
、
そ
の
他
の
部
課

も
日
常
業
務
の
な
か
に
公
費
助
成
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
見
地
か
ら
、
と
く
に

地
方
自
治
体
へ
の
要
求
整
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
こ
の
点
は
な
お
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
費
助
成
運
動
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し

て
い
く
た
め
に
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
最
も
身
近
か
な
国
民
層
で
あ
る
父
母
や
校
友
に

ま
ず
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
父
母
へ
の
署
名
要
請
や
父
母
と
の

懇
談
会
の
開
催
、
全
国
に
一
○
万
人
以
上
い
る
校
友
へ
の
署
名
要
請
な
ど
の
活
動
も
今

後
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
３
Ｖ
当
面
す
る
情
勢
と
課
題

本
年
の
七
月
四
日
「
私
立
大
学
振
興
助
成
法
」
が
、
ほ
と
ん
ど
審
議
ら
し
い
審
議
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
自
民
党
単
独
で
強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
は
、
学

生
や
父
母
負
担
に
対
す
る
軽
減
規
定
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
経
常
費
助
成
に
つ
い
て

は
年
次
計
画
を
明
示
せ
ず
、
ま
た
「
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
国
の
助
成
義
務
が
骨
抜
き
に
さ
れ
て
お
り
さ
ら
に
、
傾
斜
配

分
と
私
学
の
統
制
に
法
的
根
拠
を
あ
た
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味

で
わ
た
く
し
た
ち
が
要
求
し
て
き
た
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
制
度
と
は
か
け
は
な

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

政
府
は
、
こ
の
助
成
制
度
を
通
じ
て
、
若
干
の
助
成
と
ひ
き
か
え
に
私
学
へ
の
統
制

を
強
化
し
、
中
教
審
路
線
に
も
と
づ
く
大
学
の
再
編
成
を
行
な
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
と
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
し
、
国

民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
運
動
の
主
要
な
環
と
し
て
、
公
費
助
成
運
動
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
、
高
度
経
済
成
長
政
策
の
破
綻
に
よ
る
経
済
危
機
・
財
政
危
機
が
深
化
す
る

な
か
で
、
困
難
な
情
勢
が
あ
る
だ
け
に
こ
の
運
動
を
全
国
民
的
運
動
と
し
て
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
面
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
全
学
連
絡
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
次
の
六
項
目
の

実
現
を
め
ざ
し
、
来
年
度
予
算
で
の
大
幅
助
成
の
獲
得
と
自
治
体
へ
の
要
求
運
動
な
ど

を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

１
私
立
大
学
に
お
け
る
父
母
・
学
生
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
授
業
料
に
対

し
て
年
間
一
○
万
円
の
直
接
補
助
を
実
現
す
る
こ
と
。

２
学
費
を
値
上
げ
し
な
く
て
も
す
む
よ
う
に
、
私
立
大
学
の
経
常
費
に
対
し
て
、
早

期
に
二
分
の
一
を
補
助
す
る
こ
と
。

３
奨
学
金
の
国
公
私
立
間
の
格
差
を
是
正
し
、
奨
学
金
の
増
額
お
よ
び
採
用
人
員
の

拡
大
を
は
か
る
こ
と
。

４
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
助
成
を
行
な
う
こ
と
。

①
夜
間
大
学
設
置
に
対
し
て
の
特
別
助
成
。

②
教
育
・
研
究
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
る
特
別
助
成
。

⑧
身
体
障
害
者
の
勉
学
を
保
障
す
る
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
る
特
別
助
成
。

５
経
常
費
助
成
方
式
を
民
主
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

⑪
助
成
配
分
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
。

②
学
費
を
安
く
お
さ
え
て
い
る
大
学
に
多
く
の
助
成
金
を
配
分
す
る
助
成
方
式
を

．
ル
」
プ
包
一
」
し
」
○

Ｑ
Ｊ



資料686

本
学
で
は
戦
後
一
貫
し
て
相
対
的
低
学
費
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
こ
の
こ
と
が

「
庶
民
の
大
学
・
立
命
館
」
と
し
て
社
会
的
に
も
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
、
相
対
的
に

低
所
得
の
勤
労
者
の
子
弟
の
本
学
へ
の
入
学
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
学
お
よ
び

財
政
の
民
主
化
を
促
進
す
る
客
観
的
な
基
礎
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

八
１
Ｖ
相
対
的
低
学
費
の
意
義

１
相
対
的
低
学
費
は
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
・
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
、

個
別
大
学
の
限
界
内
で
は
あ
れ
、
最
大
限
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
り
ま
す
。

公
費
助
成
運
動
は
、
こ
の
同
じ
原
則
を
私
学
全
体
に
つ
い
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
同
じ
原
則
の
二
つ
の
ち
が
っ
た
あ
ら
わ
れ
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

２
相
対
的
低
学
費
の
追
求
は
、
学
費
を
大
学
の
教
育
・
研
究
以
外
に
は
使
わ
な
い
と

い
う
こ
と
、
ま
た
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
全
学
的
観
点
か

ら
、
で
き
る
だ
け
効
果
的
な
財
政
運
用
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て

財
政
の
民
主
化
を
実
現
す
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

３
こ
の
よ
う
な
財
政
の
民
主
化
は
、
学
園
全
体
の
民
主
化
な
し
に
は
実
現
で
き
な
か

っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
学
に
お
け
る
相
対
的
低
学
費
の
維
持
は
、
本
学
の
体
制
上
の

民
主
化
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

４
相
対
的
低
学
費
は
教
育
の
機
会
均
等
と
国
民
の
教
育
要
求
に
こ
た
え
る
観
点
か
ら

追
求
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
内
容
豊
富
で
水
準
の
高
い
教
育
・
研
究
と
い
う
教
学
内

容
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
、
単
に
額
だ
け
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
本
学
は
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
つ
つ
、
教
学
内
容
の
改
善
を
最
大
限
に
追
求

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
こ
れ
ま
で
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て
新
し
い
教
学
を
創
造
す

べ
き
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

５
本
学
に
お
け
る
相
対
的
低
学
費
の
堅
持
は
、
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

入
学
辞
退
者
の
納
付
金
問
題
、
経
営
主
義
的
観
点
か
ら
の
学
費
値
上
げ
の
抑
制
、
公

６
私
立
大
学
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
公
正
で
民
主
的
な
配
分
機
関
を
確
立
す
る
こ
と
。

三
相
対
的
低
学
費
の
堅
持
に
つ
い
て

て
の
確
立
と
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
と
し
て
の
二
部
改
革
を
行
な
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
施
設
や
人
的
条
件
の
有
効
な
利
用
を
は
か
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

付
随
的
に
は
多
数
の
受
験
生
の
集
中
に
よ
る
入
学
検
定
料
収
入
の
増
大
が
、
相
対
的

低
学
費
の
維
持
に
財
政
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
も
本
学
の
相
対
的
に
民
主

的
な
達
成
が
生
み
だ
し
た
一
つ
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。

２
し
か
し
な
が
ら
、
本
学
の
相
対
的
低
学
費
を
支
え
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、

大
学
の
民
主
的
あ
り
方
の
追
求
と
い
う
観
点
か
ら
、
か
な
り
問
題
で
あ
る
点
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
の
低
位
と
学
生
の
教
育
要
求
を

不
十
分
に
し
か
保
障
し
え
て
い
な
い
と
い
う
形
で
矛
盾
が
し
わ
よ
せ
さ
れ
て
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
は
、
今
後
全
学
の
努
力
で
克
服
し
て
い
く
べ
き
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

３
現
在
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
の
な
か
で
、
従
来
の
学
費
額
を
そ
の
ま
ま

維
持
で
き
ず
、
学
費
の
改
訂
を
提
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
相
対
的
低
学
費
の
原
則
は
教
育
の
機
会
均
等
の
見
地
か
ら
あ
く
ま
で
も
堅
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
今
後
、
相
対
的
低
学
費
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
衣
笠
一
拠
点
化
の
な
か
で

総
合
大
学
の
も
つ
長
所
を
全
面
的
に
発
揮
す
る
こ
と
、
財
政
の
民
主
化
を
さ
ら
に
一

層
す
す
め
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
要
求
に
も
と
づ
い
た
財
政
運
営
を
行
な
う
こ
と
、

な
か
ん
ず
く
理
事
会
を
は
じ
め
、
全
教
職
員
・
学
生
・
院
生
が
、
相
対
的
低
学
費
の

意
義
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
立
場
に
立
っ
て
、
学
園
の
全
面
に
わ
た
る
民
主
化
を
徹

底
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

八
３
Ｖ
相
対
的
低
学
費
は
、
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
、
個
別
大
学
次
元
で
行
な
え
る
努

力
で
あ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
限
界
を
持
っ
て
お
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に
実

現
す
る
に
は
民
主
的
で
大
幅
な
公
費
助
成
獲
得
の
運
動
と
の
結
合
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

賀
助
成
運
動
の
促
進
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

八
２
Ｖ
相
対
的
低
学
費
の
堅
持

『
１
掴
Ｈ
牛
Ｕ
向
揺
匹
〉
一
子
堅
弐
上
才
再
注
十
子
‐
）
・
え
た
」
声
吏
志
到
斗
小
、
Ｌ
へ
二
子
電
寺
言
乃
多
．
麺
手
上
し

相
対
的
低
学
費
を
維
持
し
え
た
要
因
は
、
大
学
運
営
の
民
主
化
の
な
か
で
財
政
の

民
主
化
を
実
現
さ
せ
て
き
た
こ
と
、
六
学
部
か
ら
な
る
一
定
規
模
の
総
合
大
学
と
し

－ 4 －
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以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
き
び
し
い
一
：
私
学
危
機
」
の
全
般
的
な
深
化
の
も
と

で
本
学
が
国
民
的
要
請
に
も
と
づ
く
教
育
・
研
究
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず

な
に
よ
り
も
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
実
態
を
全
面
的
に
正
し
く
と
ら
え
、
そ
の
う
え
に

た
っ
た
施
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
こ
れ

ら
の
実
態
は
『
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
日
常
的
接
触
や
各
事
務
組
織
に
お
け
る

具
体
的
な
諸
問
題
を
と
お
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ

ら
に
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
め
ぐ
っ
て

全
面
的
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
学
生
実

態
の
全
面
的
な
把
握
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
全
学
の
討
議
の
な
か
で
相
互
に
か
つ
十

分
な
認
識
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
今
年
度
実
施
し

て
き
た
教
学
実
態
調
査
、
学
生
生
活
実
態
調
査
等
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
以
下
に
主
要
な

点
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

八
１
Ｖ
学
生
の
学
習
実
態
の
特
徴
点

本
学
に
お
け
る
学
生
の
学
習
実
態
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
た
学
生
の
自
主
的
学
習
活
動
の
前
進
と
そ
の
実
態

こ
の
こ
と
は
、
各
学
部
に
お
け
る
プ
ロ
ゼ
ミ
、
二
回
生
講
読
、
三
・
四
回
生
演
習

等
に
お
け
る
学
生
の
出
席
状
況
が
つ
ね
に
八
五
％
の
出
席
率
を
維
持
し
、
各
ク
ラ
ス

に
お
け
る
授
業
の
参
加
状
況
も
六
三
％
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
本
学
に
お
け
る
小
集

団
教
育
の
意
義
お
よ
び
目
的
に
そ
っ
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、
単
に
授
業
の
な
か
だ
け
で
は
な
く
、
学
部
学
生
共
同
研
究

室
や
図
書
館
の
利
用
状
況
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
状
況
、
さ
ら
に
は
、
サ
ブ
・

ゼ
ミ
そ
の
他
の
研
究
活
動
に
伴
う
活
発
な
教
室
利
用
状
況
な
ど
か
ら
み
て
も
十
分
に

み
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
今
年
七
月
に
開
所
し
た
宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
は
、
こ
の
二
カ
月
間
で
延
べ
三
、
六
○
○
ク
ラ
ス
（
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
）
の
利
用

実
態
を
み
て
い
ま
す
し
、
学
部
学
生
共
同
研
究
室
の
利
用
は
全
体
の
五
二
％
の
学
生

が
主
と
し
て
小
集
団
教
育
授
業
の
準
備
や
サ
ブ
・
ゼ
ミ
の
た
め
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
実
態
の
な
か
で
も
他
方
ク
ラ
ス
学
生
の
な
か
に
は
、
小
集

四
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
実
態
に
つ
い
て

こ
で
島
二
の
主
要
な
理
由
に
一
授
業
の
内
容
に
興
味
か
も
て
な
ど
と
す
る
も
の
や
「
討

論
や
報
告
が
苦
手
」
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
ク

ラ
ス
学
生
と
よ
く
話
し
合
っ
た
授
業
方
法
の
改
善
や
授
業
’
内
容
、
テ
キ
ス
ト
等
の
改

善
と
あ
い
ま
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
と
く
に
、
三
・
四
回
生

演
習
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
「
二
年
制
ゼ
ミ
」
の
実
現
に
向
け
て
一
定
の
改
善
を
お

こ
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
な
か
に
は
い
ま
だ
「
基
礎
的
な
学
力
の
不
足
」

で
つ
い
て
い
け
な
い
と
す
る
部
分
や
、
「
テ
ー
マ
研
究
の
方
法
が
つ
か
め
な
い
」
と

し
て
困
難
性
を
訴
え
て
い
る
も
の
も
相
当
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
各
学
部
に
お
け
る
演

習
内
容
や
指
導
の
改
善
、
ゼ
ミ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、
さ

ら
に
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
や
履
修
の
系
統
性
の
検
討
な
ど
今
後
の
課
題
と

な
り
ま
す
。

②
専
門
科
目
、
｜
般
教
育
科
目
等
の
学
習
実
態
に
つ
い
て

専
門
科
目
や
一
般
教
育
科
目
等
の
講
義
改
善
に
つ
い
て
は
、
七
三
年
度
全
学
協
確
認

事
項
の
実
践
と
し
て
、
こ
の
間
、
講
義
要
項
の
改
善
や
講
義
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
な
ど
一

定
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
の
出
席
状
況
の
全
体
を
通

じ
て
六
一
％
の
学
生
が
「
二
分
の
一
以
上
」
の
出
席
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
は
高
年
次
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
出
席
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向

は
一
般
教
育
科
目
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

団
教
育
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
内
容
や
目
的
が
つ
か
め
ず
に
一
：
よ
く
わ
か
ら
な
ど

と
す
る
消
極
的
部
分
が
約
三
六
％
あ
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。

－ 5－

専門科目の出席状況

(1/2以上出席者の比率

1回生7750口／

2回生57.1"/

3回生以上52．29

一般教育科目（

出席状i

(1/2以上出席者の比率

1回生40．29

2回生23．5’

3回生以上19.9/
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こ
れ
ら
諸
科
目
に
対
す
る
学
生
の
毎
年
度
の
履
修
選
択
が
一
：
時
間
割
の
都
合
の
よ
い

も
の
」
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
実
態
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
こ

の
こ
と
は
高
年
次
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
）
を
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

学
生
の
積
極
的
、
意
識
的
学
習
態
度
の
澗
養
の
諸
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時

に
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
の
系
統
化
や
集
約
化
の
課
題
に
つ
な
が
る
問
題
と
い
え
ま

す
。
と
く
に
、
一
般
教
育
科
目
に
お
け
る
大
教
室
講
義
が
学
生
の
積
極
的
な
学
習
意
欲

を
阻
害
し
て
い
る
点
を
重
視
し
、
さ
ら
に
今
後
の
改
善
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
外
国
語
教
育
の
実
態
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
七
三
年
度
全
学
協
確
認
事
項
の

実
践
と
し
て
全
面
的
な
実
態
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
把
握
と
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
と
く
に
「
大
学
教
育
と
し
て
の
外
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
学
生

の
学
習
意
欲
の
バ
ラ
ツ
キ
や
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
た
学
習
活
動
の
不
十
分
さ
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
授
業
の
内
容
、
テ
キ
ス

ト
、
授
業
方
法
等
に
つ
い
て
、
ま
た
第
二
外
国
語
な
ど
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
学
生
と
の
話
し
合
い
を
深
め
、

内
容
を
つ
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

側
保
健
体
育
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
保
健
体
育
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
小
集
団
教
育
の
一
環
と
し
て

の
保
健
体
育
教
育
を
、
さ
ら
に
集
団
主
義
的
観
点
か
ら
の
授
業
内
容
と
し
て
深
め
る
こ

と
を
重
視
し
、
従
来
の
「
六
種
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
改
革
し
て
、
「
三
種
目
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
け
る
実
態
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
経

過
を
ふ
ま
え
て
総
括
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
教
職
課
程
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
学
生
の
教
職
課
程
の
学
習
実
態
は
、
近
年
と
く
に
そ
の
受
講
者
が
増

大
し
、
五
○
年
度
に
お
け
る
学
生
の
教
職
課
程
履
修
届
は
一
回
生
に
お
い
て
三
三
％
、

三
回
生
に
お
い
て
二
六
％
を
し
め
、
ま
た
さ
ら
に
教
育
実
習
受
講
者
は
五
○
年
度
に
お

い
て
九
七
三
名
を
み
る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
本
学
の
学
生
が
い
か
に
多

く
将
来
教
職
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ

り
、
わ
が
国
の
教
員
養
成
制
度
の
改
革
と
も
あ
い
ま
っ
て
さ
ら
に
努
力
す
べ
き
課
題
で

す
。

⑥
二
部
教
学
に
お
け
る
学
生
の
学
習
実
態
に
つ
い
て

二
部
学
生
の
学
習
実
態
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
勤
労
学
生
を
と
り
ま
く
労
働
・
生
活

条
件
の
も
と
で
の
困
難
性
が
そ
の
学
習
実
態
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
毎
日
の

登
下
校
の
状
況
や
、
授
業
の
出
席
状
況
、
小
集
団
教
育
や
外
国
語
の
授
業
に
お
け
る
準

備
学
習
の
不
足
、
外
国
語
や
体
育
実
技
に
お
け
る
再
履
修
者
の
状
況
、
さ
ら
に
は
卒
業

者
の
状
況
な
ど
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て

二
部
学
生
の
多
く
は
「
勤
務
等
の
都
合
」
や
「
通
学
条
件
の
困
難
性
」
の
も
と
で
の
時

間
的
余
裕
の
不
足
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
部
学
生
の
学
習
実
態
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
性
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
小
集
団
教
育
で
の
ク
ラ
ス
活
動
や
、
専
門
科
目
等
の
受
講
実
態
に
お
い

て
、
勤
労
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
な
実
態
を
し
め
し
て
お
り
、
今
後
の
二
部
教
学

の
改
善
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
積
極
面
に
基
礎
を
お
い
た
「
二
講
時
制
」
の
課
題
や
、

学
部
教
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
を
さ
ら
に
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
２
Ｖ
学
生
の
厚
生
・
生
活
・
課
外
活
動
、
就
職
活
動
の
実
態
に
つ
い
て

１
本
学
学
生
の
生
活
実
態
の
特
徴
・

仙
本
学
学
生
の
生
活
実
態
を
み
る
場
合
、
一
部
学
生
に
お
い
て
は
、
そ
の
七
二
％

が
い
わ
ゆ
る
「
自
宅
外
通
学
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
特
徴
で
す
。
こ

れ
は
こ
の
数
年
来
の
本
学
へ
の
入
学
志
願
者
の
全
国
的
な
増
大
の
結
果
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
ま
た
本
学
が
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
の
も
と
に
、
相
対
的
低

学
費
の
政
策
を
と
り
な
が
ら
、
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
に
一
定
の
役
割
を
果
し

て
き
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
本
学
学
生
の
父
母
層
が
、
他
大
学
と
比
較
し

て
相
対
的
に
低
い
所
得
者
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
父
母
の
困
難
な
経
済
状
況
の
も

と
で
、
学
生
の
学
費
と
生
活
が
負
担
さ
れ
て
い
る
状
況
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
学
の
学
生
の
多
く
は
、
そ
の
生
活
費
の
不
足
部
分
を
ア
ル
バ

イ
ト
や
奨
学
金
に
よ
っ
て
補
な
い
な
が
ら
生
活
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
就
労
状
況
で
は
、
そ
の
約
九
一
％
が
何
ら
か
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
四
八
％
は
年
間
恒
常
的
に
ア
ル
バ
イ
ト

－6－
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に
従
事
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
奨
学
金
の
受
給
を
希
望
す
る
も
の
は
、
本

学
学
生
の
六
一
％
に
も
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
日
本
育
英
会
の
受
給
率
は
希
望
者

の
六
一
・
五
％
し
か
充
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

②
二
部
学
生
の
生
活
実
態
で
は
、
本
学
の
二
部
学
生
の
約
六
○
％
は
定
職
を
有
す

る
勤
労
学
生
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
恒
常
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
加
え
る
と
約
八
二

％
が
唇
一
間
勤
労
に
従
事
し
な
が
ら
二
部
に
学
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
二
部
学

生
の
多
く
は
自
立
性
を
も
ち
、
学
費
や
生
活
費
を
自
ら
負
担
し
て
い
る
も
の
が
五

五
％
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
二
部
学
生
の
場
合
に
は
、
不

況
と
高
物
価
・
イ
ン
フ
レ
の
も
と
に
お
け
る
経
済
的
危
機
が
直
接
的
に
労
働
条
件

や
生
活
条
件
を
悪
化
さ
せ
、
勉
学
条
件
に
も
大
き
く
影
響
し
、
困
難
の
度
を
ま
し

て
い
ま
す
。

２
学
生
実
態
と
厚
生
政
策

リ
こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
そ
の
社
会
的
条
件
を
み
る
な
か
で
、

大
学
と
し
て
も
積
極
的
な
厚
生
政
策
を
た
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
基
本
的
な
視
点
は
、
①
政
府
に
よ
る
イ
ン

フ
レ
と
不
況
の
政
策
は
、
学
生
生
活
の
破
壊
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
に
た

ち
、
②
学
生
厚
生
は
、
本
学
の
教
学
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
も
っ
と
も
重

要
な
柱
で
あ
り
、
③
と
く
に
現
在
の
状
況
で
は
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
が
な
に

よ
り
も
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
④
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
そ
の

問
題
解
決
は
、
個
別
学
園
内
に
お
い
て
処
理
す
る
べ
き
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
公
淡
助
成
運
動
と
し
て
国
・
地
方
自
治
体
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

②
個
々
の
問
題
で
は
、

①
住
居
の
問
題

京
都
府
・
市
に
対
す
る
四
項
目
の
請
願
運
動
を
す
す
め
、
七
つ
の
下
宿
確
保

策
、
下
宿
開
拓
と
交
通
の
増
発
の
要
求
。

②
生
活
賛
問
題

日
本
育
英
会
奨
学
生
の
増
員
要
求
（
現
状
は
、
年
々
若
干
の
増
加
を
し
め
し

て
き
て
お
り
ま
た
私
立
大
学
に
爺
す
る
別
枠
制
度
な
ど
も
で
き
て
い
ま
す
が
、

諸
外
国
に
比
し
て
わ
が
国
で
は
ま
だ
ま
だ
国
家
財
政
に
し
め
る
割
合
が
低
く
、

ま
た
、
本
学
学
生
の
奨
学
金
受
給
の
要
求
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら

に
補
充
採
用
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
）

ま
た
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
の
奨
学
生
拡
大
要
求
、
学
内
学
資
貸
与
制
度
の

充
実
、
大
学
院
奨
学
制
度
の
改
善
、
条
件
の
よ
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
開
拓
、
生
活

援
助
金
制
度
の
充
実
な
ど
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
生
活
協
同
組
合
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

学
生
生
活
に
お
け
る
学
費
と
生
活
費
の
割
合
は
、
そ
の
実
態
が
し
め
す
ご
と

く
年
々
後
者
の
方
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
学
学
生
の
生
活
協

同
組
合
に
対
す
る
依
存
度
も
高
ま
り
、
食
堂
や
書
籍
部
の
利
用
は
他
大
学
に
比

し
て
高
い
利
用
率
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
生
活
協
同
組
合
の
充
実

・
強
化
は
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
助
成
を
さ
ら
に
強
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

④
学
生
の
健
康
管
理
体
制
の
充
実

学
生
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
勉
学
・
生
活
の
状
況
か
ら
も
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
健
康
管
理
に
む
け
て
の
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

⑤
通
学
条
件
確
保
の
問
題

学
生
の
勉
学
・
生
活
条
件
に
と
っ
て
、
通
学
に
と
も
な
う
交
通
問
題
は
、
学

生
の
住
居
・
下
宿
問
題
と
も
あ
わ
せ
て
重
要
な
問
題
で
す
。
と
り
わ
け
二
部
学

生
に
と
っ
て
は
、
こ
の
問
題
が
そ
の
学
習
・
勉
学
条
件
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
交
通
行
政
の
改
善
へ
の
要
求
と
と
も
に
、
大
学
と

し
て
も
一
定
の
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
学
生
の
課
外
活
動
に
つ
い
て

①
学
生
の
課
外
活
動
は
、
学
生
の
集
団
的
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
正
課
で
得
た
学

習
の
成
果
を
補
い
、
こ
れ
を
み
が
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
主
的
で
創
造
的
な
人
格

の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
意
味
で
、
課
外
活
動
は
本
学
教
学
を
支
え

る
べ
き
活
動
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
全
学
生
に
基
礎
を

お
く
民
主
的
な
活
動
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ワ
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睦
本
学
に
お
け
る
学
生
の
糾
外
橘
伽
の
特
徴
峰
①
自
摘
会
活
動
、
ク
ラ
マ
〈
橘
側

寮
活
動
、
各
サ
ー
ク
ル
（
学
術
・
学
芸
・
体
育
）
活
動
に
お
け
る
集
団
化
が
大
き

く
前
進
し
て
い
ま
す
。
②
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
活
勅
の
発
展
は
、
Ⅱ
常
に
お
け
る

敬
室
の
使
用
状
況
の
澗
発
化
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
の
琳
大
に
み
る
ク
ラ
ス

活
測
の
増
大
、
サ
ー
ク
ル
・
寮
所
属
学
生
の
卒
業
率
の
上
昇
、
学
会
活
動
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
動
の
進
展
、
新
入
生
歓
迎
行
事
や
学
園
祭
の
と
り
く
み
、
立
看
版
や
ポ

ス
タ
ー
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
特
徴
な
ど
が
あ
り
ま
す
し
、
③
な
に
よ
り
も
こ
れ
ら

の
諸
活
動
を
保
障
す
る
民
主
主
義
の
徹
底
化
と
暴
力
の
否
定
を
全
学
の
力
量
で
守

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

別
ま
た
、
こ
の
成
果
を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
ひ
と
つ

の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
大
学
は
民
主
的
な
手
続
き
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
諸
要

求
を
爪
し
く
う
け
と
め
、
大
学
の
諭
施
策
に
反
映
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
学
生
の
就
職
実
態
と
本
学
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

⑪
大
学
に
お
け
る
学
生
の
就
職
問
題
は
、
本
学
の
教
育
の
も
と
で
育
っ
た
学
生
を

実
社
会
に
送
り
だ
す
と
い
う
意
味
で
本
学
教
学
の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
学
生
は
、

学
生
生
活
で
え
た
能
力
と
適
性
に
応
じ
た
進
路
の
な
か
で
、
大
学
教
育
の
成
果
を

社
会
に
還
元
さ
せ
る
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
で
、
本
学
に
お
け
る
就
職
業
務
で
は
、
具
体
的
に
は
、
就
職
に
関
す

る
情
報
、
資
料
の
収
集
と
提
供
、
就
職
に
か
ん
す
る
助
言
と
指
導
、
就
職
の
斡
旋
、

求
人
の
開
拓
お
よ
び
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
を
行
な
い
、
就
職
の
機
会
均
等
の
保
障

の
た
め
の
諸
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

③
逐
年
、
就
職
業
務
は
上
記
の
目
的
に
そ
っ
て
一
定
の
充
実
を
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
と
く
に
餓
近
の
政
府
の
経
済
政
策
の
も
と
で
、
学
生
の
就
職
難
と
い
う
ぁ
ら

た
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
お
い
て
す
で
に
み
ら
れ
て
き
た
内
定

取
消
や
自
宅
待
機
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
本
年
度
に
お
い
て
は
求
人
件
数
の
減
少
と

採
用
予
定
人
員
の
減
少
が
、
と
く
に
い
わ
ゆ
る
大
企
業
を
中
心
に
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
、
さ
ら
に
は
会
社
訪
問
の
義
務
づ
け
や
”
指
定
校
制
度
“
の
復
活
に
よ
る
大
学

間
の
格
差
づ
け
、
二
部
・
女
子
学
生
へ
の
圧
迫
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

帥
こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
で
、
本
学
と
し
て
は
、
各
関
係
団
体
な
ど
と
団
結
し

て
政
府
に
対
し
、
学
生
の
就
職
の
保
障
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
就
職
業
務
体
制

を
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
し
、
就
職
相
談
・
助
言
お
よ
び
指
導
の
強
化
、
求
人
開
拓

の
強
化
、
怖
報
・
資
料
の
収
集
・
提
供
の
強
化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

八
３
Ｖ
大
学
院
生
の
実
態
と
そ
の
特
徴
点

本
学
に
お
け
る
大
学
院
は
、
民
主
的
研
究
者
養
成
機
関
と
し
て
、
学
部
教
学
を
基
礎

と
し
な
が
ら
そ
の
前
進
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
洲
、
各
研
究
科
に
お
け
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
は
じ
め
、
共
同
指
導
体
制
や
論
文
指
導
体
制
の
強
化
、
ま
た
院
生

の
研
究
活
動
に
必
要
な
図
書
曲
の
増
額
、
共
同
研
究
会
補
助
金
の
琳
額
、
研
究
室
の
整

備
、
奨
学
金
の
蛎
額
等
、
術
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
一
定
の
改
善
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
本
学
大
学
院
生
の
研
究
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
科
を
基

礎
と
し
た
集
団
的
な
共
同
研
究
活
伽
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
は
各
研
究
科
間
に

わ
た
る
共
同
研
究
や
学
習
活
動
、
大
学
間
に
わ
た
る
研
究
会
や
学
会
へ
の
参
加
、
ま
た

学
部
学
生
の
研
究
会
へ
の
寄
与
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。し

か
し
、
一
方
で
は
、
こ
れ
を
支
え
る
研
究
条
件
の
不
備
や
、
研
究
・
生
活
条
件
を

確
保
す
る
た
め
の
不
安
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
研
究
活
動
の
阻
害
、
就
職
や
将
来
の
進

路
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
大
学
院
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
と
院
生
の
研
究
・
生
活
に
か
か
わ
る
開
要
求
を
ふ
ま
え
へ

全
学
的
な
討
議
を
進
め
な
が
ら
、
基
本
的
な
本
学
に
お
け
る
大
学
院
政
策
を
確
立
し
、

こ
れ
に
と
も
な
う
諸
施
策
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

八
４
Ｖ
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
・
生
活
実
態
の
特
徴
点

１
大
学
に
お
け
る
教
員
の
役
割
は
、
学
問
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
て
学
生
の
教
育
に

あ
た
る
と
同
時
に
、
ひ
ろ
く
学
会
活
動
や
社
会
的
諸
活
動
に
参
加
し
、
国
民
的
要
望

に
こ
た
え
る
学
術
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

大
学
教
育
の
場
に
お
け
る
職
員
の
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
通
し
て
教
員
・

学
生
・
院
生
が
行
な
う
教
育
・
研
究
活
動
を
支
え
る
た
め
の
行
政
上
の
運
営
を
す
す

め
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
態
の
な
か
か
ら
数
学
改
善
へ
の
提
案
や
調
整
を

－ 8 －
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行
な
い
、
有
効
な
執
行
が
な
さ
れ
る
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

本
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
学
全
般
の
改
善
は
、

他
大
学
に
み
ら
れ
な
い
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
現
在
は
こ
れ
ま
で
の
到
達
点
を
ふ
ま

え
て
新
し
い
教
学
を
創
造
す
べ
き
段
階
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
学
改
善

の
新
し
い
段
階
を
切
り
拓
い
て
ゆ
く
う
え
で
教
職
員
の
負
担
過
重
が
大
き
な
阻
害
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
全
学
の
力
で
克
服
す
る
こ
と
が
当
面
の
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
個
人
研
究
、
学
部
で
の
共
同
研
究
、
人
文

科
学
研
究
所
等
を
通
ず
る
学
部
を
こ
え
た
共
同
研
究
、
な
ら
び
に
学
外
と
の
交
流
、

学
会
活
動
等
、
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
の
研
究
活
動
は
最
近
と
く
に
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
学
の
特
徴
を
生
か
し
た
新
し
い
共
同
研
究
体
制
を
確

立
し
、
悪
条
件
を
克
服
し
て
、
国
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
創
造
的
研
究
活
動
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
・
生
活
条
件

教
職
員
の
実
態
は
き
わ
め
て
多
面
的
で
あ
り
、
ま
た
本
学
の
歴
史
的
に
形
成
さ
れ

た
民
主
的
体
制
と
共
同
化
へ
の
努
力
が
、
他
大
学
と
は
こ
と
な
る
条
件
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
が
、
教
職
員
の
実
態
に
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
数

字
的
指
標
だ
け
で
は
全
面
的
に
実
態
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
指
標

と
し
て
他
大
学
と
の
比
較
の
数
字
を
出
し
て
み
ま
す
と
、

山
教
員
一
人
当
り
学
生
数
は
、
国
立
大
学
平
均
が
八
・
○
人
、
私
立
大
学
平
均
が

三
一
・
三
人
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
関
西
三
大
学
平
均
は
五
二
人
、
立
命
館
大

学
は
七
三
人
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
職
員
一
人
当
り
学
生
数
は
、
関
西
三
大
学
平
均

が
五
六
人
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
立
命
館
大
学
は
七
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
本

学
で
は
教
職
員
の
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
研
究
図
書
費
で
は
、
教
員
一
人
当
り
年
間
図
書
費
（
個
人
研
究
費
を
含
む
）
は
、

関
西
三
大
学
平
均
が
三
二
・
二
万
円
（
二
二
・
六
万
円
～
四
○
・
九
万
円
）
で
あ

る
の
に
た
い
し
て
、
立
命
館
で
は
二
二
・
○
万
円
で
あ
り
ま
す
。

③
賃
金
水
準
の
比
較
は
、
給
与
体
系
の
ち
が
い
か
ら
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
ま

す
が
、
た
と
え
ば
過
去
三
ヵ
年
の
本
俸
改
定
率
を
み
て
み
ま
す
と
、
昭
和
四
八
年

八
１
Ｖ
本
学
が
す
す
め
て
き
た
教
学
改
善
の
歩
み
二
九
七
一
一
一
年
度
に
至
る
）

１
本
学
は
戦
後
一
貫
し
て
”
平
和
と
民
主
主
義
“
に
も
と
づ
く
新
し
い
大
学
の
創
造

を
め
ざ
し
て
、
教
職
員
・
学
生
・
院
生
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
か
さ
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
歩
み
の
な
か
で
、
一
九
六
○
年
に
、
学
園
の
民
主
化
、
長
期
計
画
策
定
を

五
、
教
学
総
括
に
つ
い
て

度
に
関
西
三
大
学
平
均
が
一
五
・
三
％
の
と
き
に
立
命
館
は
一
五
・
○
％
、
昭
和

四
九
年
度
に
関
西
三
大
学
が
二
八
・
八
％
で
あ
っ
た
と
き
に
立
命
館
は
二
二
・
二

％
、
昭
和
五
○
年
度
に
関
西
一
大
学
（
他
は
未
定
）
が
一
九
・
○
％
で
あ
っ
た
と

き
に
立
命
館
は
一
八
・
○
％
で
あ
り
ま
し
た
。

３
教
職
員
の
要
求
に
つ
い
て

⑩
教
員
の
教
育
・
研
究
条
件
の
改
善

本
学
教
員
の
教
育
・
研
究
実
態
は
、
さ
き
に
の
べ
て
き
た
よ
う
に
多
大
学
と
の

比
較
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸

問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
授
業
持
時
間
減
の
問
題
と
、

研
究
条
件
と
し
て
の
図
書
費
の
増
額
、
学
外
研
究
員
の
増
大
等
が
強
い
要
求
と
し

て
提
起
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

②
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善

職
員
も
ま
た
、
他
大
学
と
の
比
較
に
お
い
て
も
机
対
的
に
少
な
い
定
員
と
、
と

り
わ
け
二
拠
点
体
制
の
困
難
の
な
か
で
、
多
く
の
学
生
を
か
か
え
、
か
つ
、
二
部

教
学
を
支
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
実

態
か
ら
必
然
的
に
超
過
時
間
の
増
大
、
時
差
出
勤
等
に
よ
っ
て
そ
の
労
働
が
過
重

さ
れ
、
職
場
の
集
研
化
や
民
主
化
を
不
充
分
な
ら
し
め
る
嬰
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
か
ら
、
職
場
会
議
の
時
間
内
保
障
・
研
修
の
保
障
・

休
暇
の
保
障
等
の
要
求
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
賃
金
の
面
で
は
、
基
本
的
な
本
俸
の
改
定
を
は
じ
め
と
し
て
家
族
手
当
や
譜
手

当
の
改
善
、
ま
た
、
福
利
厚
生
面
で
は
、
退
職
金
・
住
宅
資
金
貸
付
制
度
の
改
善

な
ど
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
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含
む
学
園
運
営
体
制
の
強
化
、
学
園
振
興
懇
談
会
の
設
置
、
二
部
改
革
を
陰
じ
め
と

す
る
「
新
十
二
月
原
則
」
の
全
学
的
確
認
は
、
教
学
と
経
営
と
の
統
一
、
全
学
的
立

端
に
た
っ
て
の
教
学
改
蕃
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
し
た
。

２
一
九
六
一
年
に
入
り
、
国
民
教
育
の
目
標
と
内
容
が
、
よ
り
具
体
的
に
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
民
教
育
の
目
標
は
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
そ
っ
た
教
育
で

あ
り
、
「
現
代
の
社
会
的
現
実
の
中
に
あ
っ
て
、
歴
史
的
展
望
を
も
ち
、
い
か
な
る

場
合
に
も
希
望
を
失
わ
ず
、
創
造
的
人
間
、
力
強
く
生
き
抜
く
た
め
の
知
力
・
実
行

力
・
体
力
を
も
っ
た
人
間
、
人
間
を
疎
外
す
る
諸
条
件
に
屈
従
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
を
積
極
的
に
変
え
よ
う
を
す
る
人
間
」
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
で
あ
る
こ
と
。

教
育
・
研
究
の
具
体
的
方
向
は
、
教
育
・
研
究
の
社
会
的
現
実
か
ら
の
遊
離
に
よ
る

形
式
化
を
克
服
し
、
将
来
に
生
き
る
学
生
の
諸
要
求
に
こ
た
え
、
現
代
の
問
題
は
何

か
を
意
識
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
・
研
究
の
分
断
化
に
た
い
し
て
、
こ
れ
を
総
合
化

す
る
た
め
に
教
育
・
研
究
の
共
同
化
を
図
る
べ
き
こ
と
（
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同

化
）
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
す
。

３
さ
ら
に
一
九
六
三
～
六
四
年
に
お
い
て
「
学
園
振
興
基
本
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
、

そ
れ
を
め
ぐ
る
全
学
協
議
会
に
お
い
て
、
①
今
日
の
大
学
の
危
機
は
教
育
・
研
究
の

危
機
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
、
②
危
機
克
服
の
方
法
と
し
て
、
教
学
の
”
現
代

化
・
総
合
化
・
共
同
化
“
に
た
っ
て
の
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
学
部
・
学
科
・
専
攻
、

大
学
院
制
度
の
再
検
討
、
一
般
教
育
の
検
討
を
軸
に
し
た
教
学
の
体
系
的
施
策
、
小

集
団
教
育
の
確
立
、
二
部
教
学
の
改
革
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
一
九
六
○
年
代
後
半
よ
り
七
○
年
代
に
か
け
て
政
府
・
文
部
省
の
反
動
的
な
文
教

政
策
が
お
し
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
”
大
学
紛
争
“
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
な
か
で
、
本

学
は
、
総
長
選
挙
規
程
の
改
正
、
学
部
長
公
選
制
の
実
現
な
ど
の
学
園
民
主
化
の
前

進
と
と
も
に
、
教
学
改
革
を
お
し
進
め
ま
し
た
。
そ
の
さ
い
教
学
改
革
に
当
た
っ
て

か
か
げ
た
教
学
上
の
基
本
課
題
と
重
点
任
務
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
す
。

㈹
基
本
課
題

①
本
学
教
学
の
実
態
の
充
分
な
把
握
と
、
実
態
を
ふ
ま
え
た
教
学
改
善
の
計
画

的
推
進
。

②
本
学
教
学
の
充
実
を
阻
ん
で
い
る
責
任
が
根
本
的
に
国
の
政
策
に
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
、
国
に
正
し
い
大
学
政
策
・
私
学
政
策
を
行
な
わ
せ
る
努
力

を
つ
よ
め
る
こ
と
。

③
本
学
の
戦
後
の
伝
統
を
正
し
く
評
価
し
、
発
展
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
努
め

る
こ
と
。

口
重
点
任
務

①
実
態
把
握
に
た
っ
た
小
集
団
教
育
の
改
善
。

②
全
教
科
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
改
善
。

③
教
科
打
合
せ
会
識
・
共
同
研
究
会
な
ど
教
員
の
共
同
化
の
推
進
。

④
教
学
諸
条
件
の
重
点
的
改
善
。
す
な
わ
ち
、
、
一
拠
点
の
早
期
実
現
。
⑤
教

学
施
設
・
設
備
、
学
生
厚
生
施
策
・
施
設
の
改
善
充
実
。
＠
教
職
員
の
過
重
負

担
の
緩
和
・
解
消
。
④
学
部
規
模
の
検
討
。

⑤
既
存
学
内
詣
機
関
の
民
主
的
連
用
、
五
者
会
談
の
学
部
協
議
会
へ
の
制
度
的

強
化
。

⑥
大
学
自
治
擁
護
と
公
徽
助
成
運
動
の
推
進
。

５
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
一
九
七
○
年
度
以
降
つ
ぎ
の
諸
分
野
に
わ
た
っ
て
教
学

改
善
を
す
す
め
ま
し
た
。

⑪
学
部
教
学
内
容
の
改
善

①
一
回
生
小
集
団
の
到
達
目
標
の
確
立
と
教
材
の
整
備
。

②
二
回
生
小
集
団
の
位
置
づ
け
、
あ
り
方
の
検
討
の
推
進
。

③
二
年
制
ゼ
ミ
完
全
実
施
に
む
け
て
の
諸
条
件
な
ど
の
討
議
。

④
基
礎
学
力
の
養
成
の
た
め
の
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
の
整
備
お
よ
び
授
業
方

法
改
善
の
努
力
、
お
よ
び
各
教
科
内
容
の
現
代
化
の
追
求
。

⑤
二
部
小
集
団
教
育
、
人
文
・
基
礎
工
両
学
科
の
改
革
に
む
け
て
の
検
討
。

②
教
学
条
件
の
改
善

①
小
集
団
ク
ラ
ス
補
助
金
制
度
の
新
設
と
増
額
。

②
理
工
学
部
に
お
け
る
低
回
生
実
験
用
器
具
の
改
善
と
卒
業
実
験
用
機
器
装
置

の
充
実
。

③
学
部
基
本
棟
施
設
構
想
の
確
立
と
学
部
学
生
セ
ン
タ
ー
、
自
習
室
等
の
設
置
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と
改
葬
。

④
図
書
館
利
用
時
間
の
延
長
、
試
験
期
の
日
曜
開
館
の
実
施
。

③
大
学
院
教
学
の
改
善

①
修
士
・
博
士
課
程
の
新
・
増
設
。

②
論
文
指
導
体
制
の
強
化
を
ふ
く
め
て
の
各
研
究
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
。

③
奨
学
金
、
図
書
費
の
増
額
、
共
同
研
究
会
補
助
金
制
度
の
創
設
。

④
院
生
研
究
室
の
整
備
。

㈱
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
の
改
善

①
五
カ
年
計
画
に
よ
る
教
職
員
の
定
員
増
と
そ
れ
に
よ
る
持
時
間
数
お
よ
び
超

過
労
働
の
改
善
。

②
研
究
用
図
書
磯
の
増
額
、
個
人
研
究
餅
の
創
設
、
小
集
団
担
当
者
補
助
金
の

新
設
。

八
２
Ｖ
一
九
七
三
年
度
全
学
協
確
認
事
項
の
実
践

１
小
集
団
教
育

川
二
年
制
ゼ
ミ
の
完
全
実
施
に
む
け
て
、
当
面
一
・
五
年
ゼ
ミ
の
充
実
と
四
回
生

一
○
月
以
降
の
論
文
指
導
の
制
度
化
。
そ
の
た
め
の
教
室
確
保
と
担
当
教
員
の
手

当
の
支
給
。

凹
小
集
団
教
育
体
系
に
お
け
る
二
回
生
講
読
の
改
善
を
め
ざ
し
て
の
、
テ
キ
ス
ト

選
定
の
共
同
化
、
担
当
者
会
談
の
定
例
化
、
学
生
と
の
協
議
会
の
設
置
。

⑧
基
本
図
祥
を
備
え
た
学
部
学
生
共
同
研
究
室
の
開
設
。

℃
Ｉ
ｊ
Ｊ
、
宮
竺
ざ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
４

は
小
鼻
日
ク
ラ
ス
補
助
金
の
増
額
。

２
大
教
室
講
義

ｌ
ノ
ー
ト
瀧
義
に
つ
い
て
の
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
の
配
布
な
ど
に
よ
る
一
年
間
全
体

の
講
義
の
体
系
性
の
明
確
化
。
学
期
末
の
ま
と
め
講
義
の
実
施
。

２
出
席
状
況
な
ど
の
実
態
分
析
と
、
そ
の
対
策
と
し
て
講
義
内
容
・
方
法
の
改
善
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
検
討
。

３
外
国
語
教
育

山
外
国
語
教
育
の
目
的
と
到
達
目
標
の
明
確
化
。

２
テ
キ
ス
ト
採
択
の
共
同
化
と
統
一
テ
キ
ス
ト
へ
の
志
向
。

③
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
改
善
点
の
明
確
化
。

剛
非
常
勤
講
師
と
の
交
流
の
強
化
・
定
例
化
。

⑤
非
常
勤
講
師
委
嘱
の
共
同
化
。

４
二
部
教
学

川
第
二
次
二
部
改
革
の
柱
と
し
て
の
”
二
識
時
制
“
実
施
に
む
け
て
の
討
縦
の
推

進
。

②
人
文
学
科
・
基
礎
工
学
科
の
改
革
案
の
討
議
の
推
進
。

⑥
二
部
教
学
の
責
任
体
制
の
一
定
の
前
進
。

５
大
学
院

⑪
指
導
体
制
の
充
実
・
強
化
に
お
け
る
一
定
の
前
進
。

②
大
学
院
図
書
費
の
増
額
と
、
研
究
科
間
の
格
差
の
是
正
。

⑧
一
専
攻
当
り
一
人
の
学
会
参
加
交
通
税
補
助
金
の
支
給
。

妙
院
生
研
究
室
設
備
の
改
善
。

⑤
本
学
奨
学
金
の
増
額
。

６
教
学
施
設

⑪
衣
笠
周
辺
校
地
（
二
○
○
○
坪
）
の
確
保
。

②
宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
附
設
。

⑧
理
工
新
館
の
着
工
。

側
以
学
館
二
号
の
ホ
ー
ル
化
。

⑤
志
学
館
の
建
設
。

八
３
Ｖ
今
後
の
取
組
み
の
重
点

１
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
関
連

教
学
上
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
合
、
大
学
に
お
け
る
敬
育
と
研
究
の
関

連
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
が
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

本
来
、
教
育
は
学
問
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
に
お
い
て
は
、
他
の
教
育
・
研
究
機
関
と

は
異
な
り
、
学
問
と
そ
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
力
量
を
も
っ
た
人
間
の
育
成
と
い
う

教
育
課
題
を
に
な
う
と
い
う
機
関
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
そ
こ
で
の
教
育
が
必
然
的

に
研
究
活
動
と
密
着
し
、
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
形
成
さ
え
し
て
い
る
と
い
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う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
鱈

こ
の
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
日
の
段
階
に
お
い
て
、
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究

の
関
連
を
よ
り
深
く
明
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ
の
際
の
視
点
は
つ

ぎ
の
術
点
で
す
。
す
な
わ
ち
山
今
日
政
府
が
す
す
め
て
い
る
”
教
育
と
研
究
と
管
理

の
分
析
“
と
い
う
中
教
審
橘
想
に
も
と
づ
く
文
教
・
大
学
政
策
に
た
い
し
て
、
教
育

と
研
究
は
本
来
統
一
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
視
点
の
確
立
。
②
今
Ⅱ
、
と

く
に
私
学
に
お
い
て
研
究
条
件
が
き
わ
め
て
困
難
か
つ
危
機
的
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
の
認
識
。
⑧
同
時
に
、
研
究
の
深
化
・
発
展
が
そ
の
ま
ま
無
媒
介
に
教
育
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
す
る
”
研
究
Ⅱ
教
育
直
結
論
“
の
克
服
。
以
上
、
教
育
と
研
究

の
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
独
向
性
と
机
互
関
連
性
、
ま
た
教
典
と
学
生
・
院
生
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
視
点
に
た
っ
て
、
私
学
危
機
は
一
つ
に
は
、
学
生
の
勉
学
条
件
の
悪
化
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
勉
学
条
件
の
改
葬
を
め
ざ
し
、
そ
の
教
育
要
求
に

こ
た
え
て
教
育
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
お
よ
び
今
日
の
私
学
危
機
が

大
学
教
員
の
研
究
諸
条
件
に
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
危
機
的
状
況
の
早
急
な
克
服
に
よ
っ

て
研
究
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
、
教
育
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
研
究
機
関
と
し
て
の

大
学
の
社
会
的
使
命
か
ら
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
課

題
は
切
り
は
な
し
が
た
く
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
の
観
点
に
た
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
学
部
教
学
の
重
点
的
課
題

今
後
の
重
点
課
題
の
柱
は
つ
ぎ
の
三
点
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
基
礎
学
力
の
養
成
。

②
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
よ
り
一
隅
の
前
進
。

③
教
学
内
容
の
現
代
的
課
題
の
追
求
。

３
教
学
改
善
の
当
面
の
課
題

各
教
学
浦
分
野
の
教
学
内
容
・
条
件
の
改
善
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
学

部
・
二
部
協
議
会
・
五
者
会
談
・
学
振
懇
な
ど
の
討
議
を
つ
う
じ
て
、
よ
り
一
層
深

め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
、
教
学
改
善
の
当
面
の
課
題
を
つ
ぎ

に
列
挙
し
、
全
学
の
討
議
の
素
材
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
小
集
団
教
育

①
ゼ
ミ
二
年
制
の
完
全
実
施
に
む
け
て
の
体
制
・
条
件
等
の
討
議
。

②
二
川
生
小
集
団
教
育
の
位
置
づ
け
・
到
達
目
標
の
明
確
化
に
よ
る
改
善
。

②
専
門
科
目
教
育

①
基
礎
学
力
の
養
成
に
視
点
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
再
編
、
お
よ
び

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
系
統
化
・
集
約
化
。

②
大
教
室
誰
義
に
お
け
る
授
業
方
法
の
一
脚
の
改
蒋
。

⑥
一
般
教
育

①
設
置
科
側
の
稚
類
、
回
生
配
当
、
三
系
列
均
等
履
修
制
、
単
一
科
且
の
内
容

の
検
討
。

剛
外
国
語
教
育

①
外
国
語
教
育
の
追
求
す
べ
き
目
的
を
授
業
実
践
の
な
か
で
よ
り
具
体
的
に
追

求
し
て
い
く
た
め
に
、
当
面
授
業
方
法
の
改
善
を
裸
胆
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

、
外
国
語
能
力
を
で
き
る
だ
け
総
合
的
に
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
授
業
方

法
の
検
討
。
教
室
に
お
け
る
音
声
の
強
化
な
ど
学
生
の
希
望
を
く
み
い
れ
た

授
業
峡
附
の
工
夫
。

⑥
学
生
の
自
主
的
械
極
的
学
習
態
度
を
ひ
き
だ
し
、
活
気
あ
る
教
室
を
創
造

す
る
こ
と
。

＠
後
期
お
よ
び
二
Ｍ
生
の
”
落
ち
込
み
“
を
解
消
す
る
た
め
の
枇
概
的
対
策

④
二
部
学
生
の
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
と
授
業
方
法
の
追
求
。

②
教
材
、
到
達
目
標
に
つ
い
て

、
年
間
お
よ
び
二
年
間
に
お
け
る
到
達
目
標
の
設
定
と
か
か
わ
っ
て
教
材
の

選
定
と
そ
の
連
用
。

⑤
視
聴
覚
教
室
・
外
国
語
自
習
室
な
ど
の
施
設
・
設
備
の
確
保
と
そ
の
効
果

的
運
営
の
検
討
。

⑤
保
健
体
育
教
育

①
小
集
団
教
育
の
一
貫
と
し
て
の
保
健
体
育
教
育
を
集
団
主
義
教
育
の
観
点
か

ら
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
出
席
時
間
つ
み
あ
げ
の
単
位
認
定
制
度
、

選
択
コ
ー
ス
、
女
子
体
育
実
技
ク
ラ
ス
の
再
検
討
。

-12-
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３
人
文
学
科
・
基
礎
工
学
科
の
改
革
案
の
検
討
霊
霊

側
衣
笠
一
拠
点
時
に
お
け
る
二
部
基
本
施
設
、
そ
の
他
教
学
詔
条
件
の
検
討
。

５
大
学
院
教
学

山
共
同
指
導
体
制
・
複
数
指
導
制
を
ふ
く
め
た
共
同
指
導
体
制
の
充
実
。

②
共
同
化
・
共
同
研
究
の
推
進
。

⑧
博
士
沸
程
未
設
置
専
攻
の
同
課
程
実
現
条
件
の
追
求
。

６
教
学
条
件

、
衣
笠
校
地
の
拡
大
の
努
力
。

⑫
衣
笠
一
拠
点
実
現
に
む
け
て
の
学
部
蕪
本
棟
の
建
設
。

③
研
究
室
棟
の
拡
充
・
改
善
。

、
Ｉ
ｊ
ｆ
争
凸
．
７
副
１
１
▽
Ｉ
１
Ｊ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
ｌ
“
“
ロ
Ｉ

４
孝
秒
Ⅱ
似
＃
節
と
し
て
の
図
沸
館
の
充
実
。

②
体
育
施
設
・
設
備
の
整
備
・
充
実
。

③
二
部
二
満
時
制
に
お
け
る
体
育
実
技
の
あ
り
か
た
、
条
件
の
追
求
。

④
「
保
健
体
育
概
論
」
の
抜
本
的
改
訂
。

㈹
教
職
課
程
教
育

①
将
来
教
員
と
し
て
要
求
さ
れ
る
学
力
の
向
上
の
た
め
、
隔
年
開
講
科
目
の
毎

年
度
開
講
体
制
の
確
立
、
新
し
い
教
職
専
門
科
目
の
設
置
と
開
講
な
ど
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
充
実
の
検
討
。

②
教
職
科
目
ｌ
学
部
専
門
科
目
に
わ
た
っ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
に
お
け
る
履

修
科
目
の
系
統
性
の
追
求
。

③
教
職
科
目
「
同
和
教
育
」
お
よ
び
教
職
課
程
に
お
け
る
同
和
教
育
の
改
稗
。

④
教
育
実
習
の
内
容
の
充
実
。
実
習
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
条
件

の
追
求
。

４
二
部
敬
学

全
学
の
教
学
改
善
の
課
題
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
二
部
教
学
の
改
革
は
も
っ
と
も

重
要
な
課
題
で
す
が
、
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、

山
外
国
語
教
育
の
二
年
間
一
間
数
育
の
体
系
化
、
保
雌
体
育
敬
育
の
改
葬
、
共
通

専
門
科
目
の
整
理
・
再
編
な
ど
、
当
面
実
施
し
う
る
と
こ
ろ
か
ら
の
改
善
の
検
討
〔

に
二
撒
時
制
の
具
体
案
の
全
学
的
検
討
の
推
進
。

八
１
Ｖ
’
九
七
三
年
度
全
学
協
確
認
事
項
の
実
践

全
学
脇
確
認
事
項
に
お
い
て
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
が
た
ん
に
教
員
の
活

側
の
み
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
職
員
が
Ⅲ
常
的
業
務
に
お
い
て

学
生
と
接
触
す
る
こ
と
か
ら
え
ら
れ
る
直
接
的
な
学
生
要
求
の
把
握
、
あ
る
い
は
勉
学

・
生
補
条
件
の
全
而
に
わ
た
る
実
態
把
握
か
ら
教
学
改
葬
の
倣
極
的
な
提
案
が
な
さ
れ

る
と
い
う
重
要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
Ⅱ
、
本
学
で
は
、
職
員
が
大
学
自

治
の
構
成
員
と
し
て
大
学
運
営
に
組
織
的
に
参
加
し
て
お
り
、
し
か
も
部
課
長
制
度
の

一
定
の
民
主
化
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
①
学
生
と
日
常
的
に

接
触
し
な
が
ら
業
務
を
遂
行
す
る
条
件
を
も
た
な
い
部
課
で
は
、
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
充
分
で
な
く
、
直
接
に
責
任
を
負
う
事
務
体
制
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、

②
職
員
は
教
員
と
仕
事
の
分
野
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
対
等
の
協
力
関
係
を
も
っ
て
大

六
、
事
務
体
制
の
民
主
化
に
つ
い
て

⑤
固
定
教
室
制
の
検
討
と
追
求
。

⑥
学
生
共
同
研
究
室
の
総
括
に
も
と
づ
い
て
の
改
蕃
。

、
小
集
団
ク
ラ
ス
補
助
金
の
増
額
。

⑧
女
子
寮
の
建
設
と
寮
の
統
廃
合
。

側
学
生
会
館
の
完
成
。

叩
第
二
体
育
館
の
建
設
。

７
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
の
改
善

す
く
な
く
と
も
現
状
に
お
け
る
”
落
ち
込
み
“
を
な
く
し
、
他
私
大
な
み
の
水
準

に
ま
で
回
復
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

ｍ
教
員
・
職
員
の
年
次
計
画
に
よ
る
定
員
噸
（
五
ヵ
年
計
画
）
。

②
研
究
用
図
件
伐
の
増
額
（
二
ヵ
年
計
画
）
。

③
研
究
旅
淡
の
増
額
（
二
カ
年
計
画
）
・

叩
学
外
研
究
員
の
わ
く
の
拡
大
と
研
究
慨
の
改
善
（
二
カ
年
計
画
）
。

⑤
共
同
研
究
体
制
確
立
の
た
め
の
方
策
の
追
求
。

㈹
教
職
員
の
生
涌
・
厚
生
条
件
の
改
善
。

２
Ｊ

１
１
入
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２
学
生
実
態
を
総
合
的
に
と
ら
え
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
教
学
部
と
学
生
部
を

中
心
と
す
る
協
議
体
制
を
強
化
し
、
実
態
調
査
の
一
定
の
前
進
を
は
か
っ
た
こ
と
。

３
厚
生
・
健
康
問
題
を
総
合
的
に
進
め
る
体
制
の
整
備
の
た
め
、
厚
生
課
を
新
設
し
、

診
療
所
の
事
務
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
。

４
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
体
制
を
総
合
化
す
る
た
め
、
施
設
課
を
新
設
し
、
管
理

課
と
の
共
同
化
を
は
か
っ
た
こ
と
。

５
学
部
事
務
体
制
と
教
学
部
の
整
備
を
は
か
っ
た
こ
と
。

６
課
題
解
決
と
職
員
の
質
的
向
上
を
め
ざ
し
て
、
全
学
と
部
課
別
の
研
修
会
を
設
定

し
た
こ
と
。

八
２
Ｖ
今
後
の
課
題

引
き
続
き
と
り
く
む
べ
き
重
点
課
題
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１
職
場
の
一
層
の
民
主
化
・
集
団
化
を
す
す
め
る
た
め
、
部
課
長
会
議
の
役
割
と
任

務
を
明
確
に
し
、
職
場
会
議
の
充
実
を
基
礎
と
し
て
事
務
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

２
衣
笠
一
拠
点
化
の
な
か
で
、
二
拠
点
に
よ
る
事
務
体
制
上
の
重
複
を
早
期
に
解
決

し
、
合
理
的
人
員
配
置
を
行
な
う
こ
と
。

３
前
記
の
部
課
改
革
を
、
内
容
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

４
実
施
に
う
つ
し
て
き
た
教
務
事
務
の
機
械
化
を
正
し
く
評
価
し
、
新
し
い
教
務
事

務
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
、
要
員
配
置
を
す
る
こ
と
。

５
－
拠
点
実
現
に
お
け
る
二
部
の
事
務
体
制
の
整
備
の
問
題
と
し
て
は
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

⑪
関
連
部
課
体
制
で
の
時
差
ま
た
は
担
当
者
制
。

学
業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
で
大
学
業
務
の
遂
行
に
つ
い
て
の

提
案
と
、
そ
の
執
行
責
任
が
直
接
問
わ
れ
る
体
制
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
現

実
に
は
民
主
化
が
充
分
に
は
遂
行
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
改
善
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
後
事
務
体
制
の
民
主
化
・
集
団
化
の
見
地
か
ら
と
り
く
ま

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
後
事
務
体
制
の
民
主
化
・
集
目
〃
来

れ
た
事
務
体
制
整
備
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
公
賀
助
成
を
大
学
の
業
務
と
し
て
進
め
る
た
め
の
担
当
課
を
総
務
課
“
と
し
《
ま
た

公
眺
助
成
推
進
の
た
め
の
全
学
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
を
強
化
し
た
こ
と

八
１
Ｖ
ゞ
衣
笠
一
拠
点
実
現
の
意
義

現
在
、
本
学
は
広
小
路
と
衣
笠
の
二
学
舎
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
の
教
育
・
研
究
活
動
や
学
生
の
自
治
活
動
・
課
外
活
動
が
分
断

さ
れ
、
大
学
全
体
の
管
理
運
営
に
お
け
る
困
難
、
さ
ら
に
は
人
員
配
置
と
施
設
設
備
の

重
複
に
よ
る
財
政
上
の
負
担
が
噸
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
断
状
態
を
克
服
し

て
、
総
合
大
学
と
し
て
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
学

閲
の
全
機
構
が
ひ
と
つ
に
結
集
し
、
総
合
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
あ
り
ま
す
。

衣
笠
一
拠
点
実
現
の
意
義
は
、
な
に
よ
り
も
本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
民
主
的

発
展
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
教
育
・
研
究
の
内
容
・
体
制
・
条
件

に
わ
た
る
改
善
を
は
か
り
、
本
学
を
学
部
・
学
科
を
基
礎
と
し
、
一
・
二
部
、
大
学
院

を
含
ん
だ
総
合
大
学
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
本
学
の
一
拠
点
計
画
は
、
最
近
い
く
つ
か
の
大
学
で
み
ら
れ
る

学
舎
移
転
や
中
教
審
路
線
の
具
体
化
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
筑
波
大
学
な
ど
と
は
全
く
ち

が
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
筑
波
大
学
で
は
新
設
を
契
機
と
し
て
教
育
と
研
究
が
分
断

さ
れ
、
学
部
・
学
科
が
解
体
さ
れ
、
大
学
の
管
理
運
営
に
た
い
す
る
国
や
外
部
か
ら
の

統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
こ
れ
と
反
対
に
、
教
育
と
研
究
と
管
理
を
統

一
し
、
学
部
・
学
科
を
基
礎
と
し
た
総
合
大
学
を
、
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
要
求
に

も
と
づ
き
、
全
学
の
民
主
的
討
議
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
衣
笠
一
拠
点
化
は
、
本
学
を
総
合
大
学
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

七
、
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
民
主
的
実
現

低
二
識
時
ゞ
終
了
後
の
窓
口
時
ゞ
間
轡

③
二
部
事
務
室
の
勤
務
年
限
。

６
－
拠
点
時
に
お
け
る
研
究
体
制
、
図
書
館
体
制
の
検
討
と
そ
れ
に
照
応
し
た
事
務

体
制
の
整
備
。

７
職
員
研
修
を
充
実
す
る
こ
と
。

－ 1 4 －
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八
２
Ｖ
｜
拠
点
問
題
の
取
曙
．
組
み
の
経
過

衣
笠
一
拠
点
の
実
現
は
、
す
で
に
昭
和
三
八
年
の
「
学
園
振
興
基
本
要
綱
」
に
お
い

て
、
そ
の
志
向
が
う
ち
だ
さ
れ
、
昭
和
四
○
年
に
は
経
済
・
経
営
の
両
学
部
が
、
つ
い

で
昭
和
四
五
年
に
は
産
業
社
会
学
部
が
衣
笠
に
移
転
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
五

年
の
全
学
協
議
会
で
は
、
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
民
主
的
実
現
を
は
か
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
四
二
年
に
は
中
央
図
書
館
、
昭
和
四
四
年
に
は
体
育
館
、

昭
和
四
八
年
に
は
学
生
会
館
、
昭
和
四
九
年
に
は
志
学
館
が
建
設
さ
れ
、
一
拠
点
計
画

の
な
か
で
の
教
学
改
善
や
課
外
活
動
の
充
実
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

八
３
Ｖ
衣
笠
一
拠
点
化
の
新
し
い
段
階

や
も

昭
和
五
○
年
度
以
降
、
衣
笠
一
拠
点
化
は
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
た
と
い
う
こ
と
力

で
き
ま
す
。
一
拠
点
計
画
を
具
体
化
す
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
土
地
問
題
の

解
決
で
す
が
、
五
○
年
度
に
衣
笠
周
辺
で
二
○
○
○
坪
の
校
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
衣
笠
一
拠
点
計
画
は
き
わ
め
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描

い
て
椛
想
し
う
る
段
階
に
は
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
自
主

的
・
喋
団
的
研
究
の
場
と
し
て
の
宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
土
地
七
○
○
坪
、
建
物

二
○
○
坪
、
二
億
円
、
二
四
○
人
使
用
可
能
）
を
、
衣
笠
学
舎
に
近
い
宇
多
野
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
前
の
閑
静
な
場
所
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
拠
点
を

進
め
る
上
で
の
当
面
の
重
点
施
設
で
あ
る
理
工
新
館
（
約
一
○
○
○
坪
、
予
算
四
・
五

値
円
）
を
、
理
工
学
部
の
数
物
棟
跡
に
、
五
○
年
七
月
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
一
拠
点
計
画
を
す
す
め
る
上
で
重
要
な
転
機
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

し
か
し
、
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
は
、
こ
れ
か
ら
が
ま
さ
に
本
番
で
あ
り
、
学
内
理
事

会
は
、
昭
和
四
九
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
「
衣
笠
一
拠
点
実
現
に
関
す
る
第
三
次
中

間
蒋
申
」
を
ふ
ま
え
て
、
文
学
部
・
法
学
部
・
二
部
を
中
心
と
し
た
衣
笠
移
転
の
年
次

計
画
を
現
在
作
成
中
で
あ
り
、
早
急
に
全
学
の
討
議
に
付
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
学
の
各
パ
ー
ト
が
一
拠
点
問
題
に
つ
い
て
論
議
を
つ
く
し
、
学
生
・
院
生
・
教
職
員

教
学
の
改
善
、
施
設
・
設
備
の
整
備
、
体
制
の
民
主
化
を
よ
り
一
層
す
す
め
、
相
対
的

低
学
費
の
も
と
で
の
財
政
を
も
っ
と
も
有
効
な
ら
し
め
る
基
本
的
条
件
を
設
定
す
る
こ

少
｝
で
Ｊ
Ｕ
あ
り
ま
す
℃

は
じ
め
に

本
学
財
政
は
「
学
問
研
究
を
支
え
る
も
の
」
と
い
う
原
則
を
歴
史
的
に
確
立
し
て
き
て

お
り
、
財
政
民
主
化
を
主
要
な
柱
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
財
政
民

主
化
を
一
岬
前
進
さ
せ
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
七
○
年
度
・
七
三
年
度
全
学
協
議
会
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
諸
原
則
は
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
具
体
化
の
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
次
に
も
う
一
度
列
記
し
た
上
で
、
財
政
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
予
算
編
成
過
程
の
民
主
化
。
す
な
わ
ち
予
算
編
成
方
針
の
全
学
討
議
と
予
算
要
求
の

早
期
化
に
よ
る
予
算
折
衝
の
重
視
と
し
て
具
体
化
。

②
予
算
執
行
過
程
の
民
主
化
。

⑧
財
政
計
画
の
民
主
的
で
柔
軟
性
の
あ
る
運
用
。

側
財
政
公
開
の
原
則
に
基
く
、
全
学
の
財
政
実
態
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
の

重
要
性
か
ら
、
年
四
回
、
そ
の
う
ち
三
回
は
文
諜
を
も
っ
て
具
体
的
か
つ
わ
か
り
や
す

く
報
告
す
る
（
学
園
通
信
特
別
号
の
発
行
な
ど
と
し
て
具
体
化
）
。

⑤
学
内
の
教
授
会
、
部
課
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
機
関
が
財
政
に
つ
い
て
責
任
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
”
財
政
は
理
事
会
ま
か
せ
“
の
消
極
的
態
度
を
克
服
し
、
そ
の
責

任
を
果
た
し
て
い
く
。

⑥
建
設
勘
定
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
経
常
勘
定
と
明
確
に
区
分
し
て
二
本
連
を
貫
い
て

き
た
こ
と
の
意
義
を
確
認
し
つ
つ
、
建
設
勘
定
の
民
主
化
を
当
面
の
衣
笠
一
拠
点
の
民

主
的
実
現
の
過
程
の
な
か
で
進
め
る
。

な
お
、
経
常
・
建
設
両
勘
定
に
厳
密
に
区
分
し
て
い
る
理
由
は
、
経
常
勘
定
は
日
常
の

教
育
・
研
究
を
支
え
る
に
必
要
な
経
甜
の
勘
定
で
す
し
、
建
設
勘
定
は
建
物
建
設
、
土
地

間
収
、
お
よ
び
そ
の
維
持
管
理
と
い
う
よ
う
な
臨
時
的
か
つ
一
時
的
に
多
額
の
伐
用
を
要

す
る
も
の
の
勘
定
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

の
要
求
に
も
と
づ
い
た
衣
笠
一
拠
点
化
を
早
期
に
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
お
も

い
ま
す
。

八
、
財
政
の
実
態
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し
た
か
っ
て
例
え
ば
昭
和
四
九
年
度
の
決
算
の
公
附
を
み
て
経
常
・
建
設
の
繰
越

金
の
合
計
が
六
臆
九
千
万
円
も
あ
る
と
み
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
性
質
の
異
な
る
も
の
を

合
計
す
る
こ
と
は
意
味
の
な
い
こ
と
で
す
し
、
誤
っ
た
理
解
と
な
り
ま
す
。

以
下
、
ま
ず
経
常
勘
定
か
ら
説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
常
勘
定

八
１
Ｖ
昭
和
四
十
九
年
度
決
算
か
ら
五
十
一
年
度
へ
の
み
と
お
し

１
四
十
九
年
度
に
お
け
る
財
政
実
態

す
で
に
学
園
通
信
特
別
号
で
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
収
入
合
計
は
四
十
三

億
三
千
万
円
、
支
出
合
計
三
十
八
億
八
千
八
百
万
円
で
、
そ
の
差
四
億
四
千
二
百
万

円
が
次
年
度
へ
の
繰
越
金
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
単
年
度
の
収
支
で
み
る
と
、
上
記
収
入
合
計
に
は
前
年
度
繰
越
金
三
億

二
千
二
百
万
円
、
建
設
か
ら
の
繰
入
れ
二
千
三
百
万
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

も
、
●
、

差
し
引
く
と
、
単
年
度
収
入
額
は
三
十
九
億
八
千
五
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
し
た
力

っ
て
、
こ
れ
と
支
出
合
計
と
の
差
引
き
が
単
年
度
の
収
支
を
示
す
も
の
で
す
が
九
千

七
百
万
円
の
残
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
十
九
年
度
の
支
出
の
増
大
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
赤
字
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
残
を
生
じ
た
の
は
、
入
学
検
定
料
収
入
が
大
幅

に
ふ
え
た
か
ら
で
す
。
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
十
年
度
の
入
試
で
は
予
算
の

六
万
名
を
大
き
く
上
廻
る
九
万
名
以
上
の
志
願
者
数
と
な
り
、
そ
の
増
収
額
が
、
Ⅲ

十
九
年
度
収
入
で
あ
り
ま
す
の
で
、
四
十
九
年
度
の
支
出
増
大
を
支
え
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
‐
志
願
者
数
が
前
年
度
ま
で
の
実
績
六
万
名
余
で
あ
っ
た
な
ら

ば
四
十
九
年
度
は
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
変
動
性
の
強
い
検
定
料

収
入
に
支
え
ら
れ
た
と
い
う
、
不
安
定
な
財
政
状
態
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
す
。

例
え
ば
昭
和
四
十
八
年
度
の
人
件
費
総
額
二
十
二
億
一
千
八
百
万
円
に
対
し
、
昭
和

四
十
九
年
度
の
そ
れ
は
二
十
九
侭
六
千
二
百
万
円
に
噌
大
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
（
し
か
も
充
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
、
こ
の
よ
う
な
物
Ⅲ
高
騰
に
よ
る
経

餅
の
増
大
は
著
し
い
も
の
で
す
が
、
収
入
の
増
加
が
こ
れ
に
み
あ
わ
ず
、
結
局
検
定

料
収
入
の
増
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
決
算
を
み
て
「
四
値
の
黒
字
を
出
し
て
い
な
が
ら
学

校
当
局
は
赤
字
だ
と
い
っ
て
い
る
」
と
み
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
四
億
四
千
二
百

万
円
の
繰
越
金
は
事
実
で
す
し
、
そ
の
と
お
り
発
表
も
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
財
政
状
態
は
現
状
維
持
す
ら
で
き
な
い
と
い
う
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
上
記
の
よ
う
な
財
政
内
容
の
把
握
の
上
に
た
っ
て
、

五
十
年
以
降
の
財
政
状
況
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

２
五
十
年
度
の
収
支
見
込
み
に
み
る
財
政
状
況

四
十
九
年
度
の
財
政
状
態
か
ら
五
十
年
度
の
財
政
が
ひ
き
つ
づ
き
一
層
き
び
し
い

も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
収
支
と
も
に
未
確
定
の
も
の

（
検
定
料
、
補
助
金
収
入
、
人
件
曲
等
の
支
出
）
と
、
は
っ
き
り
み
こ
め
る
も
の
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
試
算
す
る
と
、
収
支
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

単
年
度
収
入
汁
四
十
一
他
一
千
三
百
万
円
に
対
し
、
支
出
合
計
は
四
十
四
億
八
千

万
円
で
あ
り
、
単
年
度
の
収
支
で
は
三
億
六
千
八
百
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
ｐ
た

だ
し
、
四
十
九
年
度
決
算
で
み
た
と
お
り
、
繰
越
金
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
合

計
額
が
四
十
六
値
一
千
三
百
万
円
と
な
る
た
め
、
前
記
支
出
を
ま
か
な
い
、
約
一
億

円
を
次
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
み
と
お
し
で
す
。
そ
の
主
要
な
要
因
は
、

支
出
に
お
い
て
人
件
賀
が
主
と
し
て
四
十
九
年
度
よ
り
五
億
九
千
三
百
万
円
の
増
と

な
る
の
に
対
し
て
、
収
入
に
お
い
て
は
、
学
跳
、
補
助
金
収
入
の
噸
、
検
定
料
収
入

な
ど
の
減
、
差
し
引
き
で
一
他
二
千
八
百
万
円
の
増
と
い
う
状
況
の
中
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
経
費
は
大
き
く
増
加
し
て
い
く
の
に
対
し
こ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
収
入

を
み
こ
み
え
な
い
状
況
で
す
。

３
五
十
一
年
度
以
降
の
試
算

⑪
試
算
の
前
提

す
で
に
教
学
総
括
、
学
生
・
教
職
員
の
実
態
な
ど
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
、
今
日
の
文
教
政
策
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
経
済
政
策
の
も
と
で
、
研
究
・
教

育
・
学
習
諸
活
動
は
、
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
困
難
な
問

題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
大
き
な
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
ま
ず
、
現
状

で
の
試
算
を
行
な
い
、
そ
の
止
で
さ
ら
に
必
要
と
す
る
経
税
を
考
え
て
み
る
と
い
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表 1収人蛎の主なもの

う
順
で
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
一
の
試
算
の
前
提
を

い
え
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

①
収
入
で
は
学
生
数
を
前
年
度
と
同
数
、
検
定
料
収
入
で
は
志
願
者
数
を
六
万

名
、
補
助
金
で
は
前
年
度
の
二
○
％
卿
を
兇
込
み
ま
す
。

②
支
出
で
は
、
教
職
員
定
員
を
五
十
年
度
と
同
数
、
給
与
改
善
は
一
五
％
相
当

額
、
経
費
設
備
支
出
は
五
十
年
度
執
行
見
込
み
の
上
に
た
っ
て
、
礎
目
に
よ
り

一
○
％
～
一
五
％
増
を
見
込
み
ま
す
。

以
上
の
前
提
の
も
と
で
試
算
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
収
支
の
状
況
を
よ
み
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
収
入

単
年
度
収
入
計
、
五
十
一
年
度
四
十
三
億
一
千
三
百
万
円
、
五
十
二
年
度
四
十

六
値
八
千
二
百
万
円
、
各
冷
前
年
度
に
比
し
二
億
円
、
三
値
六
千
九
百
万
円
の
噸

と
な
り
ま
す
ｃ
（
表
１
）
（
収
入
合
計
、
五
十
一
年
度
は
繰
越
金
・
繰
入
金
を
含

め
て
四
十
六
億
一
千
三
百
万
円
、
五
十
二
年
度
は
繰
入
金
を
含
め
四
十
七
億
五
百

万
円
と
な
る
）

その他の収入では若干の減額となります§

表2支,T,増の主なもの

⑧
支
出

支
出
合
計
で
は
、
五
十
一
年
度
五
十
億
五
千
百
万
円
、
五
十
二
年
度
五
十
九
他

二
千
四
百
万
円
、
各
々
前
年
度
に
比
し
、
五
億
七
千
万
円
、
八
億
七
千
三
百
万
円

の
噸
と
な
り
ま
す
が
、
支
出
増
の
主
な
も
の
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

側
収
支

以
上
の
試
算
の
結
果
、
五
十
一
年
度
は
六
億
一
千
四
百
万
円
、
五
十
二
年
度
は

十
二
億
一
千
九
百
万
円
の
支
出
超
過
が
み
こ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
現
状
維
持
の
み
で
こ
れ
ほ
ど
の
支
出
超
過
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
重
大
な
事
態

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
抜
本
的
に
は
、
さ
ら
に
大
幅
な
公

賀
助
成
の
獲
得
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
当
面
、
学
費
引
上
げ
に
よ
る
収
入
の
増

加
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

課
題
実
現
の
た
め
の
財
政
的
裏
づ
け

本
学
財
政
の
原
則
と
し
て
、
「
机
対
的
低
学
批
の
堅
持
」
が
確
認
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
原
則
に
そ
う
財
政
努
力
は
財
政
の
民
主
化
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
教
職
員
、
学
生
の
要
求
に
も
と
づ
く
予
算
の
編
成
と
執
行
に
お
い
て
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
教
育
・
研
究
、
学
習
活
側
を
す
す
め
る
上
で
、
多
く
の

問
題
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
そ
の
中
心
的
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
課
題

を
設
定
し
、
困
靴
を
き
り
ひ
ら
く
全
学
一
致
の
力
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
教
学
総
括
と
課
題
で
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
お
し
進
め
る
重
点
的
な
も
の
の
財
政
的
裏
づ
け
の
検
討
を
提
起
し
た
い
と
思
い
ま

す
。①

教
育
・
研
究
条
件
に
か
か
わ
る
も
の

教
育
・
研
究
条
件
の
改
善
に
共
通
す
る
中
心
的
な
問
題
は
、
教
職
員
の
定
員
の

増
加
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
教
育
・
研
究
を
す
す
め
る
図
書
資
料
費
等
の
充
実
で
あ
り
、
学

生
の
小
難
団
詣
活
動
な
ど
の
一
岬
の
前
進
を
は
か
る
条
件
の
設
定
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
図
叶
伐
、
研
究
旅
伐
、
留
学
餅
、
小
集
川
補
助
金
、
学
友
会
補
助
金

-1 7-

学fY収，

検定料収）

補助金収ノ

51年I

m.MOOill'

50年度と|司苔

IttKSOO万F［

52年I

newhi万I1

50年度と同＃

Hi'8300万P

人件1

経我設肺

51年底

5億2400万F.

6600万I'l

52年）

7催P

1億100万I
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５
ま
と
め

八
１
Ｖ
の
３
、
五
十
一
年
度
以
降
の
試
算
で
み
た
よ
う
に
、
現
状
維
持
で
五
十
一

年
度
六
億
円
、
五
十
二
年
度
で
十
二
億
円
の
支
出
超
過
の
事
態
で
あ
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
現
状
の
中
に
あ
る
き
び
し
い
問
題
点
を
改
善
す
る
に
要
す
る
額
が
五
十

一
年
度
一
値
七
千
万
円
、
五
十
二
年
度
二
他
五
千
万
円
余
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
十
一
、
五
十
二
年
度
に
わ
た
っ
て
の
所
要
額
を
ま
か
な
う
た

め
に
は
、
今
後
、
公
徽
助
成
連
動
、
財
政
努
力
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
諸
課
題
を
や
り
き
る
た
め
、
当
面
後
出
の
と
お
り
学
礎
額
の
改
定

を
提
起
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
改
定
額
に
よ
れ
ば
、
そ
の
増
収
額
は
、
五
十
年
度
に
お
い
て
一
億
二

千
百
九
十
万
円
、
五
十
一
年
度
七
他
四
千
二
百
九
十
万
円
、
五
十
二
年
度
十
一
億
一

千
百
三
十
万
円
と
な
り
、
収
支
は
、
五
十
一
年
度
七
千
六
百
九
十
万
円
の
残
、
五
十

二
年
度
は
二
億
八
千
八
百
十
万
円
の
不
足
と
い
う
状
況
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
前

に
の
べ
た
よ
う
に
、
五
十
二
年
度
の
不
足
は
公
没
助
成
運
動
と
財
政
努
力
の
な
か
で

解
決
を
は
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

等
で
あ
り
ま
す
。

②
学
生
、
教
職
員
の
厚
生
条
件
に
か
か
わ
る
も
の

学
生
、
教
職
員
の
生
活
実
態
の
上
に
た
て
ば
、

厚
生
絹
施
策
の
改
善
は
、
一
隅
切
実
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
退
職
金
問
題
、
学
資
貸
与
、
生
活

協
同
組
合
に
対
す
る
助
成
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
以
上
の
重
点
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、

お
よ
そ
表
３
の
よ
う
な
金
誠
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

表3諸課題実現にための試算

建
設
勘
定

八
１
Ｖ
建
設
堅

利
…
Ｖ
建
設
勘
定
の
総
括

学
園
財
政
は
、
昭
和
三
十
八
年
第
一
次
長
期
計
画
策
定
以
来
、
建
設
勘
定
と
経
常
勘

定
を
明
確
に
区
分
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
・
研
究
の
発
展
の
た
め
の
条
件
整
備

を
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

建
設
勘
定
の
財
源
は
、
学
費
中
の
維
持
拡
充
餅
と
寄
付
金
を
主
た
る
も
の
と
し
、
施

設
設
備
の
維
持
と
拡
充
に
あ
て
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
衣
笠
一
拠
点
早
期
実
現
を
め
ざ

す
上
で
、
き
わ
め
て
困
難
な
多
く
の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
着
実
に
推
進
し
つ
つ
あ

る
の
は
、
以
上
の
財
源
を
伯
還
財
源
と
し
て
一
定
の
借
入
金
と
学
債
募
集
を
行
な
い
資

金
確
保
を
な
し
得
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
寄
付
学
俵
は
す
べ
て
任
意
な
も
の
で

す
。
ま
た
で
き
る
だ
け
相
対
的
低
学
費
を
維
持
す
る
た
め
公
費
助
成
運
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
予
算
の
重
点
化
を
は
か
る
な
か
で
、
極
力
支
出
の
節
減

に
つ
と
め
、
新
た
な
建
設
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
資
産
を
売
却
す
る
等
、
合
理
的
運

用
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
以
来
、
一
貫
し
て
物

価
の
上
昇
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
年
間
維
持
拡
充
曲
の
引
上
げ
を
行
な
わ

ず
に
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻
な
経
済

状
況
の
も
と
で
、
経
常
勘
定
と
同
様
、
建
設
勘
定
に
お
い
て
も
大
き
な
困
難
に
直
面
し

て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
拠
点
の
み
と
お
し
に
つ
い
て
困
難
な
問
題
を
も
っ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
に
も
こ
と
欠
く
聯
態
に
た
ち
至
っ
て

お
り
ま
す
。

次
に
昭
和
三
十
八
年
度
以
来
の
長
期
計
画
事
業
お
よ
び
維
持
管
理
の
遂
行
を
、
財
政

上
ま
と
め
て
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑩
建
設
事
業
は
五
十
四
億
円
で
支
出
総
額
の
四
三
・
八
％
。
借
入
金
返
済
額
は
六
十

五
億
円
で
同
じ
く
五
二
・
五
％
。
維
持
修
繕
・
整
備
等
は
わ
ず
か
に
六
億
円
で
五
・

一
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

②
以
上
に
対
す
る
収
入
で
は
、
維
持
拡
充
費
収
入
が
三
十
八
億
円
で
三
○
％
、
寄
付

金
・
資
産
売
却
収
入
等
を
含
め
る
と
五
十
七
億
円
で
四
六
・
七
％
に
あ
た
り
ま
す
。

当
然
不
足
額
は
借
入
金
で
ま
か
な
い
、
そ
の
額
は
六
十
一
億
円
で
五
○
％
弱
で
あ
り
、

四
十
九
年
度
末
借
入
残
高
は
十
六
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

－1 8 －

人件i

物件f

公
に

三
両

51年＃

1111700万円

5,690万円

1億7390万円

52年度

1fi6900万円

8,330万円

2億5230万IM
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３
こ
れ
ま
で
の
負
俄
償
還
額
が
↑
五
十
年
度
の
事
業
を
含
め
て
維
持
拡
充
曲
収
入
を

上
廻
る
に
至
っ
た
点
、
今
後
年
々
増
加
す
る
施
設
・
設
備
と
、
老
朽
化
す
る
旧
施
設

・
設
備
の
維
持
改
善
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
今
後
の
一
拠
点

実
現
の
た
め
に
は
資
産
売
却
収
入
と
大
幅
な
寄
付
金
の
増
収
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

事
態
に
あ
る
こ
と
が
重
要
な
問
題
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
２
Ｖ
五
十
年
度
以
降
の
事
業
と
み
と
お
し

五
十
年
度
は
、
事
業
税
十
四
億
円
を
含
む
二
十
億
円
の
予
算
で
現
在
進
行
中
で
す
。

す
で
に
衣
笠
で
の
二
千
坪
の
校
地
買
収
と
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
実
現
し
、
理
工
新
館

に
つ
い
て
も
建
設
中
で
あ
る
こ
と
は
了
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

附表1

建設勘定（昭和38年度長計以降49年度までの収支合計）

65億2800万

49年度借入残高（38年度期首5ffOlOO万十借入61J18200万一元金返済

51(16600万=16(ft700万円）

八
３
Ｖ
建
設
勘
定
の
課
題
と
維
持
拡
充
費
の
醗
上
げ
に
つ
い
て

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
過
去
十
二
年
間
の
建
設
勘
定
、
維
持
拡
充
餅
収
入
は
、

一
拠
点
に
む
け
て
の
建
設
と
同
時
に
、
旧
施
設
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
維
持
管

理
に
も
当
て
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
額
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
強
化
は
緊
急
を
要
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
維
持
拡
充
微
は
、

こ
の
課
題
の
解
決
に
む
け
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
点
に
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
次
の
諸
点
で
明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。

仙
一
拠
点
建
設
事
業
と
維
持
餅

①
土
地
建
物
等
の
充
実
過
程
に
つ
い
て
は
、
附
表
３
に
示
す
と
お
り
で
す
。
土
地

は
、
昭
和
三
十
八
年
に
比
し
一
三
四
％
、
建
物
で
は
一
七
一
％
に
増
加
し
、
教
育

附表 建設勘定負債残高表

五
十
一
年
度
以
降
の
建
設
財
政
に
（
罫
い
て
鰹
す

で
に
前
項
で
の
べ
た
よ
う
に
、
維
持
拡
充
憐
収
入
が

負
債
償
還
の
財
源
で
す
の
で
、
今
後
の
建
設
の
財
源

の
主
要
な
も
の
は
、
資
産
の
売
却
収
入
と
な
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
建
設
に
必
要
な
資
金
の

大
部
分
を
借
り
入
れ
、
資
産
売
却
に
よ
っ
て
返
済
を

し
て
い
く
と
い
う
方
法
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
重
要

な
役
割
を
も
っ
て
く
る
の
が
私
学
振
興
財
団
か
ら
の

長
期
の
借
入
れ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
財
団
」
で
も
、

い
つ
で
も
、
い
く
ら
で
も
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
し
、
ま
た
あ
く
ま
で
も
借
入
金
で
す
か
ら
返
済
可

能
な
範
囲
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
一
拠
点
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
一
層
民
主

的
財
政
の
連
用
、
す
な
わ
ち
財
政
力
吐
に
ふ
さ
わ
し

い
事
業
の
推
進
に
努
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に

私
学
の
基
本
施
設
の
貸
付
に
対
す
る
利
子
補
給
・
金

利
の
引
下
げ
、
さ
ら
に
施
設
に
た
い
す
る
補
助
金
な

ど
の
実
現
に
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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収入総謝

二
二
口

、
Ｉ
Ｉ
Ｊ

ノ

1音

入

金

小計

1岨

小計

維持拡充1

０
４
１
Ｊ

去
可

資産売上p

学‘

財団

銀行

公I

経常より繰入

124f.g;40007

38億34()0万

6億85007フ

me7800

57億9700ラ

2()億20007

20億970()）

200.1100フ

n.iooフ

61億8200フ

4{i6100万

4ffi:6100万

支 出 総 惑

争

半￥

画
き
言
＃

一
言
口

、１
Ｊ

ノ

ね
脈
訓
ノ
兵
到
邪
生
弾
け

三
一
戸

、
７
１
Ｊ

ノ

f

小同

土地買1

建物

施設設備整理

負偵償還元2

（学債､財団､銀行他）

負債償還利子

（同上）

経常への繰,1

50年度への繰越

12.1̂40007

13fl7300万

34億2700万

6ffi42007

54億4200万

51(16600万

13(16200万

2億2100万

2(64900万

4億7000万

①学K,

②財団借入金

③住宅金融公庫借入金

49年度末

650,740.000P

903.820,0OOP

50,503,464円

1.605,063,464P

50年度ラ

676,450,()00円

1.609.560,000円

50,127,000円

2.336,137,000円
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(2）

①
一
拠
点
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
暁
の
｜
衣
笠
一
拠
点
実
現
の
た

め
に
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
発
表
し
、
全
学
の
討
議
に
付
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
財
政
措
置
は
非
常
に
困
雌
で
す
。
そ
の
最
大
の
理
由

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
土
地
・
建
物
の
高
騰
に
あ
り
ま
す
。
建
築
単
価
の
値
上
り

に
つ
い
て
は
附
表
５
に
示
す
と
お
り
で
、
昭
和
三
十
八
年
に
比
べ
五
十
年
は
実
に

三
・
二
倍
と
な
り
、
と
く
に
四
十
六
年
以
降
が
は
、
げ
し
く
、
二
・
三
倍
と
な
っ
て

②
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
拠
点
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
計
画
は
と
り
わ

け
重
要
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
り
ま
せ
ん
が
、
、
資
産
売
却
収
入
、

⑥
財
団
か
ら
の
長
期
資
金
の
借
入
あ
る
い
は
銀
行
借
入
、
＠
学
債
募
集
、
④
寄
付

金
、
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
な
か
で
と
く
に
、
財
団
か
ら
の
借
入
れ
の
努
力
と

国
の
施
設
に
対
す
る
補
助
金
樫
得
の
運
動
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
し
、

同
時
に
寄
付
金
募
集
の
運
動
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
以
上
の
よ
う
に
、
全
施
設
・
設
備
を
維
持
管
理
し
充
実
す
る
た
め
の
財
源
確
保

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
一
拠
点
計
画
を
実
現
す
る
財
政
努

力
も
す
す
め
、
全
体
と
し
て
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
る
建
設
勘
定
と
し
な
け

③
さ
ら
に
一
拠
点
を
完
成
す
る
上
で
附
随
し
て
起
こ
る
建
設
事
業
も
多
々
あ
り

そ
の
曲
用
を
ま
か
な
う
に
は
、
現
状
維
持
拡
充
曲
は
さ
ら
に
大
き
く
不
足
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
以
止
の
点
で
、
す
く
な
く
と
も
必
要
な
維
持
微
の
一
定
額
を
補
う
必
要
が
あ
り
、

維
排
拡
充
憐
の
引
上
げ
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

②
こ
の
よ
う
な
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
し
て
、
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
維
持

費
は
、
附
表
４
に
示
す
よ
う
に
過
去
五
年
間
で
一
・
五
億
円
に
過
ぎ
ず
き
わ
め
て

不
充
分
で
、
施
設
・
設
備
の
効
果
を
充
分
に
あ
げ
う
る
条
件
を
整
え
て
い
な
い
実

状
で
す
。
こ
れ
を
一
定
の
計
画
的
維
持
業
務
を
遂
行
す
る
に
は
、
同
表
の
五
十
一

年
度
以
降
の
欄
に
示
す
金
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

か
で
、
な
お
一
定
の
蛎
加
か
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
手
ま
＋
７
０

一
拠
点
事
業
の
実
現
の
た
め
に

研
究
の
基
本
的
条
件
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
今
後
一
拠
点
か
実
現
し
て
い
く
な

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－20－
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学費改定案

入学検定料

大
ワ
ロ
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〕

〃
。
Ｔ
〃

〃
ｎ
ｕ
ｌ

〆
『
Ｐ
一
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改定算

10,000
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授業1
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二
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Ⅱ

一
一
一
ｒ
ｌ

△
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少し
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70，001
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40
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100，(ill
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247‘00
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400
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70.000

85，000
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27，000

199.000
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400
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１
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学
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一
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一
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７
屯
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日

一
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へ
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一
一
…
三
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Ｔ
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へ
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計ム
ロ
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謝恩基金
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附表3

〔
注
・
グ
ラ
一
ノ
ー
・
昭
和
四
五
～
五
二
年
度
経
常
勘
定
収
支
実
態
グ
ラ
フ
２
．
昭
和
五
○
年
度
一
○
大
学
学
費
比
較
表
、
グ
ラ
フ
３
・
一
部
文
系
、
初
年
度
納
付
額
推
移
比
較
表

関
西
囚
私
学
関
東
二
私
室
、
附
表
４
．
昭
和
四
六
～
五
五
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資
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六
八
七
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
（
そ
の
三
ｌ
立
命
館
大
学
発
展
の

た
め
の
当
面
の
重
点
施
策

一
九
七
五
年
一
○
月
三
日
と
二
一
日
の
学
園
振
興
懇
談
会
に
お
い
て
、
理
事
会
は
学
費
改

定
の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
同
時
に
「
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
（
一
九
七
五
・

一
○
・
二
二
を
発
表
し
、
全
学
的
討
議
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
三
ヵ
月
に
わ
た
り
、

理
事
会
、
一
・
二
部
学
友
会
、
大
学
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
（
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
）
の
間
で
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
九
回
の
学
園
振
興
懇
談
会
と
各
学
部
で
の

五
者
会
談
、
二
部
懇
談
会
・
学
部
懇
談
会
、
大
学
院
懇
談
会
、
部
課
交
渉
、
教
授
会
・
部
課

で
の
討
議
、
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
で
の
討
議
が
な
さ
れ
、
真
剣
で
は
げ
し
い
討
論
が
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

立
命
館
（
学
内
）
理
事
会
は
、
こ
の
よ
う
な
全
学
で
の
討
議
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
そ
こ
で

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
と
到
達
点
を
、
現
在
の
時
点
で
集
約
し
、
ま
た
、
各
学
部
学
生
大

会
で
集
約
さ
れ
た
学
生
の
要
求
を
う
け
と
め
て
、
当
面
の
重
点
施
策
を
次
の
通
り
提
示
し
ま

す
。

と
く
に
今
回
の
学
費
討
議
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、

第
一
に
、
学
費
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
基
本
方
向
は
、
本
学
の
全
構
成
パ
ー
ト
の
英

知
と
力
を
結
集
し
て
、
私
学
危
機
の
根
源
に
迫
る
運
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
本
学
の
あ

ら
ゆ
る
面
に
わ
た
り
よ
り
一
層
の
民
主
化
を
実
現
す
る
以
外
に
な
い
こ
と
が
基
本
的
に
確
認

さ
れ
た
こ
と
。

第
一
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
て
討
議
さ
れ
、
私
学
危
機
が
各

ク
ラ
ス
や
個
々
の
学
生
の
教
学
実
態
や
生
活
実
態
の
な
か
に
、
具
体
的
に
ど
う
あ
ら
わ
れ
て

い
る
か
が
話
し
合
わ
れ
、
要
求
が
出
さ
れ
、
教
職
員
と
学
生
の
統
一
し
た
力
に
よ
っ
て
、
私

学
危
機
を
克
服
し
、
教
学
上
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま

は
じ
め
に 一

九
七
六
（
昭
五
二
・
二
“
一
二
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

こ
の
間
に
お
ほ
る
全
学
を
あ
ほ
て
の
学
費
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
よ
（
一
て
達
成
さ
れ
た
新

し
い
到
達
段
階
は
、
次
の
二
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
１
Ｖ
公
費
助
成
運
動
の
前
進

学
費
問
題
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
私
学
の
危
機
は
、
単
に
私
学
だ
け
の
危
機

で
は
な
く
、
日
本
の
全
高
等
教
育
、
教
育
全
体
の
危
機
の
私
学
に
お
け
る
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
そ
れ
は
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
国
民
的
危
機
、
つ
ま
り
日
本
全
体
の
経
済
的
・

政
治
的
・
文
化
的
危
機
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
根
源
は
政
府
の
貧
困
で
反

動
的
な
文
教
政
策
と
不
況
の
も
と
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
あ
り
、
そ
の
根
本

的
解
決
は
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
曲
助
成
の

獲
得
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
運
動
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
学
が
戦

後
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
相
対
的
低
学
費
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
個
別
大

学
の
限
界
内
に
お
い
て
も
、
最
大
限
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
原

則
は
あ
く
ま
で
も
堅
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
確

認
さ
れ
て
き
て
い
る
財
政
の
民
主
化
を
さ
ら
に
一
層
す
す
め
、
学
生
・
院
生
・
教
職
員

の
要
求
に
も
と
づ
い
た
財
政
運
用
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
基
本
的
諸
課
題
は
学
費
討
議
を
通
じ
て
、
教
職
員
・
学
生
・
院
生
の
全
体

に
よ
っ
て
基
本
的
に
承
認
さ
れ
、
学
費
問
題
に
取
り
組
む
基
本
的
視
点
と
全
学
の
統
一

の
基
礎
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
財
政
民
主
化
の
点
で
も
、
公
擬
助
成
運
動
の

仕
事
に
、
教
職
員
は
自
か
ら
の
権
利
を
守
る
と
同
じ
よ
う
に
主
体
的
に
と
り
く
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

の
要
求
を
基
礎
と
し
て
政
策
化
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

す
。
こ
の
点
は
民
主
的
手
続
き
の
上
か
ら
も
、
討
議
の
拡
が
り
の
点
か
ら
も
、
本
学
に
お
け

る
民
主
化
の
新
し
い
到
達
段
階
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

第
三
に
、
本
学
に
お
け
る
教
学
改
善
は
、
学
生
実
態
の
正
確
な
把
握
に
も
と
づ
き
、
学
生

要
求
を
基
礎
と
し
て
政
策
化
さ
れ
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
、
そ
の
要
求
に
こ
た
え
る

一
、
公
費
助
成
運
動
の
前
進
と
新
し
い
教
学
の
創
造
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展
開
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
財
政
民
主
化
の
新
し

い
到
達
点
と
し
て
は
、
学
内
の
諸
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
し
て
、
財
政
に
つ
い
て

も
黄
任
を
有
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
一
人
ひ
と
り
の
教
職
貝
が
各
ク
ラ
ス
で
学
生
と

と
も
に
学
曲
問
題
・
財
政
問
題
を
率
直
に
話
し
合
い
、
財
政
問
題
が
財
政
公
開
の
形
式

面
の
み
で
な
く
、
内
容
面
で
も
全
学
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
賀
助
成
運
動
に
お
け
る
前
進
面
は
、

第
一
に
、
本
年
度
は
「
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
全
学
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
と
並

ん
で
、
と
く
に
「
学
部
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
が
強
化
さ
れ
、
学
部
を
基
盤
と
し
た
学

習
会
、
署
名
柵
動
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
。

第
二
に
、
三
川
一
二
Ⅱ
の
京
都
私
学
デ
ー
に
は
ク
ラ
ス
討
縦
を
ふ
ま
え
て
多
数
の

学
生
・
院
生
・
教
職
貝
が
参
加
し
、
さ
ら
に
三
月
一
四
Ⅱ
の
中
央
私
学
デ
ー
に
は
、

ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
し
て
学
生
が
参
加
し
、
公
岱
助
成
連
絡
会
議
と
し
て
最

大
規
模
の
二
六
五
名
と
い
う
大
代
表
団
が
、
京
都
代
表
団
に
結
集
し
て
行
動
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
一
二
月
一
七
Ⅲ
の
中
央
派
遣
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
で
の
連

動
が
大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
「
学
岱
値
上
げ
を
し
な
い
で
も
す
む
大
幅
助
成
」
の

要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
一
年
度
予
算
の
政
府
案
は
一
二
九
○
億
円
（
前
年
比
二
八

・
一
％
増
）
と
、
文
部
省
概
算
要
求
一
五
五
一
億
円
を
も
大
幅
に
下
回
る
も
の
で
あ
り
、

国
立
大
学
の
授
業
料
を
現
行
の
三
・
六
万
円
か
ら
九
・
六
万
円
へ
値
上
げ
す
る
こ
と
と

な
ら
ん
で
、
受
益
者
負
担
原
則
を
お
し
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
た

い
し
て
、
さ
ら
に
連
動
を
強
化
し
、
大
幅
で
民
主
的
な
公
伐
助
成
を
全
国
股
的
な
連
伽

に
よ
っ
て
唯
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
２
Ｖ
新
し
い
教
学
創
造
の
課
題

１
学
友
会
は
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
第
二
項
に
お
い
て
、
「
民
主
的
社

会
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
能
力
を
」
と
い
う
要
求
を
か
か
げ
、
「
大
学
教
育

の
な
か
で
、
①
民
主
的
市
民
と
し
て
の
当
然
の
椛
利
、
社
会
常
識
を
身
に
つ
け
る
。

②
社
会
に
出
て
か
ら
も
通
用
す
る
専
門
的
知
識
、
学
力
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
特
別
満
座
の
開
講
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
問
題
提
起
は
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て

い
ま
す
。

す
で
に
学
振
懇
で
の
き
び
し
い
討
議
の
な
か
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
今
日
、
一

九
七
○
年
代
の
後
半
に
あ
た
っ
て
、
民
主
的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
主
体
を
ど
の
よ

う
に
養
成
し
て
い
く
か
と
い
う
課
辿
が
大
き
く
大
学
に
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
七
○
年
代
後
半
に
あ
た
っ
て
の
新
し
い
大
学
像
・
学
生
像
と
新
し
い
教
学
を
ど
の

よ
う
に
創
造
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
で
あ
り
ま
す
。
社
会
の
進
歩
と
発
展
に
寄
与

で
き
る
民
主
的
知
識
人
の
養
成
と
い
う
課
題
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の
深
化

と
反
測
的
な
文
教
政
策
の
進
行
と
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
危
機
の
な
か
で
、

民
主
的
伽
き
手
と
し
て
の
確
信
と
実
践
的
能
力
に
う
ら
す
け
ら
れ
た
社
会
人
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
が
、
ま
さ
に
大
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。一

九
六
○
年
代
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
一
九
七
○
年
代
の
後
半
に
は
い
っ
た

現
在
、
基
本
的
人
椛
の
雄
視
、
国
氏
主
権
、
民
主
主
義
に
対
す
る
国
家
主
義
的
傾
向

と
い
う
伽
き
が
つ
よ
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は
大
学
の
自
治
を
担
う
そ

れ
ぞ
れ
が
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、
人
権
の
教
育
・
研
究
を
全
学
に

貫
徹
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
歴
史
的
・
社
会
的
な
正
し
い
も
の
の
見
方
を
身
に
つ
け

て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
民
主

的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観
・
労
伽
観
・
権
利
意
識
を
身
に
つ
け
、
力
量
あ
る
社
会

人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う
と
い
う
観
点
か
ら
提
起
し
て
い
る
学
生
の

要
求
は
枇
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
Ｑ
『

本
学
は
、
戦
後
一
桃
し
て
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
も
と
づ
く
弓
平
和
と
民
主
主
義
」

の
教
育
・
研
究
を
教
学
の
基
本
理
念
と
し
て
教
学
改
善
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
教
育
・
研
究
の
具
体
的
方
向
と
し
て
は
、
「
教
育
・
研
究
の
社
会
的
現
実
か
ら

の
遊
離
に
よ
る
形
式
化
を
克
服
し
、
将
来
に
生
き
る
学
生
の
諸
要
求
に
こ
た
え
、
現

代
の
問
題
は
何
か
を
意
識
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
・
研
究
の
分
断
化
に
た
い
し
て
、

こ
れ
を
総
合
化
す
る
た
め
に
、
教
育
・
研
究
の
共
同
化
を
図
る
べ
き
こ
と
」
が
重
要

で
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
教
育
・
研
究
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
追

求
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
現
在
の
時
点
で
再
び
現
実
に
合
っ
た
形
で
提
起
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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③
教
学
内
容
の
現
代
的
課
題
の
追
求

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
面
的
再
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
再
検
討
の
視
点
は
以
上
に
述
べ
た
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

最
も
重
要
な
こ
と
は
学
生
の
実
態
と
要
求
を
ふ
ま
え
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
成
や

教
学
内
容
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
学
問
の
体
系
性
と
系
統
性
は
も
ち

ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
を
受
け
と
る
の
は
学
生
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
統
一
性
を
重

視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
現
在
学
生
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
具

体
的
な
科
目
設
置
の
要
求
は
、
そ
の
開
設
の
可
能
性
や
条
件
の
検
討
の
結
果
を
本
年

三
月
中
に
提
示
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
教
学
改
善
の
第
一

歩
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
’
一
部
教
学
の
問
題
は
現
在
の
私
学
危
機
を
集
中
的
に
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
二
部
教
学
の
改
善
は
単
に
二
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
全
学
で
取
り
組
む
べ
き

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
七
○
年
代
後
半
に
向
け
て
の
新
し
い
学
生
像
と
大

学
像
の
形
成
、
新
し
い
教
学
創
造
の
課
題
は
、
二
部
に
お
い
て
こ
そ
鹸
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
全
学
の
力
で
二
部
教
学
を
守
り
発
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
二
部
協
縦
会
は
二
部
教
学
の
蛍
任
機

関
と
し
て
の
固
有
の
責
任
を
自
覚
し
、
課
題
を
鮮
明
に
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ま
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
各
学
部
教
授
会
も
「
二
部
ま
か
せ
」
に
せ
ず
、
ま
た
理
事
会
も

二
部
協
委
員
長
か
ら
の
問
題
提
起
を
受
け
、
積
極
的
に
二
部
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
同
様
の
こ
と
は
、
｜
般
教
育
・
外
国
語
・
保
健
体
育
・
教
職
課
程
と
い
っ
た
全
学

に
ま
た
が
る
教
学
パ
ー
ト
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
と
く
に
、
一
般
教
育
を

小
喋
団
教
育
の
改
善
と
な
ら
ん
で
教
学
改
善
の
中
心
的
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
す
が
、

そ
の
場
合
に
も
以
上
の
よ
う
な
新
し
い
教
学
を
創
造
す
る
立
場
か
ら
の
検
討
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
大
学
院
教
学
に
つ
い
て
は
「
民
主
的
研
究
者
養
成
」
と
い
う
理
念
が
確
立
さ
れ
て

現
在
、
本
学
で
は
教
学
改
善
の
三
つ
の
柱
と
し
て
、

①
基
礎
学
力
の
養
成

②
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
よ
り
一
層
の
前
進

学
友
会
の
一
当
面
す
る
緊
急
一
一
一
項
目
要
求
」
の
第
一
項
は
一
：
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る

教
学
全
体
の
発
展
を
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
本
学
に
お
け
る
四
年
間
の
小
集
団

教
育
の
保
障
が
、
学
生
の
、
講
義
の
な
か
で
の
問
題
意
識
の
交
流
と
総
合
、
学
生
間
の
集
団

化
・
民
主
化
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
役
割
を
基
本
的
に
果
た
し
て
き
た
も
の
と
し
て
評
価
し
、

「
現
在
の
課
題
は
、
語
学
、
体
育
も
含
め
た
小
集
団
教
育
を
、
各
回
生
ご
と
の
到
達
目
標
・

理
念
に
即
し
て
、
系
統
的
に
履
修
で
き
る
よ
う
に
現
実
化
し
、
小
集
団
の
中
で
と
ら
え
た
学

生
の
要
求
に
そ
く
し
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
改
革
の
展
望
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
す
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

大
学
と
し
て
も
、
現
在
に
お
け
る
教
学
改
善
の
重
点
課
題
が
、
依
然
と
し
て
小
集
団
教
育

を
軸
と
す
る
学
部
教
学
全
般
の
改
善
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
当
面
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
点
施
策
を
行
な
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
具

体
的
な
改
善
策
は
各
学
部
毎
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
共
通
点
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
１
Ｖ
小
集
団
教
育

１
低
回
生
（
｜
・
二
回
生
）
小
集
団
教
育

⑪
一
・
二
回
生
時
の
小
集
団
教
育
を
一
括
し
て
低
回
生
小
喋
団
教
育
と
し
て
と
ら

え
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
目
標
と
相
互
の
関
連
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
と
く
に
二
回
生
小
集
団
教
育
の
到
達
目
標
と
位
置
づ
け
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

２
さ
ら
に
、
小
集
団
教
育
だ
け
を
自
己
完
結
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
一
般

教
育
や
専
門
教
育
な
ど
の
大
教
室
講
義
と
の
関
連
性
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

③
学
生
の
要
求
に
も
あ
る
統
一
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
関
し
て
は
、
現
在
、
各
学
部

い
ま
す
が
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
学
部
教
学
と
の
関
連
を
鮮
明
に
し

て
い
ノ
、
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｜
｜
、
教
学
改
善
の
た
め
の
当
面
の
重
点
施
策

ｌ
諸
要
求
と
か
か
わ
っ
て
Ｉ
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の
事
情
を
反
映
し
（
う
、
統
一
テ
キ
ヲ
〈
卜
の
作
成
共
通
教
材
の
作
成
、
テ
キ
ブ
〈

卜
群
の
選
定
と
い
っ
た
三
つ
の
形
態
で
到
達
目
標
に
し
た
が
っ
た
内
容
の
充
実
が

は
か
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
方
向
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

㈱
こ
れ
ら
の
教
科
研
究
を
通
じ
て
、
ま
た
担
当
者
会
議
等
に
よ
る
教
員
の
共
同
化

を
す
す
め
ま
す
。
と
く
に
一
回
生
と
二
回
生
の
担
当
者
間
の
ひ
き
つ
ぎ
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
小
集
団
教
育
が
生
き
生
き
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
学
生
の
教
学

実
態
と
教
学
要
求
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
ク
ラ
ス
に
お
け
る
直
接
の
実
態
把
握
と
と
も
に
回
生
別
協
議
会
に
よ
る
学
生
と

の
協
議
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
三
・
四
回
生
演
習

⑪
演
習
は
小
集
団
教
育
体
系
の
集
約
点
で
も
あ
り
、
大
教
室
講
義
を
ふ
く
む
大
学

教
育
全
体
の
集
約
点
で
も
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
各
学
部
で
の
取
り
組
み

の
経
過
と
独
自
性
を
生
か
し
つ
つ
、
二
年
制
ゼ
ミ
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
四
回

生
後
期
の
論
文
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

②
ゼ
ミ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
編
成

の
際
、
学
生
の
志
望
理
由
を
主
た
る
基
準
に
し
ま
す
。

③
ゼ
ミ
を
生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
ゼ
ミ
連
と
担
当
教

員
と
の
協
議
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

３
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
保
障

川
小
集
団
教
育
補
助
金
を
現
在
の
一
万
五
○
○
○
円
か
ら
二
万
円
に
増
額
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
が
有
効
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
運
用
を
改
善
し
、
そ
の
一
部

を
従
来
か
ら
要
求
の
強
い
イ
、
／
ゼ
ミ
な
ど
へ
の
参
加
援
助
費
と
し
て
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
学
部
学
生
共
同
研
究
室
は
、
昭
和
四
九
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
二
年
を
経
過
し
、

学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
発
展
に
一
定
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
営
上
種
々
の
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が
、
二
年
間
の
総
括

の
上
に
た
っ
て
、
問
題
点
を
整
理
し
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
図
書
費
の
増
額
等
に
よ
っ
て
、
図
書
館
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

必
サ
ブ
ゼ
ミ
・
自
主
ゼ
ミ
等
の
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
活
動
の
時
間
的
・
場
所

的
条
件
の
整
備
の
た
め
可
能
な
か
ぎ
り
努
力
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
課
外
活

動
と
の
調
整
や
施
設
条
件
の
整
備
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

八
２
Ｖ
専
門
教
育

山
小
集
団
教
育
の
充
実
・
発
展
の
な
か
で
、
現
在
、
学
生
の
教
学
実
態
を
ふ
ま
え
、

基
礎
学
力
の
養
成
に
視
点
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
再
編
成
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
系
統
化
・
集
約
化
、
要
卒
単
位
数
の
再
検
討
が
強
く
要
請
さ
れ
て
お
り
、
各
学

部
と
も
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
晶
近
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
成

の
行
な
わ
れ
た
学
部
や
学
科
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
実
化
に
努
め
ま
す
。

２
い
わ
ゆ
る
ノ
ー
ト
術
義
に
つ
い
て
、
一
年
間
全
体
の
講
義
の
体
系
性
を
明
確
に
す

る
意
味
で
の
レ
ジ
ュ
メ
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
『
講
義
概
要
』
の
充
実
と
そ
の
有

効
な
活
用
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
各
回
生
毎
の
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

側
大
教
室
講
義
の
方
法
の
改
善
の
た
め
、
質
疑
応
答
の
方
式
、
マ
イ
ク
の
利
用
や
黒

板
の
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
の
工
夫
を
こ
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
外
国
語
の
文
献
や
資
料
に
よ
る
専
門
科
目
の
学
習
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
と
く
に

三
回
生
時
に
お
け
る
語
学
力
を
維
持
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
従
来
か
ら

も
開
設
さ
れ
て
い
る
外
国
害
講
読
を
充
実
強
化
し
、
学
生
諸
君
の
積
極
的
な
受
講
を

す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
３
Ｖ
｜
般
教
育

本
学
に
お
け
る
教
学
改
善
の
重
要
課
題
と
し
て
、
は
じ
め
て
一
般
教
育
の
問
題
が
本

格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
九
年
の
「
全
学
協
確
認
事
項
」
に
お
い
て
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
小
集
団
教
育
と
し
て
の
プ
ロ
ゼ
ミ
の
設
置
と
な
ら
ん
で
、
一

般
教
育
の
改
善
が
大
学
教
育
改
善
の
中
心
的
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
教
育
改
善
の
課
題
と
し
て
は
「
①
高
校
ま
で
の
教
育
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
。

②
一
般
教
育
三
系
列
間
及
び
系
列
内
各
科
目
の
相
互
関
連
が
な
く
、
こ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ

で
あ
る
と
い
う
現
状
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
を
総
合
化
し
、
各
学
部
の
性
格
に
応
じ
て
立

体
的
に
配
列
し
、
講
義
内
容
・
方
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
相
互
の
関
連
性
を
明
確
に
す

る
。
③
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
分
離
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
の
性
格
に
応
じ
、
こ
れ
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を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
科
学

的
・
総
合
的
世
界
観
を
あ
た
え
る
一
般
教
育
」
と
「
学
問
を
深
く
追
求
す
る
実
践
的
・

応
用
的
専
門
教
育
」
を
両
翼
と
し
て
、
小
集
団
教
育
に
お
け
る
自
主
的
・
集
団
的
学
習

の
、
よ
り
一
層
の
発
展
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
○
年
度
に
は
、
一
般
教
育
の
教
育

内
容
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
「
一
般
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
」
が
設
け
ら
れ
（
昭
和
四
三
年
度
に
．
般
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
）
、
ま
た
昭
和

四
一
年
度
か
ら
は
、
一
般
教
育
と
専
門
科
目
と
を
有
機
的
に
関
連
を
も
た
せ
つ
つ
、
一

般
教
育
科
目
を
四
年
間
に
わ
た
っ
て
配
当
す
る
い
わ
ゆ
る
「
州
互
く
さ
び
型
」
方
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
文
敬
政
策
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
六
年
の
中
教
審
容
申
、

昭
和
四
七
年
の
文
部
省
令
改
訂
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
教
育
を
な
し
く
ず
し
的
に

圧
迫
し
、
縮
少
し
て
ゆ
く
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
た
い
し
て
本
学
に

お
い
て
は
、
新
制
総
合
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
一
般
教
育
の
あ
り
方
を
一
貫
し
て
追
求
す

る
な
か
で
、
一
般
教
育
を
重
視
す
る
立
場
を
堅
持
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
般
教
育
重
視
の
ウ
一
場
と
、
一
般
教
育
改
善
の
一
定
の
成
果
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
日
、
本
学
に
お
け
る
一
般
教
育
の
内
容
と
体
制
と
条
件
は
決
し
て
満
足
す

べ
き
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
す
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
か
ら
み
て
も
、
一
般
教
育
は
最
も
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
現
在
の
教
学
改
葬
に
取
り
組
む
場
合
、
一
般

教
育
の
問
題
は
昭
和
三
九
年
時
点
に
お
け
る
よ
う
に
小
集
団
教
育
と
並
ん
で
学
部
教
学

改
韓
の
雌
重
点
課
題
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
教
育
の
問

題
を
、
現
在
各
学
部
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
再
編
成
の
重
要
な
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

１
抜
本
的
再
検
討
の
視
点

次
の
よ
う
な
点
が
検
討
課
題
と
な
り
ま
す
。

川
現
在
の
高
校
教
育
と
受
験
競
争
の
な
か
で
形
成
せ
ら
れ
た
新
入
生
の
実
態
を
正

確
に
把
握
し
、
学
生
の
も
つ
問
題
意
識
と
そ
の
な
か
か
ら
で
て
く
る
教
学
要
求
に

応
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

似
現
在
の
文
教
政
策
は
一
般
教
育
軽
視
の
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
学
に
お
い
て

は
科
学
的
・
総
合
的
世
界
観
を
あ
た
え
る
一
般
教
育
を
大
学
教
育
の
重
要
な
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
立
場
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
三
系
列
均

等
履
修
制
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

問
題
も
あ
り
、
現
在
の
時
点
で
根
本
的
な
検
討
を
必
要
と
し
ま
す
。

⑧
現
在
開
設
さ
れ
て
い
る
科
目
が
、
一
般
教
育
相
互
の
関
連
、
一
般
教
育
科
目
と

専
門
科
目
と
の
相
互
関
連
の
な
か
で
、
果
た
し
て
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
科
目
内
に
お
け
る
講
義
内
容
の

多
様
化
に
つ
い
て
も
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
可
否
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

剛
一
般
教
育
と
専
門
教
育
と
の
間
の
い
わ
ゆ
る
「
州
互
く
さ
び
型
」
方
式
に
つ
い

て
も
、
そ
の
理
念
と
現
実
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
、
一
○
年
間
の
経
験
を
総

括
す
べ
き
時
点
に
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
一
般
教
育
科
目

の
回
生
配
当
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
総
合
大
学
と
し
て
の
特
色
を
生
か
す
観
点
か
ら
、
他
学
部
開
講
の
専
門
科
目
を

一
般
教
育
と
し
て
認
定
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
検
討
課
題
は
、
い
ず
れ
も
大
学
教
育
の
基
本
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
り
、
戦
後
の
大
学
制
度
に
お
け
る
一
般
教
育
の
位
置
づ
け
に
か
か
わ
る
大
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
の
検
討
は
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
行
な

え
る
も
の
で
は
な
く
、
各
学
部
の
教
学
改
善
の
中
心
課
題
と
し
て
設
定
し
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
訂
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
全
学
の
力
を
結
集
し
て
解
決
す
べ
き
も
の

と
考
え
ま
す
。
そ
の
検
討
の
結
果
を
昭
和
五
一
年
九
月
末
ま
で
に
全
学
に
提
起
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
当
面
の
改
善
策

上
記
の
抜
本
的
検
討
と
並
ん
で
、
当
面
の
改
善
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
施
策
を

行
な
い
ま
す
。

伽
科
目
ま
た
は
系
列
毎
の
担
当
者
会
議
を
行
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
械
や
経
験
を

交
流
し
、
教
科
研
究
の
推
進
に
よ
っ
て
教
学
内
容
の
一
鳩
の
充
実
を
は
か
る
。
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②
非
常
勤
講
師
と
の
交
流
の
強
化
。

③
各
科
目
に
つ
い
て
の
内
容
検
討
を
す
す
め
、
各
科
目
間
の
系
統
性
に
つ
い
て
一

脚
明
確
化
し
、
学
生
の
発
達
段
階
に
即
し
て
、
実
態
に
応
じ
た
Ⅲ
生
配
当
を
検
討

す
る
。

伽
新
入
生
に
対
し
て
、
一
般
教
育
の
意
義
、
Ⅲ
的
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
徹

底
す
る
。

⑤
宣
般
教
育
の
学
び
方
」
に
譜
か
れ
て
い
た
内
容
を
、
各
学
部
の
『
学
習
要
項
』

と
『
識
義
概
要
』
に
よ
り
充
実
し
た
形
で
掲
載
し
、
一
般
教
育
の
重
要
性
を
周
知

徹
底
さ
せ
る
。

⑥
大
教
室
満
義
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
一
般
教
育
科
Ⅲ
の
改
稗
の
た
め
の
施
策
を

行
な
う
。
試
験
に
お
け
る
出
迦
等
も
検
討
す
る
。

ｍ
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
の
責
任
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
学
部
が
一
般
教

育
の
問
題
を
教
学
改
善
の
中
心
課
題
と
し
て
と
り
く
む
体
制
を
強
化
す
る
。

八
４
Ｖ
外
国
語
教
育

外
国
語
科
連
絡
協
議
会
（
外
連
協
）
は
本
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
を
よ
り
一
府
充

実
し
改
善
す
る
た
め
、
外
国
語
教
育
に
か
か
わ
る
稲
問
題
を
、
自
ら
の
課
迦
と
し
て
今

Ⅱ
ま
で
継
続
的
に
検
討
し
て
き
た
し
、
ま
た
現
在
で
も
そ
の
作
業
を
す
す
め
て
き
て
い

ま
す
が
、
外
国
語
教
育
の
改
善
を
求
め
る
学
生
の
他
い
要
求
に
応
え
、
現
時
点
で
ま
と

ま
っ
て
い
る
改
善
の
具
体
策
を
以
下
に
提
示
し
ま
す
。

①
外
国
語
学
習
の
意
義
・
目
的
の
徹
底
と
到
達
目
標
の
明
確
化

学
友
会
は
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
な
か
で
「
語
学
の
改
稗
要
求
」
と

し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

①
語
学
に
興
味
が
も
て
る
よ
う
に
、
大
学
で
の
語
学
の
意
義
を
明
碓
化
し
、
多
面

的
な
解
説
を
含
め
た
授
業
に
せ
よ
。

②
第
二
外
国
語
の
内
容
は
、
文
法
的
解
説
を
て
い
ね
い
に
行
な
い
、
基
礎
を
重
視

し
た
授
業
を
行
な
え
。

③
第
二
外
国
語
Ｉ
と
Ⅲ
の
内
容
上
の
事
実
上
の
重
複
と
い
う
事
態
か
ら
、
Ⅲ
に
つ

い
て
は
、
必
修
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
右
の
の
〆
②
に
つ
い
て
は
、
か
た
よ
り
の
な
い
能
力

を
無
理
の
な
い
形
で
習
得
さ
せ
る
た
め
に
、
外
国
語
学
習
の
意
義
・
目
的
を
徹
底
さ

せ
、
到
達
目
標
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

①
大
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
意
義
・
目
的
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
『
識

義
概
要
』
に
外
国
語
教
育
の
位
置
づ
け
と
目
的
を
記
城
し
、
ま
た
教
材
や
授
業
の

進
め
方
、
年
間
テ
ー
マ
、
到
達
目
標
な
ど
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
記
述
し
、
学
生

の
稜
極
的
な
学
習
の
動
機
づ
け
と
も
な
り
う
る
よ
う
に
、
『
講
義
概
要
』
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
。

②
二
部
で
は
英
語
川
コ
マ
（
一
・
二
、
生
二
年
間
）
の
立
体
的
運
営
を
は
か
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
コ
マ
で
は
基
礎
学
力
の
充
実
、
第
二
コ
マ
で
は
比
較
的
や
さ
し

い
教
材
の
読
解
、
第
三
・
四
コ
マ
で
は
よ
り
進
ん
だ
内
容
の
読
解
と
言
語
使
用
を

授
業
展
開
の
基
本
に
す
る
。
ま
た
各
コ
マ
の
性
格
に
応
じ
た
教
材
の
選
定
を
行
な

弓
ノ
Ｏ

③
第
二
外
国
語
Ｉ
．
Ⅱ
．
Ⅲ
の
内
容
区
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
目
標
と
か
か
わ
っ

て
さ
ら
に
明
確
に
し
、
初
級
の
授
業
を
て
い
ね
い
に
行
な
い
、
Ⅲ
の
授
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
配
慮
す
る
。
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
科
内
容
を

若
干
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
（
例
え
ば
、
Ｉ
の
接
続
法
、
指
示
代
名
詞
な

ど
を
Ⅲ
へ
ま
わ
し
、
ま
た
逆
に
Ｉ
の
雌
終
部
分
で
や
さ
し
い
満
読
を
行
な
い
、
Ⅲ

へ
の
つ
な
ぎ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
授
業
の
進
行
に
よ
っ
て
は
春
休
み
の
課
題
と
も

な
り
、
休
暇
中
の
基
礎
知
識
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。
）

④
第
二
外
国
語
Ⅲ
の
必
修
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
い
う
要
求
に
た
い
し
て
は
、
外

国
語
教
育
の
一
般
教
育
と
し
て
の
川
的
か
ら
必
修
を
廃
止
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
Ⅲ
に
た
い
す
る
学
生
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、

第
二
外
国
語
Ⅲ
の
学
習
目
的
・
意
義
・
到
達
目
標
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
多
角
的
な
授
業
方
法
の
展
開
と
教
材

①
授
業
方
法
に
つ
い
て
は
、
小
集
団
横
断
ク
ラ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
基
礎
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
現
場
で
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を
と
る
よ
う
常
に
配
慮
し

ま
す
。
例
え
ば
、
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、
敬
室
の
中
で
授
業
か
ら
遊
離
し
た
学
生
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
例
え
ば
、

ｏ
｝
５
「
扇
『
２
昌
晶
や
昌
昌
○
碧
①
の
よ
り
一
麻
の
導
入
。

⑥
視
聴
覚
面
の
強
化
。
テ
ー
プ
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
た
房
胃
旨
牢
『
の
。
‐

冒
冒
？
Ｓ
ｇ
豊
○
国
あ
る
い
は
ス
ラ
イ
ド
の
使
用
な
ど
の
工
夫
。

＠
ス
ピ
ー
チ
や
日
記
・
手
紙
な
ど
に
よ
る
自
己
表
現
の
作
業
の
導
入
。

④
時
に
は
全
学
生
に
訳
文
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
失
わ
れ
が
ち
な

文
章
に
よ
る
厳
密
な
表
現
能
力
の
必
要
を
覚
ら
せ
る
。

、
英
語
な
ど
で
は
速
読
と
精
読
の
併
用
。

①
例
え
ば
、
英
字
新
聞
や
そ
の
他
の
教
材
を
随
時
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
多
面

的
な
文
章
理
解
力
の
養
成
。

③
使
用
教
材
の
作
家
や
作
品
、
そ
れ
に
関
連
し
た
事
柄
の
有
機
的
な
解
説
。

⑪
第
二
外
国
語
初
級
の
再
履
修
ク
ラ
ス
で
は
川
迦
中
心
の
や
り
方
を
試
み
る
。

①
座
席
指
定
制
も
考
慮
し
、
集
団
の
中
に
お
け
る
個
人
の
存
在
と
寅
任
を
明
確

に
し
、
教
員
と
学
生
、
学
生
同
士
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
。

①
敬
材
に
よ
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
学
習
の
方
法
の
可
能
な
か
ぎ
り
の
追
求
。

⑮
条
件
の
許
す
か
ぎ
り
第
二
外
国
語
の
初
級
Ｉ
．
Ⅱ
の
同
一
数
員
に
よ
る
担
当
。

そ
れ
に
よ
り
Ｉ
・
Ⅱ
の
不
必
要
な
重
複
を
さ
け
る
。

②
授
業
方
法
の
経
験
の
交
流
と
蓄
積
の
た
め
の
、
教
科
研
究
会
の
組
織
的
な
企
画

と
討
議
資
料
発
行
の
強
化
を
図
る
。

③
学
年
末
の
ま
と
め
の
授
業
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
数
材
に
つ
い
て

の
学
生
の
迩
兇
・
希
釧
を
聞
き
、
次
年
度
の
テ
キ
ス
ト
選
定
に
反
映
さ
せ
る
。

④
担
当
ク
ラ
ス
の
学
習
歴
を
把
握
し
、
指
導
上
の
参
考
に
す
る
た
め
学
年
間
の
引

き
継
ぎ
を
緊
密
に
行
な
う
。

剛
上
級
回
生
時
の
外
国
語
学
力
の
強
化

①
上
級
英
語
の
内
容
を
学
生
の
要
望
を
い
れ
て
充
実
し
、
学
部
教
学
と
の
関
連
の

な
か
で
現
代
化
の
嬰
講
に
応
え
、
そ
れ
と
と
も
に
、
条
件
の
許
す
か
ぎ
り
で
き
る

だ
け
三
・
四
回
生
が
受
講
し
や
す
い
時
間
帯
に
お
く
よ
う
に
配
慮
す
る
。

②
外
国
群
蒜
読
と
の
関
連
を
重
視
し
、
そ
の
強
化
の
た
め
に
働
き
か
け
る
。

③
一
・
二
川
生
時
に
学
生
の
自
主
的
ｎ
発
的
学
習
意
欲
の
喚
起
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
恒
常
的
な
課
外
学
習
の
重
要
性
を
自
覚
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
皇

叩
外
国
語
と
の
接
触
の
場
の
拡
大

①
蛾
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
視
聴
覚
教
室
の
、
テ
ー
プ
に
よ
る
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
も
学

生
の
外
国
語
学
習
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
、
各
学
部
の
学
生
共
同
研
究
室
に
外

国
語
関
係
の
図
押
を
備
え
る
。

②
図
苦
館
委
員
会
を
つ
う
じ
て
図
沸
館
に
外
国
語
関
係
の
図
岬
（
と
り
わ
け
参
考

善
類
）
の
職
人
拡
大
を
要
請
す
る
。

５
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
な
ど

①
基
礎
工
学
科
の
ド
イ
ツ
語
（
随
意
）
Ｉ
。
Ⅱ
．
Ⅲ
に
グ
レ
イ
ド
を
も
う
け
、
そ

れ
ぞ
れ
一
・
二
・
三
の
各
回
生
に
配
当
す
る
。

②
理
工
学
部
で
、
学
生
の
強
い
希
望
に
応
え
て
、
新
し
く
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
二
外

国
語
と
し
て
開
講
す
る
。

③
文
学
部
で
フ
ラ
ン
ス
語
教
員
一
名
を
卿
貝
す
る
。

５
Ｖ
保
健
体
育
教
育

川
保
健
体
育
教
育
の
内
容
上
の
改
革

本
学
に
お
け
る
体
育
実
技
は
、
プ
ロ
ゼ
ミ
・
碑
読
・
外
国
語
と
な
ら
ん
で
本
学
の

小
柴
剛
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
か
で
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
砿
断
ク
ラ

ス
制
、
二
ヵ
年
履
修
制
を
採
用
し
、
一
定
の
前
進
を
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

側
集
団
主
義
教
育
の
観
点
か
ら
、
集
団
的
に
取
り
組
む
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ッ
を
主
戦
材

と
し
て
大
胆
に
と
り
い
れ
、
ま
た
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
推
し
進

め
て
き
ま
し
た
。
ぃ
ス
ポ
ー
ツ
教
材
に
よ
る
獲
得
目
標
の
明
確
化
に
関
連
し
て
、
「
六

価
、
四
半
期
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」
か
ら
「
三
種
目
半
期
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」

に
改
め
た
こ
と
。
ｄ
ク
ラ
ス
担
当
者
の
半
期
交
杵
制
か
ら
通
年
担
当
に
改
め
た
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
改
葬
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
雌
得
川
標
が
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
学
生
の
意
兇
に
ひ
そ
む
授
業
の
現
状
の
実
態
が
あ
り
、
学
生
の
興
味

本
位
、
出
席
義
務
感
等
の
問
題
意
識
と
、
敬
員
の
意
図
と
の
へ
だ
た
り
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
出
席
時
間
を
つ
み
あ
げ
て
一
定
の
時
間
数
に
達
し
さ
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え
す
れ
ば
学
習
内
容
は
不
問
に
さ
れ
や
す
い
制
度
的
欠
陥
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
ま

さ
に
こ
の
制
度
を
甘
受
し
、
「
身
体
を
動
か
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
授
業
展

荊
を
し
て
き
た
指
導
・
教
授
の
欠
陥
で
す
。
具
体
的
礎
得
目
標
の
明
示
に
よ
る
目
的

意
識
化
、
学
習
意
欲
の
喚
起
、
教
育
内
容
の
体
系
化
と
授
業
の
計
画
性
な
く
し
て
、

出
席
を
「
評
価
点
数
」
化
す
る
こ
と
は
、
「
出
席
稼
ぎ
」
の
傾
向
を
助
長
さ
せ
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
①
学
習
資
料
配
布
等
に
よ
る
学
習
内
容
・
授
業
計
画
の
明
示
、
②
授
業

記
録
に
よ
る
自
己
点
検
と
集
団
的
取
り
組
み
、
③
学
生
自
身
に
よ
る
出
席
の
自
己
管

理
化
等
の
、
い
く
つ
か
の
大
胆
な
試
み
と
改
善
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方

向
で
内
容
改
革
を
行
な
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、

①
個
々
の
種
目
を
、
単
元
と
し
て
整
理
構
成
し
、
資
料
等
の
配
布
に
よ
っ
て
単
元

の
目
標
を
明
確
化
す
る
。

②
体
育
実
技
に
お
け
る
予
・
復
習
の
あ
り
方
を
検
討
し
学
習
の
客
観
化
を
は
か
り
、

領
極
的
に
視
覚
教
育
方
法
（
ス
ラ
イ
ド
等
の
使
用
）
を
採
用
す
る
。

③
評
価
は
、
学
習
し
た
能
力
を
こ
そ
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
「
学
力

格
差
」
の
あ
る
技
能
を
画
一
的
基
準
で
は
か
る
こ
と
を
改
め
て
い
き
客
観
化
す
る
。

②
制
度
的
改
革

以
下
の
三
点
に
わ
た
る
制
度
的
改
革
は
何
よ
り
も
、
体
育
実
技
の
一
・
五
年
必
修

制
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
学
生
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
主
体
」
に
ふ
さ

わ
し
い
基
礎
学
力
を
保
障
し
、
全
学
の
小
集
団
教
育
の
充
実
と
固
く
結
合
し
て
、
「
目

的
意
識
的
な
、
科
学
的
な
、
感
動
の
あ
る
」
体
育
授
業
の
創
造
を
推
進
す
る
た
め
の

不
可
欠
な
改
革
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
三
群
方
式
に
よ
る
三
種
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
履
修
制
。

改
革
は
現
行
の
三
種
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
履
修
を
継
承
し
、
こ
れ
を
学
生
の
要

求
を
考
慮
し
つ
つ
、
運
動
学
的
に
整
理
・
精
選
し
、
㈲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
基
幹
櫛

目
）
、
旧
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
広
）
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

（
衣
）
、
㈲
卓
球
、
テ
ニ
ス
の
三
群
で
構
成
す
る
。
履
修
は
上
記
三
群
三
種
目
を

一
・
五
年
で
行
な
い
、
群
毎
に
半
期
の
評
価
と
し
、
単
位
評
定
に
つ
い
て
は
別
途

に
定
め
る
。
評
価
は
当
面
、
開
講
時
間
数
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
原
則
的
に

必
要
条
件
と
す
る
が
、
｜
；
点
数
化
」
は
し
な
い
。
た
だ
し
病
欠
、
長
期
出
張
ゞ
公

的
活
動
等
に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
し
、
単
位
認
定
の
実
質
化
を
は
か
る
。

ま
た
単
位
不
認
定
者
は
、
同
一
種
目
で
な
く
、
同
一
群
内
の
種
目
を
再
履
修
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
群
の
一
ヵ
年
履
修
は
こ
れ
を
認
め
な
い
。
こ
れ
は
、

再
履
修
ク
ラ
ス
を
単
に
救
済
的
補
完
物
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
学
力
の

充
実
の
見
地
か
ら
当
然
で
あ
る
。

②
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
Ｉ
選
択
コ
ー
ス
制
の
廃
止
。

前
項
に
か
か
わ
っ
て
、
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
を
全
廃
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
時

間
認
定
を
行
な
っ
て
い
る
現
行
の
「
選
択
コ
ー
ス
」
（
例
え
ば
球
技
教
室
、
行
事
、

体
育
会
活
動
）
を
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
二
つ
の
原
則
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
単
位
認
定
を
伴
う
代
替
科
目
の
設
置
を
考
慮
す
る
。
何
一
つ
の

群
と
し
て
、
内
容
的
ユ
ニ
ッ
ト
あ
る
も
の
に
構
成
す
る
。
旧
教
員
の
労
働
条
件
を

考
慮
し
、
こ
れ
を
担
当
時
間
数
と
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
条
件
を
十
分
に
備
え

る
こ
と
と
す
る
。
と
く
に
、
こ
の
代
梼
科
目
は
二
部
学
生
に
重
点
的
に
開
講
す
る
。

ま
た
二
部
に
つ
い
て
は
、
「
二
満
時
制
」
実
施
に
さ
い
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
所
定

時
間
外
コ
ー
ス
」
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
体
育
会
に
所
属
す
る
学
生
が
自
か
ら
の
技
能
を
小
集
団
教
育
ク
ラ
ス
の

な
か
で
確
認
し
、
よ
り
豊
か
な
指
導
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
は
、
学
習
目
標
の

重
要
な
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
学
力
を
柔
軟
に
評
価
し
て
い
く
。
学
友
会
行
事
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
十
全
な
指
導
・
援
助
・
協
力
の
な
か
で
、
そ
の
充
実

・
強
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
女
子
体
育
ク
ラ
ス
の
男
女
共
学
横
断
ク
ラ
ス
制
へ
の
移
行
。

男
女
の
性
差
、
女
子
の
生
理
的
特
性
、
こ
れ
に
規
定
さ
れ
た
一
定
の
技
能
的
格

差
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
固
定
的
・
絶
対
的
障
害
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
特
性
を
認
め
つ
つ
、
よ
り
集
団
的
に
克
服
し
、
男
女

両
性
の
身
体
運
動
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
日
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
横
断
ク
ラ
ス
に
よ
る
男
女
共
学
制
は
、
な
に
よ
り
も
男

子
学
生
の
理
解
と
協
力
を
不
可
欠
と
す
る
が
、
同
時
に
、
ル
ー
ル
の
修
正
、
運
動

量
の
適
正
化
、
あ
る
い
は
授
業
展
開
の
特
殊
な
段
階
に
お
け
る
女
子
学
生
固
有
の

－3 0 －
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重
点
的
指
導
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
よ
う
。
ま
た
体
育
実
践
上
に
あ
ら
わ
れ
る
学
生

の
実
態
を
綴
密
に
正
確
に
と
ら
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
よ
り
本
質
的
に
は
「
女
子
体
育
ク
ラ
ス
の
廃
止
」
の
視
点
で
は
な
く
、

小
集
団
ク
ラ
ス
男
女
共
学
制
の
充
実
の
観
点
こ
そ
、
堅
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
制
度
的
改
革
案
に
た
い
し
て
、
学
友
会
か
ら
、
①
体
育
実
技
は

授
業
中
心
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
選
択
コ
ー
ス
廃
止
に
す
ぐ
結
び
つ
く
の
か
、
理
由

を
明
示
せ
よ
、
②
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
で
さ
え
体
育
実
技
再
履
修
者
が
多
く
で
て

い
る
実
態
に
即
し
て
、
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
廃
止
を
再
検
討
せ
よ
、
な
ど
の
要
求

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て
は
学
友
会
・
女
子
学
生
会
等
と
十
分
に
話
し

合
っ
て
、
合
意
の
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
改
革
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

別
な
お
、
「
保
他
体
育
概
論
」
の
抜
本
的
改
訂
、
二
部
二
跡
時
制
時
に
お
け
る
体
育

実
技
の
あ
り
方
・
条
件
の
追
求
、
体
育
施
設
・
設
備
の
整
備
・
充
実
を
課
外
体
育
と

の
関
係
も
重
視
し
な
が
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

八
６
Ｖ
教
職
課
程
教
育

「
教
員
養
成
は
大
学
で
行
な
う
」
と
い
う
理
念
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
民
主
的
な
学
校

教
員
の
資
格
者
を
育
成
す
る
と
い
う
本
学
の
教
職
課
程
教
学
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
が
、
日

々
の
実
践
の
な
か
に
お
い
て
現
実
に
そ
の
実
を
十
分
に
あ
げ
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
そ
の
内
容
が
乏
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
こ
と
が
、
根
本
的

か
つ
重
大
な
問
題
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
日
々
の
授
業
の
場
に
お
け
る
学
生

の
出
席
状
況
、
学
習
の
意
欲
な
ど
に
も
あ
ら
わ
れ
る
学
習
実
態
の
一
面
か
ら
も
明
ら
か

で
す
。
ま
た
教
育
実
習
の
場
に
お
い
て
も
多
様
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
言
で
い
え
ば
、

教
職
課
程
教
学
が
、
学
生
の
勉
学
意
欲
を
か
き
た
て
、
自
主
的
自
発
的
な
学
習
を
活
発

化
し
、
社
会
的
に
要
請
さ
れ
る
学
校
教
員
と
し
て
の
人
格
的
資
質
を
基
礎
と
し
た
上
に

雌
得
せ
ら
れ
る
べ
き
専
門
的
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
基
礎

的
知
識
・
技
能
に
か
ん
し
て
、
す
べ
て
の
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
を
修
得
し
て
い
く
上
で
、
十
分
貢
献
し
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
放
置
し
え
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
教
職
課
程
委
員
会
を
中
心
に
、
教
職
課
程
教
学
を
直
接
間
接

に
担
当
し
、
こ
れ
を
支
え
る
べ
き
教
職
課
程
教
室
お
よ
び
そ
の
他
の
学
内
諸
機
関
は
、

そ
れ
ぞ
れ
日
常
の
業
務
を
つ
う
じ
て
そ
の
問
題
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
す
べ
く

努
め
て
き
ま
し
た
。

教
職
課
程
に
お
い
て
は
、
従
来
そ
の
教
学
の
直
接
の
対
象
と
な
る
学
生
が
必
ず
し
も

系
統
的
・
組
織
的
に
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
教
職
課
程
に
お
け

る
学
生
の
実
態
の
把
握
は
、
（
教
）
関
係
科
目
の
講
義
に
受
満
登
録
し
て
い
る
状
況
、

出
席
し
て
い
る
学
生
の
受
講
状
況
、
教
育
実
習
履
修
学
生
に
み
ら
れ
る
実
態
、
個
別
に

教
員
の
と
こ
ろ
に
来
談
す
る
学
生
と
の
面
接
を
つ
う
じ
て
得
ら
れ
る
実
態
の
認
識
な
ど

を
も
と
に
し
て
、
集
約
さ
れ
た
も
の
に
た
よ
り
が
ち
で
し
た
。
そ
の
方
法
上
の
不
十
分

さ
を
補
う
た
め
、
昭
和
五
○
年
度
か
ら
、
在
学
中
の
全
回
生
を
対
象
に
、
教
職
課
程
履

修
意
志
を
も
つ
学
生
に
「
教
職
課
程
履
修
届
」
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
を
教
職
課
程
受
講

中
の
学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
一
応
本
年
度
か
ら
は
、
こ
の
届
提
出
者
を
も
っ
て
、
教
職
課
程
教
学
に
お

け
る
直
接
指
導
対
象
と
す
る
学
生
を
つ
か
み
、
学
生
実
態
把
握
の
た
め
の
基
礎
資
料
の

整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
雌
初
に
述
べ
た
よ
う
な
大
き
な
問
題
が
、
今
日
ま
で
の
取
り
組
み

に
お
い
て
根
本
的
に
改
善
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
早
急
に
効
果
的
な

改
善
方
策
を
た
て
実
効
を
あ
げ
て
い
く
た
め
の
諸
課
題
は
多
く
存
在
し
、
そ
の
一
つ
一

つ
の
取
り
組
み
は
、
教
職
課
程
教
学
に
直
接
責
任
を
も
つ
機
関
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、

ひ
ろ
く
全
学
的
な
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
関
係
者
の
個
別
的
努
力
と
と
も
に
、
そ
れ
を

基
礎
と
し
た
集
団
的
組
織
的
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
は
、
民
主
的
な
数
学
理
念
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
向
か
う
視
点
に
た
ち
、

学
生
実
態
を
含
む
教
学
実
践
の
場
の
実
状
、
諸
条
件
の
十
分
な
把
握
へ
の
努
力
と
と
も

に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
実
を
あ
げ
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

以
下
、
教
職
課
程
教
学
の
諸
課
題
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
改
善
方
向
を

示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
本
質
と
意
図
に
し
た
が
い
可
及
的
す
み
や
か
に
実
施
に
移

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ｕ
教
職
課
程
の
課
題

①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充
実
の
検
討
。
各
科
目
の
授
業
、
開
講
体
制
、
現
代
教
育
の
要

－ql－
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（2）

① ⑧⑦⑥⑤④③②
、教 ｜ ' ’ 関 追 をlい生程討実生にiiM

つ職の分のれ授職の事に敬求教へ含 一キ|｜の暇③と一しのこたに
て関場検改の現業課寅務お職。育教めへ談詣修と改拠て学部つ応
担係に討善科行へ程征体け課実、-″て仮指間学の稗点碓習二たえ
当科おし、目力淋教体制る程習司の称導題生かの時保条I淵へる
者目け、学のり義学制の人雌の｜同l具、-′なにをか具にし件時固新
会担るそ生位キ、-／のと充的修内利体をどつ主わ体おてを制有教
議当学の の 置ユに当し実物学容教化斬にいなり的けい、に専職
を者生結勉づう つ 面 て り 血 的 生 の 育の文応て対に方‘るく二か門科
強lill実果学けムいのの化条数充一検学じ、象お策綱かI蒜ん科目
化の態を意とにて改一。件の実お討部ら教といの条の時す目設
す取の日欲基 没善岬各改琳とよと棟れ貝して樹件追制るも｜侭
るり把常を本置のの学善〃11実び推内るが、現立の求のiiキ含な
と紺 握 の 真 的 さ方充部一のへ稗教進に休学教在。改。な1111めど
とみに授ににれ向実事追のの職。彼制生職械神か剛たを
ものつ業啓要て。務求対適課世をと課討をで素一含
にあとに発請い強室。応正秘 す 碓 直 程 中 生 便 案 履 め
非りめいす さる化、体かにる 立 接 敏 の か 宜 の 修 た
常方るかるれ科の教制つお・椛す面学もし主検科検
勤をたすたる目追務もPIけ想る談なのた義討目討
誰 再めこめ事の求課含洲るがたしいと教に。の◎
師 検、との項内･なめな同あめ、しし職お二系ひ
懇討従を工の容どた実ポllるの個数て課ち部統ろ
談 す 来め夫 検 に の 施 数 。司別曲、程ぃの性<
会るなざな討つ有数の青こ教にと全教ら教の教
を ◎さすど。い機職たのれ員きな学学ず職追員
充 それ･をまて的課め改 の養める部の、課求養
実のてま含た、｜礎I狸の詳述戒の志の全い程｡成
さ上きため教 そ 連 ｜ 班 I 条 の′,獄セこ梨教而か雁の
せにた授て 授れと係件検体ンまの職的に修視
、た教業一|・法ぞ独機の討制タか学課検充学点

専
任
・
非
常
勤
教
員
の
連
繋
の
緊
密
化
を
は
か
る
な
か
で
授
業
（
満
義
）
内

容
の
充
実
と
、
ｉ
そ
れ
ら
が
学
生
の
勉
学
に
結
実
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
そ
の
改

蕃
に
努
め
る
。

⑥
受
満
登
録
者
数
の
過
大
と
な
り
が
ち
な
必
修
科
目
に
つ
い
て
は
、
分
測
開
誌

化
を
め
ざ
す
が
、
当
面
、
五
一
年
度
は
、
科
目
の
種
類
と
広
小
路
学
舎
と
の
関

迎
も
考
え
、
衣
笠
学
舎
に
お
け
る
「
社
会
科
敬
育
法
」
を
一
コ
マ
附
し
、
二
コ

マ
開
櫛
す
る
。

＠
衣
笠
学
舎
に
お
け
る
（
教
）
科
目
の
五
誰
時
開
識
あ
る
い
は
土
眺
日
の
四
識

昨
附
識
な
ど
に
は
、
学
生
の
勉
学
意
欲
を
商
め
、
ま
た
自
治
活
動
・
課
外
活
伽

を
さ
か
ん
な
ら
し
め
る
観
点
よ
り
み
て
問
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
状
を
生

ん
で
き
た
諸
要
因
を
分
析
検
討
し
、
Ａ
Ｂ
附
淋
の
場
合
に
お
け
る
受
誠
登
録
者

の
一
方
ク
ラ
ス
へ
の
大
き
な
伽
り
の
生
じ
る
こ
と
の
あ
る
川
越
を
含
め
て
、
早

急
に
そ
の
改
善
の
条
件
を
追
求
し
、
五
一
年
度
に
は
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
実
施
を
は
か
っ
て
い
く
。

④
選
択
科
目
の
受
満
学
生
数
の
贈
加
を
は
か
る
た
め
、
満
筏
内
容
、
開
瀧
時
間

帯
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
改
蕃
に
つ
と
め
つ
つ
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を

つ
う
じ
て
学
生
に
た
い
し
受
刑
を
勧
め
る
。

②
敬
育
実
習
に
つ
い
て

、
必
要
な
数
の
実
習
校
を
確
保
し
、
実
習
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
な
い
得
る
よ

う
、
個
別
大
学
と
し
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、
京
部
地
区
の
他
大
学
（
教
職
那

程
を
お
く
二
七
の
大
学
・
短
大
）
と
と
も
に
組
織
（
京
都
地
区
大
学
教
職
課
程

協
議
会
）
を
つ
う
じ
て
努
め
、
さ
ら
に
関
西
四
大
学
（
本
学
、
同
志
社
大
、
関

西
大
、
関
学
大
）
の
教
職
課
程
機
関
と
も
定
期
的
に
協
議
会
を
も
ち
、
年
々
の

現
場
の
教
育
界
の
状
況
の
変
化
に
敏
速
に
対
応
し
う
る
体
制
を
一
段
と
強
化
し

て
い
ノ
、
。

⑤
実
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
特
別
講
義
、
評
価
な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎
年
内
容
・

方
法
に
つ
い
て
改
善
を
は
か
っ
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
点
に
つ
い
て
も

努
め
て
い
く
。
（
そ
の
一
例
と
し
て
実
習
特
別
満
義
は
、
受
識
条
件
を
改
葬
す

る
た
め
、
従
来
全
学
部
合
併
で
あ
っ
た
も
の
を
、
五
○
年
度
は
二
分
測
開
満
に
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改
め
た
が
、
血
一
年
度
は
さ
ら
に
改
葬
を
は
か
る
た
め
、
四
分
刺
開
淋
に
努
力

す
る
。
）
と
く
に
実
習
の
改
善
の
た
め
に
は
、
学
生
、
現
場
の
実
習
校
の
教
員
、

そ
の
他
関
係
機
関
の
声
を
十
分
聞
き
、
そ
れ
を
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に

努
め
る
。

＠
実
習
校
実
習
の
実
施
お
よ
び
実
習
中
の
大
学
か
ら
の
教
員
の
川
張
指
導
な
ど

に
つ
い
て
は
、
教
職
課
程
教
室
教
員
は
も
と
よ
り
各
学
部
教
員
を
含
め
て
の
協

力
体
制
の
強
化
を
は
か
り
つ
つ
、
そ
の
充
実
を
め
ざ
す
。

③
教
職
課
程
履
修
学
生
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い

て、
教
職
課
程
教
学
に
か
ん
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
自
覚
的
に
学
生
が
こ
の
方

面
の
勉
学
に
取
り
組
み
、
ま
た
将
来
の
進
路
選
定
の
展
望
を
も
つ
た
め
に
も
資

し
う
る
よ
う
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
時
期
と
方
法
を

検
討
し
、
そ
の
内
容
の
強
化
を
は
か
る
。

⑥
教
職
課
程
受
講
背
が
具
体
的
に
将
来
教
員
に
な
ろ
う
と
志
望
し
て
い
る
実
態

に
か
ん
が
み
て
、
大
学
の
就
職
折
導
の
一
環
に
く
み
い
れ
た
指
導
（
数
曲
採
川

受
験
指
導
、
情
報
の
提
供
な
ど
）
を
実
施
す
る
。

八
７
Ｖ
二
部
教
学
の
当
面
の
改
善
点
と
二
講
時
制
の
実
現
に
向
け
て

今
川
の
私
学
危
機
の
深
化
の
も
と
で
ゞ
と
り
わ
け
二
部
教
学
は
重
大
な
局
面
に
た
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
公
共
料
金
等
の
い
つ
せ
い
大
幅
値
上
げ
と

い
っ
た
事
態
の
な
か
で
、
広
範
な
国
民
の
生
橘
と
経
営
は
深
刻
な
打
撃
を
う
け
、
そ
の

も
と
で
の
勤
労
荷
の
生
播
と
詣
椛
利
は
破
壊
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
勤
労
台
を
吋
象
と
す
る
本
学
の
二
部
教
兼
に
と
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
が

た
だ
ち
に
教
学
の
実
態
に
反
映
し
、
登
・
下
校
時
の
間
題
や
、
出
席
状
況
の
不
規
則
、

張
課
や
課
外
沼
勤
に
お
け
る
時
間
不
足
、
身
体
の
疲
労
、
精
神
的
不
安
定
な
ど
二
部
学

化
の
勉
兼
・
生
橘
条
件
に
深
刻
な
影
禅
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、
勤
労
学
生
を
中
心
と
す
る
二
部
学
生
の
大

学
教
育
へ
の
甥
求
は
、
そ
の
諸
条
件
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
に
、
き
、
び
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
勤
労
幸
生
の
実
態
と
要
求
に
も
と
づ
い

た
こ
部
数
学
の
抜
本
的
改
善
を
行
な
う
必
要
と
そ
の
な
力
で
の
小
紫
間
教
育
を
伽
と

し
た
教
学
内
容
の
刷
新
、
二
部
学
生
の
学
問
的
意
欲
を
正
し
く
成
長
さ
せ
る
人
文
学
科

や
基
礎
工
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
ま
た
二
部
学
生
の
自
主
的
な
学
習
条
件
を

保
障
す
る
た
め
の
諸
施
設
・
設
備
等
の
改
善
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
伽
の
た
め
の
条
件

保
障
、
さ
ら
に
は
、
二
部
学
生
が
同
時
に
勤
労
者
と
し
て
日
々
の
社
会
活
動
の
実
践
の

な
か
に
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
、
こ
れ
ら
の
諸
活
動
に
必
要
な
専
門
知
識
や
民
主
的

社
会
常
識
を
養
う
た
め
の
学
力
へ
の
要
求
、
就
職
へ
の
要
求
等
多
く
の
諸
問
題
が
提
起

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
二
部
数
学
を
と
り
ま
く
諸
状
況
と
、
そ
の
な
か
か
ら
だ
さ
れ

て
き
て
い
る
全
学
か
ら
の
問
題
提
起
を
正
し
く
う
け
と
め
、
昭
和
三
八
年
二
部
改
革
を

全
面
的
に
総
括
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
第
二
次
の
新
た
な
二
部
改
革
を
抜
本
的
に

行
な
う
べ
き
時
期
に
到
達
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中
心
的
課
題
は
、
四
九
年
六

月
に
全
学
に
提
起
し
た
「
二
部
二
溝
時
制
」
の
実
施
で
あ
り
、
ま
た
、
本
学
の
衣
笠
一

拠
点
実
現
に
伴
う
一
・
二
部
教
学
の
集
中
化
と
そ
の
も
と
に
お
け
る
新
し
い
二
部
教
学

の
要
誌
に
応
え
る
総
合
大
学
と
し
て
の
体
制
お
よ
び
諸
条
件
の
盤
備
・
確
立
に
あ
り
ま

す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
推
進
に
向
け
て
、
二
部
教
学
の
当
面
の
改
善
点
と
し
て
、
二
部

数
学
の
実
態
と
学
生
・
教
職
員
の
識
要
求
に
も
と
づ
い
て
次
の
よ
う
な
課
題
を
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ｕ
当
面
の
改
善
点

①
入
学
試
験
の
改
善

本
学
の
二
部
教
学
の
理
念
、
勤
労
学
生
の
実
態
に
即
し
て
、
さ
ら
に
勤
労
学
生

に
開
か
れ
た
大
学
教
育
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
入
学
試
験
の
あ
り
方
、
出
題
内
容
等

を
検
討
し
、
改
善
し
ま
す
。

②
共
通
専
門
科
目
の
改
訂

二
部
に
お
け
る
共
通
専
門
科
Ｈ
は
、
昭
和
三
八
年
の
二
部
改
革
に
お
い
て
、
二

部
学
生
が
同
時
に
勤
労
者
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
る
社
会
的
な
実
践
活
動
の
な
か

か
ら
だ
さ
れ
て
く
る
学
問
的
要
求
、
す
な
わ
ち
学
問
の
現
代
化
・
総
合
化
を
共
同

し
て
進
め
る
と
い
う
理
念
の
も
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
を
さ
ら
に
全
学
の
数
学
改
善
の
柱
で
あ
る
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善

と
そ
の
体
系
化
、
大
講
義
科
目
の
改
善
、
さ
ら
に
は
一
般
教
育
科
目
の
改
善
・
充

実
の
課
題
と
も
あ
わ
せ
て
、
二
部
協
議
会
が
提
起
（
昭
和
五
○
・
一
二
・
八
）
し

た
共
通
専
門
科
目
の
改
善
を
一
般
教
育
科
目
の
暇
修
制
度
と
も
あ
わ
せ
て
改
葬
し

ま
す
。

③
外
国
語
教
育
、
体
育
教
育
の
改
善

二
部
学
生
の
実
態
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
さ
き
に
の
べ
た
勤
労
学
生
を
と
り
ま

く
洲
状
況
の
も
と
で
の
学
習
活
動
時
間
の
不
足
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
予
習
や
復
習
等
が
必
要
な
外
国
語
の
学
習
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と

が
重
大
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
二
部
入
学
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ク

と
い
っ
た
入
学
後
の
学
習
実
態
の
バ
ラ
ツ
キ
な
ど
、
二
部
に
お
け
る
外
国
学
教
育

は
大
き
な
困
難
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
当
面
改
善
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
正
常
ク
ラ
ス
授
業
に
お
け
る
「
二
ヵ
年
、
四
コ
マ
の
立
体
的
履
修
」

化
、
再
履
修
ク
ラ
ス
の
改
善
、
教
材
・
テ
キ
ス
ト
の
選
定
な
ど
一
定
の
改
善
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
保
健
体
育
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
健
体
育
教
室
が
提
起
し
て
い
る
「
三
群

方
式
三
祁
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
Ⅱ
選
択
コ
ー
ス
の
廃
止
」
、

「
男
女
共
学
制
」
な
ど
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
二
部
学
生
の
実
態
に
即
し

た
代
替
科
目
の
設
置
や
、
所
定
時
間
外
コ
ー
ス
な
ど
の
弾
力
的
な
履
修
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

④
一
・
二
回
生
小
集
団
教
育
の
改
善
・
充
実
と
授
業
時
間
削
の
改
善
、
自
主
的
・

集
団
的
学
習
条
件
の
保
障

小
集
団
教
育
の
充
実
は
、
本
学
の
教
学
の
中
軸
と
し
て
重
要
な
環
を
な
し
て
き

て
い
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
二
部
に
お
い

て
は
、
二
部
学
生
の
社
会
的
実
態
と
、
そ
の
勉
学
・
生
活
条
件
の
も
と
で
、
二
部

教
学
に
お
け
る
小
集
団
教
育
が
名
実
と
も
に
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
い
る
こ
と
を

重
視
し
、
そ
の
改
善
・
充
実
に
な
お
一
届
の
努
力
が
必
要
で
す
。
当
面
、
一
・
二

回
生
小
集
団
教
育
の
内
容
・
方
法
を
さ
ら
に
改
善
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
間
割

上
の
配
置
を
改
善
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
小
集
団
教
育
授
業
に
お
け

る
こ
溝
時
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
集
団
教
育
を
中
心
と
し
た
学
生
の

自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
条
件
を
と
と
の
え
、
あ
わ
せ
て
課
外
の
諸
活
動
や

学
園
生
活
上
の
時
間
的
余
裕
を
つ
く
り
だ
し
、
ま
た
そ
の
た
め
の
条
件
と
し
て
図

諜
館
の
利
用
条
件
や
学
部
学
生
共
同
研
究
室
、
課
外
に
お
け
る
教
室
の
利
用
条
件

な
ど
、
な
お
一
層
の
整
備
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
交
通
問
題
の
取
り
組
み
と
一
拠
点
問
題
の
推
進

昭
和
四
五
年
の
全
学
協
議
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
衣
笠
一
拠
点
実
現
の
課
題

は
、
今
日
私
学
危
機
が
全
面
的
に
深
化
す
る
な
か
で
、
本
学
が
平
和
と
民
主
主
義

の
教
学
理
念
の
も
と
で
真
に
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
教
育
・
研
究
を
守
り
発
展

さ
せ
る
体
制
と
条
件
を
一
・
二
部
・
大
学
院
を
含
め
た
総
合
大
学
化
の
な
か
で
整

え
よ
う
と
す
る
わ
が
学
園
の
基
本
施
策
で
す
。

す
で
に
、
四
五
年
の
学
而
館
建
設
に
と
も
な
う
産
業
社
会
学
部
移
転
、
四
九
年

度
の
志
学
館
建
設
に
と
も
な
う
小
集
団
教
育
施
設
の
充
実
、
五
○
年
度
に
お
け
る

理
工
学
部
新
館
建
設
と
理
工
学
部
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
学
内

理
事
会
と
し
て
は
、
さ
ら
に
五
一
年
度
に
お
け
る
文
学
部
棟
の
着
工
、
五
二
年
度

中
に
お
け
る
文
学
部
と
二
部
四
学
部
の
同
時
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

狭
院
な
広
小
路
学
舎
の
施
設
・
条
件
の
も
と
で
は
教
学
諸
条
件
を
改
善
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
、
も
っ
と
も
矛
盾
の
多
い
二
部
教
学
の
内
容
・
体
制
・
条
件
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
た
め
に
は
早
期
に
二
部
を
一
拠
点
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
二
部
が
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

二
部
学
生
の
通
学
条
件
に
大
き
な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。
学
内
理
事
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
現
在
、

通
学
問
題
検
討
小
委
員
会
に
そ
の
対
策
の
検
討
を
諮
問
し
、
そ
の
答
申
に
も
と
づ

い
て
近
く
学
生
の
通
学
問
題
に
つ
い
て
の
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

⑥
二
部
教
学
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
二
部
責
任
体
制
の
強
化
、

以
上
の
よ
う
な
二
部
教
学
を
改
善
・
充
実
し
、
本
学
二
部
を
真
に
勤
労
者
を
対

象
と
す
る
大
学
教
育
の
場
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
を
支
え
す
す
め
る

二
部
の
責
任
体
制
の
強
化
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
す
。
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本
学
に
お
け
る
二
部
教
学
の
基
本
的
な
責
任
は
、
各
学
部
の
教
授
会
が
も
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
同
時
に
二
部
教
学
と
い
う

相
対
的
に
独
自
の
課
題
を
も
ち
、
二
部
学
生
の
実
態
と
要
求
を
日
常
的
に
把
握
し
、

こ
れ
に
ね
ざ
し
た
教
学
の
施
策
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
二
部
協
議
会
を
中
心
と

し
た
体
制
が
十
分
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
は
、
二
部
協
議
会
自

体
の
体
制
強
化
と
し
て
、
各
学
部
教
授
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
二
部
協
議
員
の
人
数

・
任
期
、
ま
た
各
教
学
機
関
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
も
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
二
部
協
議
会
を
支
え
る
各
学
部
教
授
会
や
全
学
的
教
学
機
関
が

つ
ね
に
二
部
協
議
会
か
ら
の
提
起
を
う
け
と
め
、
主
体
的
か
つ
械
極
的
に
こ
れ
に

取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
部
協
議
会
と
と
も
に
二
部
事
務
室
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
連
の
事

務
組
織
の
役
割
と
任
務
も
重
要
で
あ
り
、
二
部
学
生
の
実
態
に
即
し
た
業
務
の
内

容
、
体
制
な
ど
の
改
善
を
す
す
め
る
た
め
に
関
連
部
課
間
の
協
議
体
制
を
強
化
し

ま
す
。

ほ
こ
講
時
制
の
具
体
案
の
作
成

二
部
に
お
け
る
二
溝
時
制
の
実
施
は
、
今
日
の
二
部
教
学
の
現
状
と
課
題
に
て
ら

し
て
、
ま
た
学
生
の
勉
学
条
件
の
改
善
の
う
え
か
ら
も
二
部
教
学
改
善
施
策
の
も
っ

と
も
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
の
成
否
は
ま
さ
に
本
学
に
お
け
る
二
部
教

学
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
単
に
二
部
教
学
の
み
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
部
教
学
を
も
包
括
す
る
本
学
の
教
学
上
の
重
要
な
課
題
で
す
。

し
た
が
っ
て
二
部
二
識
時
制
は
全
学
の
英
知
を
結
集
し
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
い
ま
こ
れ
に
向
け
て
も
っ
と
も
急
が
れ
て
い
る
の
は
、
各
学
部
に
お

け
る
二
部
二
溝
時
制
の
具
体
案
の
作
成
と
こ
れ
の
全
学
的
検
討
・
討
議
で
あ
り
、
ひ

き
つ
づ
い
て
こ
れ
を
す
す
め
る
た
め
に
全
学
の
力
を
集
中
し
て
と
り
く
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

③
人
文
学
科
、
基
礎
工
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善

文
学
部
人
文
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
人
文
学
科
を
文

学
、
史
学
、
哲
学
・
思
想
、
風
土
の
四
コ
ー
ス
制
と
し
て
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
全
学
に
提
起
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
工
学
部
基
礎
工

学
科
に
お
い
て
も
こ
れ
を
「
情
報
」
と
「
材
料
」
に
分
け
た
二
系
列
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
提
起
し
ま
し
た
の
で
、
早
急
に
全
学
の
討
議
を
す
す
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

山
衣
笠
一
拠
点
時
に
お
け
る
一
一
部
基
本
施
設
、
そ
の
他
の
教
学
諸
条
件
の
整
備

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
二
部
の
衣
笠
一
拠
点
実
現
は
現
実
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
部
の
衣
笠
移
転
に
際
し
て
は
、
現
在
の
二
部
に
お
け
る
諸
条
件
を
改
善

す
る
こ
と
を
基
本
的
な
前
提
と
し
て
、
こ
の
場
合
の
二
部
教
学
の
基
本
施
設
、
学
生

施
設
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
施
設
、
さ
ら
に
は
学
生
の
厚
生
・
生
活
条
件
の
諸

条
件
の
諸
施
設
を
確
保
し
、
ま
た
二
部
学
生
の
登
・
下
校
時
に
お
け
る
通
学
条
件
に

つ
い
て
も
一
定
の
通
学
バ
ス
を
運
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
８
Ｖ
学
友
会
の
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
第
二
項
目
「
民
主
的
社
会
常
識

や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
能
力
を
」
に
つ
い
て

民
主
的
市
民
と
し
て
の
当
然
の
権
利
意
識
を
身
に
つ
け
る
上
で
、
民
主
主
義
・
基
本

的
人
権
・
国
民
主
権
の
問
題
を
基
本
に
す
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
通
用
す
る
専
門
的
知
識
・
学
力
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
の
も
つ
意
義
、

ま
た
そ
れ
が
各
学
部
独
自
の
問
題
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
全
学
共
通
の
問
題
と
し
て
重

要
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
学
部
お
よ
び
全
学
部
的
に
検
討
を
す
す
め
、
今
年
度
中
に
は
一
定
の
結

論
を
見
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑪
「
憲
法
」
を
全
学
部
必
修
化
す
る
こ
と

今
日
、
高
校
段
階
ま
で
の
憲
法
学
習
の
実
態
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
と
く
に
問
題
な
の
は
、
政
府
・
与
党
や
中
教
審
の
構
想
・
路
線
に
み
ら
れ
る
現

憲
法
の
改
悪
・
空
洞
化
と
い
う
動
き
で
す
。
本
学
は
戦
後
一
貫
し
て
憲
法
・
教
育
基

本
法
の
路
線
に
た
ち
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
き
ま
し

た
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
こ
の
基
本
理
念
を
日
常
の
教
育
・
研
究
の
な

か
で
徹
底
さ
せ
て
い
く
努
力
を
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
。
一
般
教
育
「
法
学
」
（
四
単

位
）
の
な
か
に
「
日
本
国
憲
法
」
（
二
単
位
）
を
含
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
教
職
科

目
「
同
和
教
育
」
や
プ
ロ
ゼ
ミ
等
に
お
け
る
同
和
教
育
・
部
落
問
題
の
取
り
組
み
は

い
ず
れ
も
民
主
主
義
と
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
豊
か
な
認
識
を
身
に
つ
け
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さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
各
教
科

川
の
現
代
的
課
題
を
追
求
す
る
な
か
で
、
憲
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
平
和
と
民
主
主

義
と
国
此
主
権
、
基
本
的
人
権
、
学
問
・
思
想
・
信
条
の
自
由
な
ど
の
意
義
や
そ
の

具
体
的
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
一
岬
追
求
し
、
ま
た
プ
ロ
ゼ
ミ
等
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
よ
う
な
述
営
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

な
お
「
憲
法
」
の
必
修
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
学
部
共
通
専
門
科
目
と
し
て
の
設

慨
や
あ
る
い
は
他
学
部
受
祇
の
問
題
を
含
め
て
、
憲
法
担
当
教
員
の
条
件
上
の
問
題

が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
そ
の
た
め
の
条
件
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

卿
公
務
員
労
働
等
の
問
題
で
の
「
自
治
体
論
」
「
公
務
労
働
論
」
「
労
働
組
合
論
」

等
の
開
講

こ
れ
は
社
会
に
出
て
公
務
労
伽
な
ど
に
つ
く
に
当
っ
て
の
正
し
い
労
働
観
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
も
の
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
す
で
に
社
会
科
学
系

学
部
で
は
、
‐
こ
れ
と
か
か
わ
り
の
あ
る
科
目
が
各
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
な
か

で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
法
学
部
ｌ
「
労
働
法
」
「
法
政
特
講
」
、
経
済
学
部
・
経
営

学
部
ｌ
「
労
働
問
題
」
「
労
働
組
合
論
」
「
労
伽
法
」
、
「
公
企
業
論
」
、
産
業
社
会
学

部
ｌ
「
労
働
関
係
論
」
「
社
会
法
」
「
特
講
ｌ
公
務
労
伽
論
」
等
）
・
現
在
、
各
学
部

で
基
礎
学
力
の
養
成
に
視
点
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
・
集
約
化
の
検
討
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
部
教
学
の
体
系
化
の
な
か
で
、
ま
た
学
生
の
教
学
実
態

を
ふ
ま
え
て
、
特
砿
の
活
用
や
、
他
学
部
受
満
の
問
題
も
ふ
く
め
て
検
討
を
急
ぎ
、

三
月
中
に
は
開
満
方
針
等
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
を
見
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
小
学
校
教
員
養
成
課
程
の
設
置
の
検
討

本
学
は
全
国
の
一
般
大
学
の
な
か
で
、
民
主
的
な
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
役
荊

を
大
き
く
果
た
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
、

教
職
課
程
教
学
の
内
容
・
体
制
・
条
件
や
教
育
実
習
の
点
に
お
い
て
な
お
多
く
の
課

迦
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
。

本
学
の
学
生
が
在
学
中
に
小
学
校
教
員
資
格
を
取
得
す
る
道
は
、
昭
和
四
八
年
度

以
降
毎
年
一
回
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
「
小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験
」
（
五
○
年

度
は
全
国
五
ヵ
所
の
国
立
教
員
養
成
系
大
学
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
で
は
大

阪
教
育
大
学
。
）
に
合
格
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
の
実
施
は
、
毎

年
度
そ
の
つ
ど
「
官
報
」
で
公
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
学
で
は
、
そ
の

つ
ど
各
学
部
に
お
い
て
掲
示
し
て
き
ま
し
た
。
五
一
年
度
以
降
も
、
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
公
示
さ
れ
た
時
に
、
掲
示
に
よ
り
知
ら
せ
ま
す
。
ま
た
教
職
課
程
教
室
で
は
、

教
員
が
受
験
希
望
学
生
に
個
別
に
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

大
学
の
卒
業
と
同
時
に
、
卒
業
と
所
定
の
単
位
修
得
に
よ
り
免
許
状
取
得
資
格
が

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
大
学
の
学
部
（
ま
た
は
学
科
、
専
攻
）
が
、
小
学
校

教
員
養
成
の
課
程
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
＊
。

＊
「
教
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
絡
を
得
さ
せ
る
た
め
の
大
学
の
課
程
認
定

申
請
要
領
」
（
四
三
年
七
月
）
の
「
具
備
す
べ
き
要
件
等
」
と
し
て
「
小
学
校

ま
た
は
幼
稚
園
の
教
諭
の
免
許
状
に
か
か
る
申
請
に
あ
っ
て
は
、
初
等
教
育
ま

た
は
幼
児
教
育
に
関
す
る
学
部
・
学
科
等
（
専
攻
）
に
つ
い
て
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
た
に
学
部
・
学
科
を
琳

設
す
る
場
合
付
属
学
校
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
上
記
申
請

要
領
に
よ
る
と
「
付
属
の
教
育
実
習
校
が
な
い
賜
合
に
は
、
代
用
教
育
実
習
学

校
を
ぉ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
そ
の
佃
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
契
約
を
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
学
部
（
ま
た
は
学
科
・
専
攻
）
を
設
置
し
な
け
れ
ば

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
学
に
お
い
て
そ
れ
を
設
置
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
条
件
と
と
も
に
、
小
学
校
教
員
養
成
は
す
ぐ
れ
て
文
部
省
の
「
目
的
大
学
化
」

と
い
う
方
向
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
総
合
大
学
と
し
て
の
本
学
の
教

学
上
の
基
本
方
針
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
安
易
に
考
え
る
の
が
む
ず
か
し
い
の

が
現
状
で
す
。
今
後
、
他
の
一
般
大
学
に
お
け
る
実
情
等
を
調
査
し
た
上
で
慎
重
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
本
学
に
お
い
て
、
と
く
に
最
近
小
学

校
教
員
の
志
望
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
は
、
志
望
学
生
に
た

ぃ
す
る
適
切
な
助
言
・
指
導
を
十
分
に
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
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士
守
す
－
２

側
「
司
書
講
座
」
「
税
理
士
講
座
」
「
社
会
福
祉
実
務
講
座
」
等
の
資
格
の
取
得
で

き
る
講
座
の
設
置

こ
の
桃
の
講
座
等
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
経
営
学
部
に
は
「
経
理
実
務
講
座
」
（
こ

れ
は
す
ぐ
に
資
格
が
と
れ
る
わ
け
で
は
な
い
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
は
か
な
り
む
ず
か
し
く
、
ま
た
そ
の
た
め
の
講
座
の
開
設
も
困
難
な
諸
問

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
従
来
や
ら
れ
て
き
た
も

の
の
総
括
に
た
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
克
服
し
つ
つ
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
「
就
職
満
座
」
な
ど
で
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
三
月
末
ま
で
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

⑤
「
婦
人
問
題
」
の
特
別
講
座
の
設
置

こ
れ
は
⑩
②
と
同
じ
視
点
で
考
え
て
い
く
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
た
だ
ち
に
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
く
み
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
さ
ら
に
検
討

を
必
要
と
し
ま
す
が
、
当
面
人
文
科
学
研
究
一
町
主
催
の
「
土
唯
識
座
」
の
一
環
に
く

み
入
れ
て
開
講
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
を
す
す
め
た
い
と
考
え

ま
す
。

八
９
Ｖ
大
学
院
教
学
の
改
善

現
在
、
大
学
院
制
度
の
あ
り
方
に
深
く
か
か
わ
る
改
革
が
あ
い
つ
い
で
実
施
に
移
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
学
院
制
度
の
改
革
は
、
去
る
昭
和
四
七
年
三
月
に
文
部
大
臣

が
大
学
設
置
審
議
会
に
諮
問
し
、
四
九
年
三
月
に
簸
終
梓
申
が
出
さ
れ
た
「
大
学
院
お

よ
び
学
位
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
」
に
も
り
こ
ま
れ
て
い
た
大
学
院
制
度
改
革
の
描
想

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
昭
和
四
六
年
六
月
の
中
教
需

答
申
に
お
け
る
大
索
多
様
化
の
路
線
の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
う
し
た
方
向
に
た
い
し
て
、
真
の
大
学
院
の
改
革
の
た
め
に
当
面
な
す
べ
き
こ
と

は
、
学
部
と
大
学
院
の
分
離
で
も
な
く
、
修
士
課
程
と
博
士
課
程
の
分
離
で
も
な
け
れ

ば
、
ま
た
独
立
大
学
院
の
設
置
で
も
な
く
、
ま
ず
現
在
の
大
学
院
に
た
い
す
る
人
的
・

物
的
な
研
究
諸
条
件
の
整
備
・
充
実
で
あ
り
、
大
学
院
間
の
絡
差
の
解
消
で
あ
り
、
さ

ら
に
大
学
院
学
生
の
研
究
・
生
活
条
件
と
将
来
保
障
の
強
化
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
当
面
す
る
問
題
を
、
教
職
員
や
院
生
・
学
生
の
民
主
的
討
議
を
つ
う
じ
、
全

学
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

す
で
に
一
九
七
三
年
度
全
学
協
に
お
い
て
、
「
立
命
館
大
学
に
お
け
る
大
学
院
の
理

念
と
位
置
づ
け
は
、
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
た
、
国
民
的
立
場
に
立
っ
た
民
主
的
研
究

者
養
成
の
機
関
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
念
と
位
置
づ
け
が
、
教
学
実
態
の
把
握
と

院
生
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
具
体
化
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
指
導
体
制
、
共
同
化
・
共
同
研
究
、
院
生

の
研
究
・
生
活
条
件
な
ど
に
お
い
て
一
定
の
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
お
、
大
学

院
教
学
の
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
学
は
今
後
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑩
「
民
主
的
研
究
者
養
成
」
機
関
と
し
て
の
本
学
の
大
学
院
と
大
学
院
生
の
位
置
づ

け
の
明
確
化

②
共
同
化
・
共
同
研
究
の
推
進

⑧
共
同
指
導
体
制
（
複
数
指
導
制
を
含
む
）
の
充
実

側
博
士
課
程
未
設
置
専
攻
の
同
課
程
実
現
条
件
の
追
求

⑤
院
生
の
学
習
・
研
究
条
件
の
改
善
、
研
究
室
・
図
書
費
の
改
善

㈱
院
生
の
厚
生
援
助
の
充
実
、
学
内
学
費
貸
与
・
学
内
奨
学
金
の
充
実

八
旧
Ｖ
学
部
学
生
定
員
の
適
正
北

一
九
七
三
年
度
全
学
協
に
お
い
て
、
「
今
後
の
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
の

一
岬
の
充
実
、
学
部
教
授
会
の
適
正
規
模
の
検
討
の
な
か
で
、
学
部
学
生
定
員
の
縮
小

を
”
衣
笠
一
拠
点
“
完
了
時
を
目
途
に
検
討
す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
衣

笠
一
拠
点
化
の
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
た
今
日
の
時
点
に
お
い
て
、
公
街
助
成
運
動
の

展
望
と
も
関
連
さ
せ
て
、
学
部
学
生
定
員
の
適
正
化
の
問
題
を
、
長
期
計
画
委
員
会
の

課
題
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
条
件
等
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

八
Ⅱ
Ｖ
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
の
改
善

今
日
の
私
学
危
機
は
、
一
つ
に
は
、
学
生
の
勉
学
条
件
の
悪
化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る
と
同
時
に
、
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
の
き
び
し
さ
と
し
て
ぁ
ら
わ

－ q 7－
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…
ゞ
食
生
活
の
き
、
う
め
や
ア
鯛
催
〃
イ
Ｉ
齢
…
の
増
加
一
日
本
育
英
会
奨
学
金
の
受
給
希
望

者
の
増
大
、
生
活
協
同
組
合
の
利
用
と
要
求
の
増
大
な
ど
に
み
ら
れ
る
学
生
生
活
実
態

は
、
今
日
の
わ
が
国
の
国
民
生
活
全
般
を
お
お
う
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
の
も

と
で
、
本
学
に
学
ぶ
学
生
の
生
活
実
態
の
う
え
に
も
破
壊
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
を
如

実
に
し
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
学
生
の
生
活
実
態
は
同
時
に
学
生
の
勉
学

条
件
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
出
席
不
良
や
学
習
不
足
に
も
む
す
び
つ
い
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
、
大
学
に
お
け
る
学
生
・
院
生
の
厚
生
問
題
は
、
単
に

そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
へ
の
生
活
援
助
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
さ
に
教
学
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
厚
生
政
策
は
、
本
学
の
教
学
を
支
え
、

こ
れ
を
一
層
発
展
さ
せ
る
重
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
の
討
議
の
な
か
で
、
一
・
二
部
学
友
会
を
中
心
と

し
て
だ
さ
れ
た
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
な
か
に
「
学
生
の
生
活
と
健
康
を

れ
て
お
り
書
と
く
に
こ
の
よ
う
な
私
学
危
機
が
大
学
教
員
の
研
究
諸
条
件
に
及
ぼ
し
つ

つ
あ
る
危
機
的
状
況
の
早
急
な
克
服
に
よ
っ
て
研
究
・
教
育
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
、

教
育
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
の
社
会
的
使
命
か
ら
き
わ
め
て

重
要
で
あ
り
ま
す
。
大
学
は
、
さ
き
の
「
現
状
と
課
題
」
に
お
い
て
の
べ
た
実
態
把
握

の
う
え
に
す
く
な
く
と
も
現
状
に
お
け
る
”
落
ち
込
み
“
を
な
く
し
、
当
面
他
私
大
な

み
の
水
準
に
ま
で
回
復
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
次
の
よ
う
な
改
善
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

山
教
員
の
年
次
計
画
に
よ
る
定
員
増
。
（
五
ヵ
年
計
画
）

②
研
究
用
図
審
甜
の
増
額
。
（
二
ヵ
年
計
画
）

⑧
研
究
旅
淵
の
増
額
。
（
二
カ
年
計
画
）

叩
学
外
研
究
員
の
わ
く
の
拡
大
と
研
究
費
の
改
善
。
（
二
ヵ
年
計
画
）

⑤
共
同
研
究
体
制
確
立
の
た
め
の
方
策
の
追
求
。

㈱
教
職
員
の
生
活
・
厚
生
条
件
の
改
善
。

’
二
学
生
生
活
の
実
態
と
学
生
厚
生
・
就
職
問
題
に
つ
い
て

大
学
に
お
け
る
就
職
問
題
は
、
本
学
に
お
け
る
教
学
の
成
果
を
学
生
の
就
職
を
通
し

て
社
会
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
意
義
を
も
つ
と
い
う
点
で
、
大
学
教
学
の
重
要
な
一

環
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
本
学
に
学
ぶ
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
卒
業
と

と
も
に
就
職
し
、
社
会
に
出
て
ゆ
く
と
い
う
現
実
的
な
問
題
と
し
て
も
、
大
学
に
お
け

る
就
職
問
題
は
重
視
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
近
年
の
い
わ
ゆ
る
「
高
度
成

長
」
の
破
綻
か
ら
く
る
企
業
危
機
や
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
地
方
自
治
体
等
の
財

政
困
難
は
、
学
生
の
就
職
活
動
を
大
幅
に
圧
迫
し
、
求
人
数
の
減
少
、
採
用
数
の
削
減

な
ど
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
就
職
問
題
は
、
す
ぐ
れ
て
わ
が
国
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
政
策

に
も
と
づ
く
影
響
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
個
別
大
学
の
努
力
や
、

個
々
の
学
生
の
努
力
の
み
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
、

基
本
的
に
は
、
今
日
の
私
学
危
機
の
根
源
と
同
質
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
解

決
し
て
ゆ
く
全
学
的
な
課
題
と
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
も
前
途
に
確
信
を
も
ち
、
有
為
な

社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
ゆ
く
学
生
の
教
育
と
、
具
体
的
な
就
職
問
題
に
際
し
て
の
力

守
る
」
要
求
か
あ
げ
ら
れ
雲
生
活
協
同
組
合
へ
の
大
学
と
し
て
の
施
策
の
充
実
雲
学
生

の
健
康
管
理
に
か
か
わ
る
諸
施
策
の
実
施
、
寮
建
設
な
ど
の
要
求
が
大
き
く
か
か
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
大
学

と
し
て
は
当
面
、
こ
の
「
緊
急
三
項
目
要
求
」
に
こ
た
え
た
施
策
を
、
後
記
「
六
、
教

学
・
厚
生
条
件
の
整
備
」
の
な
か
に
提
起
し
ま
す
が
、
同
時
に
ひ
き
つ
づ
き
次
の
諸
点

に
つ
い
て
は
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
下
宿
確
保
、
各
種
奨
学
金
制
度
の
拡
大
・
充
実
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
諸
条
件

の
充
実
等
に
つ
い
て
、
他
大
学
や
そ
の
他
関
係
機
関
と
も
協
力
し
、
国
、
京
都
府
・

市
、
そ
の
他
に
対
し
て
強
力
な
運
動
を
す
す
め
る
。

②
学
資
貸
与
制
度
、
生
活
援
助
金
制
度
を
さ
ら
に
改
善
・
充
実
す
る
。

③
大
学
に
お
け
る
生
活
協
同
組
合
を
本
学
の
厚
生
政
策
の
な
か
に
明
確
に
位
置
づ
け

る
と
同
時
に
、
両
者
間
の
有
機
的
な
共
同
化
を
す
す
め
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
。

④
厚
生
課
と
学
友
会
そ
の
他
関
係
諸
パ
ー
ト
と
の
間
に
お
い
て
、
厚
生
実
態
、
厚
生

厚
生
課
と
学
友
会
そ
の
他
関
係
諸
パ
ー
ト
と
の
間
に
お
い
て
、
厚
生
実
態
、
厚
生

問
題
に
つ
い
て
の
日
常
的
な
意
思
疎
通
を
行
な
う
体
制
を
整
備
す
る
。
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今
日
の
大
学
教
育
が
、
私
学
危
機
の
き
び
し
さ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
な
お
学
生
の
勉
学

・
生
活
に
か
か
わ
る
多
面
的
な
要
求
に
応
え
、
よ
り
内
容
豊
か
な
教
学
を
創
造
・
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
教
学
に
直
接
の
責
任
を
も
つ
教
授
会
の
強
化
と
、
こ

れ
を
支
え
る
各
事
務
組
織
の
役
割
と
任
務
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
学
園
振
興
懇
談
会
や
学
友
会
と
各
部
課
交
渉
を
つ
う
じ
て
こ
の
こ
と
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
今
日
の
大
学
教
育
の
課
題
を
す
す
め
る
た
め
に
は
事
務
組
織
の

主
体
的
な
力
量
に
期
す
る
も
の
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
さ
ら
に
大
学
に
お
け
る
事
務
の
役
割
り
と
責
任
を
明
確
に

し
、
職
場
の
な
お
一
層
の
民
主
化
と
集
団
化
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

量
あ
る
学
生
の
養
成
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
緊
急
の
課
題
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
当
面
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑪
就
職
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
小
集
団
教
育
担
当
者
を
ふ
く
め
た
全
学
的
な
就
職

問
題
の
取
り
組
み
の
強
化
。
部
課
長
会
議
に
お
け
る
各
関
連
部
課
の
取
り
組
み
、
校

友
会
組
織
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
。

②
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
早
期
化
と
そ
の
内
容
の
充
実
、
三
回
生
時
に
お
け
る
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
準
備
活
動
の
指
導
。
業
種
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
。

③
求
人
開
拓
（
と
り
わ
け
地
方
企
業
の
求
人
開
拓
）
、
資
料
の
収
集
・
整
備
と
就
職

指
導
の
強
化
、
会
社
訪
問
記
録
、
入
社
試
験
報
告
書
の
収
集
・
整
備
、
学
生
の
権
利

を
守
る
立
場
に
た
っ
た
リ
ク
ル
ー
ト
情
報
の
提
供
、
就
職
相
談
室
の
設
置
。

側
求
人
掲
示
の
改
善
。

⑤
学
生
実
態
把
握
の
強
化
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
の
充
実
。
、
学
生
と
の
交
流
強
化
。
○
学
生
の
実
態
把
握
と
指
導
強

化
に
資
す
る
「
模
擬
テ
ス
ト
」
の
検
討
。

⑪
就
職
課
と
学
友
会
そ
の
他
関
係
パ
ー
ト
と
の
間
に
お
い
て
就
職
問
題
に
関
す
る
日

常
的
な
懇
談
機
関
の
設
置
。

四
事
務
体
制
の
一
層
の
整
備
・
強
化
と
そ
の
民
主
化

ど
の
関
連
部
課
の
二
部
事
務
体
制
の
改
善
’
二
識
時
制
に
対
応
し
た
窓
口
・
執
務
時

間
、
担
当
者
制
、
時
差
体
制
な
ど
。

②
図
書
館
に
お
け
る
平
日
開
館
時
間
の
再
検
討
と
「
日
曜
日
開
館
」
の
検
討
。

③
二
部
事
務
室
体
制
の
強
化
ｌ
職
員
の
勤
務
年
限
な
ど
。

⑤
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
、
事
務
を
通
じ
た
公
費
助
成
活
動
を
一
層
強
化
し
、
さ

ら
に
厚
生
・
保
健
問
題
の
総
合
化
、
教
学
事
務
の
整
備
等
の
た
め
の
部
課
改
革
を
よ
り

内
容
あ
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
大
学
全
体
の
研
究
活
動
の
発
展
に
即
応
し
た
新
ら
し
い
研
究
・
図
筈
館
事
務

の
あ
り
方
と
そ
の
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
。

⑥
職
員
の
研
修
を
一
層
充
実
す
る
。

(4) (3) の
た
め
に
は
な
に
よ
り
も
こ
れ
ら
の
事
務
組
織
を
指
導
す
る
部
課
長
会
議
の
機
能
の
強
化
、

各
職
場
で
の
職
場
会
議
の
確
立
と
充
実
を
基
礎
と
し
て
、
全
学
の
事
務
体
制
を
さ
ら
に
強

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
当
面
、
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

/の.：

lムメ 化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
当
面
、
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
教
務
事
務
に
お
け
る
機
械
化
を
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に
も
と
づ
い
て
正
し
く

位
置
づ
け
、
こ
れ
を
全
学
の
事
務
体
制
の
民
主
化
と
集
団
化
に
寄
与
さ
せ
な
が
ら
、
同

時
に
学
部
教
学
の
発
展
に
対
応
し
た
新
ら
し
い
教
務
事
務
の
あ
り
方
を
追
求
し
、
合
理

的
な
人
員
配
置
を
す
す
め
る
。

⑭
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
・
厚
生
施
策
上
の
諸
課
題
を
つ
ね
に
学
生
の
勉
学
・
生

活
実
態
に
ね
ざ
し
て
す
す
め
る
た
め
に
、
学
生
実
態
、
教
学
実
態
の
全
学
的
、
総
合
的

な
把
握
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
後
さ
ら
に
日
常
的
に
集
中
さ
れ
る
体
制
を
確
立
す

ス
》
Ｏ

側
学
園
に
お
け
る
環
境
整
備
は
、
学
生
の
勉
学
・
生
活
上
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
、
そ

れ
が
教
育
・
研
究
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
点
を
重
視
し
、
施
設
課
、
管
理
課
の
共
同

化
を
強
化
し
な
が
ら
さ
ら
に
総
合
的
な
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
な
う
。

四
二
部
教
学
を
支
え
る
事
務
体
制
は
、
単
に
二
部
事
務
室
の
み
で
は
な
く
大
学
の
事
務

組
織
の
全
分
野
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
合
的
な
二
部
事
務
体
制
の
再

検
討
は
本
学
の
一
拠
点
実
現
時
を
目
標
と
し
つ
つ
も
、
当
面
、
予
定
さ
れ
て
い
る
文
学

部
と
二
部
全
学
部
の
移
転
時
に
お
け
る
体
制
を
次
の
よ
う
に
検
討
す
る
。

①
学
生
課
、
厚
生
課
、
就
職
課
、
体
育
課
、
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
、
会
計
課
な

－39－



資料687

以
上
、
こ
れ
ら
の
事
務
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
五
一
年
度
、
五
二
年
度
に

か
け
て
改
善
し
う
る
部
分
か
ら
取
り
組
み
ま
す
が
、
さ
ら
に
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め

に
は
、
現
在
の
二
拠
点
に
よ
る
事
務
の
重
複
や
分
断
を
早
期
に
克
服
し
、
一
拠
点
に
よ
る

ｆ
、

集
中
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
抜
本
的
な
体
制
の
再
検
討
と
合
理
的
な
配
置
を
行
な
う
こ
と
力

必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

衣
笠
一
拠
点
に
つ
い
て
の
討
議
資
料
は
現
在
作
成
中
で
す
が
、
移
転
の
年
次
計
画
に
つ

い
て
の
学
内
理
事
会
の
基
本
的
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
文
学
部
棟
の
建
設
と
修
学
館
の
増
築
は
昭
和
五
一
年
度
着
工
を
目
標
と
す
る
。

２
文
学
部
と
二
部
全
学
部
の
移
転
を
昭
和
五
二
年
度
中
に
行
な
う
。

３
文
学
部
と
二
部
全
学
部
の
移
転
に
引
き
続
い
て
、
法
産
社
棟
の
建
設
に
着
手
す
る
。

４
な
お
、
こ
の
年
次
計
画
は
、
毎
年
度
予
算
編
成
の
際
、
資
金
調
達
を
含
め
慎
重
に
検

討
し
な
が
ら
進
め
る
。

５
建
設
事
業
の
総
額
は
七
七
億
円
（
内
訳
、
建
物
五
四
億
円
、
土
地
買
収
一
六
億
円
、

そ
の
他
整
備
六
・
八
億
円
）
・
財
源
は
学
生
納
付
金
、
寄
付
金
、
資
産
売
却
、
財
団
借

入
、
銀
行
借
入
、
学
債
。

学
友
会
の
一
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
《
求
」
に
お
げ
る
第
三
項
の
要
求
峰
本
学
の
学

生
実
態
が
、
多
一
く
地
方
出
身
の
学
生
Ⅱ
下
宿
学
生
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
的
に
も
他
大
学

学
生
に
比
し
て
相
対
的
に
低
所
得
層
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本
学
の
物
理
的
な
諸
条

件
の
う
え
か
ら
も
、
本
学
学
生
が
日
常
的
な
学
生
生
活
の
う
え
に
お
い
て
ゆ
と
り
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
訴
え
、
本
学
の
厚
生
施
策
お
よ
び
環
境
整
備
・
改
善
の
た

め
の
要
求
が
提
起
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
当
面
次
の
と
お
り
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

八
１
Ｖ
学
生
の
生
活
と
健
康
を
ま
も
る
た
め
に

五
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
民
主
的
実
現

六
書
教
学
・
厚
生
条
件
の
整
備

(11

② ①
生
活
協
同
組
合
に
つ
い
て

本
学
の
生
活
協
同
組
合
に
関
す
る
要
求
は
、
生
活
協
同
組
合
を
学
生
・
教
職
員
の

「
総
合
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
方
向
に
そ
っ
た
施
設
の
拡
充
を

最
大
限
に
行
な
え
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
が
こ
れ
ら
の
要
求
を
う
け
と
め
そ
の
実
現

に
向
け
て
検
討
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
大
学
と
し
て
の
総
合
的
な
厚
生
政
策
の
う

え
に
た
っ
て
、
本
学
に
お
け
る
生
活
協
同
組
合
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
こ
れ
を

全
学
的
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
本
学
に
お

け
る
生
活
協
同
組
合
は
、
①
大
学
を
構
成
す
る
実
際
的
な
一
つ
の
パ
ー
ト
で
あ
り
、

大
学
自
治
を
支
え
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
②
本
学
と
密
接
に
関
連
し

て
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
・
生
活
上
の
諸
施
策
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
点
に
た
っ
て
、
今
後
そ
の
具
体
化
を
は
か
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
㈹
そ
れ
を
全
学
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
大
学
機
関
の
討

議
の
推
進
、
㈲
生
活
協
同
組
合
と
大
学
と
の
「
窓
口
」
の
明
確
化
ｌ
と
く
に
厚
生
課

と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
㈲
「
大
学
と
生
活
協
同
組
合
と
の
基
本
的
契
約
」

の
改
定
を
検
討
し
、
そ
の
関
係
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
、
㈲
日
常
的
な
大
学
と
生

活
協
同
組
合
と
の
協
議
の
体
制
（
学
友
会
、
教
職
員
組
合
を
ふ
く
め
て
）
の
検
討
、

を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
当
面
す
る
要
求
に
は

生
活
協
同
組
合
の
諸
施
設
の
な
か
で
は
、
食
堂
部
門
の
施
設
の
改
善
が
早
急
に

と
り
か
か
る
べ
き
問
題
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
食
堂
施
設
は
、
食
堂
に
加
え
て
、

厨
房
の
施
設
、
こ
れ
に
伴
う
水
・
光
熱
の
設
備
、
排
水
・
下
水
の
処
理
施
設
等
、

建
物
の
構
造
に
も
及
ぶ
問
題
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
衣
笠
一
拠
点

計
画
の
推
進
の
な
か
で
と
り
く
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
一
拠
点
計
画
の
年

次
移
行
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
施
設
の
増
設
に
つ
い
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
の
工
夫

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

書
籍
部
、
購
買
部
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
施
設
は
狭
隔
で
あ
り
、
学
生
の
利
用

上
も
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
一
拠
点
実
現
ま
で
の
暫
定
的
措
置
と
し
て
、
衣
笠
に

お
け
る
書
籍
部
、
購
買
部
を
改
善
す
る
仮
設
施
設
の
建
設
を
五
一
年
度
に
お
い
て
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予
算
化
し
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
学
生
・
教
職
貝
の
保
健
管
理
に
つ
い
て

学
生
・
教
職
員
の
生
活
と
健
康
を
守
る
う
え
で
、
以
上
の
よ
う
な
厚
生
政
策
と
並

ん
で
健
康
管
理
の
問
題
は
大
学
に
お
け
る
教
学
上
の
主
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
実
態
で
は
、
本
学
診
療
所
の
利
用
状
況
の
低
さ
、
毎
年
度

実
施
し
て
い
る
定
期
健
康
診
断
の
受
検
率
の
低
さ
（
と
く
に
二
・
三
回
生
に
お
い
て

低
率
）
な
ど
、
学
生
・
教
職
員
の
保
健
管
理
上
い
く
つ
か
の
改
善
す
べ
き
問
題
が
提

起
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

本
学
の
診
療
所
の
現
状
は
、
そ
の
体
制
（
専
任
医
師
三
名
、
（
（
教
授
一
名
、
助
教
授

二
名
》
、
事
務
職
員
二
名
、
看
護
婦
一
○
名
）
に
お
い
て
必
ず
し
も
他
大
学
に
比
し
て

大
き
く
劣
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
こ
の
体
制
の
も
と
で
学
生

・
教
職
員
の
健
康
管
理
面
で
は
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
基
礎
と
し
て
、
今
後
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
改
善
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
診
療
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
確
立

現
在
、
五
一
年
度
か
ら
の
改
革
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
、
現
在

の
診
療
所
を
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
改
組
し
、
教
学
担
当
常
務
理
事
を
中
心

と
し
た
全
学
的
な
体
制
の
も
と
で
、
学
生
・
教
職
員
・
生
協
職
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
政
策
を
確
立
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
は
①
健
康
診
断
の
充
実

と
事
後
措
置
、
②
健
康
に
つ
い
て
の
助
言
指
導
、
③
精
神
衛
生
相
談
、
④
伝
染
病

予
防
、
環
境
衛
生
の
指
導
、
⑤
保
健
管
理
の
調
査
研
究
等
の
諸
業
務
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
定
期
健
康
診
断
の
完
全
実
施
に
つ
い
て

と
く
に
、
従
来
受
診
率
の
低
い
二
・
三
回
生
に
つ
い
て
の
対
策
を
強
め
、
実
施

方
法
、
体
制
、
条
件
な
ど
を
さ
ら
に
各
関
係
部
課
と
の
協
力
の
も
と
で
、
「
義
務

的
受
検
診
」
の
方
向
で
改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
学
生
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
学
生
健
康
保
険
制
度
の
検
討
は
、
従
来
か
ら
す
で
に
実
施
さ
れ

て
い
る
他
大
学
の
実
態
な
ど
を
調
査
し
な
が
ら
一
定
の
検
討
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
が
そ
の
実
態
に
は
極
々
の
問
題
点
も
多
く
．
本
学
に
お
い
て
こ
れ
を
直
ち
に

と
り
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
十
分
な
全
学
の
討
議
と
検
討
が
必
要
で
あ
り

ま
す
が
、
学
生
の
保
健
管
理
の
面
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

旧
女
子
寮
の
建
設
と
寮
の
統
廃
合
に
つ
い
て

女
子
寮
の
建
設
と
寮
の
統
廃
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
七
三
年
度
全
学
協

議
会
の
確
認
事
項
以
来
そ
の
実
現
へ
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
化
の
た
め

に
は
、
さ
ら
に
一
拠
点
計
画
に
お
け
る
土
地
問
題
と
も
関
連
し
て
き
ま
す
の
で
さ
ら

に
ひ
き
つ
づ
い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

八
２
Ｖ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
と
い
こ
い
の
場
の
保
障

①
以
学
館
前
お
よ
び
六
号
館
前
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
五
一
年
度
に
お
い
て
可
能
な

か
ぎ
り
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
学
館
前
を
「
野
外
音
楽
場
と
し
て
も
活
用
」
し

う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
立
地
条
件
、
学
生
の
交
通
路
、
附
近
住
宅
と
の
関

係
な
ど
か
ら
問
題
点
も
多
く
、
こ
れ
を
直
ち
に
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

②
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
並
木
、
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
五
一

年
度
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
実
現
し
ま
す
。

③
屋
上
を
開
放
し
、
ベ
ン
チ
や
灰
皿
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
危
険
予
防
を

行
な
い
つ
つ
、
当
面
、
学
而
館
屋
上
の
開
放
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
志
学
館
屋
上
に
つ

い
て
も
開
放
し
、
必
要
に
応
じ
て
ベ
ン
チ
・
灰
皿
を
お
き
ま
す
。

八
３
Ｖ
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
条
件
整
備

⑪
衣
笠
氷
室
町
に
あ
る
土
地
二
、
○
○
○
坪
に
つ
い
て
は
、
五
一
年
度
に
お
い
て
整

備
し
、
こ
れ
を
正
課
・
課
外
体
育
を
ふ
く
め
た
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
用
し
う

る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
他
の
体
育
諸
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
保
健
体
育
教
室
、

学
友
会
各
関
係
パ
ー
ト
、
学
生
課
等
と
の
関
係
諸
機
関
と
も
協
議
し
、
そ
の
改
善
を

は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
各
主
要
学
舎
に
お
け
る
ウ
ォ
ー
タ
・
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
五

一
年
度
に
お
い
て
実
現
し
ま
す
。

②
各
学
舎
に
お
け
る
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
要
求
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
実
現
す
る
た
め

に
は
相
当
な
財
政
力
量
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
は
、
図
書
館
を
中
心
と

し
て
、
実
現
す
る
方
向
で
五
一
年
度
予
算
の
な
か
で
検
討
し
ま
す
。

－41－
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心
そ
の
他
、
「
現
状
と
課
題
」
に
お
い
て
か
か
げ
て
い
る
教
育
条
件
の
整
備
お
よ
び

１

学
生
の
諦
要
求
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
現
の
方
向
で
と
り
く
み
ま

(3）

い
て
可
能
な
部
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

学
部
学
生
セ
ン
タ
ー
を
談
話
室
と
し
て
改
善
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ひ
き
っ
づ
六
八
八
一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認

も
雲
本
学
の
到
達
し
た
民
主
的
教
育
・
研
究
を
維
持
し
雲
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
学

財
政
に
主
要
な
責
任
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
財
政
破
綻
の
進
行
を
当
面
阻
止
す
る
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
や
む
を
え
ざ
る
措
置
と
し
て
、
一
九
七
六
年
，
度
の

入
学
検
定
料
と
新
入
生
か
ら
の
学
費
改
定
案
を
、
「
学
費
等
の
提
起
の
期
限
と
民
主
化
に

つ
い
て
」
の
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
を
ふ
ま
え
て
、
一
○
月
三
日
と
二
一
日
の
学
園

振
興
懇
談
会
に
提
示
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
「
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
を
発
表
し

て
学
費
問
題
の
全
学
的
討
議
を
訴
え
て
き
た
。

［
２
］
こ
の
理
事
会
の
提
案
に
た
い
し
て
、

１
１
．
一
・
一
一
取
珊
一
子
焦
入
へ
頁
、
半
へ
岬
一
子
窪
元
十
七
力
加
繁
奴
へ
虞
、
蛤
弧
吐
吹
ヨ
ヨ
ロ
必
へ
。
、
ト
セ
エ
ロ
カ
肋
ヨ
別
口
皿
へ
．
＋
ふ
、
ヘ
フ
「
ゴ

［
１
］
立
命
館
大
学
は
一
九
七
一
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
よ
る
大
学
再
編
成
の

方
向
に
抗
し
つ
つ
、
私
学
危
機
が
深
化
す
る
な
か
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
基
本
的
方
向
で

あ
る
公
費
助
成
運
動
と
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
の
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
相

対
的
低
学
費
を
堅
持
し
つ
つ
、
一
九
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
に
も
と
づ
く
教
育

・
研
究
の
民
主
的
発
展
に
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
貧
し
い
文
教
政
策

と
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
の
も
と
で
、
私
学
の
危
機
は
極
度
に
深
化
し
、
本
学

の
教
育
研
究
を
さ
さ
え
る
財
政
は
重
大
な
急
機
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

ゞ
一
二
一
部
学
友
会
大
学
院
生
協
議
会
教
職
員
組
合
生
活
協
同
組
合
陰
今
日

の
私
学
危
機
が
政
府
の
反
動
的
文
教
政
策
と
イ
ン
フ
レ
政
策
に
起
因
し
て
お
り
、
学
費

値
上
げ
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
教
育

の
機
会
均
等
と
学
生
生
活
の
破
綻
に
つ
な
が
る
が
ゆ
え
に
、
学
費
値
上
げ
に
は
原
則
と

し
て
反
対
す
る
と
い
う
立
場
を
表
明
し
た
。
七
三
年
度
学
費
闘
争
の
到
達
点
で
あ
る
、

「
一
定
の
民
主
化
を
実
現
し
て
き
た
立
命
館
大
学
に
お
い
て
は
、
学
費
問
題
を
個
別
学

園
内
部
の
問
題
と
し
て
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
真
に
私
学
危
機
の
全
面
的
解
決
を
め

理
事
会
は
、
公
費
助
成
運
動
に
よ
る
そ
の
基
本
的
解
決
の
方
向
の
強
化
を
確
認
し
つ
つ

は
じ
め
に

〔
一
九
七
六
（
昭
五
二
・
一
・
二
四
全
学
協
議
会
〕
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ざ
す
闘
争
と
し
て
発
展
さ
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
ど
と
い
う
見
地
を
ふ
ま
え
、
一
●
学
費

値
上
げ
反
対
」
の
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
個
別
立
命
館
の
学
費
値
上
げ
そ
れ
自
体
を
撤

回
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
闘
争
目
標
に
し
て
は
、
今
回
の
学
費
問
題
を
正
し
く
解
決
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
今
期
学
費
闘
争
に
お
い
て
は
、

①
〉
中
教
審
・
私
財
法
路
線
に
よ
る
私
学
の
差
別
的
再
編
成
と
大
学
教
育
へ
の
支
配
・
介

入
に
反
対
し
、
私
学
危
機
の
根
本
的
打
開
を
め
ざ
す
全
大
学
人
の
共
同
闘
争
を
展
開
す

る
こ
と
、
②
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
の
実
践
過
程
を
き
び
し
く
批
判
し
、
学

生
・
院
生
・
教
職
員
の
教
学
改
革
要
求
を
つ
き
つ
け
て
、
高
等
教
育
機
関
た
る
に
ふ
さ

わ
し
い
大
学
、
真
に
学
び
が
い
の
あ
る
大
学
の
創
造
を
め
ざ
し
て
た
た
か
う
こ
と
、
を

基
本
目
標
に
設
定
し
て
、
全
面
的
闘
争
を
展
開
し
た
。

２
一
・
二
部
学
友
会
は
、
す
で
に
七
五
年
一
○
月
の
学
生
大
会
に
お
い
て
学
費
闘
争
の

基
本
方
針
を
決
定
し
、
学
欝
値
上
げ
提
起
以
前
に
、
緊
急
国
庫
補
助
礎
得
の
取
り
組
み

を
中
心
に
大
き
な
運
動
を
も
り
あ
げ
て
い
た
。

学
費
値
上
げ
提
起
に
た
い
し
て
は
、
理
事
会
・
教
授
会
・
各
機
関
が
学
生
の
深
刻
な

実
態
、
す
な
わ
ち
私
学
危
機
の
立
命
館
に
お
け
る
具
体
的
あ
ら
わ
れ
を
明
確
に
把
握
し

て
は
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
私
学
危
機
の
打
開
へ
努
力
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
危
機
の
内
容
を
十
分
に
つ
か
み
え
ず
そ
れ
へ
の
有
効
な
具
体
的
対
策
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
学
内
理
事
会
の
説
明
文
書
「
立
命
館
大
学
の
現
状

と
課
題
」
に
は
、
現
状
と
課
題
は
あ
る
が
、
展
望
と
方
針
が
な
い
こ
と
を
、
大
学
の
責

任
と
し
て
追
及
し
て
き
た
。
ま
た
、
教
育
を
受
け
る
も
の
の
当
然
の
権
利
と
し
て
教
学

の
改
善
要
求
を
は
じ
め
と
す
る
切
実
な
要
求
を
大
学
に
つ
き
つ
け
て
き
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
理
事
会
と
教
授
会
の
姿
勢
を
一
層
民
主
化
し
、
大
学
の
努
力
を
最
善
な
ら
し
め
、

な
お
か
つ
実
現
不
可
能
な
要
求
に
つ
い
て
は
、
全
大
学
人
が
共
同
し
て
政
府
に
た
い
し

て
要
求
し
て
い
く
な
か
で
解
決
し
て
い
く
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

よ
り
一
層
の
学
園
民
主
化
と
対
政
府
闘
争
が
統
一
し
て
す
す
め
ら
れ
て
こ
そ
、
要
求
実

現
の
展
望
が
開
け
る
の
で
あ
り
、
学
生
は
そ
の
先
頭
に
た
つ
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

［
３
］
理
事
会
の
学
費
改
定
の
提
起
以
来
三
カ
月
以
上
に
わ
た
り
、
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
・
自

治
委
員
会
・
学
友
会
代
議
員
大
会
・
学
生
大
会
・
研
究
科
で
の
討
議
、
教
授
会
、
部
課
で

の
討
議
を
ふ
ま
え
て
、
一
○
回
の
学
園
振
興
懇
談
会
を
は
じ
め
各
学
部
五
者
会
談
、
学
科

・
専
攻
懇
談
会
二
部
懇
談
会
・
学
部
懇
談
会
、
大
学
院
懇
談
会
・
研
究
科
懇
談
会
さ
ら

に
は
部
課
交
渉
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
、
学
費
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
私

学
危
機
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
原
因
、
根
本
的
解
決
方
向
に
つ
い
て
、
真
剣
で
は
げ

し
い
討
論
が
展
開
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
点
で
前
進
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は

第
一
に
、
学
識
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
基
本
方
向
は
大
学
の
全
構
成
パ
ー
ト
の
英

知
と
力
を
結
集
し
て
、
私
学
危
機
の
根
源
に
迫
る
運
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
本
学
の

あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
る
よ
り
一
層
の
民
主
化
を
実
現
す
る
以
外
に
な
い
こ
と
が
基
本
的
に

確
認
さ
れ
た
こ
と
。

第
二
に
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
て
討
議
さ
れ
、
私
学
危
機
が

各
ク
ラ
ス
や
個
々
の
学
生
の
教
学
実
態
や
生
活
実
態
の
な
か
に
、
具
体
的
に
ど
う
あ
ら
わ

れ
て
い
る
か
が
話
し
合
わ
れ
、
教
職
員
と
学
生
の
統
一
し
た
力
に
よ
っ
て
、
私
学
危
機
を

克
服
し
、
教
学
上
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
議
論
と
要
求
が
だ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
民
主
的
手
続
き
の
上
か
ら
も
、
討
議
の
拡
が
り
の
点
か
ら
も
、
本
学
に
お
け
る

民
主
化
の
新
し
い
到
達
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
学
に
お
け
る
教
学
改
善
の
課
題
が
、
学
生
実
態
の
正
確
な
把
握
に
も
と
づ

き
、
学
生
の
要
求
を
基
礎
と
し
て
政
策
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
、
そ
の
要
求
に
こ
た
え

る
仕
事
に
、
教
職
員
は
自
か
ら
の
権
利
を
守
る
の
と
同
じ
よ
う
に
主
体
的
に
と
り
く
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

［
４
］
こ
う
し
た
新
し
い
前
進
面
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
は
こ
れ
ま
で
の
学
園
民
主
化
運

動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
立
命
館
大
学
の
次
の
よ
う
な
到
達
点
が
あ
る
。

①
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
の
っ
と
り
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
ま
も
り
、
一
貫

し
て
暴
力
を
否
定
し
て
き
た
こ
と
。

②
学
生
・
教
職
員
の
自
主
的
・
民
主
的
諸
活
動
を
尊
重
し
こ
れ
を
保
障
し
て
き
た
こ
と
。

③
総
長
・
学
部
長
選
挙
へ
の
学
生
参
加
、
全
学
協
議
会
・
学
園
振
興
懇
談
〈
写
五
者
会

談
等
の
協
議
機
関
の
設
置
、
学
友
会
交
渉
権
の
明
確
化
な
ど
、
民
主
的
諸
制
度
の
確
立

の
も
と
で
、
大
学
の
全
構
成
員
の
総
意
に
よ
っ
て
大
学
運
営
が
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
。

④
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
、
財
政
の
民
主
化
を
行
な
い
、
学
生
・
教
職
員
の
要
求
に
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一
私
学
危
機
の
根
源
に
迫
る
運
動
と
新
し
い
扇
入
学
づ
く
り

も
と
づ
く
財
政
運
用
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

⑤
授
業
料
の
先
取
り
の
廃
止
、
推
薦
入
学
制
の
廃
止
な
ど
教
育
・
研
究
の
機
関
と
し
て

の
原
則
を
貫
い
て
き
た
こ
と
。

⑥
学
生
の
自
主
的
諸
活
動
お
よ
び
集
団
的
学
習
活
動
を
保
障
す
る
条
件
の
整
備
・
改
善

を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

⑦
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
全
般
の
改
善
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
。

⑧
二
部
教
学
を
、
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
と
し
て
す
す
め
て
き
た
こ
と
。

⑨
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
、
寮
、
生
協
、
下
宿
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
厚
生
条
件
の
一
定
の

整
備
・
改
善
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
到
達
点
は
、
今
日
の
反
動
的
文
教
政
策
の
も
と
で
の
私
学
危
機
の
深

ま
り
と
、
基
力
に
よ
る
大
学
自
治
の
侵
害
が
進
行
す
る
な
か
で
は
、
学
問
・
研
究
の
創
造

的
発
展
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
積
極
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

全
学
の
術
成
員
は
こ
れ
ら
の
到
達
点
に
確
信
を
も
っ
と
と
も
に
、
大
学
自
治
の
侵
害
を

ゆ
る
さ
ず
、
学
園
の
民
主
化
を
一
層
発
展
さ
せ
る
責
務
を
も
っ
て
い
る
。

［
５
］
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
本
全
学
協
議
会
に
お
い
て
は
理
事
会
、
一
・
二
部
学
友
会
、

大
学
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
の
間
で
、

一
致
点
に
つ
い
て
の
確
認
を
と
り
か
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

全
学
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
確
認
を
主
体
的
に
受
け
と
め
、
た
だ
ち
に
実

行
に
移
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

［
１
］
私
学
危
機
の
根
源
に
迫
る
運
動
の
前
進

学
費
問
題
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
私
学
の
危
機
は
単
に
私
学
だ
け
の
危
機
で

は
な
く
、
日
本
の
全
高
等
教
育
、
教
育
全
体
の
危
機
の
私
学
に
お
け
る
あ
ら
わ
れ
で
あ

り
、
そ
れ
は
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
国
民
的
危
機
、
つ
ま
り
日
本
全
体
の
経
済
的
・
政

治
的
・
文
化
的
危
機
の
一
環
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
源
は
、
政
府
の
貧
困
で
反
動
的

な
文
教
政
策
と
不
況
の
も
と
で
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
あ
り
、
そ
の
根
本
的
解

決
は
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の
獲
得
、

国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
運
動
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
本
学
が
戦
後
一
貫

し
て
追
求
し
て
き
た
祁
対
的
低
学
費
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
、
個
別
大
学
の

限
界
内
に
お
い
て
も
最
大
限
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
原
則
は
あ

く
ま
で
も
堅
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
確
認
さ
れ
て

き
て
い
る
財
政
の
民
主
化
を
さ
ら
に
一
層
す
す
め
、
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
要
求
に

も
と
づ
い
た
財
政
運
用
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
基
本
的
諸
課
題
は
学
費
問
題
討
議
を
通
じ
て
、
理
事
会
・
教
職
員
・
学
生

・
院
生
の
全
体
に
よ
っ
て
基
本
的
に
承
認
さ
れ
、
学
洗
問
題
に
取
り
組
む
基
本
的
視
点

と
全
学
の
統
一
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
財
政
民
主
化
の
点
で
も
、
公

費
助
成
運
動
の
展
開
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
財
政
民

主
化
の
新
し
い
到
達
点
と
し
て
は
、
学
内
の
諸
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
し
て
、
財

政
に
つ
い
て
も
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
が
各
ク
ラ
ス

で
学
生
と
と
も
に
学
磯
問
題
・
財
政
問
題
を
率
直
に
話
し
合
い
、
財
政
問
題
が
財
政
公

開
の
形
式
面
の
み
で
な
く
、
内
容
面
で
も
全
学
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
公
賀
助
成
運
動
に
お
け
る
前
進
面
は
、

第
一
に
、
本
年
度
は
「
公
欝
助
成
推
進
の
た
め
の
全
学
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
と
並

ん
で
、
‐
と
く
に
「
学
部
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
が
強
化
さ
れ
、
学
部
を
基
礎
と
し
た
学

習
会
、
署
名
活
動
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
。

第
二
に
、
二
月
一
二
日
の
京
都
私
学
デ
ー
に
は
ク
ラ
ス
討
議
を
ふ
ま
え
て
多
数
の

学
生
・
院
生
・
教
職
員
が
参
加
し
、
さ
ら
に
二
月
・
一
四
日
の
中
央
私
学
デ
ー
に
は
ク

ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
し
て
学
生
が
参
加
し
、
公
曲
助
成
連
絡
協
議
会
と
し
て
品

大
規
模
の
二
六
五
名
と
い
う
大
代
表
団
が
京
都
代
表
団
に
結
集
し
て
行
動
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
一
二
月
一
七
日
の
中
央
派
遣
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
で
の
運

‐
動
が
大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の
要
求
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
五
一
年
度
予
算
政
府
案
は
、
一
二
九
○
億
円
（
前
年
比
二
八
・
一
％
増
）
と
、
文

部
省
概
算
要
求
一
五
五
一
億
円
を
も
大
幅
に
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
国
立
大
学
の
授
業

料
を
現
行
の
三
万
六
千
円
か
ら
九
万
六
千
円
へ
値
上
げ
す
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
「
受

益
者
負
担
原
則
」
を
お
し
つ
け
て
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
た
い
し
て
さ
ら
に
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運
動
を
強
化
し
、
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
を
全
国
民
的
な
運
動
に
よ
っ
て
獲
得
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２
］
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題

１
理
事
会
に
よ
る
学
費
改
定
の
提
起
と
「
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
に
た
い
し

て
は
、
そ
れ
が
学
生
・
教
職
員
の
実
態
と
要
求
の
全
面
的
・
総
合
的
把
握
に
も
と
づ

い
て
提
起
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
今
日
の
立
命
館
大
学
の
民
主
化
の
到
達
段
階
を
ふ

ま
え
、
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
の
実
践
過
程
の
総
括
の
う
え
に
た
っ
て
い

な
い
こ
と
、
本
学
の
現
段
階
に
お
け
る
中
心
課
題
の
設
定
が
不
明
確
で
あ
り
課
題
解

決
の
具
体
的
政
策
が
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
き
び
し
い
批
判
が
学
生
お
よ

び
教
職
員
か
ら
出
さ
れ
た
。
学
生
は
こ
れ
ら
の
批
判
に
も
と
づ
き
、
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ

で
の
民
主
的
討
議
を
基
礎
と
し
た
教
学
改
善
の
要
求
を
、
私
学
危
機
の
根
源
に
た
い

す
る
連
動
の
強
化
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
七
五
年
一
二
月
と
七
六
年
一
月
の
学
生
大

会
に
お
い
て
集
約
し
、
理
事
会
や
教
授
会
等
の
大
学
諸
機
関
に
提
起
し
た
。

一
部
学
友
会
の
「
緊
急
三
項
目
要
求
」
、
二
部
学
友
会
の
「
緊
急
六
項
目
要
求
」
、

大
学
院
生
協
議
会
の
「
当
面
の
二
項
目
要
求
」
は
、
本
学
の
歴
史
的
到
達
段
階
を
ふ

ま
え
、
民
主
的
組
織
原
則
に
も
と
づ
く
運
動
の
拡
が
り
の
な
か
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
の
基
礎
の
う
え
に
、
今
日
の

新
し
い
情
勢
の
も
と
で
の
学
生
の
実
態
に
も
と
づ
い
て
打
ち
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
な
か
か
ら
七
○
年
代
後
半
の
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。

２
学
友
会
は
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
第
二
項
に
お
い
て
、
「
民
主
的
社

会
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
能
力
を
」
と
い
う
要
求
を
か
か
げ
、
「
大
学
教

育
の
な
か
で
、
①
民
主
的
市
民
と
し
て
の
当
然
の
権
利
、
社
会
常
識
を
身
に
つ
け
る
。

②
社
会
に
出
て
か
ら
も
通
用
す
る
専
門
的
知
識
・
学
力
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
特
別
講
座
の
開
講
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
提
起
は
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

今
日
、
七
○
年
代
の
後
半
に
あ
た
っ
て
、
民
主
的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
主
体
を

ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
大
き
く
大
学
に
課
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
七
○
年
代
後
半
に
あ
た
っ
て
の
新
し
い
大
学
像
・
学
生
像
を
ど
の
よ
う
に

創
造
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
進
歩
と
発
展
に
寄
与
で
き
る
人
間

の
養
成
と
い
う
課
題
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の
深
化
と
反
動
的
な
文
教
政
策

の
進
行
と
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
危
機
の
な
か
で
、
民
主
的
働
き
手
と
し
て

の
確
信
と
実
践
的
能
力
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
社
会
人
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
、
ま
さ

に
大
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
六
○
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
政
策
と
そ
の
破
綻
の
過
程
で
、
現
在
、
人

間
性
の
危
機
と
文
化
的
・
道
徳
的
退
廃
が
進
行
し
、
基
本
的
人
権
、
国
民
主
権
お
よ

び
民
主
主
義
を
軽
視
す
る
国
家
主
義
的
傾
向
が
つ
よ
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
が
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
人
権
の
教
育
・
研
究

を
全
学
に
貫
徹
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
歴
史
的
・
社
会
的
な
正
し
い
も
の
の
見
方

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
、
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観
・
労
働
観
・
権
利
意
識
を
身
に
つ
け
、
力
且

あ
る
社
会
人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う
と
い
う
観
点
か
ら
提
起
し
て
い

る
学
生
の
要
求
は
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
に
お
け
る
新
し
い

学
生
像
・
大
学
像
の
方
向
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
課
題
と
責
任
を

担
う
新
し
い
教
職
員
像
の
形
成
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
二
部
教
学
の
問
題
は
現
在
の
私
学
危
機
を
集
中
的
に
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
二
部
教
学
の
改
善
は
単
に
二
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
全
学
で
取
り
組
む
べ

き
重
要
課
題
で
あ
る
。
と
く
に
七
○
年
代
後
半
に
向
け
て
の
新
し
い
学
生
像
と
大
学

像
の
形
成
、
新
し
い
教
学
創
造
の
課
題
は
、
二
部
に
お
い
て
こ
そ
最
も
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
全
学
の
力
で
二
部
教
学
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
一
般
教
育
・
外
国
語
・
保
健
体
育
・
教
職
課
程
と
い
っ
た
全
学
に
ま
た
が
る
教
学

機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
相
対
的
お
く
れ
と
教
学
改
善
の
課
題
が
確
認
さ
れ
た
。
と
く

に
、
一
般
教
育
を
小
集
団
教
育
の
改
善
と
な
ら
ん
で
教
学
改
善
の
中
心
的
課
題
と
し

て
設
定
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
以
上
の
よ
う
な
新
し
い
教
学
を
創
造
す
る
立
場
か

ら
の
検
討
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
大
学
院
教
学
に
つ
い
て
は
「
民
主
的
研
究
者
養
成
」
と
い
う
理
念
が
確
立
さ
れ
て

い
る
が
、
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
学
部
教
学
と
の
関
連
を
鮮
明
に
し
た

大
学
院
の
位
置
づ
け
と
、
新
し
い
研
究
者
像
の
一
層
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。
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二
教
学
改
善
の
た
め
の
当
面
の
重
点
施
策

一
九
七
○
年
代
後
半
の
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
次
の
重
点
施
策
を
行

な
う
。
そ
の
さ
い
、
こ
の
教
学
改
善
の
も
つ
意
義
を
全
学
の
構
成
員
、
と
り
わ
け
教
職
員

が
十
分
に
認
識
し
、
こ
れ
を
す
す
め
る
各
機
関
の
責
任
を
明
確
に
し
、
学
生
・
院
生
・
教

職
員
の
実
態
と
そ
の
要
求
を
ふ
ま
え
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

Ｈ
教
学
内
容
の
改
善

［
１
］
小
集
団
教
育

１
一
・
二
回
生
（
低
回
生
）
小
集
団
教
育

①
一
・
二
回
生
小
集
団
教
育
を
一
括
し
て
「
低
回
生
小
集
団
教
育
」
と
し
て
と

ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
目
標
と
相
互
関
連
を
さ
ら
に
明
確
化
す
る
。
と
く
に
、

二
回
生
小
集
団
教
育
の
位
置
づ
け
と
到
達
目
標
を
明
確
化
す
る
。

②
小
集
団
教
育
と
一
般
教
育
や
専
門
教
育
と
の
関
連
を
追
求
す
る
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
目
標
と
学
生
の
要
求
を
反
映
し
た
テ
キ
ス
ト
の
選
定
、
お

よ
び
各
学
部
の
実
情
を
反
映
し
つ
つ
テ
キ
ス
ト
群
の
選
定
、
共
通
教
材
の
作
成
、

統
一
テ
キ
ス
ト
の
作
成
の
方
向
を
強
化
す
る
。

側
教
科
研
究
、
担
当
者
会
議
な
ど
に
よ
る
教
員
の
共
同
化
の
推
進
。
一
回
生
と

二
回
生
ク
ラ
ス
の
各
担
当
者
間
の
ひ
き
つ
ぎ
の
強
化
。

５
ク
ラ
ス
に
お
け
る
直
接
の
学
生
実
態
把
握
と
と
も
に
、
回
生
別
協
議
会
な
ど

に
よ
る
学
生
と
の
協
議
体
制
の
強
化
。

２
三
・
四
回
生
演
習

⑪
大
学
教
育
に
お
け
る
演
習
の
意
義
を
ふ
ま
え
、
各
学
部
で
の
と
り
く
み
の
経

過
と
独
自
性
を
生
か
し
つ
つ
、
二
年
制
ゼ
ミ
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
四
回
生

後
期
の
論
文
指
導
を
強
化
す
る
。

②
ゼ
ミ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
、
ク
ラ
ス
編
成
に
際

し
て
は
学
生
の
志
望
理
由
を
主
た
る
基
準
に
す
る
。

③
自
治
会
・
ゼ
ミ
連
な
ど
と
担
当
教
員
と
の
協
議
の
体
制
を
強
化
す
る
。

３
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
保
障

⑪
小
集
団
教
育
補
助
金
の
増
額
（
一
万
五
千
円
↓
二
万
円
）
と
運
用
の
改
善
。

剛
サ
ブ
・
ゼ
ミ
等
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
た
め
の
時
間
的
・
場

所
的
条
件
の
整
備
へ
の
努
力
。

［
２
］
専
門
教
育

１
小
集
団
教
育
の
充
実
・
発
展
の
な
か
で
、
学
生
の
教
学
実
態
、
要
求
を
ふ
ま
え

基
礎
学
力
の
養
成
に
視
点
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
再
編
成
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
系
統
化
・
集
約
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
要
卒
単
位
数
の
再
検
討
。
最

近
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
が
行
な
わ
れ
た
学
部
や
学
科
に
お
い
て
は
そ
の
内
実

化
。

２
「
講
義
概
要
」
の
充
実
。

３
各
回
生
毎
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
。

４
大
教
室
講
義
に
お
け
る
講
義
方
法
、
教
室
条
件
な
ど
の
改
善
。

５
外
国
語
の
文
献
や
資
料
に
よ
る
専
門
科
目
の
学
習
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
上
級

回
生
時
に
お
け
る
語
学
力
の
維
持
向
上
の
た
め
の
「
外
国
書
講
読
」
の
充
実
強
化
。

［
３
］
一
般
教
育
・
外
国
語
教
育
・
保
健
体
育
教
育
・
教
職
課
程
教
育

そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
を
す
す
め
る
機
関
の
主
体
的
な
と
り
く
み
が
不
十
分
で
あ
っ
た

点
を
総
括
し
、
出
席
状
況
、
再
履
修
状
況
な
ど
、
学
生
の
教
学
実
態
を
十
分
に
ふ
ま

え
つ
つ
講
義
内
容
や
方
法
を
改
善
す
る
。

１
｜
般
教
育

一
般
教
育
の
改
善
を
小
集
団
教
育
と
な
ら
ぶ
学
部
教
学
改
善
の
最
重
点
課
題
と

し
て
設
定
し
、
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
再
編
成
の
重
要
な
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
、
次
の
よ
う
な
視
点
の
も
と
に
抜
本
的
再
検
討
を
行
な
う
。

⑪
現
在
の
後
期
中
等
教
育
の
現
状
と
学
生
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
学
生
の
も

つ
問
題
意
識
と
教
学
要
求
に
こ
た
え
る
。

②
一
般
教
育
軽
視
の
文
教
政
策
に
た
い
し
て
、
一
般
教
育
を
科
学
的
・
総
合
的

世
界
観
を
身
に
つ
け
る
大
学
教
育
の
重
要
な
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
現
行
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
抜
本
的
な
検
討
を
行
な
う
。

⑧
一
般
教
育
科
目
相
互
の
関
連
、
一
般
教
育
と
専
門
科
目
と
の
相
互
関
連
の
な

②
学
部
学
生
共
同
研
究
室
の
充
実
。

⑧
図
書
費
の
増
額
等
に
よ
る
学
習
図
書
館
と
し
て
の
図
書
館
の
充
実
。
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か
で
開
設
科
目
の
再
検
討
。

側
一
般
教
育
科
目
と
専
門
科
目
と
の
間
の
い
わ
ゆ
る
「
相
互
く
さ
び
型
」
方
式

の
総
括
と
回
生
配
当
に
つ
い
て
の
検
討
。

以
上
の
観
点
か
ら
の
検
討
を
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
各
学
部
の

教
学
改
善
と
し
て
す
す
め
、
そ
の
検
討
結
果
を
七
六
年
九
月
末
ま
で
に
全
学
に

提
示
す
る
が
、
当
面
次
の
改
善
策
を
行
な
う
。

①
科
目
ま
た
は
系
列
毎
に
担
当
者
会
議
や
教
科
研
究
の
推
進
に
よ
る
教
学
内

容
の
一
層
の
充
実
。

②
非
常
勤
講
師
と
の
交
流
の
強
化
。

③
一
般
教
育
の
意
義
・
目
的
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
と
徹
底
。

④
「
学
習
要
項
」
「
講
義
概
要
」
に
よ
る
一
般
教
育
の
重
要
性
の
周
知
徹
底
。

⑤
講
義
方
法
、
試
験
出
題
内
容
等
に
つ
い
て
の
検
討
。

⑥
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
の
責
任
体
制
の
強
化
、
各
学
部
に
お
け
る
取
り
組
み

の
強
化
。

２
外
国
語
教
育

山
大
学
に
お
け
る
外
国
語
学
習
の
意
義
・
目
的
の
徹
底
と
そ
の
到
達
目
標
の
明

確
化

①
「
飾
義
概
要
」
に
外
国
語
教
育
の
意
義
・
目
的
と
あ
わ
せ
て
、
年
間
テ
ー

マ
、
授
業
の
進
め
方
、
教
材
、
授
業
の
到
達
目
標
を
記
述
し
、
充
実
す
る
。

②
二
部
の
英
語
四
コ
マ
（
一
、
二
回
生
）
の
立
体
的
運
営
。

③
第
二
外
国
語
Ｉ
。
Ⅱ
．
Ⅲ
の
内
容
区
分
、
到
達
目
標
の
明
確
化
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
応
じ
た
授
業
方
法
の
改
善
。

④
第
二
外
国
語
Ⅲ
の
充
実
。

旧
多
角
的
な
授
業
方
法
の
展
開

①
小
集
団
教
育
横
断
ク
ラ
ス
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
授
業
方
法
を
と
る
。

②
授
業
方
法
の
経
験
交
流
と
蓄
欄
の
た
め
の
教
科
研
究
会
の
充
実
強
化
。

③
学
生
の
教
学
実
態
を
ふ
ま
え
、
教
材
に
つ
い
て
の
学
生
の
意
見
・
希
望
を

聞
き
、
次
年
度
の
テ
キ
ス
ト
選
定
に
反
映
さ
せ
る
。

④
ク
ラ
ス
担
当
者
の
学
年
間
の
ひ
き
つ
ぎ
の
強
化
。

低
上
級
回
生
の
外
国
語
学
力
の
強
化

①
上
級
英
語
の
内
容
と
時
間
割
配
置
の
工
夫
。

②
外
国
書
講
読
と
の
関
連
の
強
化
。

③
自
主
的
学
習
意
欲
を
喚
起
し
課
外
学
習
の
重
要
性
の
自
覚
を
う
な
が
す
模

擬
テ
ス
ト
を
ふ
く
め
た
学
習
指
導
の
検
討
⑤

㈹
外
国
語
と
の
接
触
の
場
の
拡
大

衣
笠
一
拠
点
時
に
お
け
る
視
聴
覚
教
室
の
実
現
に
む
け
て
引
き
つ
づ
き
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
面
、
図
書
館
、
学
部
学
生
共
同
研
究
室
に
外
国
語
関

係
の
図
書
を
備
え
る
。

５
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
な
ど

理
工
学
部
一
部
に
お
け
る
第
二
外
国
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
増
設
と
、
基
礎

工
学
科
に
お
け
る
（
随
意
）
ド
イ
ツ
語
Ｉ
．
Ⅱ
．
Ⅲ
の
系
統
化
。

３
保
健
体
育
教
育

保
健
体
育
教
室
が
七
五
年
一
二
月
に
提
起
し
た
保
健
体
育
教
育
の
改
革
に
つ
い

て
は
そ
の
理
念
、
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
明
確
に
し
な
が
ら
、
学
生
の
も
つ
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
正
し
く
把
握
し
、
課
外
体
育
と
の
関
連
を
ふ
ま
え
て
、
内
容
上

の
改
革
を
推
進
す
る
。
保
健
体
育
教
育
の
制
度
的
改
革
に
つ
い
て
は
、

①
三
群
方
式
に
よ
る
三
種
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
履
修
制
の
七
六
年
度
か
ら
実
施
。

②
「
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
・
選
択
コ
ー
ス
制
」
お
よ
び
「
女
子
体
育
ク
ラ
ス
の

男
女
共
学
横
断
ク
ラ
ス
制
へ
の
移
行
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
つ
づ
き
学
生
諸
パ

ー
ト
と
も
協
議
し
、
七
六
年
度
中
に
そ
の
結
論
を
う
る
。

③
「
保
健
体
育
概
論
」
の
抜
本
的
改
一
訂
、
二
部
二
溝
時
制
に
お
け
る
体
育
実
技

の
あ
り
方
・
条
件
の
追
求
、
体
育
施
設
・
設
備
の
整
備
充
実
を
課
外
体
育
と
の

関
連
を
重
視
し
な
が
ら
行
な
う
。

４
教
職
課
程
教
育

「
教
員
養
成
は
大
学
で
行
な
う
」
と
い
う
理
念
と
、
民
主
的
な
教
員
を
育
成
す

る
と
い
う
教
職
課
程
教
育
の
目
的
を
追
求
し
、
さ
ら
に
学
生
の
教
員
志
望
の
増
大

と
教
学
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、
本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
の
教
育
の
あ
り

方
、
内
容
、
体
制
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
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⑩
教
職
課
程
の
課
題

①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充
実
化
の
検
討
。

②
二
部
二
講
時
制
に
関
す
る
時
間
割
素
案
の
検
討
。

③
’
一
拠
点
時
に
お
け
る
諸
条
件
の
改
善
を
生
か
し
た
教
職
課
程
教
学
の
全
面

的
検
討
と
具
体
的
方
策
の
樹
立
。

④
教
職
課
程
履
修
者
に
対
す
る
指
導
体
制
の
整
備
と
強
化
。

⑤
教
育
実
習
の
内
容
充
実
と
、
実
習
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
諸

条
件
の
追
求
。

⑥
教
職
課
程
履
修
学
生
数
の
増
加
へ
の
対
応
体
制
も
ふ
く
め
た
、
教
職
課
程

関
係
機
関
に
お
け
る
人
的
・
物
的
条
件
の
改
善
の
追
求
。

⑦
理
工
学
部
基
礎
工
学
科
に
お
け
る
「
技
術
科
」
の
教
科
課
程
増
設
の
検
討
。

③
小
学
校
教
員
養
成
課
程
設
置
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
。

②
教
職
課
程
教
学
の
当
面
の
改
善
策
を
次
の
と
お
り
行
な
う
。

①
授
業
（
識
義
）
の
内
容
検
討
と
改
善
、
学
生
の
教
学
実
態
の
把
握
と
教
職

関
係
科
目
教
員
の
共
同
化
、
担
当
者
会
議
の
強
化
、
非
常
勤
講
師
と
の
交
流

強
化
。

②
大
講
義
科
目
の
分
割
開
講
化
の
推
進
、
受
講
者
数
の
適
正
化
と
五
講
時
開

識
の
改
善
、
選
択
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
。

③
教
育
実
習
に
あ
た
っ
て
の
諸
条
件
の
整
備
・
確
保
、
教
育
実
習
に
む
け
て

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
特
別
講
義
、
そ
の
他
指
導
の
強
化
。

④
教
職
課
程
履
修
学
生
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

強
化
、
教
員
志
望
の
学
生
に
対
す
る
就
職
指
導
（
教
員
採
用
受
験
指
導
、
情

報
の
提
供
な
ど
）
・

口
一
部
学
友
会
の
「
当
面
す
る
緊
急
三
項
目
要
求
」
の
第
二
項
「
民
主
的
社
会

的
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
能
力
を
」
に
つ
い
て
“

新
し
い
大
学
づ
く
り
と
教
学
改
善
の
な
か
で
、
現
代
に
お
け
る
民
主
主
義
・
基
本
的

人
権
・
国
民
主
権
に
つ
い
て
の
認
識
を
よ
り
一
層
深
め
る
意
義
と
、
社
会
に
ひ
ろ
く
通

用
す
る
専
門
的
知
識
・
学
力
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
意
義
を
ふ
ま
え
、
こ
の
視
点
か
ら

学
部
教
学
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
生
の
要
求
に
あ
る
具
体
的
な
課
題
に
つ
い

て
も
、
そ
の
実
現
の
方
向
で
の
検
討
を
す
す
め
、
七
六
年
三
月
中
に
そ
の
検
討
の
結
果

を
全
学
に
提
示
す
る
。

川
「
憲
法
」
の
全
学
部
必
修
化
に
つ
い
て

要
求
の
趣
旨
お
よ
び
視
点
を
、
一
般
教
育
「
法
学
」
、
教
職
科
目
「
同
和
教
育
」
、

各
学
部
の
小
集
団
教
育
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
全
学
の
教
育
の
な
か
に
生
か
し
つ
つ

憲
法
学
習
の
充
実
を
め
ざ
す
。
「
憲
法
」
の
全
学
部
必
修
化
に
つ
い
て
は
、
各
学
部

教
学
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
、
お
よ
び
そ
の
条
件
な

ど
を
検
討
し
、
追
求
す
る
。

㈲
「
自
治
体
論
」
、
「
公
務
労
働
論
」
、
「
労
働
組
合
論
」
等
の
開
講
に
つ
い
て

現
代
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
う
る
実
践
的
能
力
を
養
い
、
正
し
い
労
働
観
を
身
に

つ
け
る
も
の
と
し
て
だ
さ
れ
て
き
た
要
求
で
あ
る
点
を
う
け
と
め
、
各
学
部
の
教
学

改
善
の
な
か
で
追
求
す
る
。

側
小
学
校
教
員
養
成
課
程
の
設
置
の
検
討

本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
は
、
民
主
的
な
教
員
の
養
成
機
関
と
し
て
現
在
ま
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
今
日
小
学
校
教
員
の
志
望
者
が
増
大
し
、
課
程
設
置

の
要
求
が
あ
る
な
か
で
、
学
生
に
対
す
る
指
導
、
援
助
を
つ
よ
め
る
と
と
も
に
、
課

程
設
置
に
関
す
る
必
要
な
調
査
・
検
討
を
行
な
い
そ
の
調
査
結
果
を
七
六
年
七
月
中

に
明
ら
か
に
す
る
。

側
実
務
講
座
（
資
格
の
取
得
で
き
る
講
座
を
ふ
く
む
）
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
要
求
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
現
在
各
学
部
で
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
の
総
括
と
「
就
職
講
座
」
と
の
関
連
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
実
施
の
方

向
で
七
六
年
三
月
末
ま
で
に
検
討
す
る
。

⑧
「
婦
人
問
題
」
の
特
別
講
座
の
設
置
に
つ
い
て

「
婦
人
問
題
」
の
特
別
講
座
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み

入
れ
る
こ
と
は
さ
ら
に
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
当
面
、
人
文
科
学
研
究
所
主
催
「
土

曜
講
座
」
の
企
画
を
ふ
く
め
て
、
実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
。

国
二
部
教
学
の
改
善
・
強
化
に
つ
い
て

本
学
は
、
一
九
六
三
年
二
部
改
革
以
来
、
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
と
い
う

教
学
理
念
を
か
か
げ
、
そ
の
教
学
内
容
・
体
制
・
条
件
の
改
善
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
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き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
取
り
組
み
が
、
今
日
に
お
け
る
二
部
軽
視
の
文
教

政
策
の
な
か
で
、
勤
労
学
生
の
実
態
か
ら
で
て
く
る
教
学
改
革
の
要
求
に
十
分
こ
た
え

う
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項

の
実
践
が
も
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
内
容
の

改
善
、
勉
学
、
生
活
条
件
の
一
層
の
改
善
、
こ
れ
を
主
体
的
に
す
す
め
る
責
任
体
制
の

強
化
を
ふ
く
め
た
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
二
部
学
友
会
が

提
起
し
た
「
緊
急
六
項
目
要
求
」
お
よ
び
二
部
協
議
会
が
提
起
し
た
当
面
の
改
善
施
策

を
推
進
し
つ
つ
、
二
溝
時
制
、
衣
笠
一
拠
点
を
実
現
す
る
。

仙
小
集
団
教
育
、
と
く
に
一
・
二
回
生
小
集
団
教
育
の
系
統
性
の
検
討
と
、
内
容
の

充
実
お
よ
び
そ
の
条
件
の
改
善
。

②
人
文
学
科
、
基
礎
工
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
と
充
実
。

⑧
共
通
専
門
科
目
の
整
理
と
改
↓
訂
。

⑪
外
国
語
敬
育
、
保
健
体
育
の
改
善
。

⑤
二
部
責
任
体
制
の
一
層
の
強
化
。

①
二
部
協
議
会
の
機
能
強
化
と
学
部
教
授
会
と
の
関
係
の
緊
密
化
。

②
二
部
事
務
室
の
体
制
強
化
と
職
員
の
勤
務
年
限
の
検
討
。

③
関
連
部
課
の
二
部
に
対
す
る
独
自
の
責
任
の
明
確
化
と
体
制
強
化
の
検
討
、
関

連
部
課
長
会
議
の
運
用
。

⑥
勤
労
学
生
確
保
の
諸
施
策
の
推
進
。

①
内
治
体
、
企
業
に
た
い
す
る
広
報
・
募
集
活
動
の
実
施
。

②
定
時
制
、
職
業
課
程
等
の
出
身
者
を
ふ
く
め
、
勤
労
学
生
確
保
と
本
学
二
部
教

学
に
ふ
さ
わ
し
い
入
試
制
度
の
検
討
。

③
定
職
斡
旋
の
充
実
。

、
二
溝
時
制
の
具
体
案
の
作
成
と
提
起
。

⑧
一
拠
点
移
行
に
と
も
な
う
二
部
の
教
学
諸
条
件
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

交
通
対
策
の
提
示
を
七
六
年
三
月
中
に
行
な
う
。

㈲
二
部
二
識
時
制
問
題
と
二
部
教
学
の
改
善
方
向
を
七
六
年
四
月
ま
で
に
作
成
し
、

新
入
生
を
ふ
く
め
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

叩
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
の
方
向
を
七
六
年
九
月
中
に
提
示
す
る
。

四
大
学
院
教
学
の
改
善

今
日
、
政
府
・
文
部
省
に
よ
っ
て
大
学
院
制
度
の
根
本
に
か
か
わ
る
「
改
革
」
が
相

つ
い
で
全
面
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
基
本
的
に
教
育
と
研
究
の
分
断
、
大
学
の
多
様
化
、
大
学
院
制
度
の
再
編
成

を
内
容
と
す
る
、
中
教
審
路
線
に
そ
っ
た
「
改
革
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
本

学
で
は
、
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
た
国
民
的
立
場
に
た
つ
民
主
的
研
究
者
の
養
成
機
関

と
い
う
、
大
学
院
の
基
本
理
念
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
念
の
具
体
化
の
た
め
に
、

学
部
教
学
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
大
学
院
教
学
の
改
善
を
一
牌
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら

力
ず
い
Ｏ

［
１
］
教
学
内
容
の
改
善

①
民
主
的
研
究
者
養
成
と
い
う
理
念
か
ら
み
る
と
、
と
く
に
文
学
研
究
科
、
理
工

学
研
究
科
は
、
院
生
の
教
学
実
態
と
要
求
に
こ
た
え
う
る
指
導
体
制
・
教
学
諸
条

件
な
ど
に
お
い
て
立
ち
お
く
れ
て
い
る
点
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
科
の
指

導
体
制
お
よ
び
教
学
諸
条
件
な
ど
の
一
層
の
改
善
の
方
向
を
明
確
に
す
る
。

③
博
士
課
程
未
設
置
専
攻
は
、
そ
の
設
置
に
最
大
の
努
力
を
は
ら
う
。
（
文
学
研
究

科
で
は
五
一
年
度
か
ら
調
査
委
員
会
を
も
う
け
そ
の
条
件
を
追
求
す
る
。
土
木
専

攻
博
士
課
程
は
七
八
年
度
を
目
標
に
設
置
す
べ
く
努
力
す
る
。
数
学
専
攻
大
学
院

の
設
置
に
つ
い
て
は
七
六
年
度
中
に
そ
の
た
め
の
条
件
と
方
針
を
明
確
に
す
る
。
）

⑧
院
生
に
た
い
す
る
指
導
責
任
を
明
確
に
し
た
上
で
、
各
研
究
科
・
専
攻
の
実
態

に
即
し
た
共
同
指
導
体
制
を
一
府
充
実
す
る
。

側
各
研
究
科
、
大
学
院
委
員
会
全
体
で
、
就
職
問
題
に
と
り
く
む
体
制
を
検
討
し

強
化
す
る
。

［
２
］
共
同
研
究
を
充
実
さ
せ
る
諸
条
件
の
改
善

⑪
図
書
費
の
増
額
と
研
究
科
間
格
差
の
一
層
の
是
正
。

②
共
同
研
究
補
助
街
の
増
額
。

③
学
会
旅
費
の
あ
り
方
の
検
討
と
改
善
。

側
全
研
究
科
、
と
り
わ
け
文
学
研
究
科
、
理
工
学
研
究
科
の
研
究
室
条
件
の
改
善
。

⑤
学
内
奨
学
金
の
充
実
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
各
研
究
科
政
策
と
大
学
院
政
策
を
七
六
年
四
月
に
提
示
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し
、
全
学
の
討
議
を
深
め
る
。

田
厚
生
・
就
職
問
題
に
つ
い
て

今
日
、
国
民
生
活
全
般
を
お
お
う
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
の
も
と
で
、
学
生

の
生
活
破
壊
と
深
刻
な
就
職
難
は
、
学
生
生
活
に
大
き
な
不
安
を
あ
た
え
て
い
る
。
こ

の
事
態
は
教
学
に
も
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、
全
学
の
積
極
的

な
取
り
組
み
と
、
大
学
と
し
て
の
系
統
的
な
厚
生
・
就
職
政
策
の
確
立
が
急
が
れ
る
。

当
面
、
学
友
会
の
緊
急
要
求
に
そ
っ
て
次
の
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

［
１
］
厚
生
問
題
に
つ
い
て

①
下
宿
の
確
保
、
各
種
奨
学
金
制
度
の
拡
大
・
充
実
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
諸

条
件
の
充
実
。

②
学
資
貸
与
制
度
、
生
活
援
助
金
制
度
の
改
善
・
充
実
。
（
五
千
円
↓
一
万
円
）

⑧
厚
生
問
題
に
つ
い
て
の
厚
生
課
と
学
友
会
関
係
各
パ
ー
ト
と
の
協
議
の
体
制
の

整
備
。

［
２
］
就
職
問
題
に
つ
い
て
‘

仙
就
職
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
小
集
団
教
育
担
当
者
を
ふ
く
め
た
全
学
的
な
就

職
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
、
部
課
長
会
議
に
お
け
る
各
関
連
部
課
の
取
り
組

み
、
校
友
会
組
織
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
。

②
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
早
期
化
と
そ
の
内
容
の
充
実
、
三
回
生
時
に
お
け
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
準
備
活
動
の
指
導
、
業
種
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
。

⑧
求
人
開
拓
（
と
り
わ
け
地
方
企
業
の
求
人
開
拓
）
、
資
料
の
収
集
・
整
備
と
就

職
指
導
の
強
化
、
会
社
訪
問
記
録
、
入
社
試
験
報
告
書
の
収
集
・
整
備
、
学
生
の

権
利
を
守
る
立
場
に
た
っ
た
情
報
の
提
供
、
就
職
相
談
室
の
設
置
。

側
求
人
掲
示
の
改
善
。

⑤
学
生
実
態
把
握
の
強
化
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
充
実
。
②
学
生
と
の
交
流
強
化
。
③
学
生
の
実
態
把
握
と

指
導
強
化
に
資
す
る
「
模
擬
テ
ス
ト
」
の
検
討
。

⑥
就
職
課
と
学
友
会
そ
の
他
関
係
パ
ー
ト
と
の
間
に
お
い
て
就
職
問
題
に
関
す
る

日
常
的
な
懇
談
機
関
の
設
置
。

［
３
］
保
健
管
理
に
つ
い
て

⑪
診
療
所
を
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
確
立
し
、
全
学
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
政
策
を
た
て
、
①
健
康
診
断
の
充
実
と
事
後
措
置
、
②
健
康
に
つ
い
て
の

助
言
指
導
、
③
精
神
衛
生
相
談
、
④
伝
染
病
予
防
、
環
境
衛
生
の
指
導
、
⑤
保
健

管
理
の
調
査
研
究
等
の
諸
業
務
を
実
施
す
る
。

②
定
期
健
康
診
断
の
重
要
性
を
周
知
徹
底
さ
せ
、
そ
の
完
全
実
施
を
め
ざ
し
て
対

策
を
つ
よ
め
る
。

③
学
生
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
ひ
き
つ
づ
き
検
討
を
行
な
い
、
学
生
の
保

健
管
理
の
面
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
。

［
４
］
生
活
協
同
組
合
に
つ
い
て

学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
生
活
破
壊
が
社
会
的
に
も
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
進
行

し
て
い
る
今
日
、
生
活
を
守
る
自
主
的
な
運
動
体
と
し
て
の
生
活
協
同
組
合
の
役
割

は
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
学
に
お
け
る
生
活
協
同
組
合
の
果
し
て
い
る
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
は
従
来
か

ら
全
学
的
に
明
確
に
し
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
立
場
を
一
層
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
諸
点
を
確
認
し
た
。

（
マ
マ
）

①
本
学
に
お
け
る
生
協
が
、
大
学
を
構
成
す
る
事
実
上
の
一
パ
ー
ト
で
あ
り
、
大

学
の
自
治
を
支
え
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
す
る
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ

‐
し
」
Ｏ

②
本
学
と
密
接
に
関
連
し
て
、
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
厚
生
・
生
活
上
の
諸
施

策
の
主
要
な
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

③
以
上
の
位
置
づ
け
と
役
割
の
明
確
化
と
い
う
基
本
点
に
た
っ
て
、
今
後
そ
の
具

体
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
厚
生
施
策
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に
、

①
そ
れ
を
全
学
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
大
学
諸
機
関
の
討
議
の
推
進
、

②
生
協
と
大
学
と
の
「
窓
口
」
の
整
理
、
と
く
に
大
学
厚
生
課
と
の
関
係
の
明

確
化
、

③
大
学
と
生
協
の
基
本
的
な
関
係
を
明
確
に
す
る
文
書
上
の
整
備
（
契
約
な
ど
）
、

④
日
常
的
な
大
学
と
生
協
と
の
協
議
の
体
制
（
学
友
会
、
院
生
協
、
教
職
組
を

ふ
く
む
全
学
的
な
方
向
で
）
の
検
討
、

を
す
す
め
る
。
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①
以
学
館
前
お
よ
び
六
号
館
前
の
整
備
に
つ
い
て
膳
七
六
年
度
に
お
い
て
可
能

な
か
ぎ
り
実
施
す
る
。

②
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
並
木
、
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
七
六
年

度
に
お
い
て
実
現
す
る
。

③
志
学
館
屋
上
を
開
放
し
、
必
要
に
応
じ
て
ベ
ン
チ
、
灰
皿
を
お
く
。

⑧
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
条
件
整
備

①
衣
笠
氷
室
町
の
土
地
二
○
○
○
坪
を
七
六
年
度
に
お
い
て
整
備
し
、
正
課
・
課

外
体
育
の
第
二
グ
ラ
ン
ド
と
す
る
。
そ
の
他
の
体
育
諸
施
設
に
つ
い
て
も
可
能
な

か
ぎ
り
改
善
す
る
。

②
図
書
館
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
方
向
で
、
七
六
年
度
予
算
で
検
討
す
る
。

③
主
要
な
学
舎
に
つ
い
て
ウ
ォ
ー
タ
・
ク
ー
ラ
ー
を
七
六
年
度
に
お
い
て
設
置
す

フ
（
〕
Ｏ

④
学
部
学
生
セ
ン
タ
ー
を
談
話
室
と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
改
善
す
る
。

㈲
学
部
学
生
定
員
の
検
討
に
つ
い
て

一
九
七
三
年
度
全
学
協
議
会
に
お
い
て
、
「
今
後
の
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教

学
の
一
層
の
充
実
、
学
部
教
授
会
の
適
正
規
模
の
検
討
の
な
か
で
、
学
部
学
生
定
員
の

縮
小
を
”
衣
笠
一
拠
点
“
完
了
時
を
目
途
に
検
討
す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
衣

笠
一
拠
点
化
の
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
た
今
日
の
時
点
に
お
い
て
、
公
費
助
成
運
動
の

展
望
と
も
関
連
さ
せ
て
、
学
部
学
生
定
員
の
適
正
化
の
問
題
を
、
七
六
年
度
長
期
計
画

委
員
会
の
課
題
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
条
件
等
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

㈹
/、ミ

(乙＃ (1)

他
当
面
す
る
要
求
に
つ
い
て
は
、

①
衣
笠
書
籍
部
・
購
買
部
の
利
用
条
件
向
上
の
た
め
、
一
拠
点
実
現
ま
で
の
暫

定
的
措
置
と
し
て
仮
設
施
設
を
七
六
年
四
月
に
む
け
て
建
設
す
る
。

②
そ
の
他
の
施
設
改
善
に
つ
い
て
も
、
ひ
き
つ
づ
き
検
討
を
す
す
め
る
。

②
そ
の
他
の
施
設
改
善
に
つ
い
て
も

教
学
・
厚
生
諸
条
件
の
整
備

女
子
寮
の
建
設
と
寮
の
統
廃
合
に
つ
い
て

実
現
に
向
け
て
ひ
き
つ
づ
き
検
討
す
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
と
い
こ
い
の
場
の
保
障

三
新
し
い
教
学
を
支
え
る
教
職
員

⑪
立
命
館
教
学
の
到
達
段
階
を
ふ
ま
え
た
前
進
の
方
向
と
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
諸
課

題
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

立
命
館
大
学
に
学
ぶ
学
生
が
、
民
主
的
社
会
常
識
と
専
門
的
・
技
術
的
能
力
を
十
分

身
に
つ
け
て
卒
業
し
、
現
代
の
激
動
す
る
社
会
で
民
主
的
働
き
手
と
し
て
生
き
て
い
く

自
信
と
確
信
を
も
て
る
よ
う
に
、
学
部
教
学
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
さ

ら
に
追
求
し
、
学
生
の
実
態
と
要
求
を
ふ
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
を
行
な
い
教

学
の
充
実
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
し
い
大
学
づ
く
り
は
、
教
職
員
の
主
体
的
実
践
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
。

教
職
員
は
、
学
生
の
身
近
に
い
る
労
働
者
と
し
て
、
そ
の
将
来
像
に
な
り
う
る
自
覚
・

規
律
・
力
量
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
教
職
員
自
身
が
働
く
も
の
と
し
て
の
生
活
と
権
利

を
守
り
、
社
会
的
常
識
に
か
な
う
し
か
た
で
労
働
し
、
学
生
の
学
習
権
を
守
り
発
展
さ

せ
、
職
場
の
す
み
ず
み
ま
で
人
権
と
民
主
主
義
を
貫
徹
し
新
し
い
大
学
づ
く
り
を
す
す

め
る
専
門
的
・
技
術
的
能
力
を
み
が
き
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
は
、
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
の
日
々
の
実
践
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通

し
て
、
働
く
も
の
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
、
人
格
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

②
新
た
に
確
認
さ
れ
た
諸
課
題
を
適
切
か
つ
適
時
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
内

の
民
主
的
諸
制
度
の
活
用
と
整
備
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題
に
こ
た
え
る
責
任
機
関
と
し
て
の
、
教
授
会
や
教
学
諸

機
関
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
全
学
に
ま
た
が
る
教
学
諸

機
関
の
責
任
体
制
を
再
確
立
し
て
、
諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
緊
急
に
必

要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
は
そ
の
固
有
の
責
任
と
機
能
を
果
す
と
と
も
に
、
当
面

伽
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
民
主
的
実
現

衣
笠
一
拠
点
計
画
に
つ
い
て
は
、
七
○
年
代
後
半
に
お
け
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
の

視
野
を
も
ふ
く
め
て
、
早
期
か
つ
民
主
的
に
推
進
す
る
。
大
学
は
、
一
拠
点
実
現
の
年

次
計
画
に
つ
い
て
全
学
の
討
議
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
七
六
年
四
月
に
長
期
計
画
委

員
会
第
三
次
答
申
に
も
と
づ
い
た
、
一
拠
点
パ
ン
フ
を
全
学
に
配
布
す
る
。
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②
部
課
長
会
議
の
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
全
学
的
課
題
と
職
場
課
題
を

正
し
く
結
び
つ
け
て
、
職
場
会
議
の
充
実
を
は
か
る
。

③
教
務
事
務
機
械
化
に
よ
る
、
学
部
事
務
室
を
中
心
と
す
る
教
務
事
務
機
関
の
諸
問

題
に
つ
い
て
の
総
括
を
、
七
六
年
三
月
ま
で
に
行
な
い
、
合
理
的
な
人
員
配
置
計
画

を
作
成
す
る
。

④
二
部
事
務
室
の
体
制
強
化
と
二
部
関
連
職
場
の
責
任
体
制
の
強
化
を
行
な
い
つ
つ
、

二
部
教
学
の
新
し
い
発
展
と
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
実
現
を
す
す
め
る
。

⑤
学
園
の
当
面
す
る
重
点
課
題
に
つ
い
て
の
事
務
組
織
の
力
量
を
強
化
し
、
事
務
段

階
に
お
け
る
集
中
点
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
す
す
め
る
体
制
の
整
備
・
強
化
を
は

．
か
る
・

⑧
今
日
の
私
学
危
機
は
、
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
・
生
活
条
件
の
き
び
し
さ
と

し
て
も
現
わ
れ
て
い
る
。
私
学
危
機
が
大
学
教
員
の
研
究
諸
条
件
に
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る

危
機
的
状
況
の
早
急
な
克
服
に
よ
っ
て
、
本
学
の
研
究
・
教
育
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
、

教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
の
社
会
的
使
命
か
ら
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

理
事
会
は
、
新
し
い
大
学
づ
く
り
を
す
す
め
る
教
学
改
革
の
諸
課
題
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
う
え
で
、
新
し
く
要
求
さ
れ
る
教
職

員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
・
生
活
の
諸
条
件
を
改
善
し
て
い
く
責
任
を
負
う
。
教
職
員

の
実
態
の
正
し
い
把
握
と
、
教
職
員
組
合
の
諸
要
求
を
積
極
的
に
受
け
と
め
つ
つ
、
少

く
と
も
諸
条
件
の
現
状
に
お
け
る
「
落
ち
込
み
」
を
な
く
し
、
他
私
大
な
み
の
水
準
に

ま
で
回
復
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
当
面
、
つ
ぎ
の
改
善
を
行
な
う
。

①
教
職
員
の
年
次
計
画
に
よ
る
定
員
増
（
五
年
計
画
）
。

②
研
究
図
書
費
の
増
額
（
二
年
計
画
）
。

在
の
到
達
点
の
き
び
し
い
点
検
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
諸
点
が
重
要
な
問
題
と
し
て
錐

さ
れ
た
。

①
学
生
・
教
職
員
の
実
態
を
系
統
的
・
全
学
的
に
把
握
す
る
体
制
を
確
立
す
る
。

す
る
課
題
を
鮮
明
に
し
霜
そ
れ
ら
を
全
学
に
た
い
し
て
大
胆
に
提
起
し
て
い
く
こ
と
力

必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ま
た
職
員
職
場
の
民
主
化
と
自
主
的
・
集
団
的
体
制
の
確
立
が
急
務
と
さ

れ
る
。
七
三
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
の
実
践
過
程
の
総
括
と
、
立
命
館
教
学
の
現

在
の
到
達
点
の
き
び
し
い
点
械
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
諸
点
が
重
要
な
問
題
と
し
て
確
認

四
立
命
館
大
学
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に

本
学
は
戦
後
一
貫
し
て
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
も
と
ず
く
平
和
と
民
主
主
義
の
教

育
・
研
究
を
、
教
学
の
基
本
理
念
と
し
て
教
学
改
革
を
す
す
め
て
き
た
。

今
回
の
学
費
値
上
げ
を
め
ぐ
る
全
学
的
取
り
組
み
の
な
か
で
本
学
の
民
主
化
の
現
在
ま

で
の
到
達
段
階
を
ふ
ま
え
て
、
私
学
危
機
を
根
本
的
に
解
決
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
費

助
成
の
獲
得
運
動
と
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
の
運
動
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
七
○
年

代
後
半
の
新
し
い
教
学
創
造
の
課
題
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

教
学
に
直
接
の
責
任
を
負
う
大
学
諸
機
関
は
、
学
生
・
院
生
の
教
学
改
善
要
求
と
国
民

の
教
育
要
求
に
積
極
的
に
こ
た
え
る
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
と
責
任
を
明
確
に
し

て
、
こ
こ
に
確
認
し
た
諸
課
題
を
日
常
的
に
遂
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
学
危
機
の
克
服
と
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
に
向
け
て
本
学
の
全
椛
成
員
は
、
こ

の
確
認
事
項
の
具
体
化
を
、
学
園
の
す
べ
て
の
場
に
お
い
て
日
常
不
断
に
追
求
し
、
学
び

が
い
が
あ
り
働
き
が
い
の
あ
る
大
学
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
学
の
教
学
理
念
と
現
在
ま
で
進
め
て
き
た
教
学
改
善
の
努
力
に
確
信

を
も
ち
、
私
学
を
め
ぐ
る
き
び
し
い
情
勢
の
も
と
で
、
立
命
館
大
学
に
お
け
る
七
○
年
代

後
半
の
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題
に
、
全
学
の
英
知
の
力
を
結
集
し
て
取
り
組
む
決
意

で
あ
る
。

一
九
七
六
年
一
月
二
四
日

立
命
館
総
長

立
命
館
大
学
学
友
会
中
央
常
任
委
員
長

立
命
館
大
学
大
学
院
生
協
議
会
執
行
委
員
長

立
命
館
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長

．
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
長

⑥⑤④③

研
究
旅
費
の
増
額
（
二
年
計
画
）
・

学
外
研
究
員
の
わ
く
の
拡
大
と
研
究
費
の
改
善
（
二
年
計
画
）
・

共
同
研
究
体
制
の
確
立
の
た
め
の
方
策
の
追
求
。

教
職
員
の
生
活
・
厚
生
条
件
の
改
善
。
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六
八
九
一
倉
衣
笠
一
拠
点
」
実
現
の
長
期
計
画
に
つ
腿

・
一
九
七
五
年
度
長
期
計
画
委
員
会
答
申
☆

｜
‐
衣
笠
一
拠
点
」
実
現
の
た
め
の
長
期
計
画
で
の
文
学
部
棟
、
修
学
館
増
築
、
二
部
全
学

部
同
時
移
転
に
つ
い
て
の
諮
問
が
、
総
長
よ
り
長
期
計
画
委
員
会
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

四
月
七
日
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
理
事
会
は
答
申
内
容
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
答
申
の
趣
旨
と
考
え
方
を
尊
重
し
、
学
内
理
事
会
と
し
て
こ
の

答
申
を
長
期
計
画
討
議
の
た
め
の
素
材
と
し
て
、
全
学
各
機
関
、
各
パ
ー
ト
の
討
議
に
付
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

衣
笠
を
中
心
と
す
る
一
拠
点
実
現
の
長
期
計
画
は
、
早
急
に
し
か
も
徹
底
し
た
民
主
的
討

議
と
全
学
構
成
員
の
意
見
の
一
致
の
う
え
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
機
関
、
各
パ
ー
ト
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
こ
に
提
起
し
た
答
申

内
容
に
つ
い
て
集
中
的
に
討
議
を
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
次
第
で
す
。

本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
第
二
回
中
間
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

小
委
員
会
、
小
委
員
長
会
議
、
総
会
の
討
議
記
録
も
そ
え
て
、
提
出
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
一
年
四
月
七
日

総
長
細
野
武
男
殿

一
九
七
六
年
四
月
一
四
日

ま
え
が
き

二
九
七
六
（
昭
五
二
・
四
・
一
四
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会
〕

実
現
の
長
期
計
画
に
つ
い
て
ｌ
討
議
資
料

長
期
計
画
委
員
会
委
員
長
奥
田
修
三

立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

２
長
期
計
画
委
員
会
は
五
一
年
一
月
以
降
』
①
文
章
部
棟
の
具
体
化
↑
②
修
学
館
増
築
の

具
体
化
（
図
書
館
を
ふ
く
む
）
、
③
文
学
部
お
よ
び
二
部
全
学
部
移
転
の
た
め
の
暫
定
条

件
の
整
備
、
の
三
つ
の
課
題
を
設
定
し
、
各
小
委
員
会
、
小
委
員
長
会
議
な
ど
で
検
討
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

以
下
そ
の
内
容
概
要
に
つ
い
て
の
く
ま
す
。

１
．
本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
は
昨
七
五
年
一
○
月
一
三
日
付
「
中
間
ま
と
め
」
を
総
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
教
学
基
本
施
設
、
二
部
問
題
、
研
究
体
制
、
厚
生
・
体
育
の

四
小
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
と
く
に
年
次
計
画
に
つ
い
て
、
①

文
学
部
棟
の
建
設
を
先
に
す
る
、
②
修
学
館
増
築
は
法
産
社
棟
の
建
設
よ
り
さ
き
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
③
文
学
部
移
転
と
同
時
に
二
部
全
学
部
移
転
が
の
ぞ
ま
し
い
、
と
い
う

考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
こ
の
答
申
を
検
討
審
議
さ
れ
ま
し
た
結
果
、
年
次
計
画
を
答
申
の
方
向

に
推
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
七
六
年
度
中
、
文
学
部
棟
及
び
修
学
館
増
築
着
工
、

七
七
年
度
中
、
文
学
部
お
よ
び
二
部
全
学
部
移
転
を
実
現
す
る
方
針
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

(3） 1,2: 1

文
学
部
棟
に
つ
い
て

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
、
旧
一
号
館
の
位
置
、
約
二
○
○
○
坪
と
い
う
前
提
の
う
え
で
具
体
的

検
討
を
教
学
基
本
施
設
小
委
員
会
が
文
学
部
調
査
委
員
会
、
文
学
部
三
役
と
協
力
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。

文
学
部
基
本
施
設
と
し
て
必
要
な
諸
施
設
（
小
教
室
、
ゼ
ミ
教
室
、
中
教
室
、
大
教

室
、
学
部
行
政
施
設
、
学
生
自
治
関
係
施
設
、
地
理
、
心
理
学
科
は
じ
め
九
専
攻
共
研
、

各
科
院
生
共
研
、
書
庫
閲
覧
室
、
学
芸
員
課
程
実
習
・
展
示
室
）
を
収
容
し
う
る
も
の

と
し
て
、
予
定
敷
地
に
技
術
上
可
能
な
床
面
積
を
検
討
し
て
、
地
階
を
ふ
く
め
五
階
建

総
床
面
積
七
三
八
七
㎡
’
二
二
三
一
坪
の
建
物
を
建
設
す
る
。

各
階
に
配
置
さ
れ
た
上
記
施
設
は
資
料
（
第
四
案
図
面
）
及
び
小
委
員
会
記
録
に
示

さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
一
九
七
○
年
以
来
追
求
さ
れ
て
き
た
理
念
に
も
と
づ
く

昭
和
五
○
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
回
ま
と
め
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４
§
研
究
室
棟
及
び
図
書
館
に
つ
い
て

（
Ａ
）
研
究
室
棟
ｌ
修
学
館
増
築
に
つ
い
て

⑪
研
究
体
制
（
社
会
科
学
系
学
部
の
共
同
研
究
室
の
共
同
化
な
ど
を
ふ
く
む
）
に
つ

い
て
前
年
度
の
答
申
内
容
の
全
学
討
議
が
ま
だ
集
約
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
の

で
、
研
究
体
制
委
員
会
で
は
現
状
を
基
礎
に
検
討
し
た
。

②
修
学
館
一
階
は
大
学
院
関
係
と
人
文
研
諸
施
設
を
い
れ
る
こ
と
。

側
個
人
研
究
室
必
要
数
（
現
定
員
と
増
員
分
お
よ
び
名
誉
教
授
分
若
干
）
二
五
六
～

二
五
七
室
の
確
保
及
び
共
同
研
究
室
の
書
庫
不
足
に
対
応
す
る
こ
と
。

側
将
来
の
教
員
・
学
生
の
図
書
利
用
、
研
究
体
制
の
あ
り
方
と
関
連
し
て
研
究
室
と

図
書
館
と
の
結
び
つ
き
を
つ
よ
め
る
構
造
を
求
め
る
こ
と
。

⑤
上
記
諸
点
か
ら
修
学
館
増
築
分
に
つ
い
て
、
既
設
計
画
に
よ
る
西
方
に
延
長
（
八

ス
パ
ン
）
、
と
も
に
中
央
部
北
側
に
凸
出
部
分
を
つ
く
る
（
三
ス
パ
ン
分
）
と
い
う

構
造
を
考
え
た
い
。
（
延
長
部
分
の
一
～
三
階
は
南
側
に
張
出
し
、
床
面
積
の
拡
大

を
は
か
る
と
い
う
案
、
既
設
計
画
そ
の
ま
ま
西
方
に
延
長
す
る
、
と
い
う
二
案
に
対

し
て
）
・
突
出
部
分
を
除
い
た
増
築
分
は
地
階
を
い
れ
て
六
階
建
四
二
○
㎡
（
一
二

四
三
坪
）
と
な
る
。

⑥
こ
の
修
学
館
に
は
食
堂
等
厚
生
施
設
な
ど
は
設
け
な
い
。

、
上
記
突
出
部
分
を
図
書
館
棟
に
架
橋
建
物
で
結
ぶ
。

（
Ｂ
）
図
書
館
整
備
に
つ
い
て

一
拠
点
完
成
時
に
要
請
さ
れ
る
閲
覧
室
、
自
習
室
そ
の
他
を
ふ
く
め
一
、
五
○
○
席

現
文
学
部
施
設
と
対
比
し
て
、
そ
の
方
向
を
具
体
的
に
前
進
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

う
〔
己
○

４
こ
の
文
学
部
棟
に
は
食
堂
そ
の
他
の
厚
生
施
設
を
配
置
す
る
余
裕
は
な
い
し
、
院
生

教
室
は
社
会
科
学
系
院
生
と
の
連
け
い
に
も
資
す
る
の
で
、
修
学
館
に
設
け
る
こ
と
に

し
た
。
ま
た
、
修
学
館
棟
と
の
ブ
リ
ッ
ヂ
結
合
は
、
法
的
に
も
、
実
観
上
か
ら
も
、
し

な
い
こ
と
と
す
る
。

⑤
以
上
の
内
容
は
文
学
部
棟
「
第
四
案
」
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
文
学
部
教
授
会
で
の
一
定
の
検
討
も
経
て
き
て
い
る
。

５
文
学
部
及
び
二
部
全
学
部
移
転
に
と
も
な
う
暫
定
施
設
整
備
に
つ
い
て

（
Ａ
）
二
部
施
設

学
而
館
を
二
部
基
本
施
設
と
す
る
前
の
暫
定
施
設
で
あ
る
が
、
現
在
の
広
小
路
を
中

心
と
す
る
二
部
施
設
と
比
較
し
て
低
下
を
来
た
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

用
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
一
え
た
↓
：

①
事
務
室
は
じ
め
二
部
行
政
施
設
及
び
学
生
自
治
施
設
は
増
築
さ
れ
る
修
学
館
の
一

階
及
び
三
号
館
二
階
に
設
け
る
（
こ
の
場
合
講
師
控
室
不
足
一
室
分
の
検
討
を
要
す

る
）
・
二
部
文
学
部
の
学
生
自
治
施
設
は
、
か
ね
て
よ
り
学
生
諸
君
の
要
求
も
あ
り
、

文
学
部
棟
に
入
れ
る
。

②
学
生
課
外
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ッ
ク
ス
は
サ
ー
ク
ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

修
学
館
増
築
部
分
の
地
階
各
室
を
充
用
す
る
。

③
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
夜
間
照
明
の
改
善
・
新
設
を
行
え
ば
、
既
存
施
設
で
広

小
路
の
場
合
よ
り
改
善
さ
れ
る
。
二
講
時
制
に
と
も
な
う
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
増

大
に
対
応
す
る
た
め
第
二
体
育
館
の
具
体
化
を
可
及
的
速
か
に
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｂ
）
厚
生
施
設

⑪
食
堂

文
学
部
棟
及
び
修
学
館
の
中
に
は
食
堂
施
設
を
つ
く
ら
な
い
。
以
学
館
地
下
大
食

堂
の
増
席
（
南
側
に
仮
設
の
張
出
し
に
よ
る
増
席
）
を
考
え
る
が
、
そ
の
際
に
は
排

水
浄
化
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
診
療
所

文
学
部
棟
建
設
に
先
立
っ
て
診
療
所
の
移
転
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
号
館
一
階

に
暫
定
施
設
を
つ
く
る
。
対
象
学
生
数
が
増
大
す
る
た
め
診
療
所
の
主
体
は
衣
笠
に

移
す
必
要
が
あ
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
の
衣
笠
移
動
を
考
え
、
現
診
療
所
の
一
八
六

㎡
（
五
六
坪
）
に
対
し
、
二
四
五
㎡
（
七
四
坪
）
を
確
保
す
る
。
と
く
に
女
子
学
生

確
保
の
た
め
、
現
在
の
図
書
館
の
建
物
一
．
二
、
三
階
を
通
し
て
．
そ
れ
に
充
用
す
る
。

そ
の
た
め
学
而
館
と
の
間
の
書
庫
の
増
築
、
三
ス
パ
、
／
（
五
・
四
ｍ
×
三
）
幅
で
図
書

館
棟
と
修
学
間
棟
と
を
つ
な
ぎ
、
事
務
室
を
そ
こ
に
も
っ
て
く
る
。

研
究
施
設
と
学
生
施
設
と
の
分
離
は
原
則
で
あ
る
が
、
暫
定
的
に
効
果
的
な
施
設
利
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６
本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
は
と
く
に
後
半
期
で
は
当
面
す
る
具
体
的
問
題
と
し
て
．

文
学
部
棟
、
修
学
館
棟
（
図
書
館
を
ふ
く
む
）
お
よ
び
文
学
部
・
二
部
全
学
部
移
転
の
条

件
設
定
と
い
う
三
点
を
審
議
し
て
き
て
、
上
記
の
よ
う
に
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

年
度
当
初
設
定
し
た
課
題
の
う
ち
、
法
産
社
棟
の
内
容
確
定
、
外
国
語
教
育
施
設
（
と

く
に
視
聴
覚
教
室
）
の
問
題
、
研
究
事
務
体
制
、
理
事
会
を
中
心
と
し
た
管
理
体
制
の
問

題
な
ど
を
未
討
議
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

な
お
、
財
政
・
施
設
委
員
会
は
、
財
政
計
画
の
基
本
が
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
年
度
は
独
自
の
小
委
員
会
を
も
た
ず
、
学
部
基
本
施
設
小
委
員
会
と
の
合
同
で
討
議
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
体
配
置
計
画
ｌ
教
学
（
学
生
部
関
係
施
設
）
、
厚
生
（
診
療
所
、
生
協
施
設

な
ど
言
体
育
施
設
、
本
部
施
設
を
ど
の
全
体
配
置
計
画
ｌ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

長
計
委
、
理
事
会
で
の
検
討
で
一
定
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
確
認
あ
る
い
は
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
未

確
定
の
諸
問
題
の
検
討
が
な
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
、
本
年
度
長
計
委
と
し
て
、
そ
う
し
た
長
期
計
画
の
検
討
が
不
充
分
で
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
の
で
、
次
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
重
点
課
題
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
Ｄ
）
受
付
お
よ
び
管
理
セ
ン
タ
ー

鍵
の
管
理
防
災
施
設
の
集
中
監
視
な
ど
の
業
務
で
あ
る
が
セ
ン
タ
ー
を
暫
定
的

に
四
号
館
東
の
電
気
室
を
増
坪
改
造
し
て
設
け
る
。
そ
の
た
め
「
受
付
」
機
能
の
若
干

の
低
下
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

（
Ｅ
）
学
生
部
関
係
施
設

文
学
部
及
び
二
部
移
転
に
よ
り
設
備
が
不
足
す
る
の
で
、
暫
定
的
に
は
学
而
館
で
の

拡
大
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
産
業
社
会
学
部
施
設
と
の
関
連
が
あ
る
の
で

今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

の
増
加
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｃ
）
体
育
施
設

文
学
部
移
転
に
よ
り
一
部
の
場
合
、
課
外
体
育
活
動
へ
の
影
響
が
あ
る
が
、
氷
室
グ

ラ
ン
ド
の
整
備
に
よ
り
暫
定
条
件
を
高
め
る
。

資
料
…
｜
文
学
部
棟
に
つ
い
て

災
ｔ
ｊ
一

■
●
●
。
●
■
■
●
■
■
■
■
●
巳
①
■
ｇ
■
●
■
●
■
■
●
■
Ｕ
●
□
■
■
■
■
①
■
■
Ｇ
●
■
●
■
■
■
■
■
●
●
■
ｇ
■
ｂ
甲
①
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
申
■
■
■
●
■
■
■
や
●
■
■
■
巳
■
白
Ｐ
■
●
■
■
●
■
■
■
●
●
●
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
Ｇ
●
●
■
■
■
■

以
下
の
報
告
は
昨
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
「
第
三
次
中
間
答
申
」
を
受
け
て
、
本
年

度
長
期
計
画
委
員
会
が
討
議
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
「
七
五
年

度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
回
ま
と
め
」
本
文
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

と
く
に
文
学
部
棟
に
つ
い
て
配
慮
さ
る
べ
き
諸
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

一
．
書
庫
に
つ
い
て

文
学
部
の
書
物
は
、
す
で
に
七
一
年
に
、
助
手
制
度
廃
止
の
問
題
と
関
連
し
て
、
全
学

的
な
討
議
を
経
た
上
で
、
集
中
方
式
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
清
心
館
二
階
の
文
学
部
書
庫

は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
。
し
か
し
、
清
心
館
は
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
現
状
で
は
書
庫
を
作
っ
た
と
は
い
え
、
二
な
い
し
三
箇
所
に
書

物
を
分
散
収
蔵
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
が
研
究
、
教
育
上
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
文
学
部
棟
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
障
害
を
抜
本
的
に
取

り
除
く
こ
と
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
書
庫
は
現
有
冊
数
九
万
八
○
○
○
冊
を
一
箇
所
に
集

中
し
、
効
率
的
に
利
用
と
管
理
が
で
き
る
よ
う
設
計
す
る
こ
と
と
し
、
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

は
、
今
後
一
○
年
間
の
増
加
分
を
合
わ
せ
て
、
ほ
ぼ
一
二
万
冊
を
収
容
で
き
る
だ
け
の
も

の
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

書
架
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
専
攻
間
の
関
連
づ
け
に
地
域
性
を
加
味
し
て
、
研
究
の
共

同
化
に
資
す
る
よ
う
工
夫
す
る
。
な
お
書
庫
に
は
定
期
刊
行
物
の
閲
覧
、
資
料
の
コ
ピ
ー

が
可
能
な
コ
ー
ナ
ー
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、
書
庫
管
理
の
体
制
を
効
率
あ
る
も
の
と
す

る
（
専
任
職
員
の
適
正
配
置
を
含
む
）
。

、
共
同
研
究
室

共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
学
生
同
志
の
、
学
生
と
教
員
と
の
、
教
員
同
志
の
共
同
化

の
場
と
し
て
文
学
部
教
学
に
と
っ
て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
の
で
、
今
後
も
現
状
よ
り
劣

悪
化
し
な
い
条
件
を
整
え
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
小
集
団
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
見

地
か
ら
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
卒
業
論
文
指
導
、
共
同
研
究
会
、
学
生
の
自
主
的
学
習
、
サ
ブ
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教
職
課
程
研
究
室
に
つ
い
て
は
文
学
部
棟
に
設
け
ら
れ
る
ガ
最
近
教
職
課
程
受
講

生
が
社
会
科
学
系
諸
学
部
に
も
急
増
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
か
ん
が
み
全
学
的
に
利
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
と
位
置
を
考
慮
し
て
一
階
に
設
け
る
。

４
学
芸
員
課
程
実
習
・
展
示
室

こ
こ
に
は
、
貴
重
な
考
古
学
的
資
料
が
収
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
活
用
し
て
の
実
物
教
育
、

考
古
学
実
習
、
学
芸
員
課
程
実
習
が
行
な
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

５
大
、
中
、
小
教
室
の
確
保

文
学
部
教
学
の
特
性
上
、
大
、
中
、
小
教
室
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
確
保
は
と
く
に
重

要
で
あ
る
。
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
現
状
が
非
常
に
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
抜

本
的
改
善
を
施
設
面
か
ら
保
障
す
る
。
し
か
し
、
建
坪
面
積
の
関
係
上
、
大
教
室
に
つ
い

て
は
、
一
つ
し
か
と
れ
な
い
の
で
、
衣
笠
学
舎
の
全
体
的
な
利
用
と
の
関
連
に
お
い
て
確

保
を
図
っ
て
い
く
。

６
行
政
施
設
、
学
生
施
設
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
現
状
よ
り
改
善
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

７
．
な
お
、
大
体
の
見
取
図
を
描
け
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
正
確
な
設
計
は
、
設
置
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
建
設
委
員
会
の
検
討
に
委
ね
ら
れ
る
。
以
上

□
■
■
●
ｑ
巳
■
町
■
■
■
●
■
ｅ
巳
■
①
●
■
●
①
①
申
■
■
？
■
□
■
●
ひ
①
。
■
●
固
自
■
色
■
■
舎
■
巳
●
●
申
●
■
●
●
。
。
固
●
ｂ
ｇ
ｂ
■
。
●
●
●
①
。
■
も
■
●
■
●
■
■
■
●
④
■
ゆ
り
合
。
①
■
●
■
■
■
■
■
ｅ
■
■
Ｇ
●
●
●
①
■
■
●
■
●
申
■
●

〔
注
・
添
付
資
料
ｌ
文
学
部
棟
計
画
案
、
修
学
館
増
築
計
画
図
、
二
部
基
本
施
設
（
修
学
館

仮
施
設
）
計
画
案
ｌ
省
略
〕

ゼ
ミ
等
の
場
と
し
て
の
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
と
す
る
ｃ
と
く
に
地
理
学
共
研
心
理
学

共
研
に
つ
い
て
は
実
習
、
実
験
、
資
料
保
存
の
条
件
を
整
備
す
る
。
配
置
に
つ
い
て
は
隣

接
専
攻
と
の
関
連
、
地
域
性
を
考
慮
し
て
共
同
化
を
促
進
す
る
条
件
た
ら
し
め
る
。

な
お
、
二
部
学
生
諸
君
も
共
同
に
利
用
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
一
二
部
学
生

教
職
課
程
研
究
室

六
九
○
二
部
教
学
の
新
し
い
展
望
’
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に

も
と
づ
く
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
善
に
む
け
て

本
学
は
震
一
書
二
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
て
き
た
ご

本
学
の
二
部
教
学
は
、
そ
の
な
か
で
、
一
九
六
三
年
二
部
改
革
以
来
、
「
勤
労
者
を
対
象

と
す
る
大
学
教
育
」
の
確
立
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、
教
学
内
容
の
改
革
、
体
制
・
条

件
の
改
善
等
一
貫
し
て
全
学
的
な
努
力
を
行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
二
部
教
学
に
対
す
る
と
り
く
み
は
、
今
日
の
わ
が
国
の
高
等
教
育
機

関
に
お
け
る
二
部
教
学
が
全
般
的
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
な
か
に
お
い
て
、
と
く
に
欄
極
的

な
役
割
を
果
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
七
五
年
全
学
協
議
会
に
お
い
て
は
、
本
学
の
こ
れ
ら
の
努
力
が

働
き
つ
つ
学
ぶ
勤
労
学
生
の
教
学
へ
の
要
請
に
い
ま
な
お
十
分
に
応
え
う
る
も
の
と
は
な
っ

て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
内
容
の
改
善
・
充
実
、
勉
学

・
生
活
条
件
の
改
善
、
こ
れ
を
主
体
的
に
す
す
め
る
責
任
体
制
の
強
化
を
ふ
く
め
た
二
部
教

学
の
抜
本
的
な
改
革
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
、
同
時
に
、
二
部
学
友
会
が
提
起
し
た
「
緊
急
六

項
目
要
求
」
お
よ
び
二
部
協
議
会
が
提
起
し
た
当
面
の
改
善
施
策
を
推
進
し
つ
つ
、
二
識
時

制
、
衣
笠
一
拠
点
の
民
主
的
実
現
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
要
請
と
確
認
の
う
え
に
た
っ
て
、
本
学
に
お
け
る
二
部
教
学
の
全
面
的
な
総
括
と
今

後
の
七
○
年
代
後
半
に
お
け
る
大
学
教
育
の
果
す
べ
き
課
題
ｌ
す
な
わ
ち
、
「
新
し
い
大

学
像
」
の
視
点
か
ら
の
二
部
教
学
の
新
し
い
展
望
に
も
と
ず
く
改
革
を
集
約
し
、
こ
こ
に
提

起
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

一
九
七
六
（
昭
五
一
）
・
一
○
・
八
立
命
館
大
学

－5 6 －
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（
２
）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
も
国
民
の
多
く
は
、
現
代
の
社
会
が
急
激

に
変
動
す
る
な
か
で
そ
の
労
働
と
社
会
生
活
が
い
よ
い
よ
困
難
に
な
り
、
ま
た
き
び
し
さ
を

も
つ
が
ゆ
え
に
、
そ
の
生
起
す
る
社
会
的
、
文
化
的
事
象
や
自
然
の
諸
現
象
を
真
正
面
か
ら

と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
労
働
と
生
活
の
糧
と
し
て
学
ぶ
こ
と
の
必
要
と
意
欲
を
も
と
う

と
し
て
い
る
。
七
五
年
全
学
協
議
会
に
お
け
る
一
・
二
部
学
友
会
の
主
張
す
る
「
民
主
的
社

会
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
能
力
を
」
の
要
求
と
、
「
①
民
主
的
市
民
と
し
て
の
当

然
の
権
利
、
社
会
常
識
を
身
に
つ
け
る
。
②
社
会
に
出
て
か
ら
も
通
用
す
る
専
門
知
識
・
学

力
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
特
別
講
座
の
開
講
が
必
要

施
策
を
通
じ
て
三
一
部
切
り
捨
て
」
の
方
向
を
露
骨
に
し
め
し
て
き
て
い
る
。

（
１
）
今
日
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
二
部
教
育
は
、
四
年
制
大
学
教
育
課

程
に
お
い
て
約
一
三
万
、
短
期
大
学
に
お
け
る
も
の
を
含
め
て
約
二
○
万
名
に
お
よ
ぶ
学
生

を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
二
部
教
育
の
現
状
は
、
わ
が
国
の
二
部
教
育
が
そ
の
本
来
の

目
的
と
し
て
き
た
勤
労
者
に
対
す
る
大
学
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
は
万
全
た

り
え
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
年
々
衰
微
す
る
傾
向
さ
え
示
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
わ
が
国
の
大
学
に
お
け
る
二
部
教
育

の
多
く
が
私
学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
特
徴
の
も
と
で
、
と
り
わ
け
戦
後
の
わ
が

国
の
大
学
教
育
全
般
が
貧
困
か
つ
安
上
が
り
の
文
教
政
策
に
ゆ
が
め
ら
れ
、
本
来
の
二
部
教

育
が
破
壊
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
第
二
は
、
高
度
成
長
政
策
と
そ
の
破
綻
に
よ
っ
て
、
わ
が
国

の
勤
労
者
を
ふ
く
む
国
民
の
労
働
と
生
活
の
条
件
が
ま
す
ま
す
劣
悪
化
し
、
勤
労
学
生
の
勉

学
・
生
活
条
件
を
大
き
く
圧
迫
し
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
二
部
教
育
を
大
き
く
担

な
っ
て
い
る
私
学
に
お
け
る
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
の
諸
条
件
が
劣
悪
化
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
部
教
学
全
般
の
状
況
の
な
か
で
、
「
わ
が
国
第
三
次
の
抜
本

的
な
教
育
改
革
を
構
想
す
る
」
と
し
た
い
わ
ゆ
る
中
教
審
審
申
に
も
と
ず
く
文
教
路
線
は
、

ま
す
ま
す
「
経
済
成
長
政
策
に
奉
仕
す
る
人
づ
く
り
」
と
し
て
の
選
別
と
差
別
の
教
育
体
制

を
強
化
し
、
大
学
に
お
け
る
二
部
教
育
の
危
機
的
状
況
に
目
を
つ
む
る
の
み
か
、
具
体
的
な

Ｉ
二
部
教
学
の
一
般
的
状
況
と
本
学
二
部
教
学
の
基
本
的
課
題

一
九
六
三
年
二
部
改
革
は
、
わ
が
国
の
大
学
教
育
に
お
け
る
二
部
教
育
が
さ
き
に
も
の
べ

た
戦
後
の
大
学
教
育
の
マ
ス
プ
ロ
化
と
、
貧
困
な
文
教
政
策
の
も
と
で
次
第
に
ゆ
が
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
な
か
で
、
二
部
教
学
が
本
来
に
な
う
べ
き
勤
労
者
の
教
育
へ
の
権
利
の
保

障
と
、
そ
の
研
究
・
教
育
へ
の
要
請
に
応
え
る
べ
き
二
部
教
学
の
確
立
を
め
ざ
し
て
策
定
さ

れ
た
。
そ
の
改
革
の
基
本
’
的
な
柱
は
、
第
一
に
、
私
学
へ
の
矛
盾
が
と
り
わ
け
二
部
に
集
中

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
こ
の
矛
盾
を
抜
本
的
に
た
ち
き
る
こ
と
。
第
二
に
は
、
真
に

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
す
る
勤
労
者
に
対
す
る
大
学
教
育
の
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
「
勤

労
者
を
対
象
と
し
た
大
学
教
育
」
と
し
て
の
二
部
教
学
を
確
立
す
る
。
第
三
に
は
、
そ
の
教

で
あ
る
。
」
と
す
る
問
題
提
起
に
し
め
さ
れ
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題
は
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
一
九
七
○
年
代
後
半
に
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
二
部
勤
労
学
生
の
意
欲
と

要
求
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
う
け
と
め
、
そ
れ
に
依
拠
し
な
が
ら
本
学
の
二
部
教
学
を

全
学
の
力
で
守
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
３
）
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
、
こ
こ
に
提
起
し
よ
う
と
し
い
て
る
本
学
の
二
部
教

学
改
善
の
基
本
的
課
題
は
、
第
一
に
、
「
中
教
審
」
路
線
に
み
ら
れ
る
「
勤
労
者
を
対
象
と

す
る
大
学
教
育
」
切
り
す
て
の
文
教
政
策
に
抗
し
て
、
真
に
日
本
国
憲
法
と
教
育
基
本
法
に

し
め
き
れ
た
国
民
の
教
育
へ
の
権
利
’
す
巻
わ
ち
勤
労
学
生
の
敷
育
へ
の
権
測
と
要
求
を

守
る
も
の
と
し
て
の
二
部
教
学
を
し
っ
か
り
と
堅
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
①
社

会
進
歩
と
国
民
の
要
塞
甲
１
１
勤
労
者
の
学
問
・
研
究
・
教
育
へ
の
要
請
を
積
極
的
に
う
け
と

め
、
②
「
昭
和
三
八
年
二
部
対
策
要
綱
」
と
そ
れ
以
後
の
二
部
教
学
改
善
に
お
い
て
深
め
ら

れ
て
き
た
理
念
と
現
実
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
③
激
動
す
る
七
○
年
代
後
半
の
社
会
が
提
起

す
る
課
題
に
応
え
る
も
の
と
し
て
、
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
新
た
な
発
展

段
階
を
き
り
ひ
ら
く
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
二
部
教
学
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
全
学
の
体
制
を
抜
本
的
に
整
え
、
そ
の
責
任
体
制
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
と
と

も
に
、
二
部
教
学
の
諸
条
件
を
十
分
に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅱ
本
学
二
部
教
学
の
あ
ゆ
み
と
裂
達
点
・
そ
の
現
状

言
一
九
六
三
年
二
部
改
革
の
意
義
と
二
部
教
学
充
実
へ
の
と
り
く
み

－貝ワー
リ『
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学
を
通
じ
て
研
究
・
教
育
の
現
代
化
、
総
合
化
、
共
同
化
を
す
す
め
、
全
学
の
研
究
・
教
育

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
お
か
れ
、
ま
た
、
同
時
に
、
従
来
学
部
毎
に
お
か
れ
て
い
た
二
部
教

学
の
責
任
を
統
合
し
て
新
し
く
二
部
協
議
会
を
設
置
し
、
二
部
教
学
に
か
か
わ
る
全
学
的
な

責
任
機
関
と
し
て
確
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
務
組
織
も
整
備
し
、
二
部
教
学
を
支
え
る

体
制
と
そ
の
条
件
が
全
学
の
協
力
の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
た
。

（
１
）
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
の
場
の
保
障
と
勤
労
学
生
確
保
の
と
り
く
み

こ
の
二
部
改
革
に
よ
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
と
り
く
ま
れ
た
の
は
、
「
勤
労
者
を
対
象
と
す

る
大
学
教
育
」
の
場
の
保
障
と
勤
労
学
生
確
保
の
と
り
く
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で

あ
っ
た
「
二
部
廻
し
」
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
転
部
制
度
を
全
廃
し
、
一
部
へ
の
進
学
希

望
者
が
二
部
に
廻
っ
て
入
学
す
る
と
い
う
客
観
的
条
件
を
排
除
し
、
勤
労
学
生
の
た
め
の
場

を
確
保
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
勤
労
学
生
確
保
の
と
り
く
み
は
、
た
だ
単
に
場
の
確
保

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
お
か
れ
て
い
る
勤
労
者
の
条
件
を
考
え
、
大
学
進
学
へ
の
条
件

を
き
り
ひ
ら
く
有
職
者
優
遇
措
置
な
ど
二
部
入
試
制
度
の
改
善
、
一
定
の
募
集
・
広
報
活
動

な
ど
に
も
と
り
く
ん
で
、
今
日
に
お
い
て
は
、
二
部
学
生
五
三
○
○
名
の
う
ち
、
そ
の
大
半

が
現
に
勤
労
し
つ
つ
あ
る
学
生
を
迎
え
る
こ
と
を
な
し
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
大
学
の

二
部
と
比
較
し
て
、
そ
の
擁
す
る
学
生
数
に
お
い
て
も
、
か
つ
ま
た
、
そ
の
中
に
し
め
る
勤

労
学
生
の
比
率
に
お
い
て
も
、
本
学
が
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
と
し
て
の
す

ぐ
れ
た
到
達
度
を
も
っ
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
今
日
に
お
け
る
現
状
で
は
、

依
然
と
し
て
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
勤
労
者
の
労
働
・
生
活
条
件
の
も
と
で
、
勤
労
者
の
入

学
者
の
減
少
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
勤
労
学
生
確
保
の
観

点
を
再
度
整
理
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
適
応
し
た
独
自
の
入
試
制
度
を
早
急
に
改
善
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
積
極
的
な
広
報
、
募
集
活
動
を
ひ
ろ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
二
部
教
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
革
雲
内
容
改
善
の
と
り
く
み

六
三
年
二
部
改
革
の
第
二
の
柱
は
、
二
部
教
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
革
と
内
容
改

善
へ
の
と
り
く
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
二
部
教
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
お
い
て
、

一
部
教
学
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
同
一
の
も
の
を
二
部
に
お
い
て
も
行
な
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

お
い
て
も
、
と
く
に
二
部
教
学
の
も
つ
課
題
に
十
分
に
応
え
う
る
も
の
と
は
な
り
え
て
い
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
六
三
年
二
部
改
革
は
、
こ
れ
ら
の
各
学
部
の
二
部
教
学
を
「
勤
労
者

を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
確
立
の
視
点
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
な
再
編
成
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
改
革
の
基
本
的
視
点
を
、
①
現
代
的
課
題
と
現
代
的
視
点
を
追
求
し
、

実
践
的
知
識
を
把
握
す
る
。
②
学
問
の
専
門
化
と
総
合
化
の
有
機
的
結
合
を
は
か
る
。
③
教

科
目
と
履
修
方
法
の
集
中
化
・
簡
素
化
を
は
か
る
。
こ
と
に
お
い
て
、
抜
本
的
な
改
革
を
行

な
い
、
二
部
教
学
と
し
て
の
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
編
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
主
要
な
点
は
、
（
イ
）
二
部
教
学
に
お
け
る
一
般
教
育
科
目
の
整
理
と
学
習
の
集
中

化
、
（
ｇ
外
国
語
科
目
の
二
部
に
お
け
る
適
合
し
た
学
習
と
集
中
化
、
（
ハ
）
勤
労
学
生

の
も
つ
現
代
的
課
題
に
応
え
る
共
通
専
門
科
目
の
設
置
、
（
二
）
同
じ
く
、
勤
労
学
生
と
し

て
の
「
現
代
的
課
題
と
現
代
的
視
点
を
追
求
し
、
実
践
的
知
識
を
把
握
さ
せ
る
」
方
向
で
の

各
学
部
専
門
教
育
と
し
て
の
専
門
科
目
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
理
、
学
科
・
専
攻
の
統
合
と
新

し
い
学
科
の
設
置
（
人
文
学
科
・
基
礎
工
学
科
）
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
六
三
年
改
革
以
降
今
日
ま
で
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
、
教
員
の
共
同
研
究

体
制
の
発
展
と
二
部
学
生
の
問
題
提
起
と
要
求
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
が

行
わ
れ
て
き
た
。

そ
れ
ら
は
、
（
ａ
）
一
般
教
育
の
小
ク
ラ
ス
授
業
か
ら
プ
ロ
ゼ
ミ
化
へ
の
充
実
、
二
回
生

講
読
の
内
容
改
善
、
三
・
四
回
生
ゼ
ミ
（
法
・
経
済
・
経
営
学
部
で
の
必
修
制
、
文
学
部
に

お
け
る
三
回
生
講
読
と
四
回
生
演
習
、
理
工
学
部
に
お
け
る
三
回
生
講
読
と
四
回
生
卒
業
演

習
）
の
改
善
、
変
則
二
講
時
制
授
業
に
よ
る
内
容
充
実
な
ど
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
た
改
善
、

（
ｂ
）
学
部
専
門
科
目
の
体
系
的
整
理
と
内
容
改
善
、
（
Ｃ
）
文
学
部
人
文
学
科
、
理
工
学

部
基
礎
工
学
科
に
お
け
る
履
修
体
系
の
整
理
と
コ
ー
ス
制
な
ど
で
あ
る
。

（
３
）
二
部
教
学
を
支
え
る
体
制
、
諸
条
件
の
改
善
の
と
り
く
み

①
二
部
責
任
体
制
の
整
備
と
強
化
へ
の
と
り
く
み

六
三
年
二
部
改
革
の
第
三
の
柱
は
、
二
部
教
学
を
支
え
る
責
任
体
制
の
整
備
と
教
学
諸
条

件
改
善
の
と
り
く
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
二
部
教
学
は
、
い
わ
ゆ
る
学
部
た
て
割
の
も

と
で
、
各
学
部
教
授
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
二
部
に
つ
い
て
も
教
学
責
任
を
も
っ
て
い
た
が
、
日

常
的
に
は
相
対
的
に
多
数
を
し
め
る
一
部
教
学
に
対
す
る
運
営
に
そ
の
重
点
が
向
け
ら
れ
、
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と
も
す
れ
ば
、
二
部
教
学
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
弱
点
が
生
じ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
諺
本
学

が
真
に
二
部
教
学
を
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
は
、

さ
き
に
の
べ
た
（
１
）
、
（
２
）
の
改
革
と
改
善
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
支
え
推
進
す

る
責
任
体
制
の
整
備
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
基
本
的
な
教
学
責
任

は
各
学
部
教
授
会
を
基
礎
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
直
接
に
二
部
教
学
に
責
任
を
も
つ
機
関
と

し
て
新
た
に
二
部
協
議
会
（
各
学
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
部
協
議
員
に
よ
っ
て
構
成
）
を
設

置
し
、
各
学
部
教
授
会
と
協
力
し
て
二
部
教
学
に
か
か
わ
る
教
学
責
任
を
果
し
て
き
た
。

ま
た
、
事
務
体
制
に
お
い
て
も
、
従
来
各
学
部
事
務
室
に
分
散
し
て
い
た
二
部
体
制
を
集

中
し
、
そ
れ
自
体
が
二
部
協
議
会
を
支
え
、
二
部
教
学
の
執
行
に
あ
た
る
責
任
を
も
つ
事
務

組
織
と
し
て
二
部
事
務
室
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
学
生
部
、
図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

体
育
課
、
会
計
課
、
管
理
課
な
ど
の
関
連
の
事
務
諸
組
織
に
お
い
て
も
二
部
体
制
を
強
化
し
、

執
務
時
間
の
延
長
、
業
務
の
改
善
等
一
定
の
前
進
を
実
現
し
て
き
て
い
る
。

②
二
部
学
生
の
勉
学
、
生
活
条
件
に
対
す
る
改
善
の
と
り
く
み

二
部
教
学
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
大
学
と
し
て
の
基
本
的
な
改

革
に
あ
わ
せ
て
、
現
に
学
び
つ
つ
あ
る
二
部
学
生
の
勉
学
と
生
活
条
件
に
対
す
る
改
善
施
策

が
同
時
に
必
要
な
条
件
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
昼
間
勤
労
に
従
事
し
、
夜
間
に

お
い
て
勉
学
に
い
そ
し
む
二
部
学
生
に
と
っ
て
、
第
一
に
時
間
的
制
約
か
ら
く
る
学
習
上
、

ま
た
課
外
活
動
上
の
困
難
性
、
第
二
に
、
身
体
、
健
康
上
の
問
題
、
第
三
に
、
経
済
上
の
問

題
が
主
要
な
条
件
上
の
問
題
と
し
て
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
六
三
年
二
部
改
革
以
来
の
あ
ゆ

み
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
改
善
に
可
能
な
か
ぎ
り
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
時
間
的
制
約
の
も
と
で
困
難
性
を
も
つ
二
部
学
生
の
学
習
条
件
改
善
に
つ
い

て
は
、
と
く
に
小
集
団
教
育
の
場
に
お
け
る
指
導
の
強
化
と
、
学
生
相
互
が
集
団
的
、
自
主

的
に
行
な
う
学
習
活
動
へ
の
援
助
を
重
視
し
、
サ
ブ
・
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
の
保
障
、
教
室
の
確

保
、
学
生
共
同
研
究
室
や
学
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
充
実
、
自
習
室
の
確
保
、
図
諜
館
の
時

間
延
長
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
厚
生
・
生
活
条
件
に
か
か
わ
る
も
の
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
関
連
事
務
組
織
の
業
務
体
制
の
改
善
、
二
部
学
生
の
実
態

に
則
し
た
業
務
内
容
の
改
善
な
ど
に
と
り
く
ん
で
き
た
。

（
１
）
｜
｜
部
学
生
の
学
習
実
態
と
要
求

昼
間
勤
労
し
、
夜
間
に
お
い
て
学
習
に
は
げ
む
二
部
学
生
の
学
習
活
動
に
と
っ
て
、
そ
れ

を
阻
害
し
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、
時
間
的
制
約
か
ら
く
る
諸
問
題
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、

現
行
三
講
時
制
の
も
と
に
お
け
る
受
講
状
況
の
な
か
で
第
一
限
の
受
講
が
十
分
に
な
し
う
る

条
件
を
も
っ
て
い
る
学
生
は
全
体
の
四
三
％
に
す
ぎ
ず
、
大
半
の
学
生
は
第
一
限
の
受
溝
を

十
分
に
行
な
っ
て
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
勤
労
学
生
の
も
つ
肉
体

的
・
精
神
的
疲
労
や
、
帰
宅
交
通
事
情
等
に
よ
っ
て
第
三
限
の
受
識
を
も
不
十
分
と
し
て
い

る
状
況
が
し
め
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
二
部
学
生
の
受
講
状
況
は
、
全
体
と
し
て
二
分

の
一
以
下
と
な
っ
て
い
る
学
生
が
六
○
～
七
○
％
以
上
を
し
め
る
実
態
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
（
こ
の
よ
う
な
実
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
専
門
教
育
課
程
に
入
ろ
う
と
す
る

上
級
回
生
時
に
す
す
む
に
し
た
が
っ
て
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
）
ま
た
、
同
時
に
、
大
学
に

お
け
る
学
習
に
あ
た
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
の
自
主
的
な
研
究
活
動
や
学
習
活
動

に
お
い
て
も
不
十
分
な
状
況
を
し
め
し
て
い
る
。
小
集
団
教
育
に
お
け
る
準
備
学
習
の
不
十

分
、
図
書
館
や
学
部
共
同
研
究
室
の
利
用
の
実
態
、
単
位
履
修
の
実
態
な
ど
の
な
か
に
こ
れ

ら
は
し
め
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
学
の
も
つ
二
拠
点
の
弊
害
は
と
り
わ
け
二
部
教
学
の

矛
一
盾
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
、
二
部
学
生
の
も
つ
困
難
性
に
対
Ｉ
）
て
必
要
な
教
員
の
適
切
な
指

導
援
助
や
、
学
生
相
互
間
の
交
流
、
図
書
、
設
備
等
学
習
条
件
の
不
十
分
さ
な
ど
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
で
、
入
学
当
初
の
勤
労
学
生
と
し
て
学
ぼ
う
と
す
る
熱
意
と
期

待
を
も
ち
な
が
ら
も
、
い
わ
ば
「
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
い
か
に
と
る
か
」
と
い
う
い
わ
ゆ

以
上
の
よ
う
に
本
学
で
は
六
三
年
二
部
改
革
以
来
書
今
日
に
至
る
あ
ゆ
み
の
な
か
で

「
二
部
対
策
要
綱
」
が
し
め
す
理
念
と
基
本
方
針
を
堅
持
し
な
が
ら
二
部
教
学
の
諸
施
策
を

す
す
め
て
き
た
が
、
冒
頭
に
の
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
二
部
教
学
を
と
り
ま
く
情
勢
は
ま
す

ま
す
き
び
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
学
の
二
部
に
学
ぶ
勤
労
学
生
の
勉
学
・

生
活
条
件
に
み
る
実
態
と
そ
の
要
求
の
な
か
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

二
二
部
教
学
の
現
状
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る
一
単
位
主
義
」
の
傾
向
に
流
さ
れ
が
ち
と
な
り
真
に
勤
労
学
生
と
し
て
学
び
と
ろ
う
と

す
る
中
味
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
ゆ
く
と
い
う
実
態
も
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、
二
部
学
生
の
多
く
に
は
自
主
的
か
つ
積
極
的

な
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
二
回
生
満
読
や
三
・
四
回
生
演
習
の
学
習
実
態
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
困
難
で
は
あ
る
が
学
習
に
努
力
し
て
い
る
と
し
て
い
る
も
の
が
全
体

の
六
○
％
を
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
二
部
学
生
の
課
外
教
室
利
用
の
実

態
や
学
部
学
生
共
同
研
究
室
の
利
用
状
況
に
も
し
め
さ
れ
、
二
部
学
生
の
要
求
と
し
て
こ
れ

ら
の
施
設
、
条
件
の
保
障
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
今
日
の
勤
労
者
と
し
て
お
か
れ

て
い
る
実
際
社
会
に
お
い
て
真
に
役
立
つ
専
門
的
知
識
と
技
量
、
民
主
的
な
社
会
的
常
識
の

砿
得
を
基
本
的
な
要
求
と
し
て
い
る
。

（
２
）
二
部
学
生
の
厚
生
《
生
活
実
態
と
要
求

今
日
の
二
部
学
生
の
大
学
生
活
を
中
心
と
し
た
厚
生
・
生
活
実
態
の
特
徴
は
、
主
要
に
は
、

①
通
学
問
題
、
②
居
住
問
題
、
③
健
康
問
題
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
特
徴

は
、
本
学
の
二
部
学
生
が
、
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
、
全
体
と
し
て
八
○
％
の
現
に
勤
労

し
つ
つ
あ
る
学
生
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
積
極
面
の
な
か
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
本
学
二
部
が
こ
の
勤
労
者
を
中
心
と
し
た
二
部
教
学
を
維
持
す
る
か
ぎ
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
今
後
と
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

①
通
学
問
題

今
日
の
都
市
交
通
行
政
を
中
心
と
す
る
交
通
事
情
の
変
化
は
、
二
部
勤
労
学
生
の
勉
学
に

と
っ
て
、
こ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
け
っ
し
て
軽
視
で
き
な
い
実
態
を
も

た
ら
せ
て
い
る
。
二
部
協
議
会
が
把
握
し
て
い
る
二
部
学
生
の
通
学
所
要
時
間
実
態
で
も
、

所
要
時
間
「
三
○
分
～
一
時
間
以
内
」
六
三
・
二
％
、
．
時
間
三
○
分
」
二
五
％
、
「
約

二
時
間
」
九
・
五
％
と
い
う
状
況
を
し
め
し
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
授
業
に
対
す
る
出
席
の

不
十
分
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
の
も
と
で
、
本
学
に
お
い
て
は
こ
の
二

部
学
生
の
通
学
問
題
に
つ
い
て
は
と
く
に
重
視
し
、
二
部
教
学
改
善
施
策
の
重
要
な
柱
と
し

て
こ
の
間
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
を
行
な
い
、
ま
た
、
学
生
の
要
求
に
も
こ
の
こ
と
が
顕
著

に
だ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
な
お
学
生
の

要
求
と
実
態
を
茂
能
な
か
ぎ
り
把
握
し
あ
と
に
の
べ
る
｜
衣
笠
一
拠
点
’
二
部
全
学
部
移

転
」
に
あ
わ
せ
て
、
現
に
通
学
し
て
い
る
二
部
学
生
の
実
態
と
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
に
即
し
た

通
学
問
題
の
施
策
を
さ
ら
に
検
討
し
、
具
体
的
措
置
を
と
る
。
（
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
別
途
に
提
起
し
て
ゆ
く
。
）

②
居
住
（
下
宿
）
問
題

本
学
の
二
部
学
生
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
勤
労
学
生
で
あ
る
と
い
う
条
件
と
あ
い
ま
っ
て
、

一
部
学
生
に
比
し
て
自
宅
通
学
者
の
し
め
る
率
は
高
い
（
五
二
％
）
・

し
か
し
、
他
の
四
八
％
は
自
宅
外
通
学
者
で
あ
り
、
二
部
学
生
に
と
っ
て
も
下
宿
等
の
問

題
は
重
大
で
あ
る
。
一
般
的
に
学
生
の
下
宿
事
情
は
、
最
近
の
下
宿
企
業
化
の
傾
向
を
反
映

し
て
や
や
好
転
し
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
二
部
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
の
帰
宅
時
間
の
関

係
や
、
経
済
的
条
件
な
ど
か
ら
や
は
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
二
部

学
生
の
通
学
問
題
の
改
善
施
策
と
も
あ
わ
せ
て
、
こ
の
下
宿
問
題
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
と

り
く
み
、
ま
た
学
寮
の
増
設
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
一
拠
点
計
画
の
な
か
で
検
討
す
べ
き
課

題
と
し
た
い
。

③
二
部
学
生
の
健
康
問
題

ざ
、

働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、
健
康
問
題
は
た
だ
単
に
身
体
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ぅ

そ
の
学
習
上
の
問
題
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
二
部
学
生
の
就

学
上
の
困
難
性
の
要
因
と
し
て
、
身
体
の
疲
労
や
、
梶
病
に
よ
る
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
る

こ
と
は
、
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
生
の
諸
要
求
の
な
か
に
、
二

部
学
生
に
対
す
る
健
康
管
理
上
の
施
策
や
指
導
の
要
請
、
治
療
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
条

件
の
保
障
な
ど
数
多
く
の
要
求
が
だ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
請
の
も
と
で
大
学

と
し
て
も
保
健
セ
ン
タ
ー
の
確
立
に
よ
る
健
康
管
理
の
強
化
、
治
療
体
制
の
改
善
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
対
す
る
条
件
改
善
な
ど
一
定
の
改
善
を
行
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
今
後
の

学
内
諸
体
制
と
施
設
条
件
の
整
備
を
す
す
め
て
い
く
な
か
で
さ
ら
に
改
善
・
充
実
す
る
方
針

で
あ
る
。

七
○
年
代
後
半
の
激
動
す
る
社
会
と
そ
こ
で
進
行
す
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
全
面
に
わ

当
面
す
る
二
部
教
学
改
善
の
重
点
課
題
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た
る
危
機
の
深
化
は
大
学
に
、
そ
の
危
機
に
た
ち
む
か
う
民
主
的
働
き
手
と
し
て
一
：
科

学
的
確
信
と
実
践
的
能
力
を
も
つ
社
会
人
」
、
「
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観
、
労
働

観
、
権
利
意
識
を
身
に
つ
け
専
門
的
学
力
も
実
務
的
技
能
的
力
量
も
か
ね
そ
な
え
た
社
会
人
」

の
養
成
を
求
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
提
起
し
よ
う
と
す
る
二
部
教
学
の
新
た
な
改
革
は
、

一
面
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
歴
史
的
発
展
そ
の
も
の
の
提
起
す
る
課
題
に
積
極
的
に
こ
た

え
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
発
展
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
面
す
る
教
学
改
革
は
、
部
分
的
な
手
な
お
し
に
終
る
こ
と
が
で
き
ず
、

文
字
ど
お
り
、
新
し
い
二
部
教
学
を
創
造
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
Ｏ

そ
れ
は
、
他
面
で
、
今
日
ま
で
す
す
め
て
き
た
二
部
教
学
の
改
善
の
到
達
点
に
寸
一
っ
て
、

明
確
に
な
っ
て
い
る
問
題
点
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
勤
労
学
生
の
も
つ
諸
特

質
Ｉ
た
と
え
ば
「
働
き
つ
つ
学
び
、
学
び
つ
つ
働
く
」
と
い
う
条
件
に
規
定
さ
れ
た
①

現
代
社
会
に
生
起
す
る
諸
問
題
へ
の
関
心
の
深
さ
と
問
題
意
識
の
強
さ
、
②
多
面
的
な
学
習

意
欲
の
旺
盛
さ
と
専
門
的
知
識
へ
の
要
求
の
つ
よ
さ
を
あ
わ
せ
も
つ
特
徴
、
③
集
団
労
働
の

訓
練
に
よ
る
規
律
性
と
責
任
感
の
つ
よ
さ
、
な
ど
を
領
極
的
に
生
か
す
教
学
の
内
容
と
方
法

の
発
展
を
実
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
当
面
の
二
部
教
学
改
善
は
立
命
館
大
学
が
か
か
げ
て
き
た
教
学
改
善
の
三

重
点
課
題
、
①
基
礎
学
力
の
充
実
、
②
自
主
的
集
団
的
学
習
の
一
層
の
前
進
、
③
研
究
、
教

育
内
容
の
現
代
化
・
総
合
化
を
全
面
的
に
深
い
相
互
関
連
を
も
っ
て
新
た
な
高
い
段
階
で
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

立
命
館
大
学
の
教
学
体
系
の
特
徴
で
も
あ
り
、
優
位
性
で
も
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
て
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
自
主
的
・
集
団
的
学
習
を
発
展

さ
せ
保
障
し
、
②
科
学
的
認
識
を
深
め
科
学
的
方
法
を
身
に
つ
け
、
③
全
教
学
体
系
で
獲
得

す
る
知
識
と
学
習
を
総
合
す
る
場
で
あ
る
。
三
重
点
課
題
の
全
面
的
な
高
度
の
実
現
は
、
小

粟
川
教
育
を
全
教
学
体
系
の
軸
と
し
て
一
膳
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
の
一
つ
と
す
る
以
外

に
は
不
可
能
で
あ
る
。
各
学
部
で
は
か
ら
れ
て
い
る
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
の
保
障
や
、
「
固

定
教
室
制
」
の
追
及
を
含
む
プ
ロ
・
ゼ
ミ
か
ら
高
回
生
演
習
に
い
た
る
改
善
と
充
実
も
、
外

国
語
教
育
の
四
コ
マ
立
体
化
方
式
も
、
保
健
体
育
教
育
の
三
群
三
祁
目
半
期
認
定
制
や
男
女

混
合
ク
ラ
ス
の
提
起
も
、
ひ
と
し
く
小
集
団
教
育
を
教
学
体
系
の
軸
と
し
て
基
礎
学
力
と

科
学
的
認
識
を
深
め
総
合
す
る
場
と
し
て
発
展
さ
せ
、
そ
こ
で
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
を

発
展
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
措
置
で
あ
る
。

だ
が
、
教
学
改
善
の
三
重
点
課
題
の
高
度
の
実
現
も
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
体
系

の
発
展
も
、
小
集
団
教
育
そ
の
も
の
の
発
展
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
般
教
育
も
専
門

教
育
も
含
め
た
大
教
室
講
義
の
内
容
・
方
法
の
一
屑
の
改
善
と
発
展
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
系

統
化
と
結
合
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
成
果
あ
る
も
の
と
な
る
。
固
有
専
門
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
訂
は
、
こ
の
観
点
と
ね
ら
い
に
立
っ
た
措
置
で
あ
る
。
大
局
的
に
み
て
一
般
教
育
を
含

む
大
教
室
講
義
の
改
善
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
は
相
対
的
に
立
ち
お
く
れ
た
分
野
で
あ
っ

た
。
と
く
に
、
勤
労
学
生
の
諸
特
質
を
積
極
的
に
い
か
す
講
義
の
内
容
、
方
法
の
改
善
は
、

な
お
、
多
く
の
創
意
と
実
践
を
つ
み
あ
げ
て
発
展
さ
せ
ら
る
べ
き
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
は
、
単
な
る
技
術
的
措
置
で
は
な
く
、
一
層
の
系
統
的
履
修
を
保
障
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
究
内
容
に
お
け
る
現
代
的
課
題
の
追
求
と
講

義
方
法
の
改
善
に
創
意
を
も
っ
て
真
剣
に
と
り
く
む
決
意
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
二
疋
の
条
件
が
整
備
さ
れ
て
こ
そ
、
真
に
成
果
あ
る
も
の
と
な
る
。

そ
の
一
つ
は
、
教
員
の
研
究
条
件
の
整
備
で
あ
る
。
小
集
団
教
育
に
お
い
て
も
、
大
教
室

溝
義
に
お
い
て
も
、
教
育
内
容
を
現
代
的
課
題
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
発
展
さ
せ
る
に
は
、

研
究
の
創
造
的
発
展
と
そ
れ
を
保
障
す
る
条
件
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
勿
論
、
わ
れ
わ

れ
は
研
究
の
発
展
が
即
時
的
に
教
育
の
発
展
と
な
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

敬
育
の
現
代
的
発
展
は
、
創
造
的
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
教
育
方
法
の
独
自
の
発
展
が
必

要
で
あ
る
。

同
時
に
、
学
生
の
学
習
条
件
の
整
備
と
結
合
し
な
い
か
ぎ
り
、
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造

は
成
功
す
る
も
の
で
は
な
い
。
勤
労
学
生
の
学
習
条
件
は
き
び
し
い
。
大
学
以
外
で
の
自
学

自
習
の
時
間
的
保
障
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
。
二
瀧
時
制
は
、
一
つ
に
は
、
自
学
自
習
の
条

件
を
可
能
な
か
ぎ
り
保
障
す
る
た
め
の
改
革
で
あ
る
。

一
拠
点
実
現
は
、
一
、
二
部
を
含
む
総
合
大
学
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
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①
一
般
教
育

本
学
で
は
、
一
般
教
育
を
自
然
、
人
文
、
社
会
の
各
分
野
に
わ
た
る
総
合
的
か
つ
多
面
的

な
学
問
の
視
点
と
理
解
力
を
養
い
、
専
門
教
育
と
あ
い
ま
っ
て
、
批
判
的
か
つ
創
造
的
な
知

性
を
も
つ
統
一
的
・
全
人
的
な
人
間
形
成
を
め
ざ
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
重
視
し
、
一
般
教

育
の
現
代
化
・
総
合
化
を
は
か
っ
て
き
た
。
特
に
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
二
部
教
学
に
あ
っ

て
は
、
学
生
の
多
数
が
現
に
勤
労
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
く
る
現
代
的
課
題
へ
の
強
い
関
心

に
こ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
積
極
的
な
条
件
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
、
一
部
学
生
に
比
べ
て
一
般
教
育
の
講
義
へ
の
出
席
状
況
が
よ
い
こ
と
や
、
一
般

教
育
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
比
較
的
多
い
と
い
う
実
態
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
ま
た
他
方
で
は
勉
学
条
件
の
き
び
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
の
一
人
ひ
と
り
の
日
常
的

な
労
働
に
密
着
し
す
ぎ
た
狭
い
傾
向
や
、
講
義
内
容
が
広
く
浅
く
な
り
が
ち
な
た
め
に
興
味

が
深
ま
ら
な
い
と
か
、
「
高
校
の
く
り
か
え
し
」
と
い
っ
た
批
判
、
あ
る
い
は
大
教
室
講
義

に
な
じ
め
な
い
と
い
っ
た
実
態
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
七
五
年
度
全
学
協
確
認
で
提
起
さ
れ
た
新
し
い
大

学
づ
く
り
、
二
部
教
学
創
造
の
課
題
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
生
の
生
活
・
勉
学
実

態
・
問
題
意
識
を
さ
ら
に
深
く
把
握
し
、
一
般
教
育
軽
視
の
文
教
政
策
に
た
い
し
て
、
学
生

が
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
科
学
的
で
総
合
的
な
世
界
観
、
労
働
観
、
権
利
意
識
を
身
に
つ

け
、
力
量
あ
る
社
会
人
と
し
て
成
長
し
う
る
よ
う
、
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
科
目
内
容

の
現
代
化
・
総
合
化
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
講
義
内
容
の
充
実
・

改
善
を
は
か
る
と
と
も
に
、
三
系
列
三
科
目
均
等
履
修
の
現
行
方
式
を
固
定
的
な
も
の
と
せ

ず
に
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
二
部
教
学
の
改
革
と
結
合
し
て
、
系
統
的
な
学
部
教
学
体

系
を
作
り
う
る
よ
う
に
、
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
、
一
般
、
共
通
専
門
、
固
有

専
門
の
各
科
目
の
相
互
関
連
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
ま
え
に
の
べ
た
教
員
の
共
同
研
究

体
制
の
発
展
は
そ
の
内
容
を
深
め
つ
つ
、
現
在
、
こ
の
観
点
か
ら
、
以
下
に
の
べ
る
改
革
内

容
を
検
討
し
て
い
る
が
、
今
後
の
全
学
討
議
に
よ
っ
て
さ
ら
に
具
体
化
し
た
い
と
考
え
る
。

一
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
善
と
充
実
の
課
題
に
一
に
て

全
学
的
な
力
り
キ
「
｜
ラ
ム
の
改
善

義
の
解
消
を
め
ざ
す

（
３
）
ま
た
、
学
部
教
学
の
必
要
と
可
能
性
に
よ
っ
て
は
分
割
講
義
の
講
義
内
容
を
か
え
、

同
系
統
の
科
目
を
積
み
重
ね
て
学
習
し
う
る
よ
う
な
検
討
も
行
な
う
。

（
４
）
大
教
室
講
義
の
改
善
を
、
こ
れ
ま
で
す
す
め
て
き
た
レ
ジ
ュ
メ
配
布
、
ま
と
め
講

義
な
ど
と
と
も
に
、
マ
イ
ク
、
黒
板
等
の
教
室
条
件
の
改
善
を
含
め
て
実
現
す
る
。

（
ロ
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂

（
１
）
三
系
列
（
分
野
）
に
わ
た
る
三
六
単
位
を
必
修
と
す
る
基
本
原
則
を
堅
持
し
な
が

ら
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
三
系
列
三
科
目
均
等
履
修
の
現
行
方
式
を
固
定
的

な
も
の
と
せ
ず
に
、
一
定
の
弾
力
的
な
履
修
方
法
を
と
り
入
れ
、
当
面
、
必
要
最
小
限
度
で

「
代
替
」
を
認
め
る
。

（
２
）
小
集
団
教
育
を
専
門
教
育
の
柱
の
一
つ
と
し
て
系
統
化
を
は
か
る
た
め
、
法
・
文

・
経
済
・
経
営
四
学
部
の
一
回
生
小
ク
ラ
ス
を
専
門
科
目
と
す
る
。

但
し
、
一
回
生
小
集
団
教
育
が
一
般
教
育
と
専
門
教
育
に
わ
た
る
総
合
の
場
で
あ
り
、
科

学
的
・
論
理
的
思
考
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
自
系
列
科
目
に
関

し
て
は
二
科
目
を
必
修
と
し
、
残
る
一
科
目
の
履
修
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
各
学
部
教

学
と
の
関
連
で
検
討
す
る
。

（
ハ
）
タ
ス
キ
ガ
ヶ
配
当
の
実
施

専
門
科
目
を
一
回
生
に
配
当
し
、
小
集
団
教
育
の
充
実
と
あ
い
ま
っ
て
専
門
教
育
を
系
統

化
す
る
と
と
も
に
、
一
般
教
育
を
一
回
生
か
ら
三
・
四
回
生
に
わ
た
る
履
修
に
改
め
る
。

（
二
）
一
般
教
育
「
特
殊
講
義
」
の
設
置

学
部
教
学
上
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
学
生
の
現
代
的
関
心
と
か
か
わ
っ
て
、
各
系
列
（
分
野
）

一
科
目
に
つ
い
て
総
合
的
科
目
と
し
て
、
一
般
教
育
「
特
殊
講
義
」
を
お
く
こ
と
を
考
え
る
。

（
ホ
）
以
上
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
部
協
議
会
、
各
学

部
教
授
会
の
相
互
の
関
係
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
と
と
も
に
、
担
当
者
会
議
、
教
科
研
究
会

な
ど
、
担
当
者
の
共
同
化
、
研
究
の
発
展
、
そ
の
た
め
の
体
制
・
条
件
を
可
能
な
か
ぎ
り
は

←、

イ
…

ィ
）
講
義
内
容
』
大
教
室
講
義
の
改
善

（
１
）
可
能
な
科
目
に
サ
ブ
・
テ
ー
マ
を
つ
け
、
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
く
学
べ
る
よ
う
に
し
、
自
主
的
学
習
を
し
や
す
く
す
る
。

（
２
）
将
来
、
教
員
増
員
の
な
か
で
開
講
科
目
数
の
拡
大
又
は
分
割
講
義
に
よ
っ
て
大
講
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②
外
国
語
教
育
の
改
善

本
学
で
は
外
国
語
教
育
の
目
的
と
し
て
、
（
イ
）
外
国
語
使
用
能
力
を
総
合
的
に
発
展
さ

せ
る
（
ロ
）
言
語
と
思
考
の
密
接
な
関
係
、
母
国
語
と
外
国
語
の
共
通
性
と
異
質
性
、
思

考
や
文
化
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
共
通
性
と
民
族
的
異
質
性
等
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
国
の
言
語
や
思
想
、
文
化
に
対
す
る
自
覚
を
高
め
る
（
ハ
）
学
問
の
基
礎
で
あ
る

厳
密
な
論
理
的
思
考
力
を
高
め
る
（
二
）
外
国
の
言
語
や
思
想
、
文
化
を
学
び
、
諸
国
民

と
の
連
帯
を
深
め
、
広
く
人
類
の
文
化
遺
産
を
正
し
く
継
承
し
て
い
く
、
を
掲
げ
て
き
た
。

こ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
、
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
授
業
方

法
等
の
改
善
、
専
任
率
の
向
上
、
ク
ラ
ス
定
員
の
適
正
化
な
ど
一
定
の
努
力
が
行
わ
れ
て
き

た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
上
の
目
的
を
二
部
外
国
語
教
育
に
お
い
て
達
成
す
る
に
は
、

な
お
、
二
部
固
有
の
困
難
な
条
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
⑩
二
部
学
生
の
大
半
が
勤
労
学
生
で

あ
り
、
き
び
し
い
勤
労
条
件
等
も
あ
っ
て
、
予
習
、
復
習
時
間
や
講
義
へ
の
出
席
に
か
な
り

制
約
を
受
け
て
い
る
点
と
、
②
基
礎
学
力
が
不
十
分
で
、
講
義
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
そ
の
た

め
、
学
習
意
欲
を
喪
失
す
る
学
生
が
比
較
的
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
②
に
対
し
て
は
、
ま

ず
入
学
後
、
基
礎
学
力
の
お
ち
こ
み
を
な
く
し
、
こ
れ
を
高
め
れ
ば
、
か
な
り
の
解
決
が
期

待
で
き
る
と
し
て
、
二
学
年
に
わ
た
る
四
コ
マ
の
通
常
ク
ラ
ス
の
授
業
を
立
体
的
に
編
成
し
、

ま
ず
一
Ⅲ
生
時
の
一
コ
マ
を
基
礎
学
力
の
充
実
に
置
く
こ
と
と
し
て
こ
れ
を
専
任
教
員
が
担

当
す
る
。
（
こ
れ
は
す
で
に
七
六
年
度
か
ら
各
学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
）

こ
の
場
合
の
基
礎
学
力
と
は
、
語
学
上
の
語
棄
・
文
法
・
読
解
力
・
表
現
力
等
の
基
礎
的

知
識
の
充
実
と
、
大
学
教
育
を
う
け
る
た
め
の
思
考
力
や
感
性
の
養
成
等
を
内
容
と
し
て
お

り
、
こ
の
基
礎
学
力
の
調
整
と
充
実
に
よ
り
、
学
生
の
意
欲
、
関
心
の
喚
起
を
期
待
し
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
上
記
の
四
目
的
の
実
現
の
方
向
で
、
第
二
、
三
、
四

の
各
コ
マ
に
つ
い
て
も
、
学
生
の
実
態
と
要
求
を
ふ
ま
え
な
が
ら
引
き
続
き
具
体
化
を
検
討

す
る
。ま

た
、
伽
に
関
し
て
は
、
教
員
が
二
満
時
制
の
条
件
を
生
か
し
て
、
一
層
き
め
こ
ま
か
な

か
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
今
後
の
一
般
教
育
改
革
の
た
め
の
全
学
的
体
制
に
つ
い
て
は
、
一
般

教
育
セ
ン
タ
ー
の
提
起
に
こ
た
え
て
努
力
す
る
。

③
保
健
体
育
教
育
の
改
善

（
１
）
保
健
体
育
教
育
は
、
七
五
年
一
二
月
に
「
保
健
体
育
教
育
の
総
括
と
展
望
」
と
題

す
る
改
革
案
を
提
示
し
、
本
学
に
お
け
る
保
健
体
育
教
育
の
到
達
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。

す
な
わ
ち
、
保
健
体
育
教
育
の
も
っ
と
も
深
刻
な
矛
盾
は
、
な
に
よ
り
も
体
育
実
技
に
集

中
的
に
現
わ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
改
善
・
充
実
の
た
め
に
は
単
な
る
便
宜
的
な
方
法
や
、

部
分
的
な
手
直
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
学
川
念
、
内
容
、
方
法
、
制
度
、
条
件
を
一
貫
性
の

あ
る
原
理
、
原
則
に
た
っ
て
、
ま
さ
に
「
現
代
化
、
総
合
化
、
共
同
化
」
に
む
け
て
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ば
「
大
学
に
お
け
る
保
健
体
育
教
育
と
は
何
か
」
と
い
う
「
体
育
学
論
」

に
帰
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
根
本
問
題
で
あ
る
が
、
国
民
的
要
求
と
課
題
の
現
代
化
の
視
点
に

立
つ
な
ら
ば
、
保
健
体
育
教
育
の
固
有
の
任
務
を
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
主
体
」
に
ふ
さ
わ
し

い
基
礎
学
力
の
養
成
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
主
体
」
の
形
成
に
は
、

単
に
運
動
技
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
（
イ
）
人
間
の
身
体
お
よ
び
身
体
運
動
の
法
則
性
の
認
識
、

指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
積
極
的
な
意
欲
や
自
主
的
な
学
習
と
相
ま
っ
て
、

問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
展
望
が
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
、
勤
務
の
都
合
等
に
よ
っ
て
、
受
講
者
の
う
ち
三
○
％
が
定
期
試
験
を
棄
権
す
る

と
い
う
現
実
か
ら
み
て
、
す
ぐ
に
再
履
修
者
数
が
激
減
す
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
は
望
め
な
い

の
で
、
二
講
時
制
に
む
け
て
の
再
履
修
者
ク
ラ
ス
の
あ
り
方
が
、
二
部
外
国
語
教
育
を
検
討

す
る
中
で
大
き
な
問
題
と
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。

仙
再
履
修
ク
ラ
ス
を
設
置
し
て
指
導
す
る
。
た
だ
し
、
②
再
履
修
者
を
出
席
不
良
に
よ

る
不
合
格
者
と
成
績
不
良
者
に
分
け
、
成
績
不
良
に
よ
る
再
履
修
者
に
は
、
各
学
部
に
お
い

て
個
別
指
導
し
、
一
年
計
画
の
指
導
と
テ
ス
ト
に
よ
る
評
価
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
。
⑧
他

学
部
受
講
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
側
英
会
話
、
英
作
文
等
の
科
目
に
よ
る
代
替
も
あ
り
う

プ
（
》
Ｏ

随
意
外
国
語
に
お
い
て
は
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
め
て
、
学
習
内
容
・
履
修
条
件

を
考
慮
し
つ
つ
、
回
生
配
当
に
よ
る
系
統
的
な
学
習
を
す
す
め
る
方
向
で
検
討
中
で
あ
る
。
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（
ハ
）
指
導
カ
ー
ド
の
利
用
な
ど
に
よ
る
学
生
実
態
の
正
確
な
把
握
に
よ
っ
て
、
個
々
の

学
生
に
み
あ
っ
た
き
め
こ
ま
か
な
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。

（
一
二
こ
れ
ら
と
か
か
わ
っ
て
、
再
履
修
者
の
大
幅
な
減
少
傾
向
が
す
で
に
み
ら
れ
て
き

プ
、
い
プ
ｏ
Ｏ

な
お
、
（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
学
生
実
態
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
実
施
の
方
向
で

検
討
を
す
す
め
て
い
る
。

（
２
）
次
に
こ
の
改
革
を
い
っ
そ
う
内
実
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
体
育
の
施

設
・
設
備
の
充
実
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
な
か
で
充

実
し
て
い
く
が
、
そ
の
場
合

（
イ
）
現
存
諸
施
設
・
設
備
の
有
効
利
用
の
た
め
の
改
修

（
ロ
）
第
二
体
育
館
の
建
設

（
ハ
）
氷
室
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

（
一
二
照
明
設
備
の
増
・
改
設
（
最
低
で
平
均
四
○
ル
ッ
ク
ス
が
必
要
）

な
ど
の
必
要
は
、
全
学
的
に
も
確
認
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
つ
い
て
は
早

急
に
検
討
・
策
定
す
る
。

（
ロ
）
運
動
技
術
の
認
識
と
習
熟
を
中
軸
に
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
特
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
の
基
礎
学
力
に
つ
い
て
は
“
①
運
動
技
術
の
撰
得
、
②
ス
ポ

ー
ツ
の
組
織
性
、
集
団
性
の
狸
得
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
性
、
社
会
性
の
認
識
を
学
習
す
る

こ
と
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
到
達
目
標
を
保
健
体
育
教
育
の
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
、
そ
れ

ら
へ
の
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
追
求
す
る
た
め
に
、
（
Ａ
）
三
群
三
種
目
半
期
認
定
制
、
（
Ｂ
）

時
間
砿
上
げ
方
式
お
よ
び
選
択
コ
ー
ス
の
廃
止
、
（
Ｃ
）
女
子
体
育
ク
ラ
ス
の
男
女
横
断
ク

ラ
ス
制
へ
の
移
行
、
を
主
要
な
課
題
と
し
て
内
容
の
改
善
を
推
進
し
て
き
た
。
と
く
に
、
体

育
実
技
で
は
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
を
七
六
年
度
か
ら
具
体
的
に
実
施
す
る
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
点
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
へ

（
イ
）
学
習
資
料
配
布
等
に
よ
る
学
習
内
容
・
学
習
計
画
の
明
確
化
が
は
か
ら
れ
て
き
て

い
る
。

（
ロ
）
学
習
記
録
等
に
よ
る
学
生
の
学
習
成
果
の
自
己
点
検
と
計
画
的
・
集
団
的
学
習
態

（
ロ
）
学
習
記
録
等
に
よ
る
学
生
の
学
習
成
果
の
自
己
点
検
と
計
画
的
息

Ⅱ

度
の
前
進
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
集
団
化
が
質
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

④
共
通
専
門
科
目

社
会
・
人
文
系
の
共
通
専
門
科
目
は
、
六
三
年
度
の
二
部
改
革
の
際
、
現
代
社
会
に
お
け

る
主
要
な
テ
ー
マ
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
①
日
常
の
労
働
と
生
活
の
中
で
、

学
部
の
ち
が
い
を
こ
え
て
勤
労
学
生
が
ひ
と
し
く
も
つ
で
あ
ろ
う
現
代
的
な
問
題
関
心
に
こ

た
え
、
か
つ
②
専
門
教
育
科
目
、
一
般
教
育
科
目
お
よ
び
小
集
団
教
育
系
列
の
科
目
の
全
体

的
連
関
を
指
し
示
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
学
生
が
総
合
的
な
学
習
を
つ
づ
け
て
い
く
視

野
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
役
割
を
も
つ
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
経

験
を
ふ
ま
え
て
一
九
七
五
年
度
に
抜
本
的
改
革
を
お
こ
な
い
、
先
の
二
つ
の
目
的
を
維
持
し

つ
つ
、
さ
ら
に
関
係
各
学
部
に
お
け
る
「
専
門
へ
の
導
入
と
な
る
基
礎
的
科
目
」
と
「
専
門

的
内
容
を
総
合
的
に
把
握
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
展
開
し
て
ゆ
く
機
縁
と
な
る
科
目
」
と
に
整

理
・
集
約
し
て
、
す
で
に
七
六
年
度
一
回
生
か
ら
改
訂
を
実
施
し
て
き
た
。
な
お
、
理
工
学

部
に
お
い
て
も
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
コ
ー
ス
間
に
ま
た
が
る
共
通
専

門
科
目
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
二
講
時
制
」
に
よ
る
こ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
に
よ
っ
て
受
講
条
件
の
改

善
を
は
か
る
。
さ
ら
に
改
訂
に
と
も
な
っ
て
新
た
に
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
る
問
題
（
例
え
ば
、

こ
れ
ら
の
課
題
の
克
服
な
ら
び
に
整
備
に
と
も
な
っ
て
現
在
広
小
路
学
舎
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
体
育
実
技
の
施
設
・
設
備
条
件
の
劣
悪
さ
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
正
課
体
育
ば
か
り
で
な
く
、
課
外
の
活
動
に
も
い
っ
そ
う
有
利
な
条
件
が
切
り
開
か

れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
こ
の
施
設
・
設
備
の
改
善
と
改
革
全
体
を
い
っ
そ
う
有
効
に
し
て
い
く
た
め
に
、

時
間
割
上
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
保
健
体
育
教
育
で
は
、
二
満
時
制
に
立
脚
し
な
が
ら
、

．
（
ィ
）
技
術
習
得
と
小
集
団
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
た
一
回
生
実
技
の
通
年
化
。

（
ｇ
学
生
の
理
解
度
に
合
わ
せ
た
講
義
の
二
回
生
後
期
配
当
と
講
義
内
容
の
改
善
。

を
す
す
め
る
が
、
こ
の
こ
と
は
三
群
三
種
目
半
期
認
定
制
に
お
け
る
集
団
的
な
学
習
成
果
を

継
続
的
に
蓄
禎
し
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
条
件
的
に
は
冬
期
厳
寒
時
の
中
で
の

実
技
時
間
が
半
減
さ
れ
、
技
術
得
得
の
う
え
で
も
大
き
な
改
善
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
二
溝
時
制
下
に
お
け
る
再
履
修
な
ど
の
休
暇
利
用
に
つ
い
て
は
、
全
学
的
討
議
と

あ
わ
せ
て
、
保
健
体
育
で
も
実
施
す
る
用
意
が
あ
る
。
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⑤
教
職
課
程

本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
の
理
念
は
、
将
来
教
職
に
た
ず
さ
わ
ろ
う
と
す
る
た
め
に
必
要

な
教
職
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
お
け
る
専

門
分
野
の
知
識
を
十
分
に
生
か
し
た
豊
か
な
教
育
実
践
を
な
し
う
る
教
員
の
養
成
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
部
教
学
に
お
い
て
も
こ
の
理
念
と
課
題
は
い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が
せ
に
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
二
識
時
制
の
提
唱
以
来
、
「
二
満
時

四
年
」
と
い
う
ワ
ク
内
で
、
こ
の
本
学
の
教
学
理
念
と
体
制
を
ふ
ま
え
つ
つ
教
職
課
程
を
い

か
に
保
障
し
て
ゆ
く
か
ｌ
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
免
許
取
得
の
保
障
と
、
い
ま
一
つ
は
教
職
科

目
の
二
識
時
制
時
間
削
内
開
講
の
問
題
を
中
心
に
各
機
関
と
も
協
議
を
重
ね
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
。

第
一
の
問
題
の
免
許
取
得
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
専
攻
す
る
学
問
分

野
に
か
か
わ
っ
た
一
教
科
の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
を
保
障
し
う
る
こ
と
。
（
学
部
に
よ
っ

て
は
、
二
教
科
以
上
の
課
程
が
あ
り
、
従
来
か
ら
学
生
の
単
位
取
得
に
よ
っ
て
は
、
二
教
科

の
教
員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
学
部
の

教
学
範
囲
が
、
二
教
科
以
上
の
課
程
を
も
つ
こ
と
の
で
き
る
学
部
の
領
域
の
問
題
を
示
す
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
専
攻
す
る
学
問
分
野

に
十
分
根
ざ
し
た
教
科
の
免
許
を
取
得
し
、
将
来
の
教
職
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
、
む
し

ろ
積
極
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
）

第
二
の
問
題
の
教
職
課
程
に
か
か
わ
る
諸
科
目
の
二
溝
時
制
時
間
剖
内
に
お
け
る
問
題
に

つ
い
て
も
、
現
在
ま
で
の
検
討
結
果
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
保
障
し
う
る
し
、
ま
た
そ
の
こ
と

が
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
総
合
し
て
組
ま
れ
て
い
る
教
職
課
程
の
意
義
か
ら
も
積
極
性
を
も

つ
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
卒
業
と
同
時
に
免
許
状
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

な
お
共
通
専
催
科
目
は
、
そ
の
性
格
上
↑
担
当
者
に
従
来
の
自
己
の
研
究
分
野
を
超
え

る
研
究
を
要
請
す
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
に
と
も
な
う
担
当
者
の
条
件
改
善
と
と
も
に
、
担

当
者
の
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ
、
教
科
研
究
を
一
層
推
進
す
る
。

法
・
文
の
三
回
生
と
経
・
経
営
の
一
回
生
が
同
一
識
義
を
開
く
こ
と
か
ら
お
こ
る
理
解
度
の

差
）
も
、
系
統
的
履
修
に
つ
い
て
の
指
導
と
先
の
よ
う
な
条
件
を
い
か
す
担
当
者
の
努
力
（
説

明
を
詳
し
く
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
と
る
等
）
に
よ
っ
て
克
服
を
は
か
る
。

（
１
）
二
部
教
学
に
お
け
る
二
識
時
制
へ
の
提
起
は
、
す
で
に
一
九
七
四
年
七
月
立
命
館

学
内
理
事
会
と
し
て
「
二
部
教
学
改
革
へ
の
提
起
’
二
部
三
溝
時
制
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

で
全
学
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
二
部
協
議
会
か
ら
も
「
二
部
教
学
の
新
し
い
発
展
の
た
め
に

’
二
跡
時
制
検
討
の
中
間
ま
と
め
」
二
九
七
五
・
二
、
同
「
二
部
教
学
の
新
し
い
創
造

を
め
ざ
し
て
」
等
に
よ
っ
て
再
三
全
学
的
に
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
今
日
で
は
そ
の
意

義
に
つ
い
て
全
学
の
合
意
が
と
ら
れ
て
き
た
。

二
部
教
学
に
お
け
る
こ
の
二
満
時
制
の
提
唱
の
意
義
は
、
今
日
の
二
部
教
学
を
と
り
ま
く

全
般
的
な
情
勢
と
、
と
り
わ
け
こ
こ
に
学
ぶ
二
部
勤
労
学
生
の
勉
学
・
生
活
実
態
の
な
か
で
、

真
に
勤
労
学
生
に
こ
た
え
る
二
部
教
学
を
い
か
に
守
り
つ
つ
、
し
か
も
そ
の
な
か
で
教
学
内

容
を
充
実
し
た
も
の
と
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
基
本
的
な
視
点
か
ら
、
す
で
に
一
九
六
八
年

二
部
教
学
改
革
総
括
か
ら
全
学
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
こ
の
二
識
時
制
の
提
唱
は
、
た
し
か
に
二
部
学
生
の
登
校
・
下
校
の
条
件
か
ら
み

て
、
午
後
五
時
三
○
分
か
ら
午
後
九
時
四
○
分
に
終
る
現
行
三
満
時
を
、
午
後
六
時
か
ら
九

時
一
○
分
に
終
る
二
講
時
に
あ
ら
た
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
た
だ
単
に

こ
の
よ
う
な
実
態
に
即
応
す
る
物
理
的
条
件
の
み
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
今
日
の
二
部

学
生
の
学
問
要
求
に
応
え
る
教
学
の
内
容
と
体
制
を
整
備
・
充
実
す
る
こ
と
に
最
大
の
目
的

を
も
っ
て
い
る
。

①
二
講
時
制
と
自
主
的
集
団
的
学
習
の
保
障

二
溝
時
制
の
領
極
的
意
義
の
第
一
は
、
二
講
時
に
お
い
て
行
わ
れ
る
各
授
業
の
充
実
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
行
一
講
時
八
○
分
授
業
が
九
○
分
授
業
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学

が
と
く
に
重
視
し
て
き
て
い
る
小
集
団
教
育
の
充
実
（
こ
の
こ
と
は
す
で
に
三
・
四
回
生
演

習
に
お
け
る
変
則
二
講
時
制
実
施
に
引
き
つ
づ
い
て
、
一
・
二
回
生
小
集
団
ク
ラ
ス
授
業
も

変
則
二
講
時
制
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
学
生
の
出
席
率
の
向
上
、
学
生
の
時
間
的

ゅ
と
り
が
そ
の
時
間
の
前
後
の
自
発
的
な
学
習
を
う
な
が
し
、
教
員
と
学
生
の
つ
な
が
り
が

も
の
に
と
っ
て
は
、
全
体
の
履
修
状
況
が
き
わ
め
て
窮
屈
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
十

分
な
計
画
性
を
も
っ
た
履
修
が
必
要
と
な
る
。

二
二
部
教
学
の
改
革
と
三
講
時
制
の
実
施
に
つ
い
て

－65－



資料690

い
っ
そ
う
緊
密
化
し
、
学
習
内
容
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
成
果
が
だ
さ

れ
て
き
て
い
る
。
）
を
は
じ
め
、
一
般
教
育
、
専
門
教
育
な
ど
の
講
義
に
つ
い
て
も
さ
き
に

の
べ
た
具
体
的
な
手
だ
て
を
加
え
な
が
ら
内
実
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
二
講
時
制
と
二
部
学
生
の
課
外
活
動
の
発
展

ま
た
大
学
教
育
に
と
っ
て
、
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
学
生
の
課
外
活
動
の
問
題

で
あ
る
。
大
学
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
編
成
さ
れ
て
い
る
教
科
の
学
習
だ

け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
学
習
を
通
じ
て
学
生
が
自
主
的
に
研
究
活
動
を
行
な
っ

た
り
、
ま
た
、
学
芸
・
体
育
の
諸
活
動
、
ク
ラ
ス
に
お
け
る
活
動
、
自
治
会
活
動
な
ど
多
面

的
な
課
外
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
間
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ

と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
現
行
三
講
時
下
に
お
け
る
二
部
学
生
の
課
外
活
動
の
困
難
な
条
件
を
二

講
時
に
よ
っ
て
大
き
く
き
り
ひ
ら
き
、
さ
ら
に
充
実
し
た
課
外
活
動
が
発
展
す
る
こ
と
を
期

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
二
部
学
生
の
厚
生
・
生
活
上
の
諸

条
件
に
つ
い
て
も
改
善
さ
れ
る
条
件
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
二
溝
時
制
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
義
か
ら
、
今
日
の
二
部
教
学
改
善
の
大
き
な
条

件
と
内
容
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
二
講
時
に
よ
る
授
業
枠
の
縮

小
か
ら
、
学
生
の
科
目
選
択
幅
の
狭
隔
、
教
職
科
目
受
講
な
ど
い
く
つ
か
の
危
倶
が
だ
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
二
講
時
制
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
さ
ら

に
全
学
の
十
分
な
討
議
と
検
討
に
よ
っ
て
よ
り
内
容
的
に
整
理
を
行
っ
て
ゆ
く
が
、
学
生
の

勉
学
、
生
活
実
態
を
ふ
ま
え
て
現
在
全
学
的
に
討
議
を
行
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
ぉ

．
／
、

Ｏ

①
変
則
三
講
時

二
講
時
制
下
に
お
い
て
も
、
勤
労
学
生
の
条
件
を
加
味
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
土
曜
日
を
有

効
に
活
用
し
て
、
変
則
三
講
時
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
個
々
の
学

生
に
よ
っ
て
条
件
が
ち
が
う
こ
と
も
あ
り
、
画
一
的
な
も
の
と
し
て
お
く
こ
と
は
問
題
が
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
く
も
の
の
対
象
が
特
定
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
一
定
の

緩
和
と
な
ろ
う
。

②
休
暇
利
用

（
１
）
二
部
協
議
会

①
二
部
二
講
時
制
の
完
全
実
施
や
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
・
民
主
的
実
現
を
な
し
と
げ
て
、

新
し
い
二
部
教
学
を
創
造
す
る
と
い
う
諸
課
題
を
具
体
的
に
推
進
し
て
ゆ
く
責
任
は
、
基
本

的
に
は
理
事
会
、
大
学
協
議
会
、
各
学
部
教
授
会
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ

の
主
体
的
な
責
任
は
二
部
協
議
会
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
学
が
二
部
教
学
を
真
に
「
勤

労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
理
念
に
も
と
ず
い
て
二
部
教
学
の
現
実
と
課
題
に
即
し

て
実
体
化
し
、
そ
れ
を
常
に
全
学
の
教
学
課
題
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
け
て
各
機
関
に
提
起

を
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
そ
の
主
体
と
な
る
べ
き
二
部
協
議
会
が
し
っ
か

り
と
確
立
し
、
体
制
が
整
備
・
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
二
部
協
議
会
に
は
、
現
在
、
二
部
三
役
（
委
員
長
、
主
事
、
学
生
主
事
）
と
調
査
委

員
長
と
事
務
長
で
構
成
す
る
「
四
役
会
議
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
教
務
主
任
会
議
、
学
生
委

員
会
議
、
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
他
に
学
部
教
学
の
特
徴
か
ら
文
学

二
講
時
ゞ
制
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
部
学
生
に
と
っ
て
の
夏
期
や
春
期
の
休
暇
中
に
お
け
る
学

習
活
動
は
勤
労
と
学
習
と
い
う
二
部
学
生
の
通
常
の
条
件
か
ら
み
れ
ば
、
と
く
に
積
極
的
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
二
部
学
生
の
要
求
の
な
か
に
も
「
図
書
館
の
休
暇
中
開
館
」
や
休
暇

中
に
お
け
る
教
室
貸
出
し
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
点
で
の
自
主
的
な
活
動
が
す
で
に
で
て
き
て

い
↓
今
○

二
講
時
制
下
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
の
利
用
を
積
極
的
に
と
ら
え
、
課
外
に
お
け
る
講
座

な
ど
の
ほ
か
に
こ
の
期
間
に
お
け
る
た
と
え
ば
、
特
殊
講
義
の
集
中
開
講
な
ど
単
位
取
得
も

な
し
う
る
科
目
の
開
講
を
教
職
員
の
条
件
を
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
る
。

③
追
・
再
試
験
制
度

本
学
に
お
い
て
は
、
現
在
卒
業
回
生
の
み
再
試
験
制
度
が
あ
る
が
、
追
試
験
制
度
は
制
度

と
し
て
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
溝
時
制
下
の
も
と
で
の
枠
の
縮
小
、
選
択
幅
の
狭
陰

に
加
え
て
二
部
学
生
の
も
つ
独
自
の
実
態
（
例
え
ば
、
出
張
、
勤
務
な
ど
に
よ
り
客
観
的
に

受
験
不
可
能
と
な
る
な
ど
）
を
ふ
ま
え
て
再
試
験
制
度
の
拡
大
（
た
と
え
ば
三
科
目
一
二
単

位
ま
で
）
や
、
一
定
の
基
準
を
も
っ
た
追
試
験
制
度
の
問
題
を
も
検
討
す
る
。

一
三
二
部
責
任
体
制
の
整
備
と
強
化
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部
“
理
工
学
部
に
お
い
て
専
念
教
員
を
加
え
た
系
列
会
議
》
教
室
会
議
か
お
か
れ
て
い
る
一
』

③
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
も
と
ず
い
て
固
有
の
機
能
を
果

す
た
め
に
は
、
ま
ず
、
二
部
協
議
会
内
部
で
、
そ
れ
ら
の
諸
機
関
が
有
効
適
切
に
働
い
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
時
に
、
二
部
協
議
会
は
問
題
を
主
体
的

に
提
起
し
、
各
学
部
教
授
会
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
学
内
諸
機
関
へ
反
映
・
展
開
し
て
ゆ
く

と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
討
議
を
十
分
に
受
け
と
め
る
積
極
的
努
力
が
絶
え
ず
続
け
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
理
事
会
に
お
け
る
委
員
長
、
教
対
会
議
に
お
け
る
主
事
、
調

査
委
員
長
、
学
部
教
授
会
に
お
け
る
教
務
主
任
、
二
部
協
議
員
、
部
課
長
会
議
に
お
け
る
二

部
事
務
長
な
ど
の
果
す
べ
き
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
新
し
い
二
部
教
学

の
創
造
の
た
め
に
は
、
二
部
協
議
会
が
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
そ
の
課
題
の
多
様
性
と
重
要
性
か
ら
み
て
、
と
く
に
全
学
の
力
を
結
集

す
る
必
要
が
あ
る
。

④
①
～
③
ま
で
の
責
任
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
三
八
年
度
二
部
改
革
の
基
本

方
向
に
そ
っ
て
二
部
協
議
員
を
選
出
し
、
教
学
改
善
の
た
め
の
教
科
研
究
を
進
め
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
拠
点
下
の
現
状
の
も
と
で
、
学
生
の
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
教
学
要
求
に
応

え
る
に
は
種
々
の
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
困
難
を
克
服
し
て
ゆ
く
条
件
お
よ
び
体
制
上

の
改
善
に
つ
い
て
は
全
学
を
あ
げ
て
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑤
な
お
、
二
部
協
議
会
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
二
部
事
務
室
や

関
連
部
課
と
の
連
絡
が
日
常
的
に
密
接
に
な
さ
れ
、
必
要
資
料
の
提
出
や
問
題
提
起
も
＋
‐
分

に
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
。

（
２
）
事
務
体
制

日
常
的
に
二
部
学
生
と
も
っ
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
二
部
事
務
室
に
つ
い
て
は
、

窓
口
を
中
心
と
し
た
開
か
れ
た
事
務
室
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
常

に
機
敏
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
維
持
し
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
生
起
す
る
学
生
実
態
を
的
確
に

つ
か
み
、
そ
れ
を
政
策
化
し
て
二
部
協
議
会
へ
提
起
す
る
と
い
う
と
り
く
み
を
強
め
て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
も
事
務
室
全
体
の
力
量
の
強
化
、
継
承
性
の
確
保
が
必

要
で
、
現
行
の
「
三
年
以
上
四
年
以
内
」
と
な
っ
て
い
る
職
員
の
勤
務
年
限
の
実
質
運
用
や

衣
笠
一
拠
点
の
た
め
の
長
期
計
画
を
さ
き
に
理
事
会
が
全
学
に
提
起
し
、
七
五
年
全
学
協

議
会
に
お
い
て
、
七
○
年
代
後
半
に
お
け
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
展
望
を
ふ
く
め
て
早
期

に
か
つ
民
主
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

と
く
に
、
二
部
教
学
に
と
っ
て
の
衣
笠
一
拠
点
は
、
三
八
年
二
部
改
革
以
来
、
二
部
教
学

の
発
展
を
期
し
た
全
学
の
努
力
が
傾
注
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
つ
に
は
、
本
学
の

二
拠
点
分
断
の
弊
害
を
大
き
く
う
け
、
二
部
体
制
の
不
十
分
、
学
部
教
学
の
分
断
化
、
施
設

・
条
件
の
劣
悪
化
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
二
部
教
学
の
発
展
・
充
実
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
を

抜
本
的
に
と
り
の
ぞ
く
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
学
の
衣
笠
一
拠
点
長
期
計
画
の
な
か
で
、
と
く
に
二
部
教
学

の
一
拠
点
化
を
重
視
し
、
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
二
部
教
学
に
と
っ
て
の
衣
笠
一

拠
点
の
基
本
課
題
は
、
施
設
・
設
備
、
条
件
を
集
中
し
、
二
部
学
生
の
勉
学
・
生
活
条
件
を

整
え
る
と
と
も
に
、
な
に
よ
り
も
、
総
合
大
学
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
活
用
し
、
勤
労
学

生
が
大
学
教
育
に
求
め
る
教
学
内
容
の
充
実
と
発
展
を
期
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
講
時
制
の
完
全
実
施
は
た
し
か
に
大
き
な
時
間
的
ゆ
と
り
を
与
え
、
夜
間
三
’
四
時
間

｜
…
四
年
間
勤
務
」
の
検
討
も
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

二
部
事
務
室
以
外
の
二
部
関
連
諸
部
課
の
う
ち
、
学
生
の
勉
学
、
生
活
、
厚
生
や
課
外
活

動
と
最
も
関
係
の
深
い
体
育
課
、
学
生
課
、
厚
生
課
に
つ
い
て
の
窓
口
開
設
時
間
は
い
ず
れ

も
二
部
事
務
室
と
同
様
（
九
時
三
○
分
）
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、
と
く
に
学
生
、

厚
生
両
課
に
つ
い
て
は
、
夜
間
の
責
任
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
二
部
独
自
の
体
制
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
二
部
学
生
の
実
態
に
応
じ
、
衣
笠
に
お

け
る
日
常
の
開
館
時
間
や
休
暇
中
の
開
館
時
間
、
さ
ら
に
学
生
諸
君
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
日
曜
開
館
の
全
面
的
な
実
施
の
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
よ
る
学
生
の
日
常
的
な
健
康
管
理
の
確
保
、
就

職
課
に
お
け
る
二
部
学
生
の
就
職
活
動
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
夜
間
に
お
け
る
学
舎
管
理
の

改
善
な
ど
二
部
学
生
に
直
接
関
係
す
る
事
務
機
構
全
般
に
つ
い
て
、
責
任
体
制
の
強
化
に
つ

と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、
衣
笠
一
拠
点
の
民
主
的
実
現
と
二
部
全
学
部
の
移
転
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に
集
約
さ
れ
る
二
部
学
生
の
学
園
生
活
に
と
っ
て
は
↑
学
習
の
面
だ
け
で
な
く
書
自
主
的
な

課
外
活
動
の
面
で
も
、
厚
生
の
面
で
も
、
種
極
的
な
効
果
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

う
は
言
っ
て
も
、
も
し
も
施
設
条
件
の
改
善
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
効
果
も
半
減
し

て
し
ま
う
。
本
学
は
長
年
に
わ
た
っ
て
広
小
路
と
衣
笠
の
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
わ
か
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
教
学
上
の
分
断
現
象
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
の
上
に
い
ろ
い
ろ
な
不
便

と
無
駄
が
あ
り
、
す
で
に
過
去
何
年
に
も
わ
た
っ
て
、
広
く
て
環
境
の
良
い
衣
笠
へ
全
学
を

移
転
す
る
方
向
で
努
力
し
て
き
た
。
一
九
七
五
年
度
に
提
起
さ
れ
た
二
年
先
の
二
部
全
学
部

同
時
移
転
計
画
は
、
二
流
時
制
の
長
所
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
物
質
的
な
保
障
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
施
設
条
件
の
改
善
と
い
う
点
で
は
、
二
部
教
学
の
充
実
と
い
う

教
学
面
か
ら
の
機
能
お
よ
び
二
部
学
生
の
勉
学
、
生
活
条
件
や
活
動
上
の
機
能
、
責
任
体
制

の
機
能
を
総
合
し
て
、
そ
の
条
件
と
な
る
諸
施
設
を
機
能
的
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
責
任
機
関
と
し
て
の
二
部
協
議
会
に
必
要
な
施
設
、
二
部
事
務
室
、
図
書
館
、
診

療
所
や
生
協
食
堂
な
ど
の
厚
生
諸
施
設
、
学
友
会
、
自
治
会
、
学
会
学
生
委
員
会
、
女
子
学

生
会
、
学
生
共
同
研
究
室
、
学
生
セ
ン
タ
ー
，
談
話
室
な
ど
の
学
生
諸
施
設
を
、
二
部
学
生

が
最
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
場
所
の
確
保
と
諸
施
設
の
配
置
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
夜
間
の
学
園
生
活
お
よ
び
課
外
活
動
を
快
適
に
す
る
た
め
、
照
明
施
設
に
つ
い
て
も
十

分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
諸
施
設
の
な
か
で
、
可
能
な
か
ぎ
り

の
施
設
を
総
合
的
に
配
置
す
る
「
二
部
基
本
施
設
」
の
椛
想
を
総
合
大
学
の
教
学
上
の
利
点

を
考
慮
し
な
が
ら
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
な
か
で
こ
れ
に
引
き
つ
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
学
園
の
環
境
整
備
に
加
え
て
、
小
集
団
教
育
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス
づ
く
り

の
た
め
の
施
設
利
用
や
運
営
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
学
生
の
自
主
的
・

集
団
的
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ま
た
学
生
の
自
主
活
動
を
育
て
る
う
え
で
も
、
ク
ラ

ス
授
業
の
た
め
の
教
室
使
用
の
固
定
化
が
大
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
部
学
生
に
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
図
書
館
の
設
備
条
件
、
運
営
の
改
善
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
努
力
は
、
現
在
の
広
小
路
と
衣
笠
の
二
拠
点
の
も
と
で
も
で
き
る
限
り

つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
は
、
施
設
面
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
も
、
こ
れ

つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
は
、
施
設
面
だ
け
を
と
り
あ
西

ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
改
善
の
条
件
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
八
月
に
着
工
さ
れ
た
新
文
学
部
棟
の
建
設
お
よ
び
修
学
館
増
築
の
完
工
に
よ

っ
て
、
一
九
七
七
年
度
中
に
二
部
法
学
部
・
経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
文
学
部
が
衣
笠
に
移

転
す
る
ゴ
ー
二
部
の
五
学
部
が
衣
笠
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
な
れ
ば
重
総
合
大
学
と
し
て
の
力
量

を
発
揮
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
し
い
環
境
、
施
設
条
件
に
よ
っ
て
、

学
園
生
活
に
は
新
し
い
展
望
が
ひ
ら
け
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
拠
点

が
完
了
す
る
ま
で
は
、
二
部
全
学
部
の
利
用
す
る
過
渡
的
な
施
設
と
、
と
く
に
二
部
学
生
の

課
外
活
動
を
保
障
す
る
学
生
会
館
の
増
設
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に
「
学
園
通

信
」
に
お
い
て
提
示
し
て
い
る
。

な
お
、
そ
れ
ま
で
は
、
新
た
に
一
・
二
部
法
学
部
間
の
分
離
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、

広
小
路
で
の
法
学
部
の
経
験
と
そ
の
到
達
点
を
ひ
き
つ
づ
き
衣
笠
に
お
い
て
維
持
す
る
努
力

を
は
ら
う
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
っ
た
一
・
二
部
分
断
現
象
の
克
服
を
め
ざ
す
経
済
・
経

営
学
部
の
新
し
い
と
り
く
み
の
な
か
に
こ
れ
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
渡
期
に

お
い
て
も
、
一
・
二
部
全
学
部
を
含
む
総
合
大
学
の
中
で
の
よ
り
充
実
し
た
二
部
教
学
の
創

造
に
全
学
を
あ
げ
て
努
，
刀
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－6 8 －



資料6雛

六
九
一
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
を
う
げ
て
〔
衣
笠
一
拠
点
の
早
期

実
現
を
め
ざ
す
全
体
計
画
に
つ
い
て
〕
☆

長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
を
う
催
て

五
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
は
一
二
月
九
日
「
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
全
体

計
画
」
を
答
申
さ
れ
た
。
学
内
理
事
会
は
、
こ
の
間
精
力
的
に
討
議
を
重
ね
ら
れ
答
申
を
寄

せ
ら
れ
た
長
計
委
員
会
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

答
申
の
冒
頭
に
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
二
年
度
中
に
文
学
部
及
び
二
部
全
学
部

の
移
転
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
衣
笠
一
拠
点
化
は
大
詰
め
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
法

学
部
の
一
、
二
部
分
断
、
一
部
法
学
部
だ
け
が
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
存
す
る
と
い
う
形

で
の
、
こ
れ
ま
で
と
ち
が
っ
た
二
拠
点
状
況
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
学

上
、
財
政
上
早
期
一
拠
点
化
を
要
請
す
る
事
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
学
部
及
び
二
部
全

学
部
の
移
転
後
に
は
、
一
部
法
学
部
を
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に
移
転
さ
せ
、
一
拠
点
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
、
衣
笠
一
拠
点
化
問
題
の
当
面
す
る
も
っ
と
も
中
心
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。

学
内
理
事
会
は
こ
の
観
点
に
た
っ
て
長
期
計
画
委
員
会
答
申
を
、
財
政
問
題
も
ふ
く
め
て
、

慎
重
に
検
討
し
た
。
学
内
理
事
会
は
答
申
の
内
容
を
基
本
的
に
了
と
す
る
が
「
二
部
教
学
基

本
施
設
」
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
新
棟
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
根
拠
か
ら

法
学
部
移
転
後
の
第
三
次
長
計
の
な
か
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑪
法
学
部
の
移
転
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
文
学
部
棟
・
修
学
館
増
築
に
ひ

き
つ
づ
い
て
建
設
す
る
こ
と
が
き
め
ら
れ
て
い
る
学
生
会
館
第
二
期
工
事
は
も
ち
ろ
ん
、

少
な
く
と
も
本
部
棟
、
法
学
部
棟
、
第
二
体
育
館
等
の
建
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
に
示
し
た
財
政
説
明
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
本
学
の
財
政
力
量
か

ら
す
れ
ば
、
法
学
部
移
転
の
時
期
は
、
も
っ
と
も
早
く
し
て
も
昭
和
五
六
年
四
月
か
ら

衣
笠
学
舎
で
開
講
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
と
て
も
、
す
で
に
各
年

度
の
年
間
運
用
可
能
財
政
規
模
を
こ
え
た
建
設
と
な
り
、
財
政
計
画
上
、
資
産
売
却
な

ど
不
確
定
要
因
が
入
っ
て
い
る
の
で
確
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
学
部
移
転
ま

〔
一
九
七
六
（
昭
五
一
）
・
一
二
・
一
○
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会
〕

(4) ｲq､．‘
、J1 (2：

で
に
晶
小
限
必
要
な
建
物
以
外
に
新
棟
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
拠
点
早
期
実
現

の
時
期
を
お
く
ら
せ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

答
申
で
は
へ
修
学
館
内
の
暫
定
施
設
を
内
容
と
す
る
二
部
基
本
施
設
を
一
つ
の
建
物

に
集
中
す
る
こ
と
を
新
棟
建
設
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
部
学
生
共
同
研
究

室
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
二
部
全
学
部
移
転
後
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
確
定
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
学
部
学
生
共
同
研
究
室
の
あ
り
方
と
し
て
、

各
学
部
一
・
二
部
共
用
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
二
部
基
本

施
設
は
一
定
の
増
改
築
を
ほ
ど
こ
し
て
現
三
号
館
に
ほ
ぼ
収
容
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
暫
定
施
設
の
よ
う
に
二
部
法
・
経
・
営
三
学
部
学
生
共
研
を
ま
と
め
る
方
が
二

部
教
学
を
前
進
さ
せ
る
う
え
で
の
ぞ
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
棟
建
設
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
三
号
館
と
学
而
館
の
一
階
（
学
生
部
跡
）
を
ふ
く

め
て
暫
定
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
施
設
を
配
置
で
き
る
。

答
申
で
は
衣
笠
に
お
け
る
教
室
不
足
も
新
棟
建
設
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、

教
室
不
足
問
題
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。

１
．
文
学
部
と
二
部
全
学
部
移
転
後
、
法
学
部
が
移
転
す
る
ま
で
の
期
間
の
教
室
不

足
に
つ
い
て
は
、
現
有
施
設
の
な
か
で
最
小
限
準
備
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
教
室
問
題
は
、
有
機
的
利
用
を
検
討
し
な
が
ら
、
法
学
部
棟
に
収

容
す
る
計
画
を
た
て
る
。

２
．
な
お
、
一
拠
点
実
現
時
の
教
室
問
題
の
前
提
と
し
て
、
一
部
六
学
部
の
総
合
大

学
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
問
題
や
学
生
定
員
問
題
な
ど
具
体
的
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
二
部
二
講
時
制
の
具
体
化
の
う
え
に

た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
検
討
を
少
な
く
と
も
法
棟
建
設
の
具
体
化
ま
で
に

は
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
法
棟
建
設
以
前
に
新
棟
建
設
は
考
え
な
い
。

な
お
、
つ
け
く
わ
え
れ
ば
、
答
申
で
考
え
ら
れ
て
い
る
新
棟
は
二
部
基
本
施
設
と
若

干
の
教
室
と
で
六
○
○
坪
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
ひ
き
か
え
に
、
現
三
号
館

三
五
○
坪
を
と
り
こ
わ
す
こ
と
に
な
る
の
で
差
引
き
二
五
○
坪
の
増
に
し
か
な
ら
な
い
。

法
学
部
移
転
に
よ
っ
て
一
拠
点
が
実
現
し
て
も
な
お
の
こ
さ
れ
る
問
題
は
多
い
。
周
辺

の
建
物
と
の
関
連
に
お
け
る
新
棟
立
地
問
題
も
ふ
く
め
て
、
第
三
次
計
画
と
し
て
相
当
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昭
和
五
一
年
一
二
月
九
日

総
長
細
野
武
男
殿

立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

■
■
Ｇ
Ｕ
■
●
●
■
●
■
■
●
■
■
●
■
●
。
①
●
■
■
□
■
■
■
④
町
ｃ
ｃ
ｅ
●
■
申
■
Ｇ
■
■
■
■
？
ゆ
ゅ
■
■
■
●
■
■
■
Ｇ
■
④
●
●
申
由
●
■
■
■
■
■
■
Ｇ
●
■
巳
■
？
●
■
●
●
■
■
Ｇ
■
●
●
。
②
●
■
。
●
Ｇ
Ｂ
■
。
●
■
■
●
■
●
■
。
？
■
申
①
■
凸
■

Ｉ
｜
拠
点
早
期
実
現
の
現
時
点
で
の
意
味

文
学
部
棟
お
よ
び
修
学
館
増
築
が
着
工
さ
れ
、
昭
和
五
二
年
度
中
に
文
学
部
お
よ
び

二
部
全
学
部
移
転
が
完
了
す
れ
ば
、
一
拠
点
実
現
へ
の
大
き
な
段
階
を
画
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
た
に
生
じ
る
法
学
部
一
、
二
部
の
分
断
を
速
か
に
回
復
し
、
一

部
六
学
部
、
二
部
五
学
部
が
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
し
い
教
育
・
研
究
を
展
開
す
る
た

め
、
法
学
部
の
ひ
き
つ
づ
く
早
期
移
転
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め

の
本
部
棟
そ
の
他
諸
施
設
の
建
設
整
備
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は

財
政
計
画
と
そ
の
実
施
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
理
事
会
の
討
議

と
各
学
部
、
部
課
、
学
内
各
パ
ー
ト
と
の
充
分
な
検
討
を
重
ね
て
、
現
実
性
を
も
っ
た

実
施
計
画
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

上
記
、
一
拠
点
実
現
は
衣
笠
で
の
新
た
な
発
展
の
た
め
の
第
三
次
計
画
樹
立
の
基
礎

を
つ
〃
↓
今
坐
も
の
，
と
方
言
勺
０

規
模
の
本
格
的
な
建
物
を
検
討
す
る
の
が
至
当
と
考
え
る
。

昭
和
五
一
年
一
二
月
一
○
日

衣
笠
一
拠
点
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
全
体
計
画
に
（
峯
一
い
て

長
期
計
画
委
員
会
委
員
長
奥
田
修
三

Ⅲ
学
部
教
学
基
本
施
設
に
つ
い
て

１
．
的
童
子
は
垂
』
い
み
也
曾
唾
こ
う
八
て

本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
討
議
経
過

五
○
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
回
ま
と
め
一
昭
五
了
四
七
一
１
１
文
学

部
棟
の
具
体
化
２
．
修
学
館
増
築
の
具
体
化
３
．
文
学
部
及
び
二
部
移
転
の
た
め

の
暫
定
条
件
の
整
備
ｌ
を
ひ
き
つ
ぎ
、
残
さ
れ
た
課
題
検
討
と
全
体
計
画
の
明
確
化

を
本
年
度
の
課
題
と
し
た
。

、
検
討
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
理
事
会
と
連
繋
し
つ
つ
、
中
間
ま
と
め
を
全
学
討

議
に
付
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
さ
ら
に
検
討
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。

昭
五
一
・
六
・
一
九
第
二
（
研
究
体
制
）
小
委
員
会
「
一
拠
点
完
成
時
に
お
け
る

修
学
館
を
中
心
と
し
た
研
究
体
制
Ｉ
社
会
科
学
系
四
学
部
の
場
合
ｌ
」
異
同
研

究
室
の
あ
り
方
、
修
学
館
内
の
施
設
配
置
）
・

昭
五
一
・
七
・
五
第
一
（
教
学
基
本
施
設
）
小
委
員
会
．
拠
点
完
成
時
に
お
け

る
学
生
共
同
研
究
室
及
び
小
集
団
ク
ラ
ス
固
定
教
室
制
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
」
二
、

二
部
共
同
利
用
に
よ
る
学
生
共
研
の
充
実
方
法
、
社
会
科
学
系
四
学
部
の
固
定
教
室
制
）
・

・
九
月
二
九
日
に
文
学
部
及
び
二
部
移
転
後
の
教
室
使
用
状
況
及
び
学
生
課
外
活
動
の

施
設
状
況
の
検
討
の
結
果
、
「
学
生
会
館
第
二
期
工
事
早
期
着
工
に
つ
い
て
」
の
答
申

を
お
こ
な
っ
た
。

、
九
月
～
一
○
月
の
間
全
体
計
画
確
定
の
討
議
を
重
ね
た
が
、
そ
の
討
議
の
カ
ナ
メ
は

二
部
教
学
基
本
施
設
を
ど
こ
に
整
備
す
る
か
で
あ
っ
た
が
、
二
部
協
議
会
の
二
部
教
学

改
善
の
た
め
の
文
書
と
の
関
係
で
検
討
が
お
く
れ
、
一
：
一
月
四
日
付
「
衣
笠
一
拠
点
総

合
計
画
に
お
け
る
学
部
教
学
基
本
施
設
に
つ
い
て
」
を
検
討
し
、
更
に
そ
の
後
の
討
議

で
、
一
拠
点
時
に
お
け
る
全
体
計
画
に
つ
い
て
長
期
計
画
委
員
会
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
提

起
す
る
。

．
な
お
、
財
政
計
画
の
討
議
を
す
す
め
、
以
下
の
諸
施
設
の
年
次
計
画
を
今
後
確
立
す

プ
（
弓
０

(a)

教
学
基
本
施
設
に
つ
い
て

衣
笠
一
拠
点
総
合
計
画
に
お
け
る
学
部
教
学
基
本
施
設
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

四
七
年
長
計
委
答
申
に
よ
る
提
起
を
「
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
充
実
」
の
視
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点
力
ら
．
さ
ら
に
整
理
し
て
具
体
的
施
設
を
策
定
し
た
曇

仙
固
定
教
室
制
に
つ
い
て
は
、
社
会
科
学
系
四
学
部
で
は
、
小
集
団
授
業
（
一
回
生

の
場
合
、
語
学
四
コ
マ
、
プ
ロ
ゼ
ミ
ー
ゴ
マ
、
サ
ブ
ゼ
ミ
ー
コ
マ
ー
ニ
回
生
の
場
合
、

語
学
三
コ
マ
、
講
読
一
コ
マ
、
サ
ブ
ゼ
ミ
ー
コ
マ
ー
三
～
四
回
生
ゼ
ミ
と
サ
ブ
ゼ
ミ

の
二
コ
ｚ
を
同
一
教
室
で
行
う
条
件
を
つ
く
る
こ
と
と
し
、
こ
の
教
室
の
備
品
等

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
文
学
部
及
び
理
工
学
部
の
場
合

は
今
後
検
討
す
る
。

仰
学
生
共
同
研
究
室
は
学
部
に
よ
り
そ
の
位
置
づ
け
と
実
態
が
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
一
定
の
充
実
を
は
か
る
（
討
議
室
の
拡
張
、
図
書
資
料
の
充
実
な
ど
）
・
二
部

の
学
生
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
一
、
二
部
共
用
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
舎
内

に
配
置
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
が
、
学
部
に
よ
る
実
態
と
位
置
づ
け
の
ち
が
い
が

あ
る
の
で
、
二
部
移
転
後
の
実
態
を
検
討
し
て
結
論
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

２
．
法
・
産
社
棟
に
つ
い
て

㈲
昭
和
四
八
年
六
月
の
第
一
次
長
期
計
画
委
員
会
答
申
で
一
拠
点
時
の
学
部
教
学
基

本
施
設
配
置
に
関
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
ー
以
学
・
志
学
館
中
心
ｌ

経
済
・
経
営
学
部
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
ー
グ
ラ
ン
ド
西
ｌ
法
産
社
棟
ｌ
法
・
産
社
学
部
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
西
部
１
文
・
理
工
学
部
）
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
の
各

年
度
長
期
計
画
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
本
年
度
理
工
新
館
の
完
成
、
文
学

部
棟
着
工
に
よ
る
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
整
備
の
う
え
に
た
ち
、
さ
ら
に
二
部
教
学
基
本
施
設

の
配
置
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
Ｂ
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
の
検
討
を
行
っ
た
。

㈲
二
部
教
学
基
本
施
設
に
関
し
て
、
二
講
時
制
時
間
割
案
の
作
成
に
よ
り
、
二
部
の

小
集
団
授
業
は
学
而
館
に
集
中
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
し
、
一
、
二
部
教
学
の
結
び
つ
き
を
つ
よ
め
る
方
向
で
の
学
生
共
同
研
究
室

の
一
、
二
部
共
用
の
考
え
方
が
出
さ
れ
て
き
て
、
従
来
の
学
而
館
を
二
部
教
学
基
本

施
設
と
す
る
構
想
を
再
検
討
し
た
。

何
法
・
産
社
棟
案
で
は
、
学
而
館
は
昼
間
は
文
学
部
及
び
理
工
学
部
が
主
と
し
て
使

用
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
七
号
館
新
設
、
文
学
部
棟
建
設
の
現
段
階
で
、
衣
笠
各

学
舎
に
お
け
る
教
室
使
用
状
況
の
検
討
の
結
果
、
一
部
に
つ
い
て
は
中
教
室
若
干
（
四

～
五
室
）
の
不
足
を
み
る
が
、
学
而
館
の
文
学
部
・
理
工
学
部
に
よ
る
全
面
使
用
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

㈹
法
・
産
社
棟
は
中
央
グ
ラ
ン
ド
西
側
に
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
立
地
条
件
（
五

号
館
の
移
転
必
要
）
、
グ
ラ
ン
ド
の
削
減
、
建
物
規
模
の
巨
大
性
か
ら
み
て
、
必
ず

し
も
適
当
で
な
い
。

㈲
一
拠
点
を
早
期
に
実
現
す
る
五
一
年
以
降
の
具
体
的
な
財
政
計
画
と
そ
の
実
施
よ

り
み
て
、
法
産
社
棟
の
建
設
は
財
政
力
量
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。

㈹
将
来
の
学
部
学
生
定
員
削
減
問
題
と
の
関
連
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

３
．
学
部
教
学
基
本
施
設
に
つ
い
て
の
新
し
い
提
案

上
記
の
検
討
か
ら
衣
笠
に
お
け
る
学
部
教
学
基
本
施
設
の
全
体
配
置
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
提
案
す
る
。

㈲
二
部
教
学
基
本
施
設
は
、
文
学
部
棟
、
学
而
館
及
び
理
工
棟
に
近
接
し
て
集
中
的

に
配
置
す
る
た
め
、
現
三
号
館
付
近
の
位
置
に
若
干
の
教
室
を
含
め
た
新
棟
を
建
設

し
、
二
部
行
政
・
学
生
・
自
治
施
設
を
収
容
し
、
施
設
の
改
善
を
は
か
る
。

㈲
法
学
部
教
学
基
本
施
設
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
西
側
に
新
棟
（
法
棟
）
を
建
設
す
る
。

何
産
業
社
会
学
部
教
学
基
本
施
設
は
学
而
館
を
中
心
と
し
て
、
施
設
の
改
善
を
は
か

プ
包
○

㈹
経
済
・
経
営
学
部
教
学
基
本
施
設
は
以
学
・
志
学
館
を
中
心
と
し
た
現
施
設
を
基

本
と
し
て
、
そ
の
改
善
・
整
備
等
は
法
学
部
移
転
後
の
計
画
（
第
三
次
計
画
）
の
な

か
で
立
て
て
い
く
。

㈲
文
学
部
教
学
基
本
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
棟
が
建
設
さ
れ
る
が
、
教
室
不
足
問
題

は
全
体
の
な
か
で
検
討
す
る
。

帥
理
工
学
部
教
学
基
本
施
設
は
、
七
号
館
が
建
設
さ
れ
た
が
、
五
号
館
問
題
、
実
験

施
設
の
整
備
、
小
集
団
授
業
に
か
か
わ
る
教
室
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

検
討
す
る
。

㈲
外
国
語
教
育
施
設
と
し
て
、
山
文
学
部
棟
お
よ
び
法
学
部
棟
の
小
教
室
に
一
定
の

設
備
（
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
の
内
蔵
、
暗
幕
、
防
音
な
ど
）
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
既

存
学
舎
小
教
室
に
つ
い
て
も
そ
の
設
備
を
そ
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し

い
。
②
中
央
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
ひ
き
つ
づ
き
、
検
討
を
必
要

－ 71－
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Ⅳ
研
究
体
制
・
施
設
に
つ
い
て

１
．
修
学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
に
関
し
て
、
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同
研
究
室

の
機
能
と
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
、

鋤
文
献
・
資
料
の
収
集
・
探
索
・
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
で
の
選
諜
と
学
部
間

刀
淵
悠
刀
方
去
、
共
通
分
野
で
の
共
同
選
諜
室
の
設
置
、
和
洋
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
設

Ｖ
図
書
館
施
設
に
つ
い
て

１
．
本
館
と
学
而
館
と
の
予
定
空
間
部
分
に
書
庫
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
修
学
館
突
出

部
（
へ
ソ
部
分
）
に
ブ
リ
ッ
》
ン
建
物
を
建
設
し
て
事
務
室
を
そ
の
部
分
に
移
し
、
現
本

館
の
一
、
二
、
三
階
に
約
一
、
六
○
○
席
を
も
つ
学
習
図
書
館
と
し
て
拡
大
整
備
す
る
。

２
．
図
書
館
利
用
の
形
態
・
方
法
に
つ
い
て
改
善
を
加
え
る
。

佃
共
同
研
究
室
は
、
組
織
と
し
て
は
統
合
す
る
が
、
共
同
事
務
室
と
各
学
部
共
同
研

究
室
と
に
分
か
れ
、
執
務
す
る
体
制
を
と
る
。
両
者
の
職
務
分
担
に
つ
い
て
は
今
後

の
検
討
に
ま
つ
。

ｑ
大
学
院
図
書
は
院
生
の
共
研
室
の
利
用
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
学
部
共

研
に
統
合
す
る
。

な
ど
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

２
．
修
学
館
内
の
各
施
設
配
置
に
つ
い
て
の
最
終
案
は
未
定
で
あ
る
。
現
在
討
議
を
行
っ

て
Ａ
る
刀
で
、
攻
め
て
堤
起
す
る
が
、
つ
ぎ
の
内
容
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

て
い
る
の
で
、
改
め
て
提
起
す
る
が
、
つ
ぎ
の
内
容
な
ど
か
検
討
さ
れ
て
恥

一
階
、
大
学
院
教
室
、
院
生
研
究
室
、
人
文
研
諸
施
設
を
お
く
。

と
す
ら
勺
。

の
調
整
の
方
法
、
共
通
分
野
で
の
共
同
選
諜
室
の
設
置
、
和
洋
雑
誌
ゴ
ー
Ｌ

置
な
ど
考
え
る
。
な
お
、
図
書
の
分
類
別
収
蔵
は
ひ
き
つ
づ
き
検
討
す
る
。

一
階
．
、
大
学
院
教
室
、
険
生
研
究
牽
圭
人
文
研
誌
加
計
を
た
く

二
～
五
階
理
工
学
部
専
門
教
員
を
の
ぞ
く
五
学
部
の
個
人
研
究
室
を
配
置
す
る
。

二
～
五
階
の
中
央
突
出
部
は
書
庫
と
し
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
社
会
科

学
系
各
学
部
共
同
研
究
室
を
お
く
。

地
階
地
階
の
利
用
に
つ
い
て
は
人
文
研
諜
庫
・
院
生
協
議
会
室
を
設
け
る

ほ
か
、
教
職
員
厚
生
施
設
を
ふ
く
む
諸
施
設
を
設
け
る
こ
と
等
を
検

討
す
る
。

Ⅵ
学
生
課
外
活
動
施
設
体
育
施
設
に
つ
い
て

１
学
生
課
外
活
動
施
設
に
つ
い
て
は
学
生
会
館
第
二
期
工
事
早
期
着
工
に
つ
い
て
、
す

で
に
答
申
を
行
い
、
そ
の
充
実
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

２
．
第
二
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
正
課
体
育
を
中
心
と
し
た
一
定
の
椛
想
と
規
模

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
（
二
階
二
、
八
○
○
㎡
）
、
課
外
体
育
活
動
の
面
か
ら
と
、

学
生
集
会
設
備
の
面
か
ら
と
の
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
建
設
位
置
及
び
規
模
内

容
の
検
討
を
早
急
に
つ
め
る
。

Ⅶ
厚
生
施
設
に
つ
い
て

１
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
下
記
の
本
部
棟
内
に
必
要
施
設
を
つ
く
る
。

２
．
生
協
施
設

㈲
五
二
年
度
に
学
而
館
及
び
以
学
館
食
堂
の
増
席
が
行
わ
れ
る
が
、
一
拠
点
時
の
食

堂
施
設
は
、
以
学
館
、
学
而
館
及
び
法
学
部
棟
の
三
カ
所
に
設
置
す
る
。

伽
書
籍
、
購
買
関
係
、
コ
ー
プ
施
設
、
本
部
施
設
は
、
本
部
棟
地
階
に
設
置
す
る
。

㈲
こ
れ
ら
生
協
各
施
設
の
具
体
的
配
置
に
つ
い
て
は
、
生
協
理
事
会
と
協
議
し
つ
つ

確
定
し
て
い
く
。

Ⅷ
才
部
施
設
に
づ
い
て

１
．
本
部
棟
は
、
図
書
館
東
、
志
学
館
北
の
空
地
に
、
南
北
に
や
や
長
い
長
方
形
の
建
物

（
地
下
一
階
、
地
上
四
階
約
五
、
八
○
○
㎡
）
を
建
設
す
る
。

２
．
本
部
棟
に
は
理
事
会
、
評
議
員
会
、
教
学
部
、
総
務
部
、
財
務
部
、
学
生
部
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
校
友
会
関
係
室
、
会
議
室
を
収
容
し
、
地
階
に
は
電
気
・
機
械
施
設
お
よ

び
生
協
施
設
を
収
容
す
る
。

Ⅸ
保
安
施
設
・
駐
車
場
・
緑
化
環
境
整
備
等
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
方
向
を
さ
ら
に
具
体
化
す

プ
（
己
０

ワ
ム

ワ
ー
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Ｘ
財
政
計
画
と
年
次
計
画
に
つ
い
て

最
初
に
の
べ
た
一
拠
点
を
早
期
実
現
す
る
観
点
で
財
政
計
画
と
年
次
計
画
を
引
き
つ
づ

い
て
理
事
会
の
検
討
と
連
繋
し
な
が
ら
長
期
計
画
委
員
会
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

以

上

六
九
一
一
立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て
☆

、
乙 Q21J』

目
次

高
中
校
の
長
期
計
画
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

．
「
高
中
長
期
計
画
」
の
と
り
く
み
の
経
過

・
高
中
校
の
歴
史
の
概
要

，
高
中
教
学
を
と
り
ま
く
情
勢

⑩
中
教
審
路
線
・
文
教
政
策
の
進
行
と
受
験
体
制
の
深
化

②
国
民
教
育
要
求
の
高
ま
り
ｌ
進
学
率
の
向
卜

⑧
経
済
政
策
の
破
綻
・
不
況
と
国
民
生
活
の
危
機
的
状
況

仙
私
学
危
機
の
深
ま
り
と
公
黄
助
成
運
動
の
前
進

⑤
生
徒
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
憂
慮
さ
れ
る
状
況

高
中
教
学
の
理
念
と
特
色

・
教
学
理
念
に
つ
い
て

、
教
育
方
針
と
特
色

中
学
・
高
校
教
育
の
現
状
と
諸
問
題

・
運
営
体
制
の
改
善
と
教
学
条
件
の
整
備

⑩
学
校
運
営
の
民
主
化
に
つ
い
て

②
教
育
計
画
の
基
礎
的
条
件
の
安
定
と
充
実

③
北
大
路
拠
点
の
施
設
設
備
の
整
備
充
実

・
一
貫
教
育
推
進
の
体
制
づ
く
り

⑩
進
学
制
度
の
改
革
１
１
学
内
入
試
制
度
の
改
革
を
中
心
と
し
て

卿
学
園
総
合
教
育
研
究
会
設
置
ｌ
共
同
研
究
体
制
の
推
進

・
具
体
的
教
育
実
践
の
と
り
く
み

１
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
特
徴

②
教
科
学
習
指
導
に
つ
い
て

③
生
活
指
導
に
つ
い
て

一
九
七
七
（
昭
一
五
二
）
・
二
高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会

庁、

－／0－
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Ⅳ
高
中
教
学
の
改
革
に
つ
い
て
１
重
ブ
後
の
課
題
一

１
．
学
園
を
一
貫
し
た
総
合
教
育
を
す
す
め
る
課
題

、
生
徒
の
真
の
成
長
発
達
を
め
ざ
す
総
合
教
育

②
学
園
に
お
け
る
高
中
教
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て

③
一
貫
し
た
理
念
に
基
づ
く
総
合
教
育
の
具
体
的
推
進

２
．
高
校
三
原
則
・
男
女
共
学
制
実
現
の
課
題

山
高
校
三
原
則
と
私
学

②
男
女
共
学
制
と
本
校
教
学

③
男
女
共
学
の
基
本
構
想

３
．
中
学
校
教
学
の
役
割

①
憲
法
と
私
立
中
学
校

②
本
校
に
お
け
る
基
本
的
視
点

⑧
当
面
の
課
題
（
各
論
で
の
重
複
課
題
を
省
く
）

４
．
基
本
施
設
・
設
備
の
改
善
の
課
題

①
高
中
校
施
設
・
設
備
改
善
の
根
本
的
課
題

②
諸
施
設
・
設
備
の
現
状
と
問
題
点

⑧
今
後
の
教
学
上
の
要
求
に
そ
っ
た
施
設
・
設
備
の
改
善

Ｖ
結
び

１
劃
ｌ
．
！

剛
人
権
教
育
の
推
進

４
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い

臼
進
路
指
導
に
つ
い
て

ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

以
上

Ｉ
高
中
校
の
長
期
計
画
を
考
え
る
に
当
三
Ｌ

１
．
「
高
中
長
期
計
画
」
の
と
り
く
み
の
経
過

⑩
立
命
館
中
学
・
高
等
学
校
は
、
創
立
以
来
七
一
年
の
歴
史
を
経
て
、
現
在
の
規
模

/nX

Iム』．
、
Ｏ

Ｊ
Ｉ

で
、
現
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
が
実
現
で
き
た
こ
と
で
、
一
応
、
既
定
の
方
針
通
り
、

北
大
路
中
心
の
教
学
体
制
と
条
件
整
備
を
す
す
め
た
。

側
一
九
六
五
（
昭
四
○
）
年
、
学
園
の
企
画
委
員
会
に
よ
り
、
「
立
命
館
高
校
・
中

立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て

と
内
容
に
発
展
し
た
こ
の
間
亀
履
々
根
本
的
な
改
革
を
行
な
階
書
特
に
戦
後

の
学
制
改
革
以
降
、
民
主
教
育
の
推
進
を
め
ざ
し
た
と
り
く
み
に
よ
っ
て
、
今
日
の

中
高
一
体
化
の
校
風
を
確
立
し
、
一
定
の
社
会
的
評
価
を
う
け
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
教
育
の
内
外
を
め
ぐ
る
実
状
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
教
学
の
前
進
を
と

げ
る
た
め
に
は
、
基
本
的
な
問
題
を
含
む
諸
問
題
の
解
決
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
戦
後
の
全
面
発
達
を
指
向
し
た
学
校
づ
く
り
に
際
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

ス
ポ
ー
ツ
廃
止
に
た
っ
た
狭
陰
な
校
地
（
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
た
ぬ
校
地
）
や
、

男
子
単
学
制
を
そ
の
ま
』
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
状
況
で
は
、

放
置
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
戦
前
に
学
園
の
財
政
的
見
地
か
ら
数
校
の
中
等
学
校
が
併
設
さ
れ
て
い
た

の
を
、
整
理
統
廃
合
し
て
き
た
な
か
で
、
人
事
政
策
や
財
政
の
面
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
き
た
こ
と
も
見
逃
が
せ
な
い
。

↓
こ
れ
ま
で
、
高
中
問
題
は
、
一
九
六
○
（
昭
三
五
）
年
、
「
学
園
振
興
に
関
す
る

臨
時
調
査
委
員
会
」
答
申
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
当
時
の
状
況
で
は
、
将
来
の
よ

り
発
展
に
つ
な
が
る
政
策
と
し
て
、
ま
ず
、
北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
し
た
教

学
の
充
実
を
最
大
限
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
幸
い
、
京
都
教

育
大
学
移
転
跡
地
に
近
く
、
こ
れ
の
獲
得
の
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
府

の
要
求
が
激
し
く
起
り
府
へ
返
還
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
鴨
派
高
校
と
併
用
の
条
件

高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会
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２
高
中
校
の
歴
史
の
概
要

山
戦
前
の
教
育

立
命
館
大
学
（
京
都
法
政
学
校
）
よ
り
五
年
遅
れ
て
一
九
○
五
（
明
三
八
）
年
、

大
学
の
付
属
校
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
当
時
の
教
育
普
及
に
積
極
的
に
対
応
し
て
発

展
し
た
が
、
公
立
校
整
備
と
不
況
の
時
代
に
入
り
、
次
第
に
国
策
順
応
に
走
り
、
国

家
主
義
・
軍
国
主
義
的
教
育
へ
と
傾
斜
し
た
。
ま
た
、
複
線
型
・
多
様
化
の
学
制
に

そ
っ
て
、
中
学
校
、
商
業
、
工
業
、
夜
間
中
・
商
校
な
ど
を
併
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
園
財
政
を
支
え
る
方
針
で
、
中
等
教
育
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

②
戦
後
の
教
育
第
一
期
（
一
九
四
五
～
一
九
五
四
）

憲
法
・
教
育
基
本
法
に
そ
っ
た
、
教
育
の
民
主
化
を
め
ざ
し
て
、
体
制
整
備
が
す

す
め
ら
れ
た
。
拡
大
し
て
い
た
戦
前
の
規
模
か
ら
、
神
山
学
舎
閉
校
二
九
五
二
・

四
）
に
よ
り
、
高
中
校
一
本
化
を
図
り
、
校
長
一
元
化
の
実
施
な
ど
体
制
づ
く
り
が

学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
」
が
出
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
高
中
校
か
ら
、
一
定

の
総
括
に
た
っ
た
「
企
画
委
員
会
答
申
に
対
す
る
意
見
」
が
提
出
さ
れ
、
総
合
学
園

と
し
て
、
高
中
教
学
の
位
置
づ
け
を
、
よ
り
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
学
園
共
通
の
理
解

を
得
る
こ
と
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。

⑤
一
九
七
○
（
昭
四
五
）
年
、
学
園
長
期
計
画
委
員
会
設
置
に
当
り
、
高
中
校
か
ら

も
委
員
が
選
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
委
員
会
で
は
、
大
学
一
拠
点
問
題
を
中
心
的
課
題

に
と
り
く
ん
で
お
り
、
高
中
問
題
は
、
独
自
に
「
高
中
長
期
計
画
委
員
会
」
を
構
成

し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
高
中
長
期
計
画
案
は
、
こ
う
し
て
一
九
七
四
年
五
月
ま
で

に
、
第
三
次
に
わ
た
っ
て
答
申
案
が
出
さ
れ
、
教
員
会
議
、
高
中
審
議
会
で
検
討
さ

れ
た
が
、
学
園
長
計
委
員
会
の
審
議
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

⑥
一
昨
年
来
、
学
園
長
計
委
員
会
に
お
い
て
、
一
拠
点
早
期
実
現
を
め
ざ
し
具
体
的

日
程
の
審
議
も
つ
め
ら
れ
て
く
る
な
か
で
、
学
内
理
事
会
で
も
、
高
中
長
期
計
画
案

を
全
学
的
な
視
野
か
ら
と
ら
え
て
学
園
長
期
計
画
の
中
で
実
現
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
こ
れ
を
検
討
し
、
ま
と
め
る
た
め
の
特
別
委
員
会
が
椛
成
さ
れ
た
。

高
中
長
計
特
別
委
員
会
は
、
教
学
と
施
設
・
財
政
の
二
部
会
で
検
討
し
総
括
的
審

議
を
す
す
め
た
。

(4)

進
ん
だ
。

然
し
、
縮
小
化
の
な
か
で
、
教
員
体
制
や
財
政
の
上
で
、
極
め
て
厳
し
い
事
態
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑧
第
二
期
（
一
九
五
五
～
一
九
六
二

学
内
進
学
率
の
低
下
を
め
ぐ
る
生
徒
学
力
に
つ
い
て
論
議
が
深
め
ら
れ
る
な
か
で
、

一
九
五
五
年
の
大
学
推
薦
制
廃
止
を
含
め
て
、
学
力
向
上
の
た
め
の
努
力
を
続
け
た
。

一
九
六
○
年
頃
の
学
園
振
興
運
動
の
な
か
で
、
高
中
教
学
振
興
の
基
本
的
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
の
整
備
を
め
ざ
す
第
一
次
適
正

規
模
の
設
定
を
み
た
。

ま
た
、
生
徒
急
増
期
に
あ
っ
た
が
、
拡
張
政
策
は
と
ら
ず
、
更
に
、
高
校
全
入
運

動
の
意
義
を
正
し
く
と
ら
え
て
、
進
学
を
う
た
う
進
学
校
的
傾
向
を
排
除
し
（
当
時

洛
星
中
高
が
開
校
し
た
）
、
全
面
的
発
達
を
め
ざ
す
教
育
に
努
力
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
高
中
審
議
会
（
一
九
六
○
・
一
○
）
が
設
置
さ
れ
、
継
続
的
に
高
中
問
題
が

審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
「
学
テ
」
・
「
勤
評
」
を
め
ぐ
る
と
り
く
み

も
あ
っ
た
。

教
学
条
件
の
整
備
の
う
え
で
飛
躍
的
な
改
革
が
実
現
し
て
い
っ
た
。

・
学
内
入
試
制
度
改
革
と
学
園
総
合
教
育
研
究
会
の
発
足
（
一
九
六
三
年
）
。

・
校
舎
大
改
修
、
南
校
舎
建
設
、
講
堂
兼
体
育
館
等
増
改
修
、
図
書
館
増
築
、
プ
ー

ル
建
設
等
二
九
六
二
～
一
九
七
○
年
）
。

・
高
中
運
営
規
程
確
立
、
（
校
長
任
期
補
職
制
確
立
等
）
（
一
九
六
七
年
）
。

・
第
二
次
適
正
規
模
策
定
、
定
時
制
高
校
廃
止
二
九
六
八
年
）
等
。

こ
の
一
方
で
、
読
書
指
導
強
化
、
中
学
卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
や
評
価
法
の
改
訂
二

九
七
二
・
四
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
体
制
・
条
件
と
内
容
の
全
面
的
分
野
で
改
善
の

と
り
く
み
が
進
ん
だ
。

特
に
、
ク
ラ
ス
生
徒
数
な
ど
キ
メ
細
か
な
基
準
設
定
と
実
現
の
見
通
し
が
確
立
し

た
も

第
三
期
（
一
九
六
二
～
一
九
七
○
）

こ
の
時
期
に
、
総
合
学
園
に
お
け
る
一
貫
教
育
の
推
進
、
教
学
体
制
の
民
主
化
と
、
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３
．
高
中
教
学
を
と
り
ま
く
情
勢

⑪
中
教
審
路
線
・
文
教
政
策
の
進
行
と
受
験
体
制
の
深
化

民
主
教
育
の
発
足
以
後
、
文
教
政
策
の
上
で
反
動
化
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

任
命
教
育
委
員
制
、
教
科
課
検
定
、
指
導
要
領
官
報
告
示
等
学
校
教
育
の
国
家
統
制

が
強
め
ら
れ
、
人
確
法
・
主
任
制
度
な
ど
教
職
員
の
分
断
化
と
管
理
体
制
強
化
の
中

で
、
中
教
需
容
申
に
そ
っ
た
教
育
改
造
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
産
業

構
造
に
そ
っ
た
労
働
力
と
人
的
資
源
配
置
に
兇
あ
う
教
育
制
度
が
し
か
れ
、
い
わ
ゆ

る
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
を
柚
と
し
た
複
線
型
・
多
様
化
の
教
育
が
仕
上
、
げ
ら
れ

つ
誇
糸
》
プ
（
》
Ｏ

既
に
、
高
校
多
様
化
は
深
刻
な
進
学
競
争
を
生
み
だ
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
文

教
政
策
に
よ
っ
て
、
大
学
入
試
を
頂
点
と
し
た
進
学
の
あ
ら
し
は
高
校
か
ら
中
・
小

学
校
、
幼
児
教
育
へ
と
波
及
し
、
エ
リ
ー
ト
学
級
に
よ
る
能
力
別
編
成
教
育
が
す
す

み
、
進
学
塾
の
流
行
等
「
脱
学
校
」
現
象
等
を
生
ん
で
い
る
。

学
力
の
つ
ま
づ
き
の
増
や
非
行
が
問
題
と
な
り
、
学
校
教
育
の
荒
廃
化
が
児
立
っ

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
、
わ
ら
ず
、
高
校
教
育
の
多
様
化
に
と
も
な

い
、
益
々
、
受
験
体
制
を
中
心
と
し
た
教
育
の
体
制
は
、
深
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
に

あ
る
。

②
国
民
教
育
要
求
の
高
ま
り
ｌ
進
学
率
の
向
上
ｌ

民
主
国
家
の
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
が
、
国
民
の
教
育
要
求
を
高
め
る
の
は
当
然

だ
が
、
科
学
技
術
の
発
展
に
即
し
た
教
育
要
求
の
ほ
か
に
、
社
会
問
題
の
深
刻
さ
、

生
活
の
不
安
の
中
で
、
将
来
へ
の
期
待
を
こ
め
て
よ
り
高
く
優
れ
た
教
育
に
望
み
を

託
す
る
傾
向
も
つ
よ
く
は
た
ら
き
、
進
学
率
は
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

高
校
進
学
率
は
、
昭
和
二
五
年
’
四
二
・
五
％
に
対
し
、
昭
和
五
○
年
’
九
一
・

⑤
そ
の
後
の
と
り
く
み

北
大
路
を
拠
点
と
し
た
条
件
の
改
善
と
教
学
内
実
化
を
め
ざ
し
、
細
か
な
詰
め
を

す
す
め
、
教
育
実
践
の
上
で
、
新
た
な
分
野
を
き
り
ひ
ら
い
て
き
た
。

人
権
教
育
の
強
化
と
徹
底
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
と
高
校
持
論
実
施
二
九
七
五

・
四
）
や
、
視
聴
覚
教
育
、
生
徒
活
動
の
整
備
充
実
な
ど
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

IT: (3｝

九
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
五
年
間
ご
と
に
約
一
○
％
ず
つ
伸
び
た
こ
と
に
な
り
、
高

校
合
格
率
が
九
八
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
学
生
の
殆
ど
が
、
高
校
進
学
を

希
望
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
昭
和
五
○
年
度
で
は
男
子
よ
り
女
子
の
方
が

約
二
％
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
高
校
教
育
は
、
ま
さ
に
義
務
教
育
化
し
た
と
い
え
る
。

大
学
・
短
大
へ
の
進
学
率
も
、
昭
和
三
五
年
’
一
○
・
三
％
か
ら
、
昭
和
五
○
年

’
三
八
・
四
％
と
な
り
、
戦
前
の
中
学
進
学
率
を
こ
え
る
状
況
で
上
昇
し
て
い
る
。

今
後
の
教
育
人
口
の
予
測
は
、
中
学
卒
業
生
の
見
込
み
で
い
え
ば
、
昭
和
五
○
年

で
は
四
、
七
七
九
千
人
に
対
し
、
昭
和
六
○
年
見
込
み
で
六
、
○
○
四
千
人
、
昭
和

六
五
年
見
込
み
で
は
六
、
一
二
○
千
人
と
噌
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
見

合
う
高
校
お
よ
び
大
学
教
育
機
関
の
整
備
・
充
実
こ
そ
、
重
大
な
国
民
教
育
の
課
題

で
・
あ
る
と
い
え
よ
軍
７
．

経
済
政
策
の
破
綻
・
不
況
と
国
民
生
活
の
危
機
的
状
況
：

商
度
成
長
政
策
は
、
都
市
集
中
化
、
過
疎
・
過
携
問
題
、
交
通
・
住
宅
・
食
料
問

題
、
公
害
問
題
を
生
み
出
し
、
自
然
と
人
間
の
正
常
な
サ
イ
ク
ル
を
狂
わ
し
、
環
境

汚
染
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。

「
所
得
倍
堀
」
「
豊
か
な
社
会
」
を
う
た
っ
た
こ
の
政
策
は
、
逆
に
、
高
物
価
と

イ
ン
フ
レ
を
進
行
さ
せ
、
中
小
企
業
や
零
細
な
農
鏑
漁
業
、
伝
統
産
業
を
圧
迫
し
、
・

国
民
の
間
に
貧
富
の
格
差
を
拡
げ
、
勤
労
者
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
量
宣
伝
・
大
量
消
費
を
あ
ふ
り
、
俗
悪
文
化
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、
青

少
年
の
育
っ
て
い
く
生
活
環
境
が
荒
廃
化
し
つ
つ
あ
り
、
豊
か
な
情
緒
、
人
間
と
し

て
の
連
帯
感
や
基
本
的
人
権
を
大
切
に
す
る
と
い
っ
た
人
間
的
内
容
が
薄
れ
、
そ
れ

が
家
庭
の
生
活
に
も
反
映
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
即
座
に
、
青
少

年
の
教
育
に
深
刻
な
問
題
を
な
げ
か
け
て
い
る
。

私
学
危
機
の
深
ま
り
と
公
費
助
成
運
動
の
創
造

教
育
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
そ
の
矛
盾
は
私
学
に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、

私
学
の
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
文
教
政
策
の
上
で
は
、
私
学
に
中
教
審
路
線
の

先
導
的
役
割
を
果
た
さ
せ
つ
、
、
大
学
を
含
め
た
私
学
教
育
へ
の
国
家
統
制
を
強
め

よ
う
と
い
う
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
（
私
学
振
興
法
の
成
立
過
程
等
で
も
明
ら
か
で

坐
の
↓
今
Ｏ
）

－ 7 6 －
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Ⅱ
高
中
教
学
の
理
念
と
特
色

ｌ
教
学
理
念
に
つ
い
て

⑩
本
校
は
総
合
学
園
の
一
環
と
し
て
、
学
園
を
貫
ぬ
く
数
学
理
念
に
そ
っ
た
教
学
を

す
す
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
、
平
和
と
民
主
々
義

の
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
総
合
学
園
と
し
て
の
有
利
な
条
件

こ
れ
に
対
し
、
私
学
の
教
育
を
守
り
、
私
学
の
教
育
条
件
を
確
保
し
、
父
母
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
て
、
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
憲
法
を
私
学
に
も
行
き
と
ど
か
せ
る

運
動
と
し
て
、
公
費
助
成
運
動
が
前
進
し
て
き
て
い
る
。
特
に
、
本
学
園
を
あ
げ
て

の
取
り
組
み
、
高
中
に
お
け
る
生
徒
・
父
母
等
を
加
わ
え
た
四
者
連
絡
協
議
会
等
の

と
り
く
み
は
、
国
民
の
た
め
の
教
育
創
造
に
む
か
っ
て
、
大
き
な
力
を
示
め
し
て
い

る
と
共
に
、
今
後
一
瞬
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
生
徒
の
成
長
・
発
達
に
つ
い
て
憂
慮
さ
れ
る
状
況

成
長
過
程
に
あ
る
子
供
の
能
力
・
発
達
を
め
ぐ
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な
諸
々
の
状

況
が
も
た
ら
す
影
響
は
深
刻
な
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
一
般
に
、
能
力
・
発
達
の

上
の
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
の
く
る
な
ら
、
次
の
様
で
あ
る
。

㈱
基
礎
的
な
生
活
習
慣
の
欠
如
Ｉ
（
遊
び
の
喪
失
、
「
手
の
働
き
」
や
集
団
活
動

（
マ
マ
）

帥
子
ど
も
の
現
実
感
覚
の
衰
弱
Ｉ
（
三
本
足
の
鶏
を
描
く
大
学
生
、
米
と
稲
が
つ

な
が
ら
ぬ
等
）
・

㈲
学
習
意
欲
の
喪
失
と
学
習
に
対
す
る
拒
絶
反
応
の
増
Ｉ
（
学
力
低
下
）
・

㈲
生
き
甲
斐
や
生
き
る
喜
び
の
喪
失
。

㈹
非
行
・
自
殺
の
増
加
と
そ
の
低
学
年
移
行
化
。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
問
題
が
全
国
の
教
育
実
践
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
兇
順
当
に
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
れ
が
、
学
校
軽
視

や
塾
通
い
の
結
果
か
ら
、
多
分
に
内
面
的
な
歪
み
を
も
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
抗
し
て
、
学
校
教
育
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
諜
題

は
大
き
い
。

の
弱
化
）
。

２
教
育
方
針
と
特
色

⑪
学
校
運
営
体
制
の
民
主
化

中
高
一
体
と
な
っ
て
教
学
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
、
校
長
一
本
化
で
任
期
三
年
の

補
職
制
を
と
っ
て
お
り
、
教
員
会
議
を
最
も
重
視
し
て
、
中
高
打
合
会
の
執
行
責
任

に
よ
っ
て
、
民
主
的
な
運
営
に
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
総
合
学
園
と
し
て
教
学
を

一
貫
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、
高
中
欝
議
会
を
置
い
て
い
る
。

２
中
・
高
・
大
一
貫
教
育
の
推
進

㈲
（
学
内
進
学
制
度
の
確
立
）

受
験
中
心
の
学
習
．
つ
め
こ
み
授
業
を
さ
け
、
韮
礎
学
力
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
中
学
か
ら
高
校
へ
は
学
内
推
薦
入
学
制
を
、
高
校
か
ら
立
命
館
大
学
へ
は
、

⑧
教
育
内
容
の
主
要
な
実
践

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
主
編
成
（
中
学
読
諜
指
導
、
高
一
英
語
小
集
団
、
高
校
特

ｊく
論
等
）
・

帥
読
枠
指
導
を
軸
と
し
た
自
主
的
自
発
的
学
習
（
中
学
卒
業
レ
ポ
ー
ト
、
高
校
特

を
生
か
し
自
由
で
清
新
な
教
育
を
す
す
め
真
実
の
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

真
実
の
人
間
と
は
、
①
生
き
る
希
望
を
も
ち
、
②
労
働
す
る
意
欲
と
力
を
も
ち
、

③
文
化
的
遺
産
を
継
承
発
展
さ
せ
る
、
と
い
う
基
礎
教
養
を
確
か
に
身
に
つ
け
、
自

主
的
で
集
団
的
行
動
力
と
マ
ナ
ー
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
い
い

か
え
る
な
ら
、
「
豊
か
な
教
養
に
う
ら
ず
け
さ
れ
た
高
い
学
力
と
人
間
性
を
も
つ
健

や
か
な
青
年
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

②
そ
の
た
め
に
、
科
学
的
認
識
を
育
て
、
集
団
主
義
教
育
を
す
、
め
つ
、
、
生
徒
の

自
主
性
を
の
ば
し
、
内
に
つ
つ
む
可
能
性
を
ひ
き
出
し
て
意
欲
を
ほ
り
お
こ
し
、
い

わ
ゆ
る
知
・
徳
・
体
の
全
般
に
わ
た
り
、
全
面
的
発
達
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
教
育

を
実
践
的
創
造
的
に
す
す
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

学
内
入
試
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

㈹
（
共
同
研
究
体
制
の
推
進
）

学
園
総
合
教
育
研
究
会
の
設
置
Ｉ
高
中
教
育
の
実
践
的
集
団
研
究
の
充
実
。

７
０

７
Ｊ



資料692

Ⅲ
中
学
・
高
校
教
育
の
現
状
と
諸
問
題

１
《
運
営
体
制
の
改
善
と
教
育
条
件
の
整
備

北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
し
て
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
方
針
が
確
立
し
た
昭
和

三
八
年
頃
か
ら
今
日
ま
で
の
約
一
四
年
間
の
努
力
に
よ
っ
て
、
教
育
の
充
実
と
向
上
を

め
ざ
す
と
り
く
み
は
大
き
く
前
進
し
た
。
そ
の
主
要
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

論
等
）
・

㈲
生
徒
会
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
自
主
活
動
の
保
障
・
奨
励
。

㈲
進
路
指
導
（
中
高
大
の
協
力
の
中
で
実
施
）
・

㈱
人
権
教
育
（
同
和
教
育
を
軸
と
し
た
人
権
教
育
の
推
進
）
。

４
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
高
一
本
体
制
と
民
主
的
運
営
、
父
母
と
の
提
携
。

⑤
学
園
総
合
の
財
政
方
針
（
独
立
採
算
制
の
排
除
、
相
対
的
独
自
性
を
も
っ
て
努
力

す
る
）
・

㈱
公
費
助
成
運
動
の
推
進
（
四
者
連
絡
協
、
中
高
公
助
連
の
結
成
、
そ
の
推
進
）
。

値
学
校
運
営
の
民
主
化
に
つ
い
て
…
‐
…
…
実
態
に
即
・
し
た
体
制
の
民
主
化
を
す
す
め
て

き
た
結
果
と
し
て
、
他
に
例
の
な
い
独
自
の
面
も
定
着
し
て
き
て
い
る
。

①
（
中
高
一
体
の
運
営
）
…
校
長
一
人
制
（
中
・
高
兼
務
）
、
全
教
員
の
中
高
兼
任

制
を
と
り
、
図
書
部
・
保
健
部
な
ど
の
校
務
分
掌
は
中
高
一
本
化
で
す
す
め
て
い

ブ
（
〕
○

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
高
間
の
教
育
内
容
の
一
貫
性
が
強
化
さ
れ
っ
、
あ
り
、
さ

ら
に
今
後
の
問
題
と
し
て
、
中
高
別
の
教
務
・
生
活
指
導
部
一
本
化
の
可
能
性
の

追
求
や
、
年
度
毎
の
中
高
授
業
担
当
者
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

②
（
総
合
学
園
と
し
て
の
運
営
）
…
校
長
理
事
が
理
事
会
メ
ン
バ
ー
に
参
加
す
る
が
、

そ
の
他
に
、
高
中
審
議
会
、
学
園
総
合
教
育
研
究
会
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

高
中
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
高
中
教
学
の
重
要
事
項
（
教
学
の
基
本
方
針
、
機

構
・
組
織
・
制
度
・
人
事
等
）
を
全
学
的
視
野
に
た
っ
て
審
議
す
る
た
め
の
、
総

○
凸

－
１

②
（
教
員
定
数
）
：
・
生
徒
数
の
安
定
に
よ
っ
て
教
員
定
員
と
そ
の
充
足
の
方
針
も
確

実
な
も
の
と
な
り
、
着
実
に
す
す
め
ら
れ
た
結
果
、
今
年
度
（
昭
五
一
年
度
）
で
、

定
員
五
七
名
が
充
足
さ
れ
た
。

教
員
一
人
当
り
持
時
間
の
平
均
は
一
六
・
六
時
間
（
Ｈ
・
Ｒ
、
道
徳
を
除
く
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
、
一
六
時
間
以
内
に
す
る
と
い
う
課
題
を
み
た
し
て
い
な
い
し
、

長
諮
問
機
関
と
し
て
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
な
お
、
学
園
全
体
の
教
学

に
生
か
す
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③
（
校
長
任
期
補
職
制
）
…
校
長
は
補
職
制
と
し
て
三
年
任
期
で
交
代
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
育
実
践
の
課
題
と
密
着
し
た
学
校
管
理
体
制
を
す
す
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、
校
長
は
中
・
高
両
副
校
長
お
よ
び
事
務
長
で
構
成
す
る
中
高
打
合

会
の
集
団
指
導
体
制
の
中
心
と
な
り
、
教
学
の
責
任
を
に
な
う
と
い
う
点
で
、
校

長
人
事
の
あ
り
方
に
、
中
高
教
育
の
大
き
な
連
帯
的
責
任
感
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

教
育
計
画
の
基
礎
的
条
件
の
安
定
と
充
実
１
１
中
学
・
高
校
と
し
て
の
適
正
規
模

に
そ
っ
て
、
教
育
条
件
整
備
も
一
定
の
前
進
を
と
げ
て
き
た
。

①
（
生
徒
数
）
…
中
高
生
徒
数
の
適
正
規
模
と
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

閏
昭
和
四
○
年
頃
葦
で
は
申
学
一
年
生
の
ク
ラ
ス
数
は
二
’
六
ツ
ラ
入

高
校
一
年
生
で
は
五
～
九
ク
ラ
ス
と
、
毎
年
毎
の
志
願
者
、
入
学
者
の
変
動

が
大
き
く
、
一
ク
ラ
ス
生
徒
数
も
五
○
名
前
後
と
今
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
甚

だ
劣
悪
な
条
件
に
あ
っ
た
が
、
適
正
規
模
を
定
め
て
以
後
、
そ
れ
を
実
現
す

る
努
力
に
よ
り
、
最
近
は
中
高
と
も
安
定
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
府

県
よ
り
の
志
願
者
に
つ
い
て
、
合
格
者
の
歩
止
ま
り
の
極
め
て
薄
い
実
状
を

克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
し
て
現
在
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
志
願
者
・
入
学
者
も
ほ
ぼ
安

定
し
て
き
て
い
る
。

適
正
規
模

中
学
一
ク
ラ
ス
生
徒
数
四
三
名
一
学
年
四
ク
ラ
ス
計
五
一
六
名

高
校
一
ク
ラ
ス
生
徒
数
四
五
名
一
学
年
六
ク
ラ
ス
計
八
一
○
名

中
高
合
計
三
○
ク
ラ
ス
一
、
三
二
六
名

－7 8 －
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２
一
貫
教
育
推
進
の
体
制
づ
く
り

川
進
学
制
度
の
改
革
ｌ
学
内
入
試
制
度
の
改
華
を
中
心
と
し
て
ｌ

大
学
入
試
を
頂
点
と
す
る
受
験
体
制
に
禍
い
さ
れ
ず
、
安
定
し
た
学
習
と
学
校

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
進
学
制
度
が
改
革
さ
れ
、
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

①
立
命
館
大
学
学
内
入
試
制
度

高
校
三
年
間
の
全
教
科
成
績
に
よ
る
内
申
点
と
総
合
判
定
さ
れ
る
五
教
科
学
内

入
試
は
、
そ
れ
以
前
の
本
校
（
ま
た
は
他
高
校
の
現
状
）
に
比
し
て
本
校
で
の
学

㈱
北
大
蹄
拠
点
の
施
設
設
備
の
驚
備
充
実
ｌ

北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
と
し
た
教
育
施
設
・
設
備
は
可
能
な
限
り
の
改
善
を

進
め
て
き
た
が
、
な
お
、
教
育
要
求
に
充
分
に
は
応
じ
き
れ
て
い
な
い
。

昭
和
三
八
年
の
旧
校
舎
全
面
改
築
以
来
、
南
校
舎
（
特
別
教
室
）
新
築
、
講
堂
・

体
育
館
改
修
、
図
番
館
増
築
、
プ
ー
ル
竣
工
な
ど
、
狭
隙
な
校
地
を
フ
ル
に
生
か
し

た
改
善
の
措
置
を
実
行
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
学
の
充
実
を
大
き
く
保
障
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
制
限
を
う
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施
設
で
無
理
が

あ
り
、
グ
ラ
ゥ
ン
ド
問
題
（
高
中
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
た
ず
、
府
紫
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
借
用
で
鵬
淋
高
と
交
互
に
共
用
）
と
共
に
、
現
実
の
教
育
実
践
上
の
要
求
に
ど

う
こ
た
え
て
い
く
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

他
私
学
や
公
立
高
校
と
比
べ
て
若
干
多
い
。
さ
ら
に
、
教
科
教
育
や
同
和
教
育
、

生
徒
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
等
か
ら
み
て
、
今
後
教
員
定
員
増
に
つ
い
て
の
検
討
が

必
要
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

八
資
料
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③ ②
習
を
か
な
り
質
的
に
安
定
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
入
試
問
題
レ
ベ
ル
が
、
本
校
で
生
徒
に
要
求
す
る
学
力
の
到
達
目

標
を
示
め
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
生
か
し
て
、
中
高
で
の

到
達
度
評
価
の
研
究
と
、
入
試
問
題
の
委
員
会
と
の
充
分
な
連
携
を
も
つ
こ
と
が

切
王
幸
ま
１
し
い
Ｏ

）
高
校
学
内
進
学
推
薦
制
実
施

中
学
か
ら
の
学
内
進
学
者
を
入
試
に
よ
っ
て
排
除
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
長
所

を
生
か
し
て
伸
ば
し
、
一
貫
教
育
と
し
て
責
任
を
も
つ
と
い
う
決
意
を
こ
め
て
推

薦
制
度
を
実
施
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
三
で
卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
な
ど
が
実
施
で
き

て
い
る
が
、
中
学
卒
業
時
期
で
の
学
力
到
達
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
、
安
易
ム
ー

ド
に
お
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
で
、
お
ち
こ
ぼ
れ
を
な
く
す
た
め
の
学
習
で
の

つ
ま
ず
き
の
発
見
と
そ
の
指
導
に
つ
い
て
、
創
意
を
生
か
し
た
集
団
的
な
と
り
く

み
が
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

）
中
学
一
般
入
試
の
改
革

義
務
教
育
段
階
で
の
小
学
校
教
育
に
少
し
で
も
入
試
に
よ
る
歪
み
を
お
こ
さ
ぬ

た
め
に
、
ま
た
、
全
面
的
発
達
か
ら
考
え
て
中
学
入
試
科
目
を
小
学
校
全
教
科
（
体

育
・
芸
術
実
技
を
含
む
）
制
を
実
施
し
て
い
る
。

同
様
の
趣
旨
で
、
公
立
中
学
校
か
ら
高
校
一
般
入
試
で
の
全
九
教
科
試
験
の
実

施
を
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
教
員
体
制
（
出
題
と
短
期
間
採
点
の
可
能
な
体
制
）

の
見
通
し
が
つ
か
ず
、
実
施
に
ふ
み
切
れ
な
い
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
進
学
諸
制
度
を
真
に
生
か
し
た
教
育
実
践
を
つ
み
あ
げ
て
、
独

自
の
教
育
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
課
題
で
あ
る
。

学
園
総
合
教
育
研
究
会
活
動
ｌ
共
同
研
究
体
制
の
推
進
ｌ

総
合
教
育
の
諸
問
題
と
教
科
教
育
の
研
究
を
組
織
的
に
す
す
め
、
中
・
高
・
大

と
見
通
し
を
も
っ
た
総
合
学
園
と
し
て
の
高
中
教
育
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
中

高
と
大
学
の
幹
事
・
委
員
お
よ
び
中
高
全
教
職
員
の
参
加
に
よ
る
集
団
的
教
育
研

究
に
と
り
く
ん
で
お
り
、
こ
の
総
合
研
活
動
は
、
高
中
校
に
お
け
る
共
同
研
究
体

制
を
推
進
す
る
軸
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
指
摘
す
る
声
も
多
く
、
今
後
の
活

－79－

教科

数2

理科・主

一
Ｔ
ｌ
甲伸

寺
一
室

英高

●↓
’

四
三
、

教員

１

１
１
上

１
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動
と
し
て
次
の
諸
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

①
日
常
の
授
業
の
教
材
を
素
材
と
し
て
、
教
科
研
究
を
つ
み
あ
げ
て
い
く
こ
と
。

②
い
ま
設
定
さ
せ
て
い
る
研
究
課
題
を
、
教
職
員
全
体
が
自
覚
的
に
、
具
体
的
研

究
と
し
て
す
す
め
て
い
く
こ
と
。
（
課
題
設
定
の
状
況
把
握
と
、
課
題
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
教
師
集
団
と
し
て
の
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
）

③
公
立
や
全
国
の
教
育
運
動
お
よ
び
民
間
教
育
研
究
と
の
交
流
や
参
加
に
よ
り
、

そ
の
成
果
を
実
践
研
究
の
上
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
。

④
学
園
全
体
の
中
に
、
高
中
教
学
の
問
題
点
を
積
極
的
に
提
起
し
て
い
く
こ
と
等
。

具
体
的
教
育
実
践
の
と
り
く
み

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
特
徴

本
校
で
は
、
高
校
は
普
通
科
の
み
設
置
し
て
い
る
が
、
総
合
性
の
主
旨
を
生
か

し
、
高
校
多
一
様
化
の
批
判
に
た
っ
て
、
進
路
別
コ
ー
ス
制
や
能
力
別
編
成
は
行
な

っ
て
い
な
い
。

中
・
高
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
考
え
る
が
、
六
ヶ
年
を
五
ヶ
年
に
短
縮

し
て
受
験
指
導
に
あ
て
る
よ
う
な
型
で
の
一
貫
編
成
は
行
な
わ
ず
、
基
礎
学
力
と

し
て
一
定
の
共
通
の
教
科
学
習
を
中
心
に
お
き
、
高
校
三
年
に
お
い
て
、
初
め
て
、

文
、
理
系
的
選
択
を
設
け
て
い
る
。

中
学
で
の
特
設
道
徳
を
読
書
指
導
と
Ｈ
・
Ｒ
に
あ
て
、
高
一
英
語
の
小
集
団
（
約

三
○
名
）
編
成
、
高
三
の
特
別
講
座
設
置
な
ど
は
、
目
立
っ
た
特
徴
と
い
え
る
。

今
後
の
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
、
自
主
的
自
発
的
学
習
活
動
を

育
て
真
の
学
力
の
発
達
を
め
ざ
す
総
合
教
育
を
め
ざ
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
編
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
教
育
課
程
審
議
会
ｌ
文
部
省
の
す
す
め
て
い
る
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
本
校
の
方
針
を
も
り
こ
ん
で
い
く
か
は
、

当
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

教
科
学
習
指
導
に
つ
い
て

①
生
徒
の
学
力

中
・
高
を
通
し
て
総
合
的
に
み
た
在
学
生
の
学
力
は
、
学
内
入
試
内
申
点
の
平

均
点
の
向
上
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
○
年
余
の
間
で
大
き
く
向
上
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
こ

ま
た
、
一
定
の
社
会
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
中
高
と
も
に
、
新
入
生
の
学
力
も

質
的
に
向
上
し
て
き
た
。
八
左
記
資
料
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全
体
と
し
て
の
学
力
の
向
上
の
あ
と
が
見
え
る
と
し
て
も
、
現
実
の
個
々
の
生

徒
の
中
に
は
、
学
習
上
の
つ
ま
ず
き
で
、
自
信
喪
失
や
意
欲
を
な
く
し
て
お
ち
こ

ぼ
れ
る
者
も
あ
り
、
現
在
最
も
重
要
な
課
題
は
、
生
徒
の
す
べ
て
に
確
か
な
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

将
来
の
社
会
生
活
に
生
き
る
基
礎
教
養
と
、
学
問
・
研
究
に
と
り
く
む
基
礎
学

力
を
お
さ
え
、
自
ら
の
進
路
を
ひ
ら
い
て
い
け
る
真
の
学
力
を
全
生
徒
に
学
び
と

ら
せ
る
た
め
の
教
科
指
導
体
制
を
確
立
し
、
充
実
し
た
授
業
で
生
徒
・
父
母
の
期

待
す
る
学
力
の
一
層
の
向
上
を
期
し
て
い
る
。

唖
高校三ヶ年の学力を考える高校生三ケ年総合成績

資料として、三ヶ年在学成績(学内入試・内申点）

の五教科平均点を加算した、

学内入試内申点がある。

その各年度の平均点を比'鮫

すると右炎のようになり、徐

々に向上をみせている←

但し、＊印（49年以降）は

7教科を5敬科に直したもの

で､ある。

-80-

＜（）は入試年庶＞

卒業年度

昭38CK

42(43

47(48〉

49(50）

50(5］

r,i(r,2)

500

総合成続

232.1

2777

294－5
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3120.’

*(31

322.0

＊（）

330.0.4
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④
表
は
、
小
学
校
か
ら
送
ら
れ
た
学
籍
簿
に
よ
り
作
成
し
た
。
最
近
は
全
教
科
入
試
制
で
、

分
布
は
ほ
ぼ
安
定
し
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
集
団
化
を
お
さ
え
た
形
で
あ
る
。
⑧
表
で
は
、

最
上
位
ク
ラ
ス
が
噌
加
し
て
い
る
。

④ 中学新入生の出身小学校成績

入試年度’434648495051

②
読
書
指
導
の
充
実

・
客
観
テ
ス
ト
の
弊
害
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
思
考
力
、
表
現
力
の
低
下
を
克
服
す
る

と
と
も
に
、
教
科
書
教
材
を
は
な
れ
て
、
日
常
授
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

学
稗
意
欲
を
ひ
き
だ
す
た
め
に
、
読
諜
指
導
を
充
実
さ
せ
る
努
力
を
つ
づ
け
て
き
た
。

・
中
高
生
徒
各
ク
ラ
ス
選
出
の
図
番
委
員
と
図
警
部
教
員
の
指
導
で
、
希
望
図
書
選

定
と
図
諜
館
利
用
へ
の
要
求
を
く
み
あ
げ
つ
、
、
読
諜
実
態
調
査
、
図
諜
の
推
薦
、

図
沸
館
だ
よ
り
発
行
や
、
読
沸
会
の
主
催
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

・
一
方
、
日
常
の
授
業
の
中
で
、
各
教
科
の
可
能
な
限
り
で
の
読
詐
と
レ
ポ
ー
ト
の

課
題
を
計
画
的
に
す
す
め
、
「
読
み
、
考
え
、
自
ら
ま
と
め
て
書
く
」
活
動
を
強
化

し
て
き
た
。

．
ま
た
、
中
学
で
は
、
隔
週
毎
に
、
「
読
祥
指
導
」
の
時
間
を
お
き
、
学
級
ご
と
の

指
導
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
集
団
読
書
用
文
庫
も
徐
々
に
準
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
と
り
く
み
に
よ
り
、
本
校
の
生
徒
の
図
菩
館
利
用
は
、
頓
に
増
加
し
、

100％

高校新入生の出身中学校(内申)成績⑧

入試年度’404346485051

(外部進学）

j||ISf¥yr-/凧雨1
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－

11111146
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二
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国
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宮
生
国３戸｛

Ｑ
》

ｑ
〕

3.3～2．8
〆 〔数字は％

生
徒
の
力
も
一
定
の
高
ま
り
は
見
せ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
系
統
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
は
、
授
業
と
の
か
か
わ
り
、
Ｈ
・
Ｒ
等
で
の
実
践
を
含
め
て
、
六
年
間
を
見
と

お
し
た
指
導
計
画
の
確
立
が
大
切
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

③
中
学
卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
の
実
施

昭
和
四
七
年
度
か
ら
実
施
し
た
中
学
卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
は
、
前
記
の
読
書
指
導
を

ふ
ま
え
て
、
自
ら
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
自
発
的
主
体
的
な
学
習
態
度
と
能

力
を
ひ
き
だ
す
た
め
の
と
り
く
み
と
し
て
、
中
学
三
年
生
に
課
せ
ら
れ
、
ほ
ぼ
一
年

間
に
わ
た
り
、
中
高
全
教
員
の
指
導
参
加
で
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

現
在
で
は
、
中
学
入
学
と
共
に
、
こ
れ
を
意
識
し
て
準
備
を
す
す
め
る
生
徒
も
お

り
、
中
学
教
育
の
一
つ
の
総
合
的
学
習
と
研
究
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
場
と
し
て
充

実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
も
う
一
度
、
平
素
の
「
読

普
指
導
」
や
授
業
の
中
で
抱
い
た
関
心
や
探
究
心
を
発
展
さ
せ
つ
、
自
ら
の
テ
ー
マ

を
つ
か
ん
で
い
く
よ
う
な
日
常
の
学
習
と
の
か
か
わ
り
の
問
題
を
工
夫
し
、
い
っ
そ

う
祇
極
的
に
と
り
く
む
よ
う
に
運
び
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
高
校
三
年
・
特
論
の
実
施

・
昨
年
度
（
昭
和
五
○
年
度
）
よ
り
実
施
し
て
い
る
高
校
三
年
生
で
の
持
論
も
、
や

が
て
高
等
専
門
教
育
に
進
む
者
と
し
て
学
問
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
深
い
探
究
心

や
、
総
合
的
な
理
解
力
、
豊
か
な
人
間
的
感
動
や
表
現
の
発
徽
を
促
す
こ
と
を
め
ざ

し
た
実
践
で
あ
り
、
中
学
卒
業
レ
ポ
ー
ト
や
読
書
指
導
と
と
も
に
、
自
主
的
・
主
体

的
学
習
活
動
の
能
力
を
高
め
、
ひ
い
て
は
、
本
大
学
で
の
プ
ロ
・
ゼ
ミ
等
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
系
列
化
な
ど
の
ね
ら
う
敬
育
的
効
果
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て

と
り
く
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

．
ま
ず
、
各
教
科
毎
に
、
ほ
ぼ
二
講
座
が
担
当
教
員
の
自
主
的
テ
ー
マ
に
よ
り
提
示

さ
れ
、
生
徒
の
選
択
で
受
講
し
て
い
る
。
文
・
理
共
通
講
座
九
、
文
系
講
座
六
が
開

始
さ
れ
て
以
降
日
も
浅
く
、
高
校
三
年
の
時
期
に
あ
っ
て
、
生
徒
全
員
を
ま
き
こ
ん

で
い
く
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
内
容
に
し
て
い
く
た
め
の
課
題
は
多
い
。
特
に
、
修
得

単
位
が
文
系
四
、
理
系
二
と
い
う
遠
い
や
、
担
当
教
員
の
研
究
条
件
お
よ
び
生
徒
の

持
論
の
理
解
の
不
充
分
さ
等
、
持
論
内
容
の
充
実
の
た
め
の
問
題
解
決
は
、
こ
れ
か

ら
の
実
践
に
か
か
っ
て
い
る
。

-81-
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⑤
高
校
一
年
で
の
英
語
小
集
団
授
業

学
習
で
の
つ
ま
ず
き
を
み
る
と
、
英
語
で
の
落
ち
こ
み
が
目
立
ち
、
日
本
語
と
違

っ
た
言
語
構
造
と
日
常
性
の
少
な
い
言
葉
と
し
て
の
教
科
の
む
ず
か
し
さ
が
は
っ
き

り
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
現
実
に
大
学
進
学
で
は
決
定
的
な
問
題
と
な
る
こ
と
も
か

ら
み
、
英
語
で
の
自
信
喪
失
は
、
中
等
教
育
で
の
つ
ま
ず
き
に
直
接
つ
な
が
っ
て
く

る
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
か
ら
、
高
校
一
年
生
の
時
期
に
、
二
ク
ラ
ス
九

○
名
を
三
講
座
（
約
三
○
名
ず
つ
）
に
わ
け
、
リ
ー
ダ
ー
、
文
法
の
他
に
副
読
本
（
例

え
ば
宕
巨
の
同
旨
①
な
ど
）
を
用
い
、
耳
と
口
か
ら
の
教
育
を
強
化
し
つ
、
多
読
を
す

す
め
、
言
語
感
と
読
解
力
を
つ
け
る
よ
う
な
授
業
と
し
て
す
す
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、

小
集
団
の
中
で
の
学
習
集
団
の
確
立
を
ね
ら
っ
た
実
践
な
ど
も
生
ま
れ
、
全
体
の
学

習
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

た
だ
、
実
施
し
て
一
○
年
近
く
、
こ
の
間
で
当
初
ほ
ど
の
切
実
な
問
題
と
し
て
は

と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
小
集
団
を
生
か
す
新
た
な
創
造
的
な

と
り
く
み
に
よ
っ
て
、
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
評
価
法
の
改
善
、
そ
の
他

学
習
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
成
績
の
評
価
に
当
っ
て
、
生
徒
自
身
が
自
己

の
学
習
の
到
達
度
を
知
り
、
徒
ら
に
自
信
を
失
な
う
こ
と
な
く
、
今
後
の
努
力
目
標

を
つ
か
み
と
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
従
来
の
五
段
階
相
対

評
価
は
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
本
校
で
は
学
内
に
お
い
て
は
、
中
・
高
と
も
に
絶
対

評
価
に
よ
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
中
学
校
で
は
、
観
点
別
評
価
を
充
実
し
、
よ
り
キ

メ
細
か
な
内
容
の
指
示
に
よ
る
評
定
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今
回
の
京
都
府
教
委
に

よ
る
到
達
度
評
価
の
提
起
を
足
が
か
り
に
、
中
高
・
一
貫
し
た
評
価
法
の
研
究
・
実
施

を
め
ざ
し
と
り
く
ん
で
い
る
。

一
方
、
学
内
の
諸
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
○
×
式
や
、
Ｕ
内
記
号
記
入
等
客
観

テ
ス
ト
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
記
述
方
式
や
文
章
解
答
（
時
に
は
論
文
方
式
）
を

導
入
し
、
思
考
過
程
を
も
と
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

テ
ス
ト
も
直
接
責
任
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
内
容
・
形
式
と
も
に
創
意
を
生
か
し
、

評
定
に
よ
っ
て
生
徒
が
何
を
の
ば
し
、
ど
こ
を
補
な
う
か
を
知
り
、
意
欲
を
ひ
き
だ

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑦
教
科
指
導
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
と
り
く
み
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
い
っ
そ
う
学
力
の
充
実
を
は
か
る

た
め
に
、
教
科
共
通
の
問
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈱
生
徒
の
学
力
の
実
態
把
握
を
す
す
め
る
。
ｌ
各
教
科
ご
と
に
、
生
徒
が
ど
ん

な
点
に
弱
い
の
か
を
正
し
く
つ
か
む
た
め
、
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
な

ど
の
方
法
で
、
学
力
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

㈹
基
礎
学
力
を
正
し
く
お
さ
え
、
教
材
の
精
選
を
は
か
る
。

㈲
学
習
を
組
織
し
い
て
く
筋
道
を
明
ら
か
に
し
、
学
習
集
団
の
確
立
を
は
か
る
。

㈲
つ
ま
ず
き
の
発
見
と
、
お
ち
こ
ぼ
れ
を
な
く
す
る
方
法
の
研
究
。

㈱
教
科
指
導
と
生
活
指
導
の
か
か
わ
り
を
追
求
し
、
統
一
的
指
導
体
制
の
確
立
。

③
生
活
指
導
に
つ
い
て

生
徒
を
と
り
ま
く
状
況
は
一
般
に
厳
し
く
、
文
化
と
生
活
の
面
で
の
頼
廃
化
の
影

響
は
無
視
で
き
な
い
。

本
校
で
は
、
早
く
か
ら
補
導
部
体
制
を
生
徒
指
導
部
体
制
に
改
組
し
、
生
徒
実
態

を
固
定
的
・
概
念
的
に
と
ら
え
る
こ
と
な
く
、
生
活
実
態
を
掘
り
お
こ
し
て
自
己
変

革
を
迫
ま
る
た
め
の
指
導
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て
き
た
。

①
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
自
主
的
生
活
集
団
の
確
立

学
校
生
活
の
主
体
者
と
し
て
の
自
覚
に
た
っ
て
、
生
徒
集
団
に
よ
る
自
治
活
動
を

育
成
し
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
、
生
徒
の
学
校
づ
く
り
へ
の
要
求
を
く
み
あ
げ
る
た
め

に
、
「
学
内
協
議
会
」
を
お
い
て
い
る
。

歴
史
的
に
も
、
昭
和
二
三
年
、
末
川
総
長
再
任
運
動
に
積
極
性
を
示
め
し
、
全
国

に
も
例
の
な
い
総
長
選
挙
へ
の
投
票
権
を
も
つ
生
徒
会
で
あ
り
、
昭
和
三
八
年
頃
に

は
、
北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
な
ど
の
要
求
を
出
し
、
高
中
長
期
計
画
第
一
次
案
と

も
い
う
べ
き
北
大
路
中
心
の
整
備
充
実
を
す
、
め
る
の
に
貢
献
し
、
ま
た
、
学
費
改

訂
に
当
っ
て
確
認
事
項
を
か
わ
す
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
示
め
し
て
き
た
が
、
近

年
は
か
な
り
弱
体
化
し
て
い
る
。
三
無
主
義
が
問
題
に
さ
れ
て
久
し
い
が
、
生
徒
の

中
の
真
意
は
、
つ
ね
に
本
質
的
に
厳
し
さ
を
求
め
る
声
は
つ
よ
い
。
一
方
、
年
と
共
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に
連
帯
性
に
欠
け
、
友
人
へ
の
信
頼
感
を
失
な
っ
た
生
活
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

今
後
、
Ｈ
・
Ｒ
活
動
の
中
で
、
集
団
化
を
つ
よ
め
、
仲
間
と
し
て
の
生
き
方
を
大

切
に
し
、
自
主
的
な
学
校
生
活
の
集
団
的
秩
序
を
高
め
、
生
活
内
容
を
深
め
あ
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

②
生
徒
に
主
体
的
な
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る
と
り
く
み

㈹
文
化
講
座
…
…
現
代
の
問
題
や
古
典
的
文
化
に
ふ
れ
る
な
か
で
、
自
ら
の
生

き
方
や
学
問
に
と
り
く
む
姿
勢
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
中
学
高
校

生
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
文
化
講
座
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
文
化
祭
中
の

行
事
と
し
て
十
数
講
座
を
同
時
に
実
施
、
生
徒
の
選
択
に
よ
り
参
加
さ
せ
、
行

事
は
特
色
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

㈹
討
論
集
会
…
…
日
常
の
Ｈ
・
Ｒ
討
議
の
枠
外
で
問
題
別
に
討
論
を
す
す
め
、

高
校
生
討
論
集
会
（
府
下
春
季
討
論
集
会
等
）
に
つ
な
ぐ
と
り
く
み
も
試
み
ら

れ
て
お
り
、
近
年
は
や
、
低
調
だ
が
、
前
記
高
校
生
春
討
の
と
り
く
み
は
つ
な

い
で
い
る
。
（
参
加
は
数
名
～
数
十
名
と
い
う
範
囲
で
あ
る
。
）

こ
れ
に
対
し
て
、
中
学
で
は
、
秋
一
一
月
頃
に
、
ク
ラ
ス
予
備
討
論
を
ふ
ま

え
て
、
全
校
的
（
父
母
も
ま
じ
え
て
）
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

㈲
構
内
諸
行
事
…
…
生
徒
の
多
面
的
な
能
力
を
一
つ
一
つ
引
き
だ
し
て
い
く
こ

と
と
、
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
行
事
を

く
み
こ
み
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
事
は
、
校
地
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
施
設
の
不
備
不
足
の
面
、
中
高
別
行
事
実
施
の
困
難
さ
（
授
業
へ

の
配
慮
、
時
間
表
、
教
員
体
制
の
問
題
な
ど
）
か
ら
支
障
も
多
い
が
、
春
、
夏
、

冬
の
休
暇
利
用
を
も
含
め
て
、
で
き
る
だ
け
実
施
し
て
い
る
。

特
別
教
育
活
動
と
し
て
の
諸
行
事
は
、
つ
と
め
て
生
徒
の
創
意
を
生
か
し
、

集
団
と
し
て
の
活
動
に
重
点
を
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
徒

自
身
の
手
で
企
画
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
中
学
生
は
勿
論
、
高
校

に
あ
っ
て
も
、
か
な
り
教
師
の
積
極
的
な
助
言
指
導
と
点
検
が
必
要
で
あ
る
。

行
事
検
討
委
員
会
の
結
論
を
中
心
に
討
議
し
た
結
果
、
昭
和
四
七
年
以
降
高

校
の
修
学
旅
行
を
廃
止
し
た
（
中
学
は
実
施
）
が
、
そ
れ
に
か
わ
る
臨
地
教
育

旅
行
も
生
徒
と
合
意
に
至
ら
ぬ
ま
ま
立
ち
消
え
と
な
っ
て
い
る
・
諸
行
事
を
総

合
的
な
教
育
計
画
と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
活
動
に
つ
い
て

生
徒
会
活
動
の
基
本
単
位
で
あ
る
と
共
に
、
学
校
生
活
・
学
習
活
動
の
基
本
集

団
と
し
て
の
学
級
活
動
は
、
生
徒
の
意
欲
に
か
、
わ
る
基
本
的
活
動
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
学
級
で
の
「
ク
ラ
ス
づ
く
り
」
を
掘
り
お
こ
し
て
い
く
ホ
ー
ム
・
ル
ー

ム
活
動
が
な
け
れ
ば
、
教
育
効
果
を
充
分
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ホ
ー

ム
・
ル
ー
ム
活
動
の
不
活
発
を
克
服
す
る
た
め
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

始
ま
る
Ｈ
・
Ｒ
年
間
指
導
計
画
の
骨
組
み
を
確
立
し
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、

合
同
Ｈ
・
Ｒ
、
ク
ラ
ス
交
流
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
創
造
的
活
動
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
施
設
を
含
め
た
諸
条
件
を
整
え
る
こ
と
は
急
が
ね

ば
な
ら
な
い
。
（
学
校
校
内
の
制
約
で
実
施
で
き
な
い
も
の
が
多
い
実
態
で
あ
る
。
）

４
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

①
身
心
と
も
に
発
達
段
階
に
あ
る
青
少
年
の
育
成
に
当
っ
て
、
自
由
清
新
に
み
ち

た
自
主
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

本
校
に
お
い
て
も
、
学
習
活
動
と
ク
ラ
ブ
活
動
は
車
の
車
輪
に
誓
え
て
重
視
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
部
省
の
い
う
ク
ラ
ブ
必
修
制
は
、
現
実
の
諸
条
件
を

無
視
し
た
点
な
ど
多
く
の
側
面
か
ら
実
施
上
の
疑
点
が
あ
る
。

本
校
と
し
て
は
、
高
校
で
は
全
員
加
入
制
は
と
ら
ず
、
従
来
通
り
で
奨
励
し
て

お
り
、
中
学
生
に
対
し
て
は
、
既
存
ク
ラ
ブ
に
全
員
を
吸
収
さ
せ
る
方
向
で
、
生

徒
の
自
主
性
を
生
か
し
て
勧
誘
し
、
残
っ
た
生
徒
（
ど
う
し
て
も
既
存
ク
ラ
ブ
に

関
心
の
も
て
な
い
生
徒
）
を
特
別
活
動
部
で
学
校
指
導
に
よ
る
多
様
な
集
団
活
動

を
行
な
わ
せ
て
い
る
。

②
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加
状
況
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。
中
学
で
は
持
活
部
二
三

名
（
文
化
系
に
入
れ
て
あ
る
）
を
含
め
て
一
○
○
％
参
加
で
あ
り
、
高
校
で
は
約

五
○
％
で
、
昭
和
四
五
年
当
時
、
中
学
九
○
・
三
％
（
五
三
五
名
中
四
八
三
名
）
、

高
校
六
九
・
四
％
（
八
二
四
名
中
五
七
三
名
）
に
比
し
て
、
中
学
は
当
然
の
び
た

が
、
高
校
で
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
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③
体
育
系
ク
ラ
ブ
活
動
の
諸
問
題

け
ク
ラ
ブ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
・
・
・
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
悩
み
を
と
り
あ

げ
、
部
員
全
体
の
課
題
と
し
て
と
り
く
み
、
生
活
に
け
じ
め
を
つ
け
る
よ
う
指

導
を
徹
底
す
る
こ
と
。

㈹
活
動
の
条
件
の
改
善
に
つ
い
て

伽
練
習
場
の
問
題
…
一
応
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
場
は
確
保
し
て
い
る
が
、

狭
い
土
地
に
無
理
を
し
た
改
修
設
備
で
多
く
の
制
約
を
う
け
活
動
上
基
本
的
な

不
充
分
さ
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
実
情
を
ま
と
め
る
と
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

四
月
の
新
入
生
の
加
入
時
は
、
も
っ
と
多
い
が
、
夏
休
み
前
後
で
急
減
し
、
年

間
ほ
ぼ
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
興
味
関
心
を
も
ち
な
が
ら
も
入
部
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

㈲
帰
宅
が
お
そ
く
な
る
。
㈹
勉
強
の
時
間
（
塾
参
加
も
含
め
て
）
が
と
れ
な
い
。

㈲
ｎ
分
の
好
き
な
ク
ラ
ブ
が
な
い
。
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

退
部
す
る
も
の
の
理
由
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
、
学
習
と
の
両
立
に
挫
折
感

を
も
つ
者
、
身
心
の
疲
れ
に
た
え
ら
れ
ぬ
者
、
塾
等
に
い
く
た
め
等
が
大
半
だ
が
、

中
に
は
、
活
動
の
あ
り
方
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
者
も
あ
る
。
現
在
活
動
し
て
い

る
も
の
の
中
に
も
同
質
の
悩
み
を
も
っ
て
い
る
生
徒
が
多
い
と
考
え
て
よ
い
。

八
参
考
Ｖ
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
参
加
状
況

⑬

(51年9月現在〉

ク
ラ
ブ
活
動
条
件
の
実
状
に
つ
い
て
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187

13苔

340ノ

4

(100%

527メ

－
７
『
Ｕ

’
０
－
Ⅲ 校

11享弓

140メ

111

(含応援ロ

20S

261,

31部

(50%

401人

相随

撲到

『
－
１
卜
三
面
に
対
し
、
中
学

部
員
だ
け
で
、
毎
年
五
○
名

前
後
の
た
め
、
高
校
テ
ニ
ス

部
は
御
所
コ
ー
ト
な
ど
へ
い

く
が
、
尚
不
充
分
で
あ
る
。

北大路キヤンパノ

フ

ル

水
泳

水
泳

大
学
水
泳
部
も
利
用
（
水
泳

利
用
可
）
。

jj

＃

､

〕

』
一
『
ロ
・
ノ
タ
１
１
Ｌ
小
抑
‐
弓
久
『
列
Ⅳ
０
げ
り

狭
隈
で
危
険
性
あ
り
。

小
体
育
館

卓
球
。

卓
球

換
気
不
充
分
。
（
四
Ｆ
の
た

め
窓
は
あ
け
ら
れ
な
い
）

屋
上

応
援
団
（
南
）

テ
ニ
ス
他

吟
ｌ
ニ
ン
グ
に
利
用
・
太
鼓

．
吹
奏
へ
の
民
家
よ
り
苦
情
ｃ

『

雨
天
時
各
部
基
本
動
作

Ｏ
９
ｑ
Ｅ
ｒ
４
ｌ
４
１

｜
面
唯
‐
一
工
田
土
職
〃
」
一
フ
ー
プ
フ
斗
「

ｌ
、
陸
上
の
他
に
も
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
利
用
。

ピ
ロ
テ
ィ
ー

剣
道
一

（
雨
天
時
は
各
部
準
備
運
動
）

ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
に
、
ビ
ニ
ー
ル
製
上
敷

を
し
い
て
い
る
が
、
（
、
不
が

な
く
危
険
で
あ
る
。

キョ
随

ジ
ー

０

｜
侭
野
賊
噸
鮎
碓
。

ト
ヒ
０
斗
や
弓
，
ｌ
里
二
屯
説
芋
Ｆ
Ｉ
Ｉ
‐
才
も
司

暮
い
ユ
辿
一
Ｊ
ｆ
雫
Ｆ
合
民

ハ
ス
ケ
ッ
ト

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

●

ノ､

う
み
ノ
ヅ
ー
ー

誌
猪
幸
改
装
て
天
上
か
低
く

充
分
な
活
動
は
で
き
な
い
。

コ
ー
ト
は
一
面
で
、
広
さ
も

充
分
で
な
い
。

咋
仙
手
馳
一
同
Ｖ
卿
〃
耐

kア詞

に

ｰ
も
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一
ｌ
ｌ＊

ス
ク
ー
ル
・
バ
ス
利
用
は
高
校
授
業
終
了
と
う
ま
く
合
わ
ず
、
時
間
待
ち
の
無
駄
が
多
い
。

ま
た
、
満
員
で
の
れ
な
い
と
き
も
あ
る
。
柊
野
球
場
で
、
定
ま
っ
た
時
間
に
す
ぐ
交
替
し

て
練
習
に
入
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

叩
顧
問
は
専
任
教
員
（
五
七
名
）
中
五
四
名
を
必
要
と
し
、
事
実
上
年
令
を
と
わ
ず

総
員
参
加
で
あ
り
、
専
門
の
技
術
指
導
を
含
む
コ
ー
チ
の
充
実
の
対
策
に
迫
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
教
育
的
な
視
点
を
充
分
に
理
解
し
た
コ
ー
チ
の
人
選
や
、
コ
ー
チ
手
当

制
の
問
題
な
ど
、
現
実
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
問
題
が
多
く
、
直
ち
に
は
実
現
が

の
ぞ
め
ぬ
だ
け
に
、
現
行
の
顧
問
の
あ
り
方
を
充
分
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

⑤
進
路
指
導
に
つ
い
て

①
生
徒
の
進
路
状
況

総
合
学
園
の
一
貫
教
育
の
特
色
を
理
解
し
て
進
学
し
て
く
る
本
校
の
生
徒
は
、

す
べ
て
、
入
学
時
か
ら
大
学
進
学
を
め
ざ
し
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
立

命
館
大
学
を
志
望
し
て
い
る
が
、
近
年
、
急
速
に
他
大
学
志
望
者
も
増
え
て
お
り
、

そ
の
状
況
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

②
進
路
指
導
方
針

学
園
を
あ
げ
て
教
育
の
民
主
化
と
現
代
化
に
と
り
く
ん
で
い
る
内
容
を
理
解
さ

せ
、
大
学
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
考
え
さ
せ
、
学
問
・
研
究
に
取
り
く
む
気
構
え

を
も
た
せ
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
で
の
学
習
活
動
と
生

活
に
し
っ
か
り
と
り
く
み
、
基
礎
学
力
を
修
得
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
に
努
，
力
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
本
校
の
進
路
指
導
は
、
根
本
的
な
「
生
き
方
」
を
考
え
さ
せ
つ
つ
、

自
ら
の
進
路
を
自
ら
の
力
で
決
定
さ
せ
た
い
、
と
考
え
て
す
、
め
て
い
る
。

今
後
一
層
こ
の
趣
旨
を
生
か
し
、
希
望
と
意
欲
を
も
っ
て
進
学
す
る
よ
う
具
体

的
な
内
容
の
充
実
と
、
一
貫
し
た
指
導
体
制
の
強
化
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

高校生進路状況（人数〕
総
合
：
丈
学
の
中
の
学
内
進
学
制
度
を
も
一
了
た
高
校
・
と
：
…
）
’
て
喝
国
公
立
●
大
学
へ

の
進
学
率
は
大
き
い
。

こ
れ
は
、
学
内
入
試
に
際
し
て
他
大
学
受
験
も
認
め
る
こ
と
で
、
「
進
路
は
生

徒
自
ら
が
決
め
る
も
の
」
と
い
う
考
え
方
で
、
指
導
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
か
ら
で

尖
の
ブ
つ
。

－ 8 5－

口
内
Ｌ
ザ
Ｌ
Ｌ
岸
．
ノ
Ｊ
グ
ニ
ノ
‐
／
Ｉ
ト
ー

『
１
丁
Ｉ
丹
ノ
．
非
ｒ
Ｊ
１
１
ｌ
４
ト
コ
ｊ
一

スクール・バスの不便さ

Ｆ
●
、
旦
糾
Ｌ
‐
ユ
－
盆
畑
寺
、
Ｌ
二
コ
ご
Ｊ

お
里

陸
上

球
場

硬
式
野
球

‐
ヌ
ｗ
字
α
榊
禰
韮
国
ま
土
学
７
、

お
↓
て
〃
く
方
ふ
る
０

サホ世
ツツ

カケ

11」

４
ノ
竺
寸
４
判
郡
・
ム
ノ
ー
Ｊ
ｔ
エ
↑
ロ
局

し
、
全
員
一
○
○
名
程

利
用
、
土
砂
流
出
な
ど

で
つ
ね
に
整
備
が
必
要
。

邑
当
、
ア
ｈ
Ｉ
Ｉ
字
Ｆ
ｆ
９
ｒ
Ｐ

丘
、
プ
田
土
ノ
″
呈
勿
一
●
づ

軸
式
野
球

ラ
グ
ビ
ー

野
球
・
陸
上

サ
ッ
カ
ー

稚
泊
古
屑
朽
と
士
ば
て
裾
一
α
半
‐

分
を
使
用
（
隔
日
）
、
あ
と
は

鴨
川
堤
・
衣
笠
な
ど
へ
い
く
。

(卒業生数)メ

立命館大今

国公立大誉

他私立大弓

各種学キI

家事・就削

浪

1
0

252

4)

46

〃

184

ワ
ー

ワ
白

21

2E

2［

4

255

188

〃

濁
一

49

ワQざ_三
色凸ﾉｰｰｰｰ

229

24

19

卵
一

255

189
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特
に
学
内
進
学
者
に
対
し
て
は
、
学
園
教
学
の
特
色
に
誇
り
を
も
ち
、
積
極
的

に
「
学
園
づ
く
り
に
参
加
す
る
学
生
と
し
て
進
学
し
て
ほ
し
い
」
と
考
え
、
進
路

指
導
を
充
実
し
た
い
。

③
今
後
の
指
導
体
制
に
つ
い
て

㈱
「
生
き
方
」
を
支
え
る
基
礎
教
養
の
充
実
を
は
か
る
。

社
会
に
つ
い
て
の
関
心
、
平
和
と
民
主
主
義
の
理
解
、
正
し
い
労
働
観
お
よ

び
人
権
意
識
の
確
立
、
（
そ
れ
ら
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｈ
・
Ｒ
活
動
の
展
開
を
は

か
る
）
・

帥
正
し
い
学
力
補
充
の
指
導
．
．
…
・
業
者
テ
ス
ト
に
は
し
ら
ず
、
自
ら
の
責
任
の

も
て
る
学
力
指
導
を
行
な
う
。
そ
れ
に
必
要
な
指
導
資
料
の
整
備
。

㈲
学
内
入
試
制
度
の
理
解
の
徹
底
を
は
か
る
。
…
…
現
在
の
大
学
教
育
改
革
の

中
で
、
立
命
館
大
学
の
と
り
く
み
を
理
解
さ
せ
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
い
け

る
よ
う
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
を
は
か
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
進
学
受
験
校
に

お
ち
こ
ま
ず
全
体
と
し
て
安
定
し
た
学
校
教
育
へ
の
と
り
く
み
の
な
か
で
、
個

性
を
の
ば
し
、
各
方
面
に
進
路
を
見
出
し
て
い
け
る
と
い
う
特
色
を
充
分
に
理

解
さ
せ
る
。

八
参
考
Ｖ
ｌ
具
体
的
な
進
路
指
導
の
内
容
（
主
な
も
の
）

中
学
三
年
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
生
徒
、
父
母
別
に
高
校
進
学
に
つ
い
て
。
）

一
「
進
路
の
指
針
」
パ
ン
フ
配
布
、
文
系
、
一

一
墾
癖
諏
空
大
き
な
区
分
で
進
路
を
考
え
一

高
校
二
年
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
生
徒
）

〈
峰
眼
識
却
躍
詐
準
ぅ
対
処
す
る
か
を
中

父
母
懇
談
会

（
呼
号
恥
確
》
繕
馴
に
、
具
体
的
な
説
明
。
）

高
校
三
年
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

、
総
長
、
教
学
担
当
理
事
、
教
学
部
長
、

父
母
進
学
懇
談
会
校
長
、
高
校
教
務
部
長
に
よ
る
学
内
進

学
制
度
の
全
面
的
な
説
明
会
。
〈
五
月

一
実
施
〉

、
合
格
を
機
会
に
、
二
～
三
月
の
余
暇
を

一

一
生
か
し
、
大
学
進
学
の
決
意
を
か
た
め

一
有
効
な
読
書
な
ど
の
利
用
を
含
め
た
積
一

一
極
的
な
生
活
を
促
す
た
め
。
〈
二
月
〉

⑥
人
権
教
育
の
推
進

①
同
和
教
育
の
と
り
く
み

民
主
教
育
の
重
要
な
内
容
と
し
て
、
人
権
意
識
を
確
立
さ
せ
る
教
育
の
大
切
な

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
実
の
社
会
・
生
活
の
中
に
根
づ
よ
く
残
る
差
別
と

偏
見
の
う
ち
で
も
、
未
解
放
部
落
へ
の
差
別
は
歴
史
も
深
く
、
極
め
て
深
刻
な
も

の
で
あ
り
、
本
校
と
し
て
も
、
徹
底
し
て
差
別
を
許
さ
ず
差
別
を
な
く
し
て
い
く

人
間
と
し
て
教
育
す
る
姿
勢
で
と
り
く
む
必
要
が
あ
る
。

本
校
で
の
こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
は
、
一
九
六
○
年
頃
に
、
教
務
・
生
活
指
導

両
部
に
同
和
教
育
担
当
が
お
か
れ
、
教
職
員
の
間
に
同
和
教
育
研
究
会
が
も
た
れ

た
が
、
一
九
七
四
年
か
ら
校
務
分
掌
の
中
に
、
同
和
教
育
推
進
委
員
三
名
を
お
き
、

全
校
に
同
和
教
育
を
す
す
め
る
態
勢
を
と
っ
て
、
学
内
研
究
会
企
画
、
他
研
究
会

と
の
交
流
、
他
校
訪
問
等
に
当
っ
て
き
た
。

同
和
教
育
推
進
の
た
め
の
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、

㈲
同
和
地
区
出
身
生
徒
の
把
握
と
具
体
的
指
導
。

旧
全
学
年
を
通
し
た
同
和
教
育
計
画
の
設
定
と
実
施
。

何
校
内
同
和
教
育
研
究
会
の
充
実
と
実
践
交
流
の
活
発
化
。

㈹
同
和
教
育
推
進
委
員
会
の
強
化
・
委
員
の
活
動
条
件
の
保
障
。

②
身
体
障
害
者
教
育
の
と
り
く
み

本
校
の
条
件
で
、
一
般
生
徒
と
共
に
行
動
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
受
け
い

れ
て
い
る
。
入
試
に
当
っ
て
は
、
何
等
特
別
措
置
は
と
っ
て
い
な
い
が
、
合
格
と

共
に
本
人
と
家
族
か
ら
直
接
に
前
記
の
方
針
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

現
在
、
重
度
の
難
聴
者
三
名
、
軽
度
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
障
害
者
一
名
が
在
校
し

（
略
考
蝿
唾
電
に
よ
る
学
釧
謹
峠
却
瑞
也
）

学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス

学
内
入
試
合
格
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

－86－
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Ⅳ
高
中
教
学
の
改
革
に
（
一
い
て
Ｉ
（
今
後
の
課
題
）
Ｉ

１
学
園
を
一
貫
し
た
総
合
教
育
を
す
す
め
る
課
題

高
校
・
中
学
校
が
、
め
ざ
し
て
き
た
教
学
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
状
勢
に
こ

た
え
て
今
後
の
教
学
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
教
学
全
般
に
わ
た
る
、

学
校
づ
く
り
の
諸
課
題
に
と
り
く
む
必
要
が
あ
る
。

て
い
る
。
難
聴
者
は
入
学
以
後
進
行
し
た
者
な
ど
も
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
補
聴

用
ア
ン
プ
を
設
け
る
準
備
を
し
て
い
る
が
、
専
門
の
指
導
者
の
意
見
を
き
い
て
研

究
し
て
い
る
。

昨
年
、
本
学
大
学
生
の
教
育
実
習
で
全
盲
の
学
生
（
英
文
科
、
四
回
生
女
子
）

の
実
習
指
導
を
試
み
た
。
慎
重
に
関
係
者
の
打
合
わ
せ
の
上
で
の
実
施
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
本
人
の
努
力
も
み
の
り
、
予
想
以
上
に
好
成
績
を
得
た
。
と
り
わ
け
、

本
校
生
徒
に
深
い
感
銘
を
あ
た
え
た
こ
と
は
今
後
の
教
育
に
多
く
の
可
能
性
を
示

め
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③
民
族
差
別
に
対
す
る
と
り
く
み

本
校
で
あ
ら
わ
れ
る
具
体
的
差
別
事
象
と
し
て
、
最
も
可
能
性
の
多
い
も
の
で

あ
り
、
指
導
実
践
例
も
多
い
。

中
学
生
で
は
友
人
間
で
の
差
別
的
言
動
に
よ
る
問
題
が
多
い
が
、
高
校
生
で
は
、

将
来
の
進
路
の
見
通
し
の
暗
さ
か
ら
く
る
悩
み
や
、
異
性
友
達
と
の
交
際
を
め
ぐ

る
差
別
意
識
な
ど
の
他
に
、
本
国
名
の
呼
称
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、
深
刻
な
も

の
と
な
っ
て
ノ
、
る
。

本
来
、
民
族
教
育
は
民
族
学
校
で
こ
そ
正
し
く
行
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
そ
の
選
択
は
、
本
人
と
家
族
の
判
断
に
ま
つ
も
の
と
し
て
、
本
校
で
は
一

般
入
学
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
国
名
（
本
名
）
の
使
用
が
正
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
本

人
と
家
族
の
納
得
・
了
解
の
上
で
自
発
的
に
呼
称
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
の

が
、
こ
の
時
期
の
生
徒
に
と
っ
て
は
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

1(2)

生
徒
の
真
の
成
長
。
発
達
を
め
ざ
す
総
合
教
育

教
育
を
と
り
ま
く
一
般
状
況
は
、
進
学
戦
争
と
学
校
荒
廃
化
や
、
著
し
い
地
域

変
貌
と
環
境
汚
染
等
の
中
で
、
子
供
の
成
長
・
発
達
に
つ
い
て
い
び
つ
な
現
象
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
あ
る
こ
と
は
Ｉ
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
本
校
の
教
学
を
考
え
る
う
え
で
も
、
何
よ
り
大
切
な
こ
と
と
思
わ

れ
る
。い

ま
、
青
少
年
の
学
力
と
非
行
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
希
望
に
み
ち
て
生
き
よ
う
と
す
る
青
少
年
を
育
成
す
る
た

め
に
、
つ
ま
ず
き
や
お
ち
こ
ぼ
れ
を
な
く
す
る
課
題
は
、
本
校
で
も
最
も
重
要
な

も
の
で
．
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
総
合
学
園
と
し
て
の
有
利
な
条
件
を
生
か
し
て
、
中

・
高
・
大
と
一
貫
し
た
指
導
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
能
力
を
ひ
き
だ
し
、
そ
の
発
達

を
保
障
す
る
教
育
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
日
の
状
況
の
中
で
、
青
少
年
の
真
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
は
、
「
青
少
年

に
は
た
ら
き
か
け
る
様
々
の
教
育
的
影
響
が
、
互
い
に
関
連
し
あ
う
な
か
で
、
ど

の
よ
う
に
発
達
し
て
い
く
か
」
と
い
う
筋
道
を
追
求
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
視
野

か
ら
の
教
育
計
画
を
も
っ
て
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
ま
で
一
貫
し
た
指
導
体
制
を

確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
「
入
試
の
た
め
」
に
合
理
化
さ
れ
て
き
て
い
る
子
供
の
生
活
に
と

っ
て
、
失
な
わ
れ
て
い
る
人
間
的
な
生
活
経
験
と
感
動
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め

に
、
学
校
教
育
の
中
で
、
学
習
、
生
活
習
慣
、
人
間
交
流
、
遊
び
、
諸
活
動
を
通

し
て
、
子
供
の
中
に
芽
生
え
て
く
る
新
し
い
要
求
と
現
実
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
を
大

切
に
し
、
そ
の
中
か
ら
真
の
成
長
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
教
育
計
画
を
準
備
す
る

よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

学
園
に
お
け
る
高
中
教
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て

生
徒
の
真
の
発
達
を
め
ざ
す
学
園
一
貫
の
教
学
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

学
に
お
け
る
学
内
出
身
者
が
、
大
学
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、
よ
く
そ
の
意
義

を
う
け
と
め
て
主
要
な
役
割
を
に
な
い
、
意
欲
的
な
学
生
生
活
を
す
す
め
て
く
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
よ
う
な
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
を
課
迩
と
、
！
』
’
て
き
た
…
）

戦
後
三
○
年
近
い
歩
み
を
見
て
も
、
確
か
に
一
定
の
前
進
は
あ
る
。
し
か
し
、
大

学
教
育
の
中
で
、
内
部
進
学
者
に
つ
い
て
明
ら
か
な
問
題
点
が
幾
つ
か
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
①
内
部
進
学
者
同
志
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
一
般
進
学
者
の
中
に
と
び
こ
ま
な
い
者
が
多
い
。
②
内
部
進
学
者
と
い
う

こ
と
に
劣
等
感
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
③
ク
ラ
ス
や
ゼ
ミ
で
の
活
動
で

消
極
的
な
も
の
が
多
い
。
④
大
学
や
社
会
に
対
す
る
甘
さ
が
見
ら
れ
る
。
な
ど
が

あ
り
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
の
教
育
を
す
す
め
る
う
え
で
、
充
分

に
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
学
内
進
学
者
の
声
と
し
て
も
、
「
学
生
、
教
職
員
を
と
わ
ず
立
高
出
身

と
い
う
と
特
別
視
さ
れ
る
」
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
る
者
も
多
い
。
学
内
進
学
者
が

体
育
会
系
の
部
活
動
参
加
者
の
約
一
剛
を
占
め
、
京
都
市
出
身
者
と
し
て
は
更
に

高
率
を
示
め
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
学
内
進
学
者
に
つ
い
て
の
み
な
ら

ず
、
全
学
生
の
実
態
に
即
し
て
、
学
生
実
態
の
科
学
的
総
合
的
把
握
を
行
な
う
な

か
で
、
内
部
進
学
者
の
特
徴
を
と
ら
え
、
適
切
な
指
導
の
兇
辿
し
を
も
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

中
。
高
の
間
で
も
、
か
っ
て
、
高
校
生
中
の
内
部
進
学
者
の
目
立
っ
た
否
定
的

側
面
が
論
議
さ
れ
た
が
、
同
じ
高
校
生
に
対
し
て
、
学
内
・
学
外
と
区
別
し
た
考

え
方
が
生
徒
を
分
断
す
る
根
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
よ

う
な
問
題
の
た
て
方
を
廃
し
た
。
現
在
で
は
、
具
体
的
な
事
実
に
つ
い
て
、
中
・

高
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
と
し
て
検
討
し
、
中
・
高
一
体
の
指
導
の
実
を
あ
げ
る
よ
う

協
力
す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
が
、
中
・
高
と
大
学
の
間
で
も
、
そ
う
い
う
姿
勢

で
、
一
貫
し
た
教
学
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
共
同
化
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
る
。

学
内
進
学
者
が
、
立
命
館
大
学
で
の
諸
活
動
で
被
極
的
に
参
加
す
る
力
と
意
欲

を
も
つ
こ
と
を
目
標
に
お
い
て
、
自
主
性
を
も
ち
、
入
学
当
初
か
ら
希
望
と
自
覚

を
も
っ
て
と
り
く
む
よ
う
な
教
育
の
実
現
に
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

教
育
の
内
容
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
り
っ
つ
、
立
命
館
学
園
の
教
学
の
特
色
（
そ

の
先
進
的
実
践
）
を
充
分
に
生
か
し
、
積
極
的
な
指
導
体
制
を
確
立
さ
せ
た
い
。

⑥
一
例
し
た
理
念
に
基
づ
く
総
合
教
育
の
具
体
的
推
進

こ
れ
ま
で
、
本
校
で
と
り
く
ん
で
き
た
具
体
的
な
教
育
の
内
容
は
Ⅲ
で
の
べ
た

が
、
現
状
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
追
求
し
、
打
開
を
は
か
る
に

当
っ
て
、
「
生
徒
の
真
の
発
達
を
め
ざ
す
学
園
一
貫
の
総
合
教
育
を
す
す
め
る
」

と
い
う
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
諸
問
題
を
検
討
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

①
全
面
発
達
を
め
ざ
す
総
合
教
育
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
主
編
成

学
校
生
橘
の
内
容
を
豊
か
に
し
て
、
そ
こ
で
の
多
面
的
な
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
自
ら
の
発
展
の
芽
を
出
し
成
長
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
、
教
科
教
育
（
授

業
〈
実
技
・
実
験
・
実
習
・
持
論
を
含
む
学
習
活
動
〉
）
の
み
な
ら
ず
、
学
級

・
学
年
活
動
（
Ｈ
・
Ｒ
、
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、
等
）
や
日
常
の
遊
び
時
間
、
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
含
め
て
、
学
校
生
活
全
体
を
見
と
お
し
た
効
果
的
な
学

校
教
育
計
画
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
。
そ
の
際
に
、

川
平
和
と
民
主
主
義
に
つ
い
て
、
国
民
と
し
て
大
切
な
内
容
を
充
実
し
て

い
／
、
こ
、
と
Ｏ

◇
民
主
的
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
能
力
、
お
よ
び
、
社
会
で
仕

事
を
す
る
た
め
に
大
切
な
労
働
力
と
正
し
い
労
帥
観
を
身
に
つ
け
さ
せ
て

い
ノ
、
Ｏ

◇
過
去
の
戦
争
の
事
実
と
惨
禍
を
、
は
っ
き
り
教
え
て
い
く
。

◇
人
間
と
し
て
の
尊
さ
を
自
覚
さ
せ
、
基
本
的
人
権
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ

て
い
ノ
、
。

叩
確
か
な
学
力
を
、
す
べ
て
の
生
徒
の
も
の
に
し
て
い
く
。

教
科
の
系
統
性
と
子
供
の
認
識
の
す
じ
道
を
お
さ
え
”
し
っ
か
り
と
基

礎
学
力
を
身
に
つ
け
た
う
え
で
、
こ
れ
を
自
ら
発
展
さ
せ
て
い
く
“
よ
う

に
努
力
し
つ
つ
学
力
向
上
を
は
か
り
、
専
門
の
学
問
・
研
究
に
と
り
く
む

自
発
的
・
自
主
的
な
学
習
態
度
と
能
力
を
育
て
る
。

川
教
師
・
生
徒
の
集
団
的
な
か
か
わ
り
の
中
で
、
個
人
の
も
つ
可
能
性
が

ど
の
よ
う
に
引
き
だ
さ
れ
高
め
ら
れ
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
秩
序
・
マ
ナ
ー
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
か
を
教
え
て
い
く
。
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な
ど
に
つ
い
て
根
気
づ
よ
く
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
学
園
総
合
教
育
研
究
会
活
動
の
推
進

わ
れ
わ
れ
が
創
意
を
集
め
た
実
践
も
、
今
日
の
受
験
体
制
等
の
影
響
を
つ
ね

に
受
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
日
々
新
た
な
気
構
え
で
実
践
研
究
に
よ
り
充
実

・
改
善
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
せ
っ
か
く
の
試
み
も
生
徒
・
学
生
に
う
け
と
め
ら

れ
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
受
験
体
制
に
傾
斜
し
て
い
く
と
い
っ
た
状
況
に
な
り
か

ね
な
い
。

総
合
教
育
を
み
の
り
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
い
っ
そ
う
学
園
総
合
教

育
研
究
会
の
活
動
を
欄
極
的
に
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
役

割
を
果
す
も
の
と
し
て
の
、
「
総
合
研
」
活
動
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
教
育
実
践
の
面
で
、
中
学
・
高
校
と
大
学
と
が
交
流
を
活
発
に
し
、

机
互
に
実
態
と
問
題
を
出
し
あ
い
な
が
ら
、
研
究
を
す
す
め
、
共
通
の
課
題
を

中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
両
面
か
ら
追
求
し
て
こ
そ
一
貫
し
た
教
育
の
内
容
を

生
み
だ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
ｃ
（
例
え
ば
、
学
習
へ
の
興
味
と
意
欲
を
ひ
き

だ
し
、
自
主
的
自
発
的
学
習
の
力
を
育
成
す
る
た
め
、
中
・
高
で
読
書
指
導
充

実
、
中
卒
レ
ポ
ー
ト
、
高
校
持
論
な
ど
の
実
践
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
大
学

で
の
プ
ロ
ゼ
ミ
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
系
列
化
、
等
の
意
図
す
る
教
育
と
ど
う
つ
な

が
る
か
、
と
い
っ
た
課
題
は
Ⅲ
に
の
べ
た
よ
う
に
数
多
い
。
ま
た
、
高
校
ま
で

に
教
科
教
育
と
し
て
要
求
さ
れ
る
基
礎
学
力
は
、
ど
ん
な
も
の
か
に
つ
い
て
、

中
・
高
で
の
日
常
の
教
案
を
土
台
に
し
て
検
討
さ
れ
る
際
、
大
学
教
育
か
ら
の

視
点
も
加
え
て
、
正
当
な
到
達
目
標
の
設
定
が
で
き
れ
ば
、
学
内
入
試
の
内
容

も
、
こ
れ
に
拠
っ
て
、
到
達
度
を
評
定
す
る
も
の
と
し
て
、
い
っ
そ
う
生
き
た

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
）

こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
「
総
合
研
」
の
あ
り
方
を
、
も
う
一
度
総
合
学
園
の

教
学
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
役
削
を
に
な
う
に
適
し
た
撒
想
（
総
合
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
等
）
で
、
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
活
動
の
輪
を
強
化
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
学
内
進
学
制
度
を
生
か
し
た
指
導
体
制
の
充
実

現
行
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
な
か
で
、
実
践
的
課
題
に
即
応
し
て
、
修
正

(1)

高
校
三
原
殿
・
男
女
共
学
制
実
現
の
課
題

高
校
三
原
則
と
私
学

戦
後
の
民
主
教
育
発
足
に
当
っ
て
確
立
さ
れ
た
高
校
三
原
則
は
、
現
在
で
は
京

都
に
お
い
て
、
そ
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
三
原
則
の

も
つ
意
義
は
大
き
い
。

し
か
し
、
私
学
は
、
当
初
か
ら
三
原
則
の
枠
外
に
お
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
ー
ノ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
針
を
と
り
、
い
わ
ば
、
公
立
の
補
完
的

役
割
を
果
さ
せ
て
き
た
。

一
方
で
、
文
教
政
策
の
改
変
に
際
し
て
、
私
学
に
先
導
的
試
行
を
も
ち
こ
み
、

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
高
校
で
到
達
度
評
価
を
設
定
し
た
と

き
、
こ
れ
ま
で
の
内
申
点
で
ょ
い
か
と
か
、
英
語
足
切
り
点
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
と
共
に
、
学
内
進
学
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
、
充
分
な
理
解
を
徹
底

さ
せ
、
こ
れ
を
生
か
す
努
力
が
、
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
と
く
に
、
高
校
生
自

身
が
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
、
安
易
感
に
陥
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
主
的

主
体
的
な
本
来
の
学
習
と
、
学
校
開
活
勤
に
と
り
く
む
よ
う
、
い
っ
そ
う
指
導

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

進
路
指
導
の
あ
り
方
は
、
総
合
教
育
か
、
受
験
教
育
か
を
端
的
に
示
め
す
も

の
と
い
え
る
。
広
く
、
「
生
き
方
」
と
し
て
と
ら
え
な
が
ら
、
中
・
高
を
充
実

し
た
生
活
と
し
て
経
験
さ
せ
つ
つ
、
自
ら
の
進
路
を
選
択
し
て
い
け
る
よ
う
に

指
導
す
る
な
か
で
、
そ
う
し
た
学
校
生
活
を
持
ち
得
た
立
命
館
教
学
に
誇
り
を

も
っ
て
進
学
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

近
年
、
国
公
立
大
へ
の
進
学
者
も
増
加
し
て
き
て
い
る
が
、
大
学
に
入
る
た

め
の
つ
め
こ
み
で
な
く
、
大
学
で
の
学
問
・
研
究
に
生
き
る
学
力
を
学
校
の
中

で
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
入
試
に
も
役
立
つ
の
が
真
の
学
力
の
筈

で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
傾
く
入
学
問
題
の
限
界
等
も
加
わ
っ
て
、

そ
う
し
た
真
の
学
力
判
定
が
難
Ｌ
く
な
る
一
般
入
試
に
対
し
、
落
ち
つ
い
た
中

・
高
教
育
に
と
り
く
み
、
真
の
学
力
を
の
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
内
入
試
を

正
当
に
評
価
し
、
自
信
を
も
っ
て
選
択
す
る
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
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(2）

私
学
の
特
色
と
し
て
、
高
校
多
様
化
を
奨
励
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、

か
え
っ
て
、
私
学
教
育
の
民
主
化
の
運
動
は
高
ま
り
、
教
育
運
動
の
上
に
、
す
ぐ

れ
た
実
践
を
生
み
だ
し
、
実
質
的
に
、
国
民
の
た
め
の
公
教
育
を
支
え
て
お
り
、

京
都
の
高
校
生
の
約
四
五
％
を
占
め
て
い
る
。

高
校
三
原
則
の
う
ち
（
地
域
制
）
．
（
総
合
制
）
に
つ
い
て
は
、

（
地
域
制
と
本
校
教
学
）

地
域
制
の
主
要
な
枠
組
と
し
て
の
学
区
制
の
問
題
は
、
当
面
、
本
校
独
自
で
は

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
し
て
も
、
教
育
内
容
に
地
域
の
問
題
を
と
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
た
教
育
を
創
造
し
、
地
域
交
流
な
ど
で
生
徒
の

居
住
地
域
で
の
生
活
と
連
帯
し
た
教
育
内
容
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
く

今
後
、
文
教
政
策
全
体
の
あ
り
方
の
中
で
、
私
学
教
育
の
位
置
づ
け
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
ら
た
な
課
題
を
生
む
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
に
対
処

し
て
、
た
え
ず
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。

（
総
合
制
と
本
校
教
学
）

現
実
の
改
変
さ
れ
た
教
育
制
度
と
教
育
課
程
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
い

る
総
合
制
の
意
義
が
論
議
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
校
で
は
普
通
科
の
み
設
置
し
、

コ
ー
ス
別
や
、
能
力
編
成
は
し
な
い
方
針
で
あ
る
が
、
今
後
も
こ
の
方
向
を
と
り

つ
つ
、
新
指
導
要
領
に
対
応
し
、
全
面
発
達
を
め
ざ
す
な
か
で
、
新
た
な
総
合
制

と
い
う
視
点
を
も
っ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

男
女
共
学
制
と
本
校
教
学

高
校
三
原
則
の
な
か
で
、
男
女
共
学
制
は
、
本
校
独
自
に
実
現
し
う
る
課
題
で

あ
る
。
本
校
で
も
早
く
か
ら
論
議
さ
れ
な
が
ら
、
男
子
校
と
し
て
の
永
い
歴
史
の

間
で
形
成
さ
れ
た
教
育
体
制
と
諸
条
件
お
よ
び
府
民
の
印
象
な
ど
、
克
服
す
べ
き

課
題
が
多
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
既
に
、
昭
三
八
年
頃
に

は
、
男
女
共
学
を
め
ざ
し
、
北
大
路
校
舎
改
築
に
当
っ
て
女
子
便
所
を
設
置
す
る

な
ど
、
男
女
共
学
制
へ
の
移
行
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
致
し
た
認
識
と
な
っ

て
お
り
、
教
員
会
議
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

本
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
入
学
当
初
（
特
に
中
学
一
年
生
）
で
は
、
”
男
子

校
き
の
で
よ
肝
・
と
考
え
て
い
る
者
が
多
い
か
、
中
三
に
な
る
と
共
学
を
望
む
声

の
方
が
多
く
、
高
校
二
、
三
年
で
は
圧
倒
的
に
共
学
賛
成
と
な
る
。

父
母
に
と
っ
て
も
、
最
近
は
共
学
を
当
然
と
考
え
て
い
る
者
が
多
く
、
そ
う
し

た
人
の
多
く
は
、
本
校
を
志
望
さ
せ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

男
子
校
と
し
て
、
指
導
の
し
や
す
さ
等
長
所
も
あ
る
が
、
何
と
し
て
も
、
日
常

生
活
で
の
人
間
榊
成
と
し
て
の
不
自
然
さ
が
生
み
だ
す
生
徒
の
状
況
の
中
で
は
、

人
間
と
し
て
の
成
長
の
上
で
、
見
の
が
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、

生
徒
の
日
誌
・
感
想
や
、
日
常
会
話
の
中
等
で
女
性
観
の
著
し
い
歪
み
を
も
っ
た

表
現
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
女
性
へ
の
関
心
も
異
常
に
強
調
さ
れ
て
く

ブ
（
》
Ｏ

社
会
を
椛
成
す
る
女
性
の
認
識
、
学
校
生
活
を
共
に
推
進
す
る
中
で
の
女
性
の

自
然
な
あ
り
方
な
ど
に
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
主
的
社
会
を
に
な
う
中
で
の
、

「
人
椛
・
差
別
の
解
消
」
を
め
ざ
す
教
育
の
内
容
と
し
て
の
婦
人
問
題
の
理
解
と

認
識
を
深
め
あ
う
た
め
に
は
、
男
女
榊
成
の
集
団
講
習
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
日
常
の
教
育
活
動
や
教
材
の
分
野
で
の
男
子
単
学
制
の
も
つ
制
限
と
発
想

の
偏
り
な
ど
も
多
い
。

小
学
校
六
年
（
又
は
中
学
ま
で
九
年
間
）
を
、
男
女
共
学
で
育
っ
て
き
た
生
徒

が
、
人
間
形
成
上
大
切
な
少
年
か
ら
青
年
へ
の
発
育
期
を
、
男
子
の
み
の
学
校
で

す
ご
す
不
自
然
さ
は
大
き
く
、
生
徒
に
非
現
実
的
な
想
像
の
中
で
女
性
像
を
え
が

く
傾
向
も
強
い
。

立
命
館
大
学
が
、
共
学
で
あ
り
、
志
望
者
も
少
な
く
な
い
の
に
、
女
性
に
と
っ

て
は
、
中
・
高
・
大
と
学
内
一
貫
の
教
育
を
う
け
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
公
立
の
小
：
中
学
校
側
か
ら
の
要
望
と
し
て
男
女
共
学
実
現
が
、
古

く
か
ら
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
向
も
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
男
女
共
学
制
実
施
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

実
現
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
と
よ
り
、
共
学
制
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
新
ら

た
な
指
導
体
制
と
力
量
を
必
要
と
し
、
課
題
も
ふ
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
充
分
な
検
討
と
準
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
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し
た
体
制
・
条
件
の
整
備
の
目
途
が
つ
く
限
り
、
早
期
実
現
が
望
ま
し
い
ご

㈱
男
女
共
学
の
基
本
構
想

①
男
女
共
学
制
の
実
施
に
当
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
、
中
学
・
高
校
の
学
校
規
模

を
拡
大
し
な
い
で
、
ほ
ぼ
、
現
在
の
規
模
の
も
の
で
考
え
て
い
く
の
が
適
当
で
あ

る
。

中
学
四
三
名
、
高
校
四
五
名
の
ク
ラ
ス
定
員
で
、
中
学
一
学
年
四
ク
ラ
ス
（
四

×
三
’
一
二
ク
ラ
ス
）
で
五
一
六
名
、
高
校
一
学
年
六
ク
ラ
ス
（
六
×
三
’
一
八

ク
ラ
ス
）
で
八
一
○
名
総
生
徒
数
一
、
三
二
六
名
を
目
標
と
し
て
、
更
に
検

討
を
つ
め
る
。

②
男
女
の
構
成
比
は
、
ほ
ぼ
二
（
男
）
：
一
（
女
）
と
す
る
が
、
入
学
に
際
し
て

は
男
女
別
の
基
準
な
ど
特
別
の
措
侭
は
と
ら
な
い
。
そ
の
た
め
比
率
が
変
動
し
て

も
差
支
え
な
い
。
（
同
志
社
高
校
が
、
そ
の
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
一
ク
ラ
ス
四

六
名
中
女
子
八
～
九
名
と
い
う
年
も
あ
る
。
）
但
し
、
各
ク
ラ
ス
に
は
均
等
な
描

成
を
と
る
。

③
教
育
課
程
で
は
、
男
女
同
一
課
程
の
履
修
を
原
則
と
し
、
女
子
の
た
め
の
特
別

教
科
は
最
小
限
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家

庭
に
お
い
て
、
女
子
の
履
修
科
目
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

④
共
学
制
実
施
に
当
っ
て
必
要
な
設
備
・
条
件
は
、
北
大
路
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

最
小
限
の
も
の
で
も
、
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

必
要
な
施
設
１
一

一
家
庭
科
用
特
別
教
室
二
教
室
以
上
、
女
子
更
衣
室
、

（
最
小
限
の
も
一
女
子
ク
ラ
ブ
・
ボ
ッ
ク
ス
、
女
子
休
養
室
、
等

の
と
し
て
）
診

⑤
男
女
共
学
制
実
施
に
当
っ
て
の
検
討
す
べ
き
紺
間
胆

㈱
教
員
体
制
の
整
備
、
女
子
教
員
の
一
定
数
の
碓
保
が
必
要
と
な
る
。

今
後
の
一
○
年
近
く
の
間
、
毎
年
平
均
三
名
程
の
定
年
退
職
者
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
間
に
、
充
実
し
て
い
く
好
機
が
あ
る
。

㈹
女
子
用
謂
設
備
の
整
備
の
た
め
の
川
地
確
保
。

㈲
挙
内
進
学
に
伴
う
若
干
の
措
置
（
特
に
、
文
学
部
へ
の
志
望
打
噌
に
よ
る
影

堺
を
考
慮
し
て
対
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
）
。

３
．
中
学
校
の
役
割

叫
窓
法
と
私
立
中
学
校

①
私
立
中
学
校
を
含
め
た
戦
後
の
六
・
三
制
学
校
体
系
は
、
義
務
敬
育
と
し
て
三

○
年
間
に
わ
た
っ
て
深
く
根
を
お
ろ
し
、
そ
の
社
会
的
役
削
を
果
た
し
て
き
た
。

②
京
都
府
に
お
い
て
も
二
○
％
の
生
徒
が
私
立
中
学
校
に
学
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
私
立
中
学
校
は
、
憲
法
に
よ
る
国
民
の
教
育
権
、
敬
育
の
自
由
に
基
づ
く
義

務
教
育
無
償
と
い
う
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

（
参
考
）
（
（
隷
津
錘
議
紬
維
岬
剰
唾
、
一
群
稚
州
斗
群
畦
鋒
臥
巷
鋤
麺
崎
鋤
額
）｜

③
社
会
的
な
役
割
を
に
な
い
、
現
実
の
国
民
教
育
の
中
に
長
い
歴
史
と
と
も
に
定

着
し
て
き
て
い
る
私
立
中
学
校
の
存
廃
に
か
か
わ
る
論
議
は
、
性
急
に
は
進
め
ら

れ
る
べ
き
で
な
く
、
わ
が
国
全
体
の
教
育
の
、
い
っ
そ
う
の
民
主
化
と
整
備
と
に

か
か
わ
っ
て
、
抜
本
的
な
改
革
が
志
向
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
本
校
に
お
け
る
基
本
的
視
点

①
憲
法
・
教
育
基
本
法
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
教
育
を
強
化
充
実
し
つ
つ
、
そ
れ
に

も
と
づ
く
本
学
の
教
育
理
念
の
中
等
教
育
へ
の
具
体
化
に
い
っ
そ
う
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

②
当
面
、
社
会
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
大
学
進
学
要
求
の
向
上
と
と
も
に
、
進

学
競
争
に
よ
る
ゆ
が
み
を
極
力
排
除
し
つ
、
、
高
校
教
育
と
棚
ま
っ
て
、
大
学
に

お
け
る
学
習
の
発
展
の
基
礎
的
学
力
を
禰
養
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ（

参
考
）
高
校
へ
の
学
内
入
試
の
廃
止
（
昭
和
四
二
年
）
・

読
沸
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
（
昭
和
四
二
年
）
。

入
試
科
目
の
全
科
Ⅱ
（
家
庭
科
を
除
く
）
実
施
（
昭
和
四
六
年
）
。

全
科
目
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
評
価
法
の
改
訂
（
昭
和
四

㈲
ク
ラ
ブ
活
動
の
再
編
成
（
男
子
減
、
女
子
増
に
よ
り
既
存
ク
ラ
ブ
の
存
廃
、

新
設
ク
ラ
ブ
等
の
処
置
と
活
動
条
件
の
確
保
）
。

㈱
そ
の
他
日
常
指
導
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
充
実
を
は
か
る
こ
と
。
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七
年
）
ｃ

ク
ラ
ブ
全
員
活
動
制
実
施
（
昭
和
四
七
年
）
。

卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
度
実
施
（
昭
和
四
七
年
）
。

「
考
え
、
確
か
め
、
発
表
し
、
ま
と
め
る
授
業
」
の
実
現
。

別
当
面
の
課
題
（
各
論
で
の
重
複
課
題
を
省
く
）

現
在
「
大
学
へ
進
み
易
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
甘
さ
か
ら
、
安
助
な
生
活
に
流

さ
れ
る
弱
点
を
も
つ
者
も
い
る
中
で
、
学
校
ぐ
る
み
の
指
導
体
制
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
「
全
人
教
育
」
「
韮
礎
学
力
の
向
上
と
発
展
的
な
自
学
自
習
能
力
の
育
成
」

を
め
ざ
し
つ
つ
、
早
い
時
期
か
ら
の
意
欲
の
掘
り
お
こ
し
と
系
統
的
な
指
導
が
亜
要

で
あ
る
。

㈱
中
学
高
校
六
ヶ
年
を
見
通
し
た
上
で
の
、
各
教
科
、
各
部
で
の
中
学
三
年
間
に

お
け
る
統
計
的
指
導
計
画
の
確
立
。

㈹
道
徳
教
育
と
読
諜
教
育
と
を
区
別
し
、
前
者
で
の
「
正
し
い
労
伽
観
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
や
、
「
考
え
、
行
動
す
る
」
指
導
、
後
者
で
の
教
科
学
習
と
の
連
携

の
強
化
。

1

(劫 (工）（ｳ）基
本
施
設
・
設
備
改
善
の
課
題

高
中
校
施
設
・
設
備
改
善
の
根
本
的
課
題

戦
前
の
高
中
校
は
、
学
園
財
政
を
支
え
る
と
い
う
経
営
方
針
と
、
極
端
な
軍
国

主
義
教
育
に
よ
り
、
狭
院
な
校
地
に
、
多
様
な
中
等
学
校
を
併
置
し
て
、
劣
悪
な

教
育
条
件
の
改
善
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ゥ
ン
ド
を
確
保
す
る
か
わ
り

に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
全
廃
し
加
茂
川
を
利
用
し
た
軍
事
教
練
を
強
化
し
、
校
庭
が
狭

ヘ
中
学
で
、
特
設
道
徳
の
時
間
を
利
用
し
読
書
指
導
に
一
時
間
を
一

〔
参
考
〕
一
あ
て
て
お
り
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
学
級
、
学
年
で
の
読
書
指
導
を
一、

／
す
、
め
て
い
る
。

卒
業
レ
ポ
ー
ト
制
と
教
科
学
習
、
読
菩
指
導
と
の
関
連
の
強
化
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
意
欲
的
、
自
律
的
生
徒
集
団
の
育
成
お
よ
び
、
中
高
六

ヶ
年
を
通
じ
た
ク
ラ
ブ
活
動
、
顧
問
の
あ
り
方
の
研
究
。

教
育
実
践
を
通
し
て
、
公
費
助
成
へ
の
一
般
の
理
解
と
大
幅
助
成
の
実
現
。

(2）

隙
と
な
る
や
玉
砂
利
を
敷
い
て
修
練
道
場
と
す
る
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
っ
た
鳶

戦
後
、
高
中
一
本
化
の
中
で
、
神
山
学
舎
跡
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
し
な

が
ら
、
日
常
教
育
に
欠
か
せ
な
い
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
求
め
た
が
、
学
大
跡
の
現

紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
鴨
抑
高
と
併
用
す
る
条
件
を
得
て
、
漸
く
、
戦
後
の
民
主
教

育
を
す
す
め
る
拠
点
と
し
て
、
北
大
路
を
中
心
と
し
た
施
設
・
設
備
の
充
実
・
改

善
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
は
、
戦
後
の
教
育
改
革
か
ら
既
に
一

五
年
を
経
た
昭
和
三
八
年
で
あ
っ
た
。

以
後
、
今
日
ま
で
、
北
大
賂
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
必
要
、
か
つ
可
能
な
限
り

で
の
主
要
な
教
育
施
設
・
設
術
を
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
歴
史
的

に
不
充
分
な
条
件
を
そ
の
ま
ま
引
つ
い
で
の
改
革
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
欠
如
や
校
地
不
足
な
ど
根
本
的
な
欠
陥
は
、
今
後
の
状
況
に
即
し
て
の

全
人
教
育
の
発
展
を
期
す
る
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
、
重
大
な
支
障
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

諸
施
設
・
設
備
の
現
状
と
問
題
点

①
校
地
が
狭
隙
…
現
校
地
約
三
、
○
○
○
坪
に
約
一
、
三
三
○
名
程
の
生
徒
を
収

容
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
学
校
日
常
生
活
で
の
遊
び
場
、
の
び
の
び
と
身
体
を

動
か
す
場
を
確
保
で
き
て
い
な
い
た
め
、
室
内
に
こ
も
り
、
身
体
的
・
精
神
的

発
達
の
上
に
悪
影
響
が
あ
る
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第

二
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
が
、
い
ず
れ
も
現
校
地
か
ら
離
れ
て
い

る
た
め
、
休
憩
時
等
も
全
く
利
用
で
き
な
い
状
況
と
も
大
い
に
関
連
が
あ
る
。

第
二
グ
ラ
ン
ド
六
三
○
坪
、
紫
野
グ
ラ
ン
ド
（
京
都
府
四
、
八
九
○
坪
）

校
内
グ
ラ
ン
ド
部
分
六
九
○
坪

②
学
校
教
育
環
境
と
し
て
の
不
適
性

現
校
地
は
、
交
通
に
便
利
な
利
点
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
教
育
環
境
と

し
て
問
題
が
多
く
、
年
々
悪
化
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
し
、
校
門
脇
か
ら

飲
食
店
が
並
び
は
じ
め
て
き
て
い
る
が
、
地
下
鉄
完
成
と
共
に
、
俗
悪
化
は
一

層
激
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
交
通
且
の
増
加
で
、
交
通
事
故
、
騒
音
、
大
気
汚
染
等
の
障
害
は
、

日
常
的
に
増
え
て
き
て
お
り
、
一
方
で
、
密
集
し
た
周
辺
住
宅
に
対
す
る
騒
音
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等
の
害
を
考
慮
し
て
、
音
楽
の
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
等
を
制
限
せ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
に
あ
る
。

③
施
設
・
設
備
の
欠
陥
の
顕
在
化

㈲
改
装
施
設
で
あ
る
た
め
、
充
分
に
活
用
で
き
る
条
件
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
利
用
が
進
む
に
つ
れ
て
不
都
合
を
生
じ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
講

堂
を
改
装
し
た
体
育
館
は
、
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く
、
天
井
も
低
く
、
限
定
さ
れ
た

内
容
で
し
か
利
用
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
講
堂
と
し
て
も
急
な
ア
セ
ン
ブ
リ
ー

な
ど
に
椅
子
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
利
用
で
き
な
い
な
ど
兼
用
の
欠
陥

と
し
て
別
の
問
題
も
起
き
て
い
る
。

普
通
教
室
を
改
修
し
た
理
科
教
室
は
「
無
い
よ
り
は
ま
し
」
だ
が
実
験
に
充

分
な
広
さ
は
も
っ
て
い
な
い
。

㈹
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
鵬
派
高
校
と
兼
用
の
た
め
、
週
の
半
分
は
利
用
で
き
な

い
実
情
に
あ
る
が
、
学
校
か
ら
往
復
一
○
分
間
と
い
う
条
件
も
含
め
る
と
、
正

常
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
授
業
計
画
が
く
め
て
い
な
い
こ
と
は
重
大
で

あ
る
。
雨
天
体
操
場
も
な
い
中
で
現
体
育
館
の
み
で
は
、
雨
天
時
に
は
、
一
、

二
の
ク
ラ
ス
し
か
実
技
は
行
な
え
な
い
。

㈲
既
存
設
備
の
配
置
の
不
適
合
も
、
日
常
教
育
活
動
の
上
で
不
便
さ
を
生
み
だ

し
て
教
育
効
果
を
失
な
わ
せ
て
い
る
。
特
別
教
室
、
視
聴
覚
関
係
設
備
、
図
詐

館
の
配
置
、
教
員
室
と
管
理
棟
、
生
徒
会
各
室
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
教
職

員
、
生
徒
の
両
面
か
ら
み
て
、
も
っ
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
雨
天
時
に
は
校
庭
を
傘
を
さ
し
て
授
業
に
往
復
す
る
姿
も
解
消
し
た
い
。

㈲
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
も
目
立
つ
が
、
根
本
的
な
修
理
の
容
易
で
な
い
も
の

が
多
い
。
水
道
管
腐
蝕
に
よ
る
汚
濁
、
校
舎
の
雨
漏
り
、
電
気
配
線
の
管
理
の

も
ず
か
し
さ
な
ど
は
、
年
と
共
に
危
険
性
を
川
わ
ぇ
、
管
理
上
の
大
き
な
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

④
基
本
設
備
の
欠
如

㈲
中
高
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
保
有
し
て
い
な
こ
と
。

正
課
体
育
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
伽
が
充
分
に
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
共
に
、

生
徒
に
と
っ
て
は
、
学
校
生
活
の
場
と
し
て
の
活
動
の
空
間
を
も
っ
て
い
な
い

詞
、
、
、
、

点
が
、
重
大
な
欠
点
で
も
あ
る
。
向
ら
力
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
走
り
ま
わ
る
場

を
失
な
い
、
友
人
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
も
、
特
定

の
ク
ラ
ブ
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
な
い
。
こ
う
し
た
場
で
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

充
分
に
湧
き
お
こ
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

㈹
中
教
室
、
合
併
教
室
が
な
い
こ
と

－
学
年
単
位
の
集
会
・
荊
演
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
場
が
な
い
。
こ
れ
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
教
研
活
動
も
含
め
て
、
必
要
性
は
大
き
い
。

㈲
教
学
上
の
新
た
な
要
求
に
そ
っ
て
必
要
と
な
っ
て
い
る
施
設
・
設
備
も
多
い
。

図
書
館
拡
大
要
求
と
、
設
備
改
善
要
望
（
冷
房
設
備
な
ど
を
含
め
て
．
：
）
・

理
科
敬
室
の
琳
設
、
社
会
科
標
本
資
料
室
、
国
社
共
同
教
室
改
修
、
工
芸
科
教

室
・
技
術
教
室
増
設
、
Ｌ
Ｌ
教
室
、
学
校
教
材
園
設
置
の
検
討
。

体
育
館
噌
設
、
格
技
場
（
剣
道
場
）
要
求
、
球
技
各
コ
ー
ト
増
設
（
テ
ニ
ス
、

バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
）
・

小
会
議
室
、
面
談
指
導
室
の
必
要
性
。

自
転
車
置
場
の
増
設
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
で
は
見
込
み
の
つ
か
な
い
も
の
が
大
半
で
あ

プ
（
ず
Ｏ

③
今
後
の
教
学
上
の
要
求
に
そ
っ
た
施
設
・
設
備
の
改
善

①
生
徒
の
学
校
生
活
の
現
状
と
、
教
育
実
践
の
諸
課
題
か
ら
考
え
て
、
現
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
行
づ
ま
り
を
打
開
し
、
新
し
い
要
求
を
実
現
さ
せ
る
校
地
確
保
が
、
ま

ず
、
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
専
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
適
し
た
土
地
の
挫
得
に
つ
い
て
い
え
ば
、

北
大
路
を
中
心
に
五
分
以
内
の
適
当
な
と
こ
ろ
で
、
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
相
当
す

る
空
地
で
入
手
可
能
な
も
の
は
全
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
は
、
現
校
地
を
離
れ
て
設
置
し
て
も
利
用
価
値
が
な
い
。

②
現
状
勢
の
中
で
種
極
的
に
教
育
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
生
徒
の
心
身
の
解
放

の
中
で
、
自
ら
の
意
欲
を
ひ
き
だ
し
、
集
団
の
マ
ナ
ー
を
確
立
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
生
き
生
き
と
し
た
敬
育
の
場
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
男
女
共
学

へ
の
移
行
を
目
指
し
た
と
き
に
必
要
最
小
限
の
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
た
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Ｖ
結
び

１
深
刻
な
進
学
競
争
と
と
も
に
学
校
荒
廃
化
が
す
す
み
環
境
汚
染
と
地
域
の
荒
廃
化

の
深
ま
り
、
不
況
と
生
活
破
壊
の
進
行
、
文
化
道
徳
の
碩
廃
化
の
蔓
延
し
て
い
る
な
ど

の
今
日
の
状
況
に
対
し
て
、
青
少
年
の
育
成
を
真
に
保
障
す
る
も
の
と
し
て
の
学
校
教

育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
中
教
審
路
線
の
教
育
改
革
は
、
教
育
問
題
の
本

と
き
、
こ
の
際
抜
本
的
に
中
高
移
転
の
可
能
な
適
地
を
選
ん
で
校
地
の
確
保
に

破
極
的
具
体
的
に
ふ
み
切
る
べ
き
で
あ
る
。

③
現
有
校
地
は
所
有
地
二
、
八
七
一
㎡
、
借
地
一
六
、
一
五
五
副
ｍ
、
計
二
八
、

○
二
六
〃
ｍ
で
あ
る
が
、
現
在
の
学
校
規
模
を
維
持
す
る
方
針
で
、
当
面
移
転
に
必

要
と
考
え
ら
れ
る
校
地
は
約
四
○
、
○
○
○
㎡
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
現
在
規

模
（
中
学
五
○
○
名
、
高
校
八
○
○
名
と
み
て
）
で
の
設
置
基
準
等
に
準
ず
る
校

地
総
計
は
八
○
、
五
○
○
㎡
と
な
る
こ
と
、
お
よ
び
、
公
私
立
校
の
充
足
実
態
の

平
均
地
が
約
五
○
％
充
足
の
実
情
に
あ
る
（
特
に
新
設
高
校
は
乙
訓
校
五
一
・
一

八
％
等
と
な
っ
て
い
る
。
）
こ
と
よ
り
、
ほ
ぼ
四
○
、
○
○
○
㎡
と
お
い
た
。
（
充

足
度
最
大
校
は
同
志
社
高
九
五
・
九
七
％
）

④
移
転
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
課
題
推
進
に
そ
っ
た
教
育
活
動
を
保
証
す
る
と
共

に
、
さ
ら
に
今
後
の
充
実
発
展
を
め
ざ
す
教
育
要
求
を
考
え
、
将
来
の
校
地
拡
張

の
見
込
み
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
も
充
分
考
慮
し
て
お
か
ぬ
と
、
現
状
の
行
づ

ま
り
を
近
い
将
来
再
び
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

し
か
し
、
学
園
の
現
状
か
ら
考
え
て
も
、
つ
ね
に
総
合
学
園
と
し
て
の
視
点
を

も
っ
て
、
可
能
で
妥
当
な
も
の
は
大
学
と
共
用
し
、
で
き
る
だ
け
有
効
に
活
動
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
み
て
、
実
現
可
能
な
場
所
と
し
て
、
ま
た
通
学
そ
の
他

の
諸
条
件
に
つ
い
て
、
将
来
明
る
い
見
通
し
の
も
て
る
教
育
環
境
と
し
て
の
適
地

と
し
て
は
、
現
在
学
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る
柊
野
に
隣
接
し
た
土
地
を
お
い

て
他
に
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

２
：
こ
の
よ
う
な
考
え
に
た
っ
て
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新
た
な
教
学
発
展
を

め
ざ
す
改
革
の
課
題
を
、
七
○
余
年
の
校
史
を
ふ
ま
え
て
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、

こ
の
課
題
に
と
り
く
み
成
果
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
教

育
活
動
の
基
盤
と
し
て
の
学
校
教
育
活
動
の
場
の
確
保
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
中
学
生
・
高
校
生
が
、
学
校
生
活
を
豊
か
に
楽
し
く
、
主
体
的
に
と
り

く
め
る
だ
け
の
余
地
を
も
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
僅
か
の
休
憩
時
の
中
学
生
の
遊
び

場
や
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
く
つ
ろ
い
で
歓
談
し
た
り
、
腰
を
す
え
て
生
徒
の
悩
み
に
こ

た
え
て
い
く
面
談
の
場
な
ど
、
生
徒
の
生
活
の
中
で
の
プ
レ
合
う
場
で
さ
え
保
障
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
う
え
、
地
下
鉄
乗
り
入
れ
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
（
現
に
少
し
ず
つ

繁
華
街
化
し
て
き
て
い
る
が
…
）
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
で
、
学
校
環
境
は
急
速
に
悪
化
す
る

こ
と
を
見
通
し
て
、
こ
の
際
、
時
期
を
失
な
わ
ず
移
転
可
能
な
校
地
を
確
保
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、
学
校
移
転
に
必
要
な
校
地
は
、
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
、
四
○
、
○
○
○
㎡
余

が
必
要
と
な
る
力
さ
ら
に
将
来
の
教
育
の
役
割
を
考
え
る
と
、
将
来
に
拡
張
の
余
裕

ｆ
Ⅶ
、

の
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
校
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
教
育
へ

の
効
果
を
高
め
る
と
共
に
、
学
園
財
政
力
量
を
考
慮
し
て
、
充
分
な
年
次
計
画
を
た
て

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
計
画
は
、
一
方
で
現
在
最
大
の
課
題
と
し
て
と
り

く
ま
れ
て
い
る
衣
笠
一
拠
点
計
画
と
か
か
わ
っ
て
、
学
園
の
長
期
計
画
と
し
て
の
視
点

を
も
っ
て
す
、
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
一
定
の
困
難
さ
も

あ
ろ
う
が
、
逆
に
資
産
の
運
用
と
施
設
の
共
用
に
つ
い
て
、
幅
の
あ
る
考
え
方
を
も
っ

て
す
、
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
を
と
ら
え
国
民
の
願
い
に
そ
っ
た
学
校
教
育
の
確
立
を
は
か
る
施
策
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
学
園
に
お
い
て
、
中
・
高
・
大

と
一
貫
し
た
指
導
体
制
の
利
点
を
生
か
し
、
子
供
の
も
つ
能
力
を
ひ
き
出
し
、
真
の
発

達
を
保
障
す
る
教
育
を
実
践
的
に
創
造
す
る
こ
と
が
、
私
学
の
教
学
に
と
っ
て
も
最
大

の
任
務
で
あ
ろ
う
。
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７
．
施
設
・
設
備
・
環
境
の
整
備
に
終
ら
ぬ
よ
う
、
充
分
に
教
学
内
容
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
課
題
の
追
求
に
全
力
を
あ
げ
、
高
‐
叩
長
期
計
画
の
言
岬
の
具
体
化
を
は
か

る
必
要
が
あ
る
。

６
財
政
措
置
の
一
唾
能
な
よ
う
な
財
政
椛
造
の
改
正
を
行
な
Ｅ
建
設
勘
定
の
中
で
高
中

長
期
計
画
を
可
能
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

既
に
五
二
錐
‐
度
高
中
財
政
の
検
討
の
中
で
、
基
本
的
な
改
革
に
ふ
み
切
っ
て
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
う
け
つ
い
で
械
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
）

５
以
上
の
諸
点
を
総
合
し
、
移
転
候
補
地
・
と
し
て
は
、
柊
野
グ
ラ
ウ
ン
Ｆ
ｒ
に
隣
接
し
た

土
地
を
入
手
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
る
。
柊
野
は
、
大
学
用
地
と
共
に
、
相
互
利
用

も
考
え
ら
れ
、
上
賀
茂
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
生
き
て
く
る
。
ま
た
、
将
来
に
つ
い
て
も
、
交

通
は
便
と
な
り
、
環
境
も
適
切
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
発
展
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
約
二
○
、
○
○
○
㎡
程
を
入
手
し
、
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
し
、
ス

ク
ー
ル
・
バ
ス
の
利
用
（
鴨
浜
高
校
そ
の
他
の
実
例
を
参
考
に
）
を
検
討
し
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
正
課
体
育
授
業
等
を
含
め
た
利
用
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

４
．
学
校
移
転
と
共
に
．
男
女
共
学
制
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
皇
男
女
共
学
制
は
、
今
日

で
は
、
最
も
自
然
な
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
広
く
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
充
分
に
教
育
計
画
を
つ
め
、
条
件
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
共
学
制

を
実
現
す
る
に
当
っ
て
も
、
学
校
規
模
は
、
ほ
ぼ
現
状
を
か
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。

'二

寛
一
｜
｜
新
し
い
一
一
部
教
学
の
実
現
の
た
め
に
’
二
部
二
講
時
制
・
一
拠

点
の
具
体
的
方
策
☆

い
ま
私
た
ち
立
命
館
大
学
の
構
成
員
峰
二
部
二
講
時
制
・
衣
笠
一
拠
点
の
実
施
に
つ

い
て
最
終
的
な
全
学
的
合
意
を
つ
く
り
あ
げ
る
べ
き
重
大
な
時
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
次

の
全
学
的
討
議
は
、
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
に
む
け
て
二
識
時
制
を
成
功
さ
せ
る
か
否
か

を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

理
事
会
（
学
内
）
は
、
一
九
七
八
年
四
月
よ
り
実
施
を
予
定
し
て
い
る
二
部
二
溝
時
制
の

実
施
方
策
を
こ
こ
に
全
学
に
提
起
し
ま
す
。
こ
の
実
施
方
策
は
、
二
部
協
議
会
を
中
心
と
し

て
各
学
部
教
授
会
の
民
主
的
討
議
の
歴
史
的
つ
み
あ
げ
に
よ
っ
て
ね
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
一
九
七
五
年
秋
以
来
数
次
に
わ
た
っ
て
組
織
さ
れ
た
全
学
討
議
の
な
か
で
出
さ
れ
た

要
求
と
意
見
、
学
友
会
・
自
治
会
に
よ
っ
て
組
織
的
に
ね
り
あ
げ
ら
れ
た
要
求
に
、
積
極
的

に
こ
た
え
る
内
容
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
全
学
的
合
意
の
形
成
の
た
め
に
積
極
的
な
討
論
を

期
待
し
ま
す
。

新
し
い
事
業
を
は
じ
め
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
た
め
ら
い
、
お
そ
れ
、
疑
問
を
感
ず
る
も

の
で
す
。
事
実
に
も
と
づ
く
民
主
的
討
議
に
よ
っ
て
全
学
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
そ
、
私
た

ち
は
た
め
ら
い
や
疑
問
を
な
く
し
、
問
題
点
を
解
決
し
て
、
確
信
を
も
っ
て
新
た
な
改
革
に

と
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
討
論
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
民
主
的
教
学
の
前
進
と

発
展
の
方
策
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
大
胆
に
被
極
的
に
前
進
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
す
べ
て
の
消
極
性
を
克
服
し
て
全
学
の
力
で
新
し
い
教
学
の
創
造
に
と
り

く
み
ま
し
ょ
う
。

伽
政
治
・
経
済
・
文
化
の
全
面
に
わ
た
る
危
機
の
深
化
の
も
と
で
大
学
・
八
は
生
活

は
じ
め
に

第
一
章
二
部
二
講
時
制
・
衣
笠
一
拠
点
化
の
意
義

一
九
七
七
（
昭
五
二
）
・
一
○
・
一
立
命
館
大
学
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の
面
で
も
勉
学
・
研
究
の
而
で
も
、
深
刻
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
働
き
つ

つ
学
ぶ
勤
労
学
生
に
は
、
労
働
条
件
の
劣
悪
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
学
に
毎
日
通
学
す
る
こ

と
や
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
学
習
し
合
う
こ
と
さ
え
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
新
し
い
大
学
教
学
、
二
部
教
学
の
創
造
は
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
激
化
す
る
危
機
に
た
ち
む
か
い
そ
れ
を
克
服
で
き
る
科
学
的
確
信
と
実
践
的
能

力
を
も
つ
、
氏
主
的
な
伽
き
手
、
「
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観
・
労
側
観
・
権
利
意

識
」
と
、
「
専
門
的
学
力
・
技
術
」
を
か
ね
そ
な
え
た
「
力
蹴
あ
る
社
会
人
」
（
七
五
年
全

学
協
碓
認
）
を
育
て
る
こ
と
は
国
民
的
教
育
を
め
ざ
す
大
学
の
責
務
だ
か
ら
で
す
。

側
立
命
館
大
学
は
、
こ
の
大
学
共
通
の
責
務
を
果
す
た
め
に
一
環
し
て
努
力
を
重
ね
て
、

新
し
い
大
学
教
学
、
二
部
教
学
を
創
造
し
う
る
現
実
的
基
礎
を
つ
く
り
だ
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
九
六
三
年
の
画
期
的
な
二
部
改
革
、
す
な
わ
ち
、
①
「
二
部
ま
わ
し
」
を
廃
止
し
、
働
き

つ
つ
学
ぶ
背
年
に
大
学
の
門
を
ひ
ら
く
階
祇
を
と
り
、
②
二
部
教
兼
独
、
の
課
題
に
こ
た
え

る
二
部
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
③
二
部
教
学
に
責
任
を
も
つ
二
部
協
議
会
と
二

部
事
務
室
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
革
措
置
は
、
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
学
の
創
造
へ

の
重
要
な
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て
つ
み
あ

げ
て
き
た
二
部
教
学
の
改
善
、
と
く
に
、
④
一
回
生
か
ら
四
回
生
ま
で
の
小
集
団
教
育
体
系

の
拡
充
と
そ
れ
を
川
と
す
る
教
学
の
改
稗
、
＠
サ
ブ
ゼ
ミ
ァ
ワ
ー
と
「
間
定
教
室
」
の
保
障
、

④
学
生
セ
ン
タ
ー
（
談
話
室
）
と
学
生
共
同
研
究
室
の
設
置
、
ｅ
臼
習
室
の
確
保
と
図
諜
館

の
時
間
延
長
な
ど
、
の
教
学
と
教
育
勉
学
条
件
の
改
革
は
、
、
基
礎
学
力
の
充
実
、
⑤
自
主

的
・
集
団
的
学
習
の
前
進
、
＠
教
学
内
容
の
国
民
的
立
場
に
立
っ
た
現
代
化
・
総
合
化
と
い

う
教
学
改
善
の
三
重
点
課
題
で
重
要
な
一
定
の
到
達
点
を
う
み
だ
し
、
新
し
い
二
部
教
学
創

造
の
た
し
か
な
出
発
点
、
土
台
と
な
り
う
る
も
の
を
き
づ
い
て
い
ま
す
。

側
二
満
時
制
と
衣
笠
一
拠
点
化
に
も
と
づ
く
教
学
改
革
は
、
こ
の
到
達
点
を
基
礎
に
、

新
し
い
二
部
教
学
を
実
際
に
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
六
三
年
の
二
部
改

革
以
来
の
画
期
的
な
改
革
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
改
革
は
現
代
の
課
題
に
こ
た
え
て
勤
労

者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
の
新
た
な
発
展
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
本
学
の
経
験
と
実
践

に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
教
帯
路
線
と
対
決
す
る
民
主
的
教
学
を
つ
く
り
だ

す
も
の
で
す
。

こ
の
創
造
的
教
学
改
革
は
、
課
題
の
重
大
さ
か
ら
、
従
来
の
改
革
の
単
純
な
延
長
だ
け
で

は
不
可
能
で
す
。
現
在
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
伽
き
つ
つ
学
ぶ
勤
労
学
生
の
す
ぐ
れ
た
持
間

（
①
現
代
的
諸
問
題
へ
の
関
心
と
問
題
意
識
の
つ
よ
さ
、
②
多
面
的
学
習
意
欲
と
専
門
知
識

へ
の
要
求
の
つ
よ
さ
、
③
規
律
性
と
責
任
感
の
つ
よ
さ
）
を
積
極
的
に
い
か
し
ね
り
あ
げ
る

観
点
か
ら
、
問
題
点
を
克
服
し
、
新
し
い
教
学
の
内
容
と
方
法
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

激
動
す
る
現
代
社
会
は
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
新
た
に
多
而
的
な
解
明
を
必
要
と
す
る

詔
問
題
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
提
起
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
現
代
的
な
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
に

は
、
基
礎
的
理
論
、
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
基
礎
に
新

た
に
生
起
す
る
諸
問
題
に
主
体
的
に
と
り
く
み
、
創
造
的
に
解
明
す
る
応
用
力
、
判
断
力
、

行
動
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
教
学
課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
学
生
自

身
が
教
学
創
造
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
、
主
体
的
ｎ
発
的
に
学
習
し
、
集
川
的
な
学
習
と

討
議
に
よ
っ
て
科
学
的
認
識
の
論
理
的
思
考
力
を
深
め
た
か
め
る
こ
と
で
す
。
立
命
館
大
学

が
一
貫
し
て
発
展
さ
せ
て
き
た
小
集
団
教
育
体
系
は
、
自
主
的
学
習
を
つ
よ
め
る
う
え
で
重

要
な
成
果
を
う
み
だ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状
に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
い
っ
そ
う
小
柴
剛
教
育
体
系
を
発
展
さ
せ
自
主
的
・
集
団
的
学
習
を
つ
よ
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
教
学
改
革
の
第
一
の
柱
で
す
。

現
代
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
よ
り
質
の
高
い
科
学
的
理
論
と
技
術
的
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
小
集
団
教
育
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
ま
た
小
集
団
教
育
の

発
展
そ
れ
自
体
も
小
集
団
教
育
そ
の
も
の
の
内
容
・
方
法
の
改
善
だ
け
で
は
達
成
で
き
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
小
集
団
教
育
の
改
善
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
・
系
統
的
履
修
の
強
化

が
結
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
本
学
の
教
学
改
善
の
当
面
の
環
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
教
学
創
造
の
一
つ
の
基
礎
は
、
個
々
の
淋
雑
の
内
容
と
方
法
を
現
代
の
課
題
に
こ

た
え
て
、
専
門
性
と
総
合
性
を
統
一
し
た
も
の
に
、
学
生
の
要
求
と
条
件
に
こ
た
え
う
る
も

の
に
改
革
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
個
別
的
努
力
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は

大
学
教
学
全
体
の
改
革
と
学
生
の
系
統
的
履
修
を
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
教
員
の

主
体
的
な
教
学
改
善
の
努
力
を
基
礎
に
し
た
教
員
集
団
の
協
力
・
共
同
に
よ
っ
て
、
教
学
内

容
の
有
機
的
連
関
を
ふ
か
め
る
こ
と
と
結
合
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
い
っ
そ
う
体
系
化
し
て

こ
そ
、
そ
れ
は
保
障
さ
れ
る
も
の
で
す
。
当
面
の
教
学
改
革
の
い
ま
一
つ
の
柱
が
カ
リ
キ
ュ
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ラ
ム
の
体
系
化
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
こ

側
二
部
教
学
の
改
革
は
、
小
集
団
教
育
の
改
善
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
に
と
ど
ま

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
労
働
条
件
の
劣
悪
化
と
三
溝
時
制
の
も
つ
諾
困
難
が
自
主
的
で
集

団
的
な
学
習
に
も
系
統
的
履
修
に
も
障
害
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

き
び
し
い
労
働
条
件
の
も
と
で
勉
学
す
る
勤
労
学
生
は
、
通
常
、
大
学
以
外
で
は
自
主
的

学
習
の
条
件
を
時
間
的
に
も
場
所
の
点
で
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
労
働
条
件
の
抜
本
的

な
改
善
と
い
う
社
会
的
保
障
な
し
に
は
こ
の
事
態
は
根
本
的
に
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

解
決
に
至
る
時
点
で
も
個
別
大
学
の
枠
内
で
あ
ろ
う
と
、
学
内
で
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の

条
件
を
可
能
な
か
ぎ
り
保
障
す
る
こ
と
は
勤
労
学
生
に
と
っ
て
特
別
に
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
Ｏ

だ
が
、
現
行
三
識
時
制
（
午
後
五
時
三
○
分
一
講
時
開
始
、
八
○
分
溝
義
、
五
分
休
み
、

午
後
九
時
四
○
分
三
淋
時
終
了
）
で
は
こ
の
条
件
を
十
分
に
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
①
大
半
の
勤
労
学
生
が
一
瀧
時
に
ま
に
あ
わ
ず
、
ま
た
、
三
流
時
の
中
途
で
下
校

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
す
ぐ
な
く
な
い
、
②
一
部
に
比
べ
て
講
義
時
間
が
一
○
分
短
く
、

五
分
間
の
休
み
、
九
時
四
○
分
の
終
了
で
自
主
的
活
動
の
時
間
が
な
い
、
と
い
う
状
況
に
あ

る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
は
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
が
保
障
さ
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
数
学
内
容
の
充
実
を
困
難
に
し
、
大
教
室
満
義
を
じ
っ
く
り
受
誠
し
て
系
統
的
履
修
を

つ
よ
め
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
三
満
時
制
を
継
続
す
れ
ば
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
体
系
化
も
、
教
学
の
内
容
・
方
法
の
改
革
も
、
ま
た
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
と
系

統
履
修
の
強
化
も
と
も
な
わ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
真
に
実
り
あ
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

局
ノ
○

二
溝
時
制
（
通
常
、
午
後
六
時
一
講
時
開
始
、
九
○
分
講
義
、
一
五
分
休
み
、
午
後
九
時

一
五
分
二
碓
時
終
了
、
土
雌
日
は
変
則
三
識
時
制
）
へ
の
移
行
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
克
服

し
て
、
①
可
能
な
か
ぎ
り
で
二
群
時
全
体
の
受
識
と
系
統
的
履
修
お
よ
び
自
主
的
学
習
時
間

を
保
障
し
、
誰
義
時
間
の
延
長
で
教
学
内
容
を
充
実
す
る
物
質
条
件
を
と
と
の
え
る
と
と
も

に
、
②
こ
の
よ
う
な
教
学
改
善
を
基
礎
と
し
た
自
主
的
・
集
団
的
学
習
や
活
動
の
新
し
い
展

開
の
条
件
を
一
定
保
障
し
ま
す
。
こ
の
二
講
時
制
と
サ
ブ
ゼ
ミ
ァ
ワ
ー
・
固
定
教
室
制
の
確

保
が
結
び
つ
け
ば
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
に
と
っ
て
重
要
な
条
件
改
善
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
現
行
三
満
時
制
の
制
約
さ
れ
た
条
件
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小
集
団
教
育
の

変
雌
二
満
時
雲
制
で
さ
え
、
サ
ブ
ゼ
ミ
ァ
ワ
ー
・
間
定
数
室
制
の
保
障
と
あ
い
ま
っ
て
、
重
要

な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
経
験
に
よ
っ
て
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
二
識
時
制
は
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
必
要
な
措

置
な
の
で
す
。

⑧
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
は
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
な
勉
学
努
力
と
教
職
員
の

教
学
努
力
の
結
合
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
す
。
と
く
に
各
教
員
の
主
体
的
な
と
り
く
み
が
教

員
集
団
全
体
の
共
同
の
と
り
く
み
に
結
合
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
学
生
・
教
職

員
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
び
州
互
の
交
流
、
集
団
的
討
議
、
協
力
と
共
同
は
、
大
学
全
体
が
二
拠
点

に
分
断
さ
れ
、
①
Ⅱ
粥
の
教
学
や
学
生
・
院
生
の
詣
活
動
、
教
職
員
の
研
究
活
動
な
ど
が
二

分
さ
れ
て
総
合
大
学
と
し
て
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
、
②
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ

の
問
の
日
常
的
交
流
を
困
難
に
し
て
い
る
事
態
の
克
服
に
よ
っ
て
こ
そ
、
十
全
に
保
障
さ
れ

ま
す
。
二
拠
点
分
断
に
よ
る
大
学
の
管
理
・
運
営
の
困
難
、
機
能
の
分
散
、
財
政
上
の
無
駄

な
ど
を
解
消
す
る
こ
と
も
、
本
学
に
お
け
る
学
生
の
勉
学
条
件
や
教
職
員
の
研
究
・
労
働
条

件
を
改
善
し
、
教
学
の
創
造
を
保
障
す
る
不
可
欠
の
条
件
で
す
。

二
識
時
制
と
衣
笠
一
拠
点
化
は
、
本
来
柵
対
的
に
独
立
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
二
溝

時
制
に
も
と
づ
く
教
学
改
革
は
総
合
大
学
の
民
主
的
力
量
全
体
に
支
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
不

可
能
で
す
。
衣
笠
一
拠
点
化
は
ま
さ
に
本
学
を
総
合
大
学
と
し
て
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り

衣
笠
一
拠
点
化
に
よ
る
、
①
科
学
の
研
究
・
学
習
の
発
展
に
不
可
欠
な
総
合
大
学
と
し
て
の

機
能
強
化
、
②
全
学
に
お
け
る
集
団
化
・
共
同
化
の
発
展
、
③
勉
学
条
件
、
研
究
・
労
働
条

件
の
改
善
と
結
び
つ
い
て
こ
そ
、
二
部
改
革
は
真
に
内
容
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⑥
二
部
二
溝
時
制
と
衣
笠
一
拠
点
化
は
、
教
学
と
教
学
条
件
の
重
要
な
改
革
で
す
が
、

同
時
に
履
修
上
に
若
干
の
困
難
さ
を
う
み
だ
し
ま
す
。
問
題
点
の
一
つ
は
、
受
術
機
会
の
減

少
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
系
統
履
修
の
強
化
で
被
極
的
に
克
服
す
る
よ
う
つ
と
め
る
と

と
も
に
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
履
修
機
会
の
保
障
策
と
し
て
あ
ら
た
に
夏
期
集
中
開
講
制
度
と

土
暁
日
変
則
三
満
時
制
を
提
起
す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
制
度
を
単
に
単
位
そ

ろ
え
を
保
障
す
る
も
の
に
と
ど
め
ず
、
二
部
教
学
の
豊
か
な
発
展
を
保
障
す
る
措
置
と
し
て

積
極
的
に
い
か
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

７
こ
こ
に
提
起
す
る
施
策
は
二
部
教
学
の
新
た
な
削
造
を
実
現
す
る
当
面
の
施
策
で
あ
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第
一
節
新
し
い
二
部
教
学
創
造
の
基
本
的
な
方
向

新
し
ぃ
二
部
教
学
の
創
造
は
、
①
基
礎
学
力
の
充
実
、
②
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
い
っ

そ
う
の
前
進
、
③
研
究
・
教
育
内
容
の
現
代
化
・
総
合
化
の
三
重
点
課
題
を
新
た
な
高
度
の

段
階
で
達
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
次
の
三

つ
の
柱
に
し
た
が
っ
て
教
学
を
改
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
一
の
柱
は
小
集
団
教

育
体
系
を
充
実
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
第
二
の
柱
は
通
常
の
設
置
科
目
の
内
容
・
方
法

の
改
革
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
を
は
か
る
こ
と
で
す
。
第
三
の
柱
は
、
第
一
と
第
二
の

柱
の
改
革
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
そ
れ
と
結
合
し
て
現
代
社
会
や
科
学
研
究
の
発
展
が
提
起
す

る
多
様
な
理
論
問
題
と
学
生
の
多
面
的
学
習
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
の
措
置
に
創
造
的
に
と

り
く
む
こ
と
で
す
。
こ
の
三
つ
の
柱
は
総
合
的
に
有
機
的
に
結
合
し
て
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
章
で
は
、
第
二
節
で
主
と
し
て
第
一
の
柱
と
第
二
の
柱
に
そ
っ
た
改
革
を
述
べ
て
い
ま

り
、
出
発
点
で
す
。
二
部
二
講
時
《
制
・
衣
笠
一
拠
点
化
は
個
暁
大
学
の
枠
内
で
の
改
革
で
あ

り
、
当
然
一
定
の
限
界
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私
学
危
機
克
服
の
運
動
を
発
展
さ
せ
、
社
会
的

・
文
化
的
危
機
と
対
決
し
て
研
究
・
教
育
を
自
主
的
・
民
主
的
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
と
か
た

く
結
合
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
改
革
が
真
に
内
容
あ
る
み
の
り
多
い
も
の
に
な
ら
な
い
こ
と
を

し
っ
か
り
み
す
え
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
教
学
要
求
に
て
ら
し
て
み
る
と
、
な
お
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
こ
こ
に
提
起
す
る
教
学
改
革
の
成
功
を
保
障
す
る
た
め
に
も
、
研
究
・
教
育
・
労

働
条
件
の
整
備
・
改
善
、
教
学
事
務
体
制
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
具
体
化
の

た
め
に
は
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
施
策
が
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
新
し
い
二
部
教

学
創
造
に
む
け
て
現
実
に
ふ
み
だ
さ
れ
る
重
要
な
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
明
確
な
事
実
で
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
全
学
の
英
知
を
結
集
し
て
、
二
講
時
制
・
衣
笠
一
拠
点
の
も
と
で
い
っ
そ
う

の
教
学
改
革
を
追
求
す
る
も
の
で
す
。

第
二
章
二
講
時
制
の
も
と
で
の
新
し
い
二
部
教
学

第
一
一
節
カ
リ
キ
『
三
グ
ム
の
体
系
化
と
系
統
履
修
の
保
障

川
今
度
の
教
学
改
革
に
お
い
て
は
、
小
集
団
教
育
体
系
を
充
実
す
る
た
め
に
、
①
一
般

教
育
の
自
系
列
科
目
の
分
割
講
義
で
あ
っ
た
一
回
生
小
ク
ラ
ス
を
プ
ロ
ゼ
ミ
と
し
て
専
門
科

目
に
移
し
て
、
全
回
生
に
わ
た
る
一
貫
し
た
小
集
団
教
育
体
系
の
基
礎
に
す
え
、
②
こ
れ
と

結
び
つ
け
て
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
を
保
障
す
る
た
め
サ
ブ
ゼ
ミ
ア
ワ
ー
（
理
工
学
部
で

は
ア
シ
セ
ン
ブ
リ
ァ
ワ
ー
）
と
固
定
教
室
制
（
一
つ
の
ク
ラ
ス
が
専
門
小
集
団
教
育
、
外
国

語
教
育
、
サ
ブ
ゼ
ミ
で
定
ま
っ
た
教
室
を
使
用
で
き
る
制
度
）
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

単
に
制
度
の
う
え
で
の
整
備
と
条
件
保
障
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
小
集
団
教
育
の
内

容
的
充
実
と
各
回
生
小
集
団
教
育
の
間
の
体
系
的
連
関
の
確
保
に
接
近
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

帥
こ
れ
ま
で
二
部
で
は
、
一
方
で
一
般
教
育
科
目
三
系
列
九
科
目
を
一
回
生
で
同
時
受

講
で
き
る
反
面
、
他
方
で
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
一
回
生
で
は
受
講
で
き
ず
、
二
・
三
回
生

で
基
礎
的
科
目
と
展
開
的
科
目
を
同
時
に
受
講
す
る
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
内
容
的
連
関

を
つ
か
み
え
な
い
ま
ま
、
異
な
っ
た
多
種
類
の
科
目
を
同
時
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

習
が
分
散
し
が
ち
で
あ
り
、
専
門
科
目
の
系
統
履
修
が
弱
ま
り
、
内
的
関
連
を
無
視
し
て
単

位
だ
け
を
そ
ろ
え
る
と
い
う
傾
向
を
助
長
す
る
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は
、
一
般
教
育
の
受
講
を
一
・
二
回
生
で
各
系
列
一
～
二

科
目
に
限
定
す
る
こ
と
と
結
合
し
て
、
専
門
科
目
で
は
低
回
生
に
基
礎
的
科
目
、
高
回
生
に

展
開
的
科
目
を
体
系
的
に
配
置
し
て
、
全
体
と
し
て
系
統
的
履
修
を
強
化
す
る
こ
と
を
基
本

的
内
容
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
専
門
科
目
の
系
統
的
学
習
を
柱
と
し
て
、
そ
れ
と
の
有
機

的
関
連
と
問
題
関
心
に
即
し
て
一
般
教
育
科
目
を
計
画
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。

専
門
科
目
の
系
統
履
修
の
強
化
は
、
小
集
団
教
育
の
内
容
的
充
実
を
保
障
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
科
目
の
大
教
室
講
義
の
系
統
化
は
、
教
学
体
系
の
改
善
の
当
面
の
環
と
な
っ

て
い
ま
す
。
系
統
履
修
が
た
と
え
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
も
、
学
生
の
自
主
的
計
画
的
学
習

が
つ
よ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
低
回
生
時
で
基
礎
的
理
論
を
し
っ
か
り
学

す
。
そ
の
内
容
は
五
二
年
度
改
正
の
学
則
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
第
三
節
で
は

主
と
し
て
第
三
の
柱
に
そ
っ
た
新
た
な
施
策
を
述
べ
て
い
ま
す
。
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習
し
な
が
ら
、
問
題
意
識
を
深
め
、
そ
れ
に
そ
っ
て
自
主
的
に
学
習
を
系
統
だ
て
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

大
教
室
講
義
の
改
善
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
ま
と
め
講
義
を

実
施
し
、
講
義
概
要
を
拡
充
し
そ
の
活
用
を
す
す
め
、
テ
キ
ス
ト
を
用
い
な
い
講
義
で
必
要

な
場
合
に
は
、
レ
ジ
ュ
メ
の
配
布
を
お
こ
な
い
ま
す
。

側
一
般
教
育
で
は
、
①
可
能
な
科
目
に
サ
ブ
・
テ
ー
マ
を
つ
け
、
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
を

あ
き
ら
か
に
す
る
、
②
自
系
列
に
つ
い
て
二
科
目
必
修
と
し
（
理
工
を
の
ぞ
く
）
、
一
科
目

は
専
門
科
目
で
代
替
す
る
、
な
ど
の
改
善
を
行
い
ま
す
。
③
な
お
、
一
般
教
育
科
目
特
殊
講

義
を
開
講
し
て
、
内
容
の
多
様
化
・
豊
富
化
を
は
か
り
ま
す
。

側
外
国
語
教
育
で
は
、
①
一
回
生
時
の
一
コ
マ
を
基
礎
学
力
の
充
実
の
た
め
に
お
い
て
、

専
任
教
員
が
担
当
し
、
②
こ
れ
を
基
礎
に
二
年
間
に
わ
た
る
四
コ
マ
を
立
体
的
に
編
成
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
改
革
を
通
じ
て
、
外
国
語
教
育
の
四
目
的
（
①
外
国
語
使
用
能
力
の

総
合
的
発
展
、
②
言
語
と
思
考
の
関
係
、
言
語
・
思
想
・
文
化
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
共

通
性
と
民
族
的
異
質
性
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
、
③
論
理
的
思
考
力
を
た
か
め
る
、

④
広
く
人
類
の
文
化
遺
産
を
正
し
く
継
承
す
る
）
の
実
現
を
追
求
し
ま
す
。

再
履
修
に
つ
い
て
は
、
④
再
履
修
ク
ラ
ス
を
お
く
ほ
か
、
＠
前
年
度
出
席
要
件
を
み
た
し

て
い
る
再
履
修
者
は
特
別
措
置
ク
ラ
ス
に
編
成
し
各
学
部
で
個
別
指
導
し
、
一
年
計
画
の
指

導
と
テ
ス
ト
に
よ
る
評
価
を
お
こ
な
う
、
④
他
学
部
受
講
を
認
め
る
、
な
ど
再
履
修
し
や
す

い
条
件
を
保
障
し
ま
す
。

㈲
保
健
体
育
で
は
、
①
三
群
三
種
目
半
期
認
定
制
を
五
一
年
度
か
ら
実
施
し
、
②
時
間

つ
み
あ
げ
方
式
お
よ
び
選
択
コ
ー
ス
制
を
廃
止
し
、
③
さ
ら
に
五
三
年
度
よ
り
技
術
修
得
と

小
集
団
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
一
回
生
実
技
を
通
年
化
し
、
④
講
義
を
二
回
生
後
期
に
配

当
し
テ
キ
ス
ト
を
改
訂
し
て
内
容
を
体
系
化
す
る
な
ど
の
充
実
・
改
善
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
主
体
」
の
形
成
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
学
力
（
①

運
動
技
術
の
獲
得
、
②
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
性
・
集
団
性
の
捜
得
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
性
・

社
会
性
の
認
識
を
内
容
と
す
る
）
の
養
成
を
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

⑥
大
学
教
育
の
基
本
は
、
学
部
教
学
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
当
面
の
改
革
も
ま
た
学
部

教
学
の
体
系
化
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
基
礎
に
多
く
の
学
生
の
要
求
で
あ
る
教
職

免
許
の
取
得
を
保
障
し
ま
す
。
教
職
免
許
取
得
に
は
困
難
な
条
件
が
あ
り
、
学
生
の
き
び
し

い
自
主
的
努
力
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
今
度
の
改
革
で
は
夏
期
集
中
開
講
、
土
曜
変

則
三
講
時
制
な
ど
を
含
め
て
四
か
年
で
の
取
得
の
条
件
を
保
障
し
ま
す
。

〔
法
学
部
〕

⑪
一
般
教
育
科
目
に
つ
い
て
、
①
従
来
の
三
系
列
三
科
目
必
修
制
を
改
め
、
社
会
科
学
系

列
の
必
修
を
二
科
目
と
し
（
三
・
二
・
三
方
式
）
、
残
り
一
科
目
は
共
通
専
門
科
目
ま
た

は
法
政
特
講
な
ど
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
②
同
時
に
「
法
学
」
と
「
政

治
学
」
の
科
目
を
廃
止
し
ま
し
た
。
③
そ
し
て
一
回
生
配
当
専
門
科
目
と
し
て
「
憲
法
」
、

「
民
法
Ｉ
」
、
「
政
治
史
」
の
三
科
目
を
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
生
諸
君
の
多
様
な
実

態
の
中
で
系
統
的
な
学
習
を
保
障
し
、
専
門
性
と
総
合
性
を
併
せ
て
追
求
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
体
系
へ
と
一
歩
近
づ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
関
係
で
は
、
法
学
部
が

提
起
し
て
き
た
一
般
教
育
科
目
三
系
列
二
科
目
必
修
制
（
二
・
二
・
二
方
式
）
の
全
学
的

討
議
が
必
要
で
す
し
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
受
講
枠
拡
大
措
置
も
そ
れ
に
資
す
る
も

の
だ
と
法
学
部
で
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
の
関
係
で
五
二
年
度
三
回
生
か
ら
、

三
回
生
終
了
時
に
演
習
四
単
位
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②
他
方
、
一
回
生
「
法
学
小
ク
ラ
ス
」
を
実
態
に
合
せ
て
「
基
礎
演
習
」
に
し
、
四
年
間

を
通
じ
た
小
集
団
教
育
体
系
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
小
集
団
教
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
暫
定
施
設
の
中
で
法
学
部
学
生
共
同
研
究
室
を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
自
主
的

・
集
団
的
学
習
の
前
進
の
た
め
に
、
講
義
概
要
の
文
献
解
題
を
充
実
し
、
「
小
集
団
教
育

の
手
び
き
」
を
作
成
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
措
置
と
あ
い
ま
っ
て
、
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー

の
主
体
的
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〔
経
済
学
部
〕

経
済
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ー
フ
ム
改
訂
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
四
か
年
に
わ
た
り
学
力
が

確
か
な
形
で
身
に
つ
く
よ
う
、
基
礎
的
↓
展
開
的
↓
応
用
的
（
総
合
的
）
な
も
の
へ
と
系
統

的
に
学
習
で
き
る
構
成
に
す
る
こ
と
で
す
。

⑩
こ
れ
ま
で
、
一
回
生
の
経
済
学
の
授
業
は
、
小
ク
ラ
ス
の
経
済
学
し
か
な
か
っ
た
も
の

が
、
新
学
則
で
は
「
経
済
原
論
Ｉ
」
「
同
Ⅱ
」
の
二
つ
と
も
受
満
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
二
科
目
は
、
小
集
団
科
目
の
「
研
究
入
門
」
と
補
完
し
あ
っ
て
、
ゅ
る
ぎ
の

な
い
経
済
理
論
の
基
礎
知
識
を
与
え
ま
す
。
こ
の
改
訂
に
よ
り
、
一
回
生
で
は
マ
ル
ク
ス

経
済
学
、
近
代
経
済
学
の
双
方
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
経
済
学
の
比
較
検
討
の
素
地
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が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
あ
っ
た
、
「
経
済
学
小
ク
ラ
ス
」
と
「
二
回
生

講
読
」
と
の
連
関
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
の
問
題
指
摘
に
も
応
え
う
る
と
考
え
ま
す
。

③
二
回
生
に
は
、
「
誰
読
」
の
ほ
か
、
経
済
学
各
領
域
の
基
礎
的
科
月
五
つ
が
お
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
日
本
経
済
論
」
は
勤
労
学
生
の
現
実
的
関
心
に
応
え
る
基
礎

科
目
と
し
て
、
新
し
く
二
回
生
配
当
に
お
ろ
し
た
も
の
で
す
。

帥
三
・
四
、
生
に
は
、
小
難
団
科
目
で
あ
る
「
演
習
」
を
は
じ
め
、
経
済
学
部
門
を
中
心

に
経
営
学
・
法
学
部
門
に
わ
た
る
多
数
の
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
受
淋

は
学
生
の
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
低
回
生
の
二
年
間
に
お
け
る
基
礎
科
目
の

学
習
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
に
応
じ
て
系
統
的
に
選
択
の
で
き
る
素
地
は
十

分
で
き
あ
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

剛
一
・
二
回
生
配
当
の
七
科
目
の
他
に
、
三
・
四
回
生
配
当
の
う
ち
四
つ
の
科
目
が
基
礎

的
科
目
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
領
域
を
専
攻
す
る
人
も
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
も
の
と
し
て
、
時
間
割
上
も
、
こ
れ
ら
は
と
り
や
す
い
時
間
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
し
い
科
目
と
し
て
「
国
民
所
得
論
」
（
従
来
、
経
済
学
特
殊
講
義
と
し

て
開
撒
）
「
地
域
経
済
論
」
の
二
つ
が
で
き
、
回
生
配
当
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
経
済
史
」

を
二
回
生
か
ら
三
回
生
へ
、
ま
た
経
営
学
部
門
の
科
目
を
い
ず
れ
も
三
回
生
へ
変
更
し
ま

し
た
。
ま
た
演
習
の
単
位
は
こ
れ
ま
で
八
単
位
を
一
括
し
て
認
定
し
て
い
ま
し
た
が
三
回

生
演
習
四
単
位
お
よ
び
四
Ⅲ
生
演
習
四
単
位
を
分
離
し
て
認
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

〔
経
営
学
部
〕

経
営
学
部
で
は
、
一
・
二
回
生
時
に
お
い
て
基
礎
的
科
目
を
系
統
的
に
つ
み
あ
げ
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
お
よ
び
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
川
越
点
を
中
心
に
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
抜
本
的
な
改
革
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

山
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
経
営
学
部
門
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
諸
科
目
を
、
経
営
学
系
列
、

会
計
学
系
列
、
経
済
学
系
列
の
三
系
列
に
整
備
し
、
系
統
的
履
修
を
促
進
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
経
営
学
系
列
、
会
計
学
系
列
は
経
営
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
軸
で
あ
り
、
経
済

学
系
列
は
経
営
・
会
計
両
系
列
を
基
礎
づ
け
肉
づ
け
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。

②
従
来
、
一
回
生
で
「
経
済
学
小
ク
ラ
ス
」
の
み
と
、
二
回
生
で
は
「
経
営
経
済
論
」
（
旧

称
「
経
営
学
総
論
」
）
と
「
経
営
史
」
、
「
経
営
管
理
論
」
ま
た
「
簿
記
論
」
と
「
会
計
学
」

を
混
合
し
て
受
講
し
て
い
た
状
態
を
あ
ら
た
め
、
一
回
生
に
「
経
営
経
済
論
」
お
よ
び
「
簿

記
論
」
を
配
当
し
：
二
回
生
に
経
営
学
系
列
で
一
：
経
営
史
」
「
経
営
管
理
論
」
を
、
会
計

学
系
列
で
「
会
計
学
」
を
、
経
済
学
系
列
で
「
経
済
原
論
Ｉ
」
「
同
Ⅱ
」
を
配
当
し
、
基

礎
的
科
目
の
系
統
的
つ
み
あ
げ
履
修
を
保
障
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
科
目
は
全
学
生
が
履

修
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
・
二
回
生
の
基
礎
的
科
目
の
学
習
が
二
・

四
回
生
で
の
各
系
列
の
展
開
的
科
目
の
履
修
に
結
び
つ
く
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
系

化
し
ま
し
た
。

旧
も
う
一
つ
の
大
き
な
改
訂
は
、
経
営
学
、
産
業
論
、
会
計
学
、
商
学
の
各
系
列
別
特
殊

講
義
制
度
（
四
科
目
な
い
し
二
科
目
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
開
講
で
あ
っ
た
た
め
四
年
に
一

回
し
か
受
淋
で
き
な
い
科
目
が
あ
っ
た
）
を
廃
止
し
て
、
特
講
科
目
に
お
か
れ
て
い
た
「
中

小
企
業
論
」
、
「
現
代
産
業
論
」
な
ど
を
毎
年
間
術
科
目
と
し
、
そ
の
他
の
科
目
を
二
科

目
ペ
ア
で
隔
年
に
開
講
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
受
講
し
た
い
科

目
が
あ
っ
て
も
受
識
で
き
な
い
状
態
を
な
く
し
て
、
学
習
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〔
文
学
部
〕

ｕ
匹
コ
ー
ス
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施

従
来
の
三
系
列
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
文
化
論
系
列
の
小
集
団
教
育
に
集
中
的
に
あ
ら
わ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
系
統
性
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
歴
史

・
文
学
・
哲
学
思
想
・
風
土
の
四
コ
ー
ス
制
に
し
、
人
文
学
科
の
教
学
理
念
を
ふ
ま
え
つ

つ
専
門
的
な
学
問
体
系
に
み
あ
っ
た
小
集
団
教
育
の
系
統
化
を
徹
底
さ
せ
ま
し
た
。

②
一
般
教
育
科
目
の
改
善

従
来
の
三
系
列
三
科
目
必
修
制
を
改
め
、
人
文
科
学
系
列
の
必
修
を
二
科
目
八
単
位
と

し
て
（
二
・
三
・
三
方
式
）
、
残
り
一
科
目
四
単
位
は
専
門
の
境
界
領
域
を
扱
う
新
設
の

学
科
共
通
科
目
な
ど
に
よ
る
代
替
履
修
と
し
、
専
門
に
局
限
さ
れ
な
い
広
い
人
文
科
学
の

視
野
を
養
い
、
あ
わ
せ
て
選
択
幅
の
拡
大
を
は
か
り
ま
し
た
。

⑧
固
有
専
門
科
目
の
構
成
変
更
と
教
学
改
善

従
来
の
基
礎
・
特
修
・
必
修
の
三
科
目
に
区
別
さ
れ
、
体
系
性
に
欠
け
て
い
た
固
有
専

門
科
目
の
椛
成
を
改
め
、
各
コ
ー
ス
別
に
完
結
的
な
教
学
体
系
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
整
理

・
再
編
成
し
ま
し
た
。
①
コ
ー
ス
別
に
一
回
生
配
当
の
概
論
を
お
き
人
文
科
学
の
詣
分
野

に
お
け
る
専
門
的
な
学
問
体
系
の
全
体
像
を
習
得
す
る
道
を
開
き
ま
し
た
。
②
新
た
に
基
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礎
的
・
専
睡
的
な
科
目
を
補
充
し
て
特
修
科
目
と
し
③
学
際
的
で
境
界
領
域
を
扱
う
も

の
を
学
科
共
通
科
目
と
し
て
構
成
し
ま
し
た
。

イ
ゴ
ー
ス
別
の
教
学
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
特
修
科
目
の
な
か
に
、
基
礎
学

力
の
充
実
・
教
学
体
系
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
コ
ー
ス
に
応
じ
て
「
史
料
講
読
」
「
作

品
講
読
」
「
宗
教
学
概
論
」
「
社
会
学
概
論
」
「
地
図
実
習
」
を
お
き
ま
し
た
。
こ
の
特

徴
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
全
体
の
持
修
科
目
は
、
必
修
の
小
集
団
教
育
科
目
、
学
問
を
総
合

的
・
体
系
的
に
説
く
概
論
部
門
、
基
礎
学
力
の
養
成
を
目
的
と
す
る
基
礎
部
門
、
特
殊
専

門
的
な
内
容
を
も
つ
特
殊
講
義
部
門
な
ど
の
異
な
っ
た
性
格
の
科
目
の
組
み
合
せ
か
ら
成

っ
て
い
ま
す
。

人
文
学
科
各
コ
ー
ス
教
学
の
軸
と
な
っ
て
い
る
の
は
小
集
団
教
育
で
す
が
、
こ
れ
に
は

代
替
履
修
を
認
め
ず
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
場
と
し
て
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ｌ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
小
雌
団
教
育
の
展
開
と
関
連
を
も
た
せ
な
が
ら
コ
ー
ス
別
に

諸
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
回
生
「
研
究
入
門
」
に
は
「
概
論
」
が
、
二
回
生
「
基

礎
演
習
」
に
は
専
門
的
研
究
へ
の
導
入
を
は
か
る
の
に
対
応
し
た
「
概
論
」
、
「
概
説
」
、

「
西
洋
哲
学
思
想
史
」
、
「
日
本
の
地
域
と
文
化
」
な
ど
が
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

基
礎
学
力
を
養
成
す
る
た
め
の
「
講
読
」
、
「
実
習
」
や
、
哲
学
思
想
コ
ー
ス
に
は
「
宗
教

学
概
論
」
、
「
社
会
学
概
論
」
な
ど
展
開
的
・
外
延
的
な
科
目
を
お
き
ま
し
た
。
三
回
生
「
講

読
演
習
」
で
は
特
殊
・
専
門
的
研
究
、
四
回
生
で
は
論
文
作
成
を
目
標
と
し
た
卒
業
「
演

習
」
に
対
応
す
る
「
特
殊
講
義
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈲
学
科
共
通
科
目
は
学
際
的
内
容
を
も
つ
と
と
も
に
、
学
生
が
専
門
に
局
限
さ
れ
な
い

広
い
視
野
を
養
い
、
人
文
科
学
の
多
面
的
探
究
・
総
合
的
把
握
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
主

体
的
で
自
由
な
選
択
に
委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
科
目
と
し
て
は
、
日
本
・
東
洋

・
西
洋
そ
れ
ぞ
れ
の
「
文
化
論
」
、
日
本
・
東
洋
の
「
思
想
史
」
、
「
社
会
心
理
学
」
、
「
教

育
原
理
」
、
「
教
育
心
理
学
」
、
「
英
会
話
」
、
「
英
作
文
」
が
あ
り
ま
す
。

剛
教
職
科
目
の
履
修
に
つ
い
て

文
学
部
で
は
教
育
職
員
免
許
状
の
取
得
希
望
者
は
多
く
、
二
溝
時
制
の
時
間
剛
の
も
と

で
も
、
一
回
生
の
時
か
ら
計
画
的
な
履
修
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ー
ス
に
み
あ
っ
た
一

教
科
の
免
許
状
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
文
学
部
で
は
、
国
語
科
・

英
語
科
・
社
会
科
の
三
教
科
に
関
す
る
教
職
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
理
工
学
部
〕

理
工
学
部
基
礎
工
学
科
の
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
現
代
化
・
総
合
化
の
基
本
理
念
の
上

に
た
っ
て
、
専
門
分
化
の
は
げ
し
い
現
代
工
学
の
基
礎
的
部
分
を
、
「
情
報
」
、
「
材
料
」
と

い
う
二
つ
の
柱
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
情
報
」
、
「
材
料
」
の
両
者
を
並
列
で
同
時
に
学
ぶ
と
い
う
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
実
施
の
過
程
で
、
学
問
体
系
と
し
て
の
専
川
性
と
学
習
上
の
系
統
性
の
強
化
が
強
く
望

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
自
体
を
「
情
報
コ
ー
ス
」
、

「
材
料
コ
ー
ス
」
の
二
つ
に
分
け
コ
ー
ス
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し
た
、
新
設
科
目
を
含

む
科
目
設
定
と
回
生
配
当
を
考
え
、
そ
の
な
か
で
、
総
合
化
の
基
本
理
念
に
た
ち
つ
つ
も
、

そ
の
理
念
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
を
は
か
り
、
総
合
性
と
真
に
結
合
し
た
専
門
性
を
追
求

す
る
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
数
学
や
物
理
学
、
化
学
な
ど
の
専
門
基
礎
科
目
を
一
回
生
で
学

ぶ
こ
と
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
「
情
報
コ
ー
ス
」
小
集
団
と
し
て
は
「
数
学
」
を
、

「
材
料
コ
ー
ス
」
小
集
団
と
し
て
は
「
物
理
学
」
を
設
定
す
る
と
共
に
、
現
行
の
二
回
生
小

集
団
「
理
工
学
基
礎
演
習
」
を
代
え
て
「
科
学
技
術
論
」
を
お
き
、
そ
の
基
盤
と
も
な
る
「
科

学
史
」
を
一
回
生
に
新
設
し
ま
す
。
現
行
の
三
・
四
回
生
小
集
団
「
講
読
」
と
「
卒
業
演
習
」

は
、
そ
の
内
容
を
四
回
生
で
集
中
的
に
実
施
す
る
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
、
「
基

礎
工
学
卒
業
演
習
」
と
し
て
二
コ
マ
八
単
位
を
四
回
生
に
お
き
ま
す
。
ま
た
、
前
期
の
み
で

四
単
位
の
分
離
認
定
を
考
え
て
い
ま
す
。
三
回
生
小
集
団
と
し
て
は
、
工
学
に
お
け
る
設
計

と
い
う
概
念
を
重
視
し
て
、
各
コ
ー
ス
別
に
設
計
法
を
新
設
し
ま
す
。

専
門
的
な
学
問
内
容
を
高
め
る
た
め
に
は
、
広
範
囲
な
基
盤
を
必
要
と
す
る
自
然
科
学
系

の
学
問
の
場
合
、
小
集
団
科
目
に
対
し
て
専
門
科
目
の
描
義
が
揃
断
的
に
結
び
つ
い
た
役
割

を
果
す
こ
と
が
と
り
わ
け
重
要
で
す
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
情
報
コ
ー
ス
」

で
は
「
計
測
シ
ス
テ
ム
エ
学
」
や
「
制
御
工
学
」
な
ど
の
新
設
に
よ
り
、
計
測
と
制
御
に
か

か
わ
る
専
門
性
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
ま
た
「
材
料
コ
ー
ス
」
で
は
「
材
料
工
学
」
系
の
科

目
内
容
の
改
訂
と
合
わ
せ
て
「
材
料
科
学
」
系
の
科
目
の
新
設
を
行
な
い
、
基
礎
科
学
的
な

基
本
原
理
や
方
法
の
学
習
の
上
に
た
っ
て
工
学
へ
の
具
体
的
な
展
開
と
応
用
を
学
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
両
コ
ー
ス
共
通
に
、
あ
る
い
は
コ
ー
ス
別
に
設
置
さ
れ
る
「
特
殊
講
義
」

は
、
必
ず
し
も
固
定
的
な
内
容
の
も
の
だ
け
に
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
専
門
諸
科
目
と
相

－10 1 －
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第
三
節
二
講
時
制
二
部
教
学
発
展
の
た
め
の
諸
施
策

一
拠
点
・
二
溝
時
制
は
、
勤
労
学
生
の
労
働
・
生
活
条
件
の
実
態
に
よ
り
適
し
た
新
し
い

二
部
教
学
の
制
度
的
枠
組
と
物
質
的
条
件
を
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
も
と
で
の
教
学

改
善
を
つ
う
じ
て
、
働
き
つ
つ
学
ぶ
二
部
学
生
の
問
題
意
識
と
特
質
を
い
か
し
う
る
よ
う
な

内
容
を
も
っ
た
新
し
い
二
部
教
学
を
創
造
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
抜

本
的
改
革
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
①
特
満
制
度
、
②
夏
期
集
中
開
講
制
度
、
③

土
曜
変
則
三
講
時
制
、
④
小
集
団
科
目
で
の
救
済
措
置
と
一
般
教
育
科
目
の
他
学
部
受
講
制

度
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
的
改
訂
を
中
心
と
す
る
教

学
内
容
の
改
善
の
実
を
あ
げ
て
ゆ
く
う
え
で
、
積
極
的
役
割
を
は
た
す
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
二
識
時
制
の
新
し
い
条
件
に
即
応
し
て
、
受
講
の
枠
や
自
主
的
選
択
の
幅
を
ひ
ろ
げ
る
補

完
的
施
策
の
役
割
を
は
た
す
も
の
で
す
。

伽
特
講
制
度
の
新
設
・
活
用

１
．
特
講
制
度
の
意
義

㈹
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
が
あ
く
ま
で
通
常
の
設
置
科
目
の
内
容
・
方
法
の
改
革
と
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
を
基
本
と
す
る
こ
と
は
す
で
に
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
通
常
の
設
置
科
目
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
す
べ
て
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
ま
せ
ん
。

激
動
す
る
現
代
社
会
が
提
起
す
る
新
し
い
理
論
問
題
の
解
明
や
、
不
断
に
発
展
す
る
科

学
研
究
の
到
達
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
基
礎
理
論
、
専
門
的
知
識
を
し
っ
か
り
ふ
ま

え
て
こ
そ
可
能
と
な
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
現
代
的
な
問
題
や
到
達
点
を
直

接
に
解
明
し
、
理
論
展
開
を
は
か
る
講
義
の
受
講
と
結
合
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

現
代
的
諸
問
題
の
解
明
に
は
学
際
的
研
究
を
求
め
る
も
の
が
す
ぐ
な
く
な
く
、
通
常
の
設

置
科
目
だ
け
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
も
の
も
う
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
学
研
究
の
発
展

互
に
補
完
し
つ
つ
専
陛
的
な
力
量
を
高
め
る
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
曇
』

な
お
、
三
回
生
終
了
時
ま
で
に
一
定
の
単
位
数
以
上
を
履
修
済
の
学
生
は
、
小
集
団
科
目
、

実
験
、
演
習
等
を
除
い
て
、
他
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
八
単
位
ま
で
受
講
を
認
め
単
位
認
定

を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
コ
ー
ス
と
し
て
の
履
修
上
の
系
統
性
を
乱
さ
な
い
た
め
に
、
要
卒
単

位
と
し
て
は
認
め
ま
せ
ん
。

に
よ
っ
て
方
法
の
み
な
お
し
や
理
論
展
開
の
再
検
討
を
必
要
と
す
る
分
野
も
う
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
必
要
を
解
決
し
、
教
学
内
容
を
豊
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て

特
講
制
度
を
新
設
し
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
代
社
会
の
要
請
と

学
生
の
多
面
的
学
習
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
と
、
専
門
性
と
総
合
性
を
統
一
す
る
こ
と
を

追
求
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
講
制
度
の
運
用
は
「
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
」
に
一
つ

の
重
要
な
手
が
か
り
を
つ
く
り
だ
す
で
し
ょ
う
。

㈲
こ
の
特
講
制
度
は
、
学
生
の
「
選
択
幅
・
受
講
枠
拡
大
」
の
要
求
に
積
極
的
に
こ
た
え

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
求
は
、
一
面
で
は
非
系
統
的
な
要
卒
単
位
か
せ
ぎ
と
い

う
消
極
的
学
生
実
態
の
反
映
で
す
。
生
活
・
労
働
・
学
習
条
件
の
き
び
し
さ
が
こ
の
消
極

的
態
度
を
つ
よ
め
る
傾
向
を
う
み
だ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
他
面
で
は
、
こ
の

要
求
は
、
職
場
の
実
態
、
身
近
な
社
会
動
態
に
も
と
づ
く
自
発
的
積
極
的
動
機
に
よ
っ
て

多
様
な
科
目
を
自
由
に
選
択
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
じ
っ
く
り
学
び
た
い
と
い
う
種
極
的

側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
要
求
に
は
積
極
的
に
こ
た
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
夏
期
集
中
開
講
制
度
、
土
曜
変
則
三
誰
時
制
と
結
合

し
て
、
特
講
と
し
て
多
様
な
科
目
を
開
講
し
ま
す
。
こ
の
特
講
の
開
設
は
学
生
の
積
極
的

学
習
を
う
な
が
す
契
機
と
も
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
夏
期
集
中
開
講
で
特
講
を
受
謝
し

た
学
生
が
、
現
代
的
課
題
に
正
面
か
ら
と
り
く
ん
だ
理
論
的
展
開
に
ふ
れ
て
通
常
の
設
置

科
目
に
関
心
を
ふ
か
め
た
り
、
す
で
に
特
定
系
列
の
諸
科
目
に
意
欲
を
も
や
す
学
生
が
、

特
講
の
受
講
で
総
合
的
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
も
う
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

州
立
命
館
大
学
で
は
、
現
代
的
課
題
に
と
り
く
む
特
講
科
目
を
多
様
に
開
設
で
き
る
基
礎

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
部
共
通
専
門
科
目
の
経
験
、
一
部
各
学
部
や
二
部
の
若

干
の
学
部
で
の
固
有
専
門
科
目
特
講
の
経
験
、
各
学
部
レ
ベ
ル
、
全
学
レ
ベ
ル
で
の
研
究

・
教
育
の
進
展
や
、
学
外
と
の
広
い
交
流
に
支
え
ら
れ
た
通
常
設
置
科
目
の
内
容
の
現
代

化
・
総
合
化
の
発
展
な
ど
で
す
。

一
拠
点
化
に
よ
る
日
常
的
交
流
の
つ
よ
ま
り
な
ど
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
は
こ
の
基
礎

を
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
と
し
、
持
講
制
度
を
内
容
豊
か
に
発
展
さ
せ
る
物
質
的
保
障
と

な
り
ま
す
。

２
．
特
講
実
施
上
の
具
体
的
措
置

㈹
一
般
教
育
科
目
特
講
を
新
設
し
、
現
代
的
課
題
そ
の
他
に
つ
い
て
の
適
切
な
共
通
テ
ー
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マ
方
法
論
上
の
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
ま
す
雪

。
五
一
年
学
則
改
正
で
設
置
さ
れ
た
共
通
専
門
科
目
特
講
と
し
て
、
学
部
内
・
学
部
間
の

共
同
研
究
の
成
果
、
あ
る
い
は
各
学
部
で
従
来
開
講
さ
れ
て
き
た
固
有
専
門
科
目
の
特
講
、

一
部
の
専
門
科
目
特
講
の
う
ち
、
共
通
専
門
科
目
の
理
念
と
経
緯
に
照
ら
し
て
適
切
な
も

の
を
開
講
し
ま
す
。

㈲
固
有
専
門
科
目
持
講
が
未
設
置
の
学
部
で
は
こ
れ
を
新
設
し
ま
す
。

㈲
開
講
方
法
ｌ
こ
れ
ら
の
特
講
科
目
を
次
の
よ
う
な
方
法
で
開
講
し
ま
す
。

ａ
・
共
通
専
門
科
目
持
講
、
一
般
教
育
科
目
特
講
に
つ
い
て
は
夏
期
集
中
開
講
を
基
本
と

し
ま
す
。
（
但
し
、
昭
和
五
三
年
度
は
、
現
一
回
生
の
空
き
コ
マ
対
策
と
し
て
、
共
通

専
門
科
目
特
講
一
科
目
を
土
曜
日
の
一
般
教
育
配
当
講
時
の
う
ち
の
三
、
ス
に
開
織
）
・

固
有
専
門
科
目
特
講
は
通
常
時
間
割
内
の
ほ
か
、
複
数
科
目
を
開
設
す
る
場
合
に
は
夏

期
集
中
開
講
期
間
に
も
開
講
し
ま
す
。

ｈ
共
通
専
門
科
目
特
講
・
一
般
教
育
科
目
特
講
は
合
わ
せ
て
毎
年
二
～
三
科
目
を
開
設

し
ま
す
。
当
面
三
年
間
、
年
二
科
目
を
二
学
部
が
共
同
ま
た
は
個
別
に
輪
番
で
分
担
し

ま
す
。
な
お
、
三
年
間
に
一
～
二
回
、
外
連
協
で
一
科
目
を
担
当
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

㈱
単
位
認
定
の
よ
み
か
え
に
つ
い
て

共
通
専
門
科
目
特
講
を
一
般
教
育
科
目
特
講
・
固
有
専
門
科
目
特
満
へ
と
単
位
よ
み
か

え
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
三
者
間
の
各
方
向
へ
の
よ
み
か
え
を
一
定
の
枠

内
で
認
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
方
法
は
、
当
該
年
度
開
講
科
目
の
内
容
を
検

討
し
た
う
え
で
各
学
部
で
こ
れ
を
決
定
し
ま
す
。

㈲
夏
期
集
中
開
講
制
度
の
新
設

１
受
講
枠
拡
大
の
必
要
性
と
役
割

先
に
述
べ
た
よ
う
に
二
講
時
制
へ
の
移
行
は
、
時
間
的
制
約
か
ら
大
学
進
学
を
断
念
し
て

い
る
勤
労
者
に
対
す
る
条
件
の
改
善
、
講
義
時
間
の
延
長
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
時
間

的
余
裕
な
ど
、
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
に
不
可
欠
な
条
件
を
保
障
し
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、

受
講
枠
を
狭
め
る
と
こ
ろ
か
ら
（
現
行
三
講
時
で
は
四
年
間
で
総
マ
ス
数
は
六
四
マ
ス
で
す

が
、
二
識
時
制
に
な
る
と
、
四
八
マ
ス
に
な
り
ま
す
）
、
学
生
の
選
択
幅
が
制
約
さ
れ
、
余

裕
マ
ス
が
減
少
す
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
教
職
免
許
取
得
志
望
者
の
場

合
特
に
深
刻
で
す
。

そ
こ
で
二
溝
時
制
移
行
を
契
機
に
、
教
学
の
改
善
、
内
容
豊
か
で
系
統
的
履
修
が
可
能
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
一
訂
お
よ
び
実
施
と
平
行
し
て
、
受
講
枠
の
拡
大
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
夏
期
集
中
開
講
制
度
、
②
土
曜
変
則
三
講
時
制
を
実
施
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
そ
れ
ぞ
れ
に
年
一
マ
ス
の
受
講
枠
拡
大
を
も
た
ら
し
ま
す
か
ら
、

四
年
間
の
総
マ
ス
数
は
五
六
マ
ス
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
選
択
幅
や
余
裕
マ
ス
の

点
で
二
講
時
制
を
補
完
す
る
役
割
を
果
す
と
同
時
に
、
二
部
教
学
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
発
展

さ
せ
、
内
容
豊
か
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
う
え
で
積
極
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
開
講
期
間

夏
期
休
暇
期
間
は
、
二
部
勤
労
学
生
に
と
っ
て
自
主
的
学
習
・
自
主
的
諸
活
動
に
集
中
的

に
と
り
く
む
な
ど
、
多
様
な
活
動
が
可
能
な
期
間
と
し
て
重
要
で
す
し
、
教
職
員
に
と
っ
て

も
研
究
や
研
修
あ
る
い
は
休
養
の
た
め
の
期
間
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
ま
す
。
受

講
枠
拡
大
の
た
め
の
夏
期
休
暇
利
用
の
期
間
は
こ
れ
ら
の
事
情
を
十
分
考
慮
し
て
決
め
ら
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
「
衣
笠
移
転
・
二
講
時
制
実
施
に
と
も
な
う
過
渡
的
措
置
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
で
は
、
二
溝
時
制
実
施
の
段
階
で
、
夏
期
休
暇
中
集
中
講
義
が
行
な
わ

れ
た
場
合
に
も
出
席
で
き
る
と
答
え
て
い
る
学
生
は
全
体
で
八
三
・
二
％
で
す
）
・

休
暇
利
用
の
方
法
と
し
て
は
一
日
二
講
時
で
二
四
溝
時
分
（
四
単
位
も
の
一
般
科
目
の
平

均
年
間
授
業
数
を
勘
案
し
て
）
と
し
、
こ
れ
を
学
生
の
学
習
条
件
、
教
員
負
担
等
を
考
慮
し

て
休
暇
の
前
期
と
後
期
に
二
分
し
て
、
集
中
講
義
と
し
て
開
講
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
前

期
七
月
中
旬
の
六
日
間
と
後
期
九
月
上
旬
の
六
日
間
の
計
一
二
日
間
と
し
ま
す
。
（
但
し
、

体
育
実
技
に
つ
い
て
は
、
代
梼
種
目
を
設
置
す
る
場
合
は
こ
の
期
間
以
外
の
適
当
な
時
期
に

実
施
し
ま
す
。
）
な
お
こ
の
場
合
、
試
験
は
前
期
試
験
時
に
実
施
し
ま
す
。

３
．
開
講
科
目

二
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
わ
た
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

㈹
固
有
専
門
科
目

ａ
通
常
時
間
割
開
講
科
目
の
う
ち
一
科
目
を
開
講
し
ま
す
。
但
し
、
隔
年
開
講
科
目
を

含
み
ま
す
が
、
他
学
部
と
の
合
併
開
講
科
目
は
除
き
ま
す
。

ｂ
・
条
件
が
整
う
場
合
に
は
当
該
分
野
で
定
評
の
あ
る
人
を
講
師
と
し
て
（
非
常
勤
講
師

の
委
嘱
を
含
む
）
持
講
科
目
を
開
講
し
、
内
容
を
豊
か
な
も
の
に
し
ま
す
。

ｃ
夏
期
集
中
開
講
の
固
有
専
門
科
目
（
特
講
・
通
常
の
設
置
科
目
を
含
め
て
）
の
他
学
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部
受
講
お
よ
び
そ
の
共
通
専
権
科
目
二
般
教
育
科
目
へ
の
単
位
よ
み
か
え
を
認
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
当
該
学
部
と
開
講
学
部
と
の
協
議
を
経
て
こ
れ
を
決

定
し
ま
す
。

口
共
通
専
門
科
目
、
一
般
教
育
科
目

共
通
専
門
科
目
、
一
般
教
育
科
目
の
特
講
合
わ
せ
て
二
～
三
科
目
を
毎
年
開
講
し
ま
す
。

（
昭
和
五
三
年
度
は
、
理
工
学
部
の
移
行
措
置
と
の
関
係
も
あ
り
「
政
治
学
」
ま
た
は
「
社

会
学
」
、
「
哲
学
」
ま
た
は
「
文
学
」
に
よ
み
か
え
う
る
も
の
を
含
め
ま
す
。

い
英
語

再
履
修
特
別
措
置
ク
ラ
ス
に
よ
る
通
年
指
導
の
枠
内
で
、
一
定
講
時
の
夏
期
・
冬
期
集

中
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

㈲
体
育
講
義
、
体
育
実
技

ａ
・
再
履
修
ク
ラ
ス
を
対
象
に
開
講
し
ま
す
（
但
し
、
受
講
資
格
、
受
講
人
員
に
は
一
定

の
制
限
を
も
う
け
ま
す
）
。

ｂ
、
四
回
生
以
上
の
実
技
は
宿
泊
等
に
よ
る
代
替
種
目
を
実
施
し
ま
す
（
た
と
え
ば
水
泳

等
）
・

Ｃ
．
ｂ
を
受
講
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
年
度
後
半
に
別
の
措
置
を
考
え
ま
す
（
た
と
え

ば
ス
キ
ー
）
。

㈱
教
職
科
目

教
科
専
門
科
目
の
う
ち
の
一
科
目
を
開
講
し
ま
す
。

㈲
夏
期
集
中
開
講
科
目
の
受
講
登
録
は
、
年
度
は
じ
め
に
実
施
し
ま
す
。

側
土
曜
変
則
三
講
時
制
の
実
施

１
．
職
場
に
お
け
る
完
全
週
休
二
日
制
・
隔
週
週
休
二
日
制
・
毎
土
曜
半
日
勤
務
制
の
一
定

の
広
が
り
が
み
ら
れ
る
現
状
で
は
、
土
曜
日
に
授
業
開
始
時
間
を
繰
り
あ
げ
た
変
則
三
講

時
制
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
し
、
二
部
勤
労
学
生
の
お
か
れ
た
厳
し
い
勉
学
条
件

の
中
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
利
用
し
て
二
講
時
二
部
教
学
の
実
を
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
二
講
時
制
を
補
充
す
る
施
策
と
し
て
、
土
曜
変
則
三
講
時
制

を
実
施
し
ま
す
。

今
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
学
部
集
計
で
回
答

者
総
数
二
、
二
四
六
名
中
一
、
四
六
八
名
（
内
、
無
職
、
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
五
二
六
名
）
、

す
な
わ
ち
約
六
五
％
が
土
曜
日
四
時
ゞ
以
降
の
受
講
が
可
能
で
す
。
同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
れ
ば
、
第
一
講
時
目
の
要
卒
科
目
開
講
の
要
求
は
か
な
り
高
い
の
で
す
が
、
全
学
生

の
受
講
は
不
可
能
で
す
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
科
目
は
通
常
時
間
割
枠
内
で
の
系
統
的
履

修
が
基
本
で
す
か
ら
、
一
定
の
経
験
を
ふ
ま
え
検
討
を
加
え
た
う
え
で
な
け
れ
ば
要
卒
科

目
の
開
講
は
困
難
で
す
。

２
開
講
科
目

第
一
講
時
に
配
置
す
る
科
目
は
、
二
講
時
制
実
施
に
よ
っ
て
厳
し
い
履
修
が
強
い
ら
れ

る
教
職
課
程
科
目
の
な
か
か
ら
、
教
職
専
門
科
目
の
う
ち
の
一
科
目
、
全
学
部
合
併
ク
ラ

ス
に
よ
る
随
意
外
国
語
の
一
科
目
（
当
面
、
理
工
学
部
を
除
く
）
、
英
語
再
咽
修
ク
ラ
ス

と
し
ま
す
。

３
．
時
制

土
雌
変
則
三
誰
時
の
授
業
開
始
、
終
了
時
間
に
つ
い
て
は
、
教
学
上
重
要
な
意
義
を
も

つ
学
生
の
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
時
間
を
集
中
的
に
確
保
す
る
こ
と
と
の
か
か

わ
り
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二
講
時
制
の
条
件
の
も
と
で
は
、
土
曜
日
の
放
課
後

が
こ
れ
に
適
し
た
時
間
帯
で
す
。
従
っ
て
、
土
暇
変
則
三
講
時
の
時
間
設
定
は
午
後
八
時

四
○
分
授
業
終
了
と
な
る
よ
う
に
、
午
後
四
時
○
○
分
に
授
業
を
開
始
し
、
第
一
講
時
の

授
業
時
間
は
八
五
分
、
第
二
‐
・
第
三
講
時
の
授
業
時
間
は
九
○
分
、
ま
た
中
間
の
二
回
の

休
息
時
間
も
五
～
一
○
分
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
二
講
時
四
・
○
○
～
五
・

二
五
、
二
講
時
五
・
三
○
～
七
・
○
○
、
三
講
時
七
・
一
○
～
八
・
四
○
）
・

側
小
集
団
科
目
で
の
救
済
措
置
と
一
般
教
育
科
目
の
他
学
部
受
講

１
．
今
年
四
月
の
二
部
協
議
会
文
書
で
、
小
集
団
科
目
の
追
試
験
に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
追

試
験
を
一
律
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
点
が
多
い
の
で
、
そ
れ
を
含
み
つ
つ
、
や
む
を
え
ぬ

理
由
で
受
験
で
き
な
か
っ
た
者
に
た
い
す
る
小
集
団
科
目
で
の
救
済
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
ま
す
。
こ
の
措
置
は
過
渡
的
で
は
な
く
恒
常
的
性
格
の
も
の
で
す
。

㈹
適
用
科
目
ｌ
学
習
や
出
席
の
状
況
が
把
握
で
き
る
小
集
団
科
目
に
限
定
し
、
具
体
的

に
は
、
プ
ロ
ゼ
ミ
、
講
読
、
英
語
、
随
意
外
国
語
、
外
国
書
講
読
、
体
育
実
技
と
す
る
。

な
お
、
理
工
学
部
に
お
い
て
は
一
回
生
数
学
、
物
理
学
等
の
小
集
団
科
目
お
よ
び
出
席

を
と
る
小
ク
ラ
ス
科
目
を
も
対
象
と
し
ま
す
。

回
該
当
者
ｌ
病
気
、
事
故
、
忌
引
、
勤
務
上
の
都
合
、
就
職
試
験
な
ど
、
や
む
を
え
ぬ
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第
四
節
二
講
時
制
へ
の
移
行
の
た
め
の
過
渡
的
措
置

二
講
時
制
を
実
施
す
る
際
、
旧
学
則
・
三
講
時
制
の
も
と
で
履
修
し
て
き
た
現
二
・
三
回

生
が
、
五
三
年
度
か
ら
は
二
講
時
制
の
時
間
割
に
よ
っ
て
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
一
定
の
困
難
が
う
ま
れ
ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
今
年
四
月
の
二
部
協
議

会
文
書
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
過
渡
的
措
置
を
と
り
ま
す
。
以
下
の
山

～
㈱
は
四
月
文
書
で
既
定
の
通
り
で
す
が
、
⑤
の
再
試
験
に
つ
い
て
は
そ
の
後
実
施
方
法
に

つ
い
て
の
討
議
を
重
ね
、
具
体
案
を
得
た
も
の
で
す
。

①
二
識
時
制
を
予
定
し
た
新
学
則
を
五
二
年
度
新
入
生
か
ら
実
施
し
、
ひ
ず
み
を
な
く
し

②
一
般
教
育
に
つ
い
て
、
五
三
年
度
四
回
生
以
上
で
同
系
列
二
科
目
以
上
習
得
す
る
必
要

の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
科
目
を
登
録
す
れ
ば
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
み
た
す
と
き
、

他
学
部
開
講
の
一
般
教
育
科
目
の
受
講
を
み
と
め
ま
す
。

⑧
共
通
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
五
三
年
度
四
回
生
以
上
で
二
科
目
以
上
習
得
す
る
必
要
の

あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
科
目
を
登
録
す
れ
ば
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
み
た
す
場
合
、

固
有
専
門
科
目
に
よ
る
代
排
履
修
を
み
と
め
ま
す
。

⑭
五
三
年
度
よ
り
新
学
則
に
よ
っ
て
開
講
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
設
科
目
の
旧
学
則
者
へ
の

単
位
認
定
お
よ
び
旧
学
則
科
目
と
の
読
み
か
え
を
お
こ
な
い
ま
す
。
な
お
文
学
部
は
、
そ

の
科
目
を
登
録
す
れ
ば
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
み
た
す
と
き
は
、
特
定
の
科
目
に
つ
い
て

理
由
に
よ
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
り
、
期
末
試
験
等
が
受
験
で
き
な
か

っ
た
者
。

例
手
続
ｌ
該
当
者
は
当
該
科
目
の
試
験
終
了
後
、
あ
る
い
は
レ
ポ
ー
ト
提
出
期
限
経
過

後
一
週
間
以
内
に
証
明
書
を
付
し
て
事
務
室
に
届
け
出
る
。

㈲
成
績
評
価
ｌ
担
当
者
が
、
日
常
の
学
習
、
出
席
状
況
に
照
し
て
成
績
評
価
の
対
象
に

な
り
う
る
（
出
席
が
二
／
三
以
上
）
と
判
定
し
た
と
き
は
、
担
当
者
の
判
断
に
よ
り
、

日
常
点
・
レ
ポ
ー
ト
・
試
験
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
成
績
評
価
し
ま
す
。

２
一
般
教
育
科
目
の
他
学
部
受
講
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
を
原
則
に
し
ま
す
。

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
一
般
教
育
科
目
は
も
ち
ろ
ん
、
全
教
科
に
わ
た
り
希
望
す
る
科
目
の

受
講
が
か
な
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
＋
９
０

第
五
節
新
し
い
一
一
部
教
学
の
創
造
に
必
要
な
教
学
努
力
と
勉
学
努
力

以
上
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
的
改
訂
、
さ
ら
に
は
特
講
制
度
の

新
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
二
部
教
学
は
内
容
面
で
の
体
系
性
と
系
統
性
の
整
備
を
は
か
る
な
か

で
、
専
門
性
を
深
め
つ
つ
総
合
性
を
ひ
ろ
げ
、
ま
た
現
代
性
を
強
め
る
方
向
に
新
し
い
前
進

を
と
げ
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他
方
、
夏
期
集
中
開
講
制
度
や
土
曜
変
則
三

溝
時
制
を
伴
な
う
二
識
時
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
学
生
の
計
画
的
・
系
統
的
履
修
と
多
面

的
学
習
に
必
要
な
条
件
の
整
備
が
は
か
ら
れ
、
自
主
的
・
集
団
的
な
学
習
や
活
動
の
新
し
い

展
望
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
一
拠
点
・
二
溝
時
制
は
二
部
教
学
の
新
し
い
創
造
を
切
り
ひ
ら
く
現
実
的
可

担
当
者
と
講
義
内
容
が
異
な
る
場
合
、
同
一
科
目
で
あ
っ
て
も
再
履
修
を
み
と
め
ま
す
。

⑤
再
試
験
の
枠
を
拡
大
し
、
現
在
卒
業
回
生
に
の
み
実
施
し
て
い
る
再
試
験
を
、
当
面
、

三
回
生
終
了
時
点
で
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、
四
回
生
再
試
枠
の
拡
大
を
お
こ
な
い
ま
す
。

㈹
三
回
生
再
試
験
の
実
施

ｃ
再
試
枠
’
二
科
目
八
単
位
以
内
（
教
職
に
関
す
る
必
修
専
門
科
目
一
科
目
を
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
）
。

ｄ
・
受
験
資
格
’
三
回
生
ま
で
の
取
得
単
位
（
演
習
及
び
随
意
外
国
語
を
の
ぞ
く
）
が

再
試
科
目
と
既
修
科
目
を
合
わ
せ
て
七
二
単
位
以
上
、
一
○
四
単
位
以
下
の
者
。

口
四
回
生
再
試
枠
の
拡
大
・
・
四
回
生
以
上
の
卒
業
該
当
回
生
は
、
現
在
要
卒
単
位
に
不

足
す
る
の
が
二
科
目
八
単
位
以
下
で
あ
る
場
合
、
そ
の
不
合
格
科
目
（
お
よ
び
他
に
教

職
科
目
一
科
目
四
単
位
ま
で
）
に
つ
い
て
再
試
験
を
受
験
で
き
ま
す
が
、
現
二
・
三
回

生
（
理
工
学
部
は
一
・
二
・
三
回
生
）
の
四
回
生
終
了
時
に
限
っ
て
、
教
職
科
目
の
有

無
に
か
か
わ
り
な
く
三
科
目
一
二
単
位
以
内
で
再
試
験
を
受
験
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

三
回
生
再
試
験
の
実
施

ａ
・
対
象
ｌ
現
二
・
三
回
生
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
回
生
終
了
時
に
再
試
を
お

こ
な
い
ま
す
（
理
工
学
部
に
つ
い
て
五
二
年
度
も
旧
学
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

現
一
・
二
・
三
回
生
の
三
回
生
終
了
時
）
。

ｂ
，
時
期
Ｉ
現
行
の
卒
業
回
生
再
試
と
同
時
（
三
月
二
五
日
頃
。
後
期
試
験
の
成
績
報

告
期
限
や
事
務
処
理
、
担
当
者
の
委
嘱
期
間
等
と
の
関
係
で
、
こ
れ
以
外
の
日
程
は

困
難
）
。

ｃ
，
再
試
枠
’
二
科
目
八
単
位
以
内
（
教
職
に
関
す
る
必
修
専
門
科
目
一
科
目
を
含
め
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能
性
を
も
た
ら
す
わ
け
で
す
が
そ
れ
が
二
部
教
学
の
質
的
に
新
し
い
到
達
点
を
め
ざ
す
改

革
で
あ
る
だ
け
に
、
や
は
り
高
め
ら
れ
た
水
準
で
の
教
職
員
の
教
学
努
力
と
学
生
諸
君
の
勉

学
努
力
の
展
開
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

教
職
員
の
側
で
は
、
と
く
に
共
同
研
究
会
や
各
種
の
担
当
者
会
議
な
ど
の
質
を
新
し
い
教

学
内
容
の
改
善
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
に
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
恒
常
的
な
努
力
が
は
ら
わ
れ

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
ま
た
学
生
諸
君
の
側
で
も
、
と
も
す
れ
ば
従
来
の
三
講
時
制
の
枠
の

な
か
で
み
ら
れ
た
非
系
統
的
な
単
位
そ
ろ
え
で
は
な
く
、
新
し
い
二
部
教
学
の
一
方
の
主
体

的
に
な
い
手
と
し
て
系
統
的
で
自
主
的
な
学
習
を
大
い
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
努
力
が
望
ま

れ
ま
す
。
と
く
に
系
統
的
履
修
は
学
生
諸
君
が
一
回
生
か
ら
自
覚
的
に
計
画
的
に
基
礎
科
目

の
学
習
を
き
っ
ち
り
つ
み
あ
げ
る
こ
と
な
し
に
は
無
意
味
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
教
職
員
・
学
生
双
方
の
日
常
不
断
の
努
力
の
積
重
ね
の
う
え
で
こ
そ
、
教
室
や
回
生
別
懇

談
会
そ
の
他
の
場
で
の
両
者
の
効
果
的
な
結
び
つ
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

価
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
二
部
教
学
を
抜
本
的
創
造
的
に
発
展
さ
せ
改
善
す
る
場
合

勤
労
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

経
済
危
機
・
社
会
的
諸
困
難
の
深
ま
り
は
、
労
働
条
件
の
劣
悪
化
、
就
職
機
会
の
減
少
な

ど
、
勤
労
学
生
の
大
学
に
お
け
る
学
習
を
困
難
に
し
、
勤
労
学
生
の
減
少
傾
向
を
う
み
だ
し

て
い
ま
す
。
社
会
経
済
の
構
造
的
転
換
期
に
お
い
て
、
勤
労
者
が
科
学
的
理
論
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
・
社
会
的
危
機
に
た
ち
む
か
っ
て

個
人
の
生
活
を
守
り
人
間
的
に
成
長
す
る
た
め
に
も
、
社
会
進
歩
の
方
向
で
危
機
を
克
服
す

る
た
め
に
も
、
勤
労
者
が
働
き
つ
つ
学
ぶ
こ
と
、
労
働
と
科
学
的
理
論
の
学
習
を
結
合
し
て

勤
労
者
が
全
面
発
達
に
接
近
す
る
こ
と
は
、
不
可
欠
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
勤
労
学
生
の
減
少
を
放
置
せ
ず
、
勤
労
学
生
を
積
極
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
、

二
部
教
学
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

②
勤
労
学
生
確
保
の
た
め
に
は
、
三
つ
の
面
で
の
努
力
が
必
要
で
す
。
①
勤
労
学
生
を

対
象
と
す
る
本
学
の
二
部
教
学
を
広
く
宣
伝
し
て
、
勤
労
者
を
多
数
受
験
さ
せ
る
こ
と
、
②

入
試
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
。
③
働
き
つ
つ
学
ぶ
こ
と
の
積
極
的
意
義
を
あ
き
ら
か
に
し
、

第
三
章
勤
労
学
生
確
保
の
た
め
の
措
置

勤
労
学
生
比
率
を
高
め
る
た
め
の
努
力
、
が
そ
れ
で
す
。

新
し
い
二
部
教
学
を
創
造
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
勤
労
者
を
確
保
す
る
重
要
な
条
件
で
あ

る
こ
と
も
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二
講
時
制
に
も
と
づ
く
教
学
改
革
は
、
勤
労
学
生

を
確
保
す
る
た
め
に
も
是
非
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
す
す
ん
で
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
を
教
学
内
容
、
体
制
、
条
件
の
全
面

に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
系
統
的
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
勤
労
者

を
高
校
新
卒
者
や
高
卒
後
数
年
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
い
範
囲
で
む
か
え
入
れ
る
こ
と
も

含
め
て
、
勤
労
者
確
保
の
措
置
を
さ
ら
に
多
面
的
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
以
上
の
展
望
を
ふ
ま
え
て
、
従
来
の
学
生
募
集
に
加
え
て
当
面
、
、
次
の
措
置
を
と
り

ま
す
。

㈹
た
と
え
ば
校
友
会
の
機
関
紙
や
、
各
地
の
父
母
懇
談
会
で
、
二
部
教
学
の
理
念
や

第
一
節
交
通
・
下
宿
問
題
等
の
解
決
方
策

⑪
登
校
時
通
学
バ
ス
の
運
行

二
部
学
生
の
通
勤
・
通
学
条
件
の
確
保
は
基
本
的
に
は
公
営
都
市
交
通
行
政
の
課
題
で
す
。

二
部
四
学
部
の
衣
笠
移
転
に
伴
な
っ
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
通
学
上
の
問
題
に
関
し
て
も
、
交

通
行
政
当
局
へ
の
要
請
行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
．
し
か
し
、
広
小
路
で
の
就
学
を
予
定
し
て
入
学
し
た
在
学
生
に
つ
い
て
は
、

過
渡
的
暫
定
的
に
、
大
学
独
自
と
し
て
も
一
定
の
通
学
バ
ス
を
運
行
し
、
始
業
時
ま
で
に
登

校
で
き
る
学
生
を
少
し
で
も
増
や
す
努
力
を
お
こ
な
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
二
度
に
わ
た

る
実
態
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

(ﾛ）い

た
と
え
ば
校
友
会
の
機
関
紙
や
、
各
地
の
父
母
懇
談
会
で
二
部
教
学
の
理
念
や

実
情
が
充
分
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
努
力
を
今
後
い

っ
そ
う
強
化
し
、
父
母
・
校
友
等
を
通
じ
て
勤
労
学
生
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

従
来
の
よ
う
に
、
高
校
の
進
学
指
導
教
員
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
進
路
指
導
教
員

と
も
交
流
を
ふ
か
め
ま
す
。

二
部
で
学
ぶ
な
か
で
、
定
職
を
希
望
す
る
学
生
へ
の
就
職
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
援
助

を
強
め
ま
す
。

第
四
章
新
し
い
二
部
教
学
を
保
障
す
る
条
件
整
備
と
責
任
体
制
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①
利
用
対
象
者
は
、
登
校
時
通
学
パ
ス
の
趣
旨
か
ら
し
て
昭
和
五
二
年
度
ま
で
の
入

学
者
の
う
ち
、
勤
務
先
の
位
置
、
勤
務
終
了
時
刻
等
か
ら
み
て
通
学
条
件
が
悪
化
す
る

と
み
ら
れ
る
者
に
限
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
乗
車
証
と
、
市
バ
ス
料
金
を
基
準
と
す
る
回

数
券
を
発
行
し
ま
す
。

②
コ
ー
ス
は
、
Ａ
コ
ー
ス
（
御
池
大
橋
西
詰
五
・
三
○
発
ｌ
掘
川
御
池
ｌ
掘
川
北
大
路

ｌ
衣
笠
）
、
Ｂ
コ
ー
ス
（
京
都
駅
八
条
口
五
・
三
○
発
ｌ
西
大
路
七
条
ｌ
西
院
Ｉ
衣
笠
）

の
二
コ
ー
ス
と
し
ま
す
。
な
お
、
③
に
よ
っ
て
同
一
コ
ー
ス
で
二
台
運
行
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
発
車
を
五
分
繰
り
あ
げ
、
一
号
車
五
時
二
五
分
発
、
二
号
車
五
時
三
○
分
発

と
し
ま
す
。

③
運
行
台
数
は
、
最
終
的
に
は
、
今
秋
に
予
備
登
録
を
お
こ
な
っ
た
結
果
を
み
て
決
行

し
ま
す
。

②
下
校
時
通
学
バ
ス
の
運
行

終
講
直
後
の
下
校
に
は
市
バ
ス
の
利
用
が
充
分
に
可
能
で
す
。
し
か
し
二
識
時
制
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
可
能
な
か
ぎ
り
保
障

す
る
た
め
に
、
恒
常
的
に
、
午
後
一
○
時
頃
発
車
の
通
学
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
し
ま
す

（
現
行
の
ナ
イ
ト
・
コ
ー
ス
は
廃
止
）
。

①
全
て
の
二
部
学
生
が
利
用
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
現
行
と
同
様
、
回
数
券
（
料
金
は

市
バ
ス
を
基
準
と
す
る
）
方
式
に
よ
っ
て
乗
車
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

②
コ
ー
ス
は
、
Ｃ
コ
ー
ス
（
衣
笠
ｌ
烏
丸
車
庫
ｌ
出
町
ｌ
三
条
京
阪
近
辺
）
、
Ｄ
コ
ー

ス
（
衣
笠
ｌ
西
院
ｌ
西
大
路
七
条
ｌ
京
都
駅
八
条
口
）
の
二
コ
ー
ス
と
し
ま
す
。

③
連
行
台
数
は
、
当
面
は
各
コ
ー
ス
一
台
と
し
ま
す
が
、
利
用
実
態
、
都
市
交
通
の
動

向
等
に
よ
り
、
固
定
的
な
も
の
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
か
り
に
乗
車
人
数
が
き
わ
め
て
少

数
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
財
政
の
民
主
的
運
用
を
は
か
る
観
点
か
ら
、
廃
止
す
る

こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

⑧
車
緬
の
置
場
の
確
保

自
転
車
、
バ
イ
ク
に
よ
る
通
学
者
が
約
一
、
○
○
○
名
、
自
動
車
に
よ
る
者
は
四
○
○
名

に
の
ぼ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
自
転
車
は
現
存
の
置
場
に
十
分
収
容
可
能

で
す
し
、
バ
イ
ク
は
、
授
業
お
よ
び
近
隣
民
家
へ
の
騒
音
を
避
け
る
た
め
、
体
育
館
周
辺
に

収
容
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
自
動
車
に
よ
っ
て
通
学
す
る
も
の
の
た
め
の
駐
車
場
を
確
保
す

第
一
一
節
衣
笠
一
拠
点
に
お
け
る
一
一
部
関
連
施
設

衣
笠
学
舎
に
お
け
る
二
部
の
基
本
施
設
（
行
政
施
設
、
学
生
共
同
研
究
室
、
学
生
談
話
室
、

学
友
会
、
自
治
会
室
等
）
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
に
お
い
て
目
下
具
体
的

る
こ
と
に
本
学
の
条
件
か
ら
極
め
て
困
難
で
す
“
し
た
か
（
〆
て
こ
れ
ら
の
諸
君
は
、
都
市

交
通
機
関
に
よ
る
通
学
へ
の
転
換
を
考
え
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
時
に

試
験
期
に
は
自
動
車
で
登
校
せ
ざ
る
を
え
な
い
学
生
も
皆
無
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
事

情
に
よ
っ
て
は
校
内
に
限
っ
て
臨
時
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

側
衣
笠
周
辺
の
下
宿
開
拓

一
九
七
八
年
か
ら
一
部
文
学
部
と
二
部
の
移
転
に
と
も
な
い
、
あ
ら
た
に
衣
笠
周
辺
に
下

宿
を
求
め
る
学
生
は
一
、
○
○
○
名
を
越
す
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
す
で
に
数

百
室
は
確
保
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
今
年
度
中
に
で
も
移
転
は
可
能
で
す
。
不
足
す

る
室
数
に
つ
い
て
は
、
卒
業
生
に
対
し
て
後
輩
へ
の
下
宿
引
つ
ぎ
を
働
き
か
け
る
と
か
、
現

在
の
下
宿
提
供
者
と
懇
談
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
現
在
の
下
宿
が
引
続
い
て
提
供
さ
れ
る
よ

う
努
力
す
る
一
方
、
新
聞
折
込
み
広
告
、
校
友
会
の
機
関
紙
上
で
の
協
力
の
訴
え
、
校
友
の

う
ち
一
定
の
層
へ
の
直
接
の
依
頼
、
在
京
他
大
学
と
の
下
宿
の
「
交
換
」
の
検
討
な
ど
、
新

た
な
開
拓
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
自
治
体
に
対
し
て
は
、
学
生
下
宿
建
設
へ
の

補
助
や
下
宿
提
供
者
へ
の
減
税
の
請
願
を
行
な
う
な
ど
、
間
接
的
な
下
宿
開
拓
を
試
み
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

な
お
＄
懸
案
の
女
子
寮
建
設
に
つ
い
て
は
一
定
の
解
決
を
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
下
宿
移
転
に
必
要
な
経
賀
に
窮
す
る
学
生
に
対
し
て
は
、
学
生
生
活
援
助
金
を
三

万
円
ま
で
貸
付
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
措
置
は
、
今
年
一
○
月
か
ら
明
年
四
月

末
ま
で
の
期
間
に
限
り
ま
す
。

⑤
衣
笠
移
転
個
別
相
談
窓
口
の
開
設

衣
笠
移
転
に
あ
た
っ
て
、
下
宿
、
交
通
経
路
、
勤
務
先
な
ど
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
、
な
い

し
は
そ
れ
を
計
画
す
る
学
生
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
す
で
に
学
生
部
主
催
の
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
相
互
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
個
別
に
相
談
に
の

る
窓
口
を
厚
生
課
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
（
一
○
月
中
旬
か
ら
、
毎
週
水
曜
日
五
時

Ｉ
ｌ
し
し
土
寸
一

一
卸
Ｍ
Ｍ
茜
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検
討
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
答
申
を
ま
っ
て
全
学
的
な
討
議
検
討
に
は
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
当
面
は
暫
定
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
施
設
以
外
の
教
室
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
夏
に
完
成
し
た
文
学
部
棟

を
含
め
衣
笠
学
舎
の
諸
施
設
を
一
部
と
共
用
し
ま
す
。

基
本
施
設
の
暫
定
施
設
に
つ
い
て
は
昨
年
肌
月
二
○
日
付
「
学
園
通
信
ｌ
衣
笠
を
中

心
と
す
魯
風
点
計
画
と
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ｌ
」
に
お
い
て
一
蔀
裁
学
に
必
要
と

す
る
諸
施
設
の
配
置
、
利
用
計
画
が
示
さ
れ
、
二
部
各
学
部
に
お
い
て
も
ク
ラ
ス
討
議
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
討
議
の
集
約
や
、
二
部
協
議
会
、
理
事
会
（
学
内
）
な
ど

に
お
け
る
検
討
、
二
部
懇
談
会
、
学
園
振
興
懇
談
会
で
の
協
議
に
よ
っ
て
、
修
学
館
増
築
部

分
の
地
階
・
一
階
に
二
部
基
本
施
設
の
暫
定
施
設
を
配
置
す
る
こ
と
が
次
の
と
お
り
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
の
配
置
は
、
①
学
生
談
話
室
を
も
っ
と
も
よ
く
利
用
す
る
教
学

施
設
と
の
関
連
で
利
用
し
や
す
い
場
所
に
お
き
、
②
こ
れ
に
接
続
し
て
二
部
行
政
施
設
、
学

生
自
治
会
、
学
友
会
施
設
、
学
生
共
同
研
究
室
な
ど
を
配
置
し
、
③
学
生
相
互
の
交
流
、
自

主
的
活
動
を
保
障
す
る
と
い
う
理
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。
こ
の
理
念
は
当
然
今
後
建
設

さ
れ
る
二
部
基
本
施
設
に
い
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
二
部
基
本
施
設
の
暫
定
的
配
置
に
つ
い
て
‐

①
行
政
施
設
’
二
部
協
議
会
委
員
長
室
、
教
員
控
室
、
二
部
事
務
室
等
の
行
政
施
設
は
、

修
学
館
増
築
部
分
一
階
に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
衣
笠
学
舎
に
お
け
る
法
学
部
教
員
の

研
究
施
設
に
つ
い
て
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
暫
定
的
に
修
学
館
内
に
確
保

す
る
予
定
で
す
。

②
学
生
関
係
施
設

㈹
学
生
共
同
研
究
室
ｌ
法
・
経
・
営
三
学
部
の
学
生
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
修

学
館
増
築
部
分
地
階
に
設
置
し
ま
す
。

た
だ
し
、
文
学
部
に
つ
い
て
は
文
学
部
棟
に
設
置
さ
れ
る
各
専
攻
共
同
研
究
室
を

教
員
・
院
生
・
一
部
学
生
と
共
用
し
ま
す
量
一

口
学
生
セ
ン
タ
ー
・
談
話
車
’
二
部
学
生
セ
ン
タ
ー

部
分
一
階
に
二
部
事
務
室
と
隣
接
し
て
設
置
し
ま
す
。

㈲
二
部
学
友
会
、
女
子
学
生
会
、
法
・
経
・
営
三
学
部

館
増
築
部
分
地
階
に
、
法
・
経
・
営
三
学
部
自
治
会
一

法
・
経
・
営
三
学
部
学
会
学
生
委
員
会
室
は
修
学

営
三
学
部
自
治
会
室
は
同
一
階
に
学
生
談
話
室
に

談
話
室
と
し
て
修
学
館
増
築

隣
接
し
て
設
置
し
ま
す
。
ま
た
蔓
文
学
部
自
治
会
室
遣
人
文
学
会
室
に
つ
い
て
は
文

学
部
棟
に
設
置
し
ま
す
。

２
そ
の
他
の
二
部
教
学
施
設
に
つ
い
て

⑪
教
室
ｌ
小
教
室
約
三
○
室
、
ゼ
ミ
教
室
二
五
室
、
中
・
大
教
室
一
六
～
一
八
室
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
小
教
室
に
つ
い
て
は
学
而
館
、
文
棟
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
教
室

に
つ
い
て
は
志
学
館
、
学
而
館
、
文
棟
を
中
心
に
、
中
・
大
教
室
に
つ
い
て
は
衣
笠
学

舎
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
建
物
の
教
室
に
ま
た
が
っ
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
理
工
学
部
基
礎
工
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
よ
っ
て
新
た
に
必
要
と
考

え
ら
れ
る
実
験
室
の
新
増
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

②
体
育
施
設
ｌ
衣
笠
体
育
館
を
は
じ
め
現
在
設
け
ら
れ
て
い
る
施
設
に
、
照
明
設
備
を

完
備
し
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

⑧
課
外
活
動
諸
パ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
：
学
生
会
館
第
二
期
増
築
工
事
を
完
工
さ
せ
そ
の
中

に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
修
学
館
増
築
部
分
地
階
な
ど
に

暫
定
的
に
収
容
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑩
そ
の
他
全
学
的
施
設

㈹
図
書
館
’
三
階
未
完
成
部
分
を
完
成
さ
せ
て
学
生
閲
覧
室
の
増
設
を
は
か
り
ま
す
。

㈲
食
堂
ｌ
以
学
館
大
食
堂
の
増
築
お
よ
び
学
而
館
食
堂
の
改
装
に
よ
っ
て
約
二
五

○
席
を
増
席
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
学
生
会
館
内
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

㈲
そ
の
他
ｌ
保
健
セ
ン
タ
ー
の
充
実
・
増
床
や
道
路
整
備
、
照
明
灯
の
増
設
な
ど
に

よ
っ
て
環
境
改
善
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
食
堂
以
外
の
生
協
施
設
に
つ
い
て
も
改
善

を
は
か
り
ま
す
。

二
部
全
学
部
移
転
当
初
の
諸
施
設
に
つ
い
て
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
さ
き
に
も
述
べ

た
と
お
り
二
部
基
本
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
早
急
に
全
学
の
討
議
に
付
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
は
、
こ
の
暫
定
施
設
を
利
用
す
る
な
か
で
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
節
法
学
部
の
分
離
期
の
施
策

五
三
年
度
か
ら
の
二
部
全
学
部
の
移
転
に
と
も
な
い
、
法
学
部
は
一
定
期
間
、
一
部
と
二
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部
が
場
所
的
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
部
教
学
の
も
つ
特
質
を
生
か
し
な
が
ら
、

立
命
館
大
学
の
力
量
で
現
実
的
に
可
能
な
方
法
に
よ
っ
て
一
・
二
部
を
含
む
全
学
部
が
結
集

す
る
総
合
大
学
を
衣
笠
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
法
学
部
の
分
離
移
転
は
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
過
渡
的
な
一
段
階
で
す
。
法
学
部
の
一
・
二
部
分
離
に
と
も
な
う
特
殊
な
困
難
を
克

服
す
る
こ
と
は
、
法
学
部
の
研
究
・
教
育
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
拠
点
を
実
現
し
立
命
館
大
学
の
す
ぐ
れ
た
教
学
を
一
層
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
必
要
で
す
。

十
数
年
に
わ
た
っ
て
、
二
拠
点
分
断
の
も
と
で
教
学
発
展
に
努
力
し
て
き
た
経
済
・
経
営

両
学
部
の
教
訓
に
学
び
、
ク
ラ
ス
討
議
や
学
部
懇
談
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
学
生
諸

君
の
要
求
と
意
見
に
こ
た
え
て
、
分
離
期
の
具
体
的
施
策
を
こ
こ
に
提
起
し
ま
す
。

⑪
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
発
展
の
た
め
に
、
学
生
と
教
員
の
接
触
・
交
流
を
確
保
す
る

措
置
を
と
り
ま
す
。

学
生
と
教
員
の
交
流
は
、
小
集
団
教
育
を
充
実
さ
せ
、
満
義
内
容
の
理
解
を
深
め
、
自

主
的
・
集
団
的
学
習
の
方
法
を
会
得
す
る
機
会
で
す
。

こ
の
交
流
を
確
保
す
る
た
め
に
、
①
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
の
ク
ラ
ス
に
よ
る
自
主
的
運

営
、
固
定
教
室
制
や
学
生
共
研
の
積
極
的
活
用
を
は
か
る
と
と
も
に
、
②
修
学
館
内
に
、

法
学
部
二
部
協
議
員
用
研
究
室
、
若
干
の
教
員
個
人
研
究
室
、
共
同
研
究
室
な
ど
を
設
置

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
法
学
部
教
員
の
衣
笠
に
お
け
る
研
究
・
教
育
活
動
を
保
障
す
る
最
低

限
の
条
件
で
あ
り
、
同
時
に
学
生
と
の
交
流
の
場
所
的
条
件
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
③
二
部
事
務
室
内
に
、
法
学
部
教
員
の
出
講
一
覧
表
、
修
学
館
研
究
室

配
置
図
を
掲
示
し
、
学
生
か
ら
教
員
へ
の
連
絡
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

②
現
在
と
同
一
条
件
の
学
生
共
同
研
究
室
を
設
置
し
ま
す
。

四
九
年
度
に
設
置
さ
れ
た
法
学
部
の
一
・
二
部
共
用
の
学
生
共
研
は
、
小
集
団
教
育
に

不
可
欠
の
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
衣
笠
の
修
学
館
地
階
に
暫
定
的
に
設
置
さ
れ
る
新
し

い
法
学
部
学
生
共
研
に
つ
い
て
も
、
図
書
資
料
な
ど
広
小
路
と
同
一
の
条
件
を
確
保
し
ま

す
。
新
学
生
共
研
の
管
理
・
運
営
に
関
し
て
は
、
学
生
共
研
運
営
委
員
会
な
ど
の
関
係
機

関
で
早
急
に
検
討
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
衣
笠
図
僻
館
の
法
学
・
政
治
学
関
係
図
杵
を
充
実
し
ま
す
。

法
学
部
学
生
が
よ
く
利
用
す
る
祥
籍
（
記
念
論
文
集
、
講
座
も
の
を
含
む
）
、
講
義
の

参
考
文
献
と
し
て
必
要
な
諜
籍
、
大
学
紀
要
・
学
会
誌
そ
の
他
の
雑
誌
（
利
用
度
の
高
い

第
四
節
二
部
責
任
体
制
強
化
の
基
本
方
向
と
具
体
策

二
部
協
議
会
に
は
、
二
部
三
役
（
委
員
長
・
主
事
・
学
生
主
事
）
と
調
査
委
員
長
、
事
務

長
で
構
成
す
る
四
役
会
議
を
は
じ
め
、
教
務
主
任
会
談
・
調
査
委
員
会
・
学
生
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
拠
点
・
二
溝
時
制
へ
の
取
組
み
の
な
か
で
調
査
委
員
会
で
は
委
員
の

責
任
分
担
を
明
確
に
し
、
ま
た
五
二
年
度
か
ら
は
教
務
主
任
会
議
の
た
め
に
独
自
の
時
間
帯

を
設
定
す
る
な
ど
、
一
定
の
改
善
を
は
か
り
ま
し
た
。
上
記
の
諸
課
題
を
や
り
と
げ
る
た
め

に
は
、
二
部
協
議
会
の
い
っ
そ
う
の
機
能
強
化
が
必
要
で
す
が
、
諸
会
議
・
諸
委
員
会
が
定

例
化
さ
れ
て
い
る
現
在
の
段
階
で
は
、
諸
機
関
内
部
の
責
任
分
担
や
、
執
行
責
任
と
調
査
・

審
議
責
任
の
明
確
化
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
諸
機
関
お
よ
び
二
部
協
議
会
全
体
の
機
能
が
有
効
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
運
営
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
部
教
授
会
で
の
恒
常
的

な
取
組
み
を
強
め
る
と
と
も
に
、
全
学
に
ま
た
が
る
問
題
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
理
事
会
を

は
じ
め
、
各
学
部
教
授
会
・
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
・
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
・
そ
の
他
関
連

諸
機
関
に
問
題
を
提
起
し
、
全
学
的
に
問
題
に
取
組
む
体
制
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

二
部
学
生
に
も
っ
と
も
身
近
な
二
部
事
務
室
は
、
た
え
ず
開
か
れ
た
事
務
室
と
し
て
、
学

生
の
勉
学
・
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
援
助
・
協
力
・
相
談
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
勿
論
、
そ
の
中
か
ら
生
起
す
る
学
生
の
実
態
を
つ
か
み
、
要
求
や
問
題
を
整
理
し
て

二
部
協
議
会
や
全
学
の
関
係
機
関
に
提
起
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

常
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
窓
口
や
事
務
室
全
体
と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
力
地
の

強
化
や
事
務
継
承
性
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

広
小
路
学
舎
事
務
室
で
は
昨
年
来
の
討
議
に
よ
っ
て
集
団
化
・
共
同
化
を
一
屑
す
す
め
、

事
務
室
全
体
の
力
量
を
高
め
る
た
め
、
従
来
か
ら
の
三
パ
ー
ト
制
を
教
務
・
学
生
の
二
パ
ー

も
の
陰
ハ
ッ
ク
：
ナ
ン
波
！
‐
を
購
入
し
、
そ
の
他
で
重
要
な
も
の
ば
今
後
継
続
的
に
購
入

す
る
）
な
ど
、
当
面
三
、
○
○
○
冊
を
拡
充
し
ま
す
。

法
学
・
政
治
学
関
係
の
図
諜
に
つ
い
て
、
当
面
、
広
小
路
図
書
館
分
の
目
録
を
作
成
し
、

衣
笠
図
俳
館
に
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
衣
笠
・
広
小
路
両
図
許
館
を
結
ん
で
、
図
諜
貸

出
し
や
コ
ピ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
往
復
便
を
保
障
し
ま
す
。
二
部
法
学
部
学
生
が
利
用
し
や

す
い
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
も
検
討
を
す
す
め
ま
す
。
な
お
、
広
小
路
図
書
館
の
法

学
文
献
コ
ー
ナ
ー
と
同
じ
も
の
を
、
当
面
、
衣
笠
図
書
館
内
に
設
置
し
ま
す
。
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卜
制
に
改
め
ま
し
た
こ
ま
た
、
事
務
の
継
承
性
を
よ
り
十
分
な
も
の
と
す
る
た
め
：
従
来
ほ

と
ん
ど
三
年
で
交
代
し
て
い
た
の
を
「
三
年
以
上
四
年
以
内
」
と
な
っ
て
い
る
現
行
の
職
員

勤
務
年
限
の
実
質
的
な
運
用
を
は
か
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

二
部
事
務
室
以
外
の
二
部
関
連
部
課
の
う
ち
、
特
に
学
生
の
課
外
活
動
や
生
活
・
厚
生
問

題
な
ど
二
部
学
生
に
直
接
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
学
生
課
・
厚
生
課
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て

か
ら
の
学
生
要
求
に
こ
た
え
て
、
明
年
四
月
を
目
途
に
二
部
専
任
の
事
務
室
を
新
た
に
設
置

し
、
二
部
事
務
室
と
同
様
午
後
九
時
三
○
分
ま
で
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

図
書
館
は
勤
労
学
生
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
従
来
、
試
験
期
に
お
け
る
日
曜
日
開
館
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
明
年
度
か
ら
こ
れ
を
開
講
時
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
平
日
の
開
館
に
つ
い
て
も
講
義
終
了
後
の
一
定
時
間
ま
で
の
開
館
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
学
生
の
利
用
実
態
と
一
拠
点
完
成
時
の
新
た
な
条
件

の
な
か
で
検
討
を
ふ
か
め
ま
す
が
、
当
面
の
体
制
で
は
実
施
困
難
で
す
の
で
午
後
九
時
ま
で

の
開
館
と
し
ま
す
。

就
職
課
に
お
け
る
就
職
指
導
体
制
の
強
化
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
夜
間
診
察
・
健
康

相
談
体
制
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
二
部
教
学
を
さ
さ
え
発
展
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
修
学
館
の
教
員
個
人
研
究
室
と
二

部
事
務
室
と
の
連
絡
機
構
の
整
備
、
そ
の
他
研
究
事
務
体
制
の
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

六
九
四
第
五
次
長
期
計
画
委
員
会
の
中
間
答
申
を
う
け
て
〔
新
三
号

館
建
設
の
提
唱
と
全
体
計
画
の
見
直
し
〕
☆

総
長
細
野
武
男

立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

■
●
■
■
■
■
■
■
凸
●
■
。
●
ｇ
Ｇ
ｂ
■
■
■
□
■
■
■
■
●
■
■
□
■
■
□
■
Ｇ
●
■
■
■
■
①
■
●
●
■
●
①
■
甲
■
缶
？
■
●
●
■
■
●
●
④
ｃ
ｅ
Ｇ
申
●
●
申
Ｃ
Ｇ
●
甲
●
凸
■
凸
■
申
缶
■
■
●
●
■
由
■
■
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
。
や
●
■
ｅ
⑧
●
●
①
■

五
二
年
度
長
期
計
画
委
員
会
陸
一
○
月
三
日
、
一
：
新
し
い
立
命
館
教
学
を
創
造
す
る
た

め
の
一
拠
点
早
期
実
現
に
む
け
て
」
を
答
申
さ
れ
た
。
学
内
理
事
会
は
、
こ
の
春
以
来
、
精

力
的
に
討
議
を
重
ね
ら
れ
、
課
題
の
緊
急
性
に
あ
わ
せ
て
中
間
答
申
を
寄
せ
ら
れ
た
長
期
計

画
委
員
会
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
中
間
答
申
の
特
徴
は
、
答
申
の
副
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
拠
点
早
期
実

現
の
た
め
に
、
最
優
先
の
課
題
と
し
て
新
三
号
館
の
建
設
を
提
起
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
全
体
計
画
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

学
内
理
事
会
は
、
答
申
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
新
三
号
館
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
根
拠
を
認

め
、
そ
の
最
優
先
建
設
を
了
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
一
部
法
学
部

を
早
期
に
移
転
さ
せ
、
一
拠
点
を
実
現
す
る
こ
と
が
中
心
課
題
で
あ
る
の
は
い
ま
う
で
も
な

い
Ｏ

学
内
理
事
会
は
、
こ
の
観
点
か
ら
答
申
に
も
提
案
さ
れ
て
い
る
併
行
建
設
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
に
検
討
を
お
こ
な
い
、
法
学
部
の
早
期
移
転
の
実
現
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
二
年
一
○
月
一
日

昭
和
五
二
年
一
○
月
三
日

〔
一
九
七
七
（
昭
五
二
）
・
一
○
・
三
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会
〕

殿長
期
計
画
委
員
会

委
員
長
関
弥
三
郎
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２
．
全
体
計
画
見
な
お
し
の
視
点

本
年
九
月
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
新
文
学
部
棟
お
よ
び
修
学
館
増
築
部
分
が
竣
工
し
、

一
拠
点
実
現
の
た
め
の
施
設
条
件
の
整
備
に
一
定
の
前
進
を
見
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
学

部
お
よ
び
本
部
機
構
の
移
転
の
た
め
に
は
、
な
お
か
な
り
の
施
設
の
建
設
・
整
備
の
必
要

が
見
こ
ま
れ
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
ら
の
施
設
の
種
類
・
内
容
・
規
模
な
ど
は
、

八
○
年
代
以
降
を
も
見
通
し
た
新
し
い
立
命
館
教
学
の
創
造
に
向
け
て
の
衣
笠
一
拠
点
早

期
実
現
の
た
め
の
物
的
条
件
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
の
到
達
点
な
ら
び
に
学
生
・
院
生
・
教
職
員

の
多
様
な
浦
実
態
を
ふ
ま
え
、
そ
の
積
極
面
を
一
岬
発
展
さ
せ
る
た
め
の
条
件
づ
く
り
が

一
拠
点
計
画
遂
行
の
中
で
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
か
な
基
礎
学
力
と
現
代
的

課
題
に
迫
り
う
る
豊
か
な
専
門
的
能
力
と
は
、
講
義
・
ゼ
ミ
な
ど
と
自
主
的
・
集
団
的
学

習
と
の
相
互
関
係
の
中
で
培
わ
れ
、
ま
た
、
民
主
的
社
会
常
識
は
大
学
構
成
員
相
互
間
の

日
常
的
交
流
の
中
で
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
室
な
ど
の

直
接
的
な
教
学
施
設
と
並
ん
で
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
諸
活
動
を
広
げ
深
め
る
こ
と
の

で
き
る
施
設
条
件
の
整
備
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
二
部
二
溝

１
．
は
じ
め
に

本
年
度
長
計
委
員
会
は
理
事
会
よ
り
、
五
一
年
度
長
計
委
員
会
か
ら
引
き
継
い
だ
重
要

課
題
で
あ
る
、
①
法
学
部
棟
、
②
新
三
号
館
、
⑧
修
学
館
に
お
け
る
共
同
研
究
室
の
あ
り

方
、
叫
新
体
育
館
、
⑤
本
部
棟
、
⑥
学
生
定
員
に
つ
い
て
、
の
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。
以

来
、
長
計
委
員
会
は
第
三
教
学
基
本
施
設
）
、
第
二
（
研
究
体
制
）
、
第
三
（
体
育
、
厚
生
施

設
、
定
員
）
の
三
つ
の
小
委
員
会
に
分
け
て
諮
問
さ
れ
た
課
題
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
、
基
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
結
論
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
を
基
礎
に
し
て

関
係
諸
機
関
、
諸
パ
ー
ト
の
意
見
、
要
望
を
ふ
ま
え
て
細
部
の
討
議
を
進
め
、
関
連
す
る

問
題
の
検
討
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に
得
ら
れ
た
結
論
を
報
告
し
ま
す
。

新
し
い
立
命
館
教
学
を
創
造
す
る
た
め
の

一
拠
点
早
期
実
現
に
向
け
て

ｌ
新
三
号
館
建
設
の
提
唱
と
全
体
計
画
の
見
直
し
Ｉ

３
新
三
号
館
に
つ
い
て

昭
和
五
二
年
四
月
よ
り
一
部
文
学
部
と
二
部
全
学
部
が
衣
笠
学
舎
で
開
講
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
残
る
法
学
部
の
早
期
移
転
を
は
か
る
段
階
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
法

学
部
の
衣
笠
移
転
を
実
現
す
る
た
め
の
前
提
条
件
と
な
る
建
設
課
題
は
、
新
三
号
館
、
新

体
育
館
、
本
部
棟
、
法
学
部
棟
、
修
学
館
中
央
突
出
部
な
ど
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
建
設
を
法
学
部
の
早
期
移
転
と
教
学
の
発
展
に
と
っ
て
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

合
理
的
に
進
め
て
行
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
検
討
し
た
結
果
、
最
優
先
的
に
現
三
号
館

の
北
側
に
新
三
号
館
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
次

の
よ
う
で
す
。

側
文
学
部
を
含
め
た
一
部
五
学
部
の
衣
笠
開
講
に
と
も
な
い
、
修
学
館
内
に
仮
設
さ
れ

た
教
室
を
入
れ
て
も
、
な
お
教
室
事
情
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
二
部
二
講
時
制
の
実
施
と
体
育
施
設
の
条
件
か
ら
生
ず
る
体
育
実
技
時
間
割

の
固
定
化
、
な
ら
び
に
小
集
団
教
育
活
動
に
お
け
る
サ
ブ
ゼ
ミ
の
場
所
的
保
障
に
と
も

時
制
の
目
ざ
す
も
の
の
内
実
化
を
図
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
、
院
生
、
教

職
員
が
ゆ
と
り
を
持
ち
、
学
園
生
活
を
生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
環
境
の

整
備
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
拠
点
の
過
渡
期
と
二
部
二
講
時
が
も
た

ら
す
教
職
員
の
研
究
条
件
、
労
働
条
件
の
低
下
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
将
来
の
向
上
を
図

る
た
め
の
施
設
・
設
備
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
諸
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

用
地
面
積
・
地
形
・
建
築
関
係
法
規
な
ら
び
に
学
園
財
政
な
ど
か
ら
の
制
約
に
き
び
し
い

も
の
が
あ
り
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
面
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
状
下
で
の
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
し
、
最
大
限
に
障
害
を
克
服
し
て
一
拠
点
を
早
期
に
実
現
し
、
一

・
二
部
を
含
む
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
今
日
の
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
全
学
の
英
知
と
力
量
の
結

集
が
必
要
で
あ
り
、
徹
底
し
た
民
主
的
討
議
が
そ
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
以
上
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
一
拠
点
全
体
計
画
の
見
な
お
し
を
行
な
っ

た
結
果
、
法
学
部
移
転
時
ま
で
の
過
渡
期
に
お
け
る
諸
矛
盾
の
克
服
や
、
将
来
に
お
け
る

教
学
施
設
の
整
備
も
一
応
検
討
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
施
設
建
設
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
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な
う
各
学
部
基
幹
時
間
割
の
固
定
化
が
あ
る
た
め
、
大
・
中
教
室
の
割
当
を
含
め
て
時

間
割
作
成
上
の
困
難
が
増
加
し
て
お
り
、
学
生
の
課
外
の
教
室
利
用
な
ど
に
も
制
約
を

与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
任
教
員
の
研
究
・
教
育
条
件
や
非
常
勤
講
師
の
確
保
条
件

は
時
間
割
編
成
と
の
関
連
が
と
く
に
深
い
の
で
、
一
定
の
ゆ
と
り
を
も
っ
た
教
室
数
の

確
保
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
か
ら
至
急
教
室
を
ふ
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
二
識
時
制
と
い
う
新
し
い
教
学
体
制
を
確
立
し
て
二
部
教
学
の
発
展
を
は
か
ら
ん
と

す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
二
部
に
と
っ
て
は
、
修
学
館
内
の
暫
定
的
な
二
部
教
学

浦
施
設
か
ら
恒
久
的
施
設
へ
集
中
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
現
三
号
館
や
学
而
館
に

は
そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
、

㈲
衣
笠
一
拠
点
実
現
後
の
学
舎
の
適
正
配
置
、
教
育
環
境
の
整
備
の
視
点
か
ら
考
え
る

と
き
、
新
三
号
館
は
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
特
に
産
社
、
文
・
理
工
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
に
位
置

し
、
教
学
機
能
に
お
い
て
も
環
境
整
備
の
点
で
も
重
要
な
役
割
を
果
し
ま
す
か
ら
、
新

三
号
館
の
建
設
は
単
に
過
渡
期
に
お
け
る
教
室
事
情
の
緩
和
策
と
し
て
の
み
考
え
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
新
三
号
館
は
、
二
部
教
学
雅
本
施
設
（
二
部
行
政
施
設
、
二
部
学
生

関
係
施
設
’
二
部
系
サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
含
む
）
、
二
部
基
礎
工
学
科
情
報
系
実
験
室
と

教
室
（
大
教
室
一
～
二
、
中
教
室
四
～
五
、
小
教
室
六
～
七
）
お
よ
び
そ
の
他
の
付
帯
施

設
を
収
容
す
る
建
物
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

新
三
号
館
の
建
設
に
よ
り
、
二
部
教
学
の
中
心
機
能
が
集
中
、
充
実
し
、
学
生
の
諸
活

動
と
二
部
事
務
室
機
能
と
の
有
機
的
結
合
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

文
学
部
、
産
業
社
会
学
部
、
理
工
学
部
の
講
義
、
小
集
団
教
育
お
よ
び
課
外
利
用
上
の
教

室
不
足
を
補
い
、
ひ
い
て
は
経
済
学
部
、
経
営
学
部
の
以
学
館
、
志
学
館
の
教
室
利
用
に

ゆ
と
り
を
も
た
ら
し
、
更
に
他
学
部
同
様
、
文
学
部
系
サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
文
学
部
棟

内
に
収
容
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
二
部
お
よ
び
こ
れ
ら
学
部
の
教
学
の
発
展
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
現
三
号
館
は
建
築
空
間
の
有
効
な
活
用
が
困
難
で
あ
り
、
他
方
、
環
境
整
備
の

点
か
ら
空
地
を
確
保
す
る
必
要
上
、
将
来
的
に
は
撤
去
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
新
三
号
館
を
最
大
可
能
規
模
で
建
設
し
て
、
現
三
号
館
の
施
設
を
収
容
す
る

余
地
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

５
本
部
棟
に
つ
い
て

本
部
棟
は
学
内
行
政
の
諸
部
課
を
集
中
し
て
本
部
機
能
を
高
め
、
ま
た
多
目
的
に
活
用

し
得
る
会
議
室
を
で
き
る
だ
け
多
く
も
つ
こ
と
を
狙
い
と
し
て
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
部
棟
に
は
総
長
室
お
よ
び
法
人
役
員
関
係
施
設
、
総
務
部
、
財
務
部
、
教
学
部
お

よ
び
学
生
部
と
会
議
室
、
応
接
室
、
そ
の
他
の
施
設
、
設
備
を
収
容
し
、
校
友
会
館
要
求

に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
校
友
会
用
の
会
議
室
を
用
意
し
ま
す
。
そ
し
て
地
下
に
生
協
施

設
（
購
売
部
、
番
籍
部
）
と
電
気
室
を
設
け
、
志
学
館
北
の
空
地
に
法
学
部
移
転
ま
で
に

建
設
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

学
生
部
に
つ
い
て
は
、
新
三
号
館
が
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
あ
る
こ
と
か
ら
学
生

課
、
厚
生
課
を
そ
こ
に
収
容
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
就
職
課
の
み
本
部
棟
に
置
く
案

も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
生
部
の
分
断
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
三
課
と
も
本
部
棟
に
い

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
学
生
生
活
諸
実
態
の
把
握
に
つ
い
て
、
学

部
・
二
部
事
務
室
、
そ
の
他
教
学
諸
機
関
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
有
機
的
、
効
果
的

４
．
新
体
育
館
に
つ
い
て

法
学
部
が
移
転
し
、
衣
笠
一
拠
点
が
完
成
し
た
時
点
に
お
い
て
、
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
混
乱
を
与
え
る
こ
と
な
く
現
行
体
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
、
課
外

体
育
活
動
を
保
障
し
、
ま
た
ク
ラ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
利
用
で
き
、
更
に
体
育
担
当

教
員
の
教
室
会
議
や
共
同
研
究
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
衣
笠
体
育
館
の
改
修
や

グ
ラ
ン
ド
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
へ
体
育
施
設
の
総
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
多
人
数
の
集
会
場
を
確
保
す
る
こ
と
も
望
ま
し
い
の
で
、
法
学
部
移
転
ま
で

に
新
体
育
館
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、
新
体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
な
ど
、
お
よ
び
、
そ
の
他

の
付
帯
設
備
を
収
容
す
る
建
物
で
あ
っ
て
、
教
会
跡
敷
地
の
西
端
に
建
設
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
を
機
会
に
体
育
施
設
を
全
学
的
に
利
用
し
や
す
く
す
る
よ
う
管
理
運

営
規
定
の
再
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
，

新
体
育
館
の
建
設
に
よ
っ
て
、
正
課
お
よ
び
課
外
体
育
の
条
件
は
広
小
路
学
舎
当
時
に

比
べ
て
飛
躍
的
に
向
上
し
、
そ
れ
は
特
に
劣
悪
な
条
件
の
下
に
あ
っ
た
二
部
体
育
に
と
っ

て
著
し
い
と
言
え
ま
す
。
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６
．
法
学
部
棟
葦
修
学
館
中
央
突
出
部
な
ど
に
つ
い
て

法
学
部
棟
は
五
号
館
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
中
央
グ
ラ
ン
ド
西
側
に
建
設
す
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
構
造
の
討
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
の

イ
メ
ー
ジ
と
法
学
部
棟
内
に
設
満
す
る
こ
と
の
適
否
を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
も

修
学
館
中
央
突
出
部
は
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同
研
究
室
、
諜
庫
な
ど
に
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
し
て
そ
こ
へ
修
学
館
東
側
の
共
同
研
究
室
、
諜
庫
を
移
転
し
、
そ

の
跡
を
個
人
研
究
室
に
改
造
し
て
初
め
て
法
学
部
教
員
の
移
転
が
可
能
に
な
る
の
で
す
か寺

、

ら
、
法
学
部
移
転
時
に
中
央
突
出
部
と
東
側
の
個
室
化
の
工
事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
力

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
中
央
突
出
部
は
図
沸
館
と
ブ
リ
ッ
ジ
で
接
続
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
修
学
館
と
図
峠
館
と
の
有
機
的
結
合
が
可
能
に
な
り
、
敬
員
の
研
究
条
件
が
改
善
さ

本
部
棟
が
完
成
し
、
そ
こ
へ
学
生
部
が
入
り
ま
す
と
、
学
而
館
に
お
い
て
産
業
社
会
学

部
の
学
生
関
係
施
設
の
集
中
化
、
小
教
室
の
増
設
な
ど
が
可
能
に
な
り
、
新
三
号
館
の
建

設
と
あ
い
ま
っ
て
産
業
社
会
学
部
の
数
学
施
設
条
件
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
学
而
館
一
階
北
側
に
出
人
口
を
新
設
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
学
生
の
流
れ
を
改
善

た
学
而
館
一
階
北
側
に
出
人
口
参

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

れ
ま
す
。

に
行
い
得
る
よ
う
な
体
制
の
確
立
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
《
》
ま
た
、
一
拠
点

実
現
後
に
お
け
る
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
は
多
数
の
学
生
・
院
生
と
広
範
囲
に
わ
た
る
諸
施
設

を
擁
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
教
室
な
ど
の
施
設
の
使
用
・
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
あ

ら
た
め
て
検
討
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
本
部
棟
に
収
容
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
そ
の
時
は
本
部
棟
の
規

模
か
ら
二
階
に
配
置
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
上
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
会
議
室
を
大
幅
に
減

ら
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
面
現
三
号
館
に
存
置
し
て
拡
充
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま

す
。

ま
た
、
将
来
の
教
職
員
、
校
友
施
設
に
つ
い
て
は
白
雲
荘
の
維
持
・
改
築
な
ど
を
含
ん

で
検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。

法
学
部
移
転
後
の
第
三
期
長
期
計
画
の
課
題
で
あ
る
以
学
館
の
改
装
と
そ
の
周
辺
の
整

７
・
建
設
順
序
と
時
期
に
（
一
一
い
て

３
．
で
述
べ
た
よ
う
に
新
三
号
館
の
建
設
は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
早
期
に
行
う
べ
き

で
す
。
ま
た
、
一
部
五
学
部
と
二
部
が
衣
笠
に
あ
る
以
上
、
学
内
行
政
を
円
滑
に
行
い
、

一
拠
点
推
進
の
体
制
強
化
を
図
る
た
め
に
本
部
を
早
く
衣
笠
に
移
す
こ
と
が
必
要
で
す
か

ら
、
新
三
号
館
に
つ
い
で
本
部
棟
の
建
設
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
新

体
育
館
、
法
学
部
棟
、
修
学
館
中
央
突
出
部
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連
あ
る
施
設
設
備
の
建

設
は
す
べ
て
法
学
部
移
転
前
に
完
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
学
部
の
早
期
移

転
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
建
設
は
財
政
計
画
な
ら
び
に
そ
の
実
施
と
建
設
規
模

と
の
関
係
か
ら
併
行
建
設
も
含
め
て
実
現
可
能
な
も
の
よ
り
着
手
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
上
の
建
設
課
題
の
実
現
に
必
要
な
全
学
の
合
意
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、
法
学
部
移

転
の
時
期
に
つ
い
て
の
現
段
階
に
お
け
る
理
事
会
の
見
通
し
を
早
急
に
示
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

備
お
よ
び
四
号
館
・
五
号
館
の
取
り
扱
い
に
（
一
い
て
も
書
今
後
検
討
を
深
め
て
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

駐
車
場
（
自
転
車
、
バ
イ
ク
）
、
教
職
員
厚
生
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
引
き
続
い
て
検

討
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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六
九
五
学
園
か
ら
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
確
認
☆

１
大
学
は
、
学
問
の
研
究
と
教
育
を
と
お
し
て
●
八
類
の
幸
福
と
社
会
の
進
歩
に
貢
献
す
る

こ
と
を
社
会
的
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
自
治
は
、
自
由
な
研
究
と
教
育
を
と
お
し
て
真
理
が
追
求
さ
れ
、
人
権
を
守
り

真
実
を
尊
ぶ
豊
か
な
人
間
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
国
民
が
大
学
に
負
託
し
た

重
要
な
保
障
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
大
学
自
治
は
、
こ
の
大
学
の
社
会
的
使
命
に
対
す
る

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
大
学
構
成
員
自
ら
が
幾
多
の
闘
い
を
経
て
歴
史

２
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
昨
年
「
立
命
狭
山
共
闘
」
な
ど
を
名
乗
っ
た
一
部
の
者
が
、
授

業
・
業
務
妨
害
、
器
物
破
壊
を
お
こ
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
延
べ
七
○
名
を
超
え
る
学

生
・
教
職
員
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
大
学
は
、
各
学
部
教
授
会
声
明
、
大
学

声
明
な
ど
を
と
お
し
て
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
、
暴
力
・
破
壊
行
為
を
お
こ
な
っ
た
者
に

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
大
ｗ
一

的
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

立
命
館
大
学
は
、
こ
の
大
学
の
使
命
と
自
治
の
歴
史
を
ふ
ま
え
、
憲
法
と
教
育
基
本
法

の
精
神
に
も
と
づ
き
、
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
の
自
由
、
思
想
・
信
条
、
集
会
・
結

社
の
自
由
を
尊
重
し
、
全
学
の
意
思
形
成
を
保
障
す
る
民
主
的
制
度
を
確
立
し
て
き
ま
し

た
。

立
命
館
大
学
は
、
一
九
六
九
年
以
降
の
「
大
学
紛
争
」
の
な
か
で
、
暴
力
が
い
か
に
研

究
と
教
育
を
破
壊
し
人
間
を
荒
廃
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
全
学
構
成
員
の
日
夜
を
わ

か
た
ぬ
努
力
と
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
学
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ

の
貴
重
な
教
訓
を
生
か
し
て
暴
力
・
破
壊
行
為
を
許
さ
ず
、
大
学
運
営
の
よ
り
民
主
的
な

ル
ー
ル
を
確
立
し
、
研
究
・
教
育
の
自
由
を
守
り
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

学
問
の
研
究
・
教
育
の
自
由
と
民
主
主
義
を
守
り
、
大
学
の
社
会
的
使
命
を

果
た
す
た
め
に
Ｉ

〔
一
九
七
七
（
昭
五
二
）
・
一
二
・
一
九
学
園
振
興
懇
談
会
〕

３
．
こ
れ
は
立
命
館
大
学
が
こ
れ
ま
で
全
学
構
成
員
の
努
力
で
歴
史
的
に
つ
み
あ
げ
て
き
た

大
学
自
治
の
貴
重
な
成
果
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
今
日
の
学
生
・
教

職
員
の
学
び
、
働
き
、
研
究
す
る
自
由
と
権
利
を
侵
し
、
大
学
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
、

国
民
の
期
待
す
る
真
の
大
学
づ
く
り
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
暴

力
を
ふ
る
っ
て
、
そ
れ
を
公
言
さ
え
す
る
個
人
・
集
団
は
、
人
類
の
幸
福
と
社
会
の
進
歩

の
た
め
の
研
究
・
教
育
を
生
命
と
す
る
大
学
と
は
、
絶
対
に
あ
い
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
学
構
成
員
は
、
民
主
主
義
に
も
と
づ
き
学
園
か
ら
暴
力
を
一
掃
す
る
こ
と
を
自
ら
の

課
題
と
し
、
全
学
の
意
思
に
高
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
手
で
自
治
を
確
立
す
る
努
力
を

課
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
こ
そ
大
学
は
国
民
の
信
頼
に
応
え
、
研
究
・
教

育
の
発
展
と
い
う
社
会
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は
立
命
館
大
学
の
構
成
員
が
つ
み
か
さ
ね
て
き
た
歴
史
的
成
果

の
上
に
立
っ
て
、
学
問
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
道
義
と
自
主
的
で
民
主
的
な
規
律
を
全
学
に

共
通
の
も
の
と
し
て
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
否
定
し
こ
れ
を
糾
弾
す
る
態
度
を
表
明
し
ま
し
た
》

教
職
員
組
合
は
学
生
の
学
習
権
を
守
り
、
教
職
員
の
働
く
権
利
を
守
る
立
場
か
ら
、
す

べ
て
の
職
場
で
暴
力
一
掃
の
決
議
を
お
こ
な
い
、
抗
議
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

し
か
る
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
暴
力
・
破
壊
行
為
を
お
こ
な
っ
た
一
部
の
者
は
、
全
学
の

厳
し
い
批
判
と
誠
意
あ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
年
に
入
っ
て
も
暴
力
・
破
壊
行
為

を
く
り
返
し
、
そ
の
こ
と
を
公
然
と
肯
定
さ
え
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
二
月
二
六
日

に
は
「
立
命
三
里
塚
闘
争
実
行
委
員
会
」
の
名
の
も
と
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
角
材
・
竹
竿

な
ど
で
武
装
し
た
他
大
学
の
学
生
ら
を
大
学
構
内
に
誘
導
し
て
、
暴
力
・
破
壊
行
為
を
お

こ
な
い
、
「
武
闘
訓
練
」
を
強
行
す
る
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

三
○
○
を
超
え
る
圧
倒
的
な
ク
ラ
ス
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
サ
ー
ク
ル
で
決
議
を
あ
げ
、
か
れ

ら
の
暴
力
・
破
壊
行
為
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
の
責
任
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

は
面
接
指
導
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
反
省
を
も
と
め
て
き
ま
し
た
こ

の
暴
力
・
破
壊
行
為
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
の
責
任
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
院
生
協
議
会
は
、
大
学
の
自
治
と
学
問
・
研
究
の
自
由
を
破
壊
す
る
一
切
の
暴
力

一
部
二
一
部
学
友
会
健
全
学
部
学
生
大
会
で
「
学
園
か
ら
の
暴
力
一
掃
」
を
決
定
し
、
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４
．
わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
間
大
学
に
お
け
る
暴
力
・
破
壊
行
為
と
そ
の
正
常
な
解
決
に

つ
い
て
、
ク
ラ
ス
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
職
場
、
教
授
会
、
各
学
部
学
生
大
会
、
各
学
部
五
者

会
談
、
学
振
懇
な
ど
に
お
い
て
真
剣
に
展
開
さ
れ
た
議
論
と
要
求
を
ふ
ま
え
、
右
の
基
本

的
な
認
識
と
精
神
の
う
え
に
立
っ
て
、
理
事
会
、
教
授
会
、
二
部
協
議
会
、
一
部
・
二
部

学
友
会
、
大
学
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
の
名
に
お
い
て
、
次
の
事

項
を
学
園
振
興
懇
談
会
の
場
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。

⑩
基
本
的
人
権
を
躍
鋼
し
、
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
を
破
壊
す
る
一
切
の
暴
力
Ｉ

身
体
に
対
す
る
暴
力
、
授
業
・
研
究
・
業
務
に
対
す
る
妨
害
、
教
授
会
・
理
事
会
・
全

学
協
議
会
な
ど
の
会
議
に
対
す
る
妨
害
、
施
設
の
占
拠
と
器
物
の
破
損
葱
ど
ｌ
に
対

し
て
、
大
学
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
処
す
る
こ
と
。

②
右
の
暴
力
・
破
壊
行
為
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
実
を
全
学
に
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
す
み
や
か
に
調
査
し
、
加
害
者
の
氏
名
が
判
明
す
れ
ば
公
表
す
る
。
ま
た
必
要
と

判
断
し
た
場
合
、
大
学
と
し
て
告
発
す
る
。

⑧
大
学
は
公
認
・
非
公
認
を
問
わ
ず
、
右
の
暴
力
・
破
壊
行
為
を
お
こ
な
っ
た
団
体
と

の
交
渉
に
は
一
切
応
じ
な
い
。

㈱
学
内
・
学
外
の
者
を
問
わ
ず
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
角
材
・
鉄
パ
イ
プ
な
ど
を
所
持
し
て

の
構
内
立
入
、
集
会
、
デ
モ
等
は
、
一
切
認
め
な
い
。

一
九
七
七
年
一
二
月
一
九
日

立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

立
命
館
大
学
各
学
部
教
授
会

″

二
部
協
議
会

″

一
部
学
友
会

〃

二
部
学
友
会

″

院
生
協
議
会

立
命
館
教
職
員
組
合

立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合

六
九
六
人
文
科
学
研
究
所
の
現
状
と
課
題
☆

’
一
九
七
二
年
、
当
時
の
戸
木
田
所
長
に
よ
っ
て
「
人
文
科
学
研
究
所
の
課
題
と
展
望
」

が
公
に
さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
公
式
の
ま
と
め
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た

問
題
に
は
、
こ
の
五
年
間
に
一
定
の
解
決
あ
る
い
は
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
項
と
、
な

お
の
こ
さ
れ
て
い
る
事
項
と
が
あ
る
。

Ａ
・
一
定
の
解
決
、
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
項

⑪
課
題
別
研
究
会
の
改
編

一
三
あ
っ
た
研
究
会
を
、
活
動
の
実
態
に
即
し
、
ま
た
研
究
者
と
研
究
課
題
の
重
複

を
整
理
し
て
、
つ
ぎ
の
一
○
の
研
究
会
に
改
編
し
た
。

ば
図
書
街
の
増
額

一
九
六
七
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
一
三
○
万
円
に
据
え
お
か
れ
て
い
た
図
樵
潤
が

漸
次
増
額
さ
れ
、
一
九
七
七
年
度
五
五
二
万
円
ま
で
に
な
っ
た
。

⑧
研
究
叢
書
、
紀
要
の
刊
行

研
究
叢
番
は
有
斐
閣
と
契
約
し
、
毎
年
一
冊
の
予
定
で
、
二
冊
の
刊
行
を
お
こ
な
い
、

第
三
集
以
降
の
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。

紀
要
は
、
一
九
七
二
年
○
冊
、
一
九
七
三
年
○
冊
、
一
九
七
四
年
一
冊
、
一
九
七
五

年
一
冊
、
一
九
七
六
年
二
冊
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
七
年
は
す
で
に
二
冊
（
保

健
体
育
特
集
を
含
む
）
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
が
漸
次
順
調
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
研
究
叢
書
、
紀
要
は
、
い
ず
れ
も
課
題
別
研
究
会
の
研
究
成
果
に
も
と
ず
い
て
編
集

さ
れ
、
あ
ら
た
に
保
健
体
育
教
室
の
共
同
研
究
の
成
果
も
紀
要
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

理
し
て
、
つ
ぎ
の
一
○
の
研
究
会
に
改
編
し
た
掌

明
治
大
正
思
想
史
研
究
会
黒
人
文
化
研
究
会

三
○
年
代
文
学
研
究
会
現
代
経
済
研
究
会

方
法
論
研
究
会
社
会
主
義
的
所
有
研
究
会

労
働
問
題
研
究
会
自
治
体
問
題
研
究
会

企
業
経
営
研
究
会
技
術
論
研
究
会

〔
一
九
七
八
（
昭
五
三
）
二
二
四
大
学
協
議
会
〕
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２
一
九
七
二
年
の
ま
と
め
一
課
題
と
展
望
」
以
後
、
わ
が
学
園
の
教
学
お
よ
び
教
学
諸
条

件
の
お
も
な
推
移
を
、
人
文
科
学
研
究
所
の
課
題
と
の
関
係
で
概
観
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご

と
イ
、
い
え
一
つ
で
あ
↓
つ
』
フ
。

「
衣
笠
一
拠
点
計
画
」
の
進
行
に
よ
り
、
教
育
雫
研
究
条
件
、
施
設
が
か
な
り
改
善
さ

れ
、
文
学
部
校
舎
新
築
、
修
学
館
増
築
、
図
書
館
整
備
が
実
現
し
、
さ
ら
に
法
学
部
棟
は

じ
め
諸
施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
改
善

の
全
学
的
な
体
制
化
が
一
応
実
現
し
た
。
教
職
員
も
逐
年
増
員
さ
れ
、
懸
案
の
図
書
費
・

研
究
費
等
の
増
額
も
あ
る
程
度
実
現
さ
れ
た
。
公
費
助
成
運
動
の
前
進
を
背
景
と
し
て
実

“
一
九
七
四
年
か
ら
職
員
一
名
が
増
員
さ
れ
、
主
と
し
て
文
献
資
料
の
収
集
に
あ
た
る

こ
と
と
な
っ
た
。

⑤
一
九
七
四
年
か
ら
基
礎
文
献
資
料
室
が
設
置
さ
れ
、
基
礎
文
献
資
料
の
系
統
的
な
収

集
が
は
じ
ま
っ
た
。

⑥
一
九
七
三
年
か
ら
複
写
室
が
開
設
さ
れ
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
よ
る
文
献
複
写
業
務
が
開

始
さ
れ
た
。

、
一
九
七
六
年
六
月
に
立
命
館
土
雌
講
座
三
○
周
年
記
念
行
事
を
お
こ
な
い
、
ま
た
月

刊
の
「
土
雌
講
座
だ
よ
り
」
（
既
刊
一
五
号
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
「
総
合
戦
後
史
年
表
」
の
増
補
新
版
お
よ
び
「
土
唯
識
座
三
○
年
」
が
作

成
、
刊
行
さ
れ
た
。

Ｂ
、
な
お
の
こ
さ
れ
た
事
項

⑩
学
部
所
属
教
員
二
名
（
研
究
・
文
献
資
料
担
当
）
を
人
文
科
学
研
究
所
の
専
任
教
員

旧
人
文
科
学
研
究
所
委
員
会
の
提
起
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る
総
合
研
究
会
は
、
し
ば
し
ば

計
画
さ
れ
た
が
、
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
進
展
し
て
い
な
い
。

③
部
落
問
題
研
究
室
は
、
文
献
・
資
料
を
か
な
り
収
集
し
、
研
究
室
員
の
研
究
業
績
も

出
現
し
て
い
る
が
、
多
く
は
個
人
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
、
研
究
室
と
し
て
の
組
織
的
な

取
り
く
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

側
二
部
共
通
専
門
科
目
等
の
教
科
研
究
会
は
、
種
々
の
事
情
で
不
活
発
で
あ
る
。

⑤
職
員
は
、
な
お
一
名
の
増
員
が
実
現
し
て
い
な
い
。

と
し
て
出
向
さ
せ
る
問
題
は
、
ま
っ
た
く
未
着
手
の
ま
ま
で
あ
る
。

３
．
以
上
の
よ
う
な
経
過
と
情
勢
に
関
連
し
て
、
人
文
科
学
研
究
所
は
、
当
面
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

⑪
教
学
の
質
的
向
上
の
推
進
力
と
し
て
研
究
活
動
を
意
識
的
に
強
化
す
る
。

②
「
衣
笠
一
拠
点
計
画
」
の
完
成
に
と
も
な
い
、
‐
総
合
大
学
と
し
て
の
研
究
力
量
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
、
研
究
活
動
に
取
り
く
む
。

⑧
課
題
別
研
究
会
は
、
在
来
の
研
究
会
を
ひ
き
つ
づ
き
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
究
の

終
了
し
た
研
究
会
を
解
散
し
、
新
し
い
研
究
会
の
組
織
化
に
つ
と
め
る
。
そ
の
際
、
研
究

課
題
と
研
究
参
加
者
の
重
複
を
な
る
だ
け
さ
け
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

総
合
研
究
会
は
、
既
往
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
の
仕
方
に
注
意
し
、

広
く
研
究
者
の
参
加
を
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
同
時
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

幹
事
役
と
し
て
適
当
な
研
究
者
を
選
び
、
そ
の
活
動
条
件
の
保
障
に
努
力
す
る
。

実
態
調
査
は
、
こ
の
助
成
制
度
を
教
員
間
に
周
知
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
調
査
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
・
発
表
を
促
進
す
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
申
請
件
数
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
よ
う
に

教
員
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
を
強
化
す
る
。

以
上
の
い
ず
れ
か
●
ら
も
研
究
助
成
を
え
が
た
い
事
情
に
あ
る
教
員
に
対
し
て
、
独
自
の

現
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
教
学
条
件
の
一
定
の
改
善
の
上
に
立
っ
て
、
現
在
と
く
に
強
く
要
請

さ
れ
て
い
る
の
は
「
教
学
内
容
の
質
的
改
善
」
（
一
九
七
五
年
全
学
協
議
会
確
認
）
を
、

学
生
の
実
態
に
即
し
た
現
代
化
に
よ
っ
て
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
の
提
起
す
る
諸
問
題
に
対
応
し
、
こ
れ
を
学
問
的

に
解
明
す
る
た
め
に
、
共
同
研
究
と
総
合
研
究
が
必
要
な
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
他
大
学

の
研
究
機
関
も
お
お
む
ね
そ
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
実
情
に
あ
る
。
文
・
法
学
部
の
衣

笠
移
転
、
修
学
館
増
築
に
と
も
な
う
共
同
研
究
室
体
制
の
再
検
討
は
、
立
命
館
大
学
の
教

学
的
力
量
を
真
に
総
合
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
現
実
化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
も
一
層
の
充
実
を
目
ざ
す
増
員
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
人
文
科
学
研
究
所
が
、
共
同
研
究
・
総
合
研
究
の
推
進

に
よ
っ
て
、
教
学
内
容
の
現
代
化
、
質
的
改
善
に
は
た
す
役
割
は
、
前
に
も
ま
し
て
増
大

し
、
か
つ
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
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社
会
進
歩
を
め
ざ
す
国
民
的
課
題
に
こ
た
え
：
学
問
研
究
と
教
育
の
一
；
現
代
化
・
共
同
化

・
総
合
化
」
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か
、
と
の
点
に
本
学
の
当
面
す
る
中
心
的
課
題
が
あ

ブ
つ
。

人
文
科
学
研
究
所
は
、
こ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
て
、
一
拠
点
計
画
の
実
現
を
み
と
お
し

つ
つ
、
文
科
系
五
学
部
を
基
礎
と
す
る
全
学
共
同
研
究
体
制
を
推
進
し
、
確
立
す
る
役
割
を

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
の
到
達
点
の
う
え
に
た
っ
て
、
当
面
次
の
よ
う
に
人

文
科
学
研
究
所
の
基
本
的
な
在
り
方
と
活
動
方
針
を
設
定
す
る
。

助
成
を
お
こ
な
う
こ
と
の
妥
当
性
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
“
）

側
以
上
の
助
成
を
受
け
た
も
の
の
研
究
成
果
、
調
査
結
果
の
報
告
を
義
務
化
し
、
紀
要
、

研
究
叢
書
、
学
会
誌
、
そ
の
他
へ
の
発
表
を
促
進
す
る
。

⑤
当
面
、
一
九
七
二
年
の
「
課
題
と
展
望
」
に
提
起
さ
れ
た
専
任
研
究
員
二
名
の
配
置
を

期
し
、
さ
ら
に
教
員
増
員
計
画
と
関
連
し
て
、
全
学
の
理
解
と
支
持
に
立
っ
た
研
究
体
制

の
実
現
に
つ
と
め
る
。

⑥
文
・
法
学
部
の
移
転
と
上
述
の
研
究
計
画
推
進
、
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に

と
も
な
う
事
務
量
の
増
加
に
よ
り
、
一
九
七
二
年
提
起
の
未
達
成
分
に
加
え
さ
ら
に
一
名
、

計
二
名
の
職
員
の
増
員
を
実
現
す
る
。

、
従
来
の
人
文
科
学
研
究
所
委
員
会
は
か
な
ら
ず
し
も
現
時
点
で
の
課
題
に
ふ
さ
わ
し
い

構
成
と
な
っ
て
い
な
い
。
で
き
る
だ
け
他
役
職
と
の
兼
務
を
さ
け
、
委
員
会
出
席
時
間
を

保
障
し
、
研
究
所
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

⑧
図
書
・
資
料
の
増
加
、
研
究
会
活
動
の
活
発
化
に
と
も
な
い
、
人
文
科
学
研
究
所
の
現

有
施
設
が
す
で
に
狭
隔
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
情
勢
に
即
し
て
、
研
究
活
動
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
研
究
所
の
施
設
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
参
考
〕

人
文
科
学
研
究
所
の
基
本
的
在
り
方
と
当
面
す
る
方
針
☆

一
九
七
二
・
一
二
・
四
人
文
科
学
研
究
所
委
員
会

Ⅱ
共
同
研
究
を
推
進
ゞ
す
る
母
体
と
し
て
の
人
文
科
学
研
究
所

側
人
文
科
学
研
究
所
を
、
学
部
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
独
自
の
課
題
に
も
と
づ
く
研
究
機

関
と
し
て
性
格
づ
け
ず
に
、
学
部
を
基
礎
と
し
た
全
学
的
な
共
同
研
究
を
推
進
す
る
母
体

と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。

１
．
コ
型
杢
叫
‐
大
呼
字
↑
り
い
氏
乃
山
車
塾
し
た
蕪
茂
掘
剰
と
し
て
刀
而
Ｗ
幸
先
粁
川
ま
、
今
玉
子
向
に
玄
〃
く
仕
含
叫
肝
幸
先

も
一
？
と
糸
一
効
果
的
だ
と
判
断
さ
れ
る
｛
‐

側
共
同
研
究
の
諸
体
制
に
つ
い
て

全
学
的
な
共
同
研
究
を
に
な
う
中
心
的
な
主
体
と
し
て
、
当
面
、
自
主
的
な
課
題
別
共

同
研
究
会
お
よ
び
部
落
問
題
研
究
室
を
位
置
づ
け
、
総
合
研
究
会
、
自
主
的
な
二
部
共
通

専
門
科
目
共
同
研
究
会
、
夏
季
実
態
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
運
営
体
制
を
強
化
し
つ
つ
、

共
同
研
究
を
積
極
的
に
発
展
さ
せ
る
。

側
自
主
的
な
課
題
別
共
同
研
究
会

Ｉ
人
文
科
学
研
究
所
の
基
本
的
在
曙
方

仙
人
文
科
学
研
究
所
は
、
文
科
系
五
学
部
（
大
学
院
を
含
む
）
を
基
礎
と
し
た
全
学
的
共

同
研
究
を
推
進
す
る
母
体
と
な
る
。

②
人
文
科
学
研
究
所
の
な
か
に
、
文
科
系
五
学
部
の
教
員
の
研
究
活
動
に
協
力
す
る
基
礎

文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
を
お
く
。

③
人
文
科
学
研
究
所
は
、
他
の
大
学
、
諸
研
究
所
と
の
研
究
交
流
お
よ
び
木
，
学
の
研
究
成

果
を
広
く
社
会
に
問
う
窓
口
と
な
る
。

国
立
大
学
方
式
の
独
立
し
た
機
関
と
し
て
の
研
究
所
は
、
全
学
的
に
広
く
共
同
研
究

の
清
新
な
学
風
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。

、
学
部
と
は
独
立
し
た
独
自
の
課
題
を
追
求
す
る
研
究
機
関
を
も
っ
て
い
る
私
立
大
学

も
あ
る
が
、
そ
の
実
情
は
か
な
ら
ず
し
も
全
学
的
支
持
を
拡
げ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

む
し
ろ
そ
の
機
能
は
停
滞
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

、
本
学
人
文
科
学
研
究
所
の
自
主
的
な
課
題
別
共
同
研
究
会
は
、
共
同
研
究
の
条
件
上

の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
私
立
大
学
に
は
ま
だ
展
開
し
得
て
い
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
共
同
研
究
体
制
と
し
て
、
不
充
分
に
し
る
軌
道
に
の
り
は
じ
め
て
お
り
、
一
定
の

成
果
を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
向
を
、
よ
り
計
画
的
に
組
織
的
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
本
学
の
ば
あ
い
、
学
部
を
こ
え
た
共
同
研
究
に
と
っ
て
、
当
面
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１
．
現
在
、
研
究
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る
課
題
別
共
同
研
究
会
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

社
会
主
義
的
所
有
研
究
会
明
治
大
正
思
想
史
研
究
会

現
代
経
済
研
究
会
現
代
文
芸
批
評
研
究
会

労
働
問
題
研
究
会
朝
鮮
問
題
研
究
会

２
．
「
現
代
化
・
共
同
化
・
総
合
化
」
の
視
点
か
ら
み
た
ば
あ
い
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

課
題
別
共
同
研
究
会
は
、
そ
の
相
互
連
関
に
お
い
て
い
ち
ぉ
う
体
系
だ
っ
て
お
り
、
課

題
別
共
同
研
究
会
の
数
は
、
研
究
所
の
力
量
か
ら
し
て
も
、
さ
し
あ
た
り
あ
と
一
、
二

の
研
究
会
を
組
織
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

な
お
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
二
、
三
の
共
同
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
の

今
後
の
拡
が
り
を
考
慮
し
、
研
究
所
と
し
て
は
次
の
こ
と
を
希
望
す
る
。

ａ
現
代
経
済
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
、
た
と
え
ば
現
代
資
本
主
義
研
究

会
と
改
称
し
、
法
学
、
政
治
学
関
係
の
研
究
者
の
参
加
を
期
待
し
う
る
よ
う
配
慮
す

プ
（
ｐ
Ｏ

ｂ
明
治
大
正
思
想
史
研
究
会
は
、
そ
の
名
称
を
、
た
と
え
ば
明
治
大
正
昭
和
思
想
史

研
究
会
、
近
代
日
本
思
想
史
研
究
会
に
改
称
し
、
そ
の
対
象
範
囲
を
拡
げ
て
ゆ
く
配

慮
を
も
と
め
る
。

Ｃ
朝
鮮
問
題
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
の
体
制
に
つ
い
て
再
検
討
を
も
と
め
る

と
と
も
に
そ
の
名
称
を
、
た
と
え
ば
ア
ジ
ア
問
題
研
究
会
と
改
称
し
、
そ
の
対
象
範

囲
を
方
向
と
し
て
ア
ジ
ア
全
域
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

こ
れ
ら
研
究
会
に
た
い
す
る
研
究
所
委
員
会
と
し
て
の
希
望
は
も
ち
ろ
ん
各
研
究
会

が
自
主
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
当
面
の
研
究
計
画
に
た
い
し
て
云
々
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
研
究
所
と
し
て
は
、
そ
の
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
る
現
実
的
力

量
か
ら
し
て
、
課
題
別
共
同
研
究
会
の
数
を
制
限
な
く
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
全
学
の
共
同
研
究
体
制
の
組
織
化
と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
研
究
会
の
相
互

連
関
を
も
考
慮
し
、
以
上
を
提
起
す
る
。

３
．
課
題
別
共
同
研
究
会
に
は
、
代
表
者
、
運
営
委
員
を
お
き
当
面
の
研
究
課
題
、
研
究

計
画
の
提
出
を
も
と
め
て
い
る
が
、
研
究
所
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
に
、
当
面
、
つ

ぎ
の
方
向
で
研
究
会
の
運
営
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ａ
運
営
委
員
は
複
数
と
し
、
任
期
一
年
と
す
る
。

ｂ
当
面
の
研
究
課
題
は
、
で
き
る
だ
け
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
提
起
し
、
三
年
位
の
目
標

で
、
当
該
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
集
約
さ
れ
る
よ
う
運
営
す
る
。

Ｃ
研
究
会
の
図
書
費
、
研
究
費
は
、
現
在
の
大
学
の
力
量
か
ら
し
て
、
き
わ
め
て
不

充
分
で
あ
る
。
そ
の
増
額
を
理
事
会
に
も
と
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
各
学
部

共
同
研
究
室
の
図
書
・
資
料
の
有
効
利
用
と
あ
わ
せ
て
、
当
面
の
研
究
課
題
に
即
し

た
重
点
的
な
図
書
・
資
料
の
蒐
集
計
画
の
提
出
を
も
と
め
る
。

ｄ
研
究
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
の
要
旨
、
討
論
の
論
点
、
資
料
な
ど
が
、

欠
席
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
配
布
さ
れ
る
体
制
を
研
究
所
と
し
て
確
立
す
る
。

ｅ
当
面
の
研
究
課
題
に
も
と
づ
く
各
研
究
会
の
研
究
成
果
は
、
『
人
文
科
学
研
究
所

紀
要
」
に
特
集
号
と
し
て
集
録
す
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
出
版
社
を
つ
う
じ
て
研

究
所
名
で
図
書
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

４
新
た
に
、
例
え
ば
、
都
市
問
題
研
究
会
、
公
害
問
題
研
究
会
と
い
っ
た
、
理
工
学
研

究
所
と
も
連
携
し
う
る
よ
う
な
課
題
を
掲
げ
た
研
究
会
の
登
録
を
期
待
す
る
。
な
お
既

存
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
研
究
課
題
の
終
了
の
都
度
、
新
た
な
研
究
課
題
で

研
究
会
を
存
続
す
る
か
、
そ
れ
と
も
一
応
解
散
す
る
か
、
各
研
究
会
の
希
望
を
も
尊
重

し
な
が
ら
、
研
究
所
委
員
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

側
総
合
研
究
会

１
．
研
究
所
委
員
会
の
責
任
の
も
と
に
、
各
学
部
共
同
研
究
室
の
研
究
活
動
、
人
文
科
学

研
究
所
の
自
主
的
な
課
題
別
共
同
研
究
会
、
部
落
問
題
研
究
室
、
二
部
共
通
専
門
科
目

の
教
科
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
基
礎
に
し
て
、
総
合
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
、
総
合

研
究
会
を
企
画
し
、
推
進
す
る
。

２
．
総
合
研
究
会
の
共
通
テ
ー
マ
は
、
研
究
所
編
「
戦
後
史
年
表
」
の
成
果
の
う
え
に
た

ち
、
覇
後
Ｒ
本
に
お
け
る
政
治
経
済
社
会
文
化
の
諸
特
徴
と
展
望
ｌ
歴
史

的
・
国
際
的
諸
関
係
と
の
関
連
に
お
い
星
を
継
続
す
る
。

３
．
研
究
所
編
「
戦
後
史
年
表
」
の
増
補
、
改
訂
の
作
業
は
、
今
後
と
も
継
続
す
る
。

４
．
必
要
と
条
件
に
応
じ
て
、
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
お
よ
び
大
学
機
関
か
ら
の

研
究
費
を
獲
得
し
て
、
上
の
共
通
テ
ー
マ
に
包
摂
さ
れ
る
研
究
課
題
に
つ
い
て
の
機
関

研
究
を
組
織
す
る
。

㈲
部
落
問
題
研
究
室
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(1)Ⅲ
1 １

部
落
問
題
研
究
室
は
、
歴
史
、
行
政
（
人
権
を
含
む
）
、
社
会
問
題
、
労
働
問
題
、

産
業
問
題
、
教
育
の
部
門
を
お
き
研
究
室
代
表
、
各
部
門
代
表
、
研
究
所
委
員
会
代
表

で
も
っ
て
構
成
す
る
代
表
者
会
議
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
体
制
は
継
続

す
る
。

２
部
落
問
題
研
究
室
の
年
間
研
究
計
画
、
系
統
的
な
資
料
蒐
集
計
画
の
一
層
の
具
体
化

を
は
か
る
。

３
部
落
問
題
研
究
室
は
、
グ
ル
ー
プ
研
究
と
全
体
の
研
究
会
を
主
催
す
る
と
と
も
に
、

教
職
科
目
「
同
和
教
育
」
の
教
科
研
究
会
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
の
土
曜
講
座
を
ふ
く

む
学
内
の
啓
蒙
的
な
講
座
・
講
演
会
へ
参
加
す
る
。

⑥
夏
季
実
態
調
査

１
．
夏
季
実
態
調
査
は
、
主
要
に
社
会
的
な
要
求
に
直
接
こ
た
え
る
よ
う
な
課
題
を
掲
げ

て
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

２
夏
季
実
態
調
査
は
、
原
則
と
し
て
は
、
学
部
間
の
共
同
研
究
と
し
て
組
織
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
す
る
が
、
学
部
レ
ベ
ル
で
の
共
同
研
究
の
資
金
的
な
裏
づ
け
が
な
い
こ
と
に

鑑
み
、
一
学
部
内
の
共
同
研
究
と
し
て
組
織
さ
れ
る
場
合
も
、
研
究
所
委
員
会
と
し
て

認
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

３
．
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
適
宜
中
間
報
告
を
も
と
め
最
終
報
告
の
何
ら
か
の
形

態
で
の
集
約
を
確
実
に
求
め
る
よ
う
に
す
る
。

例
二
部
共
通
専
門
科
目
「
教
科
」
研
究
会

１
．
現
在
、
自
主
的
な
二
部
共
通
専
門
科
目
の
研
究
会
と
し
て
は
、
「
現
代
史
」
研
究
会
、

「
現
代
国
家
論
」
研
究
会
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

２
．
人
文
科
学
研
究
所
は
、
か
か
る
自
主
的
な
「
教
科
」
研
究
会
に
た
い
し
て
独
自
の
予

算
措
置
は
と
り
え
な
い
が
、
運
営
に
あ
た
っ
て
の
協
力
体
制
を
い
っ
そ
う
嘘
化
す
る
と

と
も
に
新
た
な
「
教
科
」
研
究
会
の
登
録
を
期
待
す
る
。

人
文
科
学
研
究
所
に
お
く
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー

修
学
館
棟
建
設
小
委
員
会
の
「
答
申
」
は
、
人
文
科
学
研
究
所
に
文
献
資
料
セ
ン
タ

ー
の
附
設
を
提
起
し
て
い
る
が
、
研
究
所
委
員
会
と
し
て
も
、
人
文
科
学
研
究
所
の
中

に
、
文
科
系
五
学
部
の
教
員
の
研
究
活
動
に
協
力
す
る
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
を
置

(2)

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

．
も
ち
ろ
ん
人
文
科
学
研
究
所
に
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
を
附
設
す
る
と
い
う
問
題

は
、
総
合
図
書
館
の
今
後
の
描
想
と
も
関
係
す
る
の
で
、
全
学
的
な
討
議
を
必
要
と
す

る
。
し
か
し
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
附
設
は
、
研
究
所
と
し
て
、
よ
り
広
範
な
共

同
研
究
を
組
織
し
て
ゆ
く
土
台
と
も
な
る
し
、
ま
た
、
研
究
所
の
諸
研
究
会
に
直
接
参

加
さ
れ
て
い
な
い
教
員
の
個
人
研
究
に
協
力
し
う
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
研
究
所
に
附

設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

．
た
だ
、
人
文
科
学
研
究
所
の
現
実
的
力
量
か
ら
し
て
、
学
部
共
同
研
究
室
、
図
書
館

な
ど
と
連
携
し
つ
つ
、
当
面
は
社
会
科
学
系
の
研
究
活
動
に
資
す
る
基
礎
文
献
資
料
の

蒐
集
、
管
理
、
情
報
提
供
を
中
心
的
活
動
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
人
文
科

学
系
列
の
基
礎
文
献
資
料
の
蒐
集
、
管
理
、
情
報
提
供
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、

こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
以
下
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

、
本
来
、
蒐
集
す
べ
き
基
礎
文
献
資
料
と
し
て
は
、
政
府
刊
行
物
、
年
鑑
、
統
計
、
大

学
刊
行
物
を
中
心
と
す
る
逐
刊
物
、
地
方
資
料
（
自
治
体
、
商
工
会
議
所
等
）
、
労
働

組
合
関
係
刊
行
物
、
二
次
文
献
、
そ
の
他
重
要
な
雑
資
料
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
基

礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
学
部
共
同
研
究
室
、
図
書
館
と
も
蒐
集
、
管
理
の
分

担
調
整
を
し
な
が
ら
具
体
的
に
上
記
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
を
、
ど
の
範
囲

で
集
め
る
か
を
セ
ン
タ
ー
の
完
成
時
を
想
定
し
て
、
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
仮

り
に
確
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
際
の
蒐
集
は
、
年
次
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
稚
類

お
よ
び
範
囲
を
段
階
的
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ゞ
上
の
完
成
時
の
蒐
集
計
画
を
確
定
す
る
た
め
に
次
の
準
備
作
業
を
早
急
に
開
始
す
る
。

ａ
各
学
部
共
同
研
究
室
、
図
沸
館
の
未
登
録
、
未
整
理
の
文
献
資
料
を
集
結
し
、
必

要
な
も
の
を
整
理
・
保
管
す
る
。

ｂ
各
学
部
共
同
研
究
室
、
図
書
館
で
現
に
受
け
入
れ
て
い
る
政
府
刊
行
物
、
年
鑑
、

統
計
、
定
期
刊
行
物
（
大
学
関
係
）
、
地
方
資
料
、
労
働
組
合
刊
行
物
を
調
査
す
る
。

ｃ
現
在
、
学
内
に
存
在
す
る
社
会
科
学
関
係
の
二
次
文
献
を
調
査
し
複
写
を
も
ふ
く

め
て
蒐
集
す
る
。
人
文
科
学
研
究
所
の
各
共
同
研
究
に
関
連
す
る
文
献
目
録
を
学
部

共
同
研
究
室
、
図
書
館
の
協
力
を
え
て
作
成
す
る
。
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Ⅳ
研
究
交
流
お
よ
び
研
究
成
果
の
集
約
、
土
曜
講
座

人
文
科
学
研
究
所
は
、
単
に
学
内
に
お
け
る
共
同
研
究
の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
開

か
れ
た
大
学
と
し
て
の
本
学
の
社
会
的
役
割
を
重
視
し
、
研
究
交
流
お
よ
び
研
究
成
果
の
集

約
、
土
曜
講
座
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
で
と
り
く
む
。

⑩
研
究
所
の
課
題
別
共
同
研
究
会
に
は
、
各
研
究
会
の
承
認
が
あ
る
場
合
、
他
大
学
・
研

究
所
か
ら
の
参
加
を
認
め
る
。

②
共
同
研
究
の
成
果
を
問
う
も
の
と
し
て
「
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
を
位
置
づ
け
、
課

題
別
共
同
研
究
会
、
部
落
問
題
研
究
室
、
総
合
研
究
会
、
夏
期
実
態
調
査
の
研
究
成
果
を

集
録
す
る
。
更
に
具
体
的
な
措
置
と
し
て
「
紀
要
」
の
発
行
の
定
期
化
を
確
立
し
、
年
二

回
発
行
を
三
回
発
行
に
す
る
。

③
上
の
研
究
成
果
を
、
出
版
社
を
通
じ
て
、
研
究
所
名
で
図
書
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
を

考
慮
す
る
。

ｄ
上
の
準
備
作
業
と
も
あ
わ
せ
て
、
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
蒐
集
・
符
理
・
情

報
提
供
の
仕
事
を
具
体
的
に
確
定
す
る
。

ｅ
上
の
確
定
の
た
め
に
も
、
ま
た
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
人
文
科
学
研
究
所
を
中
心

に
、
学
部
共
同
研
究
室
、
図
詳
館
と
の
間
に
、
連
絡
会
議
を
も
っ
て
い
く
必
要
が
あ

プ
（
包
○

３
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
経
済
資
料
協
議
会
、
在
関
西
私
立
大
学
研
究
機
関
（
社

会
科
学
系
）
懇
談
会
な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
機
関

に
加
盟
す
る
他
大
学
・
研
究
所
と
の
資
料
の
相
互
利
用
の
窓
口
と
な
る
。
（
在
関
西
私

立
大
懇
で
は
、
文
献
資
料
の
州
互
利
川
、
挫
写
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
す
で
に
具
体
的

な
申
し
合
わ
せ
を
行
な
っ
て
い
る
。
）

４
．
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
必
要
人
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と

は
困
難
だ
が
、
当
面
、
前
出
し
た
準
備
作
業
を
す
す
め
る
た
め
の
人
員
と
し
て
一
名
を

確
保
す
る
。

５
．
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
修
学
館
地
階
東
側
の
一
角
を
確
保

す
る
。

６
．
海
外
と
の
資
料
交
流
に
つ
い
て
、
調
査
椎
討
し
実
施
を
計
る
必
要
が
あ
る
。

Ｖ
研
究
所
の
体
制
に
つ
い
て

一
拠
点
を
構
想
し
つ
つ
般
低
限
要
求
さ
れ
る
以
上
の
よ
う
な
研
究
所
の
機
能
を
果
た
す
た

め
に
は
、
研
究
一
町
の
体
制
を
つ
ぎ
の
諸
点
に
わ
た
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
研
究
所
委
員
会
お
よ
び
運
営
委
員
会
の
強
化
を
は
か
り
、
責
任
体
制
を
確
立
す
る
。

（
共
同
研
究
、
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
、
「
紀
要
」
、
図
書
の
出
版
な
ど
。
）

②
共
同
研
究
の
推
進
、
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
整
備
の
た
め
に
は
、
文
科
系
五
学

部
の
教
員
の
な
か
か
ら
二
～
一
名
の
人
文
科
学
研
究
所
へ
の
出
向
体
制
を
と
る
。
そ
の
た

め
に
侍
時
間
数
を
二
コ
マ
程
度
に
お
さ
え
た
研
究
所
専
任
教
員
（
学
部
所
属
）
を
、
二
年

任
期
で
お
く
。

⑧
文
科
系
五
学
部
で
は
、
金
剛
日
四
時
限
の
時
間
刺
を
あ
け
、
共
同
研
究
の
時
Ⅲ
帯
と
し

て
確
定
し
、
そ
の
合
理
的
な
運
用
を
は
か
る
。

側
研
究
所
事
務
局
の
体
制
強
化
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
り
、
当
面
、
文
献
資
料
セ
ン
タ

ー
の
準
備
作
業
に
一
名
、
従
来
か
ら
の
仕
事
の
充
実
、
と
く
に
研
究
事
務
の
強
化
の
た
め

に
一
名
の
増
員
を
要
求
す
る
。

⑤
研
究
所
の
図
書
予
算
を
実
質
一
○
年
前
の
水
準
ま
で
復
元
す
る
。
既
存
の
テ
ー
マ
別
に

購
入
さ
れ
た
図
書
資
料
（
た
と
え
ば
ワ
イ
マ
ー
ル
研
究
、
家
業
研
究
）
の
補
充
、
統
計
、

年
鑑
の
補
充
な
ど
。

㈹
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
文
献
資
料
蒐
集
の
た
め
の
予
算
は
別
個
に
要
求
す
る
。

、
研
究
所
の
共
同
研
究
、
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
資
料
利
用
、
各
学
部
の
研
究
活
動
を
保

障
す
る
も
の
と
し
て
、
修
学
館
内
に
印
刷
セ
ン
タ
ー
の
一
環
を
な
す
複
写
施
設
の
設
置
を

要
求
す
る
。
そ
の
位
置
は
、
人
文
科
学
研
究
所
ま
た
は
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
に
近
接
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

性
一
…
研
究
所
報
」
は
共
同
研
究
の
組
織
化
お
よ
び
文
献
悩
報
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を
果
た
す

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
年
二
皿
発
行
を
四
回
発
行
と
す
る
。

⑤
文
科
系
五
学
部
に
お
け
る
個
人
研
究
、
共
同
研
究
の
成
果
を
基
礎
に
、
理
工
学
研
究
一
町
、

保
健
体
育
教
室
、
外
連
協
と
も
連
携
し
て
、
土
雌
満
座
の
企
画
を
抜
本
的
に
充
実
す
る
。

当
面
、
具
体
的
な
措
置
と
し
て
、
連
続
講
座
（
た
と
え
ば
社
会
思
想
史
）
の
企
画
を
も
り

こ
む
こ
と
を
検
討
す
る
。
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旧
全
学
的
な
各
段
階
に
お
け
る
共
同
研
究
体
制
を
推
進
、
調
整
す
る
機
関
と
し
て
、
各
学

部
共
同
研
究
室
、
図
書
館
、
人
文
科
学
研
究
所
の
代
表
者
会
議
、
同
事
務
連
絡
会
議
を
設

け
る
。

以

上

六
九
七
一
末
爪
会
館
」
の
建
設
に
つ
い
て
☆

本
学
名
誉
総
長
故
末
川
博
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
の
月
日
を
数
え
ま
し
た
。
末

川
先
生
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
立
命
館
大
学
「
末
川
会
館
建
設
準
備
委
員
会
」
（
後

藤
靖
委
員
長
）
を
設
け
、
同
会
館
の
建
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
昨
年
七
月
の
理
事
会
と
評
議
員
会
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
本
年
二
月
二
五
日
の

先
生
の
一
周
忌
に
同
概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
会
館
の
完
成
ま
で
の
期
間
、
「
末

川
会
館
準
備
室
」
（
将
来
の
会
館
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
の
核
と
な
る
展
示
室
と
若
干
の
会

議
室
を
含
む
）
を
衣
笠
学
舎
の
隣
接
地
に
設
け
、
同
室
の
管
理
運
営
に
関
す
る
内
規
（
本
年
五

月
）
も
定
め
ま
し
た
。

学
内
理
事
会
は
、
同
会
館
の
建
設
に
関
す
る
具
体
的
方
針
を
早
急
に
策
定
し
、
学
内
外
の

広
範
な
支
持
と
援
助
の
も
と
に
そ
の
実
現
に
む
け
て
今
後
と
も
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
学

内
的
に
は
、
い
ま
ま
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
同
会
館
の
建
設
が
本
学
の
教
学
の
一
塀
の
発

展
の
う
え
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
に
な
う
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
一
拠
点
計
画

事
業
と
の
係
わ
り
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
内
の
横
極
的
な
合
意
を
作
り
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
総
長
は
、
本
年
度
の
長
期
計
画
委
員
会
（
漬
崎
正
規
委

員
長
）
に
ｔ
記
の
点
を
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
七
月
に
同
委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
同
委
員
会
が
本
諮
問
の
討
議
を
被
極

的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。
学
内
理
事
会
は
長
期
計
画
委
員
会
の

答
申
を
ふ
ま
え
て
、
同
会
館
を
立
命
館
学
園
に
設
置
す
る
こ
と
は
本
学
園
の
平
和
と
民
主
主

義
の
教
学
を
一
層
発
展
さ
せ
る
う
え
で
必
要
で
あ
り
、
ま
た
末
川
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動

の
業
績
を
継
承
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
わ
が
国
学
界
お
よ
び
社
会
に
お
い
て
要
請
さ
れ
て
い

る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
学
内
理
事
会
は
下
記
の
よ
う
に
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
全
学
の
建
設
的
な
討
議
を
要
請
し
ま
す
。

ｌ
会
館
の
名
称
、
建
設
場
所
建
設
規
模

一
九
七
八
（
昭
五
三
）
。
八
・
二
五
立
命
館
大
学
（
学
内
）
理
事
会

-121-



寅料69字

Ⅱ
計
画

⑪
募
金
を
含
む
資
金
調
達
と
用
地
確
保
の
た
め
の
一
定
期
間
を
設
け
、
Ｉ
部
法
学
部
移

転
、
一
拠
点
完
成
後
速
や
か
に
着
工
す
る
こ
と
が
現
実
的
と
考
え
ま
す
。

②
そ
の
一
定
期
間
中
に
「
建
設
実
行
委
員
会
」
（
現
在
の
「
建
設
準
備
委
員
会
」
を
継

承
お
よ
び
一
部
改
組
）
の
中
に
「
募
金
委
員
会
」
（
仮
称
）
を
新
た
に
設
置
し
て
、
積

極
的
な
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
金
目
標
額
に
つ
い
て
は
「
募
金
委
員
会
」

に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
学
内
的
に
は
、
一
拠
点
計
画
に
係
わ
る
長
期
計
画
の
一
環
を
な
す
特
別
事
業
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
学
内
の
合
意
を
作
り
出
す
た
め
の
基
本
的
視
点

長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
〔
一
九
七
八
・
七
〕
内
容
を
諒
承
し
て
全
文
掲
載
し
ま
す
。

八
Ⅲ
’
一
Ｖ
「
末
川
会
館
」
建
設
の
意
義
と
そ
の
性
格

①
視
点「

末
川
会
館
」
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
昭
和
五
二
年
七
月
に
、
理
事
会

お
よ
び
評
議
員
会
に
お
い
て
そ
の
構
想
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
別
紙
、
参
考
資
料

１
）
・
さ
ら
に
立
命
館
大
学
「
末
川
会
館
」
建
設
準
備
委
員
会
も
、
昭
和
五
三
年
二
月

に
、
「
末
川
先
生
記
念
事
業
の
概
要
」
を
ま
と
め
、
記
念
事
業
の
趣
旨
、
「
末
川
会
館
」

の
構
想
等
に
つ
い
て
の
概
要
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
別
紙
、
参
考
資
料
２
）
・

本
長
期
計
画
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
討
議
の
経
過
を

ふ
ま
え
、
さ
ら
に
「
末
川
会
館
」
建
設
の
事
業
を
、
本
学
園
の
長
期
計
画
を
策
定
し
推

進
す
る
見
地
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

名
称
一
末
雌
会
館
」

場
所
衣
笠
学
舎
に
近
接
す
る
本
学
用
地
（
将
来
用
地
確
保
）

面
械
建
設
面
祇
約
五
○
○
㎡

建
設
延
面
検
約
二
、
六
○
○
㎡
（
Ｂ
階
～
四
階
）

建
築
賀
（
概
算
）
三
億
六
○
○
○
万
円

ｑ
〕

ｉ
ｌ (2）

一
：
末
臓
会
館
」
建
設
の
積
極
的
意
義

故
末
川
博
先
生
は
、
学
問
の
研
究
、
教
育
活
動
を
は
じ
め
、
氏
主
的
諸
活
動
に
お

い
て
極
め
て
広
く
か
つ
深
い
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
戦
後
の
先
生
の
諾

活
動
の
中
心
は
立
命
館
学
園
で
あ
り
、
本
学
園
の
教
学
に
画
期
的
な
発
展
を
も
た
ら

す
中
心
と
な
り
、
い
ま
も
な
お
全
国
の
教
育
・
研
究
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お

り
さ
ら
に
先
生
の
諸
活
動
は
国
際
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

末
川
先
生
の
逝
去
に
際
し
、
学
内
は
勿
論
、
学
外
の
多
く
の
人
び
と
か
ら
、
故
末

川
博
先
生
の
業
績
を
永
く
記
念
し
、
先
生
の
精
神
を
生
か
し
、
継
承
し
、
発
展
さ
せ

る
方
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
長
期
計
画
委
員
会
は
、
現
在
の
わ
が
国
の
社
会
的
情
勢
の
な
か
で
、
末
川
先
生

の
遺
徳
を
偲
ぶ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
の
業
績
を
継
承

し
発
展
さ
せ
、
先
生
の
民
主
的
諸
運
動
を
分
散
さ
せ
ず
に
集
約
し
、
引
つ
ぎ
、
展
開

さ
せ
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
り
か
つ
学
界
お
よ
び
社
会
が
強
く
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

．
こ
の
よ
う
な
、
た
ん
な
る
「
記
念
」
で
は
な
く
、
先
生
の
広
範
な
諸
活
動
を
「
継

承
し
発
展
さ
せ
る
」
事
業
と
し
て
、
帥
先
生
の
業
績
を
散
逸
さ
せ
な
い
こ
と
と
、
㈲

諸
分
野
の
学
問
の
研
究
に
開
か
れ
て
お
り
、
か
つ
民
主
的
な
運
動
に
も
広
く
開
放
さ

れ
た
研
究
的
・
文
化
的
な
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
館
を
建
設
し
、

諸
活
動
の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
一
面
で
は
、
記
念
館
的
な
性
格
を
も
つ
と
と
も
に
、
他
面
で

は
、
研
究
会
・
会
議
あ
る
い
は
会
合
等
の
た
め
の
施
設
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

．
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
立
命
館
学
園
お
よ
び
そ
の
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
広
範
な

学
界
お
よ
び
民
主
的
人
士
・
団
体
等
の
支
持
と
援
助
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
立
命
館
学
園
こ
そ
が
そ
の
事
業
の
推
進
力
と
な
り
、
と
く
に
立

命
館
大
学
の
関
係
者
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
末
川
会
館
」
建
設
と
立
命
館
学
園
の
教
学
の
発
展

，
全
学
園
的
な
研
究
的
・
文
化
的
施
設
と
し
て
の
意
義

「
末
川
会
館
」
を
立
命
館
学
園
に
設
置
し
て
、
戦
後
、
末
川
先
生
を
中
心
に
確
立

－122－



資料69?

さ
れ
て
き
た
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
た
め
の
施
設
的
条
件

を
整
備
し
、
国
民
の
立
場
に
立
つ
学
問
的
・
文
化
的
・
民
主
的
諸
活
動
の
場
と
す
る

こ
と
は
、
本
学
園
の
教
学
を
充
実
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
本
学
園
の
各
構
成
員
に

と
っ
て
、
極
め
て
必
要
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、

①
教
員
に
お
い
て
は
、
と
く
に
学
会
・
研
究
会
等
、
学
外
と
の
研
究
交
流
を
推
進

し
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
学
内
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
を
超
え

た
交
流
等
の
諸
活
動
の
施
設
と
し
て
の
利
用
に
有
効
で
あ
る
こ
と
。

②
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
を
充
実
す
る
た
め
の
研
修
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
学
内
外
に
お
け
る
文
化
的
諸
活
動
の
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

美
ご
プ
Ｑ
子
芋
上
」
ｏ

③
大
学
院
生
は
、
会
館
で
Ⅲ
催
さ
れ
る
学
術
研
究
会
等
に
参
加
し
て
自
己
の
研
究

を
展
開
す
る
資
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

④
本
会
館
は
、
そ
の
趣
旨
か
ら
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
学
生
の
利
用
は
で
き
な

い
が
、
本
学
園
に
学
ぶ
学
生
・
生
徒
に
と
っ
て
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
等
の

展
示
品
を
通
し
て
、
自
主
的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
の
資
と
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
教
員
の
研
究
活
勅
あ
る
い
は
職
員
の
研
修
油
勤
の
進
展
に
よ
っ
て
、
学
部
教

学
の
充
実
と
発
展
を
期
待
で
き
る
こ
と
。

⑤
高
・
中
敬
職
員
の
教
学
指
活
動
の
場
が
確
保
で
き
、
ま
た
大
学
教
職
員
と
の
文

化
的
交
流
も
緊
密
と
な
り
う
る
こ
と
。

⑥
校
友
は
こ
の
会
館
の
利
用
に
よ
っ
て
学
園
と
の
つ
な
が
り
を
密
接
に
し
、
そ
の

讃
活
動
の
場
を
確
保
で
き
る
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
校
友
会
館
と
し
て
設
け
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
校
友
の
婆
請
を
完
全
に
充
た
す
も
の
と
は
な
り
え
な
い
が
、

会
館
に
よ
っ
て
か
な
り
な
部
分
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２
会
館
の
研
究
的
性
格
と
学
内
の
関
係
他
機
関
と
の
関
連

会
館
の
研
究
的
性
格
に
関
連
の
あ
る
学
内
機
関
と
し
て
は
、
人
文
科
学
・
理
工
両

研
究
所
、
各
学
部
共
同
研
究
室
、
付
属
図
書
館
等
が
あ
り
ま
す
が
、
会
館
は
こ
れ
ら

の
学
内
研
究
流
機
関
と
の
連
携
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
測
ｔ
で
の
混
乱
を

避
け
る
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
Ⅲ
’
二
Ｖ
会
館
建
設
の
具
体
的
方
針

⑪
衣
笠
一
拠
点
化
の
長
期
計
画
と
の
関
連

以
上
の
よ
う
な
意
義
と
性
格
を
有
す
る
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
①
立
命
館
学
園

の
長
期
計
画
の
一
環
を
な
す
特
別
事
業
と
す
る
こ
と
、
〔
又
云
館
の
名
称
は
、
そ
の
趣
旨

か
ら
し
て
「
末
川
会
館
」
と
す
る
こ
と
、
③
会
館
の
建
設
の
時
期
は
早
期
に
建
設
す
る

こ
と
、
た
だ
し
こ
の
場
合
、
現
在
進
行
中
の
長
期
計
画
第
二
期
計
画
の
遂
行
を
阻
滞
さ

せ
な
い
こ
と
、
緬
又
云
館
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
接
す
る
、
そ
れ

に
州
応
し
い
環
境
の
地
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
会
館
の
主
要
な
施
設

会
館
の
施
設
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
性
格
か
ら
、
①
記
念
館
的
な
施
設
②
研
究
・

会
合
の
た
め
の
施
設
、
③
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

①
記
念
館
的
な
施
設
と
し
て
は
、
㈹
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
（
末
川
先
生
の
学
問
的
・

社
会
的
諸
活
動
の
パ
ネ
ル
、
諸
業
績
・
遺
品
等
の
常
設
的
な
公
開
展
示
室
と
し
、
休

憩
等
も
可
能
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
、
㈲
保
管
庫
（
室
）
（
末
川
先
生
の
遺
品
、

件
肢
、
沸
簡
等
の
整
理
保
管
）
。

②
研
究
・
会
合
の
た
め
の
施
設
と
し
て
は
、
叩
主
と
し
て
各
種
の
会
合
に
使
用
す
る
た

３
．
国
内
お
よ
び
国
際
的
学
会
の
利
用

会
館
は
、
た
ん
に
研
究
会
の
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分
野
の
研
究
成
果
を
発
表

し
、
討
論
し
、
学
問
的
交
流
を
行
な
う
た
め
の
場
所
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

学
園
に
高
い
学
術
研
究
の
水
準
を
導
入
し
て
学
内
の
活
発
な
研
究
・
教
育
活
動
を
発

展
さ
せ
る
資
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
槙
極
的
に
学
会
の
開
催
を
誘
致
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
必
要
な
諸
施
設
（
と
く
に
大
会
議
室
等
で
は
、
最
近
の
技
術
的

な
開
発
の
進
展
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
内
部
設
備
の
完
備
）
を
十
分
に
整
え
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
観
点
に
た
つ
な
ら
ば
、
本
会
館
は
立
命
館
学
園
の
教
学
発
展
の
歴
史
を
ふ
ま

え
、
今
日
に
到
達
し
え
た
本
学
園
の
力
量
を
結
集
し
て
、
将
来
に
向
っ
て
の
発
展
を
な

し
と
げ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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八
Ⅲ
’
三
Ｖ
会
館
の
管
理
と
運
営

め
の
会
議
室
、
㈲
学
内
・
学
外
の
共
同
的
・
総
合
的
研
究
を
促
進
す
る
た
め
の
研
究

会
室
、
例
国
際
的
お
よ
び
全
国
的
な
学
会
等
を
開
催
す
る
た
め
の
大
会
議
室
。

③
そ
の
他
の
関
連
す
る
必
要
な
施
設
と
設
肺
と
し
て
は
、
㈹
食
堂
と
そ
の
付
属
施
設
、

㈲
術
泊
の
た
め
の
施
設
（
浴
室
を
含
め
て
）
、
㈲
談
話
の
た
め
の
ロ
ビ
ー
、
㈲
館
長

室
と
事
務
室
（
事
務
室
用
の
倉
庫
を
含
む
）
、
㈲
食
堂
・
宿
油
施
設
の
た
め
の
槽
理

室
と
物
品
倉
庫
、
㈲
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
㈹
全
館
冷
暖
房
の
設
備
、
㈱
駐
車
場
、
Ｍ
庭

閣
等
の
環
境
の
整
備
。

大
略
し
て
以
上
の
よ
う
な
柵
施
設
・
設
附
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

附
か
れ
た
会
談
・
会
合
の
施
設
と
し
て
広
く
学
外
者
の
利
用
に
も
供
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

⑧
財
政
措
置

会
館
の
財
政
と
し
て
は
、
①
会
館
建
設
資
金
の
調
達
お
よ
び
、
②
会
館
建
設
後
の
維

持
禰
理
曲
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
建
設
資
金
は
、
恐
ら
く
数
値
円
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
財
脈
と
し
て

は
、
本
学
園
の
長
期
計
画
資
金
か
ら
の
支
出
と
、
会
館
建
設
の
た
め
の
一
般
か
ら
の

聯
金
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
一
般
か
ら
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
長
期
計
画
資
金

か
ら
の
支
出
と
の
か
ね
あ
い
で
、
早
急
に
募
金
の
月
標
額
を
定
め
、
募
金
を
推
進
す

る
組
織
（
た
と
え
ば
実
行
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
）
を
確
立
し
て
橘
動
を
開
始
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
維
持
管
理
曲
は
、
本
学
園
の
経
常
的
な
財
政
措
置
と
、
会
館
施
設
の
利
用
に
よ
る

使
用
料
の
収
入
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

催
管
理
。
運
営
の
基
本
方
針

①
会
館
の
管
理
・
運
営
は
、
本
学
園
か
ら
独
立
し
た
財
団
法
人
と
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
本
学
園
の
教
学
発
展
の
長
期
計
画
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
以
上
、

本
学
園
の
付
置
施
設
と
し
て
、
「
学
校
法
人
立
命
館
」
が
会
館
の
管
理
責
任
を
負
う

の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

②
会
館
の
目
的
に
そ
う
有
効
か
つ
適
切
な
管
理
・
運
営
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
「
末

〔
参
考
資
料
ｌ
〕

山
設
立
趣
旨

・
故
末
川
先
生
の
学
問
研
究
を
は
じ
め
教
育
活
伽
・
民
主
諸
運
動
に
果
た
さ
れ
た
業
紬
を

川
会
館
管
理
運
営
規
則
（
仮
称
）
」
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
別
紙
、
参
考
資

料
３
）
。

③
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
会
館
長
お
よ
び
事
務
組
織
等
を
確
立
す
る
ほ
か
、
会
館

の
梼
理
運
営
委
員
会
を
満
い
て
衆
知
を
集
め
た
民
主
的
管
珊
運
営
の
体
制
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
、
会
館
設
立
の
目
的
に
そ
う
有
効
か
つ
適
切
な
運
営
を
は

か
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
学
外
か
ら
の
利
用
者
の
意
見
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
具

体
化
す
る
方
策
を
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

④
ま
た
、
事
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
会
館
が
学
内
外
の
研
究
そ
の
他
の
浦
活
伽
を
細

織
す
る
も
の
で
は
な
く
、
謂
活
伽
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
人
貝

は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

③
会
館
の
運
営
に
つ
い
て

会
館
は
、
学
内
外
の
学
術
研
究
の
発
展
に
広
く
開
放
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に

校
友
や
此
主
的
折
Ⅲ
体
の
会
縦
や
会
合
に
も
開
放
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
㈹
そ
の
主
な

利
用
者
は
、
本
学
園
の
教
員
・
職
員
・
大
学
院
生
お
よ
び
生
協
職
員
等
の
本
学
園
関
係

者
と
、
校
友
、
学
外
の
研
究
者
、
会
館
へ
の
寄
金
者
、
学
術
団
体
お
よ
び
民
主
的
諸
団

体
等
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
利
用
者
に
か
ん
す
る
一
定
の
規
準
を
立
て
て
お
く
必
要

が
あ
り
、
㈲
各
種
施
設
の
使
用
料
等
や
仙
川
料
に
お
け
る
学
内
と
学
外
の
別
、
例
ま
た

食
堂
と
宿
泊
施
設
そ
の
他
の
管
理
と
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
も
専
門
家
の
意
見
を
十
分

に
聴
取
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

末
脈
会
館
（
仮
称
）
建
設
構
想
案
に
関
す
る
件

昭
測
五
二
年
七
月
二
二
日
評
議
員
会
提
出
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永
く
記
念
し
そ
の
偉
大
な
糖
神
を
本
学
の
研
究
・
教
育
の
発
展
に
活
か
す
ば
か
り
で
な

く
、
広
く
社
会
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
施
設
・
組
織
と
し
て
全
国
の
研
究
者
・
運
動
家
の

利
用
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
校
友
と
故
末
川
先
生
と
の
つ
な
が
り
、
本
学
と

の
つ
な
が
り
を
長
く
維
持
す
る
も
の
と
し
て
、
校
友
会
活
動
の
た
め
に
も
供
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

・
立
命
館
の
全
教
職
員
、
学
生
、
校
友
ば
か
り
で
な
く
全
国
の
志
を
同
じ
く
す
る
人
々
の

広
い
協
力
と
支
持
に
支
え
ら
れ
た
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

・
本
学
の
将
来
の
研
究
・
教
育
の
展
望
の
な
か
で
、
一
拠
点
計
画
の
全
体
と
の
関
連
で
計

山
を
実
施
す
る
。

②
末
川
会
館
の
内
容

Ａ
案
「
末
川
研
究
所
」
構
想

Ⅱ
的
…
全
関
西
、
ひ
い
て
は
全
国
的
な
研
究
・
教
育
の
満
活
動
や
渚
連
勤
を
組
織
す
る
。

広
く
社
会
に
開
か
れ
た
研
究
所
と
し
て
、
本
学
の
教
学
と
対
外
的
な
諸
研
究
活

動
を
つ
な
ぐ
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
も
の
。
例
え
ば
「
教

育
」
研
究
所
、
「
民
主
主
義
」
研
究
所
な
ど
。

内
容
…
・
流
学
会
・
研
究
活
動
の
蛎
務
・
活
伽
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も

の
の
収
容
、
施
設
の
提
供
。

・
研
究
所
の
記
念
事
業
と
し
て
行
な
う
出
版
・
講
座
な
ど
の
計
画
の
実
施
。

・
学
内
外
の
研
究
者
の
会
合
・
研
究
の
た
め
の
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

・
国
際
学
術
交
流
の
た
め
の
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

・
以
卜
の
涌
測
を
支
え
る
術
泊
施
設
ほ
か
。

Ｂ
案
「
施
設
セ
ン
タ
ー
」
構
想

Ｈ
的
．
：
立
命
館
大
学
の
全
学
的
な
研
究
活
動
を
は
じ
め
、
学
外
研
究
会
、
学
会
括
伽
の

た
め
の
施
設
を
嘘
中
し
た
も
の
。
さ
ら
に
校
友
会
涌
勤
の
中
心
と
し
て
の
施
設

を
収
春
す
る
。

内
容
．
：
京
大
の
楽
友
会
館
（
校
友
会
施
設
お
よ
び
研
究
会
施
設
）
や
早
稲
田
・
大
隈
会

館
（
校
友
会
施
設
お
よ
び
研
究
会
施
設
）
を
想
定
し
て
モ
デ
ル
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
即
ち
、
研
究
会
・
学
会
会
場
、
淋
演
会
会
場
、
校
友
の
親
睦
の
た

め
の
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
喋
中
的
に
備
え
る
。

Ｃ
案
Ａ
・
Ｂ
の
両
案
の
検
討
の
結
果
、
Ａ
・
Ｂ
を
折
衷
し
て
両
者
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
も
の
を
Ｃ
案
と
し
て
採
択
し
、
で
き
れ
ば
Ｃ
案
を
軸
と
し
て
、
今
後
の
計
画

実
現
を
は
か
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
る
。
Ｃ
案
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
る

収
容
施
設

仙
末
川
先
生
を
記
念
す
る
施
設

遺
品
、
パ
ネ
ル
等
の
展
示
室
。
：
…
メ
モ
リ
↓
ノ
ル
ホ
ー
ル
ー
、

圭
己
斎
、
書
繕
の
保
存
と
展
示
．
．
…
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
一
な
と

こ
れ
は
一
般
市
民
や
校
友
が
常
時
自
由
に
入
場
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
（
な
お
、
展
示
内
容
に
つ
い
て
調
査
研
究
の
要
あ
り
）

叩
大
会
議
室
㈲

学
会
総
会
、
研
究
会
、
講
演
会
場
、
ま
た
同
窓
会
支
部
総
会
、
懇
親
会
、

さ
ら
に
は
校
友
の
結
婚
披
鱒
宴
な
ど
も
開
催
で
き
る
よ
う
な
も
の
、
二
○
○

名
収
容
、
可
動
式
机
・
椅
子
の
用
意
。

川
中
会
議
室
二
又
は
三

伽
の
機
能
を
果
た
す
約
半
分
程
度
の
規
模
の
も
の
。

叩
小
会
議
室
（
数
室
）

研
究
会
、
校
友
会
等
の
会
合
の
た
め
の
も
の
、
和
室
も
望
ま
し
い
。
（
教

職
員
の
利
用
の
便
を
も
考
慮
す
る
）

校
友
会
の
親
睦
室
・
ロ
ビ
ー
の
役
目
を
持
つ
も
の
。

い
事
務
局
・
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
の
施
設

学
会
・
研
究
会
な
ど
の
事
務
局
と
し
て
の
施
設
ｌ
場
合
に
よ
っ
て
は
研
究

の
た
め
の
施
設
（
図
書
な
ど
）
。

校
友
会
の
事
務
局
な
ど
。

Ｍ
喫
茶
・
食
堂

Ｍ
の
活
動
を
支
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
職
員
食
堂
と
し
て
も
有
用
。

Ⅲ
宿
泊
施
設

全
国
レ
ベ
ル
の
研
究
会
活
動
、
国
際
学
術
交
流
の
た
め
の
外
国
研
究
者
の

宿
泊
、
教
職
員
の
た
め
の
施
設
、
校
友
の
便
宜
の
た
め
、
是
非
と
も
望
ま
し

い
０
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Ⅶ
管
理
人
の
施
設
事
務
室

③
会
館
建
設
に
当
た
っ
て
考
噛
さ
る
べ
き
事
項

Ⅱ
人
文
研
と
の
関
係

人
文
研
は
立
命
館
大
学
の
人
文
・
社
会
科
学
の
研
究
の
総
合
組
織
と
し
て
、
本
研
究

所
と
は
別
個
に
存
在
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
考
噛
を
必
要
と
す
る
。

・
学
内
の
研
究
会
活
動
と
学
外
・
全
国
的
諸
研
究
活
動
と
を
つ
な
ぐ
と
い
う
本
研
究
所
の

機
能
か
ら
み
て
人
文
研
と
の
連
携
の
重
要
性
。

．
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
研
究
所
と
し
て
の
本
会
館
の
目
的
に
沿
い
、
例
え
ば
、
土
曜
講

座
な
ど
は
、
本
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

叩
校
友
会
館
と
の
関
係

一
拠
点
描
想
の
な
か
で
具
体
化
さ
れ
る
「
校
友
会
館
」
の
機
能
を
本
会
館
が
持
つ
こ

と
が
で
き
る
。
故
に
校
友
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
と
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

川
建
設
場
所
を
め
ぐ
る
問
題

一
拠
点
と
の
関
係
、
立
命
館
教
学
と
対
外
的
活
動
と
の
連
携
、
校
友
と
本
学
を
結
び

つ
け
る
と
い
う
機
能
等
か
ら
み
て
衣
笠
校
地
内
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
設
置
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
（
但
し
、
市
民
や
学
外
者
の
利
用
の
状
況
、
衣
笠
の
交
通
の
便
、

広
小
路
の
何
ら
か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
し
た
い
と
い
う
希
望
な
ど
の
配
慮
か
ら
広
小

路
の
跡
地
の
一
部
（
有
心
館
、
体
育
館
跡
）
の
利
用
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
あ
り
）

側
会
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

大
学
の
施
設
と
し
て
大
学
の
管
理
の
下
に
お
く
か
別
組
織
の
財
団
法
人
制
度
を
と
る

か
は
、
別
途
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
大
学
の
例
や
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
広
く
調
査
し
、
検
討
す
る
機
会
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
食
堂
の
経

営
に
つ
い
て
も
同
様
。
な
お
管
理
人
等
の
選
出
に
当
た
っ
て
は
、
本
学
教
職
員
の
退
職

後
の
配
慮
と
も
か
か
わ
っ
て
考
慮
さ
る
く
し
。

⑤
計
画
実
現
の
プ
ロ
セ
ス

会
館
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
案
が
考
え
ら
れ
る
。

仰
直
ち
に
計
画
を
樹
立
・
着
工
し
、
一
挙
に
完
成
さ
せ
る
。
資
金
は
私
学
振
興
財

団
等
の
借
入
金
を
こ
れ
に
あ
て
、
募
金
等
で
返
済
す
る
と
い
う
財
政
措
置
を
考
え

(6：
〔
注
・
参
考
ゞ
資
料
２
末
脈
先
生
記
念
事
業
の
概
要
（
昭
和
五
三
年
二
月
二
五
日
立
命
館
大

学
「
末
川
会
館
」
建
設
準
備
委
員
会
）
、
同
３
、
他
大
学
の
記
念
館
の
管
理
運
営
規
定
数

種
ｌ
省
略
〕

(||）（｜）

る
。
こ
の
場
合
は
既
存
の
校
地
内
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
↑
例
え
ば
グ

ラ
ン
ド
東
の
道
路
沿
い
な
ど
が
候
補
地
と
な
る
。
（
現
在
の
共
同
研
究
室
で
は
狭

き
に
失
す
る
）

叩
年
次
計
画
を
た
て
二
期
又
は
三
期
に
わ
た
っ
て
順
次
建
設
を
実
現
す
る
。
財
政

的
描
置
は
、
に
準
ず
る
。

叩
一
定
期
間
後
に
一
挙
に
完
工
す
る
こ
と
と
し
、
計
画
規
模
等
は
募
金
状
況
に
応

じ
て
伸
縮
し
得
る
も
の
と
す
る
。

㈹
い
づ
れ
の
案
を
と
る
に
せ
よ
、
完
成
（
全
部
又
は
一
部
の
）
ま
で
の
期
間
、
末

川
記
念
室
部
分
を
中
心
に
展
示
公
開
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
際
は
、

①
図
神
館
三
階
部
分
に
展
示
室
を
設
け
る
。

②
現
存
「
共
同
研
究
室
」
に
最
小
限
手
を
加
え
て
展
示
公
開
。

③
更
に
②
に
加
え
て
会
議
室
・
宿
泊
施
設
等
を
備
え
る
…
…
等
の
過
渡
的
措
置

が
必
要
で
あ
る
。

い
末
川
会
館
を
余
り
に
も
貧
弱
な
施
設
か
ら
発
足
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
枇

間
の
誤
解
を
生
む
お
そ
れ
も
あ
り
、
既
述
の
ご
と
き
施
設
に
対
す
る
全
学
の
要
望

の
強
さ
を
考
慮
す
る
と
き
、
さ
ら
に
現
校
地
外
に
用
地
を
求
め
る
こ
と
が
建
築
規

制
等
の
公
的
制
限
の
た
め
極
め
て
困
難
な
現
状
に
あ
る
こ
と
等
を
考
え
あ
わ
せ
、

叩
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
㈹
）
で
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
。
（
従
っ
て
伽
の
①

を
考
噛
す
る
）
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
収
容
施
設
の
最
小
限
を
見

込
ん
だ
構
想
は
、
別
紙
仮
設
計
図
の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。

資
金
計
画

募
金
①
一
時
募
金
②
維
持
会
税

借
入
金
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六
九
八
一
立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て
」

（
答
申
）
に
対
す
る
（
学
内
）
理
事
会
の
見
解
☆

１
昨
年
二
月
学
内
理
事
会
は
、
高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会
か
ら
表
記
の
答
申
を
受
け
た
。

本
答
申
は
、
学
園
の
長
期
計
画
委
員
会
に
お
い
て
一
拠
点
実
現
の
具
体
的
日
程
が
詰
め
ら

れ
る
中
で
、
「
高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
高
中
長
期
計
画
案
に
つ
い
て

全
学
的
視
野
か
ら
の
検
討
と
ま
と
め
を
諮
問
し
た
の
に
対
し
、
答
申
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

上
記
特
別
委
員
会
が
、
高
中
長
期
計
画
に
か
か
る
従
来
の
審
議
経
過
を
ふ
ま
え
、
高
中

教
学
改
革
の
た
め
の
積
極
的
な
方
向
づ
け
を
含
む
本
答
申
を
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

学
内
理
事
会
と
し
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

２
学
内
理
事
会
は
、
こ
の
答
申
を
う
け
て
一
九
七
七
年
度
に
お
い
て
討
議
を
行
っ
た
が
、

大
学
の
一
拠
点
実
現
を
当
面
の
中
心
的
課
題
と
し
て
設
定
し
、
高
中
長
期
計
画
に
つ
い
て

は
、
な
お
慎
重
に
検
討
す
べ
き
問
題
が
存
す
る
と
考
え
、
一
九
七
七
年
度
の
長
期
計
画
委

員
会
に
検
討
を
付
託
し
た
。
一
九
七
七
年
度
の
長
期
計
画
委
員
会
か
ら
は
「
全
学
的
討
議

が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
重
点
課
題
（
グ
ラ
ン
ド
の
確
保
、
男
女
共
学
、

校
舎
移
転
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
答
申
が
行
わ
れ
、
本

年
度
の
長
期
計
画
委
興
会
に
引
継
が
れ
て
い
る
。

３
高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会
の
本
答
申
に
つ
い
て
、
学
内
理
事
会
は
改
め
て
検
討
し
、

学
内
理
事
会
と
し
て
の
兇
解
、
お
よ
び
高
中
教
学
改
革
の
た
め
の
当
面
の
方
針
を
以
下
各

項
の
と
お
り
明
ら
か
に
す
る
。

Ｕ
本
容
申
に
は
、
学
園
に
お
け
る
高
中
教
学
の
理
念
と
特
色
、
高
中
教
育
の
現
状
と
洲

間
趣
、
高
中
数
学
改
革
の
た
め
の
渚
課
題
、
そ
し
て
改
革
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が

示
さ
れ
、
今
後
、
高
中
教
学
の
改
革
を
図
る
た
め
の
埜
本
的
文
峠
と
な
る
も
の
と
考
え

な
お
、
本
符
申
で
は
改
革
の
た
め
の
満
課
題
が
多
面
的
か
つ
重
岬
的
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
特
徴
的
な
方
策
は
男
女
共
学
制
お
よ
び
柊
野
グ
ラ
ン
ド
隣
接
地
へ
の
学

一
九
七
八
（
昭
五
三
）
・
九
・
二
○
（
学
内
）
理
事
会

き
高
中
審
議
会
高
中
教
員
会
議
は
も
と
よ
り
関
係
諸
機
関
に
お
い
て
討
議
が
深
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

⑧
第
一
段
階
と
し
て
、
柊
野
に
お
け
る
高
中
専
用
グ
ラ
、
ノ
ド
の
用
地
確
保
、
整
備
等
を

行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
具
体
的
な
計
画
は
、
高
中
審
議
会
の
談
を
経
て
、
学
内
理
事

会
に
お
い
て
漸
進
的
に
策
定
す
る
。

叫
柊
野
へ
の
学
校
移
転
が
現
実
の
課
題
と
な
る
過
程
で
、
学
園
と
し
て
年
次
的
な
財
政

計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
高
中
財
政
と
し
て
も
独
自
の
検
討
と
努
力
を
追
求
す
る
も

の
と
す
る
。

⑤
上
記
の
よ
う
に
柊
野
へ
の
移
転
に
よ
る
高
中
教
学
改
革
の
長
期
的
展
望
に
立
ち
つ
つ
、

当
面
、
本
答
申
を
基
点
と
し
て
、
現
在
地
に
お
け
る
高
中
教
学
そ
の
も
の
の
改
善
を
進

め
る
と
と
も
に
、
総
合
教
育
研
究
会
、
生
徒
の
進
路
な
ど
、
大
学
と
高
中
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
相
互
理
解
と
祁
互
批
判
に
基
づ
く
改
善
を
行
な
う
。

４
本
答
申
の
叙
述
に
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
、
高
中
教
学
の
適
正
、
円
滑
な
改
革
を
志

向
す
る
た
め
補
正
す
べ
き
諸
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
学
改
善

の
努
力
を
含
む
高
中
の
現
状
、
ま
た
、
そ
の
将
来
展
望
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と

思
わ
れ
る
の
で
、
学
園
の
関
係
諸
機
関
に
配
布
す
る
。

学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
高
中
の
教
学
改
革
問
題
に
関
し
、
学
園
全
体
に
お
い
て
建
設

的
な
討
議
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

以
上

〔
注
・
資
料
六
九
二
「
立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計
画
に
つ
い
て
」
ｌ
参
照
〕

(2）

校
移
転
に
あ
る
も
の
と
思
料
す
る
。

学
内
理
事
会
は
、
大
学
の
一
拠
点
実
現
後
の
課
題
と
し
て
柊
野
へ
の
移
転
に
よ
る

高
中
教
学
の
改
革
を
展
望
し
、
学
園
の
財
政
的
力
量
の
許
す
範
囲
で
、
当
該
地
域
に
お

け
る
用
地
の
確
保
に
今
後
と
も
努
力
す
る
。

男
女
共
学
制
等
の
教
学
改
革
の
た
め
の
基
本
的
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
識
き
続
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六
九
九
一
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
』
〈
討
議
資
料
〉
☆

立
命
館
大
学
は
、
戦
後
一
賀
し
て
平
‐
和
と
氏
主
主
義
の
教
学
理
念
の
も
と
に
憲
法
と
敬

育
基
本
法
の
精
神
を
尊
重
し
て
全
学
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
教
学
を
守
り
発
展
さ
せ
る
努
力

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
和
は
万
人
の
願
い
で
あ
り
、
民
主
主
義
は
す
べ
て
の
人
間
が
基
本

的
人
権
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
平
和
が
破
壊
さ
れ
、
民
主
主
義
が

奪
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
思
想
や
良
心
や
結
社
の
自
由
は
な
く
、
人
間
の
権
利
と
幸
福
は

い
ま
新
人
生
諸
君
に
た
い
し
て
大
学
が
一
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
」
に
（
参
一
い
て

問
題
を
提
起
し
、
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
今
日
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
平

和
と
民
主
主
義
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
学
問

の
研
究
と
教
育
の
自
由
が
圧
迫
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
学
問
の
研
究
と
教
育
の
自
由

が
保
障
さ
れ
る
た
め
に
は
、
全
国
家
的
・
全
社
会
的
に
真
の
平
和
と
民
主
主
義
が
保
た
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
ま
た
大
学
の
自
治
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大

学
の
自
治
は
、
大
学
を
構
成
す
る
教
職
員
、
大
学
院
生
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
研
究

・
教
育
を
行
い
、
広
く
国
民
の
要
請
に
応
え
る
た
め
の
学
問
を
創
造
し
て
い
く
う
え
で
不
可

欠
の
も
の
で
す
。
戦
前
に
く
ら
べ
て
戦
後
の
日
本
で
は
、
大
学
の
自
治
は
あ
き
ら
か
に
強
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
大
学
の
自
治
も
、
今
日
で
は
大
学
の
外
か
ら
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
大
学
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
学
の
内
部
か
ら
も
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の

自
治
が
破
壊
さ
れ
る
と
き
、
学
問
の
自
由
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

諸
君
の
一
人
一
人
が
大
学
の
自
治
の
担
い
手
で
あ
り
、
国
民
的
要
請
に
応
え
る
学
問
の
創

奪
わ
れ
る
と
き
そ
こ
に
は
思
想
や
良
心
｛

根
底
か
ら
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
せ
る
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
嘗
そ
し
て
ま
た
」
学
Ｆ

民
主
主
義
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

立
命
館
大
学
が
平
和
と
民
主
主
義
を
そ
の
教
学
理
念
と
し
て
い
る
の
は
●
平
和
と
民
主
主

義
こ
そ
が
人
間
の
尊
厳
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
真
の
学
問
の
研
究
・
教
育
を
発
展

さ
せ
る
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
学
問
の
研
究
・
教
育
は
平
和
と

は
じ
め
に

一
九
七
九
（
昭
五
四
）
・
五
・
一
四
立
命
館
大
学

伽
学
問
と
自
由

学
問
と
い
う
の
は
、
人
間
や
社
会
や
自
然
を
と
ら
え
、
そ
の
本
質
を
見
出
し
、
発
展
の
法

則
を
認
識
す
る
た
め
の
人
間
の
創
造
的
な
桁
神
的
生
産
活
動
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

学
問
の
目
的
は
、
自
分
自
身
を
知
的
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
と
し
て
の
権
利
と

幸
福
を
よ
り
深
く
追
求
し
、
ま
た
国
民
全
体
の
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
社
会
体
制
の
建
設
、

さ
ら
に
は
人
類
全
体
の
幸
福
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
問
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
領
域
で
あ
っ
て
も
、
つ
ね
に
そ
れ
以
前
の
学
問

的
遺
産
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
批
判
的
に
の
り
こ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
発
展
し
ま
す
。

だ
が
、
同
時
に
ま
た
、
そ
れ
は
歴
史
と
社
会
の
発
展
段
階
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
学
問
の
対
象
は
過
去
や
現
在
の
生
き
た
諸
個
人
や
社
会
や
自
然
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。
す
ぐ
れ
た
学
問
的
遺
産
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
何
が
真
理
で
あ
る

か
を
よ
り
深
く
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
す
ぐ
れ

た
学
問
的
遺
産
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
批
判
的
に
の
り
こ
え
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

造
者
で
あ
り
、
そ
し
て
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
に
寄
与
す
る
知
識
人
と
し
て
成
長
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
諸
君
が
社
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
立
命
館

大
学
は
、
諸
君
が
そ
う
し
た
人
間
と
し
て
自
ら
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
研
究
と
教
育
を
積

極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
文
章
は
、
以
上
の
趣
旨
を
新
入
生
謂
君
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
学
が

こ
れ
ま
で
に
集
祇
し
て
き
た
大
学
自
治
の
取
り
組
み
の
成
果
と
教
訓
を
整
理
し
、
討
議
資
料

と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

一
九
七
九
年
五
月

立
命
館
大
学

第
一
節
学
問
と
学
問
の
自
由

第
一
章
学
問
の
自
由
と
大
学
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側
学
問
す
る
も
の
の
社
会
的
責
任

学
問
は
、
本
来
、
そ
れ
が
、
由
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
学

問
を
す
る
人
び
と
に
は
そ
の
自
由
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、
さ
き
に
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
、
学
問
が
ぼ
ん
ら
い
批
判
的
な
性
絡
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
研
究
・
教

育
の
自
由
は
つ
ね
に
時
の
椛
威
や
権
力
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
問
の
自
由
は
、
学
問
す
る
者
が
自
ら
守
り
、
た
た
か
い

と
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
成
果
が
国
民
の
要
請
に
応
え
、
人
間
社
会
の
進

歩
・
発
展
と
人
類
の
幸
福
に
寄
与
す
る
内
容
を
も
ち
う
る
と
き
、
は
じ
め
て
学
問
の
自
由
も

学
問
す
る
も
の
に
み
ず
か
ら
の
研
究
や
学
習
の
成
果
か
社
会
と
人
類
に
い
か
な
る
意
味

を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
に
常
に
真
剣
な
関
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
現

代
の
社
会
で
は
、
戦
争
・
公
害
・
経
済
不
況
・
政
治
汚
職
・
教
育
・
文
化
問
題
な
ど
、
社
会

的
な
砺
間
題
か
山
砿
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
術
現
象
の
州
互
連
関
性
と
本
質
を
ど
の
よ
う

学
問
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
真
理
を
め
ざ
し
て
の
精
神
的
な
創
造
活
伽
で
す
が
、

ひ
と
り
よ
が
り
の
独
断
（
ド
グ
マ
）
に
よ
っ
て
は
学
問
は
成
り
た
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
時
の

権
威
や
権
力
に
よ
っ
て
一
定
の
方
向
を
抽
要
さ
れ
る
場
合
に
も
、
学
問
の
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
学
問
は
、
ぼ
ん
ら
い
自
由
な
認
識
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
普
逓
性
を
も
つ

理
論
を
創
造
す
る
営
み
で
あ
り
、
ぼ
ん
ら
い
批
判
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
だ
か
ら
で
す
。

歴
史
の
示
す
と
お
り
、
学
問
が
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
時
々
の
支
配
階
級
、
支
配
権
力
か
ら

の
統
制
・
干
渉
・
弾
圧
を
う
け
、
ま
た
宗
教
的
迫
害
を
う
け
た
の
は
、
学
問
が
本
質
的
に
も

っ
て
い
る
批
判
的
な
性
格
の
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
弾
圧
や
迫
害
は
真
の
学
問
的

認
識
を
阻
害
し
、
そ
の
発
展
を
は
ば
ん
で
き
ま
し
た
。

学
問
的
認
識
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
は
、
事
物
を
研
究
し
認
識
す
る
こ
と
の
自
由
で
す
。

そ
の
自
由
と
い
う
の
は
、
㈹
真
理
の
前
に
は
人
び
と
は
平
等
で
あ
る
こ
と
、
㈲
思
想
・
良
心

の
自
由
、
言
論
・
出
版
そ
の
他
の
表
現
の
、
由
、
例
学
問
を
す
る
人
び
と
の
間
で
の
自
由
な

柵
互
批
判
が
十
分
に
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
自
由
を
個
人
的
に
せ
よ
、

組
織
的
に
せ
よ
、
ま
た
惟
力
的
に
せ
よ
、
恭
力
に
よ
っ
て
封
殺
す
る
こ
と
は
、
学
問
そ
の
も

の
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
国
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
え
ま
す
。

に
把
捉
し
、
ど
の
よ
う
に
打
開
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
学
問
す
る
も
の
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
任
務
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。
い
い
か
え
る
と
、
学
問
す
る
も
の
は
、
社
会

の
進
歩
・
発
展
と
人
類
の
幸
福
に
と
っ
て
解
決
を
せ
ま
ら
れ
た
現
代
的
な
浦
問
題
を
白
ら
の

課
題
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
の
方
法
を
科
学
的
に
提
示
し
て
い
く
社
会
的

責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
こ
の
こ
と
を
学
問
の
「
現
代
化
」
と
い
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
に
、
現
代
の
学
問
と
学
問
す
る
も
の
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
い
ま
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
学
問
の
「
総
合
化
・
共
同
化
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

近
年
の
人
文
・
社
会
・
自
然
諸
科
学
と
科
学
技
術
の
発
達
は
い
ち
じ
る
し
く
、
専
門
分
野
の

細
分
化
も
は
な
は
だ
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
て

も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
専
門
分
野
の
細
分
化
現
象
は
、
諸
科
学
の
梢
密
化
と
発
展
を
も
た

、
Ｉ

ら
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
そ
れ
刑

分
化
さ
れ
た
専
門
科
目
が
孤
立
、
閉
鎖
状
態
に
あ
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
学
問
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
現
代
的
な
諸
課
題
に
と
り
く
む
に
あ
た
っ
て
は
細
分

化
さ
れ
た
専
門
分
野
の
研
究
が
「
総
合
化
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
と
り
わ
け

境
界
恢
域
・
学
際
緬
域
な
ど
で
の
一
聯
の
研
究
の
「
共
同
化
」
が
要
求
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、
公
害
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
そ
れ
は
科
学
技
術
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
医
旅
問
迦
や
法
的
保
障
問
題
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
な
ぜ
発
生
す
る
か
を
社
会
科
学
的
に

と
ら
え
直
す
必
要
性
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
学
問
は
、
多
様
な
研

究
領
域
の
総
合
化
・
共
同
化
な
し
に
は
発
展
し
な
い
し
、
国
民
的
要
請
に
真
に
応
え
る
こ
と

に
は
な
り
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

立
命
館
大
学
が
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
学
問
の
「
現
代
化
・

総
合
化
・
共
同
化
」
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
は
以
上
の
理
由
か
ら
で
す
。

価
大
学
の
社
会
的
使
命

真
理
の
探
究
を
め
ざ
し
て
組
織
的
・
集
中
的
に
学
問
・
研
究
が
行
わ
れ
る
主
要
な
場
が
大

学
で
す
。
ま
た
、
大
学
は
、
学
問
の
歴
史
的
遺
産
を
継
承
し
、
学
問
の
批
判
的
創
造
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
、
学
生
の
「
学
び
た
い
要
求
」
に
こ
た
え
て

第
二
節
大
学
の
使
命
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を
果
す
た
め
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
学
構
成
員
全
体
の
共
旧
（

相
互
批
判
と
対
話
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
の
主
要
な
構
成
員
は
、
教
員
と
職
員
お
よ
び
大
学
院
生
、
学
生
の
一

ら
の
構
成
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
対
的
な
独
自
の
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

学
生
を
教
育
す
る
使
命
を
も
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
こ
の
学
問
の
研
究
・
教
育
と
い
う
使
命

を
果
す
た
め
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
学
構
成
員
全
体
の
共
同
の
努
力
と
自
由
な

教
員
は
、
学
問
上
の
遺
産
を
批
判
的
に
継
承
し
、
そ
れ
を
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
役
割
を

も
つ
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
う
え
に
立
っ
て
学
生
を
教
育
す
る
直
接
的
な
責
任
を
負
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
者
た
る
教
員
は
さ
き
に
の
べ
た
学
問
の
「
現
代
化
・
総
合
化

・
共
同
化
」
に
努
力
し
、
そ
の
成
果
を
教
育
に
反
映
さ
せ
学
生
に
総
合
的
な
能
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
教

員
は
、
大
学
運
営
の
諸
機
関
の
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

職
員
は
、
そ
の
日
常
的
な
大
学
の
管
理
運
営
・
業
務
を
通
じ
て
研
究
と
教
育
に
深
い
か
か

わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
職
員
は
学
生
と
の
日
常
的
な
接
触
を
通
じ
て
学
生
の
勉
学
や
生
活

の
実
態
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
要
求
を
的
確
に
と
ら
え
、
そ
れ
を
教
員
の
研
究
・
教
育

活
動
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
は
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
日
常
的
な
業
務
を
効
率
的
に
遂
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま

す
。

大
学
院
生
は
、
「
民
主
的
研
究
者
」
と
し
て
養
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
者
で
あ
り
、
深
い
学
習

に
よ
っ
て
次
代
の
新
し
い
研
究
や
科
学
技
術
の
創
造
者
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

学
生
は
、
学
問
研
究
の
方
法
・
成
果
を
批
判
的
に
学
習
し
、
「
民
主
的
社
会
的
常
識
と
社

会
に
通
用
す
る
専
門
的
能
力
」
を
も
つ
知
識
人
と
し
て
の
社
会
の
進
歩
・
発
展
の
に
な
い
手

と
な
る
訓
練
を
受
け
る
大
学
の
構
成
員
で
す
。

教
員
が
研
究
・
教
育
の
自
由
を
も
つ
の
と
同
じ
く
、
院
生
・
学
生
は
学
習
・
研
究
の
自
由

と
教
育
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。
教
職
員
・
院
生
・
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
相
互
に
建
設
的
な
批
判
を
交
流
さ
せ
、
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
研
究
・
教
育

の
自
由
と
権
利
を
守
り
全
学
の
力
量
で
発
展
さ
せ
、
国
民
的
要
請
に
応
え
る
学
問
創
造
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が
大
学
の
使
命
で
す
。

立
命
館
大
学
が
構
成
員
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
最
大
限
の
自
由
を
保
障
し
、
民
主
的
に
組

学
生
の
こ
と
で
す
。

に
大
学
が
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
す
に
あ
た
っ
て

学
問
す
る
も
の
の
社
会
的
使
命
が
、
今
日
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
国
内
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
社
会
の
全
般
に
わ
た
る
困
難

な
諸
問
題
が
存
在
し
、
国
際
的
に
も
戦
争
や
経
済
的
緊
張
関
係
が
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て
い

る
状
況
の
中
で
は
、
学
問
す
る
も
の
の
社
会
的
責
任
は
重
大
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
と
同
時
に
、
研
究
と
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
の
社
会
的
使
命
も
こ
れ
ま
で
よ
り
以
上
に

重
い
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
が
今
日
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
す
た
め
に
は
、
特
に
次
の
三
つ
の
こ
と
が
ら
を
指
摘

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
水
準
の
高
い
研
究
と
密
度
の
濃
い
教
育
を
創
造
す

る
こ
と
に
即
し
て
い
え
ば
、
研
究
と
教
育
を
正
し
く
結
び
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
今
日
わ
が
国
の
大
学
を
と
り
か
こ
む
情
勢
は
ま
す
ま
す
き
び
し
く
、
た
と
え
ば
中
央
教

育
審
議
会
答
申
や
「
放
送
大
学
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
研
究
と
教
育
を
き
り
は
な
す
構
想
が
具

体
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的
で
正
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
大
学
の
構
成
員
は
、
第
二
章
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
国
民
の
真
理
を
知
る
権
利

ｌ
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
ｌ
の
立
場
か
ら
国
民
に
よ
っ
て
大
学
に
与
え
ら
れ
た
学
問
の

自
由
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
第
三
に
大
学
お
け
る
学
問
・
研
究
の
成
果

を
積
極
的
に
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
即
し
て
い
え
ば
、
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
多
面

的
に
追
求
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
立
命
館
大
学
が
三
○
年
以
上
に
わ
た
っ
て
開
設
し
て
き

た
「
土
雌
講
座
」
（
人
文
科
学
研
究
所
主
催
）
は
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
で
す
。

織
さ
れ
た
自
治
組
織
の
活
動
の
自
由
を
保
障
し
て
き
た
の
は
、
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育

の
発
展
を
か
ち
と
り
、
大
学
の
使
命
を
果
そ
う
と
す
る
考
え
方
か
ら
で
す
。
立
命
館
大
学
に

お
け
る
自
治
と
自
由
の
保
障
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
第
二
章
第
二
節
で
述
べ
る
通
り

で
す
℃

川
大
学
の
現
状

大
学
は
、
そ
の
理
念
を
た
か
く
か
か
げ
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
教
職
員
と

第
三
節
大
学
の
現
状
と
課
題
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学
生
の
真
剣
な
共
同
の
努
力
に
よ
っ
て
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
そ
の
歴
史
が
し

め
す
よ
う
に
、
学
問
の
自
由
と
教
育
を
統
制
し
、
大
学
の
自
治
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
不
当

な
支
配
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
干
渉
に
対
し
て
、
こ
れ
を
守
り
ぬ
く
不
断
の
努
力
な
し
に
は
、
大

学
は
発
展
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
の
現
状
は
、
こ
の
大
学
人
の
研
究
・
教
育
と
大
学
の

自
治
を
発
展
さ
せ
る
共
同
の
努
力
と
支
配
体
制
側
の
大
学
へ
の
干
渉
・
統
制
と
の
き
び
し
い

対
抗
の
歴
史
が
う
み
だ
し
た
も
の
な
の
で
す
。

戦
後
の
大
学
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
は
、
少
数
の
エ
リ
ー
ト
の
た
め
の
教
育
の
場
で
は
な

く
な
り
、
「
国
民
に
ひ
ら
か
れ
た
大
学
」
と
い
う
方
向
に
発
展
し
た
き
た
こ
と
で
す
。
今
日

で
は
、
す
で
に
、
同
じ
世
代
の
青
年
の
四
○
％
が
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
発
展
方
向

は
、
国
民
の
大
学
教
育
に
対
す
る
切
実
な
要
求
と
多
く
の
困
難
を
の
り
こ
え
て
そ
れ
に
積
極

的
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
大
学
人
の
努
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
社
会
進

歩
の
た
め
に
も
人
間
の
全
面
発
達
の
た
め
に
も
、
学
問
の
研
究
の
成
果
や
科
学
的
な
物
の
見

方
・
考
え
方
を
国
民
が
修
得
し
身
に
つ
け
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
な
の
で
す
。
国
民

に
ひ
ら
か
れ
た
大
学
は
、
そ
の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
し
ま
す
。

私
立
大
学
は
国
民
に
ひ
ら
か
れ
た
大
学
づ
く
り
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し

た
。
今
日
、
大
学
生
の
約
八
○
％
が
私
立
大
学
に
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
大
学
は
、
独
自

の
教
学
理
念
を
か
か
げ
て
研
究
・
教
育
を
発
展
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

わ
が
立
命
館
大
学
は
、
戦
後
一
貫
し
て
、
平
和
と
民
主
主
義
の
理
念
に
も
と
づ
く
研
究
・

教
育
の
発
展
の
上
で
も
、
ま
た
大
学
の
自
治
を
制
度
的
に
内
容
的
に
発
展
さ
せ
る
上
で
も
、

二
正
の
先
進
的
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す

る
す
ぐ
れ
た
教
学
体
系
を
創
造
的
に
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
や
、
全
国
の
大
学
に
さ
き
が
け

て
全
学
的
な
協
議
会
を
も
う
け
、
大
学
の
全
構
成
員
が
参
加
す
る
自
治
と
民
主
的
運
営
の
機

梢
を
整
備
充
実
さ
せ
て
き
た
こ
と
な
ど
は
、
本
学
が
誇
る
べ
き
重
要
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
大
学
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

も
主
要
な
問
題
の
一
つ
は
、
不
充
分
な
文
教
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
大
学
の
財

政
的
基
盤
の
脆
弱
さ
で
す
。

戦
後
、
政
府
は
大
学
が
国
民
に
ひ
ら
か
れ
大
衆
化
さ
れ
た
大
学
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に

必
要
な
保
障
を
十
分
に
与
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
く
に
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
る
大
学
教
育
を
に
な
っ
て
き
た
私
立
大
学
に
対
し
て
、
と
う
ぜ
ん
な
す
べ
き
財
政

的
保
障
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
立
大
学
の
財
政
は
高
い
学
費
や
多
額
の

寄
付
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
学
生
の
勉
学
・
生
活
条
件
を

極
端
に
圧
迫
し
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
職
員
の
研
究
・
教

育
条
件
、
労
働
条
件
は
、
充
分
に
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
と
国
民
の

た
め
の
教
育
と
研
究
を
社
会
全
体
の
公
共
の
費
用
で
保
障
す
る
と
い
う
当
然
の
責
任
を
、
政

府
が
果
さ
な
か
っ
た
結
果
で
す
。

政
府
に
公
教
育
・
公
負
担
の
責
任
を
果
さ
せ
、
私
立
大
学
の
研
究
・
教
育
の
発
展
を
保
障

さ
せ
る
た
め
に
、
全
国
の
私
立
大
学
の
教
職
員
と
学
生
は
理
事
会
と
と
も
に
連
動
を
す
す
め
、

今
日
で
は
、
一
定
の
助
成
金
の
交
付
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
助
成
額
は
国
民

の
要
求
に
応
え
る
研
究
・
教
育
の
発
展
を
保
障
す
る
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
り
、
助
成
金
配

分
制
度
の
民
主
化
も
、
な
お
今
後
の
課
題
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
立
命
館
大
学

が
全
国
に
さ
き
が
け
て
全
学
あ
げ
た
公
曲
助
成
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
先
進
的
役
割
を
果
し

て
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
の
大
学
教
育
が
直
面
し
て
い
る
い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
学
生
が
本
来
も
っ
て
い
る
能

力
と
素
質
を
十
分
に
展
開
さ
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
大
学
に
入
学
し
て
き
て
い
る
事
実
も
あ
る

こ
と
で
す
。

学
問
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
事
物
に
対
す
る
客
副
的
・
法
則
的
認
識
で
あ
り
、

論
理
的
な
も
の
で
す
。
学
問
を
学
び
研
究
す
る
に
は
、
人
間
・
社
会
・
自
然
に
対
す
る
鋭
い

問
題
意
識
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
学
ぶ
者
同
志
が
協
力
し
て
械
極
的
・
能
動
的
に
と
り
く
む

姿
勢
と
論
理
的
・
体
系
的
な
思
考
能
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
能
力
は
、
ば
ん
ら
い
誰

れ
も
が
、
身
に
つ
け
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
入
学
し
て
く
る
学
生
諸
君
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で
与
え
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
で
う
け
て
き

た
訓
練
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
、
体
系
的
な
思
考
能
力
や
姿
勢
を
、
た
と
え
萌
芽
的

に
で
あ
れ
、
実
際
に
は
も
っ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
十
分
に
引
き
だ
さ
れ
伸
ば
さ
れ
つ
よ
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

ま
た
新
入
生
の
多
く
が
経
験
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
受
験
競
争
は
、
ぼ
ん
ら
い
個
人
と
個

人
が
対
等
平
等
の
立
場
で
協
力
し
あ
う
も
の
で
あ
る
べ
き
人
間
関
係
を
も
阻
害
し
て
き
て
い

ま
す
。立

命
館
大
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
学
生
が
論
理
的
・
体
系
的
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思
考
能
力
を
養
い
、
と
も
に
考
え
集
団
的
に
学
習
し
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
》

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
以
来
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
新
し
い
教
学
体
系
を
創
造

し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
小
集
団
教
育
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
に
お
け
る
学
問
の
し

か
た
、
方
法
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
学
問
の
相
互
の
関
連
や

体
系
性
を
把
握
し
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
も
っ
て
い
る
問
題
意
識
や
も
の
の
み
か
た

・
考
え
方
を
祁
互
に
交
流
さ
せ
、
総
合
的
な
判
断
力
や
能
力
を
集
団
に
よ
っ
て
培
う
も
の
と

し
て
発
展
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
学
生
渚
君
の
活
発
な
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
を
う
み
だ

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
わ
が
立
命
館
大
学
の
誇
る
べ
き
教

学
上
の
成
果
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
小
集
団
教
育
を
い
っ
そ
う
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
教
職
員
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
満
君
が
こ
の
教
学
体
系
で
の
学
習
に
と
り

く
む
こ
と
を
自
己
を
豊
か
に
形
成
し
て
ゆ
く
自
ら
の
権
利
と
し
て
う
け
と
め
、
被
極
的
に
そ

大
学
は
、
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
を
一
岬
深
く
自
覚
し
、
そ
れ
を
果
し
て
い
く

努
力
を
縦
成
員
の
一
人
一
人
が
つ
み
重
ね
て
い
く
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
一
に
、
全
学
隣
成
員
が
力
を
結
集
し
て
大
学
の
自
治
と
自
由
を
守
り
、
さ
ら
に
水
準
の
高

い
研
究
と
密
度
の
濃
い
教
育
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
今
日
の
立
命
館
大
学
の
教
学
上
の
課

題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
立
命
館
大
学
の
社
会
的
使
命
が
果
さ
れ
る
と
い

え
ま
す
。

水
準
の
高
い
研
究
と
い
う
の
は
、
学
問
が
本
来
も
っ
て
い
る
批
判
的
で
創
造
的
な
性
格
を

発
揮
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
国
民
の
切
実
な
要
求
に
応
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
密
度
の
濃
い
教
育
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
学
生
諸
君
が
基
本
的
人

権
及
び
民
主
主
義
の
理
念
を
堅
持
し
、
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
正
し
い
世
界
観
・
労
働
観

・
権
利
意
識
を
身
に
つ
け
、
力
量
あ
る
社
会
人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
・
技
術
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
で
す
。

第
二
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
学
問
の
自
由
と
は
何
か
、
大
学
の
自
治
を
い
か
に
し
て
守
り

発
展
さ
せ
る
か
を
探
究
し
、
そ
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
が
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
強
め
る
わ
け
で
す
。
立
命
館
大
学
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

㈲
今
後
の
課
題

こ
に
参
加
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
ま
す
㈲

真
理
を
知
る
権
利
は
蓋
国
民
の
基
本
的
権
利
の
ひ
と
つ
で
あ
り
真
理
は
万
人
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。
学
問
の
自
由
と
そ
の
裏
付
け
と
し
て
の
大
学
の
自
治
は
、
国
民
の
真
理
を
知
る

権
利
ｌ
国
民
の
教
育
を
う
け
る
権
利
ｌ
の
重
要
な
一
部
分
を
な
す
も
の
で
す
。

学
問
の
自
由
と
は
、
時
の
権
威
や
権
力
に
と
っ
て
具
合
の
悪
い
事
実
や
思
想
で
あ
っ
て
も
、

真
理
は
真
理
と
し
て
研
究
し
、
公
表
し
、
教
育
し
う
る
自
由
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ

を
学
び
う
る
自
由
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
由
は
、
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
」
「
信
教

の
自
由
」
「
集
会
・
結
社
及
び
言
論
・
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
」
と
と
も
に
、
国

民
が
多
年
に
わ
た
っ
て
努
力
し
礎
得
し
確
立
し
た
基
本
的
権
利
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
は
、
大
学
人
の
窓
意
的
な
特
権
と
し
て
あ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
時
の
権
威
や
権
力
の
介
入
・
干
渉
を
排
除
し
て
社
会
の
進
歩
と
人

類
の
幸
福
の
た
め
に
、
真
理
を
徹
底
的
に
全
面
的
に
追
求
す
る
権
利
と
し
て
、
国
民
か
ら
信

託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
人
は
、
学
問
の
自
由
を
守
り
、
大
学
の

自
治
を
発
展
さ
せ
る
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
民
主
的
機
構
を
全
学
構
成
員
の
長
い
間
に
わ
た
る
努
力
に
よ
っ
て
形
成
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
一
屑
内
実
化
す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
り
せ
ま
ん
。

第
三
に
は
、
い
ま
い
っ
た
新
し
い
教
学
を
創
造
・
発
展
さ
せ
大
学
の
自
治
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
財
政
的
基
礎
を
よ
り
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

立
命
館
大
学
を
も
ふ
く
め
た
全
私
立
大
学
に
対
す
る
公
餅
助
成
連
動
を
よ
り
強
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
立
命
館
大
学
は
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
、
財
政
の
全
面
的
公
開
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
憲
法
や
教
育
基
本
法
に
い
う
教
育
の
機
会
均
等
と
国
民
の
学
ぶ
権
利

と
い
う
粘
神
に
応
え
た
教
学
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
学
生
譜
君
の

勉
学
・
生
活
条
件
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
針

を
堅
持
し
発
展
さ
せ
る
う
え
で
は
、
何
よ
り
も
公
伐
助
成
の
大
慨
な
増
額
が
必
要
で
す
。
そ

の
こ
と
が
、
立
命
館
大
学
の
よ
り
質
の
高
い
教
学
創
造
の
重
要
な
物
的
条
件
の
ひ
と
つ
で
す
。

第
一
節
大
学
自
治
の
歴
史

第
二
章
大
学
の
自
治
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大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
は
人
間
の
実
践
的
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
学
問
の
自

由
に
対
す
る
抑
圧
は
、
歴
史
的
に
は
な
に
よ
り
も
国
家
権
力
に
よ
る
大
学
へ
の
人
事
干
渉
や

著
書
・
論
文
な
ど
に
対
す
る
発
禁
処
分
を
含
む
研
究
活
動
へ
の
介
入
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
問
の
自
由
に
対
す
る
抑
圧
、
大
学
へ
の
権
力
的
介
入
に
対
す
る

抵
抗
は
、
研
究
・
教
育
に
直
接
の
責
任
を
も
つ
教
授
会
の
自
治
を
確
立
す
る
運
動
と
し
て
発

展
し
、
「
大
学
自
治
Ⅱ
教
授
会
自
治
」
と
い
う
考
え
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
は
基
本
的
に
確
立
さ

れ
保
障
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
の
大
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
異
な
り
、
国
家
権
力
に
よ
り
創
立
・
育
成
さ
れ

て
き
た
帝
国
大
学
を
典
型
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
政
府
が
帝
国
大
学
に
与
え
た

存
立
の
目
的
は
、
「
国
家
ノ
須
要
二
応
ズ
ル
学
術
技
芸
」
の
研
究
・
教
授
で
あ
り
、
こ
の
規

定
が
私
立
大
学
を
含
め
て
す
べ
て
の
大
学
に
拡
大
適
用
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
明
治
憲
法
と
そ
の
も
と
で
の
諸
法
令
は
、
学
問
の
自
由
を
保
障
し
て
い
な
か
っ
た
し
、

大
学
の
自
治
を
認
め
た
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
皇
制
へ
の
批
判
は
禁
止
さ
れ
、

た
と
え
ば
、
滝
川
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
言
論
・
集
会
・
出
版
・
結
社
の
自
由
は
い
ち

じ
る
し
く
抑
圧
さ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
学
者
が
大
学
を
追
放
さ
れ
、
投
獄
さ
え
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
、
学
問
の
進
歩
と
自
由
を
求
め
て
大
学
の
自
治
を

要
求
す
る
た
た
か
い
が
続
け
ら
れ
、
幾
つ
か
の
大
学
に
お
い
て
は
、
「
教
授
会
自
治
」
が
慣

行
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
問
の
自
由
を
は
じ
め
、
民
主
的
権
利
が
い
ち

じ
る
し
く
抑
圧
さ
れ
て
い
た
明
治
憲
法
下
の
大
学
で
も
、
大
学
の
自
治
が
大
学
の
生
命
と
し

て
求
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
道
へ
つ
き
進
む
な
か
で
、
学
問

の
自
由
も
大
学
の
自
治
も
壊
滅
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

敗
戦
に
よ
っ
て
、
明
治
憲
法
体
制
の
解
体
と
社
会
の
民
主
的
折
改
革
が
進
め
ら
れ
、
日
本

国
憲
法
と
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
憲
法
第
二
三
条
は
、
戦
前
の
大
学

自
治
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
学
問
の
自

由
」
の
保
障
を
明
文
化
し
ま
し
た
。
大
学
の
自
治
は
憲
法
の
こ
の
規
定
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、

国
公
立
大
学
の
学
長
・
教
員
に
閏
す
る
人
事
権
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
に
よ
っ
て
、
大
学

機
関
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
大
学
で
大
学
民
主
化
の
運
動
が
す
す
め
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
家
権
力
や
外
部
勢
力
に
よ
る
大
学
自
治
に
対
す
る
直
接
・
間
接
の
介
入
や
干

渉
は
あ
と
を
た
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
戦
争
の
前
夜
、
こ

ん
に
ち
の
新
制
大
学
制
度
が
発
足
し
た
一
九
四
九
年
か
ら
五
○
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
占

領
軍
総
司
令
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
イ
ー
ル
ズ
氏
が
、
日
本
各
地
の
大
学
で
講
演
を
行
な
い
、

一
定
の
思
想
・
信
条
を
も
つ
教
授
と
そ
の
同
調
者
の
追
放
（
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
）
を
強
く
求

め
た
事
件
、
警
察
官
が
密
か
に
大
学
に
立
ち
入
り
、
教
員
や
学
生
た
ち
の
言
動
を
偵
察
し
た

事
件
（
東
大
ポ
ポ
ロ
事
件
、
一
九
五
二
年
）
な
ど
が
あ
り
、
最
近
で
も
暴
力
学
生
の
犯
罪
行

為
を
口
実
に
、
大
学
に
断
わ
り
な
く
、
警
察
官
が
学
内
に
立
ち
入
る
事
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。ま

た
、
大
学
の
自
治
と
民
主
的
運
営
を
否
定
し
、
国
家
に
よ
る
統
制
を
強
め
よ
う
と
す
る

「
大
学
管
理
法
（
案
）
」
を
制
定
す
る
試
み
が
幾
度
と
な
く
く
り
か
え
さ
れ
て
き
ま
し
た
し
、

文
部
省
が
財
政
上
の
し
め
つ
け
を
テ
コ
と
し
て
、
国
立
大
学
の
人
事
や
教
学
方
針
に
干
渉
す

る
な
ど
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
脅
や
か
す
事
例
が
、
少
な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
介
入
や
干
渉
に
対
し
て
械
前
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
学
生
自
治
会

や
教
職
員
組
合
な
ら
び
に
教
授
会
連
合
な
ど
の
諸
組
織
が
抗
議
に
た
ち
あ
が
り
、
日
本
学
術

会
談
も
ま
た
「
学
問
・
思
想
の
自
由
委
員
会
」
を
常
置
し
、
政
府
の
危
険
な
文
教
政
策
に
対

し
て
批
判
と
抗
議
を
行
う
な
ど
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
守
り
、
こ
れ
を
一
層
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
大
き
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

六
○
年
代
末
、
大
学
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
は
六
○
年

代
に
急
増
し
ま
し
た
が
、
政
府
の
貧
困
な
文
教
予
算
の
た
め
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
私
立
大

学
に
よ
る
も
の
で
、
私
立
大
学
は
マ
ン
モ
ス
化
し
、
「
マ
ス
プ
ロ
教
育
」
が
一
般
化
し
、
ま

た
「
産
学
共
同
」
さ
ら
に
は
「
産
軍
学
共
同
」
を
め
ざ
し
た
大
学
再
編
成
ｌ
研
究
・
教
育
の

国
家
統
制
の
動
き
が
強
ま
り
、
大
学
の
危
機
が
進
行
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
多
く
の
大
学
に
お
い
て
大
学
民
主
化
斗
争
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
全
共
闘
運
動
」
に
よ
っ
て
事
態
は
き
わ
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
ま

し
た
。六

八
年
か
ら
六
九
年
に
か
け
て
「
全
共
闘
運
動
」
を
指
導
し
た
学
生
集
団
は
、
大
学
が
国

民
の
た
め
の
学
問
研
究
を
創
造
し
、
次
代
を
に
な
う
民
主
的
な
人
間
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
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て
い
る
事
実
を
み
ず
、
大
学
を
「
労
伽
力
商
仙
を
再
生
産
す
る
教
育
工
場
」
と
一
面
的
に
規

定
し
、
大
学
の
役
割
と
大
学
自
治
の
全
面
否
定
に
た
っ
て
「
大
学
解
体
」
を
叫
び
、
「
教
授

会
Ｉ
敵
」
論
を
展
開
し
、
学
舎
の
封
鎖
・
占
拠
、
教
育
・
研
究
施
設
の
破
壊
を
行
い
、
彼
ら

の
理
論
と
行
動
に
反
対
す
る
学
生
・
教
職
員
に
対
し
暴
力
的
攻
撃
を
加
え
、
自
治
組
織
を
破

壊
し
、
大
学
を
無
法
地
帯
化
し
ま
し
た
。
「
戦
後
民
主
主
義
は
虚
妄
で
あ
る
」
と
か
「
思
想

闘
争
を
実
力
で
解
決
す
る
」
な
ど
と
い
い
、
氏
主
的
ル
ー
ル
や
民
主
的
諸
組
織
を
無
視
し
た

彼
等
の
行
動
は
、
大
学
自
治
を
内
部
か
ら
掘
り
く
ず
し
、
国
家
権
力
に
よ
る
大
学
介
入
へ
の

道
を
ひ
ら
く
と
い
う
反
動
的
役
割
を
果
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
い
く
つ
か
の

大
学
に
お
い
て
は
、
学
生
自
治
組
織
が
今
な
お
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
再
建
さ
れ
ず
、
そ
の
こ
と

が
大
学
の
真
に
自
主
的
か
つ
民
主
的
な
発
展
を
さ
ま
た
げ
る
状
況
を
生
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
大
学
の
民
主
化
の
と
り
く
み
を

ふ
ま
え
て
、
学
生
自
治
会
・
教
職
員
組
合
と
教
授
会
と
の
民
主
化
の
た
め
の
共
同
闘
争
が
激

し
く
展
開
さ
れ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
大
学
の
自
治
を
「
教
授
会
自
治
」
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
の
限
界
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
、
大
学
の
管
理
・
運
営
の
民
主
化
を
求
め
る
諸
運
動
の
な

か
か
ら
、
本
学
の
よ
う
に
、
大
学
自
治
を
、
大
学
を
椛
成
す
る
教
員
・
職
員
・
大
学
院
生
・

学
生
な
ど
組
織
さ
れ
た
「
全
構
成
員
に
よ
る
自
治
」
と
し
て
明
確
化
し
、
「
国
民
の
た
め
の

大
学
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
と
り
く
み
が
進
み
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
全
構
成
員
の
自
治
に
よ
る
大
学
自
治
」
と
い
う
大
学
自
治
の
新
し
い
理
念

は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
学
に
お
け
る

民
主
主
義
が
新
し
い
発
展
段
階
に
到
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
代
社
会
の

諸
矛
盾
を
反
映
し
て
、
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
存
在
し
、
改
善
す

べ
き
諸
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的
教
訓
に
学
び
な
が
ら
、
「
全
構
成
員
に
よ
る
大

学
自
治
」
を
真
に
民
主
的
な
、
た
し
か
な
も
の
に
築
き
あ
げ
、
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
す

こ
と
が
、
い
ま
全
大
学
人
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
く
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
学
は
真
理
の
探
究
を
通
じ
て
社
会
的
現

実
を
正
し
く
科
学
的
に
批
判
し
、
現
代
に
生
き
る
国
民
の
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
未

第
二
節
全
構
成
員
の
自
治
と
し
て
の
大
学
自
治

来
を
創
造
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
批
判
的
性
格
を
も
つ
学
問
の
場
と
し
て
の
大
学
は
、
社
会
と
人
類
の
発
展
の

た
め
に
、
社
会
を
批
判
す
る
力
と
し
て
の
役
割
を
国
民
全
体
に
対
し
て
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
大
学
は
常
に
時
の
政
府
や
外
部
勢
力
に
よ
る
干
渉
や
統
制
に
さ
ら
さ

れ
る
危
険
性
の
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

大
学
は
、
そ
れ
ら
外
部
か
ら
の
不
当
な
介
入
を
は
ね
の
け
相
対
的
に
自
由
な
場
と
し
て
存

在
し
な
け
れ
ば
、
学
問
の
自
由
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
大
学
の
使
命
は
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
大
学
の
自
治
は
、
大
学
が
そ
う
し
た
使
命
を
は
た
す
上
で
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
国
民
全
体
か
ら
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
的
な
国
民
的
、
社

会
的
諸
運
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

大
学
構
成
員
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
上
に
た
っ
て
大
学
の
自
治
を
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
守
り
育
て
る
決
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
が
自
由
な
思
考
に
も
と
づ
く
祁

互
批
判
の
場
、
学
問
的
対
話
の
場
と
し
て
活
気
に
み
ち
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
学
の

自
治
と
は
、
そ
う
し
た
大
学
を
、
構
成
員
自
ら
不
断
に
形
成
し
て
い
く
保
障
と
し
て
存
在
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
そ
れ
は
、
教
員
・
職
員
・
院
生
・
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
研
究
教
育
の
創
造
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
内
か
ら
の
努
力
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
、
と
く
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
大
学
自
治
の
形
成
に
お
け
る
学
生
の
役

割
に
つ
い
て
で
す
。
学
生
は
、
学
問
研
究
の
方
法
・
成
果
を
批
判
的
に
学
習
し
、
そ
れ
を
継

承
発
展
さ
せ
る
も
の
と
し
て
教
育
を
受
け
る
権
利
を
も
ち
、
か
つ
自
ら
学
ぶ
も
の
と
し
て
研

究
の
自
由
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
立
命
館
大

学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
学
生
を
大
学
自
治
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
、

総
長
選
挙
や
学
部
長
選
挙
へ
の
学
生
の
参
加
を
禰
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員

加
盟
制
の
学
友
会
・
学
部
自
治
会
を
基
礎
と
し
た
学
生
の
自
治
を
尊
重
し
、
大
学
の
管
理
運

営
の
面
に
も
組
織
さ
れ
た
学
生
の
意
志
が
充
分
反
映
す
る
よ
う
な
民
主
的
体
制
と
諸
機
構
を

創
っ
て
き
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
自
治
組
織
の
基
礎
で
あ
り
運
動
の
出
発
点
と
な
る
の
は
ク
ラ
ス

で
す
。
ク
ラ
ス
で
は
学
生
が
日
常
的
な
活
動
を
行
な
う
な
か
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に

か
か
わ
る
問
題
や
、
教
学
・
厚
生
面
の
施
設
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
要
求
が
出
さ
れ
、
ク
ラ
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ス
の
代
表
を
通
し
て
自
治
会
、
学
友
会
へ
集
約
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
学
生
の
声
や
要
求
は
、
問
題
の
性
格
や
種
類
に
応
じ
て
五
者
会
談
（
学
部
協
議
会
）
や
全

学
協
議
会
・
学
振
懇
（
学
園
振
興
懇
談
会
）
の
場
で
討
議
さ
れ
ま
す
。

学
部
五
者
会
談
は
、
教
授
会
・
自
治
会
の
代
表
を
主
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
学
部
の
教
学

改
善
に
か
か
わ
る
問
題
を
協
議
し
、
全
学
協
議
会
・
学
振
懇
で
は
学
園
全
体
に
か
か
わ
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
全
学
の
意
志
を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
理
事
会
・
教
授
会
・
教
職
員
組
合

・
学
友
会
・
院
生
協
議
会
お
よ
び
生
活
協
同
組
合
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
な
ど
の
代
表
に
よ
る

協
議
が
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
本
学
が
戦
後
に
お
け
る
教
職
員
・
学
生
の
民
主
的
な
諸
運
動
の
発

展
を
基
礎
に
歴
史
的
に
築
き
上
げ
た
も
の
で
、
組
織
さ
れ
た
教
職
員
・
学
生
の
力
こ
そ
大
学

自
治
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

も
と
よ
り
、
教
員
・
職
員
・
院
生
・
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
州
対
的
な
独
自
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。
時
に
は
た
が
い
の
主
張
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
の
民
主
的
な
討
議
の
結
果
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
そ
の
違
い
に
つ
い

て
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
深
い
共
通
の
認
識
を
得
る
こ
と
と
、
全
体
の
合
意
が

得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
執
行
機
関
は
責
任
を
も
っ
て
そ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
本
学
が
他
大
学
に
先
が
け
て
実
施
し
た
小
集
団
教
育
の
実
践
や
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
衣
笠
一
拠
点
計
画
も
こ
う
し
た
全
学
の
確
認
に
従
っ
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
制
度
と
し
て
の
民
主
的
な
機
構
が
、
多
数
の
意
見
を
反
映
し
て
ど
れ
だ
け
実
質

的
な
機
能
を
は
た
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
猫
成
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど

れ
ほ
ど
大
学
自
治
の
に
な
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
集
団
と
し
て
の
意
志
決
定
に
ど
う

主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
学
生
に
あ
っ
て
は

学
ぶ
権
利
の
意
識
を
日
常
的
な
学
習
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
な
か
で
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ま
す
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
意
味
で
ク
ラ
ス
と
い
う
場
に
お
け
る
活
動
が
非
常
に
重
要

で
す
。
そ
こ
で
は
、
日
常
的
に
州
互
交
流
が
行
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
共
通
の
問
題
意
識
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
意
兇
の
違
い
が
生
じ
た
場
合
も
、
率
直
な
討
論
を
つ
う

じ
て
そ
の
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
合
う
条
件
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
自
ら
の
主
張

と
嬰
求
を
全
体
の
討
縦
の
な
か
で
確
か
め
、
そ
れ
を
組
織
的
に
集
約
し
な
が
ら
ク
ラ
ス
全
体
、

近
年
：
大
学
内
に
お
ほ
る
暴
力
行
為
が
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
に
か
か
わ
る
重
大
な

問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
定
の
政
治
的
主
張
を
背
景
と
し
て
、
意
図
的
・
継
続
的
・
集
団
的
に
な
さ
れ
る
大
学
構

成
員
へ
の
攻
撃
お
よ
び
大
学
施
設
の
破
壊
を
特
徴
と
す
る
こ
の
よ
う
な
「
暴
力
行
為
」
は
、

大
学
の
自
治
・
学
問
の
自
由
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
す
。
ま
ず
第
一
に
暴
力
行
為
は

そ
の
被
害
者
と
な
っ
た
大
学
柵
成
員
の
基
本
的
人
権
（
生
命
・
身
体
の
安
全
と
思
想
・
信
条

の
自
由
）
を
侵
害
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
て
の
「
大
学
紛
争
」
の
過
程
で
、

わ
が
立
命
館
大
学
で
も
一
、
○
○
○
名
に
お
よ
ぶ
重
軽
傷
者
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
後

逆
症
を
も
含
め
て
、
そ
の
人
た
ち
の
受
け
た
苦
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
つ
ぐ
な
い
き
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
に
、
暴
力
行
為
は
自
由
な
学
問
・
研
究
・
教
育
を
妨
害
す
る

も
の
で
す
。
学
問
的
な
立
場
の
違
い
や
政
治
的
・
思
想
的
な
兄
解
の
違
い
が
、
自
由
な
討
論

学
部
全
体
そ
し
て
全
学
の
も
の
へ
と
高
め
る
努
力
こ
そ
大
切
で
す
。

大
学
の
自
治
を
守
る
ｔ
で
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
民
主
的
な
手
続
き
の
重
視
と
い

う
こ
と
で
す
。
大
学
の
各
椛
成
員
の
白
主
的
活
動
を
相
互
に
尊
重
し
保
障
す
る
た
め
に
学
内

に
お
け
る
民
主
的
な
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
室
や
学
生
会
議
室
・
ホ
ー
ル
な
ど

の
使
用
に
際
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
教
室
使
用
届
や
集
会
届
な
ど
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
お
互

の
権
利
を
認
め
、
尊
重
し
、
相
互
調
整
す
る
た
め
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
集
会

の
自
由
は
、
学
問
の
自
由
、
大
学
の
自
治
を
発
展
さ
せ
る
上
で
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
だ
け

に
、
会
場
使
用
な
ど
に
つ
い
て
は
厳
し
く
お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

方
法
・
手
続
き
と
し
て
の
民
主
主
義
は
、
民
主
的
制
度
を
実
質
化
し
て
ゆ
く
う
え
で
の
前

提
条
件
で
す
。
そ
れ
が
無
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
と
き
は
、
制
度
そ
の
も

の
が
無
い
に
等
し
い
こ
と
に
な
り
、
構
成
員
の
自
主
性
・
積
極
性
は
失
わ
れ
、
集
団
と
し
て

の
す
ぐ
れ
た
力
も
発
揮
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
大
学
が
「
大
学

紛
争
」
の
な
か
で
学
ん
だ
教
訓
で
す
。

立
命
館
大
学
は
、
学
生
謂
君
が
学
生
自
治
組
織
の
橘
成
員
と
し
て
、
そ
の
活
動
に
民
主
的

な
手
続
き
を
尊
重
し
つ
つ
被
極
的
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

第
三
節
大
学
、
治
と
暴
力
間
題
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と
即
諭
的
検
討
と
に
よ
へ
》
て
で
は
な
く
腕
力
の
強
弱
や
集
間
の
大
小
に
よ
《
》
て
決
着
か
つ

け
ら
れ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
学
問
・
研
究
・
教
育
の
発
展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
第
三

に
、
恭
力
行
為
は
大
学
自
治
の
根
幹
を
な
す
民
主
的
ル
ー
ル
と
氏
主
的
諸
組
織
そ
の
も
の
を

破
壊
す
る
行
為
で
す
。
さ
ら
に
第
四
に
、
誰
力
行
為
は
大
学
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
失
な

わ
せ
、
警
察
的
取
締
ま
り
に
名
を
借
り
た
大
学
へ
の
介
入
を
時
の
政
府
に
許
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。以

上
の
こ
と
か
ら
明
、
な
よ
う
に
、
暴
力
行
為
は
大
学
と
は
州
容
れ
ず
、
学
問
・
研
究
・

教
育
の
発
展
へ
の
努
力
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
暴
力
行
為
を
行
な
う
集
団
の
な
か
に
自
分
た
ち
の
行
為
を
「
思
想
・
信
条
の

発
現
」
と
か
、
「
階
級
闘
争
の
実
践
」
な
ど
と
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
本
来
真
理
価
値
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
問
題
を
物
理

的
な
力
で
解
決
し
よ
う
と
考
え
る
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
社
会
的
に
は
と
う
て
い
認
め
ら
れ

よ
う
も
な
い
行
為
を
「
大
学
の
自
治
」
を
か
く
れ
み
の
に
し
て
押
し
通
そ
う
と
す
る
点
に
お

い
て
も
、
ま
っ
た
く
の
誤
り
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
逆
に
、
大
学

の
構
成
員
は
、
大
学
が
外
に
対
し
て
自
治
を
主
張
し
う
る
た
め
に
も
、
大
学
の
機
能
を
理
性

お
よ
び
人
間
人
格
の
全
面
的
展
開
と
い
う
人
類
普
遍
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
、
高
度

に
自
由
で
民
主
的
な
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
来
あ
る
べ
き
で
な
い
暴
力
行
為
が
大
学
に
お
い
て
為
さ
れ
た
場
合
、
大
学
は
自
ら
の
自

治
と
学
問
・
研
究
・
教
育
の
自
由
を
ま
も
り
、
構
成
員
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る

立
場
か
ら
最
大
限
の
努
力
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
方
法
は
、
大
学
の
使

命
と
本
質
に
ふ
さ
わ
し
く
、
批
判
と
説
得
を
基
本
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
害
者
が
学
生
で
あ
り
、
加
害
行
為
が
明
白
な
と
き
は
、
そ
の
も
の
に
対
す
る
教
育
的
指
導

を
通
じ
て
反
省
と
謝
罪
と
を
迫
り
、
再
度
暴
力
行
為
を
行
わ
な
い
確
約
を
求
め
ま
す
。
加
害

者
は
自
ら
の
行
為
が
被
害
者
の
人
権
の
重
大
な
侵
害
で
あ
り
、
大
学
の
自
治
に
対
す
る
破
壊

で
あ
る
こ
と
を
さ
と
る
な
ら
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
を
は
じ
め
と
し
て
、
被
害
の
回
復
の
た
め

の
責
任
あ
る
行
動
を
率
先
し
て
行
な
う
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
大
学
は
ま
た
、
暴
力
行
為
に

よ
っ
て
大
学
の
自
治
を
破
壊
し
た
者
に
対
し
て
、
規
則
に
て
ら
し
て
そ
の
違
反
行
為
を
処
分

手
９
る
こ
‐
と
非
ｂ
ふ
め
、
ふ
ま
手
，
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
学
内
の
暴
力
行
為
に
対
し
て
健
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
大
学
自
ら
の

力
で
こ
れ
を
処
理
す
べ
き
で
す
が
し
か
し
：
実
力
的
な
強
制
機
術
を
も
た
な
い
今
日
の
大
学

と
し
て
、
そ
の
と
り
う
る
手
段
に
限
界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

暴
力
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
大
学
構
成
員
が
、
加
害
者
を
告
訴
し
、
そ
の
処
罰
を

求
め
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
そ
の
者
の
市
民
的
な
権
利
と
自
由
に
属
す
る
こ
と
で
あ
り
、

何
人
も
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
内
で
お
こ
な
わ
れ
た

こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
司
法
機
関
が
必
要
か
つ
適
正
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
た
い
し
て

も
、
大
学
の
自
治
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
被
害
を
受
け
た
大
学
構
成
員
の
告
訴
は
、
被
害
者
個
人
の
市
民
的
な
権
利
の
行
使
に
と

ど
ま
ら
ず
、
暴
力
行
為
か
ら
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
守
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
の
経
験
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
警
察
は

と
も
す
れ
ば
過
剰
な
介
入
を
行
な
い
が
ち
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
対
し
て
は
、
充
分

な
警
戒
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
学
の
全
描
成
員
の
力
で
こ
れ
を
許
さ
な
い
体
制
を
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

近
年
、
大
学
自
治
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
介
入
・
侵
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
大
学
を
足
場
と

し
た
暴
力
行
為
な
ど
、
大
学
自
治
を
内
部
か
ら
危
く
す
る
事
態
と
結
び
つ
い
て
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
暴
力
行
為
に
対
し
て
は
毅
然
た
る
態
度
を
と
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
全
て
の
大
学
構
成
員
が
、
大
学
の
自
治
と
学
問

の
自
由
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
基
本
的
立
場
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す
。

以
上

－136－
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七
○
○
立
命
館
大
学
大
学
院
改
善
要
綱
☆

一
九
七
九
年
四
月
本
学
大
学
院
で
は
新
た
に
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
な
ら
び

に
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
、
こ
の
増
設
準

備
と
設
置
認
可
の
過
程
で
院
生
協
議
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
各
研
究
科
、
大
学
院
委
員

会
の
討
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

史
学
専
攻
博
士
課
程
お
よ
び
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
の
増
設
は
、
一
九
七
五
年
度
全
学

協
議
会
確
認
事
項
に
も
と
づ
き
、
そ
の
準
備
が
当
該
研
究
科
お
よ
び
大
学
院
委
員
会
に
お
い

て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
過
程
で
両
専
攻
博
士
課
程
の
新
設
は
、
「
大
学
院
設

置
基
準
」
に
形
態
上
は
制
約
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
新
設
専
攻
の
み
な
ら
ず
既
設
の
研
究

科
に
お
い
て
も
、
学
則
改
正
・
組
織
変
更
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
の
新
た
な
事
情
の
も
と
で
；
大
学
院
各
研
究
科
、
大
学
院
委
員
会
な
ら
び
に
院
生

協
議
会
は
、
「
大
学
院
設
置
基
準
」
に
か
か
わ
っ
て
の
本
学
大
学
院
の
在
り
方
、
本
学
大
学

院
の
歴
史
的
総
括
と
内
容
充
実
の
方
向
、
学
則
改
正
の
趣
旨
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た

本
学
大
学
院
の
教
学
理
念
と
学
則
上
の
表
現
と
の
関
連
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
申
合

せ
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
討
議
を
つ
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
「
立
命
館
大
学

大
学
院
改
善
要
綱
」
と
し
て
文
蒋
に
の
こ
す
必
要
を
認
め
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
「
要
綱
」
は
、
も
ち
ろ
ん
学
則
と
し
て

の
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
大
学
院
委
員
会
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
各

数
学
機
関
の
合
意
お
よ
び
院
生
協
談
会
と
の
棚
互
の
確
認
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
し
か
し
、
院
生
協
議
会
と
の
間
で
不
一
致
点
を
残
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
院
生

協
誰
会
と
大
学
院
委
員
会
と
の
間
で
民
主
的
に
諭
談
を
深
め
、
合
意
を
つ
く
り
あ
げ
る
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
院
教
学
の
実
態
は
こ
の
「
要
綱
」
だ

け
で
汲
み
つ
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
教
学
の
現
場
で
こ
の
「
要
綱
」
の
精

神
が
実
践
的
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

は
じ
め
に

一
九
七
九
（
昭
五
四
）
・
六
大
学
院
委
員
会

ｌ
立
命
館
大
学
大
学
院
の
理
念

立
命
館
大
学
大
学
院
の
教
学
理
念
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
の
全
学
的
討

議
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
「
大
学
院
問
題
対
策
に
関
す
る
メ
モ
」
で
の
規
定
を
基
本
と
し
、

そ
の
後
の
度
重
な
る
全
学
的
諸
機
関
で
の
討
議
、
と
り
わ
け
一
九
七
二
年
の
大
学
院
各
専
攻

課
程
の
新
増
設
を
め
ぐ
る
全
学
的
討
議
、
さ
ら
に
一
九
七
五
年
の
「
全
学
協
議
会
確
認
事
項
」

に
お
い
て
深
め
ら
れ
、
確
認
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
立
命
館
大
学
に
お
け
る
大
学
院
の
理
念
と
位
置
づ
け
は
、
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
て
国

民
的
立
場
に
立
っ
た
民
主
的
研
究
者
養
成
の
機
関
で
あ
る
。
」
二
九
七
五
年
「
全
学
協
確

認
事
項
」
）

と
い
う
基
本
規
定
が
そ
れ
で
あ
る
。

㈹
「
学
部
教
学
を
推
礎
と
す
る
」
と
い
う
意
味

こ
れ
は
、
二
つ
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
に

も
と
づ
く
「
平
和
と
民
主
主
義
」
を
教
学
理
念
の
基
本
と
し
、
そ
の
理
念
の
実
現
の
た

め
に
現
代
に
お
け
る
国
民
的
課
題
と
要
請
に
こ
た
え
る
教
育
・
研
究
を
創
造
し
、
そ
の

た
め
に
教
育
・
研
究
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
推
進
を
め
ざ
す
と
い
う
基

本
的
立
場
は
、
そ
の
ま
ま
大
学
院
の
教
学
理
念
と
し
て
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
学
部
教
学
が
大
学
院
教
学
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
は

な
ら
ず
、
学
部
教
学
の
充
実
の
上
に
大
学
院
の
研
究
・
教
育
が
作
り
ｔ
げ
ら
れ
、
大
学

院
の
研
究
・
敬
育
の
充
実
に
よ
っ
て
学
部
教
学
の
一
層
の
充
実
が
す
す
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｉ
理
念

一
九
七
九
年
，
六
月

大
学
院
委
員
会

ワ
ー

ｎ
ｏ

１
０
１
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ロ
ー
氏
、
薩
的
研
究
術
の
養
ゞ
戒
」
と
い
う
迩
味

こ
の
点
を
も
っ
と
も
明
確
に
規
定
し
た
の
は
、
一
九
七
二
年
七
月
の
「
大
学
院
の
将

来
汁
凹
に
か
か
わ
る
華
本
視
点
」
（
第
五
一
四
Ｍ
大
学
協
縦
会
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ほ
ぼ
次
の
三
つ
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。

①
氏
主
主
義
こ
そ
学
問
を
発
展
さ
せ
る
土
壌
で
あ
り
、
学
問
こ
そ
民
主
主
義
の
内
容

を
豊
か
に
す
ね
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
る
こ
と
。

②
つ
ね
に
国
民
的
課
題
と
か
か
わ
ら
せ
て
自
ら
の
研
究
課
題
を
考
え
、
そ
の
研
究
の

な
か
で
自
己
の
「
社
会
的
責
任
」
を
追
求
し
、
創
造
的
研
究
と
社
会
的
実
践
を
統
一

す
る
こ
と
。

③
そ
の
た
め
に
、
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
広
い
視
野
を
も
ち
、
諸
科
学
と
く

に
隣
接
科
学
に
対
す
る
深
い
総
合
的
知
識
を
も
つ
必
要
が
あ
り
、
専
門
の
枠
を
こ
え

た
共
同
研
究
・
協
力
体
制
の
創
造
を
追
求
す
る
こ
と
。

こ
の
三
つ
の
規
定
は
、
現
時
点
で
も
継
承
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
各
研
究
科
懇
談
会
や
大
学
院
懇
談
会
で
討
議
さ
れ
、
了
解
さ

れ
た
「
研
究
者
」
の
概
念
を
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
研
究
者
」
と
い
う
の

は
大
学
教
員
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
粥
研
究
機
関
や
諸
団
体
に
お
け
る
調
査
・
研

究
に
た
ず
さ
わ
る
者
、
さ
ら
に
は
人
文
科
学
と
く
に
史
学
や
文
学
な
ど
の
領
域
で
か
な

り
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
等
学
校
・
中
学
校
教
員
の
場
合
で
も
教
員
で
あ
る
と
同

時
に
研
究
者
と
し
て
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
人
達
の
存
在
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

仰
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
性
格
づ
け

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
の
「
大
学
院
問
題
対
策
に
関
す
る
メ
モ
」
が
明

ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
修
士
課
程
は
、
学
部
に
お
け
る
一
般
的
教
養
な
ら
び
に
専
門
的
学

力
の
基
礎
の
上
に
た
っ
て
、
よ
り
広
い
科
学
的
視
野
の
も
と
に
専
攻
分
野
を
研
究
し
、

精
徴
・
深
遠
な
学
識
と
研
究
能
力
と
を
養
う
過
程
で
あ
り
、
ま
た
、
博
士
課
程
は
、
科

学
的
で
独
創
的
な
研
究
に
よ
っ
て
従
来
の
学
術
水
準
に
新
し
い
知
見
を
加
え
、
国
民
的

要
請
に
こ
た
え
る
科
学
・
技
術
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
専
攻
分
野
に
関
し
て

研
究
を
指
導
し
う
る
能
力
を
養
う
過
程
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

今
日
、
大
学
院
研
究
科
の
新
・
増
設
は
、
「
大
学
院
設
置
基
準
」
二
九
七
四
・
六

２
｜
：
大
学
院
問
題
懇
談
会
」
の
中
間
報
告
（
一
九
七
八
・
八
・
二
五
）
に
つ
い
て

文
部
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
大
学
院
問
題
懇
談
会
」
は
、
一
九
七
八
年
八
月
二

五
日
「
大
学
院
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
」
と
い
う
中
間
報
告
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
今
後
、
修
士
課
程
は
「
社
会
的
要
請
に
こ
た
え
得
る
明
確
な
目
的
・
内
容
を
有
す
る
場

合
に
認
め
る
」
と
い
い
、
「
大
学
院
設
置
基
準
」
の
「
修
士
課
程
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
て

精
深
な
学
識
を
授
け
、
専
攻
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
高
度
の
専
門
性
を
要
す
る
職
業

等
に
必
要
な
高
度
の
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
（
第
三
条
）
と
い
う
規
定
の
「
又

は
」
以
下
に
い
ち
ぢ
る
し
く
傾
斜
し
た
方
向
性
を
打
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
士
課
程
に
つ

い
て
は
、
「
修
了
者
の
進
路
に
問
題
が
多
く
、
今
後
の
需
給
動
向
も
予
測
し
が
た
い
た
め
」

そ
の
新
設
に
つ
い
て
は
「
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
い
、
「
博
士
課
程
修
了
者
が

大
学
等
に
お
け
る
研
究
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
今
後
ま
す
ま
す
複
雑
高
度
化
す
る
社
会
の

諸
分
野
で
状
況
の
変
化
に
適
切
に
対
処
し
、
新
し
い
局
面
を
切
り
開
く
こ
と
の
で
き
る
人
材

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
一
」
の
こ
と
は
、
④
博
士
課
程
新
設

の
チ
ェ
ッ
ク
志
向
、
＠
博
士
課
程
の
職
業
人
養
成
化
志
向
、
⑧
さ
ら
に
大
学
院
間
の
隔
差
づ

く
り
と
い
う
、
看
過
で
き
な
い
問
題
性
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
も
、
博
士
課
程
に
つ
い
て
の
性
格
変
更
（
＠
）
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
も
の

が
修
了
者
の
需
給
動
向
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
「
需
給
動

向
」
は
現
在
の
需
給
関
係
を
固
定
的
に
と
ら
え
、
わ
が
国
に
お
け
る
学
術
体
制
の
将
来
展
望

に
つ
い
て
根
本
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
点
で
問
題
で
あ
る
。
今
日
の
大
学
院
問
題
は
、

高
等
教
育
全
体
と
の
関
連
の
な
か
で
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
（
Ｓ

五
一
・
五
「
立
命
館
大
学
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
Ｐ
一
・
一
’
二
㈹
参
照
）

・
二
○
文
部
省
令
第
二
八
号
Ｉ
七
・
六
⑳
五
・
三
一
改
正
）
お
よ
び
「
大
学
院
設
置
帝
査

基
準
要
項
」
二
九
七
四
・
九
・
二
七
、
七
五
・
九
・
二
六
改
正
）
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
、
博
士
課
程
を
設
置
し
え
な
い
専
攻
に
お
い
て
は
修
士
課
程
を
、
博
士
課
程
に
お
い

て
は
前
期
課
程
と
後
期
課
程
を
設
置
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
制
度
上
は
こ
の
よ
う

な
制
約
を
う
け
る
と
し
て
も
、
本
学
に
お
け
る
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
前
期
課

程
と
博
士
課
程
後
期
課
程
の
性
格
づ
け
に
関
し
て
は
、
六
五
年
以
来
の
確
認
を
継
承
す

プ
（
ず
○
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一
九
七
五
年
の
「
全
学
協
議
会
確
認
事
項
」
は
、
「
博
士
課
程
未
設
置
専
攻
は
、
そ
の
設

置
に
最
大
の
努
力
を
は
ら
う
。
（
文
学
研
究
科
で
は
一
九
七
六
年
度
か
ら
調
査
委
員
会
を
も
う

け
そ
の
条
件
を
追
求
す
る
。
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
は
七
八
年
度
を
目
標
に
設
置
す
べ
く

努
力
す
る
。
数
学
専
攻
大
学
院
の
設
置
に
つ
い
て
は
七
六
年
度
中
に
そ
の
た
め
の
条
件
と
方

針
を
明
確
に
す
る
）
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
確
認
に
も
と
づ
い
て
、
各
研
究
科
、
大
学
院
委

員
会
は
協
同
し
て
取
り
く
み
、
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
土

木
工
学
専
攻
博
士
課
程
に
つ
い
て
一
九
七
九
年
四
月
開
設
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
文
学
研
究

科
英
米
文
学
専
攻
お
よ
び
心
理
学
専
攻
博
士
課
程
と
数
学
専
攻
大
学
院
設
置
問
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
検
討
す
る
。

Ⅱ
文
学
研
究
科
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
の
博
士
課
程
新
設
に
つ
い
て

本
学
大
学
院
の
教
学
理
念
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
書
わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
い
ま

い
っ
た
よ
う
な
動
き
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
直
視
し
、
将
来
に
お
け
る
わ
が
国
の
学
術

体
制
を
ど
の
よ
う
に
描
築
す
る
か
と
い
う
根
本
問
題
に
ま
で
迫
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○１

文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
に
つ
い
て

㈹
一
九
七
五
年
「
全
学
協
確
認
」
は
、
「
民
主
的
研
究
者
養
成
と
い
う
理
念
か
ら
み
る

と
と
く
に
文
学
研
究
科
、
理
工
学
研
究
科
は
、
院
生
の
教
学
実
態
と
要
求
に
こ
た
え
う

る
指
導
体
制
・
教
学
諸
条
件
な
ど
に
お
い
て
立
ち
お
く
れ
て
い
る
点
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
研
究
科
の
指
導
体
制
お
よ
び
教
学
諸
条
件
な
ど
の
一
層
の
改
善
の
方
向
を
明
確

に
す
る
。
」
と
指
摘
し
た
。
一
九
七
六
年
五
月
八
日
の
「
立
命
館
大
学
大
学
院
の
現
状
と

課
題
」
（
大
学
院
委
員
会
）
は
、
こ
の
問
題
指
摘
に
対
す
る
改
善
策
を
提
起
し
、
そ
の

後
、
文
学
研
究
科
委
員
会
で
も
改
善
の
た
め
の
努
力
を
つ
み
重
ね
て
き
た
。
史
学
専
攻

博
士
課
程
の
設
置
は
、
そ
の
努
力
の
う
え
に
立
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

㈲
史
学
専
攻
博
士
課
程
の
も
つ
積
極
的
意
味
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。

①
歴
史
掌
の
動
向
に
て
ら
し
て
、
日
本
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
の
研
究
・
数
育
の
方

向
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
史
な
い
し
世
界
史
的
視
野
か
ら
と
ら
え
直
す
と
い
う
方
法
上
の

２
．
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
に
つ
い
て

㈹
理
工
学
研
究
科
各
専
攻
に
か
ん
し
て
も
「
七
五
全
学
協
確
認
」
に
お
い
て
、
そ
の
指

導
体
制
上
の
問
題
点
が
明
確
に
さ
れ
た
。
そ
の
指
摘
を
正
し
く
う
け
と
め
、
七
六
年
五

月
の
大
学
院
委
員
会
文
書
は
、
複
数
指
導
制
の
実
質
化
と
理
工
学
研
究
所
の
研
究
グ
ル

ー
プ
へ
の
院
生
の
参
加
保
障
等
の
方
針
を
提
起
し
た
。
こ
の
提
起
に
こ
た
え
て
理
工
学

研
究
科
委
員
会
で
は
、
積
極
的
な
努
力
を
つ
み
重
ね
て
き
た
。
土
木
工
学
専
攻
博
士
課

程
の
設
置
は
、
そ
う
し
た
努
力
の
上
に
た
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
実

現
に
よ
っ
て
理
工
学
研
究
科
全
体
の
一
照
の
発
展
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

口
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
の
も
つ
桜
極
的
意
味
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
近
年
の
土
木
事
業
の
大
規
模
化
・
堕
的
拡
大
に
と
も
な
っ
て
生
じ
て
き
た
多
く
の

諸
問
題
、
と
り
わ
け
安
全
性
と
経
済
性
を
科
学
的
・
技
術
的
に
解
明
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
技
術
の
高
度
化
が
一
面
に
お
い
て
は
国
民
の
生
活
を
豊
か
に
さ
せ
た

も
の
の
、
他
面
に
お
い
て
技
術
と
生
活
と
の
間
に
歪
み
を
生
じ
さ
せ
た
点
も
あ
る
。

い
史
学
専
攻
博
士
課
程
の
設
置
過
程
で
そ
れ
が
㈲
に
述
べ
た
被
極
性
を
も
っ
た
い

こ
の
積
極
性
を
学
部
学
科
お
よ
び
大
学
院
他
専
攻
に
つ
い
て
も
具
体
化
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
真
剣
に
討
議
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
と
東
洋
文
学

思
想
専
攻
博
士
課
程
お
よ
び
英
米
文
学
専
攻
修
士
課
程
の
一
体
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
領
域
で
は
歴
史
学
と
異
な
っ
て
そ
の
研
究
方
法
上
の
ち
が
い
が

あ
り
、
学
問
的
な
意
味
か
ら
そ
の
一
体
化
は
現
時
点
に
お
い
て
は
不
可
能
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。

③
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
部
学
科
学
生
に
た
ぃ
す
る
教
育
内
容
の
向
上
に
寄
与
す

転
換
を
お
こ
な
う
。

②
上
の
観
点
か
ら
、
従
来
の
Ⅱ
本
史
・
東
洋
史

上
の
観
点
か
ら
従
来
の
Ⅱ
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
と
い
う
分
立
的
な
修
士
課

程
を
史
学
専
攻
と
し
て
一
体
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
員
お
よ
び
院
生
の
研
究
の
共

同
化
・
総
合
化
を
お
し
す
す
め
る
体
制
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
に
新
し

い
学
問
体
系
を
つ
く
り
出
す
。
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３
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
新
設

に
伴
な
う
他
専
攻
課
程
の
改
組
に
つ
い
て

㈹
改
組
の
方
法

両
専
攻
博
士
課
程
の
新
設
は
、
「
大
学
院
設
置
基
準
」
に
形
態
上
は
制
約
さ
れ
ざ
る

を
え
ず
、
新
設
専
攻
の
み
な
ら
ず
既
設
の
博
士
課
程
を
も
つ
研
究
科
に
お
い
て
も
組
織

変
更
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
経
営
学

研
究
科
、
社
会
学
研
究
科
お
よ
び
文
学
研
究
科
の
西
洋
哲
学
・
日
本
文
学
・
東
洋
文
学

思
想
・
地
理
学
専
攻
、
理
工
学
研
究
科
の
物
理
学
・
応
用
化
学
・
電
気
工
学
・
機
械
工

学
専
攻
に
お
い
て
は
、
従
来
の
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
を
博
士
課
程
に
統
一
し
、

そ
れ
を
博
士
課
程
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
す
る
。
但
し
、
文
学
研
究
科
西
洋
哲
学
専

攻
に
お
い
て
は
当
分
の
間
、
博
士
課
程
前
期
課
程
は
哲
学
専
攻
・
後
期
課
程
は
西
洋
哲

学
専
攻
、
東
洋
文
学
思
想
専
攻
に
あ
っ
て
は
博
士
課
程
前
期
課
程
を
東
洋
思
想
専
攻
・

後
期
課
程
を
東
洋
文
学
思
想
専
攻
と
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
名
称
を
後
期
課
程

の
名
称
に
統
一
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

ま
た
、
文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
お
よ
び
心
理
学
専
攻
に
つ
い
て
は
修
士
課
程
と

し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
博
士
課
程
の
設
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

㈲
過
渡
措
置
に
つ
い
て

上
記
の
各
研
究
科
の
改
組
に
と
も
な
っ
て
、
次
の
よ
う
な
過
渡
的
措
置
を
と
る
。
す

な
わ
ち
、
現
在
修
士
課
程
に
在
籍
す
る
院
生
で
さ
ら
に
進
学
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定

の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
の
ち
、
一
九
七
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
発
足
す
る
博
士
課
程

後
期
課
程
へ
入
学
さ
せ
る
。
旧
制
度
で
の
博
士
課
程
在
籍
者
は
、
旧
学
則
に
よ
り
単
位

を
修
得
さ
せ
る
。

今
後
雲
こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
し
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
新
し
い
土
木
工
学
の

創
造
を
め
ざ
す
。

③
そ
の
た
め
に
理
工
学
研
究
科
各
専
攻
課
程
と
の
共
同
化
・
総
合
化
の
方
向
を
追
求

す
る
。

④
以
上
の
洲
点
の
具
体
的
追
求
に
よ
っ
て
、
学
部
学
科
に
お
け
る
教
育
内
容
の
い
っ

そ
う
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

４
．
条
文
上
の
表
示
と
そ
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て

文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
の
新

設
に
と
も
な
い
、
本
学
大
学
院
学
則
は
「
大
学
院
設
置
基
準
」
に
沿
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

「
Ｉ
理
念
」
そ
の
他
の
個
所
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
学
則
上
の
表
示
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
本
学
大
学
院
の
教
学
理
念
を
堅
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
る
条
項
は
具
体

的
に
は
、
次
の
よ
う
に
実
施
す
る
。

㈹
「
大
学
院
設
置
基
準
」
規
定
と
「
本
学
学
則
」
の
相
違
点

机
遠
点
の
根
本
的
な
個
所
は
、
「
大
学
院
設
置
埜
準
」
第
三
条
・
第
四
条
の
規
定
す

る
と
こ
ろ
と
、
「
本
学
学
則
」
第
二
条
の
規
定
に
あ
る
。
「
大
学
院
設
置
基
準
」
第
三

条
は
、
「
修
士
課
程
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
精
深
な
学
識
を
授
け
、
専
攻
分
野
に
お

け
る
研
究
能
力
又
は
高
度
の
専
門
性
を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
能
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
い
い
、
第
四
条
は
「
博
士
課
程
は
専
攻
分
野
に
つ
い
て
研
究
者
と
し

て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
簡
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊

か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
学
院
設
置
基
準
」

の
第
三
条
．
第
四
条
を
「
本
学
学
則
」
で
は
第
二
条
に
一
括
し
た
。
そ
の
意
図
は
本
学

が
こ
れ
ま
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
修
士
課
程
と
博
士
課
程
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
堅

持
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
参
考
）

「
大
学
院
設
置
基
準
」
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
○
日
文
部
省
令
第
二
八
号
）

（
修
士
課
程
）

第
三
条
修
士
課
程
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
精
深
な
学
識
を
授
け
、
専
攻
分
野
に
お
け

る
研
究
能
力
又
は
高
度
の
専
門
性
を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
高
度
の
能
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

２
修
士
課
程
の
修
業
年
限
は
、
二
年
と
す
る
。

（
博
士
課
程
）

第
四
条
博
士
課
程
は
、
専
攻
分
野
に
つ
い
て
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行

う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目

・
的
と
す
る
。

２
博
士
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
、
五
年
と
す
る
。
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３
博
士
課
程
は
、
こ
れ
を
前
期
二
年
及
び
後
期
三
年
の
課
程
に
区
分
し
、
又
は
こ
の

区
分
を
設
け
な
い
も
の
と
す
る
。

４
前
期
二
年
及
び
後
期
三
年
の
課
程
に
区
分
す
る
博
士
課
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
前

期
二
年
の
課
程
は
、
こ
れ
を
修
士
課
程
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

５
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
後
期
三
年
の
課
程
の
み
の
博
士
課
程
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
、
三
年
と
す
る
。

「
本
大
学
大
学
院
学
則
」

第
二
条
本
大
学
院
に
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
を
置
く
。

修
士
課
程
は
、
学
部
に
お
け
る
一
般
的
並
び
に
専
門
的
教
養
の
基
礎
の
上
に
広
い
視
野

に
立
っ
て
、
専
攻
分
野
を
研
究
し
、
精
深
な
学
識
と
研
究
能
力
と
を
養
う
も
の
と
す
る
。

博
士
課
程
は
、
独
創
的
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来
の
学
術
水
準
に
新
し
い
知
見
を
加
え
、

文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
専
攻
分
野
に
関
し
、
研
究
を
指
導
す
る
能
力
を

養
う
も
の
と
す
る
。

㈲
「
本
学
学
則
」
第
一
○
条
の
適
用
に
つ
い
て

こ
の
第
一
○
条
は
「
大
学
院
設
置
基
準
」
第
一
七
条
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
項
の
後
段
「
た
だ
し
」
以
下
を
本
学
で
も
適
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

院
生
の
権
利
を
保
障
す
る
有
利
な
条
項
で
あ
る
か
ら
適
用
の
可
能
性
の
道
を
開
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
大
学
院
委
員
会
に
お
い
て
提
超
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
大
学
院
設
置
基
準
」
第
一
七
条
の
規
定
は
、
そ
の
第
三
条
修
士
課
程
の
目
的
条
項
お

よ
び
第
四
条
博
士
課
程
の
目
的
条
項
と
切
り
は
な
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
「
大
学
院
設
置
基
準
」
第
一
七
条
に
制
約
さ
れ
て
挿
入
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
「
本
学
学
則
」
第
一
○
条
の
「
た
だ
し
」
以
下
は
安
易
に
適
用
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
い
う
点
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

（
参
考
）

「
本
大
学
大
学
院
学
則
」

第
一
○
条
本
大
学
院
に
お
い
て
博
士
の
学
位
を
得
る
た
め
に
は
、
博
士
課
程
に
五
年
（
博

士
課
程
前
期
課
程
又
は
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
に
お
け
る

二
年
の
在
学
期
間
を
含
む
。
）
以
上
在
学
し
て
、
正
規
の
授
業
を
受
け
、
所
定
の
専
門

科
目
中
法
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
』
経
営
学
研
究
科
及
び
社
会
学
研
究
科
に
あ
っ

て
は
四
二
単
位
以
上
、
文
学
研
究
科
に
あ
っ
て
は
三
六
単
位
以
上
、
理
工
学
研
究
科
に

あ
っ
て
は
三
○
単
位
以
上
を
修
得
す
る
と
と
も
に
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
独

創
的
研
究
に
基
づ
く
博
士
論
文
を
提
出
し
、
か
つ
そ
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
在
学
期
間
に
関
し
て
は
、
優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ

た
者
に
つ
い
て
は
、
三
年
（
博
士
課
程
前
期
課
程
又
は
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ

っ
て
は
、
当
該
課
程
に
お
け
る
二
年
の
在
学
期
間
を
含
む
。
）
以
上
在
学
す
れ
ば
足
り

る
も
の
と
す
る
。

例
「
本
学
学
則
」
第
一
三
条
に
つ
い
て

在
学
年
数
に
か
ん
す
る
本
条
の
規
定
は
、
本
学
の
旧
規
程
第
八
条
「
修
士
の
学
位
を

得
る
た
め
に
は
、
二
年
以
上
四
年
以
内
在
学
し
」
と
い
う
条
項
と
、
第
九
条
「
博
士
の

学
位
を
得
る
た
め
に
は
、
三
年
以
上
六
年
以
内
在
学
し
」
と
い
う
条
項
に
由
来
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
正
を
検
討
し
た
が
、
各
研
究
科
懇
談
会
お
よ
び
大
学
院
懇
談

会
で
な
お
最
終
的
合
意
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
旧
規
程
を
「
学
則
」
第
一
三
条
に
そ

の
ま
ま
盛
り
こ
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
経
過
を
も
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
学

則
」
第
一
三
条
に
つ
い
て
、
昭
和
五
三
年
度
第
六
回
大
学
院
委
員
会
は
次
の
よ
う
な
見

解
を
議
事
録
と
し
て
証
録
し
て
い
る
。
「
大
学
院
委
員
会
お
よ
び
各
研
究
科
委
員
会
で

は
、
在
学
年
限
に
つ
い
て
博
士
課
程
前
期
課
程
又
は
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
三
年
、
博

士
課
程
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
四
年
の
も
つ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
学
則
Ｉ
は
従
来
通
り

の
四
年
・
六
年
と
す
る
が
、
本
「
要
綱
」
の
内
で
は
、
博
士
課
程
前
期
課
程
又
は
修
士

課
程
に
あ
っ
て
は
三
年
、
博
士
課
程
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
四
年
と
し
て
厳
重
に
運
用

し
、
例
外
と
な
る
場
合
に
は
、
大
学
院
委
員
会
の
承
認
を
得
る
と
い
う
点
で
の
意
見
の

一
致
を
み
た
。
」

こ
の
よ
う
な
見
解
が
ま
と
め
ら
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
基
準
の
年
限
内
に
お
い
て
院

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
の
目
的
を
達
成
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
研
究
科
委
員
会
と
り
わ

け
指
導
教
員
も
ま
た
そ
れ
に
向
け
て
責
任
を
も
っ
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
研
究
科
の

進
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
参
考
）

「
本
大
学
大
学
院
学
則
」
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１
指
導
体
制
に
つ
い
て

「
七
五
全
学
協
確
認
」
に
お
け
る
大
学
院
問
題
に
か
ん
す
る
最
大
の
問
題
点
と
し
て
指
摘

さ
れ
た
の
は
、
指
導
体
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。
七
六
年
五
月
の
大
学
院
委
員
会
文
井
（
「
立
命

館
大
学
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
）
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
改
善
策
を
提
起
し
、
そ
れ
に
も

と
づ
い
て
各
研
究
科
お
よ
び
大
学
院
委
員
会
と
し
て
は
極
力
改
善
の
努
力
を
つ
み
重
ね
、
一

定
の
改
押
を
実
現
し
て
き
た
。
し
か
し
、
な
お
具
体
的
に
考
慮
す
べ
き
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

㈹
複
数
指
導
制

本
学
で
は
、
単
独
指
導
が
学
問
研
究
の
閉
鎖
性
を
も
た
ら
し
、
教
員
と
院
生
と
の
関
係

を
個
人
的
・
閉
鎖
的
な
も
の
に
す
る
危
険
性
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
複
数
指
導

制
を
と
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。
複
数
指
導
制
と
い
う
の
は
、
主
た
る
指
導
教
員
（
主
ゼ

ミ
あ
る
い
は
論
文
指
導
）
の
ほ
か
に
、
院
生
の
専
攻
分
野
に
関
係
あ
る
教
員
が
参
加
し
、

複
数
の
教
員
で
院
生
の
指
導
に
あ
た
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
研
究
を

指
導
し
て
い
く
上
に
お
い
て
、
現
在
の
学
問
の
研
究
状
況
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
と
ら

え
、
そ
れ
を
の
り
こ
え
る
問
題
意
識
と
方
法
を
多
面
的
・
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
複
数
指
導
制
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
に
な
う
の

は
主
た
る
指
導
教
員
で
あ
る
。

複
数
指
導
制
は
、
院
生
ば
か
り
で
な
く
教
員
相
互
間
の
研
究
の
前
進
に
と
っ
て
も
か
な

り
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
今
日
な
お
克
服
す
べ
き
い
く
つ
か
の
問
題

が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
複
数
指
導
に
当
る
べ
き
教
員
の
側
の
条
件
ｌ
例
え
ば
内
・
外
留
、

学
部
の
時
間
割
、
役
職
、
持
時
間
な
ど
ｌ
の
た
め
に
、
時
間
割
編
成
上
、
あ
る
い
は
指
導

体
制
の
確
立
の
面
で
一
定
の
困
難
を
生
じ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
主
ゼ
ミ
設
置
に
と
も

な
っ
て
、
論
文
指
導
は
強
化
さ
れ
、
院
生
の
執
筆
論
文
の
水
準
は
か
な
り
高
く
な
っ
た
も

の
の
、
逆
に
狭
い
「
専
門
主
義
」
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
は
、
複
数
指
導
制
に

お
け
る
指
導
責
任
が
不
明
確
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で

Ⅲ
大
学
院
教
学
内
容
の
改
善
に
つ
い
て

第
一
三
条
本
大
学
院
に
お
け
る
在
学
年
数
は
、
博
士
課
程
前
期
課
程
又
は
修
士
課
程
に

あ
っ
て
は
四
年
、
博
士
課
程
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
六
年
を
限
度
と
す
る
。

あ
る
こ
こ
れ
ら
の
識
課
題
に
つ
い
て
は
、
各
研
究
科
に
お
い
て
そ
の
体
制
を
整
備
す
る
た

め
の
条
件
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
第
一
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
学
協

議
会
で
す
で
に
決
定
を
み
て
い
る
よ
う
に
、
人
文
・
社
会
系
教
員
の
持
時
間
は
院
担
当
を

ふ
く
め
て
一
二
時
間
と
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
指
導
体
制
を
確
立
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第

二
は
院
生
自
身
の
学
問
に
た
い
す
る
主
体
的
努
力
に
侯
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
第
三
に
つ

い
て
は
大
学
院
委
員
会
・
各
研
究
科
委
員
会
と
し
て
た
え
ず
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

口
共
同
指
導
体
制

本
学
で
は
、
研
究
科
委
員
会
が
全
体
と
し
て
院
生
の
研
究
に
関
心
を
も
ち
、
進
路
に
つ

い
て
も
配
慮
す
る
と
い
う
方
針
を
も
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
今
後
さ
ら
に
強
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
七
六
年
五
月
の
大
学
院
委
員
会
の
提
起
を
各
研
究
科
が

よ
り
具
体
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
教
員
の
共
同
研
究
会
へ
の
院
生
の
参
加

こ
れ
は
各
研
究
科
に
お
い
て
か
な
り
前
進
し
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え

な
い
。
院
生
の
こ
う
し
た
研
究
会
へ
の
参
加
は
、
か
な
り
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
討
論
へ
の
参
加
は
不
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
員
の
参
加
が
必
ず
し
も
よ
く

な
い
と
い
う
問
題
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
人
文
・
社
会
系
学
部
に
あ

っ
て
は
共
同
研
究
会
や
人
文
科
学
研
究
所
の
諸
研
究
会
の
た
め
に
、
従
来
か
ら
金
眺
日

凹
描
時
以
降
を
あ
て
る
こ
と
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
教
員
に
は
こ
の
時
間
保
障
が
必

ず
し
も
徹
底
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
た
め
に
教
員
の
出
席
が
不
十
分
で
あ
る
点

に
つ
い
て
は
早
急
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

共
同
研
究
会
は
複
数
指
導
制
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
院
生
の
狭
い
「
専

門
主
義
」
を
克
服
し
て
広
い
研
究
視
野
を
養
う
場
で
あ
る
か
ら
、
今
後
こ
の
研
究
会
が

十
分
に
機
能
す
る
よ
う
各
学
部
教
授
会
、
研
究
科
委
員
会
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
修
士
論
文
作
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て

修
論
作
成
に
さ
い
し
て
の
共
同
研
究
会
で
の
報
告
・
討
論
に
つ
い
て
は
、
各
研
究
科

に
お
い
て
積
極
的
に
お
し
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
不
十
分
な
研
究
科
な
い
し
専
攻

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検
討
し
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
院
生
論
文
の
学
会
誌
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

修
士
論
文
や
博
士
課
程
（
後
期
）
院
生
の
論
文
を
学
会
誌
等
へ
掲
載
す
る
道
を
ひ
ら

-142-



衝料7()0

④
共
同
指
導
体
制
の
拡
大
に
つ
い
て

共
同
指
導
体
制
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
次
の
点
で
あ
る
。
本
学
に
お

い
て
は
、
人
文
・
社
会
・
自
然
の
詣
学
間
領
域
に
わ
た
る
研
究
科
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
今
日
の
社
会
状
況
や
研
究
状
況
が
高
度
化
し
、
複
雑
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
各
研
究
科
に
ま
た
が
る
独
自
の
開
講
方
式
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
院
生

自
身
も
自
己
の
属
す
る
研
究
科
な
い
し
専
攻
に
閉
鎖
的
に
と
じ
こ
も
ら
ず
に
敵
極
的
に

他
研
究
科
や
専
攻
の
教
員
の
指
導
を
う
け
る
方
向
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に

い
え
ば
、
例
え
ば
国
家
独
占
資
本
主
義
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
経
済
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
現
代
の
政
治
構
造
や
法
枇
造
あ
る
い
は
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
一

定
の
知
識
を
も
つ
必
要
が
あ
り
、
隣
接
諸
科
学
へ
の
深
い
知
識
を
も
た
ず
し
て
は
新
し

い
国
独
資
論
を
創
造
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
・
指
導
体
制
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑤
人
文
科
学
・
理
工
学
研
究
所
の
共
同
研
究
会
へ
の
院
生
の
参
加
に
つ
い
て

今
日
、
両
研
究
所
の
共
同
研
究
会
へ
の
院
生
の
参
加
は
、
あ
る
程
度
ま
で
み
ら
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
破
極
的
な
参
加
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
参
加
の
あ
り
方
は
、
共
同
研
究

会
そ
の
も
の
の
運
営
方
針
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
共
同
研
究
会
を
構
成
し
て
い

る
人
達
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
大
学
院
委
員
会
と
し
て
は
、
修

士
課
程
及
び
博
士
課
程
前
期
課
程
の
院
生
に
つ
い
て
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
博
士
課
程
後

期
課
程
院
生
は
メ
ン
バ
ー
と
し
て
研
究
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
方

向
で
努
力
す
る
。
ま
た
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
院
生
の
論
文
に

つ
い
て
、
そ
の
研
究
会
が
特
集
号
と
し
て
発
刊
す
る
紀
要
へ
の
掲
載
の
道
を
ひ
ら
く
。

な
お
、
現
在
、
人
文
科
学
研
究
所
及
び
理
工
学
研
究
所
に
お
い
て
は
、
全
学
的
な
研
究

・
教
育
の
飛
跳
的
発
展
の
た
め
に
研
究
所
専
任
研
究
員
制
が
発
足
し
た
。
人
文
科
学
研

い
か
ら
、
そ
の
発
表
の
時
期
に
つ
い
て
は
牌

導
は
い
っ
そ
う
の
綿
密
さ
が
要
請
さ
れ
る
。

く
こ
と
に
つ
い
て
は
墓
各
研
究
科
で
か
な
り
努
力
し
て
い
う

こ
こ
で
学
会
誌
と
い
う
の
は
、
本
学
各
学
会
の
機
関
誌
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、

全
国
的
な
専
門
学
会
の
機
関
誌
を
も
さ
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
機
関
誌
で
あ
れ
、

最
初
に
公
表
さ
れ
る
論
文
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
学
問
的
評
価
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
か
ら
、
そ
の
発
表
の
時
期
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
指

２
．
院
生
の
自
主
的
努
力
に
つ
い
て

大
学
院
に
お
け
る
研
究
指
導
は
、
学
部
学
生
に
対
す
る
指
導
と
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
院
生
の
場
合
に
は
す
で
に
人
学
の
時
点
に
お
い
て
研
究
者
と

母
．
も

し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
の
一
定
の
資
質
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
し
た
力

っ
て
、
修
士
課
程
や
博
士
課
程
の
前
期
課
程
に
お
い
て
は
「
専
攻
分
野
を
研
究
す
る
能
力
を

養
う
」
た
め
の
問
題
意
識
や
研
究
方
法
に
指
導
の
力
点
が
お
か
れ
、
博
士
課
程
後
期
課
程
の

そ
れ
は
「
独
創
性
」
と
「
研
究
指
導
能
力
」
の
養
成
に
力
点
が
お
か
れ
た
も
の
と
な
る
。

研
究
能
力
の
養
成
や
独
創
性
は
、
指
導
と
と
も
に
院
生
の
自
主
的
努
力
の
結
果
獲
得
さ
れ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
大
学
院
委
員
会
お
よ
び
各
研
究
科
委
員
会
と

し
て
は
、
院
生
の
自
主
的
努
力
が
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
の
具
体
的

あ
り
方
と
し
て
、
次
の
詣
点
を
い
っ
そ
う
追
求
さ
れ
た
い
。

㈹
論
文
執
筆
な
ど
に
つ
い
て

修
士
論
文
な
い
し
博
士
課
程
前
期
の
修
了
論
文
に
つ
い
て
は
惟
敵
を
重
ね
て
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
雑
誌
掲
載
に
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
博
士
課
程

後
期
課
程
の
三
回
生
前
期
ま
で
に
少
く
と
も
二
～
三
席
の
論
文
を
学
会
誌
な
ど
に
公
表
す

る
よ
う
志
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
学
会
で
の
研
究
発
表
に
も
努
力
す
べ
き
で
あ
る

１
０

(ﾛ）

研
究
科
》
専
攻
間
で
の
共
同
研
賓
の
推
進

今
日
、
院
生
間
の
共
同
研
究
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
だ
が
、
そ
の
共
同
研
究
の
テ
ー

マ
に
は
、
若
干
の
研
究
科
に
お
い
て
は
、
時
折
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
の
脚
光
を
浴
び
て
い

る
「
流
行
物
」
も
み
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
研
究
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
上
で
必
要
と
も
思

わ
れ
な
い
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
を
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
と
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
よ
り
一
岬
の
検
討
を
望
み
た
い
。

究
所
専
任
研
究
員
の
主
た
る
役
割
は
総
合
的
ブ
ロ
シ
マ
ー
ク
ト
課
題
別
研
究
の
推
進
で
あ

り
、
理
工
学
研
究
所
専
任
研
究
員
は
理
工
学
研
究
所
の
課
題
別
研
究
の
推
進
と
い
う
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
人
文
研
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
課
題
別
研
究
と
理
工
研
の
課

題
別
研
究
会
は
今
後
の
立
命
館
大
学
に
お
け
る
新
し
い
研
究
体
制
の
創
造
と
い
う
点
で

重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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１
大
学
院
の
施
設

大
学
院
の
施
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
学
部
基
本
施

設
、
教
員
研
究
施
設
と
関
連
さ
せ
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
社
会
科
学

系
研
究
科
は
修
学
館
に
置
き
、
研
究
科
を
こ
え
た
共
同
研
究
を
奨
励
す
る
趣
旨
か
ら
院
生
研

究
室
は
同
フ
ロ
ー
ァ
内
に
配
置
す
る
と
い
う
方
針
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
研
究

科
と
理
工
学
研
究
科
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
舎
内
に
配
置
し
た
。
法
学
部
が
移
転
し
た
場
合
、
法

い
学
外
研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
院
生
協
議
会
の
調
査
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も

十
分
で
は
な
い
。
学
問
研
究
の
成
果
は
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
と
し
て
社
会
的
評
価
に
た
え
う

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
も
、
院
生
譜
君
の
、
学
外
研
究
グ
ル

ー
プ
へ
の
械
極
的
参
加
を
要
望
し
た
い
。

Ⅳ
院
生
の
研
究
・
生
活
条
件
に
つ
い
て

わ
が
国
の
詣
科
学
が
外
国
文
献
に
依
存
し
な
が
ら
研
究
せ
ざ
る
を
え
な
い
領
域
が
多
く
、

ま
た
翻
訳
に
よ
っ
て
よ
り
正
確
で
深
い
理
解
を
得
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
翻
訳
は
社
会

的
に
も
一
定
の
業
紙
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
点
を
考

慮
し
て
外
国
文
献
の
翻
訳
・
紹
介
を
志
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
場
合
、
ど
う
い
う
テ

キ
ス
ト
を
選
ぶ
か
、
ま
た
川
版
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
な
ど
の
点
も
考
え
、
指
導
教
員
と

綿
密
な
打
合
わ
せ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
適
当
で
あ
れ
ば
、
学
会
誌
に
の
せ
る
よ
う
に
努

力
す
る
。

㈱
在
学
年
限
に
つ
い
て

大
学
院
委
員
会
と
し
て
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
Ⅱ
１
４
１
㈲
に
お
い
て
明

ら
か
に
し
た
。
院
生
も
自
己
を
研
究
者
と
し
て
鍛
え
上
げ
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
き
び

し
い
自
己
規
律
が
必
要
で
あ
り
、
自
ら
に
き
び
し
さ
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
成
果

を
か
ち
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
修
士
課
程
も
し
く
は
博
士
課
程
前
期
課
程
二

年
、
博
士
課
程
後
期
課
程
三
年
で
修
了
ま
た
は
単
位
を
修
得
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ

プ
ハ
ロ
Ｏ

(二）

外
国
文
献
の
翻
訳
・
紹
介

３
共
同
研
究
会
補
助
金
・
学
会
参
加
交
通
費
補
助
金

院
生
の
自
主
的
な
共
同
研
究
を
援
助
す
る
目
的
で
一
九
七
一
年
か
ら
共
同
研
究
会
補
助
金

が
設
け
ら
れ
、
七
四
年
か
ら
は
学
会
出
席
後
の
研
究
会
で
の
報
告
を
前
提
と
し
て
、
学
会
参

加
交
通
費
補
助
金
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
他
大
学
大
学
院
に
は
み
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
は
次
第
に
増
額
さ
れ
、
専
攻
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
次
第
に
是

正
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
同
研
究
会
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
各
研
究
科
や

専
攻
に
お
い
て
必
ず
し
も
適
切
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
点
が
多
く
、
本
制
度
の
趣
旨
に
そ

っ
た
院
生
の
自
覚
的
・
自
主
的
規
律
を
要
望
す
る
。

学
会
参
加
交
通
澗
補
助
金
制
度
の
趣
旨
は
、
院
生
の
共
同
研
究
会
を
基
盤
と
し
た
「
代
表

参
加
者
」
へ
の
援
助
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
院
生
の

身
分
は
あ
く
ま
で
学
生
身
分
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
共
同
研
究
会
補
助
金
、
学
会
参
加

２
大
学
院
図
書
の
あ
り
方
と
図
書
費

大
学
院
図
書
費
は
年
々
充
実
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
院
生
は
自
分
の
研
究
テ
ー
マ

に
即
し
た
図
書
購
入
希
望
を
も
ち
、
そ
こ
か
ら
研
究
科
の
あ
る
べ
き
姿
に
適
合
し
た
図
書
購

入
と
い
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
不
適
切
と
考
え
ら
れ
る
事
態
が
生
じ
か
ね
な
い
状
況
が
み
ら

れ
る
。
大
学
院
図
祥
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
こ
と
か
ら
と
、
研
究
科
委
員
会
が
全
体
と
し
て

院
生
の
研
究
に
関
心
を
も
つ
と
い
う
点
、
さ
ら
に
図
書
費
全
体
（
院
図
書
費
と
学
部
図
書
費
）

を
よ
り
有
効
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
点
の
三
つ
の
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
図
書
費
は
学
部

共
同
研
究
室
図
書
費
に
統
一
し
、
そ
の
図
書
費
の
中
で
一
定
の
割
合
（
現
行
の
院
図
書
費
を

基
準
）
を
保
障
し
、
図
諜
選
定
委
員
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
る
方
法
を
識
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
院
図
書
費
の
も
つ
祁
対
的
独
自
性
の
尊
重
と
と
も
に
、
大
学
院
蔵

諜
の
適
正
化
も
は
か
ら
れ
、
大
学
院
図
諜
の
充
実
が
一
層
前
進
す
る
と
考
え
る
。

学
研
究
科
は
修
学
館
内
に
配
置
す
る
こ
と
と
す
る
一

な
お
、
諸
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
一
拠
点
の
た
め
の
建
設
計
画
の
具
体
化
の
過
程
で

徐
々
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
修
学
館
に
つ
い
て
は
修
学
館
共
同
事
務
体
制

や
人
文
科
学
研
究
所
の
在
り
方
が
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
一
応
の
見
通
し
の
上
に
立
っ

て
院
生
協
議
会
と
も
話
し
合
う
。
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１
厳
選
主
義

本
学
大
学
院
で
は
、
指
導
寅
任
の
面
か
ら
入
試
に
際
し
て
は
、
民
主
的
研
究
者
と
し
て
の

将
来
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
選
考
基
準
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
厳
選
主
義
」
を
堅
持
し
て
き

４
．
奨
学
金
制
度

院
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
や
仕
送
り
な
し
に
研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
保
障
す
る
こ

と
は
、
本
来
は
国
の
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
現
在
の
日
本
育
英
会
に
よ
る
奨

学
金
の
貸
与
は
、
現
実
の
院
生
の
研
究
・
生
活
条
件
を
保
障
す
る
に
は
程
遠
く
、
し
か
も
全

院
生
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
と
し
て
も
、
学
生
・
院
生
と
と
も
に
、

公
費
助
成
運
動
の
一
環
と
し
て
日
本
育
英
会
奨
学
金
の
大
幅
な
増
額
と
全
員
へ
の
支
給
、
国

公
私
立
間
の
絡
差
是
正
お
よ
び
返
還
制
度
の
是
正
を
め
ざ
し
て
運
動
を
す
す
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
本
学
に
お
い
て
は
「
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
を
お
ぎ
な

う
も
の
」
と
し
て
立
命
館
大
学
奨
学
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
奨
学
金
貸
与

制
度
と
学
資
貸
与
制
度
の
二
種
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
内
奨
学
金
は
、
民
主
的
研
究

者
の
養
成
と
い
う
本
学
大
学
院
の
位
置
づ
け
に
も
と
づ
い
て
設
け
ら
れ
、
し
か
も
貸
与
を
う

け
た
院
生
が
教
職
に
つ
い
た
場
合
に
は
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
な
ど
、
他
大
学
と
く
ら
べ

た
と
き
二
正
の
先
進
性
を
も
っ
て
い
る
。

院
生
協
議
会
は
例
年
そ
の
増
額
を
要
求
し
、
大
学
も
そ
れ
に
一
定
程
度
こ
た
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
は
学
部
学
生
に
た
い
す
る
貸
与
制
度
と
無
関
係
に
論
議
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
上
記
の
返
還

免
除
規
定
を
廃
し
、
被
貸
与
者
全
員
が
一
定
期
限
内
に
返
還
す
る
制
度
に
改
め
、
財
源
を
次

第
に
豊
か
に
す
る
方
向
を
早
急
に
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
被
貸
与
者
が
後
誰
の

院
生
の
研
究
・
生
活
条
件
に
つ
い
て
も
一
定
の
責
任
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し

た
考
え
方
こ
そ
が
立
命
館
大
学
大
学
院
の
全
体
と
し
て
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

Ｖ
入
試
制
度
に
つ
い
て

交
通
費
補
助
金
は
、
学
部
学
生
の
そ
れ
ら
の
制
度
と
無
関
係
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
屋
》
こ
の
厳
選
主
義
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
派
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
例
え

ば
、
厳
選
主
義
に
よ
る
院
生
数
の
少
な
さ
が
共
同
研
究
・
自
治
活
動
の
障
害
の
要
因
の
一
つ

を
な
し
、
ま
た
研
究
科
内
や
専
攻
内
で
の
院
生
の
き
び
し
い
学
問
的
競
争
関
係
を
日
常
的
に

つ
く
り
出
す
上
で
の
障
害
の
要
因
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

共
同
研
究
・
自
治
活
動
あ
る
い
は
学
問
的
競
争
心
の
問
題
は
、
院
生
数
の
少
な
さ
と
そ
れ
を

も
た
ら
し
た
厳
選
主
義
に
直
結
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
共
同
研
究
・
学
問
的
競
争
心
あ
る

い
は
自
治
活
動
は
、
そ
れ
を
学
内
に
お
い
て
ど
う
組
織
化
し
、
ま
た
他
大
学
院
生
と
ど
の
よ

う
な
関
係
を
も
つ
か
に
よ
っ
て
打
開
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

厳
選
主
義
の
基
本
は
、
院
生
が
研
究
者
と
し
て
大
成
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
資
質
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
こ
と
は
本
学
大
学
院
の
基
本
理
念
に
も
ふ
れ
る
問

題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
厳
選
主
義
の
積
極
的
側
面
は
今
後
と
も
堅
持
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

２
入
試
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

㈹
外
国
語
二
科
目
の
試
験
に
つ
い
て

各
研
究
科
の
教
学
内
容
や
研
究
動
向
、
あ
る
い
は
進
学
後
の
指
導
や
将
来
の
進
路
を

み
る
と
、
入
試
科
目
と
し
て
外
国
語
二
科
目
を
課
す
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
た
だ
－
）
、
こ
れ
を
実
施
す
る
上
で
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
こ

と
で
あ
る
。
本
学
大
学
院
が
「
学
部
教
学
を
基
礎
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
大
学

院
入
試
に
、
外
国
語
二
か
国
語
を
課
す
る
た
め
に
は
、
学
部
教
学
の
課
程
で
大
学
院
進

学
を
希
望
す
る
者
は
そ
れ
に
耐
え
う
る
だ
け
の
力
を
そ
な
え
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
学
部
教
授
会
は
そ
う
し
た
方
向
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
指
導
を
行
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(ロ

外
国
語
二
か
国
語
の
実
施
に
ふ
み
き
り
他
の
人
文
・
社
会
科
学
系
の
研
究
科
に
お
い

て
は
早
急
に
実
施
す
る
方
向
で
な
お
検
討
中
で
あ
る
。

面
接
試
問

修
士
課
程
ま
た
は
博
士
課
程
前
期
課
程
へ
の
入
試
は
、
従
前
の
修
士
課
程
入
試
に
さ

い
し
て
行
わ
れ
た
面
接
試
問
を
さ
ら
に
厳
格
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
（
Ｉ
の
１

経
済
学
研
究
科
お
よ
び
経
営
学
研
究
科
に
お
い
て
は
、
一
九
八
○
年
度
の
入
試
か
ら
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Ⅵ
院
生
の
就
職
問
題

１
と
り
く
み
の
体
制

院
生
の
就
職
問
題
は
、
今
日
い
わ
ゆ
る
Ｏ
・
Ｄ
、
０
．
Ｍ
問
題
と
し
て
全
国
的
に
も
深
刻

の
い
）
の
大
学
院
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
前
期
課
程
の
性
格
づ
げ
か
ら
す
れ
ば
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
い
う
「
専
門
的
学
力
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
院
生
が
専
攻

し
よ
う
と
す
る
恢
域
に
か
か
わ
る
古
典
や
研
究
状
況
に
つ
い
て
の
祁
当
程
度
の
理
解
度

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
面
接
試
問
は
、
こ
の
点
を
十
分
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

㈲
修
士
課
程
又
は
博
士
課
程
前
期
課
程
か
ら
博
士
課
程
後
期
課
程
へ
の
進
学
に
つ
い
て

こ
の
点
に
つ
い
て
は
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

両
課
程
は
そ
の
性
絡
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
具
体
的
方
式
は
、

さ
し
あ
た
り
以
下
の
点
を
基
準
に
し
て
各
研
究
科
、
専
攻
の
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
す

プ
（
〕
Ｏ

①
学
内
か
ら
の
進
学
者
、
学
外
か
ら
の
進
学
者
を
と
わ
ず
、
将
来
研
究
者
と
し
て
独

創
的
研
究
を
お
こ
な
い
、
研
究
指
導
能
力
を
も
ち
う
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め

に
、
修
士
課
程
又
は
博
士
課
程
前
期
課
程
に
お
け
る
院
生
の
学
習
態
度
や
修
士
論
文

に
つ
い
て
厳
重
に
審
査
・
審
問
す
る
。

②
研
究
者
た
り
う
る
基
礎
的
な
語
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
厳
亜
に
帝
査
す
る
。
研

究
科
・
専
攻
に
よ
っ
て
は
、
学
内
外
の
進
学
希
望
者
に
た
い
し
て
、
も
し
く
は
学
外

か
ら
の
進
学
希
望
者
に
た
い
し
て
、
外
国
語
二
か
国
語
の
試
験
を
お
こ
な
う
。

③
研
究
者
た
り
う
る
専
門
的
な
基
礎
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
厳
重
に
審
査
す
る
。

研
究
科
・
専
攻
に
よ
っ
て
は
、
学
内
外
の
進
学
希
望
者
に
た
い
し
て
、
も
し
く
は
学

外
か
ら
の
進
学
希
望
者
に
た
い
し
て
、
専
門
科
目
一
科
目
な
い
し
二
科
目
の
試
験
を

お
こ
な
う
。

④
進
学
希
望
者
の
合
否
は
、
各
研
究
科
委
員
会
で
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
理
工
学
研

究
科
に
あ
っ
て
は
、
学
内
・
外
の
志
望
者
を
問
わ
ず
、
修
士
論
文
の
審
査
、
面
接
試

問
以
外
に
外
国
語
お
よ
び
専
門
科
目
の
試
験
を
行
う
。

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
根
本
の
要
因
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
国
に
学
術
体
制
の

拡
大
再
生
産
に
つ
い
て
の
政
策
の
貧
し
さ
に
あ
り
、
そ
れ
を
変
え
さ
せ
る
た
め
の
幅
広
い
運

動
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
面
の
対
策
と
し
て
は
、
就
職
問
題
を
指
導
教
員
個

人
の
努
力
に
ま
か
せ
ず
、
各
研
究
科
委
員
会
お
よ
び
大
学
院
委
員
会
と
し
て
情
報
を
収
集
し
、

学
外
へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
今
後
と
も
持
続
的
に
行
う
。
そ
の
場
合
、
大
学
の
み
な
ら
ず
、

民
主
的
研
究
者
と
し
て
研
究
・
教
育
を
持
続
で
き
る
研
究
所
・
調
査
機
関
そ
の
他
学
校
な
ど

広
い
範
囲
の
職
場
を
開
拓
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
０
．
Ｄ
問
題

今
日
で
は
１
に
指
摘
し
た
職
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
博
士
課
程
後
期
課

程
修
了
と
同
時
に
就
職
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
主
と
し
て
社
会
的
状
況
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
０
．
Ｄ
対
策
と
し
て
各
研
究
科
お
よ
び
大
学
院
委
員
会
は
次
の
よ
う
な

措
置
を
誰
ず
る
。

㈹
就
職
開
拓
に
努
力
す
る
。

㈲
非
常
勤
祇
師
の
斡
旋
に
努
力
す
る
。

㈹
研
究
指
導
は
持
続
的
に
行
う
。

㈲
博
士
課
程
後
期
課
程
に
三
年
間
在
籍
し
、
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
者
は
、
研
究
生
と

す
る
。
な
お
、
「
在
学
年
限
に
つ
い
て
は
、
学
則
上
は
従
来
通
り
、
博
士
課
程
前
期
課
程

又
は
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
四
年
、
博
士
課
程
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
六
年
と
す
る
が
、

本
「
要
綱
」
の
内
で
は
前
者
に
あ
っ
て
は
三
年
、
後
者
に
あ
っ
て
は
四
年
と
し
て
厳
重
に

運
用
し
、
例
外
と
な
る
場
合
に
は
、
大
学
院
委
員
会
の
承
認
を
得
る
。
」
（
昭
和
五
三
年

度
第
六
回
大
学
委
員
会
議
事
録
）

㈲
博
士
課
程
後
期
課
程
に
三
年
間
在
籍
し
、
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
後
、
引
き
続
い
て

研
究
生
と
な
る
も
の
及
び
在
籍
の
延
長
を
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
一
年
間
に
限
り
、

研
究
室
の
使
用
は
保
障
す
る
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
個
々
人
の
机
、
椅
子
、
諜
架
は

保
障
し
な
い
。
但
し
、
図
書
、
複
写
施
設
な
ど
の
利
用
お
よ
び
研
究
会
の
出
席
は
保
障
す

プ
（
》
０

０
．
Ｄ
問
題
は
、
一
立
命
館
大
学
研
究
科
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
問
題
で
あ
り
、

わ
が
国
の
学
術
体
制
の
将
来
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
院
委
員
会
と
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し
て
は
、
㈹
私
大
連
盟
、
私
大
協
会
、
国
大
協
、
学
術
会
議
等
に
対
し
て
た
え
ず
問
題
を
提

起
し
、
問
題
の
解
決
の
た
め
に
恒
常
的
に
努
力
す
る
。
㈲
奨
学
金
制
度
の
改
善
、
流
動
研
究

員
制
度
の
改
善
等
の
問
題
提
起
を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
継
続
的
に
行
う
。

〔
注
．
一
九
七
九
・
六
・
二
三
大
学
協
議
会
決
定
〕

七
○
｜
修
学
館
の
研
究
施
設
の
整
備
・
改
善
に
つ
い
て
☆

修
学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
・
研
究
施
設
等
の
整
備
・
改
善
に
つ
い
て
は
．
学
内
理

事
会
は
一
九
七
九
年
度
長
計
委
員
会
に
諮
問
し
、
同
委
員
会
は
、
本
諮
問
事
項
の
検
討
の
た

め
の
小
委
員
会
で
の
検
討
お
よ
び
総
会
の
討
議
を
経
て
、
一
九
七
九
年
一
月
二
七
日
付
で
「
修

学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
・
研
究
施
設
の
設
備
・
改
善
に
関
す
る
答
申
」
が
な
さ
れ
ま

し
た
。学

内
理
事
会
は
、
本
答
申
を
な
さ
れ
た
長
計
委
員
会
に
対
し
、
深
い
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
本
答
申
が
、
本
学
の
将
来
に
わ
た
る
研
究
体
制
の
あ
り
方
、
お
よ
び
そ

の
た
め
の
施
設
条
件
に
か
か
わ
る
き
わ
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
た
め
慎
重
な
検
討
を
つ
づ

け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
教
員
の
研
究
実
態
と
そ
の
条
件
等
や
各
研
究
機
関
、

組
織
に
お
け
る
諸
問
題
等
を
洞
察
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
到
達
点
、
ま

た
、
そ
の
な
か
に
お
け
る
修
学
館
施
設
の
物
理
的
な
諸
条
件
等
を
勘
案
し
、
本
答
申
に
盛
ら

れ
て
い
る
積
極
的
な
施
策
の
提
起
を
現
時
点
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
実
現
さ
せ
、
さ
ら
に

将
来
に
向
け
て
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
下
に
し
め
す
当
面
の
改
善
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
全
学
の
建
設
的
な
討
議
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
当
面
の
施
策
を
実
現
し
つ
つ
、
長
計
委
員
会
答
申
に
し

め
さ
れ
る
「
第
二
修
学
館
」
問
題
を
ふ
く
め
た
総
合
的
な
研
究
体
制
、
条
件
お
よ
び
諸
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
つ
づ
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
、
修
学
館
に
収
容
す
る
施
設

／1，

11』

修
学
館
に
収
容
す
る
施
設
は
、
当
面
、
以
下
の
通
り
と
し
ま
す
。

学
部
共
同
研
究
室
及
び
外
連
協
・
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
室

に
あ
る
と
お
り
、
法
」
：
経
、
営
、
産
の
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同
研
究
室
（
共
同

学
部
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
：
長
計
委
員
会
答
申
（
以
下
二
答
申
」
と
す
る
運
）

一
九
七
九
（
昭
五
四
）
・
九
・
七
（
学
内
）
理
事
会
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(4） (3） イワ；
1今．,

研
究
室
、
図
書
・
資
料
室
、
事
務
室
）
を
現
状
配
置
を
基
準
と
し
て
別
図
の
通
り
配

置
し
、
学
部
共
同
研
究
室
の
縦
て
の
集
中
を
図
り
、
学
部
机
互
間
も
し
く
は
、
人
文

科
学
研
究
所
、
人
文
研
基
礎
文
献
資
料
室
、
さ
ら
に
は
地
下
書
庫
等
と
の
有
機
的
な

連
係
が
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
外
連
協
共
同
研
究
室
（
一
般

教
育
セ
ン
タ
ー
を
ふ
く
む
）
は
、
上
記
の
法
学
部
共
同
研
究
室
配
置
と
の
関
連
上
、

別
図
の
通
り
五
階
西
側
に
配
置
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
員
個
人
研
究
室

教
員
個
人
研
究
室
は
、
修
学
館
北
側
突
出
部
分
の
建
設
描
想
が
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
有
施
設
の
な
か
で
十
分
に
保
障
さ
れ
る
か
と
い
う
懸
念
が
も
た
れ
ま

し
た
が
、
別
図
に
し
め
す
よ
う
に
同
二
階
か
ら
五
階
に
わ
た
っ
て
合
計
二
八
二
室
を

設
置
し
、
法
・
経
・
営
・
産
・
文
学
部
の
専
門
・
外
国
語
・
一
般
教
育
・
教
職
・
保

健
体
育
各
関
係
の
専
任
教
員
お
よ
び
理
工
学
部
の
一
般
教
育
・
外
国
語
・
保
健
体
育

関
係
専
任
教
興
の
個
人
研
究
室
を
配
置
し
、
そ
の
他
、
名
誉
教
授
室
、
国
際
交
流
研

究
員
室
等
を
設
置
し
ま
す
。

共
同
研
究
会
室

教
員
の
共
同
研
究
会
活
動
を
保
障
す
る
一
環
と
し
て
、
共
同
研
究
会
室
の
設
置
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
、
修
学
館
内
に
は
別
図
に
し
め
す
と
お
り
地
階
に
四
室

を
設
置
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
他
に
、
各
学
部
共
同
研
究
室
を
は
じ
め
、
中
川
会
館

会
議
室
の
利
用
、
さ
ら
に
将
来
的
な
末
川
記
念
会
館
の
利
用
等
も
含
め
て
そ
の
条
件

は
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

学
部
共
同
書
庫

従
来
、
各
学
部
共
同
研
究
室
に
併
置
さ
れ
て
い
る
図
書
・
資
料
室
は
、
す
で
に
狭

隙
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
当
面
、
別
図
の
よ
う
に
地
階

に
「
人
文
研
書
庫
」
に
隣
接
し
て
新
設
し
、
電
動
式
書
架
を
設
備
し
て
約
五
万
冊
の

収
容
能
力
を
も
た
せ
、
現
在
、
各
学
部
共
同
研
究
室
に
あ
る
図
書
・
資
料
等
を
選
定

し
て
、
こ
こ
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
部
共
研
に
お
け
る
書
庫
の
過
密
化
を
解
消
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
こ
の
際
、
同
地
下
共
同
評
庫
に
収
容
す
べ
き
図
書
・
資

料
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
ま
す
が
、
た
と
え
ば
全
学

的
な
利
用
に
供
し
う
る
視
点
か
ら
、
和
・
洋
学
術
雑
誌
の
バ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
を
中

(6） 反
Ｊ

Ｉ
Ｉ

心
と
し
た
も
の
等
か
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
文
科
学
研
究
所

人
文
科
学
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
研
究
所
施
設
に
加
え
て
、
一
九
七
九
年

度
か
ら
発
足
し
た
専
任
研
究
員
の
研
究
室
及
び
共
同
研
究
室
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

研
究
所
独
自
の
資
料
室
、
許
庫
の
拡
充
を
行
い
、
各
研
究
者
の
利
用
の
便
宜
が
は
か

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

基
礎
文
献
資
料
室

基
礎
文
献
資
料
室
は
、
答
申
で
提
案
さ
れ
て
い
る
「
改
善
の
た
め
の
具
体
的
提
案

（
そ
の
二
」
の
修
学
館
共
同
体
制
へ
の
一
環
と
し
て
、
同
答
申
に
あ
る
「
修
学
館

共
同
資
料
室
」
の
柵
想
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

答
申
が
提
案
し
て
い
る
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
は
、
「
政
府
刊
行
物
・
年
鑑
・

年
報
・
統
計
許
・
新
聞
縮
刷
版
・
製
本
ず
み
学
会
誌
・
雑
誌
な
ど
を
こ
れ
に
集
中
し
、

共
同
の
利
用
に
供
す
る
。
」
と
し
て
櫛
想
し
て
お
り
、
た
し
か
に
「
社
会
科
学
系
四

学
部
の
み
な
ら
ず
、
文
学
部
、
理
工
学
部
、
外
連
協
そ
の
他
全
学
の
研
究
者
に
よ
る

研
究
資
料
利
用
の
便
宜
」
と
な
り
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
図
書
文
献
資
料
を
集
中

化
し
、
共
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
計
画
的
・
系
統
的
収
集
」
を
可
能
に
し
、
「
ダ

ブ
リ
を
最
小
限
に
お
さ
え
」
、
よ
り
多
面
的
な
資
料
の
蒐
集
を
行
い
、
研
究
を
発
展

さ
せ
る
条
件
を
創
造
す
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
禎
極
的
な
改
善
策
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
共
同
資
料
室
」
に
集
中
さ
れ
る
図
諜
・
資
料
類
は
、
こ

れ
ま
で
各
学
部
共
同
研
究
室
で
収
集
さ
れ
て
き
た
方
式
を
一
切
廃
止
し
て
「
共
同
資

料
室
」
で
取
捨
選
択
す
る
方
式
を
と
る
の
か
、
そ
れ
と
も
従
来
の
方
式
を
そ
の
ま
ま

継
続
し
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
こ
の
「
共
同
資
料
室
」
に
集
中
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
、
前
者
だ
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
選
書
の
方
法
や
従
来
の
方
式
と
の
関
連

を
ど
う
調
整
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
り
ま
す
し
、
ま
た
、
後
者
と
す
る
と
こ
の

「
共
同
資
料
室
」
の
積
極
面
は
失
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
答
申
は
、
こ
の
「
共
同
資
料
室
」
の
資
料
と
「
人
文
科
学
研
究
所
が
組
織

す
る
共
同
研
究
・
総
合
研
究
を
中
心
と
す
る
必
要
図
書
資
料
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
置

す
る
方
式
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
人
文
研
の
研
究
会
の
た
め
の
図
書
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は
一
定
の
系
統
的
な
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
別
置
が
望
ま
し
い
と
し
て
も
、
資

料
類
ま
で
も
別
置
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
検
討
の
必
要
性
が
残
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
検
討
を
引
き
つ
づ
い

て
全
学
的
に
討
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
つ
つ
、
当
面
、
従
来
、
人
文
科
学
研
究
所
が

提
案
し
て
き
て
い
た
「
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
」
と
、
答
申
が
提
案
し
て
い
る
「
共

同
資
料
室
」
の
構
想
を
引
き
継
ぎ
、
将
来
に
発
展
さ
せ
る
条
件
と
し
て
「
基
礎
文
献

資
料
室
」
を
設
置
し
、
主
と
し
て
政
府
刊
行
物
、
統
計
書
、
年
鑑
、
年
報
等
を
収
容

し
、
各
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
機
能
と
し
て
発
足
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
こ
の
資
料
室
は
、
さ
き
に
の
べ
た
「
学
部
共
同
書
庫
」
の
管
理
を
併
せ
て
も

ち
ま
す
。

、
大
学
院
教
学
施
設

本
修
学
館
に
、
法
、
経
、
営
、
社
、
文
各
大
学
院
研
究
科
の
教
学
諸
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
と
し
、
別
図
の
よ
う
に
修
学
館
一

階
に
集
中
し
て
配
置
し
ま
す
。

①
講
義
室
・
ゼ
ミ
室

法
、
経
、
営
、
社
、
文
各
研
究
科
の
講
義
・
ゼ
ミ
室
と
し
て
合
計
八
室
を
設
置

し
ま
す
。

②
院
生
共
同
研
究
室

本
修
学
館
に
収
容
す
る
院
生
共
同
研
究
室
は
、
法
、
経
、
営
、
社
の
四
研
究
科

院
生
の
も
の
と
し
、
合
計
一
二
室
を
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
院
生
共
同
研
究
室
は
、
一
室
に
あ
た
り
五
名
の
院
生
の
共
用
を
基

準
と
し
ま
す
。

③
大
学
院
図
書
室

大
学
院
図
書
室
は
、
答
申
の
提
案
に
も
あ
る
よ
う
に
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を
解

体
し
て
各
学
部
共
同
研
究
室
に
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
各
関
係
機
関
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
、
そ
の
結

論
を
う
る
ま
で
、
当
面
現
行
の
ま
ま
残
置
し
ま
す
。

④
そ
の
他
の
大
学
院
施
設

以
上
の
諸
施
設
に
加
え
て
、
院
生
談
話
室
、
院
生
協
議
会
室
を
設
置
し
ま
す
。

二
、
修
学
館
研
究
事
務
体
制
に
つ
い
て

修
学
館
研
究
事
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
答
申
は
「
改
善
の
た
め
の
具
体
的
提
案
（
そ

の
二
」
に
お
い
て
、
現
在
の
各
学
部
共
同
研
究
室
事
務
を
統
合
し
、
組
織
的
に
も
一

本
化
し
て
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
と
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
学
内
理
事
会
と

し
て
も
こ
の
提
案
の
も
つ
視
点
と
具
体
的
な
椛
想
に
禎
極
的
な
評
価
を
も
つ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
同
答
申
は
、
こ
の
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
と
人
文
研
事
務
室
と
を
全
く

別
の
事
務
組
織
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
各
学
部
の

共
同
研
究
室
の
機
能
と
、
人
文
研
の
機
能
上
の
ち
が
い
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
一
応
妥

当
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
文
研
に
新
し
く
発
足
し
た
専

任
研
究
員
制
度
を
み
て
も
そ
れ
は
各
学
部
か
ら
全
く
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

人
文
研
の
総
合
研
究
会
や
課
題
別
共
同
研
究
会
も
各
学
部
の
共
同
研
究
会
と
全
く
別
個

に
存
在
し
う
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
内
容
上
の
こ
の
よ
う
な
密
接
不
可
分
の

関
係
は
、
研
究
事
務
体
制
の
上
で
も
相
互
に
密
接
な
関
連
性
を
も
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

答
申
の
し
め
す
「
研
究
事
務
の
共
同
化
、
組
織
的
統
合
、
集
団
的
力
量
」
は
、
学
部

共
研
事
務
と
人
文
研
事
務
と
を
統
合
し
、
研
究
事
務
体
制
の
あ
り
方
を
日
常
的
に
討
議

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
と
く
に
、
答
申
の
い
う
「
研

究
用
基
礎
文
献
セ
ン
タ
ー
」
構
想
の
実
現
は
、
各
学
部
共
研
事
務
と
人
文
研
事
務
と
の

統
合
と
、
職
員
の
合
理
的
な
配
置
に
よ
っ
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
各
学
部
共
同
研
究
室
と
人
文
研
事
務
室
と
の
統
合
に
よ
る
「
修
学
館

研
究
事
務
室
」
は
、
以
上
に
の
べ
た
意
義
に
つ
い
て
の
合
意
と
、
既
存
の
そ
れ
ぞ
れ
の

事
務
に
つ
い
て
の
整
理
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
な
討
議
が
必
要
で
あ
り
、

侶
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

①
修
学
館
受
付
ｌ
現
行
の
ま
ま
。

②
教
職
員
組
合
関
係
施
設
及
び
教
職
員
厚
生
施
設

教
職
員
組
合
関
係
施
設
及
び
教
職
員
厚
生
施
設
に
つ
い
て
は
、
ま
え
に
の
べ
た

人
文
研
関
係
施
設
、
教
員
共
同
研
究
室
等
の
配
置
と
の
関
連
で
、
修
学
館
地
階
西

に
移
動
し
て
設
置
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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修
学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
・
研
究
施
策
の
整
備
・
改
善
に
関
す
る
答
申

は
じ
め
に

社
会
進
歩
を
め
ざ
す
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
、
研
究
と
教
育
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共

同
化
」
を
促
進
し
、
国
民
的
課
題
に
せ
ま
る
清
新
で
創
造
的
な
研
究
成
果
を
数
多
く
生
み
出

す
た
め
に
は
、
研
究
方
向
・
研
究
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
と
と
も
に
、
研
究
体
制
、

研
究
施
設
、
研
究
条
件
に
つ
い
て
も
、
た
え
ず
検
討
を
加
え
、
そ
の
改
善
を
志
向
し
て
い
く

こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

歴
代
の
長
期
計
画
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
一
九
七
三
年
度
長
期
計
画
委
員

会
第
二
次
答
申
以
来
、
一
拠
点
計
画
に
お
け
る
研
究
体
制
、
研
究
施
設
の
整
備
改
善
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
全
学
に
提
起
し
つ
つ
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
の
作
業
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
の
検
討
の
結
果
は
、
理
工
新
館
建
設
時
点
に
お
け
る
理
工
研
究
施
設
の
改
善
、
文
学
部

〔
図
面
・
省
略
〕

〈
付
〉

昭
和
五
四
年
一
月
二
七
日

総
長
天
野
和
夫
殿

か
つ
そ
の
う
え
で
適
正
な
人
員
の
配
置
を
考
え
な
ば
れ
は
な
り
ま
せ
ん
戸
》

し
た
が
っ
て
、
学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
修
学
館
研
究
事
務
体
制
全
般

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
、
各
学
部
共
同
研
究

室
及
び
人
文
研
事
務
室
は
現
行
の
ま
ま
、
新
た
に
－
１
⑥
で
設
置
す
る
「
基
礎
文
献
資

料
室
」
に
若
干
名
の
職
員
を
配
置
し
、
人
文
科
学
研
究
所
の
管
理
の
も
と
に
お
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

以
上

昭
和
五
三
年
度
長
期
計
画
委
員
会

委
員
長
涜
崎
正
規

移
転
に
関
連
し
た
清
心
館
建
設
な
ら
び
に
修
学
館
増
築
、
文
学
部
・
二
部
移
転
に
と
も
な
う

図
書
館
閲
覧
室
の
拡
張
と
い
う
よ
う
に
、
逐
次
、
具
体
化
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
て
き
た
。

今
日
、
一
拠
点
化
の
実
現
は
、
学
部
と
し
て
は
法
学
部
を
残
す
の
み
と
い
う
段
階
に
い
た

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
お
い
て
、
修
学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
な
ら

び
に
研
究
施
設
計
画
を
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
、
今
、
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
た
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

考
え
方
を
基
本
的
に
継
承
し
つ
つ
、
専
門
委
員
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
修
学
館
に
お
け
る

研
究
体
制
の
改
韓
案
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
法
学
部
の
早
期
移
転
を
念
頭
に
、
従
来
の
施

設
計
画
案
に
つ
い
て
も
、
現
実
的
諸
条
件
に
照
ら
し
て
再
検
討
を
試
み
た
。

本
委
員
会
が
、
と
く
に
留
意
し
た
こ
と
は
、
一
拠
点
椛
想
が
具
体
化
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
‐

れ
る
過
程
に
お
い
て
、
当
初
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
櫛
想
（
法
・
産
棟
構
想
）
が
修

正
さ
れ
、
新
３
号
館
と
法
棟
建
設
に
か
わ
り
、
修
学
館
周
辺
の
環
境
詔
条
件
（
学
生
の
流
れ

を
含
む
）
に
変
化
が
生
じ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
一
」
れ
ま
で
一
貫
し
て
構
想
さ
れ
て

き
た
修
学
館
中
央
部
北
側
に
、
凸
出
し
て
共
同
普
庫
部
分
を
増
築
し
、
か
つ
ま
た
、
そ
れ
と

図
沸
館
と
を
ブ
リ
ッ
ジ
で
結
合
し
、
そ
こ
に
図
諜
館
事
務
室
を
収
容
す
る
と
い
う
案
に
つ
い

て
も
現
実
的
諸
条
件
な
ら
び
に
将
来
展
望
の
両
面
か
ら
、
種
々
検
討
を
加
え
た
。

本
委
員
会
が
、
到
達
し
た
主
要
な
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
法
学
部
の
研
究
施
設
（
学
部
共
同
研
究
室
、
書
脈
、
教
員
個
人
研
究
室
、
大
学
院
生
研

究
室
）
は
、
修
学
館
に
収
容
す
る
。

２
．
社
会
科
学
系
四
学
部
の
学
部
共
同
研
究
室
の
機
能
の
強
化
と
学
部
間
の
連
け
い
の
強
化
、

な
ら
び
に
吾
庫
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
の
た
め
に
、
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
を
修
学
館
一
階

な
ら
び
に
地
階
に
新
設
す
る
と
と
も
に
、
研
究
事
務
組
織
を
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
と

し
て
統
合
し
、
必
要
な
職
員
を
配
置
し
、
各
学
部
共
同
研
究
室
な
ら
び
に
修
学
館
全
体
の

共
同
研
究
事
務
の
推
進
に
あ
て
る
。

３
．
法
学
部
の
移
転
を
実
現
し
た
時
点
で
、
長
期
計
画
の
新
た
な
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
、
当
面
、
修
学
館
の
施
設
改
造
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

４
．
法
学
部
移
転
ま
で
に
、
中
央
図
書
館
の
増
築
・
改
造
を
完
了
す
る
。

な
お
、
本
委
員
会
が
、
一
拠
点
化
に
お
い
て
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
検
討
課
題
と
し
て
設
定

し
た
諸
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

－150－
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低
法
学
部
に
関
係
し
た
研
究
諸
施
設
の
確
保

②
社
会
科
学
系
学
部
な
ら
び
に
人
文
科
学
研
究
所
の
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
と
研
究
会

室
の
増
設

卿
研
究
事
務
体
制
の
充
実
憾
化
再
編
成
ｌ
と
く
に
学
部
共
同
研
究
室
人
文
科

学
研
究
所
の
機
能
と
事
務
体
制
の
強
化

側
外
国
語
、
一
般
教
育
、
教
職
、
保
健
体
育
関
係
教
員
の
研
究
体
制
、
研
究
施
設
の
改

笠
ロ

⑤
大
学
院
の
研
究
体
制
、
研
究
施
設
の
整
備

⑥
修
学
館
と
中
央
図
書
館
と
の
関
係
の
整
備
（
中
央
図
書
館
の
充
実
を
含
む
）

、
修
学
館
に
お
け
る
研
究
諸
施
設
・
設
備
・
居
住
条
件
の
改
善

こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
な
お
継
続
し
て
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、

前
記
の
通
り
、
基
本
的
諸
点
に
つ
い
て
結
論
を
え
た
の
で
、
早
急
に
全
学
の
民
主
的
討
議
を

要
請
し
、
全
学
的
に
方
針
を
確
定
す
る
こ
と
が
大
切
と
判
断
し
、
こ
こ
に
本
答
申
を
提
出
す

る
次
第
で
あ
る
。

Ｌ
修
学
館
を
中
心
と
し
た
研
究
体
制
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
と
改
善
の
重
点

ｌ
個
人
研
究
・
共
同
研
究
・
総
合
研
究
を
と
わ
ず
、
研
究
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
は
、
な
に
よ
り
も
研
究
者
間
な
ら
び
に
研
究
者
と
研
究
事
務
担
当
者
間
の
意
見
交
換
、

相
互
理
解
、
相
互
援
助
の
機
会
と
体
制
を
可
能
な
限
り
容
易
に
す
る
状
況
を
つ
く
り
出

す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
研
究
手
段
、
研
究
施
設
の
利
用
の
便
宜
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
文
系
五
学
部
の
共
同
研
究
室
、
個
人
研
究
室
、
大
学
院
関
係
の
研
究

室
を
、
人
文
科
学
研
究
所
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
修
学
館
に
集
中
し
、
研
究
棟
と
し

て
の
機
能
の
強
化
を
は
か
る
と
い
う
、
従
来
か
ら
の
方
針
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
学
部
は
、
研
究
と
教
育
の
基
本
組
織
で
あ
り
、
学
部
共
同
研
究
室
は
、
学
部
の
研
究

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。

学
部
共
同
研
究
室
の
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
業
務
は
多
面
的
で
あ
り
、

か
つ
ま
た
学
部
間
で
重
複
し
て
い
る
業
務
も
少
な
く
な
い
。
総
合
大
学
と
し
て
の
利
点

を
有
効
に
生
か
し
、
学
部
固
有
の
機
能
を
明
確
に
し
つ
つ
、
同
時
に
学
部
間
の
連
け
い
、

人
文
科
学
研
究
所
と
の
関
係
を
整
備
充
実
す
る
た
め
に
修
学
館
に
お
け
る
豆
〈
同
化
」

を
最
大
限
に
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

３
．
現
行
の
組
織
体
制
で
は
、
研
究
棟
と
し
て
の
修
学
館
の
状
況
と
課
題
を
、
理
事
会
な

ら
び
に
関
係
諸
機
関
が
適
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

と
く
に
、
学
部
共
同
研
究
室
の
事
務
体
制
と
指
導
体
制
に
問
題
が
あ
り
、
現
行
の
事

務
組
織
体
制
で
は
、
共
同
研
究
室
の
意
見
を
集
約
し
、
理
事
会
に
反
映
さ
せ
る
一
」
と
が

も
、も

ず
か
し
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
こ
と
が
学
部
共
同
研
究
室
の
機
能
の
充
実
・
強
化
を

阻
害
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
学
部
共
同
研
究
室
を
組
織
と
し

て
統
合
し
、
職
員
を
増
員
し
、
共
同
化
・
集
団
化
を
す
す
め
な
が
ら
、
業
務
の
改
善
を

は
か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

こ
の
点
の
改
革
を
軸
と
し
つ
つ
、
修
学
館
に
お
け
る
組
織
体
制
を
新
た
に
つ
く
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。

改
善
の
た
め
の
具
体
的
提
案
一
そ
”
１
－
１
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同

研
究
室
体
制

一
九
七
七
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
小
委
員
会
の
提
起

社
会
科
学
系
四
学
部
の
学
部
共
同
研
究
室
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
討
議
が
長
期
計
画
委
員
会
な
ら
び
に
各
教
授
会
に
お
い
て
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
。

昨
一
九
七
七
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
小
委
員
会
は
、
七
六
年
度
の
討
議
を
ふ
ま

え
、
学
部
共
同
研
究
室
の
機
能
と
職
務
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
い
、
集
団
化
・
共

同
化
が
学
部
共
同
研
究
室
の
充
実
、
機
械
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

「
①
現
在
の
分
散
的
・
分
断
的
小
規
模
方
式
で
は
、
個
々
に
底
上
げ
し
て
も
（
た
と
え

ば
一
人
ず
つ
増
員
し
て
も
）
け
っ
し
て
強
化
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
、
②
研
究
資
料
の

収
集
の
し
か
た
、
利
用
の
し
か
た
が
、
個
人
的
努
力
で
は
対
応
で
き
な
い
専
門
的
ス
タ

ッ
フ
の
働
き
を
要
す
る
情
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
分
散
し
て
各
個
で
行
っ
て
い
る

事
務
の
共
通
部
分
を
集
団
化
す
る
こ
と
は
、
委
員
会
方
式
に
よ
る
調
整
を
事
務
組
織
と

し
て
実
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
実
な
も
の
、
持
続
的
な
も
の
に
す
る
と
い
う
こ

と
、
④
現
在
の
体
制
で
は
、
重
複
し
た
り
、
逆
に
脱
落
し
が
ち
な
社
会
科
学
の
全
般
に

－1貝1－
ユJユ



資料70言

わ
た
る
も
の
や
、
「
学
際
的
」
分
野
な
い
し
基
礎
的
な
資
料
の
き
ち
ん
と
し
た
整
備

が
、
集
団
化
・
共
同
化
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
四
学
部
の
共
同

研
究
室
を
一
体
と
し
て
一
つ
の
組
織
と
し
へ
各
学
部
共
同
研
究
室
は
そ
の
ブ
ラ
ン
チ
と

す
る
」
こ
と
、
「
書
庫
を
一
体
化
」
し
、
「
修
学
館
中
央
部
北
側
に
増
築
す
る
」
こ
と

な
ど
を
提
起
し
た
。
（
付
属
参
考
資
料
１
参
照
）

２
．
本
委
員
会
の
見
解

本
委
員
会
は
、
学
部
共
同
研
究
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨
年
度
第
二
小
委
員
会
の

指
摘
と
基
本
的
諸
点
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
共
通
の
認
識
に
た
っ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
書

庫
の
一
体
化
」
に
つ
い
て
も
、
研
究
の
動
向
と
、
図
書
利
用
・
管
理
の
両
面
か
ら
み
て
、

今
後
も
引
続
い
て
追
求
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
種
が
ら
、
本
学
に
お
け
る
当
面
の
諸
課
題
ｌ
法
学
部
移
転
と
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
の
た
め
の
諸
事
業
、
事
務
体
制
の
整
備
な
ら
び
に
人
文
科
学
研
究
所
・
理
工

学
研
究
所
の
専
任
研
究
員
制
度
の
試
行
的
実
施
な
ど
ｌ
の
大
き
さ
と
そ
こ
か
ら
生

じ
て
く
る
現
実
的
諸
条
件
な
ら
び
に
各
学
部
の
諸
見
解
を
考
慮
す
る
と
き
、
「
共
同
化
」

へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
す
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

各
学
部
に
共
通
し
て
い
る
諸
課
題
に
む
か
っ
て
、
組
織
的
・
集
団
的
と
り
く
み
を
強

め
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
確
実
に
処
理
し
て
い
く
な
か
で
、
諸
経
験
が
交
流
さ
れ
、

蓄
積
さ
れ
、
次
の
展
望
が
、
よ
り
一
層
明
確
な
姿
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
と

、

考
え
る
。

以
上
の
考
え
か
ら
、
本
委
員
会
は
、
次
の
二
点
を
中
心
に
「
共
同
化
」
を
行
う
べ
き

‐
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑪
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
の
新
設

②
四
学
部
共
同
研
究
室
の
事
務
組
織
を
統
合
し
、
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
と
す
る
。

３
．
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
に
つ
い
て

⑪
学
部
共
通
図
書
、
た
と
え
ば
、
政
府
刊
行
物
（
白
書
類
）
、
年
鑑
、
年
報
、
統
計

書
、
新
聞
縮
刷
版
、
製
本
ず
み
学
会
誌
・
雑
誌
な
ど
を
こ
こ
に
集
中
し
、
共
同
の
利

用
に
供
す
る
。

「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
の
設
置
に
よ
っ
て
、
社
会
科
学
系
四
学
部
の
み
な
ら
ず
、

文
学
部
、
理
工
学
部
、
外
連
協
そ
の
他
、
全
学
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
資
料
利
用
の

便
宜
が
改
善
さ
れ
よ
う
。

製
本
ず
み
学
会
誌
・
雑
誌
の
集
中
は
、
各
学
部
に
所
属
す
る
研
究
者
が
ほ
ぼ
共
通

し
て
利
用
す
る
も
の
を
基
本
と
し
て
行
う
の
で
、
そ
の
執
行
に
際
し
て
は
、
各
学
部

の
意
見
を
徴
し
つ
つ
、
か
つ
学
部
セ
ク
ト
に
陥
ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
図
書
文
献
資
料
を
集
中
化
し
、
共
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画

的
・
系
統
的
収
集
が
可
能
に
な
り
、
ダ
ブ
リ
を
必
要
最
小
限
に
お
さ
え
う
る
こ
と
に

な
る
。
余
剰
の
ダ
ブ
リ
分
は
、
中
央
図
書
館
に
移
し
、
学
生
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。

②
各
学
部
の
書
庫
は
、
す
で
に
満
杯
状
況
に
あ
る
が
、
上
記
の
図
書
文
献
資
料
が
約

三
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
に

移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
項
の
積
極
面
と
と
も
に
、
各
学
部
の
書
庫
の
狭
隙
状
況
を
、

当
分
、
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
従
来
、
上
記
の
図
書
文
献
資
料
は
、
人
文
科
学
研
究
所
の
所
管
の
下
に
「
基
礎
文

献
資
料
セ
ン
タ
ー
」
に
収
容
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
が
、
専
任
研
究
員
制
度
の
導
入
を
軸
と
し
た
人
文
科
学
研
究
所
の
改
革
の
方
針

と
、
そ
の
職
務
内
容
な
ら
び
に
そ
れ
を
支
え
る
事
務
組
織
の
負
担
を
考
え
る
な
ら
ば
、

人
文
科
学
研
究
所
は
、
人
文
科
学
研
究
所
が
組
織
す
る
共
同
研
究
・
総
合
研
究
を
中

心
に
、
そ
れ
に
必
要
な
図
書
資
料
の
収
集
・
管
理
に
あ
た
り
、
そ
の
特
徴
を
発
揮
す

る
こ
と
が
適
切
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。
（
付
属
参
考
資
料
２
参
照
）

側
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
の
運
営
は
、
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
（
一
階
に
配
置
）

が
行
う
。
人
文
科
学
研
究
所
、
中
央
図
書
館
と
の
連
け
い
を
密
に
し
つ
つ
、
そ
の
体

制
の
確
立
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
図
書
文
献
資
料
の
計
画
的
・
系

統
的
収
書
・
保
管
・
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、
専
門
的
力
量
を
も
っ
た
職
員
を
配

置
な
い
し
、
養
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑤
各
学
部
な
ら
び
に
人
文
科
学
研
究
所
の
意
見
を
徴
し
な
が
ら
、
非
売
品
の
資
料
（
自

治
体
、
会
社
、
商
工
会
議
所
な
ど
）
や
ミ
ニ
・
コ
ミ
資
料
な
ど
の
系
統
的
収
集
・
保

管
・
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

４
．
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
に
つ
い
て
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⑪
現
在
、
各
学
部
共
同
研
究
室
の
職
員
は
、
組
織
上
、
各
学
部
事
務
室
の
所
属
と
な

っ
て
お
り
、
多
面
的
な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
が
、
事
務
体
制
と
指
導
体
制
に
問
題

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
改
め
、
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同
研
究
室
の
事
務
組
織
を

統
合
し
、
一
本
化
す
る
。
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
は
、
修
学
館
一
階
に
置
き
、
事

務
長
な
ら
び
に
必
要
な
職
員
を
配
置
す
る
。

②
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
は
、
社
会
科
学
系
四
学
部
の
各
学
部
共
同
研
究
室
な
ら

び
に
「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
の
事
務
に
責
任
を
も
ち
、
定
例
の
「
職
場
会
議
」
を

ひ
ら
き
、
経
験
を
交
流
し
、
研
究
事
務
の
改
善
に
あ
た
る
。

⑥
学
部
共
同
研
究
室
の
業
務
は
多
面
的
で
あ
り
、
個
々
の
業
務
の
系
統
的
追
求
が
む

ず
か
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
近
年
、
と
く
に
学
部
教
員
増
、
研
究
図
書
予
算
増
に

と
も
な
い
仕
事
量
が
増
大
し
、
そ
の
処
理
に
追
わ
れ
、
研
究
関
係
業
務
に
つ
い
て
の

と
り
く
み
が
弱
体
化
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
学
部
の
研
究
図
書
・
資
料
の
計
画
的
・

系
統
的
収
集
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
事
務
の
共
同
化
、
組
織
的
統
合
に
よ
っ
て
、
集
団
的
に
力
を
集
中
し
て
と
り

く
む
べ
き
課
題
が
明
確
と
な
り
、
業
務
の
共
同
的
処
理
と
改
善
が
可
能
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。

各
学
部
共
同
研
究
室
は
、
現
状
を
ふ
ま
え
新
し
い
業
務
編
成
に
適
合
し
た
人
員
を

配
置
す
る
。

側
選
書
は
、
従
来
通
り
、
各
学
部
の
教
学
理
念
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
可
能

な
限
り
、
調
整
に
つ
と
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑤
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
は
、
各
学
部
の
計
画
的
、
系
統
的
選
書
・
収
書
に
役
立

つ
出
版
情
報
の
収
集
・
紹
介
を
組
織
的
に
行
う
。

⑥
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
は
、
文
献
・
図
書
・
資
料
の
相
互
利
用
、
有
効
利
用
の

た
め
に
、
月
ご
と
の
新
着
図
書
目
録
の
作
成
、
学
部
間
の
交
換
、
配
付
な
ど
に
積
極

的
に
と
り
く
む
。

ｍ
対
外
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
（
学
外
の
研
究
機
関
所
蔵
図
書
資
料
の
借
出
し

サ
ー
ビ
ス
、
コ
ピ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
な
ら
び
に
図
書
探
索
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
つ
い

て
も
、
‐
中
央
図
書
館
の
業
務
と
連
け
い
を
保
ち
、
と
り
く
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑧
な
お
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
各
学
部
共
同
研
究
室
に
お
け
る
業
務
は
各
教
授
会

の
指
導
の
下
に
行
う
。

５
外
連
協
、
保
健
体
育
教
室
な
ど
に
つ
い
て

本
委
員
会
に
対
す
る
諮
問
事
項
が
「
社
会
科
学
系
四
学
部
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
」

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
外
連
協
、
保
健
体
育
教
室
な
ど
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佃
「
外
連
協
体
制
に
つ
い
て
ｌ
と
く
に
組
縦
お
よ
び
研
究
体
制
に
つ
い
て
ｌ
」

と
題
す
る
討
議
資
料
が
、
各
学
部
教
授
会
の
討
議
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
討
議
を
ふ
ま
え
、
適
切
な
機
関
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

外
連
協
の
共
同
研
究
室
の
機
能
強
化
を
は
か
り
つ
つ
、
今
後
、
文
学
部
と
の
共
同

化
、
人
文
科
学
研
究
所
と
の
関
係
な
ど
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
体
育
教
員
の
研
究
は
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
に
関
す
る
自
然
科
学
的
・
医
学

的
研
究
と
人
文
・
社
会
科
学
的
側
面
と
の
研
究
に
大
別
さ
れ
、
近
年
、
後
者
の
研
究

が
前
進
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
後
者
の
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
体
育
教
員
の
個
人
研
究

室
、
共
同
研
究
室
を
修
学
館
内
に
置
き
、
他
の
研
究
者
と
の
交
流
・
共
同
研
究
を
強

め
る
こ
と
は
、
積
極
的
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
技
面
の
研
究
、
体
育
課
と
の
関

係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
共
同
研
究
室
を
現
行
の
如
く
、
体
育
館
も
し
く
は
第
二
体
育

館
に
置
く
こ
と
が
ベ
タ
ー
と
い
え
よ
う
。

体
育
関
係
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
は
、
人
文
科
学
研
究
所
と
の
関
係
を
ふ
く
め
、

今
後
、
引
続
い
て
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

６
．
大
学
院
に
つ
い
て

各
学
部
大
学
院
は
、
研
究
体
制
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
る
。
学
部
共
同
研
究
会
な
ら

び
に
人
文
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
会
な
ど
へ
の
大
学
院
生
の
槙
極
的
参
加
が
望
ま
れ

る
。
ま
た
、
大
学
院
生
相
互
の
学
部
を
こ
え
た
交
流
を
強
め
、
大
学
院
生
自
身
が
共
同

研
究
会
を
組
織
し
、
新
鮮
か
つ
創
造
的
な
研
究
成
果
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
社
会
科
学
系
大
学
院
の
諸
施
設
は
、
修
学
館
に
集
中
し
、
共
同
化

を
す
す
め
る
。

「
修
学
館
共
同
資
料
室
」
の
新
設
な
ら
び
に
学
部
共
同
研
究
室
の
機
能
強
化
を
め
ざ

し
た
事
務
組
織
の
再
編
に
よ
っ
て
、
研
究
体
制
が
充
実
強
化
さ
れ
る
の
で
、
現
行
の
大
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Ⅲ
改
善
の
た
め
の
具
体
的
提
案
言
の
色
ｌ
修
学
館
に
お
け
る
組
織
体
制
の
再
編

１
．
修
学
館
は
文
科
系
五
学
部
の
研
究
棟
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
修
学
館
に
お
け
る
研

究
体
制
・
研
究
施
設
・
研
究
条
件
な
ど
に
つ
い
て
の
状
況
と
課
題
を
、
正
確
に
掌
握
し

う
る
組
織
体
制
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

修
学
館
全
体
の
「
共
同
化
」
と
「
集
団
化
」
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
教

員
研
究
者
と
事
務
組
織
と
の
連
け
い
を
組
織
的
に
確
立
し
、
そ
れ
と
理
事
会
と
の
つ
な

が
り
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

修
学
館
と
理
事
会
、
学
部
共
同
研
究
室
体
制
と
教
授
会
、
修
学
館
と
図
苫
館
と
の
組

織
的
関
係
に
つ
い
て
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ
に
試
案
を
提
示
し

た
い
。

２
．
修
学
館
に
お
け
る
研
究
体
制
・
研
究
施
設
・
研
究
条
件
な
ど
を
掌
握
す
る
責
任
者
と

し
て
、
新
た
に
「
修
学
館
研
究
室
・
室
長
」
を
置
き
、
人
文
科
学
研
究
所
長
、
図
苦
館

長
と
同
じ
く
、
総
長
人
事
と
す
る
。

３
．
法
・
経
・
営
・
産
・
文
の
各
学
部
教
授
会
な
ら
び
に
外
連
協
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員

に
よ
っ
て
（
各
学
部
等
一
名
）
、
「
修
学
館
運
営
委
員
会
」
を
構
成
し
、
修
学
館
に
お

け
る
体
制
・
施
設
・
条
件
な
ど
の
諸
問
題
な
ら
び
に
研
究
棟
と
し
て
の
修
学
館
の
運
営

方
針
を
審
議
す
る
。

４
．
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
法
・
経
・
営
・

産
の
学
部
共
同
研
究
室
事
務
な
ら
び
に
修
学
館
共
同
資
料
室
の
運
営
に
責
任
を
も
つ
が
、

同
時
に
、
「
修
学
館
運
営
委
員
会
」
の
事
務
局
と
し
て
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
．
「
修
学
館
研
究
事
務
室
」
と
「
人
文
科
学
研
究
所
事
務
室
」
と
は
密
接
な
連
け
い
を

保
ち
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
職
務
を
執
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
渡

的
に
は
、
人
文
科
学
研
究
所
事
務
室
主
事
と
修
学
館
研
究
事
務
室
事
務
長
が
兼
任
す
る

こ
と
も
あ
り
え
よ
う
が
、
人
文
科
学
研
究
所
長
と
修
学
館
研
究
室
・
室
長
と
の
任
務
の

学
院
図
書
室
は
解
体
し
、
各
学
部
共
同
研
究
室
に
吸
収
す
る
。
研
究
図
書
の
購
入
・
利

用
な
ど
に
大
学
院
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
す
で
に
幾
つ
か
の
学
部
で
実
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
部
図
諜
選
定
委
員
会
に
大
学
院
生
代
表
を
参
加
さ
せ
る
な
ど
、

制
度
的
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

違
い
を
考
え
る
な
ら
ば
、
基
本
的
に
は
暁
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

可
賢
娘
潔

修
学
館
研
究
室

八
室
長
Ｖ

図
諜
館

八
館
長
Ｖ

修
学
館
研
究
室

八
室
長
Ｖ

人
文
科
学
研
究
所

八
所
長
Ｖ

（
図
番
館
委
員
会
）

》
、
法
・
経
営
・
産
．
／

一
／
文
学
部
・
外
連
協
、

（
修
学
館
運
営
委
員
会
）

（
人
文
科
学
研
究
所
委
員
会
）

人
文
科
学
研
究
所
事
務
室

八
主
事
Ｖ

広
小
路
分
館

修
学
館
研
究
事
務
室

八
事
務
長
Ｖ

文
科
学
研

＜連絡会議＞＜連絡会議＞

》
…
八
文
学
部
Ｖ

：
…
、
・
八
外
連
協
・
一
般
教
育
Ｖ

“
…
八
保
健
体
育
Ｖ

や
…
（
産
共
研
事
務
）

〉
…
（
営
共
研
事
務
）

：
・
・
令
：
（
経
共
研
事
務
）

》
…
（
法
共
研
事
務
）

一
…
一
罪
峠
識
華
銅
一

…
（
人
文
研
事
務
）

〔
事
務
内
容
〕
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Ⅳ
、
修
学
館
に
お
け
る
施
設
計
画
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
修
学
館
を
中
心
と
す
る
研
究
体
制
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
そ

》
の
改
善
施
策
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
施
設
計
画
と
整
備
も
ま
た
亜
要
な
牒
題

で
あ
る
。

本
委
員
会
は
こ
の
施
設
計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
昭
和
五
一
年
度
、
五
二
年

度
の
長
計
委
員
会
小
委
員
会
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
本
委
員

会
と
し
て
の
検
討
、
さ
ら
に
は
本
年
度
長
計
委
員
会
に
対
す
る
学
内
理
事
会
の
修
学
館
凸

出
部
増
築
に
つ
い
て
の
再
検
討
の
要
請
（
註
）
を
ふ
く
め
、
本
委
員
会
と
し
て
次
の
よ
う

に
整
理
し
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
註
）
学
内
理
事
会
の
修
学
館
凸
出
部
増
築
案
に
対
す
る
再
検
討
要
請
の
主
た
る

理
由
。

①
清
心
館
（
新
文
棟
）
の
建
設
お
よ
び
現
在
進
行
し
て
い
る
「
新
三
号

館
」
の
建
設
、
ま
た
将
来
に
計
画
さ
れ
て
い
る
第
二
体
育
館
の
立
地
条

件
と
の
関
連
な
ど
を
ふ
く
ん
で
、
衣
笠
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
体
的
配
置

と
学
生
の
流
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
ゆ
と
り
」
な
ど
の
確
保
上
、
凸
出

部
の
坤
築
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

②
ハ
川
部
哨
築
に
伴
な
う
各
研
究
室
、
個
人
研
究
室
等
の
改
築
、
移
動
、

浄
化
水
槽
の
移
動
等
技
術
上
の
諸
問
題
と
経
費
は
、
本
学
の
一
拠
点
計

画
の
進
行
上
軽
視
で
き
な
い
。

③
全
学
の
研
究
施
設
を
修
学
館
に
雌
中
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

「
あ
り
方
」
の
再
考
と
、
将
来
構
想
の
再
検
討
と
の
関
連
。

１
．
修
学
館
棟
に
収
容
す
べ
き
基
本
施
設
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ィ
．
法
、
経
、
営
、
産
社
各
学
部
共
同
研
究
室
（
図
諜
資
料
室
、
共
同
研
究
室
、
覗
務

室
）

ロ
．
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
外
国
語
科
共
同
研
究
室
（
同
じ
）

ハ
・
教
典
個
人
研
究
室
（
法
、
経
、
営
、
産
、
文
学
部
の
専
門
担
当
教
員
、
全
学
部
の

一
般
教
育
、
外
国
語
科
、
教
職
課
程
、
保
健
体
育
科
教
員
）

二
・
修
学
館
研
究
事
務
室
・
修
学
館
共
同
資
料
室
・
共
同
書
庫

ホ
人
文
科
学
研
究
所
（
図
解
・
寅
料
室
、
沸
庫
、
共
同
研
究
室
、
会
縦
室
、
一
町
長
室
、

事
務
室
、
複
写
室
）

へ
．
大
学
院
教
学
施
設
（
教
室
、
院
生
共
研
室
、
院
生
会
議
室
、
談
話
室
、
院
生
協
議

会
室
）

卜
．
そ
の
他
の
施
設

教
職
員
厚
生
施
設
（
会
合
室
、
休
憩
室
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
室
等
）

教
職
員
組
合
施
設
（
会
議
室
、
執
務
室
、
資
料
室
、
印
刷
室
等
）

２
．
具
体
的
な
配
置
案
に
つ
い
て

の
共
同
研
究
室
に
つ
い
て

法
、
経
、
営
、
産
社
学
部
の
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
現
状
ス
ペ
ー
ス
の
ま
ま
、

二
階
か
ら
五
階
の
各
階
に
配
置
す
る
。

一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
外
国
語
科
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
共
用
と
し
、
現
状
ス

ペ
ー
ス
を
基
準
と
し
て
五
階
に
配
置
す
る
。

な
お
、
以
上
の
各
学
部
共
同
研
究
室
等
を
現
状
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
場
合
、
と
く
に

書
庫
部
分
の
狭
隙
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
修
学
館

地
下
共
同
書
庫
を
設
置
し
、
収
容
す
る
。

保
健
体
育
散
室
共
同
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
現
状
の
ま
ま
体
育
館
内
と
し
、

将
来
的
に
は
第
二
体
育
館
等
の
計
画
と
も
あ
わ
せ
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
教
員
個
人
研
究
室
に
つ
い
て

教
員
個
人
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
共
同
研
究
室
、
一
般
教
育
・
外
国
語
科

共
同
研
究
室
の
配
置
を
中
心
に
、
二
階
か
ら
五
階
ま
で
の
各
フ
ロ
ア
ー
に
配
置
す
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
研
究
室
数
は
総
計
で
二
八
二
室
と
し
、
上
記
１
１
ハ
の
教
員

に
必
要
な
二
六
四
室
、
将
来
の
増
員
分
一
二
室
、
そ
の
他
特
任
救
授
、
名
誉
教
授
室
、

国
際
交
流
研
究
員
室
等
六
室
と
す
る
。

⑧
修
学
館
研
究
事
務
室
、
共
同
資
料
室
、
共
同
書
庫
に
つ
い
て

修
学
館
研
究
事
務
室
は
、
共
同
資
料
室
の
機
能
と
あ
わ
せ
、
修
学
館
一
階
に
併
置

す
る
。ま

た
、
共
同
書
庫
に
つ
い
て
は
、
地
下
部
分
に
、
人
文
研
書
庫
と
の
機
能
を
併
せ

て
増
築
す
る
。
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Ｖ
，
今
後
の
課
題

以
上
の
ご
と
く
、
本
委
員
会
は
、
一
拠
点
早
期
実
現
と
い
う
政
策
課
題
と
そ
の
内
容
を
な

す
と
こ
ろ
の
教
育
・
研
究
改
善
の
当
面
の
諸
課
題
の
実
現
に
む
か
っ
て
、
全
学
の
力
を
結
集

す
る
こ
と
が
、
現
時
点
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
答
申
（
案
）
を
ま

と
め
た
。

仰
人
文
科
学
研
究
所
に
つ
い
て

人
文
科
学
研
究
所
は
、
現
行
施
設
を
中
心
と
し
て
、
修
学
館
東
側
一
階
に
、
所
長

室
、
専
任
研
究
員
室
、
事
務
室
、
吾
庫
、
研
究
会
室
等
を
集
中
し
、
ま
た
、
地
↓
卜
部

分
に
お
い
て
も
書
庫
、
資
料
室
、
研
究
会
室
等
を
設
置
す
る
。

⑤
大
学
院
教
学
施
設
に
つ
い
て

大
学
院
教
学
施
設
は
、
法
、
文
学
研
究
科
の
授
業
・
演
習
の
使
用
を
ふ
く
ん
で
教

室
七
室
、
法
、
経
、
営
、
社
各
研
究
科
院
生
共
研
室
一
二
室
、
（
合
計
六
○
名
収
容
）
、

そ
の
他
共
同
研
究
会
・
会
議
室
、
談
話
室
、
院
生
協
議
会
室
等
を
修
学
館
一
階
西
側

部
分
に
喋
中
配
置
す
る
。

な
お
、
従
来
の
「
大
学
院
図
書
室
」
は
解
体
し
、
各
学
部
共
同
研
究
室
に
吸
収
し
、

学
部
共
研
図
書
と
も
併
せ
て
院
生
の
利
用
が
行
い
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま

し
い
と
考
え
る
。

⑥
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

現
行
修
学
館
内
に
は
、
研
究
施
設
の
他
に
、
「
修
学
館
受
付
」
お
よ
び
教
職
員
厚

生
設
備
の
一
部
（
休
憩
室
等
）
、
教
職
員
組
合
施
設
が
収
容
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
施
設
に
つ
い
て
も
当
面
は
、
修
学
館
内
に
お
く
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
「
修
学

館
受
付
」
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
教
職
員
組
合
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
修

学
館
地
下
西
側
に
集
中
配
置
す
る
。

３
．
修
学
館
研
究
施
設
と
関
連
の
深
い
他
の
施
設
に
つ
い
て

以
上
の
修
学
館
に
お
け
る
研
究
体
制
、
諸
施
設
と
関
連
の
深
い
も
の
と
し
て
、
本
学

の
中
央
図
苦
館
と
の
運
営
上
の
関
連
、
施
設
・
設
備
上
の
関
連
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
附
属
資
料
と
す
る
「
中
央
図
譜
館
の
施
設
計
画
試
案
」
に
詳
細
に
の
べ
る
。

将
来
の
大
学
像
を
見
通
し
た
、
真
に
長
期
的
な
ヴ
ｉ
ン
］
ニ
ン
と
、
そ
れ
を
両
能
な
一
ら
し
め

る
諾
条
件
（
と
く
に
財
政
）
を
考
妄
脳
し
た
計
画
案
の
提
起
は
、
衣
笠
全
体
計
画
の
見
直
し
作

業
に
と
り
く
む
な
か
で
、
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

今
後
に
残
さ
れ
た
主
要
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
「
共
同
沸
庫
哨
築
・
ブ
リ
ッ
ジ
榊
想
」
に
こ
め
ら
れ
た
課
題
の
実
現
。
と
り
わ
け
、

共
同
件
庫
の
あ
り
方
、
噸
築
規
模
、
琳
築
場
所
、
建
設
時
期
の
目
途
な
ど
を
策
定
す
る

と
い
う
課
題
。

２
．
個
人
研
究
、
共
同
研
究
、
総
合
研
究
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
に
見
合
う
よ
う
に
、
今
後

さ
ら
に
研
究
施
設
を
改
蒋
し
、
実
現
し
て
い
く
課
題
。
た
だ
し
、
こ
の
課
題
の
抜
本
的

改
革
は
、
修
学
館
の
榊
築
が
事
実
上
物
理
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
第
二

修
学
館
」
構
想
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

３
．
研
究
棟
と
し
て
の
性
格
・
機
能
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
・
設
備
を
改
善
し
、
充
実
し
て

い
く
課
題
。

４
．
修
学
館
と
中
央
図
神
館
と
の
有
機
的
連
け
い
を
強
化
す
る
諜
腿
。

以
上

●
八
付
属
参
考
《
資
料
Ｖ
〔
省
略
〕

１
．
一
九
七
七
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
二
小
委
員
会
報
告
二
九
七
八
・
二
・
二

八
抜
粋
Ｖ

２
．
基
礎
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
（
人
文
科
学
研
究
所
の
課
題
と
展
望

’
一
九
七
二
・
一
○
・
二
○
）

３
中
央
図
諜
館
の
施
設
計
画
試
案
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七
○
’
’
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学
の

現
状
と
課
題

三
今
Ⅱ
、
私
た
ち
は
一
九
七
九
年
と
い
う
八
○
年
代
の
前
夜
に
あ
り
ま
す
電
こ
の
と
き

に
あ
た
り
、
本
学
と
し
て
も
、
現
時
点
で
の
「
新
し
い
大
学
像
」
づ
く
り
の
到
達
段
階
を
確

定
す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
解
決
す
べ
き
諸
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
、
二
十
一
世
紀
に
つ
な

が
る
八
○
妬
‐
代
の
学
園
政
策
を
、
全
学
の
英
知
と
力
を
結
集
し
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
討
議
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
の
た
め
に
ｌ
立
命
館

大
学
の
現
状
と
課
題
ｌ
」
を
提
出
し
、
全
学
の
討
議
の
素
材
と
し
ま
す
。

八
○
年
代
の
学
園
政
策
を
確
立
す
る
と
い
う
と
き
、
私
た
ち
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
わ
が

国
の
大
学
、
と
く
に
私
立
大
学
を
め
ぐ
る
情
勢
を
、
今
日
の
政
治
・
経
済
を
め
ぐ
る
一
般
的

な
情
勢
の
な
か
で
的
確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
大
学
譜
と
く
に
私
立
大
学
を
め
ぐ
る
情
勢

｜
立
命
館
大
学
は
、
戦
後
一
貫
し
て
”
平
和
と
民
主
主
義
“
に
も
と
づ
く
新
し
い
大
学

の
創
造
を
め
ざ
し
て
、
教
職
員
、
学
生
、
院
生
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
か
さ
ね
て
き
ま
し

た
。
教
職
員
、
学
生
、
院
生
の
全
学
的
合
意
に
も
と
づ
く
一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認

は
、
立
命
館
大
学
と
し
て
「
七
○
年
代
後
半
に
あ
た
っ
て
の
新
し
い
大
学
像
・
学
生
像
を
ど

の
よ
う
に
創
造
し
て
い
く
か
」
、
そ
の
基
本
的
課
題
と
重
点
政
策
を
指
示
し
た
歴
史
的
文
書

で
あ
り
、
大
学
は
こ
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
改
善
を
さ
ら
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
早
期
民
主
的
実
現
を
最
終
段
階
ま
で
達
成
し
て

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に

〔
一
九
七
九
（
昭
五
四
）
。
一
○
・
二
二
（
学
内
）
理
事
会
〕

（
三
大
学
、
と
く
に
私
立
大
学
を
め
ぐ
る
情
勢

こ
の
よ
う
な
政
治
・
経
済
情
勢
の
も
と
で
、
政
府
に
よ
る
八
○
年
代
の
大
学
政
策
は
、
次

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

｜
、
そ
の
際
、
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
一
九
七
一
年
六
月
の
中
教
審
答

申
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
」

で
展
開
さ
れ
た
高
等
教
育
改
革
構
想
の
三
つ
の
基
本
的
な
柱
が
、
八
○
年
代
に
お
い
て
も
継

承
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

①
第
一
に
、
学
校
教
育
体
系
の
多
様
化
、
大
学
の
「
多
様
化
」
「
種
別
化
」
の
名
に
よ
る

画
一
化
傾
向
は
さ
ら
に
促
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
「
多
様
化
」
「
種
別
化
」

は
、
戦
後
教
育
の
「
平
等
主
義
」
へ
の
批
判
で
あ
り
、
人
間
能
力
の
多
用
性
を
保
障
す
る
も

の
だ
と
主
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
逆
に
大
学
入
試
に
み
る
激
し
い
競
争
は
、
画
一
的
な
価

値
基
準
の
も
と
で
の
大
学
の
序
列
化
を
す
す
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
立
統
一
入
試
の

実
施
は
、
そ
の
傾
向
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
て
き
て
い
ま
す
。

二
）
政
治
・
経
済
を
め
ぐ
る
一
般
的
な
情
勢

一
、
日
本
経
済
は
、
大
規
模
な
雇
用
調
整
と
「
減
量
経
営
」
に
よ
っ
て
、
今
次
の
長
期
的

不
況
か
ら
ぬ
け
で
る
見
と
お
し
を
つ
か
ん
だ
も
の
と
判
断
さ
れ
、
景
気
の
局
面
は
一
定
の
う

わ
む
き
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
、
財
政
危
機
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
進
、
設
備
過
剰
な
ど
、
経
済
的
難
問
が
国
際
的

に
も
国
内
的
に
も
い
ぜ
ん
と
し
て
累
積
し
て
お
り
、
八
○
年
代
の
日
本
経
済
は
、
景
気
の
局

面
は
交
替
し
た
と
し
て
も
、
も
は
や
か
っ
て
の
「
高
度
成
長
」
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

全
体
と
し
て
は
「
低
成
長
」
に
と
ど
ま
り
、
不
安
定
な
動
揺
を
つ
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

｜
｜
、
も
ち
ろ
ん
、
予
想
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
経
済
動
向
に
た
い
し
て
、
政
府
や
財
界
は
、

積
極
的
に
政
策
上
の
手
だ
て
を
す
す
め
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
低
操
業
に
た
え
う
る

企
業
体
質
の
実
現
、
一
般
消
費
税
に
み
ら
れ
る
増
税
措
置
、
福
祉
政
策
の
抑
制
、
産
業
構
造

の
転
換
と
防
衛
生
産
の
拡
大
、
資
本
輸
出
と
「
太
平
洋
経
済
圏
」
構
想
、
い
わ
ゆ
る
「
総
合

安
保
体
制
」
の
展
開
と
も
む
す
び
つ
い
て
お
り
、
国
民
の
民
主
主
義
的
権
利
の
抑
制
に
つ
な

が
る
危
険
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
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②
第
二
に
、
「
開
か
れ
た
大
学
」
の
名
に
よ
る
一
産
学
共
同
」
の
強
化
と
大
学
自
治
規
制

の
方
向
が
、
一
段
と
強
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
具
体
化
と
し
て
、
教
授

会
の
廃
止
、
副
学
長
制
の
新
設
、
学
外
者
に
よ
っ
て
椛
成
さ
れ
た
参
与
会
の
設
置
、
人
事
委

員
会
に
よ
る
教
員
選
考
、
学
部
制
の
廃
止
と
学
系
・
学
群
制
の
新
設
、
学
生
の
自
治
活
動
の

抑
制
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
筑
波
大
学
」
構
想
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
九
七

七
年
五
月
、
科
学
技
術
会
談
の
答
申
「
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
総
合
的
科
学
技
術
政
策
の
基

本
に
つ
い
て
」
は
、
社
会
開
発
分
野
の
重
要
性
を
強
調
す
る
な
ど
、
国
民
的
要
求
の
部
分
的

吸
収
を
試
み
な
が
ら
、
そ
の
基
本
は
、
原
子
力
・
宇
宙
海
洋
開
発
、
情
報
処
理
な
ど
を
重
点

と
し
て
「
官
・
学
・
民
の
有
機
的
連
携
の
強
化
」
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

③
第
三
に
、
高
等
教
育
を
よ
り
有
利
な
職
業
選
択
の
た
め
の
研
修
と
み
る
「
教
育
投
資
論
」

的
考
え
方
、
「
受
益
者
負
担
」
に
よ
っ
て
、
学
曲
の
父
母
負
担
を
ま
す
ま
す
噸
大
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
、
私
大
学
曲
と
の
均
衡
を
名
Ｈ
と
し
た
国
公
立
学

伐
の
あ
い
つ
ぐ
引
き
上
げ
や
、
「
私
学
助
成
」
抑
制
の
大
平
発
言
に
具
体
的
に
み
る
こ
と
力

で
き
ま
す
。

｜
｜
、
し
か
し
、
政
府
に
よ
る
八
○
年
代
の
大
学
政
策
に
は
、
中
教
講
答
申
に
よ
る
高
等
教

育
構
想
を
基
本
的
に
引
き
つ
ぎ
な
が
ら
も
、
今
日
の
政
治
経
済
情
勢
と
高
等
教
育
に
た
ぃ
す

る
国
民
の
要
求
運
動
の
発
展
を
反
映
し
た
一
定
の
軌
道
修
正
も
ま
た
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
新

た
な
修
正
の
方
向
は
、
一
九
七
六
年
三
月
の
高
等
教
育
懇
談
会
に
よ
る
報
告
書
「
大
学
再
編

の
前
期
計
画
」
（
七
六
年
～
八
一
年
）
、
七
九
年
六
月
の
文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
の
「
後

期
高
等
教
育
計
画
」
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
三
次
全
国
総
合
開
発

計
画
（
三
全
総
）
の
「
定
住
圏
椛
想
」
「
田
園
都
市
椛
想
」
に
よ
っ
て
も
裏
う
ち
さ
れ
、
次

一
の
迫
卿
蛸
脚
屋
子
拙
川
、
岬
舛
プ
狗
側
式
川
剛
州
利
心
＄
ノ
酌
弓
０
ｈ
札
誰
ノ
ノ
ス
北
側
利
Ⅲ

③
大
学
の
「
量
的
拡
充
」
か
ら
「
質
的
充
実
」
を
う
た
っ
て
の
、
私
大
水
増
し
入
学
の
一

・
三
倍
以
下
へ
の
規
制
、
地
方
国
立
大
学
の
整
備
、
文
・
社
会
科
学
系
学
部
の
増
設
。

④
国
民
の
生
涯
教
育
の
要
求
を
と
り
こ
ん
だ
放
送
大
学
の
開
設
と
そ
の
官
僚
的
統
制
、
各

種
専
修
学
校
の
重
視
に
よ
る
高
卒
後
教
育
の
多
用
化
、
流
動
化
。

こ
の
「
後
期
教
育
計
画
」
は
、
高
等
教
育
に
た
い
す
る
国
民
の
要
求
を
反
映
し
た
面
も
あ

①
政
令
都
市
に
お
け
る
大
学
お
よ
び
学
部
の
新
噸
設
、

②
関
西
学
術
研
究
都
市
椛
想
、
大
学
の
地
方
分
散
化
。

計
画
（
三
全
総
）
の
「
定
住
圏
椛
想
」

の
よ
う
な
政
策
方
向
を
と
っ
て
い
ま
す
。

学
部
定
員
増
の
抑
制
。

り
ま
す
か
．
全
体
と
し
て
は
，
中
教
群
路
線
‐
童
吠
き
つ
ぎ
な
が
ら
・
‐
中
央
に
よ
る
地
方
の
再
編

を
め
ざ
す
三
全
総
の
一
環
と
し
て
、
大
学
教
育
に
た
い
す
る
官
僚
的
統
制
を
強
化
し
よ
う
と

す
る
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

’
’
一
、
こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
計
画
の
新
た
な
展
開
に
た
い
し
て
私
立
大
学
、
と
り
わ
け
大

都
市
の
大
手
私
学
に
お
い
て
も
、
一
定
の
対
応
を
み
せ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

①
都
心
か
ら
郊
外
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
規
模
移
転
。

②
学
生
定
員
の
見
直
し
（
文
部
省
定
員
の
充
実
、
い
わ
ゆ
る
「
水
増
し
入
学
」
の
是
正
）
。

③
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
二
部
大
学
教
育
の
規
模
縮
小
。

④
イ
ン
フ
レ
高
進
に
と
も
な
う
学
費
の
連
続
値
上
げ
傾
向
。

立
命
館
大
学
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
他
の
私
立
大
学
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
そ
の
禎
極
面
、

消
極
面
を
正
し
く
評
価
し
な
が
ら
、
八
○
年
代
の
学
園
政
策
を
う
ち
た
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

四
、
ま
た
、
今
日
の
私
立
大
学
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
て
、
赤
字
国
愉
と
公
共
料
金
の
引
き

上
げ
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
高
進
、
一
般
消
甜
税
を
は
じ
め
と
す
る
蛎
税
計
画
、
「
減
吐
経
営
」

に
よ
る
賃
金
抑
制
と
雇
用
不
安
の
拡
大
な
ど
、
国
民
の
生
活
が
全
体
と
し
て
ま
す
ま
す
き
び

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
学
生
生
活
も
新
た
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
方
に
、
さ
き
に
あ
げ
た
八
○
年
代
の
高
等
教
育

政
策
の
も
と
で
、
国
家
財
政
の
破
た
ん
と
、
私
学
助
成
「
限
界
」
論
を
名
目
と
し
た
私
学
予

算
の
抑
制
、
イ
ン
フ
レ
の
高
進
に
と
も
な
う
物
価
の
高
騰
が
、
私
学
の
教
育
と
研
究
を
お
び

や
か
し
、
学
生
、
父
母
の
生
活
困
難
と
あ
わ
せ
て
、
私
学
危
機
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

以
上
に
み
る
よ
う
な
学
園
を
と
り
ま
く
情
勢
、
す
な
わ
ち
政
治
・
経
済
情
勢
や
中
教
審
答

申
を
踏
襲
す
る
文
部
省
の
高
等
教
育
政
策
、
私
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
や
学
生
生
活
の
一

般
的
な
諸
困
難
の
な
か
で
、
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
き
た
本
学
と
し

て
は
、
八
○
年
代
の
学
園
政
策
を
確
立
す
る
に
あ
た
り
、
今
日
の
私
学
危
機
、
私
学
に
お
け

る
教
育
と
研
究
の
危
機
、
学
生
生
活
の
困
難
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
そ
の
基
本
的
認

Ⅱ
一
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
と
本
学
の
到
達
点
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識
と
し
て
七
五
年
全
学
協
確
認
が
示
す
、
次
の
二
つ
の
点
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
第
一
は
、
「
私
学
の
危
機
は
単
に
私
学
だ
け
の
危
機
で
は
な
く
、
日
本
の
全
高
等
教
育
、

教
育
全
体
の
危
機
の
私
学
に
お
け
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
国

民
的
危
機
、
つ
ま
り
日
本
全
体
の
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
危
機
の
一
環
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
根
源
は
、
政
府
の
貧
困
で
反
動
的
な
文
教
政
策
と
不
況
の
も
と
で
の
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
政
策
に
あ
り
、
そ
の
根
本
的
解
決
は
、
国
民
の
教
育
を
う
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大

幅
で
民
主
的
な
公
賀
助
成
の
雌
得
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
運
動
以
外
に
は
あ
り
え
な

い
」
（
七
五
全
学
協
碓
認
）
こ
と
。

②
第
二
は
、
今
日
の
私
学
危
機
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
文
教
政
策

の
民
主
的
転
換
が
要
求
さ
れ
る
と
し
て
も
、
個
別
大
学
の
限
界
内
に
お
い
て
も
、
国
民
の
た

め
の
私
学
づ
く
り
、
お
よ
び
公
徽
助
成
運
動
を
教
職
員
、
学
生
、
院
生
な
ど
全
学
の
構
成
員

を
も
っ
て
前
進
さ
せ
る
こ
と
。

本
学
で
は
こ
の
二
つ
の
基
本
的
認
識
の
う
え
に
た
っ
て
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
以
下
、
ま
ず
そ
の
到
達
点
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
八
○
年
代
の
学
園

政
策
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
二
本
学
に
お
け
る
一
国
民
の
た
め
の
私
学
う
ぐ
階
．
」
を
め
ざ
す
基
本
政
一
策

周
知
の
よ
う
に
本
学
で
は
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
を
め
質
帝
す
基
本
政
策
と
し
て

次
の
三
つ
の
柱
を
か
か
げ
て
き
ま
し
た
。

｜
、
第
一
に
、
憲
法
と
敬
育
基
本
法
に
も
と
づ
く
平
和
と
民
主
主
義
を
教
学
の
基
本
理
念
と

し
て
き
ま
し
た
。

二
、
第
二
に
、
平
和
と
氏
主
主
義
の
教
学
理
念
は
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
教
学
と
い
う

理
念
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、

①
大
学
教
育
の
機
会
均
等
を
追
求
す
る
こ
と
。

②
勤
労
者
に
大
学
敬
育
の
場
を
保
障
す
る
こ
と
。

③
平
和
と
民
主
主
義
を
基
礎
と
し
た
国
民
的
課
題
を
志
向
す
る
教
育
内
容
の
展
開
ｌ
研
究

・
教
育
に
お
け
る
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
追
求
す
る
こ
と
。

な
ど
を
基
本
方
針
と
し
て
き
ま
し
た
。

（
二
）
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
と
学
園
の
到
達
点

七
五
年
全
学
協
議
会
確
認
か
ら
今
日
に
い
た
る
学
園
の
到
達
点
と
し
て
は
、
お
よ
そ
以
下

の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｜
《
教
学
改
善
に
つ
い
て

①
学
生
、
教
職
員
の
実
態
と
要
求
を
系
統
的
・
全
学
的
に
把
握
し
、
教
学
改
善
の
課
題
を

政
策
化
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
努
力
を
つ
み
か
さ
ね
て
き
た
こ
と
。
ま
た
「
学
生
・
教
職
員

の
実
態
を
系
統
的
・
全
学
的
に
把
握
す
る
体
制
を
確
立
す
る
」
（
七
五
年
全
学
協
確
認
）
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
前
進
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
教
学
の
基
本
目
標
と
し
て

「
民
主
的
社
会
常
識
と
専
門
的
・
技
術
的
能
力
を
十
分
に
身
に
つ
け
て
卒
業
し
、
現
代
の
激

鋤
す
る
社
会
に
生
き
て
い
く
自
信
と
確
信
を
も
つ
よ
う
」
な
学
生
を
育
成
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
本
学
で
は
七
五
年
度
以
降
、
こ
の
基
本
目
標
と
全
学
協
碓
認
の
具
体
的
課
題
に
し
た
が

っ
て
、
一
・
二
Ⅲ
生
「
低
回
生
小
築
団
教
育
」
、
三
・
四
Ⅲ
生
演
習
な
ど
各
小
集
団
教
育
の

位
置
づ
け
と
到
達
目
標
を
あ
ら
た
め
て
あ
き
ら
か
に
し
、
小
集
団
教
育
と
の
関
連
で
一
般
教

育
、
専
門
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
全
教
学
の
改
善
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
と

と
も
に
ま
た
多
く
の
課
題
も
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
六
三
年
以
来
、
約
一
五
年
間
に
わ
た
る
歴
史
を
も
つ
本
学
の
小
集
団
教
育
は
、
自
主

的
・
集
団
的
な
学
習
の
発
展
と
い
う
点
で
、
全
国
的
に
も
み
る
べ
き
到
達
点
を
も
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
集
団
教
育
と
の
関
連
で
、
専
門
教
育
や
一
般
教
育
に
つ
い
て
も
「
現
代
化
・

総
合
化
・
共
同
化
」
の
観
点
か
ら
一
定
の
改
善
が
す
す
め
ら
れ
、
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
も

七
五
全
学
協
確
認
に
そ
っ
て
、
外
国
語
教
員
の
増
員
、
教
科
研
究
会
の
強
化
、
テ
キ
ス
ト
教

材
等
の
改
善
、
上
級
英
語
の
強
化
、
第
二
外
国
語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
な
ど
が
す
す
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
集
団
教
育
と
他
教
科
の
教
育
と
の
不
均
衡
発
展
の

三
以
上
の
教
学
上
の
基
本
理
念
基
本
方
針
を
推
進
す
る
に
あ
た
（
↓
て
は
教
員
、
職
員
、

院
生
、
学
生
な
ど
大
学
の
全
構
成
員
を
大
学
自
治
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
、
民
主
的
体

制
を
強
化
し
、
全
学
の
合
意
に
も
と
づ
き
、
そ
の
具
体
化
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
一
九
七

五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
の
内
容
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
学
園
の
歴
史
的
な
到
達
段
階
を

具
体
的
に
示
す
指
標
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
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傾
向
、
大
講
義
に
お
け
る
出
席
状
況
の
問
題
、
留
年
の
増
大
、
就
職
状
況
の
偏
り
（
公
務
員

・
教
員
に
は
強
い
が
、
巨
大
企
業
・
総
合
商
社
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
進
出
が
弱
い
）
な
ど
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
教
学
上
の
課
題
が
ま
だ
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
今
日
に
お
け
る
二
部
軽
視
の
文
教
政
策
の
な
か
で
、
本
学
は
一
九
六
三
年
二
部
改
革
以

来
一
貫
し
て
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
を
守
る
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
、
教
学

の
改
善
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
で
本
学
で
は
、
六
九
年
度
以
降
、

勤
労
者
確
保
の
た
め
の
入
試
優
遇
措
置
を
、
七
八
年
度
よ
り
二
部
二
淋
時
制
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
し
、
さ
ら
に
八
○
年
度
か
ら
は
二
部
推
嚇
入
学
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
を
き
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
教
学
改
善
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
変
転
す
る
社

会
経
済
情
勢
や
二
部
学
生
の
牌
と
し
て
の
変
化
な
ど
、
二
部
教
学
を
め
ぐ
る
詣
条
件
は
、
率

直
に
い
っ
て
ま
す
ま
す
困
難
な
様
祁
を
み
せ
、
二
部
教
学
の
実
態
を
さ
ら
に
深
く
検
討
せ
ね

ば
な
ら
な
い
状
況
に
た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
と
い
う

方
針
を
基
本
的
に
は
堅
持
し
つ
つ
、
八
○
年
代
に
む
け
て
二
部
教
学
の
改
革
を
ど
う
よ
う
に

す
す
め
る
か
が
、
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
総
合
大
学
と
し
て
の
基
礎
の
確
立

①
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
「
衣
笠
一
拠
点
計
画
に
つ
い
て
は
、
七
○
年
代
後
半

に
お
け
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
視
野
を
も
ふ
く
め
て
、
早
期
か
つ
民
主
的
に
実
現
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
確
認
は
、
「
早
期
民
主
的
実
現
」
を
め
ざ
す
全
学
の
合
意
に
さ
さ
え

ら
れ
て
、
着
実
に
実
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
年
九
月
に
は
、
新
・
中
川
会
館
（
本
部
棟
）

が
完
成
し
、
学
園
本
部
の
衣
笠
移
転
が
す
す
み
、
新
・
研
心
館
（
二
部
基
本
棟
）
も
完
成
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
八
年
に
は
じ
ま
っ
た
「
衣
笠
一
拠
点
計
画
」
は
い
よ
い
よ
最

終
段
階
に
は
い
り
、
あ
と
は
一
九
八
一
年
四
月
を
目
標
と
し
た
法
学
部
棟
の
建
設
と
法
学
部

の
移
転
を
の
こ
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
「
衣
笠
一
拠
点
の
早
期
・
民
主
的

実
現
」
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
法
学
部
移
転
を
予
定
ど
お
り
に
実
現
す
る
課
題
が
の
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
一
拠
点
計
画
の
実
現
が
す
す
む
と
と
も
に
、
教
員
の
研
究
と
教
育
、
職
員
の
教
学
事
務
、

学
生
諸
君
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
、
自
治
活
動
を
す
す
め
る
う
え
で
、
総
合
大
学
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
う
る
基
盤
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
間
近
に
せ
ま
っ

て
き
た
法
学
部
の
移
転
を
も
考
慮
し
、
研
究
・
教
育
、
教
学
事
務
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習

活
動
な
ど
学
園
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
、
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
順
／
ツ
ト
を
十
二
分
に
発
揮

す
る
に
は
ど
う
す
る
か
。
こ
れ
は
八
○
年
代
の
学
園
政
策
を
つ
ら
ぬ
く
重
要
な
柱
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

三
、
学
園
の
民
主
的
体
制
の
強
化

①
周
知
の
よ
う
に
立
命
館
大
学
が
、
戦
後
、
民
主
的
学
園
と
し
て
急
速
な
発
展
を
と
げ
え

た
の
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
「
民
主
的
詣
制
度
の
確
立
の
も
と
で
、
大
学
の
全
構
成
員
の
総

意
に
よ
っ
て
大
学
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
」
（
七
五
年
度
全
学
協
確
認
）
に
よ
る

と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
七
五
年
度
全
学
協
碓
認
以
来
、
学
園
の
民
主
的
体
制
は
さ

ら
に
前
進
し
、
教
学
の
改
善
、
暴
力
一
掃
の
と
り
く
み
を
軸
と
し
て
、
理
事
会
、
教
授
会
、

教
職
員
組
合
、
学
友
会
、
各
学
部
自
治
会
、
院
生
協
議
会
、
生
協
理
事
会
と
組
合
な
ど
、
全

構
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
は
一
段
と
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

②
学
園
の
民
主
的
体
制
の
強
化
は
、
教
学
と
財
政
の
統
一
と
い
う
基
本
的
な
視
点
か
ら
財

政
の
民
主
化
が
す
す
ん
だ
点
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
全
学
生
に
た
い
す

る
『
学
園
通
信
」
に
よ
る
予
算
お
よ
び
決
算
の
報
告
、
財
政
説
明
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
。

四
、
相
対
的
低
学
費
と
公
費
助
成

①
七
五
全
学
協
は
、
「
私
学
危
機
を
根
本
的
に
解
決
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の

獲
得
運
動
と
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
運
動
を
発
展
さ
せ
」
つ
つ
、
「
相
対
的
低
学
費
」

を
堅
持
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
こ
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
七
六
年
度

の
学
費
改
定
以
来
、
今
日
ま
で
学
費
を
す
え
お
い
て
き
ま
し
た
。
過
去
四
年
間
に
わ
た
り
学

費
を
す
え
お
い
て
き
た
大
学
は
、
私
大
連
盟
傘
下
で
は
本
学
を
ふ
く
め
て
わ
ず
か
四
大
学
に

す
ぎ
ず
、
し
か
も
現
在
、
本
学
の
学
費
は
私
大
連
盟
傘
下
大
学
の
平
均
六
○
％
と
い
う
低
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
が
学
園
の
民
主
的
力
量
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
こ
の
よ
う
な
相
対
的
低
学
費
が
維
持
さ
れ
て
き
た
重
要
な
条
件
の
一
つ
が
公
費
助
成
の

獲
得
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
公
費
助
成
の
痩
得
運
動
で
早

く
か
ら
先
進
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
以
後
、
学
園

の
全
構
成
員
（
学
生
、
教
職
員
、
理
事
会
、
生
協
）
に
よ
る
公
賀
助
成
運
動
を
め
ぐ
る
連
帯

は
、
一
段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
前
進
し
た
点
は
、
公
溌
助
成
の
獲
得
運
動
と
あ
わ
せ

て
財
政
の
民
主
化
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
、
全
学
に
よ
る
こ
の
運
動
が
持
続
的
・
恒
常
的
な
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（
二
八
○
年
．
代
に
お
け
る
学
園
の
基
本
政
策

す
で
に
み
た
よ
う
に
本
学
で
は
、
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
学
園
の
基

本
政
策
と
し
て
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
教
学
、
大
学

の
全
櫛
成
員
に
よ
る
自
治
と
民
主
的
体
制
の
強
化
な
ど
、
三
つ
の
柱
を
た
て
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
八
○
年
代
を
む
か
え
る
現
段
階
に
あ
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
柱
を
基
本
的
に
堅
持

し
な
が
ら
、
学
園
の
基
本
政
策
を
次
の
よ
う
に
補
強
し
て
確
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
も
ど
つ
く
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
の
堅
持
。

二
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
教
学
と
い
う
理
念
に
か
ん
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針

を
再
確
認
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
補
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
大
学
教
育
の
機
会
均
等
を
追
求
す
る
こ
と
。

②
勤
労
者
に
大
学
教
育
の
場
を
保
障
す
る
こ
と
。

③
平
和
と
民
主
主
義
を
基
軸
と
し
た
国
民
的
課
題
を
志
向
す
る
研
究
・
教
育
の
展
開
ｌ
研

究
・
教
育
に
お
け
る
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
追
求
す
る
こ
と
。
社
会
に
通
用
す

る
専
門
的
学
力
と
民
主
的
社
会
常
識
を
も
っ
た
、
す
な
わ
ち
今
日
の
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
十

分
な
基
礎
学
力
を
も
っ
た
学
生
を
、
本
学
の
教
育
を
つ
う
じ
て
育
て
る
こ
と
。

い
わ
ゆ
る
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
と
は
、
社
会
進
歩
を
に
な
う
国
民
的
利
益
の

立
賜
か
ら
、
現
代
的
課
題
に
大
胆
に
と
り
く
む
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
異
な
っ
た
学
問
領
域

の
総
合
化
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
化
は
教
員
の
研
究
・
教
育
に
お
け
る
共
同
化
・
集
団
化
に

よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
本
学
に
お
い
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
方

運
動
に
発
展
し
た
こ
と
雲
対
政
府
だ
け
で
な
く
自
治
体
に
む
け
て
の
要
求
連
動
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
、
私
学

助
成
の
「
曲
が
り
角
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
国
民
の
「
学
ぶ
権
利
」
を
ま
も
り
、
民
主
的
で
大
幅
な
公
費
助
成
の
獲

得
に
む
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
教
訓
を
総
括
し
な
が
ら
、
公
徽
助
成
運
動
を
ど
の
よ
う

に
新
し
い
段
階
に
引
き
上
げ
る
か
が
、
当
面
す
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ⅲ
八
○
年
代
に
お
陰
る
学
園
の
基
本
政
策
と
基
本
的
課
題

向
健
も
ち
ろ
ん
八
○
年
代
に
お
い
て
い
っ
そ
う
領
極
的
に
推
進
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
国
民
的
課
題
を
志
向
す
る
教
育
・
研
究
の
展
開
と
い
う
と
き
、

と
り
わ
け
今
日
の
学
生
の
現
状
と
要
求
に
て
ら
し
て
、
八
○
年
代
に
お
け
る
本
学
の
高
等
教

育
を
つ
う
じ
て
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
か
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
点
で
は
、
七
五
年
全
学
協
の
確
認
が
、
学
生
諸
君
に
た
い
し
て
、
「
社
会
に
通
用
す

る
専
門
的
・
技
術
的
能
力
と
民
主
的
社
会
常
識
」
を
も
ち
う
る
教
育
を
す
す
め
る
と
強
調
し

て
い
る
点
を
、
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
の
基
本
政
策
と
し
て
組
み
こ
む
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
高
度
に
分
業
が
発
展
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
諸
分
野
の
職

業
を
遂
行
す
る
専
門
的
力
量
と
、
自
ら
の
職
業
の
も
つ
社
会
的
な
意
味
や
モ
ラ
ル
を
生
き
生

き
と
感
得
で
き
る
基
礎
的
力
量
の
形
成
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の

さ
い
、
今
日
の
社
会
の
状
況
と
青
年
・
学
生
の
現
状
に
て
ら
し
て
、
ま
た
本
学
の
平
和
と
民

主
主
義
の
教
学
理
念
に
て
ら
し
て
、
学
生
諸
君
に
た
い
し
基
本
的
人
権
と
平
和
・
民
主
主
義

を
守
り
発
展
さ
せ
る
主
体
と
し
て
の
主
権
者
、
自
主
的
で
主
体
的
な
探
究
精
神
に
み
ち
た
知

性
の
持
ち
主
、
国
民
的
教
養
の
創
造
的
な
担
い
手
た
り
う
る
よ
う
な
教
育
が
す
す
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
「
社
会
に
通
用
す
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
社
会
は
ひ
ろ

く
国
際
化
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
こ
と
を
も
念
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
各
学
部
は
、
以
上
の
基
本
的
観
点
を
お
さ
え
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
・
技
術
的
能

力
の
養
成
に
お
い
て
そ
の
特
色
を
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
学
部
教
学
を
つ
く
り
出
す
必
要
ゞ
が
あ

り
ま
す
。

④
全
国
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
も
根
を
お
ろ
し
た
大
学
を
志
向
す
る
こ
と
。
戦
後
、

立
命
館
大
学
は
全
国
各
地
か
ら
学
生
諸
君
が
集
ま
り
、
研
究
・
教
育
の
両
面
に
お
い
て
そ
の

声
価
は
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

八
○
年
代
を
つ
う
じ
て
、
全
国
的
な
声
価
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
衣

笠
周
辺
、
京
都
・
近
畿
圏
な
ど
地
域
に
も
し
っ
か
り
根
を
お
ろ
し
た
大
学
と
し
て
、
研
究
・

教
育
上
の
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
地
方
分
散
、
国
立
地
方

大
学
の
「
質
的
充
実
」
を
め
ざ
す
文
教
政
策
に
た
い
し
て
、
本
学
と
し
て
主
体
的
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

⑤
私
学
危
機
が
、
多
様
で
複
雑
な
形
態
を
と
っ
て
深
刻
化
す
る
も
と
で
、
公
餅
助
成
運
動
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と
一
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
運
動
に
積
極
的
に
と
り
く
み
机
対
的
低
学
岱
を
堅
持

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

｜
｜
｜
、
研
究
・
教
育
の
国
内
的
・
国
際
的
交
流
の
強
化

本
学
で
は
一
九
六
八
年
以
来
、
す
で
に
ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
研
究
・
教
育
の
「
現
代
化
・

総
合
化
・
共
同
化
」
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
ア
ピ
ー

ル
は
学
園
の
範
囲
内
に
か
ぎ
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
八
○
年
代
を
む
か
え
る
に
あ

た
り
、
本
学
が
わ
が
国
に
お
け
る
私
学
の
雄
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
に
は
、
学
園
の
主
体

的
力
吐
を
強
め
な
が
ら
研
究
・
教
育
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
方
向
を
、
国
内

的
に
も
国
際
的
に
も
被
極
的
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

四
、
全
橘
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
の
堅
持
と
民
主
的
体
制
の
効
率
的
強
化

全
椛
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
と
民
主
的
諸
体
制
の
強
化
こ
そ
、
戦
後
に
お
け
る
本
学
の
発

展
を
さ
さ
え
た
韮
本
的
な
支
柱
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
引
き
つ
づ
き
八
○
年
代
の
学
園
の
韮

本
政
策
と
し
て
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
の
さ
い
、
こ
こ
で
は
今
日
の

段
階
を
ふ
ま
え
て
次
の
二
つ
の
点
を
課
題
と
し
て
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
学
生
、
教
職
員
に
た
い
す
る
系
統
的
な
実
態
把
握
の
体
制
を
強
め
る
と
と
も
に
、
民
主

的
討
談
を
す
す
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
の
整
理
・
分
析
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

②
本
学
に
お
け
る
民
主
的
体
制
（
研
究
・
教
育
に
責
任
を
負
う
教
授
会
、
大
学
機
関
、
職

員
職
場
の
民
主
化
と
自
主
的
・
集
団
的
体
制
、
五
者
会
談
、
学
振
懇
、
全
学
協
な
ど
各
級
協

議
機
関
）
の
運
用
を
工
夫
し
、
諸
課
題
の
全
学
的
合
意
に
よ
る
民
主
的
か
つ
効
率
的
な
解
決

を
促
進
す
る
こ
と
。

｜
、
学
生
予
算
定
員
の
削
減

一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
「
学
部
学
生
定
員
の
検
討
に
つ
い
て
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
一
九
七
三
年
度
全
学
協
議
会
に
お
い
て
”
今
後
の
小
集
団

（
二
）
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
の
基
本
的
課
題

今
日
の
情
勢
、
学
園
の
到
達
点
、
学
生
、
教
職
員
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
総
合
大
学
と
し
て

の
一
府
の
発
展
を
展
望
す
る
と
き
、
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
の
基
本
的
課
題
と
し
て
は
、

以
下
の
こ
と
が
設
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
を
軸
と
す
る
教
学
の
一
層
の
充
実
、
学
部
教
授
会
の
適
正
規
模
の
検
討
の
な
か
で
学

部
学
生
定
員
の
縮
小
を
衣
笠
一
拠
点
完
了
時
を
目
途
に
検
討
す
る
“
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、

衣
笠
一
拠
点
化
の
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
今
日
の
時
点
に
お
い
て
、
公
費
助
成
運
動
の
展
望

と
も
関
連
さ
せ
て
、
学
部
学
生
定
員
の
適
正
化
を
、
七
六
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
課
題
と

し
て
設
定
し
、
そ
の
条
件
等
を
慎
重
に
検
討
す
る
」
。

こ
の
よ
う
に
学
生
定
員
の
削
減
は
、
過
去
二
次
に
わ
た
る
全
学
協
確
認
が
そ
の
検
討
を
指

示
し
て
き
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
日
、
全
学
の
構
成
員
の
努
力
と
協
力
に
よ
っ
て
「
衣
笠

一
拠
点
の
早
期
民
主
的
実
現
」
が
簸
終
段
階
に
入
り
、
八
○
年
代
の
新
し
い
学
園
政
策
を
全

学
の
合
意
で
確
立
す
る
に
あ
た
り
、
教
学
改
善
の
も
っ
と
も
重
要
な
環
と
し
て
、
こ
こ
に
学

生
定
員
の
計
画
的
な
削
減
を
積
極
的
に
提
案
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
八
○
年
代
に
む
け
て
の
本
学
の
教
学
を
改
善
す
る
重
要
な
環
を
な
す
施
策
と
し
て
、
学

生
予
算
定
員
を
、
計
画
的
に
削
減
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
本
学
の
教
職
員
一
人
あ
た
り
学

生
数
は
三
五
・
三
人
（
十
大
私
学
平
均
二
四
・
一
人
）
で
す
が
、
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
力守

り
、

一
段
高
い
研
究
・
教
育
水
準
の
創
造
と
ゆ
と
り
あ
る
学
園
づ
く
り
に
と
っ
て
、
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
は
、
政
府
の
「
高
等
教
育
計
画
」
が
「
水
増
し
」
入
学
の
是

正
を
う
た
い
、
ま
た
他
私
学
に
お
い
て
も
予
算
定
員
の
削
減
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

実
現
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
学
生
予
算
定
員
を
以
下
の
計
画
を
も
っ
て
段
階
的
に
削
減
し
て
い
き
ま
す
。

ａ
第
一
段
階
（
一
九
八
○
年
度
新
入
生
か
ら
実
施
）

法
・
経
・
営
・
産
社
の
四
学
部
現
行
六
六
○
↓
六
○
○
名

文
学
部
〃
六
一
○
↓
六
○
○
名

理
工
学
部
〃
七
五
○
↓
六
九
○
名

第
一
段
階
の
学
生
定
員
の
削
減
は
、
主
と
し
て
ク
ラ
ス
の
学
生
数
減
に
あ
て
る
。

ｂ
第
二
段
階
二
九
八
三
年
度
新
入
生
か
ら
実
施
）

法
・
経
・
営
・
産
社
・
文
学
部
六
○
○
↓
五
五
○
名

理
工
学
部
六
九
○
↓
五
○
○
名

第
二
段
階
の
学
生
定
員
の
削
減
は
、
主
と
し
て
ク
ラ
ス
数
の
削
減
に
あ
て
る
。

Ｃ
二
部
の
学
生
予
算
定
員
に
つ
い
て

勤
労
学
生
の
確
保
と
入
試
制
度
の
改
善
、
二
識
時
制
の
総
括
と
低
回
生
小
集
団
教
育
の
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指
導
充
実
と
あ
わ
せ
て
、
二
部
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
学
生
予
算
定
員
の
削
減
を
具
体
化
し

ま
す
。

③
二
次
に
わ
た
る
計
画
的
な
学
生
予
算
定
員
の
削
減
は
、
八
年
後
に
は
一
部
だ
け
で
約
三
、

○
○
○
名
、
ほ
ぼ
一
学
部
に
相
当
す
る
学
生
数
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
研
究
・
教
育

の
基
本
的
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
全
体
に
か
な
り
の
ゆ
と
り
を
生

み
だ
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
学
生
数
削
減
の
意
義
・
効
果
と
し
て
は
、
㈲
ク
ラ
ス
学
生

数
の
削
減
に
よ
る
小
集
団
教
育
の
充
実
、
伽
大
講
義
の
改
善
、
㈲
ク
ラ
ス
数
減
に
よ
る
教
員

の
講
義
準
備
時
間
、
研
究
時
間
の
保
障
、
側
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
場
の
保
障
、
学

生
共
同
研
究
室
、
談
話
室
、
図
書
館
、
体
育
活
動
、
生
協
の
利
用
条
件
の
改
善
、
そ
の
他
キ

ャ
ン
パ
ス
生
活
全
体
に
ゆ
と
り
を
生
み
だ
す
こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
、
一
・
二
部
各
学
部
に
お
け
る
教
学
体
系
・
教
育
内
容
・
教
育
方
法
の
再
検
討
と
改
善

①
一
・
二
部
各
学
部
は
、
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に
も
と
づ
く
教
学
改
善
の
諸
結
果

を
全
面
的
に
総
括
し
、
そ
の
禎
極
面
と
消
極
面
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
総
括
の
う
え
に
た
っ
て
、
積
極
面
を
さ
ら
に
の
ば
し
、
消
極
面
を
克
服
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
学
生
諸
君
の
社
会
的
進
路
の
拡
大
を
も
視
野
に
入
れ
、
「
社
会
に
通
用
す
る
専

門
的
・
技
術
的
能
力
と
民
主
的
・
社
会
的
常
識
」
を
基
本
内
容
と
す
る
基
礎
学
力
の
向
上
を

は
か
る
た
め
の
教
学
改
善
の
具
体
的
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
て
い
ま
す
（
別
項
で
詳
述

す
る
）
・
教
学
改
善
の
具
体
的
課
題
に
む
け
て
各
学
部
教
授
会
を
は
じ
め
大
学
浦
機
関
の
と
り

く
み
を
強
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

②
教
学
改
善
の
具
体
的
課
題
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
完
成

に
と
も
な
う
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
、
た
と
え

ば
一
般
教
育
特
講
の
開
設
、
他
学
部
受
講
の
可
能
性
を
検
討
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
二
部
に
つ
い
て
は
、
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
実
を
高
め
る
た
め
に
、

推
薦
入
学
制
度
の
実
施
に
引
き
つ
づ
き
、
入
試
制
度
の
全
般
的
検
討
を
す
す
め
、
二
部
独
自

の
入
試
制
度
の
実
現
を
は
か
る
と
と
も
に
、
二
講
時
制
実
施
後
の
教
学
実
態
を
全
面
的
に
総

括
し
、
教
学
改
善
に
む
け
て
と
り
く
む
よ
う
に
し
ま
す
。

④
以
上
の
教
学
改
善
の
諸
課
題
を
実
現
す
る
う
え
で
の
必
要
、
か
つ
不
可
欠
の
条
件
と
し

て
、
学
生
数
の
全
体
的
な
削
減
、
ク
ラ
ス
学
生
数
の
削
減
、
ク
ラ
ス
数
減
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
と
か
か
わ
っ
て
必
要
な
教
員
定
数
増
を
は
か
り
ま
す
。

三
、
研
究
政
策
上
の
課
題

①
八
○
年
代
に
お
け
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
研
究
と
教
育
の
「
現
代
化
・

総
合
化
・
共
同
化
」
の
理
念
を
再
確
認
し
つ
つ
、
研
究
と
教
育
の
統
一
の
今
日
的
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
大
衆
化
し
た
大
学
で
研
究
と
教
育
の
双

方
に
き
び
し
く
責
任
を
負
い
、
そ
の
新
た
な
統
一
を
模
索
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
仕

事
で
あ
り
、
教
員
の
苦
悩
は
こ
の
一
点
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い

研
究
水
準
と
密
度
の
濃
い
教
育
の
創
造
に
む
け
て
、
個
々
の
教
員
の
一
層
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
と
く
に
研
究
・
教
育
に
お
け
る
集
団
化
・
共
同
化
を
追
求
し
、
大
学
と
し
て
も

研
究
・
教
育
の
組
織
と
運
営
の
あ
り
方
、
研
究
条
件
の
整
備
に
か
ん
し
て
積
極
的
に
と
り
く

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
研
究
政
策
上
の
課
題
は
の
ち
に
別
項
で
し
め
し
ま
す
が
、
そ
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、

可
能
な
か
ぎ
り
教
員
の
研
究
時
間
保
障
の
具
体
的
な
措
置
を
誰
ず
る
と
と
も
に
、
人
文
・
理

工
学
研
究
所
、
学
部
共
同
研
究
室
な
ど
に
お
け
る
共
同
研
究
体
制
の
強
化
、
研
究
事
務
体
制

の
整
備
・
強
化
を
す
す
め
ま
す
。
学
生
定
員
の
削
減
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
政
策
上
の
課
題

を
実
現
す
る
た
め
に
も
必
要
で
す
。
ま
た
‘
研
究
施
設
条
件
の
整
備
・
改
善
の
た
め
に
、
当

面
、
修
学
館
（
研
究
室
棟
）
の
改
修
、
末
川
記
念
会
館
の
建
設
を
す
す
め
ま
す
。
な
お
、
将

来
計
画
と
し
て
、
第
二
修
学
館
の
建
設
お
よ
び
理
工
学
部
研
究
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。

四
、
入
学
試
験
制
度
改
善
の
課
題

勤
労
学
生
の
確
保
を
主
眼
と
す
る
二
部
入
試
制
度
の
抜
本
的
な
検
討
を
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
一
部
入
試
制
度
に
つ
い
て
も
、
本
学
で
勉
学
す
る
真
に
ふ
さ
わ
し
い
素
質
と
能
力
を
も

っ
た
学
生
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
改
革
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

五
、
学
園
規
模
の
検
討

す
で
に
あ
げ
た
二
次
に
わ
た
る
学
生
予
算
定
員
の
削
減
を
計
画
的
に
実
現
し
て
い
き
ま
す

が
、
本
学
の
将
来
に
お
け
る
学
園
規
模
に
つ
い
て
は
、
長
期
計
画
委
員
会
に
お
い
て
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

六
、
事
務
体
制
の
強
化

①
学
園
本
部
が
移
転
し
、
衣
笠
一
拠
点
化
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
今
日
、
事
務
体
制
に
つ

い
て
の
そ
の
総
括
と
あ
わ
せ
て
、
一
拠
点
完
成
時
を
見
と
お
し
た
本
部
、
施
設
管
理
、
就
職

・1〆句

－10 ， －
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課
、
研
究
事
務
な
ど
の
再
編
・
強
化
を
学
園
の
重
点
課
題
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
別
項
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

②
上
記
の
検
討
と
合
わ
せ
て
職
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

七
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
と
校
地
確
保
の
計
画
的
推
進

①
学
園
に
必
要
な
校
地
を
確
保
し
、
空
間
的
ゆ
と
り
を
も
た
せ
、
研
究
・
教
育
の
施
設
的

諸
条
件
を
さ
ら
に
整
備
し
（
以
学
館
改
修
、
末
川
記
念
会
館
の
建
設
、
第
二
修
学
館
構
想
な

ど
）
、
学
園
の
将
来
展
望
を
き
り
ひ
ら
く
た
め
に
校
地
確
保
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
、

八
○
年
代
学
園
政
策
の
重
点
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
別
項
で
述

べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

②
校
地
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
衣
笠
周
辺
一
体
に
お
け
る
中
心
校
地
お
よ
び
柊
野
周
辺
部

の
拡
充
に
重
点
を
お
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
体
的
な
整
備
お
よ
び
緑
化

を
計
画
的
に
す
す
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

八
、
教
学
と
財
政
の
統
一
ｌ
学
費
問
題
と
公
費
助
成
運
動
ｌ

①
本
学
と
し
て
と
り
く
む
べ
き
八
○
年
代
の
教
学
上
の
重
点
課
題
は
、
以
上
に
み
る
よ
う

に
学
生
予
算
定
員
削
減
を
は
じ
め
と
し
て
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
る
に

他
方
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
進
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
に
よ
る
物
価
の
高
騰
、
人
件

曲
・
物
件
憐
の
自
然
増
は
必
至
で
あ
り
、
さ
ら
に
学
生
定
員
削
減
に
と
も
な
う
収
入
減
が
こ

れ
に
加
重
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
学
の
教
学
と
財
政
の
不
均
衡
も
急
速
に
拡
大
せ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

予
測
さ
れ
る
か
か
る
学
園
財
政
状
況
に
て
ら
し
て
、
教
学
と
財
政
の
均
衡
・
統
一
を
は
か

る
た
め
に
、
本
学
と
し
て
は
学
生
生
活
実
態
の
慎
重
な
検
討
の
う
え
に
た
っ
て
、
相
対
的
低

学
費
の
原
則
を
堅
持
し
つ
つ
明
年
度
か
ら
の
学
費
引
き
上
げ
を
提
起
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

②
こ
の
さ
い
、
私
学
の
公
費
助
成
が
曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ
た
状
況
の
も
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
公
費
助
成
運
動
の
経
験
と
教
訓
を
全
面
的
に
総
括
し
、
公
費
助
成
連
動
を
新
し
い
段

階
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
全
学
的
な
と
り
く
み
を
一
段
と
強
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ
教
学
の
具
体
的
な
改
善
施
策

本
学
教
学
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
改
善
施
策
に
あ
た
っ
て
陣
七
五
全
学
協
で

確
認
さ
れ
た
「
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
課
題
」
を
基
本
的
な
観
点
と
し
て
、
八
○
年
代
に
向

け
て
の
民
主
的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
主
体
を
養
成
す
る
た
め
に
、
①
民
主
的
・
社
会
的
常

識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う
課
題
、
②
そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
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（
｜
）
民
主
的
・
社
会
的
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う

課
題
と
学
部
教
学
の
改
善
に
つ
い
て

七
五
全
学
協
確
認
以
来
、
こ
の
課
題
は
、
学
部
教
学
の
全
体
系
に
わ
た
る
も
の
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
追
究
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
課
題
は
、
八
○
年
代
を
展
望
す
る
新
し
い
大
学
づ

く
り
の
な
か
で
民
主
的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
主
体
の
養
成
の
課
題
と
し
て
確
認
さ
れ
、
今

日
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
状
況
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
学
生
に
た
い
し
基
本
的
人

権
を
尊
重
し
、
正
し
い
科
学
的
認
識
を
身
に
つ
け
、
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観
、
労

働
観
、
権
利
意
識
を
も
っ
た
力
量
あ
る
社
会
人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
、
技
術
を
養
う
大
学

教
育
の
あ
り
方
を
指
向
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
、
各
学
部
教
学
に
お
い
て
は
、
小
集
団
教
育
の
充
実
を
は

じ
め
と
し
て
、
専
門
教
育
の
改
善
、
種
々
の
実
務
講
座
の
実
施
、
ま
た
、
こ
の
課
題
の
も
と

に
お
け
る
一
般
教
育
、
外
国
語
教
育
、
保
健
体
育
教
育
、
教
職
課
程
教
育
の
改
善
が
と
り
く

ま
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
次
の
よ
う
な
課
題
が
み
ち
び
き
出
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
学
の
発
展
・
充
実

一
、
一
九
六
三
年
以
来
、
約
一
五
年
間
の
あ
ゆ
み
を
も
つ
本
学
の
小
集
団
教
育
は
、
当
時

の
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
弊
害
を
克
服
し
、
高
校
教
育
か
ら
大
学
教
育
へ
の
導
入
を
は
か
る
と
い

う
目
的
か
ら
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、
今
日
で
は
、
学
部
を
中
心
と
す
る
教
学
の
「
現
代

化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
す
す
め
る
研
究
・
教
育
の
充
実
へ
の
基
軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
「
プ
ロ
ゼ
ミ
」
等
の

小
集
団
教
育
授
業
を
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
な
か
で
だ
さ
れ
て
く
る

学
生
の
学
問
的
関
心
や
問
題
意
識
の
な
か
に
現
代
に
お
け
る
研
究
・
教
育
の
課
題
を
と
ら
え
、

こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
分
野
に
お
い
て
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
研
究
と
教
育
に
発
展

さ
せ
る
と
い
う
基
本
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
り
教
員
の

力
養
成
の
課
題
、
③
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
研
究
・
教
育
の
現
代
化
・
総
合
化

・
共
同
化
と
、
学
生
の
「
学
び
た
い
」
要
求
、
「
学
び
が
い
の
あ
る
大
学
教
育
」
へ
の
要
求

を
実
現
す
る
課
題
、
を
基
本
的
な
柱
と
し
て
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

・
今
日
こ
の
癖
集
団
教
育
を
中
心
一
と
し
て
学
生
が
展
開
し
て
い
る
広
範
な
自
主
的
一
集

団
的
学
習
活
動
（
サ
ブ
・
ゼ
ミ
、
自
主
ゼ
ミ
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
、
学
術
系
サ
ー
ク
ル
の
活

発
化
等
）
の
実
態
は
、
こ
の
こ
と
を
如
実
に
し
め
し
て
お
り
、
本
学
教
学
の
大
き
な
特
徴
を

な
し
て
い
ま
す
。

二
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
到
達
点
に
あ
る
本
学
の
小
集
団
教
育
は
、
現
状
で
は
な
お
い

く
つ
か
の
改
善
す
べ
き
問
題
点
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
点
は
、

①
最
近
の
学
生
の
後
期
中
等
教
育
段
階
を
経
て
の
大
学
進
学
の
実
態
、
そ
の
な
か
で
あ
ら

わ
れ
て
く
る
大
学
教
育
へ
の
目
的
意
識
や
要
求
の
変
化
、
最
近
の
社
会
・
文
化
状
況
と
く
に

「
情
報
化
社
会
」
と
い
わ
れ
る
状
況
の
も
と
で
の
学
生
の
も
つ
多
様
な
知
識
や
関
心
を
ふ
ま

え
、
こ
れ
を
学
問
的
に
い
か
に
高
め
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
体
系
を
い
か
に
構
成
し
て
い
く

か
と
い
う
問
題
。

②
学
生
が
自
ら
学
び
成
長
す
る
力
と
も
な
る
べ
き
基
礎
学
力
と
専
門
的
力
量
の
養
成
に
向

け
て
、
そ
の
授
業
内
容
と
方
法
を
再
検
討
し
、
そ
の
到
達
目
標
を
明
確
に
し
、
具
体
化
し
て

い
く
問
題
。

③
「
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
」
学
部
教
学
の
と
り
く
み
の
な
か
で
、
と
も
す
れ
ば
「
小

集
団
中
心
」
の
弊
害
が
み
ら
れ
る
点
を
是
正
し
、
学
部
教
育
と
し
て
の
専
門
教
育
、
一
般
教

育
、
外
国
語
教
育
等
と
の
均
衡
の
と
れ
た
教
学
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
問
題
。

④
正
課
と
し
て
の
小
集
団
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
学
生
が
自
主
的
・
集
団
的
に
行
な
う
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
・
研
究
活
動
（
サ
ブ
・
ゼ
ミ
、
自
主
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）
と
学
部
教

学
と
の
関
連
を
重
視
し
、
学
部
と
し
て
こ
れ
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
問
題
。
ま
た
、
そ

の
方
法
や
諸
条
件
の
整
備
の
問
題
。

⑤
小
集
団
教
育
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
員
の
教
育
条
件
改
善
の
問
題
。

現
在
、
各
学
部
教
員
は
、
一
部
に
お
い
て
一
・
二
回
生
小
集
団
、
三
・
四
回
生
演
習
、
二

部
に
お
い
て
一
・
二
回
生
小
集
団
も
し
く
は
三
・
四
回
生
演
習
と
、
合
計
で
三
、
四
ク
ラ
ス

を
担
当
し
、
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
一
ク
ラ
ス
の
学
生
人
員
は
現
行
で
は
五
五
名
（
二
部
で
は
六
○
名
）
に
の
ぼ
り
、
①
、

研
究
・
教
育
の
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
が
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
て
自
ら
の
一
学
ぶ

要
求
」
に
ね
ざ
す
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
意
義
を
有
し
て

い
土
季
キ
リ
０
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②
の
問
題
を
中
心
と
し
た
キ
メ
の
こ
ま
か
い
指
導
や
密
度
の
高
い
授
業
を
展
開
す
る
に
は

こ
れ
ら
の
条
件
が
桂
椛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
打
開
し
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

三
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
改
善
し
て
い
く
施
策
の
基
本
的
な
点
は
、
以
下
の
諸
点
を
、

重
点
的
に
す
す
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

①
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
施
策
は
、
学
生
の
実
態
把
握
で
す
。
学
生
実
態
の
把

握
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
教
職
員
お
よ
び
機
関
の
把
握
の
重
要
性
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
把
握
し
、
施
策
化
し
て
い
く
全
学
的
体
制
の
確
立
が
急
務
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
態
把
握
が
つ
ね
に
各
教
学
機
関
お
よ
び
個
々
の
教
育
現
場
に
反
映
さ

れ
て
い
く
と
い
う
日
常
的
な
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。

②
基
礎
学
力
養
成
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
学
生
の
実
態
や
問
題
意
識
、
技
能
を
基

礎
と
し
て
、
学
生
の
学
び
た
い
と
す
る
意
欲
を
引
き
だ
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
内

容
・
方
法
の
充
実
と
体
制
を
学
生
数
減
の
条
件
や
一
拠
点
の
実
現
下
に
お
け
る
諸
施
設
の
条

件
を
積
極
的
に
生
か
し
、
具
体
的
な
施
策
を
教
職
員
、
学
生
が
創
意
を
も
ち
寄
っ
て
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
各
学
部
の
教
学
実
態
を
み
る
な
か
で
、
小
集
団
ク
ラ
ス
の
出
席
状
況
は
七
○
～
八
○
％

が
恒
常
化
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
他
の
一
般
的
な
満
義
科
目
は
一
○
～
三
○
％
と
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
も
学
生
の
学
習
実
態
の
な
か
に
「
小
集
団
教

育
中
心
」
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
態
と
、
各
教
科
に
お
け
る
「
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学

部
教
学
の
充
実
」
の
観
点
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
点
と
問
題
点
を
再
整
理
し
、
そ
の
授
業

内
容
や
方
法
、
学
習
指
導
等
に
つ
い
て
改
善
す
る
と
と
も
に
、
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系

の
整
理
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
教
員
の
共
同
化
が
は
か
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
学
生
が
行
な
っ
て
い
る
「
サ
ブ
・
ゼ
ミ
」
や
「
自
主
ゼ
ミ
」
は
、
本
学
の
小
集
団
教
育

の
成
果
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
条
件
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
（

施
設
面
で
の
条
件
整
備
と
し
て
は
、
学
生
共
同
研
究
室
の
拡
充
・
整
備
と
と
も
に
、
小
教

室
の
使
用
方
法
の
改
善
や
諸
会
議
室
の
活
用
等
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
サ
ブ
・
ゼ
ミ
や
自
主
ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生
実
態
の
な
か
に
は
、
施
設

・
設
備
の
整
備
と
と
も
に
、
ゼ
ミ
内
容
に
た
い
す
る
教
員
の
指
導
・
援
助
の
要
求
が
強
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
サ
ブ
・
ゼ
ミ
や
自
主
ゼ
ミ
で
行
な

わ
れ
よ
う
と
す
る
学
生
の
学
習
目
的
の
設
定
や
す
す
め
方
が
、
正
課
の
授
業
の
な
か
で
指
導

さ
れ
椛
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
教

員
の
指
導
・
授
助
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
課
授
業
の
内
容
・
方
法
の
な
か
の
問
題
と
し
て
と
り

く
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
小
集
団
教
育
に
お
け
る
教
員
の
密
度
の
高
い
授
業
の
内
容
と
、
キ
メ
の
こ
ま
か
い
指
導

が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
担
当
教
員
に
よ
る
ク
ラ
ス
学
生
の
把
握
が
重
要
で

す
。
担
当
教
員
は
、
そ
こ
で
ク
ラ
ス
学
生
の
個
々
が
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
や
学
習
意
欲
を

も
っ
て
い
る
の
か
ハ
サ
ブ
・
ゼ
ミ
や
自
主
ゼ
ミ
で
何
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

そ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
の
把
握
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
員
が
そ
の
こ
と
を
な
し
う
る
条
件
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
大
学

が
そ
の
基
本
政
策
で
提
起
し
て
い
る
学
生
数
減
ｌ
ク
ラ
ス
学
生
数
減
ｌ
ク
ラ
ス
数
減
は
こ
の

よ
う
な
教
員
の
教
育
活
動
を
改
善
し
共
同
化
を
す
す
め
る
条
件
と
な
る
で
し
ょ
う
。

二
、
専
門
教
育
に
つ
い
て

各
学
部
の
専
門
教
育
改
善
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
系
統
的
履
修
と
そ
の
も
と
に
お
け
る
学

生
の
発
達
段
階
に
照
応
し
た
基
礎
学
力
の
養
成
に
主
眼
を
お
い
て
内
容
の
改
善
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
集
約
化
を
検
討
し
、
一
定
の
整
備
を
す
す
め
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
学
生
の
実
態
は
、
各
講
義
の
出
席
率
に
も
し
め
さ
れ
る
よ
う
に
、
必
ず

し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
目
に
た
い
す
る
履
修
へ
の
自
覚
が
明
確
で
な
く
、
ま
た
、
小
集
団
教

育
や
他
の
教
科
目
の
学
習
と
の
関
連
性
を
十
分
に
つ
か
め
な
い
ま
ま
に
受
満
し
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
実
態
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
本
学

の
教
育
の
め
ざ
す
民
主
的
・
社
会
的
常
識
と
専
門
的
能
力
に
裏
づ
け
さ
れ
実
社
会
で
実
践
的

な
力
を
発
揮
し
う
る
学
生
を
養
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
生
の
学
び
た
い
要
求
と
学
び
が

い
の
あ
る
大
学
教
育
へ
の
要
求
に
依
拠
し
て
さ
ら
に
次
の
点
で
の
改
善
・
充
実
を
は
か
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
学
生
の
実
態
、
要
求
を
ふ
ま
え
、
小
集
団
教
育
の
充
実
・
発
展
と
併
行
し
て
、
知
識
の

体
系
化
と
、
学
生
が
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
問
題
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
基
礎
学
力
の
養
成
に

重
点
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
系
統
化
、
集
約
化
を
引
き
つ
づ
い
て
検
討
し
、
改
善
す
る

と
と
も
に
学
生
の
学
ぶ
ゆ
と
り
と
き
び
し
さ
を
と
も
な
っ
た
要
卒
単
位
数
の
検
討
を
行
な
い
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②
学
生
の
授
業
へ
の
参
加
の
向
上
は
、
基
本
的
に
は
①
の
改
善
と
あ
い
ま
っ
て
学
生
の
積

極
的
な
自
覚
に
よ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
も
こ
の
よ
う
な
自
覚
を
う
な
が
す

履
修
指
導
の
強
化
や
、
授
業
方
法
の
工
夫
、
受
講
者
数
の
適
正
化
、
教
室
条
件
の
改
蕃
等
を

行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
上
級
回
生
時
に
お
け
る
語
学
力
の
維
持
向
上
と
も
あ
い
ま
っ
て
専
門
の
「
外
国
書
講
読
」

の
受
講
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
改
善
策
を
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

三
、
一
般
教
育
、
外
国
語
教
育
、
保
健
体
育
教
育
、
教
職
課
程
教
育
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
教
科
は
、
各
学
部
教
学
の
な
か
で
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
同
時
に
本
学

と
し
て
の
統
一
し
た
理
念
、
教
育
目
的
に
そ
っ
て
、
全
学
的
に
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
が
努
力
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
大
学
教
育
を
と
り
ま
く
情
勢

は
、
「
放
送
大
学
構
想
」
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
存
大
学
に
お
け
る
こ
れ
ら
一
般
教
育
、

外
国
語
教
育
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
本
学
の
こ
れ
ら
の
教
科
の

今
日
の
到
達
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
こ
れ
を
ふ
み
固
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
在
の
学
生
実
態
ｌ
と
り
わ
け
後
期
中
等
教
育
の
現
状
の
も
と

で
進
学
し
て
き
て
い
る
学
生
の
関
心
や
意
識
、
要
求
を
ふ
ま
え
た
改
善
へ
の
努
力
が
重
要
で

す
。

①
一
般
教
育

本
学
に
お
け
る
一
般
教
育
は
、
七
五
全
学
協
確
認
の
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
観
点
に
そ
っ

て
、
平
和
と
民
主
的
社
会
建
設
に
役
立
つ
力
量
の
あ
る
人
材
養
成
の
基
礎
条
件
と
し
て
、
自

然
・
社
会
・
人
文
の
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
か
つ
均
整
の
と
れ
た
知
識
体
系
と
、
人
権
の
思

想
を
基
本
に
体
系
的
知
識
を
十
二
分
に
駆
使
し
う
る
力
を
潤
養
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
と

り
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
き
く
次
の
二
つ
の
柱
で
す
。

④
大
学
教
育
と
し
て
あ
る
従
来
の
一
般
教
育
の
教
科
内
容
の
改
善
と
充
実
。

、
そ
の
な
か
で
、
現
代
の
科
学
・
技
術
の
急
速
な
発
展
と
、
社
会
情
勢
の
一
定
の
変
化
に

対
応
し
、
学
生
の
も
つ
現
代
的
な
問
題
関
心
に
も
こ
た
え
う
る
「
特
殊
講
義
」
の
開
講
。

第
一
の
柱
で
あ
る
教
科
内
容
の
改
善
、
授
業
方
法
の
工
夫
・
改
善
で
は
、

鋤
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
目
ご
と
に
、
何
を
教
え
る
の
か
、
ま
た
、
受
講
者
は
そ
こ
で
何
を
学

ぶ
の
か
と
い
う
目
標
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
講
義
概
要
等
の
充
実
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
サ
ブ
・
テ
ー
マ
を
つ
け
て
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
め
し
て
き
た
こ
と
。

帥
ま
た
、
こ
の
な
か
で
「
法
学
」
等
を
中
心
に
し
て
憲
法
に
さ
し
し
め
す
平
和
と
民
主
主

義
の
理
念
、
基
本
的
人
権
の
思
想
を
教
科
の
内
容
に
す
え
て
き
た
こ
と
。

何
詣
条
件
の
ゆ
る
す
限
り
に
お
い
て
、
専
任
率
の
向
上
と
、
い
わ
ゆ
る
「
巨
大
識
義
」
改

善
の
た
め
の
一
定
の
と
り
く
み
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

で
あ
り
、
第
二
の
柱
で
は
、

㈹
法
学
部
、
産
業
社
会
学
部
、
二
部
に
お
け
る
一
般
教
育
特
殊
講
義
の
学
則
化
と
と
も
に
、

こ
の
開
講
、
さ
ら
に
は
明
八
○
年
度
か
ら
、
全
学
的
に
こ
れ
を
開
講
す
る
と
り
く
み
を
行
な

っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
目
の
内
容
改
善
と
サ
ブ
・
テ
ー
マ
を
つ
け

た
こ
と
な
ど
で
、
学
生
が
一
般
教
育
を
学
ぶ
視
点
が
明
確
に
な
り
、
深
め
ら
れ
た
と
い
う
前

進
面
も
出
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
ま
た
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
学
問
的
関
心
に
む
す
び
つ

か
ず
、
単
に
「
時
間
割
の
都
合
」
と
か
「
単
位
が
と
り
や
す
い
」
と
か
、
ま
た
「
理
論
的
な

の
は
避
け
る
」
等
々
の
弱
点
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
い
わ
ゆ
る
「
巨
大
講
義
」
の
解
消

に
努
力
し
、
学
生
の
学
び
や
す
い
条
件
を
つ
く
る
こ
と
を
追
求
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
各
科

目
の
内
容
を
さ
ら
に
学
生
の
問
題
関
心
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
改
善
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
す
す
め
る
と
と
も
に
そ
の
授
業
方
法
に
つ
い
て
も
教
材
や
視
聴
覚
機
器
を
利
用
す
る
こ
と

な
ど
を
ふ
く
め
て
改
善
を
は
か
る
こ
と
。
第
三
に
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
学
科
目
の
充
実

と
と
も
に
、
「
特
溝
」
を
全
学
開
講
し
、
そ
の
実
態
と
教
訓
を
生
か
し
つ
つ
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
す
。

②
外
国
語
教
育

本
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
目
的
は
、
④
外
国
語
使
用
能
力
の
総
合
的
発
展
、
＠
言
語

学
習
を
つ
う
じ
て
の
人
間
の
思
考
、
文
化
に
つ
い
て
の
認
識
、
、
学
問
へ
の
論
理
的
思
考
力

の
養
成
、
ｅ
平
和
と
民
主
主
義
の
社
会
的
進
歩
に
つ
い
て
の
世
界
と
の
連
帯
意
識
と
人
類
の

文
化
遺
産
の
継
承
、
に
お
か
れ
、
そ
の
た
め
に
は
外
国
語
学
習
に
あ
た
っ
て
の
四
技
能
（
読

む
、
書
く
、
聴
く
、
話
す
）
の
習
得
と
あ
わ
せ
て
「
思
考
力
」
養
成
に
重
点
が
お
か
れ
、
こ

の
間
種
々
の
と
り
く
み
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
主
た
る
内
容
は
、
①
到
達
目
標
の
明
確
化
、
②
外
国
語
教
員
の
増
員
と
教
科
研
究
会
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を
中
心
と
す
る
教
員
集
団
体
制
の
強
化
、
③
テ
キ
ス
ｉ
ｒ
授
業
方
法
な
と
の
改
善
④
視
聴
覚

施
設
の
具
体
的
な
推
進
、
⑤
上
級
英
語
の
強
化
、
⑥
理
工
学
部
二
・
二
部
）
に
お
け
る
第

二
外
国
語
の
科
目
増
、
⑦
学
生
の
学
習
実
態
の
把
握
、
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
と
り
く
み
の
な
か
で
、
さ
ら
に
学
生
の
学
習
実
態
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

以
下
の
点
を
重
点
課
題
と
し
ま
す
。

側
大
学
教
育
に
お
け
る
語
学
教
育
、
と
く
に
英
語
教
育
は
後
期
中
等
教
育
に
直
接
つ
な
が

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
学
生
の
入
学
時
の
学
力
を
考
慮
し
つ
つ
、
到
達
目
標
を
具
体
的
実
践

的
課
題
と
し
て
い
っ
そ
う
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
学
の
か
か
げ
る
一

般
教
育
・
言
語
教
育
と
し
て
の
外
国
語
教
育
の
基
本
理
念
の
う
え
に
、

叩
社
会
に
出
て
市
民
と
し
て
の
積
極
的
な
責
務
を
果
た
す
際
、
外
国
語
が
必
要
に
応
じ

て
一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
し
う
る
も
の
と
し
て
備
え
ら
れ
る
基
礎
的
な
学
力
の
養
成
。

川
専
門
教
育
を
受
け
る
に
必
要
と
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
補
う
外
国
語
の
基
礎

的
な
学
力
の
養
成
。

と
し
て
お
き
、
そ
れ
に
照
応
し
た
授
業
内
容
お
よ
び
方
法
、
テ
キ
ス
ト
教
材
の
選
定
等
の
工

夫
と
あ
わ
せ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
再
編
を
検
討
し
、
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
積
極
的
に

引
き
出
し
、
学
習
へ
の
努
力
を
せ
ま
り
う
る
指
導
を
強
化
す
る
。

け
第
二
外
国
語
に
つ
い
て
も
、
㈲
で
の
べ
て
い
る
基
準
に
そ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
到
達
目

標
を
明
確
に
し
、
実
力
を
つ
け
て
い
く
。

ｑ
こ
れ
ら
の
到
達
目
標
の
具
体
化
は
、
必
修
四
コ
マ
あ
る
い
は
三
コ
マ
の
組
み
た
て
を
随

意
科
目
、
外
国
書
講
読
、
学
習
環
境
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

㈹
随
意
外
国
語
科
目
履
修
の
体
系
化
。

㈲
一
・
二
回
生
授
業
の
充
実
・
強
化
の
う
え
に
、
上
級
回
生
時
に
お
け
る
外
国
語
学
習
の

条
件
整
備
、
外
国
書
講
読
と
の
連
携
。

㈹
以
上
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
改
善
・
強
化
と
あ
わ
せ
て
、
学
生
が
常
に
外
国
語
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
語
学
教
育
環
境
の
整
備
。

こ
の
た
め
に
は
、
正
課
授
業
を
行
な
う
各
教
室
の
音
響
設
備
の
改
善
を
は
じ
め
と
し
て
、

視
聴
覚
教
育
を
行
な
い
う
る
中
央
視
聴
覚
教
育
設
備
、
図
書
館
、
学
生
共
研
等
に
お
け
る
外

国
書
・
文
献
等
の
増
設
等
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

と
く
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
が
す
す
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
的
な
条
件
と
し
て
の

ク
ラ
ス
学
生
定
員
や
担
当
総
学
生
数
の
削
減
は
重
要
な
要
件
で
あ
り
、
ま
た
専
任
率
向
上
の

た
め
の
教
員
体
制
の
強
化
、
教
員
の
研
究
・
研
修
条
件
の
強
化
・
改
善
が
重
要
で
す
。

③
保
健
体
育
教
育

一
九
七
五
年
度
に
行
な
わ
れ
た
保
健
体
育
の
教
学
総
括
で
は
、
、
運
動
技
術
の
獲
得
、
⑤

ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
性
・
集
団
性
の
獲
得
、
＠
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
性
・
社
会
性
認
識
の
獲
得
と

い
う
三
つ
の
目
標
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
を
体
育
実
技
と
保
健
体
育
講
義
を
有
機
的

に
結
び
つ
き
け
る
な
か
で
内
容
、
方
法
の
改
善
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
種
目
の

単
元
化
と
資
料
配
布
等
に
よ
る
単
元
目
標
の
明
確
化
、
視
覚
教
育
手
段
の
採
用
、
評
価
方
法

の
改
善
・
実
質
化
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
内
容
・
方
法
の
改
善
を
補

完
す
る
も
の
と
し
て
、
七
五
全
学
協
確
認
に
そ
っ
て
、
「
三
群
方
式
に
よ
る
三
種
目
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
履
修
制
」
の
実
施
と
「
時
間
つ
み
あ
げ
方
式
・
選
択
コ
ー
ス
制
」
の
廃
止
、
さ
ら

に
「
女
子
体
育
ク
ラ
ス
の
男
女
共
学
横
断
ク
ラ
ス
制
へ
の
移
行
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
学
生
の
出
席
状
況
の
向
上
、
技
能
習
熟
の
度
合
の
深
化
、
課
外
活
動
の

活
発
化
と
水
準
の
向
上
な
ど
学
生
の
特
徴
的
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
「
保

健
体
育
概
論
」
の
抜
本
的
改
善
の
一
環
と
し
て
、
共
通
教
材
「
現
代
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
」
の

作
成
な
ど
を
す
す
め
、
施
設
の
改
善
も
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
育
実
技
を
中
心
と
す
る
教
学
改
善
に
照
応
し
て
、
学
生
の
主
体
的
意
欲
的
学

習
態
度
や
集
団
的
学
習
態
度
が
定
着
化
し
、
技
能
習
熟
へ
の
要
求
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
の
な
か
で
、

㈹
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
か
ん
す
る
学
生
用
図
書
の
充
実
を
検
討
す
る
。

㈲
学
生
に
た
い
す
る
用
具
や
施
設
の
確
保
を
検
討
す
る
。

例
視
覚
を
中
心
と
し
た
教
育
機
器
・
施
設
の
い
っ
そ
う
の
整
備
・
充
実
（
教
材
作
成
機
器

も
含
む
）
を
は
か
る
。

㈲
シ
ー
ズ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

㈱
教
育
効
果
の
い
っ
そ
う
の
向
上
を
め
ざ
し
た
授
業
内
容
、
履
修
制
度
を
検
討
す
る
。

㈲
専
任
率
を
高
め
る
た
め
の
諸
手
だ
て
を
講
ず
る
。

㈹
第
二
体
育
館
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
諸
施
設
の
整
備
を
行
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②
教
職
課
程
担
当
教
員
の
増
員
宅
全
学
部
に
わ
た
る
教
科
担
当
の
協
力
体
制
お
よ
び
交

流
の
強
化
、
学
生
と
の
協
議
体
制
の
促
進
。

③
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、
実
習
校
の
確
保
、
実
習
参
加
学
生
の
教
学
的
指
導

を
含
め
た
教
育
実
習
の
充
実
。

㈲
教
職
課
程
教
育
の
当
面
の
改
善
策

①
授
業
の
内
容
検
討
と
改
善
、
学
生
の
教
学
実
態
の
把
握
と
教
職
課
程
担
当
教
員
（
非

常
勤
講
師
を
含
む
）
の
間
の
交
流
の
強
化
。

②
大
蒜
義
科
目
の
分
割
開
誰
に
よ
る
受
講
者
の
適
正
化
と
五
時
限
配
置
科
目
の
改
善
。

③
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
の
充
実
（
教
職
に
関
す
る
面
接
・
州
談
の
充
実
、
実
習
、
調
査
、

視
聴
覚
機
器
な
ど
の
整
備
）

④
学
生
の
指
導
援
助
の
強
化
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
特
別
識
義
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
な

ど
の
充
実
、
教
員
採
用
試
験
に
か
ん
す
る
情
報
の
提
供
、
学
生
実
態
の
恒
常
的
把
握
）
。

㈹
教
職
課
程
の
課
題

①
新
規
科
目
の
設
置
を
含
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充
実
の
検
討
。

を
い
：
課
外
に
お
ほ
る
学
生
の
マ
〈
ボ
…
ん
鰯
／
活
動
の
条
件
も
改
善
す
る
。

こ
と
を
当
面
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

④
教
職
課
程
教
育

本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
教
育
は
、
七
五
全
学
協
で
う
た
わ
れ
た
「
教
員
養
成
は
大
学
で

行
う
と
い
う
理
念
と
民
主
的
な
教
員
を
育
成
す
る
と
い
う
教
職
課
程
教
育
の
目
的
」
に
そ
っ

て
種
々
の
課
題
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
本
学
の
歴
史
的
な
伝
統
と
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
の
精
神
に
も
と
づ
く
教
学

の
前
進
の
な
か
で
、
本
学
学
生
の
教
職
へ
の
志
望
者
が
増
大
し
、
毎
年
度
一
、
二
○
○
名
に

お
よ
ぶ
教
職
課
程
修
了
者
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
大
学
に
比
を
み
な
い
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
文
教
政
策
を
中
心
と
す
る
一
般
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
課
程
へ

の
圧
迫
（
教
養
器
答
申
）
は
、
教
育
実
習
段
階
に
お
け
る
行
政
指
導
の
強
化
や
学
生
の
実
態

を
考
え
な
い
要
件
の
拡
大
等
に
よ
っ
て
実
習
の
機
会
を
せ
ば
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
は
、
そ
の
目
的
の
も
と
に
ま
す

ま
す
課
程
教
育
の
意
義
を
深
め
、
次
の
課
題
と
当
面
の
改
善
策
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

（
三
）
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
課
題

本
学
の
衣
笠
を
中
心
と
す
る
一
拠
点
計
画
は
、
一
九
八
一
年
度
に
予
定
さ
れ
る
法
学
部
の

移
転
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
学
の
一
拠
点
化
は
、
た
だ
単
に
施
設
・
設
備
を
集
中
す
る
と
い
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
学
の
教
学
機
椛
を
一
拠
点
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
学
の
「
現

代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
そ
の
総
合
力
の
も
と
で
さ
ら
に
発
展
・
充
実
さ
せ
よ
う
と
す

る
研
究
・
教
育
の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
同
時
に
学
生
、
教
職
員
の
集
団
化
を
す
す
め
、
大

学
の
自
治
を
固
め
、
民
主
化
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
一
拠
点
の
完
成
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
こ
の
こ
と
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

学
生
の
教
育
・
学
習
活
動
の
面
で
は
、
④
学
部
を
こ
え
た
学
習
活
動
の
保
障
ｌ
他
学
部
受
講

制
度
の
拡
大
等
、
、
各
学
部
の
授
業
担
当
の
相
互
乗
り
入
れ
、
④
全
学
共
通
、
ま
た
は
学
部

間
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
大
ｌ
一
般
教
育
持
溝
、
教
職
科
目
な
ど
、
ｅ
中
央
図
書
館
、
外

（
二
）
基
礎
学
力
の
養
成

後
期
中
等
教
育
の
現
状
を
通
し
て
入
学
し
て
く
る
学
生
の
実
態
は
、
今
日
学
生
が
お
か
れ

て
い
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
状
況
の
も
と
で
、
鋭
敏
な
問
題
感
覚
と
多
様
な
知
識
を

も
ち
、
積
極
的
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
学
び
た
い
」
要
求
、
「
学
び
が

い
の
あ
る
大
学
教
育
」
へ
の
要
求
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
「
ど
の
よ
う
に
学

ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
」
ま
た
、
そ
こ
で
「
何
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
か
」
と
い
う
学
問
と
し

て
の
体
系
を
構
成
し
、
そ
し
て
↓
」
れ
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
力
丞
に
お
い
て
不
十
分
な
側
面

を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
大
学
教
育
に
お
け
る
基
礎
学
力
の
養
成
は
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
っ
そ
う
重
要
な
課
題
と
し
て
す
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、

①
低
回
生
小
集
団
教
育
に
お
け
る
基
礎
学
力
養
成
の
視
点
か
ら
の
見
直
し
。

②
基
礎
学
力
の
養
成
に
視
点
を
お
い
た
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
お
い
っ
そ
う
の
追
究
と
、

基
礎
的
な
専
門
科
目
に
た
い
す
る
学
生
の
積
極
的
な
と
り
く
み
を
促
す
方
策
の
検
討
。

③
留
年
者
の
実
態
の
な
か
で
と
く
に
低
回
生
散
青
段
階
に
お
け
る
学
習
力
の
不
足
ｌ
基
礎

学
力
の
不
足
が
そ
の
因
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
の
視
野
か
ら
も
一
・
二
回
生

小
集
団
教
育
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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国
語
教
育
施
設
．
電
子
計
算
機
室
、
そ
の
他
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
全
学
的
利
用
の

拡
大
、
④
人
文
科
学
・
理
工
学
研
究
所
等
研
究
機
関
の
利
用
拡
大
、
な
ど
総
合
大
学
と
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
を
有
効
に
生
か
す
課
題
は
多
く
、
こ
れ
ら
の
具
体
化
を
さ
ら
に
す
す
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
四
）
｜
｜
部
教
学
の
改
善

二
部
教
学
の
中
心
的
な
環
は
、
今
日
に
お
け
る
大
学
教
育
を
め
ぐ
る
全
般
的
な
状
況
、
文

教
政
策
の
動
向
、
さ
ら
に
は
社
会
的
・
経
済
的
情
勢
の
も
と
で
の
勤
労
者
を
め
ぐ
る
実
態
の

な
か
で
、
本
学
が
一
九
六
三
年
に
定
立
し
た
「
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
大
学
教
育
」
の
理
念

を
基
礎
に
、
こ
れ
を
今
日
的
に
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
発
展
・
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
本
学
二
部
教
学
の
大
き
な
改
革
と
し
て
と
り
く
ま
れ
て
き
た
現
行
二
流

時
制
下
に
お
け
る
教
学
の
全
面
的
総
括
を
一
九
七
七
年
一
○
月
文
書
に
し
め
し
た
二
部
教
学

の
三
重
点
課
題
（
①
基
礎
学
力
の
充
実
、
②
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
い
っ
そ
う
の
前
進
、

③
研
究
・
教
育
内
容
の
現
代
化
・
総
合
化
）
を
基
軸
に
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
点
を
整

理
し
て
、
さ
ら
に
今
日
に
お
け
る
新
し
い
二
部
教
学
の
前
進
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
の
二
部
教
学
の
課
題
は
、

｜
、
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
一
九
八
○
年
度
か
ら

推
薦
入
学
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
引
き
つ
づ
き
、
入
試
制
度
の
全
般
的
な
検
討
を
す
す
め
、

二
部
独
自
の
入
試
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
。

二
、
一
拠
点
・
二
満
時
制
の
実
施
と
新
研
心
館
建
設
に
と
も
な
う
二
部
教
学
基
本
施
設
の

整
備
に
よ
っ
て
、
二
部
教
学
は
一
定
の
充
実
が
な
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
二
識
時
制
が
意
図

し
た
も
の
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
に
、
④
大
教
室
講
義
を
中
心
と
し
た
改
善
ｌ
と
く
に
学

生
の
出
席
率
の
向
上
、
密
度
の
濃
い
学
習
の
保
障
と
、
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
を

援
助
し
、
サ
ブ
・
ゼ
ミ
ァ
ワ
ー
や
そ
の
他
の
余
裕
時
間
を
フ
ル
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。三

、
外
国
語
教
育
の
改
善
の
た
め
に
、
英
語
四
コ
マ
の
組
み
立
て
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達

目
標
を
明
確
に
し
、
外
国
語
能
力
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
。

四
、
小
集
団
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充
実
と
指
導
の
強
化
の
た
め
に
、
新
一
回
生
か
ら
ク
ラ

ス
学
生
定
員
の
削
減
を
行
な
う
こ
と
。

ま
た
、
教
学
条
件
改
善
と
勤
労
者
確
保
の
施
策
を
禎
極
的
に
行
な
い
つ
つ
、
全
体
の
学
生

数
に
つ
い
て
も
適
正
規
模
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
。

五
、
学
生
課
二
部
分
室
と
二
部
事
務
室
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
学
生
生
活
と
課
外
活
動

へ
の
援
助
を
強
め
、
ま
た
、
在
校
生
の
定
職
斡
旋
、
卒
業
者
の
就
職
斡
旋
を
強
化
す
る
こ
と
。

な
お
、
以
上
の
課
題
を
す
す
め
つ
つ
、
長
計
委
員
会
を
中
心
に
二
部
問
題
に
つ
い
て
の
抜

本
的
改
革
へ
の
検
討
を
全
学
的
に
行
な
い
ま
す
。

（
五
）
大
学
院
教
学
の
改
善

本
学
大
学
院
は
「
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
た
国
民
的
立
場
に
立
っ
た
此
主
的
研
究
者
養
成

の
機
関
」
と
し
て
、
八
○
年
代
に
向
け
て
そ
の
教
学
を
改
善
す
る
に
は
七
五
全
学
協
碓
認
の

実
践
と
各
研
究
科
の
教
学
総
括
な
ら
び
に
「
大
学
院
改
善
要
綱
」
が
提
起
し
て
い
る
以
下
の

諸
課
題
が
主
要
な
検
討
事
項
と
な
り
ま
す
。

一
、
文
部
省
の
「
大
学
院
設
置
基
準
要
綱
」
、
大
学
院
問
題
懇
談
会
の
「
中
間
蒋
申
」
に
た

い
し
て
、
本
学
大
学
院
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
実
践
的
と
り
く
み
の
な
か
で
発
展
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
一
、
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
研
究
科
の
教
育
研
究
実
践
や
数
学
総
括
の
う
え
に
立
っ
て

以
下
の
と
お
り
強
化
し
ま
す
。

①
複
数
指
導
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
各
研
究
科
の
実
情
に
み
あ
っ
て
具
体
化
し
ま
す
。

ま
た
、
七
五
全
学
協
確
認
に
そ
っ
て
文
学
研
究
科
、
理
工
学
研
究
科
で
と
り
く
ま
れ
て
き
た

指
導
体
制
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
院
生
の
教
学
実
態
と
要
求
に
こ
た
え
て
今
後
と
も
強
化
し

ま
す
。

②
共
同
指
導
体
制
に
つ
い
て

ａ
、
各
学
部
教
員
共
同
研
究
会
へ
の
院
生
の
積
極
的
参
加
（
討
論
へ
の
参
加
、
修
士
論
文

作
成
時
の
報
告
と
共
同
指
導
、
博
士
課
程
院
生
の
報
告
な
ど
）
。

ｂ
、
院
生
論
文
の
学
会
誌
へ
の
掲
救
。

Ｃ
、
共
同
指
導
体
制
の
拡
大
。

今
日
の
学
際
的
な
学
問
、
研
究
状
況
に
み
あ
っ
た
各
研
究
科
に
ま
た
が
る
独
自
の
開

講
方
式
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
指
導
体
制
の
検
討
を
行
な
い
ま
す
。
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学
部
基
本
施
設
、
教
員
研
究
施
設
と
関
連
さ
せ
て
位
置
づ
け
、
当
面
、
法
学
部
移
転
時
に

お
け
る
修
学
館
内
の
大
学
院
施
設
に
つ
い
て
、
長
計
委
員
会
答
申
を
基
礎
に
早
急
に
整
備
し

ま
す
。

②
大
学
院
図
件
の
あ
り
方
と
図
許
岱

大
学
院
図
書
餅
は
学
部
共
同
研
究
室
図
書
費
に
統
一
し
、
そ
の
図
苫
街
の
中
で
、
一
定
の

割
合
（
現
行
の
院
図
蒋
伐
を
基
準
）
を
保
障
し
、
図
沸
選
定
委
員
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
る

方
法
を
講
じ
ま
す
。
そ
の
具
体
化
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

四
、
奨
学
金
制
度

①
日
本
育
英
会
奨
学
金
の
増
額
、
枠
拡
大
の
要
求
と
運
動
を
強
め
ま
す
。

②
学
内
奨
学
金
制
度
ｌ
返
還
免
除
規
定
の
廃
止
に
よ
る
増
額
改
善
、
物
価
上
昇
等
の
関
連

に
よ
る
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

五
、
入
試
制
度
に
つ
い
て

①
大
学
院
の
施
設

ｄ
、
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
の
共
同
研
究
会
へ
の
院
生
の
参
加
を
推
進
し
ま

す
。

③
院
生
の
自
主
的
努
力
に
対
す
る
援
助
に
つ
い
て

研
究
能
力
の
養
成
や
研
究
に
お
け
る
独
創
性
は
、
指
導
と
と
も
に
院
生
の
自
主
的
努
力
の

結
果
、
修
得
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
教
員
の
研
究
指
導

を
強
化
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
次
の
点
で
院
生
の
自
主
的
努
力
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ａ
、
論
文
執
筆
。

ｂ
、
院
生
に
よ
る
研
究
科
、
専
攻
間
で
の
共
同
研
究
の
推
進
。

Ｃ
、
学
外
研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
。

④
在
学
年
限
に
つ
い
て

ａ
、
修
士
課
程
も
し
く
は
博
士
課
程
前
期
課
程
二
年
、
博
士
課
程
後
期
課
程
三
年
で
修
了
、

単
位
修
得
す
る
よ
う
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

ｂ
、
在
学
年
限
は
、
前
期
三
年
、
後
期
四
年
を
堅
持
し
、
こ
の
た
め
の
指
導
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

三
、
院
生
の
研
究
・
生
活
条
件
に
つ
い
て

①
厳
選
主
義
を
堅
持
し
ま
す
。

②
入
試
制
度
に
つ
い
て
望
ま
し
い
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

ａ
、
外
国
語
二
科
目
試
験
（
経
済
・
経
営
で
の
実
施
、
他
の
研
究
科
で
は
検
討
課
題
）

ｂ
、
面
接
試
問
の
厳
格
化
。

Ｃ
、
博
士
課
程
後
期
課
程
へ
の
進
学
に
つ
い
て
。

六
、
院
生
の
就
職
問
題
に
つ
い
て

①
各
研
究
科
、
大
学
院
委
員
会
に
お
け
る
院
生
就
職
問
題
の
と
り
く
み
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

②
０
．
Ｄ
問
題

ａ
、
就
職
開
拓
に
努
力
。

ｈ
、
非
常
勤
満
師
の
斡
旋
に
努
力
。

Ｃ
、
研
究
指
導
の
継
続
。

ｄ
、
在
学
年
限
と
研
究
生
へ
の
転
換
。

ｅ
、
院
生
研
究
室
の
保
障
、
机
、
椅
子
の
保
障
問
題
。

ｆ
、
０
．
Ｄ
問
題
の
抜
本
的
解
決
の
方
向
と
努
力
目
標
。

（
｜
）
研
究
政
策
上
の
課
題

七
五
年
度
全
学
協
確
認
は
、
研
究
政
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
ま

す
。
「
私
学
危
機
が
大
学
教
員
の
研
究
諸
条
件
に
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
危
機
的
状
況
の
早
急
な

克
服
に
よ
っ
て
、
本
学
の
研
究
・
教
育
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
、
教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る

大
学
の
社
会
的
使
命
か
ら
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
」
。
こ
の
基
本
的
な
確
認
に
も
と
づ
い
て
、

そ
れ
以
後
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
研
究
諸
条
件
に
つ
い
て
計
画
的
な
一
定
の
改
善
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
教
員
の
年
次
計
画
に
も
と
づ
く
増
員
（
五
年
計
画
、
三
○
名
）
、
学
外
研
究

員
制
度
の
改
善
二
学
部
国
内
留
学
六
名
、
国
外
留
学
一
名
、
理
工
・
文
に
お
け
る
六
年
に

一
名
の
追
加
）
、
侍
時
間
の
一
定
の
改
善
、
図
吾
費
、
個
人
研
究
費
等
の
増
額
、
人
文
科
学

研
究
所
・
理
工
学
研
究
所
に
お
け
る
専
任
研
究
員
制
の
実
施
、
個
別
研
究
助
成
の
実
施
な
ど

Ｖ
新
し
い
教
学
を
支
え
る
教
職
員

－171 －
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が
あ
げ
ら
れ
ま
す
ご

以
上
の
よ
う
な
一
連
の
改
善
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
○
年
代
に
お
け
る
新
し
い
大
学
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
密
度
の
濃
い
教
育
と
あ
わ
せ
て
本
学
の
研
究
水
準
を
全
体
と
し
て
よ

り
高
い
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
研
究
条
件
お
よ
び
研
究
体
制
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す

る
か
が
、
な
お
、
切
実
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
は
今
日
の
文
教
政
策
と
私
学
が
か
か
え
て
い
る
諸
矛
盾
の
な

か
で
、
研
究
と
教
育
を
ど
の
よ
う
に
統
一
的
に
推
進
す
る
か
と
い
う
、
き
わ
め
て
む
つ
か
し

い
問
題
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
根
本
的
解
決
は
、
文
教
政
策
の
民
主

的
転
換
を
ぬ
き
に
し
て
は
お
そ
ら
く
不
可
能
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
本
学
と
し
て

は
、
研
究
と
教
育
の
水
準
を
一
段
と
引
き
ｔ
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
個
々
の
敬
員
の
主
体

的
な
努
力
を
期
待
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
と
く
に
研
究
・
教
育
の
「
共
同
化
」

を
追
究
し
な
が
ら
、
教
員
の
研
究
時
間
保
障
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
諸
条
件
の
改
善
や
研
究

体
制
の
整
備
を
緊
急
の
課
題
と
し
て
全
学
の
合
意
の
も
と
に
可
能
な
か
ぎ
り
追
究
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
八
○
年
代
の
研
究
政
策
と
し
て
以
下
の
具
体
的
な
施
策
を
す
す
め
ま
す
。

｜
、
教
員
の
研
究
時
間
保
障
に
つ
い
て

小
集
団
教
育
の
負
担
、
大
学
の
役
職
、
諸
会
議
の
負
担
と
か
か
わ
っ
て
、
教
員
の
研
究
時

間
保
障
の
問
題
が
と
く
に
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
本
学
の
力
量
か
ら
す
れ
ば
、
十
分
な
研
究
時
間

の
保
障
は
困
難
で
す
が
、
次
の
措
置
に
よ
り
一
定
の
研
究
時
間
の
保
障
を
す
す
め
ま
す
。

①
役
職
の
整
理
、
諸
会
議
の
「
合
理
化
」
・
効
率
的
運
営
を
は
か
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

保
障
す
る
た
め
の
教
学
渚
機
関
に
お
け
る
事
務
体
制
の
強
化
を
検
討
し
ま
す
。

②
過
密
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
も
と
め
る
学
生
要
求
を
基
礎
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
約

化
を
検
討
し
ま
す
。

③
サ
ブ
・
ゼ
ミ
保
障
、
体
育
施
設
利
用
要
求
と
関
連
し
、
た
と
え
ば
教
授
会
の
な
い
火
眺

日
四
時
限
の
共
同
研
究
会
時
間
保
障
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

④
専
門
科
目
に
お
け
る
前
・
後
期
集
中
講
義
開
講
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
小
集
団
教
育
の
ク
ラ
ス
学
生
数
減
お
よ
び
ク
ラ
ス
数
減
を
計
画
的
に
す
す
め
る
と
と
も

に
、
教
員
の
増
員
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

（
三
教
学
機
関
、
と
り
わ
け
事
務
体
制
の
民
主
化
と
強
化
に
つ
い
て

八
○
年
代
の
大
学
づ
く
り
の
課
題
に
こ
た
え
る
責
任
機
関
と
し
て
の
教
授
会
や
教
学
諸
機

関
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
全
学
に
ま
た
が
る
教
育
諸
機
関

の
責
任
体
制
を
再
確
立
し
て
、
諸
課
題
に
祇
極
的
に
と
り
く
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
機
関
は
そ
の
固
有
の
責
任
と
機
能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
当
面
す
る
課
題
を
鮮
明
に
し

そ
れ
ら
を
全
学
に
た
い
し
て
大
胆
に
提
起
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
園
の
重
点
課
題
に
つ
い
て
の
事
務
組
織
の
力
型
を
強
化
し
、
事
務
組

織
段
階
に
お
け
る
集
中
点
を
あ
き
ら
か
に
し
、
一
拠
点
実
現
を
機
に
、
そ
の
体
制
の
整
備
強

’
三
学
外
研
究
員
制
度
に
つ
い
て

七
五
年
度
全
学
協
確
認
以
降
に
お
け
る
学
内
資
金
に
よ
る
学
外
研
究
員
の
枠
拡
大
、
そ
の

合
理
的
・
効
率
的
運
用
に
つ
い
て
の
全
学
的
合
意
を
基
礎
に
学
外
資
金
お
よ
び
私
曲
に
よ
る

国
外
留
学
・
外
国
出
張
規
程
の
整
備
・
拡
充
を
検
討
し
ま
す
。

三
、
共
同
研
究
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

研
究
政
策
の
重
点
を
共
同
研
究
体
制
の
整
備
に
お
き
ま
す
。

ａ
、
人
文
科
学
研
究
所
お
よ
び
理
工
学
研
究
所
に
お
け
る
専
任
研
究
員
制
度
の
最
終
的
な
確

｛
正
。

ｂ
、
学
部
共
同
研
究
室
、
電
子
計
算
機
セ
ン
タ
ー
な
ど
共
同
利
用
研
究
施
設
の
充
実
。

ｃ
、
外
連
協
、
一
般
教
育
、
教
職
課
程
、
保
健
体
育
な
ど
の
教
員
の
研
究
条
件
・
体
制
の
整

備
。

ｄ
、
修
学
館
改
修
に
よ
る
人
文
科
学
研
究
所
施
設
お
よ
び
共
同
研
究
会
施
設
の
拡
充
、
学
部

共
同
書
庫
の
設
置
、
基
礎
文
献
資
料
室
の
拡
充
な
ど
、
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
を
基
礎

に
早
急
に
着
手
す
る
こ
と
。

四
、
個
別
研
究
助
成
（
文
部
省
科
学
研
究
曲
不
採
択
分
に
対
す
る
助
成
）
の
促
進

五
、
各
学
部
等
（
外
連
協
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
保
健
体
育
教
室
、
教
職
課
程
教
室
を
含

む
）
に
お
け
る
研
究
基
本
図
書
、
研
究
実
験
機
器
の
年
次
整
備
計
画
の
策
定

六
、
国
際
学
術
交
流
の
整
備
・
拡
充

以
上
の
ほ
か
に
、
将
来
計
画
と
し
て
第
二
修
学
館
（
研
究
室
棟
）
の
建
設
、
理
工
学
部
研

究
施
設
の
整
備
を
長
計
委
員
会
で
検
討
す
る
よ
う
諮
問
し
ま
す
。
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化
を
は
か
り
ま
す
。

｜
、
職
員
の
役
割
、
任
務
に
つ
い
て

①
大
学
の
職
員
は
主
要
に
は
研
究
・
教
育
を
支
え
る
た
め
の
条
件
整
備
の
任
に
あ
た
る
が
、

今
日
で
は
多
く
の
職
員
が
ま
た
直
接
に
教
育
に
か
か
わ
る
業
務
を
も
分
担
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
職
員
は
大
学
の
業
務
遂
行
に
つ
い
て
教
員
と
協
力
し
て
そ
の
提
案
と
執
行
の
責
任

を
も
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
職
員
は
ま
た
大
学
構
成
員
と
し
て
学
問
の
自
由
を
守
る
た
め
の
大
学
自
治
を
担
う
一
翼

で
も
あ
り
ま
す
。

｜
｜
、
本
学
職
員
の
業
務
活
動
に
お
け
る
と
り
く
み
に
つ
い
て

大
学
の
柵
成
員
が
今
日
の
研
究
・
教
育
の
発
展
と
体
制
の
民
主
化
を
築
き
上
げ
る
な
か
で
、

職
員
も
ま
た
業
務
活
動
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
諸
点
に
つ
い
て
主
体
的
な
と
り
く
み
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

①
研
究
・
教
育
と
管
理
の
統
一
（
教
学
と
財
政
の
統
一
）
と
い
う
原
則
に
立
っ
て
事
務
組

織
の
運
営
を
し
て
き
た
こ
と
。

②
事
務
体
制
の
民
主
化
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

㈹
職
場
会
議
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
全
学
課
題
の
理
解
の
な
か
で
、

職
場
政
策
づ
く
り
の
業
務
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

㈲
部
課
長
会
議
が
定
着
し
て
お
り
、
課
長
制
度
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
。

全
学
課
題
と
部
諜
課
題
の
結
合
お
よ
び
全
学
的
調
整
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
。

例
部
門
内
の
部
課
長
会
議
お
よ
び
部
門
を
ま
た
が
る
関
連
部
課
長
会
議
が
す
す
ん
で
い

る
こ
と
。

③
業
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
と
り
く
み
が
、
と
く
に
集
団
的
、
民
主
的
な
力
量

に
よ
り
い
っ
そ
う
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
中
心
に
し
て
き
た
こ
と
。

④
学
生
の
実
態
、
要
求
の
把
握
、
ま
た
基
本
的
人
権
を
守
る
観
点
か
ら
の
業
務
活
動
を
行

な
っ
て
き
た
こ
と
。

⑤
研
究
・
教
育
の
充
実
の
た
め
の
教
員
と
の
協
力
体
制
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
。

⑥
職
員
数
は
他
大
学
に
比
し
て
、
少
数
で
あ
る
と
い
う
実
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、
民
主
的

体
制
と
集
団
的
な
と
り
く
み
の
努
力
に
支
え
ら
れ
た
業
務
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
大
学
自
治
構
成
員
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
に
も
と
づ
く
と
り
く
み
を
行
な
っ
て
き
た
こ

と
ｃ

等
で
す
。

三
、
事
務
体
制
強
化
の
経
過
に
つ
い
て

今
日
の
事
務
体
制
の
到
達
点
を
一
九
六
三
年
の
二
部
改
革
、
長
計
の
発
足
か
ら
、
そ
の
改

善
・
強
化
に
あ
た
っ
て
き
た
主
要
な
点
を
述
べ
て
み
ま
す
と
、

①
職
員
定
数
増

職
員
五
一
名
増
（
事
務
実
質
四
三
名
、
技
術
四
名
、
看
護
婦
四
名
）
・
こ
の
う
ち
、
事

務
職
員
増
の
主
な
部
課
、
人
員
は
図
書
館
九
名
、
学
生
・
厚
生
課
一
○
名
、
就
職
課
六
名
、

教
学
部
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
二
部
関
連
部
課
の
強
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
機
構
改
革
、
整
備

二
部
事
務
室
と
関
連
部
課
の
設
置
（
引
き
つ
づ
く
強
化
）
、
長
計
事
務
局
新
設
、
厚
生
課

独
立
、
施
設
管
理
体
制
強
化
（
管
理
課
、
施
設
課
設
置
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
改
組
、
図
蒋
館

日
曜
開
館
、
公
費
助
成
担
当
課
、
教
学
部
改
組
、
事
務
機
械
化
と
定
員
再
配
置
、
広
小
路
事

務
体
制
、
学
生
課
二
部
分
室
な
ど
。

③
制
度
改
革

二
部
体
制
発
足
↓
勤
務
年
限
改
正
、
職
場
会
議
制
度
化
、
課
長
制
度
改
革
二
・
二
次
）
、

課
長
補
佐
制
度
新
設
、
学
舎
管
理
職
員
勤
務
体
制
改
革
、
正
職
員
化
職
種
変
更
な
ど
。

④
そ
の
他

職
員
研
修
の
強
化
（
全
体
、
部
課
、
新
人
）
、
事
務
の
機
械
化
、
超
勤
減
少
の
と
り
く
み
、

勤
務
条
件
の
諸
改
善
等
。

で
す
。

四
、
事
務
体
制
整
備
の
課
題
に
つ
い
て

①
さ
き
に
述
べ
た
二
の
業
務
活
動
に
お
け
る
と
り
く
み
の
諸
点
は
、
十
分
に
果
た
さ
れ
た

と
い
う
の
で
は
な
く
、
職
員
が
今
日
ま
で
主
体
的
に
努
力
し
て
き
た
諸
点
で
あ
り
、
今
後
よ

り
い
っ
そ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

②
一
拠
点
完
成
時
に
お
け
る
事
務
体
制
の
再
編
成
を
行
な
う
こ
と
。
総
合
学
園
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
す
た
め
の
一
拠
点
計
画
は
、
と
く
に
事
務
体
制
の
整
備
強
化
に
と
っ
て
き
わ
め
て

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
二
部
、
文
学
部
移
転
に
と
も
な
っ
て
一
定
の
整
備
を
行
な

て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
関
連
部
課
の
再
整
備
を
中
心
に
し
て
、
全
体
の
部
課
の
整
備
強

-173-
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化
の
た
め
の
再
編
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
↑

③
今
後
、
事
務
機
構
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
べ
き
点
と
し
て
は
、
研
究
事
務
（
図
書
館

体
制
を
含
め
て
）
、
実
態
把
握
の
た
め
の
資
料
集
中
・
政
策
化
の
体
制
、
施
設
管
理
体
制
、

就
職
業
務
体
制
そ
の
他
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
部
移
転
に
と

も
な
う
事
務
の
集
中
化
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
一
拠
点
完
成
後
の
部
課
再
編
成
と
し
て
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

④
職
員
定
数
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
。

さ
き
に
述
べ
た
部
課
再
編
成
や
職
員
定
数
の
再
検
討
は
、
学
生
数
減
の
メ
リ
ッ
ト
、
従
来

か
ら
の
職
員
増
員
の
経
過
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
本
学
を
除
く
関
西
三
大
学
平
均
と
の
比
較

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
ま
す
。

⑤
職
員
研
修
は
、
従
来
か
ら
の
集
団
研
修
の
充
実
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
個
人
研
修
に
つ

い
て
も
そ
の
改
善
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
｜
）
衣
笠
一
拠
点
へ
の
歴
史
的
経
過
と
意
義

本
学
の
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
と
す
る
一
拠
点
実
現
の
目
的
と
意
義
は
、
本
学
に
お
け

る
研
究
・
教
育
の
民
主
的
発
展
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て
、
研
究
・
教
育
の
内
容
・
体
制
，
条

件
に
わ
た
る
い
っ
そ
う
の
改
善
を
は
か
り
、
本
学
を
学
部
・
学
科
を
基
礎
と
し
、
一
・
二
部

と
大
学
院
を
含
む
総
合
大
学
と
し
て
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
に
い
く
つ
か
の
大
学
で
の
学
舎
移
転
や
中
教
群
答
申
の
具
体

化
と
し
て
の
筑
波
大
学
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
大
学
移
転
を
契
機
と
し
て
、
大

学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
を
一
面
的
に
機
能
分
化
さ
せ
、
学
部
・
学
科
の
解
体
や
大
学
の
管

理
運
営
に
た
い
す
る
政
府
や
外
部
か
ら
の
統
制
が
強
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
本
学
に
お
け
る
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
一
拠
点
計
画
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
が
広
小
路
と
衣
笠
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
矛
盾
を
解
決
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

研
究
・
教
育
の
統
一
、
さ
ら
に
管
理
・
運
営
と
の
統
一
を
は
か
り
、
一
・
二
部
と
大
学
院
を

含
む
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い

く
つ
か
の
大
学
で
み
ら
れ
る
学
舎
移
転
計
画
と
は
、
そ
の
目
的
・
意
義
が
根
本
的
に
違
っ
て

Ⅵ

一
拠
点
の
達
成
と
キ
ャ
ン
衣
ス
の
整
備

（
二
）
キ
ャ
ン
渡
ス
整
備
と
今
後
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
一
拠
点
達
成
は
、
施
設
面
で
み
る
と
き
、
単
に
広
小
路
か
ら
衣
笠
へ
の
移

転
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
学
の
梢
成
員
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
つ
ね
に
施
設
の
新
し
い
整
備

・
充
実
を
と
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
発
展
の
な
か
で
新
し
い
Ⅲ
題

が
生
起
し
て
い
る
こ
と
も
、
学
生
、
教
職
員
の
教
学
実
態
や
要
求
を
通
し
て
あ
き
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
点
は
、
第
一
に
、
本
学
の
研
究
・
教
育
の
発
展
に
と
も
な
う
教
職

員
、
院
生
、
学
生
の
力
量
の
向
上
に
ふ
さ
わ
し
い
教
学
諸
条
件
の
充
足
度
の
問
題
で
あ
り
、

そ
れ
は
教
育
と
研
究
の
統
一
の
観
点
か
ら
教
職
員
の
集
団
化
の
た
め
に
、
さ
ら
に
学
生
の
自

主
的
・
集
団
的
学
習
の
い
っ
そ
う
の
前
進
の
た
め
に
解
決
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
要
な

点
の
第
二
は
、
学
生
、
院
生
、
教
職
員
の
教
学
改
善
要
求
に
も
と
づ
い
た
教
学
施
設
を
整
備

し
さ
ら
に
本
学
教
学
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
八
○
年
代
の
本
学
の
学
間
規
模
に
つ
い
て
新

た
な
展
開
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な
校
地
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

以
下
に
そ
の
具
体
的
な
い
く
つ
か
の
課
題
を
列
挙
し
ま
す
が
、
全
学
の
構
成
員
の
総
意
を

結
集
し
て
そ
の
正
し
い
解
決
を
は
か
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

｜
、
新
法
学
部
棟
の
建
設
に
つ
い
て

①
建
設
場
所
中
央
グ
ラ
ゥ
ン
ド
西
側
。

②
基
本
概
造
地
上
四
階
・
地
下
一
階
、
総
建
設
面
被
九
、
七
九
二
・
三
㎡
。

③
収
容
施
設
学
部
基
本
施
設
（
た
だ
し
、
大
教
室
、
小
教
室
な
ど
は
他
学
部
と
も
共
用
）

お
よ
び
地
階
生
協
施
設
（
食
堂
お
よ
び
購
買
部
ほ
か
）
。

④
工
事
期
間
本
年
十
一
月
よ
り
着
工
し
、
一
九
八
一
年
三
月
完
工
予
定
。

じ
・
キ
手
●
で
，
．

い
く
つ
か
の
他
の
大
学
に
お
け
る
学
舎
移
転
計
画
と
本
学
に
お
け
る
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に

は
、
い
ま
ひ
と
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
根
本
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
く

つ
か
の
他
の
大
学
に
お
け
る
移
転
計
画
が
大
学
当
局
に
よ
っ
て
一
方
的
に
決
定
さ
れ
て
す
す

め
ら
れ
て
き
た
の
に
た
い
し
て
、
本
学
の
賜
合
は
、
一
九
六
三
年
の
「
学
園
振
興
基
本
要
綱
」

に
お
い
て
う
ち
だ
さ
れ
て
以
来
．
、
年
次
計
画
的
に
、
し
か
も
学
生
、
院
生
、
教
職
員
の
要
求

に
も
と
づ
き
、
全
学
の
民
主
的
討
議
を
通
し
て
実
現
さ
れ
て
き
た
点
で
す
。

-174-
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二
第
一
一
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

①
建
設
場
所
学
園
憩
い
の
広
場
西
側
。

②
基
本
構
造
鉄
骨
二
階
建
、
総
建
設
面
積
二
、
○
三
二
㎡
。

③
収
容
施
設
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
二
面
、
卓
球
台
二
四
台
。

④
建
設
に
と
も
な
う
体
育
施
設
の
改
修
・
整
備
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
総
合
的
な
活
川
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

三
、
修
学
館
研
究
施
設
の
整
備
・
改
善
に
つ
い
て

①
改
修
後
収
容
す
る
施
設
は
下
記
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

社
会
科
学
系
四
学
部
の
学
部
共
同
研
究
室
お
よ
び
外
連
協
・
一
般
教
行
セ
ン
タ
ー
共
同
研

究
室
、
教
員
個
人
研
究
室
、
教
員
共
同
研
究
会
室
、
学
部
共
同
許
庫
、
人
文
科
学
研
究
所
施

設
、
基
礎
文
献
資
料
室
、
大
学
院
教
学
施
設
、
そ
の
他
施
設
（
受
付
、
教
職
員
組
合
関
係
施

設
な
ど
）
。

②
共
同
研
究
事
務
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

四
、
中
央
図
書
館
の
拡
充
・
整
備
に
つ
い
て

敬
育
（
学
習
図
丹
館
）
と
研
究
（
各
学
部
共
同
研
究
室
、
研
究
所
）
と
の
有
機
的
連
関
を

追
求
す
る
な
か
で
以
下
の
改
善
を
行
な
い
ま
す
。

①
閲
覧
座
席
数
（
約
一
、
五
○
○
席
）
の
確
保
。

②
収
蔵
関
係
施
設
（
書
庫
）
を
地
階
部
分
か
ら
増
改
築
。

③
学
習
図
非
館
の
施
設
（
全
階
）
の
改
修
と
整
備
、
と
り
わ
け
利
用
者
、
図
沸
資
料
の
形

式
、
分
野
別
、
配
架
方
式
別
等
を
考
慮
し
た
種
類
別
配
置
や
参
考
図
書
室
、
身
障
者
室
、
グ

ル
ー
プ
閲
覧
室
な
ど
の
新
設
。

五
、
末
川
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

現
在
の
わ
が
国
の
社
会
的
情
勢
と
本
学
数
学
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て
、
故
末
川
博
元
総
長

の
遺
徳
を
偲
ぶ
だ
け
で
な
く
積
極
的
に
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
の
業
績
を
継
承
し
発
展
さ

せ
、
先
生
の
民
主
的
諸
運
伽
を
分
散
せ
ず
に
集
約
し
引
き
つ
ぎ
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
か
つ
学
界
と
社
会
が
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
学
は
「
末

川
記
念
会
館
」
建
設
の
た
め
の
募
金
活
動
を
学
内
外
に
向
け
て
広
く
よ
び
か
け
る
と
同
時
に
、

新
法
学
部
棟
建
設
に
よ
る
一
拠
点
達
成
後
、
速
か
に
着
工
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
単
に
記
念
館
的
な
性
絡
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
研
究
会
・
会
縦
、
あ
る
い
は
会
合

な
ど
の
た
め
の
施
設
と
し
て
の
性
格
を
も
た
せ
、
本
学
教
学
の
発
展
の
た
め
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

六
、
学
部
学
生
共
同
研
究
室
な
ど
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
整
備
に
つ
い
て

①
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
保
障
ｌ
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
要
求
に
こ
た

え
る
も
の
と
し
て
一
九
七
六
年
に
開
設
し
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
単
位
で
あ
る

学
部
基
本
施
設
と
し
て
今
後
と
も
整
備
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
規
模
お
よ
び
管
理
ｌ
学
生
の
利
用
実
態
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
拡
大
要
求
に
つ
い
て
十
分

理
解
で
き
る
が
、
現
有
校
地
の
立
地
条
件
か
ら
全
学
的
に
均
衡
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
当
面
、

学
生
共
同
研
究
室
は
一
・
二
部
あ
わ
せ
て
一
学
部
二
八
○
㎡
と
す
る
。
ま
た
、
自
習
室
に
つ

い
て
は
、
試
験
時
期
な
ど
の
過
密
を
考
慮
し
て
小
教
室
利
用
の
保
障
を
検
討
す
る
。
ま
た
談

話
室
の
管
理
は
学
部
事
務
室
が
学
生
部
と
協
力
し
て
行
な
う
こ
と
と
し
、
将
来
的
に
は
学
生

共
同
研
究
室
を
含
め
て
ク
ラ
ス
を
基
礎
と
し
た
学
生
の
教
学
実
態
把
握
の
視
点
か
ら
管
理
・

運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

七
、
大
ホ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

①
設
置
場
所
と
規
模
ｌ
衣
笠
学
舎
の
中
心
部
に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
現
有

地
に
は
こ
れ
を
新
築
す
る
立
地
条
件
が
な
く
、
ま
た
、
新
法
学
部
棟
内
に
も
収
容
で
き
な
か

っ
た
経
過
か
ら
し
て
、
以
学
館
二
号
教
室
を
二
階
座
席
を
設
け
る
方
向
で
改
修
し
、
諾
パ
ー

ト
の
．
、
○
○
○
人
規
模
の
集
会
や
催
し
物
が
で
き
る
大
ホ
ー
ル
」
の
設
置
要
求
に
は
直

ち
に
と
ど
か
な
い
ま
で
も
、
以
学
館
一
号
の
冷
房
化
、
新
・
研
心
館
や
新
法
学
部
棟
に
お
け

る
大
教
室
な
ど
を
総
合
的
に
み
て
、
一
拠
点
達
成
時
の
大
集
会
場
に
つ
い
て
一
応
の
条
件
が

確
保
さ
れ
る
と
判
断
し
ま
す
。

②
以
学
館
二
号
ホ
ー
ル
化
の
た
め
の
前
提
条
件
ｌ
経
済
・
経
営
両
学
部
の
教
学
諸
施
設
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
二
号
教
室
は
大
教
室
に
も
共
用
し
、
同
時
に
以
学
館
の
改
修
を
検
討
し

ま
す
。

八
、
既
存
施
設
の
改
修
・
整
備
に
つ
い
て

学
而
館
と
以
学
館
の
改
修
お
よ
び
理
工
学
部
の
学
部
基
本
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

九
、
共
同
利
用
の
諸
施
設
の
設
備
に
つ
い
て

①
中
央
視
聴
覚
施
設
の
設
置
‐
１
本
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
あ
り
方
と
施
設
条
件
に
か

ん
す
る
全
学
討
議
を
集
約
し
て
、
各
学
部
棟
に
お
け
る
小
教
室
の
視
聴
覚
設
備
化
（
テ
レ
コ

－1ワ匡一
上イJ
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内
蔵
式
教
卓
お
よ
び
音
響
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
備
）
と
併
行
し
て
、
以
下
の
施
設
の
設
置
を
計

画
し
ま
す
。

㈹
設
置
場
所
と
規
模
ｌ
当
面
、
中
央
図
吾
館
三
階
の
「
視
聴
覚
室
」
ス
ペ
ー
ス
部
分
に

「
中
央
視
聴
覚
室
」
を
設
置
す
る
。
な
お
将
来
は
そ
の
総
括
を
ふ
ま
え
て
そ
の
展
開
を

検
討
す
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
か
ら
、
当
面
、
外
国
語
教
育
を
中
心
と
す
る
多
目
的
利

用
の
視
聴
覚
設
備
お
よ
び
そ
の
た
め
の
資
料
室
、
準
備
室
を
設
け
る
。

口
管
理
・
運
営
は
職
員
配
置
を
含
め
て
望
ま
し
い
か
つ
現
実
的
な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

②
電
子
計
算
機
室
の
整
備

③
厚
生
施
設
、
と
り
わ
け
食
堂
施
設
の
整
備
ｌ
新
法
学
部
棟
建
設
ま
で
の
過
渡
的
措
置
と

し
て
い
ま
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
拡
充
・
整
備
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
法
学
部
棟
建
設

に
よ
っ
て
、
食
堂
座
席
総
数
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
ま
す
。

一
○
、
校
地
確
保
と
新
設
の
検
討
を
必
要
と
す
る
諸
施
設

①
校
地
政
策
の
基
本
と
一
拠
点
達
成
後
の
計
画
（
第
三
次
長
期
計
画
）

学
生
、
院
生
、
教
職
員
の
教
学
改
善
要
求
に
も
と
づ
い
た
教
学
施
設
を
整
備
し
、
八
○
年

代
の
新
し
い
展
開
を
は
か
る
た
め
の
校
地
を
年
次
計
画
的
に
確
保
す
る
よ
う
努
力
し
、
ま
た

そ
の
た
め
の
「
第
三
次
長
期
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②
そ
の
な
か
で
、
「
第
二
修
学
館
」
、
理
工
学
部
諸
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

（
二
財
政
の
現
状

本
学
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
二
年
度
に
、
学
費
改
定
を
し
て
以
来
四
年
間
、
全
学
の
努

力
に
よ
っ
て
学
費
改
定
を
行
な
う
こ
と
な
く
学
園
財
政
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
経
常
勘
定
に
お
い
て
は
、
学
費
改
定
に
よ
る
納
付
金
収
入
の
増
加
の
ほ
か
、
補

助
金
、
検
定
料
収
入
の
増
加
な
ど
、
収
入
の
増
加
が
あ
り
、
一
方
で
一
定
の
物
価
上
昇
率
の

鎮
静
に
よ
っ
て
、
教
学
改
善
の
諸
計
画
を
実
現
し
な
が
ら
も
、
支
出
の
大
幅
膨
張
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
三
年
間
一
定
の
実
質
繰
越
金
を
生
み
、
一
九
七
八
年
度
の
決
算
に
お

い
て
累
計
一
三
・
九
億
円
の
繰
越
金
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
繰
越
は
経
常
費
の
拡
大
、

ひ
い
て
は
学
費
へ
の
は
ね
か
え
り
を
避
け
る
全
学
的
努
力
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で

Ⅶ
教
学
改
善
の
基
本
的
課
題
の
実
現
と
財
政

一
垂

舎
寸
参

一
九
七
九
年
度
予
算
と
八
○
年
度
以
降
の
み
と
お
し
を
単
年
度
の
収
支
で
し
め
す
と
表
１

の
と
お
り
と
な
り
収
支
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

す
な
わ
ち
、
七
九
年
度
予
算
で
は
支
出
超
過
の
傾
向
を
示
し
、
八
○
年
度
以
降
は
学
費
収

入
、
検
定
料
収
入
の
増
加
は
見
込
み
得
ず
、
増
加
す
る
の
は
補
助
金
収
入
だ
け
と
な
り
、
し

か
も
、
そ
の
増
加
率
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
た
い
し
、
支
出
で
は
自
然
増
・
条
件
改
善
分
の
増
加
が
必
至
で
あ
り
、
収
支
は
八

○
年
度
四
・
五
億
円
、
八
一
年
度
九
・
九
億
円
、
八
二
年
度
一
三
・
三
億
円
、
八
三
年
度
一

六
・
八
億
円
が
単
年
度
に
お
い
て
支
出
超
過
に
な
る
と
試
算
さ
れ
、
急
速
に
悪
化
す
る
み
と

お
し
で
す
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
建
設
勘
定
は
、
七
九
年
度
の
事
業
完
遂
、
す
な
わ
ち
一
拠
点
の
完
成

に
よ
っ
て
、
借
入
金
残
高
は
約
八
五
億
円
と
な
り
ま
す
。
一
拠
点
建
設
事
業
は
一
九
七
五
年

度
以
降
順
調
に
進
行
し
、
七
六
年
度
か
ら
七
九
年
度
ま
で
の
事
業
支
出
は
合
計
九
四
・
八
億

円
で
す
。
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
借
入
金
は
八
九
億
円
増
加
す
る
の
に
た
い
し
、
返
済

額
は
二
五
・
八
億
円
で
あ
り
、
差
引
借
入
金
残
高
は
六
三
・
二
億
円
の
増
加
と
な
り
、
一
九

六
三
～
七
五
年
度
の
借
入
金
残
高
二
一
・
七
億
円
と
あ
わ
せ
約
八
五
億
円
と
い
う
巨
額
に
な

り
ま
す
。

こ
の
額
は
維
持
拡
充
費
収
入
・
寄
付
金
な
ど
自
主
財
源
で
は
返
済
で
き
な
い
額
で
す
か
ら
、

一
拠
点
財
政
計
画
で
は
広
小
路
資
産
の
売
却
収
入
を
あ
て
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
資
産
売
却
収
入
の
一
部
を
借
入
金
残
高
の
う
ち
の
一
定
額
を
償
還
す
る
こ
と
に

あ
て
、
長
期
計
画
的
返
済
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
建
設
財
政
の
現
状
は
一
拠
点
完
成
後
、
売
却
す
る
資
産
が
な
い
以
上
新
た
な

財
源
を
用
意
す
る
こ
と
な
し
に
は
教
学
改
善
に
必
要
な
校
地
・
施
設
・
設
備
の
建
設
を
な
し

え
な
い
実
態
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
経
常
・
建
設
の
財
政
現
状
か
ら
、
一
拠
点
完
成
後
、
八
○
年
代
の
教
学
改
善
の
課

題
実
現
の
た
め
に
は
、
経
常
・
建
設
の
い
ず
れ
も
新
た
な
自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
努
力
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な
一
・
環
と
し
て
学
費
の
改
定
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

（
二
）
課
題
実
現
に
要
ゞ
す
る
経
費

－176 －
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さ
き
に
提
示
し
た
八
○
年
代
の
新
た
な
教
学
改
善
の
課
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
全
学
の

統
一
し
た
力
で
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
定
員
の
削
減
は
、
教
学
改
善
を
推
進

す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
環
で
あ
り
、
ま
た
、
総
合
学
園
と
し
て
の
施
設
・
設
備
の
充
実
と
、

そ
の
基
礎
で
あ
る
校
地
の
確
保
は
、
学
生
生
活
を
守
り
、
学
園
の
発
展
を
展
望
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
財
政
は
こ
れ
を
保
障
す
る
改
善
策
を
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
課
題
実
現
に
必
要
な
額
は
物
価
上
昇
率
を
五
％
と
み
た
場
合
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
自
然
増
・
条
件
改
善
分
四
年
間
（
一
九
八
○
～
八
三
）
累
計
約
六
三
・
二
億
円
、
八

年
間
（
八
○
～
八
七
）
累
計
約
二
五
二
億
円

②
学
生
定
員
削
減
に
よ
る
減
収
額
補
坂
分
四
年
間
（
一
九
八
○
～
八
三
）
累
計
約
一
三

・
五
億
円
、
八
年
間
（
八
○
～
八
七
）
累
計
約
四
七
・
四
億
円

③
補
助
金
増
加
分
を
毎
年
一
○
％
と
し
た
場
合
の
収
入
増
分
四
年
間
（
一
九
八
○
～
八

し
た
が
っ
て
、
課
題
実
現
に
必
要
な
額
は
、
「
①
プ
ラ
ス
②
マ
イ
ナ
ス
③
」
と
な
り
、
四

年
間
累
計
約
五
六
・
八
億
円
、
八
年
間
累
計
約
二
一
六
・
九
億
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
経

常
勘
定
と
建
設
勘
定
に
区
分
す
る
と
経
常
勘
定
は
四
年
間
累
計
約
五
五
・
六
値
円
、
八
年
間

累
計
約
一
二
二
・
一
億
円
で
あ
り
、
建
設
勘
定
の
学
生
定
員
削
減
に
よ
る
減
収
分
は
、
四
年

間
累
計
約
一
・
二
億
円
、
八
年
間
累
計
約
四
・
八
億
円
と
な
り
ま
す
。
建
設
勘
定
で
は
こ
れ

を
補
填
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
建
設
課
題
（
後
述
）
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
）
累
計
約
一
九
・
九
億
円
、
八
年
間
（
八
○
～
八
七
）
累
計
約
八
二
・
五
億
円

（
三
）
自
主
的
財
源
の
確
保
ｌ
学
費
の
改
定
’

一
、
学
費
改
定
に
あ
た
っ
て
の
原
則

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
全
学
の
民
主
的
討
議
に
も
と
づ
き
、
教
学
の
改
善
を
す

す
め
、
か
つ
相
対
的
低
学
費
の
原
則
を
守
り
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
原
則
は
今
後
も
厳
守

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
従
来
の
学
費
改
定
は
新
入
生
か
ら
の
改
定
で
あ
っ
た

の
で
、
新
入
生
と
在
校
生
の
学
費
に
大
き
な
格
差
を
生
む
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
す
で
に
一

九
七
四
年
度
、
七
六
年
度
の
学
費
改
定
の
と
き
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
問
題
で
し
た
が
、
実

際
に
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
含
め
学

伐
改
定
に
あ
た
っ
て
の
原
則
を
次
の
と
お
り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
州
対
的
低
学
費
の
堅
持
現
在
本
学
の
初
年
度
納
付
金
額
は
私
立
大
学
連
盟
一
○
大

学
平
均
の
約
六
○
％
に
あ
た
り
ま
す
。

②
計
画
的
教
学
改
善
の
保
障
と
く
に
、
学
生
定
員
の
削
減
は
全
学
一
致
の
計
画
的
方

策
な
し
に
は
実
現
し
え
ま
せ
ん
。

③
教
職
員
の
研
究
教
育
・
労
働
条
件
の
改
善
教
職
員
の
研
究
教
育
・
労
働
条
件
改
善

が
教
学
発
展
と
展
望
を
つ
く
り
だ
す
力
で
す
。

④
公
費
助
成
の
い
っ
そ
う
の
獲
得
詳
細
は
後
述
。

⑤
全
学
の
民
主
的
討
蕪
に
も
と
づ
き
す
す
め
る
。

⑥
加
え
て
、
全
回
生
の
負
担
に
よ
る
負
担
の
公
平
を
は
か
る
こ
と
。

二
、
学
費
改
定
の
方
式

①
学
費
改
定
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
消
費
者
物
価
指
数
を
考
慮
し
、
毎
年
改
定
の
方
式
を

と
り
ま
す
。

料
・
実
験
実
習
料
お
よ
び
維
持
拡
充
慨
と
し
ま
す
。

㈲
物
価
上
昇
率
前
年
一
○
月
時
点
に
お
け
る
過
去
一
年
間
の
総
理
府
消
費
者
物
価
指

数
全
国
平
均
値
を
と
り
ま
す
。

例
改
善
率
五
％
と
し
、
物
価
上
昇
率
の
変
動
に
対
応
さ
せ
ず
四
年
間
固
定
し
ま
す
。

さ
き
に
、
自
然
増
・
条
件
改
善
分
・
学
生
定
員
削
減
分
を
教
学
改
善
に
必
要
な
額
と
し

て
設
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
割
合
は
、
自
然
増
・
条
件
改
善
分
約
八
○
％
、
学
生
定
員
削

減
分
約
二
○
％
に
相
当
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
自
然
増
は
単
純
な
自
然
増
で
は
な
く
、
条

件
改
善
を
含
む
重
点
的
充
実
を
は
か
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
生
定

員
削
減
分
は
す
べ
て
改
善
分
に
あ
た
り
、
か
つ
従
来
の
改
善
計
画
に
比
し
最
大
の
も
の
で

す
。
同
時
に
、
補
助
金
の
増
加
分
に
つ
い
て
は
今
日
の
補
助
金
到
達
点
か
ら
み
て
学
生
へ

㈱
前
年
度
学
費
一
九
七
九
年
度
に
つ
い
て
は
●
過
去
四
年
間
改
定
し
な
か
っ
た
の
で
、

今
後
四
年
間
に
生
ず
る
一
定
の
収
支
不
足
額
を
ま
ず
補
填
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
額
は

次
の
改
定
案
に
し
め
す
額
と
し
ま
す
。

方
式（

前
年
度
学
費
）
×
（
１
＋
物
価
上
昇
率
十
改
善
率
）
ｌ
ａ

一
九
八
一
年
度
以
降
は
上
記
方
式
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。
「
前
年
度
学
費
」
と
は
授
業

ワ
ー

ワ
ー

『
ｌ
工
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の
還
元
を
は
か
る
考
え
方
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
物

価
上
昇
率
に
年
五
％
を
加
え
ま
す
。

㈲
「
ｌ
α
」
経
常
説
補
助
金
が
現
実
に
学
費
の
上
昇
を
抑
制
し
て
い
る
実
態
に
鑑
み

て
柿
助
金
の
噌
加
額
に
応
じ
て
授
業
料
の
額
を
検
討
し
ま
す
。

㈱
入
学
金
・
入
学
検
定
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

②
）
学
餅
改
定
の
方
式
は
一
九
八
○
年
度
の
新
入
生
か
ら
適
用
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
八

一
年
度
は
新
入
生
と
二
回
生
、
八
二
年
度
は
新
入
生
と
二
・
三
回
生
、
八
三
年
度
は
全
回

生
に
適
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
全
回
生
負
担
が
完
成
し
ま
す
。

③
こ
の
方
式
に
よ
る
学
費
決
定
時
期
・
発
表
お
よ
び
財
政
説
明
に
つ
い
て

④
改
定
方
式
に
よ
る
学
費
決
定
は
毎
年
一
二
月
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

＠
決
定
し
た
学
費
額
に
つ
い
て
は
、
在
校
生
に
た
い
し
て
文
書
に
よ
っ
て
説
明
し
ま
す
。

志
願
者
に
は
、
初
年
度
の
学
費
な
ら
び
に
在
学
中
の
学
徽
額
を
推
定
し
た
概
算
額
を
示

し
、
四
ヵ
年
（
在
学
中
）
の
納
付
額
の
ほ
ぼ
の
み
と
お
し
を
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

⑧
財
政
説
明
会
は
、
従
来
財
政
民
主
化
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
、
て
い
ね
い
な
説
明
を
全
学
に
行
な
う
と
と
も
に
、
四
年
目
に
は
総
橘
再
検
討
を
し

ま
す
。

ｅ
相
対
的
低
学
費
の
原
則
を
守
る
観
点
か
ら
私
立
一
○
大
学
の
学
費
平
均
額
を
下
回
る

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

④
二
部
の
学
費

二
部
の
学
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
二
部
政
策
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
比
較
参

考
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
堅
持
し
て
き
た
勤
労
者
を
対
象
と
す

る
大
学
教
育
を
守
り
発
展
さ
せ
る
基
本
方
針
の
上
に
た
ち
、
勤
労
学
生
の
確
保
、
二
部
教

学
の
改
善
お
よ
び
勤
労
学
生
援
助
の
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
一
部
の
二
分
の
一
を
学
費

と
し
ま
す
。

⑤
文
学
部
心
理
学
・
地
理
学
専
攻
に
つ
い
て
は
、
清
心
館
建
設
に
よ
り
施
設
・
設
備
充
実

の
条
件
を
整
備
し
た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
教
学
上
の
実
験
実
習
充
実
の
要
求
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
う
け
と
め
、
一
九
八
○
年
度
か
ら
実
験
実
習
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
新
設

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

⑥
大
学
院
学
費

学
部
と
ほ
ぼ
同
率
の
改
定
率
と
し
、
そ
の
額
は
別
表
改
定
案
に
し
め
す
額
と
し
、
毎
年

改
定
の
方
式
は
学
部
と
同
じ
適
用
と
し
ま
す
。

三
、
新
方
式
に
よ
る
収
入
増
加
額
と
補
填
必
要
額
試
算

新
方
式
に
よ
る
収
入
増
加
額
と
補
填
必
要
額
の
収
支
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

四
年
間
累
計
で
収
入
五
七
・
一
億
円
に
た
い
し
、
補
填
所
要
額
は
五
五
・
六
億
円
で
あ
り
、

一
九
八
○
・
八
一
年
度
で
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
、
八
二
・
八
三
年
度
に
は
プ
ラ
ス
と
な
り

累
計
に
お
い
て
補
填
で
き
る
み
と
お
し
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
な
お
八
五

年
度
以
降
再
び
マ
イ
ナ
ス
を
生
ず
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
四
年
目
に
お
い
て
は
こ
の
方

式
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

四
、
新
方
式
に
よ
る
学
費
推
定
額
と
他
大
学
と
の
比
較

毎
年
の
学
費
は
物
価
上
昇
率
お
よ
び
補
助
金
の
増
加
額
に
よ
り
変
動
す
る
数
値
で
す
か
ら
、

確
定
し
た
額
を
現
時
点
で
算
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
変
動
じ
て
い
く
学
費

が
果
た
し
て
相
対
的
低
学
賀
の
原
則
を
維
持
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
あ
る
程
度
推
定
し
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
物
価
上
昇
率
を
五
％
と
し
、
柿
助
金
増
加
率

を
一
○
％
と
し
た
場
合
の
学
費
推
定
額
を
試
算
し
て
、
こ
れ
と
他
大
学
の
学
費
と
を
比
較
し
、

一
定
の
傾
向
を
み
て
み
る
と
表
３
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
一
部
文
科
系
の
学
費
推
定
額
を
み
て
み
ま
す
。

現
行
の
比
較
で
は
一
○
大
学
平
均
の
六
○
％
で
あ
り
、
新
方
式
に
よ
る
本
学
の
一
部
文
科

系
学
部
の
初
年
度
推
定
額
と
現
行
私
立
一
○
大
学
平
均
学
費
の
比
較
で
八
○
年
度
で
は
七
八

・
九
％
に
な
り
、
以
後
八
三
・
八
％
、
八
九
・
一
％
、
九
四
・
七
％
と
順
次
上
昇
し
て
い
き

ま
す
。
四
年
間
現
行
で
の
私
立
一
○
大
学
平
均
額
を
超
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
他
大
学
で
の

一
定
の
学
賀
上
昇
を
考
え
る
と
き
、
机
対
的
低
学
眺
は
維
持
し
う
る
と
推
定
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
四
年
間
学
費
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。

八
○
年
度
以
降
の
他
大
学
平
均
見
込
額
は
、
ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用
し
て
い
る
三
大
学
と
既

に
決
定
し
て
い
る
一
大
学
以
外
は
現
行
の
ま
ま
と
し
て
試
算
し
ま
し
た
。
試
算
の
結
果
は
表

４
の
と
お
り
で
、
毎
年
三
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
実
紙
よ
り
は
極
度
に
お
さ
え
た
見
込
額

と
い
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
初
年
度
学
費
と
同
様
相
対
的
低
学
費
は
守
り
得
る
と
推
定
し

て
い
ま
す
。

－178－
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（
五
）
繰
越
金
に
つ
い
て

一
、
繰
越
金
の
性
格

財
政
の
民
主
化
を
す
す
め
る
た
め
に
財
政
公
開
の
原
則
を
堅
持
し
、
全
学
の
民
主
的
討
議

の
上
に
た
っ
て
財
政
運
営
を
行
な
い
、
重
点
的
、
計
画
的
に
予
算
の
執
行
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
具
体
化
の
一
つ
と
し
て
、
徹
底
し
た
不
要
不
急
の
経
甜
節
減
の
と
り
く
み
を
す
す
め
、

財
政
の
効
率
的
連
用
を
は
か
る
努
‐
刀
の
被
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
努
力
は
、
学
園
の
全

構
成
員
が
財
政
の
実
態
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
机
対
的
低
学
費
の
維
持
を

可
能
と
し
て
き
た
大
き
な
力
の
支
え
が
あ
っ
て
結
実
し
て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
繰
越
金
も

教
学
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
な
が
ら
重
点
施
策
を
と
り
経
常
勘
定
の
安
易
な
膨
張
を
さ
け
な

が
ら
、
全
学
一
致
の
政
策
を
実
行
し
て
き
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
相
対
的
低

学
費
を
堅
持
す
る
支
え
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

財
政
の
実
態
に
つ
い
て
『
学
園
通
信
」
で
あ
き
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
単
年
度
収
支

だ
け
で
は
な
く
、
資
金
収
支
全
体
で
年
度
別
に
そ
の
経
過
を
追
う
と
次
の
と
お
り
で
す
。
一

（
四
）
建
設
勘
定
に
つ
い
て

一
、
一
九
七
九
年
度
の
予
算
計
上
事
業
の
執
行
に
よ
っ
て
一
拠
点
計
画
は
完
成
し
ま
す
。

そ
の
際
の
借
入
金
残
高
予
定
は
八
五
億
円
で
す
が
、
こ
の
借
入
額
に
た
い
す
る
八
一
年
度
以

降
の
返
済
額
は
、
維
持
拡
充
費
・
寄
付
金
の
合
計
額
を
超
え
る
額
で
あ
り
、
償
還
計
画
が
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
資
産
売
却
収
入
を
そ
の
償
還
に
あ
て
、
借
入
金
残
高
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
償
還
計
画
が
現
行
の
自
主
財
源
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
よ
う
に
し

ま
す
。｜

｜
、
一
拠
点
完
成
後
の
研
究
施
設
（
末
川
記
念
会
館
を
含
む
）
、
各
学
部
学
舎
の
整
備
充

実
と
そ
の
基
礎
で
あ
る
校
地
の
確
保
は
新
た
な
建
設
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。
維
持
拡
充
費

収
入
の
増
加
分
を
基
礎
と
し
て
、
今
後
の
長
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

三
、
全
学
の
施
設
・
設
備
の
拡
大
・
充
実
に
よ
る
恒
常
的
な
維
持
管
理
も
軽
視
で
き
ま
せ

ん
。

以
上
の
点
を
視
点
に
入
れ
て
具
体
的
な
次
期
長
期
計
画
の
策
定
を
は
か
り
、
八
○
年
代
の

教
学
改
善
の
た
め
全
学
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
建
設
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

｜
｜
、
繰
越
金
を
生
ん
だ
経
過

九
七
五
年
度
末
の
繰
越
金
三
・
三
億
円
、
以
後
七
六
年
度
三
・
二
億
円
、
七
七
年
度
四
・
五

億
円
、
七
八
年
度
二
・
九
億
円
の
繰
越
を
生
み
、
累
計
一
三
・
九
億
円
を
一
九
七
八
年
度
か

ら
七
九
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
、
主
な
要
因
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
整
理
で
き
ま
す
。

①
公
説
助
成
運
動
の
推
進
に
よ
る
補
助
金
の
増
加
。

②
教
学
改
善
と
相
対
的
低
学
費
に
よ
る
志
願
者
数
の
確
保
ｌ
検
定
料
収
入
の
嬬
加
。

③
確
認
事
項
を
中
心
と
す
る
教
学
内
容
・
条
件
の
民
主
的
討
議
に
も
と
づ
く
実
践
。

④
予
算
編
成
・
執
行
過
程
の
重
点
化
の
前
進
。

⑤
物
価
上
昇
率
の
あ
る
程
度
の
鎮
静
低
下
。

四
、
繰
越
金
の
今
後
の
処
理
に
つ
い
て

先
に
あ
げ
た
要
因
は
す
べ
て
全
学
一
致
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
繰
越
金
を
生

み
だ
し
た
力
を
ど
う
今
後
に
向
け
て
伸
ば
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
繰
越
金

も
こ
の
課
題
に
そ
っ
て
処
理
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
学
の
財
政
原
則
の
一
つ
に
、

経
常
勘
定
・
建
設
勘
定
の
両
勘
定
は
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
年

々
の
経
済
・
社
会
情
勢
の
変
動
と
建
設
事
業
の
進
行
に
よ
っ
て
両
勘
定
間
に
経
常
勘
定
に
お

け
る
繰
越
金
、
建
設
勘
定
の
借
入
金
増
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
経
常
・
建
設
の
勘
定
区
分
は
今
後
と
も
厳
守
し
て
い
く
べ
き
で
す
が
、
調
整
を
必

要
と
す
る
場
合
、
そ
の
方
針
を
全
学
に
し
め
し
、
そ
の
合
意
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
く
こ
と

を
提
起
し
ま
す
。

今
回
の
調
整
は
、
相
対
的
低
学
費
を
守
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
経
常
勘
定
に
お
い
て
今
後

に
生
じ
る
と
試
算
さ
れ
る
不
足
額
を
補
う
も
の
と
し
て
繰
り
越
す
と
と
も
に
、
建
設
勘
定
の

主
要
な
課
題
で
あ
る
土
地
確
保
の
た
め
の
財
源
と
し
て
一
定
額
を
建
設
勘
定
へ
繰
り
入
れ
る

こ
と
を
提
起
し
ま
す
。

Ⅷ
公
費
助
成
運
動
に
つ
い
て

（
｜
）
発
展
の
経
過

一
九
七
○
年
、
七
三
年
、
七
五
年
と
学
賀
改
定
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。
学
費
値
上
げ
問
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題
は
私
学
（
立
命
館
）
の
財
政
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
、
研
突
。
教
育
の
危
機
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
全
学
構
成
員
に
よ
る
私
学
危
機
克
服
の
方
向
が
厳
し
い
相
互
批

判
を
つ
う
じ
て
明
確
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
基
本
的
方
向
は
「
①
私
学
危
機
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
民
主
的
で
大
幅

な
公
費
助
成
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
②
そ
の
た
め
に
は
全
学
を
あ
げ
て
公
賀

助
成
運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
③
現
在
の
状
況
の
も
と
で
は
相
対
的
低
学
費
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
堅
持
す
る
こ
と
。
」
で
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
一
貫
し
て
す
す
め
ら
れ
、
特
に
六
九
年
以
後
の
学
園
民
主
化
運
動
の
教
訓
を
基
本
に

す
え
つ
つ
、
公
賀
助
成
運
動
は
、
七
○
年
、
七
三
年
、
七
五
年
と
強
化
・
充
実
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
運
動
の
強
化
・
充
実
の
あ
ゆ
み
は
次
の
三
期
〈
全
学
的
組
織
創
立
期
（
七
○
年
～
七

三
年
）
〉
、
〈
全
学
組
織
の
整
備
と
活
動
強
化
期
（
七
四
年
～
七
五
年
）
〉
、
〈
全
学
組
織
活

動
の
定
着
期
（
七
五
年
～
七
九
年
）
〉
に
一
応
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
全
学
的
組
織
創
立
期

七
○
年
全
学
協
確
認
に
も
と
づ
き
、
全
学
連
絡
協
議
会
（
学
友
会
、
院
協
、
組
合
、
大
学

協
議
会
、
理
事
会
）
が
設
置
さ
れ
、
同
時
に
自
治
会
、
教
授
会
、
事
務
室
を
構
成
体
と
す
る

各
学
部
段
階
で
の
連
絡
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
の
形
成
に
よ
り
、
従
来
、
公
費

助
成
運
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
要
求
を
出
し
す
す
め
て
い
た
段
階
を

運
動
の
内
容
、
広
が
り
に
お
い
て
も
一
段
と
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
学
の
構
成
員
に
た
い
し
て
、
ま
た
、
父
母
に
た
い
し
て
も
「
民
主
的
で
大
幅
な
公
費
助

成
を
実
現
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
う
ち
だ
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
が
行

な
わ
れ
た
の
も
、
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
立
命
館
大
学
全
学
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
公
費

助
成
全
学
連
絡
協
議
会
と
い
う
）
に
よ
っ
て
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
、
ノ
フ
レ
ッ
ト
は
以
後
、

毎
年
新
入
生
お
よ
び
父
母
に
渡
さ
れ
、
公
費
助
成
運
動
に
た
い
す
る
理
解
を
深
め
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

私
学
危
機
の
深
化
と
そ
の
克
服
の
た
め
の
連
帯
の
力
は
、
国
庫
負
担
委
員
会
（
立
命
館
）
、

関
西
教
授
会
連
合
、
全
関
西
国
庫
補
助
促
進
同
盟
、
全
国
私
立
大
学
教
職
員
懇
談
会
（
阿
蘇

三
原
則
の
確
立
）
な
ど
へ
と
拡
が
り
、
公
費
助
成
要
求
闘
争
が
い
っ
そ
う
強
力
に
展
開
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

二
、
全
学
組
織
の
整
備
と
活
動
強
化
期

七
三
年
学
費
問
題
討
議
に
お
い
て
、
安
易
な
学
費
値
上
げ
は
、
本
学
の
堅
持
し
て
き
た
相

対
的
低
学
費
に
つ
い
て
過
小
評
価
を
生
み
、
ま
た
公
費
助
成
運
動
に
お
け
る
大
学
の
と
り
く

み
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
に
「
大
学
機
関
が
日
常

的
に
業
務
を
通
じ
て
公
費
助
成
運
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
に
公
費
助
成
運
動

に
責
任
を
も
つ
部
課
を
明
確
に
す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
確
認
に
も
と
づ
き

公
費
助
成
全
学
連
絡
協
議
会
は
、
従
来
の
弱
点
を
克
服
し
運
動
の
発
展
の
た
め
に
、
以
下
の

諸
点
に
つ
い
て
強
化
し
ま
し
た
。

①
公
費
助
成
全
学
連
絡
協
議
会
代
表
お
よ
び
代
表
補
佐
の
決
定
。

②
公
甜
助
成
全
学
連
絡
協
議
会
事
務
局
の
設
置
（
事
務
局
長
、
事
務
局
員
の
決
定
）
。

③
事
務
局
の
役
割
と
任
務
の
明
確
化
。

④
生
活
協
同
組
合
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
決
定
。

以
上
の
組
織
的
整
備
に
よ
り
、
連
絡
会
議
の
定
例
化
、
情
報
の
周
知
徹
底
（
「
公
費
助
成

推
進
」
事
務
局
一
一
ユ
ー
ス
の
発
行
）
、
一
○
万
名
校
友
に
た
い
し
「
校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を

通
じ
て
の
支
持
署
名
と
そ
の
活
用
、
私
学
デ
ー
（
七
五
・
二
）
へ
の
参
加
、
署
名
活
動
、

上
京
請
願
運
動
を
意
欲
的
に
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
に
た
い
す
る
運
動
の
み
で
な
く
、

自
治
体
お
よ
び
公
営
企
業
体
に
た
い
し
て
も
、
こ
の
期
に
、
学
生
の
通
学
条
件
等
保
障
の
闘

い
と
し
て
、
市
電
撤
去
反
対
の
運
動
、
市
バ
ス
の
増
発
・
増
車
運
動
、
学
生
の
住
居
対
策
、

公
共
料
金
等
に
つ
い
て
の
運
動
を
展
開
し
は
じ
め
ま
し
た
。

三
、
全
学
組
織
活
動
の
定
着
期

七
五
年
全
学
協
は
、
私
学
危
機
の
根
源
を
あ
ら
た
め
て
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
根

本
的
解
決
は
、
①
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の

獲
得
と
、
②
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
の
運
動
以
外
に
あ
り
得
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
七

○
年
代
後
半
の
教
学
創
造
の
課
題
達
成
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

公
費
助
成
全
学
連
絡
協
議
会
の
活
動
は
飛
躍
的
に
活
発
に
な
り
、
こ
の
期
に
お
い
て
は
、

署
名
数
は
毎
年
約
一
四
、
○
○
○
～
一
二
、
○
○
○
名
に
達
し
、
中
央
請
願
行
動
を
毎
年
五

～
七
回
行
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
会
議
も
定
着
し
、
毎
年
三
二
回
～
三
七
回
開
催
し
て
き
て

い
ま
す
。
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（
二
）
成
果
と
教
訓

本
学
に
お
け
る
公
費
助
成
運
動
を
み
る
と
き
、
そ
の
運
動
の
推
進
力
は
組
織
さ
れ
た
学
生
、

院
生
、
教
職
員
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
力
は
学
園
構
成
員
お
よ
び
父
母
、

校
友
の
相
互
連
帯
に
よ
っ
て
、
私
学
危
機
克
服
の
社
会
的
役
割
を
一
定
果
た
し
て
き
た
と
い

え
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
も
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
の
運
動
の
中
で
最
も
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
し
め
し
た
の
が
公
費
助
成
運
動
と
い
え
ま
す
。

一
、
助
成
額
の
獲
得

七
一
年
の
国
会
に
た
い
す
る
署
名
運
動
以
来
、
一
九
○
万
か
ら
八
八
○
万
署
名
へ
と
す
す

み
、
こ
の
国
民
的
支
持
を
得
た
運
動
の
力
は
大
学
に
た
い
す
る
経
常
費
補
助
を
こ
の
一
○
年

間
に
一
三
二
億
円
か
ら
二
、
三
五
五
億
円
へ
と
一
八
倍
に
増
加
さ
せ
た
も
の
で
す
。

本
学
を
と
っ
て
み
て
も
七
○
年
の
八
、
六
○
○
万
円
が
七
八
年
一
四
億
九
、
四
○
○
万
円

と
約
一
七
倍
も
増
加
し
、
経
常
勘
定
に
占
め
る
比
率
は
二
一
・
九
％
で
あ
り
、
研
究
・
教
育

の
保
障
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

二
、
多
面
的
と
り
く
み
と
成
果

公
費
助
成
連
動
は
「
業
務
を
通
じ
て
日
常
的
に
追
求
す
る
」
課
題
を
明
確
に
し
た
こ
と
に

よ
り
、
学
生
部
厚
生
課
を
中
心
に
日
本
育
英
奨
学
金
の
拡
充
に
努
力
し
、
本
学
奨
学
生
は
各

私
大
の
中
で
最
も
高
い
率
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
費
助
成
全
学
連
絡
協
議
会
と
し
て
の
対
自
治
体
運
動
（
署
名
約
九
、
○
○
○
名
）

に
よ
り
、
四
ヵ
年
間
（
七
五
～
七
八
年
）
で
市
バ
ス
増
発
約
二
三
三
本
を
約
束
さ
せ
る
と
い

う
成
果
を
あ
げ
、
衣
笠
一
拠
点
に
よ
る
通
学
問
題
を
基
本
的
に
解
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
下

宿
対
策
、
電
気
幹
線
工
事
費
の
電
力
会
社
負
担
等
種
々
の
運
動
を
展
開
し
て
一
定
の
成
果
を

生
ん
で
き
て
い
ま
す
。

三
、
運
動
の
教
訓

①
全
体
的
教
訓

ａ
、
私
学
構
成
員
が
所
属
す
る
個
別
私
学
の
意
識
段
階
か
ら
私
学
全
体
お
よ
び
国
公
立
大
学

を
含
む
全
大
学
の
問
題
を
考
え
る
力
量
を
つ
く
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
教
職
員
組
合

の
横
断
的
組
織
の
拡
大
強
化
（
私
教
連
ｌ
日
教
組
私
学
部
）
、
学
生
自
治
会
の
連
帯
と
そ

の
と
り
く
み
（
府
学
連
ｌ
全
学
連
）
、
教
授
会
ｌ
国
庫
助
成
に
関
す
る
全
国
私
立
大
学
教

（
三
）
課
題

八
○
年
代
を
目
前
に
し
て
、
今
後
の
私
学
助
成
運
動
の
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
は
、
各

分
野
か
ら
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
運
動
の
課
題
は
全
学
的
、
全
国
的
と
り
く

み
の
成
果
と
教
訓
を
基
礎
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
私
学
経
常
費
に
た
い
し
て
早
期
に
実
質
二
分
の
一
の
補
助
を
獲
得
す
る
。

②
研
究
・
教
育
設
備
・
施
設
の
充
実
を
は
か
る
た
め
の
助
成
を
獲
得
す
る
。

③
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
夜
間
大
学
設
置
校
に
対
す
る
助
成
等
、
特
別
助
成
を
獲
得
す
る
。

④
父
母
、
学
生
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
授
業
料
へ
の
直
接
助
成
を
獲
得
す
る
（
学

生
負
担
の
軽
減
）
。

授
会
連
合
私
学
教
学
責
任
者
お
よ
び
経
営
責
任
者
の
私
学
問
題
に
（
一
い
て
の
共
通
認
識

の
拡
が
り
と
助
成
運
動
の
と
り
く
み
（
京
滋
地
区
私
立
大
学
学
長
懇
談
会
、
私
大
連
盟
ｌ

全
私
学
連
合
、
全
関
西
国
庫
補
助
促
進
同
盟
）
な
ど
が
し
め
し
て
い
る
こ
と
。

ｂ
、
私
学
構
成
員
の
権
利
と
自
治
の
意
識
を
高
め
、
私
学
の
国
民
に
た
い
す
る
研
究
・
教
育

の
責
任
（
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
）
を
強
め
つ
つ
あ
る
こ
と
。

ｃ
、
日
本
の
研
究
・
教
育
に
占
め
る
私
学
の
役
割
、
そ
の
重
要
性
を
国
民
的
次
元
に
ま
で
高

め
つ
つ
あ
る
こ
と
。

ｄ
、
私
学
の
公
教
育
的
性
格
を
明
確
に
す
る
運
動
と
助
成
獲
得
運
動
に
よ
り
、
私
学
経
営
の

私
的
性
格
か
ら
起
こ
り
が
ち
で
あ
る
財
政
の
非
民
主
的
傾
向
を
是
正
す
る
方
向
を
つ
く
り

つ
つ
あ
る
こ
と
。

ｅ
、
国
民
の
大
学
教
育
要
求
を
私
学
に
転
嫁
し
て
き
た
文
教
政
策
を
一
定
修
正
せ
し
め
つ
つ

あ
る
こ
と
。

②
本
学
の
教
訓

ａ
、
全
構
成
員
の
と
り
く
み
と
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
構
成
員
相
互
の
連
帯
の
強
化
。

ｂ
、
戦
後
つ
づ
け
て
き
た
学
園
民
主
化
闘
争
の
教
訓
を
基
礎
に
、
常
に
学
園
民
主
化
の
運
動

と
結
合
し
て
す
す
め
て
き
た
こ
と
。

ｃ
、
相
対
的
低
学
費
の
意
義
を
明
確
に
し
、
財
政
の
民
主
化
を
行
な
い
、
事
実
、
相
対
的
低

学
費
を
堅
持
し
て
き
た
こ
と
。

ｄ
、
対
自
治
体
要
求
運
動
な
ど
多
面
的
運
動
を
す
す
め
て
き
た
こ
と
。
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⑥⑤
以
上
の
重
要
か
つ
困
難
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ま
で
の
教
誰
に
学
び
、
よ
り
強
固

な
連
帯
の
運
動
を
全
椛
成
員
、
私
学
関
係
者
、
国
民
の
英
知
を
結
集
し
、
組
織
的
に
展
開
す

る
な
ら
ば
、
展
望
は
開
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
は
組
織
さ
れ
た
学
園
桃
成
員

に
依
拠
し
つ
つ
変
わ
ら
ぬ
努
力
を
行
な
う
決
意
で
す
。

「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
提
案
の
最
後

に
あ
た
り
、
次
の
三
点
を
か
さ
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜
、
第
一
は
、
私
学
危
機
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
大
幅
で
民
主
的
な
公
潤
助
成
運

動
と
、
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
連
動
を
全
国
的
な
規
模
で
発
展
さ
せ
、
文
教
政
策
の
民

主
的
転
換
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
学
の
全
構
成
員
は
、
こ
の
た

め
に
一
致
協
力
し
て
奮
闘
し
つ
つ
、
八
○
年
代
の
学
園
課
題
に
地
道
に
と
り
く
ん
で
い
く
べ

き
で
し
ょ
う
。

二
、
第
二
は
、
教
学
に
直
接
の
責
任
を
追
う
教
授
会
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
諸
機
関
は
学

生
・
院
生
の
教
学
改
善
要
求
と
国
民
の
教
育
要
求
に
横
極
的
に
こ
た
え
る
立
場
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
務
と
責
任
を
明
確
に
し
て
、
八
○
年
代
の
学
園
課
題
を
日
常
的
に
遂
行
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
、
第
三
は
、
本
学
の
全
構
成
パ
ー
ト
（
学
内
理
事
会
、
教
授
会
、
一
・
二
部
学
友
会
、

院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
）
が
、
八
○
年
代
の
学
園
政
策
と
し
て
提
起

さ
れ
た
諸
課
題
の
実
現
に
向
け
て
、
全
国
に
誇
り
う
る
本
学
の
民
主
的
体
制
（
五
者
会
談
、

学
園
振
興
懇
談
会
、
全
学
協
議
会
）
を
一
段
と
強
化
し
、
効
率
的
に
運
用
し
つ
つ
、
協
力
共

む
す
↑
ひ

同
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
本
学
の
教
学
理
念
と
現
在
ま
で
す
す
め
て
き
た
教
学
改
善
の
努
力
に
確
信
を

も
ち
、
私
学
を
め
ぐ
る
き
び
し
い
情
勢
の
も
と
で
、
本
学
に
お
け
る
八
○
年
代
の
新
し
い
大

現
行
助
成
法
改
定
の
連
動
を
進
め
る
。

八
○
年
代
に
向
け
て
の
国
民
の
た
め
の
私
学
像
を
明
確
に
す
る
課
題
。

１
本
学
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
Ｉ

学
づ
く
り
の
課
題
に
、
全
学
の
英
知
と
力
を
結
集
し
て
と
り
く
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1980(昭和155年度学費改定案

5(),000円

125,000

20，000

一部文学部,心､理学専攻および地理学専攻において実験実駕料5.000円を新設する

大学院

社会学研究科の調査実習料は改定しない．

註1

2

1980(昭和55)年度新入生から適用する。

1981.82.83年度の学1¥は次の方式による。

（＃1年度学賛)×（1＋物価_上界率十改善率5％)－α＝学'fY
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収支概況
(単位：100万円；

表2収入増加額・補填必要額（経常勘定〉
(単位：億円）

表3学費改定による初年度推定学聞

く一部文科系＞
(単位：万円）

※ただし、私立10大学平均は1979年度の約49,4万円に固定して比率を算出重

く一部理工学部＞
(単位：万円｝

〔
一
学
園
通
信
」
第
一
八
号
（
一
九
七
九
年
一
○
月
二
二
日
）
〕

※ただし、私立9大学平均は1979年度の約72,7万円に固定して比率を算出蕊

表44カ年間学費（推定）

＜一部文科系＞
(単位：万円：

＜一部理工学部＞
(単位：万円〉
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七
○
三
ふ
た
た
び
学
園
政
策
と
課
題
に
つ
い
て

本
学
は
一
九
七
九
年
一
○
月
二
日
の
本
年
度
第
三
回
学
園
振
興
懇
談
会
に
お
い
て
「
八

○
年
代
に
向
け
て
の
学
園
政
策
と
学
費
改
定
」
を
提
起
し
、
（
『
学
園
通
信
第
一
八
号
」
「
八

○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
」
）
、
以
来
四
回
の
学
振
懇
や
学
部
五
者
会
談
、
ま
た

全
学
で
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
真
剣
な
討
議
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
学
の
提
起

に
対
し
て
一
・
二
部
学
友
会
を
は
じ
め
と
し
、
諸
パ
ー
ト
か
ら
見
解
が
出
さ
れ
、
ま
た
ク
ラ

ス
の
学
生
諸
君
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
疑
問
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
は
、
こ
れ
ら
学
生
諸
君
の
見
解
や
疑
問
に
対
し
、
そ
の
討
議
を
踏
ま
え
て
、
大
学
が

提
起
し
て
き
た
学
園
政
策
と
課
題
お
よ
び
学
慨
改
定
と
財
政
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
、
ふ

た
た
び
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
学
費
改
定
に
あ
た
っ
て
．
一
・
二
部
学
友
会
、
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
か
ら
、

今
日
の
私
学
を
め
ぐ
る
情
勢
と
、
そ
の
も
と
で
の
学
費
改
定
の
持
つ
重
大
性
が
十
分
に
認
識

さ
れ
て
い
な
い
提
起
と
な
っ
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
は
こ
の
指
摘
に
対
し
て
、
改
め
て
次
の
と
お
り
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。

Ｉ
学
費
改
定
に
あ
た
っ
て

ま
ず
、
学
費
改
定
の
問
題
に
さ
き
だ
ち
：
本
学
を
含
め
私
学
に
お
け
る
危
機
が
震
今
日
ど

の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
深
化
し
て
き
て
い
る
の
か
の
認
識
を
十
分
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

一
九
七
○
年
代
初
頭
に
お
け
る
国
際
通
貨
危
機
と
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
世
界
と
わ
が

国
の
経
済
危
機
は
ま
す
ま
す
深
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
政
治
・
経
済
の
諸
政
策
の

基
本
方
向
は
、
こ
の
矛
盾
の
脱
却
の
た
め
に
、
経
済
的
に
は
増
税
と
福
祉
の
抑
制
、
減
量
経

（
二
私
学
危
機
の
今
日
の
情
勢

〔
一
九
七
九
（
昭
五
四
）
・
二
・
二
二
〕
立
命
館
（
学
内
）
理
ゞ
事
会

済
と
防
衛
生
産
の
拡
大
、
太
平
洋
経
済
圏
構
想
に
よ
る
海
外
進
出
政
策
な
ど
に
見
ら
れ
る
大

企
業
本
位
の
脱
却
策
と
国
民
経
済
へ
の
負
担
増
大
と
な
っ
て
表
わ
れ
、
国
民
生
活
へ
の
シ
ワ

寄
せ
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
政
治
的
に
は
、
有
事
立
法
の
試
み
や
、
元
号
法
制
化
な
ど
に

見
ら
れ
る
国
民
の
民
主
的
権
利
の
抑
圧
の
方
向
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
分
野
で
も

中
教
審
路
線
を
中
心
と
す
る
「
後
期
高
等
教
育
計
画
」
に
兇
ら
れ
る
産
学
共
同
と
教
育
・
研

究
へ
の
反
動
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
は
、
本
学
に
お
い
て
戦
後
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
平
和
と
民
主
主
義

の
教
学
を
脅
や
か
し
、
ま
た
そ
の
教
学
を
支
え
て
き
た
祁
対
的
低
学
賀
政
策
に
基
づ
く
民
主

的
な
財
政
の
基
盤
を
危
く
し
て
き
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
は
学
生
の
生
活
と
勉
学

の
条
件
を
阻
害
し
、
教
職
員
の
研
究
・
教
育
・
労
働
の
条
件
を
悪
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。以

上
の
よ
う
に
、
今
日
に
お
け
る
情
勢
と
そ
の
も
と
で
の
私
学
危
機
は
、
単
に
私
学
に
お

け
る
財
政
の
危
機
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
教
育

の
機
会
均
等
の
原
則
を
破
壊
し
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
内
容
豊
か
で
水
準
の
高
い
教
育

を
受
け
る
学
ぶ
権
利
の
侵
害
で
あ
り
、
教
職
員
に
と
っ
て
は
真
の
研
究
・
教
育
と
そ
の
た
め

の
労
伽
・
生
活
の
条
件
を
阻
害
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
主
要
に
教
学
の
危
機
と
し
て
と

ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
危
機
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
全
学

の
す
べ
て
の
構
成
員
が
こ
の
よ
う
な
危
機
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
全
学
の
英
知
を

結
集
し
て
、
七
三
、
七
五
全
学
協
議
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
き
た
危
機
克
服
の
基
本
方
向

を
、
今
日
の
情
勢
と
課
題
の
も
と
で
改
め
て
と
ら
え
な
お
し
、
八
○
年
代
に
向
け
て
の
新
し

い
大
学
づ
く
り
に
全
学
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
二
）
相
対
的
低
学
費
の
意
義
と
堅
持

本
学
が
一
貫
し
て
堅
持
し
て
き
た
相
対
的
低
学
費
は
、
す
で
に
七
三
、
七
五
全
学
協
議
会

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
今
日
の
私
学
を
と
り
ま
く
情
勢
の

も
と
に
お
い
て
、
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
個
別
大
学
の
限
界
内
に
お
い
て
最
大
限
に
保

障
し
よ
う
と
し
て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
相
対
的
に
低
所
得
勤
労
者
子
弟
の
本
学

へ
の
入
学
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
学
・
財
政
の
民
主
化
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
客
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ま
た
、
二
部
の
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
、
そ
の
五
○
％
が
自
活
し
つ
つ
勤
労
し
、
就
学
し

て
い
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
こ
の
経
済
的
な
条
件
は
き
び
し
い
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
こ
の
な
か
で
の
「
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
い
う

条
件
の
不
安
定
な
学
生
に
と
っ
て
は
こ
と
さ
ら
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
三
）
学
費
改
定
の
持
つ
事
態
の
重
大
性
に
つ
い
て

さ
て
、
今
回
の
学
賀
改
定
が
い
か
に
相
対
的
低
学
費
の
原
則
を
堅
持
し
、
ま
た
そ
れ
を
具

体
的
に
策
定
し
て
き
て
い
る
と
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
今
日
の
わ
が
国
の
経
済
情
勢
の
も
と

で
は
、
学
費
改
定
の
持
つ
社
会
的
な
影
響
と
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
学
生
生
活

や
学
生
の
学
習
活
動
へ
及
ぼ
す
影
響
は
重
大
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
学
の
学
生
生
活
実
態
や
学
習
実
態
か
ら
見
て
、
学
費
改
定
に
よ
る
経
済
的
な
圧

迫
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
増
加
、
授
業
出
席
率
、
集
団
的
学
習
活
動
や
課
外
活
動
へ
の
参
加
の

状
況
に
影
響
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

観
的
な
基
礎
を
な
し
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
義
の
も
と
で
の
全
学
の
努
力
の
結
果
、
本
学
で
は
過
去
四
年
間
、
学
費
の

据
え
置
き
を
実
現
し
、
そ
の
学
費
を
い
わ
ゆ
る
私
立
一
○
大
学
学
費
平
均
の
六
○
％
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
学
に
お
け
る
安
易
な
学
費

値
上
げ
の
動
向
に
対
す
る
一
定
の
抑
制
効
果
と
、
私
学
へ
の
国
庫
助
成
な
ど
公
費
助
成
運
動

の
前
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
こ
の
相
対
的
低
学
費
は
本
学
に
お
い
て
は
相
対
的
に
低
所
得
者
層
の
子
弟

の
入
学
を
一
定
保
障
し
、
そ
の
財
政
運
用
に
お
い
て
も
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
の
推
進
、

自
主
的
・
集
団
的
学
習
や
課
外
活
動
を
保
障
す
る
た
め
の
施
設
・
設
備
な
ど
を
優
先
し
て
き

ま
し
た
。
学
生
・
教
職
員
の
要
求
に
基
づ
い
て
実
現
す
る
と
い
う
領
極
的
な
還
元
施
策
と
し

て
実
施
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

大
学
は
、
今
回
の
学
費
改
定
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
相
対
的
低
学
費
政
策
の
持
つ

基
本
的
な
意
義
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
さ
ら
に
堅
持
し
て
い
く
こ
と
を
ふ
た
た
び
明
確
に
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
学
費
改
定
を
、
こ
の
意
義
の
も
と
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
策
定
し
た
か

に
つ
い
て
は
Ⅲ
で
改
め
て
説
明
し
ま
す
。

（
二
教
学
改
善
の
三
つ
の
基
本
的
視
点

こ
の
た
び
大
学
が
提
起
し
た
「
現
状
と
課
題
」
は
、
学
生
の
教
学
実
態
と
教
学
要
求
を
踏

ま
え
、
昨
年
度
よ
り
学
園
振
興
懇
談
会
の
諸
パ
ー
ト
と
協
議
の
う
え
設
定
し
て
き
た
教
学
総

括
の
基
本
的
視
点
に
立
脚
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
す
で
に
ク
ラ
ス
討
議
の
た
め
に
配
布

Ⅱ
教
学
課
題
と
政
策

ｌ
と
く
に
学
生
数
減
の
基
本
的
な
考
え
方
Ｉ

こ
の
よ
う
な
学
生
の
意
識
状
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
１
ｋ
教
学
の
改
善
・
充
実
を
進
め
る

こ
と
こ
そ
、
学
費
改
定
に
あ
た
っ
て
、
大
学
と
し
て
と
る
べ
き
も
つ
と
も
重
要
な
基
本
的
姿

勢
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
点
で
大
学
は
、
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
」
、
教
学
改
善
の
課
題
を
学
生
諸
君
の
ま

え
に
提
起
し
て
い
ま
す
。

（
四
）
大
学
の
基
本
的
姿
勢

学
賀
改
定
の
「
重
大
性
」
に
か
ん
が
み
、
大
学
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
と
く
に
重
要
な
の

は
、
公
費
助
成
運
動
や
援
護
・
厚
生
施
策
と
合
わ
せ
て
、
机
対
的
低
学
欝
の
も
と
で
学
生
諸

君
へ
ど
の
よ
う
に
充
実
し
た
教
学
内
容
を
か
え
す
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
教
育
に
対
す
る
目
的
意
識
の
変
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
学
生
の
意

識
状
態
の
変
化
は
、
今
日
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
状
況
の
影
響
を
基
本
と

し
て
、
受
験
戦
争
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
重
大
な
こ
と
は
￥
今
回
の
学
費
改
定
に
よ
（
・
↓
て
相
対
的
に
低
所
得
層
の
子
弟
の

本
学
へ
の
進
学
が
一
定
困
難
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
問
題
で
す
。

大
学
は
、
今
回
の
学
費
改
定
に
よ
っ
て
以
上
の
よ
う
な
影
響
が
避
け
が
た
い
と
い
う
事
態

の
重
大
性
に
つ
い
て
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
た
ら
す
今
日
の
私

学
危
機
の
矛
盾
に
対
し
て
全
学
を
あ
げ
て
対
決
し
、
基
本
的
に
は
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基

づ
く
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
を
要
求
す
る
公
費
助
成
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
し
て
は
大
学
と
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
の
学
生
へ
の
援
護
・
厚
生
、

課
外
活
動
援
助
の
諸
施
策
の
拡
充
を
具
体
的
に
提
起
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

-185-



資料703

し
た
一
学
園
通
信
第
一
八
号
」
に
お
い
て
大
学
は
八
○
年
代
に
向
陳
て
の
民
主
的
社
会
を

形
成
し
て
い
く
主
体
を
養
成
す
る
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
視
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
①
民
主
的
・
社
会
的
常
識
や
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う
こ
と
、
②

そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
養
成
す
る
こ
と
、
③
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

研
究
・
教
育
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
の
推
進
と
学
生
の
「
学
び
た
い
」
要
求
や
「
学

び
が
い
の
あ
る
大
学
教
育
」
へ
の
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

「
現
状
と
課
題
」
は
、
本
学
教
学
の
今
日
の
到
達
点
を
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
き
た
か
を
点
検
す
る
な
か
で
、
到
達
し
て
き
た
積
極
面
は
こ
れ
を

い
っ
そ
う
伸
ば
し
、
消
極
面
は
こ
れ
を
克
服
す
る
立
場
か
ら
、
基
本
的
政
策
と
そ
の
課
題
と

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
大
学
は
研
究
と
教
育
の
具
体
的
改
善
の
方
針
と
施
策
を
、
各
学

部
教
授
会
、
二
部
協
議
会
お
よ
び
各
教
学
機
関
で
の
教
学
総
括
を
基
に
し
て
整
え
て
き
て
お

り
、
今
後
の
学
振
懇
の
協
議
を
通
し
て
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
教

学
の
具
体
的
な
改
善
施
策
の
環
と
も
言
う
べ
き
「
学
生
数
減
」
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を

説
明
し
て
お
き
ま
す
。

（
二
）
学
生
数
減
の
意
義

来
春
の
入
学
者
か
ら
学
生
予
算
定
数
の
減
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
の
は
、
（
二

で
述
べ
た
よ
う
に
本
学
教
学
の
到
達
点
を
踏
ま
え
た
自
主
的
で
主
体
的
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
と
も
に
、
本
学
が
よ
う
や
く
に
し
て
こ
の
こ
と
を
な
し
う
る
諸
条
件
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
学
園
と
し
て
発
展
・
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

七
三
年
度
以
降
、
わ
が
学
園
が
民
主
化
の
前
進
の
な
か
で
、
国
民
的
要
請
に
応
え
る
新
し

い
私
学
づ
く
り
を
全
学
の
力
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
教
学
の
充
実
の
条
件
と
し
て
、

学
生
数
の
適
正
規
模
の
問
題
を
つ
ね
に
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
の
わ
が
国
の
私
立
大
学
問
題
の
な
か
で
、
学
生
定
員
の
超
過
問
題
は
、
教
学

上
の
最
大
矛
盾
の
一
つ
で
あ
り
、
本
学
も
六
三
年
度
以
降
の
長
期
計
画
の
検
討
の
な
か
で
こ

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
全
学
構
成
員
の
民
主
的
・
集
団
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、

今
日
わ
が
学
園
は
社
会
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る
に
至
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
お
、
八
○
年
代
に
向
け
て
本
学
の
教
学
を
発
展
・
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、

（
三
）
定
数
減
が
教
学
改
善
に
役
立
つ
と
し
た
第
一
の
根
拠

そ
れ
は
ま
ず
本
学
教
学
の
積
極
面
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
た
め
で
す
。
全
学
部
的
に
見
て
、

ま
た
学
生
と
教
職
員
の
側
か
ら
見
て
、
本
学
の
小
集
団
教
育
が
他
大
学
に
例
を
見
な
い
、
①

学
生
の
自
主
的
、
集
団
的
学
習
に
向
け
て
の
学
生
と
教
職
員
の
多
大
の
努
力
、
②
外
国
語
と

保
健
体
育
教
育
と
の
横
断
ク
ラ
ス
制
の
実
施
、
③
そ
の
全
回
生
に
わ
た
る
必
修
制
を
通
し
て
、

高
い
到
達
点
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
積
極
面
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
生
の

学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
、
自
ら
学
び
成
長
し
う
る
基
礎
学
力
の
養
成
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
授

業
内
容
の
密
度
を
濃
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
の
教
科
研
究
会
（
授

業
経
験
の
交
流
や
授
業
内
容
・
方
法
の
実
践
的
研
究
）
を
基
礎
と
し
た
指
導
と
合
わ
せ
て
ク

ラ
ス
定
数
減
と
教
員
の
授
業
条
件
の
改
善
が
必
要
で
す
。

ク
ラ
ス
定
数
減
は
、
単
に
授
業
条
件
の
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
集
団
教
育
や
外
国
語
教

育
の
内
容
を
も
規
定
し
て
い
く
も
の
と
し
て
重
視
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ク
ラ
ス
学
生
の
日

常
的
な
学
習
実
態
把
握
を
通
し
て
、
ま
た
学
生
と
教
員
と
の
日
常
的
な
接
触
を
通
し
て
、
学

生
の
持
つ
問
題
意
識
と
学
習
の
到
達
度
（
基
礎
学
力
の
定
着
）
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ね

に
授
業
の
到
達
目
標
や
授
業
方
法
を
点
検
で
き
る
か
ら
で
す
。

（
四
）
そ
の
第
二
の
根
拠

つ
い
で
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
学
の
前
進
面
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
消
極
面

を
克
服
し
、
小
集
団
教
育
と
専
門
教
科
と
の
均
衡
の
と
れ
た
学
部
教
学
の
発
展
の
た
め
に
、

学
生
定
数
減
が
必
要
な
こ
と
で
す
。
専
門
教
育
、
一
般
教
育
な
ど
の
大
教
室
講
義
で
は
、
小

集
団
教
育
や
外
国
語
教
育
授
業
に
比
べ
て
出
席
率
が
低
く
、
ま
た
低
回
生
に
お
け
る
単
位
不

足
が
将
来
留
年
に
つ
な
が
る
こ
と
を
重
視
し
、
①
学
部
教
学
の
系
統
的
履
修
と
そ
の
単
位
取

得
、
②
こ
れ
ら
講
義
へ
の
出
席
時
間
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
勉
学
時
間
の
か
な
り
を
占
め
る
実

状
か
ら
見
て
、
大
教
室
講
義
へ
の
出
席
率
を
高
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と

は
二
部
教
学
に
お
け
る
二
講
時
制
の
成
否
を
決
め
る
も
の
と
し
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め

に
は
、
（
三
）
で
述
べ
た
教
員
の
指
導
と
合
わ
せ
て
学
部
学
生
数
減
に
よ
る
受
講
者
数
の
適

そ
の
基
本
的
な
条
件
と
な
る
学
生
数
の
適
正
な
改
善
が
次
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

-186-
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（
｜
）
財
政
に
つ
い
て
の
基
本
的
態
度

て
教
学
改
善
を
前
提
と
す
る
財
政
計
画

本
学
の
財
政
が
、
教
学
の
改
善
充
実
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
具
体
化
の
一
つ
は
、
な
に
よ
り
も
自
然
増
・
条
件
改
善
の
た
め
に
必

要
な
経
費
を
保
障
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
経
費
は
少
な
く
と
も
今
日
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

教
学
条
件
を
維
持
し
、
か
つ
、
重
点
施
策
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

そ
の
第
二
は
、
前
述
の
学
生
定
員
の
減
少
政
策
を
実
現
す
る
経
費
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

学
生
数
の
減
少
政
策
は
、
今
後
の
教
学
改
善
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
基
礎
で
あ
る
考
え

ま
す
。

二
、
相
対
的
低
学
費
と
教
学
改
善
と
の
統
一

教
学
の
維
持
・
充
実
を
支
え
る
財
政
を
考
え
る
場
合
、
根
本
的
に
は
公
費
助
成
の
拡
大
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
な
が
ら
、
自
主
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
観
点
に
た
っ
て
学
費
の
改
定
を
検
討
し
ま
し
た
。

Ⅲ
財
政
問
題
に
つ
い
て

（
五
）
そ
の
第
三
の
根
拠

以
上
に
述
べ
た
学
生
数
減
は
、
ま
た
学
生
の
自
主
的
で
集
団
的
学
習
活
動
の
今
日
の
実
態

と
到
達
点
か
ら
見
て
、
次
の
よ
う
な
教
学
条
件
の
改
善
を
生
む
と
判
断
し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

①
ク
ラ
ス
を
基
礎
と
し
た
学
生
の
自
主
的
で
集
団
的
な
学
習
活
動
の
場
の
改
善
、
と
り
わ
け

小
教
室
の
使
用
固
定
化
へ
向
け
て
の
改
善
、
②
図
書
館
や
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
実
験
設

備
・
施
設
の
利
用
条
件
の
改
善
、
③
食
堂
な
ど
厚
生
施
設
の
利
用
条
件
の
改
善
な
ど
を
通
し

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
全
体
に
ゆ
と
り
と
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
授
業
内
容

・
方
法
の
改
善
と
そ
れ
を
支
え
る
体
制
の
整
備
お
よ
び
．
拠
点
」
の
実
現
下
に
お
け
る
諸

施
設
の
条
件
を
積
極
的
に
生
か
す
な
か
で
、
全
構
成
員
が
創
意
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て

学
生
数
減
の
本
学
に
お
け
る
意
義
と
効
果
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

正
化
が
必
要
で
す
。

表
１
一
○
大
学
平
均
学
費
と
の
比
較

〈
初
年
度
納
付
金
〉

今
恒
α
学
費
改
定
を
提
起
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
新
入
生
か
ら
改
定
す
る
方
式
と
は
異

な
る
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
積
極
的
意
味
は
次
の
五
点
で
す
。

①
相
対
的
低
学
費
を
守
る
た
め
に

学
費
改
定
の
方
式
は
①
新
入
生
の
み
（
従
来
方
式
）
、
②
二
年
連
続
の
改
定
、
③
新
入
生

ス
ラ
イ
ド
方
式
、
④
提
案
の
方
式
、
な
ど
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
相
対
的
低
学
費
を
守
る
た
め

に
は
支
出
の
重
点
化
・
計
画
化
を
図
る
こ
と
と
、
提
案
の
方
式
を
と
る
以
外
に
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
負
担
の
公
平
を
実
現
す
る

従
来
の
新
入
生
の
み
の
改
定
で
は
在
校
生
と
の
格
差
が
極
め
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
過
去

の
実
績
の
初
年
度
納
付
金
で
見
る
と
四
三
・
七
％
か
ら
五
八
・
七
％
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
今

回
も
同
じ
方
式
に
す
れ
ば
四
四
％
の
ア
ッ
プ
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
格
差
を
順
次
是

正
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑧
公
費
助
成
の
獲
得
の
意
義
を
含
め
て
い
る

私
学
危
機
Ｉ
財
政
危
機
の
克
服
は
公
費
助
成
の
増
大
に
よ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
意

味
を
今
回
の
方
式
の
中
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
濁
助
成
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

他
最
高
限
度
を
設
け
た
こ
と

こ
の
方
式
は
毎
年
学
費
が
上
が
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
初
年
度
納
付
金
・
四
カ
年
納
付
金

が
、
ど
の
年
度
と
比
較
し
て
も
一
○
私
立
大
学
平
均
額
を
下
回
る
よ
う
に
最
高
限
度
を
設
け

ま
し
た
（
表
１
参
照
）
。

（
二
）
改
定
方
式
が
持
つ
五
つ
の
意
味

今
回
の
学
費
改
定
を
提
起
す
る
に
あ
た
り
、

単
位
：
％

－187－

六

八

九

一
《
今
‘
峠
イ
ロ
〕
｜
ｅ
三
一

｜
｜
％
②
場
合

Ｉ

|壬

一
．
’
〃
Ｉ
、

ノ

王

一
○

大
学
ア
ツ ノ

ヲ
／

八
○
年

八
一
年

八

年

１
Ｊ
ノ
’
二
一
多
ケ
Ｌ
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（
三
）
相
対
的
低
学
費
は
維
持
で
き
る

学
賀
改
定
は
学
生
生
活
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
相
対
的
低
学
費

が
堅
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
場
合
、
初
年
度
納
付
額
・
四
年
間
納
付
額
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
他
大
学
の
学
礎
と

比
較
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
提
起
し
て
い
る
原
案
は
相
対
的
低
学
費
を
維
持
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
も

一
部
文
系
を
例
示
す
る
と
表
１
の
と
お
り
で
す
。
一
部
理
工
系
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
率
で

す
。

な
お
、
過
去
の
実
績
に
つ
い
て
も
参
考
と
し
て
例
示
す
る
と
表
２
の
と
お
り
で
す
。

旧
四
年
目
の
再
検
討
を
重
視
す
る

教
学
点
検
を
基
礎
と
し
た
毎
年
の
財
政
説
明
、
な
ら
び
に
四
年
目
の
総
括
・
再
検
討
を
提

起
し
ま
す
。

四表
２
初
年
度
納
付
金
ｌ
過
去
の
実
績
！

力
年
納
付
金
〉

（
本
学
学
徴
・
一
．
一
○
大
学
平
均
学
費
）
×
一
○
○

単
位
：
％

単
位
・
・
万
円

（
四
）
一
拠
点
計
画
に
つ
い
て

一
、
実
現
し
た
内
容
と
財
政

①
一
九
八
一
年
二
月
、
法
学
部
棟
な
ど
の
完
成
、
法
学
部
の
移
転
に
よ
り
一
拠
点
計
画
は

完
成
し
ま
す
。

②
校
地
面
積
・
建
物
面
禎
は
別
表
の
と
お
り
い
ず
れ
も
、
一
拠
点
計
画
の
内
で
大
幅
に
拡

充
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
広
小
路
に
お
い
て
一
部
五
学
部
、
二
部
四
学
部
が
あ
っ
た
条
件

と
比
較
す
る
と
、
衣
笠
一
拠
点
に
よ
っ
て
、
大
き
く
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
ま

す
。

③
財
政
上
で
は
、
事
業
総
額
は
約
一
六
一
億
円
、
こ
れ
に
対
し
自
己
資
金
は
一
○
六
億
円

（
納
付
金
六
一
億
円
、
寄
付
金
一
五
億
円
、
資
産
売
却
収
入
三
○
億
円
）
で
す
か
ら
、
借
入

金
に
よ
る
資
金
調
達
が
必
要
で
す
。
借
入
額
は
一
六
一
億
円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
す
で
に
支

払
っ
た
額
は
八
二
億
円
、
六
三
年
当
初
の
借
入
金
残
高
は
六
億
円
で
す
か
ら
、
完
成
時
の
俗

入
金
残
高
は
八
五
値
円
と
な
り
ま
す
。
（
そ
の
間
の
借
入
利
息
の
支
払
は
二
六
億
円
で
す
。
）

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
広
小
路
の
資
産
売
却
収
入
は
、
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
、
一
拠
点
財
政
計
画
の
中
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
売
却
が
成
立
し
た
時
、

借
入
金
の
一
部
返
済
に
あ
て
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
次
計
画
的
な
返
済
が
可
能
と
な

り
、
財
政
上
も
一
拠
点
計
画
は
当
初
計
画
の
と
お
り
学
生
に
新
た
な
負
担
を
課
す
る
こ
と
な

く
完
成
し
ま
す
？

こ
の
中
で
の
特
徴
点
は
、
第
一
に
維
持
拡
充
費
一
万
七
千
円
を
一
二
年
間
据
え
置
き
、
完

成
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
、
第
二
は
、
一
五
億
円
に
の
ぼ
る
寄
付
金
が
、
学
生
父
母
、
校
友
、

教
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
に
は
、
毎
年
学
価
に
応
募
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ

り
自
己
資
金
の
幅
を
拡
大
し
た
こ
と
、
お
よ
び
資
産
売
却
が
こ
れ
ま
で
順
調
に
進
ん
で
き
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
建
設
事
業
は
、
な
お
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
長
計
委
員
会
、
学
振

懇
、
建
設
委
員
会
、
建
設
小
委
員
会
な
ど
の
計
画
策
定
、
建
設
内
容
に
お
い
て
学
園
構
成
員

に
よ
る
討
議
を
経
て
、
要
求
を
も
と
に
学
園
の
力
量
に
応
じ
て
進
め
る
よ
う
に
定
着
し
て
き

た
こ
と
は
重
要
で
す
。

二
、
完
成
後
の
課
題

①
一
拠
点
の
完
成
と
と
も
に
、
今
後
総
合
大
学
と
し
て
の
力
量
を
さ
ら
に
大
き
く
充
実
発

－188－

Ⅲ
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展
さ
せ
る
課
題
が
全
学
的
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
ゆ
と
り
あ
る
学
園
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
、
「
研
究
・
教
育
条
件
の
改
善
」
な
ど
、

要
求
に
応
え
て
整
備
を
進
め
る
た
め
校
地
の
確
保
が
必
要
で
す
。

②
ま
た
、
衣
笠
学
舎
の
既
存
の
諸
施
設
に
つ
い
て
も
、
教
学
改
善
の
進
行
と
と
も
に
不
十

分
な
点
に
つ
い
て
各
種
の
重
点
要
求
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
応
え
て
施
設
の
建
設

・
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

建
物
面
積

校
地
面
積

（
五
）
繰
越
金
・
基
本
金
に
つ
い
て

一
、
繰
越
金
に
つ
い
て
の
疑
問

予
算
は
要
求
を
基
礎
と
し
て
決
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
要
求
が
出
て
く
る
実

態
を
と
ら
え
、
こ
れ
を
ど
う
改
善
す
る
か
、
さ
ら
に
財
政
の
見
通
し
の
中
で
経
常
経
賀
の
膨

張
を
避
け
て
学
費
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
招
く
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
た
上
で
予
算

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
繰
越
金
を
生
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
他
の
会
計
処
理
（
内
部
留
保
）

を
せ
ず
繰
越
金
と
し
て
残
し
て
き
た
の
は
消
極
的
態
度
か
ら
で
な
く
、
財
政
の
重
点
的
か
つ

有
効
な
執
行
に
よ
り
教
学
改
善
を
図
り
な
が
ら
同
時
に
相
対
的
低
学
費
を
維
持
す
る
た
め
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
回
の
学
費
改
定
率
も
低
く
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
越
金
を
次
年
度
以
降
の
赤
字
補
填
と
し
て
、
学
費
改
定
を
一
年
延
期
し
た
場
合
は
、
第

一
・
二
年
度
に
生
ず
る
不
足
額
を
埋
め
る
た
め
繰
越
金
約
一
四
億
円
が
全
額
必
要
で
す
。
し

か
も
、
第
三
年
度
目
も
生
ず
る
不
足
額
を
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
さ
ら
に
大
幅
な
引
き

上
げ
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
相
対
的
低
学
費
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
判
断
し
、
八
○
年
度

改
定
を
提
起
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
七
九
年
度
当
初
予
算
の
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
も
っ
て
繰
越
金
は
二
四
・
八
憶

円
あ
る
と
い
う
意
見
は
次
の
点
を
理
解
し
て
い
な
い
結
果
生
じ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
繰

越
支
払
資
金
に
は
次
年
度
の
収
入
と
な
る
新
入
生
等
の
学
費
前
受
金
と
か
、
大
学
が
学
友
会

・
校
友
会
等
の
資
金
を
預
か
っ
て
い
る
預
り
金
等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
差
し

引
い
た
も
の
が
実
質
繰
越
金
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
七
八
年
度
決
算
に
お
い

て
繰
越
金
は
一
三
・
九
憶
円
で
す
。

経
常
勘
定
の
繰
越
金
の
一
部
を
建
設
勘
定
に
繰
り
入
れ
ず
に
一
拠
点
完
成
後
の
建
設
事
業

を
進
め
る
場
合
そ
れ
だ
け
建
設
勘
定
の
借
入
金
が
増
え
、
ひ
い
て
は
学
費
の
一
部
で
あ
る
維

持
拡
充
費
の
引
き
上
げ
帳
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
繰
越
金

の
一
部
の
建
設
勘
定
へ
の
繰
り
入
れ
は
、
校
地
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
建
設
事
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
資
金
の
有
効
利
用
、
す
な
わ
ち
経
常
・
建
設
両
勘
定
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是

正
す
る
財
政
計
画
な
の
で
す
。
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二
・
基
本
金
の
増
加

ｌ
施
設
・
設
備
の
充
実
を
表
わ
す
１

基
本
金
の
増
加
は
校
地
・
校
舎
非
の
拡
充
や
、
年
々
購
入
し
て
い
る
図
書
お
よ
び
機
器
備

品
の
充
実
な
ど
研
究
・
教
育
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
の
資
産
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
施
設
・
設
備
な
ど
教
学
諸
条
件
が
ど
の
よ
う
に
整
備
充
実
さ
れ
て
き
た
か
を
あ

ら
わ
し
、
経
常
経
費
の
充
当
な
ど
に
運
用
し
う
る
資
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
金
は
、
こ

の
よ
う
に
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
問
題
は
こ
の
増
加
が
、
財
政
上
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
本
学
の
基
本
金
の
増
加
は
借
入
金
返
済
を

計
画
的
に
履
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
全
学

の
要
求
に
基
づ
い
て
推
進
し
て
き
た
一
拠
点
事
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
借
入
金
を
財
源
と

し
て
長
期
的
返
済
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
返
済
額
が
基
本
金
の
増
加
と
し
て
表
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
計
画
的
で
適
正
な
財
政
運
用
を
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

｜
拠
点
計
画
の
財
政
集
約

二
）
運
動
の
成
果

寺
字
園
通
信
第
一
八
号
』
で
、
本
学
の
「
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
立
命
館
大
学
全
学
連

絡
協
議
会
」
（
「
公
助
連
」
）
運
動
を
中
心
と
し
た
公
費
助
成
運
動
の
発
展
の
経
過
、
教
訓

と
課
題
を
概
括
的
に
提
示
し
ま
し
た
。

本
学
が
公
費
助
成
運
動
に
お
い
て
全
国
的
（
教
授
会
連
合
、
私
教
連
、
全
学
連
な
ど
）
に

主
導
的
と
も
い
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
組
織
さ

れ
た
学
園
構
成
体
に
よ
る
学
園
民
主
化
の
運
動
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
運
動
の
成
果
と
し
て
本
学
に
お
い
て
は
次
の
諸
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
私
立
一
○
大
学
学
費
平
均
の
六
○
％
と
い
う
本
学
の
現
行
相
対
的
低
学
費
は
、
強
力
な

公
淡
助
成
運
動
の
支
え
に
も
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
相
対
的
低
学
費
が
公
磯
助
成
運
動
を

推
し
進
め
る
要
因
と
し
て
働
く
関
係
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
日
、
国
か
ら
授
業
料
に
対
す

る
直
接
補
助
を
獲
得
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
個
別
立
命
館
に
お
い
て
は
相
対

的
低
学
費
が
こ
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

二
、
一
九
七
○
年
よ
り
、
本
学
の
教
学
充
実
の
基
本
と
し
て
教
員
増
員
計
画
を
立
て
、
そ
れ

を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
費
助
成
運
動
の
広
が
り
に
伴
い
助
成
額
も
一
九

七
○
年
頃
よ
り
約
一
七
・
四
倍
に
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
公
費
助
成
運
動
は
本
学
の
教
学
改
善
の
た
め
の
重
要
な
計
画
の
実
施
を
保
障
し

た
き
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

三
、
一
九
六
三
年
、
い
わ
ゆ
る
「
三
八
年
長
計
」
に
よ
り
、
戦
後
私
学
の
最
大
矛
盾
で
あ
る

Ⅳ
公
費
助
成
運
動
に
つ
い
て

借
入
金
残
高

一
九
六
二
年
度
末
残
高

期
間
中
の
借
入
金
計

期
間
中
の
返
済
額
計

完
成
時
借
入
金
残
高
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学
生
数
問
題
に
つ
き
、
現
行
学
生
数
を
設
定
し
、
こ
れ
を
上
限
・
歯
止
め
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
教
学
と
財
政
の
関
係
を
大
き
く
崩
す
こ
と
な
く
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
学
生
の

定
員
超
過
問
題
の
解
決
は
、
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
教
学
政
策
の
最
重

点
と
し
て
学
生
数
減
を
提
起
し
え
た
客
観
的
条
件
は
、
こ
れ
ま
で
煙
得
し
て
き
た
公
愛
助
成

の
成
果
で
あ
り
、
ま
た
今
後
展
開
さ
れ
る
公
費
助
成
の
運
動
で
す
。

し
た
が
っ
て
理
事
会
（
学
内
）
は
、
学
生
の
参
加
す
る
「
学
部
連
絡
協
議
会
」
を
は
じ
め

「
公
助
連
」
の
活
動
の
前
進
に
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
公
費
助
成
獲
得
の
重
点
を
以
下
の
点

に
置
き
努
力
し
ま
す
。

三
）
運
動
の
課
題

一
、
経
常
費
の
実
質
二
分
の
一
助
成
の
獲
得
は
、
理
事
会
と
し
て
私
立
大
学
連
盟
、
全
私
学

連
合
を
通
じ
て
達
成
す
べ
き
直
接
的
課
題
で
す
。
本
学
に
お
い
て
、
今
日
、
補
助
金
は
経
常

収
入
に
お
け
る
構
成
比
で
二
二
％
と
な
り
検
定
料
収
入
を
上
回
り
、
学
生
納
付
金
（
学
費
）

比
率
を
下
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
を
い
か
に
し
て
五
○
％
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
の
が

当
面
の
重
要
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
大
学
に
共
通
す
る
具
体
的
要
求
を
確

立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
現
在
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る
項
目
の
算
定
基
準
の

見
直
し
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な
補
助
対
象
項
目
（
例
ｌ
維
持
運
営
賛
、
施
設
設
備
憐
、
対
象

外
職
員
、
退
職
金
、
等
々
）
を
設
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

二
、
公
賀
助
成
運
動
の
課
題
と
し
て
、
経
常
賛
実
質
二
分
の
一
助
成
以
外
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

諸
課
題
が
あ
り
ま
す
。

①
直
接
助
成
ｌ
学
生
・
父
母
の
学
費
負
担
を
軽
減
し
、
教
育
の
機
会
均
等
を
守
る
立
場
か

ら
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
の
要
求
の
取
り
組
み
は
今
日
で
は
文
部
省
に
対
し
一
定
の
影
響
を

与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

②
施
設
・
設
備
充
実
の
た
め
の
助
成
ｌ
教
育
・
研
究
条
件
向
上
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要

で
す
が
、
国
公
立
と
の
格
差
が
最
も
大
き
い
の
は
こ
の
点
で
す
。

③
特
別
助
成
の
拡
大
ｌ
夜
間
大
学
に
対
す
る
助
成
は
極
め
て
僅
少
な
も
の
で
す
。
今
日
夜

間
大
学
の
あ
り
方
に
相
違
も
あ
り
ま
す
が
、
他
大
学
と
協
同
し
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
特
別
助
成
を
要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

示
、
＋
７
０

（
三
）
当
面
の
取
り
組
み

現
在
、
「
公
助
連
」
は
次
の
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
二
月
一
六
日
「
中
央
私
学
デ
ー
」
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
。

②
二
月
下
旬
全
学
的
学
習
会
。

③
一
二
月
一
日
「
大
学
関
係
七
団
体
中
央
集
会
」
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
。

④
一
二
月
一
日
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
を
め
ざ
す
京
都
府
民
集
会
」
へ
向
け

て
の
取
り
組
み
。

⑤
三
月
下
旬
～
一
二
月
上
旬
「
全
京
都
大
学
人
集
会
（
仮
称
）
」
へ
向
け
て
の
取

り
組
み
。

理
事
会
（
学
内
）
と
し
て
も
、
「
公
助
連
」
の
中
で
、
理
事
会
と
し
て
の
立
場
か
ら
公
費

助
成
運
動
の
推
進
に
い
っ
そ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
奨
学
金
の
拡
大
ｌ
人
員
・
貸
与
額
の
増
大
、
国
公
立
大
学
と
の
格
差
是
正
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

⑤
私
学
振
興
助
成
法
の
改
正
ｌ
経
常
費
二
分
の
一
助
成
の
限
界
性
、
施
設
・
設
備
補
助
、

国
立
大
学
と
の
格
差
是
正
の
諸
点
か
ら
も
、
現
行
助
成
法
の
改
正
検
討
が
必
要
で
す
。
こ
れ

に
関
連
し
て
、
私
学
論
、
大
学
論
の
展
開
が
要
請
さ
れ
ま
す
。

三
、
本
学
の
公
賀
助
成
運
動
は
、
私
学
に
対
す
る
政
府
の
直
接
介
入
を
排
し
、
「
国
民
の
た

め
の
私
学
づ
く
り
」
の
立
場
か
ら
絶
え
ず
文
教
政
策
の
批
判
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
と
言

え
ま
す
。
一
般
に
私
学
経
営
者
が
行
な
う
公
費
助
成
獲
得
運
動
は
一
面
、
具
体
的
な
補
助
金

の
獲
得
と
い
う
点
で
は
文
教
政
策
に
同
調
す
る
と
い
う
危
険
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
公
餅
助
成
運
動
は
、
学
内
に
お
け
る
民
主
化
運
動
と
組
織
さ
れ
た
学
友
会
・
組
合
を
中

心
と
す
る
全
国
的
運
動
に
依
拠
し
つ
つ
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

二
学
園
通
信
』
学
費
問
題
特
溌
号
（
一
九
七
九
年
二
月
二
二
且
〕
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七
○
四
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題

’
八
○
年
代
学
園
政
策
の
確
立
の
た
め
に

は
じ
め
に

一
九
七
九
年
一
○
月
二
日
の
学
園
振
興
懇
談
会
に
お
い
て
、
学
内
理
事
会
は
学
費
改
定

の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
同
時
に
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
ｌ
立
命
館

大
学
の
現
状
と
課
題
」
（
『
学
園
通
信
第
一
八
号
」
一
九
七
九
年
一
○
月
二
二
Ⅱ
）
を
発
表

し
、
全
学
的
討
議
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
三
ヵ
月
に
わ
た
り
、
学
内
理
事
会
、
一
・
二
部
学
友
会
、
大
学
院
生
協
議
会
、
教

職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
の
間
で
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
の
学

園
振
興
懇
談
会
と
各
学
部
で
の
五
者
会
談
、
二
部
懇
談
会
、
学
部
懇
談
会
、
大
学
院
懇
談
会
、

部
課
交
渉
が
行
な
わ
れ
、
教
授
会
、
部
課
で
の
討
議
、
学
生
大
会
、
自
治
委
員
会
、
ク
ラ
ス

・
ゼ
ミ
で
の
討
縦
が
な
さ
れ
、
真
剣
で
激
し
い
討
論
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
学
内
理
事
会
は
、
そ
の
中
間
報
告
を
か
ね
て
「
ふ
た
た
び
学
園
政
策
と
課
題
に

つ
い
て
」
（
「
学
園
通
信
学
費
問
題
特
別
口
亘
一
九
七
九
年
二
月
二
二
日
）
を
全
学
の
学

生
・
教
職
員
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
学
費
問
題
と
学
園
政
策
を
め
ぐ

る
全
学
討
議
は
さ
ら
に
進
み
、
い
ま
や
討
議
は
い
よ
い
よ
重
大
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
牛
ま
キ
ー
Ｏ

学
内
理
事
会
は
、
こ
の
重
大
な
局
面
に
あ
た
り
一
・
二
部
学
友
会
等
の
提
起
を
受
け
て
、

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
「
全
学
討
議
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
、
と
判
断
し
ま
し
た
。
こ
の
文
吾
で
は
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
、
今
次
の
学
費
問
題
と
学
園
政
策
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

第
二
、
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
的
討
議
の
到
達
点
、
基
本
的
な
共
通
認
識
が
ど
の
よ
う

に
拡
大
さ
れ
て
き
た
か
。

第
三
、
一
・
二
部
学
友
会
の
要
求
を
基
礎
と
し
た
教
学
の
具
体
的
課
題
を
め
ぐ
る
討
議
の

到
達
点
と
今
後
の
課
題
。

〔
一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
一
・
一
六
〕
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

（
二
今
次
全
学
討
議
の
持
つ
意
義
の
重
大
性

先
に
触
れ
た
よ
う
に
本
学
で
は
、
す
で
に
三
ヵ
月
以
上
に
わ
た
り
、
学
費
問
題
を
め
ぐ
る

真
剣
で
激
し
い
全
学
の
討
論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
全
学
討
議
は
、
立
命
館
大

学
の
新
し
い
展
望
に
と
っ
て
も
、
ま
た
全
国
の
私
立
大
学
の
将
来
・
展
望
に
と
っ
て
も
、
重

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
今
次
の
全
学
討
議
は
、
単
に
学
搬
問
題
だ
け
を
め
ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
私
学
危
機
に
抗
し
て
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の

深
化
と
反
勤
的
な
文
教
政
策
の
進
行
と
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
危
機
の
な
か
で
、
民

主
的
働
き
手
と
し
て
の
確
信
と
実
践
的
能
力
に
裏
づ
け
ら
れ
た
社
会
人
」
を
養
成
す
る
た
め

に
、
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
の
基
本
政
策
、
教
学
改
善
の
施
策
を
全
学
の
討
議
で
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
に
、
そ
の
中
心
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
は
今
年
創
立
八
○
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
い
う

歴
史
の
年
輪
を
踏
ま
え
て
、
平
和
と
民
主
主
義
を
基
軸
と
し
た
国
民
的
課
題
を
志
向
す
る
教

育
・
研
究
の
展
開
方
向
を
、
衣
笠
一
拠
点
の
完
成
を
基
礎
に
、
八
○
年
代
、
さ
ら
に
は
一
二

世
紀
を
見
通
し
つ
つ
、
全
学
の
討
議
に
よ
っ
て
策
定
す
る
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
学
は
全
国
の
私
立
大
学
の
な
か
で
、
学
費
問
題
や
学
園
の
基
本
政
策
、
教
学
改

善
の
施
策
に
つ
い
て
、
学
生
・
院
生
の
自
治
組
織
や
教
職
員
組
合
を
含
め
て
民
主
的
な
全
学

討
議
を
組
織
し
え
て
い
る
数
少
な
い
大
学
の
一
つ
で
す
。

現
在
の
到
達
点
や
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
先
立
ち
、
な
に
よ
り
も
今
次
の

全
学
討
議
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
意
義
、
学
振
懇
各
パ
ー
ト
、
と
り
わ
け
一
・
二
部
学
友

会
の
柵
題
提
起
や
要
求
の
持
つ
穣
極
的
意
義
、
学
内
理
事
会
の
基
本
的
立
場
に
関
し
て
、
改

め
て
こ
こ
で
再
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
全
学
討
議
の
意
義

第
四
、
一
・
二
部
学
友
会
の
諸
要
求
に
対
し
て
学
内
理
事
会
は
ど
の
よ
う
に
応
え
よ
う

と
し
て
い
る
か
。

－192－
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（
二
）
｜
・
｜
｜
部
学
友
会
の
問
題
提
起
と
諸
要
求
の
持
つ
意
義

今
次
の
学
伐
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
な
か
で
、
学
内
理
事
会
が
提
起
し
た
「
八
○
年

代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
」
に
対
し
て
、
一
・
二
部
学
友
会
は
、
学
費
値
上
げ
断
固
反

対
の
立
場
か
ら
批
判
的
意
見
を
種
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
学
生
と
し
て
「
学
ぶ
権
利
」

に
立
脚
し
た
多
面
的
な
要
求
を
提
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
学
内
理
事
会
は
、
こ
の
学
友
会
の

厳
し
い
批
判
と
要
求
こ
そ
、
八
○
年
代
の
学
び
が
い
が
あ
る
大
学
・
学
園
づ
く
り
を
進
め
る

重
要
な
推
進
力
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
真
剣
に
大
学
機
関
と
し
て
の
討
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

学
友
会
の
厳
し
い
批
判
と
要
求
が
、
な
ぜ
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
推
進
力
で
あ
る
の
か
、

学
内
理
事
会
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
学
内
理
事
会
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
機
関
は
、
研
究
と
教
育
に
責
任
を
持
つ
立

場
か
ら
、
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
を
ま

と
め
て
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
「
学
ぶ
」
側
の
立
場
か
ら
見
た
「
現
状
と
課
題
」
、
つ
ま
り
、

教
学
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
と
要
求
と
の
民
主
的
討
縦
に
よ
る
つ
き
合
わ
せ
の
な
か
で
こ
そ
、

学
び
が
い
あ
る
大
学
・
学
園
づ
く
り
の
政
策
も
確
立
さ
れ
る
も
の
と
、
学
内
理
事
会
は
考
え

て
い
ま
す
。

第
二
に
、
教
育
は
、
教
育
す
る
者
と
学
ぶ
者
と
の
共
同
の
事
業
で
あ
っ
て
こ
そ
効
果
が
上

が
り
う
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
ト
と
い
う
そ
の
言
語
の
意
味
に
照
ら
し
て

も
、
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
の
意
欲
と
能
力
を
ど
う
引
き
出
し
発
展
さ
せ
る
か
が
決
め
手
で
あ

る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
学
内
理
事
会
は
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
学
友
会
に
結
集

し
た
学
生
諸
君
の
つ
字
び
が
い
の
あ
る
教
学
づ
く
り
、
学
ぶ
気
風
あ
ふ
れ
る
学
園
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
た
批
判
と
要
求
こ
そ
、
立
命
館
の
教
学
を
支
え
る
推
進
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
全
学
の
英
知
と
力
」
の
結
集
に
よ
っ
て
八
○
年
代
の
新
し
い
大
学
づ
く
り

を
進
め
る
本
学
の
民
主
的
討
議
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
私
立
大
学
像
を
創
造
す
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
社
会
的
意
義
も
ま
た
大
き
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
三
）
学
内
理
事
会
の
基
本
的
立
場

学
内
理
事
会
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
学
生
詣
君
の
「
学
ぶ
権
利
」
に
立
脚
し
た
、
教

（
二
私
学
危
機
の
深
化
と
学
生
実
態
把
握
の
意
義

一
、
今
日
の
私
学
危
機
は
単
に
私
学
だ
け
の
危
機
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
全
高
等
教
育
と

教
育
全
般
の
危
機
の
私
学
に
お
け
る
現
わ
れ
で
あ
り
、
今
日
の
わ
が
国
に
お
け
る
政
治
的
・

経
済
的
・
文
化
的
危
機
の
深
化
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
間
の
全
学
的
討
議
を
通
し
て

共
通
の
認
識
と
し
て
き
ま
し
た
。

私
学
危
機
は
こ
の
よ
う
な
国
民
的
危
機
の
一
環
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
学
の
教
育
・
研
究
の

内
容
や
体
制
・
条
件
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
㈹
国
民
に
と
っ
て
学

ぶ
権
利
を
保
障
す
る
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
の
破
壊
に
、
㈲
学
生
に
と
っ
て
は
い
に
加
え

て
学
び
が
い
の
あ
る
教
育
を
受
け
る
権
利
の
破
壊
に
、
例
教
職
員
に
と
っ
て
は
教
育
・
研
究

・
労
働
の
権
利
の
破
壊
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

学
改
善
に
向
け
て
の
批
判
と
諸
要
求
を
真
剣
に
検
討
し
、
そ
の
必
要
性
と
重
大
性
に
照
ら
し

て
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
実
現
を
図
る
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
各
学
部
教
授
会
を
基
礎
と
し
た
学
内
理
事
会
は
、
学
生
の
「
学
ぶ
権
利
」
と
と

も
に
教
職
員
の
教
育
・
研
究
生
活
、
「
伽
く
権
利
」
を
も
保
障
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
学
の
教
学
だ
け
で
な
く
、
管
理
・
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、
財
政
に
つ
い
て
も
責
任
を

持
っ
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
い
て
戦
後
一
貫
し
て
「
教
学
と
財
政
の
統
こ
と
い
う
こ
と
が

主
張
さ
れ
て
き
た
の
も
、
以
上
に
見
る
よ
う
な
学
内
理
事
会
の
基
本
的
立
場
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
学
生
譜
君
の
諸
要
求
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
真
剣
に
検
討
す
る
に
し

て
も
、
今
日
の
政
治
・
経
済
情
勢
、
文
教
政
策
の
も
と
で
の
本
学
の
力
量
と
条
件
を
慎
重
に

考
慮
し
、
計
画
的
に
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、

学
内
理
事
会
と
し
て
の
責
任
あ
る
態
度
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

学
内
理
事
会
は
、
以
上
の
三
点
の
う
え
に
立
っ
て
、
以
下
、
学
振
懇
を
中
心
と
す
る
全
学

討
議
の
基
本
的
な
到
達
点
、
教
学
改
善
の
課
題
を
め
ぐ
る
討
議
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
、

学
友
会
の
諸
要
求
に
対
す
る
大
学
の
回
答
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に

し
ま
す
。

Ⅱ
全
学
討
議
の
到
達
点

’
一
・
二
部
学
友
会
の
指
摘
を
受
け
て
Ｉ

－1 Qq－
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二
こ
の
間
大
学
が
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
学
生
実
態
把
握
に
つ
い
て
言
え
ば
、

か
か
る
私
学
危
機
の
認
識
の
点
で
不
十
分
さ
の
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
全
学
的
討
議
を
通

し
て
次
の
点
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

①
一
九
七
三
、
七
五
年
度
の
全
学
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
き
た
学
生
・
教
職
員
の
実
態
を

系
統
的
・
全
学
的
に
把
握
す
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
何
の
た
め
の
実
態
把
握
か
（
課
題
あ
る
い
は
問
題
意
識
の
明

確
化
）
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
集
約
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
学
に
役
立
た
せ
る
か
（
全

学
的
な
集
中
・
分
析
体
制
と
総
合
化
・
政
策
化
）
、
と
り
わ
け
私
学
危
機
と
学
費
改
定
の
持

つ
事
態
の
重
大
性
に
対
す
る
認
識
が
重
要
で
あ
る
。

②
七
三
、
七
五
年
度
の
全
学
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
民
主
化
と
集
中
化
が
正
し
く
生

か
さ
れ
る
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
そ
の
前
提
と
し
て
各
学
部
教
授
会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

部
課
が
そ
の
た
め
の
必
要
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
体
制
に
つ

い
て
は
、
本
部
移
転
と
合
わ
せ
て
一
段
階
進
め
る
よ
う
に
し
、
具
体
的
に
は
三
部
長
制
を
中

心
と
す
る
関
連
部
課
会
議
や
教
学
部
と
各
学
部
事
務
室
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
。

三
、
私
学
危
機
は
、
と
り
わ
け
二
部
教
学
に
厳
し
く
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
一

に
「
放
送
大
学
」
構
想
や
「
高
等
教
育
計
画
」
等
を
通
し
て
、
現
在
の
大
学
か
ら
勤
労
学
生

を
締
め
出
し
、
勤
労
者
教
育
は
大
学
教
育
で
は
な
く
て
も
っ
ぱ
ら
専
門
学
校
や
専
修
学
校
を

中
心
と
し
た
実
務
教
育
に
切
り
換
え
よ
う
と
さ
れ
て
き
て
い
る
点
で
す
。
第
二
は
、
現
在
の

後
期
中
等
教
育
に
お
け
る
選
別
教
育
の
な
か
で
、
大
学
で
学
ぶ
の
に
必
要
な
基
礎
学
力
が
十

分
で
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。
第
三
は
、
今
日
の
「
減
量
経
営
」
が
勤
労
者
に
い
っ
そ
う
の

合
理
化
を
強
い
、
臨
時
職
化
（
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
化
）
が
進
み
、
勤
労
学
生
の
実
態
が
こ
の

面
か
ら
も
激
変
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
本
学
は
教
育
の
機
会
均

等
を
保
障
し
、
勤
労
学
生
の
要
求
に
応
え
て
、
今
後
と
も
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」

の
方
針
を
堅
持
し
、
そ
の
内
容
・
条
件
の
保
障
と
し
て
二
識
時
制
の
内
実
化
に
努
力
し
ま
す
。

四
、
私
学
危
機
は
ま
た
大
学
院
教
学
に
つ
い
て
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
第
一
は
、

七
四
年
の
「
大
学
院
設
置
基
準
」
の
省
令
化
な
ど
を
通
し
て
大
学
院
の
多
様
化
や
国
公
立
、

私
立
の
大
学
院
間
の
差
別
的
編
成
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
二
は
、
大
学
院

教
学
を
に
な
う
教
員
の
研
究
指
導
と
そ
の
時
間
と
努
力
が
不
可
避
的
に
圧
縮
さ
れ
、
教
育
と

研
究
の
統
一
を
支
え
る
諸
条
件
が
劣
悪
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
三
は
、
大
学
院
生
に
っ

（
二
）
相
対
的
低
学
費
政
策
の
堅
持
と
学
費
改
定

一
、
本
学
が
一
貫
し
て
堅
持
し
て
き
た
相
対
的
低
学
費
は
、
（
一
）
で
述
べ
た
私
学
危
機

が
深
化
す
る
な
か
で
、
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
個
別
大
学
の
限
界
内
に
お
い
て
最
大
限

に
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
相
対
的
に
低
所
得
勤
労
者
子
弟
の
本
学
へ

の
入
学
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
学
と
財
政
の
民
主
化
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
意

味
を
持
つ
も
の
で
す
。
教
学
の
維
持
・
発
展
を
支
え
る
財
政
は
、
根
本
的
に
は
公
費
助
成
の

拡
大
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
な
が
ら
自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
大
学
は
今
回
の
学
費
改
定
方
式
と
改
定
額
を
提
起
す
る
に
あ
た
っ
て
、
改

定
学
費
を
如
何
な
る
事
情
の
も
と
で
も
一
○
私
立
大
学
の
平
均
学
費
以
下
に
押
さ
え
る
こ
と

に
よ
り
、
相
対
的
低
学
費
が
堅
持
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
（
「
学
園
通
信
学
費

問
題
特
別
号
」
）
。

い
て
も
研
究
・
生
活
上
の
諸
困
難
が
累
積
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
オ
ー
バ
ー

ド
ク
タ
ー
（
Ｏ
Ｄ
）
問
題
（
博
士
課
程
を
終
え
て
、
な
お
将
来
研
究
が
継
続
で
き
る
職
に
つ

く
こ
と
を
志
望
し
つ
つ
、
大
学
院
に
滞
留
し
て
い
る
「
研
究
者
」
の
存
在
の
問
題
）
が
大
学

院
教
学
に
と
っ
て
重
大
な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
単
に
個
々
の
院
生
に
と

っ
て
将
来
に
わ
た
る
研
究
生
活
上
の
大
問
題
で
あ
る
と
い
う
大
学
院
内
部
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
学
部
教
学
に
も
影
響
を
与
え
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
学
術
研
究
体
制
の
将
来
に
も
か
か

わ
る
重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
Ｏ
Ｄ
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
緊

急
性
と
重
要
性
に
鑑
み
、
大
学
は
「
Ｏ
Ｄ
問
題
特
別
小
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
起

し
ま
し
た
。

大
学
院
教
学
を
全
学
の
問
題
に
す
る
意
義
は
、
総
合
大
学
の
重
要
な
一
構
成
部
分
と
し
て

全
学
の
理
解
と
相
互
協
力
を
つ
く
り
出
す
点
に
あ
り
ま
す
。

五
、
以
上
の
諸
側
面
に
見
ら
れ
る
危
機
を
抜
本
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
日
の

科
学
・
技
術
政
策
と
高
等
教
育
政
策
の
民
主
的
転
換
が
不
可
避
的
な
条
件
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
別
大
学
と
し
て
も
、
学
生
・
院
生
の
実
態
を
正
し
く
把
握
し
、

国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
と
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
大
幅
で
民
主
的
な

公
費
助
成
の
獲
得
の
た
め
の
持
続
的
で
強
力
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

・
異
。
斗
謀
Ｉ
し
た
生
０
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二
、
こ
れ
に
対
し
て
学
友
会
等
は
、
①
国
民
生
活
へ
の
影
響
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
教
育
の

機
会
均
等
へ
の
影
響
、
学
生
生
活
へ
の
影
響
の
三
点
か
ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
把
握
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
、
②
相
対
的
低
所
得
者
層
へ
の
影
響
、
③
相
対
的
低
学
費
の
堅
持
か
ら
見

て
事
態
の
重
大
性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
厳
し
く
大
学
側
を
追
及
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
各
教
授
会
や
各
部
課
に
お
け
る
討
議
が
深
め
ら
れ
、
次
の
事
柄
を
全
学
的

に
認
識
し
て
き
ま
し
た
。

①
学
費
改
定
に
よ
る
経
済
的
圧
迫
が
ア
ル
バ
イ
ト
の
増
加
、
授
業
出
席
率
、
集
団
的
学
習

活
動
や
課
外
活
動
へ
の
参
加
状
況
に
影
響
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
。

②
二
部
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
の
五
○
％
が
自
活
し
つ
つ
勤
労
し
、
就
学
し
て
い
る
状
況

の
も
と
で
、
と
り
わ
け
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
な
う
学
生
に
と
っ
て
は
そ
の
経
済
的
条
件
は

厳
し
い
意
味
を
持
つ
こ
と
。

③
今
回
の
学
費
改
定
に
よ
っ
て
相
対
的
に
低
所
得
者
層
の
子
弟
の
本
学
へ
の
進
学
が
一
定

困
難
と
な
る
こ
と
。

④
以
上
の
事
態
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
す
今
日
の
私

学
危
機
の
矛
盾
に
対
し
て
全
学
あ
げ
て
対
決
し
、
基
本
的
に
は
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ

く
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
公
費
助
成
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
な

』
勺
ノ
ー
．
」
‐
〆
」
Ｏ

⑤
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
し
て
大
学
と
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
学
生
へ
の
援
助
・
厚
生
、
課
外

活
動
援
助
の
諸
施
策
の
拡
充
を
、
学
生
要
求
を
踏
ま
え
て
提
起
す
る
こ
と
。

三
、
（
二
で
述
べ
た
私
学
を
め
ぐ
る
今
日
の
情
勢
の
な
か
で
、
相
対
的
低
学
費
の
社
会

的
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
を
、
た
え
ず
追
求
し
、
大
学
で
学
ぶ
学
生
と
そ
の
父
母
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

②
私
学
の
単
純
な
経
営
主
義
的
観
点
か
ら
の
非
民
主
的
な
学
費
値
上
げ
を
抑
制
す
る
役
割

を
持
つ
こ
と
。

③
全
国
的
に
私
学
の
民
主
化
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
で
、
本
学
が
相
対
的
低
学

費
を
堅
持
し
つ
つ
、
進
ん
だ
教
育
・
研
究
を
実
現
す
る
み
ち
す
じ
を
示
す
と
い
う
積
極
的
役

割
。

④
公
費
助
成
運
動
の
新
し
い
段
階
を
迎
［
え
て
、
相
対
的
低
学
費
を
維
持
…
』
な
か
ら
、
進
ん

だ
教
学
を
進
め
う
る
た
め
の
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
。

四
、
今
日
、
政
府
の
私
学
助
成
政
策
が
後
退
す
る
な
か
で
、
私
学
関
係
者
を
は
じ
め
広
範

な
国
民
の
公
費
助
成
運
動
に
よ
り
八
○
年
度
大
蔵
省
当
初
予
算
二
、
四
五
二
億
円
に
一
五
三

億
を
追
加
さ
せ
、
二
、
六
○
五
億
円
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
い
っ
そ

う
強
力
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
全
学
的
討
議
を
通
し
て
次
の
事
柄
が
共
通
に
認
識
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

①
公
費
助
成
運
動
の
今
ま
で
の
取
り
組
み
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
、
と
り
わ
け
教
学
を
支

え
る
公
費
助
成
運
動
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

②
公
費
助
成
運
動
は
大
学
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
が
対
等
・
平
等
の
関
係
を
保

ち
な
が
ら
、
相
互
に
連
携
し
て
推
進
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
（
全
学
公
助
連
・
学
部
公
助
連
の

強
化
）
。

③
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
大
学
機
関
の
責
任
を
明
確
に
し
、
今
日
の
厳
し
さ

を
打
ち
破
る
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
「
学
部
公
助
連
」
を
推
進
す
る
た
め

の
大
学
側
か
ら
の
教
育
的
援
助
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
大
学
機
関
は
全
ク
ラ
ス
で
公
費
助
成

の
緊
急
性
と
重
要
性
を
訴
え
、
全
教
職
員
が
業
務
活
動
を
も
通
じ
て
そ
の
運
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
。

④
一
二
月
二
日
の
国
庫
助
成
獲
得
を
め
ざ
す
緊
急
「
立
命
館
大
学
全
学
総
決
起
集
会
・

全
京
都
私
学
人
集
会
」
に
は
教
職
員
・
学
生
・
院
生
・
生
協
職
員
の
約
一
、
五
○
○
名
が
参

加
し
、
ま
た
中
央
請
願
や
署
名
活
動
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
こ
と
。

（
三
）
教
学
総
括
に
お
け
る
「
二
つ
の
角
度
」
と
「
六
つ
の
指
標
」

一
、
大
学
は
第
六
回
学
振
懇
に
お
い
て
、
（
二
で
述
べ
た
危
機
が
本
学
の
学
生
に
ど
の

よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
①
入
学
し
て
来
る
学
生
の
実
態
、
②
在
学
生
の
学
習

活
動
・
生
活
等
の
実
態
、
③
就
職
活
動
実
態
に
つ
い
て
詳
細
に
指
摘
し
ま
し
た
。
先
に
大
学

と
各
学
部
教
授
会
を
は
じ
め
と
す
る
教
学
機
関
が
提
起
し
た
「
現
状
と
課
題
」
は
、
学
生
の

そ
の
よ
う
な
実
態
と
教
育
要
求
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
八
○
年
代
の
民
主

的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
主
体
を
養
成
す
る
た
め
に
次
の
三
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
き
ま
し

た
。
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①
民
主
的
・
社
会
的
常
識
や
社
会
（
国
際
化
さ
れ
た
）
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力
・
技
術

を
養
う
こ
と
。
②
そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
養
う
こ
と
。
③
総
合
大
学
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
教
育
・
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
の
推
進
と
、
学
生
に
と
っ
て

「
学
び
が
い
の
あ
る
大
学
教
育
」
へ
の
要
求
に
正
し
く
応
え
る
こ
と
。

一
一
、
各
学
部
五
者
会
談
等
を
含
む
全
学
討
議
を
通
し
て
、
学
友
会
か
ら
教
学
総
括
に
対
す

る
厳
し
い
批
判
が
次
の
四
点
に
つ
い
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

①
中
教
帝
路
線
を
は
じ
め
と
す
る
私
学
を
め
ぐ
る
状
況
、
と
り
わ
け
政
府
・
財
界
の
「
量
」

か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
「
人
づ
く
り
政
策
」
の
真
の
ね
ら
い
に
対
す
る
認
識
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。

②
大
学
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
、
と
り
わ
け
平
和
と
民
主
主
義

の
教
学
理
念
を
堅
持
す
る
本
学
の
果
た
す
役
削
に
対
す
る
自
覚
や
決
意
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

③
八
○
年
代
に
本
学
が
ど
の
よ
う
な
学
生
を
社
会
へ
送
り
出
す
の
か
、
そ
の
う
え
で
何
が

い
ま
本
学
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
、
七
五
年
度
の
全
学
協
確
認
事
項
の
実
践
が
な
ぜ
遅
れ
て

い
る
の
か
、
積
年
の
課
題
が
な
ぜ
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
「
基
礎
学
力
」
が
な
ぜ
相
対
的
に

立
ち
遅
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
進
ん
だ
学
内
外
の
教
育
実
践
が
教
訓
と
な
り
、
拡
が
ら
な

い
の
は
な
ぜ
か
等
に
つ
い
て
深
い
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

④
教
学
総
括
を
、
次
に
述
べ
る
「
二
つ
の
角
度
」
と
「
六
つ
の
指
標
」
に
照
ら
し
て
見
直

す
こ
と
。

三
、
学
友
会
の
提
起
し
た
「
二
つ
の
角
度
」
の
第
一
は
、
総
括
す
る
に
あ
た
っ
て
前
進
し

て
き
た
面
、
遅
れ
て
い
る
面
を
お
さ
え
、
な
ぜ
進
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
遅
れ
た
の
か
教
訓
と
な

る
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
前
進
し
た
面
を
全
学
に
拡
げ
、
遅
れ
て
い
る
面
を
引
き
上
げ
る
視

点
で
す
。
そ
の
第
二
は
、
現
在
の
学
生
実
態
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
、
学
ぶ
活
動
、
ク

ラ
ス
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
就
職
活
動
の
「
四
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
」
で
学
生
の
積
極
面
を

捉
え
、
そ
れ
を
次
の
「
六
つ
の
指
標
」
に
沿
っ
て
伸
ば
す
教
学
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
同
時
に
、
遅
れ
て
い
る
あ
る
い
は
消
極
的
な
面
を
学
生
自
身
の
自
覚
の
問
題
に

の
み
嬢
小
化
し
な
い
で
、
社
会
的
状
況
と
の
か
か
わ
り
で
捉
え
る
視
点
で
す
。

ま
た
、
「
六
つ
の
指
標
」
と
は
、
学
生
の
①
知
的
な
訓
練
や
理
論
的
な
力
、
②
自
主
的
・

集
団
的
な
学
習
活
動
を
行
な
う
う
え
で
の
持
続
性
や
忍
耐
力
、
③
正
課
や
課
外
活
動
を
通
じ

て
の
自
主
性
や
自
発
性
・
自
治
能
力
、
さ
ら
県
④
集
団
性
や
組
織
性
、
⑤
人
権
意
識
や
民

（
四
）
教
育
実
践
の
重
要
性
と
「
学
生
数
減
」
の
意
義
の
深
化

一
、
第
九
回
学
振
懇
に
お
け
る
大
学
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て
、
学
友
会
よ
り
次
の
批
判
と
問

題
指
摘
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

①
教
育
実
践
や
教
授
法
の
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
教
員
の
教
育
者
と
し
て

の
自
覚
の
不
十
分
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
反
動
側
の
教
育
に
対
す
る
取
り
組

み
の
真
の
ね
ら
い
が
見
抜
け
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
歴
史

的
‐
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
ま
た
大
学
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢
を
正
確
に
捉
え
、
教

育
を
重
視
し
、
教
職
員
の
集
団
化
を
進
め
う
る
有
効
な
施
策
を
確
立
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。

②
「
二
つ
の
角
度
」
か
ら
正
し
く
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
教
学
総
括
、
教
育
重
視
が
具
体
的

に
展
開
し
え
て
い
な
い
教
学
総
括
の
弱
点
を
踏
ま
え
て
、
今
回
の
「
学
生
数
減
」
と
国
の
文

教
政
策
の
そ
れ
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
。

③
現
在
の
学
生
総
数
を
、
社
会
に
送
り
だ
し
て
い
る
社
会
的
役
割
を
重
視
し
、
将
来
的
に

検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。

｜
｜
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し
て
学
内
理
事
会
を
次
の
諸
点
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
な
い
、

共
通
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

主
的
社
会
的
常
識
電
⑥
国
際
性
・
国
際
感
覚
で
す
。

四
、
理
事
会
と
各
教
授
会
は
、
学
友
会
の
提
起
し
た
「
二
つ
の
角
度
」
に
沿
っ
て
教
学
総

括
の
内
実
化
に
努
め
、
第
九
回
学
振
懇
に
お
い
て
、
大
学
が
基
本
的
に
認
識
し
た
占
い
と
し
て
、

①
学
部
教
学
に
つ
い
て
真
に
黄
任
を
持
つ
立
場
か
ら
の
実
態
把
握
を
含
む
教
学
点
検
を
日

常
的
に
行
な
う
こ
と
に
お
い
て
弱
点
の
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び

②
七
五
年
度
以
降
の
実
践
の
な
か
で
、
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
諸
活
動
に
お
け
る
前
進

面
で
の
教
訓
を
全
面
的
に
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
、
教
育
と
研
究
を
統
一
す
る
視
点
か
ら
の
教
職
員
の
集
団
化
を

い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
点
と
、
学
生
と
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
点
で
問

題
の
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
が
提
起
し
た
「
学
生
数
減
」
は
学

生
と
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
密
度
の
濃
い
教
育
を
行
な
う
う
え
で
、

さ
ら
に
教
職
員
の
集
団
化
の
う
え
で
不
可
欠
の
条
件
改
善
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
次
の
点
で
い
っ
そ
う
そ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。
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①
学
生
実
態
と
同
様
、
教
員
の
場
合
も
歴
史
的
・
社
会
的
な
制
約
が
あ
る
こ
と
唇
わ
が
国

の
大
学
で
は
伝
統
的
に
研
究
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
教
科
研
究
や
教
授

法
の
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
そ
の
克
服
に
努
力
す
る
。

②
本
学
で
は
、
他
大
学
よ
り
進
ん
だ
教
育
実
践
の
積
み
重
ね
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
安
住
す

る
こ
と
な
く
、
個
別
的
経
験
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
、
条
件
が
よ
く
な
れ
ば
よ
く

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
条
件
待
機
的
な
考
え
を
排
し
て
、
集
団
化
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
に
は
、

教
育
・
研
究
・
行
政
各
面
か
ら
教
育
の
あ
り
方
を
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
業

の
な
か
で
新
し
い
「
敬
師
像
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、

集
団
化
・
共
同
化
は
、
今
日
の
大
学
の
現
状
の
な
か
で
は
歴
史
的
・
社
会
的
運
動
と
し
て
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
教
育
の
研
究
は
そ
の
環
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
教
育
実
践
の
交
流
の
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
遅
れ

て
い
る
面
は
、
州
互
批
判
と
自
己
批
判
、
さ
ら
に
他
大
学
や
後
期
中
等
教
育
に
お
け
る
優
れ

た
教
育
実
践
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
運
動
と
し
て
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
着

実
な
槙
み
重
ね
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

③
教
育
者
と
し
て
の
自
覚
は
、
学
生
の
後
期
中
等
教
育
の
悪
し
き
影
響
を
克
服
し
、
学
生

の
学
問
・
研
究
へ
の
努
力
と
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
大
学
教
育
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
社
会
の
進
歩
を
に
な
う
こ
と
の
で
き
る
大
学
教
育
機
関
と

し
て
の
大
学
の
責
任
を
果
た
し
う
る
教
学
を
進
め
る
こ
と
を
教
育
の
目
標
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
。
ま
た
、
水
噸
し
入
学
を
是
正
し
、
ク
ラ
ス
を
基
礎
と
す
る
日
常
的
な
学
生
実
態
に
立

脚
し
た
、
密
度
の
濃
い
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
育
を
前
進
さ
せ
る
う
え
で
、
ク
ラ

ス
定
員
減
を
内
容
と
す
る
「
学
生
数
減
」
は
教
学
改
善
の
た
め
の
有
効
な
条
件
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
を
強
調
す
る
、
国
が
提
起
し
て
い
る
「
学

生
数
減
」
と
は
、
基
本
的
に
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
教
育
実
践
の
相
互
交
流
や
相
互
批
判
を
行
な
い
う
る
条
件
・
体
制
の
保
障
が
重
要
で
あ

り
、
合
わ
せ
て
教
職
員
の
必
嬰
か
つ
適
正
な
増
員
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

学
内
理
事
会
は
さ
ら
に
次
の
こ
と
か
ら
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

④
ク
ラ
ス
数
を
も
う
一
つ
の
内
容
と
す
る
「
学
生
数
減
」
を
、
教
職
員
増
と
合
わ
せ
て
、

具
体
的
条
件
と
し
て
設
定
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。
な
お
、
理
工
学
部
に
お
け
る
ク
ラ
ス
数

減
（
現
行
の
三
ク
ラ
ス
を
二
ク
ラ
ス
に
す
る
）
は
実
験
学
部
の
性
格
上
、
小
集
団
教
育
の
横

（
五
）
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
に

一
、
一
・
二
部
学
部
教
学
お
よ
び
大
学
院
教
学
の
全
面
に
わ
た
っ
て
、
一
拠
点
化
の
な
か

で
こ
れ
ま
で
も
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
大
学
の
全
構

成
員
は
、
①
教
育
と
研
究
の
「
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
発
展
・
充
実
さ
せ
る
力
量
、

②
学
生
・
教
職
員
の
集
団
化
を
進
め
、
大
学
の
自
治
を
強
め
、
民
主
化
を
前
進
さ
せ
る
力
型

に
お
い
て
、
そ
の
潜
在
力
の
存
在
に
確
信
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
実
、
学
部
を
越
え

た
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
活
動
の
前
進
、
人
文
科
学
・
理
工
学
両
研
究
所
を
中
心
と
す
る

総
合
研
究
や
課
題
別
研
究
の
前
進
、
学
園
暴
力
を
一
掃
す
る
取
り
組
み
、
公
甜
助
成
運
動
の

全
学
的
取
り
組
み
な
ど
数
多
く
の
教
訓
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
諸
君
に
学

部
を
越
え
た
学
習
活
動
を
保
障
す
る
他
学
部
受
講
の
拡
大
や
各
学
部
の
授
業
担
当
者
の
相
互

乗
り
入
れ
等
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
実
施
は
八
○
年

代
の
学
園
づ
く
り
と
学
部
教
学
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

①
他
学
部
受
講
の
総
括
、
②
教
員
の
教
育
・
研
究
条
件
の
整
備
、
③
学
部
を
越
え
た
教
員
の

共
同
化
な
ど
を
軸
と
し
て
今
後
と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

二
、
総
合
大
学
の
重
要
な
構
成
部
分
で
あ
る
本
学
の
大
学
院
は
「
学
部
教
学
を
基
礎
と
し

た
、
国
民
的
立
場
に
た
っ
た
民
主
的
研
究
者
の
養
成
」
と
い
う
基
本
的
理
念
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
基
本
的
な
理
念
の
う
ち
、
「
民
主
的
研
究
者
の
養
成
」
に
つ
い
て
は
、
教
育
と
研

究
の
統
一
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
内
容
的
に
さ
ら
に
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
八
○
年
代

の
課
題
と
し
て
提
起
し
ま
し
た
（
「
七
九
年
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
竜
「
学
部
教
学
を
基

礎
と
し
た
」
と
い
う
理
念
に
関
し
て
も
、
先
に
大
学
が
提
起
し
た
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策

断
ク
ラ
ス
制
を
実
験
・
製
図
等
を
含
む
専
門
科
目
ク
ラ
ス
（
現
行
二
ク
ラ
ス
）
と
揃
え
る
こ

と
に
よ
る
教
員
と
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま
り
、
過
密
時
間
を
解
消
す
る
う

え
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。

＠
多
様
な
学
生
実
態
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
学
生
に
基
礎
概
念
の
定
着
か
ら
具
体
的
構
想

力
へ
展
開
し
う
る
理
論
的
思
考
力
を
十
分
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
集
団
的
な
教
科
研
究

会
を
、
小
集
団
教
育
に
お
け
る
教
訓
を
生
か
し
た
新
し
い
段
階
で
の
、
教
育
と
研
究
の
統
一

の
視
点
か
ら
実
践
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。
同
時
に
、
教
員
の
総
合
的
な
研
究
政
策
を
確
立

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
。
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大
学
峰
今
回
の
学
賀
改
訂
の
提
起
に
あ
た
っ
て
一
八
○
年
代
に
お
備
る
学
園
の
基
本
政

策
と
基
本
課
題
」
を
提
起
（
重
子
園
通
信
第
一
八
号
』
）
し
、
こ
の
な
か
で
教
学
の
具
体
的

な
改
善
施
策
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
示
し
て
き
た
改
善
施
策
は
、
基
本
的
に
は
七
三
全
学
協
、
七
五
全
学
協
に
お
い
て

確
認
さ
れ
、
各
学
部
、
二
部
、
お
よ
び
各
教
学
機
関
に
お
い
て
実
践
し
て
き
た
教
学
課
題
を

総
括
し
、
こ
の
う
え
に
立
っ
て
本
学
の
教
学
を
今
後
な
お
い
っ
そ
う
発
展
・
充
実
さ
せ
よ
う

と
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
教
学
総
括
と
諸

課
題
を
捉
え
る
視
点
（
第
Ⅱ
章
に
述
べ
て
い
る
）
が
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か

ら
の
全
面
的
な
捉
え
直
し
と
、
こ
の
間
実
践
さ
れ
て
き
た
優
れ
た
点
の
教
訓
を
学
び
、
ま
た

お
く
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
要
因
の
究
明
を
正
し
く
行
な
っ
て
、
こ
の
改
善
方
向

を
も
示
し
つ
つ
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
教
学
総
括
と
課
題
の
な
か
に
、
積
年
の
課
題
と
さ
れ
て
き

た
大
講
義
に
お
け
る
学
生
の
出
席
状
況
問
題
、
留
年
者
問
題
、
休
講
問
題
、
就
職
問
題
を
視

野
に
入
れ
た
教
育
実
践
と
教
育
的
援
助
の
問
題
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
学
を
支
え
る
事
務
体

制
等
の
諸
問
題
に
対
す
る
解
明
と
克
服
の
方
途
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
指

摘
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
は
、
．
こ
れ
ら
の
各
パ
ー
ト
の
提
起
や
指
摘
に
対
し
、
こ
れ
を
積
極
的
に
受
け
止
め
て

次
の
よ
う
に
そ
の
見
解
と
改
善
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

（
｜
）
各
学
部
・
各
教
学
機
関
な
ど
に
お
け
る
教
学
改
善
の
積
極
的
な
捉
え

直
し
と
具
体
化
に
つ
い
て

各
学
部
、
二
部
お
よ
び
各
教
学
機
関
の
教
学
改
善
の
捉
え
直
し
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅱ
章
で

触
れ
た
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
課
題
に
つ
い
て
改
め
て
次
の
諸
点

確
立
の
た
め
に
」
と
「
七
九
年
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
の
な
か
で
そ
の
具
体
化
を
図
り
、

八
○
年
代
大
学
院
政
策
の
柱
に
据
え
て
い
ま
す
。

Ⅲ
教
学
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
学
園
通
信
第
一
八
号
」
お
よ
び
各
学
部
の
一
：
現
状
と
課

題
」
に
お
い
て
充
実
へ
の
施
策
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策

を
内
実
化
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
基
礎
的
な
条
件
と
な
る
学
生
の
基
礎
学
力
の
養
成
、
ま
た

「
六
つ
の
指
標
」
や
「
四
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
」
か
ら
見
た
学
生
実
態
、
学
生
の
到
達
度
、
問

題
意
識
・
関
心
を
把
握
し
た
教
育
方
法
の
改
善
に
な
お
い
っ
そ
う
の
努
力
を
払
う
必
要
が
あ

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
教
員
の
集
団
化
と
共
同
化
を
よ
り
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
認
識
さ
れ
、
こ
の
認
識
に
立
っ
た
努
力
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
た
学
部
教
学
の
充
実
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
小
集
団
教

育
と
専
門
教
育
や
一
般
教
育
、
さ
ら
に
は
語
学
教
育
、
保
健
体
育
教
育
と
の
連
携
を
強
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
内
容
の
い
っ
そ
う
の
工
夫
・
改

善
や
、
条
件
上
の
整
備
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場
で
実
践
さ
れ
る
優
れ
た
教
訓
や
経
験
、
ま
た
他
大
学
の
進
ん
だ
点
な
ど

も
積
極
的
に
学
び
、
こ
れ
を
全
体
の
も
の
に
拡
げ
て
い
く
組
織
的
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
た
め
に
必
要
な
体
制
（
教
対
会
議
・
各
学
部
調
査
委
員
会
の
強
化
、
担
当
者
会
議

・
教
科
研
究
会
な
ど
の
体
制
化
、
非
常
勤
講
師
と
の
懇
談
会
の
強
化
な
ど
）
を
さ
ら
に
充
実

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
小
集
団
教
育
を
軸
に
し
た
教
学
の
充
実
は
、
こ
の
よ
う
な
教
員
を
中
心
と
し
た
教

育
実
践
の
前
進
が
基
本
的
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う

な
教
育
実
践
を
支
え
る
教
員
の
研
究
条
件
が
十
分
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
同
時
に
重
要

で
す
。さ

ら
に
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
学
の
充
実
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
学
生

の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
発
展
が
大
切
な
条
件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
小
集

団
教
育
、
外
国
語
教
育
の
使
用
教
室
の
固
定
化
の
実
現
、
サ
ブ
・
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
二
・
二

回
生
）
を
学
部
・
回
生
を
単
位
と
し
て
設
置
し
ま
す
（
理
工
学
部
を
除
く
）
。
こ
れ
に
関
す

る
体
制
と
施
設
上
の
条
件
に
つ
い
て
も
実
現
す
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

｜
、
各
学
部
お
よ
び
二
部
に
お
け
る
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
の
発
展
・
充
実
に

つ
い
て
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二
、
外
国
語
教
育
の
充
実
に
向
け
て

本
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
充
実
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
外
国
語
教
育
の
現

状
と
課
題
」
（
一
九
七
九
年
一
二
月
、
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
文
書
）
で
全
学
の
ク
ラ
ス
討

論
に
提
起
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
学
振
懇
に
お
い
て
一
・
二
部
学
友
会
か
ら
、
今
日
の

学
生
の
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
や
現
代
的
な
課
題
の
な
か
で
「
語
学
力
が
身
に
つ
き
、

外
国
語
や
外
国
文
化
に
親
し
め
る
外
国
語
教
育
の
抜
本
的
改
善
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
次
の

諸
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
①
テ
キ
ス
ト
の
改
善
ｌ
手
づ
く
り
の
テ
キ
ス
ト
や
教
材
の
作
成
、
学
生
の
到
達

度
や
関
心
に
見
合
っ
た
授
業
の
改
善
、
②
学
部
教
学
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
外
国
語
教
育

の
目
的
を
整
理
し
、
学
部
学
生
の
問
題
意
識
や
関
心
に
合
っ
た
も
の
へ
の
改
善
、
③
各
ク
ラ

ス
に
お
い
て
教
員
と
学
生
が
定
期
的
に
授
業
の
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
懇
談
し
、
教
員
と
学

生
、
学
生
相
互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
、
ン
ヨ
ン
を
図
り
、
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
さ
せ
る

よ
う
な
授
業
方
法
の
改
善
、
④
教
員
の
集
団
化
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
し
、
年
度
毎
の
重
点

課
題
に
つ
き
学
部
毎
の
総
括
や
教
育
実
践
の
成
果
を
全
学
的
に
発
表
す
る
（
た
と
え
ば
『
外

国
文
学
研
究
」
等
）
、
⑤
教
員
の
大
幅
増
員
ｌ
専
任
率
の
向
上
、
⑥
Ｌ
Ｌ
教
室
の
早
期
実
現

ｌ
各
学
部
棟
毎
に
、
⑦
外
国
語
教
育
を
通
じ
て
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
す
る
学
生
像
の
明
確
化

（
外
国
語
教
育
の
四
目
標
を
通
じ
て
具
体
化
）
、
で
す
が
、
大
学
は
こ
れ
ら
の
諸
点
を
含
め

て
今
後
さ
ら
に
外
国
語
科
連
絡
協
縦
会
を
中
心
に
検
討
し
、
改
め
て
外
国
語
教
育
の
現
状
と

今
後
の
課
題
を
全
学
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
学
内

理
事
会
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
点
は
次
の
二
点
で
す
。

①
教
員
の
増
員
、
専
任
率
の
向
上
に
つ
い
て

教
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
教
育
の
分
野
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
学
部
の
小
集

団
敬
育
や
専
門
教
育
の
強
化
、
一
般
教
育
、
保
健
体
育
教
育
、
教
職
課
程
教
育
の
浦
分
野
に

お
け
る
強
化
の
課
題
と
し
て
今
後
の
学
園
政
策
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
具
体
化
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
教
員
の
専
任
化
の
問
題
は
、
本
学
に
お
け
る
語
学
教
育
体
制
や
環
境
充
実

の
強
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
教

授
会
と
の
関
係
な
ど
を
考
え
て
慎
重
な
検
討
を
し
つ
つ
、
当
面
、
客
員
教
員
や
外
人
非
常
勤

洲
帥
の
体
制
に
つ
い
て
の
強
化
を
図
り
、
そ
の
要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

②
Ｌ
Ｌ
教
室
の
早
期
実
現
ｌ
各
学
部
棟
毎
に
設
置
せ
よ
に
つ
い
て

外
国
語
教
育
を
充
実
し
て
い
く
環
境
の
整
備
の
な
か
で
視
聴
覚
教
育
施
設
・
設
備
の
整
備

は
重
点
的
な
課
題
と
し
て
考
え
、
当
面
次
の
よ
う
に
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
各
学
部
棟
に
あ
る
小
教
室
に
テ
レ
コ
内
蔵
式
教
卓
お
よ
び
音
響
設
備
を
年
次
計
画
的

に
実
施
し
、
音
響
効
果
の
改
善
を
行
な
い
ま
す
。

＠
Ｌ
Ｌ
教
室
に
つ
い
て
は
、
大
学
と
し
て
は
全
学
的
に
中
央
視
聴
覚
教
室
を
構
想
し
て

お
り
、
当
面
、
こ
れ
に
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
現
在
の
中
央
図
書
館
に
、
一
九
八
○
年
度
実
現

を
め
ざ
し
て
視
聴
覚
室
（
Ｌ
Ｌ
、
テ
ー
プ
・
ラ
イ
フ
ラ
リ
ー
、
映
写
室
等
）
お
よ
び
資
料
室

・
準
備
室
を
設
置
し
ま
す
。

三
、
保
健
体
育
教
育
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
保
健
体
育
教
育
は
、
大
学
教
育
と
し
て
の
保
健
体
育
の
三
つ
の
獲
得
目
標

を
明
ら
か
に
し
、
小
集
団
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
三
群
方
式
に
よ
る
三
種
目
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
履
修
制
や
、
男
女
共
学
横
断
ク
ラ
ス
制
の
実
施
な
ど
一
定
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
を
見
て
き
て
い
ま
す
が
、
な
お
、
学
振
懇
を
通
じ
て
、
①
小
集
団

教
育
の
メ
リ
ッ
ト
が
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
総
括
、
②
男
女

共
学
制
の
総
括
、
③
学
部
教
学
と
体
育
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
各
学
部
の
教
学
総
括
の

な
か
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
課
外
ス
ポ
ー
ツ
の
生
き
た
教
訓
、
利
点
を
ど
の
よ
う
に

積
極
的
に
生
か
す
か
と
い
う
点
の
総
括
、
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
と
し
て
各
学

部
お
よ
び
保
健
体
育
教
室
、
さ
ら
に
学
生
部
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
諸
点
を
含
ん
で
そ
の
総
括

と
今
後
の
課
題
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

四
、
教
職
課
程
に
つ
い
て

教
職
課
程
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
八
回
学
振
懇
で
、
そ
の
「
現
状
と
課
題
」
が
、
七

五
全
学
協
確
認
以
降
の
取
り
組
み
の
成
果
と
教
訓
、
ま
た
そ
の
弱
点
の
総
括
が
不
十
分
で
あ

り
、
今
日
の
学
生
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
学
部
教
授

会
の
責
任
が
十
分
に
総
括
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
、
と
く
に
こ
の
な
か
で
④

戦
後
の
文
教
政
策
の
変
化
が
一
般
大
学
に
お
い
て
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
こ
と
の
積
極
的
意

義
を
空
洞
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
、
＠
多
く
の
大
学
で
も
こ
の
反
映
と
し
て
教
職
課
程
教
育
の

理
念
と
目
的
が
十
分
に
実
体
化
さ
れ
て
い
な
い
弱
点
を
持
っ
て
い
る
状
況
、
④
そ
れ
が
今
日

で
は
「
教
育
実
習
」
問
題
と
し
て
矛
盾
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ｅ
こ
う
し
た
状
況
の
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も
と
で
、
本
学
が
教
員
養
成
に
つ
い
て
に
な
っ
て
き
た
歴
史
的
・
社
会
的
な
役
割
を
明
ら
か

に
し
、
本
学
の
教
学
理
念
と
八
○
年
代
を
展
望
す
る
「
学
生
像
」
ｌ
「
教
師
像
」
を
視
点
に

捉
え
、
今
日
の
教
育
現
場
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
は
ね
か
え
し
、
民
主
主
義
と

人
権
感
覚
に
支
え
ら
れ
て
、
豊
か
な
教
育
活
動
を
行
な
い
う
る
積
極
的
な
教
員
を
本
学
か
ら

送
り
出
す
こ
と
の
意
義
、
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
「
現
状
と
課
題
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
に
お
け
る
教
職
課
程
教
育
の
改
善
・
充
実
を
さ

ら
に
深
め
る
も
の
と
し
て
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
の
全
学
の
努
力
と
民
主
的
な
力
量
の
も
と
に

推
進
し
て
き
た
教
訓
の
う
え
に
た
っ
て
、
次
の
五
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
①
教
職
教
員
の
学
部
へ
の
分
属
と
、
学
部
毎
の
「
セ
ン
タ
ー
」
設
置
、
②
教
育
行

政
に
関
す
る
科
目
の
毎
年
度
開
講
を
は
じ
め
そ
の
他
の
新
設
科
目
の
検
討
、
③
教
員
の
集
団

化
、
④
教
育
実
習
へ
の
援
助
強
化
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、
⑤
小
学
校
教
員
養
成

課
程
設
置
の
再
検
討
、
で
す
。

大
学
は
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
・
社
会
的
役
割
と
、
今
日
に
お
け
る

わ
が
国
の
教
育
の
要
請
に
応
え
、
積
極
的
な
教
員
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
の
意
義
を
改
め

て
認
識
し
、
当
面
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

①
教
職
課
程
教
員
の
各
学
部
分
属
、
学
部
毎
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

教
職
課
程
教
員
の
学
部
分
属
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
教
職
課
程
教
員
の
増
員
と
体
制
強
化

を
踏
ま
え
、
各
学
部
教
学
と
の
全
体
的
な
関
連
を
さ
ら
に
実
体
化
す
る
な
か
で
実
現
し
ま
す
。

教
職
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
全
学
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
体

制
を
強
化
し
、
教
育
実
習
の
指
導
や
教
育
相
談
な
ど
を
十
分
に
行
な
い
う
る
条
件
を
拡
大
し

て
い
き
、
さ
ら
に
各
学
部
と
も
連
携
強
化
を
図
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
や
二
部
の
学
生
の

個
々
の
指
導
、
相
談
、
情
報
提
供
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
新
設
科
目
の
検
討

「
教
育
行
政
学
」
「
教
育
社
会
学
」
に
つ
い
て
は
一
拠
点
実
現
を
機
に
毎
年
度
開
講
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
「
青
年
心
理
学
」
「
教
育
指
導
」
「
生
活
指
導
」
「
比
較
教
育

学
」
な
ど
の
講
義
も
し
く
は
ゼ
ミ
な
ど
の
開
講
を
検
討
し
ま
す
。

③
教
育
実
習
の
指
導
強
化
に
つ
い
て

教
育
実
習
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
特
別
講
義
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
各
教
科
教
育
法

や
教
育
実
習
に
つ
い
て
の
実
際
を
視
聴
覚
機
器
を
利
用
し
て
事
前
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
や

そ
の
他
の
情
報
の
提
供
の
具
体
化
を
強
化
し
ま
す
。

④
小
学
校
教
員
養
成
課
程
設
置
の
再
検
討
に
つ
い
て

小
学
校
教
員
養
成
課
程
設
置
検
討
の
問
題
に
つ
い
て
は
七
五
全
学
協
で
提
起
さ
れ
、
翌
七

六
年
度
の
学
振
懇
で
そ
の
検
討
の
結
果
と
し
て
、
本
学
の
現
時
点
で
の
状
況
で
は
課
程
設
置

は
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
変

更
さ
れ
る
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
本
学
学
生
の
な
か
に
、
そ
の
相
当
数
の
も
の
が
小
学
校
教
員
へ

の
志
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
先
に
述
べ
た
教
員
養
成
の
意
義
を
踏

ま
え
、
大
学
と
し
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
こ
れ
ら
の
学
生
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
情
報
の
提

供
、
相
談
な
ど
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

五
、
二
部
教
学
の
改
善
に
つ
い
て

今
期
学
振
懇
の
討
議
を
通
じ
て
、
二
部
問
題
は
現
在
の
私
学
の
危
機
と
そ
の
矛
盾
の
集
中

的
現
わ
れ
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
危
機
を
打
開
し
、
真
に
学
び
が

い
の
あ
る
二
部
教
学
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
そ
の
抜
本
的
な
改
革
の
必
要
が
指
摘

さ
れ
、
ま
た
同
時
に
現
行
二
講
時
制
下
に
お
け
る
実
態
と
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
当
面
の
改
善

施
策
の
実
施
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
は
、
二
部
教
学
の
現
状
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
抜
本
的
な
改
善
施
策
を

全
学
的
に
設
定
し
、
八
○
年
七
月
中
に
そ
の
検
討
の
結
果
を
全
学
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま

す
。

な
お
、
二
部
学
友
会
か
ら
提
起
の
あ
っ
た
当
面
の
改
善
施
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

実
施
し
ま
す
。

①
前
・
後
期
集
中
開
講
に
つ
い
て

社
会
系
学
部
の
固
有
専
門
科
目
に
つ
い
て
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
積
極
的
に
開
講
し
て
い

き
ま
す
。

②
再
試
験
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て

従
来
行
な
っ
て
き
た
再
試
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
二
点
の
改
革
を
行
な
い
ま
す
。

④
四
回
生
時
に
つ
い
て

従
来
の
制
度
を
「
三
科
目
一
二
単
位
（
教
職
科
目
を
含
む
）
」
に
拡
大
し
ま
す
。
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＠
二
回
生
時
に
お
い
て
新
た
に
再
試
験
制
度
を
設
吃
一
般
教
育
科
目
、
共
通
専
催
科

目
、
固
有
専
門
科
目
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
に
よ
り
二
科
目
八
単
位
の
枠
内
で
実
施
し
ま

す
。

③
新
入
生
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
合
宿
の
実
施
に
つ
い
て

新
入
生
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
そ
の
充
実
・
改
善
を
検

討
し
、
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
一
環
と
し
て
の
合
宿
に
つ
い
て
も
そ
の
実
現
を
図
り
ま

す
。④

小
集
団
教
育
の
増
単
位
に
つ
い
て

小
集
団
教
育
の
増
単
位
問
題
は
、
二
部
各
学
部
教
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
、
要
卒
単
位

等
全
体
の
関
連
と
合
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
慎
重

な
検
討
を
要
す
る
課
題
で
す
。
し
た
が
っ
て
当
面
は
、
こ
の
提
起
の
持
つ
積
極
的
な
意
義
を

受
け
止
め
、
小
集
団
教
育
の
改
善
、
指
導
の
強
化
、
サ
ブ
・
ゼ
ミ
に
お
け
る
教
員
の
援
助
や

合
宿
等
と
合
わ
せ
て
そ
の
実
質
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
休
講
問
題
に
つ
い
て

休
講
は
、
学
生
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
病
気
や
公
務
、
学
会
参
加
な
ど
の
た
め
に
止
む
を
得
ず
休
講
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
補
講
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

⑥
以
上
の
よ
う
な
改
善
施
策
の
実
施
と
と
も
に
、
二
部
教
学
を
支
え
る
全
学
的
な
体
制
と
、

二
部
協
議
会
・
二
部
事
務
室
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

六
、
教
育
実
践
の
総
括
に
つ
い
て

現
段
階
に
お
け
る
教
学
改
善
の
具
体
化
に
つ
い
て
、
学
振
懇
で
あ
ず
け
ら
れ
た
課
題
を
中

心
に
、
そ
の
施
策
を
提
起
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
教
学
課
題
は
、
常
に
そ
の
実

践
の
経
過
の
な
か
で
検
証
さ
れ
、
こ
の
な
か
で
の
教
訓
や
経
験
が
総
括
さ
れ
て
蓄
積
さ
れ
て

い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
こ
の
意
味
で
、
学
友
会
が
提
起
し
た
こ
れ
ら
の
教
育

実
践
の
重
点
課
題
に
関
す
る
毎
年
度
の
成
果
の
ま
と
め
（
「
年
報
」
的
な
も
の
）
を
作
成
し
、

全
学
的
な
交
流
と
討
議
を
図
り
ま
す
。

（
｜
｜
）
今
ま
で
に
克
服
さ
れ
な
か
っ
た
課
題
に
つ
い
て

今
回
の
学
振
懇
の
討
議
を
通
じ
て
以
上
の
よ
う
な
各
学
部
、
二
部
、
各
教
学
機
関
の
教
学

改
善
の
課
題
の
な
か
で
七
一
二
七
五
全
学
協
に
お
い
て
も
討
議
さ
れ
て
き
た
、
大
講
義
の

出
席
状
況
の
問
題
や
、
留
年
者
問
題
、
休
講
問
題
、
就
職
問
題
、
ま
た
事
務
の
問
題
等
、
早

急
に
改
善
し
克
服
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
今
日
に
お
い
て
も

な
お
十
分
に
克
服
さ
れ
ず
に
あ
る
こ
と
の
実
態
と
、
そ
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
の
究
明

が
行
な
わ
れ
、
理
事
会
を
は
じ
め
各
機
関
の
責
任
が
追
及
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

学
内
理
事
会
は
こ
れ
ら
の
批
判
を
真
筆
に
受
け
止
め
、
今
ま
で
に
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
十
分
に
克
服
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
の
う
え
に
立
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
の

達
成
に
向
け
て
い
っ
そ
う
の
努
力
を
行
な
う
決
意
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
種
年
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
根
の
深
さ
や
、
多
様

な
要
因
が
重
層
的
に
か
ら
み
あ
っ
て
現
出
し
て
い
る
問
題
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
抜
本
的

な
改
善
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
各
分
野
、
各
機
関
で
の
検
討
が
重
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
際
重
要
な
こ
と
は
、
学
友
会
の
指
摘
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日

の
学
生
を
と
り
ま
く
状
況
の
も
と
で
、
こ
れ
を
生
き
た
教
学
の
課
題
と
し
て
実
践
的
に
取
り

組
む
姿
勢
の
弱
さ
が
あ
っ
た
こ
と
、
教
職
員
の
教
育
者
と
し
て
の
責
任
の
自
覚
が
十
分
で
な

い
点
が
残
さ
れ
、
正
し
い
意
味
で
の
「
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
こ
が
十
分
に
図
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
他
大
学
の
取
り
組
み
の
実
態
や
、

進
ん
だ
経
験
に
械
極
的
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
に
欠
け
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
各
教
育
現

場
で
の
経
験
交
流
や
、
教
育
方
法
の
研
究
が
お
く
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
取
り
組
む
集
団

化
・
共
同
化
の
体
制
や
条
件
に
つ
い
て
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
の
認
識
を
十
分
に

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
認
識
の
う
え
に
立
っ
て
、

①
大
講
義
の
改
善
に
つ
い
て

第
一
に
、
各
学
部
の
小
集
団
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充
実
と
、
こ
れ
と
関
連
し
た
他
教
科
科

目
に
つ
い
て
の
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
、
関
連
を
明
確
に
し
、
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す

努
力
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
。
第
二
に
は
、
こ
れ
ら
大
講
義
科
目
に
つ
い
て
も
独
自

に
、
学
生
の
実
態
を
踏
ま
え
、
現
代
的
関
心
や
意
識
に
見
合
っ
た
授
業
内
容
や
わ
か
り
や
す

い
講
義
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
学
ぶ
必
要
を
感
じ
る
よ
う
授
業
方
法
の

改
善
（
例
え
ば
、
レ
ジ
メ
や
講
義
概
要
の
工
夫
、
中
間
的
な
テ
ス
ト
や
節
々
の
ま
と
め
、
学

生
の
意
識
調
査
、
そ
の
他
出
席
の
た
め
の
積
極
的
施
策
を
授
業
の
な
か
に
と
り
入
れ
る
こ
と
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な
ど
）
。
ま
た
、
第
三
に
は
受
講
者
数
規
模
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
留
年
者
問
題
に
つ
い
て

留
年
者
の
問
題
は
、
本
学
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
品
近
の
各
大
学
に
も
兇
ら
れ
る
問
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
閉
年
者
の
蛾
近
の
堀
川
傾
向
は
、
先
に
も
述
べ
た
後

期
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
ひ
ず
み
の
影
響
や
、
今
日
の
学
生
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
も
と
で
、
こ
れ
ら
に
正
し
く
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
お
く
れ
て
き
て
い
る

学
生
や
、
社
会
に
出
て
い
く
こ
と
の
不
安
か
ら
た
た
ず
ん
で
い
る
学
生
の
な
か
に
見
ら
れ
る

問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
学
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
「
六
つ
の
脂
標
」
や
「
川
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
」
の
な
か
で

さ
ら
に
正
し
い
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
な
に
に
も
ま
し
て
そ
の
つ
ま
づ
き
の
端

緒
と
な
る
低
回
生
時
に
お
け
る
学
生
の
把
握
、
小
集
団
教
育
で
の
基
礎
学
力
の
養
成
と
指
導

強
化
、
教
育
的
援
助
、
教
授
会
や
各
教
学
機
関
で
の
秋
極
的
な
問
題
把
握
と
有
効
な
指
導
の

体
制
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
休
講
問
題
に
つ
い
て

休
講
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
授
業
は
教
職
員
の
権
利
で
あ
る
と
と

も
に
、
学
生
の
学
ぶ
権
利
の
保
障
と
い
う
見
地
か
ら
、
基
本
的
に
は
休
誰
を
行
な
わ
な
い
と

い
う
全
学
の
努
力
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
教
授
会
を
中
心
と
す
る
教
員
の
集
団
化
の
努
力
の
な
か
で
こ
の
こ
と
の
実

現
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
と
と
も
に
、
非
常
勤
講
師
に
対
し
て
も
協

力
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
や
公
務
、
学
会
参
加
な
ど
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
休
満
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
い
ち
早
く
こ
の
状
況
を
把
握
し
、
補
講
の
実
施
な
ど
必
要
な
措
置
を
溝
じ
て
い
き
ま
す
。

④
就
職
問
題
に
つ
い
て

学
生
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
る
就
職
問
題
に
対
し
て
、
大
学
は
こ
れ
ま
で
全
学
の
努

力
で
求
人
開
拓
や
就
職
指
導
な
ど
を
行
な
い
、
そ
の
取
り
組
み
は
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
経
済
危
機
の
下
で
の
就
職
問
題
の
厳
し
さ
を
突
破
す
る
た
め
に
、
ま
た
本
学
の

教
学
理
念
を
身
に
つ
け
た
学
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
た
め

に
も
、
学
生
の
就
職
に
対
す
る
不
安
や
要
求
に
大
学
と
し
て
応
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就
職

の
場
に
現
わ
れ
て
い
る
学
生
の
学
力
や
労
働
観
な
ど
の
実
態
を
全
学
の
教
学
機
関
に
反
映
さ

せ
、
教
学
改
善
と
就
職
問
題
に
つ
い
て
の
全
学
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
就
職
問
題
を
教
育
上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
が
就
職
問
題
に
直
接
の
寅
任
を
持
つ
学
生
部
・
就
職
課
・
就
職
委
員
会
で

十
分
認
識
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
全
学
の
認
識
に
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
が
就
職
問
題
へ
の
全
学
的
な
取
り
組
み
の
立
ち
遅
れ
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。
大
学
は
、
こ
う
し
た
邪
態
を
真
単
に
受
け
止
め
、
次
の
柵
点
で
体
制
の
強
化
を
図
り
、

就
職
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
決
意
で
い
ま
す
。

④
全
学
的
に
就
職
問
題
を
教
学
と
の
関
連
で
捉
え
る
視
点
を
確
立
す
る
。

、
就
職
実
態
の
全
面
的
把
握
、
学
友
会
な
ど
を
通
じ
る
就
職
に
関
す
る
要
求
の
受
け
止

め
を
強
化
す
る
。

④
就
職
委
員
会
の
役
削
に
対
す
る
全
学
の
認
識
を
確
立
し
、
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
。

ｅ
学
生
部
・
就
職
課
で
は
、
教
育
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
業
務
の
遂
行
、
職

場
会
議
で
の
民
主
的
集
団
化
へ
の
積
極
的
姿
勢
を
強
め
る
と
と
も
に
、
担
当
部
課
長
の

指
導
性
の
強
化
、
学
生
課
・
厚
生
課
と
の
相
互
批
判
・
相
互
援
助
の
関
係
の
確
立
に
努

め
ま
す
。

⑤
職
員
業
務
の
民
主
化
と
強
化
に
つ
い
て

『
学
園
通
信
第
一
八
号
」
で
は
、
本
学
の
職
員
が
学
生
の
実
態
把
握
、
職
場
の
民
主
化
・

集
団
化
・
事
務
組
織
運
営
の
強
化
な
ど
を
諸
課
題
と
し
て
業
務
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
五
全
学
協
碓
認
で
、
教
職
員
は
学
生
の
将
来
像
に
な
り
う

る
自
覚
・
規
律
・
力
量
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
学
振
懇
討
議
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
十
分
生
か
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
指
摘
と
批
判
が
あ
り
、
改
め
て
、
八
○
年
代
に
向
け
て
大
学
の
社
会
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
、
学
生
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
、
大
学
の
自
治
を
守
る
こ
と
、
に

視
点
を
据
え
た
業
務
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
教
学
的
観
点
に
立
っ
て
、
学
生
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、
民
主
化
・
集
団
化
の

み
な
ら
ず
、
他
大
学
の
経
験
を
も
検
討
し
、
慎
重
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
業
務
を
推
進

し
、
い
っ
そ
う
の
内
容
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－202－



資料704

八
○
年
代
を
展
望
し
、
本
学
の
い
っ
そ
う
の
充
実
・
発
展
を
目
指
す
学
生
諸
君
の
洲
々
の

要
求
が
、
学
生
大
会
で
ま
と
め
ら
れ
、
五
者
会
談
・
学
振
懇
に
お
い
て
、
一
・
二
部
学
友
会

か
ら
大
学
に
対
し
て
提
起
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

学
生
の
満
々
の
要
求
は
、
①
学
ぶ
意
欲
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
気
風
を

創
造
す
る
意
欲
に
応
え
る
条
件
の
設
定
で
あ
る
こ
と
、
②
民
主
的
社
会
的
常
識
や
社
会
に
通

用
す
る
専
門
的
学
力
、
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
格
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
多

面
的
諸
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ｌ
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
多
面
的
な
自
主

的
、
自
治
術
活
動
の
保
障
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
③
安
定
し
た
学
生
生
活
（
経
済
生

活
）
を
望
む
も
の
で
あ
り
、
学
費
改
定
の
も
た
ら
す
影
響
の
重
大
性
、
不
安
に
応
え
る
援
助

対
策
は
、
学
生
の
学
ぶ
意
欲
に
応
え
る
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
④
学
生
の
諸
要

求
を
一
拠
点
総
合
大
学
の
長
所
を
生
か
す
観
点
に
立
っ
て
応
え
る
べ
き
で
あ
る
ｌ
と
い
う
学

友
会
の
指
摘
を
、
理
事
会
と
し
て
は
正
し
く
受
け
止
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

理
事
会
と
し
て
は
、
こ
の
基
本
的
視
点
を
堅
持
し
つ
つ
、
学
園
術
成
員
に
よ
っ
て
民
主
的

に
進
め
ら
れ
て
き
た
一
拠
点
化
通
勤
の
教
訓
１
本
学
の
歴
史
的
・
社
会
的
力
吐
に
州
応
し
た

条
件
づ
く
り
Ｉ
を
踏
ま
え
八
○
年
代
の
立
命
館
学
園
の
創
造
を
展
望
し
つ
つ
、
そ
の
一
歩
と

し
て
、
一
・
二
部
学
友
会
の
要
求
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
具
体
的
な
努
力
を
は
じ
め
ま
す
。

を
お
実
態
把
握
に
あ
た
三
ｆ
書
峰
教
育
と
学
生
の
生
活
．
ｒ
目
主
的
詣
活
動
を
州
互
に
結

合
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
的
に
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
の
体
制
と
し
て
、
教
学

部
を
接
点
と
し
た
三
部
・
学
生
部
の
部
課
間
、
学
部
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

以
上
の
課
題
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
職
員
と
部
課
で
の
主
体
的
な
業
務

の
取
り
組
み
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
教
職
員
、
諸
機
関
相
互
の
協
力
と
批
判
を
、
民
主
的
諸

連
動
と
結
合
さ
せ
て
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅳ
教
学
・
厚
生
の
全
面
に
わ
た
る
学
生
要
求
の
実
現
に
つ
い
て

（
｜
）
小
集
団
教
育
を
中
心
と
す
る
教
学
諸
条
件
の
充
実
の
た
め
に

一
、
小
教
室
の
机
・
椅
子
を
一
部
可
動
化
し
ま
す

ク
ラ
ス
を
蕪
礎
と
し
た
向
主
的
・
集
帆
的
学
習
活
伽
の
発
展
が
今
後
の
教
学
全
体
の
発
展

に
と
（
《
て
大
変
亜
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
重
要
な
条
件

の
一
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
小
教
室
の
机
を
可
動
式
に
し
、
小
教
室
で
ク
ラ
ス
の
班
学
習
や

班
討
縦
が
行
な
え
る
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
要
求
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
小
教
室
は
、

語
学
授
業
や
淋
読
（
外
国
神
・
作
品
・
史
料
）
、
雨
天
時
の
体
育
授
業
な
ど
多
月
的
に
利
用

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
や
、
ク
ラ
ス
の
班
学
習
の
み
に
使
用
す

る
条
件
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
教
室
で
、
あ
る
時
間
は
サ
ブ
・
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
に
、
あ
る

時
間
は
語
学
授
業
に
使
用
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
目
的
に
合

う
よ
う
に
机
を
可
動
化
し
、
用
途
に
応
じ
て
机
を
並
べ
変
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

教
室
を
使
用
す
る
都
度
、
そ
の
利
用
目
的
に
合
わ
せ
て
速
や
か
に
机
を
並
べ
か
え
る
こ
と
は
、

教
室
管
理
上
現
実
的
で
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
教
室
の
現
状
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
、
一
ク
ラ
ス
の
全
班
が
同
時
に
、
同
一
教
室
で
集
団

学
習
す
る
こ
と
は
無
理
で
す
。
し
た
が
っ
て
当
面
は
小
教
室
の
前
の
部
分
の
机
を
一
部
可
動

式
に
し
て
、
二
正
人
数
の
自
主
的
集
団
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
教
室
が
使
朋
で
き
な
い

時
は
、
学
生
共
同
研
究
室
や
学
生
会
館
会
議
室
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
条
件
を
確

保
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
発
展
に
備
え
て
、

こ
れ
ら
の
教
室
の
利
用
形
態
が
拡
充
で
き
る
方
法
を
、
上
述
の
総
括
を
踏
ま
え
て
実
施
に
移

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
①
プ
ロ
ゼ
ミ
ニ
回
生
小
集
団
教
育
）
を
充
実
す
る
観
点
に
立
っ
た
教
学
総
括
を

行
な
い
、
②
一
部
可
動
式
机
と
し
た
後
、
そ
の
総
括
を
行
な
い
な
が
ら
、
次
の
改
善
を
図
る

よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
小
集
団
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た
め
の
条
件
と
し
て
、
小
集
団
教
育
二

・
二
回
生
プ
ロ
ゼ
ミ
、
講
読
、
外
国
語
）
の
授
業
の
た
め
の
使
用
教
室
お
よ
び
サ
ブ
・
ゼ
ミ

の
た
め
の
使
川
教
室
の
固
定
化
、
ま
た
サ
ブ
・
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
こ
れ
を
保
障
し
ま
す
（
た
だ
し
、
理
工
学
部
に
お
い
て
は
、
学
部
基
本
施
設
条
件
お
よ

び
時
間
割
編
成
上
か
ら
当
面
は
困
難
で
す
）
。
ま
た
、
大
数
室
の
教
室
条
件
の
改
善
を
行
な

い
ま
す
。

二
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
早
期
実
現
に
努
力
す
る

小
集
団
教
育
を
充
実
し
、
自
主
的
集
団
的
学
習
活
動
の
発
展
を
保
障
す
る
う
え
で
、
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
果
た
す
役
刻
は
大
き
く
、
そ
の
拡
充
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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こ
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
要
求
に
応
え
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
較
的
近
い
場
町
に
用
地
を

聞
収
し
、
遅
く
と
も
八
二
年
夏
ま
で
に
完
成
す
る
よ
う
雌
大
の
努
力
を
払
い
ま
す
。

三
、
ク
ラ
ス
援
助
金

現
行
一
ク
ラ
ス
二
万
円
を
、
こ
れ
を
超
え
て
使
用
す
る
ク
ラ
ス
は
三
万
円
を
限
度
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
二
万
円
を
使
い
き
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ス
の
活
勅
に
対
し

て
の
援
助
を
強
め
ま
す
。
な
お
イ
ン
ゼ
ミ
派
遣
賀
は
上
記
の
ク
ラ
ス
援
助
金
三
万
円
の
範
囲

内
で
認
め
ま
す
。
さ
ら
に
援
助
金
の
執
行
規
準
の
改
群
に
つ
い
て
は
学
友
会
と
協
議
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

四
、
学
生
会
議
室
の
増
設
に
つ
い
て

新
法
学
部
棟
建
設
時
に
実
現
し
ま
す
。

学
生
の
自
主
的
集
研
一
的
な
学
ぶ
条
件
を
充
実
す
る
た
め
ま
た
研
変
の
発
展
を
図
る
施
設

を
整
え
、
さ
ら
に
は
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
条
件
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
も
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
拡
張
整
備
は
緊
急
に
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
学
園
財
政
の
力
且
に
見
合
っ
て
、
可

能
な
限
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
用
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

二
、
当
面
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
ま
す

当
面
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
と
し
て
は
、
正
門
お
よ
び
必
要
な
門
の
設
置
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
緑
化
を
計
画
的
に
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
緑
化
計
画
は
、
法
学
部
棟
周
辺
、
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
囲
、
正
門
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
ま
で
の
通
路
、
以
学
館
前
、
お
よ
び
第
二
体
育
館

周
辺
な
ど
で
す
。

三
、
自
転
車
置
場
の
整
備
を
進
め
ま
す

法
学
部
の
移
転
を
来
年
に
控
え
、
そ
れ
ま
で
に
自
転
車
置
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
た
だ

し
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
利
用
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
一
定
の
制
限
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
具
体
案
を
全
学
に
提
案
し
ま
す
。

（
二
）
キ
ャ
ン
泥
ス
の
整
備
の
た
め
に

一
拠
点
計
画
の
完
成
を
目
前
に
し
た
現
時
点
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
た
め
の
検
討
を
は

じ
め
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
の
事
業
お
よ
び
当
面
の
諾
整
備
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

｜
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
張
・
整
備
を
図
り
ま
す

（
三
）
全
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
政
策
と
援
助

一
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
政
策

全
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
、
正
課
・
課
外
・
自
主
的
ス
ポ
ー
ツ
を
問
わ
ず
切
実
で
す
。

こ
の
要
求
に
応
え
る
た
め
、
学
園
の
総
合
政
策
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
体
力
向
上
の
兄
地

か
ら
の
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
八
○
年
三
川
未
ま
で
に
全
学
に
提
起
し
ま
す
。

二
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
に
努
力
し
ま
す

右
に
掲
げ
た
見
地
か
ら
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
較
的
近
い
場
所
で
、
財
政
力
量
に
兄
合

っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
の
努
力
を
し
ま
す
。

三
《
第
二
体
育
館
を
建
設
し
ま
す

第
二
体
育
館
の
建
設
は
、
一
拠
点
計
画
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ

は
右
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
端
に
設
置
し
ま
す
。

四
、
そ
の
他

氷
室
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど
、
既
存
の
施
設
の
整
備
や
、
課
外
体
育
職
川
・
監
督
へ
の

援
助
、
一
般
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
貸
出
用
具
な
ど
）
に
対
す
る
援
助
な
ど
を
強
化
し
ま

す
。（

四
）
自
主
的
活
動
の
発
展
の
た
め
に

一
、
大
集
会
場
の
設
置
に
つ
い
て

法
学
部
の
移
転
に
よ
る
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
い
っ
そ
う
生
か
す
た
め
、
ま
た

広
小
路
の
研
心
館
三
階
、
四
階
の
大
教
室
に
か
わ
る
役
割
を
果
た
す
場
の
確
保
の
た
め
、
さ

ら
に
本
学
が
社
会
的
に
果
た
し
て
き
た
役
刻
の
継
承
発
展
の
た
め
、
大
集
会
場
の
設
置
は
緊

急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
課
題
を
実
現
す
る
た
め
、
当
面
、
八
○
年
度
中
に
以

学
館
二
号
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
さ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能
な

限
り
早
急
に
以
学
館
一
号
を
改
修
し
て
大
集
会
場
と
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

二
、
自
主
ゼ
ミ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て

自
治
会
に
登
録
さ
れ
た
自
主
ゼ
ミ
お
よ
び
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
に
援
助
金
を
出
し
ま
す
。
た

だ
し
そ
の
援
助
の
方
法
は
今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

三
、
学
生
共
同
研
究
室
の
充
実
の
一
環
と
し
て

図
書
の
増
加
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
仕
切
り
の
設
置
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
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厳
；
）
く
な
一
る
学
生
生
活
に
対
す
る
援
助
の
な
か
で
食
生
活
に
芯
す
る
援
助
は
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
一
拠
点
計
画
の
な
か
に
含
ま
れ
、
現
在
す
で
に
建
設
が
進
行
し
て
い
る
法
学
部
棟

の
な
か
に
大
食
堂
を
設
置
し
ま
す
。
同
時
に
既
設
の
食
堂
に
つ
い
て
も
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
生
活
協
同
組
合
と
の
協
議
を
続
け
ま
す
。

四
、
ア
ル
バ
イ
ト
斡
旋
の
充
実
を
図
る

学
生
の
実
態
に
見
合
っ
て
、
学
ぶ
生
活
を
援
助
す
る
た
め
の
適
切
な
ア
ル
バ
イ
ト
斡
旋
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
中
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
も
相
談
援
助
を
強
化
し
ま
す
。

五
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
改
善
を
図
る

保
健
セ
ン
タ
ー
は
全
学
の
健
康
管
理
を
受
け
持
つ
機
関
と
し
て
、
診
療
所
を
改
組
し
て
き

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
任
務
と
し
て
の
健
康
診
断
（
特
に
受
診
率
の
向
上
）
と
事
後

処
理
、
健
康
に
つ
い
て
の
助
言
指
導
、
精
神
衛
生
相
談
の
業
務
を
重
点
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
な
お
い
っ
そ
う
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
全
学
機
関
と
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
委

員
会
、
関
連
部
課
会
談
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
学
生
部
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
各
担
当
部
課
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

厚
生
諸
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
活
協
同
組
合
は
厚
生
の
に
な
い
千
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
、
そ
の
観
点
か
ら
の
各
部
課
の
活
動

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
て
、
各
部
課
の
共
同
化
を
図
る
連
絡
会
議
等
に

よ
っ
て
、
総
合
厚
生
政
策
の
樹
立
に
努
め
ま
す
。

｜
｜
、
奨
学
金
等
の
充
実
を
図
り
ま
す

学
競
改
定
の
も
た
ら
す
事
態
の
重
大
性
に
鑑
み
、
学
生
生
活
安
定
化
の
た
め
育
英
会
奨
学

金
の
充
実
は
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
い
っ
そ
う
の
努
力
を
払
う
と

と
も
に
、
学
資
貸
与
に
つ
い
て
も
、
従
来
適
用
し
な
か
っ
た
新
入
生
時
の
適
用
を
実
施
し
、

か
つ
、
回
生
が
進
む
時
点
で
の
援
助
に
い
っ
そ
う
の
配
慮
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
め

と
も
に
学
資
貸
与
に
つ
い
て
心

か
つ
、
回
生
が
進
む
時
点
で
の
極

の
宣
伝
・
啓
蒙
を
行
な
い
ま
す
。

生
活
援
助
金
も
一
人
一
万
円
（

｜
｜
｜
、
大
食
堂
の
確
保
を
し
ま
す

（
五
）
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
総
△

｜
、
連
絡
会
議
等
で
総
合
化
を
図
り
ま
す

（
五
）
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
総
合
的
厚
生
政
策
の
確
立
の
た
め
に

一
万
円
の
限
度
額
を
二
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
は
霜
い
よ
い
よ
重
大
な
局
面
を
迎
え
ま
し
た
』

教
学
に
直
接
に
責
任
を
負
う
大
学
諸
機
関
は
、
学
生
・
院
生
の
教
学
改
善
要
求
と
国
民
の

教
育
要
求
に
積
極
的
に
応
え
る
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
と
責
任
を
明
確
に
し
て
、
提

起
さ
れ
た
教
学
改
善
の
諸
課
題
を
い
っ
そ
う
具
体
化
す
る
た
め
の
討
議
に
、
集
中
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
学
危
機
の
克
服
と
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
に
向
け
て
、
本
学
の
全
構
成
員
、

学
生
・
院
生
・
教
職
員
が
、
学
費
問
題
と
八
○
年
代
学
園
政
策
を
め
ぐ
る
全
学
的
合
意
を
早

急
に
確
立
す
る
た
め
に
「
英
知
と
力
」
を
結
集
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

学
内
理
事
会
は
、
こ
の
八
○
年
代
の
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ
も
の
で

一
，
０ む

す
び

。
法
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
、
法
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
１
噸
八
○
年
代
を
展

望
す
る
新
た
な
教
学
改
善
の
試
み
。

・
経
済
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
㈲
、
経
済
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
。

・
経
営
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
、
経
営
学
部
教
学
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
。

・
産
業
社
会
学
部
に
お
け
る
教
学
改
善
の
重
点
課
題
、
産
業
社
会
学
部
教
学
の
現
状
と
八
○

年
代
の
課
題
。

・
文
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
、
ふ
た
た
び
文
学
部
教
学
の
現
状
と
課
題
。

〔
注
・
資
料
七
○
二
、
七
○
一
二
七
○
四
に
関
連
し
て
一
九
七
九
年
一
○
月
か
ら
一
九
八

○
年
三
月
の
間
に
発
表
さ
れ
た
各
学
部
お
よ
び
各
教
学
機
関
の
教
学
総
括
の
主
な
も
の
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
〕

二
学
園
通
信
」
学
費
問
題
特
別
号
Ⅱ
（
一
九
八
○
年
一
月
一
六
且
〕
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、
二
部
教
学
の
現
状
と
課
題
（
各
学
部
）
。

、
二
部
教
学
を
め
ぐ
る
全
学
討
縦
の
到
達
点
と
当
而
の
改
善
策
（
二
部
協
議
会
）
。

・
保
健
体
育
教
学
の
現
状
と
課
題
薯

（
大
学
院
関
係
）

法
学
研
究
科
に
お
け
る
教
学
の
ま
と
め
。

理
工
学
研
究
科
の
現
状
と
課
題
。

七
九
年
大
学
院
の
現
状
と
課
題
（
‐
大
学
院
委
員
会
）
。

・
外
国
語
教
育
の
現
状
と
課
題
。

・
就
職
課
程
教
育
の
現
状
と
課
題
。

理
工
学
部
の
現
状
と
課
題
。

理
工
学
部
教
学
総
括
と
今
後
の
方
向
、
再
び
教
学
の
課
題
と
改
稗
の
方
向
に
つ
い
て

〔
注
．
な
お
、
右
以
降
も
同
様
の
教
学
総
括
が
あ
る
。
ｌ
省
略
〕

一
般
教
育
の
現
状
と
課
題
。

七
○
五
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認

｜
、
立
命
館
大
学
は
戦
後
一
貫
し
て
平
和
と
民
主
主
義
の
数
学
理
念
を
堅
持
し
、
国
民
的
要

請
に
応
え
る
教
学
の
実
現
を
め
ざ
し
て
全
学
の
術
成
員
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
き
た
。

今
日
、
わ
が
国
の
政
治
的
・
経
済
的
矛
盾
が
ま
す
ま
す
深
化
す
る
な
か
で
、
大
学
の
教
育

と
研
究
も
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
危
機
は
私
学
に
鋭
く
現
わ
れ
、
広
範
な
国

民
の
大
学
教
育
へ
の
要
求
を
阻
害
し
て
い
る
。

本
学
は
、
大
学
を
め
ぐ
る
情
勢
の
な
か
で
、
真
に
国
民
に
附
か
れ
た
私
学
づ
く
り
と
、
国

民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
立
場
か
ら
、
私
学
危
機
の
根
源
に
迫
り
、
こ
れ
を
克

服
す
る
基
本
方
向
と
し
て
私
学
に
対
す
る
公
費
助
成
の
大
幅
獲
得
の
運
動
を
進
め
、
ま
た
相

対
的
低
学
徴
を
堅
持
し
つ
つ
、
一
九
七
三
・
一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
に
お
け
る
確
認
事

項
の
実
践
に
努
力
し
て
き
た
。

し
か
し
、
全
学
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
国
民
経
済
の
悪
化
と

貧
困
な
文
教
政
策
の
も
と
で
、
私
学
危
機
は
い
っ
そ
う
進
行
し
、
本
学
の
教
育
・
研
究
と
こ

れ
を
支
え
て
き
た
財
政
も
重
大
な
危
機
を
招
く
に
至
っ
て
い
る
。

本
学
理
事
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
お
い
て
本
学
の
平
和
と
民
主
主
義
に
基
づ

く
教
学
を
支
え
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
財
政
に
責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
、
一
○
月
二
日

お
よ
び
一
○
月
一
九
日
の
学
園
振
興
懇
談
会
で
一
九
八
○
年
度
か
ら
の
学
費
改
定
を
提
起
し

た
。｜

｜
、
こ
れ
に
対
し
、
学
園
振
興
懇
談
会
の
構
成
パ
ー
ト
で
あ
る
一
・
二
部
学
友
会
、
院
生
協

議
会
、
教
職
員
組
合
お
よ
び
生
活
協
同
組
合
は
、
今
日
の
私
学
危
機
の
根
源
は
、
わ
が
国
の

政
治
的
反
動
の
大
学
教
育
へ
の
圧
迫
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
学
費
闘
争
は
こ
れ
に
対
決
す

る
全
学
的
な
闘
い
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。

第
一
に
、
学
費
問
題
は
私
学
に
事
実
上
の
独
立
採
算
制
を
押
し
つ
け
、
大
学
を
国
家
政
策

は
じ
め
に

二
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
一
・
二
一
全
学
協
議
会
〕
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に
利
用
し
よ
う
と
す
る
危
険
な
動
向
と
国
民
生
活
破
壊
の
経
済
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
第
二
に
、
私
学
危
機
の
集
中
的
現
わ
れ
で
あ
り
、
学
生
・
父
母
の
生
活
と
権
利
に
重

大
な
影
響
を
与
え
、
教
育
・
研
究
に
重
大
な
荒
廃
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

第
三
に
、
今
日
の
私
学
危
機
と
そ
の
矛
盾
は
、
学
曲
値
上
げ
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
個
別
大
学
内
で
の
闘
い
の
み
で
は
根
本
的
な
解
決
は
で
き
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
第
四
に
、
今
日
、
私
立
大
学
の
学
説
お
よ
び
学
謝
値
上
げ
に
つ
い
て
国
民
の
批
判
が
高
ま

っ
て
い
る
な
か
で
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
、
財
政
の
民
主
化
と
公
費
助
成
運
動
に
努
力

し
て
き
た
本
学
に
お
い
て
学
磯
値
上
げ
を
行
な
う
こ
と
の
社
会
的
な
影
響
は
重
大
で
あ
る
こ

と
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
今
回
の
理
事
会
の
学
甜
改
定
提
起
に
対
し
て
は
断
間
と
し
て
反
対

す
る
立
場
を
表
明
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
学
費
闘
争
の
基
本
的
性
格
を
、
学
生
や
父
母
の
生
活
へ
の
負
担
増
大
に
反

対
す
る
と
い
う
経
済
的
な
闘
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
氏
の
教
育
を
受
け
る
惟
利
、
教
育
の

機
会
均
等
の
原
則
を
は
じ
め
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
保
障
さ
れ
た
民
主
的
な
教
育
の
諸
原

則
と
そ
の
制
度
を
広
範
な
国
民
と
団
結
し
て
守
る
と
い
う
民
主
主
義
擁
護
の
闘
い
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
財
政
の
民
主
化
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
大
学
構
成
員
の
要
求
を
反
映
さ
せ
る
大

学
遮
営
の
い
っ
そ
う
の
民
主
化
を
か
ち
と
る
闘
い
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
今
回
の
学
伐
闘

争
を
単
に
一
時
的
、
対
処
的
な
闘
争
と
し
て
捉
え
ず
、
わ
が
国
の
政
治
的
反
動
か
ら
の
教
育

と
研
究
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
に
真
正
面
か
ら
対
決
し
、
今
日
の
私
学
危
機
を
打
ち
破
り
、

国
民
の
た
め
の
私
学
、
真
に
社
会
の
進
歩
に
貢
献
し
、
学
び
が
い
の
あ
る
学
園
を
全
学
の
団

結
で
つ
く
り
ｔ
げ
る
闘
い
、
文
字
ど
お
り
全
大
学
人
、
全
国
氏
と
の
統
一
的
、
全
面
的
な
棚

い
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
闘
争
を
展
開
し
た
。

三
、
一
・
二
部
学
友
会
は
、
一
九
七
九
年
九
月
の
学
友
会
代
議
員
会
、
二
月
の
各
学
部
学

生
大
会
を
開
催
し
、
以
上
の
よ
う
な
雑
木
方
針
を
確
立
し
て
、
す
べ
て
の
学
牛
の
広
範
な
要

求
を
結
集
し
つ
つ
学
ぶ
権
利
と
学
び
が
い
の
あ
る
学
園
の
民
主
的
発
展
に
向
け
て
の
全
面
的

な
連
動
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
今
回
理
事
会
が
提
起
し
た
学
費
改
定
案
と
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め

に
Ｉ
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
」
に
対
し
て
は
、
①
禾
学
の
相
対
的
低
学
慨
原
則
の
重
大

な
後
退
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
よ
う
な
学
曲
改
定
の
持
つ
事
態
の

重
大
性
に
対
す
る
不
十
分
な
認
識
の
ま
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
七
五
年
度
全
学
協
議

会
確
認
事
項
が
十
分
に
実
践
さ
れ
て
お
ら
す
、
ま
た
そ
の
こ
と
の
典
舞
な
総
播
や
改
善
の

方
針
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
今
後
の
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
に
お
け
る
展
望
を
も
示
し
て
い

な
い
こ
と
。
ま
た
、
学
園
政
策
の
重
要
な
環
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
学
部
学
生
数
減
政
策
に

つ
い
て
も
、
今
日
の
学
生
実
態
を
正
し
く
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
く
安
易
に
行
な
わ
れ
る
危

険
性
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
が
今
回
の
学
賀
改
定
の
一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
点
は
重

大
で
あ
る
こ
と
。
③
財
政
政
策
の
な
か
で
提
起
さ
れ
て
い
る
経
常
勘
定
繰
越
金
の
一
部
建
設

勘
定
繰
り
入
れ
は
、
本
学
が
堅
持
し
て
き
た
両
勘
定
を
区
分
す
る
と
い
う
原
則
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
り
、
全
学
生
に
大
き
な
不
安
や
難
問
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
。
④
今
回
の
学

謝
改
定
は
、
「
四
ヵ
年
連
続
ダ
ブ
ル
・
ス
ラ
イ
ド
方
式
」
で
あ
り
、
州
対
的
低
学
曲
原
則
の

後
退
と
財
政
優
先
に
通
ず
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
。
⑤
ｘ
７
日
の
政
府
の
助
成
減
額
策
動
を
打

ち
破
り
、
公
費
助
成
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
展
望
に
乏
し
く
、
当
面
の
学
園
財
政
の
危

機
を
安
易
に
学
生
や
父
母
の
負
担
に
転
嫁
す
る
よ
う
な
学
曲
改
定
提
起
と
な
っ
て
い
る
と
主

張
し
た
。

一
・
二
部
学
友
会
は
こ
れ
ら
の
主
張
に
基
づ
い
て
学
内
理
事
会
を
中
心
に
各
学
部
教
授
会
、

教
学
諸
機
関
、
各
部
課
を
厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生

活
協
同
組
合
な
ど
全
大
学
人
と
と
も
に
運
動
を
展
開
し
た
。

四
、
理
事
会
の
学
謝
改
定
の
提
起
以
来
三
力
Ⅱ
以
上
に
わ
た
り
、
一
二
回
の
学
園
振
興
懇
談

会
、
数
度
の
各
学
部
五
者
会
談
、
専
攻
懇
談
会
、
二
部
懇
談
会
、
大
学
院
懇
談
会
、
部
課
交

渉
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
生
・
院
生
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ク
ラ
ス
討
縦
や
学
生
大
会
、
院
生
総
会
の
討
議
、
教
職
曲
に
あ
っ
て
は
各
学
部

教
授
会
、
各
教
学
機
関
、
職
場
会
談
で
の
討
議
、
さ
ら
に
は
教
職
員
組
合
で
の
討
議
が
そ
れ

ぞ
れ
熱
心
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
全
学
的
な
取
り
組
み
の
過
程
を
経
て
、
全
学
の
民

主
的
討
議
の
集
約
は
、
次
の
詣
点
に
わ
た
っ
て
脚
め
て
重
要
な
到
達
点
を
持
つ
に
至
っ
た
。

｜
、
私
学
危
機
と
今
日
の
情
勢

私
学
を
め
ぐ
る
今
日
の
情
勢
は
、
第
一
に
、
わ
が
国
の
経
済
政
策
の
基
本
方
向
が
、
国
際

的
な
経
済
危
機
の
も
と
で
、
大
企
業
擁
護
の
経
済
政
策
を
優
先
さ
せ
、
一
方
で
国
民
に
対
す

Ｉ
私
学
を
め
ぐ
る
情
勢
と
学
費
問
題
の
取
り
組
み
の
到
達
点
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二
雫
現
段
階
に
お
け
る
本
学
の
位
置

本
学
は
、
戦
後
一
貫
し
て
平
和
と
民
主
主
義
の
教
育
・
研
究
を
進
め
、
社
会
の
進
歩
に
貢

献
し
、
国
民
に
開
か
れ
た
大
学
の
創
造
を
め
ざ
し
て
全
学
的
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
本
学
が
、

一
部
六
学
部
、
二
部
五
学
部
お
よ
び
大
学
院
を
有
す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
今
日
の
社
会
的

位
置
を
築
い
て
き
た
要
因
は
、
①
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
そ
の
教
育
と

研
究
の
発
展
を
進
め
て
き
た
こ
と
、
②
全
学
の
構
成
員
お
よ
び
学
園
関
係
者
の
英
知
を
結
集

し
て
学
園
振
興
の
計
画
を
民
主
的
に
進
め
て
き
た
こ
と
、
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
、
衣
笠
一
拠
点
完
成
を
目
前
に
す
る
と
い
う
本
学
の
戦
後
史
に
お
け
る

重
要
な
時
点
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
、
本
学
の
現
状
に
は
、
私
学
危
機
の
全
般
的

な
状
況
の
も
と
で
教
育
・
研
究
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
な
問
題
が
存
在
し
、
学
生
に
と

っ
て
は
、
そ
の
学
び
た
い
要
求
が
十
分
に
満
た
さ
れ
な
い
実
態
が
進
行
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
学
園
の
現
状
を
克
服
し
、
八
○
年
代
以
降
の
わ
が
学
園
の
歩

る
増
税
、
大
型
公
共
料
金
の
値
上
げ
、
福
祉
の
切
り
捨
て
な
ど
、
国
民
生
活
へ
の
い
っ
そ
う

の
負
担
増
を
強
い
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
政
治
の
面
で
は
、
日
米
安
保
体
制

の
強
化
を
基
本
と
し
て
、
有
事
立
法
の
推
進
、
元
号
法
制
化
な
ど
の
軍
国
主
義
化
が
強
め
ら

れ
、
ま
た
小
選
挙
区
制
導
入
の
意
図
な
ど
国
民
の
自
由
と
民
主
主
義
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る

こ
と
。
第
三
に
、
教
育
・
文
化
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
は
、
中
教
審
路
線
を
中
心
と
す
る

「
後
期
中
等
教
育
計
画
」
や
「
放
送
大
学
」
構
想
、
ま
た
「
関
西
学
術
研
究
都
市
構
想
」
な

ど
に
見
ら
れ
る
産
・
軍
・
学
共
同
の
危
険
な
計
画
や
、
教
育
の
軍
国
主
義
的
傾
向
と
国
家
統

制
が
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
大
学
自
治
の
否
定
、
大
学
の
教
育
・
研
究
に

対
す
る
介
入
、
大
学
の
管
理
・
統
制
の
強
化
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
私
学
危
機
は
、
わ
が
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

な
ど
の
全
面
的
、
総
合
的
な
危
機
と
し
て
現
わ
れ
、
教
育
・
研
究
、
学
生
生
活
に
深
刻
な
影

響
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
反
民
主
主
義
的
、
軍
国
主
義
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、
退
廃
的
な
風
潮
が
青
年
の
健
全
な
心
身
の
発
達
を
阻
害
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
日
の
私
学
を
め
ぐ
る
情
勢
と
私
学
危
機
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

れ
を
克
服
す
る
力
を
強
め
、
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
に
お
け
る
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り

の
大
事
業
に
一
致
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
．
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
取
嘩
組
み
の
到
達
点

学
費
問
題
を
中
心
と
し
た
全
面
的
な
全
学
討
議
に
よ
る
到
達
点
は
、
第
一
に
、
八
○
年
代

お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
像
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
て
今
日
の
情
勢
の
も
と

で
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
向
け
て
、
本
学
が
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅

持
し
、
真
に
国
民
の
要
求
に
応
え
る
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
、
ま
た
国
民
に
開
か
れ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
発
展
・
創
造
し
て
い
く
方
向
と
、
学
生
像
を
明
確
に
し
た
こ
と

は
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
こ
の
よ
う
な
学
園
像
と
学
生
像
に
向
け
て
、
本
学
の
当
面
す
る
学
園
政
策
と

長
期
的
な
課
題
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
学
園
政
策
は
、
真
に
国
民
の
要
求
す
る
大
学
教
育
と
研
究
を
発
展
さ
せ
る
方
向
を
提

起
し
、
大
学
の
社
会
的
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
深
刻
な
私
学
危
機
を
全
学

の
英
知
と
努
力
に
よ
り
打
開
し
て
い
く
内
容
と
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
本
学
の
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
社
会
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
学

園
創
造
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
今
後
に
お
け
る
大
学
教
育
と
研
究
の
発
展
・
充
実
の
方
向
を
、
教
学
実
態
に
根

ざ
し
た
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
に
よ
っ
て
内
実
化
し
て
い
く
こ
と
を
全
学
的
に
確
認
し

た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
教
育
・
研
究
を
進
め
る
教
職
員
像
を
さ
ら
に

深
め
、
そ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
充
実
の
た
め
に
、
①
そ
の
現
状
を
総
括
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
常
に
前
進
し
て
き
た
面
と
残
さ
れ
て
き
た
面
の
両
面
を
正
し
く
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
原
因
を
科
学
的
に
把
握
し
、
そ
こ
で
の
教
訓
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
積
極
面
を
全
学

の
も
の
と
し
、
消
極
面
に
つ
い
て
は
全
学
が
協
力
し
て
こ
れ
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
、
②

現
代
の
学
生
を
取
り
ま
く
社
会
的
諸
側
面
を
踏
ま
え
て
学
生
の
諸
要
求
や
学
生
の
学
習
活
動
、

む
く
き
方
向
を
鮮
明
に
し
て
、
今
日
大
学
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
国
民
の
要
請
に
真
に
応

え
る
学
園
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
歴
史
的
段
階
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

全
学
構
成
員
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
今
日
の
厳
し
い
情
勢
を
明
確
に
把

握
し
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
基
本
に
し
た
全
面
的
と
も
言

え
る
要
求
と
、
教
職
員
の
教
え
、
研
究
し
、
働
く
要
求
に
基
づ
く
討
議
を
行
な
っ
た
。
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ク
ラ
ス
活
動
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
多
面
的
な
生
活
の
全
般
を
通
じ
て
そ
の
被
極

面
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
の
二
つ
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
④
学
生
の
知

的
な
訓
練
や
理
論
的
な
力
、
＠
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
を
行
な
う
上
で
の
持
続
性
や
忍

耐
力
、
⑧
正
課
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
の
自
主
性
・
自
発
性
・
自
治
能
力
、
ｅ
集
団
性
や
組

織
性
、
④
人
権
意
識
や
民
主
的
な
社
会
常
識
、
④
国
際
性
や
国
際
的
感
覚
、
と
い
う
六
つ
の

指
標
に
照
ら
し
た
教
育
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
基
本
視
点
に
基
づ
い
て
教
育
と
研
究
を
実
践
的
に
統
一
し
て
進
め
て

い
く
上
で
、
教
職
員
の
な
お
い
っ
そ
う
の
集
団
化
が
必
要
で
あ
り
、
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
強
め
、
学
生
実
態
の
把
握
を
含
む
教
学
点
検
を
日
常
的
に
行
な
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

第
五
に
は
、
今
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
の
な
か
で
、
公
甜
助
成
運
動
は
、
各
パ
ー

ト
・
構
成
団
体
の
連
動
に
新
し
い
広
が
り
と
到
達
点
を
も
た
ら
し
、
大
き
く
前
進
し
た
。

第
六
に
は
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
に
堅
持
し
て
き
た
相
対
的
低
学
費
政
策
を
さ
ら
に
確
固
た

る
も
の
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
・
七
五
年
度
全
学
協
議
会
の
確
認
に
基
づ
い
て
、

本
学
の
棚
対
的
低
学
費
政
策
の
意
義
を
、
今
日
の
私
学
情
勢
の
も
と
で
改
め
て
確
認
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
こ
れ
を
堅
持
し
、
ま
た
一
定
の
期
間
で
あ
れ
、
そ
の
基
準
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
七
に
は
、
本
学
に
お
け
る
各
構
成
員
の
民
主
的
力
量
を
、
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
よ
り
も
組
織
さ
れ
た
学
生
・
院
生
・
教
職
員
が
要
求
に
根
ざ
し

た
民
主
的
な
運
動
を
蓄
種
し
、
こ
の
運
動
の
力
に
よ
り
築
き
上
げ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
本
学

の
持
つ
民
主
的
制
度
（
全
学
協
議
会
、
学
園
振
興
懇
談
会
、
各
学
部
五
者
会
談
、
二
部
懇
談

会
、
大
学
院
懇
談
会
、
業
務
協
議
会
な
ど
）
を
尊
重
し
、
さ
ら
に
全
構
成
員
の
相
互
信
頼
に

基
づ
く
率
直
な
相
互
批
判
の
展
開
に
よ
り
な
し
と
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
に
、
こ
の
到
達
点
は
、
全
学
の
各
構
成
員
が
戦
後
一
貫
し
て
努
力
し
て
き
た
基
本
的

人
権
・
民
主
主
義
・
大
学
自
治
擁
護
の
闘
い
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
・
民
主
主
義
・
大
学
自
治
に
対
す
る
侵
害
、
民
主
的
な
諸
運

動
や
制
度
に
対
す
る
攻
撃
を
断
固
と
し
て
許
さ
ず
、
さ
ら
に
全
学
の
団
結
を
強
め
て
闘
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

二
）
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
像

八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
お
け
る
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
像
は
、

①
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
て
、
真
に
国

民
的
要
請
に
応
え
う
る
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
、
国
氏
に
附
か
れ
、
地
域
に
根

ざ
し
た
大
学

②
①
確
か
な
基
礎
学
力
と
民
主
的
・
社
会
的
常
識
と
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力
・
技

術
、
国
際
性
を
持
っ
た
学
生
、
②
学
問
の
探
究
と
織
義
へ
の
意
欲
を
持
ち
、
自
主
的
・
集

団
的
学
習
活
動
へ
械
極
的
に
参
加
す
る
学
生
、
③
働
く
こ
と
の
大
切
さ
と
権
利
意
識
を
身

に
つ
け
、
自
己
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
進
出
す
る
学
生
を
め
ざ
す
大

坪
字

⑧
全
学
構
成
員
の
学
問
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
に
お
け
る
自
主
的
活
動
と
自
治
活

動
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
、
民
主
主
義
・
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
暴
力
反
対
を
堅
持
し

た
全
学
構
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
の
発
展
を
め
ざ
す
大
学

側
八
○
年
代
の
新
し
い
学
園
像
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
に
よ
っ
て
、

高
い
水
準
の
教
育
・
研
究
を
創
造
し
て
い
く
大
学

⑤
教
学
優
先
の
原
則
を
堅
持
し
た
財
政
の
運
営
を
行
な
い
、
ま
た
民
主
的
な
大
学
の
管
理

・
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い
く
大
学

⑥
学
生
・
教
職
員
の
健
康
と
生
活
を
守
る
厚
生
援
助
の
行
き
と
ど
い
た
学
園

、
憩
い
の
場
と
緑
、
学
問
的
気
風
に
溢
れ
た
学
園

⑧
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
し
た
学
園

で
あ
る
。

（
二
）
教
学
改
善
の
当
面
す
る
課
題
と
具
体
的
施
策

以
上
の
よ
う
な
学
園
像
の
実
現
に
向
け
て
当
面
す
る
教
学
改
善
の
諸
課
題
を
実
践
す
る
。

こ
の
際
、
と
く
に
重
要
な
点
は
、
今
学
園
振
興
懇
談
会
な
ど
で
討
議
さ
れ
た
教
学
改
善
の
持

つ
意
義
を
十
分
に
理
解
し
、
「
二
つ
の
基
本
視
点
」
と
「
六
つ
の
指
標
」
に
照
ら
し
つ
つ
、

こ
れ
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
進
め
る
各
機
関
の
主
体
的
な
責
任
を
明

Ⅱ
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
歳
造
に
向
け
て
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一
教
学
内
容
の
改
善

１
小
集
団
教
育
の
改
善
に
つ
い
て

後
期
中
等
教
育
の
実
態
を
踏
ま
え
、
学
問
・
研
究
へ
の
努
力
と
意
欲
を
高
め
、
自
ら
学
び

成
長
し
う
る
基
礎
学
力
を
養
成
す
る
。
基
礎
的
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
を
具
体
的
椛
想
力
へ

発
展
・
展
開
で
き
る
理
論
的
思
考
力
を
十
分
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
と
く
に
低
回

生
小
集
団
教
育
を
中
心
に
次
の
施
策
を
と
る
。

１
ク
ラ
ス
に
お
け
る
学
生
の
実
態
把
握
と
授
業
内
容
・
方
法
の
改
善

ク
ラ
ス
学
生
の
実
態
を
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
総
合
的
に
、
リ
ア
ル
に
把
握
す
る
。

学
生
の
持
つ
問
題
意
識
と
学
習
の
到
達
度
を
正
課
に
お
け
る
学
習
実
態
と
日
附
的
な
教
員

・
学
生
の
結
び
つ
き
を
通
し
て
把
握
し
、
常
に
授
業
の
到
達
目
標
や
授
業
方
法
を
点
検
し
、

改
善
す
る
。
ま
た
、
正
課
の
場
だ
け
で
な
く
、
班
報
告
に
対
す
る
事
前
指
導
や
班
の
運
営

委
員
会
に
教
員
も
参
加
し
て
援
助
す
る
な
ど
の
い
ま
ま
で
の
取
り
組
み
の
教
訓
を
生
か
し
、

学
生
生
活
を
含
め
た
学
生
の
脚
主
的
・
築
団
的
活
動
に
対
す
る
教
育
的
指
導
・
援
助
を
多

様
な
形
態
を
通
し
て
強
化
す
る
。

②
活
発
な
討
論
の
展
開
と
教
科
研
究
会
の
強
化
・
整
備

学
生
の
持
つ
多
面
的
な
関
心
や
知
識
を
理
論
化
し
、
学
問
的
に
体
系
化
す
る
こ
と
を
通

じ
て
活
発
な
討
論
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
教
科
研
究
会
を
前
進
さ
せ
、

教
員
の
教
育
実
践
の
相
互
交
流
を
深
め
る
。
ま
た
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
の
視
点
か

ら
の
教
育
実
践
を
行
な
い
う
る
条
件
を
整
備
す
る
。

３
テ
キ
ス
ト
の
改
善

学
生
実
態
を
踏
ま
え
、
自
主
編
成
テ
キ
ス
ト
を
基
本
に
お
い
た
テ
キ
ス
ト
の
改
善
を
検

討
し
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
②
の
取
り
組
み
と
も
合
わ
せ
教
員
の
集
団
化
を
図
る
。

剛
サ
ブ
ゼ
ミ
の
指
導
・
援
助
に
つ
い
て

サ
ブ
ゼ
ミ
に
対
す
る
指
導
・
援
助
は
正
課
の
場
を
通
し
て
行
な
う
こ
と
を
基
本
に
し
つ

つ
、
条
件
の
許
す
範
囲
で
正
課
授
業
時
間
外
に
お
い
て
も
行
な
う
。

と
く
に
二
部
学
生
に
対
し
て
は
、
そ
の
勉
学
条
件
を
考
慮
し
、
こ
れ
を
重
視
し
て
い
く
。

碓
に
‐
し
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
実
態
と
そ
の
要
求
を
正
し
く
踏
ま
え
て
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
サ
ブ
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
自
主
的
集
団
的
学
習
の
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、
①
一

・
二
回
生
小
集
団
教
育
の
「
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
」
を
時
Ⅲ
割
に
組
み
込
み
、
そ
の
時
間

的
保
障
を
行
な
う
（
た
だ
し
、
当
面
、
理
工
学
部
を
除
く
）
。
②
一
・
二
回
生
小
集
団
教

育
の
横
断
ク
ラ
ス
使
用
教
室
を
「
サ
ブ
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
」
を
含
め
て
基
本
的
に
同
一
教
室

と
し
、
ク
ラ
ス
単
位
で
の
活
動
を
し
や
す
く
す
る
。
③
学
習
活
動
に
お
け
る
多
様
な
討
議

の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
小
教
室
の
机
の
一
部
を
可
動
化
す
る
こ

と
を
八
○
年
度
よ
り
年
次
計
画
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

⑤
「
小
集
団
教
育
の
手
引
き
」
の
作
成
と
活
用

授
業
の
到
達
目
標
や
討
論
の
進
め
方
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
手
引
き
」
を

全
学
的
に
作
成
し
、
教
員
の
側
か
ら
そ
れ
を
日
常
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
正
課
授
業
で
指

導
・
援
助
す
る
。

⑥
「
学
生
論
文
」
の
発
行
と
学
生
へ
の
配
布
に
つ
い
て

い
ま
ま
で
の
優
れ
た
教
訓
を
生
か
し
、
今
後
も
引
き
続
き
進
め
る
。

、
そ
の
他
の
条
件
改
善
と
し
て
、
（
④
中
央
図
書
館
に
人
文
・
社
会
・
自
然
の
分
野
別
「
プ

ロ
ゼ
ミ
・
コ
ー
ナ
ー
」
を
八
○
年
度
よ
り
設
置
す
る
。
ま
た
、
新
入
生
に
対
す
る
図
番
館

兇
学
を
ク
ラ
ス
、
ま
た
は
学
部
単
位
で
八
○
年
度
よ
り
実
施
す
る
。
②
小
集
団
教
育
補
助

税
に
つ
い
て
は
教
育
的
援
助
を
強
め
つ
つ
、
現
行
一
ク
ラ
ス
二
万
円
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

超
え
て
使
用
す
る
ク
ラ
ス
は
三
万
円
を
限
度
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
③
自
主

ゼ
ミ
に
対
す
る
援
助
制
度
を
新
た
に
設
け
る
。
④
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ゥ
ス
の
早
期
建
設
に
取
り

組
む
。

２
専
門
教
育
に
つ
い
て

今
日
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
状
況
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
基
本

的
人
権
を
尊
重
し
、
正
し
い
科
学
的
認
識
を
身
に
つ
け
、
民
主
的
な
市
民
と
し
て
の
世
界
観

・
労
働
観
・
権
利
意
識
を
持
っ
た
力
量
あ
る
社
会
人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
、
技
術
を
養
う

こ
と
を
基
本
視
点
と
し
て
次
の
改
善
策
を
と
る
。

①
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
専
門
教
育
の
改
善
、
他
学
部
受
講
制
度
の
改
善
を

八
○
年
度
か
ら
検
討
し
、
八
一
年
度
に
実
現
す
る
。

②
授
業
や
講
義
概
要
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
育
の
学
習
に
必
要
な
参
考
文
献
や

基
本
文
献
の
読
普
指
導
を
、
中
央
図
諜
館
の
活
用
を
含
め
て
行
な
う
。
ま
た
、
随
時
、
感

-210-
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想
文
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
指
導
を
行
な
唾
学
生
の
学
習
へ
の
厳
し
さ
と
励
ま
し
の

援
助
を
行
な
う
。

③
専
門
教
育
の
な
か
で
、
と
く
に
低
回
生
配
当
の
科
目
に
つ
い
て
の
改
善
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
点
の
改
善
策
を
八
○
年
三
月
ま
で
に
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
場
合
、
①
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
学
部
教
学
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
と
そ
の
到
達
目

標
を
明
確
に
す
る
、
②
各
科
目
間
の
総
合
的
な
連
関
と
小
集
団
教
育
・
専
門
教
育
と
の
総

合
性
、
③
系
統
履
修
を
促
進
す
る
た
め
の
科
目
の
集
約
化
と
現
代
化
を
図
る
、
こ
と
を
前

提
と
し
、
学
生
の
多
様
な
学
ぶ
要
求
に
応
え
る
と
と
も
に
、
系
統
学
習
を
行
な
い
う
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
約
化
、
回
生
配
当
の
再
検
討
を
行
な
う
。

側
小
集
団
教
育
担
当
者
と
大
講
義
科
目
担
当
者
の
相
互
交
流
、
系
列
・
群
ご
と
の
担
当
者

会
議
を
持
ち
、
専
門
教
育
の
充
実
に
生
か
す
と
と
も
に
、
非
常
勤
講
師
を
含
め
た
教
員
の

交
流
を
深
め
い
っ
そ
う
の
集
団
化
に
取
り
組
む
。

⑤
学
生
の
欠
席
、
中
途
退
席
等
学
生
の
学
習
態
度
に
対
す
る
厳
し
さ
を
求
め
る
と
と
も
に

励
ま
し
を
与
え
、
指
導
を
強
め
る
。
学
生
も
自
主
的
に
こ
れ
に
応
え
て
い
く
。

６
中
間
テ
ス
ト
等
に
よ
っ
て
学
習
の
到
達
度
や
理
解
度
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
。

、
集
中
し
て
学
ぶ
利
点
を
生
か
し
た
半
年
集
中
講
義
の
採
用
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

３
一
般
教
育
に
つ
い
て

今
日
の
文
教
政
策
の
も
と
で
の
大
学
教
育
に
お
け
る
一
般
教
育
軽
視
、
専
門
教
育
中
心
の

能
力
主
義
的
教
育
偏
重
の
傾
向
の
な
か
で
、
学
生
の
到
達
点
を
踏
ま
え
て
一
般
教
育
を
学
習

す
る
こ
と
の
意
義
を
正
し
く
理
解
さ
せ
、
学
生
の
関
心
に
も
沿
う
よ
う
に
内
容
の
現
代
化
を

図
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
①
教
科
研
究
の
い
っ
そ
う
の
努
力
、
②
学
生
の
側
か
ら
の
問

題
提
起
と
そ
の
受
け
止
め
、
③
現
代
的
研
究
課
題
に
応
え
う
る
教
員
の
研
究
活
動
の
充
実
、

を
前
提
と
し
つ
つ
以
下
の
改
善
を
図
る
。

⑪
一
般
教
育
特
殊
識
義
の
開
設

学
生
の
学
問
的
関
心
の
多
様
化
と
現
代
的
課
題
に
対
す
る
関
心
に
応
え
る
た
め
、
「
総

合
コ
ー
ス
」
な
ど
の
い
ま
ま
で
の
取
り
組
み
の
教
訓
を
生
か
し
、
一
般
教
育
特
殊
講
義
を

八
○
年
度
よ
り
全
学
的
に
開
設
す
る
。

②
既
設
科
目
の
誰
義
内
容
の
改
善

サ
ブ
・
テ
ー
マ
を
つ
け
て
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
な
ど
と
と
も

に
、
科
目
に
応
じ
た
課
題
追
求
を
行
な
い
、
識
義
内
容
を
改
善
す
る
ｃ

③
参
考
文
献
や
基
本
文
献
の
読
書
指
導

講
義
概
要
の
作
成
と
そ
の
活
用
の
な
か
で
留
意
す
る
と
と
も
に
、
レ
ポ
ー
ト
や
感
想
文

の
提
出
な
ど
も
含
め
て
学
生
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
取
り
入
れ
な
が
ら
教
室
に
お
い
て

適
宜
指
示
、
指
導
を
行
な
う
。

ゆ
過
大
講
義
の
解
消

学
習
意
欲
、
学
習
態
度
を
正
し
く
育
て
る
た
め
に
、
過
大
識
義
の
解
消
を
図
る
。

⑤
教
育
機
器
等
の
導
入
の
検
討

学
習
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
科
目
の
性
格
に
よ
っ
て
は
視
覚
教
育
な
ど
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。

⑥
専
任
担
当
率
の
向
上
。

４
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
①
一
般
教
育
・
言
語
教
育
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
②
外
国
語

の
基
礎
的
な
学
力
の
養
成
、
③
専
門
教
育
と
の
関
連
、
④
実
際
に
活
用
し
う
る
語
学
力
の
養

成
と
い
う
四
つ
の
目
的
の
実
現
を
め
ざ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ヨ
マ
」
の
性
格
と
到
達
目
標
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
次
の
改
善
を
行
な
う
。

１
テ
キ
ス
ト
の
改
善

学
生
の
到
達
度
や
関
心
に
見
合
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
採
用
や
自
主
編
成
テ
キ
ス
ト
作
成
等

を
行
な
い
、
こ
れ
を
通
じ
て
従
来
の
取
り
組
み
の
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
教
員
の
共
同
化

・
集
団
化
を
強
化
す
る
。

テ
キ
ス
ト
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
①
到
達
目
標
に
か
な
っ
た
言
語
素
材
の
追
求
、
②
現

代
的
課
題
に
応
え
る
、
③
学
部
専
門
教
育
と
の
関
係
を
探
る
、
④
学
生
の
多
様
な
関
心
に

応
え
る
、
⑤
教
員
の
教
科
研
究
・
経
験
交
流
を
基
盤
と
す
る
。

②
授
業
方
法
の
改
善

学
部
教
学
と
外
国
語
教
育
と
の
関
連
や
目
的
を
整
理
し
、
学
生
の
問
題
意
識
や
関
心
・

目
的
意
識
に
合
っ
た
授
業
の
工
夫
を
行
な
う
。
そ
の
た
め
に
、
①
感
想
文
の
提
出
や
討
論

な
ど
を
行
な
う
、
②
日
常
学
習
・
課
外
学
習
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
、
③
小
テ
ス
ト
を

行
な
い
理
解
度
や
到
達
度
を
点
検
し
、
日
常
学
習
を
強
化
す
る
、
④
学
習
環
境
の
改
善
と

活
用
の
指
導
を
行
な
う
、
⑤
講
義
概
要
を
充
実
さ
せ
る
、
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
な
う
。
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⑥
教
科
研
究
の
推
進

教
材
・
実
践
例
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
な
ど
を
含
め
、
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
全
体
と

し
て
の
教
科
研
究
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
。
同
時
に
、
非
常
勤
講
師
と
の
交
流
を
深
め
、

理
念
や
教
学
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
理
解
を
得
る
努
力
を
す
る
。

４
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
問
題
の
械
討

学
生
の
実
態
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
問
題
の
検
討
を
次
の
点
に
関
し
て
行
な

ミ
ノ
Ｏ

①
多
様
な
技
能
と
内
容
を
学
習
す
る
た
め
の
英
語
の
「
講
座
選
択
制
」
の
検
討
、
②
低

回
生
時
に
お
け
る
学
習
の
多
様
化
、
上
級
回
生
時
に
お
け
る
持
続
的
、
発
展
的
学
習
と
い

う
観
点
か
ら
の
随
意
外
国
語
の
あ
り
方
の
検
討
。

⑤
教
育
条
件
・
学
習
環
境
の
整
備

教
育
条
件
の
整
備
の
た
め
に
、
①
外
国
人
客
員
教
員
の
採
用
、
②
ク
ラ
ス
学
生
数
減
を

行
な
う
と
と
も
に
、
学
習
環
境
を
整
備
し
、
③
専
任
率
の
向
上
を
図
り
、
以
下
の
施
策
を

行
な
う
。

①
視
聴
覚
機
器
の
充
実
。
②
図
禅
館
三
階
に
お
け
る
視
聴
覚
室
の
八
○
年
度
発
足
。
③
年

次
計
画
に
よ
る
各
学
部
棟
小
教
室
の
テ
レ
コ
内
蔵
式
教
卓
お
よ
び
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
。

④
前
記
②
の
総
括
を
踏
ま
え
て
、
Ｌ
Ｌ
を
持
つ
中
央
視
聴
覚
施
設
の
検
討
を
行
な
う
。
⑤

学
生
共
同
研
究
室
お
よ
び
図
書
館
に
お
け
る
学
習
資
料
の
充
実
。
⑥
国
際
交
流
制
度
に
つ

い
て
、
外
国
語
習
得
お
よ
び
学
問
交
流
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
見
地
か
ら
、
八
○
年
度

に
そ
の
具
体
的
検
討
を
始
め
る
。

⑥
二
部
外
国
語
教
育
の
改
善

二
部
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
二
部
学
生
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
①
到
達
目
標
、
②

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
③
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
そ
の
条
件
に
見
合
っ
た
改
善
に
取
り
組

む
。

５
教
職
課
程
教
育
に
つ
い
て

教
職
課
程
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
職
課
程
委
員
会
が
提
起
し
た
改
善
施
策
を
進
め
る
が
、

こ
の
際
、
と
く
に
、
①
教
育
の
現
場
で
積
極
的
な
教
育
活
動
を
行
な
い
、
父
母
・
国
民
の
期

待
と
信
頼
を
担
い
う
る
教
員
を
養
成
し
、
②
本
学
学
生
の
教
員
志
望
者
の
増
大
に
応
え
る
。

ま
た
③
学
生
の
到
達
度
や
理
解
度
を
考
慮
に
入
れ
た
教
育
を
充
実
し
、
④
学
部
教
学
の
立
場

か
ら
教
授
会
が
主
体
的
な
責
任
を
持
つ
体
制
の
強
化
を
図
る
。

具
体
的
な
改
善
点
と
し
て
は
、

⑪
教
職
課
程
教
員
の
増
員
を
進
め
、
各
学
部
教
学
と
の
関
連
を
強
化
し
、
教
職
課
程
教
員

の
学
部
分
属
を
八
一
年
度
に
実
現
す
る
。

②
「
教
育
行
政
学
」
「
教
育
社
会
学
」
は
全
学
的
に
毎
年
度
開
講
を
実
施
し
、
「
青
年
心

理
学
」
「
生
活
指
導
」
「
教
育
実
習
ゼ
ミ
」
等
の
新
設
科
目
に
つ
い
て
は
八
○
年
度
に
検

討
し
、
八
一
年
度
か
ら
実
現
可
能
な
科
目
か
ら
開
設
す
る
。

⑧
教
育
実
習
の
指
導
に
つ
い
て
以
下
の
改
善
・
充
実
を
行
な
う
。

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
い
っ
そ
う
充
実
す
る
た
め
に
、
実
習
前
教
育

の
一
環
と
し
て
視
聴
覚
教
材
を
使
っ
た
”
目
で
見
る
“
”
わ
か
り
や
す
い
“
指
導
を
行
な

易
ノ
Ｏ

②
視
聴
覚
施
設
・
設
備
の
充
実
の
な
か
で
、
視
聴
覚
機
器
を
使
っ
た
教
科
教
育
法
の
授
業

内
容
の
改
善
を
行
な
う
。

③
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
に
中
・
高
校
の
教
科
苔
や
学
習
指
導
書
を
設
置
し
、
ま
た
各
種
の

情
報
（
教
員
採
用
試
験
な
ど
）
を
フ
ァ
イ
ル
化
し
、
学
生
の
利
用
の
便
を
図
る
。

④
教
務
課
と
学
部
事
務
室
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
密
に
し
て
よ
り
行
き
と
ど
い
た
指
導
（
と

く
に
教
育
委
員
会
、
実
習
校
と
の
手
続
き
に
つ
い
て
）
を
図
る
。

側
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
を
全
学
的
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
強
化
し
、
そ
の
指

導
を
充
実
す
る
。

①
教
育
相
談
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
八
○
年
度
よ
り
学
生

の
集
中
す
る
時
期
（
四
’
六
月
、
一
○
月
な
ど
）
に
相
談
日
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
指

導
の
強
化
を
各
学
部
と
十
分
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
整
備
す
る
。

②
教
育
実
習
の
指
導
を
可
能
な
条
件
の
な
か
で
、
八
○
年
度
実
習
よ
り
、
教
職
課
程
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
利
用
し
て
始
め
る
。

③
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
の
備
品
・
機
器
の
整
備
を
具
体
的
に
検
討
し
、
事
務
体
制
の
検
討

も
含
め
て
一
拠
点
完
成
時
（
法
学
部
移
転
）
の
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
八
○
年
度
中
に
明

ら
か
に
す
る
。

④
八
○
年
度
の
各
学
部
の
「
学
修
要
項
」
（
一
部
）
お
よ
び
「
学
生
要
覧
」
（
二
部
）
に

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
行
な
う
。
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⑤
小
学
校
教
員
志
望
者
の
た
め
の
指
導
を
、
い
ま
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
就
職
指

導
お
よ
び
教
職
課
程
の
授
業
を
通
し
て
強
化
す
る
。

６
保
健
体
育
教
育
に
つ
い
て

国
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
の
主
人
公
た
る
べ
き
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権

利
主
体
の
形
成
を
理
念
と
し
て
、
①
運
動
技
術
の
獲
得
、
②
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
性
・
集
団
性

の
獲
得
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
性
・
社
会
性
の
認
識
の
獲
得
、
を
基
本
的
な
目
標
と
し
て
次

の
改
善
策
を
と
る
。

⑩
横
断
ク
ラ
ス
制
に
基
づ
く
小
集
団
教
育
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
次
の
改
善
を

行
な
う
。

①
授
業
に
お
け
る
三
つ
の
獲
得
目
標
に
向
け
た
重
点
的
な
取
り
組
み
。

②
運
動
技
能
の
礎
得
を
目
標
と
す
る
学
習
の
集
団
化
。

③
小
集
団
学
習
と
し
て
の
成
果
を
生
か
す
。

②
男
女
共
学
体
育
実
技
の
成
果
と
教
訓
を
も
と
に
、
体
育
実
技
充
実
の
た
め
に
以
下
の
取

り
組
み
を
行
な
う
。

①
男
子
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
り
重
視
し
た
指
導
や
男
子
学
生
の
男
女
共
学
へ
の
理

解
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
強
化
す
る
。

②
女
子
学
生
へ
の
集
中
的
指
導
や
個
別
指
導
な
ど
、
と
く
に
Ｂ
群
を
中
心
と
し
た
教
員
の

指
導
方
法
の
改
善
を
図
る
。

③
専
任
教
員
と
非
常
勤
講
師
と
の
指
導
経
験
の
交
流
を
強
化
し
、
教
訓
の
共
通
化
を
図
る
。

④
視
覚
機
材
の
導
入
な
ど
に
よ
り
実
技
を
充
実
さ
せ
る
。

③
保
健
体
育
講
義
に
対
す
る
い
ま
ま
で
の
取
り
組
み
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
教

科
研
究
会
や
定
期
的
な
「
小
テ
ス
ト
」
や
レ
ポ
ー
ト
等
に
よ
る
理
解
度
把
握
の
教
訓
の
交

流
に
取
り
組
む
。

四
二
部
学
生
の
体
育
実
技
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
照
明
条
件
の
改
善
を
含
む
課
外
で
の
自

主
的
学
習
の
条
件
改
善
を
進
め
る
。

⑤
課
外
体
育
活
動
と
の
関
連
で
の
改
善

①
課
外
体
育
、
と
り
わ
け
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
援
助
を
総
合
的
に
強
化
す
る
。

②
学
生
の
課
外
体
育
活
動
を
通
し
て
培
わ
れ
て
い
る
自
治
能
力
や
人
間
関
係
な
ど
の
積
極

的
側
面
を
正
課
体
育
教
育
の
な
か
に
反
映
す
る
。

③
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
な
ど
を
基
盤
と
し
た
学
生
の
自
主
的
な
活
動
の
実
態
に
即
し
た
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
諸
条
件
の
整
備
と
体
制
の
強
化
・
改
善
を
図
る
。

７
克
服
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
教
学
上
の
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て

い
ま
ま
で
克
服
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
教
学
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
教
育
と
研
究
の
実

践
的
統
一
、
学
ぶ
権
利
．
教
え
る
権
利
を
守
る
観
点
か
ら
次
の
克
服
策
を
と
る
。

仙
大
講
義
の
出
席
向
上
に
つ
い
て
以
下
の
取
り
組
み
を
行
な
い
、
改
善
を
図
る
。

①
各
科
目
ご
と
に
到
達
目
標
を
設
定
し
、
授
業
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
学
生
の
到
達
度

評
価
に
つ
い
て
の
教
員
の
集
団
化
を
図
る
。

②
各
授
業
の
な
か
で
講
義
概
要
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
年
間
講
義
の
な
か
で
の
位
置

や
、
現
時
点
の
講
義
内
容
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
小
集
団
教
育
に
お
い
て
、
大
講
義
科
目
と
の
関
連
や
受
講
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
導
す

プ
（
》
Ｏ

④
授
業
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
厳
し
さ
と
自
覚
を
促
し
、
中
間
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど

も
課
し
な
が
ら
授
業
へ
の
活
力
を
生
み
出
す
工
夫
を
行
な
う
。
ま
た
、
定
期
試
験
の
出
題

に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
す
る
。

⑤
受
講
登
録
者
数
の
過
大
や
不
均
衡
を
是
正
し
、
ま
た
五
○
○
名
を
超
え
る
大
講
義
に
つ

い
て
は
分
割
講
義
を
実
施
し
て
い
く
。

⑥
科
目
や
授
業
方
法
に
よ
っ
て
視
聴
覚
教
育
を
取
り
入
れ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
条
件
の

整
備
を
行
な
う
。

⑦
教
育
実
践
に
対
し
て
職
員
が
協
力
す
る
。
た
と
え
ば
学
部
事
務
室
や
学
部
共
同
研
究
室

に
お
け
る
レ
ジ
メ
、
教
材
、
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
な
ど
。

②
留
年
者
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
日
の
社
会
情
勢
や
学
生
の
意
識
状
況
を
反
映
し
て
、
年
々
留
年
者
が
増
大
し
て
い
る

傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
と
く
に
学
習
上
の
つ
ま
ず
き
や
、
生
活
上
の
問
題
か
ら
留

年
と
な
る
も
の
に
対
す
る
組
織
的
な
指
導
を
以
下
の
点
で
強
め
る
必
要
が
あ
る
。

①
横
断
ク
ラ
ス
に
お
け
る
系
統
的
な
低
回
生
学
生
の
実
態
把
握
を
、
出
席
状
況
、
サ
ブ
ゼ

ミ
・
自
主
ゼ
ミ
に
関
す
る
実
態
把
握
と
合
わ
せ
て
強
化
す
る
。

②
低
回
生
教
育
の
改
善
、
と
り
わ
け
学
問
・
研
究
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
性
の
明
確
化

や
集
団
化
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
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③
②
と
の
関
係
で
レ
ポ
ｉ
卜
等
を
課
す
な
ど
援
助
と
励
ま
し
を
行
な
暗
個
瑛
指
導
を
強

化
す
る
。

④
ク
ラ
ス
学
生
に
よ
る
机
互
援
助
に
つ
い
て
、
サ
ブ
ゼ
ミ
等
に
お
い
て
き
め
の
細
か
い
結

集
を
図
る
。

③
休
講
問
題
の
改
善
に
つ
い
て

授
業
は
、
本
来
、
教
員
に
と
っ
て
は
教
え
る
権
利
、
学
生
に
と
っ
て
は
学
ぶ
権
利
の
問

題
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
休
識
を
行
な
わ
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
、

①
教
授
会
を
中
心
と
す
る
い
っ
そ
う
の
集
団
化
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
非
常
勤
識
師
と

の
連
概
を
強
め
、
そ
の
協
力
を
要
請
す
る
。

②
病
気
、
公
務
、
学
会
参
加
等
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
休
講
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の

状
況
を
敏
速
に
把
握
し
、
補
講
の
実
施
等
の
必
要
な
措
置
を
識
じ
る
。

８
教
育
実
践
の
総
括
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
国
民
の
期
待
を
担
い
う
る
本
学
の
教
学
を
充
実
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
の
毎
年
度
の
重
点
課
題
に
基
づ
い
た
教
育
実
践
の

総
括
と
こ
れ
に
基
づ
い
た
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
、
八
○
年
度
か
ら
小
集
団
教
育
、
専
門
教
育
、
一
般
教
育
、
外
国
語
教
育
、
保

健
体
育
教
育
、
教
職
課
程
教
育
す
べ
て
に
つ
い
て
の
重
点
課
題
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い

た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
実
践
の
ま
と
め
を
各
学
部
ご
と
に
行
な
い
、
全
学
に
提
示
す
る
取
り
組

み
を
行
な
う
。

９
入
試
制
度
改
善
の
検
討

今
日
の
大
学
に
お
け
る
入
学
試
験
制
度
や
そ
の
実
態
か
ら
、
後
期
中
等
教
育
段
階
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
大
学
教
育
に
お
け
る
学
生
像
に
種
々
に
反
映

し
て
き
て
い
る
と
い
う
現
実
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
大
学
に
お
け
る
入
試
制
度
の
全
般
的
な

改
革
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
、
一
大
学
の
努
力
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の

現
実
に
対
応
し
た
入
試
制
度
の
実
質
的
改
善
の
取
り
組
み
を
行
な
う
。

’
一
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
善
の
検
討
と
当
面
の
改
善
施
策
に
つ
い
て

一
、
今
日
、
中
教
審
路
線
を
中
心
と
す
る
文
教
政
策
の
も
と
で
の
私
学
に
お
け
る
危
機
の
深

化
と
．
二
部
に
学
ぶ
勤
労
学
生
を
取
り
ま
く
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
圧
迫
の
も
と
で
《

全
国
的
に
大
学
に
お
け
る
二
部
教
育
の
軽
視
、
も
し
く
は
切
り
捨
て
が
進
行
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
実
態
は
、
私
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
重
大
な
危
機
の
集
中
的
現
わ
れ
と
兇
る

こ
と
が
で
き
る
。

本
学
の
二
部
教
学
は
、
本
学
が
歴
史
的
に
勤
労
市
民
を
中
心
と
す
る
庶
民
の
た
め
の
教
育

機
関
と
し
て
開
校
し
た
と
い
う
伝
統
の
も
と
で
、
今
日
ま
で
数
多
く
の
勤
労
学
生
を
育
て
、

社
会
の
各
分
野
に
植
極
的
な
働
き
手
を
送
り
出
し
、
大
き
な
社
会
的
役
荊
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
と
く
に
一
九
五
○
年
以
降
の
大
学
進
学
者
の
急
激
な
噌
大
に
伴
う
大
学
教
育
の

変
化
と
、
「
高
度
成
長
」
に
よ
る
勤
労
青
年
を
取
り
ま
く
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
っ

て
、
本
来
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
べ
き
二
部
教
育
は
多
く
の
矛
盾
を
か
か
え
る
に
至
っ
た
。

本
学
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
克
服
す
べ
く
一
九
六
三
年
に
改
め
て
「
勤
労
者
を
対
象
と
す

る
二
部
教
学
」
と
し
て
の
改
革
を
実
施
し
、
ま
た
一
九
七
八
年
に
は
二
部
の
一
拠
点
化
を
機

に
二
識
時
制
を
中
心
と
す
る
教
学
改
革
を
行
な
い
、
常
に
勤
労
者
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る

立
場
か
ら
の
二
部
教
学
の
維
持
と
そ
の
教
学
改
善
へ
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

本
学
の
二
部
教
学
に
対
す
る
全
学
的
努
力
は
、
優
れ
て
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
の
保

障
、
す
な
わ
ち
教
育
の
機
会
均
等
を
大
学
に
お
い
て
保
障
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
・
研
究
の

現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
の
課
題
を
勤
労
者
の
持
つ
学
問
へ
の
要
求
の
な
か
か
ら
汲
み
上

げ
て
、
全
学
の
教
学
の
な
か
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
の
全
学
的
認
識
の
上
に
立
っ

て
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
、
し
か
し
、
二
部
学
友
会
は
、
二
一
講
時
制
下
に
お
け
る
二
部
教
学
の
実
態
は
、
二
部
学
生

の
条
件
に
対
応
し
て
一
定
の
改
善
を
見
な
が
ら
も
、
な
お
大
講
義
の
出
席
状
況
や
入
学
後
の

学
生
の
定
着
状
況
、
ま
た
卒
業
状
況
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
重
大
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

こ
と
、
本
学
が
二
満
時
制
の
実
施
の
後
も
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
二
部
教
学
を
充
実
・
発

展
さ
せ
る
と
い
う
教
学
実
践
が
い
ま
だ
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
二
溝
時
制
実
施
以
降
の
二
部
を
取
り
ま
く
新
た
な
情
勢
、
す
な
わ
ち
中
教
審
路
線

に
基
づ
く
「
高
等
教
育
計
画
」
や
「
放
送
大
学
」
構
想
な
ど
の
具
体
的
な
進
行
が
、
大
学
に

お
け
る
二
部
教
学
を
さ
ら
に
圧
迫
し
、
ま
た
不
況
、
イ
ン
フ
レ
の
も
と
で
の
「
合
理
化
」
に

よ
っ
て
勤
労
者
の
諸
条
件
の
悪
化
、
勤
労
学
生
の
減
少
な
ど
が
新
た
な
危
機
の
進
行
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
二
部
学
友
会
は
、
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他
休
講
問
題
に
つ
い
て

学
生
の
学
ぶ
権
利
の
保
障
と
、
と
く
に
二
部
学
生
の
学
習
条
件
か
ら
見
て
日
常
の
授
業

は
大
切
で
あ
る
と
す
る
側
点
か
ら
、
休
講
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
、
や
む
を
え

ず
休
講
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
を
敏
速
に
把
握
し
補
講
等
の
必
要
な
措
置
を
講

昨
レ
プ
つ
Ｏ

⑤
再
試
験
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

四
回
生
以
上
の
卒
業
時
に
お
け
る
再
試
験
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
三
科
目
十
皇
単
位
（
教

職
科
目
を
含
む
）
以
内
」
に
拡
大
す
る
。
な
お
、
過
渡
的
に
二
回
生
時
に
お
け
る
再
試
験

を
実
施
し
、
一
般
教
育
科
目
、
共
通
専
門
科
目
、
固
有
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
一
定
の
基

準
の
も
と
に
「
二
科
目
八
単
位
以
内
」
の
再
試
験
を
行
な
う
。

⑥
二
部
教
学
、
学
生
生
活
全
般
に
責
任
を
持
ち
う
る
体
制
の
妓
化
に
つ
い
て

勤
労
学
生
が
真
に
学
び
が
い
の
あ
る
二
部
教
学
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の
二

部
教
学
の
全
面
的
な
総
括
の
上
に
立
つ
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張

し
つ
つ
、
当
面
、
現
行
二
溝
時
制
下
に
お
け
る
教
学
改
善
の
補
助
的
施
策
と
し
て
、
次
の
六

点
に
わ
た
る
提
起
を
行
な
い
、
全
学
討
議
を
経
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

仙
小
集
団
教
育
の
増
単
位
要
求
と
サ
ブ
ゼ
ミ
の
指
導
強
化
に
つ
い
て

小
集
団
教
育
を
軸
と
し
た
二
部
学
生
の
学
習
体
制
を
強
化
す
る
と
い
う
要
求
の
持
っ
て

い
る
積
極
的
意
義
を
受
け
止
め
、
二
部
各
学
部
教
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
お
よ
び
要
卒
単

位
等
全
体
の
な
か
で
今
後
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
る
。
当
面
、
小
集
団
教
育
の
内
容
・
方

法
の
改
善
、
指
導
の
強
化
を
サ
ブ
ゼ
ミ
、
合
宿
等
に
お
け
る
教
員
の
援
助
と
合
わ
せ
て
そ

の
実
質
化
を
図
る
。

②
前
・
後
期
集
中
開
講
に
つ
い
て

二
部
学
生
の
学
ぶ
条
件
を
考
慮
し
、
学
生
が
集
中
的
に
学
習
し
う
る
と
い
う
利
点
を
考

え
、
当
面
、
社
会
科
学
系
学
部
の
固
有
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
積

極
的
に
開
講
す
る
。

⑧
新
入
生
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
合
宿
の
実
施
に
つ
い
て

今
日
の
情
勢
の
も
と
で
、
勤
労
学
生
が
真
に
二
部
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
深
め
、
小
集

団
教
育
を
軸
と
し
た
学
習
・
研
究
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
新
入
生
に
対
す
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
入
生
合
宿
を
実
施
す
る
。

三
．
大
学
院
教
学
の
改
善
に
向
け
て

今
日
の
大
学
院
教
学
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
中
教
審
路
線
に
基
づ
く
全
般
的
な
動
向
の
な
か

で
大
学
再
編
成
と
大
学
院
の
差
別
的
な
目
的
別
再
編
成
が
全
国
的
に
進
行
し
、
ま
た
オ
ー
バ

ー
・
ド
ク
タ
ー
（
Ｏ
Ｄ
）
問
題
の
深
刻
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
的
状
況
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
状
況
の
も
と
で
、
本
学
大
学
院
は
、
「
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
た
国
民
的
立
場
に
立

っ
た
民
主
的
研
究
者
養
成
の
機
関
」
と
し
て
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
こ
の
発
展
と
充
実
に

向
け
て
、
さ
ら
に
全
学
的
な
改
善
の
努
力
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
基
本
点
は
、
第
一
に
大
学

院
の
全
学
的
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
充
実
す
る
こ
と
。
第
二
に
は
、
教
員
の
研
究
活
動
の

充
実
と
そ
の
向
上
に
伴
う
大
学
院
教
学
の
充
実
、
指
導
体
制
の
強
化
、
第
三
に
Ｏ
Ｄ
問
題
の

改
善
、
第
四
に
以
上
を
支
え
る
体
制
の
強
化
で
あ
る
。

川
大
学
院
の
全
学
的
位
置
づ
け
の
明
確
化
と
充
実

二
部
協
議
会
が
‐
中
心
と
な
っ
て
．
各
学
部
教
授
会
と
の
連
携
を
強
め
．
合
わ
せ
て
二
部

事
務
室
を
は
じ
め
二
部
関
連
事
務
体
制
を
強
化
す
る
。

三
、
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
当
面
の
改
善
策
を
実
施
し
、
さ
ら
Ｅ
一
部
教
学
を
全
面
的
に
総

括
し
つ
つ
、
現
行
二
講
時
制
下
に
お
け
る
次
の
基
本
施
策
を
追
求
す
る
。

仙
二
講
時
制
が
意
図
し
た
積
極
的
な
点
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
①
大
講
義
へ
の
出
席
率
を

高
め
、
授
業
内
容
を
充
実
す
る
。
②
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
を
援
助
し
、
サ

ブ
ゼ
ミ
の
積
極
的
活
用
を
図
る
。

②
外
国
語
教
育
の
改
善
の
た
め
に
、
英
語
四
コ
マ
の
組
み
立
て
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
目

標
を
明
確
に
し
、
外
国
語
能
力
の
向
上
を
図
る
。

③
小
集
団
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充
実
と
指
導
を
強
化
す
る
た
め
に
、
ク
ラ
ス
学
生
定
員
の

削
減
を
図
る
。

側
学
生
部
と
二
部
事
務
室
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
二
部
学
生
の
学
生
生
活
・
課
外
活

動
・
定
職
斡
旋
・
就
職
活
動
な
ど
の
援
助
を
強
め
る
。

⑤
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
二
部
教
学
」
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
引
き
続
い
て
入
試
制
度

改
善
の
検
討
を
行
な
い
、
二
部
独
自
の
入
試
制
度
改
善
の
実
現
を
図
る
。

基
本
施
策
に
つ
い
て
は
、
二
部
協
議
会
を
中
心
と
し
て
全
学
的
検
討
を
進
め
、
八
○
年
度

‘
中
に
そ
の
経
過
を
全
学
に
明
ら
か
に
す
る
。
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七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
七
六
年
一
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
で
明
ら
か
に
さ
無

た
大
学
院
の
全
学
的
位
置
づ
け
の
持
つ
重
要
な
意
義
を
再
度
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

意
義
を
深
め
て
大
学
院
問
題
の
理
解
と
改
善
へ
全
学
的
な
努
力
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

教
育
・
研
究
を
通
し
た
院
生
と
学
部
学
生
と
の
交
流
を
一
段
と
深
め
る
と
と
も
に
大
学
院

が
わ
が
国
の
学
術
・
教
育
・
研
究
体
制
へ
の
後
継
者
の
養
成
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

教
育
と
研
究
を
実
践
的
に
統
一
し
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
真
に
守
り
発
展
さ
せ

る
「
民
主
的
研
究
者
」
の
養
成
が
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
」
の
運
動
の
一
環
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学
院
の
全
学
的
位
置
づ
け
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
必
要
が
ぁ

プ
（
》
Ｏ

②
指
導
体
制
の
強
化
と
研
究
・
生
活
条
件
の
改
善

大
学
院
教
学
の
充
実
・
指
導
体
制
の
強
化
の
課
題
は
教
員
集
団
の
旺
盛
な
研
究
活
動
が
、

院
生
の
研
究
に
と
っ
て
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
学
部
全
体
、

研
究
科
全
体
、
ま
た
全
学
的
な
研
究
活
動
の
発
展
の
な
か
で
院
生
の
研
究
力
量
が
培
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
置
き
つ
つ
、
以
下
の
具
体
的
な
改
善
を
行
な
う
。

①
指
導
体
制
の
強
化

④
各
研
究
科
と
主
ゼ
ミ
に
お
け
る
教
学
の
重
点
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
総
括
を
行
な
う
。

＠
複
数
指
導
の
担
当
教
員
を
各
研
究
科
で
決
定
し
、
各
研
究
科
の
実
情
と
院
生
の
教
学

実
態
・
要
求
に
合
わ
せ
て
複
数
指
導
を
強
化
す
る
。

⑧
後
期
課
程
に
お
け
る
指
導
を
強
化
す
る
た
め
に
複
数
指
導
を
後
期
課
程
に
お
い
て
も

継
承
す
る
。

ｅ
各
学
部
共
同
研
究
会
へ
の
教
員
の
積
極
的
参
加
に
基
づ
く
共
同
指
導
体
制
の
強
化
。

④
今
日
の
学
際
的
な
学
問
・
研
究
状
況
に
見
合
っ
た
各
研
究
科
に
ま
た
が
る
独
自
の
開

講
方
式
や
、
集
中
開
講
方
式
も
含
め
た
特
別
開
講
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
な
う
。

④
人
文
科
学
研
究
所
・
理
工
学
研
究
所
の
共
同
研
究
会
へ
の
参
加
の
推
進
。

①
院
生
間
の
共
同
研
究
発
展
や
、
学
外
研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
積
極
的
参
加
の
た
め
の
必

要
な
指
導
援
助
を
強
化
す
る
。

⑦
院
生
の
修
学
年
限
内
に
お
け
る
指
導
の
強
化
。

①
院
生
論
文
の
学
会
誌
、
ま
た
は
そ
の
他
の
研
究
機
関
誌
へ
の
発
表
・
掲
載
。

②
院
生
の
研
究
・
生
活
条
件
の
改
善

④
研
突
施
訊
平
設
備
の
改
善

修
学
館
内
に
お
け
る
大
学
院
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
長
期
計
画
委
員
会
答
申
を
基
礎
に
、

法
学
研
究
科
の
移
転
ま
で
に
整
備
す
る
。

、
大
学
院
図
書
の
あ
り
方
と
図
書
費

大
学
院
図
書
費
は
、
学
部
の
図
書
費
の
な
か
に
統
合
し
、
そ
の
な
か
で
一
定
の
割
合
を

保
障
し
、
図
書
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
院
生
の
参
加
を
保
障
し
て
行
な
う
。
ま
た
、
全

学
的
な
研
究
活
動
か
ら
の
要
請
お
よ
び
院
生
の
研
究
活
動
か
ら
の
要
請
に
応
え
た
図
書

の
整
理
・
配
架
の
迅
速
化
を
行
な
う
。

○
奨
学
金
制
度
の
改
善

基
本
的
に
は
、
日
本
育
英
会
奨
学
金
の
増
額
、
全
員
換
得
を
要
求
し
て
運
動
を
前
進
さ

せ
る
が
、
当
面
、
学
内
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
返
還
免
除
規
定
を
廃
止
し
て
奨
学
金

の
増
額
を
行
な
う
。

ｅ
そ
の
他
院
生
の
学
会
参
加
旅
費
補
助
金
の
増
額
、
院
生
協
議
会
理
論
機
関
誌
に
対
す

る
援
助
を
行
な
う
。
‐

③
入
試
制
度
の
改
善
の
検
討

④
院
生
の
就
職
問
題
に
対
す
る
体
制
の
強
化

⑧
オ
ー
バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
（
Ｏ
Ｄ
）
問
題
の
抜
本
的
解
決
と
当
面
の
改
善
に
つ
い
て

今
日
の
大
学
院
問
題
に
つ
い
て
重
要
な
点
は
Ｏ
Ｄ
問
題
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
問
題
の
重
大
性

は
、
そ
の
こ
と
が
院
生
の
研
究
生
活
上
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
大
学
院
教
学
の

問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
学
を
含
め
わ
が
国
の
学
術
体
制
全
般
の
将
来
に
と
っ
て
も
重

大
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
の
全
学
的

取
り
組
み
の
強
化
と
当
面
本
学
に
お
け
る
過
渡
的
対
策
と
し
て
以
下
の
点
を
行
な
う
。

①
抜
本
的
解
決
に
向
け
て

Ｏ
Ｄ
問
題
解
決
へ
向
け
て
の
全
学
的
な
運
動
形
成
を
め
ざ
す
。
当
面
、
大
学
院
委
員
会

の
な
か
に
「
Ｏ
Ｄ
問
題
特
別
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
Ｏ
Ｄ
問
題
に
対
す
る
情
報
の
収
集
、

調
査
と
情
勢
の
分
析
、
必
要
な
政
策
の
提
起
を
行
な
う
と
と
も
に
、
日
本
学
術
会
議
な
ど

と
も
協
力
し
て
そ
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
。

②
学
内
に
お
け
る
過
渡
的
対
策

当
面
以
下
の
点
を
実
施
す
る
。

－216－



資料705

四
教
学
改
善
と
一
学
生
数
減
」

学
内
理
事
会
は
、
「
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
政
策
の
確
立
の
た
め
に
」
に
お
い
て
、
本

学
の
八
○
年
代
に
向
か
う
教
学
改
善
の
た
め
に
、
①
民
主
的
・
社
会
的
常
識
と
社
会
に
通
用

す
る
専
門
的
学
力
・
技
術
を
養
う
こ
と
、
②
そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
養
成
す
る
こ

と
、
③
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
教
育
・
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
の

推
進
と
、
学
生
の
学
び
が
い
の
あ
る
大
学
教
育
の
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
を
三
つ
の
基
本
的

視
点
と
し
て
、
学
部
学
生
数
減
の
施
策
を
提
起
し
た
。

今
日
の
わ
が
国
の
私
立
大
学
問
題
の
な
か
で
、
学
生
入
学
定
員
の
超
過
問
題
は
教
学
上
の

④
学
内
に
お
け
る
奨
励
研
究
員
制
度
を
八
○
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

＠
非
常
勤
講
師
の
学
内
採
用
規
準
の
改
善
・
斡
旋
。

⑧
就
職
開
拓
と
斡
旋
へ
の
努
力
。

ｅ
Ｏ
Ｄ
の
研
究
能
力
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
指
導
と
研
究
条
件
の
保
障
。

④
一
定
の
経
済
的
援
助
。

㈱
大
学
院
体
制
の
強
化

①
研
究
科
体
制
の
強
化

担
当
者
会
議
の
設
置
と
定
例
化
を
実
現
し
、
研
究
指
導
方
法
の
交
流
や
、
教
員
相
互
の

研
究
活
動
の
交
流
、
ま
た
共
同
研
究
の
前
進
を
図
り
、
教
員
と
院
生
と
の
共
同
研
究
の
推

進
に
資
す
る
。

②
大
学
院
事
務
体
制
の
強
化

大
学
院
各
研
究
科
と
学
部
教
学
の
有
機
的
な
連
携
・
強
化
の
視
点
に
基
づ
い
て
、
当
面

各
学
部
事
務
室
に
お
け
る
大
学
院
事
務
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
教
学
の
全

学
的
位
置
づ
け
か
ら
の
改
善
・
充
実
に
向
け
て
施
策
を
推
進
す
る
体
制
を
強
化
す
る
。
ま

た
、
今
後
の
一
拠
点
時
に
お
け
る
全
学
的
な
事
務
体
制
再
検
討
の
な
か
で
、
大
学
院
事
務

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
に
お
け
る
大
学
院
の
充
実
は
、
全
学
の
積
極
的
な
参
加
と
努
力

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
院
生
が
相
互
の
援
助
と
励
ま
し
、
院
生

間
の
「
民
主
的
研
究
者
」
と
し
て
の
厳
し
い
相
互
批
判
に
よ
り
共
同
研
究
の
発
展
に
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

五
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
、
施
設
・
設
備
の
改
善
・
整
備

一
拠
点
達
成
に
伴
う
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
施
設
・
設
備
の
改
善
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
当

最
大
矛
盾
の
三
一
と
な
っ
て
お
り
本
学
も
こ
の
こ
と
を
改
善
課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

本
学
の
一
拠
点
化
を
中
心
と
す
る
長
期
計
画
の
進
行
と
公
費
助
成
の
前
進
と
い
う
全
学
の

努
力
の
な
か
で
、
わ
が
学
園
も
よ
う
や
く
こ
れ
を
実
現
す
る
現
実
的
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し

た
。

本
学
に
お
け
る
学
部
学
生
数
減
の
施
策
は
、
第
一
に
、
七
三
年
度
以
降
の
わ
が
学
園
の
民

主
的
な
前
進
の
な
か
で
、
国
民
的
要
請
に
応
え
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
と
教
学
充
実
の
条
件

で
あ
り
、
第
二
に
、
八
○
年
と
そ
れ
以
降
の
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
わ
が
学
園
像
・

学
生
像
の
実
現
に
向
け
て
の
諸
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
学
生
・
院
生
の
学
問
研
究
活
動

の
充
実
、
学
園
生
活
の
充
実
、
教
職
員
の
研
究
・
教
育
・
労
働
条
件
の
改
善
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
理
事
会
の
責
任
に
お
い
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

①
学
生
の
学
問
・
研
究
へ
の
情
熱
と
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く
大
学
教
育
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
入
学
定
員
超
過
を
是
正
し
な
が
ら
学
生
実
態
の
正
し
い
把
握
、
小
集
団

教
育
を
基
礎
と
し
た
密
度
の
濃
い
教
育
と
研
究
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、
当
面
第
一
段

階
と
し
て
ク
ラ
ス
学
生
定
員
減
を
内
容
と
す
る
学
生
数
減
を
八
○
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

②
学
生
数
減
の
具
体
的
実
施
の
第
二
段
階
に
お
け
る
実
施
案
は
、
一
・
二
部
に
お
け
る
ク

ラ
ス
数
減
に
よ
る
学
生
数
減
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
一
・
二
部
学
友
会
は
反
対

を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
理
事
会
は
、
教
員
に
よ
る
教
育
実
践
の
相
互
交
流
や
相
互
批

判
、
お
よ
び
そ
の
研
究
活
動
を
保
障
す
る
条
件
を
整
備
す
る
た
め
に
、
ク
ー
フ
ス
数
減
を
内

容
と
す
る
学
生
数
減
を
理
事
会
の
責
任
に
お
い
て
八
三
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

３
さ
ら
に
二
部
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
勤
労
学
生
確
保
を
重
点
に
置
き
、
こ
の
間
実

施
さ
れ
て
き
た
推
薦
入
学
制
度
、
ま
た
二
講
時
制
に
お
け
る
改
善
施
策
の
実
施
、
小
集
団

教
育
の
充
実
を
十
分
に
踏
ま
え
て
実
施
す
る
。

と
く
に
第
二
段
階
に
お
け
る
実
施
に
つ
い
て
は
、
二
部
教
学
の
基
本
的
な
検
討
を
行
な

い
つ
つ
、
学
生
と
の
十
分
な
討
議
を
踏
ま
え
て
そ
の
具
体
化
を
検
討
す
る
。
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面
次
の
点
を
実
施
し
つ
つ
．
さ
ら
に
学
園
の
長
期
的
課
題
の
な
か
に
盛
り
込
ん
で
い
く
（
』

⑪
施
設
・
設
備
の
改
善
・
整
備

①
小
集
団
教
育
お
よ
び
自
主
的
集
団
的
学
習
活
動
を
保
障
す
る
条
件
と
し
て
、
こ
れ
に
必

要
な
諸
施
設
の
整
備
（
小
教
室
の
一
部
分
可
動
机
化
、
学
生
共
同
研
究
室
の
改
善
、
自
習

室
、
会
議
室
の
整
備
・
増
設
等
）
を
行
な
う
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
現
在
の
施

設
に
加
え
新
た
に
衣
笠
周
辺
に
建
設
す
る
。

②
学
部
教
学
基
本
施
設
お
よ
び
学
生
施
設
の
整
備

学
部
教
学
の
充
実
に
向
け
て
の
学
生
・
教
職
員
の
教
育
・
研
究
活
動
の
条
件
と
し
て
相
対

的
に
遅
れ
て
い
る
理
工
学
部
の
教
学
基
本
施
設
の
整
備
な
ら
び
に
、
経
済
、
経
営
、
理
工

学
部
に
お
け
る
学
生
共
同
研
究
室
、
自
習
室
、
な
ど
の
整
備
を
八
二
年
度
実
現
を
め
ざ
し

て
実
施
す
る
。

③
大
集
会
場
の
設
置

学
部
規
模
な
い
し
全
学
規
模
の
集
会
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
、
催
し
物
、
さ
ら

に
は
学
内
諸
パ
ー
ト
と
の
協
力
を
基
礎
と
し
た
地
域
的
、
全
国
的
な
集
会
、
そ
の
他
の
行

事
な
ど
多
様
な
諸
活
動
を
保
障
し
う
る
大
集
会
場
と
し
て
当
面
、
以
学
館
二
号
室
を
改
修

し
、
引
き
続
い
て
以
学
館
一
号
室
の
大
集
会
場
化
を
八
二
年
度
実
現
に
向
け
て
行
な
う
。

④
教
職
員
お
よ
び
院
生
の
研
究
活
動
充
実
の
た
め
に
修
学
館
の
改
修
、
末
川
記
念
会
館
の

建
設
を
行
な
う
。
ま
た
、
そ
の
他
の
研
究
諸
施
設
（
第
二
修
学
館
の
建
設
、
理
工
学
部
の

研
究
施
設
の
整
備
、
電
算
機
室
の
拡
充
な
ど
）
に
つ
い
て
も
具
体
化
の
検
討
を
進
め
る
。

②
校
地
確
保
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備

一
拠
点
計
画
の
完
成
を
目
前
に
し
て
「
憩
い
と
緑
、
ゆ
と
り
と
学
問
的
気
風
に
溢
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
造
」
に
向
け
て
当
面
、
正
門
の
設
置
、
キ
ャ
、
ノ
パ
ス
の
緑
化
な
ど
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
を
行
な
い
、
ま
た
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
条
件
の
充
実
、
教
職
員
の

教
育
・
研
究
活
動
の
条
件
お
よ
び
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
生
活
上
の
条
件
を
整
備
・
確
保

す
る
に
必
要
な
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
の
拡
充
を
本
学
の
財
政
力
量
に
見
合
っ
て
進
め
る
。

六
、
就
職
・
厚
生
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
改
善
・
充
実

①
就
職
に
対
す
る
取
り
組
み

大
学
で
の
就
職
問
題
は
、
第
一
に
、
学
生
に
と
っ
て
人
生
を
左
右
す
る
切
実
な
問
題
で

あ
り
：
第
二
に
：
本
学
教
学
の
到
達
度
が
社
会
的
に
点
検
さ
れ
る
一
つ
の
重
要
な
場
で
あ

り
、
第
三
に
は
、
こ
れ
を
通
じ
て
教
学
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
影
響
が
反
映
し
て
く
る
、

と
い
う
三
つ
の
重
要
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
就
職
問
題
は
教
学
問
題
と

深
く
つ
な
が
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
大
学
各
機
関
が
教
学
的
な
視
点
か
ら
取
り
組

み
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
以
下
の
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
就
職
委
員
会
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。
第
二
に
は
、
事
務
局
で

あ
る
就
職
課
が
大
学
に
お
け
る
就
職
問
題
の
性
格
を
全
面
的
に
把
握
し
、
職
場
の
集
団
体

Ｏ

制
の
も
と
に
、
学
生
の
要
求
に
真
に
応
え
る
立
場
か
ら
業
務
を
自
覚
的
に
推
進
す
る
こ
と

ま
た
こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
教
学
的
視
点
か
ら
就
職
実
態
を
総
括
し
、
就
職
問
題
に
対
す
る

方
針
を
提
起
す
る
機
関
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
就
職
課
を
中
心
に
、

教
授
会
・
関
連
部
課
が
連
携
し
て
取
り
組
む
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
た
体
制
の
確
立
を
重
点
と
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、

①
学
友
会
・
自
治
会
な
ど
と
の
懇
談
も
含
め
て
学
生
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ
を
就
職
委
員

会
を
通
じ
て
全
学
の
教
学
機
関
へ
反
映
さ
せ
る
。

②
各
学
部
教
員
、
と
り
わ
け
四
回
生
ゼ
ミ
担
当
者
と
就
職
課
と
の
連
携
を
懇
談
会
な
ど
を

通
じ
て
強
化
す
る
。

③
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
工
夫
や
窓
口
相
談
、
資
料
室
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
学
生
の
就
職
活
動

の
各
段
階
に
対
応
し
た
適
切
な
援
助
活
動
を
強
め
る
。

④
公
務
員
・
教
員
志
望
者
に
対
す
る
援
助
を
い
っ
そ
う
工
夫
す
る
。

⑤
女
子
学
生
・
二
部
学
生
に
対
す
る
援
助
を
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
前
進
の
上
に
立

っ
て
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
。

⑥
学
生
が
自
己
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
就
職
分
野
に
進
出
し
う
る
よ
う
に
求

人
開
拓
を
進
め
る
。
と
く
に
、
地
元
就
職
希
望
者
に
対
す
る
地
方
求
人
開
拓
を
系
統
的
に

進
め
る
。
ま
た
、
校
友
会
地
方
支
部
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
。

②
厚
生
施
策
の
取
り
組
み
の
強
化

①
当
面
す
る
施
策
を
、
各
担
当
部
門
に
よ
る
活
動
の
共
同
化
・
総
合
化
に
よ
り
充
実
を
図

る
。
大
学
は
こ
れ
ま
で
も
学
生
部
を
は
じ
め
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
担
当
部
課
の
活
動
強

化
に
よ
り
、
厚
生
面
で
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
学
内
で
重
要
な
厚
生
活
動
を
展

開
し
て
い
る
生
活
協
同
組
合
に
つ
い
て
も
、
援
助
を
強
化
し
て
き
た
。
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ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
状
況
の
も
と
で
は
、
各
担
当
部
課
の
活
動
の
い
っ
そ
う
の
強

化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
生
活
協
同
組
合
を
含
め
、
こ
れ
ら
各
担
当
部
課
の

活
動
の
共
同
化
・
総
合
化
を
図
る
こ
と
が
施
策
の
充
実
・
強
化
の
た
め
に
極
め
て
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
大
学
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
厚
生
施
策
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図

プ
（
》
Ｏ

④
厚
生
施
策
の
共
同
化
・
総
合
化
を
図
る
た
め
、
生
協
を
含
む
必
要
な
連
絡
会
議
な
ど

を
設
置
す
る
。

、
学
費
改
定
の
も
た
ら
す
影
響
の
重
大
性
を
考
慮
し
、
従
来
か
ら
あ
る
経
済
的
援
助
策

を
充
実
す
る
。

仰
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
制
度
の
改
善
お
よ
び
適
用
拡
大
に
努
力
す
る
。

Ⅷ
学
資
貸
与
制
度
に
つ
い
て
、
新
入
学
生
か
ら
の
適
用
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
在

校
生
に
つ
い
て
も
、
回
生
が
進
む
時
点
で
の
適
用
上
の
配
慮
に
よ
り
充
実
を
図
る
。

川
生
活
援
助
金
の
金
額
を
現
行
一
万
円
か
ら
二
万
円
に
増
額
し
、
合
わ
せ
て
貸
与
手

続
き
の
簡
素
化
を
図
る
。

○
学
生
生
活
を
援
助
す
る
た
め
の
適
切
な
ア
ル
バ
イ
ト
斡
旋
を
充
実
し
、
ア
ル
バ
イ
ト

中
の
労
働
災
害
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談
援
助
を
強
化
す
る
。

ｅ
肉
体
的
・
精
神
的
に
健
康
な
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
活
動
を
充
実

し
、
関
連
部
課
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
。

②
生
活
協
同
組
合
に
つ
い
て

本
学
に
お
け
る
生
協
の
位
置
づ
け
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
既
に
七
五
全
学
協
確
認
に
お

い
て
明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
生
涌
を
守
る
自
主
的
運
動
体
と
し
て
の
活
動
は
、

い
っ
そ
う
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
大
学
は
、
引
き
続
き
こ
れ
へ
の
援
助
を
強
化
す
る
。

④
大
学
と
生
協
の
関
係
に
つ
い
て
、
七
五
全
学
協
確
認
に
則
り
つ
つ
、
実
態
に
即
し
た

④
大
学
と
生
協
の
関
係
に
つ
い
て
七
五
全
学
協
確
認
に
殿
り
っ
（

現
実
的
な
対
応
に
よ
り
、
具
体
的
に
整
理
す
る
。

、
当
面
す
る
施
策
と
し
て
左
記
を
実
施
し
、
活
動
の
充
実
を
図
る
。

㈹
新
法
学
部
棟
に
新
し
い
機
能
を
も
っ
た
大
食
堂
を
設
置
す
る
。

川
新
法
学
部
棟
に
本
学
の
教
学
水
準
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
の
書
籍
部
店
舗
を
設
置
す

ブ
（
ず
○

》
川
現
書
籍
部
店
舗
移
転
後
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
学
生
生
活
に
対
応
す
る
購
買
部
店

七
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
園

大
学
の
発
展
は
、
ま
た
同
時
に
地
域
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
と
く
に
こ
の
こ
と
を
重
視
し
、
「
国
民
に
開
か
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
」

と
し
て
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
全
国
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た
大
学
の
創

造
に
努
力
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
八
○
年
代
を
通
じ
て
、
わ
が
学
園
に
対
す
る
全
国
的
な
声
価
を
さ
ら
に

高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
要
求
や
要
望
に
も
十
分
に
応
え
う
る
教
育
・
研
究
を
進
め
、
ま

た
市
民
に
開
か
れ
た
「
土
曜
講
座
」
な
ど
の
長
い
伝
統
を
生
か
し
て
、
市
民
が
親
し
め
る
種

々
の
講
演
会
や
催
し
物
な
ど
が
開
催
で
き
る
具
体
的
な
施
策
を
八
○
年
度
に
策
定
す
る
。

今
学
費
問
題
の
取
り
組
み
は
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の

あ
る
学
園
像
と
そ
れ
に
基
づ
く
当
面
の
政
策
と
長
期
的
課
題
を
確
立
し
、
同
時
に
、
こ
れ
ら

の
諸
課
題
を
進
め
る
教
職
員
の
あ
り
方
と
そ
の
体
制
・
条
件
に
つ
い
て
、
大
要
次
の
よ
う
な

到
達
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

舗
の
拡
充
を
図
る
季

側
そ
の
他
、
一
拠
点
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
生
協
と
の
間
で
十
分
協
議
し
現
実
的
解
決
を
図
る
。

③
全
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
政
策
の
確
立

青
年
の
発
達
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
要
求
は
切
実
で
あ
り
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
体
力
向
上
、
人
間
形
成
、
集
団
づ
く
り
な
ど
に
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
踏

士
今
え
、

①
学
園
の
総
合
政
策
の
一
環
と
し
て
、
当
面
の
総
合
的
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
八
○
年
三
月
末

ま
で
に
作
成
し
、
提
起
す
る
。

②
第
二
体
育
館
の
建
設
を
進
め
、
さ
ら
に
は
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
較
的
近
い
場
所
で
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
応
え
る
。

③
体
育
会
に
組
織
さ
れ
た
課
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
援
助
を
系
統
的
に
強
め
る
。

（
三
）
学
園
創
造
を
進
め
る
教
職
員
像
お
よ
び
体
制
・
条
件
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｜
、
教
職
員
像
に
つ
い
て

七
五
全
学
協
確
認
は
、
「
新
し
い
教
学
を
支
え
る
教
職
員
像
」
と
し
て
、
学
生
の
身
近
に

い
る
労
働
者
と
し
て
、
そ
の
日
々
の
教
育
・
研
究
・
労
働
の
実
践
を
通
じ
て
、
①
民
主
的
・

社
会
的
常
識
を
身
に
つ
け
、
専
門
的
・
技
術
的
能
力
を
み
が
き
あ
げ
る
こ
と
、
②
学
生
の
学

ぶ
権
利
を
守
り
、
発
展
さ
せ
、
人
権
と
民
主
主
義
を
尊
重
・
擁
護
す
る
こ
と
、
｜
③
働
く
者
と

し
て
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
激
動
す
る
社
会
で
の
民
主
的
働
き
手
と
し
て
生
き
て
い
く
自

信
と
確
信
を
示
す
こ
と
、
を
提
起
し
た
。

本
年
度
全
学
協
議
会
は
、
こ
の
全
学
協
確
認
を
い
っ
そ
う
実
体
化
す
る
と
同
時
に
、
次
の

点
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
に
、
今
次
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
的
討
議
は
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
努
力
と
七

五
全
学
協
確
認
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
日
の
私
学
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢
と
、
そ
の
も
と
で
果

た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
本
学
の
社
会
的
役
割
と
位
置
、
お
よ
び
そ
れ
を
基
礎
に
据
え
た
学
園
像

と
学
生
像
を
確
認
す
る
。
教
職
員
は
こ
の
学
園
像
と
学
生
像
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
と
研
究
の
両
面
に
わ
た
り
よ
り
厳
し
い
社
会
的
責
任
を
負
う
。

第
二
に
、
今
日
、
国
民
の
大
学
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
大
学

の
「
大
衆
化
」
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
学
生
実
態
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
に
教
育
機

能
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
重
視
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
わ
が
国
の
大
学
教
育
に
お

け
る
歴
史
的
・
社
会
的
制
約
や
大
学
の
伝
統
的
影
響
を
考
え
る
と
き
、
大
学
の
教
育
機
能
を

重
視
し
、
教
育
内
容
、
教
授
法
の
研
究
の
遅
れ
を
克
服
す
る
課
題
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。

こ
の
課
題
の
取
り
組
み
は
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
具
体
的
充
実
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、

八
○
年
代
以
降
真
に
国
民
的
要
請
に
応
え
て
い
く
大
学
を
創
造
す
る
と
い
う
国
民
的
課
題
か

ら
み
て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

全
学
的
討
議
を
通
し
て
明
確
化
さ
れ
た
学
生
像
を
基
底
に
据
え
つ
つ
、
教
員
・
学
生
が
共

に
教
育
・
研
究
の
到
達
目
標
を
確
認
し
、
そ
の
目
標
へ
の
実
践
が
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

教
育
の
充
実
に
は
次
の
点
が
重
要
で
あ
る
。

①
ｘ
フ
日
の
学
生
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
学
生
の
学
問
要
求
に
応
え
る
こ
と
。
②
今
日
、

と
く
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
は
教
員
の
集
団
化
の
い
っ
そ
う
の
強
化
で
あ
り
、
教
員
の
集

団
的
教
育
実
践
で
あ
る
こ
と
。
③
教
員
と
学
生
の
教
育
実
践
過
程
を
通
じ
て
教
育
と
研
究
の

実
践
的
統
一
を
追
求
す
る
こ
と
。
④
真
に
生
き
た
教
育
は
教
育
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
結
実
す
る
こ
と
一

第
三
に
、
教
員
は
研
究
者
で
あ
る
と
と
も
に
教
育
者
で
あ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
研
究
は
、
教
育
的
契
機
を
介
し
教
育
か
ら
の
要
請
・
課
題
に
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
質
と
あ
り
方
も
国
民
的
要
請
・
課
題
に
応
え
て
い
く
も
の
に
な
る
。
ま
た
、
研
究

内
容
が
国
民
的
要
請
・
課
題
に
応
え
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
そ
の
学
生
へ
の
結
実
が
い
っ
そ
う

要
請
さ
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
「
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
」
は
現
在
の
課
題
に
応
え

る
た
め
に
教
育
と
研
究
の
統
一
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
い
段
階
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
内
容
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
こ
は
教
育
・
研
究
に
お
け
る
「
現
代
化

・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
職
員
の
集
団
的
な
相

互
の
援
助
と
批
判
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
学
生
・
院
生
の
積
極
的
な
参
加
と
あ
い
ま
っ
て
教
育

・
研
究
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
当
面
の
施
策
お
よ
び
長
期

課
題
を
設
定
し
た
。
こ
の
諸
課
題
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
教
職
員
は
、
教
育
・
研
究
と

財
政
お
よ
び
管
理
・
運
営
の
統
一
を
具
体
的
に
追
求
し
集
団
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

か
づ
い
０

以
上
の
視
点
の
確
立
は
、
学
生
実
態
の
把
握
、
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
の
努
力
、
財

政
の
民
主
化
、
民
主
的
管
理
・
運
営
の
推
進
に
向
け
、
教
員
と
職
員
と
の
よ
り
高
い
水
準
で

の
協
力
・
共
同
体
制
を
つ
く
り
出
す
大
き
な
可
能
性
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
体
制
の
強
化
と
条
件
整
備

以
上
の
よ
う
な
八
○
年
代
に
求
め
ら
れ
る
本
学
の
教
職
員
像
に
基
づ
い
て
教
育
と
研
究
が

実
践
的
に
統
一
さ
れ
、
充
実
・
発
展
さ
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
、
大
学
の
各
機
関

の
体
制
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
次
の
諸
点
が
必
要
で
あ
る
。

①
理
事
会
の
政
策
・
指
導
力
量
の
強
化
。

②
各
学
部
教
授
会
を
中
心
と
す
る
各
教
学
機
関
の
強
化
、
ま
た
教
授
会
に
お
け
る
各
種
委

員
会
や
担
当
者
会
議
な
ど
の
強
化
、
研
究
体
制
の
強
化
。

③
「
部
」
（
総
務
・
財
務
・
教
学
お
よ
び
学
生
部
な
ど
）
に
お
け
る
積
極
的
な
「
部
」
会

議
の
開
催
と
運
営
。

④
職
員
に
お
け
る
部
課
長
会
議
・
関
連
部
課
会
議
の
強
化
と
と
も
に
、
各
職
場
に
お
け
る
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職
場
会
議
の
充
実
《
》

⑪
教
育
・
研
究
体
制
の
強
化
と
条
件
整
備

①
教
育
・
研
究
の
実
践
的
統
一
を
進
め
る
た
め
に
は
、
教
員
の
教
育
・
研
究
条
件
の
改
善

が
重
要
で
あ
る
。
学
生
数
減
に
よ
る
教
学
条
件
の
改
善
と
と
も
に
、
教
員
の
教
育
・
研
究

活
動
を
保
障
す
る
た
め
に
、
学
内
役
職
・
諸
会
議
の
合
理
化
・
効
率
化
と
教
学
諸
機
関
に

お
け
る
事
務
体
制
の
強
化
、
各
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
約
化
な
ど
に
よ
る
持
時
間
の
合

理
化
、
教
員
の
計
画
的
増
員
な
ど
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
具
体
化
す
る
。
さ
ら
に
、
教
員

の
共
同
研
究
体
制
・
条
件
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

②
こ
の
た
め
に
、

④
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
に
お
け
る
専
任
研
究
員
制
度
の
充
実
・
確
立
。

、
各
学
部
共
同
研
究
室
、
「
電
算
機
室
」
な
ど
共
同
利
用
研
究
施
設
の
充
実
。

⑧
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
教
職
課
程
教
室
、
保
健
体
育
教
室

な
ど
に
参
加
す
る
教
員
の
研
究
条
件
と
、
体
制
の
整
備
。

ｅ
修
学
館
の
改
修
・
整
備
、
末
川
記
念
会
館
の
建
設
お
よ
び
第
二
修
学
館
建
設
、
理
工

学
部
研
究
施
設
の
整
備
の
検
討
・

な
ど
を
進
め
る
。
ま
た
、
個
別
研
究
助
成
の
促
進
、
学
外
研
究
員
制
度
の
改
善
、
研
究
基

本
設
備
・
図
書
の
整
備
、
国
際
学
術
交
流
の
整
備
・
拡
充
な
ど
を
進
め
る
。

②
事
務
体
制
の
民
主
的
強
化
と
条
件
整
備

①
職
員
が
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
生
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
、

大
学
の
社
会
的
役
割
を
守
る
こ
と
、
大
学
の
自
治
を
守
る
こ
と
を
基
本
視
点
と
し
て
、
自

ら
の
業
務
の
教
学
上
、
学
生
生
活
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ

け
、
今
後
、
業
務
を
集
団
的
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
が
重
要
で
あ
る
。

④
業
務
の
持
つ
課
題
性
、
重
要
性
の
認
識
を
深
め
、
経
験
主
義
を
克
服
す
る
。

＠
学
ぶ
と
い
う
態
度
を
強
め
て
、
他
の
部
署
や
他
大
学
の
経
験
を
教
訓
的
に
業
務
の
な

か
に
生
か
す
。

⑤
事
務
の
簡
素
化
、
標
準
化
を
図
り
、
集
団
化
、
共
同
化
を
推
進
す
る
。

ｅ
課
の
年
間
の
重
点
課
題
を
設
定
し
、
こ
れ
の
総
括
を
行
な
い
、
次
年
度
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
い
ノ
、
。

④
事
務
の
進
め
方
、

点
検
体
制
の
改
善
を
図
り
、
実
務
力
吐
を
強
化
す
る
。

④
業
務
の
組
織
化
：
職
場
の
民
主
的
”
集
団
的
運
営
に
関
し
て
の
職
制
の
り
：
‐
ｉ
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
強
め
る
。

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
園
課
題
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
部
課
の
民
主
化
と
集

団
化
体
制
の
い
っ
そ
う
の
充
実
と
政
策
力
量
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

職
員
個
々
と
部
課
全
体
の
主
体
的
な
業
務
の
取
り
組
み
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
教
職
員
、

諸
機
関
相
互
の
協
力
と
批
判
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
事
務
体
制
の
整
備
強
化
に
つ
い
て
は
次
の
点
を
中
心
に
行
な
う
。

④
総
合
的
な
学
生
の
実
態
把
握
の
た
め
の
資
料
集
中
、
政
策
化
の
体
制
の
中
心
を
教
学

部
と
し
、
総
務
部
・
財
務
部
・
学
生
部
お
よ
び
学
部
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

、
教
育
と
研
究
の
実
践
を
統
一
的
に
進
め
る
た
め
、
教
学
部
体
制
の
整
備
・
強
化
を
行

な
い
、
学
部
事
務
室
と
の
関
連
強
化
を
図
る
。

④
就
職
課
に
つ
い
て
は
、
前
述
「
就
職
に
対
す
る
取
り
組
み
」
を
内
容
と
す
る
体
制
強

化
を
行
な
う
。

ｅ
長
期
計
画
委
員
会
の
強
化
と
関
連
し
て
、
そ
の
事
務
局
を
強
化
す
る
。

④
研
究
事
務
体
制
（
図
書
館
体
制
の
検
討
を
含
め
て
）
の
強
化
を
図
る
。

④
施
設
・
管
理
を
含
む
財
務
部
体
制
の
検
討
を
行
な
う
。

①
一
拠
点
完
成
時
に
お
け
る
事
務
体
制
と
し
て
、
関
連
部
課
の
再
整
理
を
中
心
に
し
て
、

全
体
の
部
課
の
整
備
・
強
化
を
行
な
う
。

⑦
職
員
定
数
増
に
つ
い
て
は
、
部
課
再
編
成
、
学
生
定
数
減
、
従
来
の
職
員
増
の
経
過
、

他
大
学
の
職
員
配
置
な
ど
の
点
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
な
う
。

⑨
研
修
制
度
の
充
実
を
図
る
。

③
教
職
員
の
労
働
・
生
活
条
件

教
職
員
の
労
働
・
生
活
は
教
学
推
進
の
基
礎
を
な
し
て
お
り
、
理
事
会
は
、
教
職
員
実

態
の
正
し
い
把
握
と
、
確
認
さ
れ
た
諸
課
題
の
実
践
な
ど
か
ら
新
し
く
要
求
さ
れ
て
く
る

教
職
員
の
労
働
・
生
活
諸
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
教
職
員
組
合
の
要
求
を
積
極
的
に
受
け

止
め
つ
つ
、
改
善
し
て
い
く
責
任
を
負
う
。
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今
次
学
費
改
定
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
を
通
じ
て
後
述
す
る
よ
う
な
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
学
園
の
長
期
的
・
総
合
的
課
題
を
確
立
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
こ
の
八
○

年
代
、
さ
ら
に
は
九
○
年
代
に
つ
な
が
る
長
期
的
・
総
合
的
課
題
の
確
立
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
歴
史
的
意
義
と
性
格
・
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

｜
、
戦
後
立
命
館
大
学
の
歴
史
は
、
段
階
を
追
っ
た
長
期
的
課
題
の
追
究
を
め
ざ
し
つ
つ
展

開
さ
れ
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
敗
戦
直
後
か
ら
六
○
年
初
頭
に
か
け
て
は
、
い
わ

ゆ
る
学
園
復
興
が
長
期
的
課
題
の
基
本
指
標
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
戦
後
復
興
に
向
け

て
の
全
国
的
な
盛
り
上
が
り
の
な
か
で
、
大
学
と
し
て
の
最
低
の
設
備
条
件
が
整
備
さ
れ
、

民
主
立
命
の
制
度
的
な
骨
格
が
っ
く
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
続
く
六
三
年
の
「
学
園
振
興

基
本
要
綱
」
の
提
示
以
来
、
七
○
年
代
に
至
る
時
期
は
、
学
園
外
か
ら
の
暴
力
を
含
む
攻
撃

お
よ
び
学
園
内
部
か
ら
の
大
学
破
壊
を
排
し
、
学
園
民
主
化
闘
争
が
激
し
く
展
開
さ
れ
、
衣

笠
一
拠
点
計
画
の
推
進
に
向
け
て
全
学
の
英
知
と
力
が
結
集
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
過
程
に
照
ら
せ
ば
、
今
次
全
学
協
議
会
に
お
け
る
八
○
年
代
お
よ
び

そ
れ
以
降
に
お
け
る
長
期
的
・
総
合
的
課
題
の
確
立
は
、
明
ら
か
に
第
三
の
時
期
を
画
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
完
成
、
す
な
わ
ち
総
合
大
学
と
し
て
の
基
礎
的

諸
条
件
の
整
備
を
土
台
に
、
学
園
の
新
た
な
展
開
・
創
造
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的

に
は
「
学
園
復
興
」
「
学
園
振
興
」
の
時
代
を
経
た
「
学
園
創
造
」
が
そ
の
基
本
指
標
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜
｜
、
学
園
の
新
た
な
創
造
・
展
開
を
方
向
づ
け
る
長
期
的
・
総
合
的
課
題
は
、
当
然
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
性
格
・
特
徴
を
も
っ
て
裏
う
ち
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
八
○
年
代
の
長
期
的
・
総
合
的
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
拠
点
化
計
画
と
は
異

な
り
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
の
社
会
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い
学
生
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
総
合
大
学
と
し
て
の
教
育
と
研
究
、
民
主
的
体
制
な
ど
を

よ
り
創
造
的
に
効
果
的
に
発
展
・
展
開
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
今
次
長
期
的
・
総
合
的
課
題
で
は
、
教
学
改
善
の
基
礎
的
条
件
を
な
す
学
部
学

生
数
の
計
画
的
削
減
と
合
わ
せ
て
、
立
命
館
大
学
の
果
た
し
て
き
た
社
会
的
役
割
に
照
ら
し
、

将
来
に
わ
た
る
中
規
模
都
市
型
大
学
と
し
て
の
学
園
規
模
の
問
題
を
も
策
定
し
な
け
れ
ば
な

（
四
）
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
長
期
的
課
題

」
ら
か
．
い
ｏ

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
学
園
の
新
た
な
創
造
・
展
開
に
向
け
て
の
基
本
的
課
題
の
策
定
・

具
体
化
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
さ
ら
に
質
的
に
高
度
な
全
学
の
英
知
と
力
の
結
集
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
衣
笠
一
拠
点
計
画
の
段
階
で
は
、
段
階
的
に
進
む
各
学

部
移
転
を
軸
に
長
期
的
計
画
を
具
体
化
し
実
践
し
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
的
な
筋
道
で
あ

っ
た
が
、
八
○
年
代
の
新
し
い
段
階
で
は
総
合
大
学
と
し
て
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
う
え
で
、

そ
の
潜
在
的
な
力
量
を
ど
の
よ
う
に
真
に
総
合
さ
れ
た
学
園
の
力
量
と
し
て
創
造
的
誠
効
果

的
に
発
揮
さ
せ
る
か
、
教
育
と
研
究
の
水
準
を
質
的
に
ど
う
飛
踊
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
右
の
観
点
を
前
提
と
し
つ
つ
、
以
下
の
長
期
的
・
総
合
的
課
題
に
関
し
て
そ
の
具
体
案

を
策
定
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

①
平
和
と
民
主
主
義
に
基
づ
く
教
育
・
研
究
の
充
実
と
そ
の
政
策
に
つ
い
て

①
教
育
の
内
容
・
方
法
の
研
究
。

②
大
学
院
教
学
の
充
実
。
‐
（
学
部
教
学
の
充
実
と
教
員
の
研
究
政
策
に
立
脚
し
た
教
育
と

研
究
の
実
践
的
統
一
の
重
要
な
環
の
一
つ
と
し
て
の
大
学
院
の
充
実
。
）

③
教
員
の
研
究
体
制
の
強
化
。

④
学
生
も
含
め
た
国
際
交
流
制
度
等
の
拡
充
。

②
一
拠
点
化
に
お
け
る
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
教
育
・
研
究
活
動
を
推
進
す

る
図
書
館
の
あ
り
方
と
そ
の
政
策
に
つ
い
て

①
総
合
と
配
置
（
学
部
教
学
の
充
実
に
対
応
す
る
「
学
部
図
諜
館
」
構
想
を
も
含
め
た
図

書
配
置
の
あ
り
方
と
総
合
的
機
能
）
。

②
学
術
情
報
（
全
国
的
・
学
内
的
学
術
情
報
の
提
供
）
。

③
以
上
を
踏
ま
え
た
新
し
い
図
書
館
の
あ
り
方
と
そ
の
体
制
を
含
め
八
○
年
代
の
政
策
を

確
立
し
て
い
く
。

③
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て

①
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
の
堅
持
と
保
障
。

②
二
部
教
学
（
内
容
・
体
制
・
条
件
）
の
歴
史
的
・
社
会
的
総
括
と
そ
の
上
に
立
っ
た
抜

本
的
改
革
の
策
定
。
（
こ
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
は
長
期
計
画
委
員
会
を
中
心
に
し
て

全
学
的
検
討
を
進
め
、
八
○
年
度
中
に
そ
の
経
過
を
全
学
に
明
ら
か
に
す
る
。
）
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催
学
び
手
か
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
の
全
椛
成
員
に
対
す
る
厚
生
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
充
実
の
政
策
に
つ
い
て

①
当
面
の
課
題
の
実
践
を
基
礎
と
し
た
総
合
的
厚
生
政
策
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
樹
立
。

②
既
存
の
各
機
関
の
有
機
的
結
合
。

③
と
く
に
厚
生
政
策
と
か
か
わ
っ
て
は
、
運
動
体
と
し
て
の
生
活
協
同
組
合
の
位
置
と
役

割
の
検
討
。

旧
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
大
学
教
育
・
研
究
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い
学
園
規
模
の

検
討

（
四
本
学
が
今
日
ま
で
に
果
た
し
て
き
た
教
育
の
社
会
的
意
義
と
、
さ
ら
に
今
日
お
よ
び
将

来
の
社
会
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
国
民
の
要
求
に
応
え
る
学
生
数
を
含
む
大
学
規
模
の
再

検
討
。

②
そ
れ
を
加
え
た
学
園
像
を
確
立
し
て
い
く
。

③
教
職
員
規
模
に
つ
い
て
も
適
切
な
規
模
を
図
っ
て
い
く
。

⑥
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い
学
園
の
民
主
的
体
制
・
組

織
に
つ
い
て
ｌ
学
生
の
民
主
的
参
加
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
問
題
を
含
め
て
ｌ
検
討

し
て
い
／
、
。

、
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
づ
く
り
を
支
え
る
財
政
の
確
立

①
公
費
助
成
運
動
の
い
っ
そ
う
の
前
進
。

②
長
期
的
財
政
計
画
の
確
立
。

③
財
政
の
い
っ
そ
う
の
民
主
化
を
図
る
。

四
、
以
上
の
よ
う
な
本
学
の
長
期
的
課
題
を
今
後
具
体
的
に
策
定
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学

園
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
英
知
を
結
集
し
、
ま
さ
に
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
わ

が
学
園
像
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

新
し
い
機
能
と
役
割
を
持
つ
長
期
計
画
委
員
会
の
再
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
体
制
を

次
の
よ
う
に
編
成
す
る
。

①
委
員
の
任
期
を
二
年
と
す
る
。

②
人
員
を
強
化
す
る
。

③
機
関
事
務
局
を
明
ら
か
に
し
、
一
定
の
増
員
を
行
な
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
長
期
課
題
に
つ
い
て
は
、
長
計
委
員
会
が
必
要
に
よ
り
各
構
成
パ
ー
ト

一
、
学
費
改
定
の
及
ぼ
す
重
大
性
と
厚
生
援
助
施
策
に
つ
い
て

学
費
の
改
定
は
、
国
民
生
活
、
学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
、
学
生
の
学
習
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
、
そ
の
こ
と
が
大
学
の
教
学
上
の
困
難
を
噸
大
さ
せ
る
な
ど
重
大
で
さ
ま
ざ

ま
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
全
学
的
に
深
く
理
解
さ
れ
た
。
こ
の
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
学

生
に
対
す
る
厚
生
援
助
の
諸
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

具
体
的
に
は
、
公
費
助
成
運
動
や
奨
学
金
制
度
充
実
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
な
が
ら
学
資
貸
与
制
度
を
新
入
生
時
に
拡
大
し
て
適
用
す
る
こ
と
、
ま
た
回
生
が
進

む
に
つ
れ
て
援
助
を
き
め
細
か
く
す
る
配
慮
を
行
な
う
こ
と
、
さ
ら
に
生
活
援
助
金
の
貸
付

今
次
学
費
改
定
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
の
な
か
で
、
学
費
改
定
の
真
の
原
因
は
何
で
あ
る
の

か
、
私
学
危
機
の
解
決
を
全
大
学
人
、
全
国
民
と
統
一
し
、
団
結
し
て
進
め
る
基
本
的
な
観

点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
と
り
わ
け
財
政
民
主
化
を
い
っ
そ
う
進
め
る
た
め
の
次
の
諸
点
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

第
一
は
、
学
費
値
上
げ
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
公
費
助
成
運
動
や
奨

学
金
の
取
り
組
み
を
基
本
と
し
な
が
ら
そ
れ
に
対
す
る
援
助
の
厚
生
諸
施
策
を
充
実
し
て
い

／
、
｝
」
し
巳
Ｏ

第
二
は
、
教
学
優
先
の
原
則
に
基
づ
く
財
政
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。

第
三
は
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
す
る
指
標
を
大
学
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
長

期
的
課
題
に
お
い
て
財
政
の
民
主
化
を
い
っ
そ
う
進
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
大
学

の
構
成
パ
ー
ト
に
よ
る
「
監
査
制
度
」
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
四
は
、
公
費
助
成
の
前
進
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
教
訓
を
生
か
し
、
と

り
わ
け
教
学
を
支
え
る
公
費
助
成
連
動
と
し
て
の
位
置
を
明
確
に
し
、
公
鷲
助
成
連
動
は
大

学
を
構
成
す
る
各
パ
ー
ト
が
対
等
平
等
に
か
つ
連
携
を
強
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
大
学
の
機
関

と
し
て
学
生
に
対
し
て
責
任
を
持
っ
て
教
育
的
援
助
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

Ⅲ
財
政
民
主
化
の
推
進
に
つ
い
て

の
意
見
を
求
め
（
う
検
討
を
行
な
喝
そ
の
結
果
を
一
九
八
一
年
度
中
に
明
ら
か
に
す
る
よ

う
最
大
の
努
力
を
行
な
う
。

－223－



資料705

額
を
現
行
の
一
万
円
か
ら
二
万
円
に
増
額
す
る
こ
と
、
そ
の
他
総
合
的
な
厚
生
政
策
を
確
立

す
る
な
ど
の
点
で
あ
る
。

｜
｜
、
教
学
優
先
の
財
政
に
つ
い
て

大
学
は
、
学
生
の
学
問
の
習
得
を
中
心
に
し
て
人
格
形
成
を
行
な
う
場
で
あ
り
、
教
職
員

が
教
育
活
動
を
行
な
い
、
ま
た
研
究
や
研
修
を
行
な
う
場
で
あ
る
。
大
学
が
教
職
員
の
体
制

を
整
え
、
施
設
、
設
備
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
の
も
以
上
の
よ
う
な
大
学
本
来
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
財
政
運
営
の
基
本
は
、
こ
う
し
た
教
学
目

的
に
奉
仕
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
本
学
で
は
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
平
和
と

民
主
主
義
の
教
学
理
念
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
財
政
運
営
の
根
本
原
則
で
あ
る
。
本
学
は
、
教

育
を
受
け
る
権
利
・
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
、
相
対
的
低
学
費
を
維
持
す
る
努

力
を
払
っ
て
き
た
し
、
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
今
後
と
も
学
園
を
構
成
す
る
各
パ
ー
ト
と
厳

し
い
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、
民
主
的
な
方
法
に
よ
っ
て
行
な
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
教
学
を
優
先
す
る
立
場
で
の
財
政
運
営
の
原
則
を
今
次
全
学
協
に
お
い

て
再
確
認
す
る
。

教
学
優
先
の
内
容
と
し
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
第
一
に
、
八

○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
像
の
確
立
、
第
二
に
、
八
○
年
代
に
お
け
る
学
園
政
策
と

長
期
的
課
題
の
設
定
、
第
三
に
、
教
育
と
研
究
の
発
展
・
充
実
の
方
向
と
教
学
実
態
に
根
ざ

し
た
実
践
的
統
一
に
よ
る
内
実
化
、
第
四
に
、
教
育
と
研
究
の
充
実
の
た
め
の
基
本
的
視
点

な
ど
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
学
充
実
の
内
容
・
方
向

に
つ
い
て
全
学
の
一
致
を
見
る
な
か
で
、
教
学
優
先
と
そ
の
下
に
立
つ
財
政
の
運
営
と
い
う

視
点
が
基
本
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

三
、
相
対
的
低
学
費
の
堅
持
と
財
政
民
主
化
の
い
（
言
そ
う
の
前
進

相
対
的
低
学
費
の
堅
持
は
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
守
り
築
い
て
き
た
原
則
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
と
お
り
私
学
危
機
が
深
化
す
る
な
か
で
、
教
育
の
機
会
均
等
の

原
則
を
保
障
す
る
た
め
公
費
助
成
の
拡
大
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
個
別
大
学
に
お
い
て
最

大
限
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
原
則
で
あ
る
。

こ
の
相
対
的
低
学
費
原
則
の
意
義
に
つ
い
て
、
七
三
全
学
協
確
認
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
日

の
時
点
で
さ
ら
に
再
確
認
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
写

①
教
育
の
機
会
均
等
を
た
え
ず
追
求
し
、
学
生
・
父
母
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
。

②
経
営
主
義
的
な
、
財
政
優
先
の
観
点
か
ら
の
非
民
主
的
学
費
値
上
げ
を
抑
制
す
る
。

③
全
国
的
に
私
学
の
民
主
化
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
で
、
本
学
が
相
対
的
低
学

費
を
堅
持
し
つ
つ
、
進
ん
だ
教
育
・
研
究
を
実
現
す
る
道
筋
を
示
す
こ
と
の
社
会
的
意
義
。

④
相
対
的
低
学
費
を
維
持
す
る
力
が
、
大
幅
で
民
主
的
な
公
費
助
成
の
達
成
を
目
ざ
す
運

動
に
結
び
つ
く
。

以
上
の
原
則
を
確
認
し
、
今
次
全
学
協
議
会
の
な
か
で
相
対
的
低
学
賀
を
堅
持
す
る
指
標

を
大
学
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
○
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
本
学
入
学

生
の
学
費
が
、
初
年
度
納
付
金
お
よ
び
四
ヵ
年
納
付
金
に
お
い
て
、
一
○
私
立
大
学
学
費
の

平
均
額
の
八
○
％
を
最
高
限
度
額
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
八
○
年
代
の
長
期
的
課
題
に
お
い
て
「
学
び
が
い
、
働
き
が
い
の

あ
る
学
園
づ
く
り
を
支
え
る
財
政
の
確
立
」
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
財
政
民
主
化
を
一
歩

進
め
る
も
の
と
し
て
大
学
を
構
成
す
る
諸
パ
ー
ト
に
よ
る
「
監
査
制
度
」
の
設
置
を
検
討
し
、

実
現
す
る
。

四
公
費
助
￥
成
運
動
の
前
進

七
五
全
学
協
確
認
は
、
公
費
助
成
運
動
の
前
進
を
評
価
し
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
と

文
部
省
・
政
府
の
施
策
と
の
間
の
隔
た
り
が
大
き
い
ば
か
り
か
、
政
府
は
依
然
と
し
て
「
受

益
者
負
担
原
則
」
を
押
し
つ
け
て
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
わ

れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
運
動
を
強
化
し
、
全
国
民
的
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
同
時
に
強
調
し
て
い
た
。
七
五
年
以
降
公
費
助
成
運
動
は
全
国
的
に
も
、
ま
た
本
学
の
公

助
連
を
中
心
に
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
も
著
し
い
前
進
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
運
動
の
力
が
大
学
に
対
す
る
経
常
費
補
助
を
こ
の
一
○
年
間
に
一
三
二
億
円
か
ら
二
、

六
○
五
億
円
へ
と
約
一
九
倍
に
増
加
さ
せ
た
。
本
学
を
と
っ
て
み
て
も
経
常
勘
定
に
占
め
る

比
率
は
二
一
・
九
％
で
あ
り
、
教
育
・
研
究
の
保
障
に
い
ま
や
欠
か
せ
な
い
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。

今
次
学
費
問
題
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
学
友
会
、
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活

協
同
組
合
、
生
活
協
同
組
合
労
働
組
合
は
連
帯
し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
を
進
め
る
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が
確
認
さ
れ
た
。

と
と
も
に
、
学
園
諸
機
関
に
働
き
か
け
私
学
危
機
克
服
の
闘
い
の
中
心
で
あ
る
大
幅
で
民
主

的
な
公
費
助
成
獲
得
の
統
一
行
動
を
呼
び
か
け
、
一
二
月
二
日
に
は
一
、
五
○
○
名
の
参

加
で
構
成
員
の
共
通
の
闘
い
を
展
開
し
、
同
時
に
府
学
連
、
私
教
連
と
連
帯
し
京
都
私
学
関

係
者
の
統
一
行
動
を
行
な
っ
た
。
今
次
の
学
賀
問
題
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
わ
れ
わ

れ
は
国
民
的
次
元
、
全
私
学
段
階
の
闘
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
そ
こ

か
ら
学
び
つ
つ
わ
れ
わ
れ
独
自
の
闘
い
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
学
園
各
構
成
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
よ
り
広
い
、
よ
り
高
い
組
織
的
運
動
を

展
開
す
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
さ
ら
に
結
集
を
高
め
、
精
力
的
に
運
動
を
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
各
学
園
構
成
団
体
お
よ
び

そ
の
構
成
員
は
、
公
費
助
成
運
動
が
大
学
創
造
の
運
動
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
、

②
公
費
助
成
運
動
は
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
の
教
育
運
動
で
あ
る
こ
と
、
③
学
園
の
各

機
関
、
各
部
課
が
学
生
に
対
す
る
教
育
的
観
点
を
強
め
、
公
費
助
成
獲
得
の
た
め
の
具
体
的

方
針
を
持
ち
公
費
助
成
推
進
全
学
連
絡
協
議
会
に
結
集
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
、

④
私
学
を
め
ぐ
る
情
勢
を
敏
感
に
か
つ
正
確
に
把
握
し
、
各
構
成
団
体
は
広
く
か
つ
高
い
次

元
で
の
共
通
の
闘
い
を
多
面
的
に
展
開
す
る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

当
面
の
課
題
と
し
て
は
、

①
経
常
費
の
実
質
二
分
の
一
助
成
の
闘
い
を
進
め
る
こ
と
、

②
学
生
・
父
母
の
学
費
負
担
を
軽
減
し
、
教
育
の
機
会
均
等
を
守
る
立
場
か
ら
直
接
助
成

の
運
動
を
強
化
す
る
こ
と
、

③
国
立
大
学
と
の
格
差
が
も
っ
と
も
大
き
く
、
教
育
・
研
究
の
向
上
の
た
め
に
極
め
て
重

要
で
あ
る
施
設
・
設
備
充
実
の
た
め
の
助
成
を
強
め
る
こ
と
、

④
夜
間
大
学
、
身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
特
別
助
成
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
、

⑤
奨
学
金
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
、

⑥
二
分
の
一
助
成
の
限
界
性
の
打
破
、
施
設
・
設
備
の
補
助
、
助
成
配
分
の
民
主
化
な
ど

現
行
私
学
振
興
助
成
法
の
改
正
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
、

⑦
以
上
の
闘
い
を
進
め
つ
つ
国
民
の
た
め
の
真
の
私
学
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
私
学
の
あ
り

方
・
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
よ
り
深
い
丁
寧
な
議
論
を
展
開
し
、
国
民
の
信
頼
を
得
る

努
力
を
す
る
こ
と
、

今
回
の
学
費
問
題
を
め
ぐ
る
全
学
的
討
議
を
通
じ
て
．
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
向

け
て
本
学
が
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
真
に
国
民
の
要
求
に
応
え
る

大
学
と
し
て
発
展
し
て
い
く
学
園
像
と
そ
こ
で
め
ざ
す
べ
き
学
生
像
が
明
確
に
さ
れ
、
そ
の

創
造
に
取
り
組
む
当
面
の
学
園
政
策
と
長
期
的
な
課
題
が
設
定
さ
れ
た
。

大
学
諸
機
関
と
そ
の
構
成
員
は
、
教
育
と
研
究
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
、
教
学
実
態
に

基
づ
く
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
を
め
ざ
し
、
教
職
員
の
集
団
化
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
と
任
務
を
明
ら
か
に
し
て
新
し
い
教
学
創
造
の
運
動
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

今
日
の
情
勢
の
も
と
で
私
学
危
機
を
根
本
的
に
打
開
す
る
た
め
私
学
に
対
す
る
公
費
助
成

の
獲
得
運
動
を
、
国
民
の
要
求
に
応
え
る
私
学
づ
く
り
の
観
点
と
結
合
し
た
全
大
学
人
の
課

題
と
し
て
前
進
さ
せ
つ
つ
、
学
び
が
い
が
あ
り
、
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
の
創
造
に
向
け
て

本
学
の
全
構
成
員
が
、
こ
の
確
認
事
項
の
具
体
化
と
実
践
を
不
断
に
追
求
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
学
の
教
学
理
念
と
こ
れ
ま
で
の
教
学
努
力
に
基
づ
く
到
達
点
に
確
信
を

持
ち
、
こ
こ
に
確
認
し
た
八
○
年
代
の
新
し
い
学
園
創
造
の
政
策
と
課
題
に
基
づ
き
、
全
学

の
英
知
と
努
力
を
結
集
し
て
前
進
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

む
す
び

ｌ
立
命
館
大
学
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め
に
１

一
九
八
○
年
一
月
二
十
一
日

立
命
館
総
長

立
命
館
大
学
学
友
会
中
央
常
任
委
員
長

立
命
館
大
学
大
学
院
生
協
議
会
執
行
委
員
長

立
命
館
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長

立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
長

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
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七
○
六
修
学
館
の
研
究
施
設
の
整
備
・
改
善
お
よ
び
学
部
共
通
書
庫

の
在
り
方
に
つ
い
て
☆

は
じ
め
に

学
内
理
事
会
は
、
さ
き
に
、
一
九
七
九
年
九
月
七
日
付
文
書
「
修
学
館
の
研
究
施
設
の
整

備
・
改
善
に
つ
い
て
」
の
各
学
部
教
授
会
に
お
け
る
討
議
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
次
の
二
点

を
除
き
こ
の
文
書
の
基
本
的
趣
旨
は
承
認
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

①
修
学
館
に
お
け
る
研
究
施
設
等
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
は

１
○

し
な
い
か
、
と
い
う
占
小

②
地
下
に
設
置
す
る
社
会
科
学
系
学
部
共
同
書
庫
に
学
部
共
同
研
究
室
か
ら
搬
出
す
る

図
書
・
文
献
資
料
を
ど
の
よ
う
に
確
定
す
る
か
、
と
い
う
点
。

よ
っ
て
、
上
記
二
点
に
つ
き
、
学
内
理
事
会
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

三
修
学
館
に
お
ほ
る
研
究
施
設
等
の
措
置
に
つ
い
て

仙
上
記
の
七
九
年
九
月
「
文
書
」
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
二
点
に
わ
た
る
意
見
に
つ
き
、

学
内
理
事
会
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
ま
す
。

①
修
学
館
東
側
の
社
会
科
学
系
学
部
共
同
研
究
室
を
西
側
に
移
転
し
、
そ
の
地
下
に
学

部
共
同
書
庫
を
配
置
す
る
の
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
関
係
も
あ
り
合
理
的
で
は
な
い

か
、
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
（
法
学
部
）

こ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
文
学
部
個
人
研
究
室
の
現
状
配
置
の
問
題
、
西
側
の
騒
音

等
か
ら
し
て
現
実
的
で
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

②
教
職
員
組
合
書
記
局
の
配
置
に
つ
い
て
、
明
り
窓
の
あ
る
場
所
へ
変
更
さ
れ
た
い
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
、
（
教
職
員
組
合
）

こ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
修
学
館
地
下
西
側
の
配
置
を
是
正
す
る
こ
と
で
解
決
す
べ

き
だ
と
判
断
し
ま
す
。

一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
三
・
五
（
学
内
）
理
事
会

二
、
学
部
共
同
書
庫
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
設
置

①
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
目
的

①
学
部
共
同
書
庫
へ
社
会
科
学
系
学
部
共
同
研
究
室
か
ら
、
共
通
基
準
で
搬
出
す
べ
き

図
書
、
文
献
資
料
に
つ
い
て
、
学
部
間
申
し
合
せ
事
項
の
策
定
。
な
お
、
前
記
九
月

文
書
で
は
、
「
た
と
え
ば
全
学
的
な
利
用
に
供
し
う
る
視
点
か
ら
、
和
洋
学
術
雑
誌

の
バ
ッ
ク
・
ナ
ム
バ
ー
等
を
中
心
と
し
た
も
の
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
人
文
科
学
研
究
所
付
設
の
基
礎
文
献
資
料
室
（
そ
の
将
来
的
な
所
管
は
、
第
二
修
学

③
大
学
院
書
庫
の
図
書
を
学
部
共
同
研
究
室
へ
の
収
容
を
は
か
り
、
教
員
を
中
心
と
し

た
談
話
室
を
置
く
。

②
上
記
①
．
②
の
判
断
に
も
と
ず
き
、
学
内
理
事
会
と
し
て
は
修
学
館
の
研
究
施
設
配

置
を
別
紙
「
修
学
館
配
置
図
」
の
と
お
り
決
定
す
る
。

定
程
度
で
あ
れ
一
基
準
：
文
献
資
料
室
」
に
集
中
で
き
な
い
か
？
）

②
特
別
委
員
会
の
構
成
（
事
務
局
教
務
課
）

①
法
・
経
・
営
・
産
社
各
学
部
よ
り
代
表
各
一
名
。

②
人
文
科
学
研
究
所
専
任
研
究
員
一
名
お
よ
び
主
事
。

③
図
書
館
整
理
課
長
。
教
務
課
長
。

④
教
学
担
当
常
務
理
事
。

③
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
議
・
決
定

①
特
別
委
員
会
は
可
能
な
ら
ば
七
九
年
度
三
月
中
に
発
足
さ
せ
る
。

②
審
議
す
べ
き
事
項
⑪
の
①
に
つ
い
て
は
、
八
○
年
五
月
末
を
め
ど
に
し
て
結
論
を
出

す
。

③
審
議
す
べ
き
事
項
側
の
②
に
つ
い
て
は
、
八
○
年
七
月
末
を
め
ど
に
し
て
結
論
を
出

す
。

館
棟
問
題
が
具
体
化
す
る
段
階
で
再
検
討
す
る
）
へ
社
会
科
学
系
学
部
共
同
研
究
室

か
ら
搬
出
し
う
る
図
書
・
文
献
資
料
に
つ
い
て
の
検
討
。
（
九
月
「
文
書
」
で
は
、

「
政
府
刊
行
物
、
統
計
書
、
年
鑑
・
年
報
等
を
収
容
し
、
各
研
究
者
の
利
用
に
供
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
例
え
ば
国
際
統
計
・
各
国
統
計
に
つ
い
て
一
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（
溌
紙
一
‐
修
学
館
配
置
図
』
省
略
〕

“
そ
の
他

①
法
・
経
・
営
の
各
学
部
で
は
、
大
学
院
図
書
の
学
部
共
同
研
究
室
へ
の
収
容
に
つ
い

②
特
別
委
員
会
に
お
け
る
学
部
代
表
委
員
が
、
学
部
の
意
向
と
の
調
整
を
は
か
り
う
る

よ
う
、
学
部
と
し
て
も
、
各
学
部
共
同
研
究
室
と
学
部
共
同
書
庫
と
の
関
連
に
つ
き
、

特
別
委
員
会
設
置
の
趣
旨
を
生
か
し
な
が
ら
、
早
急
に
討
議
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

て
、
大
学
院
ク
ラ
ス
会
と
の
間
で
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

以
上

七
○
七
一
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
白
書
」
ｌ
私
学
危
機
を
解
決
し

国
民
の
た
め
の
教
育
・
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
〔
抜
粋
〕
☆

書
の
一
章
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
全
体
の
構
成
と
の
関
係
か
ら
白
書
の
な
か
に

は
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
論
旨
は
、
今
後
の
公
費
助
成
運
動
に
と
っ
て
き

わ
め
て
示
唆
に
富
む
提
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
参
考
に
供
し
た
。
山
口
教
授

の
御
諒
解
を
こ
う
次
第
で
あ
る
。

序 は 会
」
（
略
称
全
学
公
助
連
）
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
、
一
応
の
成
稿
を
見
た
一
・
そ
の
後
七
九
年

度
の
公
助
連
に
よ
っ
て
さ
ら
に
検
討
を
く
わ
え
ら
れ
、
数
次
に
お
よ
び
改
稿
を
へ
て
完
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
助
連
は
連
絡
協
議
会
で
あ
っ
て
、
特
定
の
見
解
で
構
成
諸
パ
ー
ト
を

拘
束
す
る
立
場
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
叙
述
は
客
観
的
な
事
実
を
中
心
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ト
が
そ
の
性
格
に
応
じ
て
運
動
・
学
習
を
す
す
め
る
上
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

た
。

こ
の
，
臼
害
が
、

表
担
い
０

は
参
考
と
し
て
収
録
し
た
山
口
正
之
教
授
の
「
八
○
年
代
私
立
大
学
の
展
望
」
は
、
こ
の
白

し
が
き

こ
の
白
書
は
一
九
七
八
年
度
の
「
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
立
命
館
大
学
全
学
連
絡
協
議

一
九
八
○
年
代
を
む
か
え
て
、
公
費
助
成
の
「
ま
が
り
角
」
論
が
と
な
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

ｗ
白
書
が
、
「
ま
が
り
角
」
を
突
破
す
る
武
器
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待
し

し
が
き

章
立
命
館
学
園
と
公
費
助
成

ｌ
民
主
主
義
の
理
念
と
学
園
の
伝
統
Ｉ

一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
七
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
立
命
館
大
学

全
学
連
絡
協
議
会

目
次
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第
一
章
大
学
の
実
態
・
諸
条
件

第
二
章
⑩
勉
学
と
生
活
に
お
け
る
学
生
の
現
状

②
二
部
教
育
の
実
態

第
三
章
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
実
態

第
四
章
公
費
助
成
運
動
の
現
状

八
参
考
Ｖ

八
○
年
代
私
立
大
学
の
展
望

山
口
正
之
産
業
社
会
学
部
教
授

第
二
次
大
戦
直
後
の
立
命
館
は
、
文
字
ど
お
り
に
存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
戦
争
中

の
顕
著
な
超
国
家
主
義
的
教
育
を
理
由
と
す
る
占
領
軍
の
廃
学
方
針
、
理
事
長
の
Ａ
級
戦
争

犯
罪
人
容
疑
に
よ
る
拘
禁
が
、
学
園
に
あ
た
え
た
衝
撃
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
づ
い
て

あ
の
破
局
的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
、
新
円
切
り
か
え
等
の
事
態
が
や
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
こ
の
危
機
を
の
り
き
る
方
策
の
第
一
が
「
民
主
化
」
に
あ
っ
た
。
末
川
博
氏
を
学

長
に
む
か
え
、
「
平
和
と
民
主
主
義
」
を
理
念
と
す
る
立
命
館
学
園
の
再
建
の
あ
ゆ
み
は
こ

こ
に
は
じ
ま
る
。
「
民
主
化
」
は
瀕
死
の
重
症
に
あ
っ
た
立
命
館
学
園
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
力

、
ノ
フ
ル
注
射
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
立
命
館
学
園
は
か
ろ
う
じ
て
蘇
生
し
た
。
こ

う
し
て
戦
後
立
命
館
学
園
の
歴
史
は
、
さ
ら
な
る
「
民
主
化
」
の
推
進
に
よ
る
学
園
基
盤
の

確
立
、
強
化
、
発
展
の
歴
史
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

人
類
が
な
が
い
苦
闘
の
歴
史
を
つ
う
じ
て
確
立
し
て
き
た
「
民
主
主
義
」
は
、
も
ち
ろ
ん

た
だ
の
理
念
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
す
で
に
そ
の
確
立
へ
の
あ
ゆ
み
で
、
ま
た
そ
の

発
展
の
過
程
で
、
政
治
、
社
会
、
文
化
等
、
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
現
実
化
さ
れ
て

き
た
。
立
命
館
学
園
に
お
け
る
「
平
和
と
民
主
主
義
」
が
、
教
育
と
研
究
に
お
け
る
理
想
で

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
内
実
化
、
す
な
わ
ち
教
学
を
さ
さ
え
る
機
構
・
制
度
・
財
政
の

〆

序
章
立
命
館
学
園
と
公
費
助
成

ｌ
民
主
主
義
の
理
念
と
学
園
の
伝
統
Ｉ

す
べ
て
に
わ
た
る
徹
底
へ
と
発
展
し
た
の
も
：
当
然
で
あ
っ
た
。

戦
後
立
命
館
学
園
の
再
生
が
「
民
主
主
義
」
を
軸
と
し
た
↓
」
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
立
命

館
学
園
と
い
ち
ぢ
る
し
い
対
照
を
な
す
と
し
て
も
、
今
日
の
立
命
館
学
園
が
八
○
年
の
歴
史

を
基
盤
に
し
て
は
じ
め
て
存
在
し
え
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
戦
後
の
再
出
発
に
あ

た
っ
て
、
一
定
の
教
学
施
設
の
存
在
が
そ
の
手
が
か
り
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
わ
が
学
園

の
伝
統
も
ま
た
貴
重
な
遺
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
立
命
館
学
園
は
勤
労
者
に
対
す
る
高
等

教
育
を
め
ざ
す
京
都
法
政
学
校
と
し
て
一
九
○
○
年
に
創
立
さ
れ
、
以
来
、
各
界
に
有
為
の

人
材
を
送
り
出
し
て
き
た
。
「
庶
民
の
大
学
」
は
、
戦
後
に
で
き
た
定
評
で
は
な
く
、
戦
前

か
ら
の
立
命
館
学
園
を
特
徴
づ
け
る
伝
統
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
統
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
的

改
革
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
、
教
育
基
本
法
の
成
立
、
民
主
的
大
衆
運
動
の
発
展
、
国
民
の

権
利
意
識
の
向
上
等
を
背
景
と
し
て
あ
ら
た
に
開
花
し
て
い
っ
た
。
こ
ん
に
ち
立
命
館
学
園

で
声
高
く
さ
け
ば
れ
て
い
る
諸
原
則
、
国
民
教
育
と
し
て
の
私
大
教
育
、
教
育
の
機
会
均
等
、

相
対
的
低
学
費
等
々
は
、
日
本
国
憲
法
の
第
二
六
条
、
教
育
基
本
法
の
第
三
条
が
う
た
う
教

育
の
機
会
均
等
の
精
神
が
、
わ
が
学
園
の
「
庶
民
の
大
学
」
の
伝
統
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ

で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
諸

原
則
は
わ
が
学
園
の
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
強
力
で
あ
り
、
有
効
な
の
で
あ
る
。

２
．
学
園
民
主
化
の
あ
ゆ
み

戦
後
立
命
館
学
園
の
出
発
に
あ
た
っ
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
全
国
の
私
学
に
先
が
け
て
、

入
学
試
験
に
お
け
る
情
実
や
寄
附
金
等
の
不
公
正
・
不
明
朗
を
排
し
、
完
全
な
実
力
主
義
の

選
抜
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
求
め
ら
れ
れ
ば
だ
れ
に
で
も
帳
簿
を
提
示
す
る
と

い
う
財
政
公
開
の
方
針
も
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
は
今
日
で
は
一
部

の
私
立
大
学
に
も
お
よ
ん
で
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
き
わ
め
て
先
進
的
な
と
り
く
み
で
あ

っ
た
。
財
政
公
開
は
今
日
で
も
な
お
ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
状
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、
学
園
民
主
化
の
基
本
と
も
い
う

べ
き
、
清
潔
で
明
朗
な
学
園
運
営
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

末
川
総
長
の
就
任
と
一
連
の
措
置
は
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
改
革
と
い
う
性
格
を
お
び
て
い

た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
一
九
四
九
年
に
全
学
協
議
会
（
は
じ
め
は
理
事
会
、
教
授

会
、
教
職
員
組
合
、
学
友
会
の
四
者
で
出
発
）
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
し
だ
い
に
、
学
園

を
構
成
す
る
各
パ
ー
ト
の
運
動
体
が
、
民
主
化
の
推
進
的
役
割
り
を
演
ず
る
よ
う
に
か
わ
っ
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て
い
っ
た
。
と
く
に
一
九
五
一
年
の
学
費
改
訂
を
め
ぐ
る
全
学
協
議
会
の
論
議
を
へ
て
、
大

学
の
復
興
発
展
、
経
済
的
危
機
克
服
を
目
的
に
や
は
り
四
者
か
ら
成
る
学
園
復
興
委
員
会
（
の

ち
の
学
園
振
興
懇
談
会
）
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
教
学
、
学
生
生
活
、
財
政
を
め
ぐ
る
広
範

な
問
題
が
、
全
学
各
パ
ー
ト
の
全
力
を
つ
く
し
た
論
議
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九

五
五
年
、
教
学
計
画
を
欠
い
た
学
園
移
転
計
画
を
め
ぐ
っ
て
ま
き
お
こ
っ
た
「
緑
の
学
園
計

画
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
教
学
と
財
政
の
あ
り
方
と
関
係
に
つ
い
て
の
深
い
問
題
を
提
起
し

た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
機
構
が
確
立
し
、
各
パ
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
な
検
討
を
す
す
め
、

運
動
体
が
そ
れ
を
な
し
う
る
力
量
を
蓄
積
し
え
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
全
学

協
で
と
り
あ
げ
る
議
題
も
学
費
問
題
や
厚
生
政
策
、
ま
た
自
主
活
動
の
予
算
・
援
助
と
い
う

範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
校
舎
新
築
、
学
部
学
科
専
攻
の
増
設
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
授
業
の
改

善
、
さ
ら
に
は
政
府
や
文
教
政
策
と
い
っ
た
問
題
に
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
い

ず
れ
も
立
命
館
学
園
の
教
学
・
財
政
・
学
生
生
活
に
切
実
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
回
避

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
立
命
館
学
園
は
、
ご
く
少
数
の
教
職
員
と
き
わ
め
て
貧
困
な
教
学
施
設
に
依
拠
し

て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
民
主
主
義
的
な
教
学
理
念
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

手
段
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
と
相
当
の
教
学
施
設
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

自
明
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

財
政
で
も
、
当
面
必
要
な
経
費
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
年
度
の
入
学
者
数
を
加
減
す
る
と

い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
増
加
す
る
学
生
数
に
見
合
っ
た
教
学
条
件
を
と
と
の
え
る
た
め
に
、

さ
ら
に
収
入
増
を
は
か
る
と
い
う
悪
循
環
が
お
こ
り
、
結
果
的
に
は
教
学
条
件
を
一
そ
う
悪

化
さ
せ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
学
園
規
模
、
学
生
数
の
適
正
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
教
学
・
財
政
・
学
園
規
模
の
計
画
化
は
、
一
九
五
八
年
の
臨
時
調

査
委
員
会
答
申
を
は
じ
め
と
し
て
、
や
が
て
企
画
委
員
会
の
発
足
と
な
り
、
学
園
振
興
懇
談

会
に
お
け
る
長
期
計
画
の
討
議
に
発
展
し
た
。
大
学
は
こ
の
よ
う
な
論
議
に
も
と
づ
い
て
機

構
改
革
（
教
学
・
総
務
・
財
務
の
三
部
長
制
）
を
お
こ
な
い
、
二
部
改
革
、
経
営
学
部
新
設
、

産
業
社
会
学
部
新
設
、
一
部
経
済
・
経
営
学
部
の
衣
笠
移
転
を
か
わ
き
り
と
す
る
一
拠
点
志

向
等
の
長
期
計
画
を
策
定
し
、
実
施
に
う
つ
し
た
。
こ
の
計
画
の
な
か
で
一
回
生
プ
ロ
ゼ
ミ

を
手
は
じ
め
に
、
全
回
生
に
お
よ
ぶ
小
集
団
教
育
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
、
立
命
館
大
学
は
、
衣
笠
学
舎
へ
の
学
舎
統
合
・
一
拠
点
集
中
計
画
の
最
終
ラ
ウ
ン

ド
に
た
っ
て
い
る
。
現
在
着
工
中
の
法
学
部
棟
等
の
完
成
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
長
期
計
画

は
、
一
ま
ず
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
お
け
る
立
命
館
学
園
の
教
学
お
よ
び
教

学
施
設
の
改
善
が
、
ま
こ
と
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
以
下
の
各
章
の
諸
指
数

が
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
計
画
と
改
善
が
、
全
学
協
議
会

を
は
じ
め
と
す
る
民
主
的
な
制
度
の
も
と
で
、
全
学
諸
パ
ー
ト
の
論
議
の
つ
み
か
さ
ね
と
力

量
の
集
中
に
も
と
ず
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
園
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
貴
重
な
教
訓
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。

３
．
公
費
助
成
と
立
命
館
学
園
の
課
題

以
上
の
よ
う
な
立
命
館
学
園
の
民
主
化
と
教
学
改
善
の
あ
ゆ
み
は
、
け
っ
し
て
平
担
な
大

込
固
二
面

道
を
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
力

予
想
さ
れ
る
。
わ
が
学
園
が
直
面
し
て
き
た
教
学
・
財
政
・
学
生
生
活
の
危
機
は
、
実
は
私

学
危
機
の
立
命
館
に
お
け
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の
根
源
は
文
教
政
策
に
あ
っ
た
。
中
央

教
育
審
議
会
の
答
申
と
そ
の
施
策
化
に
見
ら
れ
る
一
貫
し
た
方
針
は
、
そ
の
時
期
の
産
業
界

の
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
の
人
づ
く
り
政
策
で
あ
り
、
高
等
教
育
の
再
編
成
で
あ
り
、
国
家

統
制
の
強
化
で
あ
っ
た
。
大
学
教
育
の
改
善
と
発
達
の
た
め
の
大
学
の
民
主
的
・
自
主
的
な

と
り
く
み
を
援
助
す
る
と
い
う
や
り
方
で
な
く
、
産
業
界
の
要
求
に
こ
た
え
る
教
育
の
た
め

の
改
革
を
大
学
に
押
し
つ
け
る
と
い
う
反
動
的
傾
向
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
よ

う
な
目
的
を
実
現
す
る
に
さ
い
し
て
も
、
安
あ
が
り
の
教
育
を
め
ざ
し
て
、
私
学
に
は
ほ
と

ん
ど
財
政
的
助
成
を
し
な
い
と
い
う
貧
困
な
政
策
で
あ
っ
た
。
多
く
の
私
学
が
、
ま
た
わ
が

立
命
館
学
園
も
そ
の
よ
う
な
文
教
政
策
の
影
響
を
ま
っ
た
く
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
民
主
的
力
量
の
不
充
分
と
相
ま
っ
て
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
の
矛
盾
や

困
難
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
の
こ
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
民
主
化
の
一
そ
う
の
前
進
に

よ
っ
て
、
そ
の
自
主
的
な
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
学
園
紛
争
」
は
わ
が
学
園
に
も
波
及
し
、
大
学

解
体
を
さ
け
ぶ
一
部
勢
力
は
暴
力
で
学
園
を
制
圧
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
大
学
の
自
主
的

民
主
的
な
改
革
の
努
力
を
全
面
的
に
否
定
し
、
大
学
と
反
動
的
文
教
政
策
を
一
体
の
も
の
と

と
ら
え
た
。
彼
等
の
暴
力
と
破
壊
に
よ
っ
て
大
学
は
荒
廃
し
、
理
性
の
府
と
し
て
の
社
会
的

評
価
は
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
、
教
育
と
研
究
は
し
ば
し
ば
中
断
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
事
態

を
解
決
し
て
い
く
過
程
で
、
立
命
館
大
学
が
戦
後
き
ず
き
上
げ
て
き
た
民
主
的
力
量
と
諸
制
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度
が
は
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
（
》
た
”
な
か
ん
ず
く
全
員
於
盟
制
の
学
生
自
治
組

織
が
学
生
の
多
数
を
組
織
し
て
こ
の
解
決
に
は
た
し
た
役
割
は
決
定
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
暴

力
的
学
生
集
団
は
み
じ
め
な
少
数
派
に
て
ん
落
し
、
孤
立
化
し
た
。
無
秩
序
で
暴
力
的
な
大

衆
団
交
が
否
定
さ
れ
、
ク
ラ
ス
を
底
辺
と
し
全
学
協
議
会
に
い
た
る
各
レ
ベ
ル
で
の
徹
底
し

た
民
主
的
討
論
の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
の
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
紛
争
直
前
に
一
年
以
上
も
開
け
な
か
っ
た
全
学
協
と
学
振
懇
は
、
ふ
た
た
び
活
気

あ
る
討
論
の
場
と
な
り
、
学
部
五
者
会
談
で
も
以
前
に
ま
し
て
徹
底
的
な
議
論
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
前
進
に
よ
っ
て
も
、
な
お
解
決
し
え
な
い
重
大
な
矛
盾
に
、
財

政
と
学
費
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
私
学
の
存
在
は
、
そ
の
財
政
を
国
費
に
依
存
し
な

い
と
こ
ろ
に
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
学
の
学
費
が
高
額
な
こ
と
を
、
世
間
も
永
ら
く
怪

し
ま
ず
、
国
家
も
当
然
と
し
て
き
た
。
だ
が
戦
後
の
大
学
は
大
衆
化
し
て
、
同
世
代
年
齢
層

の
三
～
四
割
が
大
学
に
進
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
大
学
生
の
八
割
が
私
大
に
学

ん
で
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
か
も
戦
後
三
四
年
に
わ
た
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
ず
、
物
価
は
や
す
み
な
く
高
騰
し
つ
づ
け
て
き
た
。
学
費
以

外
に
財
政
基
盤
を
も
た
な
い
私
立
大
学
は
、
こ
の
情
勢
の
も
と
で
や
む
な
く
学
費
値
上
げ
に

追
い
こ
ま
れ
て
い
く
。
大
衆
化
し
た
大
学
生
の
父
母
や
学
費
負
担
者
は
、
生
活
そ
の
も
の
を

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
学
費
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
圧
迫

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
安
上
が
り
の
教
育
を
め
ざ
す
政
府
は
何
の
手
も
う
た
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
の
ぞ
ん
で
、
私
立
大
学
に
対
す
る
公
費
助
成
の
問
題
が
は
じ
め
て
議

論
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
、
私
立
大
学
の
教
職
員
組
合
に
よ
る
第
七
回
全
国
私
学
教
職

員
懇
談
会
（
豊
橋
）
で
あ
り
、
翌
年
に
は
立
命
館
の
各
学
部
教
授
会
が
国
庫
助
成
要
求
の
声

明
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
立
命
館
が
お
も
な
よ
び
か
け
者
と
な
り
、
一
九
六
四
年
に

は
全
国
に
さ
き
が
け
て
「
国
庫
助
成
に
関
す
る
私
立
大
学
教
授
会
関
西
連
絡
協
議
会
」
が
二

二
大
学
四
四
学
部
を
結
集
し
て
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
歴
代
の
、
末
川
、
武

藤
、
細
野
総
長
ら
は
教
授
会
や
教
職
員
組
合
の
取
り
く
み
を
背
景
と
し
て
私
大
関
係
者
に
対

す
る
働
き
か
け
を
お
こ
な
い
、
私
学
助
成
に
つ
い
て
い
つ
も
推
進
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
学
園
紛
争
」
前
後
の
緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
、
政
府

は
よ
う
や
く
私
学
助
成
の
要
求
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
一
九
六
八
年
に
は
じ

め
一
…
↑
私
立
大
学
に
対
す
る
少
額
の
教
育
研
究
費
補
助
金
が
新
設
さ
れ
、
つ
い
で
人
件
費
補
助

も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
僅
少
な
助
成
が
、
飛
躍
的
に
増
大
す
る
機
縁
と

な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
時
期
に
あ
た
る
一
九
七
三
年
、
国
民
運
動
に
ま

で
な
っ
た
私
学
助
成
運
動
の
高
揚
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
七
五
年
に
「
私
学
振
興
助
成
法
」

が
成
立
し
て
今
日
に
い
た
っ
た
。
い
ま
や
立
命
館
学
園
の
経
常
経
費
に
し
め
る
公
費
助
成
額

は
、
二
○
％
を
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
公
費
助
成
の
一
定
の
前
進
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

学
園
財
政
の
不
安
定
は
、
依
然
、
解
消
し
て
い
な
い
。
い
わ
ん
や
、
お
な
じ
く
公
教
育
の
責

任
を
お
い
な
が
ら
、
国
公
立
大
学
の
教
学
条
件
と
私
立
大
学
の
そ
れ
の
間
に
は
、
大
き
な
格

差
が
存
在
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
立
命
館
学
園
が
、
教
学
条
件
を
す
く
な
く
と

も
同
規
模
大
学
の
レ
ベ
ル
に
そ
ろ
え
る
だ
け
で
も
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
学
生

・
教
職
員
の
要
求
に
も
と
ず
き
時
代
の
進
展
に
相
応
し
た
教
学
改
善
を
実
施
す
る
た
め
に
は

一
そ
う
の
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
庶
民
の
大
学
」
の
伝
統
の
下

で
、
教
育
の
機
会
均
等
と
相
対
的
低
学
費
の
原
則
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
財
源
を

安
易
に
学
費
に
も
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
は
、
と
く
に
学
費
改
訂
問
題
を
機
と
す
る
全
学
的
討
議
の
中
で
、
真

剣
に
論
議
さ
れ
、
深
め
ら
れ
、
一
九
七
一
年
、
七
三
年
の
全
学
協
確
認
文
書
等
と
し
て
一
定

の
解
決
の
方
針
が
出
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
到
達
点
を
い
え
ば
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
公
費

助
成
運
動
に
つ
い
て
い
え
ば
、
理
事
会
、
教
授
会
、
教
職
員
組
合
、
一
・
二
部
学
友
会
、
院

生
協
議
会
、
生
活
協
同
組
合
か
ら
成
る
「
公
費
助
成
推
進
の
た
め
の
立
命
館
大
学
全
学
連
絡

協
議
会
」
（
略
称
全
学
公
助
連
）
と
各
学
部
教
授
会
、
事
務
室
、
院
生
協
議
会
、
自
治
会

か
ら
成
る
学
部
連
絡
協
議
会
が
学
内
に
お
け
る
運
動
の
推
進
の
中
心
と
な
り
、
他
方
に
各
教

授
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
国
庫
負
担
に
関
す
る
委
員
会
が
、
他
大
学
の
教
授
会
と
連
絡
を
と
り

つ
つ
運
動
の
広
が
り
を
お
し
す
す
め
、
お
の
お
の
の
大
学
の
担
当
部
課
を
事
務
局
と
し
て
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
運
動
は
、
政
府
の
予
算
編
成
期
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
展
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
学
を
あ
げ
た
公
費
助
成
運
動
の
体
制
は
、
立
命
館
学
園
の
特

色
で
あ
り
、
と
く
に
請
願
等
の
さ
い
に
き
わ
め
て
有
利
な
役
割
を
は
た
し
た
。

助
成
の
前
提
は
、
財
政
の
公
開
と
民
主
化
で
あ
る
。
か
っ
て
は
帳
簿
の
公
開
が
財
政
公
開

の
中
味
と
さ
れ
た
が
、
現
在
は
年
四
回
全
学
生
に
配
布
さ
れ
る
学
園
通
信
の
二
回
を
財
政
間
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題
に
あ
て
、
予
算
編
成
方
針
、
予
算
執
行
中
間
報
告
●
決
算
等
の
大
要
が
説
明
さ
れ
．
必
要

に
応
じ
て
ク
ラ
ス
の
討
論
も
実
施
し
、
そ
の
意
見
を
理
事
会
に
結
集
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
報
告
と
討
議
は
、
各
学
部
教
授
会
は
も
ち
ろ
ん
、
部
課
長
会
議
、
さ
ら
に
各
職
場
会
議
（
定

例
化
さ
れ
て
い
る
）
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
予
算
の
編
成
は
、
各
部
課
の
要
求
を
き
く
だ

け
で
な
く
、
全
学
協
・
学
振
懇
・
学
部
五
者
会
談
に
お
け
る
学
生
の
要
求
を
べ
ｌ
ス
と
し
て

編
成
さ
れ
る
。
そ
の
執
行
上
の
重
要
な
問
題
、
た
と
え
ば
校
舎
新
築
に
さ
い
し
て
は
、
理
事

会
と
関
係
学
部
教
員
や
自
治
会
と
の
間
に
何
べ
ん
も
細
か
い
点
ま
で
の
話
合
い
を
か
さ
ね
た

上
で
設
計
を
確
定
す
る
と
い
う
や
り
方
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
財
政
公
開
と
民
主
化
の

主
要
な
内
容
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
民
主
主
義
の
完
全
な
内
実
化
は
、
困
難
で
き
び
し
い
課
題
で
あ
る
。
立
命
館

学
園
の
民
主
化
も
、
ま
だ
ま
だ
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
民
主
化
を
こ
こ
ま
で
進
め
て
、
な
お
財
政
に
問
題
が
の
こ
り
、
教
学

上
の
課
題
が
山
づ
み
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
が
学
園
の
事
態
は
、
だ
か
ら
こ
そ
公
費
助
成
が

た
だ
一
つ
の
打
開
す
べ
き
血
路
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
公
費
助
成
こ
そ
は
、
「
平
和

と
民
主
主
義
」
の
教
学
理
念
を
か
か
げ
る
わ
が
学
園
の
生
死
と
浮
沈
を
か
け
た
課
題
で
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
な
じ
条
件
と
課
題
に
直
面
す
る
全
国
の

私
学
関
係
者
が
国
民
と
と
も
に
手
を
つ
な
い
で
連
動
を
押
し
進
め
る
な
ら
ば
、
公
謝
助
成
に

も
と
す
ぐ
八
○
年
代
の
私
学
の
将
来
に
は
、
明
る
い
展
望
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
た
し
か
で

あ
る
。
立
命
館
学
園
は
、
早
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
運
動
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
し
、
今
後
も
そ

の
役
割
り
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

〔
第
一
章
Ｉ
第
四
章
省
略
〕

＊
印
の
付
し
て
あ
る
の
は
公
助
連
で
の
役
職
名

白
書
委
員
会
（
一
九
七
八
～
七
九
年
度
）

兎
Ｉ
Ｌ

ｑ
Ｊ

？
白

《
凸
二
一
函
９
１
１
匂
晶
〃
「
細
川
Ｊ
寺
剖
Ｊ
上
患
Ｄ
Ｉ

三
肌
’
十
Ⅱ
｜
恥
Ⅱ
心
ボ
ノ
《
に

北

宇
部
自
治
会

飛
田
野
浩
（
法
）
、
三
浦
明
雄
（
経
済
）
、
岩
瀬
康
久
（
経
営
）
、
中
村

純
一
（
文
）
、
岡
誠
司
（
理
工
）
、
※
二
部
は
学
友
会
で
一
括
。

Ｅ
刈
型
Ｉ
－
Ｅ
Ｅ
払
仙
《
｜
，
ｆ
ノ
Ｊ
ｌ
４
ノ
去
工
‐
Ｒ
Ｄ
宍
一
訓
四
隅
』
抑
封
肌
汀
圧
長
刀
蚕
Ｅ
夕
Ｅ
工
１
Ｊ
‐
ギ
ノ
｝

嵐
明
（
Ｉ
・
理
工
）
、
大
石
正
信
（
Ⅱ
．
経
済
）
、
沖
田
卓
男
（
Ⅱ

法
）
、
田
崎
貞
雄
（
Ⅱ
・
経
済
）
、

ｎ
．
隅
，
た
こ
上
Ｉ
Ⅲ
富
三
研
と
。

‐
ぎ
ぎ
』
句
Ｊ
１
コ
ザ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
７
、
Ｊ
、
‐
唾
ｌ
》
兇
ロ
も
Ｐ
誤
《
．
ｒ
椋
１
０
や
里
Ｉ
」
Ｄ
Ｉ
０
ｒ
ｌ
〆
、
一
一
ニ
ア
写
穴
、
一
勺
ゴ
ー
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
虫
、
，
Ｌ
‐
昌
戸
￥
１
‐
〃
評
二
千
十
’
’
二
，
』
Ｉ
‐
上
’
ず

全
ラ
Ｐ
Ｅ
匹
叫
エ
オ
‐
｛
ロ
必
一
斗
小
ｌ
Ｚ
Ｚ
二
一
『
ア
ｈ
ｕ
”
色
ノ
エ
ハ
ー
卜
Ｗ
Ｌ
づ
ｎ
ｎ
に
ニ
ェ
バ
，
一
も
＋
爪
酔
払
叫
呈
二
鯛
了
ｈ
脚
勾
逢
ノ
エ
ホ
ー

教
職
員
組
合

西
上
治
（
文
学
部
事
務
室
）
：
水
野
保
（
産
業
社
会
学
部
事
務
室
）

＃

ト

ノ

コ

草
深
直
臣
（
法
）
、
松
田
利
定
（
経
済
）
、
金
井
淳
二
（
経
営
）
》
山
口

正
之
（
産
業
社
会
）
、
伴
利
昭
（
文
）
、
宮
田
慶
一
郎
（
理
工
）
、
玉
村

博
己
（
二
部
）
、

司
日
「
了
元
迎
Ｅ
パ

ｌ
フ
ヨ
ほ
吋
司
坦
福
や
〆
Ｊ
旬
一
Ｊ
ノ
Ｊ
１
・
Ｉ
ノ
ー
‐
Ｊ
ノ
井
工
届
。
‐
回
司
予
小
伝
（
匠
士
・
権
年
皇
一
寸
立
口
Ｅ
和
之
・
痢
到
』
す

直
彦
（
＊
事
務
局
次
長
・
総
務
部
長
）
、
川
本
八
郎
（
＊
事
務
局
次
長
．

総
務
課
長
）
、
阿
曽
沼
一
成
（
総
務
課
）
、
伊
藤
昭
（
財
務
課
）
、
小
谷

昌
徳
（
厚
生
課
）
、
小
林
弘
夫
（
学
務
課
）
、
小
林
義
夫
（
二
部
事
務
室
）

高
橋
英
幸
三
部
事
務
室
）
、
森
川
彰
（
学
生
課
）
、

憲
厚
仕
佳
寺
人
孝
一
＊
〒
九
Ｊ
」
洲
行
平
儲
粁
恢
↓
諺
）
村
叩
哩
寸
力
剛
判
｛
＊
’
１
刀
，
ｔ
罰
八
狂
，

度
代
表
補
佐
）
、
岩
井
忠
熊
（
＊
一
九
七
九
年
度
代
表
）
、
鈴
木
祥
史

安
ら
げ
一
『
ｊ
ノ
一
「
ｊ
／
よ
み
Ｌ
脂
、
ト
ゴ
Ｊ
ｒ
Ｉ
Ⅱ
’
二
．
勾
一
Ⅱ
や
け
Ｆ
Ｊ
Ｊ
阪
膨
ト
、
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七
○
八
職
員
定
数
の
検
討
に
つ
い
て
☆

Ｉ
職
員
定
数
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

１
．
委
員
会
の
設
置

⑪
七
九
年
度
部
課
長
会
議
で
の
定
員
問
題
討
議
の
過
程
で
、
八
○
年
代
の
学
園
づ
く

り
に
向
け
て
一
拠
点
時
の
定
数
再
配
置
を
基
礎
に
一
定
年
度
に
亘
る
職
員
の
定
数
を

検
討
す
る
特
別
委
員
会
を
部
課
長
会
議
の
な
か
に
設
置
す
る
こ
と
を
理
事
会
の
談
を

経
て
五
月
よ
り
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

②
委
員
会
の
椛
成

総
務
部
長
（
委
員
長
）
、
財
務
部
長
、
教
学
部
次
長
、
財
務
部
次
長
、
職
員
課
長

総
務
部
（
保
健
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）
Ｉ
総
務
課
長
、
財
務
部
ｌ
管
理
課
長
、
教
学

部
ｌ
学
務
課
長
、
学
生
部
ｌ
学
生
課
長
、
図
書
館
・
人
文
ｌ
運
営
課
長
、
学
部
事

務
室
（
高
中
含
む
）
ｌ
法
・
産
社
事
務
長

２
．
検
討
内
容

①
一
拠
点
完
成
時
の
職
員
定
数
配
置
案
に
つ
い
て

②
一
定
年
度
に
亘
る
職
員
定
数
計
画
案
に
つ
い
て

③
以
上
と
係
っ
た
事
務
体
制
の
整
備
案
そ
の
他
に
つ
い
て

Ⅱ
職
員
定
数
検
討
に
つ
い
て

１
．
本
学
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
過
去
か
ら
厳
密
な
方
針
で
臨
ん
で
き
て
い
る
。
す

な
わ
ち
年
度
毎
の
増
員
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
で
非
常
に
厳
し
い
討
議
を
経
て
、
必
要

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
部
署
へ
の
重
点
を
絞
り
な
が
ら
少
数
の
決
定
を
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
二
部
関
連
部
課
を
中
，
心
と
し
て
直
接
学
生
に
接
す
る
部
課
の
強
化
が
大

半
を
占
め
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
増
員
の
重
点
配
置
に
加
え
て
、
事
務

の
機
械
化
に
よ
る
再
配
置
等
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
な
に
よ
り
も
集
団
化
・
共
同
化
に

よ
る
事
務
体
制
強
化
に
取
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
教
学
を
支
え
る
事
務
の
役
割
を

〔
一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
一
○
・
二
二
（
学
内
）
理
事
会
〕

六
三
年
度
三
四
・
七
名
↓
七
九
年
度
三
五
・
○
名

②
職
員
の
増
員
経
過

職
員
純
増
加
数
（
事
務
）
三
四
名
（
学
部
増
設
、
助
手
定
員
振
替
分
除
く
）
、

一
ヶ
年
平
均
増
員
数
二
名

職
員
一
人
当
り
学
生
数
（
全
職
員
）

六
三
年
度
七
○
・
七
名
↓
七
九
年
度
七
六
・
六
名

③
教
員
定
数
と
の
関
係
に
つ
い
て

教
員
一
人
当
り
学
生
数

六
三
年
度
六
八
・
一
名
↓
七
九
年
度
六
四
・
三
名

職
員
数
（
全
）
／
教
員
数
比

六
三
年
度
九
六
％
↓
七
九
年
度
八
四
％

④
他
大
学
と
の
職
員
（
全
）
一
人
当
り
学
生
数
に
つ
い
て

七
九
年
度
の
同
志
社
、
関
大
と
の
比
較

本
学
七
六
・
六
名
、
二
大
学
平
均
五
四
・
九
名

（
公
助
連
白
書
に
よ
る
八
大
学
平
均
本
学
七
八
・
○
名
、
八
大
学
平
均
五
一

・
二
名
）

２
．
最
近
に
お
け
る
研
究
教
育
の
内
容
の
発
展
か
ら
こ
れ
を
支
え
る
事
務
体
制
の
一
つ
と

し
て
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
部
課
課
題
の
遂
行
を
図
ろ
う
と
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
他
大
学
と
の
比
較
か
ら
す
る
学
生
数
、
部
門
配
置
の
関
係
、
本
学
の
教
員

計
画
増
の
関
係
等
か
ら
深
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

今
日
の
社
会
進
歩
に
と
も
な
う
研
究
・
教
育
の
発
展
状
況
の
な
か
で
、
今
後
の
職
員

定
数
に
つ
い
て
は
、
七
九
年
確
認
事
項
の
実
践
、
八
○
年
代
の
学
園
づ
く
り
に
向
け
て

先
づ
本
年
度
（
八
○
年
度
）
に
お
け
る
積
極
的
増
員
七
名
に
始
ま
り
、
一
拠
点
完
成
時

の
定
数
再
配
置
を
基
礎
に
し
て
、
一
定
短
年
度
に
お
け
る
定
数
計
画
を
事
務
の
質
的
発

展
を
め
ざ
し
て
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

相
当
な
水
準
で
果
し
て
き
た
。

（
注
）
長
計
出
発
の
一
九
六
三
年
度
か
ら
七
九
年
度
ま
で
に
つ
い
て

①
教
職
員
一
人
当
り
学
生
数
と
の
関
係
に
つ
い
て

教
職
員
一
人
当
り
学
生
数
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Ⅲ
一
拠
点
完
成
時
の
職
員
定
数
配
置
案
に
つ
い
て

１
．
検
討
に
あ
た
っ
て

仙
先
づ
過
去
か
ら
取
組
ん
で
き
た
二
拠
点
時
の
事
務
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
ｌ
↓
」

の
た
め

①
．
拠
点
実
現
」
の
意
義
を
改
め
て
明
確
に
す
る
こ
と
。

②
い
わ
ゆ
る
関
連
部
課
（
広
小
路
分
室
を
も
つ
課
）
で
の
定
数
の
原
則
を
定
め
て

拾
ね
／
、
こ
し
」
Ｏ

⑫
こ
の
上
に
立
っ
て
、
全
体
部
課
の
強
化
の
た
め
の
再
配
置
を
行
う
こ
と
。

〈
「
一
拠
点
」
実
現
の
意
義
〉

…
）
力
…
）
｜
、
本
学
に
相
対
的
低
学
岱
を
堅
持
し
な
が
ら
研
究
・
教
育
の
豊
か
な
内
容
を

創
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
定
数
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
学
生
定
数
減

の
政
策
を
積
極
的
に
評
価
し
、
今
後
に
お
け
る
困
難
な
状
況
に
対
処
し
つ
つ
決
定
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
①
部
課
の
重
点
課
題
を
全
学
課
題
に
結
び
つ
け
、
②
業

務
整
理
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
の
事
務
体
制
強
化
へ
向
け
て
、
財
政
計
画
、
労

働
条
件
改
善
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
厳
し
い
討
議
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
職
員
定
数
検
討
の
視
点
に
つ
い
て

①
学
生
定
数
減
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
。

②
七
九
年
確
認
、
八
○
年
代
学
園
づ
く
り
の
課
題
に
向
け
て
の
体
制
強
化
を
図
る
こ

と
。
こ
の
場
合
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
次
の
観
点
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

づ
匂
Ｏ

㈹
課
題
の
重
点
化
を
は
か
る
こ
と
。

㈲
事
務
の
整
理
ｌ
簡
素
化
、
系
統
化
、
効
率
化
ｌ
を
行
う
こ
と
。

㈲
共
同
化
、
集
団
化
に
よ
る
事
務
体
制
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
。

③
他
大
学
の
水
準
、
状
況
を
参
考
に
す
る
こ
と
。

総
体
的
な
指
標
（
学
生
数
、
配
置
、
教
員
数
と
の
割
合
な
ど
）
と
し
な
が
ら
、
本

学
の
歴
史
的
発
展
を
ふ
ま
え
て
批
判
的
に
長
所
を
摂
取
す
る
。

④
従
来
の
職
員
定
数
の
経
過
を
ふ
ま
え
る
こ
と
、
ま
た
教
員
定
数
と
の
関
連
を
考
噛

す
る
こ
と
。

①
教
育
研
究
に
お
け
る
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
を
推
進
し
、
総
合
大
学
と
し

て
の
機
能
の
強
化
を
図
る
。

②
学
生
、
院
生
、
教
職
員
の
集
団
と
し
て
の
意
志
の
ま
と
ま
り
、
交
流
を
強
め
大

学
と
し
て
の
力
量
を
強
め
る
。

③
大
学
の
管
理
・
運
営
面
で
の
二
拠
点
に
よ
る
分
散
、
困
難
性
、
不
合
理
、
財
政

上
の
負
担
増
を
解
決
す
る
。

④
施
設
、
設
備
の
改
善
に
よ
り
、
教
育
、
研
究
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
。

、
広
小
路
に
分
室
を
も
つ
関
連
部
課
の
一
拠
点
時
に
お
け
る
定
員
数
に
つ
い
て

新
定
員
（
事
務
・
技
術
職
員
・
看
謹
姉
）
は
、
一
拠
点
完
成
の
意
味
に
照
し
て
、
現

行
の
広
小
路
お
よ
び
衣
笠
の
合
計
定
員
数
の
九
○
％
を
限
度
と
す
る
。
（
注
）
す
で
に

二
部
事
務
室
、
交
換
手
に
つ
い
て
は
こ
の
調
整
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
調
整
す
る
人
員
数
は
、

事
務
職
員
七
名
（
運
営
課
二
名
、
学
生
、
厚
生
、
就
職
、
会
計
、
管
理
課
は
各
一
名
）

技
術
職
員
一
名
看
護
婦
一
名

た
だ
し
、
施
設
条
件
に
直
結
す
る
学
舎
管
理
職
員
に
つ
い
て
は
、
広
小
路
が
無
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
別
に
設
定
す
る
。

学
舎
管
理
職
員
七
名
（
管
理
課
）

・
再
配
置
案
に
つ
い
て

上
記
調
整
人
員
を
全
体
部
課
の
強
化
の
た
め
に
再
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
下
記

「
事
務
体
制
の
強
化
す
べ
き
課
題
」
と
も
関
連
さ
せ
て
行
う
。

⑩
事
務
職
員
八
名
（
技
術
職
員
の
定
数
振
替
を
含
む
）

①
す
で
に
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
分
（
課
）
へ
三
名
（
文
献
資
料
室

・
共
同
詐
庫
、
視
聴
覚
室
、
電
算
機
室
）

②
広
小
路
関
連
部
課
○
～
一
名

③
そ
の
他
の
部
課
へ
五
～
四
名

②
技
術
職
員
一
名

③
看
護
婦
一
名
定
数
減
と
す
る
（
定
年
退
職
者
分
を
補
充
し
な
い
）

り
学
舎
管
理
職
員
七
名

①
う
ち
女
子
一
名
分
は
、
定
員
減
と
す
る
。
（
定
年
退
職
者
分
を
補
充
し
な
い
）
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②
六
名
分
は
一
拠
点
時
の
業
務
の
整
備
（
新
し
い
施
設
を
含
め
て
）
と
関
連
さ
せ

て
配
置
す
る
。

・
男
子
一
二
名
三
班
交
代
体
制
へ
の
改
蒋
へ
一
名

・
そ
の
他
へ
向
け
て
五
名

（
七
名
）

執
行
済
別
に
調
整
八
名

⑧
前
期
末
に
お
け
る
定
数
計
画
の
再
検
討
に
つ
い
て

八
三
年
度
に
お
い
て
職
員
定
数
の
再
点
検
を
行
な
い
、
そ
の
後
に
お
け
る
定
数
計

画
案
を
検
討
す
る
。

（
参
考
）
他
大
学
水
準
で
み
る
と

①
他
大
学
水
準
と
し
て
は
、
大
学
の
規
模
、
内
容
か
ら
、
同
志
社
大
学
（
大
学
十

法
人
×
○
・
六
五
）
と
関
西
大
学
の
平
均
値
を
と
る
。
（
七
九
年
度
基
準
）

②
七
九
年
度
の
二
大
学
平
均
の
職
員
一
人
当
り
学
生
数
を
基
準
に
お
き
、
本
学
の

学
生
定
数
減
を
計
算
に
入
れ
て
、
八
六
年
度
（
七
ヶ
年
間
）
で
の
増
員
数
を
算
出

す
る
と
。

（
七
九
年
度
二
大
学
平
均
）

も
と
よ
り
、
職
員
に
と
っ
て
も
こ
の
点
を
評
価
す
る
こ
と
。

四
年
目
（
八
三
年
度
）
約
二
、
六
○
○
名
減
（
○
・
九
学
部
州
当
分
）

七
年
目
（
八
六
年
度
）
約
四
、
四
○
○
名
減
（
一
・
五
学
部
相
当
分
）

・
定
数
計
画
案
に
つ
い
て

①
必
要
職
員
数
（
事
務
系
）
に
つ
い
て

前
述
の
強
化
す
べ
き
課
題
を
中
心
に
、
学
生
定
数
減
の
要
素
を
入
れ
、
ま
た
他
大

学
水
準
を
参
考
に
し
て
八
○
～
八
三
年
度
の
四
ヶ
征
‐
の
必
要
堺
員
数
を
設
定
す
る
と

（
現
行
職
員
数
七
九
年
‐
度
）
事
務
系
の
み
二
四
三
名

（
四
ヶ
年
必
要
増
員
数
）
事
務
系
の
み
一
凹
名

（
新
職
員
数
）
事
務
系
の
み
二
五
七
名

（
注
）
職
貝
一
人
当
り
学
生
数
七
九
年
度
’
九
二
・
三
名
、
八
三
年
度
’
七
七
・

二
名

②
増
員
の
年
度
計
画
に
つ
い
て

四
ヶ
年
（
前
期
）
の
増
員
計
画
を
示
す
と

年
度
八
○
八
一
八
二
八
三

人
員
七
名
○
名
四
名
三
名

－234－
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事
務
系
の
み
二
三
名

５
学
舎
管
理
職
員
の
定
数
計
画
案
に
つ
い
て

学
舎
管
理
職
員
の
定
数
計
画
は
、
一
拠
点
の
完
成
、
そ
の
上
に
立
っ
た
八
○
年
代
を

展
望
す
る
学
園
管
理
政
策
の
あ
り
方
と
そ
の
体
制
に
重
要
に
関
わ
っ
て
い
る
。
政
策
は

現
在
策
定
中
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
化
は
一
定
長
期
間
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

以
下
の
基
本
猪
点
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。

仙
学
舎
管
理
職
員
の
定
数
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
専
任
だ
け
で
な
く
業
者
委
託

職
員
の
数
を
も
合
わ
せ
て
、
施
設
管
理
業
務
を
総
体
と
し
て
杷
ら
え
て
決
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

②
今
後
に
お
け
る
施
設
管
理
業
務
の
範
囲
と
要
員
数
（
専
任
お
よ
び
業
者
委
託
職
員
）

は
、
一
拠
点
完
成
時
の
計
画
を
ふ
ま
え
て
業
務
整
理
を
機
械
化
、
合
理
化
等
を
ふ
く

め
て
横
極
的
に
す
す
め
る
な
か
で
決
め
て
い
く
。

⑧
学
舎
管
理
職
員
（
専
任
）
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
を
遂
次
明
確
に
し
て

行
き
、
業
者
委
託
の
関
係
を
も
械
討
し
つ
つ
方
向
を
示
す
。

（
職
員
数
）
（
職
員
一
人
当
り

事
務
系
の
み
三
○
八
名
六
七
・
六
名

（
八
六
年
度
本
学
）

（
増
員
数
計
算
値
）

一
九
八
○
一
○
一
六
職
員
定
数
検
討
委
員
会

人
当
り
学
生
数
）

七
○
九
今
日
の
情
勢
と
わ
が
学
園
の
課
題

さ
き
に
『
学
園
通
信
第
二
一
号
」
（
二
月
二
日
発
行
）
に
お
い
て
、
「
大
学
を
と
り

ま
く
情
勢
と
わ
が
学
園
」
と
題
す
る
文
諜
を
発
表
し
、
Ｉ
今
日
に
お
け
る
情
勢
の
特
徴
、
Ⅱ

一
拠
点
計
画
完
成
の
意
義
、
Ⅲ
七
九
全
学
協
確
認
の
実
践
と
そ
の
到
達
点
（
中
間
総
括
）
、

Ⅳ
教
学
を
支
え
る
財
政
の
民
主
化
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
の
情
勢
は
、
本
年
度
学
園
振
興
懇
談
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
代
表
者
が
述

べ
た
よ
う
に
、
右
傾
化
を
軸
と
し
て
急
テ
ン
ポ
に
動
き
つ
つ
あ
り
、
防
衛
曲
優
先
の
も
と
で

福
祉
と
文
教
予
算
が
緊
縮
の
重
点
に
註
か
れ
、
ま
た
高
物
価
の
も
と
で
国
民
生
活
の
破
壊
が

さ
ら
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
は
確
実
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教
育
と
研
究
が
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
く
風
潮
は
、
歪
ん
だ

受
験
体
制
や
退
廃
し
た
文
化
や
社
会
風
俗
、
暴
力
容
認
な
ど
の
傾
向
と
と
も
に
、
青
少
年
を

む
し
ば
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
進
行
の
も
と
で
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
と
教
育
基
本

法
の
理
念
を
守
る
た
め
の
国
民
諸
階
屑
の
運
動
も
、
次
第
に
そ
の
強
さ
と
広
さ
を
増
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
政
治
と
教
育
の
反
動
化
を
阻
止
し
、
国
民
教
育
と
学
生
生
活
を
守
る
運
動
の
高

ま
り
は
、
二
・
一
八
大
学
関
係
七
団
体
中
央
集
会
な
ら
び
に
同
日
の
私
学
デ
ー
中
央
集
会

へ
の
大
結
集
と
な
っ
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
、
今
日
、
私
学
危
機
を
突
破
し
、

国
民
の
た
め
の
大
学
を
創
造
し
て
い
く
運
動
力
量
を
、
学
内
外
に
お
い
て
、
飛
躍
的
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
、
痛
切
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
は
、
推
力
の
意
向
や
時
代
の
潮
流
に
追
随
せ
ず
、
国
民
的
要
請
と
課
題
に
応
え
る
自

主
的
・
創
造
的
な
教
育
と
研
究
の
場
で
あ
り
、
（
学
内
）
理
事
会
は
大
学
構
成
員
の
平
和
と

民
主
主
義
の
運
動
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
（
学
内
）
理
事
会
の
固
有
の
責
任
に
応
じ
て
、

七
九
全
学
協
確
認
に
示
さ
れ
た
学
園
像
・
学
生
像
・
教
職
員
像
の
充
実
に
努
力
す
る
と
と
も

は
じ
め
に
ｌ
本
年
度
学
振
懇
の
課
題

〔
一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
二
・
二
七
〕
立
命
館
（
学
内
）
理
事
会

Ｒ
Ｊ

ｑ
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情
勢
の
厳
し
さ
の
な
か
で
、
七
九
確
認
実
践
の
中
問
総
柄
を
蹄
ま
え
、
立
命
館
が
果
た
す

べ
き
役
割
と
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
ｌ
こ
れ
が
本
年
度
の
「
学
園
振
興
懇
談
会
」
の
基
本

課
題
で
す
。

す
な
わ
ち
、
全
学
を
椛
成
す
る
諦
パ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
一
・
二
部
学
友
会
、
院
生
協
議
会
、

生
油
協
同
組
合
理
事
会
、
教
職
員
組
合
、
（
学
内
）
理
事
会
・
教
授
会
・
教
学
諸
機
関
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
賜
か
ら
、
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て
率
直
に
討
議
を
行
な
い
、
基
本
認
識
を
一

致
さ
せ
、
全
学
が
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
基
本
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
ｌ
こ
こ
に
本

年
度
の
学
振
懇
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
学
振
懇
は
、
一
○
月
七
日
、
二
月
一
二
日
と
二
回
開
雌
さ
れ
、
各
学
部
に
お

い
て
は
、
五
者
会
談
や
二
部
懇
談
会
、
さ
ら
に
回
生
別
協
議
会
や
専
攻
懇
、
あ
る
い
は
テ
ィ

ー
チ
・
イ
ン
な
ど
、
多
様
な
形
態
で
の
討
議
が
祇
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

以
下
、
学
振
懇
や
、
各
学
部
五
者
会
談
な
ど
に
お
け
る
学
内
張
パ
ー
ト
の
問
題
提
起
を
受

け
て
、
（
学
内
）
理
事
会
の
到
達
し
た
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
学
部
の
教
学
実
践
・
中
間
総
括
と
と
も
に
、
全
学
の
討
議
の
素
材
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

に
、
さ
ら
に
他
大
学
と
の
連
携
を
強
め
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

学
振
懇
で
何
が
論
議
さ
れ
て
い
る
か

今
日
の
情
勢
と
教
学

今
日
の
厳
し
い
情
勢
の
も
と
で
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
教
育
実
践

と
学
習
運
動
と
の
結
合
に
よ
っ
て
こ
れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
く
全
学
の
運
動
力
吐
の
向

上
が
な
に
よ
り
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
今
日
の
情
勢
の
進
行
が
、
わ
が
学
園
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ

つ
つ
あ
る
か
に
つ
い
て
、
大
学
の
全
描
成
員
が
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
社
会

情
勢
の
展
開
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
矛
盾
、
対
立
す
る
二
側
面
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
学
危
機
を
真
に
克
服
す
る
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
二
側
面
が
、
学

生
生
活
や
教
学
の
う
え
に
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
か
を
、
教
職
員
・
学
生
の
一
人
ひ
と

齢
〃
か
自
覚
し
↑
科
学
的
に
ま
た
集
団
的
に
検
討
‐
し
：
ど
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ラ
ス
面
・
械

極
面
を
強
め
、
マ
イ
ナ
ス
面
・
消
極
面
を
克
服
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
力

や
、

重
要
で
す
。

「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
体
制
の
も
と
で
、
軍
事
力
強
化
が
優
先
し
、
私
立
大
学
公
慨
助

成
政
策
の
後
退
、
奨
学
金
の
実
質
切
り
下
げ
、
国
立
大
学
授
業
料
の
値
上
げ
な
ど
文
教
予
算

や
福
祉
の
切
り
捨
て
の
動
き
が
強
ま
り
、
ま
た
公
共
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
国
民
生
活
の
破

壊
は
、
本
学
学
生
の
生
活
や
、
本
学
の
教
育
諸
条
件
の
う
え
に
、
困
雌
を
加
重
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。学

生
生
活
慨
の
高
騰
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
恒
常
化
、
遠
即
離
通
学
者
の
堀
加
を
も
た
ら
し
、

こ
れ
が
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
活
勅
の
発
展
の
制
約
や
勉
学
条
件
の
悪
化
と
な
っ
て
、
教

学
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
側
面
に
注
意
し
、
教
学
上
の
適
切
な
指
導
と
対
策
を
考
え
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
部
勤
労
学
生
の
場
合
に
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
状
況
を
生
ん
で
い
ま
す
。
学
費
・
学
生

生
活
税
の
高
騰
に
賃
金
の
上
昇
が
追
い
つ
か
ず
、
中
小
企
業
や
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合
に

は
、
低
賃
金
に
加
え
て
、
劣
悪
な
労
伽
条
件
や
無
権
利
状
態
が
、
勉
学
上
の
困
難
を
著
し
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
概
し
て
言
え
ば
、
勤
労
に
従
事
し
て
い
る
学
生
の
方
が
、
勉
学
態
度
も
真
剣
で

あ
り
、
単
位
取
得
率
も
高
く
、
ま
た
私
学
危
機
の
把
握
に
お
い
て
鋭
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
学
び
に
く
い
状
況
」
「
学
べ
な
い
実
態
」
が
、
国
民
の
学
習
権
の
主
張
と
な
り
、
社
会

的
危
機
の
深
化
が
、
危
機
の
科
学
的
解
明
を
強
く
求
め
る
国
民
の
要
求
と
な
っ
て
、
国
民
的

要
請
と
課
題
に
応
え
る
自
主
的
・
創
造
的
な
教
育
と
研
究
を
、
か
つ
て
な
く
強
く
大
学
に
求

め
て
い
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
教
育
・
研
究
の
内
容
を
創

造
的
に
発
展
さ
せ
る
社
会
的
責
任
を
強
く
負
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
、
大
学
へ
入
っ
て
く
る
若
者
は
、
戦
後
社
会
で
の
全
般
的
な
民
主
主
義
の
発
展
、
生

活
の
変
化
、
社
会
的
諸
矛
盾
の
表
面
化
と
い
う
状
況
の
な
か
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
今
日
の
学
生
は
、
民
主
主
義
の
感
覚
を
い
わ
ば
体
質
化
し
て
い
て
、
既
成
の
権
威
を
認

め
な
い
進
歩
性
を
持
ち
、
ま
た
現
代
の
社
会
問
題
に
対
し
て
も
深
く
、
広
い
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
学
生
が
書
物
や
講
義
よ
り
以
上
に
、
現
実
の
生
活
の
な
か
か
ら
、
感
覚
的

に
問
題
を
感
じ
と
る
素
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
積
極
的
な
側
面
と
し
て
受
け
と
め
ね
ば
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近
年
、
本
学
に
入
学
す
る
学
生
の
学
力
水
準
は
上
昇
し
、
本
学
の
学
生
は
ま
じ
め
で
あ
り

勉
学
態
度
も
概
し
て
よ
く
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
も
二
疋
程
度
定
着
し
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
国
民
の
期
待
と
、
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
今
日
的
課
題
に
照
ら
し
て
み
る

と
き
、
な
お
多
く
の
不
十
分
を
残
し
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
な
ど
の
活
動
は
活
発
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会

活
動
へ
の
参
加
は
年
々
上
昇
し
、
新
一
回
生
の
参
加
希
望
は
本
年
度
は
八
割
に
達
し
て
い
ま

す
。
新
入
生
歓
迎
夜
祭
に
、
一
回
生
全
ク
ラ
ス
が
参
加
し
、
秋
の
学
園
祭
・
衣
笠
夜
祭
に
も

本
年
は
昨
年
の
二
倍
の
ク
ラ
ス
が
参
加
し
、
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

自
主
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
も
、
本
学
の
取
り
組
み
は
、
大
き
く
前
進
し
つ
つ
あ
り
、
誇
り

う
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
学
生
を
見
る
と
き
、
学
問
へ
の
情
熱
、
学
問
へ
の
沈
潜
よ

り
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
の
び
の
び
と
学
園
生
活
を
楽
し
む
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
学
生
は
、
現
実
生
活
の
な
か
か
ら
、
感
覚
的
に
問
題
を

感
じ
と
る
素
質
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
論
理
的
思
考
力
や
粘
り
強
さ
・
持
続
性
に
欠
け
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
ゼ
ミ
選
択
に
お
い
て
理
論
を
中
心
と
す
る
ゼ
ミ
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
年
々
強

ま
ま
で
大
学
に
入
る
学
生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
”

け
れ
ど
も
ま
た
、
今
日
の
学
生
の
多
く
は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
で
あ
っ
た
一
九
六

○
年
代
以
降
に
生
ま
れ
、
育
っ
て
き
た
た
め
に
、
潜
在
的
に
す
ぐ
れ
た
資
質
と
能
力
を
持
ち

な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
歪
み
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
都
市
集
中
、
農
村
生
活
の
破
壊
、
核
家
族
化
の
進
行
、
テ
レ
ビ
の
発
達
と
そ
の

内
容
の
劣
悪
化
が
、
少
年
期
の
発
達
と
教
育
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
さ
ら
に
受
験
戦
争
と
テ
ス

ト
教
育
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
格
の
発
達
と
社
会
性
の
獲
得
、
論
理
的
思
考
力
の
訓
練
が
阻

害
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
社
会
環
境
・
教
育
条
件
と
そ
の
内
容
の
悪
化
な
ど
が
、
青
年
の
潜
在
的
能
力
の
発

達
を
妨
げ
て
き
た
結
果
、
一
方
で
、
鋭
い
感
受
性
や
問
題
意
識
が
養
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
他
方
で
直
接
体
験
が
稀
薄
で
、
現
実
に
即
し
て
現
実
を
批
判
的
に
見
る
力
が
弱
い

七
九
全
学
協
碓
認
の
実
践
に
つ
い
て
、
本
紙
『
第
二
言
亘
に
お
い
て
そ
の
中
間
総
括

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
学
振
懇
討
議
に
お
い
て
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
前
進
に
役
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

低
回
生
小
集
団
教
育
と
低
回
生
講
義
を
中
心
に
、
「
二
つ
の
視
点
」
「
六
つ
の
指
標
」
に

照
ら
し
な
が
ら
、
再
度
、
取
り
組
み
の
総
括
を
行
な
い
、
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
二
つ
の
視
点
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
①
常
に
前
進
し
て
き
た
面
と
残
さ
れ
て

き
た
面
の
両
面
を
正
し
く
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
を
科
学
的
に
把
握
し
、
そ
こ
で
の
教

訓
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
種
極
面
を
全
学
の
も
の
と
し
、
消
極
面
に
つ
い
て
は
全
学
が
協
力

し
て
こ
れ
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
、
②
現
代
の
学
生
を
取
り
ま
く
社
会
的
諸
側
面
を
踏
ま

え
て
学
生
の
諸
要
求
や
学
生
の
学
習
活
動
、
ク
ラ
ス
活
動
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

多
面
的
な
生
活
の
全
般
を
通
じ
て
そ
の
積
極
面
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
六
つ

の
指
標
」
は
、
「
①
学
生
の
知
的
な
訓
練
や
理
論
的
な
力
、
、
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動

を
行
な
う
上
で
の
持
続
性
や
忍
耐
力
、
⑧
正
課
や
課
外
活
動
を
通
し
て
の
自
主
性
・
自
発
性

・
自
治
能
力
、
ｅ
集
団
性
や
組
織
性
、
④
人
権
意
識
や
民
主
的
な
社
会
常
識
、
④
国
際
性
や

国
際
的
感
覚
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
実
践
に
お
い
て
何
が
前
進
し
た
か

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
ｃ

現
代
社
会
は
、
国
際
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
諸
側
面
の
連
関
・
相
互
依
存
性
を
強
め
な
が

ら
、
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
複
雑
な
現
代
社
会
に
諸
様
相
を
理
論
的
に
整

理
し
て
認
識
す
る
力
、
ま
た
生
き
た
現
実
か
ら
理
論
を
形
成
す
る
力
は
、
社
会
的
に
い
っ
そ

う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
学
術
運
動
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
課
題
に
向
か
っ
て
、
全
学
の
構
成
員
が
、

自
覚
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
日
の
憂
慮
す
べ
き
情
勢
を
考
え
る
と
き
、
「
知
は
力
な
り
」
を
合
言
葉
に
、
こ
れ
ま
で

の
到
達
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全
学
の
力
を
一
段
と
高
め
る
べ
く
、
さ
ら
に
討
議
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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低
回
生
小
集
団
教
育
の
前
進

低
回
生
小
葉
団
教
育
と
低
回
生
識
義
が
、
つ
ね
に
最
重
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
一
・
二
回

生
に
お
い
て
、
学
問
・
研
究
へ
の
努
力
と
意
欲
を
高
め
、
自
ら
学
び
成
長
し
う
る
基
礎
学
力

を
養
成
す
る
こ
と
が
、
大
学
四
年
間
の
学
生
生
活
に
お
い
て
、
決
定
的
な
重
要
性
を
持
つ
か

ら
で
す
。

今
Ｈ
の
学
生
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
禎
極
面
と
消
極
面
を
侍
っ
て
大
学
に
入
学
し
て

き
ま
す
。
学
問
・
研
究
へ
の
意
欲
は
、
学
問
の
面
白
さ
が
、
教
員
・
学
生
の
州
互
交
流
、
人

間
的
な
触
れ
合
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
確
実
に
身
に
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

形
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
Ⅲ
生
入
学
時
に
お
い
て
、
教
職
員
・
学
生
の
共
同
の
取
り
組
み
と
し
て
行
な
わ
れ
る
ク

ラ
ス
懇
談
会
が
、
大
学
生
活
の
第
一
歩
と
し
て
重
視
さ
れ
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

の
た
め
の
諦
活
動
が
、
多
様
な
形
態
で
も
た
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

本
年
度
、
勤
労
学
生
と
い
う
一
部
学
生
と
は
異
な
っ
た
特
殊
の
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
二

部
学
生
の
た
め
に
、
は
じ
め
て
、
「
新
入
生
合
宿
」
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
教
職
員
と
学
生

が
一
体
と
な
っ
て
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
が
、
大
学
生
活

と
学
習
へ
の
早
期
導
入
、
仲
間
づ
く
り
と
い
う
点
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

二
部
の
取
り
組
み
は
、
全
学
部
教
授
会
に
報
告
さ
れ
、
一
部
の
低
回
生
小
集
団
ク
ラ
ス
の
運

営
の
改
稗
に
つ
い
て
、
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
部
に
お
い
て
も
適
切
な
時
期
に
、

多
く
の
ク
ラ
ス
で
、
ゼ
ミ
合
宿
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
コ
ピ
ー
設
備
を
設
置
し
、
ま
た
衣
笠
周
辺
に
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る
と
い
う
課
題
は
、
宇
多
野
谷
校
地
を
砿
保
し
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
現
の
メ
ド
を
う
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
づ
く
り
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
、
学
問
・
研
究
へ
の
旺
盛
な
意
欲
を
持
っ
た
学
習
集
団

の
形
成
へ
と
繋
い
で
い
く
上
で
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
学
生
の
関
心
や
実
態
に
見
合
っ
た
授

業
内
容
と
方
法
を
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

法
学
部
、
産
業
社
会
学
部
で
は
、
学
生
の
要
求
や
実
態
、
発
達
段
階
を
考
え
な
が
ら
学
部

理
念
に
見
合
っ
た
低
回
生
小
集
団
二
・
二
回
生
基
礎
演
習
）
の
テ
キ
ス
ト
な
い
し
教
材
作

成
が
、
教
員
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
前
進
し
ま
し
た
。
産
業
社
会
学
部
に
お
い
て
は
、
一
回

生
基
礎
演
習
共
通
教
材
「
現
代
の
社
会
」
が
、
学
生
に
理
解
し
や
す
く
、
議
論
し
や
す
い
よ

ぅ
に
と
い
う
立
場
か
ら
、
内
容
を
粘
選
し
、
統
計
・
資
料
を
盛
り
込
み
、
問
題
提
起
的
に
記

述
す
る
よ
う
に
改
訂
さ
れ
、
基
本
文
献
・
参
考
文
献
の
解
題
も
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

二
回
生
用
の
共
通
教
材
の
共
同
作
成
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

法
学
部
に
お
い
て
は
、
八
一
年
度
新
入
生
か
ら
の
使
用
を
目
標
に
、
低
回
生
小
集
団
教
育

の
テ
キ
ス
ト
「
戦
後
日
本
の
国
家
と
法
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

他
の
学
部
に
お
い
て
も
、
担
当
者
会
議
を
中
心
に
、
学
生
の
要
求
と
実
態
、
な
ら
び
に
学

部
・
学
科
の
理
念
に
見
合
っ
た
テ
キ
ス
ト
・
教
材
の
選
定
や
、
補
助
教
材
の
作
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
経
済
学
部
で
は
一
回
生
を
対
象
と
し
た
入
門
誰
座
が
二
度
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
、
経
営
学
部
に
お
い
て
は
、
経
営
学
へ
の
関
心
と
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

一
回
生
対
象
に
映
画
零
ダ
ン
タ
ィ
ム
ム
が
試
写
さ
れ
、
入
学
後
早
期
に
「
経
営
学
」
に

つ
い
て
の
啓
発
の
必
要
性
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

外
国
語
、
保
健
体
育
に
お
い
て
も
、
科
目
の
狙
い
や
学
部
の
課
題
を
踏
ま
え
た
、
テ
キ
ス

ト
・
教
材
の
共
同
作
成
や
選
定
の
集
団
的
討
議
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
小
集
団
教
育
、
と
り
わ
け
、
基
礎
演
習
、
講
読
に
と
っ
て
の
主
要
な
問
題
は
、

と
う
し
た
ら
授
業
が
全
員
の
も
の
に
な
る
か
と
い
う
点
で
す
。

経
営
学
部
の
取
り
組
み
の
報
告
（
後
掲
）
に
お
い
て
、
ま
と
め
て
沸
い
て
い
る
よ
う
に
、

本
年
か
ら
サ
ブ
・
ゼ
ミ
・
ア
ワ
ー
を
設
け
る
な
ど
条
件
面
の
改
善
を
行
な
い
、
班
学
習
も
定

着
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
多
く
は
事
前
学
習
が
報
告
班
な
い
し
担
当
班
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
報
告
班
に
対
す
る
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
班
長
会
議
や
運

営
委
員
会
に
対
す
る
教
員
の
指
導
・
助
言
の
強
化
、
目
標
・
テ
ー
マ
の
明
確
化
、
大
講
義
と

の
関
連
な
ど
が
さ
ら
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
各
学
部
と
も
ほ
ぼ
共
通
の
認
識

と
な
り
、
担
当
者
会
議
を
中
心
に
、
経
験
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
学
生
は
活
発
な
授
業
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
事
前
学
習
が
必
要
で
、
そ
れ
は

自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
自
主
的
・
自
発
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ず
、
”
待
ち
“
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
報
告
は
、
ど
う
し
た
ら
授

業
を
全
員
の
も
の
に
し
う
る
か
と
い
う
点
の
核
心
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
全
体
の
学
習
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
教
員
の
指
示
に
よ
っ
て
、
各

班
が
テ
ー
マ
を
持
ち
、
自
分
た
ち
で
関
連
文
献
を
調
べ
、
考
え
、
討
議
し
、
ま
と
め
、
ク
ラ
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低
回
生
講
義
の
改
善

一
般
教
育
・
専
門
・
保
健
体
育
・
教
職
な
ど
の
荊
義
は
、
小
集
団
教
育
と
並
ん
で
大
学
教

育
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
柱
で
す
。

「
小
集
団
教
育
」
の
力
点
が
、
報
告
・
討
論
を
通
し
て
、
学
問
へ
の
意
欲
と
自
主
的
・
集

団
的
学
習
の
定
着
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
満
義
」
は
、
教
員
の
系
統
的
な
理
論

の
展
開
を
、
学
生
が
聴
講
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
科
学
的
認
識
と
科
学
的
思
考
力
を
養
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
教
員
側
の
取
り
組
み
に
お
い
て
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
一
般
教
育
・
専
門
教
育

ス
に
報
告
を
す
る
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
お
り
、
全
員
が
活
発
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

教
員
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
教
訓
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
正
課
・
サ
ブ
ゼ
ミ
を
問

わ
ず
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
テ
ー
マ
を
与
え
、
自
主
的
学
習
を
促
す
と
い
う
こ
と
な
ど
で

す
。
ク
ラ
ス
や
学
生
の
実
態
・
水
準
・
発
展
段
階
に
照
応
し
た
適
切
な
指
導
を
行
な
う
う
え

で
重
要
な
こ
と
は
、
運
営
委
員
会
や
班
長
会
議
と
教
員
と
の
意
見
交
換
で
あ
り
、
学
生
と
教

員
と
の
相
互
理
解
・
机
互
協
力
で
す
。

教
育
実
践
の
評
価
は
、
そ
の
性
格
上
、
短
期
間
に
は
定
め
が
た
い
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、

教
員
側
の
努
力
に
見
合
っ
た
学
生
の
集
団
的
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
ク
ラ
ス
、
教
員
と
学

生
が
、
覚
的
に
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
ク
ラ
ス
の
前
進
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
か
ら
一
歩
一
歩
学
習
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
な
理
工
学
部
に
お

い
て
は
、
後
掲
の
よ
う
に
、
各
ク
ラ
ス
に
三
～
五
名
の
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
ら
せ
、
グ
ル
ー

プ
別
に
座
席
を
指
定
し
、
演
習
問
題
を
割
り
当
て
て
検
討
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
の
報
告
を
全
員

で
行
な
わ
せ
る
。
各
人
に
ノ
ー
ト
を
作
成
さ
せ
て
、
こ
れ
を
点
検
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
を
毎
時

間
ご
と
に
提
出
さ
せ
る
な
ど
の
取
り
細
み
が
前
進
し
、
そ
の
結
果
、
出
席
率
が
向
上
（
九
○

％
）
し
、
遅
刻
者
も
減
少
し
、
質
問
が
増
加
し
理
解
度
が
向
上
し
、
自
主
ゼ
ミ
活
動
も
き
わ

め
て
活
発
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

文
学
部
は
、
理
工
学
部
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
専
門
満
義
へ
の
出
勝
率
が
高
い
学
部
で
あ

り
、
四
年
間
の
学
習
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
卒
業
論
文
の
作
成
を
頂
点
に
、
専
攻
ご
と
に

小
蕊
団
教
育
の
系
統
化
に
力
点
を
置
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
経
験
交
流
も
一
段
と
前
進
し

て
い
ま
す
。

を
問
わ
ず
、
教
育
実
践
の
新
し
い
試
み
が
数
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
集
団
的

討
議
が
各
学
部
教
授
会
や
各
教
学
機
関
に
お
い
て
組
織
的
に
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
で
す
。

急
速
に
変
化
す
る
社
会
的
現
実
と
白
然
・
人
文
・
社
会
科
学
の
進
歩
に
対
応
し
て
、
学
生

の
問
題
関
心
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
各
科
目
に
お
い
て
学
習
目
標
の
明
確
化
、
講
義
内

容
の
精
選
と
改
善
、
な
ら
び
に
授
業
方
法
の
工
夫
が
進
め
ら
れ
、
担
当
者
会
議
、
教
科
研
究

会
、
非
常
勤
講
師
と
の
懇
談
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
経
験
交
流
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

講
義
内
容
の
改
蕃
に
か
か
わ
っ
て
、
討
議
の
中
心
の
ひ
と
つ
を
な
し
た
の
は
学
生
の
現
代

的
関
心
を
踏
ま
え
つ
つ
、
い
か
に
し
て
そ
の
関
心
を
感
性
的
認
識
か
ら
理
性
的
・
科
学
的
認

識
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
平
和
と
民
主

主
義
の
教
学
理
念
が
、
講
義
と
小
雌
肌
な
ど
各
科
目
に
お
い
て
ど
の
程
度
、
学
生
の
生
き
た

知
識
と
思
想
と
な
っ
て
血
肉
化
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

講
義
の
内
容
と
方
法
を
改
善
し
、
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
の

配
布
、
ス
ラ
イ
ド
・
模
型
の
使
用
な
ど
の
工
夫
が
進
み
、
小
テ
ス
ト
・
レ
ポ
ー
ト
・
感
想
文

な
ど
に
よ
る
学
習
状
況
の
把
握
や
質
問
時
間
の
設
定
、
質
問
用
紙
の
用
意
、
あ
る
い
は
授
業

中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
討
論
な
ど
、
ま
こ
と
に
多
様
な
試
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
実
践
の
新
し
い
試
み
は
、
学
生
の
関
心
の
度
合
い
や
、
到
達
度

の
違
い
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
と
め
方
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
出
席
率
が
大
幅
に
向

上
し
て
い
る
積
極
面
と
、
逆
に
レ
ジ
ュ
メ
配
布
に
よ
っ
て
、
学
生
が
ノ
ー
ト
を
と
ら
な
く
な

っ
た
り
、
識
義
へ
の
出
席
が
減
少
す
る
傾
向
も
一
部
に
見
ら
れ
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
育
実
践
の
経
験
交
流
に
よ
っ
て
、
教
訓
と
す
べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
教
員
側
の
努
力
に
見
合
っ
た
学
生
側
の
種
極
的
な

学
習
姿
勢
が
な
い
場
合
に
は
、
折
角
の
努
力
が
生
き
な
い
ば
か
り
か
、
逆
の
も
の
に
転
化
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

飾
義
に
精
神
を
集
中
さ
せ
、
適
切
に
ノ
ー
ト
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
思
考
力
と

集
中
力
や
持
続
性
養
成
の
た
め
の
基
礎
的
訓
練
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
の
本
格
的
学
習
法

の
ひ
と
つ
で
す
。

授
業
は
、
教
員
と
学
生
に
よ
っ
て
日
々
新
た
に
創
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
す
。
講
義
内
容
や

方
法
に
つ
い
て
の
学
生
諸
君
の
積
極
的
な
意
見
の
提
出
と
と
も
に
学
生
渚
君
の
一
部
に
あ
る
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安
易
な
学
習
姿
勢
の
是
正
を
強
く
求
め
た
い
ｖ
と
思
い
ま
す
。

今
後
進
め
る
べ
き
課
題

わ
が
学
園
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
基
本
的
視
点

以
上
の
よ
う
な
情
勢
と
、
七
九
全
学
協
確
認
実
践
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
本
学
が
今
後
進

め
る
べ
き
課
題
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
教
学
・
学
生
実
態
を
踏
ま
え
、
そ
こ
に
現
わ
れ

て
い
る
前
進
面
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
お
く
れ
て
い
る
面
や
消
極
的
な
面
を
改
善
し
、
克
服

し
て
い
き
、
総
体
と
し
て
七
九
全
学
協
確
認
事
項
を
全
面
的
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
日
の
情
勢
か
ら
、
こ
の
課
題
の
実
践
は
ど
の
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
決
し
て

容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
実
践
は
、
今
後
も
全
学
の
協
力
が
必

要
で
す
。
ま
た
こ
の
場
合
、
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
そ
の
基
本
的
視
点
を
全
体
の
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

第
一
に
、
今
日
の
情
勢
の
も
と
で
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
こ
れ
を

内
実
化
し
、
前
進
さ
せ
る
全
学
的
な
運
動
力
量
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

第
二
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
加
え
よ
う
と
す
る
外
か
ら
の
圧
迫
に
抗
し
て
、
七
九
全
学

協
確
認
事
項
を
実
践
し
て
い
く
学
内
の
諸
体
制
を
確
立
・
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
と
も
に
、

「
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
巨
の
教
育
運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
。

第
三
に
は
、
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
の
わ
が
学
園
の
発
展
を
め
ざ
す
長
期
政
策
を
全
教
職

員
・
学
生
の
総
意
を
結
集
し
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
。

で
あ
り
、
こ
れ
を
全
学
的
に
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

１
．
七
九
全
学
協
確
認
の
全
面
的
実
践
、
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
を
創
造
的
に
推
進
し
』

発
展
さ
せ
る

今
後
に
進
め
る
課
題
の
中
心
は
、
さ
き
に
本
紙
「
第
二
一
号
」
で
報
告
し
た
七
九
全
学
協

確
認
事
項
の
実
践
の
中
間
総
括
の
な
か
で
、
前
進
し
て
き
て
い
る
諸
事
項
を
さ
ら
に
充
実
さ

当
面
の
課
題
と
重
点

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
視
点
に
基
づ
い
て
、
当
面
す
る
課
題
の
重
点
を
次
に
提
起
し
ま
す
。

２
．
教
育
・
研
究
体
制
の
強
化
と
諸
条
件
の
改
善

「
中
間
総
括
」
に
も
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
教
育
実
践
を
進
め
て

い
く
う
え
で
も
、
ま
た
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
わ
が
学
園
の
社
会
的
役
割
を
果
た
す

う
え
で
も
、
本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
体
制
の
強
化
は
重
要
で
す
。

そ
の
点
で
は
、
各
学
部
を
中
心
と
し
て
各
教
学
機
関
、
事
務
組
織
に
お
け
る
「
教
育
と
研

究
の
実
践
的
統
こ
の
創
造
を
視
点
と
し
、
そ
れ
が
な
し
う
る
諸
体
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
お
よ
び
組
織
に
お
け
る
教
職
員
の
集
団
化
を
よ
り
強

め
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
を
十
分
に
発
揮
し
う
る
諸
条
件
の
改
善
が
必
要
で
す
。

教
育
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
七
九
全
学
協
の
確
認
に
基
づ
い
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る

ク
ラ
ス
学
生
定
員
の
削
減
を
実
施
し
、
ク
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動
が
充
実
す
る
よ
う

図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
次
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
教
員
の
増
員
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
に
お
い
て
各
学
部
専
門
教
育
、
外
国
語
教
育
、

一
般
教
育
、
教
職
課
程
教
育
の
各
分
野
へ
の
増
員
を
行
な
い
、
改
善
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
本
学
の
長
期
政
策
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

せ
お
く
れ
て
き
て
い
る
部
分
を
鋭
意
進
め
る
こ
と
で
す
。

と
り
わ
け
こ
の
な
か
の
教
学
課
題
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
お
よ
び
各
教
学
機
関
が
今
年
度

の
課
題
と
し
て
設
定
し
て
き
た
諸
事
項
に
従
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
と
く

に
こ
の
場
合
の
重
点
と
し
て
、
各
学
部
に
お
け
る
小
集
団
教
育
の
充
実
と
、
そ
れ
を
基
礎
に

し
た
学
生
の
自
主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
の
発
展
を
図
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
と
く
に
、
今
日
の
情
勢
の
も
と
で
の
学
生
に
現
わ
れ
て
い
る
実
態
を
総

合
的
に
捉
え
、
こ
の
な
か
か
ら
「
二
つ
の
視
点
」
「
六
つ
の
指
標
」
に
照
ら
し
た
把
握
を
行

な
い
つ
つ
、
学
生
が
自
ら
学
ぶ
主
体
と
し
て
の
意
欲
的
な
活
動
が
前
進
す
る
よ
う
、
教
育
内

容
の
充
実
と
指
導
の
強
化
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
の
集
団
化
と
そ
れ
に
基

づ
く
教
育
実
践
運
動
が
自
覚
的
に
取
り
組
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
今
後
に
お
い
て
進
め
、
一
九
八
○
年
度
と
し
て
の
総
括
を
実
り
あ

る
も
の
と
し
、
一
九
八
一
年
度
に
向
け
て
の
教
学
改
善
の
重
点
課
題
、
職
場
課
題
を
設
定
し

て
全
学
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
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研
究
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に
お
い
て
図
書
・
資
料
費
研
究
旅
費
、
留
学

制
度
等
に
つ
い
て
一
定
の
改
善
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
研
究

条
件
の
改
善
・
充
実
を
さ
ら
に
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
〆
｜
拠
点
計
画
の
完
成
と
学
内
諸
体
制
の
整
備

本
学
の
一
拠
点
計
画
は
、
本
紙
「
第
二
一
号
」
に
も
述
べ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
単
に
施
設

・
設
備
条
件
の
整
備
・
統
合
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
ぐ
れ
て
本
学
の
教
学
発
展
の
歴
史

的
経
過
の
う
え
に
立
っ
た
教
学
充
実
の
課
題
と
し
て
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

明
春
三
月
の
法
学
部
の
移
転
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
基
づ
く
本
学
の
一
拠
点
化

は
実
現
し
、
わ
が
学
園
が
真
に
一
拠
点
に
よ
る
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
よ
う
と
す
る
体
制

と
基
本
的
条
件
を
つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
こ
の
内
容
の
充
実
に
向
け
、
第
一
に
本
学
が
一
拠
点
に
よ
る
総
合
大
学

と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
し
、
活
用
し
う
る
よ
う
な
各
学
部
毎
の
、
ま
た
学
部
相

互
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
検
討
を
推
進
す
る
こ
と
、
第
二
に
は
二
拠
点
か
ら
一
拠
点
に

集
中
し
た
有
利
な
条
件
を
生
か
し
た
事
務
体
制
の
再
編
・
整
備
、
第
三
に
は
施
設
・
設
備
面

で
残
さ
れ
た
諸
問
題
の
改
善
・
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

畠
“
．
”
財
政
の
い
っ
そ
う
の
民
主
化
篇
員
公
費
助
幸
成
運
動
の
発
展

本
学
の
財
政
は
、
教
学
を
支
え
る
基
本
条
件
と
し
て
、
常
に
全
学
の
教
職
員
・
学
生
の
実

態
を
踏
ま
え
、
そ
の
要
求
に
根
ざ
し
た
財
政
計
画
、
運
用
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
基
本
的
姿
勢
と
相
対
的
低
学
洗
を
堅
持
し
、
財
政
の
い
っ
そ
う
の
民

主
化
を
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
課
題
の
な
か
で
の
重
要
な
環
で
あ
る
こ
と
は
言
う

に
及
び
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
基
本
点
に
立
っ
て
財
政
民
主
化
の
今
後
の
具
体
的
課
題
は
、
年
度
毎
の
予
算

編
成
期
に
お
け
る
重
点
課
題
を
明
確
に
し
、
ま
た
そ
の
編
成
過
程
に
お
け
る
民
主
化
を
図
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
の
な
か
で
、
七
九
全
学
協
で
確
認
さ
れ
た
「
全
学
監
査
」
制
度
を
具
体

化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
幅
な
公
費
助
成
を
腰
得
し
て
い
く
運
動
は
、
今
日
の
私
学
を
め
ぐ
る
全
国
的

５
』
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
の
わ
が
学
園
の
発
展
に
向
け
て
の
長
期
的
政
策
の
策
定

七
九
全
学
協
確
認
は
、
当
面
す
る
本
学
の
諸
課
題
へ
の
改
蕃
・
充
実
の
諸
施
策
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
八
○
年
代
と
そ
れ
以
降
の
わ
が
学
園
像
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
長
期
的
課
題
を
示
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
確
認
に
基
づ
い
て
、
長
期
計
画
委
員
会
に
対
し
、
①
八
○
年
代
お
よ
び

そ
れ
以
降
（
衣
笠
一
拠
点
完
成
後
）
に
お
け
る
本
学
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
発
展
、
と
く
に

本
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
削
を
視
野
に
入
れ
た
学
園
規
模
（
学
部
・
学
生
数
．
教
職
員

数
な
ど
）
に
つ
い
て
、
②
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
、
③
研
究
体
制
・
条
件
、
施

設
・
設
備
、
研
究
事
務
機
構
等
研
究
活
動
の
保
障
に
つ
い
て
、
の
三
課
題
に
つ
い
て
諮
問
が

行
な
わ
れ
、
現
在
、
長
計
委
員
会
で
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
検
討
を
継
続

し
、
答
申
と
し
て
策
定
し
、
全
学
の
討
議
に
付
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

以
上
は
、
本
学
が
今
後
に
お
い
て
進
め
て
い
く
べ
き
諸
課
題
の
な
か
で
、
と
く
に
重
点
的

な
も
の
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
（
学
内
）
理
事
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ

い
て
具
体
化
し
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
決
意
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
遂
行

は
、
ま
た
同
時
に
、
全
学
の
諸
機
関
、
諸
組
織
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
学
を
椛
成
す
る
諸
パ
ー
ト
が
あ
げ
て
こ
れ
ら
の
譜
課
題
の
前
進
の
た

め
に
引
き
続
い
て
強
力
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
よ
う
こ
こ
に
改
め
て
要
請
す
る
も
の
で
す
。

な
情
勢
の
も
と
で
ま
す
ま
す
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
学
に
お
い
て
は
、
相
対
的
低
学
費
を
堅
持
し
、
個
別
大
学
の
ワ
ク
内
に
あ

っ
て
も
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
と
そ
の
機
会
を
保
障
し
て
い
く
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

民
主
的
で
大
幅
な
公
費
助
成
を
瞳
得
し
て
い
く
運
動
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
全
学
的
な
課
題
で
す
。
ま
た
同
時
に
こ
の
課
題
は
、
ひ
と
り
本
学
の
課
題
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
全
国
の
私
学
の
民
主
的
な
発
展
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

〔
註
・
各
学
部
、
二
部
教
学
の
課
題
ｌ
省
略
〕

〔
『
学
園
通
信
」
第
二
二
号
（
一
九
八
○
年
一
一
月
二
七
円
）
〕
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七
一
○

一
拠
点
完
成
を
二
年
後
に
ひ
か
え
た
昨
年
（
七
九
）
春
闘
に
お
い
て
、
完
成
後
の
学
舎
管

理
体
制
の
検
討
が
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
強
く
要
求
さ
れ
た
。
理
事
会
は
、
同
年
秋
に
は
、

こ
れ
を
学
舎
管
理
政
策
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
基
本
に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
を
約
し
た
。

し
か
し
、
学
慨
改
定
を
め
ぐ
る
全
学
的
討
議
が
秋
に
集
中
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
提
示

が
遅
れ
、
今
日
に
い
た
っ
た
。

こ
の
川
組
合
は
、
各
職
場
で
の
政
策
づ
く
り
連
動
を
す
す
め
、
管
理
課
職
場
ｌ
と
り
わ
け
、

学
舎
管
理
職
員
職
場
で
の
政
策
づ
く
り
は
意
欲
的
に
と
り
く
ま
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
迎
え
た
八
○
春
闘
で
組
合
は
、
七
九
全
学
協
確
認
に
示
さ
れ
た
学
園
創
造
に
む
け
て
、
今

後
に
具
体
化
さ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
整
備
計
画
と
合
せ
、
一
拠
点
後
の
学
園
の
維
持
、
杵

叫
政
策
の
確
立
が
極
め
て
亜
要
と
な
る
こ
と
を
強
洲
し
、
学
舎
管
理
政
策
は
、
こ
う
し
た
総

合
的
な
維
持
、
杵
理
の
政
策
の
な
か
で
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
⑤

一
拠
点
後
の
新
し
い
条
件
の
も
と
で
、
学
園
の
維
持
、
管
理
政
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
は

理
事
会
も
兇
解
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
学
の
協
力
を
得
て
確
立
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
き
た
。

今
般
提
示
す
る
”
学
園
管
理
政
策
（
案
）
“
は
、
こ
の
よ
う
な
談
論
を
鹸
大
限
う
け
と
め
、

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
”
学
園
管
理
“
と
は
、
主
と
し
て
、
管
理
課
に
所
属

し
日
常
的
に
学
舎
、
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
の
維
持
、
管
理
業
務
を
担
当
し
て
い

る
職
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
正
確
に
は
、
”
学
舎
管
理
政
策
“
と
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
”
学
園
管
理
“
と
題
し
て
い
る
の
は
、
上
記
の
議
論
を
う
け
て
、

学
舎
管
理
に
関
わ
っ
て
も
こ
の
観
点
か
ら
の
一
定
の
見
解
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
ひ
き
つ

づ
い
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
総
合
的
な
維
持
、
管
理
政
策
に
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
学
舎
管
理
政
策
の
あ
る
べ
き
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に

一
学
園
管
理
政
策
の
確
立
の
た
め
に
」
を
提
示
す
る
に
あ
た
（
↓
て

学
園
〔
学
舎
〕
管
理
政
策
の
確
立
の
た
め
に
☆

〔
一
九
八
○
（
昭
五
五
）
・
一
二
・
三
（
学
内
）
理
事
会
〕

し
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

政
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
検
討
の
深
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
だ
多
く
の
問
題
点

を
も
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
上
記
の
観
点
に
た
っ
て
、
当
該
部
課
は
も
と
よ
り
、
全
教

職
員
の
積
極
的
討
縦
を
期
待
し
た
い
。

’一

(5)（4）（3）（2）（1）．、
が化と教とる学政の青て学史淵お総学

従れとり職研憩研び七策で、一い園的条け立合園
って 条わ員究い 究 が 九 の あ 労 拠 る づに件る命的管
てぃ件けの、に、い碓必り伽点。くはの亜館な理
、る整学よ教み教と認要、‘渦のり員完要大管政
学 ・備園り育ち青、の性｜前1橘完｜｜学成な学理策
園の管高とた機伽学と時勤成弓園を11寺は政の
管課理い、学開き園、にのは学復土点い策必
理題業水大間とがnll学、新、｜判興台にまの要
政は務準学的しい造園新し八n1]ｰに立、必性
策、にでの気てのの符しい○造 、つ衣要と
を従た の 民 風のあ埜理ぃ全a年些学学て笠性重
確来ず大主に大る本業フ達代と億l園い一要
立かさ学的溢学学指務ア段のぃ振のる拠性
すらわの管れ、園標のク階学う興新。占
るのる自理た国n1]はtilタで園雁一たそ完
に懸施治運学氏造、対lのづ史のなれ収
あ案設諭営園にと司的に蘭く的｜|キ展はを
た課管のの剣｜＃ lで八商兄的り,t,代IH、II
り題理展統造かあ○ま合発の発を、本前

でを｜＃’一にれり年りう鵬術点経fill学に
上あ含と的あ、、代、民の課に て造がひ
記りむ協実る地真お重主物辿立、を総か
の、財力賎o域によ要的『〔、ついめ合え
譜そ務、をに圧｜び性で的すてまざ大て
条の部共推根此そを総条ないます学、
件整体同進ざ的れ示合件わるさもと本
を備制体すし要以し的をちこにのし学
考との制るた諭降てな保、と八でての
忠展民のに大ににい学障研を○あの城
し開主碓あ学応おるl翼’す究意年り基後
なが的立た、えけ。将る、｜味代、礎史
が m も教急強、り緑うるしの雁的に

一
学
園
管
理
政
策
の
確
立
の
た
め
に
（
案
）
」
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ら
学
園
体
滞
と
学
園
管
理
業
務
の
到
達
点
に
見
合
う
現
実
的
観
点
と
同
時
に
長
期
的

学
園
管
理
政
策
を
展
望
す
る
観
点
か
ら
の
展
開
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

２
．
管
理
政
策
の
重
要
性
と
位
置
づ
け

①
大
学
の
使
命
と
管
理
政
策
の
重
要
性

⑪
八
○
年
代
以
降
の
学
園
創
造
を
め
ざ
し
て
、
本
学
は
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ

く
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
て
、
真
に
国
民
的
要
請
に
応
え
う
る

研
究
、
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
づ
く
り
を
す
す
め
、
社
会
的
要
請
に
耐
え
得
る
力

並
を
備
え
た
学
生
を
送
り
出
す
社
会
的
責
務
を
担
っ
て
い
る
。
研
究
と
教
育
の
実
践

的
統
一
と
、
そ
れ
を
支
え
る
施
設
、
設
備
条
件
に
わ
た
る
民
主
的
管
理
体
制
の
確
立

は
、
新
し
い
教
学
創
造
と
大
学
の
自
治
の
発
展
を
め
ざ
す
上
で
、
不
可
欠
の
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

②
大
学
は
学
問
研
究
と
教
育
の
場
で
あ
り
大
学
が
そ
の
体
制
、
施
設
、
条
件
の
充
実

を
図
る
の
は
、
大
学
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
日
の
私

学
危
機
の
一
層
の
進
行
の
な
か
で
、
教
学
を
優
先
す
る
立
場
で
の
財
政
運
営
の
原
則

の
堅
持
と
、
教
学
を
支
え
る
観
点
で
の
資
産
管
理
は
ま
す
ま
す
重
要
な
意
義
を
侍
っ

て
き
て
い
る
。

②
重
要
性
に
基
づ
く
管
理
業
務
の
位
置
づ
け
の
明
確
化

山
教
育
環
境
の
保
持

研
究
、
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
で
、
そ
れ
を
支
え
る
施
設
、
設
備
、
条
件
の
整
理
、

維
持
、
管
理

③
大
学
の
自
治
擁
護
と
民
主
的
管
理
の
徹
底

全
大
学
構
成
員
の
研
究
、
教
育
、
そ
の
他
の
諸
活
動
を
保
障
し
、
大
学
の
自
治
擁

護
と
発
展
を
支
え
る
民
主
的
管
理
の
徹
底

⑧
地
域
社
会
と
の
協
力
関
係
の
確
立

国
民
の
た
め
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
地
域
社
会
の
支
持
と
理
解
を
得
て
、
地
域

と
共
に
発
展
を
め
ざ
す
協
力
関
係
の
確
立
を
す
す
め
る
窓
口

二
管
理
政
策
確
立
の
方
向
性

１
．
管
理
業
務
の
在
り
方

ｕ
は
じ
め
に
ｌ
と
り
く
み
の
歴
史

①
本
学
に
お
け
る
学
園
管
理
業
務
の
歴
史
的
変
遷
は
、
昭
和
四
六
年
四
月
の
「
現

業
職
員
の
勤
務
体
制
改
正
」
に
よ
る
現
業
職
種
の
一
本
化
、
す
な
わ
ち
、
守
衛
、

作
業
員
、
建
物
管
理
人
、
寮
職
員
の
職
種
の
統
合
、
勤
務
条
件
の
統
一
、
勤
務
内

容
の
明
確
化
、
責
任
体
制
の
確
立
を
め
ざ
す
制
度
改
革
、
お
よ
び
昭
和
四
七
年
四

月
の
清
掃
婦
の
職
員
化
を
経
て
、
昭
和
五
○
年
七
月
機
構
改
革
に
よ
る
管
理
課
へ

の
業
務
移
管
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

②
こ
れ
ら
の
業
務
改
革
の
推
移
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
、
本
学
が
戦
後
急
速
に

発
展
、
拡
大
す
る
な
か
で
、
現
業
職
種
内
、
職
種
間
に
勤
務
条
件
の
違
い
と
、
業

務
の
交
錯
に
よ
る
諸
矛
盾
が
生
じ
、
大
学
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
、
時
々
に
対
応

す
る
形
で
き
め
ら
れ
て
き
た
勤
務
条
件
の
違
い
な
ど
か
ら
く
る
少
な
か
ら
ぬ
混
乱

で
あ
っ
た
。

昭
和
四
六
年
の
現
業
職
種
の
一
本
化
は
、
現
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
も
っ
て

い
る
矛
盾
の
解
決
を
、
一
拠
点
実
現
を
目
指
す
過
程
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
一
歩

で
も
改
善
す
る
た
め
の
と
り
く
み
と
し
て
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
職
員
の
連

帯
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

③
本
学
は
学
園
の
民
主
的
改
革
を
通
し
て
学
園
体
制
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、

わ
け
て
も
、
大
学
の
自
治
に
お
け
る
職
員
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
は
大
き
な
歴
史

的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
員
は
主
要
に
は
、
研
究
、
教
育
の
条
件

設
定
者
と
し
て
、
直
接
そ
れ
を
担
当
す
る
教
員
と
は
職
務
上
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

大
学
の
構
成
員
と
し
て
、
教
学
の
一
翼
を
担
う
者
と
し
て
の
役
刻
の
明
確
化
で
あ

っ
た
。こ

の
観
点
か
ら
、
研
究
、
教
育
条
件
の
整
備
と
環
境
整
備
を
担
う
現
業
職
員
の

位
置
づ
け
も
、
分
担
す
る
業
務
区
分
は
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
事
務
職
員
と
共
に

教
学
を
支
え
る
重
要
な
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

④
こ
れ
ら
の
と
り
く
み
は
、
七
○
年
代
の
中
数
審
、
私
財
法
路
線
に
よ
る
私
学
へ

こ
れ
畠
の
と
り
く
み
陸
七
○
征
亦
代
の
中
数
審
私
財
法
路
線
に
よ
る
私
学
へ

の
締
め
つ
け
強
化
と
、
大
学
へ
の
国
家
統
制
の
く
わ
だ
て
の
強
化
に
抗
し
、
真
に

研
究
、
教
育
の
自
由
を
守
り
、
大
学
の
自
治
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
学
園
民
主

化
を
一
層
評
推
進
し
、
教
員
、
職
員
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
に
な
う
な
か
で
、
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大
学
の
在
り
方
を
決
意
的
に
方
向
す
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

現
業
一
本
化
は
、
職
員
職
場
に
お
け
る
職
場
会
議
の
制
度
化
・
充
実
、
部
課
長

制
度
改
革
な
ど
一
連
の
民
主
的
改
革
の
と
り
く
み
の
な
か
で
、
大
き
な
前
進
を
み

た
も
の
で
あ
っ
た
。

②
今
日
ま
で
の
到
達
点

①
集
川
化
、
共
同
化
の
推
進

昭
和
四
六
年
の
「
現
業
職
員
の
勤
務
体
制
改
正
」
（
い
わ
ゆ
る
一
本
化
）
は
、

現
業
職
員
が
研
究
、
教
育
の
場
に
お
け
る
施
設
、
設
備
の
保
全
と
環
境
整
備
お
よ

び
こ
れ
に
伴
う
諸
業
務
を
主
た
る
役
割
と
し
て
担
う
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
た
上

で
、
以
下
の
四
つ
の
柱
に
も
と
す
ぐ
改
革
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
近
接
職
種
の
統
合
に
よ
る
少
数
職
場
の
集
団
化
、
共
同

化
を
は
か
る
こ
と
、
第
二
に
、
労
働
条
件
の
統
一
に
よ
り
、
業
務
の
集
中
化
、
総

合
化
を
進
め
る
こ
と
、
第
三
に
、
職
務
内
容
の
明
確
化
に
よ
り
、
業
務
の
共
通
化
、

現
代
化
を
促
す
こ
と
、
第
四
に
、
責
任
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
自
主
性
と
民
主
性

を
伸
ば
す
態
勢
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

業
務
改
革
後
九
年
を
経
た
今
日
、
こ
れ
ら
の
指
標
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
現

業
一
本
化
が
職
場
の
集
団
化
、
共
同
化
、
管
理
業
務
の
整
理
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

推
進
し
、
同
時
に
、
事
務
、
現
業
各
職
務
の
整
理
と
両
者
間
の
有
機
的
連
関
性
を

前
進
さ
せ
る
大
き
な
推
進
力
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

②
学
園
の
発
展
と
と
も
に
、
規
模
の
巨
大
化
、
機
椛
の
複
雑
化
が
も
た
ら
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
、
職
務
領
域
の
拡
大
と
、
職
務
内
容
の
高
度
化
が
進
行
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
対
応
す
る
管
理
課
の
独
立
課
題
が
必
然
化
し
、
昭
和
五
○
年
、
管
理
課
独

立
体
制
を
確
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
一
に
、
従
来
か
ら
追
求
し
て
き
た
職
場
の
集
団
化
、
共
同
化

が
な
お
一
層
前
進
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
管
理
業
務
の
一
定
の
体
系
的
整
備
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
業
務
の
整
備
を
通
じ
て
、
専
任
職
員
職
務
の
明
確
化

に
よ
り
、
一
定
業
務
の
業
者
移
管
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
。

③
職
員
資
質
の
質
的
向
上

こ
う
し
た
歴
史
的
と
り
く
み
と
、
集
団
化
、
共
同
化
の
前
進
の
上
に
立
っ
て
、

専
任
職
員
か
職
務
内
容
の
高
度
化
に
耐
え
得
る
よ
う
、
自
覚
的
に
資
質
向
上
に
と

‐
り
く
み
、
管
理
業
務
の
意
義
の
理
解
を
深
め
る
な
か
で
、
業
務
課
題
に
稜
極
的
に

と
り
く
み
、
こ
れ
を
前
進
さ
せ
て
き
た
。

今
日
、
学
舎
管
理
職
員
は
、
自
学
自
習
、
集
団
研
修
、
教
職
組
に
よ
る
政
策
づ

く
り
な
ど
を
通
し
て
、
変
化
す
る
大
学
に
対
応
し
た
新
し
い
管
理
業
務
の
確
立
と

管
理
職
員
像
の
創
造
に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
し
て
き
て
い
る
。

⑧
到
達
点
の
上
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
今
後
の
方
向
性

①
専
任
職
員
に
よ
る
管
理
業
務
の
一
層
の
充
実

大
学
が
社
会
的
使
命
を
果
す
う
え
で
、
そ
の
機
能
を
施
設
、
条
件
面
で
支
え
る

管
理
業
務
が
学
園
固
有
の
業
務
と
し
て
不
可
欠
か
つ
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
と
り
わ
け
、
民
主
的
な
管
理
、
運
営
に
真
正
面
か
ら
と
り
く
ん

で
い
る
本
学
の
場
合
、
そ
れ
は
民
主
的
な
力
通
に
う
ら
う
ち
さ
れ
た
専
任
職
員
集

団
に
よ
っ
て
こ
そ
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
の
場
合
も
、
慎
重
な
検
討
の
う
え
に
、
一
定
の
業
務
分
野
の
業
者
移
管
、

外
注
化
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
上
記
の
専
任
職
員
集
団

の
存
在
を
前
提
と
し
て
な
り
た
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
改
め
て
再
確
認
し
、

上
述
し
た
到
達
点
の
う
え
に
さ
ら
に
集
団
化
、
共
同
化
、
自
己
啓
発
な
ど
に
つ
と

め
、
管
理
業
務
の
一
屑
の
充
実
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
上
記
①
の
上
に
た
っ
た
「
近
代
化
、
合
理
化
、
機
械
化
」
の
現
実
的
追
求

営
利
を
追
求
し
な
い
大
学
の
場
合
、
業
務
の
い
わ
ゆ
る
「
近
代
化
、
合
理
化
、

機
械
化
」
は
相
対
的
に
遅
れ
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
否
定
的
側
面

を
押
え
つ
つ
、
本
学
の
到
達
度
に
ふ
さ
わ
し
い
追
求
を
行
な
う
こ
と
は
、
現
在
、

一
つ
の
課
題
に
す
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
学
舎
管
理
業
務
の
場
合
、
守
備
範
囲
が

広
範
で
あ
る
こ
と
、
業
務
が
個
々
に
切
り
は
な
さ
れ
、
系
統
性
の
面
で
困
難
な
条

件
に
あ
る
こ
と
、
待
機
業
務
的
要
素
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
業
務
そ
の
も
の
と
し

て
は
、
一
般
企
業
な
ど
と
多
く
の
共
通
点
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
他
な
ど
か
ら
、
こ

の
課
題
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。

業
務
の
重
点
設
定
と
大
胆
な
整
理
を
、
マ
ニ
ア
ル
や
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
い
っ
た
近
代
的
管
理
手
法
の
一
定
の
駆
使
に
よ
っ
て
「
近
代
化
」
を
は
か
る
こ

－244－



資料71(）

と
。
専
任
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
専
任
で
あ
り
た
い
業
務
を
民
主
的

管
理
、
運
営
に
ふ
さ
わ
し
い
視
点
で
整
理
し
、
業
者
移
管
や
外
注
化
な
ど
を
含
む

「
合
理
化
」
を
は
か
る
こ
と
。

単
純
な
も
の
か
ら
、
一
定
複
雑
な
も
の
を
ふ
く
め
、
管
理
機
器
の
有
効
な
活
用

な
ど
に
よ
り
、
「
機
械
化
」
を
は
か
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
上
記
①

に
の
べ
た
、
専
任
職
員
集
団
業
務
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に
、
早
急
に
追
求
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

③
系
統
的
職
員
研
修
な
ど
に
よ
る
力
量
の
向
上

単
に
規
模
の
巨
大
化
、
機
構
の
複
雑
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
の
研
究
、
教
育

の
発
展
、
大
学
を
と
り
ま
く
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
支
え
る
専
任

職
員
集
団
の
力
量
、
資
質
の
向
上
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。
系
統
的
職
員
研
修
の
強

化
、
自
学
自
習
、
業
務
の
集
団
化
・
共
同
化
を
通
じ
た
日
常
的
な
民
主
的
経
験
の

積
み
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
力
量
の
向
上
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

２
．
”
在
り
方
“
の
上
に
立
っ
た
具
体
的
業
務
の
整
理
と
政
策
化
の
方
向

⑪
高
い
水
準
の
職
員
集
団
の
確
立

一
拠
点
の
完
成
と
い
う
物
的
条
件
の
完
成
の
も
と
に
、
八
○
年
代
の
教
学
創
造
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
管
理
業
務
に
お
い
て
も
、
新
し
い
到
達
点
に

見
合
っ
た
高
い
次
元
で
の
職
員
集
団
の
確
立
が
要
請
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
発
展
す

る
大
学
の
管
理
業
務
の
意
義
の
高
度
な
理
解
と
、
そ
れ
を
担
う
専
任
職
員
と
し
て
の

自
覚
に
基
づ
く
積
極
的
姿
勢
の
確
立
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
常
的
管
理
業
務

に
お
い
て
、
デ
ス
ク
・
ワ
ー
ク
か
ら
、
現
業
的
職
務
に
及
ぶ
業
務
を
ト
ー
タ
ル
に
消

化
し
得
る
力
量
を
備
え
た
職
員
集
団
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る
。

集
団
化
・
共
同
化
を
基
軸
に
し
た
業
務
遂
行
体
制
の
整
備
、
確
立
と
、
事
務
、
現

業
各
職
務
の
協
力
関
係
、
お
よ
び
両
者
の
有
機
的
連
関
性
を
軸
と
す
る
委
託
業
者
の

指
導
、
点
検
、
管
理
な
ど
、
管
理
業
務
の
新
た
な
段
階
に
お
け
る
役
割
を
担
う
自
覚

的
職
員
集
団
の
確
立
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

一
拠
点
完
成
に
伴
う
定
員
再
配
置
問
題
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
た

管
理
業
務
に
お
け
る
新
し
い
定
員
体
制
の
検
討
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
具
体
的
業
務
の
整
理
（
体
系
化
）

①
現
在
あ
る
業
務
の
系
統
性
あ
る
整
理

㈹
窓
口
渉
外
業
務
（
日
直
業
務
を
含
む
）

、
大
学
案
内
、
外
来
者
案
内
、
交
通
整
理

㈹
近
隣
対
応

口
内
部
管
理
業
務

㈹
大
学
機
関
、
構
成
各
パ
ー
ト
室
の
鍵
の
貸
出
点
検
お
よ
び
管
理

伽
施
設
貸
与
と
こ
れ
に
伴
な
う
庶
務
的
、
渉
外
的
業
務

叩
防
災
機
器
管
理
と
緊
急
時
対
応

例
学
舎
、
キ
ャ
ン
パ
ス
保
守
、
管
理
業
務

叩
学
舎
点
検
、
備
品
点
検
（
予
防
、
使
用
管
理
、
資
産
管
理
）

叩
清
掃
、
植
裁
、
除
草

伽
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車
両
の
整
理

㈲
保
安
（
含
宿
直
）
業
務

㈱
運
搬
、
設
営
、
営
繕
業
務

㈲
上
記
に
伴
な
う
事
務

②
上
記
⑩
の
上
に
た
っ
た
専
任
職
員
業
務
の
整
理
と
「
合
理
化
、
機
械
化
」
の
計

画
的
実
践

㈹
上
記
①
㈹
～
㈲
の
相
互
関
連
を
ふ
ま
え
、
管
理
業
務
に
お
け
る
専
任
職
員
業

務
の
系
統
性
あ
る
整
理
、
統
合
、
業
務
の
標
準
化
と
シ
ス
テ
ム
化
を
は
か
る
と

同
時
に
、
専
任
職
員
と
し
て
担
う
べ
き
業
務
の
明
確
化
を
は
か
る
。
例
え
ば
、

相
対
的
独
立
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
窓
口
渉
外
業
務
、
宿
直
・
夜
間
保
守
業

務
の
整
理
、
夜
間
変
則
勤
務
体
制
の
合
理
的
再
編
な
ど
。

上
記
の
他
、
他
部
課
と
の
関
連
を
重
視
し
な
が
ら
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

㈲
機
械
化
の
追
求

科
学
的
管
理
体
制
を
追
求
し
、
合
理
性
と
採
算
の
接
点
を
ふ
ま
え
検
討
す
る
。

例
業
者
移
管
の
追
求

既
に
業
者
移
管
し
た
業
務
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
，
上
記
し
た
今
後

の
方
向
性
で
示
し
た
基
本
に
添
っ
て
整
理
を
行
な
う
。
と
り
わ
け
合
理
性
と
採

算
の
接
点
を
重
視
し
て
追
求
を
す
す
め
る
。
現
在
考
え
ら
れ
る
移
管
対
象
業
務

－245－



資料71じ

二
管
理
政
策
の
当
面
す
る
問
題
と
そ
の
対
応

五
六
年
四
月
か
ら
の
体
制
確
立
に
向
け
て

（3）

② ①③
たあ(Ill)(il)(i)るな年は整保こ代課
計 り 従ななら牌業。ら上次、理安れの、財新な技は
画、つけ一けに現発務現な記I汁こ、、ら学一務部ろ術、
的こてれ拠 れ は 在 展 の 業 いし画う再管の園事部術う的情
なれ、ぱ 点ば 、の さ流 一。てにし編理検づ務体想｡に掃
との今な 完 な 社 職 せ 柳 本 そきよたさ等討<局制をは
り実後 ら成ら会員る迦化のたる条れのにりーへ含専植
<践更なとな的数歴へか際課現 件 る 業 伴 に 再 現 む ｜ 川 j 裁
みはにぃ今ぃ条や史集ら、題実もこ務いと編財新職へ
と、談こ後こ件年的団管ふへ的祝と分、つの務たに含
し一論とのと、令な化理ま2条野もIf現て検課な属除
な定す。学・そ柵整、課え｜件に考は在、討、体す草
け長べ園の成合共独ら（1）に人え、、一は会制るー
れ期き創他、性｜両l立れ、l!llれら財施つ、計とも、
ばの多造と職を化体な（2）してれ務設の一課のの交
な イ<とい務も、制けーた、る課、急拠、関、通
らンのぃつ内つ氏なれは政行｡な管が点施連な整
なタ間うた容も主どぱ、策な管ど理ねの設ら理
ぃ｜題新現やの化、な具化わ理他課ば完課び、
。（をた実他で、こら体れ業部がな戒、に夜
ル残なの部な整れな的ね務課担らと管専間
をし到条課け術まいにぱの業当なそ理任保
持て達件職れとで祝政な具務しいの課職守
つい点 を 務 ば 商 志 点策ら体とて課上､貝､
たるにふとな度向は 化な的のい題に長のそ
年と見まのら化し下 さい整関るとた計補の
次い合え関ななて記れ。理連建しつ事助他
をううた速いどきのなへも設てた務的で
ふべもも性こ、-／た点け体含、あ八局業あ
まきのの、とを管でれ系め渦る○の務り
えでででさ。一理あぱ化、達。年Hと。

l

②①．
(ｲ）（ 2 ） （1）でのと理置は

なと点のてイ（ﾛ）（ｲ）で管にあ具当そこ政づ上じ
業視は の と 、 ン 上 一 あ 理、一一る体面のこ策け記め
務点論認し当タ記定他智る課二拠拠･的すたでのに一に
のかを識て面’二長部理。業拠点点体るめはあ基で
時らまと、す（の期課課務点の実制M1の、るづは
間のた 、 検 る ル 基 と 所 業お分メ現確題体そべき学対
的検なそ討対を本な管務よ’折りの立と制のき、園応
な討ぃれさ応も方るののびにツメにその基方二管の
見が。 へ れ と た 向 方 管 質他よトリあの碓本向に理基
直必従 の な 体 ざ に 向 理 的部るはツた対立に性お政本
し要つ対け制る添性業in':課物、｜、つ応を削をい策的
｜とて応れはをつに務的 所 理 総 を て 、 追 齢 追 て の 視
管な基 が ぱ 、 得 た 兇 の 強屈的合最、そ求矛求は必点
理る本、な短な具合砿化の な 学 大 基 の す 屑 し 、 要
業。の長ら期い体う化管無園限本たるしてこ性
務方期な的こ的現理駄とに的めこなきれと
上向 とぃなと政実業のし生にのといたま垂

とな。もは策的務 排 て か ふ 当 と 方 o で 要
峨、るしの、化なに除のすま面し向の性
も短方かと上と祝つで機視え五たでとに
重期向しし述そ点いあ能点る六い、りっ
視的性、てののかてるのかく年◎当くい
しなへ｜司、と実ら検。充らきm面みて
な課の時相お践の討こ実の視月すの確
け題べに対りが追すうを追点へる総認
れを’ 当 的 で 、 求るしえ求は来川括し
ば結ス面にあ一こたる、年題のた
な ぶ にす独る定と 槻 こ 下 度 へ 上 o
ら現な る向 。長 が点と記一のにこ
な実る|川の従期 必か との か対 ､の
ぃ的こ題もつの要ら共点ら応管位

時
間
的
な
守
備
範
囲
は
、
何
よ
り
も
学
園
が
活
き
活
き
と
動
い
て
い
る
時
間
帯
に

あ
る
こ
と
を
改
め
て
再
確
認
す
る
こ
と
、
こ
の
上
に
た
っ
て
、

昼
間
業
務
の
見
直
し
ｌ
こ
こ
で
い
う
昼
間
業
務
と
は
、
上
記
し
た
学
園
が
動
い
て

い
る
時
間
に
属
す
る
業
務
を
意
味
し
、
二
部
を
も
つ
本
学
の
場
合
、
朝
、
昼
は
も
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ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
二
部
が
活
動
を
停
止
す
る
午
後
九
時
三
○
分
程
度
ま
で
は
、

こ
れ
に
入
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
昼
間
業
務
の
系
統
性
、
計
画
性
あ
る
遂
行
。

．
と
り
わ
け
、
受
付
業
務
の
重
要
性
の
再
認
識
。

・
受
付
業
務
と
日
、
宿
直
業
務
と
の
相
互
関
連
上
の
整
理
・

※
夜
間
業
務
の
見
直
し
ｌ
昼
間
業
務
に
対
し
、
午
後
九
時
三
○
分
程
度
以
降
に
属
す

る
夜
間
業
務
に
つ
い
て
も
再
整
理
し
、
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
宿
直
業
務
と
夜
間
保
守
業
務
の
各
内
容
が
も
つ
機
能
を
整
理
し
、
こ
れ
に
よ
く
見

合
う
合
理
的
な
体
制
を
検
討
す
る
。

・
宿
直
業
務
と
日
直
も
し
く
は
、
受
付
業
務
と
の
相
互
関
連
上
の
整
理
。

口
業
務
の
施
設
領
域
へ
の
見
直
し
ｌ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
そ
の
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
平
野
会
館
と
い
っ
た
関
係
施
設
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
る
こ
と
。

㈲
業
務
の
質
的
な
見
直
し
ｌ
「
近
代
化
、
合
理
化
、
機
械
化
」
を
具
体
化
す
る
た

め
の
専
任
職
員
職
務
の
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
。

③
労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
る
視
点
か
ら
の
追
求

２
．
当
面
す
る
問
題
と
対
応

仙
昏
一
間
業
務
の
計
画
的
遂
行
に
つ
い
て

学
舎
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
守
・
管
理
の
昼
間
業
務
に
お
い
て
、
従
来
、
系
統
的
、

計
画
的
に
取
り
組
み
得
な
か
っ
た
弱
点
を
克
服
す
べ
く
、
学
舎
、
備
品
点
検
そ
の
他

の
唇
一
間
業
務
相
互
の
関
連
に
お
い
て
、
業
務
内
容
の
整
理
と
マ
ー
豆
ア
ル
化
を
は
か

る
と
同
時
に
、
日
・
宿
直
業
務
の
関
連
に
お
け
る
相
対
的
独
立
性
の
追
求
の
な
か
で
、

受
付
業
務
の
整
理
強
化
、
宿
直
業
務
と
夜
間
保
守
業
務
の
整
理
、
夜
間
勤
務
体
制
の

合
理
的
再
編
な
ど
を
行
な
い
、
一
定
の
昼
間
業
務
専
念
体
制
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

学
園
が
活
動
す
る
時
間
帯
を
通
じ
て
の
業
務
体
制
の
強
化
を
は
か
る
。

②
受
付
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

窓
口
渉
外
業
務
（
大
学
、
外
来
者
案
内
、
近
隣
対
応
、
そ
の
他
）
と
内
部
管
理
業

務
（
大
学
機
関
、
構
成
各
パ
ー
ト
室
の
鍵
の
貸
出
点
検
お
よ
び
管
理
、
そ
の
他
）
を

柱
に
し
て
、
業
務
内
容
の
整
理
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
行
な
い
、
正
門
受
付
業
務
と
の

関
連
も
整
備
す
る
。
防
犯
、
防
災
機
器
、
非
常
時
に
お
け
る
連
絡
な
ど
、
全
学
の
情

報
集
中
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
。

そ
の
た
め
の
責
任
が
持
て
る
常
駐
体
制
の
確
立
と
施
設
上
の
改
善
を
は
か
る
。

正
門
の
受
付
業
務
は
主
と
し
て
交
通
整
理
で
あ
り
、
業
者
委
託
可
能
な
業
務
で
あ

る
が
、
正
門
・
表
玄
関
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
当
面
そ
れ
に
見
合
う
体
制
の
確

立
が
必
要
で
あ
る
。

③
修
学
館
関
連
業
務
の
整
理
に
つ
い
て

受
付
業
務
内
容
を
基
礎
文
献
資
料
室
職
員
と
の
協
力
下
に
お
い
て
明
確
化
す
る
と

同
時
に
、
西
入
口
に
受
付
を
設
置
し
、
受
付
、
保
安
体
制
の
強
化
を
は
か
る
。

側
宿
直
体
制
の
改
善
に
つ
い
て

㈹
防
犯
、
防
災
機
器
の
採
用
、
門
、
フ
ェ
ン
ス
の
新
設
な
ど
、
施
設
、
設
備
面
の

改
善
、
非
常
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
の
確
立
な
ど
に
よ
り
、
夜
間
緊
急
体
制
の
再

検
討
を
行
な
い
、
宿
直
業
務
と
夜
間
保
守
業
務
の
整
理
を
行
な
う
。

㈲
継
続
性
重
視
に
基
づ
く
Ａ
・
Ｂ
動
の
改
善
を
行
な
う
。

例
休
日
時
、
深
夜
手
当
の
改
善
を
行
な
う
。

⑤
関
連
す
る
部
課
と
の
共
同
化
の
推
進
に
つ
い
て

⑥
委
託
業
者
に
対
す
る
指
導
、
管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

３
．
上
記
に
見
合
う
具
体
的
体
制
と
改
善
点

⑩
現
員
を
基
礎
と
し
た
新
体
制

㈹
全
般
に
わ
た
る
考
え
方

ａ
一
名
の
他
部
課
配
転
ｌ
体
育
課
学
舎
管
理
体
制
の
強
化
の
た
め
配
転
（
四
月

配
転
男
子
一
名
）

ｂ
修
学
館
受
付
業
務
の
再
編

再
編
の
意
義

修
学
館
受
付
業
務
は
、
研
究
諸
施
設
の
管
理
運
営
の
一
業
務
と
し
て
位
置
づ

け
、
研
究
事
務
体
制
の
な
か
で
行
な
う
と
の
考
え
方
も
あ
り
、
歴
史
的
経
過
か

ら
現
在
の
管
理
課
業
務
と
の
接
点
に
あ
る
問
題
も
あ
る
。

八
一
年
度
に
お
い
て
修
学
館
研
究
体
制
が
整
備
さ
れ
る
な
か
で
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
面
管
理
課
業
務
と
し
て
下
記
内
容
業
務
を
お
こ
な
う
。
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業
務
内
容

外
来
者
及
び
学
生
に
対
す
る
受
付
（
東
西
入
口
）

修
学
館
地
下
共
同
研
究
室
利
用
受
付
、
準
備
室
（
湯
沸
室
）
の
管
理

午
後
四
時
三
○
分
以
降
、
基
礎
文
献
資
料
室
利
用
者
に
対
す
る
鍵
の
授
受

Ｃ
施
設
課
印
刷
体
制

一
名
、
固
定
化
職
場
へ
の
対
応
と
し
て
、
複
数
の
学
舎
管
理
職
員
が
印
刷
業

務
を
習
得
し
て
お
き
、
施
設
課
学
舎
管
理
職
員
が
長
期
病
欠
、
年
休
時
の
補
充
、

配
転
等
が
可
能
な
体
制
を
用
意
す
る
。

㈲
上
記
㈹
を
含
め
た
男
女
別
体
制

ａ
男
子
の
体
制

一
二
名
三
班
四
ヶ
月
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制

昼
間
業
務
専
念
一
班
’
四
名

宿
日
直
業
務
二
班
’
八
名

三
名
昼
間
業
務
専
念
ｌ
正
門
受
付
男
子

二
名
時
差
体
制
、
施
設
課
印
刷
体
制
強
化
の
要
員
を
含
む

ｂ
女
子
の
体
制

三
名
中
川
会
館
受
付

二
名
修
学
館
受
付

四
名
昼
間
業
務
専
念
（
個
人
研
究
室
清
掃
、
教
職
員
会
議
室
等
の
諸
施
設

の
清
掃
、
電
話
料
金
回
収
、
そ
の
他
）

②
新
体
制
に
基
づ
く
具
体
化

㈹
昼
間
業
務
の
計
画
的
遂
行
ｌ
学
舎
、
キ
ャ
ン
パ
ス
保
守
、
管
理
業
務
、
運
搬
、

設
営
、
営
繕
業
務
等

①
昼
間
業
務
可
動
人
員
数

男
子
一
○
名
女
子
四
名

②
昼
間
業
務
体
制
の
核
は
系
統
性
追
求
の
た
め
に
三
班
体
制
の
一
班
を
あ
て
る

③
正
門
受
付
は
、
昼
間
業
務
専
念
者
七
名
（
六
名
）
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

む

(ﾛ）

受
付
業
務

①
中
川
会
館
受
付

午
前
八
：
三
○
～
午
後
八
：
○
○
専
任
二
名
女
子
三
名
時
差
体
制

午
後
八
・
・
○
○
～
一
二
：
○
○
専
任
男
子
夜
勤
者
一
名

午
前
○
：
○
○
～
午
前
二
：
○
○
業
者
一
名

②
正
門
受
付

午
前
八
・
・
三
○
～
午
後
八
：
○
○
専
任
男
子
一
名
と
業
者
一
名

午
後
八
：
○
○
～
午
後
一
○
：
○
○
業
者
一
名

③
修
学
館
受
付

開
描
期
間
中

月
～
金
Ｉ
午
前
八
・
・
三
○
～
午
後
八
：
○
○
叩
訓

、
。
、

土
Ｉ
午
前
八
：
三
○
～
午
後
三
：
三
○
一
・
●
・
群

．
●
．
ａ
８

ボ
ー
け
．
、

開
講
期
間
以
外
“
あ
唖

月
～
金
Ｉ
午
前
八
：
三
○
～
午
後
四
：
三
○
・
・
・
恥
鋤
一

士
Ｉ
午
前
八
：
三
○
～
正
午
ｍ
鋤
叩

ａ

》
ｍ
・
・

開
講
期
間
中
、
時
差
体
制
を
と
り
、
専
・
、
８
．
ａ
７

任
女
子
二
名
、
昼
間
業
務
専
念
者
、
基

礎
文
献
資
料
室
職
員
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

》
直

０
社
◆

》
宿

ン
を
組
む
、
ア
ル
バ
イ
ト
一
名
麺
狗
辞
続

㈲
宿
直
体
制
．
、
２
頭
連
．
．

》
で
．
．
●
．

①
基
本
的
に
八
名
体
制
を
維
持
す
る
。

ｍ
ｍ
ｍ
Ｋ
名
・
・
・
叩

、
凹
凸
●
。
Ｇ
●
１
１
Ｊ

昼
間
業
務
専
念
者
四
名
を
加
え
て
一
二
班
０
吃
伽
Ⅲ
必

■
●
■
『
‐
１
４
■

年
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
。

０

②
宿
直
業
務
改
善
の
た
め
に
Ａ
・
Ｂ
勤
勤
・
Ｏ

Ｂ

ｍ
ｎ
ｂ

を
連
続
勤
務
と
し
、
夜
勤
翌
日
の
午
前
訳
．
ｐ

ｍ
ｎ
〉

中
勤
務
を
廃
止
す
る
。
・
０
ｐ
Ｏ

ｍ
（
Ｕ

ｐ
．
．

４

pm

現行4：00

改正案
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〔
注
・
資
料
四
四
三
「
現
業
職
員
の
勤
務
体
制
改
正
に
つ
い
て
」
参
照
〕

③
深
夜
手
当
の
改
定

現
行
平
日
午
後
一
○
時
よ
り
仮
眠
時
間
午
前
二
時
ま
で
四
時
間
支
給

休
日
午
後
一
○
時
よ
り
一
○
時
三
○
分
ま
で
○
・
五
時
間
支
給

改
定
案
平
日
、
休
日
と
も
午
後
一
○
時
よ
り
、
一
二
時
ま
で
二
時
間
支
給

平
日
は
一
二
時
よ
り
宿
直
に
な
る
よ
う
条
件
改
善
を
行
な
う
と
同
時

に
、
休
日
に
つ
い
て
は
利
用
実
態
に
合
せ
た
。

㈲
関
連
す
る
部
課
と
の
共
同
化
の
推
進
に
つ
い
て

総
務
、
学
生
、
教
学
、
学
務
、
施
設
各
課
と
日
常
的
な
連
絡
を
強
化
す
る
。

㈱
委
託
業
者
に
対
す
る
指
導
、
管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

管
理
業
務
の
近
代
化
、
合
理
化
、
機
械
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
同
時
に
専
任
職

員
の
研
修
の
強
化
に
よ
る
力
量
向
上
を
は
か
り
、
各
業
務
の
整
理
再
編
を
行
な
う

な
か
で
、
業
者
に
対
す
る
指
導
強
化
を
は
か
る
。

以
上

七
二
Ｏ
Ｄ
問
題
と
大
学
院
教
学
☆

一
典
Ｏ
Ｄ
問
題
の
現
状
と
対
策

き
じ
め
一
に

一
九
七
九
年
全
学
協
確
認
は
、
大
学
院
教
学
の
改
善
の
一
環
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
（
オ
ー
バ
ー

・
ド
ク
タ
ー
）
問
題
解
決
へ
む
け
て
大
学
院
委
員
会
の
な
か
に
「
Ｏ
Ｄ
問
題
特
別
小
委
員
会
」

の
設
置
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
全
学
協
碓
認
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
一
九
八

○
年
度
「
Ｏ
Ｄ
問
題
特
別
小
委
員
会
」
が
、
文
部
省
、
日
本
学
術
会
議
、
諸
大
学
、
院
生
協

議
会
、
全
国
院
生
協
議
会
等
お
よ
び
立
命
館
大
学
教
学
部
の
膨
大
な
資
料
を
調
査
し
て
ま
と

め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
院
関
係
の
資
料
は
入
手
参
照
が
困
難
で
あ
り
、
特
に
私
立
大

学
の
そ
れ
は
資
料
じ
た
い
が
存
在
す
る
か
否
か
さ
え
充
分
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
時
間
と

力
に
制
約
さ
れ
て
、
分
析
も
か
な
ら
ず
し
も
い
き
と
ど
い
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｏ
Ｄ
問
題
に
つ
い
て
系
統
的
に
調
査
し
た
文
書
が
多
い
と
は
い
え
な
い
今

日
、
こ
の
小
冊
子
も
存
在
の
価
値
を
も
つ
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

Ｏ
Ｄ
問
題
は
、
そ
の
発
生
の
原
因
も
、
ま
た
抜
本
的
解
決
策
も
、
基
本
的
に
は
国
の
文
教

・
科
学
技
術
政
策
に
根
ざ
し
て
い
る
。
立
命
館
学
園
だ
け
の
努
力
が
解
決
に
寄
与
し
う
る
程

度
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
立
命
館
学
園
の

と
り
く
み
に
よ
っ
て
、
全
大
学
人
に
よ
び
か
け
、
国
民
運
動
の
形
成
の
た
め
に
一
定
の
役
割

り
を
は
た
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
、
Ｏ
Ｄ
問
題
の
理

解
を
学
内
に
ひ
ろ
め
、
強
力
な
関
心
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
は
そ
の
た

め
の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。

活
用
を
希
望
す
る
。

｜
、
Ｏ
Ｄ
問
題
の
発
生
と
現
状

大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
に
三
年
以
上
在
学
し
た
後
、
就
職
の
意
志
を
も
ち
な
が
ら
定

〔
一
九
八
一
（
昭
五
六
）
・
六
・
六
大
学
協
議
会
〕
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職
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
研
究
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
と
い
う
の

が
、
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｄ
（
オ
ー
バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
）
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｏ
Ｄ
に
は
、

博
士
課
程
の
修
了
者
と
と
も
に
在
籍
者
も
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
こ
う
。
学
校
教

育
法
に
よ
れ
ば
、
大
学
院
は
「
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
、
そ
の
深
奥
を
究
め

て
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
大
学
院
設
置
基

準
に
よ
れ
ば
、
博
士
課
程
は
「
専
攻
分
野
に
つ
い
て
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を

行
う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
立
し
た
研
究
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ず
、
文

化
の
進
展
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
は
ば
ま
れ
た
Ｏ
Ｄ
の
大
量
発
生
は
、
Ｏ
Ｄ
と
な
っ
た
若
い

研
究
者
じ
し
ん
の
不
幸
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
院
の
存
在
意
義
に
か
か
わ
り
、
ま
た

日
本
の
高
等
教
育
と
学
術
体
制
の
将
来
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
を
は
ら
む
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
大
学
院
修
了
者
の
お
も
な
進
路
は
、
大
学
・
短
大
等
の
高
等
教
育
機
関
及
び
研

究
施
設
、
国
公
立
試
験
研
究
機
関
、
民
間
企
業
及
び
そ
の
研
究
所
、
そ
し
て
前
後
期
中
等
教

育
機
関
等
で
あ
り
、
と
く
に
博
士
課
程
修
了
者
の
ほ
と
ん
ど
は
あ
る
時
期
ま
で
は
大
学
教
員

と
な
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
戦
後
学
制
改
革
に
よ
る
新
制
大
学
の
出
現
、
及

び
高
度
経
済
成
長
と
進
学
率
の
向
上
、
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
世
代
の
進
学
等
を
背
景
と
し
た
大

学
の
新
増
設
・
拡
充
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
九
七
三
年
「
石
油
危
機
」
以
後
の
低
成
長
政
策
、
大
学
進
学
率
の
頭
打
ち
傾
向
、

大
学
新
増
設
・
拡
充
の
抑
制
政
策
に
よ
り
、
大
学
教
員
の
需
要
は
い
ち
じ
る
し
く
減
退
し
た
。

ま
た
こ
こ
当
分
は
、
戦
争
の
影
響
に
よ
る
研
究
者
の
空
白
の
た
め
、
大
学
教
員
の
停
年
退
職

者
が
少
数
と
な
る
の
で
、
こ
の
面
か
ら
も
Ｏ
Ｄ
の
進
路
が
せ
ま
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
他

方
、
Ｏ
Ｄ
の
母
体
で
あ
る
大
学
院
は
こ
の
期
間
と
く
に
高
度
成
長
期
に
拡
充
さ
れ
て
き
た
の

で
、
累
積
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
の
就
職
は
一
層
困
難
に
お
ち
い
り
つ
つ
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
の
全
国
的
な
数

は
、
文
部
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
四
年
の
国
立
一
、
八
五
八
人
、
公
立
二
七
二
人
、

私
立
一
、
一
七
○
人
、
計
三
、
三
○
○
人
（
同
年
一
二
月
現
在
「
我
が
国
の
学
術
」
よ
り
）

が
、
一
九
七
九
年
に
は
国
立
二
、
三
三
一
人
、
公
立
二
五
一
人
、
私
立
一
、
四
一
三
人
、
計

三
、
九
九
五
人
（
同
年
一
二
月
現
在
．
九
八
○
年
四
月
一
六
日
付
、
文
部
省
国
会
提
出
資

料
」
よ
り
）
と
増
加
し
、
さ
ら
に
増
勢
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
研
究

職
へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
国
公
立
大
学
よ
り
も
不
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
私
立
大
学
に
ぉ

け
る
こ
の
傾
向
が
一
層
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
書

Ｏ
Ｄ
に
な
る
と
、
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
は
切
れ
て
し
ま
い
、
貸
与
終
了
月
の
翌
月
か
ら

数
え
て
六
か
月
を
経
た
と
き
か
ら
一
年
以
内
の
一
二
月
ま
た
は
六
月
に
第
一
回
目
の
返
還
が

始
ま
る
（
研
修
・
研
究
生
は
、
毎
年
ご
と
に
返
還
猶
予
を
願
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
算
五
年

を
限
度
と
し
て
返
還
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
）
。
日
本
学
術
振
興
会
の
奨
励
研
究
員
そ
の

他
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
な
っ
て
奨
学
金
の
支
給
を
う
け
る
者
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、
大
部
分
の

Ｏ
Ｄ
は
生
活
費
も
研
究
費
も
自
前
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｄ
の
い
わ
ゆ
る
ア
ル
バ
イ
ト
が
研
究
と
か
か
わ
り
の
あ
る
非
常
勤
講
師
等
の
場
合
は
ま
だ

よ
い
が
、
そ
の
多
く
は
家
庭
教
師
や
塾
講
師
及
び
雑
多
な
労
働
と
な
っ
て
い
る
。
不
利
ま
た

不
安
定
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
を
さ
さ
え
て
い
く
結
果
と
し
て
、
研
究
時
間
が
縮
小
さ
れ
て

い
く
。
こ
こ
に
経
済
生
活
と
研
究
の
両
面
に
ま
た
が
る
困
難
が
た
ち
ふ
さ
が
る
の
で
あ
る
。

博
士
課
程
の
修
了
時
、
現
在
の
学
制
で
は
最
低
二
七
歳
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
社
会
で
は
、

経
済
的
自
立
が
当
然
と
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
て
、
家
庭
か
ら
の
援
助
は
、
通
常
、
期
待
さ
れ

な
い
。
ま
た
こ
の
年
齢
層
は
結
婚
適
齢
期
で
も
あ
る
の
で
、
以
上
の
条
件
に
さ
ら
に
結
婚
に

伴
う
生
活
問
題
に
よ
っ
て
研
究
生
活
の
困
難
が
加
重
さ
れ
て
い
く
実
例
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
Ｏ
Ｄ
の
中
に
は
、
研
究
継
続
を
あ
き
ら
め
て
方
向
転
換
を
は

か
る
者
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
人
生
の
も
っ
と
も
充
実
し
た
時
期
に
お
け
る
努
力

が
有
効
に
生
か
さ
れ
な
い
結
果
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
辛
う
じ
て
研
究
を
継
続
し
た
場
合
で

も
、
就
職
に
有
利
な
条
件
を
整
え
る
た
め
、
困
難
な
テ
ー
マ
に
取
り
く
ん
で
高
い
研
究
成
果

を
あ
げ
る
よ
り
も
、
早
く
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
論
文
の
数
を
と
と
の

え
る
と
い
う
安
易
で
迎
合
的
な
研
究
が
多
く
な
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
将
来
の
日
本
の
学
術
研
究
が
お
そ
る
べ
き
荒
廃
に
お
ち
込
ん
で

い
く
こ
と
を
予
想
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｏ
Ｄ
問
題
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
方
は
、
学
問
の
性
質
と
研
究
・
教
育
組
織
の
部
門
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
が
い
し
て
い
え
ば
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
政
策

の
貧
困
と
そ
の
背
景
を
な
す
経
済
の
高
度
成
長
政
策
の
影
響
及
び
大
学
増
・
新
設
の
内
容
に

規
定
さ
れ
て
、
理
学
部
等
の
基
礎
科
学
部
門
で
Ｏ
Ｄ
の
滞
留
が
も
っ
と
も
著
し
く
、
農
学
部

系
も
同
様
な
傾
向
を
示
す
。
つ
づ
い
て
工
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
系
、
教
育
学
系
と
な

り
、
薬
学
・
医
学
系
が
つ
づ
く
、
し
か
も
学
問
の
分
野
に
よ
っ
て
は
Ｏ
Ｄ
層
が
研
究
の
体
制
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二
、
Ｏ
Ｄ
問
題
と
．
大
学

既
に
述
べ
た
よ
う
な
学
校
教
育
法
や
大
学
院
設
置
基
準
の
大
学
院
に
対
す
る
規
定
は
、
結

局
、
大
学
院
を
研
究
者
養
成
の
た
め
の
機
関
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
大
学
院
修
了
者

は
研
究
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
当
然
な
の
で
お
る
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
事
実
と

し
て
あ
る
時
期
ま
で
は
大
学
院
修
了
者
の
相
当
部
分
が
大
学
を
中
心
と
す
る
研
究
・
教
育
機

関
に
就
職
し
、
そ
こ
で
研
究
を
継
続
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
直
後
の
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー

・
ブ
ー
ム
の
時
期
に
出
生
し
た
年
齢
層
が
大
学
進
学
期
に
成
長
し
た
こ
ろ
は
、
経
済
の
高
度

成
長
を
背
景
と
す
る
大
学
進
学
率
向
上
の
時
期
と
か
さ
な
っ
た
た
め
、
国
公
私
立
の
大
学
の

拡
張
・
端
設
・
新
設
が
急
激
に
進
行
し
て
い
き
、
し
た
が
っ
て
大
学
教
員
の
需
要
も
相
応
に

あ
っ
た
の
で
、
Ｏ
Ｄ
問
題
は
顕
著
に
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
高
度
成
長
政
策
が
破
綻
し
、
「
石

油
危
機
」
が
到
来
し
、
大
学
進
学
年
齢
層
が
ピ
ー
ク
を
こ
え
た
こ
ろ
か
ら
、
医
科
系
を
除
く

大
学
の
増
設
傾
向
は
と
ま
り
、
政
府
は
一
九
七
五
年
に
は
、
「
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
ま

で
の
間
は
、
大
学
設
置
審
議
会
及
び
私
立
大
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
私
立
大
学
の
設
置
、
私
立
大
学
の
学
部
又
は
学
科
の
設
置
及
び
私

立
大
学
の
収
容
定
員
の
増
加
に
係
る
学
則
の
変
更
に
つ
い
て
の
認
可
は
、
し
な
い
も
の
と
す

る
。
」
（
私
立
学
校
法
附
則
第
一
三
項
）
に
基
づ
い
て
大
学
の
増
設
を
む
し
ろ
抑
制
す
る

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
大
学
新
設
の
中
で
大
学
院
も
新
増
設
さ
れ
、
院
生
の
総
数
も

増
加
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
と
な
っ
た
か
ら
、
大
学
教
員
の
需
要
の
減
退
と
Ｏ

Ｄ
の
急
速
な
噸
加
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
学
院
が
研
究
者
養
成
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
院
の
母
体
で
あ
る
大
学
に

と
っ
て
、
大
学
教
員
の
後
継
者
養
成
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

大
学
の
存
在
が
、
進
歩
・
流
動
し
て
や
ま
な
い
学
術
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
高
等
教
育
に
意

義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
限
り
、
た
え
ず
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
新
陳
代
謝
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
の
大
学
で
は
、
主
と
し
て
停
年
教
員
の
補
充
と
い
う
形
で
そ
れ
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
戦
争
の
影
響
に
よ
っ
て
一
九
二
○
年
前
後
出
生
の
大
学
教
員
数
が
特
に
少
な
い
と
い

う
事
情
の
た
め
、
当
分
、
停
年
に
伴
う
補
充
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
若
手
・
Ｏ
Ｄ
層
の
採
用

と
業
績
の
上
で
も
っ
と
も
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
部
門
が
あ
り
、
と
く
に
自
然
科
学
・

工
学
分
野
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

一
二
Ｏ
Ｄ
問
題
と
文
教
“
科
学
技
術
政
策

い
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
Ｏ
Ｄ
問
題
解
決
の
た
め
の
方
策
は
、
問
題
発
生
の
根

源
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
、
日
本
の
大
学
は
短
期
大
学
を
除
外
し
て
も
、
総
数
四
四
六
校
（
文
部
省
学
校
基
本

調
査
・
一
九
八
○
年
五
月
一
日
現
在
）
、
学
生
数
一
、
八
三
五
、
三
○
四
人
（
文
部
省
学
校

基
本
調
査
・
一
九
八
○
年
五
月
一
日
現
在
）
と
な
っ
た
。
大
学
進
学
者
は
既
に
同
年
齢
層
の

約
三
割
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
の
大
衆
化
現
象
は
、
大
学
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
す
で
に
広
は
ん
な
国
民
の
要
求
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
い

わ
ゆ
る
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
の
大
衆
化
そ
れ
自
体
が
急
速
な
経
済
発
展
を
可
能

と
し
た
要
因
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
機
関
や

中
教
審
等
も
こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
政
策
や
経
済
発
展
の
予
測
と
関
連
さ
せ
て
、
文
教
政
策

・
大
学
政
策
を
推
進
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
基
礎
科
学
を
軽
視
し

の
機
会
も
い
た
っ
て
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
の
打
開
に
は
大
学
教
員
の
定
員
増

が
必
要
で
あ
る
が
、
国
立
大
学
（
医
科
系
を
除
く
）
教
員
お
よ
び
国
立
研
究
機
関
の
研
究
員

の
定
員
は
、
総
定
員
法
の
枠
で
き
び
し
く
お
さ
え
ら
れ
、
特
に
基
礎
科
学
部
門
は
ま
っ
た
く

据
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
一
見
、
新
設
大
学
に
み
え
る
筑
波
大
学
等
の
例
で
も
、
実
際
は

東
京
教
育
大
学
の
廃
学
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
方
式
で
あ
る
。
私
立
大
学
で
は
、

私
学
助
成
の
進
展
と
と
も
に
一
定
度
教
員
が
増
員
さ
れ
て
き
た
が
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、

私
立
大
学
の
教
学
条
件
は
依
然
と
し
て
劣
悪
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
財
政
事
情
か
ら
し
て
も
教

員
の
増
員
が
Ｏ
Ｄ
問
題
の
解
決
策
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
情
勢
を
打
開
す
る
た
め
の
積
極
的
な
措
置
が
と
ら
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
て
い
く
な
ら

ば
、
停
年
に
達
し
つ
つ
あ
る
一
九
二
○
年
前
後
出
生
の
教
員
数
に
見
合
う
少
数
の
補
充
し
か

な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
欠
員
を
う
め
る
新
し
い
世
代
の
教
員
も
少
数
に
と
ど
ま
る

こ
と
に
な
る
。
将
来
の
大
学
教
員
の
構
成
に
お
い
て
、
一
定
の
年
齢
層
が
き
わ
め
て
薄
く
な

る
か
、
あ
る
い
は
大
学
教
員
の
年
齢
構
成
が
順
送
り
に
高
齢
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
至
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
日
本
の
将
来
の
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
並
び
に
学
術
体
制
に
お
よ
ぼ

す
影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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て
当
面
の
経
済
成
長
と
直
接
に
結
び
つ
く
専
門
分
野
に
伽
垂
す
る
と
い
う
強
い
傾
向
を
も
ち
、

し
か
も
安
上
が
り
の
経
費
で
数
お
お
く
の
大
学
を
急
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
科
学

技
術
政
策
も
ま
た
特
定
の
産
業
と
関
係
の
深
い
分
野
だ
け
を
厚
く
助
成
す
る
方
針
を
と
り
、

全
学
間
分
野
の
均
衡
あ
る
発
展
を
志
向
し
な
か
っ
た
。
文
教
政
策
と
科
学
技
術
政
策
は
、
貧

困
か
つ
無
計
画
性
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

現
在
の
大
学
院
は
大
学
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
学
の
数
が
ふ

え
る
に
し
た
が
っ
て
大
学
院
の
数
も
ふ
え
、
院
生
も
増
加
し
て
き
た
。
だ
が
既
に
述
べ
た
よ

う
に
国
公
立
大
学
の
教
員
定
員
は
極
力
抑
制
さ
れ
、
特
に
最
近
の
財
政
事
情
の
も
と
で
の
行

政
改
革
志
向
に
よ
っ
て
、
将
来
の
教
員
増
も
ま
っ
た
く
見
込
め
な
い
状
態
に
あ
る
。
他
方
私

立
大
学
で
は
公
伐
助
成
の
進
展
に
よ
っ
て
財
政
の
若
干
の
改
善
を
見
る
に
至
っ
た
と
い
い
な

が
ら
、
最
近
に
い
た
っ
て
増
勢
が
停
滞
し
、
助
成
の
前
途
は
容
易
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

私
立
大
学
に
お
け
る
教
員
対
学
生
の
比
率
は
一
九
八
○
年
で
な
お
一
対
二
八
に
と
ど
ま
り
、

国
立
大
学
に
お
け
る
教
員
対
学
生
の
比
率
二
対
八
・
五
）
と
の
間
に
大
き
な
隔
差
を
の
こ

し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
私
立
大
学
の
劣
悪
な
教
学
条
件
の
改
善
、
教
職
員
の
大
幅
な
増
員

を
可
能
と
す
る
積
極
的
な
計
画
は
、
文
教
政
策
に
も
私
大
助
成
の
方
針
で
も
ま
っ
た
く
か
え

り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
か
ら
結
論
で
き
る
こ
と
は
、
国
の
文
教
政
策
が
、
国
民
の
大
学
教
育
、
大
学
進
学
へ

の
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
の
計
画
性
を
欠
き
、
科
学
と
教
育
の
各
部
門
の
均
衡
あ
る
発
展
と

後
継
者
養
成
の
方
針
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
科
学
技
術
政
策
が
そ
の
時
々

の
産
業
界
の
動
向
に
即
応
す
る
だ
け
で
、
基
礎
科
学
部
門
の
充
実
を
含
む
長
期
的
展
望
を
し

め
し
え
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
問
題
の
抜
本
的
解
決
は
、
問
題
の
生
じ
た
根
源
の
是
正
、
す
な
わ
ち
文
教
政
策
と
科

学
技
術
政
策
の
転
換
に
求
め
る
ほ
か
は
な
い
。
特
に
私
立
大
学
に
お
け
る
教
員
数
と
学
生
数

の
比
率
を
改
善
す
る
た
め
に
、
私
立
大
学
に
対
す
る
公
費
助
成
の
飛
躍
的
な
前
進
が
必
要
で

あ
る
。

四
、
Ｏ
Ｄ
問
題
の
解
決
と
諸
運
動

Ｏ
Ｄ
問
題
の
抜
本
的
解
決
が
、
文
教
・
科
学
技
術
政
策
の
転
換
に
よ
る
ほ
か
な
い
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
・
強
力
で
ね
ば
り
強
い
、
長
期
に
わ
た
る
運
動
に
ょ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
ｃ
し
か
し
、
Ｏ
Ｄ
問
題
に
と
っ
て
た
だ
抜
本
的
解

決
策
だ
け
が
必
要
な
の
で
は
な
く
、
当
面
ま
た
は
応
急
的
に
改
善
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
深
刻

な
問
題
も
多
い
。
Ｏ
Ｄ
は
日
本
育
英
会
等
の
奨
学
金
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

逆
に
奨
学
金
返
還
が
は
じ
ま
り
、
た
だ
で
さ
え
苦
し
い
Ｏ
Ｄ
の
経
済
生
活
が
一
層
脅
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
日
本
育
英
会
に
要
求
し
て
Ｏ
Ｄ
期
間
の
奨
学
金
返
還
の
猶
予
を
実
現
す
る

こ
と
は
差
し
あ
た
っ
て
の
急
務
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｄ
の
研
究
生
活
の
継
続
を
保
障
す
る
た

め
に
日
本
学
術
振
興
会
の
奨
励
研
究
員
を
は
じ
め
と
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
制
度
を
拡
充
し
、
援
助
の

必
要
な
０
，
の
す
べ
て
に
及
ぶ
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
Ｏ
Ｄ
に
対
す

る
就
職
斡
旋
、
共
同
研
究
・
研
究
プ
ロ
ゼ
ク
ト
ヘ
の
参
加
保
障
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
の
施

策
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
当
面
の
改
善
策
も
み
な
文
教
政
策
と
か
か
わ
り
、
文
部
省
を
は
じ
め
と
す
る

政
府
機
関
へ
の
要
求
と
な
る
性
質
を
お
び
て
い
る
。
財
政
ひ
き
し
め
、
椛
助
金
見
直
し
、
行

政
改
革
の
声
の
高
い
今
日
、
こ
の
よ
う
な
当
面
の
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
で
も
大
変
に
困
難

を
伴
な
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
い
わ
ん
や
Ｏ
Ｄ
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、

そ
れ
を
さ
え
ぎ
る
壁
を
の
り
こ
え
る
た
め
に
さ
ら
に
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
明
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
国
公
私
立
各
大
学
の
院
生
自
治
組
織
及
び

そ
の
連
合
体
で
あ
る
全
国
大
学
院
生
協
議
会
（
全
院
協
）
の
問
題
提
起
と
運
動
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
て
き
た
。
院
生
を
主
要
な
械
成
要
素
と
す
る
若
手
研
究
者
団
体
連
絡
会
も
ま
た
主
要

な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
う
け
て
若
干
の
大
学
（
京
大
、
立
命
館
大

等
）
で
Ｏ
Ｄ
問
題
の
組
織
的
検
討
と
改
善
方
策
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
文
部
省
側
で
は

大
学
局
か
ら
出
さ
れ
た
大
学
院
問
題
懇
談
会
の
「
大
学
院
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
」
二
九

七
八
年
）
が
そ
の
問
題
に
ふ
れ
た
唯
一
の
公
式
文
書
で
あ
る
。
日
本
学
術
会
議
は
こ
の
よ
う

な
動
向
を
う
け
て
、
学
術
体
制
委
員
会
が
検
討
に
取
り
組
み
、
「
わ
が
国
の
研
究
者
養
成
過

程
に
お
け
る
問
題
点
」
二
九
七
九
年
）
と
「
研
究
者
養
成
に
関
す
る
要
望
」
（
一
九
八
○

年
）
の
二
文
書
を
公
表
し
て
Ｏ
Ｄ
問
題
の
解
決
促
進
を
は
か
っ
た
。
ほ
か
に
若
干
の
科
学
者

団
体
が
関
心
を
し
め
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
題

を
国
民
各
層
に
う
っ
た
え
、
そ
の
理
解
を
基
礎
と
し
て
政
府
機
関
に
働
き
か
け
て
解
決
策
を

溝
ず
る
と
い
う
国
民
運
動
の
展
開
に
は
ほ
ど
遠
い
実
情
に
あ
る
。
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ニ
立
命
館
大
学
の
教
学
政
策
と
Ｏ
Ｄ
問
題

立
命
館
大
学
大
学
院
委
員
会
は
、
一
九
七
六
年
五
月
の
「
立
命
館
大
学
大
学
院
の
現
状
と

課
題
」
に
お
い
て
は
じ
め
て
Ｏ
Ｄ
問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
当
面
の
就
職
問
題
の
重
要
性
を

｜
、
立
命
館
大
学
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
問
題
の
経
過
と
現
状

立
命
館
大
学
に
お
い
て
Ｏ
Ｄ
の
存
在
が
顕
著
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
ご
ろ
か
ら
と
い

え
る
。
そ
れ
ま
で
五
人
前
後
で
し
か
な
か
っ
た
全
研
究
科
の
Ｏ
Ｄ
は
、
同
年
で
八
人
、
以
後

う
な
ぎ
昇
り
に
増
加
し
て
一
九
七
九
年
で
二
九
人
、
八
○
年
で
二
八
人
と
な
っ
た
。
八
○
年

度
の
教
務
課
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
七
○
％
が
二
九
～
三
一
歳
の
年
齢
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

三
○
歳
代
前
半
に
達
し
て
い
る
。
う
ち
四
五
％
は
配
偶
者
を
有
し
、
三
五
％
は
子
供
を
有
し

て
い
る
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｄ
の
八
○
％
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
た
て
て
お
り
、
一
週
間
一
○
時

間
以
上
就
労
す
る
者
が
七
○
％
を
こ
え
る
。
Ｏ
Ｄ
自
身
が
主
た
る
家
計
の
支
持
者
で
あ
る
者

が
五
ｈ
％
に
達
し
て
い
る
。
彼
ら
の
全
員
が
大
学
教
員
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
が
、
就

職
の
見
通
し
を
も
ち
え
て
い
な
い
者
が
四
五
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
四
月
現
在

の
Ｏ
Ｄ
は
法
’
三
人
、
経
済
’
六
人
、
経
営
’
五
人
、
社
会
’
八
人
、
文
’
三
人
、
理
工
ｌ

四
人
、
合
計
二
九
人
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
の
情
勢
が
続
け
ば
、
Ｏ
Ｄ
が
累
加
し
、
問
題
が
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
一
九
八
○
年
度
の
Ｏ
Ｄ
の
中
で
、
大
学

教
員
そ
の
他
の
定
職
に
就
い
た
者
は
五
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
一
歩
の
前
進
を
か
ち
う
る
た
め
に
は
、
ま
ず
大
学
を
構
成
す
る

大
学
人
各
層
（
教
職
員
、
学
生
、
院
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
問
題
を
把
握
し
、

教
職
員
組
合
、
学
生
運
動
、
院
生
運
動
の
お
の
お
の
独
自
の
立
場
で
の
運
動
を
展
開
す
る
と

同
時
に
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
強
力
に
統
一
し
つ
つ
横
へ
ひ
ろ
げ
、
国
民
的
な
運
動
に
発
展
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
大
学
教
職
員
組
合
、
学
生
自
治
組
織
、
院
生
自
治
組
織

が
私
学
分
野
で
な
お
充
分
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
注
意
を
は
ら
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
大
学
相
互
、
特
に
私
立
大
学
の
機
関
や
そ
の
連
合
体
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
機
運

を
促
進
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。

Ⅱ
立
命
館
大
学
と
Ｏ
Ｄ
問
題

指
摘
し
、
続
い
て
一
九
七
九
年
六
月
の
「
立
命
館
大
学
大
学
院
改
善
要
綱
」
は
Ｏ
Ｄ
に
関
し
、

就
職
開
拓
・
非
常
勤
講
師
斡
旋
・
研
究
指
導
の
持
続
・
研
究
生
・
研
究
条
件
の
保
障
の
各
項

に
つ
い
て
対
策
と
措
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
一
九
七
九
年
一
二
月
の
「
大
学
院
の
現

状
と
課
題
’
七
九
年
大
学
院
改
善
要
綱
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
ｌ
」
に
お
い
て
は
以
上
の
観

点
に
立
っ
て
さ
ら
に
生
活
・
厚
生
援
助
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
一
九
七

九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
二
九
八
○
年
一
月
二
一
日
）
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｄ
問
題
の
抜
本
的

解
決
へ
向
け
て
全
学
的
な
運
動
形
成
を
め
ざ
し
大
学
院
委
員
会
の
な
か
に
「
Ｏ
Ｄ
問
題
特
別

小
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
、
ま
た
学
内
に
お
け
る
過
渡
的
対
策
と
し
て
、
奨
励
研
究
員

（
学
内
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
制
度
、
非
常
勤
講
師
の
学
内
採
用
規
準
の
改
善
・
斡
旋
、
就
職
開
拓
、
研

究
指
導
と
研
究
条
件
の
保
障
、
一
定
の
経
済
的
援
助
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。八

○
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
奨
励
研
究
員
（
学
内
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
制
度
は
、
Ｏ
Ｄ
に
対
し
二
年

間
、
月
額
三
万
円
の
奨
励
金
を
給
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
八
一
年
三
月
現
在
六
名
の
Ｏ
Ｄ
が

奨
励
研
究
員
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｏ
Ｄ
に
対
し
て
は
研
究
生
と
し
て
の
身
分
を
賦
与
し
て
、

教
員
の
研
究
指
導
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
一
年
目
の
者
に
対
し
て
は
研
究
室
の
椅
子
・

机
等
の
使
用
が
保
障
さ
れ
、
二
年
目
か
ら
も
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
使
用
等
の
研
究
条
件
が
み
と
め
ら

れ
、
研
究
会
参
加
等
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
学
内
非
常
勤
講
師
へ
の
採
用
は
、
八
一
年
四
月

現
在
で
八
名
に
の
ぼ
る
。
以
上
は
大
学
が
Ｏ
Ｄ
対
策
と
し
て
取
り
組
み
、
実
現
し
て
き
た
と

こ
ろ
の
大
要
で
あ
る
。

他
方
、
以
上
の
文
諜
に
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
大
学
院
教
学
の
改
善
、
特
に
研
究
指
導
の

強
化
と
改
善
に
つ
と
め
て
き
た
。
院
生
の
研
究
活
動
を
援
助
す
る
た
め
に
、
大
学
院
施
設
の

改
善
、
大
学
院
生
図
書
徴
の
増
額
、
本
学
大
学
院
奨
学
金
、
共
同
研
究
会
補
助
制
度
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
研
究
発
表
の
機
会
に
つ
い
て
も
一
定
の
保
障
（
学
会
参
加
交
通
街
等
補
助

金
、
学
会
誌
・
紀
要
へ
の
論
文
掲
載
）
を
行
な
っ
た
。
研
究
指
導
に
際
し
て
は
、
博
士
課
程

修
了
時
に
論
文
・
翻
訳
を
一
定
数
発
表
し
得
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
、
院
生

の
努
力
を
奨
励
し
た
。
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
大
学
院
教
学
の
改
善
は
、
院
生
の
資
質
の
向
上

と
研
究
の
進
歩
を
促
進
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
、
本
学
Ｏ
Ｄ
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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Ｏ
Ｄ
問
題
が
：
大
学
教
員
の
需
給
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
健
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
立
命
館
大
学
大
学
院
が
目
指
す
「
民
主
的
研
究
者
の
養
成
」
と
は
、
「
後
継
者
と
も

な
り
う
る
能
力
を
有
す
る
研
究
者
」
で
あ
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
「
本

学
の
教
育
研
究
の
後
継
者
と
い
う
狭
い
意
味
で
な
く
、
広
く
わ
が
国
の
学
問
・
研
究
の
レ
ベ

ル
の
後
継
者
と
い
う
意
味
」
（
「
立
命
館
大
学
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
一
九
七
六
年
）
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
立
命
館
大
学
教
員
の
定
員
数
の
推
移
は
、
立
命
館
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
問

題
解
決
策
と
直
接
に
対
応
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
広
く
Ｏ
Ｄ
問
題
と

立
命
館
大
学
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
上
で
は
や
は
り
無
視
で
き
な
い
。

立
命
館
大
学
で
は
一
九
七
二
年
以
降
、
計
画
的
に
教
員
増
員
計
画
を
実
施
し
て
今
日
に
至

っ
た
。
そ
の
結
果
、
七
一
年
に
二
七
六
名
の
教
員
（
助
教
授
以
上
）
定
員
が
、
八
一
年
に
は

三
四
一
名
と
な
り
、
二
三
・
六
％
の
増
と
な
っ
た
。
現
員
で
い
う
と
七
一
年
に
二
六
三
名
の

教
員
が
、
八
一
年
に
三
三
五
名
（
助
教
授
以
上
）
と
な
り
二
七
・
三
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
の
新
任
者
（
定
員
増
に
よ
る
も
の
と
停
年
等
退
職
者
補
充
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
計

一
九
一
名
の
う
ち
教
授
三
一
名
、
助
教
授
一
六
○
名
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
新
任
者
に
お
け

る
助
教
授
の
比
率
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
は
、
立
命
館
大
学
の
教
員
構
成
が
、
全
体
と
し
て

は
老
齢
化
す
る
方
向
に
は
な
く
、
む
し
ろ
し
だ
い
に
若
年
層
の
比
重
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
員
定
員
増
と
若
年
者
採
用
の
方
針
が
全
国
各
大

学
に
ま
で
お
よ
ぶ
な
ら
ば
、
全
体
と
し
て
Ｏ
Ｄ
問
題
解
決
の
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
は
疑
い

え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
一
九
八
○
年
に
お
け
る
立
命
館
大
学
教
員
の
年
齢
構
成
を

し
め
せ
ば
、
六
○
歳
以
上
七
％
、
五
九
～
五
○
歳
三
○
％
、
四
九
～
四
○
歳
三
三
％
、
三
九

～
三
○
歳
三
○
％
と
な
る
。

一
二
Ｏ
Ｄ
問
題
の
解
決
へ
む
け
て

既
に
述
べ
た
よ
う
に
Ｏ
Ｄ
問
題
の
抜
本
的
解
決
の
た
め
に
は
、
文
教
政
策
と
科
学
技
術
政

策
の
転
換
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
強
力
な
国
民
運
動
の
展
開
が
必
要

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
国
民
の
た
め
の
教
育
と
研
究
を
創
造
す
る
教
学
方
針
と
か
か
わ
っ
て

何
べ
ん
か
の
国
民
運
動
の
経
験
を
も
っ
て
お
り
、
特
に
最
近
の
私
学
助
成
運
動
の
取
り
組
み

は
、
ゆ
た
か
で
貴
重
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
問
題
解
決
の
た
め
の
国
民
運
動
は
、
こ

の
よ
う
な
経
験
に
依
拠
し
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
学
助
成
運
動
が
広
は
ん
な
国
民
的
支
持
を
か
ち
え
た
要
因
の
最
大
の
も
の
陸
私
立
夫

学
に
学
ぶ
学
生
の
数
が
し
め
る
国
民
の
な
か
で
の
比
重
の
高
さ
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
大

学
の
大
衆
化
、
大
学
進
学
率
の
向
上
が
す
す
む
中
で
、
全
大
学
生
数
（
一
九
八
○
年
で
二
二

○
万
名
（
短
大
生
含
む
、
文
部
省
学
校
基
本
調
査
・
一
九
八
○
年
五
月
一
日
現
在
）
）
の
八

○
％
ち
か
く
が
私
立
大
学
に
学
ぶ
学
生
な
の
で
あ
る
。
他
方
大
学
院
を
併
設
し
て
い
る
大
学

は
、
国
公
私
立
を
含
め
て
も
限
ら
れ
て
お
り
、
院
生
の
総
数
は
五
三
、
二
四
四
名
（
一
九
七

九
年
・
学
校
教
育
統
計
総
覧
）
、
Ｏ
Ｄ
総
数
は
約
五
、
○
○
○
名
と
推
測
さ
れ
る
。
博
士
課

程
を
有
す
る
大
学
院
と
も
な
る
と
全
国
四
四
四
校
の
大
学
の
う
ち
一
六
三
校
（
五
六
・
一
％
）

（
一
九
七
九
年
・
大
学
設
置
審
議
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
「
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に

つ
い
て
」
よ
り
）
の
大
学
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
Ｏ
Ｄ
問
題
の
解
決
を
国
民

運
動
に
う
っ
た
え
る
際
の
条
件
が
私
学
助
成
運
動
の
場
合
と
い
さ
さ
か
こ
と
な
り
、
全
大
学

人
の
結
集
を
め
ざ
す
た
め
だ
け
で
も
相
当
の
努
力
を
要
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
し
て

国
民
各
層
に
、
日
本
の
将
来
の
学
術
研
究
の
あ
り
か
た
と
つ
ら
な
る
研
究
・
教
育
機
関
の
後

継
者
問
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
周
到
な
説
明
と
ね
ば
り
強
い
努
力
が
つ
み
重
ね

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
の
は
、
大
学
院
の
存

在
が
、
国
民
に
と
っ
て
真
に
国
民
の
要
求
と
期
待
に
こ
た
え
る
内
容
の
研
究
と
教
育
を
創
造

す
る
場
と
し
て
認
め
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
Ｏ
Ｄ
問
題
は
、
単
な
る
大
学
院
修
了
者
の
就
職
問
題
で
は
な
い
。
た
だ

そ
れ
だ
け
と
し
て
も
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
社
会
問
題
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
が
、
す
く
な
く
と
も

そ
の
解
決
の
た
め
に
た
だ
ち
に
国
民
運
動
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
学
術
研
究
体
制
の
問
題
、
特
に
そ
の
中
心
で
あ
る
べ

き
大
学
に
お
け
る
後
継
者
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ま
ず
大
学
院
を
有
し
て
い
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
全
大
学
に
と
っ
て
の
問
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
大
学
が
大
衆
化
し

た
現
実
に
お
け
る
国
民
的
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
問
題
は
国
民
の
教
育
要
求
に
こ
た

え
る
大
学
を
つ
く
り
上
げ
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
は
じ
め
て
国
民
的
な
関
心
事
た
り
う
る

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
に
は
院
生
、
Ｏ
Ｄ
の
日
常
の
研
究
内
容
と
研
究
成
果
あ
る
い
は

研
究
の
た
め
の
努
力
が
単
な
る
（
自
立
的
研
究
者
）
の
域
を
こ
え
て
国
民
的
要
求
に
こ
た
え

る
に
ふ
さ
わ
し
い
到
達
点
に
あ
る
も
の
と
し
て
社
会
に
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
同
時

に
大
学
院
を
有
す
る
大
学
自
体
が
、
ま
ず
そ
の
責
任
で
大
学
院
教
学
の
充
実
と
Ｏ
Ｄ
問
題
の
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要
求
内
容
や
要
求
項
目
に
あ
る
程
度
の
ち
が
い
や
重
点
の
お
き
ど
こ
ろ
か
ち
か
《
↑
て
く
る
こ

と
は
さ
け
が
た
い
。
し
か
し
、
す
く
な
く
と
も
当
面
、
共
通
し
て
要
求
す
べ
き
具
体
的
な
項

目
が
な
ん
で
あ
る
か
は
、
予
め
整
理
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の
一
致
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
大
学
を
術
成
す
る
各
牌
が
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｏ
Ｄ
問
題

○○○○ ○
教
授
会
二
国
庫
助
成
に
関
す
る
私
立
大
学
教
授
会
関
西
連
絡
協
議
会
）
↓
文
部
省

○
理
事
会
↓
私
大
連
盟
↓
日
本
学
術
振
興
会
、
日
本
育
英
会
、
文
部
省

解
決
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
努
力
を
は
ら
（
害
一
て
い
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
の
社
会
的
理

解
も
必
要
で
あ
る
。

大
学
の
問
題
が
国
民
的
運
動
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
以
上
の
観
点
に
立
っ
て
、
院
生
、

大
学
機
関
と
と
も
に
大
学
を
構
成
す
る
大
学
人
の
諸
階
層
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
運
動
を
展
開
し

て
そ
れ
を
社
会
に
ひ
ろ
げ
、
目
的
意
識
的
に
運
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
点
で
わ
れ
わ
れ
は
公
費
助
成
運
動
の
貴
重
な
経
験
を
か
え
り
み
る
必
要
が
あ
る
。
公
費

助
成
運
動
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、
立
命
館
に
お
い
て
は
一
・
二
部
学

友
会
、
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
強
力
な
運
動
を

展
開
し
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
理
事
会
、
教
授
会
も
そ
れ
ぞ
れ
に
全
国
的
な
組
織
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｄ
問
題
に
つ
い
て
も
、
学
友
会
、
教
職
員
組
合
、
生
活

協
同
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
保
ち
な
が
ら
独
自
の
運
動
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

全
国
的
組
織
の
運
動
に
す
る
よ
う
つ
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
運

動
の
あ
り
方
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
運
動
の
展
開
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
連
絡
機
関
も
は
じ
め
て
意
義
を
も
つ

こ
う
し
た
運
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
特
質
に
し
た
が
っ
て
、

生
活
協
同
組
合
↓
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
↓
文
部
省

一
・
二
部
学
友
会
↓
全
学
連
↓
文

院
生
協
議
会
↓
全
院
協
↓
文
部
省

教
職
員
組
合
↓
私
教
連
↓
日
教
組
↓
文
部
省

一
・
二
部
学
友
会
↓
全
学
連
↓
文
部
省

理
事
会
↓
私
大
連
盟
↓
日
本
学
術
振
興
会
電
日
本
育
英
会
書
文

謎
一
国
庫
助
成
に
関
す
る
全
国
私
立
大
学
教
授
会
連
合

敗
受
へ
云
一
肴
翌
車
拙
ｗ
ｋ
に
財
す
る
叩
弘
寺
￥
大
呼
亨
散
受
へ
寓
出
利
編
．
車
憂
い

／
〆

日
本
学
術
会
議

（
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）

を
研
究
し
、
そ
れ
が
国
民
の
教
育
要
求
に
こ
た
え
る
大
学
づ
く
り
に
か
か
わ
る
意
義
を
充
分

に
理
解
す
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
パ
ン
フ
は
、
そ
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

以
上

二
才
…
人
！
‐
ド
ク
タ
ー
の
推
移
に
関
す
る
資
料
」
ｌ
省
略
〕
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七
一
一
一
事
務
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
☆

は
じ
め
に

今
川
の
事
務
体
制
整
備
の
検
討
は
、
本
学
が
総
合
大
学
と
し
て
の
発
展
の
た
め
長
い
年
月

を
か
け
て
果
し
て
き
た
一
拠
点
実
現
を
機
に
、
当
面
す
る
課
題
解
決
を
め
ざ
し
た
事
務
体
制

の
整
備
強
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
学
内
理
事
会
は
部
門
の
長
で
描
成
す
る
事
務
体
制
整
備
検
討
委
員
会
（
Ａ
委
員

会
と
呼
ぶ
）
を
設
置
し
、
整
備
案
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
作
業
過
程
で

検
討
の
た
め
の
視
点
を
定
め
、
検
討
項
目
、
方
向
を
整
理
し
た
上
で
、
部
課
長
会
談
内
の
同

名
委
員
会
（
Ｂ
委
員
会
と
呼
ぶ
）
で
具
体
化
の
た
め
の
作
業
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

“
．
…
》
検
討
に
あ
た
（
》
て
の
視
点
に
つ
い
て

検
討
に
あ
た
っ
て
は
本
学
園
運
営
の
基
本
的
立
場
を
中
心
に
し
た
次
の
視
点
を
ふ
ま
え
つ

つ
一
拠
点
以
降
の
事
務
体
制
の
確
立
を
図
る
も
の
と
す
る
。

⑪
学
園
の
民
主
化
、
大
学
自
治
の
確
立
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

本
学
園
は
戦
後
一
貫
し
て
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、
国
民
の
要
請
に
応

え
る
教
育
・
研
究
の
発
展
を
め
ざ
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
全
構
成
員
に
よ
っ
て
学
園
の
民
主

化
を
歴
史
的
に
前
進
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
①
学
生
、
教
職
員
の
自
主
的
、
民
主
的
諸
活

動
の
尊
重
、
保
障
、
②
総
長
、
学
部
長
選
挙
へ
の
学
生
参
加
、
全
学
協
、
学
振
懇
等
の
民
主

的
諸
制
度
の
確
立
に
よ
り
全
構
成
員
の
総
意
に
よ
る
学
園
運
営
、
③
相
対
的
低
学
費
の
堅
持

と
財
政
の
民
主
化
、
④
学
問
の
自
由
、
全
構
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
と
一
貫
し
た
学
園
か
ら

の
暴
力
一
掃
そ
の
他
で
あ
る
。

職
員
の
面
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
他
大
学
に
殆
ん
ど
例
を
見
な
い
職
場
会
議
を
確
立
し
て
い

る
こ
と
や
人
事
異
動
で
の
民
主
性
等
が
あ
る
。

Ｉ
検
討
に
あ
た
っ
て

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
一
・
八
（
学
内
）
理
事
会

低
教
育
篭
研
究
震
管
理
運
営
の
統
一
の
立
場
を
堅
持
す
る
こ
と
。

本
学
園
は
古
く
か
ら
学
部
長
理
事
制
を
と
り
、
教
学
と
財
政
の
統
一
に
よ
る
学
園
運
営
を

行
な
っ
て
く
る
な
か
で
、
最
近
に
お
け
る
中
教
審
路
線
か
ら
す
る
筑
波
大
学
方
式
、
放
送
大

学
構
想
に
反
対
し
、
教
育
、
研
究
と
管
理
運
営
の
統
一
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
と
く

に
今
日
、
私
学
と
国
民
の
分
断
を
図
ろ
う
と
す
る
臨
調
路
線
の
も
と
で
は
、
国
民
の
た
め
の

私
学
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
本
学
園
に
と
っ
て
一
層
重
要
で
あ
る
。

教
育
お
よ
び
研
究
の
場
で
あ
る
大
学
、
と
く
に
本
学
で
は
教
員
を
中
心
と
し
て
、
職
員
の

専
門
性
も
生
か
し
委
員
会
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
政
策
提
起
（
企
画
立
案
）
が
さ
れ
る
運
営
を
取

り
入
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
他
で
言
わ
れ
る
職
員
管
理
大
学
の
傾
向
は
な
い
。
こ
れ

ら
の
委
員
会
事
務
局
を
構
成
す
る
部
課
の
政
策
提
起
の
力
量
を
高
め
る
た
め
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
管
理
運
営
の
一
層
の
民
主
化
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
い
、
②
で
述
べ
た
点
は
本
学
園
運
営
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
部
課
、

職
員
が
ふ
ま
え
る
べ
き
点
で
あ
り
、
全
描
成
員
と
と
も
に
そ
の
発
展
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

現
代
社
会
の
複
雑
化
、
多
様
化
と
科
学
技
術
の
高
度
化
に
対
応
し
、
ま
た
学
生
実
態
の
変

化
と
多
様
化
に
対
応
し
て
、
教
育
と
研
究
と
の
実
践
的
統
一
を
め
ざ
し
た
課
題
を
遂
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
応
え
る
新
し
い
事
務
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
研
究
事
務
、
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
実
態
把
握
と
政
策
化
機
能
の
強
化
、

事
務
の
電
算
化
に
よ
る
効
率
化
な
ど
で
あ
る
。

側
職
員
業
務
の
提
案
、
執
行
に
お
け
る
自
主
性
を
高
め
る
こ
と
。

部
課
が
学
園
業
務
の
執
行
と
提
案
に
つ
い
て
固
有
の
責
任
を
持
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

と
く
に
八
○
年
代
の
学
園
創
造
に
と
っ
て
政
策
提
起
の
力
量
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
職

員
お
よ
び
集
団
化
に
よ
る
部
課
の
自
主
性
、
創
造
性
を
も
と
に
し
て
、
職
場
会
議
の
機
能
を

充
実
し
、
そ
し
て
事
務
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
超
勤
減
少
へ
の
取
組
み
か
ら
業

務
改
善
、
体
制
整
備
を
部
門
別
に
設
定
し
、
部
課
別
研
修
会
の
課
題
と
し
た
の
は
こ
の
た
め

で
あ
る
。
な
お
、
具
体
的
課
題
に
よ
る
研
究
会
等
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
職
員
と
教
員
と
の
協
働
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

す
で
に
述
べ
た
通
り
本
学
園
の
基
本
的
立
場
を
明
確
に
し
、
実
践
し
た
歴
史
か
ら
、
教
育
、

研
究
と
こ
れ
を
支
え
る
業
務
は
教
員
と
職
員
と
の
相
当
な
協
働
化
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き

副
現
代
社
会
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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伽
検
討
す
べ
き
課
題
の
前
に
、
七
九
全
学
協
確
認
以
降
今
日
ま
で
事
務
体
制
整
備
強
化

を
定
員
問
題
を
中
心
に
進
め
て
き
た
二
、
三
点
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
、

①
八
○
年
度
定
員
に
お
い
て
緊
急
な
も
の
と
し
て
七
名
の
大
巾
増
を
行
っ
た
（
次
長
、
実

態
把
握
、
長
計
推
進
、
視
聴
覚
等
）
。

②
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
一
拠
点
に
よ
る
定
数
再
配
置
を
八
○
年
度
後
半
の
厳
し
い
討
縦

を
経
て
八
一
年
度
で
実
施
し
た
（
八
名
の
再
配
置
）
。

③
八
一
年
度
に
お
け
る
超
勤
減
少
へ
向
け
て
の
新
た
な
取
組
み
、
就
職
課
の
八
、
九
月
の

体
制
強
化
（
ア
ル
バ
イ
ト
多
数
雇
用
）
な
ど
。

⑭
検
討
課
題
に
つ
い
て

た
と
言
え
る
蕊
し
か
し
今
日
社
会
の
要
請
に
応
え
高
い
水
準
で
の
教
育
と
研
究
を
創
造
し
蓋

ま
た
厳
し
い
情
勢
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
よ
り
一
層
教
員
と
職
員
と
の
協
働
化
を
推
進

す
る
こ
と
を
意
識
的
に
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
こ
の
場
合
に
教
員
と
職
員
は
夫
々
の

役
割
・
任
務
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
相
互
の
協
力
、
協
働
化
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ

研
究
事
務
部
門
、
教
務
事
務
部
門
、
教
員
を
中
心
と
す
る
委
員
会
事
務
局
部
門
に
つ
い
て
、

こ
の
点
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
他
の
部
門
も
ま
た
こ
の
点
の
理
解
が
必

要
で
あ
る
。

⑥
他
大
学
等
の
経
験
を
教
訓
的
に
摂
取
す
る
こ
と
。

総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
一
拠
点
を
実
現
し
た
今
日
の
時
点
で
は
、
現
代

社
会
の
進
歩
変
化
に
対
応
し
、
今
後
の
学
園
づ
く
り
の
た
め
に
は
他
大
学
等
の
経
験
を
積
極

的
に
ま
た
批
判
的
に
取
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

事
務
の
面
で
は
、
直
ぐ
に
他
大
学
比
較
か
ら
す
る
職
員
数
の
低
さ
が
問
題
と
な
り
、
ま
た

機
構
に
つ
い
て
も
本
学
で
も
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
で
は

す
で
に
「
職
員
定
数
の
検
討
に
つ
い
て
」
で
、
職
員
定
数
、
機
構
整
備
で
の
一
定
の
指
標
、

課
題
も
設
定
を
し
て
い
る
。
本
学
の
歴
史
的
到
達
点
、
今
後
の
学
園
の
あ
り
方
・
課
題
と
合

せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
事
務
の
電
算
化
に
つ
い
て
は
、
他
大
学
の
経
験
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

２
．
検
討
課
題
に
つ
い
て

事
務
体
制
整
備
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
多
岐
に
わ
た
（
｜
て
出
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
（
学
内
）
理
事
会
は
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

㈹
事
務
体
制
の
強
化
す
べ
き
課
題
と
職
員
定
数
に
つ
い
て

一
九
八
○
・
一
○
・
二
二
学
内
理
事
会
「
職
員
定
数
の
検
討
に
つ
い
て
」

①
体
制
の
整
備
強
化
す
べ
き
部
門
と
し
て
は
、
歴
史
的
に
、
ま
た
他
大
学
に
比
し
て

整
備
の
遅
れ
て
き
た
部
門
と
し
て
、
広
く
研
究
事
務
体
制
、
本
部
事
務
体
制
が
あ
り
、

な
お
相
当
以
前
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
就
職
、
施
設
管
理
、
図
書
部
門
、
そ
の
他
の
整

備
が
あ
る
。

②
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
学
部
学
生
定
数
減
の
施
策
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
従

来
の
増
員
を
最
小
限
に
留
め
る
政
策
を
改
善
し
、
八
○
～
八
三
年
度
の
定
数
増
計
画

を
策
定
し
た
。

口
超
勤
減
少
問
題
か
ら
す
る
事
務
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

一
九
八
一
・
六
・
二
四
学
内
理
事
会
「
超
勤
問
題
の
減
少
に
向
け
て
」

①
超
勤
減
少
へ
向
け
て
の
具
体
策
を
設
定
す
る
こ
と
。

②
減
少
へ
向
け
て
業
務
、
体
制
改
善
の
検
討
を
部
門
別
に
行
な
う
こ
と
、
そ
し
て
減

少
へ
向
け
て
他
の
労
働
条
件
、
体
制
（
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
、
機
械
化
導
入
、
事
務
の

整
理
と
体
制
整
備
、
定
員
）
の
改
善
を
行
な
う
こ
と
。

（
付
）
七
月
以
降
部
課
別
研
修
会
で
は
、
以
ｔ
を
ふ
ま
え
た
課
題
に
つ
い
て
一
定
の
検
討
も

３
。
検
討
の
方
向
に
つ
い
て

、
中
期
的
展
望
を
ふ
ま
え
つ
つ
当
面
す
る
課
題
を
解
決
し
、
一
拠
点
完
成
の
到
達
点
に
立

っ
て
今
後
の
学
園
課
題
に
応
え
る
事
務
体
制
の
整
備
強
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

②
す
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
学
内
理
事
会
は
「
職
員
定
数
の
検
討
に
つ
い
て
」
で
従
来

の
職
員
定
数
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
改
め
て
八
○
～
八
三
年
度
の
職
員
定
数
増
計
画
一
四

名
（
外
に
八
名
の
再
配
置
）
を
提
案
し
た
。
（
す
で
に
七
名
の
増
、
八
名
の
再
配
置
は
実

施
）
そ
れ
と
共
に
強
化
、
補
充
す
べ
き
部
門
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
一
つ
職
員
の
労
働
条
件
改
善
、
体
制
改
善
の
環
と
し
て
確
認
し
て
き
た
超
勤
減
少
へ

産
汀
な
わ
れ
た
。
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の
積
極
的
取
組
み
と
、
こ
れ
に
係
っ
た
条
件
の
改
善
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
八
一
年
春
闘
で
は
組
合
か
ら
職
員
定
数
の
「
改
訂
増
補
版
」
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。

従
っ
て
学
内
理
事
会
は
以
上
の
二
点
を
中
心
に
し
た
事
務
体
制
の
整
備
を
当
面
の
緊
急

な
も
の
と
し
て
検
討
す
る
。

③
強
化
す
べ
き
部
門
の
う
ち
、
研
究
事
務
体
制
を
は
じ
め
、
機
構
、
組
織
に
係
る
問
題
は

個
別
に
は
数
年
前
か
ら
提
起
さ
れ
て
は
い
る
が
、
従
来
の
定
員
の
枠
組
み
の
な
か
と
、
一

拠
点
実
現
の
途
上
で
は
、
全
体
の
事
務
体
制
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
検
討
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
り
、
延
ば
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
新
た
な
学
園
づ
く
り
へ

向
け
て
こ
の
点
を
積
極
的
に
取
上
げ
る
こ
と
を
し
な
が
ら
、
同
時
に
夏
以
降
部
課
毎
（
部

門
別
）
に
超
勤
問
題
と
係
り
な
が
ら
一
定
検
討
さ
れ
て
き
た
業
務
見
直
し
、
機
械
化
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
定
員
等
の
問
題
を
関
連
さ
せ
た
事
務
体
制
整
備
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
検
討
の
な
か
で
、
ど
の
部
課
も
共
通
し
た
課
題
と
し
て
業
務
の
見
直
し
を
機
械
化

と
く
に
電
算
化
に
よ
っ
て
行
な
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
早
急
に
事
務
の
電

算
化
を
進
め
る
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

⑪
以
上
の
検
討
作
業
を
部
門
別
に
行
な
い
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
調
整
す
る
。
そ
し
て
早

急
に
実
施
す
べ
き
も
の
、
今
後
の
課
題
と
し
て
引
続
き
検
討
す
べ
き
も
の
の
設
定
を
す
る
。

⑤
当
面
の
機
構
整
備
と
係
っ
て
若
干
の
職
制
の
新
設
が
あ
る
。

課
長
は
課
を
集
団
的
、
民
主
的
に
組
織
し
、
全
学
課
題
と
部
課
課
題
を
結
合
さ
せ
た
業

務
の
執
行
と
提
案
の
責
任
を
も
つ
。
こ
の
点
で
本
学
が
歴
史
的
に
築
き
あ
げ
て
き
て
い
る

課
長
の
任
務
の
一
層
の
徹
底
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

課
長
補
佐
に
つ
い
て
は
課
長
を
補
佐
し
、
課
を
民
主
的
、
集
団
的
に
運
営
す
る
こ
と
を

前
進
さ
せ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
未
設
置
課
に
つ
い
て
も
設
置
を
検
討
す
る
。

次
長
は
次
長
制
度
一
般
の
な
か
で
な
く
緊
急
必
要
な
部
門
に
の
み
設
置
を
検
討
す
る
。

こ
の
場
合
に
次
長
は
部
長
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
職
制
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
一
層
明
確

に
す
る
。

な
お
本
学
が
一
拠
点
完
成
の
到
達
点
に
立
ち
、
臨
調
路
線
に
抗
し
な
が
ら
、
今
後
の
学

園
創
造
の
な
か
で
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
し
て
い
く
た
め
に
は
職
員
の
任
務
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。
職
員
各
自
が
自
覚
的
、
自
主
的
に
業
務
に
取
組
む
な
か
で
、
職
制
を
中
心

１
：
研
究
事
務
部
門

①
修
学
館
に
お
け
る
研
究
事
務

㈹
修
学
館
に
お
け
る
各
研
究
機
関
の
事
務
の
整
備
は
、
共
同
化
と
い
わ
ゆ
る
少
数
職

場
の
弊
害
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

従
っ
て
充
分
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
本
年
度
発
足
し
た
基
礎
文
献
資
料
室
の
整
備
を

当
面
は
中
心
に
し
て
、
将
来
は
修
学
館
研
究
事
務
の
総
合
化
を
図
り
た
い
。

㈲
「
総
合
化
を
図
る
」
場
合
の
研
究
事
務
の
範
囲
を
別
記
１
の
通
り
整
理
す
る
。

例
基
礎
文
献
資
料
室
、
共
同
書
庫
の
事
務
体
制
整
備
に
つ
い
て

ａ
・
社
会
科
学
系
学
部
の
研
究
事
務
体
制
の
一
本
化
を
想
定
し
つ
つ
、
緊
急
な
も
の

と
し
、
共
同
善
庫
、
文
献
資
料
室
が
発
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
総
合

事
務
室
」
の
性
格
を
も
つ
。

ｂ
・
業
務
は
別
記
２
の
通
り
と
し
て
、
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
整
備
を
図
る
。

Ｃ
，
体
制
の
整
備

①
職
員
の
所
属
は
当
面
人
文
科
学
研
究
所
（
事
務
室
）
と
し
、
人
文
研
主
事
が

所
轄
す
る
（
現
行
通
り
）
。

②
資
料
室
に
事
務
職
員
三
名
を
お
き
、
当
面
受
付
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
配
置
す
る
。

な
お
受
付
業
務
の
管
理
に
伴
な
う
時
差
出
勤
体
制
は
人
文
研
職
員
全
体
が
日
常

Ⅱ
部
門
別
検
討
に
つ
い
て

に
し
て
集
団
的
に
業
務
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
こ
の
検
討
結
果
か
ら
八
二
年
度
に
お
い
て
は
相
当
数
の
事
務
職
員
の
増
お
よ
び
ア
ル

バ
イ
ト
の
増
が
必
要
と
な
る
。

八
三
年
度
以
降
に
お
け
る
定
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
点
に
つ
い
て
夫
々
の
部
課

が
業
務
整
理
、
機
械
化
、
機
構
整
備
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
定
員
増
等
に
よ
る
体
制
整
備
の
取

組
み
、
ま
た
設
定
し
た
課
題
の
検
討
を
進
め
る
な
か
で
来
年
度
以
降
に
具
体
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
、
実
際
的
で
適
切
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
八
○
年
代
そ
れ
以
降
の
長
計
課
題
の
学
園
規
模
問
題
そ
の
他
を
財
政
計
画

と
関
連
さ
せ
な
が
ら
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
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業
務
を
執
り
つ
つ
こ
れ
に
当
る
。

③
人
文
科
学
研
究
所
に
主
事
補
佐
一
名
を
お
く
。

（
注
）
関
係
機
関
ｌ
修
学
館
基
礎
文
献
資
料
室
・
学
部
共
同
書
庫
管
理
運
営
委
員

へ
云

伺
社
会
科
学
系
四
学
部
の
共
同
研
究
事
務
は
将
来
上
記
㈲
の
研
究
事
務
の
範
囲
を
基

礎
と
し
て
一
本
化
の
方
向
を
と
る
。
当
面
は
現
行
の
職
員
体
制
と
し
、
具
体
的
業
務

に
そ
く
し
て
措
置
を
検
討
す
る
。

㈱
外
連
協
共
同
研
究
室
に
は
、
二
名
の
職
員
を
配
置
し
、
補
強
を
図
る
。
た
だ
し
、

こ
の
事
務
は
将
来
的
に
は
総
合
事
務
室
に
包
括
す
る
も
の
と
し
て
考
え
る
。

㈲
人
文
科
学
研
究
所
は
相
対
的
に
独
自
の
研
究
機
関
と
し
て
、
研
究
事
務
を
再
整
理

す
る
。

た
だ
し
各
研
究
事
務
と
の
協
同
、
協
力
を
す
る
。

（
注
）
関
係
機
関
ｌ
修
学
館
研
究
事
務
連
絡
会
（
教
学
部
、
人
文
研
、
基
礎
文
献
、
学

部
共
研
、
外
連
協
、
図
書
館
）

八
別
記
１
Ｖ
研
究
事
務
の
範
囲

①
研
究
・
教
育
に
か
か
わ
る
図
書
・
資
料
等
の
収
集
、
整
理
、
管
理

②
研
究
者
も
し
く
は
研
究
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
情
報
サ
ー
ビ
ス

③
研
究
者
の
研
究
活
動
の
組
織
化
に
関
す
る
援
助

④
研
究
者
に
対
す
る
研
究
助
成
の
事
務
（
個
研
助
成
、
科
研
費
助
成
、
そ
の
他
）

⑤
諸
研
究
施
設
・
設
備
の
維
持
、
管
理
、
利
用
条
件
の
保
障
（
個
研
を
ふ
く
め
て
）

⑥
研
究
者
に
対
す
る
学
外
的
、
学
内
的
受
付
、
連
絡

⑦
そ
の
他
、
研
究
機
関
誌
等
の
編
集
・
発
行

八
別
記
２
Ｖ
基
礎
文
献
資
料
室
・
学
部
共
同
書
庫
の
業
務
の
範
囲

①
社
会
科
学
系
四
学
部
お
よ
び
人
文
科
学
研
究
所
等
に
あ
る
年
鑑
、
年
報
、
白
書
、
統

計
類
等
を
統
一
的
に
収
容
、
管
理
し
、
全
学
の
利
用
に
供
す
る
業
務

②
学
部
共
同
書
庫
に
収
容
さ
れ
て
い
る
製
本
雑
誌
類
の
管
理
と
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
業
務
（
鍵
の
貸
出
し
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
等
）

③
上
記
①
、
②
に
収
容
さ
れ
て
い
る
図
書
・
資
料
類
の
目
録
作
成
、
欠
号
の
補
充
、
新

規
購
入
、
製
本
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
、
及
び
レ
フ
ァ
レ
、
ノ
ス
サ
ー
ビ
ス
等
の
業
務

④
修
学
館
地
下
施
設
（
研
究
会
室
閲
覧
コ
ピ
ー
室
震
準
備
室
）
の
管
理

⑤
修
学
館
受
付

②
理
工
学
部
に
お
け
る
研
究
事
務

㈹
理
工
学
部
に
お
け
る
研
究
事
務
は
現
在
、
①
理
工
学
研
究
所
の
研
究
事
務
、
②
学
部

共
同
書
庫
の
事
務
、
③
各
学
科
の
研
究
、
教
室
事
務
、
④
電
算
機
室
の
事
務
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
整
備
の
観
点
は
前
述
①
の
㈹
の
修
学
館
と
同
じ
く
総
合
的
に
と
ら
え
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
電
算
機
室
は
全
学
的
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
体
制
整
備

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
少
く
と
も
当
面
は
理
工
学
部
を
中
心
と
し
た
運
営
が
行
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

㈲
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

ａ
・
上
記
の
事
務
は
電
算
機
室
（
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
改
称
さ
れ
る
）
を
含
め
て
理
工

学
部
事
務
室
の
所
轄
と
す
る
。

ｂ
・
理
工
学
研
究
所
、
共
同
書
庫
に
は
職
員
二
名
（
現
行
）
お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト
を
配

置
す
る
。

Ｑ
各
学
科
に
お
け
る
研
究
、
教
室
事
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り
方
お
よ
び
事
務
室

・
庶
務
業
務
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
当
面
ア
ル
バ
イ
ト
（
公
費
）

を
増
加
す
る
方
向
を
と
る
。

例
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
業
務
体
制
に
つ
い
て

ａ
・
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
全
学
の
教
育
、
研
究
お
よ
び
部
課
業
務
処
理
に
利
用
す
る
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
運
営
は
全
学
的
に

組
織
さ
れ
た
委
員
会
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

ｂ
・
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

ｉ
セ
ン
タ
ー
長
一
名
、
研
究
員
若
干
名
を
お
く
。

㈹
職
員
二
名
を
増
員
し
三
名
の
配
置
と
し
、
体
制
の
強
化
を
図
る
。
な
お
ア
ル
バ

イ
ト
（
業
務
嘱
託
員
を
含
む
）
を
配
置
す
る
。

川
職
員
は
主
と
し
て
次
の
業
務
を
担
当
す
る
。

①
利
用
者
に
対
す
る
諸
手
続
上
の
処
理
、
利
用
案
内

②
施
設
、
設
備
の
管
理

（
注
）
関
係
機
関
ｌ
計
算
機
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
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２
．
教
務
事
務
部
門

山
各
学
部
事
務
室
、
教
学
部
に
共
通
し
て
強
化
す
べ
き
課
題
は
ハ
①
教
学
実
態
把
握
、

情
報
機
能
、
政
策
化
機
能
の
強
化
、
②
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
を
充
実
さ
せ
る
諸

条
件
、
体
制
の
整
備
、
③
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
学
部
事
務
室
と
教
学
部
の
有
機
的

結
合
の
強
化
と
夫
々
の
体
制
の
整
備
、
強
化
で
あ
る
。

②
各
学
部
、
二
部
事
務
室

㈹
教
務
、
学
籍
、
成
績
と
呼
ば
れ
る
従
来
の
業
務
に
加
え
て
、
今
日
で
は
、
①
教
育
、

研
究
活
動
の
プ
ラ
ン
策
定
と
推
進
、
②
学
生
の
実
態
把
握
と
指
導
お
よ
び
教
育
効
果

の
把
握
と
管
理
、
③
教
育
、
研
究
諸
条
件
の
管
理
と
整
備
と
い
う
課
題
が
要
請
さ
れ

て
き
て
い
る
。

⑪
こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
に
は
現
在
の
定
数
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
点
が
出
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
学
部
事
務
室
に
お
け
る
業
務
に
は
相
当
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
見

ら
れ
る
の
で
、
教
務
事
務
電
算
化
の
有
効
的
活
用
を
は
か
り
つ
つ
、
学
部
事
務
の
あ

り
方
、
業
務
の
範
囲
を
全
学
的
に
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
教
学
部
と

の
有
機
的
結
合
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

仰
上
記
の
改
善
を
す
す
め
つ
つ
、
新
し
い
定
員
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お

二
部
事
務
室
に
つ
い
て
は
二
講
時
制
以
降
に
お
け
る
業
務
の
変
化
を
中
心
に
し
て
本

年
度
一
名
の
増
員
を
行
っ
た
。

㈲
法
、
経
、
営
、
産
業
社
会
学
部
事
務
室
（
お
よ
び
高
中
事
務
室
）
に
も
課
長
補
佐

を
お
い
て
い
ノ
く
。

③
教
学
部

㈹
七
九
確
認
に
よ
る
教
学
部
体
制
の
強
化
と
し
て
八
○
年
度
に
次
長
を
お
き
、
教
務

課
に
教
学
実
態
把
握
の
資
料
集
中
、
政
策
化
を
中
心
と
し
て
二
名
の
増
員
を
行
っ
た
。

ま
た
次
長
設
置
の
際
に
教
務
課
は
業
務
分
野
が
広
範
で
あ
り
、
人
員
も
相
当
多
数
と

な
る
の
で
、
教
学
部
全
体
の
業
務
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
出
さ

れ
て
い
た
。

㈲
こ
の
経
過
か
ら
今
回
教
学
部
の
現
行
三
課
制
を
四
課
制
に
改
組
し
、
業
務
区
分
を

整
理
す
る
。

す
な
わ
ち
、
現
行
教
務
課
は
他
の
二
課
に
比
し
て
、
各
種
委
員
会
事
務
局
、
学
事

全
般
と
業
務
分
野
が
広
が
り
過
ぎ
て
い
て
、
相
当
の
人
員
を
有
し
て
い
る
が
、
課
と

し
て
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
き
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
に
山
に
述
べ
た
課
題

を
果
し
て
い
く
た
め
に
二
課
と
す
る
。
な
お
入
試
業
務
が
年
間
業
務
と
な
っ
た
今
日

の
時
点
で
学
務
課
を
入
試
課
と
す
る
。

仰
新
し
い
四
課
の
業
務
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
学
事
課
教
学
関
係
の
調
査
、
統
計
、
広
報
、
学
事
庶
務
、
国
際
交
流
、
研
究

庶
務
等
の
業
務

②
教
務
課
各
種
委
員
会
の
業
務

③
入
試
課
入
試
業
務
（
現
行
学
務
課
の
広
報
業
務
を
学
事
課
に
移
行
）

④
体
育
課
現
行

（
注
）
①
、
②
の
業
務
内
容
は
別
記
３

八
別
記
３
Ｖ
新
し
い
課
の
業
務
内
容

⑪
学
事
課

①
大
学
関
係
・
教
育
関
係
基
本
資
料
、
諸
統
計
・
教
学
実
態
調
査
、
等
の
系
統
的
、
総

合
的
整
理
、
管
理
と
情
報
の
提
供

②
教
対
会
議
を
中
心
と
し
た
教
学
諸
施
策
の
検
討
と
全
学
的
推
進

③
対
外
的
学
事
庶
務
（
文
部
省
八
私
大
連
、
他
大
学
そ
の
他
）

④
国
際
交
流

⑤
研
究
庶
務

⑥
広
報
〃

⑦
そ
の
他
総
務
・
財
務
部
、
図
書
館
、
研
究
所
等
と
関
連
す
る
業
務
を
分
掌
す
る
。

②
教
務
課

①
大
学
協
議
会
、
大
学
院
委
員
会
に
関
す
る
業
務

②
教
務
会
議
を
中
心
と
す
る
各
学
部
共
通
教
務
事
項
の
調
整
、
援
助

③
教
務
事
務
の
電
算
処
理
の
セ
ン
タ
ー
的
業
務

④
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
外
連
協
の
運
営
お
よ
び
教
学
的
諸
事
項

⑤
教
職
課
程
委
員
会
・
教
職
課
程
教
室
・
教
職
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
管
理
に
関
す
る
業

務
（
研
究
事
務
を
ふ
く
め
て
）

⑥
外
連
協
共
研
の
管
理
、
運
営
、
研
究
活
動
へ
の
援
助
、
教
材
管
理
、
作
成
の
業
務
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３
．
｜
図
書
館
部
門

川
現
在
図
書
館
の
体
制
整
備
と
し
て
次
の
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。
①
情
報
図
書
館
と
し

て
の
発
展
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
事
務
の
あ
り
方
を
改
善
す
る
こ
と
、
②
七
九
年

以
来
提
起
さ
れ
い
て
る
三
課
制
の
問
題
が
あ
る
。

②
情
報
図
苦
館
化
の
実
現
に
む
け
て
の
機
械
化
に
よ
る
事
務
の
改
善
に
つ
い
て

現
在
「
図
書
機
械
化
計
画
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
図
書
館
業
務
の
電
算
処
理
計
画

（
案
）
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
図
書
館
に
お
け
る
基
本
的
業
務
を
電
算
処
理
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
に
進
め

る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
爪
ｘ
フ
日
の
学
術
研
究
の
進
歩
に
と
も
な
う
情
報
要
求
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確

さ
に
対
応
す
る
た
め
、
学
内
に
お
け
る
図
書
業
務
を
よ
り
組
織
的
、
整
合
性
の
あ
る
も

の
に
改
善
す
る
。
②
情
報
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し
て
、
中
央
図
書
館
と
学
部
共
研

等
の
研
究
、
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の
結
合
を
図
る
。
③
将
来
つ
字
術
情
報
七
、
ノ
タ
ー
構

想
」
と
の
単
一
館
と
し
て
の
結
合
を
想
定
す
る
た
め
で
あ
る
。

③
図
書
館
三
課
制
に
つ
い
て

㈹
三
課
制
の
中
心
は
現
行
運
営
課
業
務
に
含
ま
れ
て
い
る
閲
覧
部
門
を
独
立
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
閲
覧
部
門
に
は
次
の
間
題
が
あ
る
。

①
図
書
館
業
務
に
お
け
る
最
大
目
的
の
文
献
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
づ
け

②
業
務
内
容
の
質
量
的
変
化
（
主
題
別
閲
覧
制
、
施
設
拡
大
、
視
聴
覚
室
、
複
写
、

日
曜
開
館
な
ど
）

③
現
在
運
営
課
長
一
名
の
も
と
に
二
三
名
の
職
員
が
お
り
、
一
七
名
が
閲
覧
部
門

で
し
か
も
建
物
階
層
別
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
改
善
し
、
図
書
館
と
し
て
の
閲
覧
部
門
の
機
能
を
充
実
す
る
た
め
、
閲
覧

課
を
設
け
る
。

㈲
三
課
の
業
務
内
容

①
運
営
課

〈
庶
務
〉
中
央
図
諜
館
と
し
て
の
管
理
業
務
（
庶
務
、
企
画
、
調
査
、
渉
外
、
会

⑦
そ
の
他
、
電
算
機
セ
ン
タ
ー
、
視
聴
覚
室
等
と
関
連
す
る
業
務

４
を
学
生
部
門

⑪
学
生
部
（
三
課
）
の
体
制
整
備
強
化
に
つ
い
て
は
、
先
づ
業
務
の
見
直
し
を
機
械
化

等
を
組
込
む
な
か
で
検
討
す
る
。
そ
し
て
学
生
相
談
業
務
を
軸
と
し
た
三
課
の
連
携
を

強
化
す
る
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
定
員
等
諸
条
件
の
検
討
を
す
る
。

②
学
生
部
体
制
強
化
へ
向
け
た
業
務
見
直
し
の
視
点
に
つ
い
て

㈹
学
生
の
実
態
に
即
し
た
業
務
改
善

情
勢
に
お
け
る
学
生
実
態
把
握
の
な
か
で
、
普
遍
的
、
創
造
的
業
務
の
追
及

㈲
業
務
に
お
け
る
自
己
啓
発
、
業
務
内
容
の
改
善

①
事
務
の
機
械
化
に
よ
る
地
的
対
応
と
情
報
の
集
中
、
整
理
、
②
質
的
変
化
に
対
応

〈
収
書
〉
中
央
及
び
学
習
図
書
館
の
図
書
資
料
の
収
集
（
情
報
収
集
、
調
査
、
受

入
、
支
払
準
備
）
、
選
定
（
選
択
委
員
会
）
全
学
図
書
資
料
の
受
入
、
登
録
、

支
払
手
続
、
除
籍
、
蔵
書
統
計

〈
逐
次
刊
行
物
〉
中
央
及
び
学
習
図
諜
館
の
逐
刊
物
の
収
書
、
受
入
、
登
録
、
整

理
、
製
本
、
支
払
手
続
、
全
学
逐
刊
物
（
製
本
単
位
）
の
受
入
、
登
録
、
整
理
、

統
計
、
総
合
目
録
作
成
、
情
報
提
供

②
整
理
課

全
学
図
書
資
料
（
逐
刊
物
を
除
く
）
の
整
理
（
分
類
、
目
録
、
編
成
）
、
全
学

所
蔵
図
書
の
総
合
目
録
作
成

③
閲
覧
課

中
央
及
び
学
習
図
書
館
と
し
て
の
閲
覧
、
貸
出
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
利
用
統
計
、

文
献
情
報
、
国
内
外
文
献
相
互
利
用
、
視
聴
覚
、
身
体
障
害
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
書
庫
管
理
（
蔵
書
）

㈲
今
一
つ
、
三
課
体
制
へ
の
編
成
は
、
前
述
②
の
図
書
館
業
務
の
機
械
化
を
推
進
す

る
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
情
報
図
書
館
シ
ス
テ
ム
化
の
実
現
へ
向
け
て
の

展
望
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

㈲
な
お
、
三
課
制
が
達
成
さ
れ
た
段
階
で
、
；
次
長
制
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
な
う
。

談
等
）
、
全
学
図
書
資
料
灘
の
予
算
執
行
と
管
理
へ
支
払
事
務
、
施
設
、
備
品

管
理
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５
〕
財
務
部
門

川
財
務
部
で
の
事
務
体
制
の
整
備
強
化
は
次
の
課
題
を
中
心
に
進
め
る
。

㈹
一
拠
点
完
成
に
よ
る
学
園
の
到
達
点
に
見
合
っ
た
財
務
部
体
制
の
再
編
を
追
求
す

す
る
力
量
の
向
上

伽
学
生
部
三
課
の
連
携
と
分
掌

①
総
合
的
で
共
通
な
学
生
相
談
業
務
の
必
要
性
、
②
三
課
の
独
自
性
と
連
槻

㈲
体
制
強
化
の
方
向

①
指
導
体
制
の
強
化
、
②
分
掌
と
協
業
、
集
団
化

（
注
）
こ
の
視
点
は
他
部
課
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
就
職
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

㈹
就
職
課
業
務
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
掲
示
板
新
設
、
ア
ル
バ
イ
ト
大
量
雇
用
等

に
よ
り
学
生
援
助
の
強
化
、
職
員
労
働
条
件
の
改
善
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
お

就
職
課
に
つ
い
て
は
学
生
部
全
体
の
体
制
強
化
の
視
点
に
そ
っ
て
当
面
一
定
の
体
制

強
化
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

㈲
こ
う
し
た
な
か
で
最
近
出
さ
れ
て
い
る
「
就
職
部
」
構
想
に
つ
い
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
点
が
あ
る
。
本
学
の
就
職
分
野
は
公
務
員
、
教
員
に
比
し
大
企
業
へ
の
進
出

が
今
一
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
方
面
の
開
拓
を
中
心
と
す
る
前
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
こ
と
、
ま
た
他
の
二
課
業
務
と
就
職
業
務
と
の
関
連
は
薄
い
と
の

見
方
か
ら
他
の
同
規
模
大
学
で
多
く
見
ら
れ
る
「
就
職
部
」
構
想
が
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
本
学
で
は
、
学
生
部
で
の
学
生
相
談
業
務
を
中
心
に
す
え
た
現
行
三
課
体

制
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
、
就
職
部
独
立
は
現
時
点
で
は
考
え
な
い
。

例
就
職
業
務
は
他
の
学
生
・
厚
生
業
務
の
よ
う
に
学
生
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
つ
つ
、

日
常
的
に
進
め
ら
れ
る
業
務
と
は
独
自
な
面
を
も
つ
の
で
、
教
員
の
部
長
、
次
長
で

は
就
職
課
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
の
一
定
の
限
界
を
も
っ
て
い
る
。

㈲
そ
こ
で
就
職
課
担
当
の
職
員
の
学
生
部
次
長
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の

次
長
は
当
然
に
学
生
部
長
を
補
佐
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈱
な
お
現
行
教
員
の
学
生
部
次
長
二
人
制
は
、
学
生
部
全
体
の
体
制
強
化
の
た
め
に

当
面
は
存
続
す
る
。

犀
響
総
務
部
門

⑪
総
務
課
体
制
に
つ
い
て

㈹
本
学
の
総
務
課
は
他
大
学
や
企
業
の
本
部
組
織
に
見
る
よ
う
に
総
務
部
か
ら
機
構

が
分
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
他
課
の
庶
務
業
務
（
教
学
、
財
務
）
を
引
継
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
後
に
な
っ
て
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
最
近
に
な
っ
て
相
当
な
業
務
と

一
定
の
人
員
を
も
つ
総
務
課
と
し
て
や
っ
と
機
能
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
経
過
を

る
こ
と
。
と
く
に
今
後
の
学
園
課
題
に
応
え
る
財
務
部
各
課
の
機
能
発
揮
と
他
課
と

の
関
連
を
重
視
す
る
。

㈲
機
械
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

㈲
過
重
な
労
働
実
態
を
正
常
化
す
る
こ
と
。
と
く
に
財
務
課
の
慢
性
的
過
大
超
勤
を

解
決
す
る
こ
と
。

②
上
記
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
、
次
の
方
向
で
取
組
む
。

㈹
予
算
の
執
行
管
理
単
位
（
体
制
）
の
再
編
を
検
討
す
る
。

㈲
各
課
の
業
務
、
と
り
わ
け
予
、
決
算
関
連
業
務
の
機
械
化
を
積
極
的
に
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
再
編
を
検
討
す
る
。

㈹
真
議
制
、
諸
伝
票
の
流
れ
な
ど
の
改
善
を
検
討
す
る
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
主
要
に
八
二
年
度
の
検
討
課
題
と
し
、
八
三
年
度
か
ら
の
実
現

を
め
ざ
す
。

３
さ
ら
に
財
務
部
全
体
の
部
課
再
編
成
に
係
わ
る
次
の
問
題
が
あ
る
。

㈹
「
施
設
管
理
部
」
構
想
は
七
三
年
以
来
提
起
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
ま
た
次
長
設

置
の
際
に
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
施
設
管
理
の
重
要

性
と
財
務
部
五
課
の
関
係
か
ら
で
は
あ
る
。
こ
の
問
題
は
一
拠
点
完
成
に
よ
る
施
設

維
持
管
理
業
務
の
進
展
状
況
と
上
記
②
の
㈲
に
関
っ
て
検
討
を
始
め
る
。

な
お
「
学
舎
管
理
政
策
」
に
も
と
づ
き
具
体
的
な
整
備
を
進
め
る
。

㈲
長
計
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
が
資
金
調
達
で
あ
る
の
で
、
財
務
関
係
に

位
置
づ
け
た
再
編
成
の
検
討
を
始
め
る
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
上
記
②
の
㈲
を
前
提
し
て
検
討
を
始
め
る
も
の
で
、
再
編
成
は

そ
れ
以
降
の
課
題
と
な
る
。
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７
そ
の
他
の
部
門

山
保
健
セ
ン
タ
ー

㈹
事
務
職
員
の
人
員
は
少
数
で
あ
る
が
、
看
護
婦
は
一
拠
点
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
か
さ

れ
一
定
人
員
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
看
護
婦
の
業
務
は
単
に
診
療
、
保

健
業
務
の
み
な
ら
ず
セ
ン
タ
ー
の
事
務
も
担
当
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
、
事
務
の

共
同
化
が
果
さ
れ
て
い
る
。

口
人
員
は
現
行
の
ま
ま
と
し
て
も
、
健
康
管
理
に
係
わ
る
臨
時
業
務
の
手
だ
て
の
必

も
っ
て
い
る
。

㈲
現
在
の
業
務
は
法
人
、
文
書
、
渉
外
、
秘
書
、
電
話
、
一
般
庶
務
、
他
課
に
属
し

な
い
業
務
（
公
助
連
、
長
計
、
そ
の
他
）
で
あ
っ
て
、
夫
々
の
業
務
が
独
自
性
と
量

を
も
ち
な
が
ら
、
本
部
事
務
機
柵
と
し
て
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
反

面
で
分
野
の
広
が
り
が
一
課
長
の
担
当
す
る
限
界
に
も
あ
る
。

㈲
本
部
事
務
（
三
部
）
に
よ
せ
ら
れ
る
事
務
の
集
中
、
政
策
提
起
機
能
強
化
の
声
は

高
い
。
と
く
に
総
務
課
に
よ
せ
ら
れ
る
も
の
は
本
学
園
が
法
人
と
大
学
業
務
の
一
本

化
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
の
庶
務
的
性
格
で
あ
る
。

今
後
と
も
一
本
化
の
長
所
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
新
し
く
発
展
し
て
く
る
業
務
に

つ
い
て
各
部
課
と
の
機
能
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
務
課
は
そ
の
歴
史
性
か
ら
当
面
は
業
務
の
系
統
性
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

㈲
し
か
し
な
お
上
記
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
後
総
務
二
課
の
検
討
や
総
務
部
体
制
雌

化
の
た
め
の
次
長
制
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

２
そ
の
他
に
つ
い
て

㈹
総
務
部
体
制
の
強
化
と
し
て
本
年
度
職
員
課
お
よ
び
校
友
課
に
つ
い
て
定
員
一
名

の
増
員
を
行
っ
た
（
何
れ
も
本
年
度
未
補
充
）
・
従
っ
て
両
課
は
こ
の
上
に
立
っ
た

業
務
の
改
善
と
編
成
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

㈲
機
械
化
、
電
算
化
に
つ
い
て
は
総
務
課
（
文
諜
事
務
）
、
職
員
課
（
計
算
事
務
）
、

校
友
課
（
す
で
に
一
部
電
算
化
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
学
電
算
室
と
の
関
係
）
夫
々

の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

憲
一
書
一
：
事
一
務
の
雷
一
算
化
体
制
に
づ
じ
て

⑪
本
学
も
時
代
の
要
請
に
応
え
て
大
型
電
算
機
が
導
入
さ
れ
教
育
研
究
の
新
た
な
発
展

を
期
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
八
二
年
度
か
ら
は
前
述
の
「
計
算
機
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
大
型
電
算
機
に
よ
る
部
課
業
務
の
利

用
を
予
定
し
て
い
る
。

現
在
部
課
で
は
電
算
機
処
理
に
よ
り
業
務
の
見
直
し
整
理
を
行
な
い
今
後
の
学
園
課

題
に
応
え
よ
う
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
何

ら
か
の
導
入
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
従
っ
て
早
急
に
事
務
の
電

算
化
を
進
め
る
体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

②
事
務
の
電
算
化
を
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
検
討
委
員
会
お
よ
び
研
修
会
を
設
け

坐
に
い
Ｏ

㈹
電
算
機
処
理
実
施
の
た
め
の
委
員
会

要
度
が
増
し
つ
つ
あ
る
曇

②
高
中
事
務
室

㈹
高
中
事
務
室
の
業
務
は
総
務
、
財
務
、
教
務
（
狭
義
）
と
広
い
分
野
の
も
の
を
担

当
す
る
総
合
事
務
室
で
あ
る
こ
と
と
、
教
諭
と
の
協
働
化
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

㈲
高
中
職
員
定
員
は
、
高
中
校
の
「
現
状
と
課
題
」
解
決
に
照
ら
し
た
教
員
定
員
と

の
係
り
を
も
つ
が
、
他
校
に
比
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
図
書
室
の
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

(ロ‘

す
て
に
剖
課
で
は
外
注
に
よ
る
入
試
、
教
務
、
会
計
業
務
が
あ
り
、
ま
た
図
諜
館
、

財
務
、
就
職
業
務
等
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ

ら
を
全
体
と
し
て
実
施
項
目
、
順
序
、
時
期
等
の
調
整
を
行
な
い
推
進
す
る
た
め
の

委
員
会
を
設
け
る
。

導
入
の
た
め
の
調
査
、
研
究
を
進
め
る
研
修
会

現
在
電
算
機
処
理
を
理
解
す
る
職
員
は
極
め
て
少
な
い
。
大
型
電
算
機
の
導
入
が

他
大
学
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
が
、
逆
に
そ
れ
ら
の
長
所
を
吸
収
出
来
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
電
算
機
処
理
の
理
解
を
与
え
、
調
査
研
究
を
す
る
た
め
に
一
定
期
間
中
堅

す
で
に
部
課
で
は
外
注
に
よ
る
入
試
、
教
務
、
会
計
業
務
が
あ
り
、
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職
員
で
椛
成
す
る
研
修
会
を
設
け
る
。

七

今
日
国
際
的
に
流
通
す
る
学
術
情
報
は
急
速
に
増
大
し
：
そ
の
範
囲
、
内
容
形
態

利
用
の
し
か
た
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

学
内
理
事
会
は
、
大
量
か
つ
多
種
多
様
な
学
術
情
報
を
、
研
究
者
が
迅
速
か
つ
的
確
に
把

握
し
、
す
ぐ
れ
た
独
創
的
、
先
駆
的
な
学
術
研
究
の
展
開
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
機
械
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
業
務
処
理
）
を
中
心
に
、
大
学
図
書
館
業
務
の

合
理
化
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
立
場
か
ら
、
一
九
八
一
年
六
月

六
日
、
大
学
協
議
会
の
承
認
を
え
て
、
「
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本

学
の
図
書
業
務
機
械
化
の
基
本
計
画
・
基
本
方
針
と
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
策
定
を
諮

問
し
て
き
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
大
き
な
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
そ
の
答
申
を
う
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
全
学
の
検
討
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

学
内
理
事
会
と
し
て
は
、
答
申
に
つ
い
て
の
全
学
の
基
本
的
承
認
が
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、

答
申
に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
、
年
次
計
画
（
試
案
）
の
線
に
沿
っ
て
、
単
行
本
、
逐
次

刊
行
物
に
つ
い
て
の
機
械
化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
械
化
推
進
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
答
申
の
線
に
沿
っ
て
、
図
書
館
委
員
会
の
も
と
に
、

計
算
機
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
専
門
委
員
を
加
え
た
、
専
門
委
員
会
（
図
書
業
務
機
械
化
委
員

会
）
を
設
置
し
、
計
算
機
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
関
係
機
関
の
協
力
を
え
て
、
す
す
め
る
の
が
適

切
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事
務
局
は
、
図
書
館
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
と
し
て
組
織
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
二
点
を
ふ
く
め
、
全
学
の
討
議
を
要
請
し
ま
す
。

本
学
に
お
は
る
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
の
答
申
に

つ
い
て
☆

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
一
・
八
（
学
内
）
理
事
会
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Ｔ
ｌ
ま
え
が
き

一
九
八
一
年
一
二
月
一
日

総
長
天
野
和
夫
殿

近
年
多
種
多
様
な
学
術
情
報
の
急
速
な
増
大
に
伴
吟
そ
の
迅
速
な
流
通
を
は
か
る

こ
と
が
、
国
際
的
に
も
、
国
内
的
に
も
、
ま
た
学
内
に
お
い
て
も
、
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
諸
外
国
に
お
け
る
、
そ
の
た
め
の
様
々
な
シ
ス
テ
ム
や
、
国
内
諸
大
学
に

お
け
る
多
様
な
試
行
を
み
る
と
き
、
全
体
の
動
向
と
し
て
は
、
機
械
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
業
務
処
理
）
を
中
心
と
し
た
※
図
書
業
務
の
合
理
化
が
大
き
く
推
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
、

一
九
八
一
年
六
月
六
日
の
第
六
七
七
回
大
学
協
縦
会
の
承
認
を
へ
て
、
本
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
諮
問
が
理
事
会
よ
り
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
全
国
学
術

情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
、
他
大
学
と
の
州
互
協
力
・
柑
互
利
用
の
動
向
に
つ
い
て
一
定

の
見
通
し
を
た
て
な
が
ら
、
本
学
図
諜
業
務
機
械
化
の
基
本
計
画
・
基
本
方
針
を
た
て
、

そ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
第
一
着
手
を
何
か
ら
始
め
る
か
を
策
定
し
」
、
あ
わ
せ

て
、
「
修
学
館
・
学
部
共
同
書
庫
な
ど
の
和
洋
雑
誌
の
目
録
電
算
化
、
情
報
検
索
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

諮
問
を
受
け
、
本
委
員
会
が
と
っ
た
基
本
的
視
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

図
書
そ
の
も
の
の
「
保
存
」
と
「
管
理
・
運
営
」
に
そ
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
従
来
の

中
央
図
書
館
業
務
を
、
図
書
内
容
（
情
報
）
の
「
流
通
」
を
中
心
と
し
た
「
保
存
」
、
「
管

理
・
運
営
」
の
方
向
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
各
学
部
共
同
研
究
室
、
人
文
科

学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
、
基
礎
文
献
資
料
室
等
（
以
下
、
「
学
部
共
研
等
」
と
略
す
）

図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会

答

申

図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会

委
員
長
杉
田
嘉
一
郎

Ⅱ
図
書
業
務
機
械
化
の
現
状
と
見
通
し

本
学
図
諜
業
務
機
械
化
の
基
本
計
画
・
基
本
方
針
を
た
て
る
に
あ
た
っ
て
、
国
内
外
の

機
械
化
の
現
状
を
把
握
し
、
見
通
し
を
つ
け
、
あ
わ
せ
て
、
本
学
に
お
け
る
歴
史
的
経
過

を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

１
国
外
の
機
械
化
の
現
状
と
見
通
し

図
書
業
務
機
械
化
は
、
米
国
、
英
国
、
西
独
等
で
早
い
時
期
か
ら
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
な
か
で
も
代
表
的
で
、
よ
く
知
ら
れ
た
例
と
し
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
三
○
○
○
二
の
鴨

巨
一
〕
国
昌
馬
具
の
『
》
旨
の
．
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
現
在
、
国
内
四
九

州
に
ま
た
が
る
二
、
五
○
○
以
上
の
機
関
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
た
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
り
、
各
参
加
館
は
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
お
互
い
に
目
録
情
報
を
利
用
し
あ

な
お
、
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
長
期
計
画
委
員
会
第
三
小
委
員
会
に
は
、
本
委

員
会
の
討
議
過
程
で
そ
の
要
点
を
伝
え
、
相
互
の
意
思
疎
通
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
図
書

館
委
員
会
に
も
、
同
様
に
要
点
を
伝
え
、
意
見
を
徴
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
図
書
業

務
の
機
械
化
問
題
は
、
大
学
全
体
の
事
務
体
制
と
そ
の
機
械
化
の
あ
り
方
に
も
関
連
す
る
。

学
内
諸
機
関
で
の
全
学
的
討
議
を
期
待
し
た
い
。

※
以
下
、
本
答
申
で
は
「
中
央
図
神
館
、
各
学
部
共
同
研
究
室
、
人
文
科
学
研
究
所
、

理
工
学
研
究
所
、
基
礎
文
献
資
料
室
等
の
全
学
的
な
学
術
情
報
に
関
す
る
業
務
」
を

総
称
す
る
も
の
と
し
て
「
図
書
業
務
」
を
用
い
る
。

所
蔵
の
図
書
等
に
つ
い
て
も
こ
の
方
向
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
ｌ
換
言
す
れ
ば
、
学
術

情
報
の
「
利
用
者
」
の
立
場
を
重
視
し
た
あ
り
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
図
書
等
の
流
通
に
は
、
業
務
に
携
わ
る
職
員
、
利
用
す
る
教
員
・
院
生
・

学
生
等
の
「
人
間
」
が
深
く
関
与
す
る
か
ら
、
図
書
業
務
の
機
械
化
を
考
え
る
と
き
に
は
、

い
わ
ゆ
る
マ
ン
マ
シ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
総
合
性
が
要
求
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
有
能

な
機
械
シ
ス
テ
ム
と
適
正
な
体
制
の
導
入
と
共
に
、
人
の
側
の
、
機
械
に
対
す
る
意
識
に

つ
い
て
も
一
定
の
変
革
を
求
め
つ
、
、
人
と
機
械
の
接
点
を
探
る
方
向
が
追
求
さ
れ
ね
ば

方
言
ら
か
争
い
０
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２
国
内
の
機
械
化
の
現
状
と
見
通
し

米
国
と
比
較
す
れ
ば
約
一
○
年
間
遅
れ
て
、
本
年
四
月
よ
り
、
国
立
国
会
図
番
館
は

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
頒
布
を
始
め
た
。
こ
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
Ｌ
Ｃ

／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
日
本
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
異
な
り
、

現
在
は
国
内
出
版
物
の
う
ち
単
行
諜
の
み
を
収
録
対
象
と
し
て
い
る
。
現
在
、
年
間
約

五
万
件
ず
つ
累
積
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八
五
年
に
は
三
六
万
件
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

一
九
八
○
年
一
月
に
川
さ
れ
た
学
術
瀞
議
会
答
巾
「
今
後
に
お
け
る
学
術
情
椛
シ
ス

テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
、
あ
る
い
は
、
文
部
省
が
洲
査
を
開
始
し
た
「
学
術
情
報

セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
構
想
も
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
初
め
と
す
る
各
国
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
、
お
よ
び
諸
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
一
大
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

全
国
的
な
図
諜
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
一
九
八
四
年
度
後
半
の
事
業
開
始
を
め
ざ

し
て
い
る
。

各
大
学
で
も
、
機
械
化
に
つ
い
て
様
々
な
試
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
広

島
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
、
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
略
称
さ
れ
る
二
つ
の
シ

ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
令
且
○
ｓ
８
房
○
三
旨
の
卑
○
ｏ
の
め
望
畠

迎
い
《
の
目
）
は
、
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
、
契
約
・
発
注
、
欠
号
処
理
、
支
払
い
、
予
算

管
理
、
製
本
、
所
蔵
・
所
在
検
索
等
の
業
務
全
般
を
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム

う
こ
と
と
な
り
、
整
理
業
務
の
街
力
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
同
時
に
所
在
情
報

が
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
三
月
三
コ
①
刃
の
津
島
三
の
○
弾
旦
○
唱
①
：
機
械
可
読
目
録
）

に
入
力
さ
れ
る
た
め
、
図
諜
館
州
互
協
力
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る

の
か
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
米
国
議
会
図
神
館
が
、
納
本
制
に
よ
り
入
手
し
た
図
諜
館
査

料
お
よ
び
世
界
各
国
か
ら
網
羅
的
に
収
集
し
た
も
の
を
整
理
し
、
そ
の
側
録
怖
報
を
磁

気
テ
ー
プ
に
収
録
し
た
も
の
）
で
、
一
九
六
九
年
よ
り
人
力
を
開
始
し
、
一
九
八
五
年

に
は
三
二
五
万
件
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

現
伽
、
本
学
図
諜
館
で
も
、
こ
の
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
直
接
打
出
し
た
カ
ー
ド
を

購
入
し
て
、
分
顛
．
Ⅱ
録
作
業
の
参
考
に
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

３
歴
史
的
経
過

本
学
に
お
い
て
も
、
肌
に
一
九
七
五
年
五
月
一
○
日
付
長
期
計
凹
委
員
会
答
申
「
衣

笠
一
拠
点
に
か
ん
す
る
第
三
次
中
間
群
申
」
の
「
研
究
体
制
の
整
備
と
図
神
館
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
の
確
立
を
あ
げ
、
具
体
的
に
は
次
の
こ
と

を
指
摘
し
て
い
た
。

、
分
散
・
管
理
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
の
一
元
的
な
整
理
。
㈹
検
索
方
法
の
シ
ス

テ
ム
化
。
叩
情
報
収
集
、
資
料
収
集
の
基
準
の
確
立
。
㈹
文
献
目
録
の
作
成
。
州

調
査
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
。
叩
他
大
学
・
研
究
機
関
の
資
料
の
情
報
と
利
用
。

Ⅶ
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
情
報
整
備
。
Ⅷ
情
報
利
用
の
た
め
の
諸
施
設

の
整
備
、
そ
の
他
。

こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
一
九
七
七
～
七
八
年
に
か
け
て
の
衣
笠
一
拠
点
化
の
過

程
で
、
法
学
部
の
一
、
二
部
分
離
（
衣
・
広
）
に
よ
る
図
諜
館
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
防
止

策
と
し
て
蔵
諜
目
録
作
成
が
検
討
さ
れ
た
。

で
あ
り
、
速
報
性
を
生
命
と
す
る
逐
次
刊
行
物
を
私
用
に
供
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
田
胃
○
切
言
ョ
“
ご
己
く
の
厨
ご
ｚ
の
言
ロ
○
○
匡
日
の
昌

罵
日
の
く
巴
四
胃
冒
〕
尉
切
①
ョ
旨
昌
○
コ
‐
尊
巽
①
ョ
）
は
、
市
販
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｅ
Ｖ
ｌ
ｅ
ｗ
ｓ
（
生
命
科
学
一
般
）
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
物
理
学
、
電

気
・
貼
子
工
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
制
御
工
学
）
を
用
い
て
、
定
期
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｉ
あ
の
‐

庁
。
旨
①
宮
脇
の
ョ
旨
呂
○
口
○
国
具
。
『
ョ
農
○
口
：
選
択
情
報
提
供
）
サ
ー
ビ
ス
を
現
在

一
○
○
名
を
超
え
る
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
研
究
者

が
自
己
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
内
外
の
研
究
動
向
を
把
握
す
る
う
え
で
大
き

な
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、
関
西
大
学
図
＃
館
に
お
い
て
一
九
七
八
征
‐
以
降
隊
伽
し
て
い
る
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｐ
１

Ｓ
負
四
国
切
巴
口
己
ぐ
①
国
ご
巨
胃
“
ご
勺
呂
○
ｇ
ｏ
己
切
言
｛
○
『
白
目
○
巨
の
湧
府
ョ
巴
も

広
島
大
学
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
同
様
、
逐
次
刊
行
物
の
全
般
的
な
機
械
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

そ
の
他
、
付
属
資
料
で
わ
か
る
よ
う
に
、
国
公
立
で
五
三
、
私
立
で
Ⅱ
五
に
の
ぼ
る
大

学
で
機
械
化
シ
ス
テ
ム
が
稼
伽
し
て
お
り
、
同
志
社
大
学
に
お
い
て
も
、
こ
の
一
二
月

か
ら
入
力
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

－266－
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Ⅲ
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
の
検
討
結
果

２
標
準
化
に
つ
い
て

標
準
化
の
欠
か
せ
な
い
対
象
は
、
仙
誇
誌
情
報
、
②
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、

文
字
コ
ー
ド
等
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

本
委
員
会
峰
以
上
の
経
過
と
視
点
に
基
づ
き
全
国
的
な
動
向
と
本
学
図
沸
業
務
全

般
の
機
械
化
を
展
望
し
つ
つ
、
そ
の
川
発
点
で
あ
り
、
基
礎
と
な
る
「
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ｐ
弓
『
鯉
昌

冒
５
国
“
①
）
形
成
の
必
要
性
」
と
「
標
準
化
」
に
つ
い
て
先
ず
検
討
し
、
単
行
書
と
逐

次
刊
行
物
に
つ
い
て
機
械
化
の
基
本
方
向
を
策
定
し
た
。

ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
形
成
の
必
要
性

Ｌ
Ｄ
Ｂ
は
本
学
所
蔵
の
図
諜
等
に
関
す
る
情
報
を
磁
気
テ
ー
プ
等
に
収
録
し
た
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
Ｌ
Ｄ
Ｂ
の
形
成
な
し
に
機
械
化
は
成
立
し
な
い
。
Ｌ
Ｄ
Ｂ
の
形
成
は

主
要
に
は
次
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
っ
て
い
る
。
学
内
的
に
は
、
学
内
に
散
在
す
る

各
椛
の
学
術
情
報
の
総
合
的
、
か
つ
効
率
的
な
連
用
を
は
か
り
、
一
次
怖
椛
の
収
喋
・

提
供
機
能
の
充
実
・
改
碑
を
は
か
る
。
学
外
と
の
関
係
で
は
、
全
国
的
学
術
惜
報
セ
ン

タ
ー
に
対
し
て
、
所
蔵
・
一
所
在
情
紺
の
入
力
が
可
能
と
な
り
、
同
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。
こ

の
Ｌ
Ｄ
Ｂ
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
的
、
国
内
的
標
準
化
を
ふ
ま
え
、
互
換
性
を
も

っ
た
＃
誌
情
報
を
磁
気
テ
ー
プ
に
入
力
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
が
亜
要
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
「
一
拠
点
化
に
お
け
る
総
合
大
学
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
教
育
・
研
究
活
動
を
推
進
す
る
図
諜
館
の
あ
り
方
と
そ
の
政
策
」

の
な
か
で
、
「
学
術
情
報
（
全
国
的
・
学
内
的
学
術
情
報
の
提
供
こ
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
過
と
指
摘
は
、
本
学
に
お
け
る
図
書
業
務
機
械
化
の
必
要
性
と
そ
の
視

点
を
洲
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
委
員
会
で
の
検
討
の
土
台
と
な
っ
た
も
の
で
あ

プ
つ
０

(3： (2） (1）

岬
誌
情
報
に
つ
い
て

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
旨
の
『
邑
昌
。
昌
一
評
烏
『
皇
。
。
。
｛
誘
い
Ｃ
Ｑ
畠
○
コ
：
国
際
図
書
館

連
盟
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
九
七
四
年
、
書
誌
記
述
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｄ
（
［
具
の
『
１

コ
目
○
目
一
聾
画
且
四
ａ
四
三
５
四
ｇ
ご
ｏ
胃
切
ｏ
昌
昌
○
コ
：
国
際
標
準
書
誌
記
述
）

を
制
定
し
、
各
国
は
、
そ
の
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｄ
に
準
拠
す
る
形
で
目
録
規
則
の
改
訂
を

行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
２
（
醇
邑
哩
○
‐
シ
ョ
①
『
月
目
（
慰
邑
畠
巳
侭
詞
巳
の
少

国
旦
＆
．
：
英
米
目
録
規
則
第
二
版
。
一
九
七
八
）
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
新
版
・
予
備
版
含
言
‐

一
〕
ｃ
二
○
画
且
○
四
晶
詞
匡
一
⑦
め
甲
の
与
昌
目
員
。
①
君
巴
・
・
・
日
本
目
録
規
則
新
版
・
予

備
版
。
一
九
七
七
）
等
で
あ
り
、
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
沸

誌
情
報
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
図
苫
館
に
お
け
る
洋
書
・
和
僻
の
標
準
化
の

蕪
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て

書
誌
情
報
の
容
器
、
す
な
わ
ち
、
磁
気
テ
ー
プ
上
の
型
式
や
配
列
、
位
置
を
決
め

た
も
の
が
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
。
米
国
議
会
図
書
館
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ⅱ
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
を
初
め
、
各
国
の
現
行
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
全
国
的
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
加
え
て
、
一
九
七
七
年
、

国
際
的
群
誌
情
報
交
換
用
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
ａ
己
く
め
『
‐

”
三
三
ン
幻
。
｛
○
『
ョ
畠
）
が
完
成
さ
れ
た
。
国
外
に
対
し
て
は
、
そ
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
作

成
機
関
に
よ
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
変
換
さ
れ
て
送
り
出
さ
れ
る
。
本
年
四
月
よ

り
頒
布
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
準
拠
し
て
い
る
。

文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て

図
書
館
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
英
数
字
の
処
理
か
ら
漢
字
を
含
む
日
本
語
情

報
処
理
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
。
英
数
字
コ
ー
ド
と
し
て
、
欧
米
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に

普
及
し
て
い
る
の
は
通
常
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
（
シ
ョ
四
旨
曽
の
臼
。
（
一
目
〔
一
○
○
号
｛
○
『
言
｛
○
『
１

日
畠
。
冒
冒
の
『
・
冨
侭
の
）
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
日
置
①
ョ
〔
一
旦
国
‐

目
乏
の
＆
＆
巳
閃
目
四
目
二
○
『
ョ
昌
○
冒
○
○
号
）
か
国
家
脱
絡
と
し
て
採
用
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
も
後
者
を
採
用
し
て
い
る
。
両
者
の
変
換
は
比
較
的
容
易

で
あ
る
。
同
じ
く
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
採
用
し
て
い
る
漢
字
コ
ー
ド
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｌ
六
二
二
六
に
よ
り
、
制
御
文
字
符
号
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

弓
ｊ

戸
Ｏ

の
乙
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３
．
単
行
課
に
つ
い
て

仙
図
普
整
理
の
迅
速
化
に
対
す
る
学
内
の
要
望
は
厳
し
く
、
そ
の
対
応
と
し
て
、
和

＃
に
つ
い
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
カ
ー
ド
（
国
立
国
会
図
沸
館
印
刷
カ
ー
ド
）
、
洋
非
に
つ
い
て

Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
カ
ー
ド
（
米
国
議
会
図
諜
館
印
刷
カ
ー
ド
）
の
導
入
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
の
利
用
は
、
図
沸
業
務
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
効
率
化
が

は
か
ら
れ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
図
書
業
務
の
機
械
化
は
整
理
業
務
全
般
に
及

ぶ
改
善
を
含
み
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
す
も
の
と
な
る
。
例
え

ば
、
整
理
の
迅
速
化
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ー
プ
ツ
ー
テ
ー
プ
（
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
や
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｂ
に
必
要
な
情
報
を
直
接
移
す
こ
と
）
を

は
か
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
検
索
キ
ー
の
増
加
や
諸
リ
ス
ト
の
出
力
が
可
能
と

な
る
。
単
行
書
の
場
合
、
一
件
あ
た
り
の
入
力
書
誌
情
報
は
多
量
で
あ
り
、
か
つ
、

件
数
も
多
量
で
あ
る
。
Ｌ
Ｄ
Ｂ
の
形
成
に
は
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｂ
の

蓄
頼
に
よ
っ
て
初
め
て
利
用
の
効
果
が
は
か
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｌ
Ｄ
Ｂ
の
蓄
械

に
あ
た
っ
て
は
、
遡
及
入
力
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
段
階
的
な
方
法
を
と
り
つ
、
、

Ｌ
Ｄ
Ｂ
の
蓄
積
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
年
次
計
画
（
試
案
）

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
椛
成
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
体
制
整
備
等
を
は
か
り
な
が

ら
、
段
階
的
な
機
械
処
理
方
法
を
め
ざ
す
。

側
和
書
・
洋
書
に
つ
い
て
一
九
八
二
年
度
後
期
よ
り
Ｌ
Ｄ
Ｂ
形
成
の
た
め
の
入
力

を
業
者
委
託
に
よ
る
オ
フ
ラ
イ
ン
、
バ
ッ
チ
処
理
に
よ
っ
て
行
い
、
機
械
可
読
目

’
六
二
二
五
に
よ
り
標
準
化
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
等
で
わ
か
る
よ
う
に
、
単

行
沸
に
つ
い
て
は
標
準
化
が
と
と
の
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て

は
、
国
際
的
に
は
牒
準
化
が
一
応
と
と
の
っ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
収
録
対
象
が
、
現
在
、
逐
次
刊
行
物
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
内
的
に
は

標
準
化
を
指
向
し
っ
、
、
個
別
機
関
に
よ
る
独
自
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
本
学
に
お
い
て
も
、
全
国
的
動
向
を
に
ら
み
っ
、
、
独
自
開
発
す
る
必
要
が
あ

ブ
（
ず
○

（ 4）（3）
(a)(c)(b)(a)に

のりマし業べ地選／たるの索蒋速付ポ11つ以
作スナ に年務｜域全苦M端情学検キ者、け業川な‐ド
成トイよ次のス的国シA末報内索｜別的の者者が、
も、ズる計改の、的スR機提電もの、確著委サるこ
必貸へ図画善利全学テCに供算可増学に者託’かの
要出力1ドの用国術ム等よは機能加部情名段ビを年
にのI原 各 も 的怖へ各り勿にとを共報順階スlﾘ1次
応たド簿段大所報の国検諭よな行研をのにら計
じめ組作階巾在流移M索、るるう等提全おか画
ての入成にに情通行A可全才。こ別供学いにが
可ポの が よ 増報シもR能学ンとのす力てし利
能 ケた可り加 のス可Cとのうに月 る ’ も て 用
でツめ能内す 検テ能のな所イよ 報 こ ド 、 お 者
あ卜のと容る索ムと利る蔵ンリなとー従<サ
る力事なも･がへな用。.処、ぃがに来・｜
･I前る異可のるがま所理被 し で 比 の ビ
ド準・な能参。可た在の伝 年き較全ス
の備力ると加能、情段者報るし学
打、一〆’がな段にJ報階、の･て目業
出がド、る階なAがで各提例、録務
し不。業。で れ P 、 は 巻供え利力改
が要ピ者 まはばA学、苫。ば用｜善
可と’委た、、N部業名職、者ドに
能な、託、学そ／共者.m 主 の へ 具
とり基段公内れM研委叢目迦要中体
な、礎階共にらA等託普 録へ望央的
る欠編で的とをRに段名 の分に図に
。本成機など利C設階双提類応普ど
諸調・械デま用、置に方 供 一 じ 館 の
統査口打 lらしLさおか・別て備よ
計用 I i t,タずたCれけら検､迅えう

録
の
蓄
積
と
同
時
に
種
々
の
利
用
を
は
か
る
淳
一

伽
第
二
段
階
と
し
て
、
学
内
電
算
機
利
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
を
は
か
り
、
単
行
書
に
つ
い
て
情
報
流
通
機
能
の
質
的
強
化
を
は
か
る
。

㈲
学
術
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
完
成
時
に
は
、
そ
れ
へ
の
参
加
を
行
い
、
資
源
の
共

有
・
共
用
を
め
ざ
す
。
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旧
学
内
オ
ン
ラ
イ
ン
段
階
に
な
れ
ば
、
各
国
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
利
用
に
よ
る
目
録
業
務

の
大
巾
な
省
力
化
が
可
能
と
な
る
。
特
に
複
本
整
理
は
受
入
と
同
時
に
終
了
す
る
。

将
来
的
に
は
中
央
図
書
館
、
学
部
共
研
等
の
カ
ー
ド
目
録
の
凍
結
も
考
え
ら
れ
、

そ
の
場
合
は
編
成
業
務
は
必
要
な
く
な
る
。
選
吾
段
階
に
お
い
て
全
学
の
重
複
チ

ェ
ッ
ク
が
容
易
と
な
る
。
更
に
、
端
末
機
の
利
用
に
よ
り
参
考
業
務
が
大
巾
に
改

善
さ
れ
る
。

何
学
術
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
段
階
で
は
、
地
域
的
、
全
国
的
規
模
で
の

参
考
業
務
、
相
互
利
用
が
迅
速
・
容
易
に
な
る
。

⑤
整
理
の
迅
速
化

図
書
整
理
期
間
の
短
縮
に
向
け
て
、
定
員
増
を
初
め
と
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
雇
傭
、

超
勤
、
臨
時
的
な
全
館
協
力
体
制
等
の
対
策
を
と
っ
て
き
た
が
、
大
き
な
前
進
と
は

な
り
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
基
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、
外
部
の
目
録
情
報
の
利
用

に
踏
み
切
り
、
一
九
七
九
年
度
よ
り
、
和
番
に
つ
い
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
カ
ー
ド
を
導
入
し
、

引
続
き
一
九
八
一
年
度
よ
り
、
洋
書
に
つ
い
て
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し

た
。
和
沸
に
つ
い
て
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
カ
ー
ド
ヵ
バ
ー
率
は
現
在
約
四
五
％
で
あ
る
が
、
目

録
の
作
業
時
間
は
大
巾
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
規
則
の
変
更
、
一
拠

点
化
に
伴
う
移
転
業
務
が
加
わ
り
、
業
務
全
体
の
迅
速
化
を
み
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
今
後
の
整
理
の
迅
速
化
に
あ
た
っ
て
は
、
前
記
改
善
策
の

一
隅
の
推
進
と
機
械
化
に
伴
う
業
務
内
容
・
シ
ス
テ
ム
の
大
胆
な
改
善
を
は
か
る
こ

と
が
基
本
と
な
る
。

側
業
者
委
託
段
階
で
は
、
分
類
・
目
録
業
務
の
大
巾
な
省
力
化
は
困
難
で
あ
る
が
、

整
理
課
全
体
と
し
て
、
図
書
原
簿
の
作
成
、
カ
ー
ド
ゴ
ピ
ー
、
基
礎
編
成
・
ロ
ー

マ
ナ
ィ
ズ
が
不
要
と
な
る
。
こ
れ
を
目
録
業
務
と
結
合
さ
せ
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
カ
ー
ド
、

Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
力
ｌ
ド
の
利
用
と
あ
わ
せ
て
、
図
書
整
理
の
迅
速
化
を
は
か
る
。

旧
学
内
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
の
段
階
で
は
、
機
械
化
が
収
害
、
受
入
、
分
類
・
目
録
、

編
成
の
整
理
業
務
全
般
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
整
理
業
務
の
大
半
を
占
め

る
分
類
・
目
録
業
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
図
書
は
別
と
し
て
も
、
各
国
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
の
直
接
利
用
が
可
能
と
な
れ
ば
、
従
来
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
カ
ー
ド
の
発
注
、
編
成
、
組

入
、
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
力
ｌ
ド
の
発
注
等
の
業
務
が
不
要
と
な
る
。
ま
た
整
理
業

４
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て

伽
単
行
書
と
異
な
り
、
逐
次
刊
行
物
の
生
命
は
そ
の
速
報
性
に
あ
り
、
利
用
者
は
、

常
に
、
最
新
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
逐
次
刊
行
物
の
カ
レ
ン
ト

の
受
入
れ
窓
口
が
学
部
共
研
等
に
あ
る
こ
と
も
、
上
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。

利
用
者
の
立
場
か
ら
し
て
、
逐
次
刊
行
物
の
配
置
は
、
学
部
共
研
等
へ
の
一
定
の

分
散
化
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在
、
中
央
図
書
館
で
は
、
製
本
さ
れ
た
段

階
で
初
め
て
管
理
可
能
な
状
態
と
な
り
、
新
着
や
欠
本
状
況
を
常
時
把
握
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
学
部
共
研
等
の
間
、
学
部
共
研
等
と
中
央
図
書
館
の
間
の

机
互
連
絡
は
な
く
、
逐
次
刊
行
物
の
所
蔵
・
所
在
情
報
を
全
学
的
に
、
か
つ
常
時
、

把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
学
部
共
研
等
へ
の
一
定
の
分
散
化
を
承
認
し
た

上
で
、
所
蔵
・
所
在
情
報
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
全
学
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

逐
次
刊
行
物
の
機
械
化
過
程
は
、
単
行
書
と
は
異
な
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る
「
業
者
委
託
」
、
バ
ッ
チ
処
理
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
は
、
メ
リ

ッ
ト
が
少
く
、
当
初
よ
り
、
学
内
電
算
機
利
用
を
考
慮
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
「
カ
レ
ン
ト
受
入
」
、
「
所
蔵
・
所
在
検
索
」
の
可
能
な
シ
ス
テ
ム

を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

②
年
次
計
画
（
試
案
）

㈲
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
成
の
た
め
の
入
力
を
、
学
内
電

算
機
に
よ
っ
て
、
一
九
八
三
年
度
後
期
に
開
始
す
る
。
そ
の
た
め
に
直
ち
に
シ
ス

テ
ム
の
開
発
、
そ
の
他
の
準
備
に
着
手
す
る
。

⑪
次
の
段
階
と
し
て
、
会
計
処
理
業
務
等
を
関
連
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
を
目

標
と
す
る
。

㈲
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完
成
時
に
は
、
そ
れ
へ
の
参
加
を
行
う
。

③
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

㈲
現
在
の
目
録
（
「
逐
次
刊
行
物
総
合
目
録
第
一
部
〈
雑
誌
等
〉
二
九
六
七
ご
、

「
同
第
二
部
〈
年
報
、
年
鑑
等
〉
（
一
九
七
六
）
」
、
「
継
続
受
入
逐
次
刊
行
物

務
全
体
の
大
巾
な
省
力
化
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
複
本
整
理
は
受
入

と
同
時
に
整
理
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
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目
録
（
一
九
七
八
）
」
）
を
基
礎
に
、
入
力
の
た
め
の
デ
ー
タ
整
理
を
行
い
、
入

力
後
、
打
出
し
に
よ
り
、
逐
次
刊
行
物
総
合
目
録
の
改
訂
版
を
発
行
す
る
。

御
逐
次
刊
行
物
の
人
力
が
終
わ
り
、
学
内
電
算
機
に
よ
る
処
理
が
可
能
と
な
れ
ば
、

所
蔵
・
所
在
情
報
が
、
端
末
機
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
学
内

的
に
は
常
時
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
情
報
内
容
と
し
て
は
、
誌
名
、
巻
、
年
、

号
等
と
、
学
内
所
蔵
機
関
に
関
す
る
も
の
と
な
る
。
コ
ン
テ
ン
ッ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
望
ま
し
い
が
、
人
力
と
メ
モ
リ
ー
に
膨
大
な
時
間
・
労
力
と
記
憶
容
吐

を
必
要
と
す
る
の
で
、
個
別
大
学
と
し
て
独
自
に
と
り
く
む
か
否
か
は
、
公
共
的

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
可
能
性
の
検
討
を
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

ｄ
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
伽
時
に
は
、
全
国
的
所
在
僻
報
の
み
な
ら
ず
、
個
々

の
論
文
内
容
に
か
、
わ
る
検
索
も
ぃ
公
共
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
共
同
利
用
に
よ
っ

て
可
能
と
な
る
（
理
工
系
の
情
報
検
索
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
Ｑ
５
ョ
旨
巴
シ
マ

切
目
ｇ
ｍ
ｒ
３
ｏ
の
）
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
物
理
ｅ
ｉ
ｃ
・
）
等
、
現
在
で
も
可
能
）
・

側
業
務
の
改
葬

テ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
成
後
は
、

側
従
来
の
カ
ー
ド
体
目
録
を
凍
結
・
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仙
機
械
編
雌
．
打
出
し
が
可
能
と
な
り
、
冊
子
体
Ⅱ
録
の
適
時
の
改
訂
が
容
易
と

奔
捗
ブ
つ
Ｏ

㈲
各
種
統
計
が
容
易
と
な
る
。

帥
新
規
購
入
に
際
し
て
の
重
複
チ
ェ
ッ
ク
が
迅
速
か
つ
容
易
と
な
る
。

㈲
欠
号
状
況
が
迅
速
に
把
握
で
き
、
そ
の
適
切
な
処
理
が
可
能
と
な
る
。

ｆ
さ
ら
に
、
会
計
業
務
を
リ
ン
ク
さ
せ
れ
ば
、
大
学
全
体
と
し
て
の
業
務
改
善
の

効
果
は
大
き
い
も
の
と
な
る
。

{貝：
1J&

侭
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
の
迅
速
化
を
は
か
る
こ
と
か
ら
、
受
入
．

配
置
を
学
部
共
研
等
が
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
カ
レ
ン
ト
の
入
力
も
、

入
力
方
法
の
学
内
的
標
準
化
を
行
っ
た
上
で
、
中
央
図
諜
館
を
は
じ
め
と
す
る
学

部
共
研
等
に
適
正
に
配
置
さ
れ
た
端
末
機
か
ら
常
時
行
う
も
の
と
す
る
。

側
機
械
化
に
伴
い
、
選
書
、
収
書
、
参
考
業
務
等
に
つ
い
て
、
体
制
、
分
担
等
を
、

業
務
の
処
理

Ⅳ
当
面
の
機
械
化
推
進
体
制
に
つ
い
て

２
当
面
の
年
次
計
画
（
試
案
）

Ⅲ
で
明
ら
か
に
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
当
面
一
九
八
二
～
八
三
年
度
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑩
単
行
神
に
つ
い
て
、
業
者
委
託
に
よ
り
、
一
九
八
二
鉱
‐
度
後
期
よ
り
入
力
を
開
始

す
る
こ
と
。
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
、
学
内
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
に
よ
り
、
一
九
八
三

l
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必せ制!¥¥でを｜仏1画に械小後題あ機に討進
要るの・はと．をよ化限具とる械あの体
がこ整返具る堺具つ惟必体しが化た結制
あと備却体こ務体て進要化て、はつ果の
る。・業化と糸11化方体なさの本、てへ必

改務を。織し向制純れ位答全、特要
O

稗、留を実性のI用る置申学そに性
と会保含施が編でべづののれ弓と
そ計しむに明成そきけ内図をⅢそ
の 処 た 全 移 ら .のもと容諜具の
一理司学行か具基 の 体 と 業 体 ｜ 叉 ｜ 視
環・そ的さに体本で 制そ務化iI'-:点
と予の洲せさ化点あ，のにし業
し算他盤るれにをると亜関推務
て管の.実たあ明がり要連進機
の理図合践単た ら、く性すし械
司業善意的行つかこみ・るて化
事務業形体書てに、を緊諸いi汁
務一務成制・はしで必急機<｜mi
機、砦をを逐、ては要性関体委
械ひのリ雌確次お、とか.制貝
化ぃ機得立刊く本すら事が会
間 て 械 す す 行 ・答るし務必の
題は化るる物申･て組要検
一、問にこにの こ 、 織 で 討
の全題ふと係具のイ;|｜のあ結
’''1字へさ・つ体体対業る果
進的例わた化制的務。＝

中
央
図
書
館
、
学
部
共
研
等
を
含
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
単
行
書

に
つ
い
て
も
同
様
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

－270－
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３
．
当
面
の
機
械
化
推
進
体
制
（
試
案
）

(3） ②
図
沸
業
務
機
械
化
に
関
す
る
関
連
事
務
会
縦
（
仮
称
）

機
械
化
を
実
施
す
る
上
で
、
標
準
化
・
業
務
処
理
方
法
の
具
体
化
・
確
定
、
体
制

整
備
、
研
修
等
に
つ
い
て
関
連
事
務
レ
ベ
ル
で
の
調
査
・
調
柊
・
合
意
が
不
可
欠
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
中
央
図
沸
館
、
学
部
共
研
等
、
学
内
の
図
神
業

務
に
関
連
す
る
事
務
組
織
を
包
括
す
る
機
関
な
い
し
会
議
体
は
存
在
し
な
い
。
従
っ

て
、
図
＃
館
委
員
会
な
い
し
図
詳
業
務
機
械
化
委
員
会
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
関
連

事
務
組
織
間
で
機
械
化
に
係
っ
て
の
調
整
・
合
意
を
行
う
会
縦
体
を
独
自
に
組
織
す

る
必
要
が
あ
る
。
組
織
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
社
会
系
川
学
部
共
研
の
事
務

機
惟
面
で
の
柵
互
調
整
を
は
か
り
得
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ｕ
図
件
業
務
機
械
化
委
員
会
（
仮
称
）

本
答
申
に
基
づ
く
図
書
業
務
の
機
械
化
は
、
中
央
図
書
館
、
学
部
共
研
等
の
全
学

の
学
術
情
報
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
全
学
的
合
意

と
協
力
を
要
す
る
事
項
が
少
な
か
ら
ず
生
ず
る
。
従
っ
て
、
図
将
業
務
機
械
化
は
、

図
非
館
委
員
会
が
、
そ
の
性
絡
と
柵
成
か
ら
み
て
、
寅
任
を
も
っ
て
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
図
諜
館
委
員
会
に
電
子
計
算
機
室
等
か
ら
の
専
門
委

員
を
加
え
た
専
門
委
員
会
（
図
書
業
務
機
械
化
委
員
会
）
を
設
置
し
、
推
進
す
る
の

年
度
後
期
よ
り
入
力
を
開
始
す
る
こ
と
一

②
必
要
な
事
務
体
制
の
整
備
・
改
善
と
研
修
を
行
う
こ
と
。

③
後
に
述
べ
る
図
書
業
務
機
械
化
委
員
会
、
図
神
業
務
機
械
化
に
関
す
る
関
連
事
務

会
議
、
お
よ
び
ワ
ー
キ
、
／
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
直
ち
に
発
足
さ
せ
、
①
、
②
の
課
題
を

推
進
す
る
こ
と
。

単
行
岬
。
逐
次
刊
行
物
を
中
心
と
す
る
機
械
化
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
基
本
計
画
策

定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
標
準
化
（
目
録
記
入
要
項
の
確
定
そ
の
他
）
を
は
じ
め

上
記
当
面
の
課
題
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
次
の
機
関
の
設
置
を
含
め
た
体
制
の
整
備

が
適
切
で
あ
ろ
う
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）

〔
注
・
付
属
資
料
一
；
図
書
館
の
「
蝿
一
、
／
ピ
ュ
ー
タ
利
用
状
況
」
省
略
〕

と
す
る
固
有
の
業
務
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
り
電
子
計
算
機
室
の
協
力
を
得
っ
、

原
案
作
成
・
準
備
を
行
う
ワ
ー
キ
、
ノ
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
図
普
館
内
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
同
時
に
前
記
図
沸
業
務
機
械
化
委
員

会
、
図
書
業
務
機
械
化
に
関
す
る
関
連
事
務
会
談
の
事
務
局
を
担
当
す
る
も
の
で
も

あ
り
、
専
念
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
１
．
で
述
べ
た
三
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

－ワ7 1 －
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七
西
推
薦
入
学
試
験
制
度
に
つ
い
て
☆

諸
大
学
の
入
試
制
度
か
ら
生
ず
る
弊
害
は
す
で
に
社
会
問
題
と
な
（
》
て
お
り
ま
た
立
命

館
大
学
が
直
面
し
て
い
る
教
学
上
の
諸
問
題
に
も
、
現
行
の
入
試
制
度
と
か
か
わ
っ
て
生
起

す
る
点
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
か
ん
が
み
て
、
わ
が
学
園
は
一
九
七
四
年
（
昭
和

四
九
）
以
来
、
数
次
の
委
員
会
等
を
組
織
し
て
入
試
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
を
か
さ
ね
、
そ

の
た
び
に
答
申
を
ま
と
め
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
間
に
わ
た
る
学
内
の
論
議
は
多
岐
に
わ
た

り
、
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
立
命
館
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
教
学
改
善

の
た
め
の
槙
極
的
努
力
を
か
た
む
け
、
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
が
、
入
試
問
題
に
関

す
る
限
り
、
二
部
入
試
制
度
を
除
け
ば
、
大
き
く
前
進
し
て
い
な
い
。
し
か
も
八
入
試
を
め

ぐ
る
事
態
は
こ
の
間
に
も
進
行
し
、
さ
ら
に
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
国
公
私
立
の

諸
大
学
で
は
、
入
試
制
度
改
革
の
方
策
が
さ
ま
ざ
ま
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
内
容

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
経
験
か
ら
積
極

昨
年
二
九
八
一
年
）
三
月
三
一
日
に
入
試
制
度
検
討
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
入
試
制

度
改
革
に
関
す
る
答
申
」
を
め
ぐ
る
教
授
会
等
の
議
論
の
う
ち
、
す
ぐ
な
か
ら
ぬ
点
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
同
答
申
の
中
に
解
決
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
実
施
案
に
よ
っ
て
解
決
し

う
る
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
次
の
入
試
制
度
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
可

能
な
限
り
、
前
年
度
委
員
会
の
答
申
と
の
重
複
を
さ
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
学
内
諸
機
関

か
ら
出
さ
れ
た
問
題
点
に
こ
た
え
、
さ
ら
に
実
施
案
を
も
ふ
く
む
答
申
を
作
成
し
た
。
こ
こ

に
提
起
さ
れ
た
推
薦
入
試
制
度
は
も
ち
ろ
ん
万
能
薬
で
は
な
い
し
、
そ
の
効
果
が
お
よ
ぶ
範

囲
も
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
な
お
そ
の
大
綱
を
お
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
が
現
実
に
と
り
う
る
入
試
制
度
改
善
策
と
し
て
、
他
の
方
策
を
求
め
る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
困
難
で
あ
ろ
う
。
全
学
の
実
り
あ
る
討
議
を
ね
が
っ
て
や
ま
な
い
。

の
評
価
に
つ
い
て
は
《
な
お
議
論
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
－
》
て
＆

的
に
学
び
可
能
な
限
り
施
策
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
え
が
き

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
一
・
二
七
理
事
会
（
学
内
）

２
‐
本
学
で
の
入
試
の
現
状

⑩
本
学
で
の
入
試
に
つ
い
て
見
る
と
、
最
近
数
年
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
に
現

わ
れ
て
い
る
。

①
本
学
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
新
入
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
立
命

大
に
入
り
た
く
て
」
入
学
し
た
の
で
は
な
く
、
「
他
大
学
に
入
れ
な
く
て
」
入
学
し

た
者
の
比
率
が
、
一
九
八
一
年
度
で
は
三
九
・
五
％
に
達
し
、
逆
に
種
極
的
に
自
主

的
に
本
学
を
選
ん
だ
者
は
わ
ず
か
一
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
入
試
の
結
果
と
し

て
、
本
学
で
意
欲
的
に
勉
強
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
学
生
の
入
学
の
機
会
を
奪
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
資
料
一
）

②
最
近
数
年
に
お
い
て
、
入
試
合
格
者
の
手
続
率
（
歩
留
り
）
の
低
下
が
著
し
く
、

(11(3) (2）

大
学
入
試
を
め
ぐ
る
一
般
的
状
況

国
公
立
大
学
の
共
通
一
次
テ
ス
ト
は
、
大
学
間
較
差
の
解
消
と
受
験
生
の
負
担
軽
減

を
主
要
な
ね
ら
い
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
当
初
の
趣
旨
に
反
し
て
、
却
っ
て
受

験
競
争
を
激
化
さ
せ
、
「
侃
差
値
」
に
よ
る
、
国
公
私
立
大
学
の
新
た
な
ラ
ン
ク
づ
け

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

私
立
大
学
の
入
試
で
は
、
三
科
目
テ
ス
ト
方
式
が
一
般
化
し
て
い
る
が
、
と
く
に
一

部
の
私
大
の
入
試
は
雌
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
私
大
の
入
試
に

お
い
て
は
、
特
定
の
入
試
科
目
を
中
心
と
す
る
、
私
大
む
け
の
受
験
勉
強
を
必
要
と
す

る
一
般
的
傾
向
を
す
ら
生
ん
で
い
る
。

テ
ス
ト
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
す
で
に
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
と
く
に
後
期
中
等
教
育
で
の
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
あ
る
教
育
」
の
方
向
が
ゆ
が
め

ら
れ
、
特
定
の
受
験
科
目
に
集
中
す
る
受
験
勉
強
に
よ
っ
て
、
受
験
科
目
以
外
の
教
科

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
一
般
的
な
教
養
が
弱
ま
り
、
総
合
的
な
基
礎
学

力
の
低
下
を
ま
ね
き
、
全
面
発
達
を
目
指
す
人
間
形
成
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
結
果
、
後
期

中
等
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
種
々
の
教
育
問
題
、
社
会
問
題
を
生
む
一
つ
の
原
因
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
大
学
入
試
制
度
を
め
ぐ
る
状
況

4､句の

一ムイムー
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３
推
薦
人
学
制
度
の
実
施
状
況
と
そ
の
評
価

⑩
推
薦
入
試
制
度
の
全
国
的
な
実
施
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
四
）
・
私
大

（
四
年
制
）
に
お
い
て
は
、
一
九
七
八
年
度
で
は
三
一
三
大
学
中
、
一
九
七
大
学
（
六

二
・
九
％
）
が
実
施
し
て
い
る
が
、
一
九
八
二
年
度
に
お
い
て
は
、
三
二
四
大
学
中
、

二
三
一
大
学
（
七
一
・
三
％
）
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
推
薦
入
試
制
度
の

導
入
は
今
後
更
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
推
薦
入
試
の
募
集
に
は
、
①
た
ん
な
る
学
生
集
め
の
も
の
、
②
各
私
学
が
そ
の
教
学

方
針
に
ふ
さ
わ
し
い
現
役
学
生
を
確
保
す
る
た
め
に
行
な
う
も
の
、
と
の
二
つ
の
傾
向

か
あ
る
。
そ
の
幕
集
方
式
は
、
一
般
に
前
者
は
自
由
応
募
制
を
と
り
、
後
者
は
指
定
校

一
九
八
一
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
全
学
平
均
の
手
続
率
は
、
二
六
・
七
％
（
理
工

は
一
六
・
九
％
）
、
浪
人
学
生
に
お
い
て
は
二
五
・
三
％
（
理
工
は
一
六
・
九
％
）

で
あ
る
。
ま
た
関
西
四
私
立
大
学
を
比
較
し
て
み
て
も
、
本
学
の
手
続
率
は
最
も
低

い
。
（
資
料
二
）

③
高
校
成
績
と
入
試
合
格
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
役
学
生
と
浪
人
学
生
別
に
み

る
と
、
一
九
八
一
年
度
は
、
現
役
学
生
に
お
い
て
は
全
合
格
者
中
、
高
校
評
定
平
均

値
Ａ
（
四
・
三
以
上
）
お
よ
び
Ｂ
（
四
・
二
～
三
・
五
）
の
も
の
の
占
有
率
は
八
九

・
二
％
で
あ
り
、
浪
人
学
生
の
場
合
は
Ａ
お
よ
び
Ｂ
の
も
の
は
六
三
・
四
％
で
あ
る
。

ま
た
Ａ
ラ
ン
ク
の
現
役
受
験
生
の
合
格
率
は
四
○
・
○
四
％
で
あ
り
、
浪
人
学
生
の

場
合
は
四
七
・
四
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
学
の
入
試
の
難
化
傾
向
を
示
し
て

い
る
と
同
時
に
、
現
役
学
生
確
保
の
有
効
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
資

料
三
）

④
入
試
合
格
者
中
で
の
現
役
学
生
と
浪
人
学
生
の
占
有
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
過
去

三
年
間
に
お
い
て
、
全
合
格
者
中
で
の
浪
人
学
生
の
占
有
率
は
、
一
九
七
九
年
の
五

四
・
九
％
か
ら
、
一
九
八
一
年
度
に
は
五
八
・
三
％
に
達
し
、
現
役
学
生
の
占
有
率

は
逆
に
低
下
し
て
い
る
。
（
資
料
二
）

⑭
入
学
後
の
勉
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
講
義
へ
の
出
席
率
、
単
位
不
足
者
、
留
年
者
あ

る
い
は
課
外
活
動
な
ど
に
つ
い
て
憂
う
べ
き
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す

る
対
策
を
誰
ず
る
必
要
性
が
涌
感
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
い
く
つ
か
の
改
善
を
要
す
る
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
各
大

学
と
も
推
薦
入
試
制
度
に
つ
い
て
積
極
的
な
評
価
を
与
え
、
更
に
こ
れ
を
拡
大
す
る
方

向
で
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

側
推
薦
入
試
制
に
関
す
る
高
校
側
で
の
評
価
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
は
な
い
が
、

①
推
薦
入
試
制
は
、
高
校
教
育
の
現
場
の
教
育
を
正
常
化
し
、
各
大
学
の
教
学
理
念

を
理
解
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
意
欲
的
な
現
役
学
生
を
進
学
さ
せ
る
の
に
好
結

果
を
も
た
ら
し
う
る
し
、
ま
た
も
た
ら
し
て
い
る
と
す
る
積
極
的
評
価
が
強
い
。

②
し
か
し
一
部
に
は
、
推
薦
あ
る
い
は
調
査
苔
に
お
け
る
不
明
朗
な
事
態
の
発
生
は

皆
無
と
は
い
え
な
い
面
も
あ
り
、
ま
た
推
薦
制
は
高
校
教
育
の
現
場
の
混
乱
を
ひ
き

制
に
よ
（
》
て
い
る
こ

⑥
推
薦
入
試
制
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
実
施
大
学
で
の
推
薦
入
学
者
に
関
す
る
追
跡
調

査
報
告
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
資
料
五
）

①
選
抜
入
試
成
績
・
高
校
成
績
と
大
学
成
紬
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
㈹
選
抜
入

試
成
績
と
大
学
成
績
と
の
有
意
的
相
関
関
係
は
明
確
で
な
い
（
上
智
大
）
、
あ
る
い

は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
（
早
大
）
、
口
高
校
成
績
と
大
学
成
績
と
の
あ
い
だ
に

は
相
関
性
が
あ
る
（
同
志
社
大
）
、
㈲
推
薦
入
学
者
は
試
験
入
学
者
よ
り
優
れ
た
学

業
成
績
を
示
す
も
の
が
多
い
（
筑
波
大
）
、
と
し
て
い
る
。

②
入
学
後
の
推
薦
入
学
者
の
勉
学
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

㈹
一
般
に
推
薦
入
学
者
は
、
良
い
成
績
を
お
さ
め
、
ク
ラ
ス
平
均
値
を
こ
え
て
い

る
（
上
智
大
）
・

㈲
単
位
不
足
者
、
留
年
者
の
比
率
は
、
他
よ
り
ず
ば
ぬ
け
て
低
い
（
早
大
）
・

例
専
門
科
目
や
卒
業
論
文
で
良
い
成
績
を
お
さ
め
、
卒
業
式
の
総
代
に
も
毎
年
候

補
者
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
早
大
）
。

伺
概
極
的
に
授
業
に
出
席
し
、
よ
く
勉
強
す
る
と
い
う
態
度
が
特
徴
的
で
あ
る
（
筑

波
大
）
・

㈱
高
校
で
の
基
礎
学
力
を
土
台
に
し
て
、
学
業
に
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
、
試
験

入
学
者
よ
り
は
る
か
に
良
い
（
同
志
社
大
）
。

㈲
明
確
な
志
望
と
勉
学
意
欲
を
も
っ
て
、
学
部
を
目
指
す
と
い
う
趣
旨
が
生
か
さ

れ
、
成
功
で
あ
る
（
早
大
）
。
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お
こ
す
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
あ
り
う
べ
き
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
そ
れ
を
防

止
す
る
机
応
の
措
置
を
講
じ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
現
在
、
国
公
私
立
大
学
と
併
せ
て
、
一
九
八
一
年
度
に
は
四
四
六
大
学
中
、

す
で
に
二
八
六
大
学
（
六
四
・
一
％
）
が
推
薦
制
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
尚
校
教
育
の
現
場
に
、
上
述
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
面
が
一
般
化
し
、
拡
大
し

て
い
る
と
い
う
報
告
は
み
ら
れ
な
い
。

⑤
指
定
校
制
に
よ
る
推
薦
入
試
実
施
の
具
体
的
状
況
は
九
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
ほ

ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
資
料
六
）

①
試
験
期
日
ｌ
一
般
的
に
は
推
薦
制
実
施
全
大
学
中
の
ほ
ぼ
七
○
％
近
く
が
二
月

下
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
二
月
中
旬
実
施
が
晶
も
多

い
。
し
か
し
、
主
要
大
学
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
二
月
中
に
合
否
を
決
定
す
る
も
の

が
大
部
分
で
あ
る
。

②
推
薦
基
準
’
九
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
校
成
績
の
評
定
平
均
値
四
・
○
以
上

と
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
文
・
英
米
や
理
・
数
学
な
ど
で
四
・
二
～
四
・
三

以
上
と
す
る
も
の
が
一
、
二
あ
る
。

③
選
考
方
法
’
九
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
面
接
・
調
査
課
に
よ
る
も
の
が
主
流
で

（
八
大
学
一
○
学
部
）
、
面
接
・
調
査
書
に
小
論
文
を
課
す
も
の
が
四
大
学
五
学
部

で
あ
る
。
面
接
の
み
、
あ
る
い
は
調
査
書
の
み
に
よ
る
も
の
が
三
大
学
四
学
部
で
、

そ
の
場
合
、
九
○
○
～
一
、
○
○
○
字
程
度
の
志
願
理
由
を
書
か
せ
る
も
の
が
あ
る

（
法
政
大
）
。
面
接
・
調
査
秤
・
小
論
文
・
外
国
語
学
科
試
験
を
課
す
の
は
上
智
大

の
全
学
部
で
あ
る
。

④
推
薦
入
学
志
願
者
数
と
入
学
許
可
者
数

㈹
九
大
学
中
、
七
大
学
（
早
大
、
慶
大
、
明
大
、
立
教
大
・
文
、
法
政
大
、
中
央

大
、
同
大
）
が
志
願
者
全
員
の
入
学
を
許
可
し
て
い
る
。

立
教
大
．
法
、
関
学
大
・
理
お
よ
び
上
智
大
は
、
選
抜
的
意
味
を
あ
る
程
度
加

味
し
て
、
全
員
合
格
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

㈲
学
部
学
生
定
員
と
推
薦
入
学
者
数
と
の
関
係
に
つ
い
て
主
流
的
な
傾
向
は
見
出

せ
な
い
が
、
九
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
定
員
の
一
○
％
以
下
が
五
二
・
三
％
、

二
～
三
○
％
が
三
四
・
三
％
、
三
一
％
以
上
が
一
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

雪
…
皇
本
学
に
お
け
る
入
試
制
度
も
大
き
く
み
れ
ば
、
本
学
の
大
学
と
し
て
の
発
展
と
と
も
に

改
革
さ
れ
て
い
る
。

山
戦
時
下
、
本
学
は
専
門
学
校
を
主
体
と
し
て
、
大
学
と
し
て
は
一
学
部
の
み
で
、
こ

じ
ん
ま
り
と
そ
の
伝
統
を
維
持
し
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
伝
統
、
研
究
・
教

育
に
は
誇
り
う
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
学
と
し
て
の
社
会
的
評
価
は
そ
の
範

囲
の
も
の
で
あ
っ
た
。

②
戦
後
、
新
制
大
学
の
発
足
を
期
に
末
川
博
先
生
を
中
心
に
、
法
・
経
済
・
文
・
理
工

の
四
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、
「
学
問
の
府
」
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
づ
く
り

を
目
指
す
努
力
が
始
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
一
部
七
、
八
九
四
名
、
二
部
五
、
二
○
六

名
（
一
九
五
三
・
昭
和
二
八
年
）
と
い
う
在
学
生
数
が
端
的
に
物
語
る
よ
う
に
、
向
学

心
に
燃
え
る
有
職
者
の
二
部
入
学
が
多
く
、
一
部
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
向
上
は
遅

々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

③
大
学
に
対
す
る
評
価
は
、
研
究
の
業
績
が
秋
み
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
共
に
、
入
学
し

た
学
生
を
立
派
に
教
育
し
て
、
多
く
の
有
用
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
に
あ
っ

た
。
当
時
の
主
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
教
育
す
べ
き
学
生
の
確
保
に
あ
っ
た
。

当
時
の
入
試
制
度
は
、

㈹
あ
ら
ゆ
る
高
校
か
ら
の
推
赫
者
（
数
は
問
わ
な
い
）
の
受
入
れ
二
二
月
～
一
月
）

㈲
第
一
次
入
学
試
験
三
月
）
㈹
第
二
次
入
学
試
験
（
三
月
）

と
、
現
在
、
学
生
数
確
保
に
努
め
て
い
る
大
学
・
短
大
と
よ
く
似
た
形
態
が
と
ら
れ
て

い
た
。

⑲
こ
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
た
学
生
に
対
す
る
教
師
側
の
努
力
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
努
力
は
着
実
に
成
果
を
あ
げ
、
社
会
的
状
況
の
変
化
に
よ
る
二
部
学
生
の

Ⅱ
本
学
に
お
け
る
推
薦
入
試
制
度
実
施
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方

い
推
薦
制
に
お
い
て
指
定
校
制
を
採
用
し
て
い
る
大
学
は
、
大
学
と
高
校
間
の
信

頼
関
係
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
高
校
の
推
薦
を
信
頼
し
て
、
被
推
薦
者
の
ほ
と
ん

ど
全
員
を
入
学
さ
せ
る
傾
向
が
強
い
。
同
時
に
前
述
側
ｌ
〈
②
の
よ
う
な
不
明
朗
な

事
実
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
制
裁
措
置
を
用
意
し
て
い
る
。
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２
わ
が
国
の
高
学
歴
臆
社
会
の
現
状
と
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
大
学
制
度
峰
す
で
に

述
べ
た
「
受
験
地
獄
」
と
も
い
わ
れ
る
矛
盾
を
つ
く
り
だ
し
、
本
学
も
そ
の
中
に
ま
き
込

ま
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
か
て
て
加
え
て
、
本
学
が
私
学
と
し
て
、
否
応
な
く

競
合
関
係
に
た
た
さ
れ
る
他
私
学
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
「
厳
正
な
る
入
試
」
を
誇
り
つ

つ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
を
も
た
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
④
三
科
目
入
試
で
よ
い
の
か
、
、
数
万
の
答
案
を
短
期
間
に
採
点
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
く
る
出
題
傾
向
で
真
の
学
力
が
は
か
れ
る
の
か
、
⑤
入
試
が
難
し

く
な
る
に
つ
れ
て
現
・
浪
の
比
率
が
後
者
に
傾
く
傾
向
を
よ
し
と
し
て
い
い
の
か
、
ｅ
歩

留
り
率
の
低
下
や
、
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
が
仕
方
な
く
来
た
と
す
る
入
学
者
状
況
を
こ

の
ま
ま
是
認
し
て
い
い
か
、
④
本
学
入
学
後
、
、
他
大
学
受
験
で
、
大
切
な
一
回
生
の
教
学

が
混
乱
す
る
の
を
座
視
し
て
い
い
か
、
な
ど
問
題
を
あ
げ
れ
ば
い
く
ら
で
も
あ
る
現
状
で

減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
志
望
の
学
生
数
が
増
大
し
て
い
っ
た
：
こ
の
時
↑
期
に
大

学
と
し
て
一
層
の
飛
躍
を
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
学
力
水
準
を
も
つ
も
の
に
対
す
る

手
厚
い
教
育
を
用
意
す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
そ
の
条
件
が
大

学
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
向
上
と
と
も
に
整
っ
て
き
た
。

⑤
と
同
時
に
、
当
時
の
入
学
試
験
は
学
部
毎
に
自
主
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
体
制
に
あ
っ

た
た
め
、
学
部
に
よ
る
推
薦
入
学
の
合
否
基
準
の
設
定
に
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
、
ま
た
社

会
的
に
は
入
試
の
厳
正
さ
に
疑
問
を
も
た
れ
が
ち
な
余
地
も
残
し
て
い
た
。

６
そ
こ
で
、
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
か
ら
推
薦
入
学
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
大
学
教
育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
を
も
つ
学
生
を
厳
正
に
選
抜
す
る
た
め
、

全
学
共
通
の
入
試
体
制
を
組
む
こ
と
と
し
、
他
私
学
に
率
先
し
て
、
情
実
の
入
り
こ
み

や
す
い
制
度
上
の
余
地
を
完
全
に
断
ち
切
っ
て
現
在
に
至
っ
た
。

刀
こ
の
時
期
の
本
学
の
英
断
は
、
ま
た
、
本
学
の
評
価
を
高
め
た
。
そ
し
て
入
学
者
に

対
す
る
教
育
努
力
と
と
も
に
、
逐
年
そ
の
評
価
は
向
上
し
、
「
立
命
館
に
裏
口
入
学
な

し
」
と
い
う
評
価
、
清
潔
・
公
正
の
イ
メ
ー
ジ
も
社
会
的
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

１
そ
こ
で
本
学
で
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
の
お
こ
る
こ
と
を
憂
い
、

入
試
改
革
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
努
力
は
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
「
谷

‐
ｑ
入
学
者
の
現
役
・
浪
人
比
率
で
現
役
確
保
に
努
め

ｃ
前
述
の
調
査
で
い
わ
れ
て
い
る
「
入
学
後
の
の
び
は
入
試
成
績
よ
り
、
高
校
時

代
の
成
績
と
の
州
関
が
高
い
」
こ
と
を
考
慮
し
、

ｄ
・
現
行
の
入
試
科
目
の
も
つ
基
礎
学
力
的
性
格
を
承
認
し
つ
つ
も
、
高
校
教
育
の

全
般
的
学
力
の
高
さ
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
視
野
の
広
さ
と
学
校
生
活
全
体
の
な

か
で
の
積
極
性
を
、
大
学
教
育
の
な
か
に
生
か
し
発
展
さ
せ
る
。

こ
と
を
考
慮
し
、
一
部
に
も
限
定
さ
れ
た
一
定
数
の
推
薦
入
学
制
度
の
導
入
を
は
か
る
。

４
こ
こ
に
新
た
に
提
案
す
る
推
薦
入
学
は
、
そ
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
、
か
っ
て
本
学
が

お
こ
な
っ
て
い
た
学
生
数
確
保
の
そ
れ
と
も
、
ま
た
、
現
在
、
他
大
学
の
一
部
や
短
大

等
に
み
ら
れ
る
学
生
数
確
保
の
た
め
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

５
こ
の
趣
旨
を
い
か
す
た
め
に
は
、
次
に
述
べ
る
制
度
内
容
の
検
討
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

岡
」
委
員
会
答
申
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

⑫
そ
こ
で
は
、
入
試
改
革
の
大
学
内
部
で
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
提
案
が
検
討
さ
れ
た
。
し

か
し
、
一
私
学
の
力
量
で
は
「
理
想
的
入
試
」
実
行
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

改
革
は
部
分
的
手
直
し
に
と
ど
め
、
他
は
課
題
と
し
て
あ
と
に
送
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

Ｂ
こ
こ
に
提
案
す
る
改
革
案
も
、
そ
の
意
味
で
は
、
や
は
り
部
分
的
手
直
し
と
い
う
段

階
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
入
試
制
度
が
作
り
出
し
て
い
る
最
近
の
矛
盾

を
い
さ
さ
か
で
も
緩
和
す
る
方
向
に
す
す
み
つ
つ
、
高
校
教
育
全
般
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

㈹
厳
正
な
る
入
試
の
基
本
線
は
あ
く
ま
で
つ
ら
ぬ
く
。

㈲
現
行
の
入
試
制
度
の
継
続
を
依
然
と
し
て
主
体
に
し
、
そ
の
可
能
な
改
善
に
は
今

後
と
も
つ
と
め
る
。

㈲
そ
れ
に
加
え
て
、

Ⅲ
考
え
ら
れ
る
推
薦
入
学
制
度

ａ
不
本
意
な
入
学
者
の
減
少
を
は
か
り
、
本
学
（
学
部
・
学
科
・
専
攻
）
で
の
被

極
的
な
学
習
意
欲
を
も
つ
者
の
増
加
を
は
か
り
、
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１
入
学
許
可
数

各
学
部
（
学
科
・
専
攻
）
入
学
人
員
の
一
○
％
以
内
を
目
途
と
す
る
。

２
．
被
推
薦
者
の
資
格
条
件

当
該
年
度
高
等
学
校
卒
業
見
込
の
者
（
現
役
）
で
、
高
等
学
校
第
三
学
年
第
一
学
期
ま

イ
：
本
学
の
学
部
（
学
科
・
専
攻
）
で
の
勉
学
を
熱
望
し
尋
か
つ

ロ
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
課
外
の
諸
活
動
で
積
極
的
な
役
割
を
果
し
た
者
。

３
．
指
定
校

各
学
部
（
学
科
・
専
攻
）
ご
と
に
指
定
校
を
定
め
る
。
指
定
さ
れ
た
高
等
学
校
は
指
定

さ
れ
た
学
部
（
学
科
・
専
攻
）
に
一
名
の
推
薦
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
高
等
学
校
に
対

し
て
は
二
学
部
（
学
科
・
専
攻
）
ま
で
し
か
指
定
し
な
い
。
こ
の
た
め
指
定
の
段
階
で
調

整
す
る
。

４
指
定
校
の
指
定
方
法

指
定
校
は
年
度
ご
と
に
決
定
す
る
。
当
面
は
、
本
学
へ
の
志
願
者
数
、
入
学
実
績
等
を

勘
案
し
て
決
定
す
る
が
、
順
次
、
推
薦
入
学
の
実
績
、
推
聴
入
学
者
の
大
学
入
学
後
の
成

績
等
を
も
加
え
て
選
定
す
る
。

ま
た
、
推
薦
に
あ
た
っ
て
不
正
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
指
定
校
取
消
等
の
措
置
を
と
る
。

７
．
入
学
手
続
期
日

一
月
中
旬
に
は
入
学
手
続
を
完
了
さ
せ
る
。

６
．
選
考
方
法

２
．
推
薦
に
必
要
な
書
類
・
項
目

１
．
指
定
高
等
学
校
の
具
体
的
選
定
基
準
・
方
法

当
該
年
度
高
等
学
校
卒
業
見
込
の
者
（
現
役
）
で
、
高
等
学
校
第
三
学
岸

で
の
、
全
科
目
の
評
定
平
均
値
の
平
均
が
四
・
○
以
上
あ
る
も
の
の
う
ち
、

高
等
学
校
長
の
推
薦
を
尊
重
す
る
が
面
接
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
合
格
者
を
決
定
す

ま
た
↑
推

実
施
期
日

Ⅳ
推
薦
入
学
制
度
実
施
に
向
げ
て
検
討
を
要
す
る
い
く
う
か
の
問
題

一
○
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
推
薦
を
う
け
↑
：
二
月
中
旬
に
合
格
者
を
決
定
す
る
。

参
考
資
料
〔
省
略
〕

資
料
一
新
入
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
特
に
立
命
館
大
学
に
入
学
し
た
理
由
な
ど
）

資
料
二
’
一
現
役
・
浪
人
別
志
願
者
・
合
格
者
・
手
続
者
状
況
（
最
近
三
年
）

資
料
二
’
二
関
西
四
大
学
志
願
者
・
合
格
者
・
入
学
者
等
調
（
八
一
年
度
）

資
料
三
評
定
平
均
値
別
受
験
者
・
合
格
者
・
手
続
者
状
況
（
八
○
、
八
一
年
度
一

部
）

資
料
四
推
薦
入
学
実
施
状
況

資
料
五
’
一
推
薦
入
学
制
度
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
上
智
大
学
ｌ

資
料
五
’
二
推
薦
入
学
者
の
追
跡
調
査
に
つ
い
て
ｌ
早
稲
田
大
学
ｌ

資
料
五
’
三
高
校
成
績
の
よ
い
者
ほ
ど
伸
び
る
ｌ
同
志
社
大
学
ｌ

資
料
五
ｌ
四
筑
波
大
学
推
薦
入
学
者
の
追
跡
調
査

資
料
六
主
要
私
大
の
推
薦
入
学
制
度
実
施
状
況

３
．
実
施
体
制
（
統
一
実
施
か
学
部
ご
と
か
．
面
接
体
制
）

４
．
指
定
高
校
に
対
す
る
説
明
会
の
開
催
と
方
法

等
の
諸
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
今
後
実
施
に
あ
た
っ
て
「
実
施
委
員
会
」
（
仮
称
）
を

設
置
し
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。
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七
一
五
〔
学
園
規
模
（
学
部
、
学
生
数
、
教
職
員
数
）
に
つ
い
て
〕

ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
一
〕
☆

は
じ
め
に

今
次
の
長
期
計
画
委
員
会
は
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
を
ふ
ま
え
て
発
足
し
た
も

の
で
、
私
学
危
機
の
深
化
と
い
う
厳
し
い
情
勢
の
下
で
、
平
和
と
民
主
主
義
の
理
念
に
立
つ

立
命
館
大
学
の
創
造
的
発
展
の
方
向
を
明
確
に
す
る
と
い
う
課
題
を
負
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
歴
史
を
ふ
り
返
る
時
、
八
○
年
代
及
び
そ
れ
以
降
を
見
通
し
た
長
期
的
課
題
に
つ

い
て
答
申
す
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
学
が
第
一
次
長

期
計
画
（
一
九
六
三
～
七
二
年
度
）
と
第
二
次
長
期
計
画
二
九
七
三
～
八
○
年
度
）
と
い

う
一
八
年
間
に
わ
た
る
取
組
み
を
へ
て
、
一
九
八
一
年
に
衣
笠
へ
の
一
拠
点
化
を
完
成
さ
せ
、

今
ま
さ
に
、
一
拠
点
化
と
い
う
基
盤
の
上
に
、
こ
の
間
に
発
展
さ
せ
た
教
育
・
研
究
の
内
容

・
条
件
・
体
制
、
学
内
諸
組
織
の
力
量
と
学
園
内
の
民
主
的
協
議
体
制
、
財
政
的
力
量
な
ど

の
力
に
よ
っ
て
、
総
合
大
学
と
し
て
の
一
層
の
飛
蹄
を
追
求
す
る
、
い
わ
ば
学
園
の
本
格
的

一
九
八
二
年
三
月
三
一
日

総
長
天
野
和
夫
殿

長
期
計
画
委
員
会

委
員
長
二
場
邦
彦

第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
に
つ
い
て

当
長
期
計
画
委
員
会
は
、
学
園
の
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
長
期
計
画
策
定
に

関
し
て
、
総
長
よ
り
三
つ
の
基
本
課
題
と
八
つ
の
追
加
課
題
の
諮
問
を
う
け
、
鋭
意
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
般
、
こ
こ
に
そ
の
成
案
を
得
ま
し
た
の
で
答
申
致
し
ま
す
。

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

な
創
造
的
発
展
の
時
期
と
も
い
う
べ
き
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
新
た
な
創
造
的
発
展
へ
の
取
組
み
を
と
り
ま
く
情
勢
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
大
学
の
存
立
の
基
本
に
か
か
わ
る
平
和
と
思
想
の
自
由
を
お
び
や

か
す
状
況
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
・
研
究
に
か
か
わ
っ
て
は
、
教
育
面
で
は
、

今
日
の
学
生
実
態
に
即
し
て
、
ま
た
教
育
へ
の
今
日
の
社
会
的
要
請
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
い
検
討
を
加
え
、
教
育
の
方
法
や
条
件
を
大
幅
に
改
善
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
研
究
面
で
も
、
最
新
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
国
民
的
要
請
に
応
え
う

る
よ
う
、
研
究
の
方
法
・
体
制
・
条
件
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
学
に

対
す
る
公
費
助
成
は
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
行
政
改
革
の
中
で
そ
の
抑
制
が
提
唱
さ
れ
て
お

り
、
他
方
で
は
学
費
の
高
騰
が
学
生
生
活
を
困
難
な
ら
し
め
、
教
育
の
機
会
均
等
を
破
壊
す

る
状
況
も
生
じ
て
お
り
、
総
じ
て
私
学
財
政
を
め
ぐ
る
条
件
は
極
め
て
困
難
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
文
教
政
策
は
産
業
界
の
要
請
を
ふ
ま
え
て
、
職
業
人
養
成
か
ら

大
学
院
大
学
ま
で
の
後
期
高
等
教
育
機
関
の
多
様
化
を
進
め
、
ま
た
こ
の
中
で
、
研
究
面
で

も
、
ビ
ッ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
予
算
集
中
、
研
究
員
の
流
動
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
研
究

機
能
を
強
く
持
っ
た
大
学
と
あ
ま
り
持
た
な
い
大
学
を
作
り
出
す
な
ど
、
大
学
間
の
格
差
構

造
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
化
と
い
う
名
の
格
差
構
造
の
形
成
は
、

研
究
と
教
育
を
分
断
し
、
ま
た
民
主
的
研
究
体
制
作
り
を
妨
げ
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
、

そ
れ
が
個
別
大
学
に
と
っ
て
は
、
大
学
へ
の
社
会
的
評
価
と
結
び
つ
き
、
ま
た
受
験
者
や
入

学
者
の
数
や
質
に
影
響
し
、
さ
ら
に
は
文
教
予
算
の
配
分
に
関
係
す
る
な
ど
、
教
学
上
・
財

政
上
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
私
学
に
と
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
い
か
に
し
て
国
民
の
期

待
に
応
え
て
教
育
・
研
究
を
充
実
さ
せ
る
か
、
ま
た
い
か
に
し
て
そ
れ
を
財
政
的
安
定
に
結

び
つ
け
る
か
、
そ
の
た
め
に
個
別
大
学
と
し
て
は
い
か
な
る
努
力
を
し
、
文
教
政
策
に
は
何

を
要
請
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
い
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
は
す
で
に
具
体
的
に
現
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
最
近
、
き
わ
め
て
明
確
に
な
っ
て
き
た
公
費
助
成
額
の
頭
打
ち
と
受
験
者
数
の
減
少

は
、
本
学
財
政
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
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さ
て
、
本
答
申
は
、
一
九
八
○
年
度
に
諮
問
を
う
け
、
二
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
検
討
を
続
け

た
三
つ
の
韮
本
課
題
と
、
一
九
八
一
年
度
に
諮
問
さ
れ
た
八
つ
の
追
加
課
題
に
対
す
る
も
の

で
す
。こ

の
う
ち
、
三
つ
の
基
本
課
組
は
、
大
学
の
中
心
を
な
す
教
育
・
研
究
に
対
す
る
社
会
的

要
請
や
学
生
実
態
の
変
化
と
か
か
わ
っ
て
、
本
学
の
大
学
と
し
て
の
役
割
を
前
進
さ
せ
る
う

え
で
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
課
題
で
あ
り
、
今
川
の
、
全
学
の

努
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
き
た
到
達
点
の
上
に
立
っ
て
、
ま
ず
緊
急
に
取
組
む
べ
き
基
本
的

性
格
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
即
ち
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
は
、
二
部
を
と
り
ま

く
社
会
的
情
勢
の
変
化
が
教
学
の
現
場
に
及
ぼ
し
て
い
る
厳
し
い
状
況
と
、
他
方
で
の
社
会

人
か
ら
の
多
様
な
教
育
要
求
の
存
在
を
み
る
と
き
、
早
急
な
対
応
を
必
要
と
し
て
お
り
、
ま

た
研
究
柄
勤
の
保
障
に
つ
い
て
も
、
教
育
橘
勤
・
研
究
涌
勤
・
大
学
自
治
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ

に
発
展
す
る
中
で
、
教
職
員
一
人
当
り
学
生
数
の
過
大
と
い
う
条
件
に
規
定
さ
れ
て
、
相
対

的
に
矛
一
価
が
集
中
し
て
い
る
研
究
活
動
を
前
進
さ
せ
、
研
究
を
と
り
ま
く
厳
し
い
客
観
情
勢

の
中
で
国
民
的
要
請
に
応
え
る
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
学
園

規
模
の
検
討
は
、
一
部
教
学
を
含
め
て
、
こ
う
し
た
教
育
・
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
現

実
の
基
盤
を
作
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
意
義
を
ふ
ま
え
て
、
長
期
計
画
委
員
会
は
基
本
課
題
に
対
応
す
る
三
つ
の
小
委

員
会
を
設
け
、
専
門
委
員
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
梢
力
的
に
審
議
を
進
め
ま
し
た
。
小
委
員

会
の
編
成
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
一
小
委
員
会
（
末
川
消
小
委
員
長
）

基
本
課
題
：
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
（
衣
笠
一
拠
点
計
画
完
成
後
）
に
お
け
る

本
学
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
発
展
、
特
に
本
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
を
視

野
に
入
れ
た
学
園
規
模
（
学
部
、
学
生
数
、
教
職
員
数
等
）
に
つ
い
て

追
加
課
題
＊
高
中
教
育
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
（
移
転
問
題
を
含
む
）

＊
学
園
の
民
主
的
な
体
制
・
組
織
の
整
備
に
つ
い
て

し
た
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
だ
け
に
、
学
園
の
創
造
的
発
展
の
長
期
的
路
線
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
答
申
は
そ
の
た
め
の
全
学
的
討
議
の
素
材
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま

卜
ｑ
〃
○

＊
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て

○
第
三
小
委
員
会
（
遠
藤
晃
小
委
員
長
）

基
本
課
題
：
研
究
体
制
・
条
件
、
施
設
・
設
備
、
研
究
事
務
機
構
等
、
研
究
活
動
の

”
木
立
早
こ
つ
、
一
く

１
１
１
－
↓
臣

追
加
課
題
＊
学
部
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
（
教
育
の
内
容
・
方
法
の
研
究
、

学
生
の
国
際
交
流
を
含
む
）
※
学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
に
つ
い
て

は
、
別
立
て
の
答
申
と
し
た
。

＊
大
学
院
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て

＊
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

各
委
員
会
の
審
議
回
数
を
み
る
と
、
第
一
小
委
員
会
二
四
回
、
第
二
小
委
員
会
二
七
回
、

第
三
小
委
員
会
三
四
回
、
小
委
員
長
会
談
一
五
Ⅲ
（
合
宿
を
含
む
）
、
委
員
会
総
会
一
六
回

で
、
延
回
数
は
一
エ
ハ
回
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
精
力
的
な
密
祇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
課
題
の
性
格
か
ら
、
雑
木
課
題

の
検
討
に
著
し
く
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
追
加
課
題
の
中

に
は
械
討
が
十
分
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
課
題
に
よ
る
検
討
の
深
浅
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、
「
学
園
財
政
の
確
立
」
と
い
う
課
迦
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
課
題

と
の
関
連
で
も
審
議
し
ま
し
た
が
、
他
課
題
の
結
論
が
出
た
あ
と
の
時
間
的
制
約
か
ら
、
独

自
の
答
申
と
し
て
は
ま
と
め
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
検
討
度
合
の
深
浅
が
あ
る
と
は
い
え
、
基
本
課
題
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
対
応

方
向
に
ま
で
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
追
加
課
題
に
つ
い
て
も
全
学
的
な
検
討
を
必
要
と
す
る
課

題
と
そ
の
検
討
の
方
向
を
新
た
に
提
起
し
え
た
も
の
が
多
く
、
今
後
の
全
学
討
議
の
素
材
と

し
て
十
分
役
割
を
果
し
う
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
「
学
園
の
新
た
な
創
造
・
展
開
に
向
け

て
の
基
本
的
課
題
の
策
定
・
具
体
化
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
さ
ら
に
質
的
に
高
度
な
全

学
の
英
知
と
力
の
結
集
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
学
園
構
成
員
が
率
直
に
思

＊
学
園
財
政
の
確
立
に
つ
い
て

○
第
二
小
委
員
会
（
乾
昭
三
小
委
員
長
）

基
本
課
題
：
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て

追
加
課
題
＊
厚
生
政
策
（
生
協
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
含
む
）
に
つ
い
て
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童
一
と
め
に

①
長
期
計
画
委
員
会
第
五
回
総
会
（
八
○
年
六
月
開
催
）
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
第
一
小

委
員
会
（
末
川
情
委
員
長
）
は
、
長
計
委
員
（
松
岡
正
美
、
竹
上
信
次
、
前
田
孝
生
、

岩
井
忠
熊
、
金
井
直
彦
）
に
よ
る
五
回
の
委
員
会
、
専
門
委
員
（
伊
藤
堅
二
、
奥
地
正
、

慈
道
裕
治
、
川
口
清
史
、
高
橋
喜
久
夫
、
杉
田
嘉
一
郎
）
を
加
え
た
一
三
回
の
委
員
会
、

合
計
一
八
Ⅲ
、
一
年
三
ヵ
月
に
わ
た
る
小
委
員
会
の
論
議
を
経
て
、
こ
こ
に
「
学
園
規
模
」

問
題
に
か
か
わ
る
答
申
を
ま
と
め
る
に
い
た
っ
た
。

②
本
学
は
八
○
年
代
の
幕
開
き
と
と
も
に
「
学
部
学
生
数
減
」
の
政
策
に
具
体
的
に
着
手

し
た
。
「
学
生
数
問
題
は
教
育
・
研
究
の
充
実
の
た
め
に
は
常
に
基
底
の
問
題
と
し
て
存

在
し
て
い
た
」
（
七
九
年
度
長
期
計
画
委
員
会
・
学
生
数
問
題
に
関
す
る
中
間
答
申
二
頁
）

の
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の
着
手
は
本
学
の
歴
史
の
上
で
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
七
九
年
学
費
改
定
を
め
ぐ
る
全
学
討
議
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
実
践
が
決
し
て
容
易
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
し
、
同
時
に
こ
の
こ
と
か

ら
「
将
来
に
わ
た
る
中
規
模
都
市
型
大
学
と
し
て
の
学
園
規
模
の
問
題
を
も
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
ど
（
七
九
全
学
協
確
認
文
書
一
三
頁
、
）
と
い
う
新
た
な
課
題
を
全
学
に

課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
折
し
も
政
府
は
、
第
二
臨
調
第
一
次
答
申
を
う
け
て
、
い
わ
ゆ
る
「
財
政
再
建
」
「
行

政
改
革
」
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
を

と
り
ま
く
情
勢
が
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
相
対

的
低
学
費
を
堅
持
し
つ
つ
、
学
部
学
生
数
減
の
実
現
、
教
育
研
究
の
一
層
の
充
実
発
展
を

ぅ
と
こ
ろ
を
出
し
あ
略
書
真
筆
で
集
中
的
な
全
学
の
討
論
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

↑
。
／
○

八
○
年
騨
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
（
衣
笠
一
拠
点
計
画
完
成
後
）
に
お
け
る
本

学
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
発
展
、
特
に
本
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割

を
視
野
に
入
れ
た
学
園
規
模
（
学
部
、
学
生
数
、
教
職
員
数
等
）
に
つ
い
て

一
…
一
学
園
規
模
問
題
の
歴
史
的
経
過
（
寅
料
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
参
照
）

期
す
る
本
学
が
他
私
学
に
比
し
て
よ
り
多
く
の
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

④
そ
れ
だ
け
に
全
学
が
、
一
拠
点
完
成
と
い
う
到
達
点
に
安
堵
す
る
こ
と
な
く
、
八
○
年

代
お
よ
び
そ
れ
以
降
、
ひ
い
て
は
二
一
世
紀
に
も
つ
な
が
る
学
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
点
で
の
意
志
統
一
を
固
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
提
起
す
る

答
申
は
、
全
学
の
意
志
統
一
の
た
め
の
叩
き
台
の
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
契

機
と
す
る
活
発
な
全
学
的
論
議
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

⑤
な
お
、
本
答
申
は
、
「
学
園
規
模
問
題
」
に
か
ん
す
る
も
の
と
し
て
、
「
八
○
年
代
お

よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
創
造
に
向
け
て
」
（
七
九
全
学
協
確
認
第
Ⅱ
章
）
の
新
た
な
長
期
計

画
の
策
定
と
い
う
全
面
的
な
課
辿
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
、
そ
れ
の
基
本
的
な
「
わ

く
組
み
」
の
見
当
を
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
さ
れ
た
い
。
そ
の
「
わ

く
組
み
」
に
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
豊
か
な
「
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
㈹
第
一
次
長
計
以
来

の
「
国
民
的
立
場
に
立
つ
、
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
基
本
視
点
の
堅
持
の
上
に
、

口
小
集
団
教
育
や
二
部
改
革
そ
の
他
こ
の
間
の
豊
富
な
教
育
・
研
究
上
の
実
践
の
総
括
の

上
に
、
㈲
「
国
際
性
」
「
地
域
性
」
等
の
新
た
な
現
代
的
諸
観
点
を
加
え
て
、
現
代
社
会

が
提
起
す
る
諸
問
題
に
即
応
し
た
教
育
・
研
究
の
あ
り
方
と
し
て
、
全
学
の
創
意
を
結
集

し
て
別
途
に
具
体
的
に
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
「
わ
く
組

み
」
に
つ
い
て
の
大
き
な
目
途
が
は
っ
き
り
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
必
要
か
つ
有
益
な
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

１
「
学
園
規
模
」
問
題
の
意
味

①
学
生
数
問
題
を
含
む
「
学
園
規
模
」
問
題
は
、
戦
後
の
私
立
大
学
に
共
通
の
重
大
な

課
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
。
大
戦
終
結
後
急
速
に
高
ま
っ
た
国
民
の
高
等
教
育
要
求

に
ま
と
も
に
対
応
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
政
府
の
高
等
教
育
政
策
、
と
り
わ
け
無
責
任

な
私
立
大
学
政
策
の
下
で
、
大
部
分
を
私
的
負
担
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
私
大
財
政
は
、

必
然
的
に
高
学
費
（
単
価
の
つ
り
上
げ
）
と
と
も
に
学
生
数
の
増
加
（
個
数
の
追
求
）

に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
か
な
り
の
私
学
で
、
悪
質
な
経
営
者
の
営
利
主
義
的
私
物

化
が
加
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
深
刻
な
腐
敗
現
象
す
ら
生
み
だ
し
て
き
た
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こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
特
殊
に
日
本
的
な
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
私
人
問
題
に
お

い
て
、
「
水
増
し
」
に
よ
る
過
大
な
学
生
数
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
マ
ス
プ
ロ
教
育
（
非

教
育
）
の
異
常
な
拡
大
が
、
日
本
の
私
立
大
学
を
お
お
う
諸
矛
盾
の
最
大
の
焦
点
を
な

し
て
き
た
。
そ
し
て
一
○
数
年
来
の
公
費
助
成
運
動
の
巨
大
な
成
果
も
、
そ
の
あ
り
方

を
な
お
基
本
的
に
変
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

②
戦
後
早
々
に
誇
る
べ
き
民
主
的
な
出
発
点
を
築
き
え
た
と
さ
れ
る
本
学
の
ば
ぁ
い
に

お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
法
則
性
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず

旧
制
大
学
と
は
い
い
な
が
ら
単
科
大
学
に
近
い
戦
前
の
歴
史
か
ら
し
て
、
引
継
ぐ
べ
き

遺
産
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
を
も
っ
た
条
件
の
下
で
、
有
力
他
私
大
に
伍
し

て
急
速
に
総
合
大
学
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
て
き
た
本
学
は
、
「
学
園
規
模
」
問
題
と

の
よ
り
厳
し
い
対
決
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
「
教
学
と
財
政
の
接
点
」
と
し
て
学
生
数
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か

は
、
本
学
の
戦
後
に
お
け
る
壮
大
な
発
展
の
全
過
程
を
通
じ
て
最
大
の
問
題
点
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。

２
第
一
次
長
期
計
画
の
確
立
…
…

「
都
市
型
中
規
模
ｌ
｜
｜
万
人
大
学
」
構
想
の
確
立
と
そ
の
急
速
な
実
現

①
敗
戦
直
後
の
廃
校
の
危
機
を
末
川
博
総
長
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
り
き
っ
た
本

学
は
、
全
学
の
民
主
化
運
動
に
支
え
ら
れ
て
学
園
の
復
興
に
と
り
く
ん
だ
。
多
く
の
私

学
が
、
本
来
と
り
く
む
べ
き
大
学
改
革
に
目
を
向
け
ず
、
専
ら
物
的
条
件
の
整
備
に
終

始
す
る
な
か
で
、
本
学
の
民
主
化
運
動
（
全
学
協
議
会
・
総
長
公
選
制
な
ど
）
は
注
目

に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
当
時
の
運
動
の
力
量
や
到
達
点
か
ら
、
本
学
も

ま
た
当
初
の
い
わ
ゆ
る
「
私
学
拡
張
競
争
」
の
波
に
ま
き
こ
ま
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
九
五
○
年
に
四
学
部
六
、
九
○
○
名
（
内
二
部
三
、
一
○
○
名
）
で
あ
っ
た
学
園

（
学
生
数
）
規
模
は
、
わ
ず
か
五
年
後
の
五
五
年
に
学
生
数
一
五
、
九
○
○
名
と
実
に

二
・
三
倍
に
ま
で
拡
大
す
る
。
狭
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
溢
れ
、
マ
ス
プ
ロ
に
よ
る

非
教
育
状
況
が
拡
大
し
、
学
生
・
教
職
員
の
不
満
が
鯵
積
し
た
。
こ
う
し
て
全
学
の
批

判
の
中
で
の
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
学
園
構
想
」
の
挫
折
が
、
大
き
な
転
換
点
を
象
徴
す
る

出
来
事
と
し
て
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
九
五
五
年
）
。
こ
れ
を
機
に
学
園
は
．
安

易
な
拡
張
政
策
へ
の
自
省
期
に
入
り
、
内
部
充
実
と
科
学
的
な
長
期
計
画
づ
く
り
へ
の

模
索
が
開
始
さ
れ
る
。
戦
後
の
「
復
興
」
期
か
ら
六
○
年
代
の
「
振
興
」
の
時
期
へ
と

進
む
学
園
の
一
道
程
で
も
あ
っ
た
（
六
一
年
学
園
振
興
懇
談
会
創
設
）
。

②
深
刻
な
反
省
と
そ
の
後
の
全
学
の
真
剣
な
論
議
の
上
に
、
一
九
六
三
年
「
学
園
振
興

か
げ
、
ま
さ
に
長
期
総
合
計
画
の
名
に
値
す
る
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
壷
）

③
長
期
計
画
に
基
づ
く
新
し
い
学
園
づ
く
り
は
着
実
に
進
展
し
た
。
六
二
年
経
営
学
部

設
置
、
六
五
年
の
産
業
社
会
学
部
設
置
と
経
済
・
経
営
両
学
部
の
衣
笠
移
転
が
つ
づ
き
、

産
社
全
学
部
が
充
足
さ
れ
た
六
八
年
に
は
、
一
部
六
学
部
、
二
部
五
学
部
、
学
生
数
二

二
、
八
○
○
名
の
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
た
。
計
画
発
足
前
六
一
年
の
四
学
部
一
四
、

○
○
○
名
と
対
比
し
て
み
る
と
、
こ
の
八
年
間
の
計
画
的
で
し
か
も
急
速
な
発
展
の
成

果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
六
六
年
か
ら
六
八
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
高
等
教
育
進
学
人
口
の
激
増
期
に
対
応

し
て
、
本
学
が
長
期
計
画
の
展
開
で
も
っ
て
、
そ
の
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
点

に
つ
い
て
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
第
二
次
長
期
計
画
の
確
立
と
教
学
改
善
の
努
力

①
前
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
大
き
な
ハ
、
ノ
デ
を
も
っ
て
出
発
し
た
本
学
は
、
全
学
の
力

基
本
要
綱
」
が
確
立
さ
れ
た
霊
通
称
一
（
昭
和
）
三
八
年
長
計
」
と
よ
ば
れ
る
一
○
ヵ

年
の
第
一
次
長
期
計
画
で
あ
る
。
本
学
の
歴
史
上
、
初
め
て
の
本
格
的
な
長
期
計
画
の

登
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
当
面
は
二
拠
点
と
す
る
学
部
移
転
を
年
次
計
画
的
に
実
現
し
な
が
ら

も
、
基
本
的
に
は
「
衣
笠
一
拠
点
を
志
向
す
る
長
期
総
合
計
画
」
と
名
付
け
、
そ
の
な

か
で
学
園
規
模
目
標
を
「
都
市
型
中
規
模
’
二
万
人
大
学
」
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た

め
の
財
政
計
画
を
「
経
常
・
建
設
両
勘
定
の
区
分
」
「
人
件
費
（
六
五
～
七
○
％
）
・

物
件
費
（
三
五
～
三
○
％
）
の
バ
ラ
ン
ス
指
標
」
「
予
算
定
員
六
六
○
名
」
な
ど
に
よ

り
具
体
的
に
確
立
し
た
。
ま
た
「
現
代
社
会
の
国
民
的
要
請
、
総
合
大
学
の
機
能
強
化
、

経
営
基
盤
確
立
に
役
立
つ
新
学
部
の
設
立
」
、
マ
ス
プ
ロ
に
対
抗
す
る
「
小
集
団
教
育

Ｉ
プ
ロ
ゼ
ミ
の
実
施
」
「
国
民
的
要
請
に
応
え
う
る
教
学
の
充
実
」
な
ど
を
明
確
に
か
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姓
を
結
集
し
て
創
り
あ
げ
ま
た
実
践
し
た
第
一
次
長
期
計
画
に
よ
り
六
○
年
代
に
お

い
て
全
国
私
学
の
中
で
も
一
定
の
地
歩
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
本
学
が
今

日
見
る
よ
う
な
社
会
的
評
価
を
得
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
七
○
年
代
の
厳
し
い
と
り
く

み
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
方
向
性
は
、
第
一
に
本
学
が
全
国
に
先
が
け
て
実

践
し
て
き
た
小
集
団
教
育
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
「
学
部
学
生
規
模
の
適
正
化
の
検
討
」

で
あ
り
、
第
二
に
名
実
と
も
に
総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
の
「
衣

笠
一
拠
点
化
の
早
期
実
現
」
で
あ
り
、
加
え
て
第
三
に
は
、
全
国
に
大
き
く
先
が
け
て

の
二
部
改
革
の
追
求
で
あ
っ
た
。

②
学
園
紛
争
を
全
学
の
力
で
克
服
し
た
七
○
年
、
当
時
の
長
期
計
画
委
員
会
は
「
学
部

学
生
規
模
の
検
討
」
を
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
（
七
○
年
九
月
答
申
）
、

翌
年
三
月
の
大
学
協
議
会
決
議
は
「
適
正
な
学
部
規
模
」
と
い
う
目
標
を
明
確
に
か
か

げ
た
。
し
か
し
こ
の
目
標
は
、
本
学
の
力
量
の
到
達
点
に
拘
束
さ
れ
て
、
衣
笠
一
拠
点

の
実
現
ま
で
約
一
○
年
間
に
わ
た
り
棚
上
げ
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
間
に
教
員
六
七
、
職
員
三
五
、
計
一
○
二
名
に
も
の
ぼ
る
増
員
な
ど
、
他
面
で
の

努
力
は
尽
く
さ
れ
た
。
資
料
１
１
３
１
側
参
照
）
。
七
三
年
．
七
五
年
の
全
学
協
碓
認

に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
衣
笠
一
拠
点
完
成
時
を
目
途
と
す
る
学
生
定
員
減
の
検
討
」
は
、

全
学
合
意
の
質
且
両
面
で
の
大
き
な
前
進
の
中
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
学
の
力
量
の
限
界
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

③
一
方
、
七
○
年
全
学
協
で
は
、
「
一
拠
点
問
題
の
民
主
的
解
決
・
二
拠
点
状
況
の
早

期
克
服
」
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
七
三
年
「
一
拠
点
実
現
の
長
期
計
画
」
が
確

立
さ
れ
た
。
通
称
第
二
次
長
計
で
あ
る
。
第
一
次
長
計
に
お
い
て
「
衣
笠
一
拠
点
志
向
」

を
打
ち
出
し
て
以
来
一
○
年
、
一
拠
点
化
は
具
体
的
な
「
実
現
」
課
題
と
し
て
全
学
の

前
に
す
え
ら
れ
た
。
五
○
億
円
の
財
政
計
画
（
結
果
は
一
五
二
憶
円
と
な
っ
た
）
を
も

つ
こ
の
長
期
計
画
は
、
七
三
年
、
七
五
年
の
全
学
協
を
は
じ
め
、
年
々
の
学
園
振
興
懇

談
会
等
で
の
論
議
・
検
証
を
へ
て
、
本
年
三
月
、
最
後
ま
で
広
小
路
に
踏
み
留
ま
っ
て

い
た
一
部
法
学
部
の
移
転
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

４
七
九
全
学
協
確
認
に
お
け
る
学
部
学
生
数
減
へ
の
「
ふ
み

規
模
」
問
題
の
必
然
的
登
場
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
の
課
題

「
ふ
み
き
り
」
と
「
学
園

①
学
費
改
定
を
め
ぐ
る
激
烈
な
全
学
論
議
の
な
か
で
創
り
あ
げ
ら
れ
た
七
九
全
学
協
確

認
は
、
教
育
・
研
究
の
充
実
改
善
の
重
要
な
条
件
と
し
て
「
学
部
学
生
数
減
」
の
施
策

に
ふ
み
き
っ
た
。
七
○
年
代
初
頭
か
ら
目
標
と
し
な
が
ら
ふ
み
き
り
え
な
か
っ
た
こ
の

施
策
も
、
「
本
学
の
一
拠
点
化
を
中
心
と
す
る
長
期
計
画
の
進
行
と
公
税
助
成
の
前
進

と
い
う
全
学
の
努
力
の
な
か
で
、
わ
が
学
園
も
よ
う
や
く
こ
れ
を
実
現
す
る
現
実
的
条

件
を
つ
く
り
だ
し
た
」
（
七
九
確
認
文
書
九
頁
）
の
で
あ
る
。

②
衣
笠
一
拠
点
化
と
い
う
大
事
業
遂
行
の
た
め
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
七
○

年
代
で
の
「
学
部
学
生
規
模
の
適
正
化
」
課
題
へ
の
と
り
く
み
の
立
ち
遅
れ
は
、
本
学

の
教
学
基
本
条
件
に
重
大
な
落
ち
こ
み
を
も
た
ら
し
た
（
七
九
長
計
中
間
答
申
四
頁
以

下
参
照
）
。
学
部
学
生
数
減
の
施
策
は
、
こ
の
落
ち
こ
み
を
相
当
程
度
に
ま
で
回
復
是

正
す
る
こ
と
を
当
面
の
最
重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
全
学
が
こ
れ

に
「
ふ
み
き
っ
た
」
も
の
で
あ
る
。
後
退
は
で
き
な
い
し
、
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

③
し
か
し
、
こ
れ
が
容
易
な
課
題
で
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
歴
史
が
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
退
を
く
い
止
め
、
前
進
的
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

学
部
学
生
数
減
の
施
策
を
そ
れ
自
体
の
量
的
問
題
と
し
て
の
枠
内
に
と
ど
め
る
こ
と
な

く
、
学
園
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
た
長
期
に
わ
た
る
学
園
全
体
の
マ
ス
タ
ー
フ
ラ
ン
の
な

か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
勢
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
を
充
分
に

見
極
め
つ
つ
、
社
会
的
要
請
や
国
民
的
期
待
に
応
え
う
る
総
合
大
学
と
し
て
の
長
期
的

な
大
学
づ
く
り
の
計
画
を
確
立
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
全
学
の
合
意
を
固
め
て
こ
そ
、
学

部
学
生
数
減
の
施
策
と
本
学
の
発
展
の
道
が
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
学
園
規

模
」
問
題
の
新
た
な
そ
し
て
必
然
的
な
登
場
が
あ
る
。

④
七
九
全
学
協
確
認
は
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
お
け
る
「
学
び
が
い
と
働
き

か
い
の
あ
る
」
学
園
像
を
明
確
に
さ
し
示
し
た
ｃ
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
さ
に
一
本

学
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
発
展
、
特
に
本
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
を
視
野
に
入

れ
た
学
園
規
模
（
学
部
、
学
生
数
、
教
職
員
数
等
）
」
（
八
○
年
長
期
計
画
委
員
会
へ

の
総
長
の
諮
問
事
項
）
の
確
立
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
財

政
計
画
な
ど
を
含
む
第
三
次
長
期
計
画
が
、
全
学
の
力
で
早
期
に
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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Ⅱ
学
部
学
生
定
員
減
需
教
職
員
一
人
当
た
り
学
生
数
減
の
積
極
的
意
義

１
「
積
年
の
課
題
」
実
現
の
重
要
な
歴
史
的
意
義

①
Ｉ
の
経
過
の
な
か
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
学
部
学
生
数
減
は
本
学
に
と
っ
て
一
○
年

来
の
課
題
で
あ
っ
た
。
六
三
年
第
一
次
長
期
計
画
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
予
算
定
員
は
、

そ
れ
以
前
の
歯
ど
め
の
な
い
学
生
数
増
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
「
教
学
と
財
政

の
接
点
」
と
し
て
全
学
の
英
知
の
結
喋
に
よ
り
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
Ⅱ
の

本
学
を
築
き
あ
げ
る
た
め
の
財
政
的
な
基
礎
条
件
づ
く
り
に
も
か
か
わ
っ
て
重
要
な
歴

史
的
役
削
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
自
体
定
興
に
た
い
す
る
一
・
六

五
倍
の
「
水
増
し
」
を
示
し
て
お
り
（
当
時
の
定
員
は
四
○
○
名
、
七
六
年
以
降
五
○

○
名
）
、
教
育
・
研
究
・
労
働
の
流
条
件
上
の
悪
化
要
因
を
内
包
し
て
い
た
。
特
に
、

七
○
年
代
に
入
っ
て
、
私
学
に
た
い
す
る
経
常
曲
補
助
の
メ
リ
ッ
ト
配
分
と
の
関
係
で
、

各
私
学
が
一
斉
に
水
増
し
是
正
に
と
り
く
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
学
の
こ
の
面
で
の

落
ち
こ
み
は
際
立
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
資
料
Ⅲ
ｌ
７
等
に
見
る
よ
う
に
、
本
学
は
一

○
私
立
大
学
中
最
下
位
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
学
の
教
学
の
高
い
到
達
点
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
ア
キ
レ
ス
雌
と
な
る
に
い
た
っ
た
。

②
本
学
の
教
学
改
善
の
努
力
、
と
り
わ
け
小
集
Ⅲ
教
育
へ
の
と
り
く
み
は
、
必
然
的
に

「
学
部
学
生
数
減
」
問
題
を
課
題
化
さ
せ
る
。
七
○
年
代
初
頭
に
小
集
団
教
育
の
体
系

的
確
立
を
果
た
し
た
本
学
が
、
他
私
学
に
先
が
け
て
「
学
生
数
問
題
」
を
課
題
と
し
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
学
の
力
吐
は
こ
れ
へ
の
具
体
的
な
と
り
く
み
を
、

一
○
年
間
に
わ
た
っ
て
延
期
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
苦
渋
の
一
○
年
間
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の
積
年
の
課
題
に
と
り
く
む
条
件
が
全
学
の
力
で
よ
う
や
く
つ
く
り
だ
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な
到

達
点
を
ぜ
ひ
と
も
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
教
学
の
基
礎
的
諸
条
件
の
改
善
と
教
学
改
革
の
展
望

ｌ
課
題
実
現
へ
の
全
学
的
結
集
の
必
要

①
学
部
「
学
生
数
減
」
Ｉ
「
教
職
員
一
人
当
た
り
学
生
数
減
」
が
、
教
職
員
の
教
育

Ⅲ
学
園
規
模
問
題
の
前
提
と
問
題
点

な
い
前
進
の
過
程
で
、
社
会
的
諸
条
件
の
変
化
と
木
，
学
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
り
、
社

会
的
責
任
の
あ
り
方
を
正
確
に
見
極
め
つ
つ
、
新
学
部
問
題
等
を
も
考
慮
し
な
が
ら
、
『
学

園
規
模
』
『
学
部
規
模
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
む
し
ろ
積
極
的
に
追
求
さ
れ
て
よ
い
（
「
学

１
「
学
生
数
（
減
）
問
題
」
と
「
学
園
規
模
問
題
」

さ
き
に
引
用
し
た
七
九
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
「
学
生
数
問
題
に
か
ん
す
る
中
間
答
申
」

は
、
「
水
増
し
是
正
」
と
し
て
の
学
生
数
減
の
問
題
と
学
園
規
模
問
題
と
の
相
違
と
連
関
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
た
（
同
答
申
八
頁
上
段
）
・

「
「
学
生
数
（
減
）
問
題
』
と
将
来
の
あ
る
べ
き
『
学
園
規
模
」
の
問
題
や
、
そ
の
中
で

の
適
切
な
『
学
部
規
模
」
の
問
題
は
一
応
別
個
の
問
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

研
究
・
労
働
条
件
の
改
善
に
直
結
す
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
加
え
て
、
他
私
学
に

類
を
見
な
い
小
集
団
教
育
を
軸
に
し
た
本
学
の
教
学
の
到
達
点
は
、
こ
れ
に
よ
り
さ
ら

に
そ
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
少
く
と
も
一
○
私
立
大
学
の
平
均
の
水
準
に
ま

で
、
何
力
年
か
の
計
画
に
よ
り
近
づ
け
る
こ
と
が
、
当
面
の
目
標
と
な
ろ
う
。

こ
の
ぱ
あ
い
、
と
く
に
本
学
の
職
員
数
の
際
だ
っ
た
落
ち
こ
み
に
つ
い
て
も
正
確
に

と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
職
員
で
の
悪
条
件
は
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
水
準
に

直
接
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
に
お
け
る
「
教
学
を

支
え
る
職
員
の
位
置
と
役
割
」
を
正
し
く
判
断
し
、
本
学
が
独
自
に
築
い
て
き
た
教
員

・
職
員
の
共
同
化
の
到
達
点
の
上
に
立
っ
て
、
本
学
に
ふ
さ
わ
し
い
教
職
員
椛
成
比
に

基
づ
い
た
、
こ
の
面
で
の
落
ち
こ
み
是
正
に
と
り
く
む
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。

②
学
部
学
生
数
減
は
、
教
職
員
の
教
育
・
研
究
・
労
働
諸
条
件
の
改
善
に
の
み
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
人
的
基
礎
条
件
の
抜
本
的
改
善
を
大
き
く
手
か
が
り
と
し
て
生
か

し
つ
つ
「
学
部
教
学
の
一
層
の
改
革
」
、
教
育
・
研
究
・
自
治
の
単
位
と
し
て
の
「
学

部
適
正
規
模
の
追
求
」
、
学
園
規
模
と
の
関
連
を
含
む
「
学
部
の
再
編
」
、
そ
し
て
「
学

部
・
学
科
の
新
設
」
等
々
、
社
会
的
要
請
と
国
民
的
期
待
に
応
え
う
る
本
学
の
教
学
改

革
に
し
っ
か
り
と
結
合
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

些
切
な
『
学
部
規
模
」
の
問
題
は
一
応
別
個
の
問
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ｃ

『
水
増
し
」
を
是
正
し
、
土
地
問
題
等
の
物
的
条
件
も
含
め
た
教
育
研
究
条
件
の
た
え
ま

－282－
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す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
表
ｌ
、
資
料
－
１
寺
‐
…
４
｜
…
一
…
‐
‐
５
参
照
豆

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
七
九
全
学
協
確
認
に
お
い
て
「
学
部
学
生
数
の
計
画
的
削
減
と

あ
わ
せ
て
、
立
命
館
大
学
の
果
た
し
て
き
た
社
会
的
役
割
に
照
ら
し
、
将
来
に
わ
た
る
中
規

模
都
市
型
大
学
と
し
て
の
学
園
規
模
の
問
題
を
も
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ

た
諜
越
へ
の
と
り
く
み
が
、
明
ら
か
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
間
に
、
事
態
は
征
‐
々
進
ん
で
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
客
観
的
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・
礁
）
た
ら
．
●
●
●
●
）
｜
を
一
か
ら
今
年
“
で
姫
）
う
二
年
●
［
臼
に
入
《
》
て
い
る
こ
ク

ラ
ス
数
減
を
内
容
と
す
る
第
二
段
階
（
八
三
～
八
六
）
の
計

画
（
「
六
○
○
↓
五
五
○
」
）
は
、
一
・
二
部
学
友
会
の
反

対
表
明
の
な
か
で
（
七
九
全
学
協
確
認
九
頁
下
段
参
照
）
、

理
事
会
責
任
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
完
成
に
よ
っ
て
一
九
八
六
年
の
六
学
部
一
・
二
部
合
計

の
総
学
生
数
は
一
七
、
三
九
六
人
と
、
一
○
生
土
別
一
九
七
六

年
の
ピ
ー
ク
時
の
学
生
数
二
三
、
二
二
人
に
比
べ
約
五
、
み込

七
○
○
人
の
減
少
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
見移

水
増
し
是
正
の
方
針
を
さ
ら
に
貫
徹
し
て
、
ひ
き
つ
づ
き
推

八
七
～
九
○
年
の
つ
ぎ
の
四
年
間
で
認
可
定
員
ま
で
の
学
生
却

数
減
（
「
此
れ
○
↓
五
○
○
」
・
；
理
工
四
○
○
、
二
部
二
○
巻

○
～
一
○
○
）
の
第
三
段
階
の
計
画
が
設
定
さ
れ
た
と
仮
定
総

す
る
と
、
一
九
九
○
年
に
お
け
る
六
学
部
の
総
学
生
数
一
五
、
ｊ

九
○
○
人
と
、
ピ
ー
ク
か
ら
は
実
に
七
、
二
○
○
人
も
減
少
表１

２
七
九
全
学
協
方
針
に
よ
る
学
部
学
生
数
減
（
水
増
し
是
正
）
の
実
施
に
伴
う

総
学
生
数
の
急
減
と
学
園
規
模
問
題
の
と
り
く
み
の
立
ち
遅
れ

七
九
全
学
協
確
認
に
よ
る
第
一
段
階
（
八
○
～
八
三
）
の
ク
ラ
ス
学
生
定
員
減
を
内
容
と

す
る
学
生
数
減
二
部
「
六
六
○
↓
六
○
○
」
）
は
全
学
で
毎
年
四
三
五
人
ず
つ
の
減
少
を

園
規
模
は
よ
り
大
き
く
、
学
部
規
模
は
よ
り
小
さ
く
」
と
の
含
意
ｌ
筆
者
注
ｌ
こ
・

ナ
生
数
の
計
画
的
削
減
と

し
、
将
来
に
わ
た
る
中
現

金
な
ら
な
い
。
｜
と
さ
れ

ら
総
合
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
何
よ
り
も
学
生
数
が
そ
の
第
一

次
的
な
指
標
と
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
の
学
園
規
模
の
縮
小
に
つ

い
て
は
、
従
来
学
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
問
題
点
が
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下

そ
の
主
要
な
論
点
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

①
「
都
市
型
中
規
模
二
万
人
大
学
」
と
い
う
の
は
、
一
九
六
四
年
に
全
学
合
意
の
も
と
に

策
定
さ
れ
た
学
園
規
模
に
か
ん
す
る
明
確
な
大
学
の
方
針
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
し
く
ず

し
に
崩
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
た
し
か
に
七
九
年
全
学
協
に
お

い
て
も
学
生
諸
組
織
は
明
確
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
し
、
全
学
協
確
認
で
も
、

一
定
の
学
部
学
生
数
減
は
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
学
園
規
模
の
縮
小
そ
の
も
の
は
了
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
逆
に
「
将
来
に
わ
た
る
中
規
模
都
市
型
大
学
と
し
て

の
学
園
規
模
」
の
策
定
と
い
う
課
題
を
再
確
認
し
て
い
る
。

②
学
生
数
規
模
は
、
従
来
「
教
学
と
財
政
の
接
点
」
と
い
わ
れ
て
も
き
て
お
り
、
従
っ
て

学
生
数
の
縮
減
は
財
政
基
盤
の
弱
化
に
つ
な
が
り
、
ま
た
州
対
的
低
学
徽
政
策
の
崩
壊
を

も
導
き
か
ね
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
無
視
で
き
な
い
強
さ
を
も
っ
て
い
る
。

本
小
委
員
会
が
消
費
者
物
価
上
昇
率
毎
年
五
％
、
公
費
助
成
増
毎
年
四
％
な
ど
一
定
の
指

標
を
お
い
た
ｔ
で
作
成
し
た
試
算
に
よ
る
と
、
本
学
の
経
常
財
政
は
、
学
部
学
生
数
削
減

第
二
段
階
の
完
成
年
度
た
る
八
六
年
ま
で
の
と
こ
ろ
は
単
年
度
収
支
・
全
体
収
支
と
も
ほ

ぼ
均
衡
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
八
七
年
以
降
は
急
速
に
悪
化
し
て
、
九
○
年
に
は

累
械
赤
字
二
七
億
円
（
学
部
学
生
数
「
五
五
○
」
の
ま
ま
の
ぱ
あ
い
）
な
い
し
五
○
値
円

（
認
可
定
員
「
五
○
○
」
ま
で
減
ら
し
た
ば
あ
い
）
に
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
（
資

ｌ恥
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
２
Ⅱ
１
３
参
照
）
。

③
規
模
の
大
き
さ
が
唯
一
と
は
も
ち
ろ
ん
い
え
ぬ
ま
で
も
ひ
と
つ
の
重
要
な
社
会
的
評
価

の
基
準
で
あ
る
以
上
（
資
料
Ⅲ
Ｉ
叩
参
照
）
、
学
生
数
の
減
少
は
私
立
大
学
間
で
の
位

置
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
の
兄
方
も
、
一
定
の
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
表
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
本
学
の
九
○
年
の
学
生
数
を
一
五
、
九
○
○
人
（
一
部
一
二
、
一
七
三

人
）
と
仮
定
し
、
他
の
諸
大
学
が
そ
の
間
学
生
数
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
と
し
た
ば
あ
い
、

九
○
年
の
本
学
は
、
学
生
規
模
に
お
い
て
は
関
西
学
院
・
立
教
と
並
ん
で
い
わ
ゆ
る
コ

３
学
園
規
模
の
縮
小
に
た
い
す
る
学
内
外
の
批
判
と
諸
論
点

「
学
園
規
模
」
と
は
、
校
地
・
校
舎
等
の
物
的
側
面
と
教
職
員
・
学
生
等
の
人
的
側
面
か

－283－
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④
学
生
数
規
模
が
大
き
く
卒
業
生
も
大
雌
に
送
伽

を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
傾
聴
に
値

す
る
。
た
と
え
ば
、
戦
前
‐
戦
後
を
通
じ
て
本

学
が
有
為
の
人
材
を
大
且
に
地
域
社
会
に
送
り
学大

だ
し
て
き
た
こ
と
の
も
つ
社
会
的
意
義
の
大
き
身

さ
の
一
端
を
、
つ
ぎ
の
図
表
は
明
確
に
示
し
て
の

い
よ
う
。
府
下
に
お
け
る
弁
護
士
や
司
法
書
士
肌３

あ
る
い
は
教
員
や
地
方
自
治
団
体
関
係
等
で
比
加

重
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
園社

る
。
ｒ

わ
れ
わ
れ
が
立
命
館
教
学
に
自
信
と
誇
り
を
樺

も
つ
以
上
、
で
き
る
だ
け
多
数
の
す
ぐ
れ
た
社
下府

会
人
を
養
成
し
て
送
り
だ
す
こ
と
は
当
然
の
願
都

い
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
教
育
・
京１４

研
究
諸
条
件
の
維
持
確
保
を
当
然
の
前
提
と
し
表ｔ

矛
ｋ
Ｏ

⑤
学
生
数
減
は
、
高
等
教
育
要
求
の
社
会
的
増
大
の
傾
向
に
逆
行
す
る
の
み
な
ら
ず
立
命

館
教
学
に
た
い
し
て
ふ
く
ら
み
つ
つ
あ
る
国
民
的
な
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、

と
く
に
学
外
の
心
あ
る
人
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
強
い
批
判
は
わ
れ
わ
れ
に
迫
る
も
の

○
私
大
」
中
の
最
小
規
模
の
グ
ル
ー
プ
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

〔表2]no私大」の総学生数
KLSn年）

卒
業
生
も
大
雌
に
送
り
だ
す
こ
と
自
体
の
も
つ
社
会
的
意
義

〔表3]no私大」の昼間部学生数

]<18"年）
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を
も
っ
て
い
る
。
あ
と
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
九
二
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
進
学
人
口
の
激

増
の
時
期
が
学
園
規
模
問
題
に
と
り
く
む
わ
れ
わ
れ
の
目
前
に
あ
り
、
ま
た
、
非
行
問
題

の
拡
大
そ
の
他
全
社
会
的
な
「
非
教
育
」
状
況
の
拡
大
と
文
教
政
策
の
無
責
任
さ
の
な
か

で
、
立
命
館
教
学
に
注
が
れ
る
熱
い
ま
な
ざ
し
は
い
よ
い
よ
衰
え
る
こ
と
が
な
い
。

⑥
拡
大
方
針
の
ば
あ
い
に
比
べ
て
、
縮
小
路
線
が
よ
り
多
く
も
た
ざ
る
を
え
な
い
運
動
上

の
困
難
性
と
い
う
こ
と
も
、
あ
る
程
度
承
認
せ
ざ
る
を
え
ま
い
。
た
し
か
に
、
学
生
関
係

に
は
明
確
な
学
園
規
模
縮
小
反
対
の
意
見
が
あ
り
、
校
友
の
と
こ
ろ
に
も
当
然
反
対
の
意

向
は
強
い
。
教
育
研
究
条
件
の
大
き
な
落
ち
こ
み
の
回
復
と
い
う
当
面
の
職
烈
な
課
題
と

の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
学
部
学
生
数
減
の
方

針
に
は
大
き
く
賛
同
し
て
い
る
教
職
員
に
お
い
て
も
、
学
園
規
模
そ
の
も
の
の
縮
小
に
つ

い
て
は
保
留
な
い
し
反
対
の
向
き
も
少
な
く
な
い
。

結
局
、
以
上
の
よ
う
な
諸
論
点
に
も
適
確
に
応
え
な
が
ら
、
学
園
規
模
問
題
に
つ
い
て
の

適
切
な
学
園
の
方
針
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
焦
眉
の
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
な
し
に
は
、
前
章
で
の
べ
た
「
学
部
学
生
定
員
減
・

教
職
員
一
人
当
り
学
生
数
減
」
と
い
う
且
邑
な
課
題
へ
の
と
り
く
み
そ
の
も
の
が
中
途
で

挫
折
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
の
危
倶
を
、
強
く
表
明
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ

づ
〔
ご
「
ノ
０

１
国
民
的
要
求
、
社
会
的
要
請
に
依
拠
す
る
「
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
・

大
学
づ
く
り
」
の
観
点
を
貫
く
こ
と

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
面
つ
ぎ
の
二
点
を
強
調
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

①
高
等
教
育
に
た
い
す
る
国
民
的
要
求
の
増
大

わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
志
願
率
や
進
学
率
が
、
文
教
政
策
に
お
け
る
大
学
抑
制

政
策
や
専
修
学
校
等
へ
の
誘
導
政
策
に
強
く
影
響
さ
れ
て
、
一
九
七
六
年
を
ピ
ー
ク
に
微

減
・
微
増
の
一
進
一
退
で
渋
滞
を
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
な
お
根
強
い
漸
増
傾
向
を
ベ
ー
ス

に
お
い
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
Ⅳ
１
１
参
照
）
・

そ
れ
と
は
別
に
当
面
の
は
る
か
に
重
大
な
問
題
と
し
て
、
戦
後
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

Ⅳ
学
園
規
模
問
題
へ
の
基
本
的
視
点

－284－

V-稲’'140,721人

*央31,211

1ﾘI治;ii,171

法政28,221

慶応23.56

|慨I西21,11′

Ilil志社19,10（

立命館21,211

('90年立命航15.900

間学13.48：

立教11,89！

現

上古

111．稲’1134,450入

IﾘI，治25，231

座応23,561

'I'央23,468

注政21．719

関西18，813

同志社18,406

1立命館16,427立命館1

|兇I学13,48：

(､90年立命館12，173

立敬11.89（



資料715

２
文
教
政
策
・
高
等
教
育
政
策
・
私
学
政
策
の
動
向
を
見
極
め
、
こ
れ
に
正
確

に
対
応
し
て
い
く
こ
と

こ
こ
で
も
最
近
の
重
要
な
動
き
と
し
て
少
な
く
と
も
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
無
責
任
な
「
後
期
計
画
（
八
一
～
八
六
年
）
」
の
策
定
と
私
大
抑
制
政
策
の
延
長

②
立
命
館
教
学
に
た
い
す
る
国
民
的
な
期
待
の
増
大

わ
が
田
に
水
を
引
く
こ
と
に
な
り
が
ち
な
こ

の
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
外
の
比
較
的
客
割満

観
的
な
ひ
と
つ
の
資
料
を
し
て
語
ら
し
め
る
こ

占
い０

と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の
表
は
、
リ
ク
ル
咽

ｌ
ト
セ
ン
タ
ー
が
全
国
の
高
校
三
年
生
を
対
象
成作

に
、
諸
大
学
の
「
知
名
度
（
よ
く
知
っ
て
い
りよ

る
）
」
や
「
志
向
度
（
入
学
し
た
い
）
」
な
ど
位
蓋

の
八
項
目
に
つ
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
順
３

Ｊ
一

を
基
礎
に
、
一
定
の
計
数
的
処
理
を
加
え
て
導
》
↓
ル

き
だ
し
た
ひ
と
つ
の
結
果
で
あ
る
。
全
国
の
私
メ
クｊ

立
大
学
の
な
か
で
、
戦
前
と
戦
後
に
及
び
歴
然
語
岬

た
る
ハ
ン
ー
ァ
を
背
負
っ
て
の
出
発
を
し
な
が
ら
、
吠
８

し
か
も
教
職
員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
の
比
のＪ

類
を
絶
す
る
独
特
の
民
主
的
な
と
り
く
み
の
中
継

で
、
え
い
え
い
と
し
て
築
か
れ
て
き
た
立
命
館
旧ｒ

教
学
に
た
い
す
る
社
会
的
評
価
の
定
着
を
、
こ
、
〕５

の
表
の
な
か
に
読
み
と
る
こ
と
は
そ
う
む
つ
か
表ｔ

し
ぃ
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
（
資
料
Ⅲ
１
ｍ
参
照
）
。

ム
を
背
景
と
す
る
今
後
一
○
数
年
間
の
爆
発
的
な
進
学
適
令
人
口
（
一
八
才
人
口
）
の
激

増
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
七
五
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
の
ほ
ぼ
一
五
○
万
人
の
最
低
の

時
期
を
す
ぎ
て
後
、
こ
と
し
か
ら
漸
増
の
勢
い
を
見
せ
て
い
る
一
八
才
人
口
の
推
移
は
、

八
五
年
丙
午
の
年
の
落
ち
こ
み
を
も
ち
な
が
ら
、
今
後
約
一
○
年
間
に
約
五
○
万
人
も
ふ

く
れ
あ
が
っ
て
二
○
○
万
人
台
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
（
同
じ
く
資
料
Ⅳ
１
１
参
照
）
。

戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
を
反
映
す
る
大
学
進
学
者
の
激
増
を
安
易
な
私
学
依

存
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
た
文
教
政
策
は
、
私
学
の
矛
盾
の
増
大
に
触
発
さ
れ
て
大
き
く
前

進
し
は
じ
め
た
公
費
助
成
運
動
な
ど
に
た
い
し
て
は
、
七
○
年
に
は
じ
ま
る
経
常
費
助
成

等
に
よ
っ
て
対
応
し
な
が
ら
、
七
五
年
な
い
し
八
○
年
を
底
辺
と
す
る
一
八
才
人
口
の
減

少
期
に
便
乗
も
し
な
が
ら
、
私
学
の
増
設
お
よ
び
「
水
増
し
」
入
学
の
抑
制
を
中
軸
と
す

る
「
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」
の
「
前
期
計
画
（
七
五
～
八
○
年
匡
を
策

定
し
、
専
修
学
校
制
度
や
、
経
常
費
助
成
の
メ
リ
ッ
ト
配
分
な
ど
を
活
用
し
て
一
定
の
「
成

果
」
を
収
め
て
き
た
（
私
学
の
「
水
増
し
」
は
七
五
年
の
一
・
七
九
倍
か
ら
七
九
年
の
一

・
四
三
倍
に
ま
で
改
善
）
・

そ
し
て
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
○
年
代
初
期
に
か
け
て
の
爆
発
的
な
進
学
人
口
の
激
増

期
を
数
年
先
に
控
え
て
、
当
然
国
公
私
立
大
学
の
全
体
に
わ
た
っ
て
抑
制
政
策
の
手
直
し

に
か
か
ら
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
な
い
は
ず
の
こ
の
時
期
に
、
前
期
計
画
の
方
向
を
基

本
的
に
引
き
つ
い
だ
お
茶
に
ご
し
的
な
「
後
期
計
画
（
八
一
～
八
六
年
）
」
が
決
定
さ
れ

（
七
九
年
一
二
月
）
、
新
た
に
大
き
な
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

②
第
二
臨
調
的
「
行
政
改
革
」
路
線
に
よ
る
追
討
ち
と
そ
の
破
綻
の
必
然
性

今
年
に
入
っ
て
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
た
「
行
政
改
革
」
の
第
二
臨
調
第
一
次
答
申
は

高
等
教
育
政
策
と
と
り
わ
け
私
大
政
策
に
た
い
し
て
、
き
わ
め
て
戦
闘
的
な
節
減
方
針
を

付
け
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
立
大
学
に
つ
い
て
も
、
五
年
間
で
教
職
員

五
％
の
削
減
と
か
、
学
部
・
学
科
・
研
究
所
等
の
整
理
統
廃
合
の
方
針
を
提
起
す
る
一
方
、

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
私
大
助
成
を
実
に
「
前
年
度
以
下
に
抑
制
」
す
る
こ
と
と
と
も

に
、
「
大
学
・
学
部
な
ど
の
新
増
設
の
抑
制
」
を
打
ち
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
新
増
設
抑

制
の
た
め
の
立
法
措
置
が
、
先
の
通
常
国
会
で
流
産
す
る
な
ど
の
動
き
に
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
国
民
的
な
高
等
教
育
要
求
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
そ
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
政

策
の
破
綻
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

③
一
部
私
学
の
新
た
な
腐
敗
現
象
と
そ
れ
に
便
乗
し
た
私
大
攻
撃
の
強
化

数
年
来
世
論
を
わ
か
せ
て
き
た
医
科
歯
科
系
私
大
を
中
心
と
す
る
一
部
私
大
の
反
国
民

的
な
諸
現
象
に
加
え
て
「
早
慶
」
に
ま
で
も
え
広
が
っ
た
不
正
入
学
等
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

当
然
に
全
社
会
的
な
批
判
を
呼
び
お
こ
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
に
便
乗
し
た
形

で
陰
然
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
私
学
高
賃
金
論
」
な
ど
の
動
き
と
文
教
当
局
等
に
よ
る
こ
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３
国
民
的
大
学
と
し
て
の
本
学
の
到
達
点
の
客
観
的
確
認
と
今
後
の
課
題
の
明

確
化

今
仙
と
②
に
あ
げ
た
こ
と
は
、
本
学
を
と
り
ま
く
社
会
的
柵
条
件
の
ふ
た
つ
の
側
面
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
学
園
規
模
問
題
に
か
ぎ
ら
ず
、
本
学
の
将
来
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
課
題
設

定
に
お
い
て
、
わ
が
立
命
館
そ
の
も
の
の
歴
史
的
到
達
点
を
過
不
足
な
く
か
つ
全
面
的
に
お

さ
え
て
お
く
こ
と
が
、
並
重
要
の
視
点
と
な
る
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
い
く
つ
か
留
意
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
到
達
点
の
確
認
は
、
教
育
と
研
究
、
教
学
と
財
政
、
内
容
と
体
制
そ
の
他
す
べ
て
の
側

面
に
わ
た
っ
て
全
面
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
前
進
面
・
成
果
の
側
面
と
同
時
に
、
遅
れ
た
面
・
欠
陥
の
側
面
を
も
大
胆
に
客
観
的
に

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
各
学
部
・
各
部
局
の
毎
年
の
総
括
作
業
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
の
到
達
点
は
具
体
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
り
わ
け
七
九
年
全
学
協
確
認
は
、
本
学
の
到
達
点

と
課
題
の
大
筋
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
し
た
最
近
の
文
書
と
し
て
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
骨
格
的
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
豊
富
化
し
実
体
化
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
と

な
る
。

Ｖ
学
園
規
模
の
基
本
的
わ
く
組
み
に
か
ん
す
る
具
体
的
な
提
案

１
長
期
的
に
は
学
生
数
規
模
二
万
人
の
維
持
を
目
標
に
お
き
つ
つ
曇
当
面
の

一
○
年
間
に
お
い
て
は
一
万
八
千
人
以
下
へ
の
低
落
を
く
い
止
め
る
こ
と

長
期
目
標
の
二
万
人
は
、
従
来
の
都
市
型
中
規
模
と
し
て
の
基
本
わ
く
組
み
の
継
承
と
い

つ
一
ｋ
」
ふ
い
Ｏ

当
面
の
目
標
と
し
て
な
ぜ
一
万
八
千
人
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
判
断

れ
ら
の
逆
川
に
も
．
鋭
く
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
．
相
当
の
広
が

り
を
も
っ
て
い
る
私
学
の
腐
敗
現
象
の
根
源
を
社
会
的
に
解
明
し
て
そ
の
克
服
に
努
力
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
藷
口
し
た
不
当
な
攻
撃
に
た
い
し
て
は
、
国
氏
と
と
も
に
正
し

く
反
撃
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
手
が
か
り
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
曇

①
八
○
年
代
に
お
け
る
新
た
な
「
教
学
と
財
政
の
接
点
」
と
し
て
、
一

と
い
う
こ
と
が
、
試
算
上
の
整
合
性
を
も
つ
こ
と
を
概
ね
確

認
で
き
る
（
上
述
Ⅲ
の
３
の
②
参
照
）
。

②
京
都
な
い
し
関
西
地
域
で
の
社
会
的
役
割
と
し
て
、
た
と

え
ば
同
志
社
大
学
の
学
生
数
規
模
と
の
対
比
は
一
定
の
客
観

性
を
も
っ
て
い
る
。
七
九
年
以
来
の
現
行
の
認
可
定
員
の
比
睡

較
は
〔
表
６
〕
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
本
学
の
定
員
は
同
壱Ｊ

志
社
大
学
に
た
い
し
て
一
部
で
二
、
四
八
○
人
、
全
体
で
一
、
百認の

五
二
○
人
劣
位
に
あ
る
。
因
に
七
五
年
当
時
の
総
定
員
は
、

社

同
志
社
一
万
二
千
二
○
人
に
た
い
し
、
本
学
一
万
二
千
九
百
志同

人
と
逆
位
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
に
一
部
の
認
可
定
員
と

に
お
い
て
同
志
社
な
み
の
一
万
四
千
人
を
想
定
し
た
ば
あ
い
錐

総
定
員
は
約
一
万
七
千
五
百
人
と
な
り
、
水
増
し
ゼ
ロ
と
し
立１

て
留
年
者
の
見
込
数
を
加
え
れ
ば
学
生
数
は
約
一
万
八
千
五
裁惚

百
人
と
算
出
さ
れ
よ
う
。

２
教
職
員
一
人
当
た
り
学
生
数
を
で
き
る
だ
け
早
く
一
九
私
大
」
平
均
ゞ
水
準
に

近
づ
け
う
る
よ
う
な
教
職
員
数
規
模
を
実
現
す
る
こ
と

①
現
在
の
六
学
部
に
つ
い
て
い
え
ば
九
○
年
の
総
学
生
数
を
認
可
定
員
プ
ラ
ス
留
年
兇
込

数
の
合
計
一
五
、
九
○
○
人
と
仮
定
し
た
上
で
、
な
お
今
後
八
年
間
に
教
職
員
を
六
三
人

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
（
教
員
増
を
半
数
の
三
○
人
位
と
お
け
ば
平
均
し
て
一
学
部
当
た

り
二
年
に
一
人
強
の
定
員
噸
と
な
る
）
、
よ
う
や
く
八
○
年
当
時
の
九
私
大
水
準
に
一
○

年
お
く
れ
で
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
九
○
年
段
階
で
予
想
さ
れ
る
さ
ら
に
改
善
さ
れ
た

九
私
大
水
準
に
追
い
つ
く
に
は
、
さ
ら
に
同
数
位
の
教
職
員
増
が
必
要
と
な
ろ
う
（
つ
ま

り
各
学
部
毎
年
一
名
以
上
の
教
員
増
）
。

②
規
模
の
維
持
の
た
め
に
増
設
を
必
要
と
さ
れ
る
新
学
部
や
新
学
科
等
に
つ
い
て
、
以
上

の
噸
員
と
は
別
に
教
職
員
の
相
応
す
る
新
定
員
の
設
定
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

出
〕
か
今
い
０

学
生
数
一
万
八
千
人

－286－

立命館

lI
士
心

吾

一部
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一
睡
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合高一
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３
学
部
規
模
に
つ
い
て
は
、
昼
間
部
学
生
数
一
学
年
五
○
○
合
計
二
》
○
○

○
人
、
教
員
数
四
○
人
な
い
し
五
○
人
の
基
準
を
原
則
と
し
て
守
る
こ
と
（
な

お
、
二
部
の
学
生
数
に
つ
い
て
は
、
近
く
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
小
委
員
会

担
当
の
画
期
的
な
答
申
に
ゆ
ず
る
）

①
こ
の
こ
と
は
、
教
育
と
研
究
に
わ
た
る
自
主
的
な
基
礎
単
位
と
し
て
の
学
部
の
適
正
規

模
の
追
求
と
い
う
、
他
面
で
の
重
要
な
要
素
を
表
現
し
て
い
る
。

②
理
工
・
文
学
部
な
ど
教
員
数
規
模
に
お
い
て
こ
れ
を
超
過
せ
ざ
る
を
え
な
い
学
部
に
つ

い
て
は
、
学
科
単
位
の
制
度
と
運
営
を
充
実
す
る
な
ど
の
別
段
の
手
だ
て
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
ろ
う
（
新
学
部
問
題
や
大
学
院
問
題
と
か
ら
ん
で
、
両
学
部
の
学
部
・
学
科
に
わ
た

る
再
編
成
問
題
に
展
開
す
る
可
能
性
を
展
望
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
）
。

な
お
か
つ
、
つ
ぎ
の
諸
点
を
キ
ャ
ン
バ
ス
整
備
に
か
か
わ
る
当
面
の
具
体
的
な
課
題
と
し

て
あ
、
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
陰
７
．

①
原
谷
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
と
「
中
心
校
地
」
認
定
の
実
現
に
よ
る
大
学
基
準
の
大
幅
な
超

過
充
足
。

②
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隣
接
・
周
辺
に
あ
る
現
有
の
遊
休
校
地
約
二
、
○
○
○
坪
の
有
効

活
用
。

③
近
隣
の
土
地
取
得
の
可
及
的
促
進
。

④
三
号
館
・
四
号
館
・
五
号
館
問
題
の
前
進
的
解
決
と
西
グ
ラ
ン
ド
・
西
部
キ
ャ
ン
パ
ス

等
の
有
効
利
用
。

４
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
｜
衣
笠
一
拠
点
』

と

人
訓

数
年
来
過
密
の
印
象
を
免
れ
な
か
っ
た
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
詞
顎

も
、
そ
の
総
合
的
な
整
備
と
総
学
生
数
の
漸
減
に
よ
っ
て
、
学
く

の
較

漸
次
状
況
は
好
転
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
関
西
「
四
私
大
」
大
比

私
積

や
同
志
社
・
立
命
館
の
対
比
に
お
い
て
も
、
一
部
学
生
数
一
４
面

西
舎

人
当
り
で
兇
る
か
ぎ
り
、
衣
笠
の
キ
ャ
ン
パ
ス
条
件
は
決
し
関
校』

て
他
に
劣
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
客
観
的
事
実
で
あ
る
（
表
刀
が

表
当

７
、
資
料
１
１
３
１
②
参
照
）
。
ｆ

４
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
「
衣
笠
一
拠
点
」
を
前
提
と
す
る
こ

１
新
学
部
・
新
学
科
課
題
の
必
然
的
登
場

①
学
部
学
生
数
減
の
施
策
を
実
施
し
つ
つ
学
生
数
二
万
人
の
規
模
を
維
持
す
る
に
は
、
「
新

学
部
」
に
か
か
わ
る
問
題
の
検
討
を
必
然
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
馳
的
問
題
に

限
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
存
諸
学
部
の
定
員
（
文
部
省
認
可
）
の
増
員
を
は
か
る
の
が
、

般
も
容
易
な
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
七
九
年
全
学
協
碓
認
で
学
部
学
生
数
減
の
施

策
を
確
立
し
て
お
り
、
ま
た
長
い
経
験
の
上
か
ら
も
、
学
部
学
生
定
員
五
○
○
人
は
教
育

・
研
究
・
自
治
の
基
本
単
位
と
し
て
、
一
定
の
適
正
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学

園
づ
く
り
に
む
け
て
、
よ
り
積
極
的
な
総
合
大
学
と
し
て
の
発
展
の
道
を
歩
む
べ
き
こ
と

が
、
全
学
の
課
題
と
し
て
す
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
学
部
学
生

定
員
減
の
既
定
方
針
を
具
体
化
す
る
一
方
、
新
学
部
の
設
綴
、
既
存
学
部
の
拡
充
・
再
編

等
を
視
野
に
入
れ
た
全
学
の
検
討
が
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
も
ち
ろ
ん
大
学
に
お
け
る
学
部
・
学
科
は
、
本
来
、
学
問
研
究
の
状
況
と
社
会
的
要
請

に
基
礎
を
お
き
、
大
学
の
力
雌
・
条
件
に
応
じ
て
編
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
つ

て
立
命
館
大
学
の
学
部
・
学
科
は
、
ほ
ぼ
旧
制
帝
国
大
学
の
学
部
・
学
科
体
制
に
な
ら
っ

て
編
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
○
年
代
に
、
戦
後
世
界
と
日
本
の
学
問
の
動
向
お
よ
び

社
会
的
要
請
に
対
応
し
て
、
経
営
学
部
と
産
業
社
会
学
部
を
増
設
し
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
か
ら
二
○
年
近
い
経
過
の
中
で
、
さ
ら
に
新
た
な
学
問
分
野
や
い
わ
ゆ
る
境
界
領
域

の
研
究
に
い
ち
ぢ
る
し
い
進
展
が
見
ら
れ
、
国
内
の
詣
大
学
に
お
い
て
も
、
人
間
科
学
部

・
総
合
科
学
部
・
国
際
関
係
学
部
等
の
ま
っ
た
く
新
し
い
学
部
設
置
が
相
つ
い
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
国
際
化
お
よ
び
社
会
・
文
化
の
高
度
に
複
雑
な
現
象
の
進
行
を
背
景

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
た
ち
む
か
う
有
為
の
人
材
に
た
い
す
る
社
会
の
要
求
に
即
応

な
お
当
分
の
間
（
た
と
え
ば
一
○
～
一
五
年
間
）
は
衣
笠
一
拠
点
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
て
も
、
二
○
年
、
三
○
年
先
の
一
三
世
紀
的
展
望
に
か
か
わ
る
校
地
問
題
の
予
測
と
対
策

は
、
柊
野
問
題
や
北
大
路
問
題
を
含
め
て
、
さ
ら
に
は
京
都
府
南
部
学
園
都
市
構
想
へ
の
現

実
的
な
対
応
な
ど
を
も
考
慮
し
な
が
ら
別
途
の
施
策
を
ま
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

〈
付
〉
学
部
・
学
科
等
の
新
設
・
再
編
に
つ
い
て

－28 7－

立命側

同志術

|里l西学f,

関西

7.141

6－8

63

591
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す
る
も
の
と
い
い
う
る
曇
》
立
命
館
大
学
に
お
い
て
も
進
展
・
し
て
や
ま
な
い
学
問
研
究
の

動
向
に
深
く
根
を
お
ろ
し
、
は
げ
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い
こ
う

と
す
る
か
ぎ
り
、
以
上
の
情
勢
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
要
す
る
に
学
部
・
学
科
の
新
設
・
再
編
の
問
題
は
、
立
命
館
大
学
の
歴
史
と
現
実
に
即

し
な
が
ら
、
同
時
に
学
問
の
動
向
と
社
会
の
要
請
に
対
応
す
る
と
い
う
観
点
で
考
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

が
か
か
え
て
い
る
：
総
合
・
大
学
と
し
て
解
決
す
べ
き
あ
る
い
』

で
あ
る
。

①
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
第
一
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
学
部
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
社
会
科

学
・
人
文
科
学
・
自
然
科
学
の
各
学
問
分
野
の
バ
ラ
ン
ス

が
一
義
的
に
決
定
し
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

本
学
が
戦
後
、
法
・
経
・
文
・
理
工
の
四
学
部
か
ら
出
発

し
、
経
営
・
産
業
社
会
の
社
会
科
学
系
二
学
部
を
増
設
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
的
経
過
、
お
よ
び
他
の
主
要
な
総
合

私
立
大
学
と
の
比
較
か
ら
い
っ
て
、
私
立
大
学
と
し
て
相

対
的
に
社
会
科
学
系
の
比
率
が
高
く
、
人
文
科
学
系
が
低

い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
〔
表
８
〕
に
み
る
本
学
の
社

会
科
学
系
学
部
の
構
成
比
六
九
・
六
％
は
一
○
私
大
中
最

高
で
あ
り
、
人
文
科
学
系
は
明
治
・
中
央
に
次
い
で
低
い

（
資
料
Ⅲ
１
２
参
照
）
。
ま
た
文
学
部
の
規
模
は
一
○
私

大
中
最
も
小
さ
く
、
最
大
級
の
早
稲
田
、
同
志
社
に
比
し
、

約
半
分
で
あ
る
（
資
料
Ⅲ
１
４
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
人

文
科
学
系
の
相
対
的
低
さ
は
、
研
究
面
に
お
い
て
も
（
た

と
え
ば
人
文
科
学
研
究
所
な
ど
の
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
）
、
こ
の
分
野
の
相
対
的
な
手
薄
さ
と
し
て
現
わ

２
国
民
的
な
総
合
大
学
と
し
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
諸
課
題

新
学
部
の
設
置
や
既
存
学
部
の
拡
充
・
再
編
を
検
討
す
る
際
の
出
発
点
は
、
現
在
の
本
学

か
か
え
て
い
る
、
総
合
大
学
と
し
て
解
決
す
べ
き
あ
る
い
は
強
化
す
べ
き
諸
課
題
の
検
討

〔表8Z

9私大平均

Ⅱ部計

立命館

1．11部計

中
で
女
子
比
率
の
低
さ
等
が
関
連
し
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
（
資
料
Ⅲ
１
４
．
５
．

６
参
照
）

③
第
三
に
、
大
学
院
生
の
絶
対
的
・
相
対
的
少
な
さ
で
あ
る
。
戦
後
、
技
術
革
新
等
を
へ

て
科
学
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
が
あ
り
、
科
学
技
術
分
野
の
教
育
も
、
し
だ
い
に
複
雑

・
高
度
な
内
容
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
従
っ
て
学
問
分
野
に
よ
っ
て
は
、

大
学
院
教
育
に
た
い
す
る
新
た
な
拡
充
の
傾
向
が
広
ま
っ
て
い
る
。
理
工
系
を
中
心
に
大

れ
て
き
て
い
る
。

②
第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
総
学
生
中

の
女
子
学
生
の
比
率
の
低
さ
で
あ
る
。
戦

後
、
と
く
に
高
度
成
長
後
の
日
本
の
社
会

で
は
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
婦
人
の
比

重
が
高
ま
り
、
い
ま
や
四
割
に
達
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
婦
人
の
自
覚
、
国
際

婦
人
年
等
を
背
景
と
し
て
、
婦
人
の
社
会

的
役
割
に
対
す
る
期
待
も
し
だ
い
に
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で

女
子
の
四
年
制
・
共
学
・
総
合
大
学
へ
の

進
学
要
求
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の

傾
向
は
今
後
も
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
中
で
、
本
学
の
女
子
学
生
は
、
そ

の
絶
対
数
に
お
い
て
一
○
私
大
中
最
少
で

あ
り
、
全
学
生
の
中
に
占
め
る
構
成
比
に

お
い
て
も
関
西
四
私
大
間
で
最
低
、
一
○

私
大
中
で
七
位
に
あ
る
。
京
都
と
い
う
有

利
な
地
域
条
件
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
状

況
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
比
較
的

女
子
の
多
い
人
文
科
学
系
の
比
重
の
軽
さ
、

さ
ら
に
文
学
部
の
規
模
の
小
さ
さ
と
そ
の

〔表9〕10私立大.女子学生の構成('80年；

2，456

－288－

社会科学系

6().2％

人文科学系
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与り

理系

16(

69.6呪
Ｒ
ｕ
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坐 14（
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早稲［
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慶冊

立斗

中」

関と

学生数（順
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構成比（順

1331り．ノ

19,48
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13．92

2663

9．63
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平姓

青学
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9．30
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13.84

39.35

39-43
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碓
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学
院
を
拡
充
す
る
こ
と
が
世
界
的
傾
向
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
積
極
的
拡

充
政
策
を
と
ら
ず
、
む
し
ろ
縮
小
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
や
が
て
理
工
系
で
の
研
究
水
準
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
、
早
急
に
解
決
が
望
ま
れ
る
（
資

料
Ⅲ
１
１
．
３
参
照
）
。

④
第
四
に
学
生
の
就
職
分
野
の
か
た
よ
り
で
あ
る
。

毎
年
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
本
学
学
生
の

就
職
分
野
は
公
務
員
・
教
員
が
際
立
っ
て
い
る
。

平
和
と
民
主
主
義
の
理
念
に
基
づ
く
教
学
の
成
果

は
、
公
務
員
・
教
員
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
進
ん

で
民
間
企
業
の
分
野
に
お
い
て
も
充
分
に
発
揮
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
本
学
学
生
の
就
職
動

向
は
、
他
私
大
に
比
し
、
民
間
企
業
と
り
わ
け
大

企
業
へ
の
進
出
に
弱
い
。
こ
れ
を
教
学
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
ひ

と
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
第
五
に
、
一
般
教
育
（
教
養
、
体
育
、
外
国
語
）

な
ら
び
に
教
職
課
程
の
組
織
・
体
制
の
問
題
で
あ

る
。
と
く
に
、
一
般
教
育
は
国
立
大
学
お
よ
び
一

部
の
私
立
大
学
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
教
養
部
で
行
な
わ
れ
、
教
員
も
教
養
部
所
属
と
さ

れ
て
き
た
が
、
研
究
・
教
育
の
組
織
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
難
点
と
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
本
学
で
は
一
般
教
育
お
よ
び
教
職
課
程
の
教
員
を
各
学
部
所
属
と
す
る
い
わ
ゆ
る
タ

テ
割
で
、
今
日
ま
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
分
野
に
お
い
て
有
す
る
力
量
を
、
か
な
ら
ず
し
も
十
全
に
発
揮
し
う
る
組
織

・
体
制
と
は
な
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
と
り
わ
け
外
国
語
の
場
合
、
担
当
教
員
数
が

既
に
一
学
部
の
規
模
を
上
廻
る
ま
で
に
増
大
し
、
さ
ら
に
今
後
国
際
化
社
会
に
対
応
し
て

の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
現
時
点
で
、
こ
の
問
題
で
の
再
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

〔表11〕就職分野の比較（'78年）（％） 〔表10〕理工系院生数10年間の変化

(就職課発行「就職をめぐる現状と

課題」P17)

。
“
牢
言
若
一
千
の
制
約
条
件
…
…
キ
ャ
ン
泥
ス
問
題
と
財
政
問
題

以
上
の
よ
う
な
基
本
視
角
か
ら
の
検
討
と
同
時
に
、
学
部
新
設
に
た
い
す
る
若
干
の
制
約

条
件
に
つ
い
て
も
、
兇
す
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
主
要
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス

問
題
と
財
政
問
題
に
集
約
さ
れ
る
。

①
キ
ャ
ン
パ
ス
条
件
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
に
、
ま
ず
大
学
設
置
基
準
と
の
関
連
で
見

て
お
く
。
資
料
１
１
３
１
⑤
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
八
○
年
度
に
取
得
し
た
原
谷
校
地

に
よ
っ
て
、
本
学
の
校
地
条
件
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
現
在
開
発
・
整
備
中
で
あ
る
が
、

こ
の
校
地
が
い
わ
ゆ
る
「
中
心
校
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
学
部
を
設
置
し

て
も
な
お
余
裕
が
あ
る
。
同
地
の
条
件
か
ら
し
て
、
認
定
の
可
能
性
は
強
い
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
が
認
定
さ
れ
る
さ
れ
な
い
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
層
の
校
地
拡
大
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
学
生
数
減
の
年
次
計
画
の
進
行
に
伴
な
っ
て
相
対
的
に
改
善
さ
れ
て
は
い
く

が
、
学
部
・
学
科
の
増
設
・
再
編
の
課
題
に
見
合
っ
て
、
と
り
わ
け
現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隣

３
学
部
・
学
科
等
の
新
設
・
再
編
に
お
け
る
基
本
視
角

学
部
・
学
科
の
新
設
・
再
編
の
検
討
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
本
的
視
角
か
ら
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

①
第
一
の
視
角
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
学
園
の
発
展
の
視
角
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
育
研
究

に
お
け
る
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
に
資
す
る
こ
と
が
主
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
同
時

に
学
園
の
民
主
的
運
営
Ｉ
自
治
能
力
の
向
上
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

②
第
二
の
視
角
は
、
大
学
を
と
り
ま
く
あ
る
い
は
今
後
に
予
測
さ
れ
る
情
勢
と
の
か
か
わ

り
で
あ
る
。
高
等
教
育
機
関
お
よ
び
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
に
た
い
す
る
社
会
的
要
請
、

国
民
的
期
待
に
よ
く
応
え
う
る
学
園
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
三
に
、
学
部
の
新
設
が
そ
れ
だ
け
切
り
は
な
さ
れ
て
進
む
の
で
は
な
く
、
既
存
学
部

の
拡
充
や
学
内
構
成
員
の
要
求
の
実
現
と
結
合
し
て
、
全
学
あ
げ
て
の
と
り
く
み
と
し
て

進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
学
の
課
題
と
結
合
し
た
全
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結
集
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
第
四
に
、
全
学
の
課
題
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
二
部
の
抜
本
的

改
革
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

－28 9－
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以
上
の
課
題
、
と
く
に
①
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
部
の
規
模
と
学
科
・
専
攻
体
制
、

外
国
語
教
員
の
組
織
体
制
等
に
つ
い
て
の
抜
本
的
な
検
討
が
さ
け
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

②
理
工
学
部
の
規
模

①
学
部
・
学
科
の
現
状
と
課
題
、
学
問
の
動
向
、
社
会
的
要
請
、
大
学
の
力
量
・
条
件
を

考
慮
に
入
れ
た
ぱ
あ
い
、
検
討
す
べ
き
新
学
部
な
い
し
新
学
科
と
し
て
、
た
と
え
ば
つ
ぎ

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
財
政
基
盤
の
強
化
は
教
学
改
善
の
土
台
と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
新
学
部
の
設
置
に
関
し
て
は
、
建
設
勘
定
で
の
一
時
的
困
難
は
避
け
え
な
い
が
、

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
対
応
で
あ
る
か
ぎ
り
（
土
地
の
手
当
て
が
伴
な
わ
な
い
）
決
定

的
な
悪
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
し
、
理
工
系
学
部
以
外
の
新
設
で
あ
れ
ば
、
経
常
勘
定
で

の
収
支
バ
ラ
、
ノ
ス
は
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
長
期
的
に
見
た
ば
あ
い
、
全
体
と
し
て
の
財

政
基
盤
強
化
に
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

寺
の
ブ
つ
０

理
工
学
部
に
お
い
て
は
、
学
部
学
生
数
減
の
計
画
の
進
行
と
あ
わ
せ
て
、
現
代
科
学
、

技
術
の
高
度
化
お
よ
び
社
会
的
要
請
に
即
し
た
大
学
院
学
生
数
の
増
加
を
は
か
る
べ
き
で

ｂ
現
代
社
会
・
文
化
の
高
度
・
複
雑
化
し
た
椛
造
と
の
関
連
で
地
域
や
人
間
の
あ
り
方

を
問
い
か
え
す
も
の
と
し
て
、
国
民
的
関
心
の
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
教
育
、
な
い
し
は

広
く
発
達
の
問
題
を
取
り
あ
つ
か
う
学
部
あ
る
い
は
学
科
。

５
検
討
課
題
と
し
て
の
新
学
部
・
学
科
お
よ
び
学
部
規
模

以
上
の
検
討
を
へ
て
、
学
園
規
模
問
題
の
具
体
的
施
策
に
か
ん
し
、
と
く
に
つ
ぎ
の
諸
点

の
よ
う
な
分
野
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
配
置
に
つ
い
て
は
、
新
（
第
二
）
修
学
館
間
賑

整
備
問
題
と
も
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ａ
国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
、
外
国
文
化
、
外
国
語
な
い
し
国
際
関
係
諭
等
を
内
容
と

・
近
接
地
で
の
拡
大
を
、
一
定
大
胆
に
か
つ
計
画
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

」
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
配
置
に
つ
い
て
は
、
新
（
第
二
）
修
学
館
問
題
、
理
工
学
部

す
る
学
部
あ
る
い
は
学
科
。

－290－
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Ⅱ
本
学
の
財
政
見
通
し

１
．
九
○
年
ま
で
の
経
常
勘
定
収
支
試
算

２
．
試
算
に
よ
る
単
年
度
収
支
グ
ラ
フ

３
試
算
に
よ
る
累
被
収
支
グ
ラ
フ

本
学
に
お
峠
る
教
学
改
善

１
．
本
学
に
お
け
る
戦
後
の
教
学
改
善
（
運
動
）
略
年
表

２
．
本
学
の
学
生
数
．
志
願
者
数
推
移
グ
ラ
フ

３
．
本
‐
学
の
物
的
・
人
的
条
件

①
現
有
校
地
面
積
一
覧

②
関
西
四
私
大
の
施
設
比
較
表

剛
一
拠
点
計
画
開
始
時
（
六
三
）
～
完
成
時
（
八
一
）
間
の
校

他
私
立
大
学
と
の
対
比
資
料

１
．
一
○
私
立
大
学
の
学
生
・
院
生
数
調
査
（
七
○
、
七
五
、
八
○
年
）

２
社
会
科
学
・
人
文
科
学
・
自
然
科
学
分
野
の
学
生
数
と
構
成
比

４
．
七
九
全
学
協
確
認
・
学
生
数
減
の
年
次
計
画
表

５
．
半
吹
斗
船
型
こ
は
建
つ
／
、
エ
ナ
欠
稚
と
正
当
子
半
土
時
唾
と
鮒
隆
子
隼
下

一
塁
言
↓
・
圭
一
〆
・
差
喜
睦
陶
仕
喜
一
料
琴
…
・
一
三
・
一
三
喜
画
口
三
冒
一
・
辻
喜
一
唖
斗
刃
、
喜
一
書
一
号
皇
グ
ー
・
泡
防
二
辻
喜
一
〃
唾
。
．

４
．
文
学
部
の
学
生
数
規
模
（
付
・
女
子
学
生
数
）

地
の
増
減

側
教
職
員
数
の
推
移

⑤
文
部
省
大
学
設
置
基
準
の
充
足
度

⑥
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
略
図
〔
省
略
〕

減
計
画
に
基
づ
く
年
次
推
定
学
生
数
と
教
学
条
件
改
善
の
推
移

教
職
員
組
合
「
八
一
春
闘
教
研
基
本
要
求
（
案
）
」
抜
粋
〔
省

社
会
科
学
・
人
文
科
学
・
自
然
科
学
分
野
の
学
生

大
学
院
生
数
と
学
部
学
生
に
対
す
る
院
生
の
比
率

学
園
規
模
問
題
に
関
す
る
答
申
の
資
料
集

次

一

〔
注
・
第
六
集
に
収
緑
〕

〔
省
略
〕 －

〔
注
・
第
六
集

に
収
録
〕

Ⅳ
高
等
教
育
に
関
わ
る
基
礎
資
料

１
．
高
等
教
育
の
規
模
等
の
推
移

２
．
高
等
教
育
の
現
況

131211109 8765

男
女
学
生
構
成
比
表
（
女
子
学
生
の
多
い
順
列
）

女
子
学
生
構
成
の
高
い
二
学
部
と
全
体
の
関
係
（
昼
間
）

一
○
私
立
大
学
の
教
育
条
件
比
較
（
七
○
、
七
五
、
八
○
年
）

七
○
↓
七
五
↓
八
○
年
の
教
育
条
件
の
改
蕃

各
分
野
別
の
教
育
条
件
比
較
（
八
○
年
）

私
立
大
学
イ
メ
ー
ジ
調
査
（
リ
ク
ル
ー
ト
）

私
立
大
学
入
試
難
易
度
調
査
（
旺
文
社
）
〔
省
略
〕

一
九
八
○
年
三
月
卒
業
者
の
分
野
別
就
職
決
定
状
況
調
査
〔
省
略
〕

主
要
民
間
企
業
へ
の
就
職
状
況
〔
省
略
〕

-291-
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闇§
ｰl＝

恩豊
ｰｰｰ

爵閉園 』
淫
、
凱
強
汁
神
氏
で
丙
湘
知
（
群
崩
耐
料
喫
樺
愚
痔
彫
宮
Ｓ
歯
蜜
ヨ
喬
唾
巧
両
達
函
蝉
（
甑
牌
垂
舘
虐
ら

伸
園
刑
慌
宍
瞳
辱
ｓ
酎
寧

』
鯉
垣
維
取
惨
障
孟
留
目
グ
函
Ｈ
伸
君
障
同
，

昨
怖
砺
醸
恥
障
同

馬
琶
汁
怖
耶
蕗
０
頭
・
澱
②
頚
凋
軍
陣
■
９
画
倫
個
勝
、
卦
柑
牢
圃

』
塚
】
殖
鵜
垂
画
ト
ミ
同
辻
聖
や
（
昨
怖
罫
″
骨
寮
母
同
逮
藍
蝉
）

］
翫
竺
岬
姻
率
函
琳
皿
恥
陣
■
〃
汁
怖
羽
Ｈ
神
聖

服
穫
順
域
伸
密
・
胴
寵
Ｈ
伸
華
解
■
．
』
．
ｄ

土
必
渦
厩
鉢
曲
阻
個
誼
湘
油

時
湧
洋
昨
俺
噴
障
障
“
ｌ
密
鱗
鴎
・
胴
噂
‐

画
椛
雪
対
圃
鏑
邦

汁
怖
罰
頗
域
悔
里
謁
華
薄
■
ｄ
薗
回
肝
覇
霊

凋
藩

冷
固
聯
画
恥
湘
油
“
怖
固
敵
君
歯
躍
恥
障

■傾
晩
怖
湧
障
画
（
ｌ
密
Ｓ
朝
）

量
萌
麺
覇
痔
桝
（
川
富
謬
《
・
仙
墳
鮮
歯
海
栖

汁
怖
羽
Ｈ
侭
頚
掲
載
申
阻
Ｈ
怖
頚
門
並
両
鮮

歯 目
塀
画
廟
琳
画
恥
・
号
囲
蓮
略
ｅ
四

目
塀
■
剛
聯
な
恥
・
幾
醗
ゴ
薄
随
圏
餌
・

鉢
怖
圏
順
遺
跡
際

蝉
怖
圏
取
迩
陣
■

二
・
芋
哩
幸
手
ｒ
ｑ
ｐ
Ｌ
一
宮
》
い
Ｉ
峠
■
』
醍
賑
一
二
》
二
宮
」
銅
一
号
』
｜
玉
舛
一
一
面
■
Ｆ
』
｜
｜
唾
》
」
二
一
《
一
》
》
ニ
マ
ニ
醒
司
司
哩
Ｆ
二
審
坤
一
里
一
■
ｗ
Ｉ
』
二
一
》
》
畢
踊
１
１
■
一
一
手
■
峠
一
Ｉ
洋
韮
一
（
》
亭
一
二
汗
咋
印
奇
手
面
』
蕊
二
一
一

単
層
迦
詞
聖
廟
登
罫
陽
制
途
藤
田
目
Ｓ
幽
昔
″
Ⅱ
窃

薄
仲
野
噸
．
崇
怖
密
障
■
）

「
頗
唾
伸
覆
”
■
亜
題
汽
Ｊ
ラ
バ
Ｓ
路
庁
Ｓ
」
ｍ
Ｓ
へ
小

豚
賎
↓
Ⅲ
樹
順
睡
怖
腐
陣
■
江
彫
ご

「
Ⅱ
漢
途
選
咽
量
」
湘
鯵

「
惇
■
敵
■
Ｓ
廟
到
卑
■
」
湘
蝋
（
侭
併
昇
函
司
ン
）

怖
圏
］
伸
補
の
色
妾
．
蛾
怖
圏
障
■

怖
岸
宮
片
弓
河
達
■
や
（
「
悔
屋
敵
画
蹴
丹
咽
登
」
串
Ｓ

今
が
豚
際
。
ｌ
津
陣
副
罫
噛
命
丹
俵
．
能
叶
い
弾
怖
叶
牢
粛

陶
．
蛾
怖
樹
即
■
庁
怖
肝
琢
画
引
ン
Ｓ
叶
回
）

「
崎
溝
洋
恥
代
噴
障
両
Ｒ
Ｊ
ラ
八
ｓ
叫
庁
Ｓ
」
叩
Ｓ
今
小

町
■
（
悔
肝
碑
函
副
湯
“
岸
悔
窃
胃
悼
柑
象
弓
ン
）

顕
澗
並
画
ト
ミ
同
途
麗
や
蘭
ご
軸
愈
Ⅱ
恥
牢
稲
閏
ロ
聖
遂
）

閥
Ｈ
怖
圏
は
怖
浄
奪
痔
噛
函
や
（
、
診
泌
別
ご

随
澗
丞
禽
廿
里
周
壁
困
り

う
け
る
配
「
鄭
Ｓ
伸
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1－3－(4)教職員数（学生数）の推移

(注）教職員数は各年度末の現数であるので、後掲Ⅲ－8の数と連うている雪

Ⅲ－8の数値は、各年5月1日現在である。

1－3－(5)文部省設置基準の充足度

教員

校地（1981．al現在＞
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Ⅲ－110私立大学､学生・院生数調査('70'75'80年）

注）①私大連盟調査(毎年5月1日現在）②カッコ内理科系数（内数）③慶応は医学部数を除タ
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Ⅲ－3大学院生数と学部学生に対する院生の比率
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ｑ
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①
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Ｆ
Ｅ
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ｐ
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②
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。
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、「か写行い沓/､9T」岡的酉

「か八け唾妾認雫」岡齢

毒鮮･鮮啓龍

｢､_)畑【やむ'ワrい瞬皇

｢J‘函｢了心↓ご八苦庫」画甑簿
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ｏ
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Ｔ
Ｆ
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七
二
ハ
ニ
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ
し
て

ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
二
〕
☆

は
じ
め
に

立
命
館
大
学
は
、
一
九
六
三
年
以
降
、
全
学
一
致
の
も
と
に
推
進
し
て
き
た
衣
笠
一
拠
点

計
画
も
一
九
八
一
年
一
部
法
学
部
移
転
を
も
っ
て
完
成
し
、
総
合
大
学
と
し
て
八
○
年
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
教
育
・
研
究
の
創
造
・
発
展
を
め
ざ
す
時
期
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
本
学
が
私
学
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
条
件
は
き
び
し
く
、
含
ま
れ
て
い
る
矛
盾

も
大
き
い
。
と
く
に
そ
の
矛
盾
は
二
部
に
集
中
的
に
現
わ
れ
、
二
部
教
学
の
危
機
が
さ
け
ば

れ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
。
一
九
六
三
年
の
「
二
部
対
策
要
綱
」
以
来
、
本
学
は
さ
ま
ざ
ま

の
二
部
教
学
の
改
善
を
は
か
っ
て
き
た
が
、
二
部
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
ひ
と
り
個
別
大
学

の
枠
内
に
お
け
る
努
力
の
問
題
を
こ
え
て
、
わ
が
国
の
文
教
政
策
全
般
の
動
向
や
、
社
会
的

諸
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
二
部
に
お
け
る
有
職
者
の
減
少
、
二
部

の
学
習
実
態
に
端
的
に
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
学
に
お
け
る
二
部
教
学
の

改
善
は
、
現
行
二
溝
時
制
下
に
お
け
る
改
善
・
充
実
を
な
お
い
っ
そ
う
す
す
め
つ
つ
も
、
二

部
問
題
の
根
元
に
た
っ
た
抜
本
的
な
改
革
を
必
要
と
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
今
や
だ
れ
の

目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
九
年
度
長
計
第
四
小
委
員
会
は
、
今
日
の
二
部
教
学
の
か
か
え
る
深
刻
な
危
機
と

二
部
を
め
ぐ
る
全
国
的
動
向
を
分
析
し
、
二
部
教
育
に
対
す
る
国
民
の
要
求
と
そ
の
対
象
と

す
べ
き
層
の
所
在
を
確
認
し
た
上
、
二
部
改
革
の
課
題
が
、
二
部
教
育
の
対
象
と
な
る
層
を

禎
極
的
に
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
層
が
入
学
す
る
上
で
の
障
碍
を
排
除
し
、
そ
の
教
育
要
求
に

こ
た
え
う
る
よ
う
に
、
入
学
制
度
、
教
育
課
程
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
二
部
責
任
体
制
等
を
根

本
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
し
た
。

七
九
年
全
学
協
議
会
確
認
も
、
二
講
時
制
下
の
学
生
実
態
か
ら
見
ら
れ
る
問
題
の
重
大
性
、

二
講
時
制
実
施
以
降
の
新
た
な
危
機
が
客
観
的
に
進
行
し
て
い
る
情
勢
の
も
と
で
、

①
小
集
団
教
育
と
く
に
サ
ブ
ゼ
ミ
の
指
導
強
化
、
②
前
・
後
期
集
中
開
講
、
③

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

新
入
生
合
宿
の
実
施
、
④
休
講
問
題
、
⑤
再
試
験
の
改
善
、
⑥
責
任
体
制

の
強
化
、
の

六
項
目
の
当
面
の
改
善
策
レ
ー
、

①
二
講
時
制
の
充
実
、
②
英
語
教
育
の
改
善
、
③
ク
ラ
ス
学
生
定
員
減
、

④
学
生
部
・
二
部
の
連
携
強
化
、
⑤
二
部
入
試
の
改
善
、
の

五
項
目
の
基
本
施
策
を
追
求
す
べ
き
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ

以
降
の
長
期
的
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
を
あ
げ
た
。
こ
の
う
ち

六
項
目
の
当
面
の
改
善
策
は
す
で
に
実
施
に
移
さ
れ
て
お
り
、
五
項
目
の
基
本
施
策
も
二
部

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
実
現
を
は
か
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
二
講
時
制
改
革
実
施
以
降
の
経
過
に
た
っ
て
、
現
行
二
溝
時
制
下
に

お
け
る
二
部
教
学
の
現
状
を
全
面
的
に
総
括
し
、
当
面
改
善
・
充
実
す
べ
き
諸
方
針
を
提
起

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
長
期
的
課
題
が
こ
こ
で
は
問
題
と
な
る
。

一
九
八
○
年
度
長
期
計
画
委
員
会
に
対
し
、
総
長
よ
り
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
に
つ

い
て
諮
問
が
あ
り
、
そ
の
さ
い
留
意
事
項
と
し
て
、
本
学
に
お
け
る
二
部
教
学
の
歴
史
的
・

社
会
的
総
括
を
ふ
ま
え
、
二
部
の
学
生
実
態
を
ふ
く
む
現
状
把
握
に
基
づ
き
、
「
勤
労
者
の

た
め
の
大
学
教
育
」
の
堅
持
と
保
障
の
立
場
に
立
ち
、
生
涯
教
育
の
社
会
的
要
請
を
も
考
慮

し
つ
つ
、
進
め
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

本
第
二
小
委
員
会
は
、
総
長
の
諮
問
以
前
に
、
専
門
委
員
を
加
え
て
発
足
し
、
二
部
教
学

の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
の
検
討
に
着
手
し
た
。
そ
の
さ
い
一
九
七
九
年
度
長
計
第
四
小
委

員
会
が
提
示
し
た
改
革
の
基
本
線
を
継
承
し
、
七
九
年
度
全
学
協
議
会
で
指
摘
さ
れ
た
問
題

点
を
ふ
ま
え
、
他
大
学
の
二
部
対
策
の
傾
向
を
調
査
し
、
各
部
課
の
協
力
を
得
て
、
学
生
実

態
の
把
握
に
努
め
た
。
そ
し
て
総
長
の
諮
問
お
よ
び
留
意
事
項
を
受
け
て
、
本
格
的
な
作
業

を
進
め
、
討
議
を
重
ね
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
の
課
題
は
、
一
方
で
は
二
部
教
学
の
歴
史
的
・

社
会
的
展
開
を
総
括
し
、
他
方
で
は
八
○
年
代
以
降
を
展
望
す
る
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
現

在
の
二
部
学
生
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
状
況
、
二
部
学
生
の
勉
学
・
勤
労
・
生
活
の
実
態
に

基
づ
い
て
、
勤
労
青
年
層
の
掘
り
起
こ
し
、
入
学
資
格
、
入
試
制
度
の
改
革
な
ど
、
い
わ
ば

入
口
の
問
題
か
ら
、
二
部
の
教
育
課
程
、
教
育
内
容
、
教
育
方
法
な
ど
、
い
わ
ば
中
昧
の
問

題
、
二
部
卒
業
生
の
就
職
、
留
年
な
ど
、
い
わ
ば
出
口
の
問
題
、
厚
生
補
導
や
二
部
責
任
体
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制
の
問
題
な
ど
、
論
議
す
べ
き
領
域
は
き
わ
め
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
向
を
発
見
す
る
こ
と
は
容
易
な
ら

ぬ
作
業
で
あ
る
。
二
部
教
学
の
危
機
が
た
え
ず
指
摘
さ
れ
て
き
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

が
は
か
ら
れ
て
き
た
が
、
も
は
や
小
手
先
の
対
策
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
全
学
の
共

通
の
認
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
従
来
の
改
善
の
努
力
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
越
え

る
構
想
が
必
要
で
あ
る
。
衣
笠
一
拠
点
も
漸
く
完
成
し
、
物
理
的
に
も
全
学
が
統
一
し
、
八

○
年
代
以
降
の
総
合
大
学
を
展
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革

を
検
討
す
る
好
機
で
あ
り
、
こ
の
時
機
を
お
い
て
は
な
い
。

本
委
員
会
は
、
一
九
八
○
年
四
月
以
来
、
鋭
意
検
討
を
重
ね
、
一
九
八
一
年
三
月
、
そ
の

内
容
を
中
間
的
に
ま
と
め
て
「
中
間
報
告
」
と
し
て
発
表
し
、
学
内
術
機
関
お
よ
び
諸
パ
ー

ト
の
討
議
を
要
請
し
、
多
数
の
械
極
的
な
意
兇
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
委
員
会
は
、

こ
れ
か
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
引
き
つ
づ
い
て
検
討
を
続
行
し
、
こ
こ
に
本
委
員
会
と
し

て
の
最
終
の
ま
と
め
を
行
な
い
、
答
申
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
学
が
、
本
学
に
お
け
る
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
な
検
討
を
す
す
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
が
す
ぐ
れ
て
、
国
の
必
要
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
と
い
う
側

面
を
も
つ
の
に
対
し
、
大
学
に
お
け
る
二
部
教
育
は
つ
ね
に
国
民
の
要
求
、
と
く
に
昼
間
勤

労
に
従
事
し
つ
つ
高
等
教
育
を
う
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
こ
た
え
る
大
学
教
育
と
し
て
存
続

・
発
展
し
て
き
た
と
い
う
長
い
歴
史
性
と
社
会
性
を
も
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
九
五
○
年
以
降
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
政
策
は
、
イ
ン
フ
レ
・
高
物
価
、

公
害
、
環
境
破
壊
等
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
二
部
教
育
に
つ
い
て
も
強

い
影
響
を
与
え
た
。
大
学
進
学
率
が
著
し
く
上
昇
し
た
結
果
、
従
来
二
部
学
生
の
中
心
と
な

っ
て
い
た
勤
労
学
生
の
母
体
層
が
減
少
し
、
二
部
志
願
者
中
、
有
職
者
の
占
め
る
割
合
も
低

下
し
て
き
た
。
ま
た
教
育
に
お
け
る
差
別
選
別
政
策
は
、
進
学
競
争
を
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
ほ
ど
激
化
さ
せ
、
有
名
大
学
を
頂
点
と
す
る
大
学
間
格
差
を
実
質
以
上
に
拡
大
し
、

一
・
二
部
間
の
学
力
格
差
も
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
部
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、

Ｉ
二
部
教
学
を
め
ぐ
る
全
般
的
情
勢

や
む
を
え
ず
二
部
へ
進
学
し
た
と
い
う
、
無
職
の
「
二
部
ま
わ
り
」
が
増
加
し
、
勤
労
学
生

を
大
学
か
ら
駆
逐
し
よ
う
と
し
て
い
る
い
加
え
て
職
場
の
合
理
化
・
労
働
強
化
が
進
行
す
る

な
か
で
、
勤
労
青
年
が
容
易
に
進
学
で
き
ず
、
進
学
し
て
も
毎
日
通
学
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
が
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
る
。
従
来
の
公
務
員
に
代
表
さ
れ
る
定
職
の
学
生
に
代
わ
っ
て
長

期
ま
た
は
短
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る
学
生
が
進
出
し
て
き
た
。

勤
労
青
年
に
対
し
て
大
学
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
責
務
は
本
来
、
国
に
あ
る
。
国
は
現

在
、
中
教
審
路
線
と
高
等
教
育
整
備
計
画
の
名
の
も
と
に
、
大
都
市
圏
内
に
お
け
る
大
学
の

新
増
設
を
ひ
き
続
き
抑
制
し
よ
う
と
し
、
ま
た
高
等
教
育
の
多
様
化
と
称
し
て
「
放
送
大
学
」

の
設
立
準
備
や
専
修
学
校
に
対
す
る
援
助
を
進
め
て
い
る
が
、
一
般
大
学
の
二
部
教
育
に
対

し
て
は
ほ
と
ん
ど
無
視
な
い
し
切
り
捨
て
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
私
学
経
常
没
助
成
に
お

い
て
も
二
部
教
育
に
対
す
る
特
別
助
成
は
ま
だ
少
な
く
、
学
生
数
対
教
職
員
数
に
お
け
る
デ

メ
リ
ッ
ト
を
補
正
す
る
に
も
足
り
な
い
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
政
策
・
文
教
政
策
の
も
と
で
、
二
部
教
育
は
全
国
的
に
み
て
も
危
機
的

状
況
に
あ
る
。
ど
の
大
学
の
二
部
に
お
い
て
も
、
勤
労
学
生
の
減
少
と
、
「
二
部
ま
わ
り
」

の
増
加
、
基
礎
学
力
の
低
下
と
大
学
教
育
水
準
維
持
の
困
難
と
・
い
う
課
題
に
苦
し
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
に
対
し
て
他
の
諸
大
学
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
大
別
し
て
三
種
の
方
向
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
二
部
志
願
者
数
の
漸
減
に
応
じ

て
二
部
を
縮
小
し
、
遂
に
は
二
部
の
廃
止
も
や
む
を
え
な
い
と
す
る
消
極
的
対
応
で
あ
る
。

入
試
学
力
点
を
一
部
と
あ
ま
り
差
が
開
か
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
（
お
の
ず
か
ら
縮
小
す
る
結

果
と
な
る
。
第
二
は
、
積
極
的
に
「
二
部
ま
わ
り
」
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
転
部
の
機
会
を

保
障
す
る
な
ど
二
部
を
一
部
の
補
欠
学
部
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
二
部
の
存
続

を
図
ろ
う
と
す
る
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
力
私
学
が
近
時
か
な
り
採
用
し
て
い
る
方
向
で

あ
っ
て
、
有
力
私
学
で
あ
れ
ば
二
部
で
も
よ
い
と
す
る
受
験
生
も
少
な
く
な
い
か
ら
、
入
試

学
力
点
を
か
な
り
高
水
準
に
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
入
試
に
不
利
な
勤
労

学
生
の
比
率
は
ご
く
僅
か
な
も
の
と
な
り
、
夜
間
開
講
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
も
は
や

勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
と
は
い
え
な
い
。
第
三
は
、
あ
く
ま
で
勤
労
者
を
対
象
と

し
、
勤
労
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
教
育
を
つ
く
り
出
し
、
広
く
勤
労
者
に
訴
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
二
部
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
選
ぶ
大
学
は
多
い
と

は
い
え
な
い
が
、
本
学
は
こ
の
方
向
を
今
後
と
も
追
求
し
て
い
き
た
い
。
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１
’
九
六
三
年
の
第
一
次
二
部
改
革
と
そ
の
後
の
経
過

一
九
○
○
年
、
本
学
が
夜
間
の
京
都
法
政
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
八
○
年
間
、
本

学
の
二
部
は
多
く
の
人
材
を
育
て
、
大
き
な
社
会
的
役
割
を
果
し
て
き
た
。
戦
後
に
お
い
て

も
二
部
の
役
割
は
大
き
く
、
一
九
五
一
年
ま
で
は
二
部
学
生
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
「
高
度

成
長
」
の
は
じ
ま
る
一
九
五
○
年
代
の
後
半
以
降
、
二
部
志
願
者
数
の
減
少
と
無
職
学
生
の

増
加
な
ど
二
部
を
め
ぐ
る
情
勢
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
し
て
実
施
さ
れ
た
、
一
九
六
三
年
の
「
二
部
対
策
要
綱
」
に
も
と

づ
く
第
一
次
二
部
改
革
は
、

①
「
二
部
ま
わ
し
」
を
廃
止
し
、
働
き
つ
つ
学
ぶ
青
年
に
大
学
の
門
を
開
く
措
置
を
と

り
②
二
部
教
学
独
自
の
課
題
に
こ
た
え
る
二
部
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、

③
二
部
教
学
に
責
任
を
も
つ
二
部
協
議
会
と
二
部
事
務
室
を
設
置
す
る
、

な
ど
の
改
革
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
創

造
へ
の
画
期
的
な
第
一
歩
を
ふ
み
だ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
十
数
年
間
に
行
な
わ
れ
た
二
部
教
学
の
改
善
、
と
く
に
一
回
生
か
ら
四
回
生
ま

で
の
小
集
団
教
育
体
系
の
拡
充
と
そ
れ
を
軸
と
す
る
教
学
の
改
善
、
サ
ブ
ゼ
ミ
ア
ワ
ー
と
「
固

定
教
室
」
の
保
障
、
学
生
談
話
室
と
学
生
共
同
研
究
室
の
設
置
、
自
習
室
の
確
保
と
図
書
館

の
時
間
延
長
、
な
ど
の
教
学
と
教
育
勉
学
条
件
の
改
革
は
、

①
基
礎
学
力
の
充
実

②
自
主
的
・
集
団
的
学
習
の
前
進

③
教
育
内
容
の
国
民
的
立
場
に
立
っ
た
現
代
化
・
総
合
化

と
い
う
教
学
改
善
の
三
重
点
課
題
で
重
要
な
到
達
点
を
う
み
だ
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
転
部

制
度
の
廃
止
（
一
九
六
八
年
）
、
有
職
者
優
遇
措
置
の
実
施
（
一
九
六
九
年
）
に
よ
っ
て
勤

労
者
の
確
保
を
は
か
っ
て
き
た
。

２
二
講
時
制
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
第
二
次
一
一
部
改
革
の
も
と
で
の
教
学
改
善

一
九
七
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
一
拠
点
・
二
講
時
制
は
、
勤
労
学
生
を
と
り
ま
く
社
会

Ⅱ
本
学
に
お
ほ
る
二
部
改
革
の
経
過
と
二
部
教
学
の
実
態

的
・
経
済
的
条
件
の
悪
化
に
対
処
し
、
伽
き
つ
つ
学
ぶ
勤
労
学
生
の
す
ぐ
れ
た
特
質
、

①
現
代
的
諸
問
題
へ
の
関
心
と
問
題
意
識
の
つ
よ
さ

②
多
面
的
学
習
意
欲
と
専
門
知
識
へ
の
要
求
の
つ
よ
さ

③
規
律
性
と
責
任
感
の
つ
よ
さ

を
積
極
的
に
生
か
す
見
地
か
ら
、
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
の
新
た
な
発
展
を

め
ざ
す
も
の
と
し
て
と
り
く
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
二
部

全
学
部
を
結
集
し
て
総
合
大
学
と
し
て
の
力
量
を
生
か
し
、
従
来
の
三
講
時
か
ら
二
講
時
へ

の
移
行
に
よ
っ
て
、

①
可
能
な
か
ぎ
り
二
瀧
時
全
体
の
受
識
と
系
統
的
履
修
お
よ
び
自
主
的
学
習
時
間
を
保

障
し
、
講
義
時
間
の
延
長
（
八
○
分
か
ら
九
○
分
へ
）
で
教
学
内
容
を
充
実
す
る
物
質

的
条
件
を
と
と
の
え
る
と
と
も
に
、

②
こ
の
よ
う
な
教
学
改
善
を
基
礎
と
し
て
自
主
的
、
集
団
的
学
習
の
新
し
い
展
開
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
講
時
制
の
実
施
以
来
三
年
の
経
過
の
な
か
で
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
教

学
改
善
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
。

⑩
勤
労
学
生
確
保
の
施
策
と
入
試
制
度
の
改
革

①
勤
労
学
生
確
保
の
施
策
と
し
て
、
在
学
生
に
対
す
る
定
職
斡
旋
は
、
多
く
の
困
難

を
か
か
え
つ
つ
も
学
生
部
を
中
心
に
一
定
の
と
り
く
み
が
な
さ
れ
た
。
京
都
府
の
定

時
制
高
校
の
進
路
指
導
教
員
と
定
期
的
に
懇
談
す
る
と
と
も
に
京
都
府
教
育
委
員
会

と
の
連
携
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
自
治
体
等
に
た
い
す
る
広
報
・
募
集
活
動
を
強
化

し
て
き
た
。

、
②
入
試
制
度
の
改
革
で
は
、

、
有
職
者
優
遇
措
置
を
改
善
・
強
化
し
た
が
、

⑥
一
九
八
○
年
度
か
ら
推
薦
入
学
制
度
を
実
施
し
、
二
三
○
名
の
志
願
者
で
七

八
名
合
格
）
。
八
一
年
度
か
ら
は
勤
労
者
特
別
入
学
試
験
と
名
称
を
改
め
た
（
一

九
三
名
の
志
願
者
で
一
三
一
名
合
格
）
。

＠
ま
た
一
九
八
一
年
度
か
ら
二
部
独
自
の
入
学
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

③
以
上
の
よ
う
な
改
革
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
確
保
の
面
で
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
る

が
、
な
お
定
職
者
が
過
半
数
を
越
え
る
に
い
た
っ
て
い
ず
、
入
試
制
度
の
抜
本
的
改
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革
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

②
大
講
義
の
改
善

①
勤
労
学
生
が
も
っ
て
い
る
現
実
的
問
題
意
識
に
こ
た
え
る
趣
旨
で
設
置
さ
れ
た
特

講
制
度
は
、
特
講
の
テ
ー
マ
と
内
容
の
も
つ
新
鮮
さ
や
学
生
の
問
題
関
心
へ
の
近
さ
、

短
期
集
中
の
緊
張
力
な
ど
の
た
め
に
一
定
の
効
果
を
あ
げ
、
受
講
枠
の
拡
大
に
も
寄

与
し
て
い
る
。
個
々
の
科
目
の
内
容
や
方
法
の
改
善
と
し
て
は
、
各
教
員
の
創
意
工

夫
と
教
師
集
団
の
経
験
交
流
の
な
か
で
、
勤
労
者
と
し
て
の
経
験
を
考
慮
し
た
素
材

の
導
入
、
具
体
的
事
例
の
導
入
、
資
料
の
配
布
、
小
テ
ス
ト
・
レ
ポ
ー
ト
・
感
想
文

を
課
す
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
二
識
時
制
が
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
従
来
以
上
に
講
義
へ
の
出
席
率
を
高
め
、

系
統
的
か
つ
確
実
に
単
位
を
取
得
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
実

は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
出
席
率
と
単
位
取
得
率
向
上
の
措
置
と
し
て
、
開

講
時
に
各
専
任
教
員
か
ら
講
義
へ
の
出
席
の
意
義
を
説
き
、
毎
月
一
回
出
席
調
査
を

行
な
っ
て
き
た
。

ま
た
教
員
の
側
で
も
、
休
誰
を
し
な
い
よ
う
に
最
大
限
努
力
し
て
き
た
。
さ
ら
に

社
会
科
学
系
学
部
で
は
、
固
有
専
門
科
目
の
八
～
一
○
科
目
を
前
・
後
期
集
中
開
講

と
し
た
。
ま
た
過
渡
的
措
置
と
し
て
再
試
験
制
度
の
拡
大
を
行
な
っ
た
。

③
以
上
の
よ
う
な
大
講
義
の
改
善
へ
の
と
り
く
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
期
の
目
的

は
必
ず
し
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
現
在
の
二
部
危
機
の
進
行

状
況
か
ら
考
え
る
と
、
勤
労
学
生
の
要
求
を
根
本
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
学
部
・

学
科
の
再
編
成
を
も
含
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
面
的
な
再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て

い
↓
今
。

③
小
集
団
教
育
の
改
善

①
小
集
団
教
育
の
改
善
の
た
め
に
、
一
九
八
○
年
度
の
新
入
生
か
ら
、
一
ク
ラ
ス
の

定
員
を
五
○
名
と
し
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
合
宿
を
実
施
し
、

一
回
生
前
期
に
つ
い
て
は
一
時
間
程
度
教
員
が
サ
ブ
ゼ
ミ
の
指
導
を
行
な
っ
て
き
た
。

ま
た
二
回
生
以
上
の
サ
ブ
ゼ
ミ
の
指
導
も
強
化
さ
れ
て
き
た
。

②
以
上
の
点
か
ら
サ
ブ
ゼ
ミ
活
動
の
前
進
や
自
主
ゼ
ミ
の
結
成
な
ど
ク
ラ
ス
を
基
礎

と
し
た
活
動
に
お
い
て
一
定
の
前
進
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
ク
ラ
ス
間
の
ァ

３
有
職
者
の
減
少
と
ア
ル
歴
イ
ト
・
無
職
者
の
増
大

①
本
学
二
部
に
学
ぶ
勤
労
学
生
の
就
業
形
態
・
就
業
状
態
は
、
い
つ
く
か
の
段
階
を
た

ど
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
第
一
次
二
部
改
革
の
一
九
六
三
年
か
ら
六
七
年
こ
ろ

ま
で
は
、
一
回
生
新
入
学
生
の
う
ち
、
無
職
者
が
二
○
％
～
三
○
％
を
占
め
、
有
職
者

（
家
業
従
事
者
を
含
む
）
は
七
○
％
～
八
○
％
ち
か
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
有
職
者
の
な

か
に
は
、
ほ
ぼ
一
○
％
く
ら
い
の
ア
ル
バ
イ
ト
者
も
含
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
一

九
六
三
年
の
調
査
の
み
ア
ル
バ
イ
ト
を
区
別
し
て
い
る
）
。
転
部
制
度
の
廃
止
二
九

六
八
年
）
、
定
時
制
卒
業
者
優
遇
措
置
（
一
九
六
九
年
）
、
有
職
者
優
遇
措
置
二
九

七
○
年
）
の
実
施
か
ら
一
九
七
○
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
お
な
じ
く
一
回
生
新
入
学

生
の
う
ち
、
無
職
者
が
三
％
前
後
に
激
減
し
、
か
わ
っ
て
長
期
・
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者

が
三
五
％
～
四
○
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
，
こ
れ
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
実
際
の
増

大
傾
向
と
と
も
に
、
無
職
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
た
ん
な
る
「
形
態
転
換
」
を
あ
ら
わ

す
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
こ
の
時
期
に
は
、
定
職
者
が
六
○
％
前
後
へ
と
若
干
の
減
少

を
み
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
○
年
代
の
後
半
以
降
ふ
た
た
び
無
職
者
の
形
態

が
著
増
し
は
じ
め
、
一
回
生
新
入
学
生
の
う
ち
約
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
を
し
め
る

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
定
職
者
は
四
○
％
前
後
へ
と
急
速
に
減
少
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
残
り
の
三
割
前
後
が
長
期
・
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
で
あ
る
が
、
秋
の
調
査
に
な
る

と
入
学
時
無
職
者
の
半
数
以
上
は
長
期
・
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
に
変
わ
っ
て
い
く
。

二
部
全
回
生
を
と
っ
て
み
て
も
、
一
九
七
○
年
代
前
半
に
六
○
％
を
こ
え
て
い
た
定

ン
バ
ラ
ン
ス
、
学
生
間
、
教
員
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。

今
後
と
も
小
集
団
教
育
を
軸
と
し
て
教
学
全
般
の
改
善
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
小
集
団
の
指
導
は
「
学
生
の
自
主
性
を
育
て
る
」
点
に
最

も
重
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
二
講
時
制
の
も
と
で
の
教
学
改
善
の
と
り
く
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
部

教
学
の
危
機
の
進
行
は
き
わ
め
て
急
激
で
あ
り
、
新
し
い
二
部
教
学
の
創
造
は
従
来
の
改
革

の
単
純
な
延
長
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
七
九
年
全
学
協
確
認
が
、
従
来
の
教
学
改
革
の

基
礎
の
う
え
に
、
二
部
教
学
の
抜
本
的
改
革
（
第
三
次
二
部
改
革
）
の
課
題
を
提
起
し
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
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職
者
の
比
重
は
、
一
九
七
○
年
代
の
後
半
以
降
五
○
％
へ
、
さ
ら
に
現
在
の
四
○
％
へ

と
著
し
く
低
落
し
て
い
る
。

一
九
八
○
年
度
の
受
講
登
録
時
の
調
査
で
は
、
二
部
全
回
生
の
就
業
形
態
は
、
定
職

者
三
六
・
八
％
、
家
業
従
事
者
二
・
七
％
、
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
二
四
・
○
％
、
短
期

ア
ル
バ
イ
ト
者
七
・
八
％
、
無
職
者
一
七
・
四
％
、
未
登
録
六
・
九
％
、
不
明
四
・
四

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
○
年
度
の
新
入
生
の
定
職
者
は
、
「
特
別
入
試
」

に
よ
る
七
八
名
の
入
学
も
あ
っ
て
、
七
九
年
度
に
比
べ
て
二
・
六
％
上
昇
し
、
四
五
・

三
％
に
ま
で
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
無
職
者
二
七
・
九
％
、
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
一
八

・
一
％
、
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
六
・
五
％
、
不
明
二
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
定

職
者
が
過
半
数
を
越
え
る
ま
で
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

②
本
学
二
部
で
は
、
入
試
に
際
し
て
、
有
職
者
へ
の
優
遇
措
置
を
強
化
し
、
一
九
八
○

年
度
よ
り
実
施
し
た
「
勤
労
者
特
別
入
試
」
、
自
治
体
・
企
業
・
定
時
制
高
校
へ
の
働

き
か
け
な
ど
の
諸
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
職
率
の
低
下
傾
向
を
な
ん
と
か

お
し
と
ど
め
よ
う
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
背
景
に
は
、
「
高
度
成
長
」

期
以
降
の
大
学
進
学
率
の
急
増
と
高
卒
就
職
者
の
減
少
、
働
き
つ
つ
学
ぶ
二
部
学
生
の

母
体
層
の
急
激
な
減
少
と
い
う
大
き
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
が
あ
る
こ
と
も
十
分
考

慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
国
の
高
校
卒
業
者
は
、
第
一
次

二
部
改
革
の
一
九
六
三
年
の
九
八
七
、
四
二
六
人
か
ら
急
増
期
の
一
九
六
七
年
の
一
、

六
○
三
、
一
二
二
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
あ
と
、
一
九
六
九
年
に
は
一
、
四
九
六
、
九

七
二
人
に
も
ど
り
、
そ
の
後
は
そ
う
大
き
な
変
化
な
く
一
九
七
七
年
の
一
、
四
○
三
、

三
四
三
人
、
一
九
七
九
年
の
一
、
三
八
三
、
五
三
九
人
、
一
九
八
○
年
の
一
、
三
九
九
、

二
九
二
人
と
推
移
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
高
卒
就
職
者
は
、
一
九
六
三
年
の
六
二
六
、

○
六
五
人
（
高
卒
就
職
者
率
六
三
・
四
％
）
か
ら
一
九
六
七
年
の
九
四
一
、
三
六
六
人

に
増
え
た
あ
と
（
率
と
し
て
は
五
八
・
七
％
に
低
下
）
、
一
九
六
九
年
に
は
八
八
二
、

三
四
九
人
（
五
八
・
九
％
）
、
一
九
七
七
年
五
九
六
、
九
四
三
人
（
四
二
・
五
％
）
、

一
九
七
九
年
五
九
一
、
一
八
三
人
（
四
二
・
七
％
）
、
一
九
八
○
年
五
九
九
、
六
九
三

人
（
四
二
・
九
％
）
と
急
速
に
減
少
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
京
都
府
の
高
校
卒
業
者
を

と
っ
て
み
て
も
、
一
九
六
三
年
の
二
二
、
八
一
四
人
か
ら
一
九
六
七
年
の
三
七
、
九
七

九
人
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
あ
と
、
一
九
六
北
年
の
三
一
、
○
九
六
人
、
一
九
七
七
年
の

二
七
、
五
一
二
人
、
一
九
七
九
年
の
二
六
、
六
一
二
人
、
一
九
八
○
年
の
二
六
、
九
一

七
人
と
な
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
高
卒
就
職
者
は
一
九
六
三
年
の
一
三
、
四
三
九
人

（
五
八
・
九
％
）
か
ら
一
九
六
七
年
の
二
○
、
二
五
五
人
（
五
三
・
三
％
）
に
増
え
た

あ
と
、
一
九
六
九
年
に
は
、
一
六
、
五
六
六
人
（
五
三
・
二
％
）
、
一
九
七
七
年
九
、

一
九
五
人
（
三
三
・
四
％
）
、
一
九
七
九
年
八
、
九
一
八
人
（
三
三
・
五
％
）
、
一
九

八
○
年
九
、
五
一
八
人
（
三
五
・
四
％
）
と
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
卒
就
職
者
が
、
比
率
に
し
て
約
二
○
％
、
絶
対
数
に
し
て
ピ
ー
ク

時
の
半
分
に
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学
二
部
の
入
学
志
願
者
を
み
て
み
る
と
、

一
九
六
三
年
の
一
、
九
二
四
人
か
ら
一
九
六
七
年
の
三
、
九
○
九
人
に
倍
増
し
た
あ
と
、

一
九
六
九
年
三
、
七
八
六
人
、
一
九
七
五
年
四
、
○
五
○
人
、
一
九
七
七
年
三
、
三
二

一
人
、
一
九
七
八
年
三
、
九
五
○
人
、
一
九
七
九
年
三
、
六
○
○
人
、
一
九
八
○
年
三
、

○
○
○
人
と
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
そ
う
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
高
卒
就
職
者
と
い
う
母
体
屑
の
変
化
と
本
学
二
部
入
学
志
願
者
の
推
移

と
の
あ
い
だ
に
は
、
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
う
み
だ
さ
れ
て
き
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
本
学
二
部
を
受
験
し
た
動
機
を
た
ず
ね
た
一
九
七
八
年
度
の
調
査
で
、
「
他

大
学
や
一
部
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
」
と
答
え
た
も
の
は
一
二
・
四
％
（
う
ち
、
定
職

者
に
つ
い
て
は
一
二
・
○
％
、
家
業
従
事
者
一
二
・
六
％
、
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
二
八

・
○
％
、
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
二
六
・
七
％
、
無
職
者
二
三
・
六
％
）
を
占
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
一
九
七
○
年
代
の
後
半
以
降
、
近
畿
の
少
な
か
ら
ぬ
公
・
私
立
大
学
で
二

部
（
夜
間
）
が
縮
小
・
廃
止
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
影
響
を
も
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
学
二
部
の
人
学
志
願
者
の
う
ち
、
京
都
府
の
高
校
卒
業

者
が
占
め
る
比
率
は
、
一
九
六
七
年
の
四
五
・
七
％
か
ら
一
九
八
○
年
の
三
五
％
へ
約

一
○
％
系
統
的
に
低
下
し
、
そ
の
絶
対
数
も
減
少
し
て
い
る
の
に
、
逆
に
大
阪
府
の
そ

れ
は
一
九
六
七
年
の
一
四
・
七
％
か
ら
一
九
八
○
年
の
二
五
・
九
％
へ
約
一
○
％
増
大

し
、
ま
た
兵
庫
県
も
六
・
四
％
か
ら
八
・
六
％
へ
増
大
し
て
い
る
。

③
産
業
別
・
職
種
別
就
業
状
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
定
職
者
で
は
、
公
務
員
・
準

公
務
員
の
比
率
が
こ
の
一
○
数
年
四
○
％
前
後
を
し
め
て
い
る
。
（
た
だ
し
、
一
九
七

六
年
二
八
・
六
％
、
一
九
七
七
年
二
三
・
一
％
と
例
外
的
に
低
下
し
た
と
き
が
あ
る
）
・

そ
の
な
か
で
は
、
採
用
シ
ス
テ
ム
の
変
化
も
あ
っ
て
地
方
公
務
員
の
比
重
が
少
な
く
な
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り
、
か
わ
っ
て
国
税
庁
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
関
係
者
が
相
対
的
に
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
一
九
八
○
年
度
の
全
回
生
に
つ
い
て
も
、
公
務
員
・
準
公
務
員
が
定
職
者
の

う
ち
四
四
・
八
％
を
占
め
て
、
や
は
り
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
民
間
企

業
勤
務
者
も
三
○
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
中
小
零
細
企
業
に
勤
務
し

て
い
る
も
の
が
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
人
経
営
に
勤
務
す
る
も
の
が
一

八
・
二
％
あ
り
、
そ
の
勤
務
状
態
に
は
小
規
模
な
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
、
通
学
・
勉

学
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
面
が
あ
る
。

職
種
別
で
は
、
「
事
務
職
」
が
減
少
し
、
一
回
生
新
入
学
生
の
な
か
に
占
め
る
そ
の

比
率
を
み
て
も
、
一
九
七
一
年
の
四
七
・
三
％
か
ら
一
九
七
九
年
の
一
二
・
八
％
へ
と

半
分
以
下
に
落
ち
て
い
る
。
か
わ
っ
て
「
セ
ー
ル
ス
」
、
「
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
店
員
」
、

「
生
産
労
働
者
」
の
比
重
が
増
大
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
第
三
次
産
業
化
、
グ
レ
ー

カ
ラ
ー
化
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
化
と
い
う
社
会
的
傾
向
が
本
学
に
お
い
て
も
み
て
と
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
長
期
・
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
「
サ
ー
ビ
ス
」

「
生
産
労
働
者
」
、
「
セ
ー
ル
ス
」
に
集
中
し
て
い
る
（
一
九
七
八
年
の
全
回
生
に
つ

い
て
の
調
査
で
は
、
三
一
・
三
％
が
「
サ
ー
ビ
ス
」
、
一
七
・
三
％
が
「
生
産
労
働
者
」
、

一
二
・
二
％
が
「
セ
ー
ル
ス
」
）
。
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
「
時
間
的
拘
束
を
受
け
な

い
」
、
「
地
元
で
卒
業
後
就
職
し
た
い
」
、
「
新
人
と
し
て
就
職
に
有
利
で
あ
る
」
な
ど

の
判
断
か
ら
従
事
し
て
い
る
面
も
あ
り
、
必
ず
し
も
経
済
面
の
み
か
ら
は
み
ら
れ
な
い

が
、
そ
の
就
職
先
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
り
、
社
会
保
険
や
労
働
条
件
の

面
で
無
権
利
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

④
京
都
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
八
○
年
度
の
初
任
給
（
事
務
系
）
は
、

公
務
員
で
七
八
、
九
○
○
円
（
全
国
）
ｊ
八
六
、
五
○
○
円
（
京
都
市
）
、
民
間
企
業

で
最
低
八
○
、
○
○
○
円
～
最
高
一
六
二
、
九
五
○
円
、
全
産
業
平
均
男
子
九
五
、
七

○
三
円
、
女
子
九
三
、
六
六
九
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
学
二
部
学
生
の
と
こ

ろ
で
は
、
一
九
八
○
年
度
一
回
生
の
定
職
者
中
央
値
で
み
る
と
、
自
宅
九
二
、
○
○
○

円
、
自
宅
外
九
四
、
○
○
○
円
（
税
込
月
収
）
、
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
自
宅
七
五
、

○
○
○
円
、
自
宅
外
八
○
、
○
○
○
円
と
な
っ
て
お
り
、
上
記
の
平
均
を
下
ま
わ
っ
て

い
る
。
と
く
に
、
自
宅
外
通
学
者
の
と
こ
ろ
で
は
、
九
○
、
○
○
○
円
未
満
の
収
入
者

が
四
八
・
七
％
（
一
回
生
受
講
登
録
よ
り
）
と
な
っ
て
お
り
、
勉
学
・
生
活
を
維
持
し

て
い
く
の
に
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
者
の
賃
金
は
、
本
学
学
生
課
二
部
分
室
一
九
八
○
年
九
月
斡
旋
平
均
額

に
よ
る
と
、
日
給
三
、
五
二
○
円
（
事
務
系
）
～
四
、
四
○
○
円
（
一
般
労
働
）
で
あ

り
姪
労
働
の
日
給
三
、
七
六
○
円
で
二
二
日
間
二
日
八
～
九
時
間
拘
束
）
働
い
た
場

合
、
月
収
は
八
二
、
七
○
○
円
と
な
り
、
定
職
者
の
収
入
と
一
見
大
差
は
み
ら
れ
な
い

が
、
年
間
臨
給
や
昇
給
が
期
待
で
き
ず
、
上
回
生
に
進
む
に
つ
れ
て
収
入
の
格
差
が
拡

大
し
て
く
る
。

学
生
生
活
を
維
持
す
る
う
え
で
家
計
か
ら
の
仕
送
り
な
し
の
学
生
は
年
々
増
加
し
、

一
九
七
九
年
に
は
五
○
％
に
達
し
た
。
一
九
七
八
年
の
調
査
で
、
家
計
よ
り
の
援
助
を

必
要
と
し
な
い
と
答
え
た
も
の
は
、
全
体
で
五
五
・
一
％
、
定
職
で
は
七
六
・
九
％
、

長
期
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
五
三
・
六
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

家
族
負
担
の
割
合
が
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
一
九
七
二
年
の
調
査
で
本
人
の
負
担
六
一

・
四
％
、
本
人
と
家
族
の
負
担
二
一
・
九
％
、
家
族
の
負
担
一
五
・
九
％
で
あ
っ
た
の

が
、
一
九
七
八
年
の
調
査
で
は
本
人
の
負
担
四
三
・
五
％
、
本
人
と
家
族
の
負
担
一
五

・
五
％
、
家
族
の
負
担
四
○
・
六
％
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
な
お
、
家
計
支
持
者
の
年

間
収
入
で
み
る
と
、
立
命
の
二
部
は
中
間
値
で
二
九
一
・
四
万
円
で
あ
り
、
立
命
の
一

部
と
一
二
○
万
円
、
・
全
国
平
均
と
一
六
○
万
円
の
格
差
が
み
ら
れ
る
（
一
九
七
八
年
）
。

⑤
二
満
時
制
実
施
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
っ
て
、
第
一
時
限
開
始
時
の
登
校
率
は
、
三

識
時
制
の
と
き
と
比
べ
て
二
○
％
上
昇
し
、
六
五
・
九
％
に
達
し
た
。
し
か
し
、
午
後

六
時
ま
で
に
は
登
校
で
き
な
い
と
す
る
も
の
の
比
率
は
、
全
回
生
で
、
一
九
六
三
年
に

は
九
・
三
％
、
一
九
七
五
年
に
は
一
七
・
四
％
、
一
九
七
八
年
に
は
三
三
・
九
％
と
年

々
増
大
を
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
職
場
所
在
地
が
府
下
お
よ
び
大
阪
方
面
へ

遠
心
化
し
て
い
る
こ
と
（
京
都
市
・
周
辺
部
が
占
め
る
比
率
が
、
一
九
六
三
年
七
二
・

七
％
、
一
九
七
三
年
七
一
・
七
％
、
一
九
八
○
年
六
六
・
九
％
と
低
下
し
て
い
る
の
に

た
い
し
て
、
そ
の
他
の
京
都
府
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
五
％
、
四
・
五
％
、
七
・
六
％
、

大
阪
府
下
は
一
三
・
九
％
、
一
四
・
○
％
、
一
七
・
四
％
と
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

兵
庫
県
下
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
％
、
一
・
七
％
、
一
・
六
％
、
滋
賀
県
下
、

五
・
四
％
、
五
・
一
％
、
五
・
○
％
、
そ
の
他
の
県
下
、
二
・
四
％
、
三
・
○
％
、
一

・
五
％
）
で
あ
っ
た
り
、
職
場
の
勤
務
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
考
え
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匡
恢
文
剰
吋
深
に
お
け
る
一
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
と
し
て
の
二
部
教
育
の

軽
視
、
高
物
価
と
イ
ン
フ
レ
の
経
済
政
策
に
よ
る
生
活
の
困
難
、
「
合
理
化
」
の
進
行
に
よ

る
き
び
し
い
労
働
条
件
、
さ
ら
に
は
「
高
度
成
長
」
期
の
大
学
進
学
率
の
急
増
と
高
卒
就
職

率
の
低
下
が
二
部
学
生
の
母
体
層
を
急
減
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
入
試
や
高
校
教
育
の

ゆ
が
み
が
勤
労
学
生
の
基
礎
学
力
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
勤
労
学

生
の
実
態
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

山
入
学
時
に
お
け
る
問
題
点

４
学
習
を
中
心
と
し
た
二
部
学
生
の
実
態

国
の
文
教
政
策
に
お
け
る
「
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
」
と
し
て
の
二
部
教
育
の

軽
視
、
高
物
価
と
イ
ン
フ
レ
の
経
済
政
策
に
よ
る
生
活
の
困
難
、
「
合
理
化
」
の
進
行
に
よ

る
き
び
し
い
労
働
条
件
、
さ
ら
に
は
「
高
度
成
長
」
期
の
大
学
進
学
率
の
急
増
と
高
卒
就
職

率
の
低
下
が
二
部
学
生
の
母
体
層
を
急
減
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
入
試
や
高
校
教
育
の

ゆ
が
み
が
勤
労
学
生
の
基
礎
学
力
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
勤
労
学

本
学
二
部
受
験
の
動
機
に
つ
い
て
、
私
大
連
盟
第
四
回
全
国
学
生
実
態
調
査
で
み
る

と
、
第
一
位
が
「
私
学
の
特
色
・
学
風
に
ひ
か
れ
て
」
の
二
二
・
四
％
で
あ
り
、
全
国

平
均
を
二
・
五
％
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
第
二
位
が
「
学
費
の
こ
と
を
考
え
て
」
の

二
一
・
五
％
で
、
全
国
平
均
の
八
・
○
％
を
大
幅
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本

学
二
部
の
基
本
政
策
（
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
大
学
教
育
、
相
対
的
低
学
費
）
が
入
学

の
動
機
に
反
映
し
て
お
り
、
こ
れ
は
概
極
的
要
素
で
あ
る
。
問
題
点
と
し
て
は
、
第
三

位
の
「
他
が
不
合
格
と
な
っ
た
と
き
の
た
め
」
が
一
七
・
八
％
で
、
全
国
平
均
よ
り
も

二
・
五
％
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
二
部
ま
わ
り
」
と
お
も
わ

れ
る
学
生
が
相
当
数
み
ら
れ
る
。

入
学
時
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
点
は
、
二
部
学
生
の
母
体
層
の
減
少
と
基

礎
学
力
の
低
下
の
な
か
で
、
入
試
の
最
低
点
が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
他

の
大
学
に
入
学
で
き
な
い
非
勤
労
学
生
や
二
部
学
生
と
し
て
の
学
習
意
欲
に
欠
け
る
学

生
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
一
九
八
○
年
度
入
試
（
三
○
○
点
満
点
）
の
最
低
点
は
次
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

文
系
で
は
と
く
に
経
済
と
経
営
の
最
低
点
が
低
く
、
ま
た
理
工
学
部
材
料
コ
ー
ス
は

最
低
点
を
五
○
点
に
し
て
も
定
員
五
○
名
中
三
○
名
し
か
確
保
し
え
て
い
な
い
。

ら
れ
る
。
ま
た
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
広
小
路
学
舎
と
違
い
衣
笠
学
舎
へ
は
、
各
交
通

機
関
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
よ
り
長
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。

/、,：

(乙＃

①
大
講
義
や
小
集
団
教
育
に
お
臆
る
学
習
実
態

大
講
義
に
お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
出
席
率
が
二
○
～
三
○
％
と
低
く
、
そ
れ

が
二
識
時
制
の
も
と
で
の
単
位
取
得
率
を
低
下
さ
せ
、
ひ
い
て
は
卒
業
率
の
低
下
を

も
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

欠
席
の
理
由
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
講
義
が
理
解
し
に
く
く
興
味

が
わ
か
な
い
」
、
「
勤
務
の
都
合
に
よ
る
」
、
「
怠
慢
に
よ
る
」
、
「
出
欠
を
と
ら

な
い
か
ら
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
講
義
へ
の
出
席
時
間
が
二
部
学
生
に
と
っ

て
の
学
習
時
間
の
大
半
を
占
め
、
ま
た
二
誠
時
制
に
よ
っ
て
受
講
枠
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
着
実
に
出
席
し
、
受
験
を
し
て
、
確
実
に
単
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
出
席
と
成
績
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
一
九
八
○
年

度
の
法
学
部
の
前
期
集
中
識
義
の
一
つ
か
ら
は
、
Ｄ
評
価
の
者
の
う
ち
七
五
％
が
二

回
（
四
コ
こ
し
か
出
席
が
な
く
、
一
回
（
二
コ
マ
）
し
か
出
席
の
な
い
者
の
八
○

％
が
Ｄ
評
価
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
度
入
学
者
の
一
回
生
時
の
単
位
取
得
数
を
中
央
値
で
み
る
と
、
法
学

部
二
七
～
二
八
単
位
、
経
済
学
部
二
二
～
二
三
単
位
、
経
営
学
部
二
六
～
二
七
単
位
、

文
学
部
歴
史
コ
ー
ス
二
九
～
三
○
単
位
、
文
学
コ
ー
ス
三
三
～
三
四
単
位
、
哲
学
・

思
想
コ
ー
ス
二
六
～
二
七
単
位
、
風
土
コ
ー
ス
二
七
～
二
八
単
位
、
理
工
学
部
情
報

表
１
’
九
八
○
年
度
入
試
最
低
点

（
三
○
○
点
満
点
）

-313-

法

経

〉
言
酉

文

理

2部

有内無
職定職

一
一
五

八
五

七
五

ｧ･て六

‐五［工】

一
く
一
二

七
つ

一
〈
五

’
’
三
コ

一
つ
五

九
つ

一
一
一
一
一
コ

一
一
・

一
つ
五

一
三
く

一
・
五

一
つ
つ

ノ、ノ、<
‐四ヨ

ｊ
ｃ

五
五

五
つ

ア
ヨ

五
五

五
つ

l音’

【
里
鉾
《
二

｜
斗
二

《
』
一

一
ノ
’

｜
彦
叩

地
理
天
三

日
本
史
一
三
、
東
洋
史
一
毛
、

西
洋
史
三
一
、
心
一
柔
、
中
文
一
会
、

哲
一
全
、
日
文
一
茜
、
英
米
一
夫
、

一
一
一
コ
ロ

機
一
話

電
一
三
、
化
一
圏
、

数
物
モ
ニ
、
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コ
ー
ス
二
五
～
二
六
単
位
篭
材
料
ゴ
ー
『
〈
二
○
～
二
一
単
位
と
な
っ
て
お
り
三
識

時
制
時
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
。
二
講
時
制
に
お
い
て
は
系
統
履
修
に
よ
っ
て
三
・

四
回
生
時
に
相
対
的
に
多
く
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
文
系
学
部
の
標
準
取

得
単
位
数
は
一
回
生
三
○
、
二
回
生
三
○
、
三
回
生
三
二
、
四
回
生
三
二
単
位
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
二
講
時
制
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
単
位
取
得
率
を
一
段

と
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

講
義
の
内
容
に
つ
い
て
、
二
部
学
生
の
特
性
で
あ
る
現
実
的
問
題
関
心
に
応
え
る

よ
う
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
学
生
の
理
論
離
れ
の
傾
向

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
整
理
し
て
基
礎
的
部
分
に
重
点

を
お
く
と
と
も
に
、
理
論
科
目
の
回
生
配
当
を
再
検
討
し
て
、
理
論
と
現
実
と
の
新

し
い
形
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

大
学
生
活
の
目
的
に
つ
い
て
、
さ
き
の
調
査
で
み
る
と
、
第
一
位
は
「
豊
か
な
教

養
を
身
に
つ
け
人
格
を
陶
冶
す
る
」
の
二
九
・
六
％
で
あ
り
、
第
二
位
は
「
専
門
的

な
知
識
や
高
度
な
技
術
を
修
得
す
る
」
の
一
五
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
っ
た

く
同
じ
割
合
で
「
資
格
を
と
っ
た
り
、
将
来
の
有
利
な
就
職
・
職
業
を
考
え
て
」
が

続
き
、
さ
ら
に
「
学
問
研
究
を
通
じ
て
真
理
を
探
究
す
る
」
の
一
三
・
九
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
と
く
に
二
部
学
生
に
強
い
実
務
志
向
と
教
養
志
向
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
点
な
ど
も
考
慮
し
て
学
部
・
学
科
の
再
編
成
を
も
含
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
抜
本
的
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

②
小
集
団
教
育
で
は
、
出
席
率
は
七
五
～
八
○
％
と
よ
く
、
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ

て
い
る
が
、
プ
ロ
ゼ
ミ
・
講
読
・
ゼ
ミ
の
運
営
の
面
で
は
、
準
備
の
不
十
分
さ
、
討

論
の
不
活
発
、
サ
ブ
ゼ
ミ
・
自
主
ゼ
ミ
等
自
主
的
活
動
で
の
不
十
分
さ
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
一
定
数
の
授
業
に
の
っ
て
こ
な
い
学
生
が
あ
る
。
二
回

生
に
な
る
と
、
回
生
の
変
る
と
き
に
必
ず
要
求
さ
れ
る
知
的
飛
躍
に
つ
い
て
い
け
な

い
者
が
加
わ
り
、
ま
た
二
年
目
の
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
や
積
極
的
学
生
の
固
定
化
の
傾

向
も
み
ら
れ
る
。
三
・
四
回
生
ゼ
ミ
で
も
、
遅
刻
の
多
さ
と
、
た
だ
出
席
し
て
い
る

だ
け
と
い
う
こ
と
に
よ
る
授
業
運
営
の
乱
れ
も
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
新
入
生
合
宿
を
契
機
に
し
て
、
援
助
担

当
の
上
級
回
生
と
教
員
の
指
導
援
助
も
得
て
サ
ブ
ゼ
ミ
や
自
主
ゼ
ミ
を
組
織
し
は
じ

め
て
お
り
、
ま
た
、
三
・
四
回
生
ゼ
ミ
で
も
楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
活
発
に
発
言

す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
本
年
度
後
期
よ
り
登
録
を
開
始
し
た
自
主
ゼ
ミ
は
、
公
式

に
認
定
し
た
も
の
三
二
ゼ
ミ
一
二
五
名
、
学
友
会
へ
申
し
出
た
も
の
四
○
余
ゼ
ミ
、

約
三
○
○
名
が
積
極
的
に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
勤
労
者
特
別
入
試

に
よ
る
学
生
の
一
定
の
部
分
が
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
一

定
年
令
層
以
上
の
者
の
発
言
が
い
い
影
響
を
与
え
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

③
外
国
語
で
は
、
入
試
に
み
ら
れ
る
基
礎
学
力
の
不
足
と
学
生
の
学
習
時
間
の
不
足

が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
外
国
語
学
習
に
は
と
く
に
多
く
の
時
間
と
反
復
訓
練
が
不

可
欠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
習
し
て
き
て
い
る
学
生
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

一
回
の
授
業
に
対
す
る
予
習
・
復
習
時
間
三
○
分
以
下
の
も
の
の
割
合
は
七
割
を
こ

し
て
い
る
。

⑧
卒
業
、
退
学
、
除
籍
、
休
学
の
状
況

四
回
生
時
の
卒
業
率
は
、
四
回
生
卒
業
該
当
者
比
率
（
カ
ッ
コ
内
は
入
学
時
比
率
）

で
、
一
九
六
八
年
の
八
五
・
三
％
（
六
七
・
五
％
）
か
ら
七
九
年
の
七
一
・
八
％
（
五

九
・
一
％
）
に
低
下
し
て
い
る
。
社
会
的
経
済
的
環
境
の
変
化
に
と
も
な
う
就
学
条
件

の
困
難
化
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
要
素
も
か
ら
み
合
っ
て
実
態
は

複
雑
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
学
生
数
五
、
二
一
名
（
前
年
は
五
、
三
四
六
名
）
に
た
い
し
て
、

退
学
者
は
九
五
名
（
前
年
は
八
一
名
）
、
除
籍
者
二
九
四
名
（
前
年
は
三
五
一
名
）
、

休
学
者
五
六
名
（
前
年
は
四
五
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
休
学
は
理
由
が
明
ら
か
で
復
学

の
見
込
み
の
あ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
退
学
は
仕
事
と
勉
学
の
両
立
が
で
き
な

く
な
り
、
仕
事
の
方
を
選
ん
で
退
学
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
が
も
っ
と

も
多
く
、
他
大
学
受
験
・
合
格
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。

除
籍
者
に
関
し
て
、
一
九
七
九
年
度
前
半
の
除
籍
者
の
約
半
数
に
つ
い
て
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
勤
務
の
都
合
に
よ
る
が
五
八
・
五
％
、
再
受
験
お

よ
び
進
路
変
更
が
三
三
・
八
％
、
家
庭
の
都
合
（
結
婚
・
育
児
な
ど
）
が
六
・
二
％
、

経
済
的
事
情
が
一
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
退
学
の
場
合
と
類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
退
学
と
除
籍
は
仕
事
と
勉
学
の
両
立
し
え
な
く
な
っ
た
結
果
と
い

う
も
の
が
三
分
の
二
近
く
を
占
め
、
ま
た
定
職
者
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
深
刻
な
問
題

－314－
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て
い
ブ
つ
。

⑥
就
職
に
あ
ら
わ
れ
た
問
題
点

を
は
ら
ん
で
い
る
霊
こ
と
に
五
回
生
以
上
の
除
籍
者
が
一
二
七
名
（
前
年
は
一
四
二

名
）
と
多
く
、
し
か
も
四
人
に
一
人
は
一
○
○
単
位
以
上
を
取
得
し
て
い
る
点
は
重
大

な
問
題
で
あ
る
。

側
課
外
活
動
の
状
況

働
き
つ
つ
学
ぶ
二
部
学
生
の
諸
条
件
は
、
課
外
活
動
を
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
に
し

て
い
る
が
、
二
講
時
制
に
と
も
な
う
活
動
時
間
の
一
定
の
保
障
、
衣
笠
移
転
に
と
も
な

う
施
設
条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
数
に
お
い
て
も
、
活
動
頻
度
に
お
い
て
も
、

参
加
し
て
い
る
学
生
数
に
お
い
て
も
、
着
実
に
前
進
し
て
き
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
卒
業
率
は
全
体
の
卒
業
率
よ
り
約
八
％
高
く
、
仲
間
と
と
も

に
活
動
し
、
自
己
発
展
を
と
げ
て
い
く
サ
ー
ク
ル
活
動
が
、
二
部
教
学
を
全
般
的
に
引

き
あ
げ
る
点
で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
活
動
は
主
と
し
て
水

・
土
曜
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
時
間
不
足
が
目
立
ち
、
日
曜
・
祝
日
の

活
動
で
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
例
が
多
い
。

⑤
交
通
問
題
に
あ
ら
わ
れ
た
問
題
点

一
九
八
○
年
度
新
入
生
の
有
職
者
の
居
住
地
と
勤
務
先
の
関
係
を
み
る
と
、
通
学
に

六
○
～
九
○
分
を
要
す
る
市
内
周
辺
部
、
大
阪
、
滋
賀
等
の
近
府
県
の
も
の
が
約
五
○

％
お
り
（
一
九
七
八
年
度
に
は
五
一
・
四
％
い
た
自
宅
外
通
学
者
が
八
○
年
度
入
学
生

で
は
三
九
・
六
％
に
減
少
し
て
き
て
い
る
）
、
こ
れ
が
二
識
時
制
に
な
っ
て
も
学
内
滞

留
時
間
を
短
縮
し
て
、
講
義
や
課
外
活
動
な
ど
の
自
主
的
・
集
団
的
活
動
へ
の
参
加
に

一
定
の
時
間
的
制
約
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
ク
に
よ
る
通
学
者
も
増
加
し
つ
づ

け
て
お
り
、
致
死
事
故
（
加
害
と
被
害
の
双
方
）
を
含
む
事
故
件
数
が
年
々
ふ
え
て
い

プ
（
》
０

本
学
で
は
禁
止
し
て
い
る
自
動
車
に
よ
る
通
学
者
が
急
増
し
、
大
学
周
辺
に
不
法
・

迷
惑
駐
車
を
し
て
近
隣
住
民
に
多
大
の
迷
惑
を
か
け
て
き
て
お
り
、
大
学
と
し
て
、
周

辺
パ
ト
ロ
ー
ル
、
指
導
面
接
等
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
極
め
て
態
度
の

よ
く
な
い
学
生
が
間
々
み
ら
れ
、
学
生
実
態
の
も
っ
と
も
消
極
的
な
側
面
を
あ
ら
わ
し

八
七
八
年
度
↓
ノ
ン
ヶ
…
卜
に
よ
れ
ば
回
答
者
の
四
九
・
九
％
が
卒
業
時
ゞ
就
職
（
転

職
一
六
・
七
％
、
卒
業
時
に
定
職
に
つ
く
三
三
・
二
％
）
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
就
職
登
録
す
る
も
の
は
二
二
・
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
留
年
が
決
定
的

に
な
っ
た
も
の
、
転
職
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
も
の
、
縁
故
に
よ
る
も
の
な
ど
と
想
定
さ

れ
る
。就

職
活
動
に
つ
い
て
は
、
ア
、
ノ
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
一
部
学
生
に
く
ら
べ
て
、

就
職
活
動
へ
の
関
心
を
も
つ
時
期
の
お
そ
さ
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
出
席
の
少
な
さ
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
企
業
研
究
、
受
験
準
備
、
面
接
に
つ
い
て
の
心
構
え
の
不
十
分
さ
な

ど
、
就
職
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
就
職
に
対
す

る
関
心
を
早
期
に
も
ち
、
就
職
活
動
に
と
り
く
む
準
備
と
実
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

二
部
学
生
の
就
職
問
題
は
、
社
会
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
か
か
え
て
い
る
。
以
前

の
よ
う
な
指
定
校
制
や
二
部
学
生
不
可
企
業
は
、
社
会
的
批
判
の
高
ま
り
や
大
学
の
働

き
か
け
の
な
か
で
減
少
し
て
き
て
お
り
、
本
人
の
意
欲
と
情
熱
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
会
社
訪
問
方
式
の
な
か
で
二
部
学
生
の
不
利
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。
就
職
条

件
改
善
の
運
動
を
さ
ら
に
社
会
的
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
い
て
い
か
に
実

力
を
つ
け
て
い
く
か
が
基
本
的
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
度
の
就
職
決
定
者
が
、
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
「
若
者
ら
し
さ
」

と
「
二
部
学
生
と
し
て
の
誇
り
」
を
も
っ
て
就
職
活
動
に
の
ぞ
め
、
と
し
て
い
る
こ
と

は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
は
、
二
部
教
学
の
現
在
ま
で
の
到
達
点
と
そ
こ
に
お
け
る
学
生
の
実
態

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
定
の
積
極
面
と
消
極
面
と
が

み
ら
れ
る
。
こ
の
積
極
面
を
い
か
に
の
ば
し
、
消
極
面
を
い
か
に
し
て
克
服
し
て
い
く
か

に
二
部
改
革
の
基
本
視
点
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
部
改
革
は
一
面
で
は
教
学
実

践
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
と
も
に
他
面
で
は
学
生
の
実
態
に
即
応
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
現
在
の
時
点
は
従
来
か
ら
の
教
学
改
善
の
単
な
る
延
長
線
上

で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
根
本
的
な
教
学
改
革
案
が
打
ち
出
さ
る
べ
き
時
期

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

-315-



資料71塁

Ⅲ
二
部
改
革
の
基
本
方
向

１
二
部
改
革
の
視
点

①
以
上
の
よ
う
な
二
部
を
め
ぐ
る
政
府
の
政
策
、
社
会
の
動
向
、
勤
労
青
年
の
実
態
を

考
え
る
と
き
、
二
部
教
育
の
危
機
は
真
に
深
刻
で
あ
り
、
け
っ
し
て
安
易
な
対
策
を
許

さ
な
い
。
し
か
し
勤
労
者
の
な
か
に
、
青
年
に
限
ら
ず
、
壮
年
老
年
に
も
、
ま
た
主
婦

の
間
に
も
、
大
学
に
お
い
て
自
主
的
に
学
習
し
た
い
と
い
う
要
求
が
根
強
く
存
在
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
生
涯
教
育
に
対
す
る
要
望
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
で
あ

ろ
う
。
本
学
は
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
か
ら
出
発
し
、
今
日
ま
で
そ
の
責
任
を
果

た
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
二
部
教
育
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
、
こ
の
さ

い
基
本
的
に
全
学
の
英
知
を
結
集
し
て
新
し
い
方
向
へ
の
合
意
を
形
成
し
な
い
か
ぎ
り
、

本
学
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

②
本
学
の
二
部
改
革
に
対
す
る
基
本
的
視
点
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
七
九
年
全
学
協
で

確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
、
こ

れ
を
具
体
的
に
保
障
す
る
制
度
と
施
策
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

③
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
は
、
ま
ず
も
っ
ぱ
ら
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
教
育

で
あ
る
。
勤
労
者
教
育
は
本
学
の
建
学
の
梢
神
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
伝
統
で
あ
っ
た
。

社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
勤
労
者
に
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
本
学
の
重

要
な
社
会
的
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
同
時
に
、
勤
労
者
が
大
学
に
学
ぶ
こ
と
は
、
勤

労
者
と
し
て
の
生
活
に
根
ざ
し
た
問
題
意
識
を
大
学
に
も
ち
こ
み
、
大
学
の
教
育
研
究

に
社
会
的
現
実
と
の
対
決
を
せ
ま
る
契
機
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

も
と
よ
り
勤
労
者
と
い
う
概
念
は
広
く
解
し
て
よ
く
、
最
近
の
青
年
の
就
職
実
態
に

照
ら
し
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
も
の
と
し
、
中
高
年
に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て
大
学
を

志
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
人
（
主
婦
を
含
む
）
に
も
門
戸
を
開
放
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
た
だ
単
に
一
部
に
入
学
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
二
部
を
受
験
し
よ
う
と
す

る
「
二
部
ま
わ
り
」
は
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
部
教
育
は
、
一
部
と
異
な
り
、

勤
労
と
生
活
が
反
映
す
る
勉
学
の
場
で
あ
る
。

④
し
か
し
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
は
同
時
に
大
学
教
育
で
あ
る
こ
と
を
要
求

さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
労
働
学
校
や
資
格
取
得
の
た
め
の
専
修
学
校
に
と
ど
ま
っ
て
は

な
ら
な
い
ご
大
学
で
あ
る
以
上
電
学
術
の
中
心
と
し
て
広
く
知
識
を
授
け
、
深
く
専

門
の
学
芸
を
教
育
す
る
と
と
も
に
、
人
格
の
全
面
発
達
を
は
か
る
人
間
教
育
の
場
で
あ

る
。
大
学
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
一
定
の
問
題
意
識
を
も
ち
、
自
主
的
集
団
的

に
学
習
し
よ
う
と
す
る
勉
学
意
欲
と
と
も
に
、
一
定
の
レ
ベ
ル
の
知
的
基
礎
学
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
高
等
教
育
の
大
衆
化
が
進
行
し
て
い

る
現
在
、
基
礎
学
力
の
レ
ベ
ル
は
あ
ま
り
固
定
的
に
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
学
の
教
育
方
針
が
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
重
視
に
あ
る
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
学
の
学
生
は
本
学
に
通
学
で
き
る
範
囲
に
居
住
し
勤
務
す
る
者

に
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
以
上
の
よ
う
に
、
「
二
部
ま
わ
り
」
を
み
と
め
な
い
で
、
勉
学
意
欲
と
基
礎
学
力
を

も
ち
、
か
つ
大
学
に
通
学
し
て
自
主
的
・
集
団
的
に
学
習
す
る
勤
労
青
年
ま
た
は
社
会

人
を
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
は
、

従
来
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
形
骸
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
に
二
部

学
生
に
対
す
る
要
件
を
き
び
し
く
設
定
し
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
実
行
す
れ
ば
、
一
時
的

に
は
二
部
学
生
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、
予
め
覚
悟
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
も
し
事
実
上
「
二
部
ま
わ
り
」
を
黙
認
し
て
ゆ
け
ば
、
あ
る
い
は
現
在

程
度
の
学
生
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
さ
し
て
困
難
で
あ
る
ま
い
。
し
か
し
安
易
に
水
ま

し
さ
れ
た
二
部
を
そ
の
ま
ま
続
け
る
な
ら
ば
、
や
が
て
二
部
教
学
に
対
す
る
社
会
的
信

用
を
失
墜
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
学
努
力
も
無
に
帰
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
学
生
数
の
減

少
を
一
時
的
に
耐
え
る
な
か
で
、
勤
労
学
生
の
要
求
に
こ
た
え
う
る
小
集
団
教
育
を
軸

と
し
た
真
に
特
色
の
あ
る
二
部
教
育
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
勤
労

者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
を
着
実
に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
単
に
勤
労
学
生
を
本

学
に
ひ
き
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
ろ
く
社
会
人
教
育
の
期
待
に
も
こ
た
え
う
る
道
が

開
か
れ
る
の
で
あ
る

⑥
社
会
人
教
育
は
生
涯
教
育
、
リ
ヵ
レ
ン
ト
教
育
が
強
調
さ
れ
て
い
る
現
在
、
二
部
教

育
の
将
来
を
考
え
る
場
合
に
み
お
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
で
あ
る
。
社
会
人
教
育

と
は
大
学
に
お
い
て
は
、
社
会
人
の
た
め
に
大
学
の
門
を
開
放
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

従
来
わ
が
国
に
お
い
て
は
青
少
年
期
は
学
校
教
育
の
時
期
、
そ
の
後
は
勤
労
の
時
期
と

は
っ
き
り
区
分
さ
れ
て
き
て
お
り
、
大
学
教
育
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
犬
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学
陰
多
少
の
例
外
を
除
い
て
二
○
才
前
後
の
青
年
の
教
育
を
担
当
し
●
こ
れ
を
社
会

に
送
り
だ
す
役
削
を
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
晶
近
の
よ
う
に
技
術
革
新
や
産
業
構

造
の
変
化
が
急
速
に
進
行
す
る
と
、
既
存
の
技
術
は
役
に
立
た
な
く
な
り
、
た
え
ず
新

し
い
技
術
や
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
大
学
を
既
に
卒
業
し
社
会
で
働
い

て
い
る
個
人
の
間
に
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
や
知
識
を
あ
ら
た
め
て
学
習
し
た
い
と

い
う
要
求
が
強
く
な
る
と
と
も
に
、
企
業
な
い
し
社
会
に
お
い
て
も
同
じ
要
請
が
あ
る
。

他
方
、
余
暇
社
会
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
時
間
的
、
経
済
的
に
多
少
の
ゆ
と
り
を
も

つ
人
々
も
増
加
し
、
生
き
が
い
や
知
的
要
求
を
満
た
す
こ
と
を
求
め
る
動
き
も
強
い
。

わ
が
国
の
社
会
の
高
年
齢
化
が
進
行
す
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
強
ま
る
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
大
学
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
個
人
や
社
会
の
要
求
に
こ
た
え
、
適

切
な
教
育
の
場
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
責
任
を
は
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
人
の
た
め
の
大
学
教
育
は
、
従
来
の
大
学
教
育
と
か
な
り
違
っ
た
特
徴
を
も
っ

て
い
る
。
ま
ず
年
齢
や
社
会
的
経
験
に
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
を
も
つ
人
々
に
対
す
る
教
育

で
あ
る
。
知
的
基
礎
学
力
は
入
試
に
よ
っ
て
一
定
の
レ
ベ
ル
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
年
齢
差
や
社
会
的
経
験
の
州
連
か
ら
生
ず
る
個
人
差
は
か
な
り
大
き
く
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
授
業
の
進
め
方
に
か
な
り
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大

学
で
学
ぶ
目
的
が
、
実
務
志
向
と
教
養
志
向
に
は
っ
き
り
二
分
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
明
確
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
主
体
的

な
勉
学
意
欲
は
強
い
が
、
反
面
、
そ
の
目
的
に
適
合
し
た
教
育
を
短
絡
的
に
要
求
し
が

ち
に
な
る
。
と
く
に
実
務
志
向
の
場
合
に
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

社
会
人
教
育
は
も
と
よ
り
二
部
固
有
の
問
題
で
は
な
く
、
一
部
や
大
学
院
を
通
じ
て

共
通
に
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
社
会
人
教
育
は
勤
労
者
教
育
と
同
一
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
社
会
人
教
育
が
勤
労
者
教
育
と
類
似
し
て
い
る
点
が
少

な
く
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
社
会
的
経
験
を
も
っ
て
学
ん
で
い
る
点
や
、

学
ぶ
目
的
が
あ
る
程
度
明
確
で
あ
る
点
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
が
国
の
現
状
で
は
、

い
っ
た
ん
職
を
離
れ
て
大
学
で
学
び
な
お
す
と
い
う
社
会
的
条
件
や
経
済
的
余
裕
に
乏

し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
就
職
し
な
が
ら
二
部
で
学
ぶ
者
が
か
な
り
生
ず
る
と

予
想
さ
れ
る
。
現
在
二
部
に
お
い
て
学
ん
で
い
る
中
高
年
者
は
、
社
会
人
教
育
と
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
二
部
教
育
は
将
来
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る

２
入
試
制
度
の
改
革

本
学
の
二
部
教
育
が
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
象

と
な
る
勤
労
青
少
年
層
は
ど
の
く
ら
い
現
実
に
存
在
す
る
か
。
そ
こ
で
京
都
府
南
部
地
域

を
中
心
と
し
て
高
卒
就
職
者
の
動
向
を
調
べ
て
み
る
と
、
京
都
府
下
の
高
校
新
卒
者
の
就

職
希
望
率
は
、
一
九
六
三
年
の
五
三
・
一
％
の
ピ
ー
ク
か
ら
し
だ
い
に
減
少
し
て
、
一
九

七
九
年
に
は
三
二
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
別
に
み
れ
ば
男
子
二
七
・
九
％
、
女
子

三
六
・
一
％
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
京
都
府
北
部
地
域
を
除
く
高
卒
就
職
者
の
実
数
は
六
、

○
六
七
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
就
職
先
は
府
内
に
限
っ
て
お
ら
ず
他
府
県
へ
就
職
す

る
者
も
少
な
く
な
い
が
（
一
九
七
八
年
一
、
六
七
一
人
）
、
反
面
、
他
府
県
か
ら
府
内
に

就
職
す
る
高
校
新
卒
者
も
多
く
二
九
七
八
年
三
、
一
六
四
人
）
、
差
引
き
約
一
、
五
○

○
人
ほ
ど
の
高
卒
就
職
者
の
流
入
が
あ
る
。
高
校
新
卒
者
の
京
都
府
に
お
け
る
就
職
動
向

を
、
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
三
○
・
六
％
、
卸
小
売
業
三
六
・
三
％
、
金
融
・
保
険

・
不
動
産
業
二
・
五
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
一
二
・
七
％
、
公
務
員
○
・
九
％
等
と
な
り
、

第
三
次
産
業
部
門
が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
規
模
別
に
み
る
と
、
従
業
員
三
○
○

人
以
下
の
企
業
が
五
六
・
一
％
、
同
一
、
○
○
○
人
以
上
の
企
業
が
二
三
・
五
％
と
両
極

に
分
解
し
て
お
り
、
し
か
も
大
企
業
就
職
が
減
少
し
、
小
企
業
へ
の
就
職
が
増
加
す
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
京
都
府
の
高
校
新
卒
者
の
就
職
動
向
を
み
る
か
ぎ
り
、

二
部
進
学
を
め
ぐ
る
状
況
は
き
び
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も

新
卒
就
職
者
が
約
六
、
○
○
○
人
、
他
府
県
か
ら
の
流
入
を
合
わ
せ
れ
ば
約
七
、
五
○
○

人
も
存
在
し
、
一
九
七
八
年
の
就
職
進
学
者
が
一
七
四
人
（
そ
の
他
、
就
職
し
て
教
育
訓

練
機
関
・
専
修
学
校
な
ど
に
進
む
者
九
六
人
）
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ら
勤
労
青

少
年
の
な
か
に
機
会
と
条
件
が
あ
れ
ば
大
学
教
育
を
受
け
た
い
と
す
る
社
会
的
要
求
が
潜

社
会
人
教
育
の
先
駆
的
な
試
み
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
以
上
の
よ
う
に
、
「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
を
名
実
と
も
に
実
現
さ
せ
、
将

来
の
社
会
人
教
育
増
大
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
当
面
な
す
べ
き
最
も
重
要
な
課

題
は
、
①
二
部
入
学
者
の
資
格
制
限
を
含
む
入
試
制
度
の
改
革
と
、
②
学
部
・
学
科
の

再
編
成
に
も
及
ぶ
、
二
部
教
学
の
徹
底
的
検
討
、
な
ら
び
に
③
二
部
教
学
改
革
を
具
体

的
に
実
行
す
る
、
二
部
責
任
体
制
の
検
討
、
に
あ
る
。

句1句
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在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
煙
と
り
わ
け
女
子
の
場
合
、
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
二
部
進
学
を
希
望
す
る
勤
労
青
少
年
は
高
校
新
卒
者
に
限
ら
な
い
。
む
し
ろ

高
卒
後
一
両
年
を
経
て
、
職
場
と
生
活
を
安
定
さ
せ
て
か
ら
、
一
定
の
目
的
意
識
を
も
っ

て
二
部
に
進
学
し
た
者
が
り
っ
ぱ
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
経
験
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
卒
者
に
劣
ら
ず
、
既
卒
就
職
者
も
有
力
な
二
部
進
学
の
母

体
層
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
、
本
学
二
部
に
進
学
す
る
可
能
性
を
も
つ
勤
労
青
少
年

の
母
体
層
は
、
も
と
よ
り
楽
観
を
許
さ
な
い
が
、
さ
り
と
て
絶
望
的
に
悲
観
す
べ
き
状
況

で
も
な
い
。
問
題
は
、
本
学
二
部
で
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
と
学
力
を
も
つ
京
都
市
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
勤
労
青
少
年
に
対
し
、
い
か
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
い
か
に
本
学
二
部

に
迎
え
い
れ
る
か
で
あ
る
。
勤
労
青
少
年
を
ひ
き
つ
け
る
二
部
教
育
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
勤
労
者
に
魅
力
の
あ
る
教
育
内
容
と
教
育
方
法
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時

に
勤
労
青
少
年
が
敬
遠
せ
ざ
る
を
え
な
い
一
部
同
様
の
学
力
テ
ス
ト
中
心
の
入
試
制
度
を

改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
勤
労
青
少
年
に
適
合
し
た
入
試
制
度
を
考
案
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
部
の
よ
う
に
大
量
の
受
験
生
を
ふ
る
い
落
と
す
方
式
で
は
な
く
、

比
較
的
少
数
の
受
験
生
の
中
か
ら
本
学
二
部
に
お
い
て
勉
学
す
る
意
欲
と
一
定
の
基
礎
学

力
を
有
す
る
者
を
選
び
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
以
来
、
新
し
い
方
式
の
入
試
を
二
部
は
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
方
向
を

い
っ
そ
う
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
、
い
つ
も
問
題
と
な
る
の
が
無
職
の

受
験
生
の
増
加
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
入
試
受
験
者
の
資
格
を
勤
労
者
に
は
っ
き
り
限
定

し
、
「
二
部
ま
わ
り
」
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
入
学
志
願
者
の
資
格
を
勤
労
者
に
限

定
す
る
こ
と
は
教
育
の
機
会
均
等
を
破
る
と
い
う
非
難
を
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
非
難
は
あ
た
ら
な
い
。
二
部
に
進
学
し
よ
う
と
す
る
勤
労
青
少
年
の
多
く
は
経
済
的
社

会
的
に
恵
ま
れ
な
い
層
に
属
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
層
と
親
の
保
護
の
も
と
で
勉
学
に
い

そ
し
め
る
層
と
を
対
等
に
競
争
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
む
し
ろ
不
公
平
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
、
勤
労
者
に
適
合
す
る
入
試
制
度
と
し
て
、
職
場
推
薦
を
含
め
て
、
推
薦
入
学
の

枠
の
拡
大
、
入
試
に
お
け
る
面
接
・
調
査
書
の
重
視
、
入
試
科
目
の
改
善
な
ど
の
問
題
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
二
部
独
自
の
入
試
制
度
を
開
発
し
て
ゆ
く
こ

と
を
通
し
て
、
ひ
ろ
く
社
会
人
に
対
し
て
も
二
部
の
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

ふ
の
づ
つ
幸
フ
。

も
う
少
し
具
体
的
に
提
案
す
る
と
、

①
二
部
入
学
者
の
資
格
の
限
定
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

㈲
高
卒
後
、
現
に
就
職
中
の
者
、

⑥
高
校
新
卒
者
で
、
就
職
の
内
定
し
て
い
る
者
、

何
一
定
年
齢
（
た
と
え
ば
二
二
才
ま
た
は
二
五
才
）
以
上
の
者
、

と
す
る
案
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
さ
い
「
就
職
」
に
は
長
期
か
つ
固
定
的
な
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
も
の
と
す
る
反
面
、
本
学
二
部
に
通
学
で
き
る
地
域
と
勤
務
条
件
に
あ
る
こ
と

を
求
め
る
。
一
定
年
齢
以
上
の
者
に
つ
い
て
有
職
無
職
を
問
わ
な
い
の
は
、
こ
の
年
齢

に
な
れ
ば
だ
れ
で
も
い
ち
お
う
の
落
ち
着
き
と
社
会
的
責
任
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
他

の
人
も
行
く
か
ら
自
分
も
行
く
と
い
う
安
易
な
進
学
熱
か
ら
離
れ
て
自
覚
的
に
進
路
を

決
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
家
庭
の
主
婦
等
に
も
進
学
の
道
を
ひ

ら
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
二
部
の
入
学
者
選
抜
は
、
推
薦
入
試
と
一
般
入
試
の
二
本
立
て
と
し
、
た
だ
推
薦
入

試
に
は
従
来
の
出
身
高
校
長
の
推
薦
の
ほ
か
に
、
新
し
く
職
場
か
ら
の
推
薦
を
加
え
る

こ
と
を
検
討
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
高
卒
後
し
ば
ら
く
年
数
を
経
た
勤
労
青
年
に
と
っ

て
、
母
校
と
の
人
的
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
か
え
っ
て
職
場
こ
そ
現
在
の
人

物
・
能
力
を
適
正
に
判
断
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
か
つ
職
場
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
二
部
進
学
が
公
認
さ
れ
、
出
席
も
容
易
に
な
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
制
度
が
定
着
す
れ
ば
、
あ
る
職
場
か
ら
継
続
的
に
二
部
入
学

者
を
迎
え
る
場
合
も
予
想
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
推
薦
で
き
る
職
場
を
ど
の
範
囲
に
と
る

か
等
、
今
後
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
が
あ
る
。

③
二
部
入
試
で
は
、
推
薦
入
試
・
一
般
入
試
を
問
わ
ず
、
調
査
書
と
面
接
を
重
視
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
一
般
入
試
に
つ
い
て
も
可
能
な
か
ぎ
り
面
接
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
小
論
文
や
英
語
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
に
適
合
し
、
か
つ
大
学
で
学
ぶ
に
足
り

る
基
礎
学
力
を
測
定
す
る
内
容
で
あ
る
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
な
お
面
接
な

ど
の
必
要
か
ら
二
部
地
方
入
試
は
行
な
わ
な
い
。

④
二
部
入
試
制
度
を
改
善
し
た
場
合
、
そ
の
こ
と
を
二
部
を
志
望
す
る
勤
労
青
年
に
周

知
さ
せ
る
方
法
を
考
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勤
労
学
生
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
な
け

-318-
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３
二
部
教
学
の
徹
底
的
検
討

「
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
」
を
主
張
す
る
以
上
、
二
部
教
育
の
内
容
と
方
法
は
、

勤
労
青
年
な
い
し
社
会
人
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
一
部
教
育

の
く
り
返
し
で
は
な
く
、
二
部
独
自
の
内
容
や
方
法
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
げ
ん
に
一
九
六
三
年
の
「
二
部
改
革
要
綱
」
以
来
、
二
部
独
自
の
教
育
を
推
進
し
て

き
た
。
し
か
し
二
部
教
育
の
現
状
を
み
る
と
き
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

か
か
い
Ｏ

二
部
学
生
の
教
学
実
態
や
生
活
実
態
の
示
す
と
こ
ろ
か
ら
、
二
部
学
生
に
は
次
の
よ
う

な
問
題
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
に
、
二
部
学
生
に
は
勤
労
体
験
と
社
会
経
験
か
ら

社
会
問
題
に
つ
い
て
現
実
的
関
心
が
強
く
、
社
会
の
も
つ
表
裏
に
通
じ
て
い
る
反
面
、
学

問
に
必
要
な
抽
象
的
系
統
的
思
考
に
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
二
に
、
一
部
学
生
と
比
較

し
て
、
一
般
に
基
礎
学
力
が
低
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
反
面
、
社
会
的
常
識
が
発

達
し
て
お
り
、
具
体
的
に
妥
当
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
こ
の
点
は
同
時
に
常

識
に
安
住
し
、
理
論
的
検
討
を
怠
る
弱
点
に
も
つ
な
が
る
。
第
三
に
、
勤
労
学
生
の
場
合

は
な
ん
と
い
っ
て
も
絶
対
的
に
勉
学
時
間
が
不
足
し
て
お
り
、
休
日
を
除
け
ば
予
習
・
復

習
に
あ
て
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
学
で
習
っ
た
こ
と
は
キ
ャ
、
ノ
パ
ス
の
中
で
消
化

れ
ば
な
ら
な
い
。
二
部
の
教
学
改
善
を
行
な
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

⑤
二
部
入
試
制
度
の
改
善
と
関
連
し
て
、
編
入
学
制
度
・
学
士
入
学
制
度
を
再
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
短
期
大
学
卒
業
者
は
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
卒
業
後
就
職
し
て

い
っ
そ
う
高
度
の
教
養
を
つ
け
た
い
と
希
望
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
他
の

四
年
制
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
と
こ
ろ
、
職
業
上
あ
ら
た
め
て
他
の
専
門
知
識
や

資
格
を
要
求
さ
れ
、
二
部
で
学
び
な
お
し
た
い
と
考
え
て
い
る
者
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
大
学
教
育
を
一
か
ら
く
り
返
さ
せ
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
編

入
学
の
門
戸
を
広
く
開
放
す
る
と
と
も
に
、
他
大
学
出
身
者
に
も
学
士
入
学
の
機
会
を

与
え
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
既
修
の
単
位
認
定
に
つ
い
て
は
な
る
べ

く
柔
軟
に
対
処
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
制
度
改
革
が
成
功
す
れ
ば
、
一
回
生
の

定
員
よ
り
三
回
生
の
定
員
を
多
く
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
聴
講
生
制

度
も
弊
害
の
な
い
か
ぎ
り
も
っ
と
自
由
に
し
て
よ
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
残
業
、
出
張
な
ど
大
学
へ
出
席
で
き
な
い
障

害
が
し
ば
し
ば
生
ず
る
。
さ
ら
に
大
学
四
年
の
間
に
勤
務
条
件
の
変
更
（
た
と
え
ば
配
転

・
長
期
研
修
）
が
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
第
四
に
、
社
会
人
教
育
が
拡
大
す
れ
ば
、

二
部
学
生
は
中
高
年
者
や
主
婦
な
ど
か
な
り
広
い
年
令
層
を
含
む
こ
と
と
な
り
、
若
年
層

の
み
か
ら
成
立
す
る
一
部
学
生
と
は
異
な
っ
た
教
育
内
容
や
教
育
方
法
を
要
求
す
る
で
あ

ろ
う
。
第
五
に
、
二
部
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
滞
在
時
間
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
集

団
教
育
活
動
が
必
ず
し
も
十
分
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
サ
ー
ク
ル
そ
の
他
の

課
外
活
動
も
部
分
的
に
は
前
進
が
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い

プ
（
》
Ｏ

従
来
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
部
志
望
者
は
、
実
務
志
向
と
教
養
志

向
の
相
反
す
る
傾
向
に
分
か
れ
る
。
勤
労
青
年
が
勤
労
の
現
実
の
な
か
か
ら
要
求
さ
れ
る

一
定
の
実
務
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
定
の
資
格
を
取
得

し
た
い
と
い
う
希
望
も
強
い
。
し
か
し
勤
労
の
き
び
し
い
現
実
を
経
験
し
て
い
る
た
め
に
、

か
え
っ
て
職
業
と
直
接
に
か
か
わ
ら
な
い
、
教
養
を
大
学
に
期
待
し
て
い
る
者
も
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
簡
単
な
要
約
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
部
学
生
が
現
在
か
か
え
て
い
る
矛
盾

と
問
題
点
は
か
な
り
深
刻
か
つ
多
様
で
あ
り
、
そ
の
打
開
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
勤

労
者
の
実
態
や
要
求
を
ふ
ま
え
、
勤
労
者
を
対
象
と
し
、
勤
労
者
に
適
合
す
る
大
学
教
育

を
新
し
く
創
り
上
げ
る
こ
と
は
、
本
学
に
課
さ
れ
た
社
会
的
使
命
で
あ
る
。
本
学
は
平
和

と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
の
も
と
に
、
ひ
ろ
く
国
民
と
結
び
つ
き
、
国
民
と
と
も
に
前
進

し
て
き
た
。
勤
労
者
は
国
民
の
大
半
を
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
民
と
結
び
つ
き
、

国
民
と
と
も
に
前
進
す
る
こ
と
は
、
実
は
勤
労
者
と
結
び
つ
き
、
勤
労
者
と
と
も
に
前
進

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
二
部
教
育
こ
そ
大
学
が
勤
労
者
と
直
接
に
結
び
つ

く
接
点
で
あ
る
。
勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、

国
民
の
た
め
の
大
学
と
い
う
目
標
も
空
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
と
よ
り
本
学
は
私
学
で

あ
る
か
ら
、
財
政
上
、
勤
労
者
の
た
め
の
二
部
教
育
を
全
面
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
全
分
野
に
わ
た
ら
な
く
て
も
、
い
く
つ
か
の
分
野
に
全

学
の
力
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
の
た
め
の
二
部
教
育
を
つ
く
る
こ
と
は
で

善
ご
プ
旬
０
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勤
労
者
の
た
め
の
大
学
教
育
を
新
し
く
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
、
研
究
・
教
育
の
現
代

化
・
総
合
化
・
共
同
化
の
上
に
立
っ
て
、
勤
労
学
生
の
現
実
の
諸
要
請
に
こ
た
え
う
る
教

育
課
程
・
教
育
内
容
・
教
育
方
法
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
向
は
、
第
一
に
、

学
問
の
内
容
を
い
っ
そ
う
精
選
し
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
礎
的
・
基
本
的
部
分
の

理
解
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
学
生
は
お
び
た
だ
し

い
情
報
の
中
に
生
活
し
て
い
る
が
、
人
間
・
社
会
・
自
然
に
つ
い
て
の
最
も
基
本
的
な
見

か
た
、
考
え
か
た
に
関
す
る
知
識
に
接
す
る
機
会
は
案
外
少
な
い
。
大
学
に
は
こ
の
よ
う

な
基
本
的
な
も
の
の
兇
か
た
、
考
え
か
た
の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
勉
学
時
間
に
乏
し
い
勤
労
学
生
に
と
っ
て
は
い
っ
そ
う
精
選
と
集
約
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
現
実
に
生
起
し
た
問
題
を
具
体
的
に
と
り
上
げ
、
多
面
的
に
と
ら
え
、
相
互

連
関
的
に
つ
か
ま
え
る
観
察
力
・
思
考
力
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
部
学
生
は
し
ば

し
ば
勤
労
と
生
活
の
現
実
の
な
か
か
ら
問
題
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
問
題

を
不
当
に
単
純
化
し
、
常
識
的
現
実
的
に
処
理
し
が
ち
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
問
題
と
り
わ

け
社
会
問
題
は
広
い
視
野
と
総
合
的
な
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
勤
労
学
生
の
現

実
的
関
心
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
二
部
教
育
の
柱
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
は
、
学

生
の
学
問
に
と
り
く
む
自
主
的
な
姿
勢
と
机
互
協
力
の
関
係
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

勤
労
学
生
は
勤
労
と
学
問
の
双
方
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
き
び
し
い
自
発

的
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
個
人
の
努
力
を
さ
さ
え
る
二
部
学
生
間
の
祁
互
協

力
が
あ
っ
て
、
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
学
は
こ
の
よ
う

な
場
を
設
定
す
る
こ
と
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
方
向
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
在
配
置
さ
れ
て
い
る
個
々
の
科
目
の
内
容
の

点
検
か
ら
始
め
て
、
科
目
設
置
の
適
否
、
コ
ー
ス
・
学
科
・
学
部
の
再
編
成
の
検
討
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
、
一
部
新
学
部
設
置
の
動
向
や
大
学
院
充

実
の
問
題
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
今
後
全
学
的
に
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。

そ
の
さ
い
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
諸
点
を
検
討
課
題
に
含
め
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

①
学
部
・
学
科
・
コ
ー
ス
の
再
編
成
を
は
か
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、

㈲
社
会
科
学
系
各
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
二
部
に
協
力
し
な
が
ら
分
担
す
る
と
と
も
に
社

会
の
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
、
産
業
社
会
学
部
を
中
心
と
し
た
「
社
会
福
祉
学
科
（
ゴ

Ｉ
ス
ヒ
（
仮
称
）
の
検
討
、

Ｍ
社
会
科
学
系
各
学
部
お
よ
び
文
学
部
人
文
学
科
を
統
合
し
て
、
独
立
の
学
部
を
創

立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
法
学
科
・
経
済
学
科
・
経
営
学
科
・
社
会
福
祉
学
科
・
人
文
学
科

を
お
く
案
の
検
討
。
こ
の
案
は
、
二
部
責
任
体
制
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
連
し
て
く

る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

㈲
こ
の
よ
う
な
統
合
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
経
済
・
経
営
両
学
部
お
よ
び
「
社
会

福
祉
学
科
」
に
お
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
共
同
化
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
こ
と
。

㈹
文
学
部
人
文
学
科
に
つ
い
て
は
勤
労
学
生
お
よ
び
社
会
人
に
ひ
ろ
く
存
在
す
る
要

求
に
直
接
こ
た
え
た
コ
ー
ス
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
。

㈲
理
工
学
部
基
礎
工
学
科
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
期
待
に
こ
た
え
る
一
定
数
の
人
材

養
成
が
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
と
も
に
、
大
学
院
の
充
実
が
社
会
的
に
要

請
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
廃
に
か
か
わ
っ
て
、
根
本
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

②
学
部
・
学
科
・
コ
ー
ス
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
勤
労
学
生
に
魅
力
の
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
示
す
こ
と
。
勤
労
学
生
な
い
し
社
会
人
の
多
様
な
要
求
に
応
え
る
た
め
に
、

た
と
え
ば
実
務
志
向
に
対
し
て
は
、
あ
る
学
科
・
コ
ー
ス
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
教
養
志

向
に
対
し
て
は
、
他
の
学
科
・
コ
ー
ス
が
あ
た
る
と
い
う
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
。

③
二
部
は
四
年
を
基
本
と
し
つ
つ
、
充
実
し
た
学
習
を
行
う
た
め
に
五
年
に
わ
た
る
履

修
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
。

側
勤
労
学
生
に
お
け
る
劣
悪
な
勉
学
条
件
を
克
服
し
、
基
礎
学
力
を
つ
け
て
、
社
会

に
期
待
さ
れ
る
人
材
を
、
大
学
が
自
信
を
も
っ
て
送
り
出
す
に
は
、
現
行
四
年
制
で

は
不
足
で
あ
り
、
五
年
制
が
望
ま
し
い
が
、
さ
し
あ
た
り
五
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

努
力
す
れ
ば
四
年
で
も
卒
業
可
能
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
。

⑪
関
連
し
て
、
四
年
（
五
年
）
を
前
期
課
程
と
後
期
課
程
に
分
け
、
後
期
に
進
学
す

る
た
め
に
は
一
定
の
単
位
取
得
を
要
件
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

㈲
な
お
現
行
の
休
学
・
再
入
学
期
間
は
延
長
し
て
、
勤
労
学
生
の
配
転
等
に
よ
る
長

期
就
学
不
能
後
に
も
復
学
で
き
る
機
会
を
大
き
く
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
徹

底
す
る
と
、
い
つ
単
位
を
と
っ
て
も
よ
い
と
す
る
単
位
つ
み
上
げ
制
度
と
な
り
、
社

会
人
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
と
な
る
。
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４
’
一
部
責
任
体
制
の
検
討

二
部
教
育
の
改
革
を
完
全
に
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
執
行
に
つ
い
て

寅
任
を
負
う
体
制
と
く
に
二
部
協
議
会
制
度
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
再
検
討
す
る
必
要

が
小
の
↓
も
。

一
九
六
三
年
の
第
一
次
二
部
改
革
に
お
い
て
、
二
部
に
責
任
を
も
つ
二
部
協
議
会
と
二

部
事
務
室
の
設
置
は
、
二
部
改
革
の
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
。

川
二
部
協
縦
会
の
体
制

六
三
年
二
部
改
革
以
来
、
二
部
教
学
の
責
任
の
中
心
は
二
部
協
議
会
に
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
組
織
、
権
限
、
そ
の
他
は
お
お
む
ね
各
学
部
教
授
会
に
準
じ
て
規
定
さ
れ
た
。
し

力
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
二
部
協
議
会
は
各
学
部
を
基
盤
と
し
て
選
出
さ
れ
る
二
部
協

議
貝
四
名
（
産
社
は
二
名
）
に
よ
っ
て
椛
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
ｋ
、
二
部
協
縦
会

の
黄
任
体
制
を
真
に
強
化
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
各
学
部
の
二
部
に
対
す
る

寅
任
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
各
学
部
教

④
単
位
取
得
を
柔
軟
に
認
め
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、

何
一
般
教
育
・
共
通
専
門
・
専
門
の
枠
を
緩
和
し
、
相
互
に
読
み
拝
え
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

仰
外
国
語
科
目
を
英
語
に
限
定
せ
ず
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
等
に
も
拡
大
す
る

こ
と
。

帥
少
人
数
化
に
伴
な
い
出
席
や
中
間
テ
ス
ト
等
を
評
価
に
加
味
す
る
こ
と
等
が
考
え

ら
れ
る
。
な
お
前
後
期
集
中
制
、
夏
季
集
中
特
講
、
再
試
験
枠
の
緩
和
等
の
改
善
は

大
講
義
授
業
の
改
善
策
と
と
も
に
今
後
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
小
集
団
教
育
に
つ
い
て
も
い
っ
そ
う
の
改
善
が
望
ま
れ
る
。
と
く
に
各
学
部
に
兄
ら

れ
る
自
主
ゼ
ミ
の
動
き
を
助
長
し
、
学
生
が
自
主
的
に
学
習
す
る
場
を
つ
く
り
ｔ
げ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
小
集
団
教
育
に
お
け
る
「
自
主
性
を
育
て
る
指
導
」
を

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
以
上
の
よ
う
な
二
部
教
育
の
抜
本
的
改
革
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
全
学

の
英
知
と
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
的
条
件
・
物
的
条

件
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

(2F

授
会
と
二
部
協
議
会
と
の
緊
密
な
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
極
々
の

努
力
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
現
状
に
は
、
一
定
の
限
界
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。

二
部
協
議
会
は
、
そ
の
構
成
員
が
学
部
を
基
礎
と
し
て
選
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
二
年

の
任
期
に
よ
っ
て
移
動
す
る
た
め
、
二
部
教
学
の
「
一
貫
性
と
継
承
性
」
の
点
に
お
い

て
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
に
十
分
な
体
制
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
二

部
協
議
会
の
責
任
体
制
強
化
が
た
え
ず
問
題
に
な
り
、
そ
の
方
策
を
め
ぐ
っ
て
検
討
が

加
え
ら
れ
て
き
た
。
一
九
六
八
年
の
総
括
で
は
、
そ
う
し
た
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
三

名
三
年
制
」
が
提
起
さ
れ
た
が
、
全
学
的
な
検
討
の
の
ち
一
九
七
○
年
に
は
従
来
の
「
四

名
二
年
制
」
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
二
部
協
議
会
と
教
授
会
と
の
連
繋
を
強
め
る
さ

ま
ざ
ま
な
方
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
現
在
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。

二
部
事
務
室
と
関
連
部
課
の
体
制

六
三
年
二
部
改
革
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
各
学
部
事
務
室
に
お
い
て
担
当
し
て
い
た

二
部
の
教
学
事
務
を
統
一
的
に
行
な
う
も
の
と
し
て
二
部
事
務
室
が
発
足
し
た
。
そ
れ

は
二
部
各
学
部
の
教
務
車
務
を
管
掌
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
勉
学
・
生
活
上
の
問
題

に
つ
い
て
援
助
・
柑
談
に
努
め
、
学
生
の
要
求
や
実
態
を
二
部
協
議
会
や
全
学
機
関
に

提
起
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
度
の
衣
笠
一
拠
点
化
と
と
も
に
理
工
学
部
二
部
分
室
を
も
統
合
し
て
統

一
事
務
室
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
た
え
ず
問
題
に
な
る
点
は
二
部
五
学
部
の

独
自
性
と
二
部
と
し
て
の
統
一
性
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現

在
は
「
ゆ
る
や
か
な
学
部
担
当
制
」
を
と
り
つ
つ
、
二
部
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
重
視

し
て
い
る
。
二
部
事
務
室
体
制
を
強
化
す
る
重
要
な
施
策
と
し
て
、
一
九
八
○
年
度
か

ら
職
員
の
勤
務
年
限
を
「
三
年
以
上
四
年
」
か
ら
「
（
全
員
）
四
年
原
則
」
へ
と
変
更

し
、
一
九
八
一
年
度
に
は
定
員
一
名
の
堺
加
を
み
た
。

学
生
課
二
部
分
室
は
、
二
部
学
生
の
課
外
活
動
、
厚
生
諸
施
策
に
責
任
を
も
つ
事
務

組
織
と
し
て
一
九
七
八
年
に
発
足
し
た
。
二
部
事
務
室
と
学
生
課
と
の
連
携
の
強
化
と
、

二
部
関
連
部
課
連
絡
会
議
等
に
よ
る
、
全
体
と
し
て
二
部
問
題
に
と
り
く
む
体
制
を
強

め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
三
年
の
発
足
以
降
、
二
部
協
議
会
の
体
制
お
よ
び

二
部
事
務
室
な
ら
び
に
二
部
関
連
部
課
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
種
々
の
改
善
策
が
実
施
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さ
れ
て
き
た
が
、
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
部
協
議
会
と
教
授
会
と

の
関
係
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
議
論
の
結
着
が
つ
い
た
と
は
い
え
な
い
現
状
に
あ

る
。
た
し
か
に
制
度
上
、
教
授
会
は
一
部
教
学
に
対
す
る
と
同
じ
く
二
部
教
学
に
対
し

て
も
最
終
的
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
教
授
会
が

全
員
あ
げ
て
一
部
教
学
と
ま
っ
た
く
同
様
に
審
議
決
定
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
、
形

式
に
と
ら
わ
れ
た
議
論
で
あ
り
、
二
部
協
議
会
の
存
在
を
無
視
し
た
意
見
で
あ
る
。
と

い
っ
て
、
教
授
会
が
二
部
協
議
会
に
二
部
教
学
の
責
任
を
す
べ
て
委
ね
て
し
ま
う
こ
と

も
、
も
と
よ
り
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
二
部
教
学
の
基
本
方
針
や
重
要
案
件
は
教

授
会
に
お
い
て
審
議
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
通
常
事
項
は
日
常
二
部
学
生
と

接
触
し
二
部
教
育
の
執
行
に
あ
た
る
二
部
協
議
会
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
教
授

会
は
そ
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
だ
け
に
二
部
協
議
会
の
執
行
責
任

は
重
く
、
で
き
る
か
ぎ
り
詳
細
に
、
二
部
教
育
の
実
情
を
教
授
会
に
伝
達
す
る
責
任
が

あ
る
。
従
来
教
授
会
と
二
部
協
議
会
を
結
ぶ
パ
イ
プ
は
二
部
教
務
主
任
を
中
心
と
す
る

二
部
協
議
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
任
務
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
二
部
協
議
会
の
現
状
を
か
え
り
み
る
と
き
、
そ
の
構
成
員
数
が
一
部
各
学
部

に
比
較
し
て
著
し
く
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
部
協
議
会
内
部
お
よ
び
全
学
に
お

い
て
分
担
す
べ
き
役
職
は
多
く
、
そ
の
な
か
で
も
二
部
協
議
会
三
役
や
、
教
務
主
任
、

学
生
委
員
は
繁
忙
を
き
わ
め
て
い
る
。
ま
た
小
集
団
教
育
の
充
実
や
学
生
の
教
学
要
求

の
高
ま
り
に
応
じ
て
、
日
常
、
ク
ラ
ス
や
学
年
別
に
連
絡
調
整
す
べ
き
事
項
が
非
常
に

増
加
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
る
者
も
や
は
り
教
務
主
任
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
実
情
を
ふ
ま
え
る
と
き
、
二
部
協
議
会
体
制
に
つ
い
て
も
思
い
き
っ

た
改
革
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
三
つ
の
方

向
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
方
向
は
、
衣
笠
一
拠
点
達
成
に
よ
っ
て
一
・
二
部
の
地
理

的
分
断
は
な
く
な
っ
た
か
ら
、
二
部
各
学
部
を
一
部
各
学
部
に
分
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
二
部
協
議
会
を
解
消
し
、
教
授
会
の
二
部
教
育
に
対
す
る
直
接
の
責
任
を

明
ら
か
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
二
部
勤
労
学
生
の
実
態
に
即

し
、
一
部
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
各
学
部
共
通
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
現
在
、
こ
れ
を
旧
に
復
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
到
達
し
た

二
部
教
育
の
特
徴
を
失
わ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
事
務
的
に
も
連
絡
が
い
た
ず
ら
に
繁

雑
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
と
う
て
い
支
持
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
方
向
は
、

二
部
各
学
部
の
統
合
と
密
接
に
関
連
す
る
が
、
二
部
協
議
会
を
解
消
し
て
二
部
独
自
の

新
学
部
を
創
設
し
、
二
部
専
属
の
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
教
授
会
の
不
明
確

な
責
任
を
解
除
し
、
二
部
独
自
の
責
任
体
制
を
確
立
す
る
点
で
は
優
れ
た
案
で
あ
る
が
、

一
・
二
部
間
に
断
絶
を
生
ず
る
危
険
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
第
三
の
方
向
は
、
現
行

の
二
部
協
議
会
体
制
を
維
持
し
存
続
す
る
が
、
そ
の
構
成
員
を
増
加
し
、
任
期
も
延
長

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
貫
性
と
継
承
性
」
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
、
第
三
の
方
向
に
つ
い
て
や
や
具
体
的
な
提
案
を
試
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

①
二
部
新
学
部
創
立
に
あ
た
り
、
二
部
専
属
教
員
は
各
学
部
よ
り
募
集
す
る
が
、
当

面
二
部
へ
の
移
籍
は
他
学
部
へ
の
移
籍
と
同
様
に
取
扱
う
も
の
と
す
る
。
二
部
教
員

は
も
っ
ぱ
ら
二
部
教
育
を
担
当
す
る
が
、
一
部
に
出
講
す
る
こ
と
も
あ
る
。
二
部
へ

の
一
部
教
員
の
出
講
は
従
来
と
変
ら
な
い
。
二
部
教
員
は
そ
の
勤
務
条
件
を
配
慮
し

て
手
当
、
そ
の
他
に
お
い
て
優
遇
措
置
を
は
か
る
。

②
二
部
協
議
会
を
存
続
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
員
は
各
学
部
現
行
四
名
を
少
な

く
と
も
六
名
程
度
に
増
員
し
、
か
つ
任
期
も
現
行
二
年
を
四
年
程
度
に
延
長
す
る
。

各
学
部
六
名
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
年
ご
と
に
一
名
の
二
部
協
議
会
委
員
を
配

置
し
、
各
学
年
の
小
集
団
教
育
の
連
絡
調
整
を
密
接
に
行
な
う
と
と
も
に
、
教
務
主

任
を
補
佐
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
部
協
議
員
は
、
一
部
教
授
会
へ
の
出
席
権
を
失

わ
な
い
が
、
出
席
義
務
を
免
除
し
、
二
部
の
教
育
・
行
政
に
専
念
す
る
も
の
と
す
る
。

二
部
教
科
目
の
担
当
を
本
務
と
し
、
一
部
へ
は
出
講
程
度
に
と
ど
め
る
。
し
た
が
っ

て
形
成
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
と
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
二
部
協
議
会
体
制
の
変
革
に
対
応
し
て
二
部
事
務
室
お
よ
び
二
部
関

連
部
課
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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七
一
七は

じ
め
に

一
九
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
は
、
八
○
年
六
月
、
「
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ

以
降
に
お
け
る
本
学
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
発
展
、
と
く
に
本
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的

役
割
を
視
野
に
入
れ
た
：
…
．
③
研
究
体
制
・
条
件
、
施
設
・
設
備
、
研
究
事
務
機
構
等
、
研

究
活
動
の
保
障
に
つ
い
て
」
の
総
長
諮
問
を
受
け
た
。

長
期
計
画
委
員
会
は
、
本
諮
問
課
題
の
重
大
性
を
考
慮
し
て
第
三
小
委
員
会
を
中
心
に
慎

重
に
検
討
を
重
ね
、
本
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
活
動
が
大
学
に
負
わ
さ
れ
た
基
本
的
使
命
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
多
言

を
要
し
な
い
。
長
期
計
画
委
員
会
は
、
研
究
活
動
の
も
つ
重
大
な
社
会
的
役
割
を
前
提
と
し

て
確
認
し
、
ま
た
研
究
活
動
の
固
有
の
性
格
、
す
な
わ
ち
大
学
行
政
と
し
て
そ
れ
が
遂
行
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
者
の
主
体
的
内
発
的
な
営
為
と
し
て
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
答
申
作
成
に
あ
た
っ
て
、
次
の
二
つ
の
作
業
を
と
く
に
重
視
し
た
。

そ
の
第
一
は
、
諮
問
課
題
を
た
だ
ち
に
狭
義
の
「
研
究
条
件
」
問
題
と
し
て
検
討
す
る
の

で
な
く
、
研
究
姿
勢
や
研
究
目
的
を
含
む
研
究
活
動
の
あ
り
方
全
般
に
視
野
を
ひ
ろ
げ
、
い

わ
ば
「
研
究
政
策
」
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
体
制
・
条
件
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
研
究
活
動
を
さ
さ
え
る
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
、

当
然
に
研
究
活
動
そ
れ
自
体
の
方
向
性
に
規
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
答
申
作
成
の
作
業

に
お
い
て
も
、
研
究
活
動
を
め
ぐ
る
八
○
年
代
動
向
を
検
討
し
、
本
学
の
研
究
活
動
の
到
達

点
を
総
括
し
た
う
え
で
、
今
後
の
望
ま
し
い
研
究
活
動
の
発
展
方
向
と
、
そ
れ
を
可
能
な
ら

し
め
る
研
究
体
制
・
条
件
を
設
定
す
る
、
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
第
二
は
、
研
究
活
動
を
直
接
に
に
な
う
の
は
個
々
の
教
職
員
の
主
体
的
な
取
り
く
み

で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
答
申
作
成
の
作
業
を
長
期
計
画
委
員
会
の
内
部
討
議
に
よ
っ
て
の

研
究
体
制
・
条
件
、
施
設
・
設
備
、
研
究
事
務
機
構
等

研
究
活
動
の
保
障
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る

答
申
〔
三
〕
☆

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

み
進
め
る
も
の
で
は
な
く
書
ひ
ろ
く
学
内
の
意
見
を
吸
収
し
（
う
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
作
業
方
針
と
も
関
連
し
て
、
本
答
申
の
性
格
に
か
か
わ
る
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
本
答
申
は
、
上
述
の
作
業
方
針
に
し
た
が
っ
て
、
研
究
姿
勢

や
研
究
目
的
を
含
む
研
究
活
動
の
あ
り
方
に
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、

前
述
し
た
研
究
活
動
の
固
有
の
性
格
が
示
す
と
お
り
、
研
究
活
動
そ
の
も
の
は
、
学
園
機
関

と
し
て
の
総
長
な
い
し
理
事
会
が
答
申
を
受
け
、
取
捨
し
、
実
施
し
て
い
く
と
い
う
性
格
の

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
諮
問
に
対
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
答
申
部
分
は
、
理
事
会
が

直
接
に
責
任
を
負
う
べ
き
「
研
究
活
動
の
保
障
」
に
関
す
る
部
分
、
す
な
わ
ち
、
本
答
申
の

「
Ⅳ
３
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
具
体
的
課
題
と
改
善
の
方
向
」
の
み
に
限
定
さ
れ
る
か

の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
受
け
と
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
長
期
計
画
委
員
会

は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
立
っ
て
い
な
い
。
さ
き
に
作
業
方
針
の
第
一
で
述
べ
た
ご
と

く
、
研
究
体
制
・
条
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
、
研
究
活
動
の
方
向
性
と
密

接
に
か
か
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
研
究
体
制
・
条
件
の
整
備
に
あ
た
っ
て
力
点
を
お
く
べ
き
課

題
、
は
当
然
に
社
会
的
水
準
等
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
主
要
に
は
、
本
学
が
追
求
す
べ
き

研
究
活
動
の
あ
り
方
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
答
申
の
Ｉ

～
Ⅳ
２
ま
で
の
部
分
と
Ⅳ
３
の
部
分
と
は
一
体
不
可
分
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
切
り
離
し
、

議
論
の
対
象
を
研
究
体
制
・
条
件
の
み
に
せ
ま
く
限
定
す
る
こ
と
は
、
ぜ
つ
た
い
に
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・

本
答
申
が
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
か
は
、
も
と
よ
り
理
事
会
の
権
限
に
属
す
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
長
期
計
画
委
員
会
と
し
て
の
希
望
を
述
べ
れ
ば
、
研
究
活
動

の
性
格
か
ら
し
て
、
何
よ
り
も
本
答
申
の
総
体
に
つ
い
て
、
ひ
ろ
い
全
学
的
な
討
議
が
お
こ

な
わ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
研
究
活
動
の
到
達
点
や
今
後
の
課
題
、
追
求
方
向
等
々
を
め
ぐ

る
全
学
的
な
共
通
認
識
と
合
意
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
、
諸
困
難
を
打
破
し
て
研
究
体
制
・
条
件
の
着
実
な
改
善
を
な
し
と
げ
、
本
学
の

研
究
活
動
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
基
本
的
な
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｉ
設
定
課
題
の
今
日
的
意
義
と
検
討
の
基
本
視
角

１
八
○
年
代
状
況
の
認
識
と
課
題
設
定
の
意
義

－323－
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七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
私
学
危
機
を
は
じ
め
と
す
る
今
日
の
諸
情
勢
の
分
析
の

う
え
に
、
「
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
像
」
、
「
学
園
創
造
を
進
め
る
教
職
員
像

お
よ
び
体
制
・
条
件
」
な
ど
を
含
む
「
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
創
造
に
向
け
て
」

の
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
た
ｐ
本
答
申
に
か
か
わ
る
総
長
諮
問
も
、
直
接
に
は
七
九
年
度
全

学
協
議
会
確
認
の
具
体
化
と
い
う
性
絡
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
研
究

活
動
を
と
り
ま
く
今
日
的
怖
勢
を
振
り
返
り
、
ま
た
本
学
に
お
け
る
教
育
研
究
実
践
の
到
達

点
を
直
視
し
て
み
る
と
き
、
い
ま
こ
の
時
期
に
「
研
究
体
制
・
条
件
、
施
設
・
設
備
、
研
究

事
務
機
構
等
、
研
究
活
動
の
保
障
に
つ
い
て
」
の
基
本
的
長
期
的
方
向
づ
け
が
諮
問
課
題
に

設
定
さ
れ
た
意
義
は
、
こ
の
う
え
な
く
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

第
一
に
、
研
究
活
動
を
と
り
ま
く
客
観
的
情
勢
に
お
け
る
矛
盾
の
激
化
が
あ
る
。
今
日
、

平
和
と
民
主
主
義
を
め
ぐ
っ
て
、
き
わ
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も

進
行
し
つ
つ
あ
る
。
国
民
生
活
の
危
機
的
状
況
も
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
学
問
研
究
に
対
す
る
国
民
的
な
期
待
が
ひ
ろ
が
り
、
大
学
の
社
会
的
責
任
が
い
っ
そ
う

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
待
に
こ
た
え
、
責
任
を
果
た
す
実

践
を
つ
よ
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
平
和
、
民
主

主
義
、
国
民
生
涌
の
危
機
は
、
そ
れ
自
体
が
学
問
研
究
の
自
由
な
発
展
と
大
学
の
自
治
を
抑

圧
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
政
府
の
大
学
統
制
、
大
学
再
編
を
め
ざ
す
一
連
の
政
策
展
開

や
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
「
行
政
改
革
」
答
申
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
文
教
予
算
圧
縮
政
策
の

も
と
で
、
大
学
と
く
に
私
学
の
教
育
研
究
条
件
は
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

学
問
研
究
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
国
民
的
要
請
の
高
ま
り
が
あ
り
、
他
方
で

は
、
そ
の
要
請
に
こ
た
え
る
こ
と
を
阻
み
、
歪
曲
し
よ
う
と
す
る
体
制
的
政
策
的
動
向
の
つ

よ
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
間
の
矛
盾
が
き
わ
だ
っ
て
激
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
、
研
究
活

動
を
め
ぐ
る
特
徴
的
な
今
日
の
情
勢
で
あ
る
。
情
勢
の
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
こ
の
矛
盾
を
打
開
し
て
い
く
確
固
た
る
研
究
政
策
の
樹
立
を
つ
よ
く
要
請
す
る
も
の

で
あ
る
。

第
二
は
、
本
学
に
お
け
る
教
育
、
研
究
、
大
学
自
治
の
諸
実
践
が
、
そ
れ
を
つ
く
り
だ
し

て
き
た
数
々
の
す
ぐ
れ
た
到
達
点
と
と
も
に
、
今
日
、
次
第
に
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て

き
た
研
究
活
動
上
の
重
要
な
矛
盾
の
存
在
で
あ
る
。
後
に
、
「
Ⅲ
本
学
に
お
け
る
研
究
活

動
の
到
達
点
と
課
題
」
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
と
お
り
《
本
学
の
研
究
活
動
を
さ
さ

え
て
き
た
重
要
な
実
践
上
の
指
針
の
一
つ
は
、
「
教
育
と
研
究
の
統
匡
の
理
念
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
教
育
と
研
究
の
発
展
を
と
も
に
さ
さ
え
る
基
本
的
な
条
件
と
し
て
、
「
大
学
の
自

治
」
が
す
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
教
育
、
研
究
、
大
学
自
治
の
三
者
は
、
大
学
づ
く
り
に

お
け
る
有
機
的
一
体
的
な
三
側
面
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
と
も
ど
も
に
さ
さ
え
あ
っ
て
発
展

的
な
循
環
の
過
程
を
き
ず
く
べ
き
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
に
お
け
る
今
日
ま
で
の
実
践
過
程
の
苦
闘
が
示
す
と
お
り
、
じ
っ

さ
い
に
こ
れ
ら
の
三
側
面
を
統
一
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
容
易
な
事
業
で
は
な
い
。

本
学
は
、
他
大
学
に
先
が
け
て
小
集
団
教
育
体
系
を
創
設
し
、
逐
年
、
そ
の
改
善
充
実
を
は

か
っ
て
き
た
。
外
国
語
教
育
や
保
健
体
育
教
育
に
お
い
て
も
、
ま
た
大
教
室
講
義
や
実
験
実

習
系
教
科
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
も
の
新
し
い
試
み
を
実
施
し
、
教
育
の
面
で
は
、
全
国
に

誇
り
う
る
発
展
を
き
ず
い
て
き
た
。
大
学
自
治
の
面
で
も
、
ひ
ろ
く
「
立
命
館
民
主
主
義
」

と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
と
お
り
、
全
学
協
議
会
、
学
園
振
興
懇
談
会
制
度
の
創
設
に
は
じ

ま
り
、
「
学
園
紛
争
」
の
主
体
的
な
解
決
を
へ
て
、
全
学
構
成
員
に
よ
る
大
学
の
民
主
主
義

的
運
営
の
力
量
を
つ
よ
め
、
定
着
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
到
達
点
は
、
全
学
の
力
の
結
集

に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
接
的
中
心
的
な
に
な
い
手
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
教

職
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
こ
れ
ら
教
育
、
研
究
、
大
学
自
治
の
三
側
面
を
統
一
的

に
に
な
う
べ
き
教
職
員
の
数
は
、
歴
史
的
客
観
的
諸
条
件
に
も
規
定
さ
れ
て
、
学
園
規
模
に

比
し
て
、
ま
た
果
た
す
べ
き
課
題
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
少
数
の
体
制
の
ま
ま
に
推
移
し
て

き
て
い
る
。
教
員
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
か
な
り
の
定
員
増
が
は
か
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
状
は
、
た
と
え
ば
学
生
数
と
の
対
比
に
お
い
て
、
な
お
い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
中
の
最

低
位
に
あ
り
、
職
員
数
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

教
職
員
数
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
現
実
が
、
教
育
、
研
究
、
大
学
自
治
の
三
側
面
の

有
機
的
統
一
的
な
発
展
へ
の
重
大
な
障
害
で
あ
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
、
そ
の
な
か

で
、
さ
き
に
あ
げ
た
と
お
り
の
教
育
面
、
大
学
自
治
面
で
の
到
達
点
を
き
ず
き
、
さ
ら
に
研

究
成
果
の
面
で
も
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
生
み
だ
し
て
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
教
職
員

の
意
欲
的
献
身
的
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
、
そ
れ
は
次
第
に
限
界
的

状
況
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
教
育
面
、
大
学
自
治
面
で
の

発
展
的
な
成
果
の
大
き
さ
と
対
比
す
る
と
き
、
研
究
活
動
の
発
展
が
相
対
的
に
立
ち
お
く
れ

気
味
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
こ
の
ま
ま
の
推
移
に
ま
か
せ
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る
な
ら
三
側
面
の
有
機
的
発
展
的
な
統
一
は
く
ず
さ
れ
、
教
育
面
、
大
学
自
治
面
で
の
前

進
の
流
れ
も
、
や
が
て
は
押
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
さ
え
懸
念
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
焦
眉
の
課

題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
、
高
い
水
準
の
研
究
を
発
展
さ
せ
う
る
基
本
的
な

大
学
づ
く
り
の
政
策
、
研
究
政
策
の
確
立
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

２
課
題
検
討
の
基
本
視
角

研
究
政
策
の
樹
立
を
め
ぐ
る
以
上
の
今
日
的
意
義
の
確
認
の
う
え
に
、
長
期
計
画
委
員
会

は
、
研
究
政
策
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
体
制
・
条
件
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
基
本
的
な
視
角

と
姿
勢
に
つ
い
て
、
次
の
四
つ
を
設
定
し
た
。

①
八
○
年
代
の
大
局
的
な
情
勢
を
分
析
し
、
見
通
し
た
う
え
で
、
そ
こ
で
の
国
民
的
な

要
請
に
こ
た
え
る
研
究
活
動
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
ま
ず
検
討
す
る
。
し
か
も
そ
の
場

合
の
研
究
活
動
の
あ
り
方
は
、
教
育
活
動
や
大
学
自
治
活
動
と
切
り
離
し
て
せ
ま
く
と

ら
え
る
の
で
な
く
、
「
学
園
創
造
」
す
な
わ
ち
大
学
づ
く
り
、
学
部
づ
く
り
の
課
題
の

一
環
と
し
て
、
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
。

②
研
究
政
策
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
体
制
・
条
件
整
備
の
具
体
的
内
容
を
導
き
だ
す
に
あ

た
っ
て
、
①
〉
本
学
に
お
け
る
今
日
ま
で
の
努
力
の
経
過
と
到
達
点
を
整
理
し
、
そ
の
中

か
ら
今
後
に
生
か
す
べ
き
教
訓
を
汲
み
と
る
、
．
②
学
内
諸
パ
ー
ト
構
成
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
専
任
教
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
に
示
さ

れ
た
実
態
、
意
見
、
要
望
等
を
検
討
の
出
発
点
に
す
え
る
、
の
二
つ
の
作
業
を
重
視
す

ブ
（
〕
Ｏ

⑧
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
本
学
が
か
ね
て
教
育
研
究
活
動
の
指
針
と
し
て
掲
げ
て
き
た
「
教

育
と
研
究
の
統
こ
、
「
教
育
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
等
の
理
念
に
つ

い
て
も
、
研
究
活
動
を
と
り
ま
く
八
○
年
代
状
況
や
、
本
学
に
お
け
る
実
践
の
今
日
的

発
展
段
階
に
照
ら
し
て
、
吟
味
を
加
え
る
。

㈱
答
申
に
掲
げ
る
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
具
体
的
課
題
と
改
善
の
方
向
は
、
そ
れ
が

空
論
に
終
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
本
学
の
現
実
的
な
財
政
力
量
等
を
考
慮
に
入
れ
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
諮
問
課
題
は
基
本
的
長
期
的
な
方
向
づ
け
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
体
制
・
条
件
整
備
の
目
標
と
す
べ
き
水
準
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

即
し
て
禎
極
的
な
提
起
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。

河
崖
二
研
突
活
動
に
か
か
わ
る
情
勢
の
見
通
し
と
そ
れ
が
提
起
す
る
基
本
課
題

動
の
あ
り
方
や
そ
れ
を
支
え
る
条
件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
皇
追
求
し
て
き
た
か
を
簡
単
に

み
て
お
き
た
い
・

研
究
活
動
の
項
目
に
関
し
て
は
、
「
日
本
学
術
会
議
発
足
に
際
し
、
科
学
者
と
し
て
の

決
意
表
明
」
（
一
九
四
九
年
、
第
一
回
総
会
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
れ
ま

で
わ
が
国
の
科
学
者
が
と
り
き
た
っ
た
態
度
に
つ
い
て
強
く
反
省
し
、
今
後
は
、
科
学
が

文
化
国
家
な
い
し
平
和
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
確
信
の
下
に
、
わ
が
国
の
平
和
的
復

興
と
人
類
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
」
。

ま
た
、
こ
れ
を
高
度
成
長
下
の
現
実
に
即
し
て
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
「
転
換

期
の
科
学
・
技
術
」
報
告
書
（
第
七
三
回
総
会
、
一
九
七
七
年
）
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
科
学
・
技
術
お
よ
び
そ
の
研
究
は
、
世
界
の
平
和
と
国
際
協
調
、
基
本
的
人

権
と
自
由
、
民
主
主
義
、
総
じ
て
人
類
の
福
祉
に
奉
仕
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

何
よ
り
も
そ
れ
ら
の
原
点
で
あ
る
人
間
の
生
命
と
尊
厳
、
人
間
の
身
体
的
・
精
神
的
な
多

面
的
な
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
世
界
の
平
和
、

国
際
協
調
お
よ
び
人
間
の
生
命
と
尊
厳
に
反
す
る
科
学
・
技
術
の
濫
用
は
、
す
べ
て
の
科

学
者
の
論
理
と
責
任
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

研
究
活
動
の
発
展
を
さ
さ
え
る
条
件
に
関
し
て
も
、
第
七
○
回
総
会
（
一
九
七
六
年
）

決
定
の
政
府
に
対
す
る
勧
告
「
再
び
科
学
研
究
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
科
学
研
究
の
正
し
い
発
展
の
た
め
に
は
、
研
究
者
の
自
主
性
の
尊
重

に
よ
る
創
意
の
発
揮
、
そ
の
衆
知
の
民
主
的
な
結
集
、
研
究
成
果
の
公
開
が
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
調
和
の
あ
る
発
展
と
相
互
協
力
、
並
び
に

国
際
交
流
・
協
力
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
ま
た
、
国
は
、
科
学
研
究
者
が
そ
の
固
有

の
責
任
を
遺
憾
な
く
遂
行
で
き
る
よ
う
、
そ
の
地
位
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
科
学
研
究

の
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
、
確
立
並
び
に
科
学
研
究
者
の
創
意
に
基
づ
く
長
期
的
な
科
学

研
究
将
来
計
画
の
策
定
と
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
国
民
に
対
し
て
は
、

(11
研
究
活
動
を
と
り
ま
く
八
○
年
代
状
況
の
特
徴
点

研
究
活
動
の
社
会
的
性
格
と
発
展
の
条
件

ま
ず
、
八
○
年
代
の
問
題
状
況
を
検
出
す
る
前
提
と
し
て
、
日
‐
本
学
術
会
議
が
研
究
活

－qワ 員 一
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科
学
研
究
の
使
命
と
社
会
的
任
務
、
本
法
の
意
義
と
実
施
状
況
に
関
し
て
知
る
機
会
を
保

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

②
八
○
年
代
状
況
の
重
視
す
べ
き
特
徴
点

研
究
活
動
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
認
識
の
発
展
を
前
提
に
お
き
つ
つ
、

研
究
活
動
を
め
ぐ
る
八
○
年
代
状
況
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
検
討
す
べ
き
状
況

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
も
っ
と
も
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。第

一
に
、
研
究
活
動
の
あ
り
方
、
と
く
に
研
究
者
の
基
本
的
立
場
や
研
究
姿
勢
に
か
か

わ
る
情
勢
と
し
て
、
さ
き
に
「
八
○
年
代
状
況
の
認
識
と
課
題
設
定
の
意
義
」
に
も
あ
げ

た
と
お
り
、
平
和
、
民
主
主
義
、
国
民
生
活
の
危
機
の
深
化
の
問
題
を
再
確
認
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
危
機
の
深
化
は
、
学
問
研
究
そ
れ
自
体
の
危
機
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
学

問
研
究
に
対
す
る
国
民
的
な
要
請
と
期
待
の
い
っ
そ
う
の
高
ま
り
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
。
第
二
の
研
究
活
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
政
策
、
私
学
政
策

の
動
向
が
あ
る
。
今
日
に
い
た
る
高
等
教
育
政
策
、
私
学
政
策
の
展
開
を
追
っ
て
み
る
と
、

一
九
六
○
年
代
初
頭
以
降
、
国
民
的
要
求
の
高
ま
り
と
交
錯
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
そ

の
時
期
の
国
家
的
意
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
軸
と
し
て
積
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

第
一
期
は
、
一
九
六
三
年
一
月
の
中
教
審
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
答
申
に
は

じ
ま
り
、
「
大
学
紛
争
」
に
乗
じ
た
六
九
年
「
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
制

定
を
へ
て
、
七
三
年
の
筑
波
大
学
法
制
定
に
い
た
る
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
具
体
化
の
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
大
学
管
理
・
統
制
の
政
策
は
、
次
の
第
二

期
に
入
る
と
、
高
等
教
育
懇
談
会
の
「
前
期
計
画
」
答
申
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
々

の
大
学
へ
の
管
理
統
制
の
域
を
超
え
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
全
体
の
再
編
成
と
統

制
の
政
策
へ
と
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
く
。

第
二
期
は
、
高
等
教
育
機
関
の
国
家
統
制
型
「
多
様
化
」
が
推
進
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

加
え
て
こ
の
時
期
の
な
か
ば
に
は
、
経
済
危
機
の
到
来
と
と
も
に
国
家
財
政
の
危
機
が
深

刻
化
し
、
高
等
教
育
費
の
抑
制
が
重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。
か
ね
て
の

大
学
統
制
強
化
政
策
、
高
等
教
育
「
多
様
化
」
政
策
と
高
等
教
育
費
抑
制
政
策
の
三
者
が
、

こ
こ
で
一
体
化
さ
れ
る
に
い
た
る
。

第
三
期
は
、
七
九
年
一
二
月
の
大
学
設
置
審
議
会
高
等
教
育
計
画
専
門
委
員
会
最
終
報

告
「
高
等
教
育
の
整
備
計
画
（
後
期
計
画
こ
（
八
一
～
八
五
年
度
）
に
は
じ
ま
り
、
今

日
に
い
た
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
構
造
的
危
機
の

深
刻
化
と
長
期
化
の
な
か
で
、
政
府
と
産
業
界
が
危
険
で
反
動
的
な
危
機
打
開
政
策
を
全

力
を
あ
げ
て
追
求
し
は
じ
め
た
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
第
二
期
の
基
本
的
な
政
策

方
向
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
研
究
の
内
容
や
方
向
に
ま
で
踏
み
こ
ん

だ
政
策
が
準
備
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
重
要
な
特
徴
と
す
る
。

そ
の
点
で
、
自
民
党
文
教
部
会
高
等
教
育
小
委
員
会
「
提
言
」
が
掲
げ
る
「
今
後
の
検

討
課
題
」
は
、
注
目
す
べ
き
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
検
討
課
題
に
掲
げ

ら
れ
た
の
は
、
「
一
般
教
育
四
年
履
修
と
専
門
科
目
の
一
年
次
か
ら
の
履
修
。
放
送
大
学

と
一
般
大
学
と
の
単
位
互
換
。
総
合
大
学
院
制
の
推
進
。
大
学
入
試
改
革
。
放
送
大
学
の

全
国
化
推
進
。
大
学
の
全
国
的
適
正
配
置
。
教
員
の
質
的
向
上
。
大
学
・
短
大
と
専
修
学

校
と
の
連
携
交
流
の
強
化
。
社
会
人
の
た
め
の
定
員
枠
の
拡
大
。
国
公
私
立
大
学
の
役
割

分
担
計
画
遂
行
の
た
め
の
行
財
政
措
置
。
」
と
い
う
広
汎
な
諸
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
国

公
私
立
大
学
の
役
割
分
担
の
項
で
は
、
「
国
立
大
は
高
度
の
学
術
研
究
や
計
画
的
な
人
材

養
成
、
多
額
費
用
を
要
す
る
分
野
の
重
点
振
興
を
図
る
」
「
公
立
大
は
高
等
教
育
の
機
会

の
地
域
間
隔
差
解
消
に
あ
た
る
」
「
私
立
大
は
特
色
あ
る
校
風
を
生
か
し
、
多
様
な
教
育

要
求
に
こ
た
え
る
」
（
傍
点
い
ず
れ
も
引
用
者
）
と
い
う
方
向
さ
え
明
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
特
徴
的
な
情
勢
と
し
て
、
研
究
課
題
と
研
究
体
制
を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
自

体
の
新
し
い
動
向
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

生
産
諸
力
の
急
速
か
つ
巨
大
な
規
模
へ
の
発
展
、
そ
の
も
と
で
の
社
会
的
諸
事
象
相
互

の
連
関
の
深
ま
り
、
そ
の
一
環
で
も
あ
る
国
際
化
の
い
ち
じ
る
し
い
進
展
な
ど
、
最
近
の

特
徴
的
な
社
会
動
向
は
、
そ
れ
自
体
を
め
ぐ
っ
て
も
、
ま
た
そ
れ
が
随
伴
し
た
自
然
界
と

人
間
界
と
の
正
常
な
関
係
の
破
壊
や
人
間
性
の
歪
曲
等
々
の
事
象
を
め
ぐ
っ
て
も
、
学
問

研
究
の
新
し
い
展
開
を
求
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
学
問
研
究
の
領
域

で
の
よ
り
深
い
探
究
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
領
域
区

分
な
り
、
研
究
方
法
な
り
を
超
え
た
研
究
活
動
の
大
型
化
、
総
合
化
、
学
際
化
、
国
際
化

等
々
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
的
要
請
」
を
反
映
し
て
、
六
○
年
代
後
半
以
降
、

－326－



黄料71？

巨
大
企
業
を
基
盤
と
し
て
ま
た
は
政
府
の
関
与
す
る
産
・
官
・
学
協
同
の
体
制
と
し
て

い
わ
ゆ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
相
つ
い
で
創
設
さ
れ
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
究
を
次
々

と
組
織
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

大
学
で
の
研
究
活
動
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
上
述
の
動
向
は
い
く
つ
も
の
重
要
な
課
題

を
提
起
し
て
い
る
。
社
会
的
要
請
に
こ
た
え
る
研
究
活
動
と
い
え
ば
、
か
っ
て
は
そ
の
大

半
は
大
学
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
し
、
大
学
は
じ
っ
さ
い
に
も
そ
の
役
割
を
果
し
て

き
た
。
学
問
研
究
の
新
し
い
展
開
へ
の
要
請
に
対
応
し
て
、
旧
来
の
講
座
制
的
な
研
究
課

題
設
定
や
研
究
方
法
、
研
究
体
制
の
改
善
、
改
革
す
る
試
み
も
、
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
。
研
究
課
題
の
大
型
化
等
々
の
動
向
に
即
し
た
大
学
内
で
の
総
合
化
、
協
同
化
の
推
進
、

さ
ら
に
は
大
学
間
の
自
主
的
共
同
の
組
織
化
な
ど
も
、
学
会
や
学
術
会
議
の
努
力
も
含
め

て
、
と
り
わ
け
力
が
そ
そ
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
局
的
な
推
移
は
、
そ
れ
ら
の

努
力
が
十
分
に
展
開
し
き
れ
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
ま
ず
自
然
科
学
領
域
の
大
型
研
究
の

多
く
が
企
業
内
研
究
機
関
に
吸
収
さ
れ
、
つ
い
で
人
文
、
社
会
科
学
領
域
、
学
際
領
域
の

大
型
調
査
研
究
や
政
策
研
究
の
多
く
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
八
○
年
代
の
大
学
は
、
す
で
に
み
て
き
た
諸
困
難
に
立
ち
向
い
つ
つ
、
研

究
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
胆
な
総
括
を
お
こ
な
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会

的
現
実
と
国
民
的
要
請
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
た
研
究
課
題
の
設
定
と
研
究
体
制
の
組
織

と
い
う
課
題
を
、
あ
ら
た
め
て
真
剣
に
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
の
研
究
活
動
に
か
か
わ
る
重
要
な
情
勢
と
し
て
、
「
大
学
の
大
衆
化
」
「
学
生
像

の
変
化
」
等
々
と
い
わ
れ
る
学
生
実
態
の
問
題
が
あ
る
。
学
生
実
態
は
、
直
接
に
は
教
育

活
動
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
が
「
教
育
と
研
究
の
統

こ
を
特
質
と
し
、
大
学
自
治
に
さ
さ
え
ら
れ
て
す
す
む
も
の
で
あ
る
以
上
、
学
生
実
態

の
変
化
は
、
研
究
活
動
の
あ
り
方
や
条
件
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

新
制
大
学
の
発
足
以
降
唱
え
ら
れ
て
き
た
「
大
学
の
大
衆
化
」
は
、
一
九
六
○
年
代
に

お
け
る
進
学
率
の
上
昇
、
学
生
数
の
急
増
を
通
じ
て
、
大
学
と
学
生
に
つ
い
て
の
一
般
的

な
と
ら
え
方
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
変
化
は
、
大
づ
か
み
に
い
え
ば
唖
の
変
化
に
と
も
な

う
質
の
変
化
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
側
面
は
、
国
民
の
間
へ
の
高
等
教
育
の
普
及
と
し
て

歓
迎
し
、
評
価
す
べ
き
変
化
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
七
○
年
代
に
は
、
大
学
進

学
率
の
上
昇
の
鈍
化
、
停
滞
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
偏
差
値
輪
切
り
」
に

２
そ
れ
が
提
起
す
る
研
究
活
動
発
展
へ
の
基
本
課
題

以
上
に
み
て
き
た
大
局
的
な
情
勢
は
、
研
究
活
動
の
発
展
へ
の
い
く
つ
か
の
基
本
的
な

課
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
学
問
研
究
の
自
由
と
大
学
の
自
治
の
今
日
的
意
義
を
再
確
認
し
、
そ
れ

の
擁
護
と
発
展
の
た
め
に
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
傾
注
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
個
々
の
研
究
者
の
直
接
の
研
究
テ
ー
マ
が
何
で
あ
れ
、
研
究
の
基
本
的
な
姿

勢
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
研
究
に
さ
い
し
て
の
視
野
に
お
い
て
、
国
民
的
要
請
、
人
類
的

要
請
を
従
来
に
も
増
し
て
重
視
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
研
究
活
動
を
推
進
し
、
支
え
る
研
究
体
制
・
条
件
整
備
を
目
的
意
識
的
に
追

求
す
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。

研
究
体
制
に
関
し
て
は
、
研
究
活
動
に
お
け
る
集
団
化
の
追
求
が
、
研
究
条
件
の
整
備

象
徴
さ
れ
る
受
験
体
制
の
彦
透
と
と
も
に
、
憂
慮
す
べ
き
側
面
を
も
つ
変
化
が
引
き
お
こ

さ
れ
て
き
た
。
学
生
像
の
変
化
と
と
も
に
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を
め
ぐ
っ
て
、
今
日

す
で
に
生
じ
つ
つ
あ
る
問
題
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
教
育
と
研
究

の
統
こ
を
め
ぐ
る
困
難
で
あ
る
。
積
極
的
な
学
生
層
の
一
定
の
存
在
は
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
力
を
大
き
く
発
展
さ
せ
え
な
い
か
ぎ
り
、
教
育
を
通
じ
て
の
学
生
の
側
か
ら
の
研
究

へ
の
提
起
や
刺
激
は
、
傾
向
と
し
て
弱
ま
っ
て
い
く
可
能
性
は
つ
よ
い
。
二
つ
め
は
、
学

生
指
導
の
問
題
で
あ
る
。
狭
義
の
教
育
活
動
は
も
と
よ
り
生
活
指
導
の
領
域
に
踏
み
込
ん

で
ま
で
も
、
従
来
以
上
の
指
導
性
の
発
揮
が
必
要
と
な
り
、
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
そ
こ
に
投
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
三
つ
め
は
、
大
学
自
治
の
体
制
上
の
困
難
で
あ

る
。
さ
き
に
み
た
意
識
状
況
は
、
大
学
自
治
へ
の
無
関
心
に
つ
な
が
り
、
学
生
の
団
結
を

困
難
に
し
、
学
問
研
究
の
自
由
を
擁
護
す
る
大
学
全
体
の
体
制
を
弱
め
る
結
果
を
も
た
ら

し
か
ね
な
い
。

学
生
実
態
を
め
ぐ
る
以
上
の
検
討
は
、
大
学
づ
く
り
の
課
題
の
重
要
性
を
つ
よ
く
提
起

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学
生
は
教
育
を
通
じ
て
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

教
育
活
動
と
大
学
自
治
活
動
を
含
む
大
学
づ
く
り
、
学
部
づ
く
り
の
事
業
の
な
か
に
、

今
後
の
研
究
活
動
発
展
の
展
望
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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Ⅲ
本
学
に
お
ほ
る
研
究
活
動
の
到
達
点
と
課
題

柵
’
教
育
研
究
像
の
設
定
と
追
￥
求
過
程
の
概
括

⑪
戦
後
再
発
足
期
の
課
題
と
方
向
性

戦
後
の
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
は
、
本
学
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
そ
れ
を

新
し
い
意
味
で
の
「
教
育
と
研
究
の
統
巨
の
う
ち
に
位
置
づ
け
て
き
た
こ
と
を
特
質
と

す
る
。
古
典
的
な
研
究
と
教
育
の
一
体
性
論
は
、
教
育
か
ら
研
究
へ
の
流
れ
に
つ
い
て
の

積
極
的
な
位
置
づ
け
を
も
た
な
い
ま
ま
に
、
教
育
を
一
方
的
に
研
究
に
従
属
さ
せ
る
考
え

方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
新
し
い
「
教
育
と
研
究
の
統
一
」
は
、
教
育
と
研
究
と
を

文
字
ど
お
り
統
一
的
に
と
ら
え
、
両
者
の
間
に
相
互
に
発
展
を
刺
激
し
、
促
進
し
、
さ
さ

え
あ
う
関
係
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
活
動
の
側
か
ら
い
え
ば
、

研
究
課
題
の
設
定
を
含
む
研
究
活
動
の
諸
契
機
を
教
育
活
動
の
な
か
か
ら
も
積
極
的
に
汲

み
と
り
、
ま
た
、
そ
の
契
機
か
ら
発
し
た
研
究
を
含
む
研
究
活
動
の
諸
成
果
を
教
育
の
場

に
生
か
し
、
確
か
め
る
こ
と
を
、
そ
れ
は
意
味
し
た
。

そ
の
さ
い
、
教
育
活
動
は
教
職
員
個
々
の
営
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
部
、
学
科
等
を

単
位
と
す
る
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
と
づ
く
所
属
教
職
員
の
集
団
的
な
作
業
で
も

に
関
し
て
は
、
教
育
と
研
究
と
大
学
の
自
治
的
管
理
・
運
営
の
三
側
面
の
望
ま
し
い
統
一

の
関
係
を
保
障
す
る
体
制
づ
く
り
が
、
と
り
わ
け
重
要
と
な
ろ
う
。

い
ま
少
し
具
体
的
に
い
う
な
ら
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
教
職
員
体
制
を
実
現
す
る
こ
と

は
、
八
○
年
代
の
研
究
活
動
の
成
否
を
決
す
る
課
題
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
は
、
以
上
の
諸
課
題
を
統
一
的
目
的
意
識
的
な
”
大
学
づ
く
り
“
の
課
題
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
上
掲
の
諸
課
題
は
、
大
学
自
治
活
動
の
強
化
に
し
て
も
、
国
民

的
要
請
を
受
け
と
め
た
研
究
活
動
の
展
開
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
研
究
体
制
・
条
件
の

整
備
に
し
て
も
、
ま
た
そ
れ
ら
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
教
育
研
究
の
充
実
改
善
に
し
て
も
、

す
べ
て
が
大
学
と
し
て
の
あ
り
方
に
集
約
さ
れ
、
統
一
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
実
現
を
は
か
る
べ
き
大
学
像
・
学
部
像
と
し
て
そ
れ
を
明
確
に
設
定
し
、
目

的
意
識
的
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
重
視
す
べ
き
は
、
特
色
の

あ
る
大
学
づ
く
り
、
学
部
づ
く
り
の
観
点
の
具
体
化
で
あ
ろ
う
。

あ
る
。
教
育
活
動
の
充
実
発
展
の
た
め
に
は
、
教
職
員
の
集
団
化
は
不
可
欠
の
条
件
で
あ

る
。
必
然
的
に
そ
れ
は
「
教
育
と
研
究
の
統
こ
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
活
動

に
お
い
て
も
教
職
員
の
集
団
化
を
う
な
が
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。

戦
後
、
新
制
大
学
と
し
て
の
本
学
の
再
発
足
以
降
、
一
九
五
○
年
代
末
ま
で
の
時
期
は
、

上
述
の
意
味
で
の
新
し
い
「
教
育
と
研
究
の
統
こ
の
模
索
期
で
あ
り
、
創
造
期
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
教
育
と
研
究
の
統
匡
体
と
し
て
の
学
部
・
学
科
づ
く
り
、
大
学
づ
く

り
の
過
程
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
内
実
を
か
た
ち
づ
く
る
べ
き
新
し
い
研
究
活
動
の
創
生

期
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
創
生
期
の
本
学
の
研
究
活
動
に
、
重
要
な
方
向
性
を
あ
た
え
た
の
は
、
一
九

五
三
年
「
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
の
創
刊
で
あ
っ
た
。
人
文
科
学
研
究
所
は
、
一
九
四

八
年
に
発
足
し
、
立
命
館
土
曜
講
座
等
の
事
業
を
引
継
ぐ
と
と
も
に
、
人
文
・
社
会
科
学

の
全
領
域
に
わ
た
る
研
究
発
表
会
を
各
学
部
の
共
同
参
加
の
も
と
に
開
催
す
る
な
ど
の
活

動
を
重
ね
て
き
た
。
研
究
所
は
ま
た
、
「
法
と
経
済
」
「
立
命
館
文
学
」
の
二
研
究
雑
誌

の
発
行
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
一
九
五
二
年
か
ら
、
「
法
と
経
済
」
は
「
立
命
館
法
学
」

と
「
立
命
館
経
済
学
」
と
に
発
展
的
に
分
化
し
た
。
「
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
の
創
刊

は
、
学
問
研
究
の
こ
う
し
た
専
門
化
傾
向
と
結
合
さ
れ
る
べ
き
他
方
の
総
合
化
の
追
求
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
紀
要
」
の
創
刊
に
つ
づ
い
て
、
翌
五
四
年
に
は
専
門
課
題
別
研
究
会
が
学
部
横
断
的

に
組
織
さ
れ
、
図
書
資
料
の
系
統
的
収
集
も
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら
に
五
五
年
の
専
任
研
究

員
制
度
の
発
足
、
五
六
年
夏
季
実
態
調
査
の
開
始
、
五
七
年
の
第
一
期
総
合
研
究
会
の
組

織
な
ど
、
人
文
研
を
舞
台
と
す
る
研
究
活
動
の
総
合
化
の
試
み
は
次
々
と
具
体
化
さ
れ
た
。

五
五
年
に
設
置
さ
れ
た
理
工
学
研
究
所
も
、
五
六
年
か
ら
「
理
工
学
研
究
所
紀
要
」
の
刊

行
を
開
始
し
た
。
一
九
六
○
年
代
以
降
、
全
学
的
な
追
求
方
向
と
な
っ
た
「
学
問
研
究
の

現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
道
は
、
こ
れ
ら
人
文
研
・
理
工
研
の
活
動
を
通
じ
て
、

先
駆
的
に
き
り
ひ
ら
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

②
六
○
年
代
の
発
展
と
「
紛
争
」
の
逆
流

今
日
に
い
た
る
「
学
問
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
理
念
は
、
一
九
六
○

年
代
に
入
っ
て
、
六
一
年
の
「
経
営
学
部
設
置
問
題
に
つ
い
て
の
ま
と
め
」
に
お
い
て
ま

－328－



壷料717

ず
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
六
三
年
一
：
学
園
振
興
基
本
要
綱
」
に
結
実
を
み
た
本

学
の
長
期
的
発
展
政
策
の
策
定
へ
の
全
学
討
議
を
通
じ
て
深
め
ら
れ
た
。

こ
の
理
念
の
教
学
面
で
の
具
体
化
と
し
て
、
経
営
学
部
・
産
業
社
会
学
部
が
発
足
し
、

二
部
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
既
存
の
各
学
部
で
も
教
学
の
改
善
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
成
果
に
立
っ
て
、
学
部
教
学
の
基
軸
と
な
る
小
集
団
一
貫
教
育
体
系
が
整
っ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
六
○
年
代
前
半
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
内
実
に
か
か
わ

る
理
念
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
教
学
改
善
が
意
欲
的
集
中
的
に
推
進
さ
れ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
然
に
、
対
応
す
る
研
究
活
動
の
新
た
な
進
展
を
つ
く
り
だ
し
、

戦
後
に
お
け
る
本
学
の
一
画
期
を
な
し
た
個
人
研
究
、
集
団
研
究
の
進
展
が
み
ら
れ
た
。

そ
の
な
か
か
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
領
域
で
、
全
国
の
学
界
に
多
大
な
刺
激
を
与
え
る
研
究
水

準
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
教
学
諸
パ
ー
ト
椛
成
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
も
、
い

く
つ
も
の
学
部
、
学
科
等
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
は
「
か
っ
て
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
」

と
す
る
認
識
が
語
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
本
学
の
物
的
な
研
究
条
件
は
、
旧
帝
大
等
と
は

も
と
よ
り
比
較
す
べ
く
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
等
の
水
準
と
比
べ
て
も
相
対
的
に

劣
っ
て
い
た
。
教
職
員
個
々
の
燃
え
る
よ
う
な
意
気
込
み
と
、
そ
れ
を
包
む
暖
か
く
し
か

も
緊
張
を
は
ら
ん
だ
研
究
集
団
の
形
成
、
こ
れ
が
当
時
の
研
究
活
動
の
進
展
を
さ
さ
え
た

決
定
的
な
条
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
期
を
迎
え
た
本
学
の
研
究
活
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
立
ち

ふ
さ
が
っ
た
の
は
、
六
○
年
代
末
、
全
国
の
大
学
を
お
お
っ
た
「
学
園
紛
争
」
で
あ
っ
た
。

教
育
が
破
壊
さ
れ
、
研
究
の
時
間
も
、
資
料
も
、
施
設
設
備
も
、
体
制
も
、
奪
わ
れ
破
壊

さ
れ
た
。
荒
廃
さ
せ
ら
れ
た
学
園
の
中
で
、
研
究
活
動
は
一
転
し
て
停
滞
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
、
逆
に
押
し
戻
さ
れ
さ
え
し
た
。
し
か
し
、
決
起
し
た
教
職
員
、
学
生
の
勇
気
と
団
結

に
よ
っ
て
、
本
学
は
「
紛
争
」
を
主
体
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
過
は
、

教
職
員
の
実
践
に
お
け
る
「
教
育
と
研
究
と
大
学
運
営
の
統
一
」
の
課
題
を
鮮
明
に
浮
び

あ
が
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑧
今
日
の
到
達
点
と
解
決
す
べ
き
課
題

一
九
七
○
年
代
は
、
「
教
育
と
研
究
と
大
学
運
営
の
実
践
的
統
こ
の
課
題
を
前
に
、

そ
れ
の
高
い
水
準
で
の
実
際
的
な
形
成
を
め
ざ
す
懸
命
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
時
期
と
い

え
よ
う
。
「
紛
争
」
の
余
焼
に
立
ち
向
い
、
後
遺
症
を
一
つ
ひ
と
つ
取
り
除
く
↓
」
と
か
ら

努
力
は
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
に
、
新
た
な
教
学
改
善
と
研
究
活
動
の
再
組
織
、
発
展

へ
の
取
り
く
み
が
重
ね
ら
れ
、
大
学
自
治
の
い
っ
そ
う
の
実
体
化
へ
の
さ
ま
ざ
ま
の
努
力

が
展
開
さ
れ
た
。
教
育
の
側
面
で
は
、
そ
の
内
容
・
方
法
・
条
件
の
改
善
が
進
め
ら
れ
、

研
究
の
側
面
で
も
体
制
・
条
件
に
つ
い
て
多
面
的
な
進
展
が
あ
っ
た
。
大
学
自
治
・
大
学

運
営
の
側
面
で
は
、
民
主
主
義
的
大
学
運
営
の
い
っ
そ
う
の
実
体
化
へ
、
運
営
諸
組
織
・

諸
機
関
の
活
性
化
が
は
か
ら
れ
た
。

あ
ら
た
め
て
七
○
年
代
の
実
践
を
振
り
返
る
と
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
す
べ
て
の
教
職
員

が
揮
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
努
力
を
並
ね
、
苦
闘
を
つ
づ
け
て
き
た
時
代
で
あ
っ
た
と

の
感
が
深
い
。
教
育
と
研
究
と
大
学
運
営
の
三
側
面
の
統
一
的
発
展
と
い
う
こ
の
間
の
基

本
課
題
は
、
大
学
、
学
部
と
い
う
単
位
組
織
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
的
に
は
、

そ
れ
は
個
々
の
教
職
員
の
実
践
の
集
禎
に
よ
っ
て
し
か
実
現
さ
れ
え
な
い
。

七
○
年
代
の
本
学
教
職
員
は
、
教
育
活
動
と
大
学
運
営
諸
機
関
へ
の
参
加
と
、
要
請
さ

れ
た
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
設
定
し
た
研
究
活
動
と
を
、
と
も
ど
も
に
統
一
的
に
実
践
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
し
か
も
教
職
員
体
制
は
、
拡
充
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
求
め
ら

れ
る
活
動
の
量
と
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
は
る
か
に
少
い
と
い
う
実
態
に
あ
っ
た
。
そ

の
な
か
で
一
○
余
年
に
お
よ
ぶ
苦
闘
が
つ
づ
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
「
衣
笠
一
拠
点
化
」

の
内
実
の
柱
で
あ
る
べ
き
研
究
活
動
は
困
難
を
か
か
え
、
い
ま
だ
八
○
年
代
の
た
し
か
な

発
展
へ
の
展
望
を
も
ち
え
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

今
日
本
学
は
、
八
○
年
代
の
研
究
活
動
の
前
途
を
め
ぐ
る
重
大
な
岐
路
に
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
可
能
性
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
教
育
・
大
学
自
治

両
活
動
の
重
み
に
耐
え
か
ね
、
消
耗
し
、
研
究
活
動
が
心
な
ら
ず
も
沈
滞
を
よ
ぎ
な
く
さ

せ
ら
れ
る
道
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
今
Ｈ
ま
で
の
苦
闘
を
実
ら
せ
、
そ
れ
が
つ
く
り
あ

げ
た
き
て
教
育
・
大
学
自
治
両
活
動
の
前
進
を
生
か
し
、
研
究
活
動
の
大
き
な
発
展
を
現

実
の
も
の
と
し
て
い
く
道
で
あ
る
。
追
求
す
べ
き
道
は
、
も
と
よ
り
後
者
で
あ
る
。
そ
の

道
を
進
む
た
め
に
は
、
教
育
、
研
究
、
大
学
運
営
三
側
面
の
統
一
的
推
進
を
め
ぐ
る
教
職

員
体
制
に
お
け
る
矛
盾
を
ま
ず
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
軸
と
す
る
研

究
体
制
・
条
件
の
抜
本
的
な
改
善
は
、
八
○
年
代
に
お
け
る
本
学
の
研
究
活
動
の
飛
跳
的

な
発
展
を
可
能
と
す
る
決
定
的
な
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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２
研
究
状
況
、
研
ゞ
究
体
制
・
条
件
の
到
達
・
点
と
課
題

、
川
究
状
況
の
推
移
と
到
達
点

Ａ
学
部
、
研
究
所
の
研
究
誌
等
の
刊
行
状
況

研
究
機
関
の
研
究
状
況
を
端
的
に
示
す
資
料
は
、
研
究
紀
要
で
あ
る
。
本
学
の
学
内

研
究
誌
は
、
研
究
所
、
学
部
学
会
、
学
科
・
専
攻
誉
ｘ
室
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
刊
行
さ
れ
て
ぃ

プ
（
》
Ｏ

こ
れ
ら
は
、
一
部
「
学
園
紛
争
」
期
に
停
滞
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ま

た
そ
の
後
に
必
ず
し
も
定
期
刊
行
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
は
着
実
な
刊
行
が
つ
づ
い
て
い
る
。

七
○
年
代
後
半
以
降
、
「
人
文
科
学
研
究
所
推
股
皿
」
「
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
（
保

他
体
育
特
集
ご
「
立
命
館
史
学
」
が
発
行
さ
れ
、
学
部
学
会
の
研
究
誌
に
お
い
て
も

幾
つ
か
の
意
欲
的
な
綿
喋
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
測
向
は
、
「
学
園
紛

争
」
に
よ
る
空
間
を
脱
し
た
後
の
七
○
年
代
の
研
究
努
力
が
よ
う
や
く
実
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
文
部
省
科
学
研
究
曲
補
助
金
の
申
請
、
採
択
状
況

文
部
省
科
学
研
究
税
の
申
請
、
採
択
状
況
も
、
研
究
活
動
の
実
態
を
反
映
す
る
脂
標

で
あ
る
。
こ
の
面
で
も
、
本
学
の
研
究
活
動
の
七
○
年
代
を
迎
じ
て
の
伸
長
は
い
ち
じ

る
し
い
。
申
請
件
数
は
、
「
学
園
紛
争
」
の
影
響
を
受
け
た
六
九
～
七
一
年
度
の
落
込

み
の
後
、
七
二
年
度
か
ら
増
川
に
転
じ
、
七
○
年
代
後
半
は
急
増
と
い
え
る
状
況
に
あ

る
。
こ
の
結
果
、
採
択
件
数
は
七
五
年
度
以
降
着
実
に
噌
加
し
は
じ
め
、
八
一
年
度
に

は
一
五
件
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
関
西
四
私
大
の
比
較
で
は
、
七
七
～
七
九
年
度
合

計
で
、
本
学
の
申
請
件
数
は
関
西
大
学
に
次
い
で
多
く
、
関
西
学
院
大
学
、
同
志
社
大

学
を
大
巾
に
上
廻
り
、
採
択
件
数
は
最
高
で
あ
っ
た
。

Ｃ
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
の
進
路
状
況

大
学
院
と
く
に
博
士
課
程
（
後
期
）
修
了
者
の
進
路
実
態
も
ま
た
、
設
置
大
学
の
研

究
活
動
水
準
を
反
映
す
る
指
標
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｄ
問
題
は
深
刻
で
あ
る

が
、
全
国
的
な
私
学
大
学
院
の
進
路
実
態
か
ら
す
れ
ば
、
「
厳
選
主
義
」
を
と
っ
て
き

た
と
は
い
え
、
本
学
の
高
い
研
究
活
動
水
準
を
反
映
し
た
進
路
実
態
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
（
「
大
学
院
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
」
の
表
一
一
二
参
照
）
。

②
研
究
体
制
の
推
移
と
到
達
点

Ａ
専
任
教
員
体
制
と
そ
の
碓
成

専
任
教
員
数
は
一
九
六
五
年
の
二
五
八
名
が
七
二
年
度
に
は
三
○
○
名
に
達
し
、
さ

ら
に
八
一
年
五
月
現
在
で
は
三
六
一
名
と
な
り
、
ほ
ぼ
一
○
○
名
の
噸
員
を
み
た
。
こ

の
た
め
、
専
任
教
員
一
人
あ
た
り
学
生
数
も
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
六
八
年
度
の
八
三
名

か
ら
漸
減
の
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
七
○
年
度
に
は
八
○
名
を
測
り
、
八
一
年
度
で
は
五

八
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
い
わ
ゆ
る
一
○
私
学
の
水
準
と
対
比
す
る
と
、

本
学
は
な
お
品
低
位
に
あ
る
。
八
○
年
五
月
時
点
の
本
学
以
外
の
九
私
学
平
均
専
任
敬

員
一
人
あ
た
り
学
生
数
は
四
七
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
学
の
そ
れ
は
六
一
名
で
あ
る
。

職
貝
を
含
む
敬
職
貝
一
人
あ
た
り
学
生
数
で
は
差
は
さ
ら
に
大
き
く
、
九
私
学
平
均
二

三
名
弱
に
対
し
、
本
学
は
三
三
名
強
と
い
う
実
態
に
あ
る
。

Ｂ
学
部
、
研
究
所
等
の
共
同
研
究
体
制

学
部
・
学
科
等
の
教
育
・
研
究
単
位
組
織
の
共
同
研
究
会
、
な
ら
び
に
専
攻
領
域
別
、

テ
ー
マ
別
等
の
共
同
研
究
会
は
、
現
在
、
理
工
学
部
の
一
五
研
究
会
を
は
じ
め
、
全
学

で
四
五
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
ほ
ぼ
恒
常
的
な
涌
勤
を
継
統
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、

「
学
園
紛
争
」
後
の
七
○
年
代
を
通
じ
て
、
研
究
会
組
織
数
、
参
加
者
数
と
も
に
発
展

を
と
げ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
教
科
研
究
会
の
組
織
と
活
伽
も
ま
た
、
こ
の
間
に
蒜
実

な
進
展
を
み
せ
た
。
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
活
側
は
、

七
九
年
度
か
ら
の
両
研
究
所
専
任
研
究
員
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
画
期
的
な
進
展
を
み

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｃ
大
学
院
研
究
科
の
設
置
、
拡
充

大
学
院
研
究
科
の
体
制
も
、
七
○
年
代
を
通
じ
て
、
と
く
に
博
士
課
程
（
後
期
）
の

拡
充
が
急
速
に
す
す
め
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
、
ご
く
一
・
二
の
専
攻
等
を
除
い
て
、
本
学
の
学
部
、
学
科
、
専
攻
の
ほ

と
ん
ど
が
大
学
院
研
究
科
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
大
学
院
研
究
科
は
、
教
育
組
織
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
が
研
究
組
織
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
学
の
研
究
体
制

は
、
こ
の
面
か
ら
も
強
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

Ｄ
研
究
事
務
機
構
、
体
制

研
究
事
務
機
構
は
、
こ
の
間
定
員
増
を
含
む
体
制
と
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
ま
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た
基
礎
文
献
資
料
室
の
設
置
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
研
究
事
務
機
械
の
抜
本
的

改
革
は
、
な
お
具
体
化
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
理
工
学
研
究
所
事
務
職
員
が
兼
任
体
制
の

ま
ま
で
あ
る
問
題
と
と
も
に
、
課
題
と
し
て
持
越
さ
れ
て
い
る
。

⑧
研
究
条
件
の
推
移
と
到
達
点

Ａ
授
業
担
当
時
間

講
義
等
の
授
業
担
当
時
間
は
、
研
究
条
件
と
し
て
一
面
的
に
と
ら
え
る
べ
き
性
格
の

も
の
で
な
く
、
ま
た
個
別
的
な
学
生
指
導
に
要
す
る
時
間
堂
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
時
間
割
上
の
授
業
担
当
時
間
数
は
、
数
職
員
の
噸
員
と
と
も
に
、
着
実
に
改

葬
が
す
す
ん
で
き
た
。
時
間
制
上
の
専
任
敬
貝
仙
当
時
間
数
を
在
緋
教
員
数
で
除
し
た

単
純
平
均
持
時
間
数
は
、
一
九
七
○
年
度
一
三
・
七
時
間
、
七
五
年
度
一
二
・
一
時
間
、

八
○
年
度
一
一
・
三
時
間
と
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
役
職
者
、
研
究
所
専
任

研
究
員
、
学
外
研
究
員
（
留
学
者
）
、
病
欠
者
等
を
除
い
た
通
常
勤
務
者
の
み
の
平
均

持
時
間
数
は
、
八
○
年
度
の
場
合
、
全
学
で
一
般
教
育
担
当
者
二
・
○
時
間
、
外
国

語
担
当
者
一
三
・
四
時
間
、
保
健
体
育
担
当
帝
一
五
・
○
時
間
、
専
門
科
Ⅱ
担
当
打
一

一
・
九
時
間
で
あ
っ
た
。
関
西
川
私
学
を
比
較
す
る
と
、
本
学
は
関
西
学
院
大
学
と
な

ら
ん
で
関
西
大
学
、
同
志
社
大
学
よ
り
も
平
均
持
時
間
が
や
や
少
な
い
。
し
か
し
、
外

国
語
、
保
健
体
育
、
低
川
生
小
集
団
授
業
等
の
ク
ラ
ス
学
生
数
は
、
少
差
で
は
あ
る
が
、

本
学
は
多
い
。
こ
う
し
た
実
態
を
加
味
す
れ
ば
、
本
学
の
授
業
担
当
の
研
究
条
件
と
し

て
の
側
面
は
、
な
お
改
善
を
要
す
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
研
究
用
図
峠
資
料
、
機
器
等

研
究
条
件
と
し
て
の
図
沸
資
料
の
整
備
状
況
は
、
内
容
を
重
視
し
て
ス
ト
ッ
ク
で
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
の
で
、
使
宜
上
フ
ロ
ー
の

予
算
額
（
図
岬
資
料
曲
総
訓
か
ら
図
諜
館
分
を
除
く
。
ま
た
個
人
研
究
岱
分
を
含
ま
ず
）

で
み
る
と
、
年
々
の
改
善
が
重
ね
ら
れ
、
八
一
年
度
は
一
億
八
千
万
円
と
な
っ
た
。
専

任
教
員
一
人
あ
た
り
予
算
額
の
関
西
四
私
学
比
較
で
は
、
本
学
は
関
西
学
院
大
学
と
ほ

ぼ
同
水
準
に
あ
り
、
間
西
大
学
よ
り
も
多
い
が
同
志
社
大
学
の
水
準
に
は
ま
だ
達
し
て

い
な
い
・

ぐ
共
同
研
究
室
、
個
人
研
究
室
、
実
験
実
課
室
等

各
学
部
、
外
国
語
科
連
絡
協
談
会
の
共
同
研
究
室
は
、
よ
う
や
く
沸
廊
問
題
、
冷
房

問
題
の
解
決
を
み
た
。
し
か
し
面
祇
規
模
か
ら
く
る
集
会
室
機
能
、
作
業
室
機
能
の
不

十
分
さ
は
な
お
未
解
決
で
あ
る
。
人
文
・
社
会
系
教
員
の
個
人
研
究
室
は
、
現
在
は
一

二
・
一
五
㎡
に
統
一
さ
れ
、
平
均
面
械
は
や
や
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
機
能
的
な
研
究

室
利
用
の
点
で
は
、
面
積
に
規
定
さ
れ
た
図
書
資
料
の
収
蔵
の
限
界
や
、
小
グ
ル
ー
プ

の
学
生
指
導
の
困
難
が
あ
り
、
電
話
、
防
音
、
冷
房
、
水
道
、
黒
板
等
の
整
備
の
問
題

な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
等
と
比
較
す
る
と
、
関
西
で
は
本
学
の

一
・
五
倍
以
上
の
面
穣
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
関
東
は
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
よ

っ
て
研
究
室
棟
を
新
築
し
た
例
を
除
け
ば
本
学
と
同
程
度
の
面
穣
が
多
く
、
二
人
共
用

の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
理
工
学
部
専
門
科
Ⅱ
教
典
の
個
人
研
究
室
は
修
学
節
個
人
研
究
室

よ
り
も
広
い
が
多
く
が
二
名
共
用
、
院
生
と
の
共
用
、
卒
業
研
究
に
利
用
な
ど
、
実
験

実
習
室
を
補
完
す
る
利
用
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
理
工
学
部
実
験
施
設
棟
は
一
九
六
○

年
代
に
門
、
五
、
六
号
館
の
竣
工
を
み
、
七
○
年
代
に
七
号
館
が
新
築
さ
れ
た
が
、
な

お
い
く
つ
も
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
人
文
・
社
会
系
の
実
験
・
実
習
室
も
学
部
基
本

棟
整
備
の
な
か
で
拡
充
さ
れ
た
。

Ｄ
学
外
研
究
員
制
度
等

大
学
資
金
に
よ
る
学
外
研
究
員
（
留
学
）
制
度
は
、
七
七
年
度
か
ら
大
巾
に
拡
充
さ

れ
、
こ
の
年
度
か
ら
国
外
留
学
は
私
学
振
興
財
団
助
成
分
を
含
め
て
懸
案
の
各
学
部
一

名
の
長
期
留
学
が
実
現
さ
れ
、
国
内
留
学
も
各
学
部
前
後
期
各
三
名
原
則
の
六
名
に
増

員
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八
○
、
八
二
年
度
に
も
制
度
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。
関
西
四

私
学
の
留
学
制
度
を
比
較
す
る
と
、
国
外
冊
学
で
は
同
志
社
大
学
の
人
員
ワ
ク
が
や
や

多
く
、
関
関
大
学
の
留
学
餅
が
他
よ
り
か
な
り
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
国
内
留
学

で
は
内
容
ｔ
の
机
違
が
あ
る
の
で
い
ち
が
い
に
い
え
な
い
が
、
本
学
の
留
学
曲
は
他
と

比
べ
て
い
ち
じ
る
し
く
少
な
い
。

Ｅ
そ
の
他
の
研
究
助
成
制
度

個
人
研
究
伐
（
図
書
資
料
賀
等
）
制
度
で
は
、
本
学
は
関
西
大
学
と
ほ
ぼ
同
水
準
で

あ
る
が
、
関
西
学
院
、
同
志
社
両
大
学
は
本
学
よ
り
も
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
る
。
研

究
旅
伐
制
度
で
は
、
四
私
学
中
で
は
少
差
で
は
あ
る
が
晶
高
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
の

夏
季
実
態
調
査
に
は
じ
ま
る
共
同
研
究
へ
の
助
成
も
、
人
文
研
、
理
工
研
橘
測
の
充
実

と
と
も
に
七
○
年
代
に
急
速
な
拡
充
を
み
た
。
関
西
四
私
大
の
研
究
活
帥
の
規
模
を
比

、旬1
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較
す
る
と
事
業
内
容
の
差
異
を
考
慮
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
人
文
。
社
会
系
研

究
所
の
場
合
の
予
算
総
額
で
は
本
学
は
高
位
に
あ
り
、
な
ん
ら
遜
色
は
な
い
。
し
か
し
、

関
東
の
大
手
私
大
が
晶
近
机
つ
い
で
研
究
助
成
基
金
や
研
究
助
成
事
務
機
械
を
設
け
、

き
わ
め
て
巨
額
の
研
究
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
早
稲
田
大
学
は
七
九
年
度
に
七
億
円
の
研
究
助
成
基
金
を
設
け
、
八
○

年
度
か
ら
年
間
予
算
血
、
○
○
○
万
円
の
特
定
課
題
研
究
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
、

七
九
年
度
に
研
究
助
成
室
を
設
け
た
慶
応
義
塾
大
学
は
、
各
椛
の
基
金
を
も
ち
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
文
部
省
科
学
研
究
曲
補
助
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
に
計
一
価
八
、
○

○
○
万
円
の
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ゆ
研
究
実
態
と
今
後
へ
の
課
題
、
要
望

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
㈹
、
研
究
状
況
と
研
究
水
準
の
評
価

研
究
活
動
に
関
す
る
専
任
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
回
収
数
三
○
一
（
有
効
集
計

分
二
九
九
）
に
達
し
、
八
六
・
五
％
の
高
い
回
収
率
で
あ
っ
た
。
自
由
記
入
設
問
に
も

多
く
の
率
直
な
意
兄
が
よ
せ
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
が
描
い
て
お
ら
れ
た
こ
こ
数
年
間
の
研
究
の
椛
想
や
計
画
に
つ
い
て
、
こ

こ
数
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
あ
な
た
の
感
想
は
つ
ぎ
の
い
ず
れ
が
も
っ
と
も

近
い
で
す
か
」
と
の
設
問
で
、
研
究
の
進
展
状
況
を
た
ず
ね
た
。
全
学
で
は
「
考
え
て

い
た
構
想
や
計
画
を
超
え
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
一
％
、
「
考
え
て
い
た

構
想
や
計
画
を
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
」
一
○
％
、
「
考
え
て
い
た
椛
想
や
計
画
の
半
分
く

ら
い
は
達
成
で
き
た
」
二
八
％
、
「
考
え
て
い
た
柵
想
や
計
画
を
少
し
は
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
」
四
五
％
、
「
考
え
て
い
た
椛
想
や
計
画
は
ま
っ
た
く
進
ま
な
か
っ
た
」
九

％
、
「
考
え
て
い
た
柵
想
や
計
画
と
は
違
っ
た
方
向
へ
研
究
が
移
っ
た
」
二
％
、
「
も

と
も
と
構
想
や
計
画
を
明
確
に
立
て
て
い
な
か
っ
た
か
ら
答
え
よ
う
が
な
い
」
二
％
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
「
計
画
超
過
」
と
「
ほ
ぼ
達
成
」
を
合
せ
て
二
％
と
い
う
状

況
は
、
き
わ
め
て
深
刻
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

年
令
別
で
は
二
○
才
代
、
三
○
才
代
で
の
達
成
度
の
困
難
が
つ
よ
く
示
さ
れ
、
四
○

才
代
が
平
均
的
な
分
布
を
示
し
、
五
○
才
代
、
六
○
才
代
で
「
半
分
く
ら
と
「
少
し

は
」
に
収
敵
す
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。
本
学
在
職
年
数
別
で
は
、
「
少
し
は
」
「
ま

っ
た
く
」
を
合
せ
た
比
率
が
三
年
以
下
層
四
九
％
、
四
～
五
年
層
七
三
％
、
六
～
一
○

年
岬
四
七
％
、
、
二
～
一
五
年
解
五
二
％
、
一
六
～
二
○
年
屑
五
六
％
、
二
一
年
以

上
五
七
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
四
～
五
年
解
は
、
ま
さ
に
本
学
に
お
い
て
の
研
究
成

果
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
層
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
い
ち
じ
る
し
い
困
難
の
表
明
を
重
視

し
な
く
、
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
「
あ
な
た
が
所
属
し
て
お
ら
れ
る
学
部
ま
た
は
学
科
、
専
攻
、
教
室
等
を

単
位
と
す
る
総
体
的
な
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
」
の
研
究
水
準
の
評
価
を
求
め
た
。
「
研

究
水
準
の
い
ま
の
到
達
点
は
、
か
り
に
『
学
園
紛
争
」
前
の
六
○
年
代
な
か
ば
の
水
準

か
ら
み
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
の
設
問
に
対
し
て
、
全
学
で
は
「
当
時
の
状
況

が
わ
か
ら
な
い
」
を
除
く
と
、
「
か
な
り
」
「
や
や
」
を
合
せ
て
「
止
廻
っ
て
い
る
」

が
四
五
％
、
「
ほ
ぼ
同
水
準
」
が
七
％
、
「
や
や
」
「
か
な
り
」
を
合
せ
て
「
落
ち
こ

ん
で
い
る
」
が
二
八
％
、
「
簡
単
に
は
答
え
ら
れ
ぬ
」
が
二
○
％
で
あ
っ
た
。
「
上
廻

っ
て
い
る
」
と
「
落
ち
こ
ん
で
い
る
」
の
み
を
対
照
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
全
学
で
は

か
な
り
「
上
廻
っ
て
い
る
」
と
す
る
評
川
が
多
い
。

「
研
究
水
準
の
い
ま
の
到
達
点
は
、
全
国
的
な
水
準
（
い
ち
お
う
Ⅲ
や
す
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
の
水
準
）
か
ら
み
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
の
Ⅲ
い
を
め
ぐ

っ
て
は
、
全
学
で
は
「
か
な
り
」
「
や
や
」
を
合
せ
て
「
上
廻
っ
て
い
る
」
と
の
評
価

九
％
に
対
し
、
「
や
や
」
「
か
な
り
」
を
合
せ
て
「
落
ち
こ
ん
で
い
る
」
と
の
評
価
が

四
五
％
に
達
し
、
否
定
的
な
評
価
が
き
わ
め
て
つ
よ
く
示
さ
れ
た
。
「
ほ
ぼ
同
水
準
」

と
み
る
評
価
は
二
六
％
、
「
簡
単
に
は
答
え
ら
れ
な
い
」
が
一
八
％
で
あ
っ
た
。

Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
②
、
研
究
条
件
の
到
達
水
準

研
究
条
件
の
総
体
的
な
到
達
点
に
関
し
て
は
、
六
○
年
代
頃
と
の
対
比
と
全
国
的
水

準
（
と
く
に
い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
の
水
準
）
と
の
対
比
を
求
め
る
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。

「
研
究
条
件
を
め
ぐ
る
経
過
と
い
ま
の
到
達
点
は
、
六
○
年
代
頃
の
水
準
か
ら
み
る
と

ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
の
設
問
に
つ
い
て
は
、
「
六
○
年
代
頃
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
回
答
を
除
い
た
百
分
比
で
、
「
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き

た
と
思
う
」
二
五
％
、
「
や
や
改
善
さ
れ
て
き
た
と
思
う
」
四
三
％
、
「
あ
ま
り
変
ら

な
い
と
思
う
」
一
三
％
、
「
や
や
悪
く
な
っ
て
き
た
と
思
う
」
八
％
、
「
か
な
り
悪
く

な
っ
て
き
た
と
思
う
」
七
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
「
改
善
」
六
八
％
対
「
悪
化
」

一
五
％
で
あ
り
、
ま
ず
は
改
善
が
大
方
の
評
価
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
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う
に
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
今
日
の
到
達
点
を
全
国
水
準
と
対
比
し

た
評
価
で
は
、
き
わ
め
て
き
び
し
い
見
解
が
表
明
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
一
○
私
大
の
水
準

を
上
回
る
と
す
る
回
答
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
本
学
で
の
研
究
環
境
・

研
究
条
件
の
総
体
的
な
評
価
に
つ
い
て
、
か
さ
ね
て
お
た
づ
ね
し
ま
す
。
か
り
に
あ
な

た
の
親
し
い
友
人
が
本
学
に
就
任
の
機
会
が
あ
っ
て
、
相
談
を
受
け
た
場
合
、
あ
な
た

の
率
直
な
感
想
や
態
度
は
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
設
問
に

対
し
、
「
勧
め
た
い
が
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
気
持
ち
が
あ
る
」
、
「
勧
め
た
く
な
い
」

と
い
う
回
答
も
み
ら
れ
た
。
こ
こ
に
も
研
究
条
件
の
現
状
を
め
ぐ
る
重
た
い
評
価
が
惨

み
出
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
研
究
条
件
の
現
状
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
が
た
だ
ち
に
今
後
の
研
究
活
動
を
め
ぐ
る
否
定
的
な
展
望
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
決
し
て
な
い
。
研
究
活
動
の
今
後
に
関
し
て
、
「
今
後
の
あ
な
た
の
研
究
活
動
の
展

望
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
お
持
ち
で
す
か
」
と
の
質
問
項
目
を
設
け
た
。

「
大
き
く
進
展
す
る
と
い
う
展
望
を
持
っ
て
い
る
」
四
％
、
「
か
な
り
進
展
す
る
と
い

う
展
望
を
持
っ
て
い
る
」
三
七
％
、
「
少
し
は
進
展
す
る
と
い
う
展
望
を
持
っ
て
い
る
」

五
五
％
、
「
進
展
へ
の
展
望
は
ほ
と
ん
ど
待
て
な
い
」
二
％
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

「
大
き
く
進
展
す
る
」
が
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
と
は
い
え
、
回
答
者
の
九
六
％
は
と

も
あ
れ
進
展
の
展
望
あ
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
③
、
研
究
条
件
改
善
の
方
向
性

専
任
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
質
問
一
七
（
注
・
研
究
活
動
の
進
展
、
阻
害
要
因
）

の
各
側
面
に
つ
い
て
改
善
、
改
革
を
す
す
め
る
場
合
、
ど
の
側
面
を
と
く
に
重
視
す
る

こ
と
を
望
ま
れ
ま
す
か
。
重
要
度
あ
る
い
は
緊
急
度
の
順
に
、
三
位
ま
で
あ
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
へ
の
回
答
は
、
「
大
学
自
治
・
大
学
行
政
へ

の
参
画
」
が
い
ち
じ
る
し
く
高
く
、
つ
い
で
第
二
順
位
に
「
研
究
組
織
・
体
制
」
が
あ

が
り
、
そ
の
あ
と
第
三
～
第
五
順
位
に
「
資
料
・
設
備
条
件
」
「
個
人
用
研
究
費
」
「
建

物
施
設
条
件
」
が
少
差
で
つ
づ
い
た
。
第
六
、
七
位
は
、
「
心
理
的
環
境
条
件
」
「
学

部
学
生
へ
の
教
育
活
動
」
で
あ
っ
て
、
あ
と
の
「
大
学
院
生
へ
の
教
育
活
動
」
「
社
会

的
諸
活
動
へ
の
参
加
」
を
あ
げ
た
回
答
は
少
数
で
あ
っ
た
。

牌
別
の
検
討
も
加
え
て
以
上
を
総
合
す
る
と
、
専
任
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
か

ぎ
り
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
条
件
改
善
の
重
要
課
題
と
し
て
、
全
学
全
階
層
に
共

通
す
る
「
大
学
自
治
・
大
学
行
政
へ
の
参
画
」
の
あ
り
方
と
「
資
料
・
設
備
条
件
」
「
個

人
用
研
究
賀
」
「
建
物
施
設
条
件
」
の
物
的
三
条
件
が
浮
か
び
あ
が
り
、
さ
ら
に
実
験

．
実
習
系
で
は
と
く
に
「
設
備
」
と
「
施
設
」
条
件
の
改
善
が
、
ま
た
若
手
層
で
は
い

わ
ゆ
る
行
政
「
負
担
」
と
授
業
「
負
担
」
の
改
善
が
つ
よ
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
研
究
組
織
・
体
制
」
と
「
心
理
的
環
境
条
件
」
の
改
善
は
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
は
教
職
員
の
主
体
的
な
努
力
に
か
か
る
側
面

が
多
い
。
「
研
究
組
織
・
体
制
」
は
、
そ
れ
と
大
学
と
し
て
の
適
切
な
制
度
、
施
設
条

件
の
整
備
と
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
心
理
的
環
境
条
件
」
も
ま
た
そ
う
し
た

主
体
的
な
努
力
と
他
の
研
究
諸
条
件
全
般
の
改
善
と
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
と

も
に
改
善
が
果
た
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
個
々
の
研
究
体
制
・
条
件
の
改
善
方
向
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ

か
の
質
問
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
主
要
な
傾
向
を
要
約
す
る
と
、
研

究
活
動
の
発
展
に
大
学
院
が
果
た
す
役
割
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
、
図
書
資
料
の
集
中

化
に
つ
い
て
は
現
在
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
方
式
の
支
持
が
半
ば
を
占
め
、
理
工
学
部
実

験
系
の
設
備
・
施
設
で
は
大
・
中
型
機
器
へ
の
要
望
が
高
く
、
同
時
に
研
究
活
動
に
固

有
の
役
割
を
果
た
し
う
る
施
設
の
拡
充
が
広
く
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
研
究
室

に
つ
い
て
は
、
室
面
積
や
設
備
等
の
改
善
に
よ
る
利
用
度
向
上
に
欄
極
的
な
意
向
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
図
書
資
料
曲
（
個
人
研
究
曲
）
と
旅
費
と
の
使
途
区
分
の

廃
止
、
短
期
の
国
外
出
張
の
制
度
化
、
国
内
留
学
賞
の
大
幅
増
額
、
国
外
留
学
と
そ
れ

に
み
あ
う
条
件
を
保
障
し
た
国
内
留
学
と
の
選
択
制
な
ど
に
つ
い
て
は
賛
成
意
見
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
。

Ｄ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
側
、
研
究
活
動
の
方
向
と
理
念

専
任
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
後
に
、
本
学
が
掲
げ
て
き
た
「
学
問
研
究
の
現
代

化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
理
念
に
つ
い
て
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
ず
、
大
学
と
し
て
研
究
活
動
の
方
向
を
理
念
的
に
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
も

つ
べ
き
で
な
い
」
と
す
る
意
見
が
相
対
的
に
多
数
を
占
め
た
。
し
か
し
、
本
学
の
「
現

代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
理
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
基
本
的
に
賛
成
で
あ

る
」
四
三
％
、
「
部
分
的
に
賛
成
で
あ
る
」
二
五
％
、
「
賛
成
で
な
い
」
一
三
％
で
あ
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Ⅳ
研
究
活
動
の
今
後
の
追
求
方
向
と
体
制
。
条
件
整
備
の
課
題

１
研
究
活
動
の
発
展
条
件
を
め
ぐ
る
全
学
的
合
意
の
形
￥
成

っ
て
、
不
賛
成
と
す
る
意
見
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
。
階
層
暁
、
専
閥
領
域
残
等

で
み
て
も
、
「
賛
成
で
な
い
」
が
や
や
目
立
っ
た
の
は
年
令
層
三
○
才
代
の
二
五
％
く

ら
い
で
あ
っ
て
、
大
き
な
相
違
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

理
念
問
題
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
や
や
複
雑
な
回
答
動
向
を
理
解
す
る
う
え
で
、

自
由
記
入
設
川
に
よ
せ
ら
れ
た
意
見
は
貴
重
で
あ
る
。
回
答
の
ほ
ぼ
半
数
は
、
「
現
代

化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
理
念
を
い
か
に
実
体
化
す
る
か
、
そ
こ
が
「
今
後
の
課
題
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
次
に
多
く
み
ら
れ
た
の
は
、
「
研
究
橘
勅
の
問
有
の
性
格
に
十

分
冊
意
し
、
理
念
が
逆
に
研
究
活
動
の
自
由
な
発
展
へ
の
制
約
と
な
る
よ
う
な
こ
と
に

注
意
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
個
人
研
究
と
「
共
同
化
」

と
の
か
か
わ
り
、
と
く
に
学
内
で
の
共
同
研
究
と
い
う
嬢
小
化
傾
向
に
言
及
し
た
も
の

が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
若
手
層
を
中
心
に
「
理
念
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
条
件
整

備
こ
そ
が
緊
急
の
課
題
」
と
す
る
意
見
も
、
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
理
念
の

設
定
自
体
を
否
定
す
る
意
見
も
い
く
つ
か
よ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
研
究
の

「
自
由
」
論
に
も
と
づ
く
意
見
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
各
間
へ
の
選
択
回
答
と
自
由
記
入
意
見
の
動
向
を
総
合
す
る
と
、

ま
ず
本
学
で
の
「
学
問
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
理
念
の
設
定
経
過
、
時

点
と
か
か
わ
る
世
代
的
断
屑
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
研
究
組
織
に

お
け
る
研
究
活
伽
の
理
念
、
設
定
は
、
も
と
よ
り
研
究
者
個
々
の
考
え
方
の
総
合
と
し

て
、
そ
の
合
意
の
も
と
に
は
じ
め
て
な
し
う
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
過
程
へ
の
直

接
的
な
参
画
の
有
無
は
、
理
念
の
受
け
と
め
に
大
き
な
差
異
を
つ
く
り
だ
さ
ず
に
は
お

か
な
い
。
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
理
念
先
行
」
の
も
と
で
の
研
究
活
動
へ
の
心
理
的
重

圧
感
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
理
念
の
一
面
的
な
理
解
に
も
と
づ
く
研

究
へ
の
制
約
感
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
理
念
問
題
を
い
か
に
扱
う
か
は

次
章
の
課
題
で
あ
る
が
、
十
二
分
な
慎
重
さ
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
な
に
よ
り
も
全
学

的
な
真
に
民
主
的
な
合
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

１
１
土

Ｉ
、

学
問
研
究
の
自
由
と
全
学
的
努
力
方
向
の
設
定

研
究
活
動
は
、
す
で
に
度
々
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
個
々
の
教
職

員
の
主
体
的
な
意
欲
を
原
動
力
と
し
て
推
進
さ
れ
る
。
研
究
活
動
を
と
り
ま
く
外
的
な

諸
事
象
・
諸
事
物
が
い
か
に
重
要
な
研
究
課
題
を
提
起
し
て
い
よ
う
と
、
国
民
的
な
要

請
が
い
か
に
強
烈
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
教
育
の
場
で
の
学
生
か
ら
の
提
起
が
い
か

に
す
る
ど
か
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
は
研
究
活
動
の
浦
契
機
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
研
究
活

動
は
、
そ
れ
ら
が
研
究
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
こ
に
主
体
的
か
つ
意
欲
的
な
粘

神
活
動
Ｉ
研
究
労
伽
が
そ
そ
ぎ
こ
ま
れ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
研
究
柑

勤
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
教
職
員
の
そ
う
し
た
意
欲
や
情
熱
を
阻
害
す
る
条
件

を
取
り
除
き
、
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
ゆ
た
か
な
研
究
活
動
を
自
由
に
伸
び
の
び
と

展
開
し
て
い
け
る
条
件
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
追
求
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
本
学
は
か
ね
て
「
教
育
と
研
究
の
統
匡
「
学
問
研
究
の

現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
を
理
念
的
な
追
求
方
向
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
理
念
的
な
方
向
づ
け
の
確
認
は
、
研
究
活
動
の
上
述
し
た
自
由
な
展
開
と
い
う
こ

と
と
矛
盾
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
は
じ
め
に
」
に
述
べ
た
と
お
り
、
長
期
計
画
委
員
会
は
、
諮
問
課
題
の
検
討
に
あ

た
っ
て
「
研
究
体
制
・
条
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
、
当
然
に
研
究
活

動
の
方
向
性
に
規
定
さ
れ
る
」
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
答
申
の
骨
格
は
「
今
後
の
研
究

活
動
の
望
ま
し
い
発
展
方
向
と
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
研
究
体
制
・
条
件
を
設
定
」

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
基
本
的
態
度
を
確
認
し
た
。
こ
こ
に
い
う
「
研
究
活
動
の
方

向
性
」
「
研
究
活
動
の
望
ま
し
い
発
展
方
向
」
は
、
そ
れ
を
具
体
的
に
提
示
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
研
究
活
動
の
性
格
上
、
理
念
的
な
表
現
を
と
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
長
期

計
画
委
員
会
が
上
述
の
基
本
的
態
度
を
確
認
し
た
直
接
的
な
理
由
は
、
文
言
ど
お
り
の

考
え
方
に
立
た
な
い
か
ぎ
り
、
研
究
条
件
改
善
の
課
題
を
示
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
述
の
基
本
的
態
度
を
確
認
し
た
理
由
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り

根
本
的
な
認
識
と
し
て
、
大
学
と
し
て
の
研
究
活
動
の
方
向
性
を
め
ぐ
る
合
意
を
確
立

す
る
こ
と
と
、
学
問
研
究
の
自
由
な
発
展
と
は
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ば

か
り
か
、
自
主
的
自
治
的
な
研
究
活
動
理
念
の
設
定
と
追
求
は
、
か
え
っ
て
学
問
研
究

の
自
由
を
拡
大
し
、
発
展
を
促
進
す
る
条
件
と
な
る
、
と
い
う
考
え
方
を
根
底
に
も
つ
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て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
認
識
の
根
拠
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

第
一
に
、
学
問
研
究
の
自
由
は
、
ま
っ
た
く
の
無
限
定
的
自
由
で
は
決
し
て
な
い
。

学
問
研
究
の
自
由
そ
れ
自
体
に
絶
対
的
な
価
値
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
「
人
類
の
福

祉
」
な
り
、
「
人
間
の
生
命
と
尊
厳
、
人
間
の
身
体
的
精
神
的
な
多
面
的
な
発
展
」
に

貢
献
す
る
た
め
に
こ
そ
、
学
問
研
究
は
自
由
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
学
問
研
究
の
自
由
は
、
何
か
ら
の
自
由
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も

と
よ
り
そ
れ
が
、
研
究
者
相
互
の
批
判
を
許
さ
ぬ
と
い
う
よ
う
な
自
由
で
な
い
こ
と
は

自
明
で
あ
る
。
研
究
活
動
の
理
念
的
方
向
づ
け
は
、
そ
れ
が
自
治
的
民
主
的
な
研
究
者

・
大
学
術
成
員
の
合
意
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
学
問
研
究
の
自
由
と
は
い
さ

さ
か
も
矛
盾
す
る
も
の
で
な
く
、
か
え
っ
て
そ
の
自
由
な
発
展
を
保
障
す
る
条
件
と
な

プ
（
ず
Ｏ

第
三
に
、
い
ま
の
点
と
も
か
か
わ
っ
て
、
学
問
研
究
の
自
由
は
だ
れ
に
よ
っ
て
擁
謹

さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
研
究
者
自
身
の
努
力
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
権
力
の
干
渉
か
ら
学
問
研
究
の
自
由
を
保
障
し
う
る
よ

り
雑
本
的
な
力
は
、
す
べ
て
の
民
主
主
義
的
惟
利
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
国

民
の
う
ち
に
あ
る
。
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
と
い
う
研
究
活
動
の
あ
り
方
を
確
立
し
、

そ
れ
を
誠
実
に
推
進
し
て
こ
そ
、
研
究
活
動
の
自
由
の
擁
護
が
真
に
国
民
的
な
課
題
と

な
り
う
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
第
四
に
、
研
究
者
が
何
ら
か
の
研
究
組
織
に
結
難
し
、
あ
る
い
は
所
属
す
る

場
合
、
研
究
稀
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
活
動
の
理
念
を
も
つ
の
と
同
時
に
、
研
究
組
織
と
し

て
も
そ
れ
を
も
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。
研
究
者
個
々
が
も
つ
研
究
活

動
理
念
と
組
織
と
し
て
の
そ
れ
が
矛
盾
し
な
い
か
ど
う
か
は
、
ひ
と
え
に
理
念
設
定
に

さ
い
し
て
の
脚
主
性
と
氏
主
性
の
発
揮
と
保
障
に
か
か
る
。
も
と
よ
り
研
究
活
動
は
、

そ
の
固
有
の
性
絡
か
ら
し
て
、
専
門
的
個
性
的
で
あ
り
、
ゆ
た
か
な
創
造
性
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
進
展
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
組
織
と
し
て
設
定
す
る
研
究
活
動
の
理
念
も
、

柵
成
員
の
合
意
を
形
成
し
う
る
か
ぎ
り
の
基
本
的
な
研
究
姿
勢
の
あ
り
方
に
と
ど
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
個
々
の
研
究
活
動
の
内
容
や
方
法
に
立
入
る
よ
う
な
こ
と
か
許

さ
る
べ
き
で
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

⑭
研
究
条
件
改
葬
に
お
け
る
望
ま
し
い
水
準
と
現
実
的
制
約
条
件

研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
具
体
的
な
内
容
の
検
討
に
先
だ
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
望
ま

し
い
水
準
と
そ
の
可
能
性
な
い
し
現
実
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を

整
理
し
て
お
く
必
要
も
あ
ろ
う
。

研
究
体
制
・
条
件
の
改
善
を
め
ぐ
る
教
職
員
の
つ
よ
い
要
請
と
客
観
的
な
制
約
条
件

の
存
在
と
い
う
矛
一
盾
は
、
国
の
文
教
政
策
、
私
学
政
策
の
抜
本
的
な
改
革
に
お
い
て
し

か
打
開
さ
れ
え
な
い
。
一
私
学
が
個
別
的
解
決
を
は
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
う
し
た
抜
本
改
革
が
実
現
さ
れ
る
ま

で
の
い
わ
ば
過
渡
期
に
お
け
る
本
学
の
あ
り
方
で
あ
る
。
本
答
申
が
研
究
体
制
・
条
件

整
備
の
対
象
と
す
る
期
間
は
、
も
と
よ
り
こ
の
過
渡
期
の
う
ち
に
あ
る
と
想
定
し
て
お

く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
の
研
究
体
制
・
条
件
の
整
備
目

標
水
準
の
設
定
に
か
か
わ
っ
て
、
長
期
計
画
委
員
会
が
全
学
的
合
意
を
ど
う
し
て
も
形

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
よ
く
考
え
る
の
は
、
つ
ぎ
の
浦
点
で
あ
る
。

第
一
は
、
研
究
活
動
進
展
の
も
っ
と
も
主
要
な
要
因
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

再
三
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
研
究
活
動
は
個
々
の
教
職
員
の
主
体
的
な
意

欲
を
原
動
力
と
し
て
推
進
さ
れ
る
。
学
問
領
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
机
違
は
あ
る
と
し

て
も
、
狭
義
の
い
わ
ゆ
る
研
究
条
件
は
、
そ
の
主
体
的
意
欲
の
結
実
を
さ
さ
え
る
条
件

で
あ
っ
て
、
条
件
が
独
自
に
研
究
油
伽
を
進
展
さ
せ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
こ

当
面
、
少
く
と
も
八
○
年
代
を
通
じ
て
本
学
が
設
定
し
う
る
研
究
条
件
水
準
は
、
改
善

へ
の
喋
中
的
な
努
力
を
重
ね
る
と
し
て
も
、
私
学
一
般
が
お
か
れ
た
客
観
的
制
約
条
件

の
域
を
超
え
う
る
も
の
で
な
い
。
冷
厳
な
こ
の
条
件
を
兇
す
え
な
が
ら
、
客
観
的
な
研

究
絹
条
件
に
お
け
る
困
難
を
主
体
的
な
意
欲
と
情
熱
の
い
っ
そ
う
の
発
揮
を
通
じ
て
、

ま
た
個
々
の
教
職
員
の
そ
う
し
た
努
力
を
包
み
さ
さ
え
る
雄
団
的
な
研
究
体
制
の
発
展

を
通
じ
て
、
突
破
し
て
い
く
こ
と
な
し
に
は
、
本
学
の
研
究
活
伽
の
今
後
の
展
望
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
は
、
研
究
体
制
・
条
件
整
備
に
お
け
る
一
私
学
と
し
て
の
本
学
の
力
量
発
揮
の

あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
日
の
文
教
・
私
学
政
策
、
と
り
わ
け
公
徽
助
成
を
め
ぐ

る
最
近
の
政
策
動
向
を
前
提
と
す
れ
ば
、
本
学
の
研
究
体
制
・
条
件
の
改
善
水
準
を
ど

の
程
度
ま
で
高
め
う
る
の
か
は
、
物
質
的
条
件
の
側
面
に
間
す
る
か
ぎ
り
、
本
学
の
財

政
力
迂
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
条
件
を
い
か
に
高
め
、
改
善
し
う
る
か
に
か
か
る
。
長
期
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計
画
委
員
会
峰
研
究
体
制
・
条
件
整
備
に
か
か
わ
る
本
学
財
政
の
量
的
力
量
の
設
定

に
関
し
て
、
「
学
園
規
模
」
問
題
に
関
す
る
諮
問
へ
の
考
え
方
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る

こ
と
と
し
た
。
し
か
し
同
時
に
「
Ⅲ
１
教
育
研
究
像
の
設
定
と
追
求
過
程
の
概
括
」

に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
研
究
活
動
の
「
相
対
的
な
立
ち
お
く
れ
」

が
い
ま
や
教
育
活
動
と
大
学
自
治
活
動
に
お
け
る
こ
の
間
の
発
展
の
流
れ
さ
え
押
し
止

め
る
条
件
と
な
る
お
そ
れ
す
ら
生
み
つ
つ
あ
る
現
状
の
も
と
で
は
、
研
究
体
制
・
条
件

整
備
に
お
け
る
お
く
れ
の
個
復
を
重
視
し
た
適
切
な
財
政
運
営
の
必
要
を
つ
よ
く
提
起

し
て
お
き
た
い
。

第
三
は
、
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
設
定
す
べ
き
目
標
水
準
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
で

あ
る
。
本
答
申
が
想
定
す
る
期
間
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
は
一
○
私
大
水
準
を
早
期

に
確
保
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
つ
つ
、
学
部
・
学
科
・
専
攻
等
で
の
合
意
が
確
立
さ
れ
た

特
定
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
れ
の
実
現
を
早
め
、
さ
ら
に
一
○
私
大
水
準

を
超
え
る
研
究
体
制
・
条
件
を
保
障
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
目
標
水
準
の
設
定
に
関

す
る
長
期
計
画
委
員
会
の
提
起
で
あ
る
。

⑧
研
究
活
動
の
望
ま
し
い
追
求
方
向
に
つ
い
て
の
提
起

今
後
の
研
究
活
動
の
大
き
な
発
展
を
確
実
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
上
述
の
研
究
体

制
・
条
件
の
整
備
水
準
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
研
究
姿
勢
の
あ
り
方
を
全
学

的
に
確
立
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
関
す
る
教
職
員
の
、
さ

ら
に
は
全
学
橘
成
員
の
合
意
の
形
成
を
め
ざ
す
討
議
の
深
ま
り
は
、
い
ま
も
「
②
研
究

条
件
改
善
に
お
け
る
望
ま
し
い
水
準
と
現
実
的
制
約
条
件
」
の
第
一
に
あ
げ
た
「
主
体

的
な
意
欲
と
情
熱
の
い
っ
そ
う
の
発
揮
」
「
そ
う
し
た
努
力
を
包
み
さ
さ
え
る
集
団
的

な
研
究
体
制
の
発
展
」
と
い
う
今
後
の
展
望
を
つ
く
り
だ
す
基
本
条
件
の
形
成
に
と
っ

て
、
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
討
議
を
す
す
め
る
た
め
の

素
材
と
し
て
、
長
期
計
画
委
員
会
は
つ
ぎ
の
三
点
の
追
求
方
向
を
提
起
し
た
い
。

第
一
は
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
と
い
う
基
本
的
立
場
を
堅
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

学
問
研
究
の
い
わ
ば
原
点
に
か
か
わ
る
姿
勢
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
課
題
に
つ
い

て
多
言
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、
「
国
民
的
要
請
」

は
ひ
ろ
く
深
く
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
国
民
的
要
請
と
は
、
す
べ
て
が
焦
眉
の
現
実

的
諸
問
題
な
の
で
は
決
し
て
な
い
。
再
々
引
用
し
て
き
た
「
人
間
の
生
命
と
尊
厳
、
人

２
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
基
本
課
題
と
そ
の
考
え
方

①
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
基
本
課
題
と
そ
の
構
成

研
究
体
制
・
条
件
の
整
備
を
全
面
的
に
す
す
め
る
た
め
に
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
領
域

間
の
身
体
的
精
神
的
な
多
面
的
な
発
展
」
へ
の
欲
求
こ
そ
が
国
民
的
要
請
の
基
本
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
研
究
領
域
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
研
究
の
窮
極
の
目
的

と
し
て
す
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
的
要
請
に
こ
た
え
る
と
い
う
と
き

そ
れ
は
も
と
よ
り
企
業
、
産
業
界
、
公
共
団
体
、
政
府
等
か
ら
研
究
要
請
を
す
べ
て
排

除
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
直
接
の
研
究
要
請
が
た
と
え
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
と
、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
背
景
に
あ
る
国
民
的
要
請
を
受
け
と
め
、
そ
れ

に
こ
た
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
上
述
の
基
本
的
立
場
に
立
つ
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

か
ね
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
学
問
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
観
点
を
再

確
認
し
、
継
承
し
、
実
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
提
起
さ
れ
て
以
降
の
国

内
外
の
諸
事
象
の
推
移
、
そ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
た
国
民
的
な
学
問
研
究
へ
の
関
心
と
要

請
の
高
ま
り
、
研
究
活
動
自
体
の
体
制
や
動
向
の
変
化
等
々
に
照
ら
し
て
、
こ
の
「
学

問
研
究
の
現
代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
」
の
観
点
を
再
吟
味
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ま

こ
と
に
的
確
な
研
究
姿
勢
を
め
ぐ
る
提
起
で
あ
り
、
そ
の
後
に
学
問
研
究
に
求
め
ら
れ

る
に
い
た
っ
た
い
く
つ
か
の
観
点
を
も
、
す
で
に
そ
の
う
ち
に
包
摂
し
て
い
た
先
駆
的

な
提
起
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
は
、
「
教
育
と
研
究
の
統
こ
の
実
践
的
追
求
を
通
じ
て
、
研
究
活
動
に
お
け

る
集
団
化
を
促
進
し
、
学
部
、
学
科
、
専
攻
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
外
国
語
科
連
絡

協
議
会
、
保
健
体
育
教
室
、
教
職
課
程
教
室
等
々
を
教
育
行
政
上
の
組
織
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
研
究
活
動
の
単
位
組
織
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組

織
が
研
究
活
動
の
単
位
組
織
と
し
て
確
立
さ
れ
る
条
件
は
、
「
教
育
と
研
究
の
統
一
」

の
誠
実
な
追
求
を
重
ね
る
以
外
に
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
研
究
単
位
組

織
ご
と
に
、
自
主
的
民
主
的
な
合
意
に
も
と
づ
く
研
究
活
動
の
発
展
政
策
を
策
定
し
、

そ
れ
に
さ
さ
え
ら
れ
つ
つ
特
色
あ
る
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
。
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で
の
努
力
を
と
も
に
つ
よ
め
る
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
抜
本
的
な
改

善
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
本
的
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
。
国
の
文
教

政
策
・
私
学
政
策
の
抜
本
的
改
革
を
う
な
が
し
、
国
公
私
立
大
学
間
の
研
究
条
件
絡
差

を
解
消
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
国
民
的
世
論
と
運
動
を
大
き
く
発
展
さ

せ
て
い
く
努
力
を
さ
ら
に
つ
よ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
努
力

の
成
果
を
期
待
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
進
展
の
も
と
に
あ
ろ
う
と
も
、

本
学
と
し
て
、
そ
の
力
吐
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
具
体
化
し
て
い
く
べ
き
研
究
体
制
・

条
件
の
現
実
的
な
改
善
で
あ
る
。

後
者
の
改
善
す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
も
、
努
力
の
か
ぎ
り
を
つ
く
す

と
し
て
も
、
本
学
の
力
量
に
は
一
定
の
限
界
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
研

究
活
動
の
今
後
の
発
展
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
”
環
”
と
も
い
え
る
基
本
課
題
は
な
に
か

を
ま
ず
見
定
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
長
期
計
画
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、

次
の
三
つ
を
本
学
に
お
け
る
研
究
体
制
・
条
件
改
善
の
基
本
課
題
と
す
る
こ
と
を
提
起

し
た
い
。
第
一
は
、
時
間
的
ゆ
と
り
の
確
保
、
研
究
時
間
の
保
障
で
あ
る
。
第
二
は
、

空
間
的
ゆ
と
り
の
確
保
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
施
設
条
件
の
改
善
で
あ
る
。
第
三
は
、
第
一
、

第
二
の
改
善
課
題
に
重
ね
ら
れ
る
べ
き
教
職
員
の
集
団
化
で
あ
り
研
究
単
位
組
織
の
日

常
的
活
性
化
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
課
題
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
研
究
体
制
・
条
件
改
善
の

基
本
的
条
件
を
つ
く
り
だ
す
国
民
的
力
量
の
結
集
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
具
体
的
に
推

進
さ
れ
る
べ
き
研
究
時
間
の
保
障
と
空
間
的
条
件
の
改
葬
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
成
果
を

研
究
活
動
ｎ
体
の
発
脳
へ
実
ら
せ
て
い
く
研
究
活
動
の
集
団
化
と
い
う
総
合
的
立
体
的

な
描
成
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

⑧
研
究
時
間
の
保
障
を
め
ぐ
る
考
え
方

研
究
時
間
の
保
障
は
大
学
全
体
と
し
て
は
教
育
活
動
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
、
大
学

自
治
と
大
学
運
営
の
民
主
主
義
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
教
職
員
個
々
の
研
究

時
間
を
拡
大
す
る
と
い
う
方
向
で
追
求
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
一
見
矛
盾
す
る
か

に
恩
わ
れ
る
こ
の
方
向
を
成
立
さ
せ
る
条
件
の
一
つ
は
、
研
究
時
間
を
め
ぐ
る
困
難
を

学
園
規
模
問
題
の
視
点
か
ら
と
ら
え
な
お
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
教
職
員
数
に
比
し
て
、

ま
さ
に
過
大
と
い
う
ほ
か
な
い
学
生
数
と
い
う
現
実
の
も
と
で
、
い
き
と
ど
い
た
教
育

活
動
、
学
生
指
導
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
れ
ば
、
研
究
時
間
が
圧
迫
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
。
教
職
員
一
人
あ
た
り
学
生
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
教

職
員
の
着
実
な
増
員
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
活
動
と
研
究
時
間
と
の
現
実

的
矛
盾
は
発
展
的
に
解
決
さ
れ
る
。
教
職
員
の
増
員
は
ま
た
、
大
学
運
営
業
務
に
お
け

る
個
々
の
教
職
員
の
担
当
業
務
量
を
減
少
さ
せ
る
条
件
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、

大
学
運
営
業
務
に
お
け
る
民
主
主
義
的
集
中
化
と
効
率
化
は
重
要
で
あ
る
。

⑧
空
間
的
条
件
の
改
善
を
め
ぐ
る
考
え
方

空
間
的
ゆ
と
り
の
確
保
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
・
施
設
条
件
の
改
善
を
す
す
め
る

に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
課
題
が
研
究
活
動
に
も
つ
意
味
を
正

確
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
み
て
き
た
と
お

り
、
こ
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
研
究
教
育
活
動
上
の
障
害
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
意
見
の
基
礎
に
あ
る
基
本
問
題
は
、
大
学
に
所
属
す
る
研
究

者
で
あ
る
教
職
員
が
、
ど
こ
を
空
間
的
な
拠
点
と
し
て
研
究
活
動
を
お
こ
な
う
の
か
、

と
い
う
問
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。
訴
え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
、
た
と
え
ば
「
沸

物
を
全
部
収
容
で
き
な
い
」
「
夏
に
は
と
う
て
い
使
え
な
い
」
「
落
ち
つ
い
て
も
の
を

考
え
ら
れ
る
雰
囲
気
に
な
い
」
等
々
の
こ
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
研
究
活
動
の
拠
点

た
り
う
る
施
設
で
な
い
と
い
う
こ
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
組
織
と
し
て
文
字

通
り
致
命
的
な
事
態
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
本

諮
問
課
題
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
こ
と
は
、
本
学
を
構
成
す
る
教
職
員
の
研

究
活
動
を
い
か
に
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
重
ね
て
で
は
あ
る
が
、
立
命
館
大
学

と
し
て
の
高
い
研
究
水
準
を
い
か
に
し
て
つ
く
り
あ
げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

立
命
館
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を
課
題
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
文
字
ど
お

り
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
、
大
学
の
成
果
と
し
て
も
蓄
積
さ
れ
て
い
く
た

め
に
は
、
研
究
活
動
が
名
実
と
も
に
大
学
を
拠
点
と
し
て
す
す
め
ら
れ
る
条
件
を
つ
く

り
だ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

空
間
的
条
件
の
改
善
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
い
ま
一
つ
重
視
し
て
お
く
べ
き
こ

と
は
、
建
物
施
設
の
も
つ
長
期
的
な
物
理
的
固
定
性
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
一
○

私
大
水
準
の
目
標
設
定
に
し
て
も
、
そ
れ
を
将
来
の
一
○
私
大
水
準
に
お
か
な
け
れ
ば

か
ぜ
ら
か
今
い
○
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３
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
具
体
的
課
題
と
改
善
の
方
向

⑪
研
究
組
織
・
体
制

Ａ
学
部
、
学
科
、
専
攻
等

（4；

る面るいらにあなのいにれ 教の〈方るい水機連す
とを研うこ研る拡みおる即ぞ職研りｰこわ準能絡る長研
こも究るそ究ま大なよ・しれ員究をにとゆを化協重期究
ろ評者状研橘ぃ再さそてのが活意おをる形さ譲要計活
で価の況究動か生れ研組多 そ 動 図 い 意 共 成 せ 会 な Ⅲ 動
あさ成をのの。産る究織様れにすて図I司する、条委に
るれ果 つ こ 拠 研 の の 組 し なぞおる、す研るこ保件員お
・るとくれ点究柵で縦、個れけもそる究決と性と会け
研しりほが時造はのあ人にるのれもで定が体しはる
究 てあどあ間をな評る研所糖でがのは的、青て、集
活だげのりのつくdillぃ究属神あ本でもな立教、今団
動 け、進、保く、ははをす的る学もと条命室学後化
をで学展そ障りそ、参深る 組 こ 教 な よ 件 館 、 部 の を
発な外 をれ のえ のた 力II化単織と職いりで大教、本め
展〈かはらうて組んすさ位的を員･なあ学職学学ぐ
さ、ら た を え い 織 に る せ研な述の前くると課科にる
せ立もし通にるの柵と、究拠べ研項、とし程、お考
る命、えじ、の内成いま 組 点 た 究 の ま 考 て 教 専 け え
こ館たたて場か部貝うた縦づ｡活司たえの室攻る方
と 大まの多所否にの姿学にく同動空研て研等、研
が学ただ〈のか高発を内たり様に間究ぃ究を一究
、のま との 面よ い表 長外しをにお的活る活単般活
長研立 の 教 で つ 研 す 期 にかめこけ条刺・動位教勤
期究命 評 職 も て 究 る 計 わなざのる件をこを研青の
計成館価員組、水業凹た基す課空の学こ発究七大
画果大をが織決準紬委る盤も題間改内に展組ンき
委で 学 み 、 の せ の の 貝 共をのは的善にいさ縦タな
貝あにず本面ら発水会同もで、場をのうせとI発
会る籍か学でれ展準は研ちあ本所めみ集、し、腰
のとをらにもる的に期究つる学的ぐ閉団高て外を
期いもおい、の波よ侍をつ。教拠るじ化ぃ碓国可
侍うつこた学で及つし必、本職点考こは研立語能
す側あなか内は的てて要 そ学員づえめ、究し科と

学
部
、
学
科
雲
専
攻
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
．
！
、
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
《
保
健
体
育

教
室
、
教
職
課
程
教
室
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
教
育
活
動
・
教
育
行
政
上
の
組
織

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
研
究
柄
動
の
単
位
組
織
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
が
ま
ず
確
認
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
の
全
学
的
な
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
、
学
科
等
の
単

位
で
の
合
意
の
形
成
を
期
待
し
た
い
。
上
述
の
単
位
研
究
組
織
の
例
示
的
な
設
定
に
も

あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
教
職
員
は
い
ず
れ
か
一
つ
の
単
位
組
織
に
の
み
属
す
る
と
い
う

の
で
な
く
、
単
位
組
織
は
重
層
的
で
あ
り
、
社
会
科
学
系
学
部
で
は
、
日
常
的
な
交
流

の
可
能
性
か
ら
し
て
も
、
そ
の
内
部
に
専
門
系
列
あ
る
い
は
対
象
課
題
等
に
よ
る
い
く

つ
か
の
中
間
的
単
位
組
織
を
も
つ
必
要
も
あ
ろ
う
。

研
究
単
位
組
織
の
活
動
は
、
研
究
活
動
に
か
か
わ
る
日
常
的
な
交
流
が
な
に
よ
り
も

重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
示

唆
、
啓
発
が
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
う
え
に
相
互
の
研
究
上
の
援
助
と
批
判
が
積

み
か
さ
ね
ら
れ
、
暖
か
さ
と
緊
張
感
を
と
も
に
備
え
た
研
究
組
織
と
し
て
の
作
風
が
き

ず
か
れ
、
あ
る
い
は
多
様
な
形
態
で
の
研
究
会
的
な
活
動
が
試
み
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
こ
う
し
た
日
常
的
な
交
流
の
基
礎
を
つ
く
る
意
味
で
も
、
単
位
組
織
ご

と
の
柵
成
員
の
研
究
業
紬
等
を
客
観
化
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
描
成
貝
の
意
欲
と
研
究
計
凹
の
尊
重
の
う
え
に
、
特
色

を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
べ
き
研
究
領
域
の
設
定
や
そ
れ
に
兇
合
う
中
長
期
の
人
事
政
策

な
ど
、
い
わ
ば
研
究
政
策
が
お
の
ず
か
ら
議
論
さ
れ
、
そ
れ
が
構
成
員
の
合
意
と
し
て

形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所

全
学
的
な
規
模
で
の
共
同
研
究
の
推
進
組
織
と
し
て
、
今
日
ま
で
の
発
展
の
成
果
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
機
能
の
強
化
と
純
化
を
す
す
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
ろ
う
。
人
文

科
学
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
別
項
に
よ
る
教
職
員
定
員
増
の
進
捗
と
合
せ
て
、
専
任
研

究
員
の
増
員
を
は
か
り
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
共
同
研
究
の
組
織
と
援
助
が
で
き

る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ
に
見
合
う
研
究
事
務
体
制
を
人
員
数
と
専
門
的

力
量
の
両
面
か
ら
つ
よ
め
る
こ
と
等
が
め
ざ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
機
能
の
純
化
に

関
し
て
は
、
研
究
所
と
し
て
の
研
究
活
動
に
か
か
わ
る
も
の
以
外
の
研
究
助
成
事
務
は
、

す
べ
て
別
項
に
提
起
す
る
研
究
事
務
課
（
仮
称
）
に
移
管
し
、
研
究
所
と
し
て
の
活
動
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に
専
念
で
き
る
体
制
へ
移
行
す
べ
き
で
あ
る
。
理
工
学
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
現

行
制
度
下
‐
の
専
任
研
究
員
数
の
確
実
な
確
保
、
任
期
の
保
障
、
授
業
責
任
担
当
時
間
減

の
保
障
等
が
果
た
さ
れ
、
ま
た
専
任
事
務
機
桃
が
確
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の

う
え
で
、
理
工
学
部
設
置
学
科
数
等
に
兇
合
う
専
任
研
究
員
の
噌
員
、
そ
の
も
と
で
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
発
展
が
め
ざ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
機
能
純
化
の
必
要
は

人
文
研
と
同
様
で
あ
る
が
、
理
工
学
部
の
各
学
科
単
位
を
超
え
る
共
用
施
設
・
機
器
の

管
理
運
営
は
、
理
工
研
が
担
当
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

両
研
究
所
と
も
、
研
究
所
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
共
同
（
総
合
）
研
究
の
組
織

に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
所
と
し
て
の
テ
ー
マ
選
択
と
、
研
究
所
の
恒
常
的
な
研
究
会
・

研
究
グ
ル
ー
プ
活
動
、
さ
ら
に
全
学
の
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
研
究
の
三
者
の
連
関

に
留
意
し
、
全
学
教
職
員
の
自
主
的
な
研
究
意
欲
を
汲
み
あ
げ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

Ｃ
大
学
院
研
究
科

本
学
な
ら
び
に
全
国
的
な
研
究
活
動
の
発
展
に
と
っ
て
、
今
日
ま
で
以
上
の
被
極
的

な
位
涜
づ
け
を
あ
た
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
地

か
ら
、
別
途
の
大
学
院
教
学
に
か
か
わ
る
答
申
に
示
し
た
ご
と
く
、
理
工
学
研
究
所
に

つ
い
て
は
院
生
採
用
数
の
拡
大
は
重
要
で
あ
り
、
教
室
ご
と
に
院
生
を
含
む
共
同
研
究

体
制
を
組
み
う
る
こ
と
を
目
標
に
、
定
数
増
、
採
用
数
の
拡
大
、
試
験
方
法
の
改
善
等

が
す
す
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
社
会
科
学
系
各
研
究
科
に
お
い
て
は
、
深
刻
な
進
路

問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
上
述
の
特
色
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
べ
き
研

究
領
域
等
で
は
院
生
を
含
む
集
団
的
な
研
究
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
院
生
採
用

数
を
め
ぐ
る
禎
極
的
な
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
後
期
博
士
課
程
未

設
綴
の
一
部
専
攻
に
つ
い
て
は
、
設
置
へ
の
努
力
が
さ
ら
に
つ
よ
め
ら
れ
る
こ
と
を
脚

侍
し
た
い
。

Ｄ
研
究
事
務
体
制

研
究
活
動
を
め
ぐ
る
教
員
と
事
務
職
員
と
の
適
切
な
共
伽
関
係
を
つ
よ
め
る
こ
と
は
、

本
学
の
研
究
活
動
の
発
展
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
教
員
の
研
究

活
動
の
実
態
が
必
ず
し
も
客
観
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
領
域
や
方
法
に
よ
る
研
究
形
態
の

相
違
も
あ
り
、
共
働
関
係
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
な
お
模
索
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
も
少
く
と
も
事
務
職
員
府
全
般
に
お
ほ
る
研
究
活
動
へ
の
理
解
を
高

め
る
こ
と
、
研
究
関
連
事
務
体
制
を
人
員
面
で
拡
充
す
る
こ
と
、
研
究
関
連
事
務
職
員

の
専
門
的
力
吐
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
の
三
点
は
急
務
で
あ
り
、
適
切
な
対
策
が
と
ら

れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
活
伽
に
か
か
わ
る
教
員
と
事
務
職

員
と
の
望
ま
し
い
共
働
関
係
は
、
研
究
活
動
が
大
学
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
教
職
員
の
研
究
活
動
は
個
人
の
蓄
横
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、
大
学
と
し
て
の

研
究
活
動
・
研
究
成
果
と
い
う
側
面
を
も
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
研
究
条
件

の
整
備
改
善
を
求
め
う
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
と
き
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員

の
側
が
み
ず
か
ら
研
究
活
動
を
「
私
事
」
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で
は
、
事
務
職
員
と

の
研
究
活
動
に
お
け
る
共
働
関
係
は
成
立
す
べ
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は
、

教
員
の
研
究
状
況
の
客
観
化
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
法
学
部
で
は
有
志
に
よ
る

自
主
的
な
事
業
と
し
て
、
定
期
的
に
各
教
員
の
研
究
計
画
、
発
表
業
績
、
教
育
研
究
活

動
の
総
括
等
を
取
り
ま
と
め
た
冊
子
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
位
研
究
組

織
ご
と
に
櫛
成
員
の
研
究
状
況
を
集
約
し
、
公
開
す
る
こ
と
は
、
研
究
活
動
が
大
学
の

「
公
事
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
研
究
活
動
に

お
け
る
事
務
職
員
と
の
広
汎
な
共
働
関
係
を
発
展
さ
せ
る
必
須
の
条
件
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

研
究
事
務
機
構
に
関
し
て
は
、
上
述
の
研
究
活
動
か
ら
の
要
請
、
す
な
わ
ち
人
員
数

と
専
門
的
力
量
の
両
面
か
ら
の
体
制
拡
充
の
要
請
を
受
け
と
め
、
か
つ
事
務
機
構
一
般

に
求
め
ら
れ
る
効
率
化
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
れ
ば
、
現
行
の
研
究
事
務
機
構
そ
の
も
の

の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
研
究
事
務
は
、
教
務
課
、
体
育
課
、

各
学
部
事
務
室
、
図
諜
館
、
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
一
肋
等
に
分
散
さ
れ
て
い

る
。
研
究
活
動
の
い
わ
ば
現
場
に
接
し
て
研
究
事
務
機
構
の
多
く
が
あ
る
と
い
う
利
点

は
あ
る
も
の
の
、
他
方
で
各
機
梢
間
で
事
務
が
錯
綜
し
て
お
り
、
学
部
事
務
室
等
に
所

属
す
る
共
同
研
究
室
事
務
は
、
管
理
系
統
が
実
際
上
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
ま
た

歴
史
的
経
過
等
に
由
来
し
て
事
務
内
容
に
学
部
間
の
差
異
も
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
状
況
の
ま
ま
に
か
り
に
職
員
増
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
、
専
門
的
力
量
の
大
き

な
発
展
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
し
て
効
率
化
を
す
す
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
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あ
ろ
う
、
し
た
が
っ
て
長
期
計
画
委
員
会
は
研
究
関
連
事
務
職
員
の
集
団
化
を
通
じ

て
専
門
的
力
里
の
発
展
を
促
進
し
、
事
務
の
集
中
化
を
通
じ
て
効
率
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
、
研
究
事
務
課
（
仮
称
）
を
教
学
部
内
に
設
置
す
る
こ
と
を
提
起
し
た

い
。
研
究
事
務
課
（
仮
称
）
は
、
図
菩
館
、
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
そ
れ

ぞ
れ
の
固
有
の
事
務
以
外
の
す
べ
て
の
研
究
事
務
を
も
管
掌
す
る
も
の
と
し
、
現
在
の

各
学
部
、
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
の
共
同
研
究
室
事
務
を
も
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
管
掌
事
務
を
あ
げ
る
と
、
教
職
員
の
研
究
条
件
全
般
に
わ
た
る
改

善
を
計
画
的
に
推
進
す
る
政
策
的
業
務
の
ほ
か
、
日
常
的
な
研
究
条
件
整
備
業
務
、
研

究
活
動
助
成
業
務
、
研
究
活
動
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
務
等
を
一
元
的
に
処
理
す
る
こ
と
と

な
ろ
う
。
な
お
、
研
究
活
動
の
現
場
に
接
し
た
研
究
事
務
機
構
と
い
う
現
行
の
あ
り
方

の
長
所
は
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
現
在
の
各
学
部
等
の
共
同
研
究
室
事
務
は
、
研

究
事
務
課
（
仮
称
）
内
部
に
お
け
る
担
当
制
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

②
研
究
時
間
の
保
障

Ａ
教
育
活
動
体
制

教
育
活
動
と
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
研
究
時
間
の
保
障
は
、
さ
ら
に
努
力
が
か
さ
ね

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
対
象
は
も
と
よ
り
全
教
職
員
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の

識
師
制
度
廃
止
に
と
も
な
う
若
手
胴
の
新
任
早
々
か
ら
の
授
業
担
当
時
間
体
制
の
問
題
、

小
集
団
教
育
の
発
展
に
と
も
な
う
担
当
授
業
時
間
外
の
学
習
指
導
、
生
活
指
導
時
間
の

増
大
の
問
題
、
理
工
学
部
専
門
教
員
、
助
手
の
責
任
担
当
時
間
を
大
幅
に
超
え
る
持
時

間
数
の
問
題
等
は
、
と
く
に
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

専
任
教
員
の
計
画
的
増
員
を
重
点
課
題
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
大
学
全
体
と
し
て
は
教
育
活
動
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
個
々
の

教
職
員
に
お
け
る
研
究
時
間
の
保
障
を
は
か
る
こ
と
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
教
職
員
の
計
画
的
増
員
は
、
当
然
、
教
職
員
一
人
あ
た

り
の
担
当
学
生
数
の
減
を
具
体
的
な
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
の
望

ま
し
い
追
求
目
標
水
準
は
、
具
体
的
な
基
準
を
検
討
し
や
す
い
人
文
・
社
会
系
専
門
科

目
担
当
教
員
を
例
に
と
る
と
、
授
業
実
態
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
教
職
員
の
要
請
、
別
途

の
「
学
園
規
模
」
に
関
す
る
答
申
の
考
え
方
、
本
学
の
現
実
的
力
量
と
他
私
大
に
お
け

る
現
状
と
動
向
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
学
部
の
小
集
団
ク
ラ
ス
：
ゼ
ミ
担
当
ヨ
マ

数
は
三
コ
マ
以
内
、
か
つ
ク
ラ
ス
学
生
定
数
は
一
・
二
回
生
ク
ラ
ス
四
○
名
、
三
・
四

回
生
ゼ
ミ
二
○
名
と
し
、
こ
の
条
件
を
達
成
し
う
る
教
職
員
数
規
模
を
実
現
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
一
般
教
育
、
外
国
語
教
育
、
保
健
体
育
教
育
、
教
職

課
程
教
育
、
理
工
学
部
専
門
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
人
文

・
社
会
系
専
門
教
育
に
お
け
る
改
善
に
相
当
す
る
改
善
の
目
標
水
準
が
設
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
困
難
は
大
き
い
が
、
こ
の
よ
う
な
追
求
目
標
水
準
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ

に
向
け
て
の
中
長
期
の
具
体
的
な
実
施
計
画
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
教
職
員
の
研
究

活
動
の
展
望
を
つ
く
り
だ
す
う
え
で
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

上
述
の
考
え
方
は
、
実
施
予
定
の
第
二
次
学
部
学
生
数
減
に
つ
い
て
、
現
在
の
方
向
づ

け
で
あ
る
ク
ラ
ス
数
減
と
し
て
の
実
施
の
再
検
討
を
要
請
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

Ｂ
大
学
運
営
体
制

研
究
時
間
の
保
障
に
と
っ
て
、
大
学
自
治
、
大
学
行
政
へ
の
参
画
の
具
体
的
な
形
態

を
再
検
討
す
る
こ
と
は
最
重
点
に
お
か
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
大
学
自
治
の
確
立

と
大
学
運
営
に
お
け
る
民
主
主
義
の
課
題
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
つ
つ
こ
れ
を
具
体
化

し
て
い
く
と
の
基
本
的
な
態
度
は
、
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
地
に
立

っ
て
、
長
期
計
画
委
員
会
は
、
民
主
主
義
的
集
中
化
と
効
率
化
を
軸
と
す
る
大
学
運
営

業
務
の
抜
本
的
な
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。

そ
の
基
本
は
、
政
策
、
計
画
、
制
度
、
基
準
等
の
基
本
的
原
則
的
な
意
志
決
定
に
関

し
て
は
民
主
主
義
的
討
議
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
執
行
、

処
理
に
関
し
て
は
、
大
胆
な
集
中
化
、
分
権
化
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
具
体
的

な
諸
問
題
の
処
理
の
必
要
の
つ
ど
、
関
係
諸
機
関
す
べ
て
で
討
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
し
ば
し
ば
別
途
の
委
員
会
等
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
現
行
の
運
営
は
、
そ
れ
自
体

に
か
ぎ
っ
て
評
価
す
れ
ば
、
民
主
主
義
的
大
学
運
営
の
あ
り
方
を
つ
ら
ぬ
く
積
極
面
を

も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
総
体
が
研
究
時
間
を
圧
迫
す
る
最
大
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
化
と
集
中
化
、
分
権
化
、
効
率

化
と
は
、
そ
も
そ
も
両
立
さ
せ
う
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
両
立
を
媒
介
す
る
の
は
計

画
化
の
徹
底
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
計
画
段
階
に
お
け
る
全
学
的
な
、
あ
る
い
は
学

部
、
学
科
等
で
の
合
意
形
成
に
は
、
必
要
な
時
間
を
か
け
た
討
議
を
か
さ
ね
る
が
、
し
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か
し
そ
れ
の
実
施
段
階
は
特
定
の
機
関
、
役
職
者
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
運
営
が
、
今
後

の
本
学
運
営
の
基
本
と
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
や
や
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

第
一
は
、
中
長
期
の
計
画
や
基
本
方
針
、
あ
る
い
は
単
年
度
の
運
営
方
針
等
、
広
義

の
計
画
は
明
確
に
策
定
し
、
問
題
の
つ
ど
の
あ
ら
た
め
て
の
討
議
の
必
要
を
可
能
な
か

ぎ
り
あ
ら
か
じ
め
解
消
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
意
志
決
定
を
お
こ
な
う
機

関
と
日
常
的
な
運
営
、
処
理
機
関
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、

限
定
さ
れ
た
意
志
決
定
機
関
に
可
能
な
か
ぎ
り
意
志
決
定
業
務
を
集
中
し
、
日
常
的
な

運
営
処
理
は
可
能
な
か
ぎ
り
事
務
機
構
に
ゆ
だ
ね
る
あ
り
方
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
昨
今
の
よ
う
に
、
新
し
い
施
設
等
が
設
置
さ
れ
る
つ
ど
、
運
営

方
針
の
決
定
と
日
常
処
理
を
と
も
に
に
な
う
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
方
は
、

再
考
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
は
、
教
育
活
動
に
か
か
わ
る
個
別
的
諸
問
題
の
処
理
に
お

け
る
学
生
（
組
織
）
と
の
対
応
は
、
そ
の
つ
ど
の
、
そ
の
部
分
に
お
け
る
い
わ
ば
「
現

場
解
決
」
の
原
則
を
確
立
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
、
以
上
を
通
じ
て
機
構
、
役

職
、
会
議
等
の
大
巾
な
削
減
、
圧
縮
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
対
応
す
る
事

務
機
構
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
進
に
と
も
な
っ
て
、
意
志
決
定
機
関
構
成
員
、
執
行
機
関
構
成
員
に
つ
い

て
は
、
当
然
に
大
学
運
営
業
務
が
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
主
要
な
役

職
者
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
以
上
の
授
業
責
任
担
当
時
間
数
の
削
減
が
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
以
上
と
関
連
す
る
研
究
活
動
体
制
の
強
化
に
関
し
て
は
、
現
在

金
曜
日
四
時
限
目
に
設
定
さ
れ
て
い
る
全
学
的
な
統
一
研
究
保
障
時
間
等
の
拡
大
が
追

求
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
さ
ら
に
研
究
活
動
に
お
け
る
集
団
化
な
い
し
共
同
研
究
の

組
織
化
に
重
要
な
役
割
を
に
な
う
べ
き
五
○
才
代
府
に
お
け
る
役
職
担
当
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
慎
重
な
配
慮
が
望
ま
れ
よ
う
。

③
研
究
施
設
・
設
備

Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス
問
題

研
究
施
設
・
設
備
の
改
善
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
問
題
と
い
う
現
実
的
制
約
条
件
の
改
善

と
不
可
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
心
校
地
の
拡
大
へ
の
い
っ
そ
う
の
努
力
を
要
請

し
た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
都
市
計
画
上
の
制
限
の
緩
和
に
向
け
て
の
全
学
的
な
努
力

を
、
周
辺
住
民
の
理
解
を
求
め
つ
つ
、
い
っ
そ
う
つ
よ
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

Ｂ
文
系
教
員
研
究
施
設
・
設
備

研
究
室
棟
の
改
善
は
急
務
で
あ
り
、
新
研
究
室
棟
の
建
設
を
提
起
し
た
い
。
文
系
教

員
の
集
中
的
な
研
究
施
設
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
条

件
の
改
善
に
よ
る
新
修
学
館
へ
の
集
中
が
理
想
的
で
あ
る
が
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
新
研
究
室
棟
に
関
し
て
は
、
立

地
上
、
学
内
騒
音
問
題
を
可
能
な
か
ぎ
り
回
避
し
う
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
少
人

数
の
学
生
指
導
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
集
団
化
、
共
同
化
を
保
障
し
う
る

よ
う
共
同
研
究
用
室
の
確
保
、
談
話
室
、
食
堂
の
設
置
を
重
視
す
る
こ
と
、
個
人
研
究

室
は
現
行
の
一
・
五
倍
前
後
の
面
積
を
目
標
と
し
、
居
住
性
と
利
便
性
を
配
慮
す
る
こ

と
、
等
を
基
本
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
い
。
個
人
研
究
室
を
す
べ
て

同
一
規
格
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
三
室
二
人
利
用
等
の
利
用
形
態
の
工
夫
を
含
め
て
、

さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

実
験
・
実
習
系
教
員
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
を
前
提
と
し

た
中
期
的
な
整
備
計
画
の
策
定
を
要
請
し
た
い
。

Ｃ
理
工
実
験
系
施
設
・
機
器

四
、
五
号
館
に
代
る
新
実
験
棟
の
建
設
が
急
務
で
あ
る
。
研
究
・
教
育
両
面
の
機
能

を
備
え
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
併
せ
て
六
号
館
の
過
密
問
題
の
解
決
に
も

役
立
つ
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
設
備
に
関
し
て
は
、
各
学
科
ご
と
に

実
験
用
中
型
機
器
を
計
画
的
に
整
備
し
う
る
よ
う
、
当
面
、
各
学
科
、
年
一
件
程
度
の

充
足
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
を
要
請
し
た
い
。
大
型
機
器
の
整
備
に
関
し
て
は
、
大
学

共
同
利
用
施
設
の
拡
充
と
活
用
を
す
す
め
つ
つ
、
国
の
助
成
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

側
研
究
助
成
制
度

Ａ
学
外
研
究
員
制
度

国
際
化
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
国
外
留
学
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
的
な
追
求
方

向
と
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
長
期
的
に
は
、
国
内
外
留
学
の
区
分
の
撤
廃
、
留
学

関
の
国
内
外
同
一
基
準
化
を
め
ざ
し
、
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
に
即
し
た
制
度
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Ｂ
研
究
慨
助
成

個
人
用
研
究
慨
に
つ
い
て
は
、
他
私
大
等
の
水
準
を
考
慮
し
た
改
稗
を
す
す
め
つ
つ
、

多
様
な
研
究
形
態
に
あ
る
現
状
に
即
し
て
、
現
行
の
図
件
資
料
伐
、
旅
岱
の
区
分
を
撤

廃
し
、
か
つ
二
ヵ
年
度
通
算
制
へ
移
行
し
、
有
効
な
活
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
研
究
曲
助
成
に
お
い
て
今
後
重
視
す
べ
き
は
、
申
請
に
も
と
づ
く
研
究
謎
助
成

制
度
の
い
っ
そ
う
の
拡
充
で
あ
ろ
う
。
研
究
費
基
金
の
設
置
を
含
む
積
極
的
な
検
討
を

要
請
し
た
い
。
申
請
助
成
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
文
部
省
科
研
甜
補
助
金
と
の

統
一
的
な
連
用
が
望
ま
し
く
、
そ
れ
の
不
採
択
分
に
つ
い
て
本
学
の
制
度
を
適
用
す
る

と
い
う
あ
り
方
を
原
則
と
す
べ
き
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。

活
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
行
制
度
下
の
学
部
間
の

留
学
機
会
の
不
均
衡
は
、
一
定
の
改
善
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
な
お
重
視

さ
れ
る
べ
き
改
蕃
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
長
期
的
に
は
、
留
学
資
絡
蕪
準
を
現
行

の
学
部
荊
当
制
か
ら
、
屈
人
的
な
勤
務
年
数
基
準
に
移
行
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
学
部

間
格
差
解
消
の
た
め
に
も
、
安
定
的
な
研
究
計
画
の
追
求
可
能
性
の
た
め
に
も
、
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
至
難
と
も
い
う
べ
き
条
件
の
な
か
で
本
学
と
し
て
の
研
究
体
制
・
条

件
整
備
の
基
本
的
長
期
的
な
政
策
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
の
成
否
は
、

ひ
と
え
に
全
学
的
な
討
議
の
ひ
ろ
が
り
と
深
ま
り
に
か
か
る
と
い
う
ほ
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
に
答
申
す
る
内
容
は
、
そ
の
よ
う
な
全
学
的
な
討
議
の
た
め
の
一
つ
の
素
材

で
あ
り
、
検
討
す
べ
き
資
料
の
提
供
と
い
う
性
格
を
も
も
つ
も
の
で
あ
る
。
全
学
的
討

研
究
形
態
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
一
貫
し
て
留
意
し
て
き
た
研
究
活
動
の
固
有

の
性
格
と
も
机
ま
っ
て
、
た
と
え
研
究
体
制
・
条
件
整
備
の
面
に
か
ぎ
っ
て
も
、
そ
れ

に
大
学
行
政
と
し
て
必
要
な
対
処
と
改
善
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困

難
な
課
題
で
あ
る
。
加
え
て
、
専
任
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
に
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
研
究
活
動
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
し
た
が
っ
て
研
究
体
制
・
条
件
整
備

の
位
置
づ
け
や
方
向
に
関
し
て
も
、
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
ま
こ
と
に
多
様
で

お

わ

識
の
展
開
を
通
じ
て
、
八
○
年
代
に
お
け
る
本
学
の
研
究
活
動
の
大
き
な
発
展
を
可
能

と
す
る
全
教
職
員
の
深
い
合
意
の
形
成
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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七
一
八
学
部
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に

関
す
る
答
申
〔
追
一
１
１
〕
☆

長
期
計
画
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
た
総
長
の
諮
問
は
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
諮
問
事
項
は
、
相
互
に
密
接
な
連
関
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
可
能
な
限
り
、
重
複

を
さ
け
る
と
と
も
に
、
課
題
を
限
定
し
、
検
討
を
行
っ
た
。
「
学
部
教
学
の
改
善
充
実
に
つ

は
じ
め
に

学
園
政
策
の
中
心
的
な
柱
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
教
学
政
策
で
あ
り
、
な
か
で
も
、
大
学

教
学
に
と
っ
て
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
学
部
教
学
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
学
は
、

学
部
教
学
（
教
育
・
研
究
）
の
改
善
・
充
実
を
一
貫
し
て
重
視
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
現

代
化
・
総
合
化
・
共
同
化
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
一
訂
や
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る

教
学
改
善
の
と
り
く
み
は
、
全
国
の
諸
大
学
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。

本
学
に
お
け
る
学
部
教
学
が
大
き
く
発
展
し
て
き
た
力
は
、
本
学
の
民
主
的
諸
制
度
の
も

と
で
、
全
構
成
員
の
相
互
信
頼
に
基
づ
く
率
直
な
相
互
批
判
が
展
開
さ
れ
て
き
た
点
に
よ
る

も
の
と
言
え
よ
う
。
学
部
教
学
政
策
の
今
日
ま
で
の
歴
史
的
到
達
点
は
、
七
九
全
学
協
確
認

に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
社
会
的
現
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
今
日
ま

で
の
到
達
点
に
安
住
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
も
許
さ
れ
な
い
。
学
部
教
学
理
念
の
展
開
と

内
実
化
は
、
き
び
し
い
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
制
約
の
も
と
で
、
な
お
多
く
の
問
題
を

か
か
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
困
難
を
の
り
こ
え
な
が
ら
、
社
会
的
要
請
の
高

度
化
に
対
応
し
た
大
学
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
全
学
の
力
を
大
き
く
結
集
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

学
部
教
学
の
改
善
・
充
実
の
責
任
主
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
学
部
教
授
会
で
あ
る
が
、

学
部
教
学
の
よ
り
一
層
の
前
進
の
た
め
に
は
、
各
学
部
教
授
会
の
検
討
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ

同
時
に
、
全
学
的
な
、
よ
り
広
い
視
点
に
た
っ
た
綜
合
的
検
討
が
、
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
二
（
昭
手
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

Ｉ
学
部
教
学
改
善
の
到
達
点

い
て
」
と
い
う
諮
問
の
う
ち
書
三
子
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
に
（
賓
一
い
て
」
は
別
稿
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
教
育
と
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
研
究
活
動
、
研
究
体
制

に
つ
い
て
の
答
申
に
お
い
て
、
詳
細
に
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

答
申
で
は
、
学
部
の
ワ
ク
を
こ
え
て
、
全
学
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
、
共
通
の
基
本
課
題
に

限
定
し
て
、
検
討
を
行
っ
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
（
抜
粋
）

Ｈ
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
像

八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
お
け
る
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る
学
園
像
は
、

①
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
政
策
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
出
発
点
を
な
す

の
は
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
（
以
下
七
九
全
学
協
確
認
と
省
略
）
で
あ
る
。

七
九
全
学
協
確
認
は
、
学
費
問
題
を
中
心
と
し
て
、
全
学
あ
げ
て
と
り
く
ま
れ
た
教

学
討
議
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
学
の
教
学
努
力
の
歴
史
的
な
集

約
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
像
、

学
生
像
を
明
確
に
し
、
ま
た
二
つ
の
視
点
、
六
つ
の
指
標
に
照
ら
し
た
教
学
改
善
の
方

向
性
を
、
具
体
的
に
細
目
に
わ
た
っ
て
示
し
て
い
る
。

七
九
全
学
協
確
認
が
、
そ
れ
以
前
の
全
学
協
確
認
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
当
面
の

教
学
政
策
を
具
体
化
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的
な
課
題
を
も
設
定
し
、
学
生
数
減

を
は
じ
め
、
教
学
改
善
の
計
画
的
な
整
備
・
充
実
の
方
向
を
全
学
に
提
示
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
全
学
の
基
本
的
合
意
を
つ
く
り
あ
げ
た
点
に
あ
る
。

今
後
の
学
部
教
学
の
改
善
・
充
実
は
、
こ
の
七
九
全
学
協
確
認
の
到
達
点
に
た
ち
つ

つ
、
そ
の
基
本
路
線
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ

②
今
後
に
む
け
て
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
学
園
像
、
学
生
像
、
教
学
諸
目

標
は
、
七
九
全
学
協
確
認
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要

点
を
こ
こ
に
再
録
し
て
お
き
た
い
。
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価
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
て
真

に
国
民
的
要
請
に
応
え
う
る
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
、
国
民
に
開
か
れ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
大
学

②
①
確
か
な
基
礎
学
力
と
民
主
的
・
社
会
的
常
識
と
社
会
に
通
用
す
る
専
門
的
学
力

・
技
術
“
国
際
性
を
持
っ
た
学
生
、
②
学
問
の
探
求
と
講
義
へ
の
意
欲
を
持
ち
、
自

主
的
・
集
団
的
学
習
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
、
③
働
く
こ
と
の
大
切
さ
と

権
利
意
識
を
身
に
つ
け
、
自
己
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
進
出
す

る
学
生
を
め
ざ
す
大
学

③
全
学
構
成
員
の
学
問
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
に
お
け
る
自
主
的
活
動
と
自

治
活
動
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
、
民
主
主
義
・
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
暴
力
反
対

を
堅
持
し
た
全
学
構
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
の
発
展
を
め
ざ
す
大
学

ゆ
八
○
年
代
の
新
し
い
学
園
像
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
に
よ
っ

て
、
高
い
水
準
の
教
育
・
研
究
を
創
造
し
て
い
く
大
学

⑤
教
学
優
先
の
原
則
を
堅
持
し
た
財
政
の
運
営
を
行
な
い
、
ま
た
民
主
的
な
大
学
の

管
理
・
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い
く
大
学

⑥
学
生
・
教
職
員
の
健
康
と
生
活
を
守
る
厚
生
援
助
の
行
き
と
ど
い
た
学
園

、
憩
い
の
場
と
緑
、
学
問
的
気
風
に
溢
れ
た
学
園

⑧
、
総
合
大
学
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
し
た
学
園

で
あ
る
。

１
．
教
学
内
容
の
改
善

田
小
集
団
教
育
の
改
善
に
つ
い
て

後
期
中
等
教
育
の
実
態
を
踏
ま
え
、
学
問
・
研
究
へ
の
努
力
と
意
欲
を
高
め
、
自
ら

学
び
成
長
し
う
る
基
礎
学
力
を
養
成
す
る
。
基
礎
的
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
を
具
体
的

構
想
力
へ
発
展
・
展
開
で
き
る
理
論
的
思
考
力
を
十
分
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

回
専
門
教
育
に
つ
い
て

今
日
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
状
況
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
学
生
に
対
し
て

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
正
し
い
科
学
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
民
主
的
な
市
民
と
し
て

の
世
界
観
・
労
働
観
・
権
利
意
識
を
持
っ
た
力
量
あ
る
社
会
人
と
し
て
の
専
門
的
学
力
、

技
術
を
養
う
こ
と
を
基
本
視
点
と
す
る
。

回
一
般
教
育
に
つ
い
て

今
日
の
文
教
政
策
の
も
と
で
の
大
学
教
育
に
お
け
る
一
般
教
育
軽
視
、
専
門
教
育
中

心
の
能
力
主
義
的
教
育
偏
重
の
傾
向
の
な
か
で
、
学
生
の
到
達
点
を
踏
ま
え
て
一
般
教

育
を
学
習
す
る
こ
と
の
意
義
を
正
し
く
理
解
さ
せ
、
学
生
の
関
心
に
も
沿
う
よ
う
に
内

容
の
現
代
化
を
図
っ
て
い
く
。

囚
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
①
一
般
教
育
・
言
語
教
育
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
②
外

国
語
の
基
礎
的
な
学
力
の
養
成
、
③
専
門
教
育
と
の
関
連
、
④
実
際
に
活
用
し
う
る
語

学
力
の
養
成
と
い
う
四
つ
の
目
的
実
現
を
め
ざ
す
。

回
教
職
課
程
教
育
に
つ
い
て

教
職
課
程
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
職
課
程
委
員
会
が
提
起
し
た
改
善
施
策
を
進
め
る

が
、
こ
の
際
、
と
く
に
①
教
育
の
現
場
で
植
極
的
な
教
育
活
動
を
行
な
い
、
父
母
・
国

民
の
期
待
と
信
頼
を
担
い
う
る
教
員
を
養
成
し
、
②
本
学
学
生
の
教
員
志
望
者
の
増
大

に
応
え
る
。
ま
た
、
③
学
生
の
到
達
度
や
理
解
度
を
考
慮
に
入
れ
た
教
育
を
充
実
し
、

④
学
部
教
学
の
立
場
か
ら
教
授
会
が
主
体
的
な
責
任
を
持
つ
体
制
の
強
化
を
図
る
。

回
保
健
体
育
教
育
に
つ
い
て

国
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
の
主
人
公
た
る
べ
き
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
権
利
主
体
の
形
成
を
理
念
と
し
て
、
①
運
動
技
術
の
撞
得
、
②
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
性

・
集
団
性
の
獲
得
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
性
・
社
会
性
の
認
識
の
獲
得
、
を
基
本
的
な

目
標
と
す
る
。

４
．
教
学
改
善
と
「
学
生
数
減
」

（
一
部
省
略
）

本
学
に
お
け
る
学
部
学
生
数
減
の
施
策
は
、
第
一
に
、
七
三
年
度
以
降
の
わ
が
学
園

の
民
主
的
な
前
進
の
な
か
で
、
国
民
的
要
請
に
応
え
る
新
し
い
大
学
づ
く
り
と
教
学
充

実
の
条
件
で
あ
り
、
第
二
に
、
八
○
年
と
そ
れ
以
降
の
学
び
が
い
と
働
き
が
い
の
あ
る

学
園
像
・
学
生
像
の
実
現
に
向
け
て
の
諸
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
学
生
・
院
生
の

学
問
研
究
活
動
の
充
実
、
学
園
生
活
の
充
実
、
教
職
員
の
研
究
・
教
育
・
労
働
条
件
の

改
善
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
理
事
会
の
責
任
に
お
い
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
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①
学
生
の
学
問
・
研
究
へ
の
情
熱
と
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く
大
学
教
育
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
入
学
定
員
超
過
を
是
正
し
な
が
ら
学
生
実
態
の
正
し
い

把
握
、
小
集
団
教
育
を
基
礎
と
し
た
密
度
の
濃
い
教
育
と
研
究
を
つ
く
り
上
げ
る

た
め
に
、
当
面
第
一
段
階
と
し
て
ク
ラ
ス
学
生
定
員
減
を
内
容
と
す
る
学
生
数
減

を
八
○
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

②
学
生
数
減
の
具
体
的
実
施
の
第
二
段
階
に
お
け
る
実
施
案
は
、
一
・
二
部
に
お

け
る
ク
ラ
ス
数
減
に
よ
る
学
生
数
減
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
一
・
二
部

学
友
会
は
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
理
事
会
は
、
教
員
に
よ
る
教
育
実
践

の
相
互
交
流
や
相
互
批
判
、
お
よ
び
そ
の
研
究
活
動
を
保
障
す
る
条
件
を
整
備
す

る
た
め
に
、
ク
ラ
ス
数
減
を
内
容
と
す
る
学
生
数
減
を
理
事
会
の
責
任
に
お
い
て

八
三
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

３
さ
ら
に
二
部
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
勤
労
学
生
確
保
を
重
点
に
置
き
、
こ

の
間
実
施
さ
れ
て
き
た
推
薦
入
学
制
度
、
ま
た
二
誌
時
制
に
お
け
る
改
善
施
策
の

実
施
、
小
集
団
教
育
の
充
実
を
十
分
に
踏
ま
え
て
実
施
す
る
。

と
く
に
第
二
段
階
に
お
け
る
実
施
に
つ
い
て
は
、
二
部
教
学
の
基
木
的
な
検
討

を
行
な
い
つ
つ
、
学
生
と
の
十
分
な
討
議
を
踏
ま
え
て
そ
の
具
体
化
を
検
討
す
る
。

③
七
九
全
学
協
確
認
以
降
、
学
部
教
学
改
善
の
と
り
く
み
は
、
年
度
は
じ
め
に
設
定
さ

れ
た
重
点
課
題
に
即
し
て
、
着
実
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
、
年
度
末
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
教
学
諸
機
関
の
総
括
文
書
は
、
そ
の
足
ど
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
と
り
く
み
は
、
教
学
の
前
進
を
、
一
歩
一
歩
か
ち
と
る
た
め
の
着
実
な
方
法
と

し
て
、
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
全
構
成
員
に
よ
る
大
学
自
治
の
原
則
の
忠
実
な
展
開
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
部
教
学
に
つ
い
て
、
将
来
を
み

す
え
た
、
よ
り
深
い
検
討
を
加
え
る
た
め
に
は
、
一
定
長
期
に
わ
た
る
腰
を
す
え
た
調

査
・
研
究
に
と
り
く
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
か
な
り
の
力
を
そ
れ
に
む
け
て
組
織
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
内
外
に
お
け
る
諸
大
学
の
経
験
や
提
言
に
学
び
つ
つ
、
よ

り
広
い
視
点
に
た
っ
た
綜
合
的
な
検
討
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
の
際
、
全
学
的
な
討
議

の
す
す
め
方
や
、
そ
の
た
め
の
時
間
的
保
障
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が

．
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅱ
検
討
の
視
点
に
つ
い
て

①
一
九
七
九
全
学
協
碓
認
は
、
本
学
が
目
指
す
べ
き
学
園
像
、
学
生
像
を
明
確
に
規
定

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
学
理
念
も
ま
た
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

急
速
に
変
化
し
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
的
現
実
に
正
確
に
対
応
し
つ
つ
、
学
部
教
学

の
前
進
を
は
か
る
た
め
に
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
理
念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
現

実
の
変
化
・
発
展
に
照
ら
し
て
、
そ
の
内
容
と
方
法
を
た
え
ず
改
革
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

各
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
社
会
的
現
実
の
変
化
と
発
展
が
、
ど
の
よ
う
な
諸
側
面
か

ら
、
学
部
教
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
求
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
、
今

後
の
検
討
の
視
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

②
社
会
的
現
実
の
変
化
・
発
展
は
、
次
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
学
部
教
学
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討
を
迫
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
第
一
は
、
社
会
の
発
展
に
対
応
し
た
学

部
教
学
の
現
代
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

社
会
的
現
実
の
変
化
・
発
展
が
、
い
か
な
る
人
材
の
養
成
を
、
大
学
に
求
め
て
い
る

か
の
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
社
会
的
現
実
の
変
化
・

発
展
と
そ
の
将
来
予
測
に
つ
い
て
の
科
学
的
研
究
を
集
約
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

共
通
認
識
を
さ
ら
に
大
き
く
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に

関
し
て
は
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
本
学
、
各
学
部
の
卒
業
生
（
校
友
）
が
、

今
後
の
大
学
教
育
に
対
し
て
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
、
聞
き

と
り
調
査
を
試
み
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

社
会
的
現
実
の
変
化
は
、
た
え
ず
新
し
い
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
今
日
の
学

問
研
究
が
、
そ
れ
に
十
分
こ
た
え
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
は
、
決
し
て
少
く
な
い
。

た
と
え
ば
経
済
学
の
危
機
、
社
会
学
の
危
機
が
国
際
的
に
論
じ
ら
れ
、
科
学
の
あ
り
方

が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
今
日
の
学
問
研
究
の
到
達
水
準
と
研
究
動
向
を
、

個
々
人
と
し
て
で
は
な
く
、
学
部
と
し
て
正
確
に
お
さ
え
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

現
代
化
・
綜
合
化
・
系
統
化
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
今
日
の
学
問
研
究
の
展
開
と
社
会
的
現
実
の
変
化
・
発
展
は
、

一
方
に
お
い
て
、
専
門
分
化
と
社
会
的
分
業
を
著
し
く
促
進
し
て
い
る
が
、
他
方
に
お
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い
て
、
学
問
の
学
際
化
・
協
同
化
を
強
く
求
め
て
お
り
、
社
会
的
実
務
の
場
や
市
民
生

活
に
お
い
て
も
、
綜
合
的
判
断
力
が
ま
す
ま
す
強
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

八
○
年
代
の
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
と
ち
が
っ
て
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
手
本
の

な
い
未
知
の
領
域
を
自
ら
の
力
で
き
り
ひ
ら
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

国
際
的
な
広
い
視
野
と
領
極
性
と
創
造
力
を
も
っ
た
人
材
の
養
成
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

個
々
の
教
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
即
し
て
、
学
問
研
究
の
到
達
水
準
と
動

向
な
ら
び
に
社
会
的
要
請
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
や
、
小
集
団
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
反

映
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
、
個
別
的
な
、
バ
ラ
バ
ラ
な
と
り
く
み
だ
け
で
は
、

学
部
教
学
全
体
と
し
て
の
教
育
の
成
果
を
、
大
き
く
結
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て

困
難
な
時
点
に
さ
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

学
問
の
動
向
と
学
生
実
態
を
ふ
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
み
な
お
し
、
と
く
に

一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
現
代
化
・
綜
合
化
・
系
統
化
の
再
検
討
が
、
強
く
要
請
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
》
７
。

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
ｌ
科
目
の
新
設
、
統
廃
合
は
、
今
後
の
教
員
の
人
事

政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
き
わ
め
て
大
で
あ
っ
て
、
今
後
の
学
部
づ
く
り
を
左
右

す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
慎
重
に
調
査
、
研
究
を
行
い
、
徹
底
的
に

討
議
を
つ
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

③
第
二
に
、
社
会
的
現
実
の
歴
史
的
変
化
が
、
学
習
活
動
・
教
育
研
究
活
動
の
主
体
で

あ
る
学
生
、
教
職
員
の
実
態
変
化
、
と
く
に
意
識
面
で
の
変
化
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
学
生
の
さ
ま
が
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
院

生
や
若
手
教
職
員
の
実
態
変
化
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
学
生
実
態
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
討
議
が
行
わ

れ
て
き
て
お
り
、
学
生
実
態
の
実
践
的
把
握
が
、
い
ま
で
は
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
教
職
員
の
実
態
変
化
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
場
で
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
れ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

学
生
、
教
職
員
の
意
識
の
変
化
は
、
学
部
づ
く
り
と
い
う
点
に
お
い
て
、
学
部
教
学

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
教
員
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
戦
後
の
困
難
な
時

期
に
、
新
し
い
大
学
づ
く
り
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
た
教
員
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
退
職
し
、

そ
れ
に
代
っ
て
、
高
度
成
長
期
に
育
ち
、
大
学
院
を
出
た
若
い
教
員
が
次
第
に
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
世
代
間
の
意
識
の
ズ
レ
、
考
え
方
の
ち
が
い
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ

は
進
歩
の
一
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
自
然
成
長
性
に
委
ね
る
こ
と
、
な
り
ゆ
き
ま
か
せ

は
よ
ろ
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

学
生
実
態
、
教
職
員
実
態
の
変
化
に
つ
い
て
、
と
か
く
マ
イ
ナ
ス
面
の
指
摘
が
強
く

な
る
一
般
的
傾
向
で
あ
る
が
、
古
い
価
値
観
に
た
っ
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し

い
発
展
の
芽
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
七
九
全
学
協
確
認
以

降
、
学
生
の
側
に
お
い
て
も
、
教
職
員
の
側
に
お
い
て
も
、
学
ぶ
気
風
の
確
立
を
め
ざ

し
た
運
動
が
と
り
く
ま
れ
て
き
て
い
る
。
本
学
の
民
主
主
義
的
伝
統
を
ふ
ま
え
た
、
新

し
い
学
風
の
創
造
、
新
し
い
モ
ラ
ル
の
確
立
に
む
け
て
、
意
識
的
な
努
力
を
つ
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

④
第
三
に
、
社
会
的
現
実
の
変
化
、
と
く
に
大
学
を
め
ぐ
る
社
会
的
・
経
済
的
情
勢
の

変
化
と
今
後
の
推
移
が
、
学
部
教
学
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い

て
、
可
能
な
限
り
、
正
確
な
見
通
し
を
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

防
衛
力
強
化
を
基
本
に
お
い
た
最
近
の
政
府
の
基
本
政
策
、
臨
調
・
行
革
路
線
や
文

教
政
策
が
、
国
民
生
活
と
私
立
大
学
に
及
ぼ
し
て
い
る
き
び
し
さ
を
直
視
す
る
と
と
も

に
、
数
年
な
い
し
一
○
年
程
度
の
レ
ン
ジ
で
情
勢
が
変
わ
る
こ
と
、
変
わ
り
う
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
大
ま
か
な
見
通
し
を
つ
け
、
機
会
を
と
ら
え
た
適
切
な
対
処
が
可
能
な

よ
う
に
、
学
部
教
学
改
善
の
た
め
の
長
期
の
基
本
方
針
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
園
規
模
問
題
に
つ
い
て
の
長
計
答
申
が
、
多
く
の
資
料
を

も
と
に
、
そ
の
検
討
結
果
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
学
部
教
学
の
基
本
条
件

改
善
の
課
題
と
か
か
わ
っ
て
、
と
く
に
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
社
会
的
・
経
済
的
情
勢
の
急
速
な
変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の

対
応
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

公
費
助
成
額
の
実
質
的
削
減
と
、
志
望
者
数
（
入
学
検
定
料
収
入
）
の
減
少
が
、
私

学
の
財
政
見
通
し
を
大
巾
に
狂
わ
せ
て
い
る
が
、
と
く
に
本
学
の
場
合
、
こ
の
こ
と
が
、

学
部
学
生
数
減
の
政
策
遂
行
ｌ
当
初
計
画
の
ご
と
く
、
八
三
年
度
よ
り
、
学
生
数
減
の

第
二
段
階
に
入
る
こ
と
ｌ
の
重
大
な
障
害
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
危
機
を
前
向
き
に
の
り
き
る
た
め
に
は
、
一
時
的
に
は
迂
回
作
戦
を
検
討
す
る
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小
集
団
教
育
蓋
専
偲
教
育
雷
一
般
教
育
書
外
国
語
教
育
、
教
職
課
程
教
育
保
健
体
育
教

育
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
機
関
が
年
度
は
じ
め
に
重
点
課
題
を
設
定
し
、

年
度
末
に
は
、
そ
の
と
り
く
み
の
状
況
に
つ
い
て
総
括
文
諜
を
ま
と
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
広
い
視
野
に
た
っ
て
検
討
を
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
全
学

共
通
の
基
本
課
題
を
例
示
し
つ
つ
、
検
討
の
方
向
に
つ
い
て
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

１
…
教
育
内
容
の
現
代
化
の
推
進

大
学
の
社
会
的
使
命
の
一
つ
は
、
人
類
の
福
祉
、
社
会
進
歩
に
貢
献
し
う
る
人
材
を
育
て

あ
げ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
た
え
ず
変
化
し
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
的
現
実

に
注
目
し
、
教
育
内
容
の
現
代
化
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
坐
削
章
で
ふ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
と
く
に
、
新
た
に
検
討
を
要
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ⅲ
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
い
て
の
課
題

こ
と
も
必
要
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
よ
り
積
極
的
に
危
機
を
の
り
こ
え
る
た
め
に

は
、
学
園
規
模
問
題
に
つ
い
て
の
長
計
答
申
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
学
部
問
題
検
討

の
テ
ン
ポ
を
は
や
め
る
以
外
に
道
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
記
長
計
答
申
は
、
「
Ⅲ
学
園
規
模
問
題
の
前
提
と
問
題
点
」
の
末
尾
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
学
園
規
模
問
題
に
つ
い
て
の
適
切
な
学
園
の
方
針
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
す
で
に

焦
眉
の
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
そ
の
こ
と
な
し
に
は
、

前
章
で
の
べ
た
『
学
部
学
生
定
員
減
・
教
職
員
一
人
当
り
学
生
数
減
』
と
い
う
冨
旦

な
課
題
へ
の
と
り
く
み
そ
の
も
の
が
中
途
で
挫
折
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
の

危
倶
を
、
強
く
表
明
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
」
（
八
一
・
一
○
・
三
答
申

（
案
）
ｐ
、
二
、
傍
点
は
引
用
者
）
最
近
の
情
勢
の
急
速
な
変
化
は
、
学
部
教
学

の
新
た
な
み
な
お
し
を
学
部
・
学
科
等
の
新
設
・
再
編
問
題
を
に
ら
み
な
が
ら
、
慎
重

に
、
か
つ
可
能
な
限
り
早
期
に
行
う
こ
と
を
、
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
重
ね
て
強

調
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
国
際
化
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
う
る
教
学
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

技
術
革
新
を
軸
と
し
た
社
会
的
生
産
諸
力
の
急
速
な
発
展
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
生
産
の

社
会
化
の
深
化
は
、
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
。
軍
事
力
強
化
に

よ
る
安
全
保
障
や
、
武
力
に
よ
る
国
際
紛
争
の
解
決
で
は
な
く
、
平
和
と
協
調
に
も
と
づ
く

国
際
関
係
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
切
実
な
人
類
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
際
化
時
代
に
通
用
す
る
見
識
と
力
量
を
も
っ
た
学
生
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
は
、

日
本
の
将
来
に
か
か
わ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
大
き
く
貢
献
し

う
る
道
で
あ
る
。

本
学
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
委
員
長
が
、
八
○
年
度
教
学
対
策
会
議
に
提
出
し
た
「
覚
え
書
」

（
八
○
・
六
・
三
○
付
）
は
、
国
際
化
時
代
の
要
請
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

⑪
現
代
の
大
学
教
育
は
、
国
際
人
を
育
成
す
る
責
任
を
に
な
っ
て
い
る
。
外
国
の
異
な

低
国
際
的
『
一
ミ
『
三
ヶ
…
、
ン
ヨ
ン
の
能
力
と
し
て
外
国
語
能
士
の
重
要
性
に
い
う
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
論
理
的
な
思
考
・
分
析
・
表
現
の
能
力
の
不
足
が
、
国

際
社
会
で
の
日
本
人
の
行
動
を
し
ば
し
ば
「
不
可
解
」
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
を
軽

視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
い
つ
も
「
群
れ
」
を
つ
く
る
小
集
団
志
向
に
埋
没

す
る
自
立
し
た
個
性
の
不
足
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
（
「
一
般
教
育
研
究
』
第
一
七
号
、
ｐ
、
四
七
～
四
八
）

化
を
理
解
さ
せ
る
能
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
発
達
し
た
欧
米
社
会
や
社
会
主
義
諸
国
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
第
三
世
界
に
つ
い

て
の
一
般
的
知
識
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
朝
鮮
、
中
国
、
イ
ン
ド

シ
ナ
、
東
南
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
に
つ
い
て
日
本
の
学
生
は
も
っ
と
よ
く
知
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
日
本
文
化
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
も
っ
と
深
く
広
い
知
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
ぁ

る
文
化
電
言
語
価
値
観
書
宗
教
雲
制
度
電
行
動
様
式
を
理
解
し
、
多
様
の
な
か
で
の

統
一
を
求
め
う
る
よ
う
な
日
本
人
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
い
国
際
的
視
野

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
参
加
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
異
な
る
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
日
本
の
文

る
。
日
本
文
化
の
歴
史
的
継
承
を
重
視
す
る
こ
と
自
体
が
、
国
際
化
時
代
の
大
学
教
育

の
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。
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こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
化
時
代
の
要
請
は
、
実
用
主
義
的
に
と
ら
え
て

は
な
ら
な
い
し
、
語
学
力
の
強
化
に
嬢
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
課
題
は
、

本
学
の
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
の
新
た
な
展
開
の
問
題
と
し
て
、
と
ら
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
、
優
れ
て
学
部
教
学
の
課
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
具
体

的
手
だ
て
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
教
授
会
を
は
じ
め
、
教
学
諸
機
関
が
州
互
に
協
力
し
つ
つ
、

全
学
あ
げ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
化
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
部
教
学
の
現

代
化
の
ひ
と
つ
の
柱
で
あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
教
育
七

、
ノ
タ
ー
委
員
長
の
こ
の
提
起
は
、
一
般
教
育
の
改
革
に
か
か
わ
っ
て
、
全
学
的
な
検
討
の
必

要
性
を
強
く
要
請
し
た
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
、
正
確
に
受
け
と
め
る
べ
き
で

牛
の
プ
つ
】
『
ノ
０

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
的
現
実
の
変
化
・
発
展
や
、
国
民
的
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
、

専
門
科
目
、
一
般
教
育
科
目
の
双
方
に
お
い
て
、
特
講
を
積
極
的
に
開
荊
し
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
革
を
抜
き
に
し
た
特
満
の
附
設
に
よ
る
事
態
へ
の

対
応
が
、
早
晩
、
矛
盾
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
質
的
に
重
要
な
こ
と
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
約
化
を
前
提
と
し
た
再
編
成
で
あ
っ
て
、
科
目
を
際
限
な
く
ふ
や
す
こ

と
で
は
な
く
、
一
般
教
育
、
専
門
教
育
を
綜
合
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
代
化
・
綜
合
化
・

系
統
化
を
す
す
め
、
講
義
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
革
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
い
問
題
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
本
学
に
お
け
る
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
き
、
部
分
的
な
手
な
お
し
は
別
と
し
て
、
大
巾
な
、
抜
本
的
な
改
革
の
場
合
に
は
、
ど
の

学
部
に
お
い
て
も
、
通
常
二
～
三
年
間
の
継
続
的
な
討
議
を
要
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
巾
な
改
革
の
場
合
で
も
、
専
門
科
目
中
心
の
改
革
に
と
ど
ま

り
、
一
般
教
育
を
含
め
た
綜
合
的
改
革
に
な
り
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
衣
笠
一
拠
点
実
現
に
よ
っ
て
、
真
に
綜
合
大
学
と
し
て
の
新
た
な
発
展
を
き
り

ひ
ら
く
た
め
の
基
礎
的
諸
条
件
を
整
い
え
た
今
日
、
学
部
教
学
の
新
た
な
発
展
を
め
ざ
し
た

検
討
を
、
各
学
部
教
授
会
は
も
ち
ろ
ん
、
教
学
諸
機
関
の
総
力
を
結
集
し
て
、
と
り
く
む
べ

き
時
点
に
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
学
部
教
学
の
み
な
お
し
を
、
学
部
・
学
科
の
新
設
・
再

２
基
礎
学
力
の
養
成
ｌ
豊
か
な
感
性
と
科
学
的
認
識
力
Ｉ

基
礎
学
力
の
養
成
は
、
従
来
か
ら
教
学
上
の
重
点
課
題
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
、
検
討

さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

七
九
全
学
協
確
認
文
諜
に
お
い
て
、
韮
礎
学
力
の
問
題
は
、
小
集
団
教
育
の
項
目
に
お
い

て
扱
わ
れ
、
「
学
問
・
研
究
へ
の
努
力
と
意
欲
を
高
め
、
自
ら
学
び
成
長
し
う
る
基
礎
学
力

を
養
成
す
る
。
基
礎
的
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
を
具
体
的
構
想
力
へ
発
展
・
展
開
で
き
る
理

論
的
思
考
力
を
十
分
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
視

さ
れ
て
い
る
の
は
「
学
問
へ
の
意
欲
を
も
ち
、
自
ら
学
び
成
長
し
う
る
能
力
」
と
い
う
こ
と

と
、
「
基
礎
的
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
を
具
体
的
椛
想
力
へ
展
開
し
う
る
理
論
的
思
考
力
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
異
議
を
申
立
て
る
も
の
で
は
な
い

が
、
学
生
実
態
を
ふ
ま
え
た
最
近
の
教
育
実
践
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
さ
ら
に
突
込
ん
だ

検
討
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
と
く
に
提
起
し
た
い
こ
と
は
、
基
礎
学
力
の
内
容
を
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
意
味
で

の
基
礎
的
学
習
能
力
と
到
達
す
べ
き
知
的
な
基
礎
学
力
水
準
の
二
つ
に
わ
け
て
、
検
討
し
て

み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
九
全
学
協
確
認
は
、
「
①
学
生
の
知
的
な
訓
練
や
理
論
的
な
力
、
＠
自
主
的
・
集
団
的

学
習
活
動
を
行
な
う
上
で
の
持
続
性
や
忍
耐
力
、
④
正
課
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
の
自
主
性

・
自
発
性
・
自
治
能
力
、
ｅ
集
団
性
や
組
織
性
、
④
人
権
意
識
や
民
主
的
な
社
会
常
識
、
④

国
際
性
や
国
際
的
感
覚
と
い
う
六
つ
の
指
標
に
照
ら
し
た
教
育
努
力
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
意
味
で
の
基
礎
的
学
習
能
力
の
中

味
を
、
こ
の
六
つ
の
指
標
と
関
連
さ
せ
て
吟
味
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
。
学
習
意
欲

や
知
的
関
心
、
持
続
性
や
忍
耐
力
、
自
主
性
や
集
団
性
な
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
「
学
力
の
高
さ
」

そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
学
力
向
上
の
土
台
と
な
る
基
本
的
な
人
間
的
資
質
の
錬

磨
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
基
礎
的
学
習
能
力
を
養
成
す
る
課
題
は
、
こ
の
人
間
的
資
質
の

錬
磨
と
不
可
分
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
人
間
的
資
質
に
つ
い
て

は
、
豊
か
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
感
性
と
想
像
力
を
つ
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
人
文
．

編
問
題
と
も
か
か
わ
ら
せ
て
全
学
的
に
、
本
格
的
な
検
討
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

冒
え
ブ
旬
。
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社
会
・
自
然
諸
科
学
の
発
展
の
基
礎
に
は
、
人
間
・
社
会
・
自
然
の
諸
事
象
に
つ
い
て
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
感
動
が
あ
り
、
豊
か
な
感
性
と
想
像
力
が
学
問
へ
の
情
熱
を
支
え
る
大
き
な
力

で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
豊
か
な
感
性
は
、
人
間
相
互
の

ふ
れ
あ
い
、
す
ぐ
れ
た
文
化
と
の
出
合
い
、
美
し
い
自
然
と
の
直
接
的
な
接
触
の
な
か
で
磨

か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、
教
師
の
人
間
的
魅
力
が
、
学
問
へ
の
関
心
と
興
味
を
よ
び
起

こ
す
例
も
決
し
て
少
く
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
手
が
が
り
が
僅
か
で
あ
っ
て
も
、
未
知
の
領
域
に
果
敢
に
と
び
こ
ん
で
い
け
る
力

は
、
知
識
の
量
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
問
題
で

あ
り
、
困
難
に
た
ち
む
か
い
う
る
人
間
的
資
質
の
問
題
で
あ
る
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
知

識
の
量
で
は
な
く
、
知
識
の
質
の
問
題
で
あ
り
、
基
礎
的
学
習
能
力
や
人
間
的
資
質
の
錬
磨

の
問
題
で
あ
る
。
知
的
訓
練
の
重
要
性
は
、
こ
の
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

豊
か
な
感
性
と
科
学
的
認
識
力
の
錬
磨
、
基
礎
的
学
習
能
力
の
養
成
は
、
大
学
に
お
け
る

教
育
諸
活
動
、
学
習
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
意
識
的
に
追
求
さ
れ
、
小
集
団
教

育
、
一
般
教
育
、
専
門
教
育
、
語
学
、
体
育
な
ど
、
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、

全
体
と
し
て
そ
れ
を
高
め
る
方
法
が
、
一
屑
科
学
的
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

自
己
の
考
え
を
、
正
確
に
、
わ
か
り
易
く
、
論
理
的
に
表
現
し
、
発
表
す
る
能
力
ｌ
話
す

能
力
、
書
く
能
力
ｌ
の
訓
練
は
、
大
学
に
お
い
て
も
、
系
統
的
に
課
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
基
礎
的
学
習
能
力
を
高
め
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
は
、
謀
く
こ
と
、
話
す
こ

と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
小
集
団
ク
ラ
ス
の
適
正
規
模
の
実
現
、
過
大
満
義
の
解
消
な

ど
教
育
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
し
、
実
験
、
実
習
、
社
会
調
査
、
工
場
見
学
、

視
聴
覚
教
材
の
活
用
な
ど
、
教
育
内
容
と
方
法
の
両
面
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
積

み
上
、
げ
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

基
礎
学
力
の
点
で
、
今
後
と
く
に
大
き
な
努
力
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
語
学
力
の
向

止
で
あ
ろ
う
。
語
学
力
の
向
上
は
、
外
連
協
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は
な

い
。
学
部
の
専
門
教
育
の
場
（
小
集
団
ク
ラ
ス
、
ゼ
ミ
、
講
義
な
ど
）
に
お
い
て
、
少
し
づ

っ
で
も
、
外
国
語
に
憤
れ
さ
せ
る
努
力
を
、
系
統
的
に
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
外
国
で
使
わ

れ
て
い
る
専
門
用
語
の
な
か
に
は
、
日
本
語
に
翻
訳
し
て
も
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ア
、
ノ
ス
や
意
味

内
容
を
伝
え
に
く
い
も
の
が
少
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
外
国
の
用
語
と
そ
の
意
味

を
ど
う
教
え
て
い
く
か
の
検
討
は
、
専
門
領
域
の
教
員
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

３
自
主
性
と
集
団
性
ｌ
集
団
主
義
教
育
の
推
進

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
主
性
、
積
極
性
、
集
団
性
は
、
い
わ
ゆ
る
「
学
力
」
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
人
間
的
資
質
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
義
務
教
育
で
も
な
け
れ
ば
、
準
義

務
教
育
で
も
な
い
大
学
教
育
の
位
置
と
立
前
か
ら
言
え
ば
、
自
主
性
、
集
団
性
は
、
大
学
に

入
学
し
よ
う
と
す
る
学
生
は
、
当
然
体
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
き
び
し
い
受
験
競
争
の
も
と
で
、
少
な
か
ら
ぬ
学
生
は
、
自
主
性
、
集
団
性
を

充
分
身
に
つ
け
ず
に
入
学
し
て
く
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
ま
た
、
自
主
性
、
集
団
性
の
弱

さ
は
、
学
習
意
欲
の
弱
さ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
低
回
生
小
集
団
教
育
が
、
思
う
よ
う
に
は

う
ま
く
進
ま
な
い
大
き
な
理
由
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
と
関
係
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
自
主
性
、
積
極
性
、
集
団
性
は
、
課
外
活
動
、
自
治
活
動
を
ふ
く
む

学
生
生
涌
全
般
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
主
性
・
集
団
性
は
、
そ
の
よ
う
な
諸
活
動

の
な
か
で
、
学
生
自
ら
が
、
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
体
得
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
大
学
が
主
要
に
行
う
べ
き
こ
と
は
、
最

小
限
の
教
育
的
援
助
（
示
唆
・
助
言
）
と
、
自
主
的
・
集
団
的
活
動
の
た
め
の
条
件
整
備
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
手
と
り
足
と
り
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

本
学
は
、
集
団
主
義
教
育
の
推
進
を
か
か
げ
、
小
集
団
教
育
の
体
系
化
を
す
す
め
て
き
た
。

こ
の
理
念
は
、
科
学
的
認
識
に
到
達
す
る
た
め
に
、
討
論
と
い
う
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
異

っ
た
意
見
を
吟
味
し
な
が
ら
自
己
の
認
識
を
よ
り
正
確
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
念
に
も
と
づ
く
集
団
主
義
教
育
は
、
集
団
の
な
か
で
、
他
の
個
性
を
知
り
、

個
性
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
な
か
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
的
資
質
・
個
性
を
錬
磨
し
、
ま
た

友
情
や
連
帯
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
今
後
も
、
集
団
主
義
教
育
は
、
堅
持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
、
三
、
四
回
生
混
合
ゼ
ミ
の
試
み
が
、
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
タ
テ
の
つ
な
が
り

の
強
化
と
い
う
面
で
注
目
す
べ
き
試
み
と
言
え
よ
う
。

集
団
主
義
教
育
ｌ
小
集
団
教
育
に
お
け
る
教
員
の
主
要
な
任
務
は
、
講
義
の
場
合
と
同
じ

く
、
学
問
上
の
指
導
で
あ
り
、
知
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
集
団

ク
ラ
ス
に
お
け
る
学
生
の
自
主
性
、
集
団
性
の
弱
さ
は
、
学
習
意
欲
の
問
題
と
深
く
結
び
つ

－34 9 －



資料718

い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
問
研
究
の
現
代
的
意
義
や
課
題
を
、
生
き
い
き
と
学
生
に
伝
え
、

そ
の
意
欲
や
関
心
を
喚
起
し
、
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
課
題
に
挑
戦
す
る
学
問
の
方
法
、

学
習
の
し
か
た
を
教
え
る
こ
と
に
、
教
員
の
最
大
の
指
導
責
任
が
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る

』
『
ノ
０

講
義
形
式
の
教
育
方
法
Ｐ
①
。
日
月
の
尊
い
房
目
）
は
、
大
学
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
そ
の

教
育
上
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
生
き
た
人
間
が
語
り
か
け
る
と
い
う

こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
高
の
形
態
で
あ
り
、
学
生
が
そ
の
要
点
を
き
き
わ
け
、

自
ら
の
頭
脳
を
通
っ
た
こ
と
を
書
き
と
り
、
客
観
化
し
そ
れ
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
学
習
能

力
を
錬
磨
す
る
う
え
で
、
本
質
的
な
重
要
性
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
教
育
の
効
果
を
十
分
に
高
め
え
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
学
生
が
自
主
的
に
学
習
し
、
研
究
し
う
る
た
め
の
豊
富
な
材
料
が
提
供
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
テ
キ
ス
ト
な
し
の
「
ノ
ー
ト
講
義
」
の
場
合
、
誰
も
が
参
考
文
献

を
示
し
て
い
る
が
、
望
ま
し
い
こ
と
は
、
講
義
の
主
た
る
内
容
が
、
著
書
や
論
文
、
も
し
く

は
教
材
と
し
て
学
生
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
は
、
講
義

の
内
容
を
、
一
層
正
確
に
理
解
し
、
ま
た
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
講
義
そ
の
も
の
と
テ
キ
ス
ト
な
い
し
講
義
内
容
の
ブ
リ
、
ノ
ト
は
、
相
補
的
で

あ
り
、
講
義
に
出
席
し
、
ノ
ー
ト
を
と
り
、
テ
キ
ス
ト
・
プ
リ
ン
ト
も
読
み
、
か
つ
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
十
全
の
理
解
と
自
己
形
成
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
学
生
は
正
し
く
理
解
す

べ
き
で
あ
り
、
教
員
も
ま
た
、
講
義
内
容
と
か
か
わ
り
の
深
い
論
文
、
著
書
を
学
生
に
提
示

で
き
る
よ
う
に
一
層
の
努
力
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
講
義
科
目
の
性
格
や
内
容
に
深
く
関
係
す
る
の
で
、
す
べ
て
の
講
義
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
が
、
講
義
と
視
聴
覚
教
材
の
利
用
も
、
相
補
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

利
用
の
し
か
た
を
研
究
し
、
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

受
講
者
数
が
多
い
場
合
は
、
現
実
的
に
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
検
討
を
深
め
、

そ
の
実
施
条
件
を
模
索
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
問
題
と
し
て
、
実
物
教
育
の
問
題
が
あ
る
。

自
然
科
学
に
つ
い
て
の
教
育
が
ｌ
た
と
え
人
文
・
社
会
系
の
学
生
に
対
し
て
で
あ
れ
Ｉ
観

察
や
実
験
な
し
で
、
ど
こ
ま
で
可
能
か
は
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
工
場

４
教
育
方
法
の
改
善

５
学
生
実
態
の
実
践
的
把
握
と
教
育
実
践
の
科
学
的
追
求

学
生
実
態
の
ト
ー
タ
ル
な
把
握
と
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
が
生
ま
れ
る
か
の
分
析
は
、

専
門
研
究
者
に
と
っ
て
も
至
難
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
学
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
学
生
実
態

調
査
と
小
集
団
担
当
者
、
講
義
担
当
者
さ
ら
に
は
各
部
課
の
と
り
く
み
の
つ
み
あ
げ
に
よ
っ

て
、
学
生
実
態
は
、
な
お
お
ぼ
ろ
げ
で
は
あ
る
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

学
生
実
態
調
査
は
、
単
純
集
計
の
レ
ベ
ル
か
ら
ク
ロ
ス
集
計
の
レ
ベ
ル
に
発
展
し
、
学
部
、

学
科
間
の
ち
が
い
も
、
一
定
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
不
明

の
点
が
少
く
な
い
。

学
生
実
態
の
実
践
的
把
握
が
中
心
課
題
と
し
て
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
学
生
へ

の
働
き
か
け
ｌ
教
育
実
践
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
動
的
分
析
が
行
い
う

る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
教
育
実
践
の
科
学
性
の
追
求
こ
そ
が
、
本
来
の
目
標
で
あ
り
、
課

題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
教
育
実
践
の
レ
ポ
ー
ト
、
試
行
が
報
告
さ
れ
、
集
積
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
み
る
と
、
学
生
の
反
応
、
受
け
と
め
は
、
単
純
で
は
な
く
、
と
き
に
は
、

全
く
逆
の
結
果
を
示
す
場
合
も
あ
り
、
に
わ
か
に
判
断
を
く
だ
し
え
な
い
状
況
が
あ
る
。

今
後
、
学
生
実
態
の
実
践
的
把
握
と
教
育
実
践
の
科
学
的
追
求
を
め
ざ
す
う
え
で
、
も
っ

と
も
、
重
要
で
あ
り
、
基
本
的
な
こ
と
は
、
教
員
側
の
評
価
・
分
析
と
学
生
側
の
評
価
・
分

析
と
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
教
員
、
学
生
双
方
の
現
実
認
識
を
つ
き
合
わ
せ
、

相
互
に
改
善
の
方
策
を
検
討
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
的
認
識
へ
の
道
が
、
一
層
確
実

と
な
り
、
教
学
の
実
り
あ
る
発
展
が
期
待
し
う
る
と
考
え
る
。

な
お
、
幾
つ
か
の
分
野
に
つ
い
て
の
教
育
実
践
報
告
と
、
調
査
報
告
な
ど
を
、
隔
年
ぐ
ら

い
に
冊
子
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ
を
集
積
し
、
検
討
の
素
材
と
し
て
い
く
こ
と
を
提
起
し
て

お
き
た
い
。

見
学
や
社
会
調
査
あ
る
い
は
博
物
館
見
学
な
ど
崎
人
文
・
社
会
系
に
と
っ
て
も
教

育
上
の
有
効
性
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

工
場
見
学
、
現
地
調
査
な
ど
は
、
受
講
者
数
の
問
題
の
ほ
か
に
、
社
会
的
・
経
済
的
制
約

条
件
が
少
く
な
い
が
、
教
育
方
法
の
改
善
の
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

－350－
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教
学
内
容
と
方
法
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
第
三
章
に
お
い
て

す
で
に
示
唆
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
の
関
係
で
今
後
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
具
体

的
な
改
善
・
充
実
の
課
題
と
し
て
、
重
要
項
目
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
た
財
政
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

「
教
学
の
基
本
条
件
改
善
」
な
ら
び
に
「
教
育
設
備
・
機
器
・
資
料
な
ど
の
整
備
充
実
」

は
、
教
学
内
容
と
方
法
の
改
善
・
充
実
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
策
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

Ⅳ
改
善
・
充
実
の
た
め
の
具
体
的
な
課
題

１
教
学
の
基
本
条
件
改
善
の
課
題

⑪
教
学
（
教
育
と
研
究
）
の
目
標
と
方
法
と
の
関
連
に
お
い
て
教
学
の
基
本
条
件
の
意

味
を
深
め
る
こ
と

②
小
集
団
ク
ラ
ス
の
規
模
（
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
定
員
）
と
ク
ラ
ス
数
に
つ
い
て
の
検
討

⑧
過
大
講
義
解
消
の
た
め
の
方
策
の
検
討

側
教
員
体
制
ｌ
増
員
問
題
の
方
針
の
検
討

⑤
職
員
体
制
の
検
討

２
教
育
設
備
・
機
器
・
資
料
な
ど
の
整
備
・
充
実
の
課
題

⑪
教
育
目
標
と
方
法
と
の
関
連
に
お
い
て
、
教
育
設
備
・
機
器
・
資
料
な
ど
の
意
義
を

深
め
る
こ
と

②
視
聴
覚
設
備
・
機
器
の
計
画
的
整
備
の
検
討

⑧
教
材
・
資
料
の
体
系
的
整
備
の
検
討
：
．
…
と
く
に
印
刷
・
複
写
機
器
の
充
実
強
化

側
情
報
処
理
設
備
・
機
器
の
計
画
的
整
備
の
検
討

⑤
実
験
室
、
実
得
室
、
資
料
館
な
ど
の
整
備
・
充
実
の
検
討

七
一
九は

じ
め
に

本
年
度
長
期
計
画
委
員
会
に
対
し
、
総
長
よ
り
諮
問
さ
れ
た
「
学
生
の
国
際
交
流
」
に
つ

い
て
、
以
下
の
と
お
り
答
申
す
る
。
た
だ
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
諮
問
の
主
旨
を
尊
重
し

つ
つ
、
長
期
計
画
委
員
会
の
判
断
に
お
い
て
、
諮
問
内
容
を
拡
大
し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
た

の
で
、
そ
の
理
由
を
含
む
経
過
の
概
略
を
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

本
件
に
か
か
わ
る
一
九
八
一
年
六
月
の
総
長
諮
問
は
、
「
学
部
教
学
の
改
善
（
学
生
の
国

際
交
流
を
含
む
）
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
別
途
「
大
学
院
教
学
の
改
善
に
つ
い

て
」
が
諮
問
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
長
期
計
画
委
員
会
第
三
小
委
員
会
が
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
第
二
○
回
小
委
員
会
（
一
九
八
一
・
一
○
・
一
七
）
以
降
、
そ
の
検
討
を
開
始

し
た
。
そ
の
さ
い
、
第
三
小
委
員
会
は
本
件
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
国
際
交
流
を
学
部
教
学
全

般
の
改
善
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
諮
問
の
積
極
的
な
意
味
を
汲
み
と
る
と
と
も
に
、
し

か
し
、
国
際
交
流
は
大
学
院
教
学
の
改
善
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
学
部
学
生
、

大
学
院
生
の
双
方
を
対
象
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
ず
判
断
し
た
。
さ
ら
に
、
本
件

が
本
学
に
お
い
て
は
じ
め
て
長
期
計
画
委
員
会
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
を
考
慮

し
、
い
っ
き
に
細
部
に
わ
た
る
制
度
内
容
を
答
申
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
り
、
検
討
を
国

際
交
流
の
意
義
の
確
認
と
制
度
化
の
基
本
方
向
の
範
囲
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断

を
も
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
が
学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
に
つ
い
て
の
答
申
を
独
立
さ
せ
、

以
下
の
と
お
り
そ
の
制
度
化
の
検
討
対
象
を
学
部
学
生
・
大
学
院
生
の
双
方
と
し
、
か
つ
、

審
申
の
範
囲
と
意
義
と
基
本
方
向
に
と
ど
め
た
理
由
で
あ
る
。

以
上
の
前
提
の
も
と
に
、
以
後
一
○
回
の
小
委
員
会
討
議
を
へ
て
、
第
一
二
回
長
期
計
画

委
員
会
総
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
も
の
が
本
答
申
で
あ
る
。

学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
に
つ
い
て
ｉ
第
三
次
長
期
計
画

に
関
す
る
答
申
〔
追
一
１
２
〕
☆

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

『
１
４

頁
Ｊ

ｑ
Ｊ
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Ｉ
留
学
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
の
現
状
と
問
題
点

①
経
済
や
文
化
の
領
域
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
化
の
動
向
信
承
き
つ
つ
き
急
激
な
発

展
を
み
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
海
外
諸
国
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
国
際
的
諸

問
題
に
対
す
る
学
生
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
本
学
に
お
け
る
そ

の
よ
う
な
動
向
は
、
た
と
え
ば
、
法
学
部
に
お
け
る
一
九
八
○
年
度
法
政
待
淋
蕊
中
満

義
の
受
瀧
状
況
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
法
学
研
究
所
、
バ
ル
バ
ラ
ー
サ
ヴ
ア

シ
カ
教
授
に
よ
る
。
登
録
者
二
九
○
名
、
受
験
者
二
○
○
名
）
、
八
一
年
度
の
英
会
話

オ
ー
フ
ン
ク
ラ
ス
の
受
術
状
況
（
日
英
政
府
間
協
定
に
よ
る
英
語
教
育
補
助
員
、
デ
リ

ア
・
Ｉ
，
バ
ト
ラ
ー
女
史
に
よ
る
。
初
日
出
席
者
一
二
○
名
）
、
さ
ら
に
、
八
一
年
度

開
設
の
視
聴
覚
自
習
室
の
き
わ
め
て
高
い
利
用
状
況
（
八
一
・
四
・
一
四
～
八
二
・
一

・
三
一
現
在
延
五
、
二
九
三
名
）
に
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
学
生
層
全
体
を
み
た
と
き
、
国
際
交
流
へ
の
関
心
の
具

体
的
な
充
足
形
態
の
ほ
と
ん
ど
が
、
大
学
組
織
と
は
別
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
方
法
に

よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
夏
季
休
暇
等
を
利
用
し

た
海
外
旅
行
や
、
国
内
で
の
在
留
外
国
人
と
の
交
際
な
ど
は
、
そ
の
実
態
を
数
吐
的
に

把
握
は
で
き
な
い
が
、
す
で
に
机
当
な
程
度
に
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
旅
行
社

等
の
企
画
に
よ
る
語
学
研
修
海
外
ツ
ァ
ー
等
へ
の
参
加
は
、
一
睡
の
流
行
と
も
い
う
べ

き
現
象
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
企
画
の
実
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
一
括
し

た
評
価
を
く
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
語
学
研
修
の
目
的
か
ら
み
て
効
果

の
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
も
の
も
あ
り
、
と
き
に
は
い
わ
ゆ
る
「
業
者
ツ
ァ
ー
問
題
」
さ

え
引
き
起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
そ
れ
ら
の
企
画
に
参
加
し
た

い
が
た
め
に
、
無
理
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
し
、
か
え
っ
て
本
来
の
学
業
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
も
と
き
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
象
も
、
そ
れ
を
否
定
的
な
側
面
か
ら
の
み
と
ら
え
る
の
は

不
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
現
象
の
基
礎
に
は
、
今
日
の
学
生
が
多
か
れ
少
な
か
れ

抱
い
て
い
る
異
文
化
と
の
接
触
へ
の
関
心
や
、
実
際
的
な
外
国
語
能
力
を
身
に
つ
け
た

い
と
い
う
欲
求
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
教
育
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
学
生
の
そ
の
よ
う

な
関
心
や
欲
求
を
組
織
的
に
吸
収
す
る
方
策
を
大
学
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
い
ま
求

め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

②
学
問
研
究
と
い
う
学
生
の
本
分
に
も
っ
と
も
即
し
た
国
際
交
流
の
形
態
の
一
つ
は
、

留
学
で
あ
ろ
う
が
、
私
学
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
こ
れ
が
す
で
に
相
当
な
規
模
に
達

し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
大
連
盟
調
査
の
一
九
八
○
年

度
留
学
生
数
は
、
表
１
の
と
お
り
わ
が
国
か
ら
の
送
出
し
留
学
の
場
合
、
学
部
学
生
四

八
五
名
、
大
学
院
生
六
六
名
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
受
入
れ
留
学
で
は
、
学
部
学
生
一
、

九
三
七
名
、
大
学
院
生
四
○
九
名
と
い
う
数
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
留
学
生
の
学
問
領
域
別
で
は
、
送
出
し
留
学
生
の
場
合
は
、
学
部
学
生
、

大
学
院
生
と
も
に
、
語
学
・
人
文
科
学
系
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
社
会
科
学
系
、

自
然
科
学
系
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

受
入
れ
留
学
生
の
場
合
は
、
学
部
学
生
で
は
送
出
し
留
学
生
の
場
合
と
同
様
の
傾
向

弓
。
ミ
ノ
ー
、
ソ
ぷ
い
、
言
、
ノ
蛍
隆
じ
ぎ
言
や
．
Ｌ
ト
ー
ｒ
」

受
入
れ
留
学
生
は
、
学
部
学
生
、
大
学
院
生
と
も
に
中
国
（
香
港
、
台
湾
を
含
む
）
地

域
か
ら
が
ほ
ぼ
半
数
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
北
米
地
域
と
韓
国
地
域
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
近
東
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア

で
あ
る
が
、
大
学
院
生
で
は
社

会
科
学
系
が
も
っ
と
も
多
く
、

以
下
、
語
学
・
人
文
科
学
系
、

自
然
科
学
系
の
順
で
あ
る
。

ま
た
、
留
学
相
手
国
の
地
域

別
の
特
徴
を
み
る
と
、
送
出
し

留
学
生
は
、
学
部
学
生
で
は
四
・
数生

分
の
三
が
北
米
地
域
に
集
中
し
、

・
押
字

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
ソ
連
・
ヨ
ー

即
鯛る

ロ
ッ
パ
地
域
で
あ
っ
て
、
そ
れ
けお

以
外
の
地
域
は
ご
く
少
数
で
あ
に咋

字

る
。
大
学
院
生
で
は
ソ
連
・
ョ

大立

ｌ
ロ
ッ
パ
地
域
が
半
数
近
く
を

私

占
め
、
次
い
で
北
米
地
域
と
い

１

う
順
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
“
表

1980年度私大連盟調査

－352－

己
協定などによそ

交換留学創

上記以外の留学とI

別科、国際センター
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Ｆ
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ｐ
Ｈ
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”
ノ
カ
中
南
米
な
ど
、
各
地
域
か
ら
留
学
生
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
（
参

考
資
料
一
’
一
、
一
’
二
参
照
）
。

③
こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
増
大
傾
向
に
と
も
な
い
、
多
く
の
私
学
で
は
、
学
部
学
生
、

大
学
院
生
の
留
学
の
制
度
化
と
い
う
形
態
で
、
国
際
交
流
に
力
を
注
い
で
き
つ
つ
あ
る
。

私
大
連
盟
等
の
資
料
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
一
○
私
学
お
よ
び
上
智
大
学

に
つ
い
て
制
度
と
運
営
実
態
を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
状
況
を

た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
参
考
資
料
二
’
一
、
二
’
二
参
照
）
・

㈲
留
学
生
交
換
協
定
の
締
結
や
、
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
含
む
学
部
学
生
、
大

学
院
生
の
留
学
の
制
度
化
が
、
多
く
の
大
学
に
お
い
て
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

照
会
し
た
一
○
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
照
会
に
対
す
る
回
答
の
な
か
っ
た
中
央
大
学

を
除
く
九
校
の
う
ち
、
留
学
生
の
送
出
し
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
な
ど
の
明
治
大
学
、

同
志
社
大
学
、
関
西
大
学
を
除
く
六
校
（
早
稲
田
、
慶
応
、
法
政
、
立
教
、
上
智
、

関
学
）
が
制
度
化
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
検
討
中
の

明
治
大
学
を
除
く
八
校
（
早
稲
田
、
慶
応
、
法
政
、
立
教
、
上
智
、
同
志
社
、
関
学
、

関
大
）
が
制
度
化
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

㈹
制
度
化
の
場
合
の
留
学
生
交
換
協
定
締
結
相
手
大
学
の
地
域
別
で
は
、
ア
メ

リ
カ
が
も
っ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
少
数
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
ア
ジ
ア
、
中
近

東
等
の
地
域
の
大
学
と
の
協
定
も
結
ば
れ
て
い
る
。
大
学
院
生
の
場
合
は
、
研
究
テ

ー
マ
の
個
別
性
を
考
慮
し
て
必
ず
し
も
交
換
協
定
を
結
ば
ず
、
奨
学
金
の
支
給
の
み

を
制
度
化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

Ｏ
制
度
に
よ
る
毎
年
度
の
留
学
生
数
は
、
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
学
部
学
生
の

送
出
し
留
学
で
は
、
概
ね
一
○
名
程
度
の
枠
を
設
け
、
そ
の
枠
内
で
選
考
す
る
と
い

う
方
法
を
と
っ
て
い
る
大
学
が
多
い
。
た
だ
し
、
早
稲
田
、
上
智
両
大
学
は
き
わ
め

て
多
く
、
一
九
八
一
年
度
の
場
合
、
送
出
し
学
部
学
生
は
早
稲
田
大
学
三
六
名
、
上

智
大
学
五
○
名
、
受
入
れ
は
同
じ
く
早
稲
田
大
学
二
三
一
名
（
他
に
日
本
語
専
修
生

丘
三
名
）
、
上
智
大
学
六
一
名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
大
学
院
生
の
制
度
的
な
留
学
は
、

￥
稲
田
大
学
を
除
く
と
い
ず
れ
も
一
ケ
タ
の
数
で
あ
る
。

し
か
し
、
協
定
等
の
制
度
に
よ
ら
な
い
個
人
（
私
慨
）
留
学
生
は
、
一
○
私
学
の

腸
合
送
出
し
、
受
入
れ
と
も
多
く
の
大
学
で
制
度
に
よ
る
留
学
生
数
を
大
帆
に
上
廻

る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
学
生
の
間
で
の
留
学
へ
の
熱
意
の
つ
よ
さ
が
示
さ
れ
て
い

プ
（
〕
Ｏ

㈹
協
定
を
含
む
制
度
の
内
容
は
、
大
学
に
よ
る
相
違
が
あ
る
が
、
学
部
学
生
の

場
合
、
概
ね
次
の
よ
う
な
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
応
募
資
格
（
三
回
生
と
す
る
も
の
が
多
い
）

②
留
学
年
限
（
す
べ
て
一
年
原
則
）

③
選
考
方
法
（
学
部
教
授
会
で
選
考
し
、
全
学
的
な
交
流
担
当
委
員
会
等
で
確

認
な
い
し
調
整
す
る
も
の
が
多
い
）

④
奨
学
金
（
学
謝
免
除
に
と
ど
ま
る
も
の
か
ら
、
一
○
○
万
円
程
度
の
渡
航

燭
、
生
活
伐
等
を
支
給
す
る
も
の
ま
で
幅
が
あ
る
。
）

⑤
単
位
認
定
（
留
学
先
で
の
取
得
単
位
を
お
お
む
ね
三
○
単
位
を
限
度
に
認
定

す
る
も
の
が
多
い
）

⑥
履
修
特
別
措
置
（
学
年
暦
の
相
違
に
よ
る
修
学
年
数
の
延
長
を
避
け
る
た
め

同
一
担
当
者
の
同
一
科
目
に
つ
い
て
、
留
学
前
後
の
通
算
登

録
、
履
修
を
認
め
る
も
の
が
多
い
）

な
お
、
受
入
れ
留
学
生
の
多
い
大
学
で
は
、
特
別
の
日
本
語
教
育
の
制
度
化
や
チ

ュ
ー
タ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
設
け
て
い
る
例
も
あ
る
。

㈲
留
学
の
制
度
化
に
伴
う
大
学
財
政
分
の
負
担
は
、
送
出
し
留
学
に
つ
い
て
は

事
務
的
諸
経
費
と
奨
学
金
（
あ
る
い
は
学
費
免
除
な
い
し
留
学
先
大
学
の
学
費
）
で

あ
り
、
受
入
れ
留
学
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
教
育
経
費
が
加
わ
る
と
い
う
椛
成
で
あ

る
。
額
は
規
模
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
受
入
れ
留
学
に
つ
い
て
特
別
な
日
本
語

教
育
講
座
を
開
設
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
そ
れ
に
要
す
る
人
件
費
等
が
か
な
り
の

金
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

④
以
上
の
よ
う
な
他
私
学
の
留
学
制
度
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
評
価
を
照
会
し
た
と
こ
ろ

ほ
ぼ
共
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

仲
学
部
学
生
に
あ
っ
て
は
、
語
学
力
が
高
ま
り
、
国
際
的
感
覚
や
視
野
を
身
に

つ
け
る
う
え
で
、
大
学
院
生
に
あ
っ
て
は
専
門
研
究
を
深
め
る
う
え
で
、
き
わ
め
て

有
益
で
あ
る
。

い
し
か
し
、
送
出
し
留
学
で
は
、
学
年
暦
の
相
違
等
に
よ
る
要
卒
単
位
数
取
得

－qR2－
Jじじ
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の
困
難
と
か
ら
む
修
学
年
数
上
の
問
題
が
あ
る
。
受
入
れ
留
学
で
は
、
日
本
語
の
語

学
力
と
講
義
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
特
別
の
教
育
を

お
こ
な
う
場
合
の
経
費
負
担
が
大
き
い
。

ま
た
、
法
政
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
留
学
か
ら
帰
国
し
た
学
部
学
生
の
留
学

報
告
を
冊
子
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
記
㈲
の
成
果
と
と
も
に
外

国
の
大
学
で
の
密
度
の
高
い
学
修
に
耐
え
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
体
験
に
よ
る

自
信
や
、
専
門
学
習
に
か
か
わ
る
視
野
の
ひ
ろ
が
り
等
が
、
成
果
と
し
て
卒
直
に
語

ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
他
私
学
で
の
留
学
制
度
の
評
価
と
か
か
わ
っ
て
、
そ
れ
が
留
学
し
た
学
生

個
人
の
成
果
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
全
学
生
の
成
果
へ
と
波
及
さ
せ
て
い

表2本学における休・退学留学の実態（学部学生〉

注）相手国別ではアメリカ38、イギリス12、西ドイツ4、韓国

3、フランス2、中国（台湾を含む）2である。

また、正規の大学入学が明らかである者は34名である。

表3本学における外国人留学生の受入状況

3－1年度別受入状況3－2相手国別受入状況

く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
た
が
、
こ
の
点
は
ほ

と
ん
ど
な
お
模
索
中
の
段
階
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

⑤
本
学
に
お
け
る
学
生
の
国
際
交
流
に
関
し
て
は
、
外
国
人
留
学
生
の
入
試
選
考
に
つ

い
て
の
特
例
制
度
（
立
命
館
大
学
外
国
人
留
学
生
規
程
一
九
五
八
年
制
定
）
が
あ
る

ほ
か
は
、
何
ら
特
別
の
制
度
を
設
け
な
い
ま
ま
に
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
留
学
生
数
も
送
出
し
、
受
入
れ
と
も
に
著
し
く
少
な
い
、
本
学
に
お
け
る
留

学
の
実
態
は
表
２
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
休
・
退
学
手
続
を
と
っ
て
外
国
留
学

を
し
た
学
生
は
年
平
均
七
人
弱
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
受
入
留
学
も
毎
年
一
～
三
名
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
制
度
・
実
態
と
も
に
、
こ
の
面
に
つ
い
て
の
本
学
の
立
ち
お
く
れ

は
否
め
な
い
現
実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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①
国
際
交
流
を
め
ぐ
る
学
生
の
関
心
の
増
大
や
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
他
大
学
に
お
け
る
留

学
の
制
度
化
の
動
向
を
勘
案
し
な
が
ら
、
本
学
の
今
後
目
ざ
す
べ
き
方
向
を
検
討
し
て
み

る
と
、
長
期
計
画
委
員
会
の
学
園
規
模
問
題
を
め
ぐ
る
将
来
方
向
の
答
申
に
も
含
ま
れ
、

ま
た
、
研
究
体
制
・
施
設
・
条
件
の
改
善
に
関
す
る
答
申
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
学
問
研
究
の
、
し
た
が
っ
て
教
学
内
容
の
国
際
化
と
い
う
方
向
は
、
当
然
か
つ

重
要
な
一
つ
の
発
展
方
向
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
述
べ

る
よ
う
な
国
際
交
流
の
意
義
を
確
認
し
つ
つ
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
留
意
点
に
つ
い
て
必

要
な
配
慮
を
加
え
な
が
ら
、
本
学
に
お
い
て
も
留
学
の
制
度
化
を
一
つ
の
軸
と
す
る
学
生

の
国
際
交
流
の
組
織
化
と
発
展
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
開
始
す
べ

き
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
本
学
に
お
け
る
学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
な
柱
と

し
て
、
と
く
に
つ
ぎ
の
三
点
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
学
問
研
究
が
本
来
的
に
持
つ
国
際
的
性
格
で
あ
る
。
学
問
研
究
は
窮
極

的
に
は
人
類
の
幸
福
の
実
現
を
目
ざ
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
そ
の

目
的
的
性
格
か
ら
も
、
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
い
ろ
い
ろ
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
そ
の
進
展
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
方
法
的
性
格
か
ら
も
、
国
際
的
な
交
流

を
保
障
し
、
そ
の
拡
大
を
は
か
る
と
い
う
姿
勢
は
、
学
問
研
究
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め

て
重
要
な
基
本
方
向
で
あ
る
。

第
二
は
、
国
際
的
識
見
を
も
つ
人
材
の
育
成
が
、
今
日
、
大
学
に
対
す
る
一
つ
の
社
会

的
要
請
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
答
申
の
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
的
諸

事
象
に
お
け
る
国
際
化
の
進
展
は
、
ま
こ
と
に
急
激
で
あ
り
、
高
い
段
階
に
達
し
て
き
て

い
る
。
国
際
的
感
覚
を
も
ち
、
国
際
的
視
野
に
立
つ
こ
と
な
し
に
は
今
日
の
社
会
的
諸
事

象
を
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く
対
処
し
て
い
く
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
。
今
日

の
わ
が
国
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
当
然
に
そ

れ
に
即
応
し
た
大
学
教
育
の
内
容
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
平
和
と
民
主
主
義
と
い
う
本
学
の
学
園
理
念
の
追
求
と
い
う
点
で
の
今
日
的

意
義
で
あ
る
。
ひ
ろ
く
憂
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
和
と
民
主
主
義
と
い
う
人
類
共
通

Ⅱ
国
際
交
流
の
意
義
と
本
学
に
お
け
る
制
度
化
の
基
本
方
向

の
希
い
を
よ
そ
に
、
そ
れ
を
根
底
か
ら
脅
か
す
か
の
よ
う
な
国
際
間
の
紛
争
や
緊
張
は
い

っ
こ
う
に
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
か
え
っ
て
深
刻
さ
の
度
合
い
を
加
え
て
き
つ
つ
あ
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
を
直
視
し
た
と
き
、
国
際
交
流
を
通
じ
て
世
界
の
諸
国
民
の
間
の
相

互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
連
帯
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
は
、
本
学
の
平
和
と
民
主
主

義
の
基
本
理
念
の
実
践
の
一
形
態
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
事
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

国
際
交
流
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
意
義
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

付
加
す
れ
ば
、
一
部
学
生
間
の
さ
き
に
も
あ
げ
た
海
外
旅
行
熱
に
と
も
な
う
否
定
的
現
象

を
回
避
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
制
度
化
が
一
定
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
よ

易
ノ
Ｏ

③
国
際
交
流
の
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
本
学
に
お
い
て
具
体
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
さ
い
、

そ
れ
を
本
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
の
総
体
を
通
じ
て
追
求
し
て
い
く
と
い
う
基
本
姿
勢

に
立
つ
こ
と
は
、
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
学
生
の
留
学
制
度
の
み
に
倭
小
化

し
て
具
体
化
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
上
記
の
意
義
目
的
は
、
き
わ
め
て
不
十
分
に

し
か
達
成
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
国
際
的
識
見
を
も
つ
学
生
の
育
成
と
い
う
課
題
を
考
え
た
と
き
、
そ
の
た

め
の
方
策
は
多
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
生
を
直
接
に
教
育
す
る
の
は
教
員
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
な
り
、

研
究
方
法
な
り
に
お
け
る
国
際
性
の
い
っ
そ
う
の
発
展
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
教
科

科
目
の
構
成
、
教
科
内
容
、
講
義
素
材
の
選
択
等
の
面
で
も
、
国
際
化
の
観
点
か
ら
の
不

断
の
吟
味
と
改
善
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
外
国
語
教
育
に
お
け
る
科
目
と
内
容
の
抜
本
的
な

充
実
は
そ
の
な
か
で
も
重
視
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
他
大
学
で
成

果
が
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
人
教
員
に
よ
る
教
育
は
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い
く

う
え
で
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。
あ
る
い
は
入
学
試
験
に
お
け
る
語
学
力
評
価
の
比
重
に

つ
い
て
も
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

学
生
の
国
際
交
流
の
制
度
化
と
そ
の
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
研
究
教
育
の
改

善
充
実
に
支
え
ら
れ
つ
つ
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
成
果
を
収
め
う
る
も
の
で

あ
る
。し

た
が
っ
て
、
さ
き
に
Ⅱ
①
で
述
べ
た
「
留
学
の
制
度
化
を
一
つ
の
軸
と
す
る
学
生
の
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こ
こ
で
国
際
交
流
の
諸
形
態
の
な
か
で
と
く
に
留
学
制
度
を
ま
ず
具
体
化
す
べ
き

で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
、
そ
れ
が
、
①
学
生
の
本
分
に
即
し
た
交
流
の
望
ま
し
い
形
態

で
あ
り
、
②
先
行
的
な
他
大
学
で
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
制
度
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
（
＠
本
学
の
財
政
力
量
等
を
勘
案
し
て
可
能
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

④
以
上
の
観
点
と
方
向
に
も
と
づ
く
学
生
の
留
学
制
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
と
く

に
留
意
す
べ
き
事
項
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。

側
学
園
な
ら
び
に
各
学
部
の
教
学
理
念
の
発
展
と
し
て
留
学
制
度
を
位
置
づ
け
、

学
園
・
学
部
教
学
の
全
般
的
な
改
善
充
実
と
結
合
さ
せ
つ
つ
、
具
体
化
を
は
か
る
こ

し
Ｇ
Ｏ

⑪
留
学
の
制
度
化
は
、
学
生
の
教
育
に
対
す
る
大
学
の
責
任
と
国
際
交
流
の
原

則
で
あ
る
互
恵
対
等
の
立
場
か
ら
、
交
換
協
定
に
よ
る
留
学
を
原
則
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
。
但
し
、
大
学
院
生
の
場
合
は
、
研
究
内
容
に
即
し
た
柔
軟
な
形
態

が
望
ま
し
い
こ
と
。

㈲
交
換
協
定
の
州
手
方
は
、
当
面
は
語
学
力
の
制
約
か
ら
、
欧
米
術
国
の
大
学

に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
に
し
て
も
、
長
期
的
に
は
そ
れ
以
外
の
諸
国
へ
の
拡
大

と
い
う
展
望
を
も
つ
べ
き
こ
と
。

㈹
送
出
し
留
学
制
度
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
費
の
負
担
能
力
に
よ
っ
て
、
機
会

均
等
の
原
則
が
損
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
奨
学
金
制
度
を
検
討
す
べ
き
こ
と
。

㈲
送
出
し
、
受
入
れ
留
学
生
数
は
、
財
政
力
量
等
を
勘
案
し
て
、
可
能
な
規
模

か
ら
発
足
し
、
長
期
的
に
は
次
の
い
と
も
関
連
し
て
、
漸
次
拡
大
す
る
方
向
を
追
求

す
べ
き
こ
と
。

帥
留
学
の
成
果
を
個
人
の
成
果
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
全
学
生
に
波

及
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
た
め
の
制
度
内
容
等
の
方
策
を
検
討
す
べ
き

↓
」
し
Ｇ
Ｏ

き
留
学
制
度
は
、
第
一
に
本
学
の
教
学
全
般
の
改
善
の
な
か
に
国
際
交
圭

第
二
に
多
様
な
国
際
交
流
の
形
態
を
追
及
し
て
い
く
な
か
で
の
一
つ
の
邦

と
し
て
留
学
制
度
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

国
際
交
流
の
組
織
化
と
発
展
」
と
い
う
方
向
に
も
と
づ
い
て
．
ま
ず
具
体
化
を
検
討
す
べ

き
留
学
制
度
は
、
第
一
に
本
学
の
教
学
全
般
の
改
善
の
な
か
に
国
際
交
流
を
位
置
づ
け
、

第
二
に
多
様
な
国
際
交
流
の
形
態
を
追
及
し
て
い
く
な
か
で
の
一
つ
の
軸
な
い
し
突
破
口

本
学
と
し
て
は
じ
め
て
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
意
義
と
方
向
づ
け
に
係
わ
る
答
申
の
文
言

か
ら
だ
け
で
は
、
仮
り
に
留
学
の
制
度
化
に
踏
み
き
っ
た
場
合
の
具
体
的
な
姿
を
な
か
な
か

想
定
し
が
た
い
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
小
委
員
会
は
、
答
申
を
前
記
の
範
囲
に
と
ど
め
つ
つ
も
、
実
際
の
制
度
化
に
あ
た
っ

て
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
諸
点
に
つ
い
て
へ
や
や
立
入
っ
た
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
答
申
の
方
向
づ
け
の
理
解
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
そ
の
要
点
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

１
送
出
し
留
学
制
度

㈲
資
格
・
選
考
基
準

①
二
回
生
時
派
遣
と
す
る
か
、
三
回
生
時
派
遣
と
す
る
か
は
、
一
長
一
短
が
あ
り
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
留
学
後
の
学
内
で
の
波
及
効
果
と
い
う
面
か
ら
は
二
回
生

派
遣
が
望
ま
し
い
が
、
学
力
水
準
や
学
習
課
題
の
明
確
性
と
い
う
面
か
ら
し
て
竺
二
回

生
派
遣
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

②
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
語
学
力
を
含
む
学
力
水
準
を
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

併
せ
て
と
く
に
、
語
学
力
上
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
持
ち
な
が
ら
、
大
型
の
予
習
作
業
、
頻

度
の
高
い
レ
ポ
ー
ト
提
出
や
テ
ス
ト
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
勉
学

姿
勢
、
気
力
、
持
続
力
な
ど
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
そ
れ
と
も
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
、
留
学
中
の
三
ヶ
月
単
位
く
ら
い
の
学
修
状
況
報

告
等
の
義
務
化
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑪
留
学
年
数
等

①
派
遣
機
会
の
拡
大
と
い
う
面
か
ら
も
、
後
掲
の
単
位
認
定
上
の
困
難
と
い
う
点
か
ら

も
、
一
年
間
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

②
留
学
中
の
学
籍
も
問
題
と
な
る
が
、
派
遣
留
学
で
あ
れ
ば
、
休
学
が
基
本
と
な
ろ
う
。

何
奨
学
金

〈
参
考
〉

制
度
催
に
あ
た
っ
て
の
技
術
的
問
題
点
を
め
ぐ
る
小
委
員
会
討
議
の
要
点
に
つ
い
て
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２
．
受
入
れ
留
学
制
度

脚
資
格
・
選
考
基
準

次
の
学
修
援
助
体
制
と
も
関
連
し
て
、
特
別
の
教
育
な
し
に
日
本
語
に
よ
る
講
義
等
を

理
解
し
う
る
こ
と
を
条
件
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈲
学
修
援
助
体
制

①
交
換
留
学
に
お
け
る
平
等
の
原
則
か
ら
も
、
ま
た
財
政
上
の
負
担
と
い
う
点
か
ら
も
、

特
別
の
日
本
語
教
育
溝
座
等
の
開
設
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
開
設
す
る
と

す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
等
で
通
例
行
わ
れ
て
い
る
「
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
夏
季
講
座
」

①
学
費
に
つ
い
て
峰
本
学
学
費
を
納
入
さ
せ
た
う
え
で
、
留
学
生
学
費
を
本
学
に
お

い
て
負
担
す
る
と
い
う
の
が
、
交
換
協
定
留
学
の
原
則
か
ら
も
、
ま
た
留
学
先
に
よ
る

学
費
格
差
の
存
在
と
い
う
点
か
ら
も
適
当
で
あ
ろ
う
。

②
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
渡
航
費
、
お
よ
び
現
地
で
の
標
準
的
な
学
習
・
生
活

経
費
と
本
学
で
修
学
す
る
場
合
の
学
習
・
生
活
経
費
と
の
差
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
外
国
で
は
、
外
国
人
の
就
労
制
限
と
学
習
負
担
の
た
め
、
一

年
留
学
者
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
不
可
能
で
あ
る
。

御
単
位
認
定
等

①
設
置
科
目
の
相
違
と
単
位
制
度
（
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
通
例
一
科
目
が
一
～
三

単
位
）
の
相
違
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
、
編
入
学
生
の
場
合
に
行
わ
れ
て
い
る
「
読
み

か
え
」
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
留
学
先
で
の
取
得
単
位
を
認
定
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
取
得
総
単
位
数
で
認
定
す
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
は
本
学
で
の
回
生

別
、
部
門
別
等
の
要
卒
単
位
数
条
件
と
係
わ
る
の
で
全
学
的
に
も
、
学
部
ご
と
に
も
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

②
そ
れ
と
も
関
連
し
、
学
年
暦
の
相
違
と
係
わ
る
留
学
前
後
の
本
学
に
お
け
る
履
修
登

録
と
単
位
認
定
の
特
例
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
学
総
年
数
の
延
長
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
他
私
学
で
行
わ
れ
て
い
る
同
一
科
目
・
同
一
担
当
者
の
場

合
に
限
っ
た
留
学
前
後
通
算
の
登
録
・
受
講
の
特
例
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

③
以
上
の
（
〕
②
で
学
生
に
有
利
な
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
通
算
四
年
間
の
卒
業
は

以
上
の
（
〕
②
で
学
生
に
有
利
な
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
通
皆

か
な
り
困
難
で
あ
り
、
そ
の
点
の
事
前
の
周
知
は
不
可
欠
で
あ
る
。

・
４
￥
交
換
協
定
の
相
手
側
大
学
の
選
定
方
策

他
私
学
の
例
に
よ
る
と
、
交
換
協
定
大
学
の
確
保
の
手
段
は
、
大
別
し
て
、
㈱
教
員
の
留

学
等
、
教
員
レ
ベ
ル
の
交
流
を
利
用
、
㈹
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
に
お
け
る
教
員
ル
ー
ト
の
利

用
、
㈲
無
差
別
の
文
書
に
よ
る
要
請
、
の
三
つ
で
あ
る
が
、
本
学
の
条
件
と
学
生
に
対
す
る

責
任
と
い
う
点
か
ら
、
基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
う
え
で
、
㈲
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
る
。

３
”
留
学
効
果
を
波
及
さ
せ
る
方
策

①
送
出
し
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
帰
学
後
の
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
等
で
の
日
常
生
活
の
な
か

で
の
成
果
の
活
用
を
は
か
る
の
は
当
然
と
し
て
、
例
え
ば
学
園
通
信
や
学
部
学
生
学
会

誌
の
活
用
、
学
部
（
あ
る
い
は
学
部
学
会
）
主
催
の
報
告
会
の
開
催
な
ど
、
成
果
を
学

内
に
報
告
・
還
元
す
る
場
を
多
面
的
に
設
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

②
受
入
れ
留
学
生
に
つ
い
て
も
、
上
記
①
と
同
様
の
場
を
計
画
的
に
設
け
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

③
留
学
生
交
換
協
定
の
締
結
を
機
会
に
、
相
手
側
大
学
と
の
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
テ

キ
ス
ト
、
教
員
の
著
書
等
の
交
換
を
制
度
化
し
、
図
書
館
等
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

そ
れ
を
展
示
す
る
な
ど
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

５
．
学
内
体
制
の
整
備

①
交
換
協
定
の
締
結
の
推
進
と
制
度
の
運
用
に
あ
た
る
学
内
機
関
と
担
当
事
務
部
局

と
同
様
に
少
く
と
も
経
費
原
価
の
負
担
を
留
学
生
に
《
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
恩

②
日
常
の
学
習
を
援
助
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
（
他
私
学
で
は
例
え
ば
大
学
院
生
に
よ

る
）
は
、
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仰
生
活
援
助
体
制

①
生
活
相
談
に
あ
た
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

事
務
部
局
職
員
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
留
学
生
専
用
の
宿
舎
等
は
、
国
際
交
流
の
主
旨
か
ら
し
て
設
置
す
べ
き
で
な
い
。
学

生
寮
の
一
部
、
あ
る
い
は
下
宿
を
活
用
さ
せ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
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６
Ⅷ
大
学
院
生
の
交
流
制
度

全
体
と
し
て
、
上
記
の
学
部
学
生
の
場
合
に
準
じ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
加
え
て
国
際
学
会
で
の
報
告
の
際
の
旅
費
等
の
助
成
措
置
が
検
討
の
対
象
と
な
ろ
う
。

（
担
当
者
）
の
確
立
は
、
具
体
化
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
ろ
う
↓
、

②
留
学
の
制
度
化
は
、
他
私
学
で
も
み
ら
れ
る
と
お
り
、
私
費
留
学
へ
の
意
欲
を
刺
激

し
、
私
費
留
学
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
上
記
①
の
担
当
事
務
部

局
が
私
費
留
学
希
望
者
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
指
導
援
助
を
行
な
え
る
体
制
と
力
量
を

も
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
し
あ
た
り
、
信
頼
で
き
る
外
国
の
諸
大
学
に
つ
い
て
の
情

報
を
集
積
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

③
他
私
学
で
は
、
国
際
交
流
の
た
め
の
基
金
を
も
ち
、
そ
れ
を
奨
学
金
等
の
源
資
と
し

て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以

上

七
一
一
○
大
学
院
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画

に
関
す
る
答
申
〔
追
二
〕
☆

ゞ
は
じ
め
に

本
答
申
は
、
長
期
計
画
委
員
会
に
対
す
る
一
九
八
一
年
度
の
総
長
諮
問
事
項
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
大
学
院
教
学
の
改
善
・
充
実
」
に
つ
い
て
、
長
期
計
画
委
員
会
第
三
小
委
員
会
（
遠

藤
晃
小
委
員
長
）
で
検
討
し
た
内
容
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
課
題
の
検
討
に
際
し
、
第
三
小
委
員
会
で
は
、
本
学
の
中
長
期
的
な
展
望
の
中
で
大

学
院
教
学
に
と
っ
て
基
本
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
課
題
、
従
っ
て
い
わ
ば
大
学
院
教
学
の
枠

組
み
に
か
か
わ
る
構
造
的
性
格
の
課
題
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
一
つ
は
本
学
の
大
学
院
教
学
は
既
に
相
当
の
蓄
積
を
持
っ
て
お
り
、
教
学

上
の
当
面
の
具
体
的
な
諸
課
題
に
つ
い
て
も
不
十
分
さ
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
考
え
方
や
改

善
の
方
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
実
践
の
過
程
に
あ
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、

長
期
計
画
委
員
会
の
性
格
と
し
て
も
、
中
長
期
的
な
展
望
に
か
か
わ
る
問
題
を
こ
そ
取
り
上

げ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
の
性
格
か
ら
し
て
、
本
答
申
で
は
、
中
長
期
的
に
み
た
大
学
院
教
学

の
基
本
的
課
題
に
つ
い
て
、
全
学
的
な
合
意
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
主
目
的
に
し
て
お
り
、

課
題
の
解
決
方
向
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
課
題
認
識
に
基
く
今
後
の
全
学
的
討
議
に
委
ね
る

こ
と
と
し
、
長
期
計
画
委
員
会
と
し
て
の
考
え
は
、
検
討
方
向
を
示
唆
す
る
程
度
の
表
現
に

止
め
て
い
る
。

以
下
、
本
学
大
学
院
教
学
の
到
達
点
と
そ
の
意
義
を
確
認
し
た
上
で
、
中
長
期
的
に
み
た

基
本
的
課
題
の
指
摘
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

一
’
一
本
学
・
大
学
院
教
学
の
到
達
点
と
大
学
院
教
学
を
め
ぐ
る
情
勢

１
本
学
大
学
院
教
学
の
到
達
点

一
文
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
一
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
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本
学
大
学
院
教
学
の
到
達
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
各
段
階
で
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
九
六
五
年
二
月
「
大
学
院
問
題
対
策
に
関
す
る
メ
モ
」
（
大
学
院
委
員
会
）

一
九
六
九
年
六
月
「
大
学
院
研
究
科
の
改
善
の
方
向
」
（
大
学
院
委
員
会
）

一
九
七
一
年
二
月
「
研
究
科
増
設
に
つ
い
て
の
確
認
事
項
」
（
学
園
振
興
懇
談
会
）

一
九
七
六
年
五
月
「
立
命
館
大
学
大
学
院
の
現
状
と
課
題
」
（
大
学
院
委
員
会
）

一
九
七
九
年
六
月
「
立
命
館
大
学
大
学
院
改
善
要
綱
」
（
大
学
院
委
員
会
）

到
達
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
文
書
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
基
本
的
な
諸
点
だ
け

を
確
認
し
て
お
く
。

①
大
学
院
の
理
念
と
位
置
づ
け

本
学
大
学
院
の
理
念
は
、
一
九
七
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
の
中
で
次
の
よ
う
に
明
確

に
さ
れ
て
い
る
。

「
立
命
館
大
学
に
お
け
る
大
学
院
の
理
念
と
位
置
づ
け
は
、
学
部
教
学
を
基
礎
と
し
た

国
民
的
立
場
に
立
っ
た
民
主
的
研
究
者
養
成
の
機
関
で
あ
る
」
即
ち
、
大
学
院
教
学
は
、

社
会
の
諸
分
野
で
活
躍
す
る
民
主
的
研
究
者
を
養
成
す
る
と
い
う
独
自
の
課
題
を
持
つ
と

と
も
に
、
学
内
的
に
は
学
部
学
生
と
の
交
流
や
教
員
と
の
教
育
研
究
上
の
接
触
を
通
じ
て

自
ら
の
能
力
を
練
磨
し
、
学
部
の
教
学
や
研
究
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
役
割

を
持
っ
て
い
る
。

な
お
、
「
民
主
的
研
究
者
」
の
中
身
と
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
若
干
の

整
理
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
（
「
要
綱
」
一
～
二
頁
）
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
学
部
教
学
と
の
係
わ
り
で
は
、
文
学
研
究
科
の
若
干
の
専
攻
で
の
博
士

課
程
設
置
及
び
理
工
学
研
究
科
数
学
専
攻
設
置
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

②
指
導
方
法
と
体
制

大
学
院
教
学
に
お
い
て
も
、
本
学
教
学
の
基
本
的
な
方
向
で
あ
る
現
代
化
・
総
合
化
・

共
同
化
が
早
く
か
ら
重
視
さ
れ
、
従
っ
て
教
学
上
の
諸
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
共
同
化
‐
ｌ
専

攻
院
生
間
、
研
究
科
間
、
学
生
・
院
生
・
教
員
間
等
ｌ
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

主
ゼ
ミ
を
明
確
に
し
た
上
で
の
複
数
教
員
に
よ
る
指
導
、
共
同
研
究
会
で
の
教
員
と
の
交

流
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

上
記
の
方
向
の
具
体
的
な
実
践
に
つ
い
て
は
研
究
科
間
の
肢
行
性
を
伴
っ
て
お
り
、
ま

た
教
員
の
負
担
、
指
導
責
任
の
問
題
お
よ
び
専
門
主
義
化
の
傾
向
な
ど
、
実
施
過
程
で
の

摩
擦
的
諸
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
各
研
究
科
に
ま
た
が
る
開
講
方
式
の
検
討

な
ど
こ
れ
か
ら
着
手
さ
れ
る
べ
き
新
た
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
全
学

的
に
上
記
方
向
で
の
努
力
が
系
統
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
他
大
学
に
比
べ
て
も
民
主
的
で

充
実
し
た
指
導
体
制
を
作
り
出
し
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

③
教
学
条
件
の
整
備

大
学
院
教
学
に
係
わ
る
教
学
及
び
生
活
条
件
に
つ
い
て
も
、
院
生
研
究
室
な
ど
大
学
院

施
設
の
修
学
館
内
配
置
（
理
工
学
研
究
科
を
除
く
）
と
各
人
へ
の
デ
ス
ク
の
保
障
、
理
工

学
研
究
科
で
の
実
験
設
備
保
障
の
か
な
り
の
程
度
の
充
足
、
さ
ら
に
は
、
大
学
院
図
書
費
、

共
同
研
究
会
補
助
金
、
学
会
参
加
交
通
費
補
助
、
学
内
奨
学
金
な
ど
、
多
く
の
対
策
が
着

実
に
実
施
さ
れ
、
院
生
の
要
求
と
の
対
比
で
は
、
不
十
分
な
点
も
あ
る
と
は
い
え
、
客
観

的
に
他
大
学
の
水
準
を
大
き
く
上
回
る
教
育
・
研
究
条
件
を
保
障
し
て
い
る
。

側
進
路
問
題

本
学
大
学
院
が
養
成
し
よ
う
と
す
る
「
民
主
的
研
究
者
」
と
は
、
大
学
教
員
だ
け
を
指

す
の
で
は
な
く
、
諸
研
究
機
関
・
団
体
等
で
調
査
研
究
に
携
わ
る
者
、
さ
ら
に
は
高
等
学

校
・
中
学
校
等
の
教
員
で
あ
っ
て
研
究
者
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
者
等
も
含
む

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
学
で
の
大
学
院
の
理
念
・
位
置
づ
け
が
明
確
化
し
た
一

九
六
五
年
頃
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
、
理
工
学
研
究
科
及
び
文
学
研
究
科
を
別
と
し
て
、

社
会
科
学
系
研
究
科
で
は
、
大
学
教
員
と
し
て
の
就
職
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。

後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
後
期
高
等
教
育
計
画
の
中
で
、
大
学
の
新
・
増
設
が
抑
制
さ

れ
、
ま
た
、
私
立
大
学
の
経
営
の
困
難
も
あ
り
、
大
学
教
員
へ
の
進
路
が
狭
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
社
会
科
学
系
研
究
科
で
は
、
オ
ー
バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
の
数
が
増
え
、
文
学

研
究
科
で
の
オ
ー
バ
ー
・
マ
ス
タ
ー
問
題
と
併
せ
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

院
生
に
与
え
る
Ｏ
Ｄ
、
０
Ｍ
問
題
の
重
圧
が
、
個
人
研
究
へ
の
埋
没
、
早
く
成
果
を
あ

げ
よ
う
と
す
る
狭
い
専
門
主
義
化
な
ど
の
傾
向
を
生
み
出
し
て
お
り
、
本
学
の
大
学
院
の

理
念
を
内
部
か
ら
崩
壊
さ
せ
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

か
ふ
い
○
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２
大
学
院
教
学
を
め
ぐ
る
状
況

⑪
大
学
院
教
学
に
対
す
る
国
民
的
要
請
の
高
ま
り

近
年
、
大
学
院
教
学
に
対
す
る
国
民
的
な
要
請
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
民

が
直
面
し
て
い
る
、
或
は
直
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
諸
課
題
に
対
応
し
た
研
究
分
野
の
充

実
へ
の
要
請
で
あ
り
、
ま
た
、
国
民
の
立
場
か
ら
研
究
を
進
め
る
民
主
的
精
神
を
持
つ
研

究
者
を
育
成
す
る
こ
と
へ
の
要
請
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
と
く
に
最
近
研
究
能
力
を
持
ち
、

そ
の
能
力
を
生
か
し
て
国
民
生
活
の
諸
分
野
で
活
蹄
す
る
人
材
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き

，
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

例
示
す
れ
ば
、
第
一
は
、
産
業
界
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
工
系
院
生
に
対
し

て
、
特
に
瓢
著
に
現
わ
れ
て
お
り
、
学
部
の
四
年
間
の
ほ
か
、
博
士
課
程
前
期
コ
ー
ス
を

修
学
す
る
の
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
科
学
系
に
お

い
て
も
、
企
業
活
動
の
拡
大
、
高
度
化
に
伴
っ
て
、
高
い
企
画
力
・
総
合
力
・
国
際
化
に

対
応
す
る
能
力
を
持
つ
者
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
こ
れ
が
大
学
院
へ
の
要
請
と
結
び
つ
き

つ
つ
あ
る
。
第
二
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
」
と
い
わ
れ
る
状
況
の
進
行
に
伴
い
、
各
種

の
専
門
的
職
業
分
野
で
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
民
間
各
分
野
で
の
専
門
的
職
種
の
事
務
所
な
ど
の
ほ
か
、
官
公
庁
・
地
方
自
治
体

な
ど
公
務
労
働
の
分
野
で
も
専
門
的
職
種
に
従
事
す
る
者
を
採
用
し
た
り
、
或
は
、
大
学

院
に
派
遣
す
る
な
ど
し
て
養
成
す
る
例
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
的
職
業
分

野
の
一
つ
で
あ
る
小
・
中
．
高
の
教
育
に
お
い
て
も
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
や

選
別
と
格
差
づ
け
の
教
育
体
系
な
ど
の
下
で
生
じ
て
い
る
多
く
の
教
育
上
の
困
難
な
課
題

を
め
ぐ
っ
て
、
創
造
的
に
対
応
し
て
い
く
高
い
能
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
自
主

的
に
組
織
さ
れ
た
各
種
団
体
の
活
動
に
お
い
て
、
現
状
分
析
と
政
策
立
案
の
必
要
が
高
ま

り
、
こ
れ
が
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
へ
の
要
請
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
理
工
系
院
生
に
対
す
る
産
業
界
か
ら
の
要
請
の
よ
う
に
、

は
っ
き
り
定
着
し
、
院
卒
業
生
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
伴
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多

く
は
ま
だ
底
流
的
な
動
き
で
あ
っ
て
、
大
学
院
卒
業
生
の
必
要
性
が
ま
だ
明
確
に
意
識
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
処
遇
も
殆
ん
ど
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
時
代
の
動
向
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
院
生

の
進
路
を
保
障
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
こ
に
就
職
し
た
者
の
自
覚
的
な
努
力

や
大
学
側
か
ら
の
働
き
か
峠
な
ど
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
徐
々
に
大
学
院
卒
業
者
の
進

路
と
し
て
整
備
さ
れ
て
く
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
分
野
か
ら
の
大
学
院
卒
業
者
へ
の
要
請
は
、
特
に
博
士
課
程
前
期

（
ま
た
は
修
士
）
課
程
卒
業
者
を
対
象
と
し
て
、
今
後
次
第
に
具
体
化
し
、
増
大
し
て
き

て
、
今
後
の
大
学
院
の
あ
り
方
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
文
部
省
の
大
学
院
政
策
に
み
ら
れ
る
動
向

一
九
七
一
年
の
中
教
審
答
申
以
降
、
文
部
省
の
大
学
院
政
策
は
産
業
界
の
要
請
を
ベ
ー

ス
と
し
つ
つ
、
①
大
学
院
を
学
部
か
ら
切
り
離
し
、
学
問
へ
の
新
た
な
諸
要
請
に
応
え
る

研
究
科
・
専
攻
を
設
立
し
拡
充
す
る
こ
と
。
②
一
般
社
会
人
に
も
開
放
さ
れ
、
特
定
分
野

の
高
度
の
職
業
人
養
成
を
目
的
と
す
る
修
士
課
程
を
拡
充
す
る
こ
と
。
③
博
士
課
程
（
後

期
）
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
研
究
体
制
に
対
応
し
た
院
生
の
流
動
化
と
集
中
化
を
進
め

る
こ
と
（
例
え
ば
連
合
大
学
院
構
想
）
な
ど
の
実
現
を
指
向
し
て
、
既
存
の
大
学
院
体
制

の
再
編
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
足
ど
り
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
七
一
年
の
中
教
審
答
申
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た

め
の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
」
は
、
①
目
的
・
機
能
に
応
じ
た
高
等
教
育
制
度
の
多
様
化
。

②
教
育
と
研
究
の
分
離
。
③
管
理
運
営
組
織
の
再
編
な
ど
を
基
本
的
方
向
と
し
て
掲
げ
、

五
種
八
類
型
へ
の
高
等
教
育
制
度
の
多
様
化
構
想
を
打
出
し
た
。
そ
の
な
か
で
大
学
院
は

第
四
種
「
大
学
院
」
（
修
士
課
程
の
職
業
人
教
育
化
）
、
第
五
種
「
研
究
院
」
（
学
術
の

研
究
修
練
を
行
う
博
士
課
程
）
に
区
別
さ
れ
た
。

同
年
一
月
に
は
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
分
科
会
に
「
大
学
院
お
よ
び
学
位
制
度

に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
七
二
年
三
月
に
そ
の
中
間
審
議
報
告
が
作
成

さ
れ
た
。
そ
の
要
点
は
、
第
一
は
、
大
学
院
が
必
ず
し
も
、
学
部
に
対
応
し
な
く
て
も
よ

い
。
第
二
は
、
博
士
課
程
（
前
期
二
年
、
後
期
三
年
）
と
修
士
課
程
（
二
年
）
の
分
離
、

第
三
は
、
独
立
の
大
学
院
ま
た
は
研
究
院
の
設
置
で
あ
る
。

こ
の
方
向
に
沿
っ
て
、
七
四
年
に
大
学
院
設
置
基
準
の
改
正
と
省
令
化
が
行
わ
れ
、
七

六
年
に
は
学
校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
・
て
い
る
。

そ
の
後
、
七
八
年
八
月
に
は
、
文
部
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
大
学
院
問
題
懇

談
会
」
が
「
大
学
院
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
」
と
い
う
中
間
報
告
を
出
し
、
そ
の
中
で
、
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Ⅱ
本
学
大
学
院
の
中
・
長
期
的
な
検
討
課
題

１
国
民
的
要
請
の
把
握
と
そ
れ
へ
の
対
応

㈹
大
学
院
教
学
は
、
「
国
民
的
立
場
に
立
つ
民
主
的
研
究
者
」
の
養
成
を
通
じ
て
、
わ

が
国
の
研
究
水
準
の
継
承
・
発
展
に
大
き
な
役
削
を
果
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
大
学
や
そ
の
他
の
研
究
機
関
で
専
門
的
に
研
究
に
従
事
す
る
者
の
み
の
養
成
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
研
究
水
準
の
発
展
は
、
大
学
・
そ
の
他
の
研
究
機
関
で

研
究
・
教
育
に
専
念
す
る
狭
義
の
研
究
者
の
ほ
か
、
他
に
職
業
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の

職
業
分
野
の
諸
問
題
を
観
察
・
分
析
・
理
論
化
す
る
数
多
く
の
研
究
者
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
固
有
の
役
割
を
担
い
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
わ
が
国
の
研
究
水
準
の
発
展
に

３
小
括

本
学
の
大
学
院
は
、
先
に
述
べ
た
理
念
・
体
制
・
条
件
上
の
到
達
点
に
立
っ
て
、
確
固

と
し
た
教
学
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
社
会
的
な
評
価
も
決
し
て
低
い

も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
上
に
み
た
よ
う
に
、
産
業
界
を
含
め
て
、
国
民
生
活
の
各
分
野
で
大
学
院
卒

業
者
に
対
す
る
期
待
と
要
請
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
一
面
的
に
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
対

応
し
て
、
文
部
省
の
大
学
院
政
策
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学
院
を

め
ぐ
る
情
勢
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
状
況
の
下
で
、
本
学
の
大
学
院
教
学
の
充
実
を
的

確
に
進
め
る
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
大
学
院
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請
を
、
本
学
の
教
学

理
念
の
立
場
か
ら
正
し
く
受
け
止
め
、
同
時
に
大
学
院
の
現
状
を
直
視
し
、
院
教
学
の
改

革
を
絶
え
ず
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
改
革
の
努
力
を
通
じ
て
、
本
学
大
学
院
教

学
の
優
位
性
を
、
理
念
の
上
で
は
な
く
、
教
学
成
果
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
通
じ
て
こ
そ
本
学
は
、
わ
が
国
の
大
学
院
政
策
の
形
成
に
一
定
の
役
割

を
果
し
う
る
の
で
あ
る
。

修
士
課
程
・
博
士
課
程
と
も
に
職
業
人
養
成
化
の
方
向
を
強
調
し
、
特
に
博
士
課
程
に
つ

い
て
は
上
記
観
点
か
ら
の
課
程
新
設
の
チ
ェ
ッ
ク
へ
の
指
向
を
含
ま
せ
て
い
る
。

(二）

本
学
ヵ
｜
匡
民
献
立
場
に
立
つ
民
主
的
研
究
者
」
と
い
う
表
現
の
下
に
、
広
く
民
主

的
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
た

よ
わ
の
‘
と
い
え
‐
よ
う
。

口
上
の
よ
う
な
一
般
的
な
認
識
の
下
で
、
特
定
の
大
学
が
大
学
院
に
対
し
て
、
い
か
な

る
教
学
方
針
を
持
つ
か
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
大
学
の
教
学
理
念
及
び
教
学
・
財
政

等
の
力
量
と
国
民
的
要
請
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
本
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
民
主
的
な
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
の
幅
広
い
育
成
を
も
意
識

は
し
て
き
た
が
、
実
態
を
み
る
と
、
研
究
科
に
よ
り
多
少
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、

著
し
く
、
狭
義
の
研
究
者
、
な
か
ん
ず
く
、
大
学
教
員
の
育
成
に
比
重
が
か
か
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
大
学
院
卒
業
生
の
進
路
を
表
１
に
よ
っ
て
み
る
と
、
社
会
科
学
系
で
は

前
期
課
程
で
就
職
す
る
者
は
原
則
と
し
て
お
ら
ず
、
後
期
課
程
修
了
者
で
は
大
学
に
職

場
を
得
て
い
る
者
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
「
そ
の
他
」
（
そ
の
殆
ど
は
Ｏ
Ｄ
と
み
ら
れ

る
）
が
つ
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
文
系
の
前
期
課
程
（
ま
た
は
修
士
課
程
）
修
了
者
で

は
、
心
理
学
専
攻
を
除
き
、
大
学
以
外
の
教
員
が
最
も
多
い
が
、
後
期
課
程
修
了
者
で

は
、
そ
の
ほ
か
に
大
学
教
員
に
な
っ
た
者
も
多
い
。

こ
れ
に
対
し
■
理
工
系
で
は
曇
前
期
（
ま
た
は
修
士
）
課
程
修
了
者
で
は
、
物
理
学

専
攻
を
除
い
て
民
間
企
業
に
就
職
す
る
者
が
最
も
多
く
、
後
期
課
程
修
了
者
で
は
大
部

分
が
大
学
と
民
間
企
業
の
研
究
部
門
に
職
を
得
て
い
る
。

本
学
の
大
学
院
政
策
が
狭
義
の
研
究
者
養
成
（
従
っ
て
五
年
一
貫
制
）
と
い
う
性
格

を
色
濃
く
持
ち
つ
つ
明
確
化
さ
れ
た
一
九
六
五
年
頃
に
比
べ
る
と
、
次
の
三
つ
の
点
で

大
学
院
教
学
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

第
一
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
産
力
の
よ
り
高
度
な
発
展
に
対
応
し
て
、
広

い
職
業
分
野
で
活
躍
す
る
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
論
、
こ
れ
ら
に
は
ま
だ
処
遇
な
ど
の
受
入
体
制
が
十
分
に
整
っ
て
い

な
い
分
野
が
多
い
が
、
国
民
的
な
要
請
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
進
路
開

拓
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
一
九
六
五
年
前
後
以
降
、
大
学
院
教
学
に
つ
い
て
相
当
の
蓄
積
を
つ
み
、

と
っ
て
．
各
職
業
分
野
で
活
躍
す
る
研
究
者
は
不
可
欠
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
層
が
厚

く
な
る
こ
と
は
、
挟
義
の
研
究
者
の
充
実
と
と
も
に
、
望
ま
し
八
二
と
で
あ
る
。

な
る
こ
と
は
、
狭
義
の
研
究
者
の
充
実
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

本
学
が
「
国
民
的
立
場
に
立
つ
民
主
的
研
究
者
」
と
い
う
表
現
の
下
に
、
広
ノ
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ま
た
、
衣
笠
一
拠
点
の
完
成
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
大
学
の
力
量
も
高
ま
っ
て
き
て
お

り
そ
う
し
た
到
達
点
に
立
っ
て
、
総
合
大
学
と
し
て
の
発
展
の
一
環
と
し
て
新
た
に

現
在
の
力
量
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
院
の
あ
り
方
を
検
討
し
う
る
条
件
が
で
き
た
こ
と
で

あ
る
。第

三
は
、
次
項
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
実
に
大
学
院
の
規
模
問
題
が
院
教
学
充
実
の

桂
桔
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
変
化
を
総
合
す
れ
ば
、
今
日
、
本
学
の
大
学
院
教
学
は
、
事
実
上
、
狭
義
の

研
究
者
、
な
か
ん
ず
く
大
学
教
員
の
育
成
を
重
点
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
民
主
的
研
究

能
力
を
持
つ
人
材
の
幅
広
い
育
成
を
め
ざ
す
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
掘
下
げ
た
検
討
を

な
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
国
民
的
要
請
に
か
か
わ
っ
て
は
、
要

請
に
応
え
う
る
教
学
内
容
を
作
り
出
す
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
研
究
科
の

固
有
の
課
題
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
指
摘
を
す
る
に
止
め
る
。

㈱
現
在
の
大
学
院
に
対
す
る
国
民
的
要
請
の
成
熟
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
当
面
は
、
博
士

課
程
前
期
（
ま
た
は
修
士
）
課
程
卒
業
者
に
対
す
る
要
請
が
具
体
化
し
て
く
る
段
階
で

あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
仮
に
民
主
的
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
の
幅
広
い
育
成
を
行

う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
前
期
（
ま
た
は
修
士
）
課
程
の
規
模
拡
大
に
結
び
つ
く
も
の
で

あ
っ
て
、
後
期
課
程
に
ま
で
た
だ
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
社
会

的
な
諸
条
件
の
下
で
は
、
大
学
教
員
の
増
員
を
抑
制
し
て
い
る
文
教
・
科
学
技
術
政
策

の
転
換
が
後
期
課
程
拡
大
の
前
提
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

従
っ
て
、
具
体
的
な
検
討
課
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

㈲
理
工
学
研
究
科
で
は
、
大
学
院
の
教
育
課
程
は
五
年
間
を
通
し
て
一
貫
し
た
内
容
を

持
つ
べ
き
て
あ
る
が
、
修
士
課
程
を
終
え
て
、
あ
と
は
社
会
的
実
践
の
中
で
学
ぶ
こ
と

を
決
意
し
た
も
の
に
「
修
士
」
の
称
号
を
与
え
る
と
い
う
方
向
で
制
度
の
運
用
が
行
わ

れ
て
き
て
お
り
、
一
つ
の
行
き
方
と
し
て
修
士
課
程
修
了
後
の
就
職
が
定
着
し
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
表
２
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
期
課
程
の
定
員
枠
が
小
さ
い
の
で
、

大
学
院
規
模
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
文
学
研
究
科
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
運
用
は
理
工
学
研
究
科
の
場
合
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
社
会
的
要
請
の
大
き
さ
に
対
応
し
て
進
路
を
視
野
に
入
れ
た

定
員
枠
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

２
大
学
院
の
規
模
問
題

大
学
院
の
望
ま
し
い
規
模
は
、
次
の
三
つ
の
基
準
か
ら
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
一
は
、
学
園
の
構
成
す
る
有
機
的
な
一
環
と
し
て
、
学
部
学
生
及
び
教
員
の
中
で
独
自

の
役
割
を
果
し
う
る
だ
け
の
規
模
で
あ
る
。
こ
の
点
で
の
現
状
は
、
学
部
学
生
に
対
し
て
は

院
生
数
が
少
く
、
特
に
社
会
科
学
系
で
は
、
こ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
学
部
学
生
が
院
生

と
の
接
触
を
殆
ど
待
ち
え
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
一
方
で
は
学
部
教
学
に

対
し
て
、
学
習
活
動
に
お
い
て
は
ク
ラ
ス
内
（
同
級
生
間
）
集
団
化
と
上
級
回
生
に
よ
る
指

導
と
の
連
け
い
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
・
四
回
生
に
上
級
回
生
（
院
生
）
に

よ
る
指
導
を
受
け
る
機
会
を
失
わ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
他
方
で
は
学
部
学
生
が
大
学
院
の
存

在
を
身
近
か
に
意
識
し
え
な
い
こ
と
が
、
大
学
院
進
学
希
望
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
き
て

い
つ
つ
Ｏ

ま
た
、
教
員
と
の
関
係
で
は
、
教
育
負
担
の
面
と
同
時
に
研
究
活
動
に
与
え
る
プ
ラ
ス
の

効
果
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
特
に
理
工
学
研
究
科
の
実
験
系
列
で
明
ら
か
で
あ
る
。

理
工
学
研
究
科
に
お
い
て
は
、
学
問
の
性
格
上
、
そ
の
研
究
は
、
教
員
、
院
生
、
学
部
学

生
（
四
回
生
以
上
の
卒
業
研
究
生
）
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ

の
中
で
果
た
す
院
生
の
役
割
り
は
極
め
て
大
き
い
。
研
究
促
進
に
お
い
て
院
生
の
占
め
る
位

置
は
、
一
つ
に
は
教
員
の
指
導
の
も
と
に
卒
業
研
究
生
を
ま
じ
え
た
研
究
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
果
し
、
研
究
の
各
段
階
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究

成
果
が
生
み
だ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
院
生
の
研
究
能
力
と
指
導
能
力
も
練
磨
さ
れ
る
。
い
ま

僻
社
会
科
学
系
研
究
科
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
《
前
期
課
程
だ
ほ
で
卒
業
す
る
者
に

例
外
的
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
ま
ず
大
学
院
教
学
に
お
け
る
前
期
課
程
修

了
者
の
意
義
・
位
置
づ
け
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
進
路

の
安
定
性
と
大
学
院
教
学
内
容
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
問
題
の
実
際
的
な
面
に
ま
で
視

野
が
及
ぶ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅷ
学
部
卒
業
後
、
定
職
に
つ
き
な
が
ら
、
研
究
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
よ
り
高
度
の

教
育
を
受
け
た
い
と
望
む
者
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
意
欲
に
応
え
る
方
策

の
検
討
（
例
え
ば
人
文
・
社
会
科
学
系
の
大
学
院
〈
前
期
課
程
〉
の
夜
間
開
講
な
ど
）

も
必
要
で
あ
る
。
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し
か
し
、
大
学
院
の
規
模
問
題
は
先
に
あ
げ
た
「
国
民
的
要
請
の
把
握
と
そ
れ
へ
の
対
応
」

と
い
う
課
題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
ま
た
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
教
学
上
の
体
制
、

進
路
整
備
の
状
況
、
規
模
拡
大
に
伴
う
院
生
へ
の
条
件
保
障
水
準
の
変
化
、
な
ど
を
見
き
わ

め
な
が
ら
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
大
学
院
の
規
模
問
題
は

「
国
民
的
要
請
に
対
応
し
た
大
学
院
の
あ
り
方
」
の
課
題
と
一
連
の
も
の
と
し
て
検
討
さ
れ

る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
教
員
と
の
個
別
的
、
集
団
的
研
究
討
論
を
通
じ
て
教
員
と
院
生
と
の
相
互
批
判
と

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
啓
発
が
行
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
院
生
の
い
な
い
研
究
室
で
は
チ

ー
ム
の
重
要
な
環
の
一
つ
が
欠
落
し
た
こ
と
に
な
り
、
研
究
を
促
進
す
る
上
で
重
要
な
困
難

を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

理
工
学
研
究
科
以
外
の
研
究
科
に
お
い
て
も
、
学
問
の
性
格
に
よ
る
多
少
の
違
い
が
あ
る

と
は
い
え
、
学
部
の
特
色
を
示
す
研
究
領
域
で
院
生
を
含
め
た
研
究
集
団
を
形
成
す
る
こ
と

は
、
研
究
の
発
展
を
通
じ
て
学
部
の
特
色
を
作
り
出
す
上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か

し
、
特
に
社
会
科
学
系
で
は
院
生
と
接
触
す
る
機
会
す
ら
極
め
て
少
い
教
員
が
多
い
の
が
現

実
で
あ
る
。

第
二
は
、
相
互
に
討
論
し
、
刺
激
し
、
切
瑳
琢
磨
し
あ
う
中
で
学
び
あ
う
学
習
研
究
集
団

と
し
て
の
望
ま
し
い
規
模
で
あ
る
。
こ
う
し
た
集
団
は
、
研
究
科
間
或
は
専
門
的
テ
ー
マ
で

の
広
域
的
交
流
を
前
提
と
し
て
、
日
常
の
学
習
研
究
活
動
単
位
と
し
て
、
研
究
科
内
、
特
に

接
近
す
る
学
年
を
単
位
と
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
も
過
少
規
模
に
な
っ

て
い
る
専
攻
が
多
い
（
表
２
参
照
）
。
特
に
社
会
科
学
系
研
究
科
で
は
こ
う
し
た
日
常
的
・

集
団
的
学
習
研
究
活
動
の
維
持
す
ら
困
難
な
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
が
院
生
の
研
究
視
野
の
狭

さ
、
専
門
主
義
的
傾
向
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

第
三
は
、
社
会
的
要
請
に
応
え
て
送
り
出
す
べ
き
民
主
的
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
の
数
か

ら
み
た
規
模
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
社
会
的
要
請
に
ど
こ
ま
で
応
え
る
か
は
、
大
学
の
力
迂

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
研
究
能
力
を
持
つ
人
材
に
対
す
る
社
会
的
要
請
が
高

い
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

以
ｔ
の
よ
う
に
、
ど
の
点
か
ら
み
て
も
大
学
院
規
模
の
一
層
の
拡
大
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
の
入
学
者
数
は
定
員
枠
を
大
幅
に
下
廻
る
状
況

。
“
“
：
Ｏ
Ｄ
問
題
と
文
教
。
科
学
一
技
術
政
策

Ｏ
Ｄ
問
題
は
、
Ｏ
Ｄ
本
人
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
高
等
教

育
要
求
に
対
す
る
体
制
の
充
実
を
妨
げ
、
ま
た
学
術
の
後
継
者
の
確
保
を
困
難
な
ら
し
め
る

と
い
う
意
味
で
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
と
学
術
体
制
の
将
来
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
。

本
学
で
は
、
一
九
七
五
年
頃
か
ら
Ｏ
Ｄ
の
存
在
が
顕
著
と
な
り
、
各
研
究
科
で
の
就
職
開

３
大
学
院
志
願
者
数
の
動
向

大
学
院
の
規
模
拡
大
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
科
学
系
で
は
近
年
、

志
願
者
数
が
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
（
表
３
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
一
九
七
七
年

頃
を
境
に
減
少
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
志
願
者
総
数
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中

の
学
内
出
身
者
の
数
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

今
後
の
大
学
院
政
策
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
な
の
で
、
そ
の
実
態
を
正
確
に
捉
え
、

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
検
討
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈹
全
国
的
な
状
況
と
本
学
に
現
わ
れ
て
い
る
状
況
と
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
。

㈲
本
学
学
生
の
他
大
学
大
学
院
進
学
実
態
を
把
握
し
、
大
学
院
進
学
志
望
そ
れ
自
体
が

衰
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
本
学
へ
の
志
願
が
減
少
し
て
い
る
の
か
を
見
き
わ
め
る

こ
と
。

仰
大
学
院
志
望
と
一
九
七
七
年
以
降
の
学
部
卒
業
生
の
就
職
事
情
好
転
と
の
関
係
を
調

査
す
る
こ
と
。

㈲
本
学
学
部
卒
業
生
の
大
学
院
志
望
理
由
と
、
本
学
大
学
院
の
五
年
一
貫
制
と
の
関
連

を
分
析
す
る
こ
と
。

そ
の
際
雲
特
に
理
工
学
研
究
科
で
は
蓋
前
期
課
程
修
了
者
の
位
置
づ
け
が
、
教
学
上
で
も
、

ま
た
社
会
的
に
も
、
比
較
的
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
実
態
に
立
っ
て
学
部
学

生
と
院
生
と
の
量
的
構
成
の
あ
り
方
及
び
両
者
を
あ
わ
せ
た
適
正
規
模
に
つ
い
て
抜
本
的
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
現
在
の
諸
条
件
の
も
と
で
も
、
各
専
攻
毎
年
度
一
○

名
前
後
の
入
学
者
を
教
育
す
る
こ
と
は
可
能
と
み
ら
れ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
先
行
し
て
、

そ
の
程
度
の
規
模
拡
大
に
着
手
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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拓
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
語
一
九
八
二
年
一
月
現
在
で
そ
の
数
は
法
学
研
究
科
三
名
経

済
学
六
名
、
経
営
学
五
名
、
社
会
学
八
名
、
文
学
四
名
、
理
工
学
四
名
、
計
三
○
名
に
も
及

ん
で
い
る
。

Ｏ
Ｄ
が
生
ま
れ
る
主
要
な
原
因
は
、
国
民
の
高
等
教
育
に
対
す
る
要
求
の
高
ま
り
に
十
分

応
え
え
な
い
大
学
教
学
の
実
態
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
基
礎
科
学
部
門
を
は
じ
め

と
し
て
、
研
究
体
制
の
強
化
が
要
望
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
立
大
学
（
除
医
科

系
）
教
員
及
び
国
立
研
究
機
関
の
研
究
員
の
定
数
を
き
び
し
く
抑
え
、
私
立
大
学
に
対
し
て

は
劣
悪
な
教
学
条
件
の
抜
本
的
な
改
善
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
私
大
助
成
計
画
を
持
た
ず
、

さ
ら
に
は
全
学
間
分
野
の
均
衡
あ
る
発
展
を
展
望
し
な
い
文
教
・
科
学
技
術
政
策
の
貧
困
さ
、

無
計
画
さ
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

従
っ
て
、
Ｏ
Ｄ
問
題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
学
内
で
可
能
な
範
囲
で
の
就
職

開
拓
努
力
や
研
究
条
件
、
生
活
、
厚
生
条
件
へ
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
抜
本
的
な

取
り
組
み
と
し
て
他
大
学
と
協
力
し
て
文
教
・
科
学
技
術
政
策
に
対
す
る
働
き
か
け
を
ね
ば

り
強
く
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
問
題
以
外
に
も
文
教
・
科
学
技
術
政
策
が
大
学
院
の
諸
問
題
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
は

大
き
い
。

従
っ
て
、
今
後
も
、
文
教
・
科
学
技
術
政
策
の
動
向
を
的
確
に
捉
え
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

諸
問
題
に
対
し
て
は
、
本
学
の
教
学
理
念
を
基
礎
と
し
て
個
別
大
学
に
可
能
な
範
囲
で
の
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
教
学
実
績
の
蓄
積
を
通
じ
て
、
ま
た
諸
大
学
間
の
統
一
し
た
見
解

と
行
動
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
教
・
科
学
技
術
政
策
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
よ

う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
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資料72：

七
二
｜
高
中
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
Ｉ
第
三
次
長
期
計
画
に

関
す
る
答
申
〔
追
三
〕
☆

は
じ
め
に

高
中
教
学
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
立
命
館
高
等
学
校
・
中
学
校
長
期
計

画
に
つ
い
て
」
二
九
七
七
・
二
高
中
長
期
計
画
特
別
委
員
会
）
お
よ
び
同
答
申
に
対
す

る
「
学
内
理
事
会
の
見
解
」
（
一
九
七
八
・
九
・
二
○
）
の
二
文
番
が
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

今
日
に
お
い
て
も
そ
の
大
綱
を
変
更
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後

の
数
年
間
に
情
勢
は
予
想
よ
り
も
は
げ
し
い
速
度
で
進
行
し
つ
つ
あ
り
、
高
中
教
学
に
関
し

て
新
た
に
明
白
と
な
っ
た
問
題
点
も
す
ぐ
な
く
な
い
。
今
日
の
時
点
に
立
っ
て
、
い
く
つ
か

の
論
点
を
新
し
い
情
勢
と
課
題
と
の
関
係
で
再
確
認
し
、
さ
ら
に
問
題
を
再
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
経
済
の
「
高
度
成
長
」
に
よ
る
社
会
状
況
の
変
化
お
よ
び
「
中
教
審
路
線
」

と
よ
ば
れ
る
文
教
政
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
進
学
率
の
向
上
と
併
行
し
て
い
わ
ゆ
る
「
差
別

と
選
別
」
の
教
育
が
進
行
し
、
高
中
校
教
育
を
め
ぐ
る
困
難
な
問
題
が
急
速
に
進
行
し
た
。

し
か
も
昨
年
来
の
「
臨
調
・
行
革
」
路
線
の
下
で
、
文
教
政
策
へ
の
財
政
的
し
わ
寄
せ
と
と

も
に
教
育
の
軍
国
主
義
的
再
編
が
急
ピ
ッ
チ
で
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
下
で
、
と
く
に
高
中
教
育
に
す
る
ど
く
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
荒
廃
現
象
の
克
服
は
、
緊

急
の
課
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

京
都
で
は
公
立
高
校
三
原
則
（
小
学
区
・
共
学
・
総
合
制
）
や
入
試
九
科
目
制
が
お
び
や

か
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
過
熱
し
た
受
験
競
争
と
偏
差
値
入
学
、
進
学
塾
の
普
及
が
高
中
教
育
を

ゆ
が
め
、
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
希
望
を
失
っ
た
青
少
年
の
非
行
・
暴
力
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
京
都
の
私
立
高
校
の
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
受
験
準
備
を
特
色
と
し
て
き
た

高
校
の
ほ
か
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特
進
ク
ラ
ス
を
設
置
す
る
高
校
が
増
加
し
、
受
験
競
争
に
よ

る
ゆ
が
み
を
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
る
事
例
も
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
自
治
体
の
財
政
難
か
ら
進
学

者
急
増
期
の
公
立
高
校
増
設
計
画
が
手
び
か
え
ら
れ
、
私
立
高
校
の
中
に
自
治
体
の
援
助
を

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

期
待
し
て
拡
張
を
は
か
り
、
公
立
高
校
の
肩
が
わ
り
を
演
じ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
生
じ
て
い

る
。
立
命
館
高
中
も
、
こ
の
よ
う
な
現
実
に
対
処
し
な
が
ら
、
そ
の
本
来
の
教
学
理
念
に
も

と
づ
い
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
高
中
教
学
に
つ
い
て
網
羅
的
に
ふ
れ
る

こ
と
を
さ
け
、
と
く
に
今
日
の
時
点
で
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
中
心
と
し
、
一
部

問
題
点
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
た
。

高
中
校
の
教
育
は
生
徒
の
発
達
段
階
お
よ
び
教
育
制
度
の
点
で
強
ぃ
独
自
性
を
も
一
っ
て

い
る
。
し
か
し
立
命
館
高
中
が
日
本
国
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
も
と
づ
き
、
平
和
と
民
主
主

義
を
理
念
と
す
る
立
命
館
学
園
の
教
育
方
針
に
即
し
て
、
大
学
と
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
つ
つ

総
合
学
園
の
一
貫
教
育
を
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
立
命
館
高
校
の
卒
業
生
の

七
○
％
以
上
が
学
内
進
学
制
度
に
よ
っ
て
立
命
館
大
学
に
進
学
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
条

件
の
も
と
で
、
立
命
館
高
中
は
相
対
的
に
過
熱
化
し
た
受
験
競
争
の
弊
害
を
ま
ぬ
が
れ
、
全

面
発
達
を
め
ざ
す
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
的
と
り
く
み
ｌ
卒
業
レ
ポ
ー
ト
、
特
論
、
読
普
指
導
、

課
外
活
動
等
ｌ
を
お
こ
な
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
社
会
的
評
価
も
向
上
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

こ
う
し
て
今
や
立
命
館
高
中
の
入
試
は
京
都
私
学
の
中
で
も
屈
指
の
難
関
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
中
・
小
学
校
に
お
い
て
上
位
の
成
績
を
お
さ
め
た
者
が
さ
ら
に
進
学
塾
で
学
習
し

な
け
れ
ば
合
格
し
え
な
い
実
状
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
立
命
館
高
中
に
入
学
し
た
時
点
で
の

生
徒
の
学
力
は
、
受
験
教
育
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
、
正
常
な
基
礎
学
力
の
観
点
か
ら
み
れ

ば
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
場
合
が
す
ぐ
な
く
な
い
。
高
中
段
階
で
生
徒
の
教
育
・
進
路
決
定

に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
父
母
が
高
中
教
育
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
期
待
も
、
し
ば

し
ば
受
験
・
進
学
に
よ
せ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
て
、
全
面
発
達
を
め
ざ
す
一
貫
し
た
総
合
教
育

の
教
学
方
針
が
、
必
ず
し
も
充
分
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
一
貫

し
た
総
合
教
育
が
高
い
学
力
を
つ
ち
か
い
つ
つ
自
主
性
と
集
団
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
生
徒

の
希
望
す
る
進
路
を
確
実
に
す
る
と
い
う
点
で
も
、
父
母
・
生
徒
の
期
待
に
最
終
的
に
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
大
学
と
高
中
を
一
貫
し
た
総
合
学

園
の
条
件
を
有
利
に
生
か
す
な
ら
ば
、
立
命
館
高
中
の
教
育
を
さ
ら
に
高
い
水
準
に
発
展
さ

Ｉ
立
命
館
高
中
校
の
到
達
点

－366－
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高
中
審
議
会
ｌ
総
合
学
園
で
の
位
置
づ
け
の
明
確
化

総
合
教
育
研
究
会
Ｉ
教
科
別
編
成
、
セ
ン
タ
ー
的
機
関
の
可
否

さ
ら
に
高
中
と
大
学
と
の
教
学
的
連
関
の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
機
関

等
の
抜
本
的
再
編
を
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｃ
，
財
政
基
盤
の
強
化

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
え
ば
立
命
館
学
園
の
長
期
計
画
は
単
に
立
命
館
大
学
の
長
期

計
画
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
大
学
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
立
命
館
高
中
の
長
期
計

画
を
ふ
く
ま
な
け
れ
ば
、
完
全
と
は
い
え
な
い
。
高
中
長
期
計
画
に
あ
た
っ
て
、
い
ま
と
く

に
検
討
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
と
し
て
、
次
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

づ
勺
』
７
０ａ

、
一
貫
し
た
総
合
教
育
の
理
念
に
も
と
づ
く
再
検
討

立
命
館
高
中
教
学
の
特
色
と
京
都
の
私
立
高
中
の
中
で
の
存
在
意
義
に
か
か
わ
る
検
討

地
域
性
の
尊
重
ｌ
他
府
県
へ
の
志
願
者
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
生
じ
て
い
る
間

せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
で
は
、
総
合
学
園
で
あ
る
こ
と
が
生
徒
・
父
母

に
進
路
に
つ
い
て
安
易
な
期
待
を
も
た
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
き
び
し
い
努
力
の
つ
み
重
ね

を
欠
く
傾
向
を
生
み
出
す
要
因
に
も
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
弱
点
を
克
服
す
る
た

め
の
適
切
な
教
学
方
針
と
施
策
が
実
践
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
新
長
期
計
画
と
立
命
館
高
中
校
の
課
題

高
中
と
大
学
と
の
教
育
的
連
関
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
必
要

さ
し
あ
た
り
既
存
の
請
機
関
の
あ
り
方
の
検
討

ｂ
・
高
中
と
大
学
と
の
連
関

公
伐
助
成

相
対
的
自
立
財
政

男
女
共
学
の
実
現
ｌ
共
学
の
大
学
と
の
関
係
、
全
人
教
育

学
内
入
試
制
度
の
検
討
ｌ
学
部
志
望
の
か
た
よ
り
、
合
格
者
中

の
追
跡
調
査

題
な
ど

合
格
者
中
の
不
入
学
者
●
入
学
後

お
わ
り
に

高
中
教
育
を
と
り
ま
く
情
勢
の
進
展
は
き
わ
め
て
急
テ
ン
ポ
で
あ
り
、
大
学
教
学
も
急
速

度
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
立
命
館
高
中
教
学
を
改
善
・
充
実
す
る
取
り
く
み
も
、
以
上
の
状

況
を
見
定
め
て
、
進
行
さ
せ
な
け
れ
ば
、
問
題
の
解
決
は
さ
ら
に
困
難
の
度
を
深
め
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
解
決
等
を
見
出
す
た
め
に
は
、
改
め
て

高
中
・
大
学
双
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
相
当
数
の
委
員
か
ら
な
る
全
学
的
組
織
を
設
置
し
、
全

面
的
な
検
討
を
加
え
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
結
論
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
費
問
題

・
規
模
・
施
設
・
条
件

適
正
規
模
高
中
進
学
状
況
の
予
測

ク
ラ
ン
ド
、
体
育
館

現
状
改
善
の
限
界

校
舎
移
転
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七
一
三
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る

答
申
〔
追
四
〕
☆

書
は
じ
め
に

一
九
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
第
三
小
委
員
会
は
、
図
諜
館
問
題
全
般
に
か
か
わ
る
理

事
会
か
ら
の
諮
問
を
う
け
、
図
諜
館
委
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
専
門
委
員
二
名
を
加
え
た
な
か

で
、
調
査
と
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
討
議
の
な
か
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
と
今
後
の

方
向
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
答
申
す
る
。

な
お
、
図
書
館
に
か
か
わ
る
問
題
は
様
々
な
点
で
図
書
業
務
の
機
械
化
問
題
と
深
く
関
連

し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
、
並
行
し
て
「
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
」
（
委
員
長
：
図

諜
館
長
）
が
作
業
を
行
っ
た
の
で
、
機
械
化
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
委
員
会
の

答
申
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
す
る
が
、
一
定
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
答
申
に
お
い
て
も
ふ
れ
る
。

大
学
に
お
け
る
図
諜
、
雑
誌
、
資
料
等
（
図
書
等
）
の
も
つ
、
教
育
面
、
研
究
面
、
あ
る

い
は
そ
の
接
点
か
ら
み
た
重
要
な
意
義
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
図
書
等
の
現
状

を
み
る
と
き
単
行
書
に
限
定
し
て
も
、
本
学
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
、
す
で
に
全
学
で
六
○

万
冊
近
い
蓄
積
を
有
し
、
さ
ら
に
毎
年
約
三
万
冊
の
ペ
ー
ス
で
坤
加
し
、
し
か
も
そ
の
一
冊

一
冊
が
固
有
の
内
容
を
も
ち
、
か
つ
現
物
は
、
中
央
図
書
館
を
始
め
と
し
て
教
員
の
個
人
研

究
室
に
至
る
様
々
な
パ
ー
ト
に
分
散
し
て
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
知
的
共
有
財
産
と
し
て
の
図
書
等
を
、
有
効
に
保
存
、
管
理

し
、
か
つ
流
通
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
で
あ
る
。

過
去
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
長
期
計
画
委
員
会
等
の
討
議
で
は
、
中
央
図
書
館
を
は
じ
め

と
す
る
学
内
諸
パ
ー
ト
間
の
「
有
機
的
連
繋
を
は
か
る
」
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ

れ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
着
手
は
不
十
分
な
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。

近
い
将
来
を
見
通
す
大
き
な
方
向
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
械
化
と
シ
ス
テ
ム

に
関
与
す
る
人
間
の
側
の
意
識
の
一
定
の
変
革
と
を
求
め
つ
つ
、
機
械
と
人
間
の
接
点
を
探

る
方
向
で
、
施
設
、
設
備
と
体
制
の
改
善
を
考
え
る
し
か
方
法
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

１
．
概
略

本
学
に
お
け
る
図
書
館
の
機
能
と
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
過
の
な
か
で
、
大
き
な

柱
と
な
る
も
の
は
、
次
の
諸
点
と
考
え
ら
れ
る
。

①
一
九
六
七
年
一
○
月
、
現
在
の
中
央
図
書
館
の
母
体
と
な
る
衣
笠
中
央
図
書
館
が
、
閲

覧
座
席
数
一
、
○
○
○
席
、
三
階
部
分
未
完
成
、
西
側
部
分
未
建
設
二
九
七
○
年
産
社
棟

と
な
る
）
の
形
で
学
習
図
書
館
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
共
に
、
一
九
六
六
年
建
設
の
修
学

館
と
の
「
有
機
的
関
連
」
（
研
究
セ
ン
タ
ー
構
想
）
を
提
案
し
つ
つ
発
足
し
た
。
な
お
、

当
時
広
小
路
本
館
の
座
席
数
は
三
一
○
席
、
学
部
は
法
・
産
・
文
．
Ⅱ
部
全
学
部
（
除
く

理
工
）
で
あ
っ
た
。

②
一
九
七
一
年
以
降
、
小
集
団
教
育
の
発
展
に
伴
な
い
学
部
教
学
と
図
書
館
と
の
関
係
は

深
ま
り
、
学
習
図
書
館
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
強
化
し
、
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
諸
施
策

が
講
ぜ
ら
れ
た
。

ィ
Ｊ
コ
ー
ナ
ー
（
法
学
部
プ
ロ
ゼ
ミ
ゴ
ー
ナ
ー
）
二
九
七
一
年
）

㈲
日
曜
開
館
（
一
九
七
三
年
）

㈲
小
集
団
貸
出
し
二
九
七
四
年
）

㈲
ク
ラ
ス
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
一
九
八
○
年
一
部
の
学
部
、
一
九
八
一
年
全
学
部
）

㈱
分
野
別
プ
ロ
ゼ
ミ
・
コ
ー
ナ
ー
（
横
断
的
分
類
）
二
九
八
○
年
）

㈲
グ
ル
ー
プ
閲
覧
室
（
一
九
八
一
年
）

㈹
開
架
の
主
題
別
（
人
文
・
社
会
・
自
然
）
編
成
（
一
九
八
一
年
）

（
な
お
、
関
連
し
て
各
学
部
学
生
共
同
研
究
室
〈
学
生
共
研
〉
は
一
九
七
四
年
に
、
視
聴

覚
室
は
一
九
八
○
年
に
発
足
。
）

③
一
九
七
五
年
以
降
、
さ
ら
に
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
「
情
報
」
の
「
保
存
」
と
「
管
理
・
運
営
」
に
重
点
を
お
く
伝
統
的
な

Ｉ
歴
・
史
的
経
過

以
下
、
ま
ず
図
書
館
問
題
の
歴
史
的
経
過
を
述
べ
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事

項
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
改
善
を
は
か
る
べ
き
主
要
な
問
題
点
を
あ
げ
、
そ
の
解
決
の
方
向
性

を
提
起
し
た
い
。
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２
’
九
七
五
年
以
降
の
長
期
計
画
委
員
会
に
お
け
る
討
議
の
要
点

①
一
九
七
五
年
長
期
計
画
委
員
会
答
申
に
つ
い
て

一
九
七
五
年
五
月
一
○
日
付
長
期
計
画
委
員
会
答
申
「
衣
笠
一
拠
点
実
現
に
関
す
る
第

三
次
中
間
答
申
」
で
は
、
図
書
館
に
関
連
す
る
「
研
究
体
制
」
の
項
に
お
い
て
「
各
学
部

お
よ
び
両
研
究
所
の
研
究
体
制
の
改
善
に
伴
う
大
学
図
書
館
の
積
極
的
な
機
能
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
「
研
究
体
制
の
整
備
・
充
実
と
大
学
図
書
館
の
役
割
」
と
い
う

課
題
設
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
主
要
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

何
図
諜
等
の
「
集
中
管
理
か
、
分
散
管
理
」
に
つ
い
て
は
、
「
形
式
的
な
集
中
化
」
を

さ
け
る
も
の
と
し
、
各
所
蔵
機
関
が
「
密
接
な
連
絡
・
調
整
を
保
ち
つ
つ
、
共
同
化
（
結

合
）
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

旧
研
究
活
動
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
重
点
的
な
検
討
課
題
と
し
て
、
「
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実
・
整
備
」
を
あ
げ
、

仲
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、
「
学
術
情
報
の
収
集
・
整
備
・
加
工
・
供
給
の
た
め

に
は
、
正
規
に
訓
練
を
う
け
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
養
成
さ
れ
、
そ
れ
が
適
《
止
に
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
不
可
欠
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
」
と
趨
勢
を
分
析
し
、

図
書
館
の
あ
り
方
か
ら
一
情
報
」
の
一
…
流
通
」
を
も
重
要
な
機
能
と
す
る
方
向
へ
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
こ
の
方
向
は
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に
お
い

て
も
確
認
さ
れ
た
。

④
一
九
八
一
年
四
月
、
衣
笠
一
拠
点
の
完
成
と
共
に
、
衣
笠
図
書
館
は
、
名
実
共
に
中
央

図
書
館
と
し
て
閲
覧
座
席
数
一
、
五
五
○
席
を
有
し
、
書
庫
の
増
設
、
入
館
・
退
館
の
自

動
化
を
含
む
諸
施
設
の
改
善
を
行
っ
た
。

以
上
の
改
善
の
効
果
は
、
例
え
ば
開
架
閲
覧
室
入
館
者
数
（
年
間
累
計
数
）
の
大
幅
な
増

加
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
そ
の
推
移
は
一
九
七
二
年
度
約
二
○
万
六
千
名
で
あ
り
、
一
九
八
一

年
度
は
二
月
時
点
に
お
い
て
約
四
七
万
六
千
名
と
、
既
に
前
年
度
同
期
の
入
館
者
数
約
二

三
万
八
千
名
の
二
倍
に
達
し
て
い
る
。

次
に
、
以
上
の
概
略
の
う
ち
、
ま
ず
、
一
九
七
五
年
以
降
の
長
期
計
画
委
員
会
で
な
さ
れ

た
討
議
の
要
点
を
述
べ
、
つ
づ
い
て
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
に
ふ
れ
た
い
。

/句,：
Iム』

、 ④＠⑥ 、 (e)(け
ｎ
ｑ

ｊ
Ｉ
１
１ I。｝

》
具
体
的
な
要
請
項
目
と
し
て

の
分
散
管
理
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
の
一
元
的
な
整
理

㈹
検
索
方
法
の
シ
ス
テ
ム
化

川
情
報
収
集
、
資
料
収
集
の
基
準
の
確
立

㈹
文
献
目
録
の
作
製

帆
調
査
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理

Ⅷ
他
大
学
・
研
究
機
関
の
資
料
の
情
報
と
利
用

叩
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
情
報
整
備

伽
情
報
利
用
の
た
め
の
諸
施
設
の
整
備

等
を
あ
げ
、

さ
ら
に
「
業
務
の
機
械
化
の
必
要
性
」
を
述
べ
て
、
「
業
務
能
率
お
よ
び
業
務
内
容

の
質
的
向
上
」
を
は
か
る
と
共
に
、
「
機
械
化
が
、
単
な
る
省
力
化
に
終
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
具
体
的
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

社
会
系
「
学
部
共
研
」
に
つ
い
て
、
収
書
や
雑
誌
の
共
同
化
と
、
中
央
図
書
館
と
の

関
連
の
検
討

理
工
学
部
の
雑
誌
の
集
中

文
学
部
「
専
攻
共
研
」
と
「
文
学
部
共
同
書
庫
（
現
在
、
文
献
資
料
室
（
文
）
）
」

外
連
協
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
関
係
の
共
同
書
庫
化
と
、
さ

ら
に
（
文
）
共
同
蒋
庫
と
の
一
体
化
（
人
文
研
共
同
書
庫
と
し
て
）

修
学
館
凸
部
増
築
と
中
央
図
書
館
と
の
架
橋
．
，
修
学
館
西
部
と
文
棟
と
の
架
橋
（
研

究
セ
ン
タ
ー
構
想
）

一
九
七
八
年
長
期
計
画
委
員
会
答
申
（
七
九
・
一
・
二
七
付
）
に
つ
い
て

一
九
七
六
年
度
長
期
計
画
委
員
会
の
研
究
体
制
小
委
員
会
結
論
で
も
あ
っ
た
「
修
学

館
凸
部
に
各
学
部
共
同
書
庫
を
収
容
し
、
修
学
館
お
よ
び
中
央
図
書
館
の
両
側
よ
り
利

用
す
る
」
と
い
う
計
画
を
断
念
し
た
。

各
「
学
部
共
研
」
と
修
学
館
研
究
体
制
の
集
約
を
は
か
る
と
し
て
、
修
学
館
共
同
資

料
室
お
よ
び
修
学
館
研
究
事
務
室
が
室
長
と
事
務
体
制
を
伴
う
も
の
と
し
て
、
ま
た
人

文
研
と
は
独
立
の
組
織
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。
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３
．
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項

一
九
七
九
年
度
に
お
け
る
学
費
改
定
を
ふ
く
む
全
学
的
討
議
を
す
す
め
る
な
か
で
、
衣
笠

一
拠
点
完
成
後
の
八
○
年
代
を
目
指
す
新
し
い
総
合
大
学
に
対
し
て
は
、
「
そ
の
潜
在
的
な

力
且
を
ど
の
よ
う
に
真
の
総
合
さ
れ
た
学
園
の
力
量
と
し
て
創
造
的
・
効
果
的
に
発
揮
さ
せ

る
か
、
教
育
と
研
究
の
水
準
を
質
的
に
ど
う
飛
躍
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
し
、
図

書
館
に
か
か
わ
る
長
期
的
・
総
合
的
課
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
具

体
案
を
策
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
拠
点
化
に
お
け
る
総
合
大
学
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
教
育
・
研
究
活
動
を
推
進
す
る
図
書
館
の
あ
り
方
と
そ
の
政
策
に
つ

い
て
」㈲

総
合
と
配
置
（
学
部
教
学
の
充
実
に
対
応
す
る
「
学
部
図
書
館
（
注
）
」
構
想
を
も

含
め
た
図
書
配
置
の
あ
り
方
と
総
合
的
機
能
）
・

佃
学
術
情
報
（
全
国
的
・
学
内
的
学
術
情
報
の
提
供
）
・

㈲
以
上
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
図
書
館
の
あ
り
方
と
そ
の
体
制
を
含
め
、
八
○
年
代
の
政

策
を
確
立
し
て
い
く
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
侭
、
心
を
一
定
ふ
ま
え
た
も
の
と
し
て
、
現
在
で
峰
修
学
館
東
部
の
二
…
，
五

階
に
社
会
科
学
系
四
学
部
の
「
学
部
共
研
」
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
、
地
階
に
「
四
学
部

共
同
諜
庫
（
一
九
七
五
年
以
前
の
製
本
済
雑
誌
収
蔵
、
法
学
部
図
書
の
暫
定
的
収
蔵
）
が
、

「
将
来
は
人
文
研
地
下
書
庫
と
の
一
本
化
（
八
○
・
六
・
二
一
付
教
学
部
文
書
こ
を
は

か
る
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
、
ま
た
一
階
に
「
基
礎
文
献
資
料
室
」
（
年
鑑
、
年
報
類
収

蔵
）
が
開
室
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
理
工
学
部
の
雑
誌
は
、
理
工
研
の
そ
れ
を
含
む
か
た
ち
で
、
一
九
七
六
年
度
に

理
工
学
部
共
同
図
書
室
と
し
て
集
中
共
同
化
さ
れ
た
。

（
注
）
二
・
二
部
学
友
会
執
行
委
員
会
：
”
七
九
学
費
闘
争
の
成
果
と
教
訓
“
二

九
八
○
・
九
・
二
）
」
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
構
想
を
い
う
。
〈
原
文
の

ま
ま
。
（
）
は
補
足
し
た
〉
。

ｌ
図
書
館
政
策
は
、
そ
の
最
大
の
課
題
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
総
合
大
学
に
ふ

さ
わ
し
い
機
能
を
ど
の
よ
う
に
果
す
か
、
に
問
題
が
存
在
す
る
。
お
よ
そ
二
万

Ⅱ
基
本
的
課
題
の
設
定
と
そ
の
分
析
・
評
価
、
今
後
の
方
向

過
去
数
年
間
に
わ
た
る
長
計
で
の
討
議
、
全
学
協
確
認
等
を
ふ
ま
え
．
第
三
小
委
員
会
で

は
討
議
の
柱
と
し
て
次
の
よ
う
な
三
点
、
す
な
わ
ち
、

１
．
「
学
術
情
報
の
流
通
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

２
．
「
学
部
図
書
館
構
想
」
に
つ
い
て

３
．
「
各
学
部
共
同
研
究
室
等
と
の
関
連
」
に
つ
い
て

を
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
重
点
課
題
に
は
、
す
べ
て
図
書
等
の
配
置
と
総
合
的
機
能
の
問
題

が
関
係
し
、
し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
図
書
業
務
の
機
械
化
」
問
題
と
も
切
り
離
し
て
考
え

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ま
た
、
以
上
の
課
題
の
な
か
に
は
、
体
制
問
題
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

４
℃
か
．
い
○

１
｜
…
学
術
情
報
の
流
通
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
じ
て

近
年
、
多
種
多
様
な
学
術
情
報
の
急
速
な
増
大
に
伴
い
、
そ
の
迅
速
な
流
通
を
は
か
る
こ

と
が
国
際
的
に
も
、
国
内
的
に
も
、
ま
た
学
内
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

ブ
（
》
Ｏ

全
学
部
に
お
け
る
図
書
等
の
い
わ
ゆ
る
学
術
情
報
の
流
通
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
そ
の

二
千
名
の
学
生
を
有
す
る
総
合
大
学
に
お
い
て
、
図
書
（
館
）
が
一
つ
し
か
な

い
と
い
う
の
も
問
題
で
あ
る
が
、
「
学
ぶ
気
風
」
あ
る
大
学
に
す
る
た
め
に
は
、

学
部
教
学
と
も
関
連
さ
せ
た
施
設
の
保
障
も
必
要
と
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
か

ら
「
学
部
図
書
館
構
想
」
を
も
検
討
素
材
と
し
て
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
「
学

部
図
書
館
構
想
」
と
は
、
経
・
営
・
産
・
法
・
理
工
の
学
部
共
同
研
究
幸
》
（
理

工
は
学
部
共
同
図
書
室
）
が
学
生
に
開
か
れ
て
い
な
い
（
教
員
の
紹
介
状
を
要

す
）
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
を
（
文
）
学
部
の
文
献
資
料
室
の
よ
う
に
一
定
部
分

学
生
に
開
放
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
書
庫

十
自
習
十
討
論
室
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
サ
ブ
ゼ
ミ
、
自
主
ゼ
ミ
や
自
習
が

「
学
部
図
書
館
」
で
も
で
き
る
構
想
を
い
う
。
Ｉ
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中
心
と
な
る
の
は
、
全
国
的
な
動
向
か
ら
み
て
も
、
図
書
業
務
の
機
械
化
問
題
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
別
置
の
「
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
」
が
検
討
を
行
い
、
答
申
を

ま
と
め
た
の
で
、
当
面
の
施
策
を
含
む
具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
委
員
会
の
答

申
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
と
し
、
本
答
申
に
お
い
て
は
、
学
術
情
報
の
流
通
面
か
ら
み
た
図
書
館

の
あ
り
方
と
関
連
し
て
、
大
局
的
立
場
か
ら
学
術
情
報
の
将
来
の
様
相
に
つ
い
て
、
若
干
の

予
測
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
は
じ
め
に
、
国
内
外
に
お
け
る
状
況
と
将
来
の
方
向
に
ふ
れ
、

次
に
学
内
の
将
来
方
向
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑪
国
内
外
の
状
況
と
将
来
の
方
向

全
国
的
な
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
○
年
一
月
二
九
日
に
学
術
審
議

会
の
答
申
が
だ
さ
れ
、
つ
づ
い
て
一
九
八
一
年
三
月
に
「
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

開
発
調
査
」
結
果
が
、
文
部
省
学
術
国
際
局
情
報
図
書
館
課
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
趣

旨
は
、
「
多
量
化
・
多
様
化
し
て
い
る
世
界
の
学
術
情
報
を
研
究
者
が
迅
速
・
的
確
に
得

ら
れ
る
方
策
を
確
立
」
し
、
こ
の
様
な
情
報
活
動
に
お
け
る
「
外
国
と
の
格
差
を
是
正
す

る
と
共
に
国
内
の
研
究
成
果
を
入
力
提
供
」
し
、
情
報
資
源
の
「
再
開
発
や
相
互
利
用
を

前
提
と
し
た
」
情
報
の
流
通
体
制
を
作
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
枢
機
関
と
し
て
「
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
構
想
さ
れ
、
そ
の
機
能
（
た
と
え
ば
デ

ー
タ
ー
ベ
ー
ス
八
テ
ー
プ
化
さ
れ
た
機
械
可
読
情
報
Ｖ
の
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
と
開
発
、
計

画
と
調
整
、
教
育
訓
練
等
）
や
、
中
心
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
概
要
予
測

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
試
行
あ
る
い
は
稼
動
は
、
諸
外
国
、
特
に
米
国
が

日
本
よ
り
は
る
か
に
先
行
し
て
お
り
、
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
大
前
提
と
な
る
各
種
デ
ー
タ

ー
ベ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
世
界
で
流
通
し
て
い
る
べ
ｌ
ス
約
四
○
○
種
の
う
ち
、

約
七
○
％
が
米
国
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

将
来
の
大
き
な
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
情
報
の
多
様
化
、
多
量
化
か
ら
、
も

は
や
一
国
、
一
大
学
、
一
図
書
館
で
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
網
羅
的
に
収
蔵
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
に
応
じ
た
「
分
担
収
書
」
、
「
分
担
保
存
」
、
「
共
有
・

共
同
利
用
」
と
い
う
原
則
的
方
向
は
、
今
後
確
実
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
強
ま
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
大
学
内
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
学
内
に
お
け
る
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
の
形
成
と
全
学
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
要
請
は
、
上
述
の
全
国
的
な
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
開
始
が
、
一
九

八
四
年
後
半
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
密
接
に
関
連
を
も
つ
の
で
あ
る
。

②
学
内
の
状
況
と
将
来
の
方
向

大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
が
、
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
す
る
相
異
は
あ
る
と

し
て
も
、
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
大
学
図
書
館
の
機
能
と
し
て
、
伝
統
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
「
学
習
図
書
館
機

能
」
と
く
ら
べ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
研
究
図
書
館
機
能
」
の
面
が
相
対
的
に
立
ち
遅
れ
て
い

る
こ
と
は
、
ひ
と
り
本
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
大
学
に
お
い
て
も
、
同
様
の
状

況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
な
視
点
か
ら
す
る
と
、
教
員
の
み
な
ら
ず
、
院

生
・
学
生
の
側
か
ら
み
て
も
明
ら
か
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
と
で
検
討
す
る
「
学

部
図
書
館
構
想
」
も
、
そ
の
一
面
に
お
い
て
は
同
様
の
課
題
を
含
む
も
の
と
い
え
よ
う
。

大
学
の
図
書
館
機
能
と
し
て
、
研
究
面
で
の
寄
与
の
強
化
が
将
来
に
わ
た
っ
て
い
よ
い
よ

強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

次
に
、
⑪
に
お
い
て
述
べ
た
全
国
的
動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
将
来
の
予
想
さ
れ
る
状
況

に
つ
い
て
、
若
干
の
項
目
を
列
挙
し
て
お
く
。

、
中
央
図
書
館
は
、
本
学
に
お
け
る
学
術
情
報
の
流
通
面
で
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
も

ち
、
学
外
に
対
し
て
は
窓
口
と
な
る
。

⑤
学
内
外
を
通
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
学
術
情
報
を
中
心
と
し
て
、
そ
こ

へ
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
利
用
者
や
、
利
用
者
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
側
面
か
ら
支
え
る
事
務

職
員
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
方
法
や

そ
の
支
え
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
旧
来
の
考
え
方
を
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
の
基
本
は
、
「
分
担
収
書
」
、
「
分
担
保
存
」
、
「
共
有
・
共
同
利
用
」

の
原
理
で
あ
る
。
な
お
、
機
械
化
の
方
向
を
す
す
め
て
い
く
と
き
、
も
っ
と
も
留
意

す
べ
き
点
は
、
機
械
化
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
教
職
員
、
院
生
、
学
生
と
の

円
滑
な
整
合
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
若
干
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

㈹
検
索
方
法
の
変
化
ｌ
端
末
機
に
よ
る
検
索
。

㈲
検
索
内
容
の
多
様
化
ｌ
所
在
情
報
、
二
次
情
報
（
原
情
報
を
取
得
す
る
た
め
に

必
要
な
書
誌
的
デ
ー
タ
や
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
類
）
の
検
索
。

１
ユ

７
，

２
〕
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２
一
学
部
図
書
館
構
想
」
に
つ
い
て

前
述
の
歴
史
的
経
過
の
な
か
で
も
ふ
れ
た
如
く
、
中
央
図
諜
館
に
お
い
て
は
、
全
学
的
な

小
集
団
教
育
の
発
展
と
共
に
、
「
学
習
図
書
館
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
様
々
な
政
策
が

と
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
学
部
図
書
館
構
想
」
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
‐
「
学

部
共
同
研
究
室
等
」
の
利
用
の
自
由
化
と
付
帯
施
設
の
問
題
で
あ
り
、
「
教
育
と
研
究
の
実

践
的
統
こ
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
研
究
用
図
筈
等
の
ニ
ー
ズ
に
か
か
わ
る

も
の
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
図
書
等
の
内
容
に
応
じ
た
配
置
と
、
教
員

の
利
用
、
院
生
の
利
用
、
学
部
学
生
の
利
用
の
あ
り
方
と
そ
れ
ら
の
実
践
的
な
接
点
の
問
題

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
は
ｔ
め
に
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
、

次
に
、
検
討
に
際
し
て
の
基
本
的
視
点
を
整
理
し
、
最
後
に
当
面
の
措
置
に
つ
い
て
提
案
を

す
る
。

⑪
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

利
用
の
あ
り
方
と
し
て
は
二
つ
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
利
用
対
象
と
な
る

図
書
等
の
内
容
、
性
格
と
そ
れ
に
基
づ
く
配
置
で
あ
り
、
第
二
は
、
図
書
等
の
有
し
て
い

る
情
報
内
容
そ
の
も
の
の
利
用
の
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
か
ら
み
る
と
き
、

「
学
習
図
書
館
」
と
し
て
の
中
央
図
書
館
で
は
、
利
用
対
象
と
な
る
図
書
等
の
性
格
か
ら
、

い
一
次
情
報
（
原
資
料
）
の
多
一
様
化
と
多
一
量
代
、
情
報
伝
達
媒
体
の
多
一
様
化
（
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
）
・

㈲
一
次
情
報
の
提
供
方
法
の
変
化
１
（
学
内
的
に
は
禁
帯
の
厳
守
、
学
外
的
に
は

祁
互
利
用
↓
コ
ピ
ー
）
Ｉ
複
写
方
法
・
伝
達
の
変
革
（
た
と
え
ば
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
）
・

㈱
図
書
整
理
業
務
の
迅
速
化
ｌ
外
部
の
公
共
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
テ
ー
プ
か
ら
本

学
の
テ
ー
プ
ヘ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
（
個
々
の
図
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
同
一
の
図
書
に

つ
い
て
固
有
の
番
号
）
の
普
及
と
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
カ
バ
ー
率
の
増
大
と
に
よ

る
整
理
の
抜
本
的
迅
速
化
。

㈲
参
考
業
務
局
の
庁
『
①
ロ
。
①
乏
○
『
こ
の
質
と
量
の
改
善
。

㈹
閲
覧
業
務
（
貸
出
、
返
却
等
）
の
省
力
化
と
簡
便
化
。

㈱
会
計
業
務
（
契
約
、
支
払
等
）
、
予
算
管
理
（
執
行
状
況
の
把
握
等
）
の
迅
速

化
と
省
力
ｌ
全
学
会
計
業
務
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

/、I

(乙）

中
央
図
書
館
と
い
う
一
つ
の
施
設
内
に
図
書
等
を
開
架
で
配
置
す
る
と
共
に
、
利
用
形

態
と
し
て
は
閲
覧
室
等
の
可
能
な
施
設
を
付
置
し
て
、
直
接
の
利
用
を
す
す
め
て
い
る
。

こ
の
様
な
「
学
習
図
書
館
」
と
し
て
の
機
能
は
、
基
本
的
に
は
中
央
図
書
館
に
お
い
て
今

後
も
維
持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
様
な
機
能
の
無
原
則
な
分
散

化
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
「
学
部
図
書
館
構
想
」
か
ら
み
た
上
記
二
つ
の
側
面
の
第
一
、
す
な
わ
ち
図
書

等
の
性
格
は
、
後
で
述
べ
る
学
生
等
の
利
用
実
態
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
、

い
わ
ゆ
る
研
究
用
の
図
書
等
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
第
二
の
側
面
、
す
な
わ
ち
利
用
形
態

に
関
し
て
は
、
検
索
等
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
は
別
と
し
て
、
利
用
し
つ
つ
実
際
に
研
究
を

す
す
め
て
い
く
施
設
（
た
と
え
ば
閲
覧
室
、
討
論
室
等
）
を
、
図
吾
等
の
配
置
と
同
一
の

場
所
に
あ
る
い
は
隣
接
し
て
付
置
す
る
必
要
性
は
、
将
来
的
に
み
る
と
次
第
に
少
く
な
っ

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
情
報
の
多
様
化
と
そ
の
皿
の
増
加
傾
向
、
全

国
的
な
共
同
利
用
の
方
向
等
か
ら
み
て
、
情
報
の
流
通
形
態
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
し
、
利
用
形
態
に
つ
い
て
も
、
個
別
の
図
書
等
（
特
に
学
術
雑
誌
の
場
合
）
に
直

接
ふ
れ
得
る
機
会
は
少
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

実
は
教
員
、
院
生
、
学
部
学
生
全
般
に
か
か
わ
る
も
の
で
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
主
要
に

は
、
本
学
に
お
け
る
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

様
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
現
状
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
○

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
「
学
部
図
書
館
構
想
」
に
か
か
わ
る
今
後
の
検
討
に
際
し

て
は
、
本
学
に
お
け
る
情
報
（
セ
ン
タ
ー
的
）
機
能
の
進
展
を
考
慮
し
つ
つ
、
現
実
的
な

利
用
の
方
法
と
利
用
の
た
め
の
施
設
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
考
え
て
い
っ
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
際
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
第
二
修
学
館
構
想
の
な
か

で
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
は
、
現
施
設
条
件
の
な
か
で
の
当
面
の
現
実
的

な
利
用
方
法
に
限
っ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

考
慮
す
べ
き
事
項

当
面
の
利
用
方
法
の
検
討
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
学
生
の
利
用
実
態

け
い
わ
ゆ
る
研
究
図
書
等
の
内
容
と
内
容
に
応
じ
た
配
置
（
た
と
え
ば
、
中
央
図
諜
館

－372－
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；
・
一
．
●
一
記
低
項
：
す
な
わ
ち
一
学
部
学
生
共
研
」
に
（
・
一
い
て
ば
、
学
生
の
自
主
的
か
つ
集
団

的
学
習
の
場
と
し
て
、
最
低
限
必
要
な
基
本
図
書
を
備
え
、
そ
れ
以
上
に
つ
い
て
は
、
中

央
図
書
館
で
の
図
書
検
索
と
閲
覧
な
い
し
は
複
写
を
前
提
と
し
て
発
足
し
、
各
学
部
毎
の

主
と
し
て
学
生
側
の
自
主
的
運
営
と
管
理
に
（
学
部
に
よ
っ
て
は
図
書
の
受
入
、
記
帳
を

含
め
て
）
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
要
は
、
中
央
図
書
館
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
自
主

的
集
団
的
学
習
の
場
と
施
設
を
保
障
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
各
学
部
共
同
研
究
室
と
の
関
連
）

何
教
育
と
研
究
の
実
践
的
接
点
の
具
体
的
様
相
（
た
と
え
ば
、
各
学
部
、
学
科
専
攻
、

回
生
等
に
よ
る
相
違
、
教
員
、
院
生
、
学
部
学
生
の
相
違
が
あ
る
）

側
関
連
し
て
、
各
学
部
「
学
生
共
同
研
究
室
」
の
理
念
と
実
態

上
記
㈲
項
、
す
な
わ
ち
、
学
生
等
の
利
用
実
態
調
査
結
果
は
表
１
１
に
閲
覧
、
複
写
等

の
ル
ー
ル
の
現
状
と
共
に
示
し
た
。
依
頼
状
発
行
元
で
あ
る
図
書
館
側
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
学
部
学
生
の
利
用
者
は
約
八
○
％
ま
で
が
三
・
四
回
生
に
集
中
し
、
一
・
二
回
生
の

利
用
は
少
な
い
。
学
部
別
で
は
、
法
学
部
が
極
め
て
多
く
、
文
・
経
・
営
・
産
・
理
工
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
対
象
は
、
他
大
学
の
研
究
機
関
論
文
集
（
紀
要
の
類
）
が
八
○
％
を
占
め
、
以
下
、

教
科
と
関
連
す
る
専
門
雑
誌
一
五
％
、
年
鑑
・
白
書
・
専
門
書
五
％
で
あ
り
、
紀
要
等
で

中
央
図
書
館
に
欠
号
の
あ
る
も
の
（
過
去
の
分
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
で
収
書
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
）
の
利
用
が
比
較
的
多
い
。

文
学
部
の
文
献
資
料
室
は
、
文
学
部
の
各
専
攻
共
研
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
文
学
部
独

自
の
教
学
の
具
体
的
内
容
、
た
と
え
ば
研
究
入
門
に
始
ま
り
、
卒
業
論
文
に
至
る
理
念
と

歴
史
的
経
過
の
な
か
で
、
学
部
学
生
に
対
し
て
も
自
由
な
閲
覧
と
複
写
が
保
障
さ
れ
一
定

の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
文
学
部
が
専
攻
編
成
を
と
っ
て
お
り
、
社
会
系
学

部
と
く
ら
べ
て
異
な
る
条
件
下
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
同
様
の
事
情
は
理
工
学
部
に
も
あ

て
は
ま
り
、
別
表
に
現
わ
れ
て
い
る
図
書
館
を
通
し
た
利
用
数
の
他
に
、
収
蔵
雑
誌
の
性

格
か
ら
四
回
生
の
直
接
利
用
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
実
態
か
ら
み
て
も
、
学
部
、
学
科
、
専
攻
、
回
生
等
に
よ
っ
て
教
学
の

具
体
的
内
容
に
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
こ
と
は
当
面
の
利
用
方
法
を
検
討
す

る
際
に
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
員
一
学
部
共
同
研
空
室
と
の
関
連
」
に
つ
い
て

学
術
情
報
の
流
通
シ
ス
テ
ム
と
か
か
わ
っ
て
、
図
書
業
務
の
機
械
化
を
具
体
化
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
関
係
事
務
組
織
間
の
調
整
と
合
意
が
不
可
欠
で
あ
る
。

全
学
に
お
け
る
図
書
配
置
の
現
状
と
現
体
制
か
ら
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
調
整
を
は
か

る
組
織
に
つ
い
て
は
、
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

事
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
第
二
修
学
館
構
想
を
含
め
て
、
総
合
的
な
議
論
を
必

一
方
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
図
書
等
の
内
容
と
利
用
実
態
か
ら
み
る
と
、
「
学
部
共
研
等
」

の
収
蔵
図
書
と
「
学
生
共
研
」
の
そ
れ
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
学
部
図
書
館
構
想
」
は
、
教
育
と
研
究
の
実
践
的
接
点
と
し
て
、

現
「
学
生
共
研
」
と
は
異
な
る
位
置
づ
け
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
当
面
の
方
向
に
つ
い
て

学
部
学
生
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
学
部
・
学
科
・
専
攻
・
回
生
等
に
よ
り
異
な
る

教
学
実
態
と
利
用
実
態
が
あ
る
の
で
、
当
面
の
措
置
と
し
て
も
、
全
学
一
律
の
形
態
を
と

る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
当
面
つ
ぎ
の

よ
う
な
措
置
を
強
化
或
は
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
学
部
学
生
が
必
要
と
し
、
自
由
な
閲
覧
に
供
す
べ
き
「
単
行
書
」
類
は
、
文

学
部
を
除
い
て
基
本
的
に
は
「
学
習
図
書
館
」
と
し
て
の
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
複
本

等
の
措
置
を
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
し
つ
つ
、
一
元
的
に
収
蔵
し
利
用
に
供
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

第
二
に
、
教
育
と
研
究
の
接
点
に
存
在
す
る
学
術
雑
誌
等
の
「
逐
次
刊
行
物
」
に
つ
い

て
は
、
そ
の
内
容
・
程
度
が
様
々
で
あ
る
が
、
学
部
学
生
の
自
由
な
閲
覧
を
推
奨
で
き
る

一
般
的
な
学
会
誌
等
は
、
従
来
通
り
中
央
図
書
館
に
備
え
利
用
に
供
す
る
。

第
三
に
、
「
紀
要
」
等
の
中
央
図
書
館
等
で
過
年
度
に
わ
た
っ
て
収
集
す
る
こ
と
の
不

可
能
な
も
の
や
、
必
ず
し
も
自
由
な
検
索
を
必
要
と
し
な
い
特
殊
な
研
究
論
文
等
に
つ
い

て
は
「
学
部
共
同
研
究
室
」
等
に
配
置
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
各
学
部
毎
に
そ
の

教
学
実
態
と
利
用
実
態
を
ふ
ま
え
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
流
通
面
の
強
化
に
伴
う
管
理
体
制
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

方
今
い
◎
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要
と
す
る
が
こ
こ
で
は
図
書
業
務
に
か
か
わ
る
点
の
み
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
一
は

じ
め
に
、
図
書
等
の
配
置
の
現
状
を
考
察
し
て
、
検
討
の
基
本
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
次

に
関
係
事
務
組
織
の
現
状
を
述
べ
た
上
、
当
面
の
問
題
提
起
を
行
う
に
と
ど
め
た
い
。

な
お
、
機
械
化
を
具
体
化
す
る
た
め
の
実
務
レ
ベ
ル
で
の
当
面
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

「
図
書
業
務
機
械
化
計
画
委
員
会
」
か
ら
一
定
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。

⑪
図
書
等
の
配
置
に
つ
い
て

学
内
に
お
け
る
図
杏
等
の
配
置
の
現
状
は
表
１
２
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
体
制
全
般
に
か
か
わ
っ
て
は
、
「
研
究
事
務
体
制
」
と
「
図
書
等
」
の
全
般
的
か

つ
総
合
的
な
把
握
と
政
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
単
に
「
図
書
館
の

あ
り
方
」
と
の
関
連
だ
け
で
み
る
こ
と
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
図
書
等
」
は
、
人
文
℃
社
会
系
で
は
理
工
系
の
「
実
験
設
備
」
に

も
等
し
く
、
図
書
が
利
用
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

有
効
な
利
用
を
第
一
と
し
て
図
書
等
の
「
配
置
」
を
最
優
先
に
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な

こ
の
こ
と
は
、
図
書
等
の
利
用
を
支
え
る
事
務
体
制
を
考
え
る
場
合
に
お
い
て
も
思
考

の
順
序
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
は
「
図
書
等
」
の
配
置
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
学
の
歴
史
的
発
展
の
経
過
も
事
実
、
そ
の
よ
う
に
進
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

「
利
用
」
を
前
提
と
し
た
図
書
等
の
「
配
置
」
を
考
え
る
場
合
、
基
本
的
に
は
共
同
利
用

を
考
慮
し
た
上
で
利
用
度
の
多
い
と
こ
ろ
で
集
約
し
、
配
置
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

別
表
で
見
る
集
約
の
現
状
は
上
述
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
の
帰
結
と
も
考
え
ら
れ
、
配
置

の
現
状
は
概
ね
肯
定
で
き
る
も
の
と
し
た
上
で
、
利
用
の
た
め
に
必
要
な
「
管
理
・
運
営
」

の
組
織
・
体
制
を
つ
け
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

（
配
置
面
で
の
一
定
の
分
散
化
は
、
機
械
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連
繋

を
は
か
る
も
の
と
す
る
。
）

②
事
務
組
織
に
つ
い
て

図
書
等
の
配
置
さ
れ
て
い
る
「
各
学
部
共
同
研
究
室
等
」
の
現
状
は
図
１
１
に
示
す
通

り
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
図
書
配
置
の
現
状
を
概
ね
肯
定
し
た
上
で
、
図
書
等
の
流
通
す
な

わ
ち
全
学
的
な
共
有
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か
を
考
え
る
場
合
、
所
蔵
・
所
在
情
報
等

い
張
亨
つ
直
７
か
。

図
書
業
務
を
含
む
研
究
事
務
体
制
の
全
般
的
な
、
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ｊ
ジ
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
参
考
と
し
て
図
１
２
に
概
略
の
試
案
を
示
し
て
お
く
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
試
案
は
教
育
と
研
究
の
分
離
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現

状
で
は
分
散
化
し
て
い
る
研
究
事
務
の
全
学
的
総
合
的
把
握
を
可
能
に
す
る
た
め
の
一
案
で

あ
り
、
全
学
的
な
教
育
と
研
究
の
接
点
を
明
確
に
し
、
教
育
と
研
究
の
実
践
的
統
一
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

広
い
意
味
で
の
「
図
書
館
の
あ
り
方
」
は
、
全
学
的
な
研
究
体
制
の
あ
り
方
に
も
深
く
関

与
し
て
い
る
の
で
、
問
題
提
起
の
た
め
の
一
助
と
し
て
提
示
す
る
。

な
お
、
一
応
考
慮
さ
れ
た
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
教
学
部
の
な
か
に
全
学
の
研
究
事
務
の
相
互
調
整
を
は
か
り
う
る
担
当
課
を
お
く
。

佃
人
文
科
学
研
究
所
は
、
学
部
単
位
の
研
究
面
を
主
要
に
担
当
す
る
と
こ
ろ
の
学
部
共
同

研
究
室
と
は
別
個
に
考
え
る
。

㈲
理
工
学
研
究
所
に
つ
い
て
も
上
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
、
ま
だ
固
有

の
事
務
体
制
を
も
た
な
い
理
工
学
研
究
所
の
事
務
組
織
を
全
学
の
独
立
機
関
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
学
部
共
同
図
書
室
お
よ
び
各
科
図
書
室
の
事
務
所
管
に
つ
い
て

〔
付
〕
図
書
業
務
を
含
む
研
究
事
務
体
制
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

に
つ
い
て
は
、
機
械
化
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
方

向
を
含
め
て
、
関
係
す
る
機
関
や
事
務
組
織
の
合
意
を
得
て
い
く
た
め
の
組
織
は
別
図
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
現
状
で
は
非
常
に
不
十
分
で
あ
る
（
無
い
と
言
っ
て
も
よ
い
）
・

中
央
図
書
館
を
中
心
と
し
て
、
社
会
系
四
学
部
の
学
部
共
同
研
究
室
、
文
学
部
の
文
献

資
料
室
、
理
工
学
部
の
共
同
図
書
室
、
人
文
科
学
研
究
所
、
理
工
学
研
究
所
等
の
間
の
相

互
調
整
を
、
計
算
機
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
つ
つ
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

全
学
の
研
究
事
務
は
、
例
え
ば
教
学
部
の
な
か
に
研
究
庶
務
課
（
仮
称
）
の
如
き
も
の

を
設
置
し
て
、
相
互
調
整
に
当
る
と
し
て
も
、
下
部
組
織
と
し
て
は
、
分
散
し
て
い
る
組

織
の
一
定
部
分
を
ま
と
め
て
い
く
よ
う
な
体
制
、
例
え
ば
社
会
系
四
学
部
の
学
部
共
同
研

究
室
を
例
と
す
る
な
ら
ば
、
研
究
活
動
自
体
に
お
け
る
各
学
部
の
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、

事
務
機
構
面
で
の
総
合
化
を
は
か
る
組
織
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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(表-1)学内研究機関への「資料閲覧依頼状」発行件数

は
、
当
面
理
工
学
研
究
所
と
す
る
。

㈹
外
国
語
科
連
絡
協
議
会
、
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
、
保
健
・
体
育

教
室
は
全
学
に
ま
た
が
り
、
研
究
面
と
と
も
に
教
育
面
の
比
重
も
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、

教
育
面
で
は
、
何
ら
か
の
形
で
教
学
部
と
の
連
繋
を
保
つ
必
要
が
あ
り
、
他
方
、
研
究
用

図
書
の
面
で
は
、
修
学
館
総
合
事
務
室
体
制
と
の
連
繋
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。

㈲
現
在
の
基
礎
文
献
資
料
室
は
、
当
面
人
文
科
学
研
究
所
の
所
管
と
さ
れ
て
い
る
が
、
所

1，．1／n／nq陣寿壁垂寸

'80年度2～4月は移転のため中止。

'81年4月より、社会系4学部の1975年度までの製本雑誌は原則的に人文研所管（当面）
の「学部共同書庫」へ移管されたが、法学部については、未移符。

（閲覧・複写等のルールの現状）

(1)社会系4学部共研と人文研

院生一利用証による閲覧、キャッシュカードあるいは現金による複写費用の支払い（私岱あ
るいは院生共研補助街)。

学生一図！IF館発行の「依頼状」による閲覧と複写（支払は私甜あるいは小柴|､ヨクラス援助曲）

(2)文学部文献資料室

院生・学生一共に閲覧・複写自｢Il(支払は私役あるいは小柴剛クラス援助役）

(3)理工共同図諜宅

院/主一閲覧自由、複写は指導教典の許可を要す（実験実習澱等公饗支払のため)。

学生一閲覧は教職典の指導のある場合、複写は脂導教典の許可を甥す（支払聯は上に111じ)。
蔵
図
書
等
の
内
容
・
か
ら
み
て
社
会
科
学
系
四
学
部
共
同
研
究
室
の
グ
ル
ー
プ
へ
所
属
さ

せ
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

施
設
面
で
は
、
第
二
修
学
館
構
想
の
内
容
と
関
連
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

㈹
図
書
館
委
員
会
は
、
全
学
的
な
図
書
政
策
を
確
立
し
、
併
せ
て
「
情
報
」
流
通
に
か
か

わ
る
具
体
的
方
策
の
策
定
に
つ
い
て
も
基
本
的
責
任
を
負
う
中
心
機
関
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

－375－
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81の見込みは～500
一

文学部以外の学生の利用件数

'81は､基礎文献資料室（学部
共同将庫）のデータ
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(表－2）図書等配置の現状(1981.11.1

部落問題研究室

他に、各学部「学生共研」（文は「専攻共研」）あり。

〔出所〕長計事務局（総務課）調べ

－376－

人文科学研究可
書障

人文研地下書膝

基礎文献資料室

学部共同書回
(社会系4学部
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得
舜
睦
Ｂ

鴬

＃
人文母
と同室

所管卜

人文研

人文研

(当面）

人文牙

一旗一蔵図書畷等’
単行書

共同研究会
辞典、部落問題

一般

年報・年鑑・統
計等一

暫定的に／
法学部図書
のみ／

＝

〆

(人文研書庫）

逐次干

1976年以後の雑誌

(1975年以前の製本雑誌
は学部共同書庫へ

二三＜」
1975年以前の製本雑誌
法については、1945
以前の洋、1975以前
の限定和雑誌

行牡

宇
部
共
研
室

文学音
文献資料言

外国島
連絡協議全

一般教育センジ

…程センター

法学音

経済学音

経営学音

産業社会
学音

露

4F

2F

3F

②
3 F

鱈
外連制
と同雪

円

各学部

事務室

教務調

保健体育教冒
図書目 鼎 体育調 〔

，8･･1K

体 育 語
脈

理工学研究月

理工学筈
共同研書目

2号

2F

目
ご
Ｆ
ユ

２
１

学召

事務室

学割
事務室

〆
も

未製本新着雑誌
(理工研分のみ

研究論文誌（含：珪
（除:数学･物理(最近
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化 学教室
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教亘
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ヨ
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教

地学・生1
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》
Ｆ
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７
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Ｆ

７
４

目
》
Ｆ
１

６
５

呂
言
山

４
２

階
目
黒
山

６
２

7号

2 F

信
号
山

２
１

資料
(中川会能

中；

3 F

一儲興零症3
○

学部
トル

共同書庫収蔵外の全タ毎
11

後の雑誌

○

〔

○

￥1，江分一

一

一一 一 一
一

留薯
外連協

教務語

留野

○

(最近5年分:理論物理関係）

未製本新着雑誌

(各教室分

購 入 中 止

図書業葱

(受入等；

人文研

事務室
『｡■．

／
(人文研：

各学|割

（共研）

事務室

備 考

年報類の受入を検討中

学
部
事
務
室
（
「
研
究
庶
務
」
担
当
者
）

理工研としての事務体制はな
い◎

理工事務室の「研究庶務」担
当者兼溜
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七
一
三
厚
生
政
策
（
生
協
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
含
む
）
に
つ
じ
て

ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
追
五
〕
☆

え
一
ｔ
め
に

本
年
度
の
長
期
計
画
委
員
会
に
対
す
る
総
長
の
諮
問
事
項
の
う
ち
、
本
学
に
お
け
る
学
生

・
教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
（
生
協
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
含
む
）
に
つ
い
て
検
討

を
行
な
い
、
そ
の
ま
と
め
を
行
な
っ
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。

本
報
告
の
内
容
は
、

Ｉ
学
生
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
に
つ
い
て

Ⅱ
教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
に
つ
い
て

Ⅲ
本
学
に
お
け
る
生
活
協
同
組
合
の
位
置
づ
け
と
役
割
に
つ
い
て

で
あ
る
。

な
お
、
学
園
に
お
け
る
厚
生
政
策
を
と
ら
え
る
場
合
に
は
、
ひ
ろ
く
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
対
す
る
施
策
も
含
み
、
相
互
に
連
関
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
学
生
を
中
心
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て
は
別
途
に
ま
と
め
て
答
申
と
し
て
い
る
。

１
．
と
り
く
み
の
経
過

本
学
に
お
け
る
厚
生
問
題
の
と
り
く
み
は
、
以
前
に
は
学
生
実
態
に
十
分
に
そ
く
し
た
総

合
的
・
系
統
的
政
策
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
学
生
か
ら
出
さ
れ
て
く
る
要
求
に
対
し
て

の
対
応
と
い
う
か
た
ち
で
断
片
的
な
具
体
的
施
策
が
と
ら
れ
た
場
合
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
来
、
厚
生
問
題
の
総
合
的
・
系
統
的
な
充
実
が
全
学
的
に
も
重
視
さ

れ
、
学
園
民
主
化
の
と
り
く
み
の
中
で
、
他
大
学
に
は
み
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
充
実
さ
れ

て
き
た
。

学
生
部
厚
生
課
新
設
（
一
九
七
三
年
，
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
新
設
二
九
七
六
年
）
、
学
寮

Ｉ
学
生
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
に
つ
い
て

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
二
一
二
八
○
三
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

の
統
廃
合
お
よ
び
充
実
（
一
九
七
七
年
）
、
セ
ミ
ナ
ー
・
火
ウ
ス
増
設
二
九
七
五
年
）

学
生
会
館
第
二
期
工
事
完
成
（
一
九
七
八
年
）
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一
般
開
放
、
身
体
障
害

者
関
係
施
設
・
設
備
の
充
実
、
生
活
協
同
組
合
の
食
堂
部
を
中
心
と
し
た
購
売
部
・
書
籍
部

施
設
の
充
実
、
立
命
館
大
学
大
学
院
奨
学
金
制
度
新
設
二
九
七
○
年
）
、
立
命
館
大
学
学

資
貸
与
制
度
改
正
（
一
九
七
九
年
）
、
生
活
援
助
基
金
制
度
改
正
（
一
九
八
○
年
）
、
全
面

的
な
学
生
実
態
調
査
の
開
始
、
な
ど
の
基
本
的
な
政
策
が
次
々
と
と
ら
れ
て
き
た
。

２
厚
生
政
策
の
性
格

大
学
に
お
け
る
厚
生
政
策
は
、
学
生
生
活
に
必
要
な
健
康
面
、
生
活
面
、
経
済
面
の
諸
条

件
に
か
ん
し
て
、
一
定
水
準
の
も
の
を
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
課
や
自
主
的
諸
活
動
な

ど
が
正
常
に
営
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
た
ん
に
経
済
的
困
窮
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
な
学
生
層
を
も
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
的
・
集
団
的
学
生
を
対
象
と
す
る
も
の
と
、
個
人
学

生
を
対
象
と
す
る
も
の
に
二
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
後
者

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
の
基
本
的
な
保
障
は
、
も
と
も
と
大
学
の
外
の
社
会
的
政
策
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
十
分
に
果
さ
れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
。

寺
、

従
っ
て
、
国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
て
保
障
を
要
求
し
て
い
き
な
が
ら
、
当
面
、
自
ら
力

厚
生
的
諸
条
件
を
維
持
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
個
人
的
あ
る
い
は
集
団
的
努
力
に
基
本
を
お

き
つ
つ
も
、
大
学
が
援
助
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

外
部
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
蓋
こ
れ
ら
の
組
織
と
協
力
関
係
を
さ
ら
に
強
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

援
助
の
水
準
は
本
学
構
成
員
全
体
の
理
解
と
支
持
が
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
又
、
社
会
的
諸
条
件
の
変
化
と
、
援
助
の
客
体
で
あ
る
学
生
実
態
の
正
確
な
把
握
と
、

そ
の
変
化
に
対
応
し
た
総
合
的
・
系
統
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
述
べ
る
厚
生
政
策
の
基
本
的
な
性
格
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
今
後
、
具
体
的
施

策
を
お
こ
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
よ
り
一
層
の
整
理
と
ほ
り
さ
げ
が
な
さ
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

つ
つ
も
、
大
学
が
援
助
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
て
保
障
を
要
求
す
る
場
合
、
他
大
学
や
私
立
大
学
連
盟
な
ど
の

－378－
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３
到
達
点
と
課
題

⑩
学
生
実
態
調
査

一
九
七
五
年
頃
よ
り
、
全
学
的
な
学
生
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

関
連
部
課
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
学
生
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
な
り
に
個
別
的

な
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
①
こ
れ
ら
を
全
学
的
、
総
合
的
、
系
統
的
な
政
策

に
む
す
び
つ
け
る
と
い
う
点
で
必
ず
し
も
ま
だ
十
分
で
な
く
、
と
く
に
経
済
生
活
実
態
と

教
学
実
態
と
を
結
び
つ
け
て
総
合
的
に
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
全
体
の
傾
向
を
知
る
調
査
で
あ
る
と
い
う
限
界
性
が
あ
り
、
援
助
を
必
要
と
す
る
具
体

的
・
個
別
的
な
学
生
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
、
な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
全
学
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
委
員
会
の
設
置
、
事
務
局
と
し
て

の
教
務
課
の
体
制
強
化
な
ど
の
改
善
が
と
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
全
学
的
課

題
と
し
て
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

③
健
康
管
理

定
期
健
康
診
断
の
完
全
受
診
の
必
要
性
が
全
学
的
に
確
認
さ
れ
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
立
場
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
そ
の
た
め
の
施
策
が
と
ら
れ
急
速
に
受
診
率
が

向
上
し
つ
つ
あ
る
。

身
体
疾
患
学
生
は
、
こ
こ
数
年
来
、
全
学
生
の
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
約
六
○
○
名
）
を

占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
追
跡
検
診
、
指
導
お
よ
び
関
連
部
課
相
互
間
の
連
絡

を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

健
康
管
理
の
啓
蒙
、
保
健
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
保
健
セ
ン
タ
ー
委
員
会
の

機
能
に
加
え
て
、
全
学
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
全
学
的
に
検
討
し
て
い
く
体
制
の
確
立
が

必
要
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
年
、
修
学
上
の
相
談
、
進
路
上
の
相
談
、
対
人
関
係
相
談
、
健
康
相
談
（
精
神
衛
生

相
談
を
含
む
）
な
ど
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
生
の
相
談
に
応
じ
、
指
導

援
助
す
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
学
生
相
談
室
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要

ま
た
、
厚
生
政
策
を
も
っ
と
広
い
学
生
の
文
化
的
諸
要
求
に
こ
た
え
て
い
く
政
策
全
体
と

の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
と
ら
え
な
お
し
て
ゆ
く
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

の
迷
惑
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
学
内
各
構
成
言
牛
…
卜
に
よ
る
協
議
機
関
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

又
、
正
課
中
ま
た
は
課
外
活
動
中
の
事
故
に
つ
い
て
、
大
学
の
責
任
範
囲
と
そ
の
補
償

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
傷
害
保
険
や

責
任
保
険
の
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
事
故
が
同
時
に
多
発
し
た
場
合
な
ど
の
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
、
キ

ャ
ン
パ
ス
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
救
急

援
助
体
制
を
明
ら
か
に
し
、
緊
急
時
に
備
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
の
学
生
・
教
職
員
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
故
に
つ
い
て
、
総
合
的

に
把
握
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
分
析
し
安
全
対
策
を
た
て
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

課
外
活
動
‐
中
の
事
故
防
止
と
救
急
対
策
の
た
め
、
学
生
・
教
職
員
を
対
象
に
い
く
つ
か

の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
救
急
法
講
習
会
を
行
な
う
こ
と
も
今
後
の
検
討
に
あ

た
い
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

側
経
済
援
助

経
済
援
助
の
基
本
は
、
一
定
の
金
額
が
恒
常
的
に
貸
与
ま
た
は
給
付
さ
れ
る
奨
学
金
制

度
の
利
用
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
日
本
育
英
会
奨
学
金
、
地
方
自
治
体
奨
学
金
、
そ
の
他
団
体
奨
学
金
の
利

用
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
奨
学
金
制
度
を
補
う
も
の
と
し
て
、
第
二
次
的
に
立
命
館

大
学
学
資
貸
与
、
立
命
館
大
学
新
入
生
学
資
貸
与
、
立
命
館
大
学
大
学
院
奨
学
金
、
生
活

援
助
基
金
な
ど
の
学
内
奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
さ
ら
に
第
三
次
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
斡
旋
、

下
宿
斡
旋
、
学
寮
や
生
活
協
同
組
合
の
利
用
な
ど
が
あ
る
。

①
日
本
育
英
会
奨
学
金

本
学
で
は
数
年
来
か
ら
、
積
極
的
に
奨
学
生
の
増
員
、
奨
学
金
の
増
額
要
求
運
動
を

展
開
し
て
き
た
。
と
く
に
他
大
学
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
補
充
・
応
急
・
災
害
採
用

に
力
を
そ
そ
い
で
き
た
。
こ
の
た
め
奨
学
生
数
は
全
国
私
立
大
学
の
ベ
ス
ト
三
に
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
努
力
を
さ
ら
に
継
続
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

3
禿
、
坐
の
プ
つ
》
フ
。

安
全
対
策

学
生
・
教
職
員
お
よ
び
地
域
住
民
の
安
全
を
守
り
、
学
内
外
の
騒
音
・
通
行
妨
害
な
ど
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同
時
に
、
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
一
次
答
申
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
㈹
有
利
子
化
、

㈲
返
還
免
除
制
度
廃
止
、
㈲
返
還
期
間
短
縮
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
今
後
の

奨
学
金
制
度
の
在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
注
目
を
払
い
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

②
学
内
奨
学
金

教
育
の
機
会
均
等
を
尊
重
す
る
本
学
の
立
場
か
ら
、
他
大
学
に
先
が
け
て
一
九
八
○

年
よ
り
立
命
館
大
学
新
入
生
学
資
貸
与
制
度
を
設
け
た
。

他
大
学
の
学
内
奨
学
金
制
度
を
み
る
と
、
給
付
と
貸
与
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
最
近
の
動
向
と
し
て
は
、
㈹
給
付
の
廃
止
、
㈲
日
本
育
英
会
に
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
適
格
者
の
救
済
、
に
向
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
学
の
学
資
貸
与
を
中
心
と
す
る
現
行
の
学
内
奨
学
金
制
度
は
、
実
質
的
に
他
大
学

が
目
指
し
つ
つ
あ
る
方
向
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

③
ア
ル
バ
イ
ト

ア
ル
バ
イ
ト
就
労
者
の
う
ち
、
学
費
・
生
活
費
不
足
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
者
は
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
私
立
大
学
連
盟
調
査
で
は
平
均
約
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
占
め
て
い
る
。

学
賀
・
生
活
費
を
得
る
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
就
労
と
そ
れ
以
外
の
目
的
の
た
め
の
就

労
に
つ
い
て
は
、
前
者
に
一
定
の
優
先
斡
旋
の
制
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
検

討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

又
、
ア
ル
バ
イ
ト
就
労
実
態
と
教
学
実
態
（
例
え
ば
、
単
位
取
得
お
よ
び
出
席
状
況
）

の
関
連
に
つ
い
て
各
学
部
と
協
力
し
な
が
ら
追
跡
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
ぁ

プ
ハ
ご
旬
ノ
Ｏ

④
下
宿
・
学
寮

京
都
市
内
に
お
け
る
下
宿
提
供
は
最
近
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
部
屋
代
等
は
横

ぱ
い
状
態
で
あ
る
。

学
生
の
下
宿
に
対
す
る
要
求
は
、
舵
四
・
五
帖
か
ら
六
帖
へ
、
口
合
部
屋
か
ら
個
室

へ
、
例
間
借
り
か
ら
ア
パ
ー
ト
へ
、
㈲
自
炊
設
備
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
㈱
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
の
近
く
へ
、
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
生
要
求
と
の
関
連
で
、
学
寮
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加

４
｜
厚
生
政
策
の
い
（
曇
》
そ
う
の
前
進
の
た
め
に

本
学
に
お
け
る
厚
生
政
策
を
な
お
い
っ
そ
う
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
学
諸
機
関
の
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
学
内
各
構
成
パ
ー
ト
と
の
横
に
つ
な
ぐ
全
学
の
主
体
的

な
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

え
る
こ
と
が
必
要
と
な
（
参
－
て
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ｃ

年
々
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
に
下
宿
が
集
中
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
が
自
転
車
、

バ
イ
ク
通
学
の
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

⑤
身
体
障
害
者
問
題

身
体
障
害
学
生
の
受
入
条
件
に
つ
い
て
の
大
学
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
早
期
に

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
学
で
は
民
主
化
運
動
の
な
か
で
基
本
的
な
施
設
・
設
備
は
他
大
学
に
比
べ
て
充
実
さ

れ
て
き
て
い
る
。
近
年
、
手
話
通
訳
と
リ
ー
デ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
制
度
と
し
て
保
障
せ

よ
と
の
要
求
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
教
学
条
件
の
保
障
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

基
本
的
な
施
設
・
設
備
を
公
鋭
助
成
と
し
て
要
求
す
る
た
め
、
基
本
的
な
施
設
・
設
備

の
特
定
に
つ
い
て
、
大
学
間
の
共
通
見
解
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
る
。

身
体
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
、
土
曜
維
座
・
満
演
会
・
研
究
会
を
お
こ
な
い
地
域
住
民

に
も
公
開
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑥
そ
の
他

学
生
健
康
保
険
組
合
に
つ
い
て
は
、
他
大
学
が
必
要
性
を
感
じ
て
設
立
し
た
頃
と
、
現

在
は
、
社
会
的
背
景
が
か
な
り
異
っ
て
お
り
、
設
立
の
可
否
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

山
の
家
、
海
の
家
（
設
置
し
て
い
る
大
学
の
ほ
と
ん
ど
が
、
学
生
健
康
保
険
組
合
が
設

置
し
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
設
置
し
て
い
る
他
大
学
の
利
用
実
態
と
そ
の
有
効

性
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
部
学
生
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
諸
施
策
を
よ
り
積
極
的
に
す
す
め
る
と
と
も

に
、
勤
労
学
生
の
実
態
に
具
体
的
に
対
応
し
た
施
策
（
例
え
ば
、
八
一
年
度
に
行
な
っ
た

「
働
く
者
の
手
引
き
」
な
ど
）
が
今
後
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
。
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副
…
本
学
に
お
け
る
教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
諸
施
策
の
概
要
と
現
状

教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
全
般
の
厚
生
諸
施
策
の
状
況
に

大
き
く
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
学
に
お
け
る
場
合
に
は
学
園
と
い
う
社
会
的

な
条
件
、
教
職
員
の
研
究
、
教
育
、
労
働
等
の
条
件
、
さ
ら
に
は
、
本
学
の
も
つ
経
済
的
、

物
的
条
件
等
と
深
く
か
か
わ
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
園
の
歴
史
的
な
発
展
過
程
と
照
応
し
つ
つ
、
ま
た
、
こ
の
間
の

社
会
的
な
種
々
の
保
障
制
度
の
変
化
や
、
教
職
員
の
要
求
に
対
応
し
て
今
日
で
は
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
一
定
の
厚
生
政
策
が
保
た
れ
て
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学
が
戦
後
、
平
和
と
民
主
主
義
の
理
念
に
も
と
づ
く
教
学
の
発
展

・
充
実
を
す
す
め
て
き
て
い
る
な
か
で
、
教
職
員
を
対
象
と
す
る
こ
れ
ら
の
厚
生
諸
施
策
の

充
実
が
相
対
的
に
お
く
れ
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
本
学

の
こ
れ
ら
の
厚
生
諸
施
策
が
学
園
の
き
び
し
い
諸
条
件
の
下
で
の
制
約
を
受
け
つ
つ
漸
進
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
的
過
程
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
学
園
政
策
の
一
環

と
し
て
樹
立
し
て
す
す
め
る
こ
と
を
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
最
大
の
要
因
が
あ
ろ
う
。

本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
認
識
の
う
え
に
た
っ
て
、
諮
問
に
求
め
ら
れ

て
い
る
わ
が
学
園
の
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
発
展
を
す
す
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
厚
生

政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
検
討
を
す
す
め
て
き
た
が
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、

と
く
に
教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
は
、
わ
が
国
全
般
の
社
会
保
障
・
厚
生
諸
制
度
と

の
か
か
わ
り
や
、
ま
た
、
学
内
的
に
も
賃
金
政
策
、
人
事
政
策
、
労
働
条
件
等
と
も
深
く
か

か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
、

こ
こ
で
は
現
状
に
つ
い
て
の
一
定
の
整
理
と
、
今
後
の
検
討
す
べ
き
課
題
を
あ
げ
る
に
と
ど

め
、
以
降
の
検
討
に
つ
な
ぎ
た
い
。

Ⅱ
教
職
員
を
対
象
と
す
る
厚
生
政
策
に
つ
い
て

そ
の
た
め
の
一
環
と
し
て
各
構
成
￥
ハ
ー
ト
（
一
・
二
部
学
友
会
、
院
生
協
議
会
、
教
職

員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
）
の
代
表
と
、
関
連
部
課
（
学
生
部
、
総
務
部
、
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
）
に
よ
る
連
絡
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

/の.：

{ムタ

本
学
の
教
職
員
を
対
象
に
と
り
く
ま
れ
て
き
た
厚
生
諸
施
策
は
、
主
と
し
て
福
利
厚
生
を

中
心
と
し
て
、
そ
の
内
容
は
「
法
定
福
利
厚
生
」
、
「
法
定
外
福
利
厚
生
」
に
大
別
さ
れ
実

施
さ
れ
て
き
た
。

⑩
法
定
福
利
厚
生
の
現
状

一
般
に
、
法
定
福
利
厚
生
と
は
．
各
企
業
が
法
律
に
よ
っ
て
実
施
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
制
度
（
①
健
康
保
険
、
②
年
金
制
度
、
③
雇
用
保
険
、
④
労
災
保
障
制
度
、
⑤
児
童

手
当
、
⑥
身
体
障
害
者
雇
用
等
）
で
あ
る
が
、
本
学
で
は
、
一
九
七
四
年
の
私
学
共
済
加

入
を
機
に
こ
れ
ら
の
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
て
、
今
日
で
は
一
般
に
比
し
て
、
ま
た
各
大
学

に
比
し
て
遜
色
な
い
水
準
に
到
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

法
定
外
福
利
厚
生
の
概
要
と
現
状
、
問
題
点

法
定
外
福
利
厚
生
と
は
、
各
企
業
が
独
自
に
、
任
意
あ
る
い
は
労
働
者
と
の
協
議
に
も

と
づ
い
て
制
度
化
し
て
い
る
厚
生
事
業
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

本
学
に
お
け
る
も
の
は
、

ａ
・
教
職
員
の
厚
生
活
動
に
対
す
る
施
設
・
設
備

ｂ
・
教
職
員
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
、
／
活
動
に
対
す
る
援
助

Ｃ
・
教
職
員
の
健
康
管
理

ｄ
・
住
宅
資
金
貸
付
制
度

が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

①
教
職
員
の
厚
生
活
動
に
対
す
る
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
施
設
・
設
備
と
し
て
、
㈹
白
雲
荘
、
㈲
衣
笠
教
職
員
会

議
室
、
例
休
憩
室
、
伺
校
宅
（
主
と
し
て
新
任
教
員
の
赴
任
に
か
か
わ
る
暫
定
住
宅
）

が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
白
雲
荘
」
は
研
究
会
、
会
議
、
娯
楽
、
宿
泊
利
用
を
ふ
く
め

て
、
教
職
員
、
校
友
、
院
生
な
ど
年
間
延
三
、
○
○
○
名
（
う
ち
宿
泊
は
三
五
○
名
）

の
利
用
が
あ
り
、
一
定
の
成
果
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
そ
の
も
の
が
老
朽
化
し

て
き
て
い
る
の
と
、
今
後
の
す
う
勢
を
考
え
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
規
模
的
に
も
、
ま
た

内
容
的
に
も
充
実
さ
れ
た
こ
の
種
の
施
設
・
設
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
（
末
川
会
館

の
建
設
計
画
と
も
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
。

｜
｜
荻
笠
裁
許
魁
．
雷
員
会
議
室
」
は
そ
の
立
地
条
件
や
セ
ル
フ
・
サ
‐
ｉ
ビ
ス
制
と
も
関
係

し
て
利
用
者
は
少
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
利
用
実
態
は
、
厚
生
と
い
う
側
面
か
ら
の
も

一
衣
笠
教
職
員
会
議
室
」
は
、
そ
の
立
地
条
件
や
セ
ル
「
ノ
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の
よ
り
、
公
的
な
利
用
（
職
場
研
修
会
等
）
も
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

「
教
職
員
休
憩
室
」
は
施
設
上
の
制
約
か
ら
、
現
在
で
は
教
職
員
組
合
施
設
に
隣
接

し
て
一
室
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
設
置
条
件
等
か
ら
必
ず
し
も
全
学
教
職
員
の

日
常
的
な
利
用
に
充
分
で
な
い
。
教
職
員
の
休
憩
や
懇
談
の
場
の
設
定
は
、
そ
の
業
務

の
日
常
性
に
密
接
し
な
け
れ
ば
実
効
あ
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
意
味
で
は

各
職
場
や
研
究
施
設
条
件
の
な
か
で
そ
の
設
備
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
他
「
校
宅
」
等
の
現
状
は
、
い
わ
ば
遊
休
設
備
の
暫
定
利
用
の
域
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
今
後
の
「
教
職
員
住
宅
」
制
度
と
も
併
せ
、
そ
の
あ
り
方
論
も
ふ
く
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
教
職
員
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
対
す
る
援
助
に
つ
い
て

現
在
ま
で
と
り
く
ま
れ
て
き
た
主
な
内
容
は
、
主
と
し
て
、
㈹
契
約
保
養
所
の
設
置

（
全
国
一
四
ヶ
所
）
、
㈲
「
海
の
家
」
の
開
設
、
㈲
教
職
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、

を
行
な
い
、
ま
た
、
学
内
に
お
け
る
運
動
施
設
の
確
保
、
用
具
類
の
貸
出
し
等
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
実
態
は
、
契
約
保
養
所
に
つ
い
て
は
家
族
を
ふ
く
め
て
年
間
五
二
○

名
、
「
海
の
家
」
の
利
用
者
数
約
五
六
○
名
、
教
職
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
も
参

加
条
件
の
保
障
に
よ
っ
て
大
多
数
（
と
く
に
事
務
職
員
を
中
心
と
し
て
）
の
参
加
を
み

て
き
て
い
る
。

ま
た
、
日
常
的
な
教
職
員
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
学
内
施
設
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
全
学
の
理
解
の
も
と
で
、
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
、
卓
球
等
一
定
の
確
保
が
実

現
さ
れ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
全
学
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
健
康
管
理
政
策
と
も
関
連
さ
せ

た
施
策
と
し
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

③
教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

教
職
員
の
健
康
管
理
施
策
の
現
状
は
、
牝
定
期
検
診
（
春
秋
年
二
回
）
、
。
随
時
の

健
康
相
談
、
㈲
保
健
薬
等
の
供
給
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
定
期
検
診
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
の
受
診
率
は
六
四
％
（
教
員
五
四
％
、

職
員
七
六
％
）
で
あ
る
。

最
近
、
教
職
員
の
発
病
者
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、
教
職
員
の

自
主
的
な
健
康
管
理
は
も
と
よ
り
、
施
策
と
し
て
も
さ
ら
に
拡
充
し
た
も
の
を
考
え
る

２
：
今
後
陰
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
に
お
け
る
教
職
員
を
対
象
と
し
た
厚
生
施
策
は
、
主
と
し
て
福
利

厚
生
施
策
を
中
心
に
一
定
の
充
足
が
行
わ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
は
じ
め
に
述
べ
た
如
く
、

こ
れ
を
対
象
と
す
る
教
職
員
の
研
究
・
教
育
活
動
の
実
態
、
労
働
・
生
活
実
態
と
そ
の
な
か

か
ら
提
起
さ
れ
て
く
る
要
求
を
ふ
ま
え
、
労
働
、
賃
金
、
定
員
の
諸
施
策
と
、
さ
ら
に
は
保

健
管
理
、
生
協
政
策
、
施
設
・
設
備
条
件
等
を
整
理
し
、
総
合
的
な
視
点
に
も
と
づ
い
た
政

必
要
か
あ
る
（
例
え
ば
、
定
期
検
診
の
回
数
、
検
診
内
容
の
拡
大
、
、
健
康
相
談
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
日
常
化
、
啓
蒙
宣
伝
活
動
の
充
実
等
）
。

④
住
宅
資
金
貸
付
に
つ
い
て

住
宅
資
金
貸
付
制
度
は
、
比
較
的
早
く
か
ら
（
一
九
六
五
年
）
、
本
学
独
自
の
制
度

が
あ
っ
た
が
、
私
共
済
の
加
入
に
よ
り
、
教
職
員
に
と
っ
て
は
貸
付
額
が
’
増
加
し
、
住

宅
取
得
の
機
会
を
拡
大
し
た
。

し
か
し
、
若
年
層
に
対
す
る
援
助
の
問
題
（
返
済
条
件
に
対
す
る
考
慮
）
、
遠
隔
地

化
に
対
す
る
問
題
等
さ
ら
に
総
体
的
に
と
ら
え
た
住
宅
政
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

⑤
そ
の
他
の
施
策
に
つ
い
て

一
九
八
二
年
度
よ
り
遺
児
に
対
す
る
養
育
奨
学
金
制
度
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
福
利
厚
生
施
策
が
前
進
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
今
後
、
種
々
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
問
題
が
あ
ろ
う
。

③
私
学
共
済
に
つ
い
て

私
学
共
済
組
合
は
、
現
在
全
国
一
二
、
六
九
○
校
、
組
合
員
数
三
二
六
、
二
九
四
名
が

加
入
し
、
そ
の
被
扶
養
者
は
二
八
○
、
七
四
一
名
、
年
金
の
受
給
者
は
四
一
、
五
四
九
名

に
及
ん
で
い
る
。

私
学
共
済
の
事
業
活
動
の
主
な
も
の
は
、
㈲
給
付
（
長
期
給
付
〈
年
金
〉
と
短
期
給
付

〈
医
療
〉
）
と
、
⑧
福
祉
事
業
（
保
健
、
医
療
、
宿
泊
、
貸
付
）
で
あ
り
、
本
学
教
職
員

の
受
給
者
、
利
用
者
も
多
い
。

し
か
し
、
利
用
制
度
上
の
改
善
や
、
内
容
上
の
拡
充
な
ど
さ
ら
に
私
学
共
済
へ
の
働
き

か
け
を
強
め
て
改
善
を
す
す
め
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ま
た
、
今
日
の
学
園
を
と
り
ま
く
全
般
的
な
情

勢
の
下
で
、
わ
が
学
園
の
八
○
年
’
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
発
展
を
共
に
す
す
め
る
自
主
的
．

生
活
協
同
組
合
は
．
組
合
員
相
互
の
く
ら
し
を
守
る
自
主
的
な
組
織
で
あ
る
。

本
委
員
会
が
、
こ
の
よ
う
な
大
学
と
は
相
対
的
に
独
自
の
自
主
的
組
織
で
あ
る
生
協
の
問

題
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
本
学
に
お
け
る
生
協
が
、
創
設
以
来
わ
が
学
園
の
発
展
に
寄
与
し
、

と
り
わ
け
全
学
の
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
生
活
の
日
常
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
存
在
か
ら
、

厚
生
政
策
全
般
の
検
討
に
深
く
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅲ
本
学
に
お
げ
る
生
協
の
位
置
づ
け
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て

策
化
が
必
要
で
あ
る
。

と
く
に
、
こ
の
な
か
で
、
今
後
の
教
職
員
厚
生
を
み
る
場
合
、
①
教
職
員
の
高
年
令
化
に

対
す
る
施
策
の
改
善
（
年
金
制
度
、
退
職
金
制
度
、
定
年
制
度
、
嘱
託
制
度
な
ど
）
、
②
婦

人
教
職
員
に
対
す
る
施
策
の
改
善
、
③
地
域
と
の
関
連
、
な
ど
を
重
点
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
、
大
学
・
学
園
と
し
て

の
性
格
、
本
学
の
も
つ
力
量
、
学
生
と
の
関
連
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

ま
た
、
現
行
諸
施
策
の
う
え
で
も

１
．
私
学
共
済
の
諸
事
業
に
対
す
る
改
善
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
。

２
．
本
学
独
自
の
福
利
厚
生
施
策
の
拡
充
に
つ
い
て
ｌ
遺
児
養
育
奨
学
金
制
度
の
新
設

に
引
き
つ
づ
く
施
策
の
検
討
。

３
．
教
職
員
の
保
健
ｌ
と
く
に
健
康
の
維
持
・
増
進
を
中
心
と
す
る
施
策
の
検
討
。

４
．
職
場
環
境
の
改
善
・
整
備
（
休
憩
室
、
談
話
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
等
）

５
．
教
職
員
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
対
す
る
施
設
・
設
備
の

充
実
と
援
助
制
度
の
改
善
。

６
．
教
職
員
会
館
の
検
討
。

７
．
非
常
勤
講
師
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
対
す
る
施
策
の
検
討
。

８
．
そ
の
他
研
修
・
学
習
制
度
な
ど
。

が
今
後
さ
ら
に
検
討
の
必
要
な
項
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

１
本
学
に
お
け
る
生
協
の
位
置
づ
け

本
学
に
お
け
る
生
協
は
、
一
九
六
二
年
、
本
学
の
学
生
・
教
職
員
の
手
に
よ
っ
て
、
自
ら

の
生
活
を
自
ら
の
手
で
守
る
た
め
、
消
費
生
活
の
全
て
に
わ
た
っ
て
、
協
同
し
た
力
で
生
活

を
守
り
、
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
の
も
と
に
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

以
来
二
○
年
を
経
過
す
る
な
か
で
、
こ
の
趣
旨
の
も
と
で
の
諸
事
業
の
展
開
を
通
じ
て
本

学
の
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
生
活
の
面
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
の
わ
が
学

園
の
民
主
的
な
発
展
に
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
、
七
五
年
全
学
協
お
よ
び
七
九
年
全
学
協
は
、
本
学
に
お
け

る
生
協
の
位
置
づ
け
を
「
大
学
を
構
成
す
る
事
実
上
の
一
パ
ー
ト
で
あ
り
、
大
学
自
治
を
支

え
る
も
の
の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
全
学
構
成
員
の
厚
生
・
生
活
上
の
諸
施
策
の
担

い
手
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
諸
機
関
を
は
じ
め
、
全
学
の
構
成

員
が
生
協
活
動
に
対
し
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
今
日
の
実
態
が
、
本
学
に
お
け

る
生
協
の
位
置
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

不
況
、
イ
ン
フ
レ
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
な
ど
の
経
済
条
件
の
も
と
で
の
今
日
の
学
生
生

活
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
他
大
学
に
比
し
て
低
所
得
者
層
の
出
身
者
が
多
く
、

か
つ
地
方
出
身
者
Ｉ
下
宿
生
を
多
く
擁
し
て
い
る
本
学
に
と
っ
て
は
、
と
く
に
重
大
な
問
題

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
学
生
の
厚
生
生
活
上
で
の
困
難
性
は
、
学
生
の
学
習
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
諸
活
動
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
実
態
を
み
る
な
ら
ば
、
本
学
生
協
は
、
厚

生
政
策
の
担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
教
学
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
し

て
と
ら
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
学
に
お
け
る
生
協
は
、
大
学
中
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
つ

も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
全
国
的
に
組
織
さ
れ
た
生
協
運
動
の
な
か
で
、
国
民
を
含
む
消

費
者
運
動
に
貢
献
し
、
地
域
に
も
通
じ
る
社
会
的
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

２
．
本
学
生
協
の
到
達
点

以
上
の
よ
う
な
位
置
づ
け
の
進
展
の
な
か
で
、
本
学
生
協
は
、
食
堂
部
、
書
籍
部
、
購
買

民
主
的
組
織
と
し
て
の
生
協
の
発
展
を
期
す
る
立
場
か
ら
、
本
委
員
会
と
し
て
一
定
の
検
討

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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部
の
三
部
門
の
業
務
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
が
本
学
に
お
け
る
生
協

へ
の
到
達
水
準
は
、
そ
の
加
入
率
（
一
九
八
一
年
度
一
部
学
生
九
七
・
一
％
、
二
部
学
生
七

五
％
、
院
生
三
九
・
二
％
、
教
員
八
九
・
六
％
、
職
員
九
九
％
）
に
お
い
て
、
ま
た
、
組
合

員
一
人
当
り
の
年
間
結
集
高
二
九
八
○
年
度
’
一
三
一
、
八
一
七
円
）
に
お
い
て
他
私
大

の
水
準
を
上
廻
り
、
さ
ら
に
施
設
の
占
有
面
積
（
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
延
五
、
一
四

二
㎡
’
一
、
五
五
八
坪
）
・
設
備
・
備
品
に
お
い
て
大
規
模
六
私
大
（
明
治
、
法
政
、
早
稲

田
、
慶
応
、
同
志
社
、
関
学
）
の
水
準
を
超
え
、
部
分
的
に
は
大
規
模
国
立
大
学
生
協
さ
え

凌
珊
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
学
生
協
の
水
準
は
、
本
学
の
全
構
成
員
の
生
協
に
対
す
る
重
要
性
の
認
識

と
、
組
合
員
の
要
求
に
ね
ざ
し
た
結
集
に
支
え
ら
れ
、
全
学
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
理
事
会
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
諸
機
関
の
理
解
と
積
極
的
な
援
助
に
よ
る

さ
ら
に
、
本
学
生
協
は
雲
こ
の
よ
う
な
全
学
の
協
力
と
信
頼
の
う
え
に
た
っ
て
本
学
生

協
の
位
置
づ
け
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
活
動
を
前
進
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
健
康
を
意
識
的

に
守
る
た
め
の
「
全
学
健
康
デ
ー
」
の
開
催
と
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
学
問
的
意
欲
を
促
す

文
化
講
演
会
そ
の
他
の
文
化
事
業
の
開
催
や
生
協
講
座
の
開
催
に
よ
る
生
協
理
論
の
発
展
と

普
及
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
も
展
開
し
て
き
て
い
る
。

も
の
で
あ
ろ
う
。

３
塁
本
学
生
協
の
有
し
て
い
る
条
件
と
問
題

以
上
の
よ
う
な
本
学
生
協
の
現
状
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
優
れ
た
到
達
点
を
も
ち
な

が
ら
も
、
極
め
て
困
難
な
条
件
と
克
服
す
べ
き
重
要
な
問
題
点
を
有
し
て
い
る
。

困
難
な
条
件
の
主
な
点
は
下
記
の
諸
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

①
本
学
の
長
年
に
及
ん
だ
二
拠
点
時
代
の
も
と
で
の
不
利
な
条
件
か
ら
来
た
困
難
性
が
、

未
だ
今
日
に
至
る
も
克
服
さ
れ
な
い
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
。

②
二
部
学
生
の
生
活
を
守
る
と
い
う
課
題
を
日
常
的
に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
く
る
体
制
・
条
件
の
厳
し
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
大
学
生
協
と
し
て
は
、
経
営
上
困
難
と
さ
れ
て
い
る
食
堂
部
門
の
拡
大
・
充
実
を
食

生
活
を
守
る
立
場
か
ら
要
求
に
応
え
堅
持
し
て
き
て
い
る
こ
と
。

④
大
学
の
学
年
暦
（
年
間
講
義
日
数
約
一
八
○
日
）
に
制
約
さ
れ
る
営
業
日
数
の
限
界

が
あ
る
こ
と
。

以
上
の
諸
条
件
が
、
本
学
生
協
の
一
九
八
○
年
度
ま
で
の
累
積
赤
字
約
六
、
五
○
○
万
円

を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
問
題
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に

組
合
員
の
結
集
水
準
は
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、
他
大
学
生
協
と
の
比
較
に

お
い
て
も
経
営
効
率
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

①
の
条
件
は
全
学
の
努
力
に
よ
っ
て
基
本
的
に
解
決
さ
れ
た
。
し
か
し
②
添
賢
④
の
条
件
は

本
学
生
協
が
常
に
有
す
る
基
本
的
条
件
で
あ
る
。
加
え
て
、
大
学
の
教
学
方
針
で
あ
る
学
部

学
生
数
減
政
策
が
遂
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
自
宅
通
学
者
の
増
と
下
宿
学
生
の
減
と
い
う

学
生
実
態
の
変
化
が
現
わ
れ
て
い
る
。

従
来
か
ら
の
条
件
と
新
し
い
条
件
を
踏
え
た
う
え
で
の
生
協
が
有
す
る
問
題
克
服
の
課
題

は
緊
急
に
し
て
重
大
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

４
本
学
生
協
の
今
後
の
課
題

以
上
の
よ
う
な
本
学
生
協
の
問
題
点
を
克
服
し
、
今
日
の
諸
情
勢
の
下
で
の
生
協
活
動
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
課
題
の
遂
行
は
、
基
本
的
に
は
自
主
的
な
組
織
で
あ
る
生
協
本
来
の
責

任
の
も
と
に
お
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
委
員
会
は
冒
頭
に
述
べ
た
本
学
に
お
け
る
生
協
の
全
学
的
位
置
づ
け
の
う
え

に
た
っ
て
、
本
委
員
会
と
し
て
考
え
ら
れ
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
提
起
し
、
全
学
の
検
討

を
要
請
し
た
い
。
そ
れ
は
、

①
大
学
と
し
て
、
全
体
の
学
生
・
教
職
員
の
厚
生
政
策
の
確
立
を
急
ぎ
つ
つ
、
そ
の
重

要
な
環
と
し
て
の
生
協
問
題
に
対
す
る
総
合
的
・
系
統
的
な
政
策
を
も
つ
必
要
が
あ
る

こ
と
。

②
そ
の
た
め
に
も
、
大
学
と
生
協
と
の
日
常
的
な
協
議
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。
ま
た
、

事
務
局
の
あ
り
方
を
よ
り
明
確
に
し
、
生
協
と
の
窓
口
を
も
っ
と
と
も
に
、
生
協
関
連

資
料
の
整
備
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

③
本
学
に
お
け
る
生
協
の
施
設
・
設
備
は
、
他
大
学
の
水
準
を
凌
駕
し
て
お
り
、
こ
れ

以
上
に
新
た
な
施
設
を
必
要
と
し
な
い
と
考
え
る
が
、
大
学
の
教
学
方
針
と
組
合
員
の

実
態
に
照
応
し
た
利
用
結
集
を
高
め
る
た
め
の
現
有
施
設
の
改
善
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
で
て
〃
く
る
で
あ
ろ
う
。
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⑥
以
上
の
よ
う
な
諸
課
題
の
推
進
の
な
‘
か
で
大
学
と
し
て
の
経
済
的
な
援
助
の
諸
施

策
を
整
理
し
、
さ
ら
に
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
光
熱
水
費
の
問
題

な
ど
を
ふ
く
め
て
）
。

④
今
日
の
学
生
の
実
態
の
変
化
や
、
多
様
な
要
求
の
な
か
で
、
今
後
（

生
協
の
意
義
と
そ
の
基
本
的
な
方
針
ｌ
す
な
わ
ち
、
学
ぶ
学
生
を
対
毎

学
要
求
に
ね
ざ
し
た
事
業
活
動
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
。

⑤
こ
の
よ
う
な
基
本
的
計
画
の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
累
偵
赤
字
を
克
加

確
に
し
て
い
く
こ
と
。

い
わ
ゆ
る
累
積
赤
字
を
克
服
す
る
施
策
を
明

な
か
で
、
今
後
の
大
学
に
お
け
る

学
ぶ
学
生
を
対
象
と
し
、
そ
の
教

七
一
一
四
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て
ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る

答
申
〔
追
六
〕
☆

丁
…
一
と
り
く
み
の
経
過

剣
＃
。
｜
戦
後
の
本
学
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
施
設
条
件

は
じ
め
に

一
九
八
一
年
度
長
計
委
員
会
に
対
し
、
総
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
政
策
」
に
つ

い
て
、
第
二
小
委
員
会
に
お
け
る
審
議
に
も
と
づ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
答
申
す
る
。

学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
要
求
は
、
近
年
ま
す
ま
す
切
実
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
体
力
向
上
、
人
間
形
成
、
集
団
づ
く
り
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
う

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
は
じ
め
全
学
構
成
員
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
政
策
の

確
立
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
本
学
の
保
健
体
育
教
育
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
学
生
の
課
外
活
動
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
、
体
育
会
各
部
の
活
動
実
践
と
ク
ラ
ス

等
を
中
心
と
す
る
自
主
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
発
展
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
れ
を
う
ら
づ
け
て
き

た
施
設
・
財
政
等
の
諸
条
件
の
現
状
に
立
脚
し
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

プ
（
》
Ｏ

学
園
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
大
学
の
教
育
・
研
究
と
か
か
わ
り
総
合
的
に
策
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
長
期
計
画
の
な
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
‐
本
答
申
で
は
、
学
生
の
課
外
活
動
を
中
心
に
、
現
状
と
当
面
の

課
題
を
提
起
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
歴
史
は
、
そ
の
起
源
を
大
正
年
間
に
遡
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
戦
前
、
活
躍
の
め
ざ
ま
し
か
っ
た
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニ
ス
、
陸
上
競
技
、

馬
術
や
武
道
系
各
部
な
ど
一
○
指
に
余
る
各
部
の
活
動
は
専
用
の
施
設
も
な
く
、
学
生
の

参
加
も
一
部
に
留
ま
り
、
困
難
な
条
件
の
な
か
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
、
厳
し
い
戦
争

一
九
八
二
（
昭
五
七
一
）
。
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会
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２
］
教
学
充
実
の
一
環
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
前
進

本
学
で
は
、
教
育
・
研
究
を
充
実
し
発
展
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
全
学
の
構
成
員
の
努

力
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
学
改
善
、
教
学
の
現
代
化
・
総
合

化
・
共
同
化
に
と
り
く
ん
で
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
正
課
の
授
業
と
並
ん
で
、
学
生
の

自
主
的
集
団
的
な
課
外
活
動
の
意
義
を
重
視
し
、
そ
の
育
成
と
援
助
を
は
か
っ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
を
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
み
る
と
、
学
友
会
中
央
パ
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
の
体
育

会
の
発
展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
各
部
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
教
員
部
長
制
の

制
度
化
（
一
九
六
○
）
、
大
学
か
ら
学
友
会
へ
の
補
助
金
に
よ
る
遠
征
費
や
用
具
費
の
援

助
、
練
習
場
・
試
合
場
と
し
て
の
大
学
施
設
の
整
備
・
貸
与
な
ど
、
全
学
的
な
理
解
と
支

持
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
援
助
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

の
嵐
に
よ
（
》
て
そ
の
殆
ん
ど
が
中
絶
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
彊

戦
後
、
新
制
大
学
の
発
足
に
伴
い
、
大
学
の
正
課
と
し
て
保
健
体
育
が
設
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
体
育
会
各
部
も
順
次
復
活
さ
れ
、
ま
た
、
新
し
い
分
野
・
種
目
の
運
動
部
も
誕

生
し
た
が
、
当
時
の
学
園
は
財
政
的
・
施
設
的
基
盤
が
他
大
学
に
比
し
き
わ
め
て
脆
弱
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
面
で
も
、
文
字
ど
お
り
「
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
」
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
学
園
づ
く
り
の
な
か
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
設
条
件
は
、
教
学
の

一
環
と
し
て
充
実
の
努
力
が
払
わ
れ
た
が
、
現
実
に
膨
大
な
校
地
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
正
課
体
育
さ
え
も
が
御
所
の
饗
宴
場
跡
、
鴨
川
河
川
敷
な
ど
を
借
用
し
て
実
施
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
お
い
て
、
一
九
四
七
年
の
衣
笠
球
場
建

設
を
は
じ
め
西
コ
ー
ト
（
一
九
五
六
）
、
広
小
路
体
育
館
二
九
五
八
）
な
ど
逐
次
改
善

が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
一
挙
に
打
開
し
た
の
が
、
一
九
六
三
年
の
長
計
策
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
衣
笠
学
舎
整
備
の
前
提
と
し
て
、
衣
笠
球
場
の
移
転
が
必
要
と
さ
れ
、
「
長
期
計
画

の
一
環
と
し
て
総
合
グ
ラ
ン
ド
及
び
体
育
施
設
を
整
備
す
る
と
い
う
方
向
で
解
決
す
る
」

（
一
九
六
三
・
六
・
一
五
学
園
振
興
基
本
要
綱
）
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
以
来
、
長
計
事
業

と
し
て
柊
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
一
・
第
二
体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る
体
育
施
設
が
順
次
建

設
さ
れ
、
現
在
で
は
、
全
体
と
し
て
他
大
学
に
比
し
遜
色
の
な
い
施
設
条
件
を
整
え
る
に

至
っ
て
い
る
。

Ⅱ
現
在
の
蕊
達
水
準

●
．
・
・
・
：
施
設
の
概
況

一
九
八
一
年
四
月
の
一
拠
点
完
成
時
に
お
け
る
本
学
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
概
況

は
別
表
①
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

衣
笠
学
舎
と
そ
の
周
辺
に
は
、
第
一
・
第
二
体
育
館
と
中
央
・
北
・
西
・
氷
室
の
各
グ

ラ
ン
ド
が
設
置
さ
れ
、
正
課
体
育
は
、
毎
時
限
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
側
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
②
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
⑩
、
サ
ッ
カ
ー
①
、
卓
球
③
、
テ
ニ
ス
①
の
計
一
二
ク
ラ
ス
開
講

を
可
能
と
し
、
三
群
三
種
目
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
体

育
会
各
部
の
う
ち
棉
技
系
お
よ
び
球
技
系
の
二
○
の
部
の
練
習
場
お
よ
び
ボ
ッ
ク
ス
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
次
長
計
で
整
備
さ
れ
た
柊
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
上
賀
茂
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
陸
上
競

技
場
、
野
球
場
、
馬
場
、
和
・
洋
弓
道
場
、
自
動
車
練
習
場
と
、
合
宿
所
、
ボ
ッ
ク
ス
、

器
具
庫
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
体
育
会
各
部
が
こ
こ
で
活
動
し
て
い
る
。

衣
笠
学
舎
の
体
育
施
設
は
、
ま
た
、
ク
ラ
ス
等
の
自
主
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
し
て
別

表
②
の
よ
う
に
開
放
さ
れ
、
体
育
会
に
所
属
し
な
い
学
生
の
一
般
活
用
に
も
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
、
地
域
住
民
の
理
解
と
支
持
を
え
た
大
学
づ
く
り
を

め
ざ
す
意
味
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
正
課
・
課
外
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
地
域
の
行
事

等
に
開
放
し
て
い
る
。

な
お
、
一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
で
の
確
認
に
よ
る
衣
笠
周
辺
の
グ
ラ
ゥ
ン
ド
の
確

学
生
側
の
と
り
く
み
を
み
る
と
戦
後
の
混
乱
の
時
期
に
施
設
・
設
備
に
恵
ま
れ
な
い

な
か
で
出
発
し
た
各
部
は
、
学
生
自
身
の
努
力
と
卒
業
生
の
指
導
や
支
援
を
う
け
て
、
着

実
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
が
多
く
、
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
部
と
戦
後
の
ス

ポ
ー
ツ
発
展
の
な
か
で
新
た
な
近
代
ス
ポ
ー
ツ
を
追
求
す
る
部
と
が
協
調
し
、
一
九
五
一

年
、
全
学
協
議
会
の
場
で
体
育
会
が
発
足
し
、
以
後
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
や
リ

ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す
る
な
ど
各
部
の
結
集
、
全
学
生
に
開
か
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
標
傍
し
つ
つ
、
各
部
の
活
動
、
力
量
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
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２
」
本
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
位
置
と
現
状

⑩
大
学
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ

大
学
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
身
体
の
発
達
、
技
術
的
・
組
織
的
な
資
質
・

能
力
の
向
上
を
通
し
て
、
将
来
ど
の
よ
う
な
労
働
を
も
選
択
で
き
、
豊
か
な
生
活
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
人
間
の
形
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
現
在
の
社
会
的

・
文
化
的
状
況
に
か
ん
が
み
、
学
校
体
育
に
お
け
る
高
校
ま
で
の
教
育
実
態
の
把
握
と

社
会
に
お
け
る
国
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
実
現
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
、
民
主

化
の
課
題
を
認
識
し
た
大
学
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
が
追
求
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
学
校
体
育
に
つ
い
て
は
、
指
導
要
領
に
よ
る
基
準
性
、
系
統
性
の
事
実
上
の

強
制
、
従
順
で
協
力
的
な
態
度
の
養
成
な
ど
を
強
調
し
、
競
技
技
術
偏
重
の
傾
向
を
助

長
す
る
な
ど
、
真
に
身
体
と
そ
の
能
力
の
発
達
を
は
か
る
も
の
と
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ

の
施
設
・
設
備
等
の
条
件
整
備
は
著
し
く
立
ち
お
く
れ
、
指
導
者
も
不
足
し
勝
ち
な
た

め
に
、
種
目
が
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
化
し
、
学
校
体
育
不
信
を
招
い
て
い
る
、
な
ど
の
指
摘

が
あ
る
。
社
会
体
育
の
面
で
も
、
公
共
の
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
著
し
く
貧
困
で
あ

り
、
指
導
者
も
乏
し
く
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
応
え
る
振
興
策
が
民
主
的
に
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
主
張
が
出
さ
れ
て
い
る
。

大
学
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
的
課
題
を
背
景
に
し
な
が

ら
、
ま
た
、
学
問
研
究
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
、
学
術
・
文
化
の
諸
活
動
と
相
互
に
関
連

し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
大
学
が
体
育
大
学
の
よ
う
な
教
育
組

織
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
施
設
設
備
を
も
ち
う
る
も
の
で
は
な
く
、
大
学
全
体
の
力
量
に

応
じ
た
条
件
・
体
制
の
も
と
で
、
正
課
体
育
を
基
軸
に
し
な
が
ら
、
課
外
の
体
育
会
各

部
の
活
動
、
ク
ラ
ス
を
中
心
と
す
る
自
主
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
す
め
る
な
か
で
、
身

体
観
、
ス
ポ
ー
ツ
観
を
養
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
的
社
会
的
役
割
を
認
識
し
、
社
会

に
出
て
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
権
を
正
し
く
発
展
さ
せ
る
活
動
の
一
員
と
な
り
う
る
よ
う

育
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

保
・
整
備
に
つ
き
、
現
在
、
原
谷
に
体
育
施
設
を
建
設
中
で
あ
る
が
、
こ
の
整
備
を
機
会

に
、
一
拠
点
後
の
体
育
施
設
の
総
合
的
活
用
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

/nF
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一
本
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
現
状

課
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
う
ち
、
体
育
会
各
部
の
活
動
は
、
現
在
、
四
三
パ
ー
ト
を
擁

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
・
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
科
学
的
、
技
術
的
な
練
習
、
各

部
・
加
盟
組
織
の
運
営
な
ど
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
一
定
の
力
量
を
つ
く
り
あ
げ
て
き

て
い
る
。
学
生
は
、
継
続
し
た
集
団
活
動
を
通
じ
て
、
組
織
性
・
集
団
性
を
養
い
、
計

画
性
・
持
続
性
を
身
に
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
歴
史
性
や
社
会
性
の
認
識
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
に
こ
た
え
る
力
を
養
う
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
体
育
会
活
動
の
積
極
面
と
と
も
に
、
大
学
体
育
会
の
弊
害
と
い
わ
れ
る

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
的
傾
向
、
閉
鎖
的
・
特
権
的
グ
ル
ー
プ
化
の
傾
向
に
対
し
て
批
判

が
加
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
本
学
で
は
、
学
生
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
く
ま
で
も
課

外
で
あ
っ
て
学
業
を
中
心
に
お
く
こ
と
、
全
学
生
に
開
か
れ
た
各
部
の
活
動
を
志
向
す

る
こ
と
な
ど
の
方
針
を
体
育
会
自
身
が
堅
持
し
、
実
践
的
な
努
力
も
重
ね
て
き
て
い
る

が
、
今
後
こ
の
点
を
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

体
育
会
の
現
状
は
、
四
三
パ
ー
ト
一
、
二
八
七
名
、
他
に
二
部
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

七
パ
ー
ト
一
五
八
名
、
公
認
同
好
会
九
パ
ー
ト
四
六
三
名
で
あ
る
。
合
計
一
、
九
○
八

名
は
全
学
生
の
九
・
一
％
を
占
め
、
一
九
七
三
年
時
の
九
三
八
名
四
・
三
％
と
い
う
落

ち
こ
み
を
克
服
し
、
体
育
会
史
上
最
大
数
を
維
持
し
て
お
り
、
他
大
学
と
比
較
し
て
実

数
・
比
率
と
も
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
女
子
の
参
加
は
ま
だ
少
く
、
一
○
○
名
程
度

（
プ
レ
ー
ヤ
ー
六
○
％
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
四
○
％
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

体
育
会
の
運
営
を
め
ぐ
る
数
年
来
の
と
り
く
み
は
、
実
績
を
築
き
あ
げ
て
き
た
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
や
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
に
加
え
て
、
主
将
会
議
や
主
務
会
議

の
確
立
を
は
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
実
態
と
要
求
を
基
盤
に
、
体
育
会
と
し
て
共
通

の
課
題
と
要
求
を
模
索
し
、
全
学
生
を
視
野
に
入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
実
現
に
と
り

く
も
う
と
し
て
き
て
い
る
。
学
園
祭
で
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
・
運
動
会
、
学
部
単
位
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
具
体
的
な
と
り
く
み
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
総
合
同
立
戦

や
関
・
関
・
同
・
立
四
大
学
定
期
戦
な
ど
の
交
流
対
抗
戦
も
粘
り
づ
よ
く
追
求
さ
れ
て

き
て
い
る
。
同
時
に
、
科
学
的
な
練
習
と
か
か
わ
り
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
活
用
さ
れ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
資
料
収
集
な
ど
の
要
求
が
ま
と
め
ら
れ
て
き
て
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１
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
あ
り
方

ｌ
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
向
け
て
１

本
学
で
は
、
大
学
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
正
課
体
育
、
体
育
会
活
動
、
ク
ラ

ス
等
の
自
主
的
集
団
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
三
者
が
相
互
に
関
連
し
補
完
し
合
っ
て
発
展

す
る
も
の
と
考
え
て
き
た
。
こ
の
三
分
野
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
役
割
と
活
動
の

蓄
積
を
も
ち
つ
つ
、
一
定
の
到
達
段
階
を
築
き
あ
げ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
学
部

教
学
、
大
学
教
育
全
体
の
発
展
に
規
定
さ
れ
る
と
同
時
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
．
あ
る
。

学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ら
三
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討

い
る
ご

課
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
ク
ラ
ス
を
中
心
と
す
る
自
主
的
、
集

団
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
実
現
か
ら
出
発

し
て
、
単
に
身
体
と
そ
の
能
力
の
発
達
に
留
ま
ら
ず
、
学
生
生
活
に
お
け
る
自
主
性
、

集
団
性
の
育
成
、
組
織
性
、
民
主
性
の
向
上
、
社
会
性
の
滴
養
の
う
え
で
も
重
要
な
意

義
を
も
つ
活
動
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
度
、
体
育
課
に
申
込
み
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た
学
生
の
総
数

は
五
一
、
七
○
○
名
に
の
ぼ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
新
入
生
歓
迎
行

事
、
学
園
祭
時
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
へ
の
組
織
的
参
加
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
、

体
育
施
設
の
開
放
条
件
の
改
善
と
あ
わ
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
参
加
の
働
き
か
け
、
組

織
化
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
部
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
は
、
学
生
実
態
か
ら
み
た
困
難
な
条
件
を
考
慮
し
、

独
自
の
援
助
が
要
請
さ
れ
る
。
現
在
、
第
一
体
育
館
と
中
央
グ
ラ
ゥ
ン
ド
を
中
心
に
、

使
用
施
設
の
集
中
、
照
明
等
の
条
件
整
備
、
日
祝
日
の
利
用
な
ど
一
定
の
配
慮
を
含
め

た
援
助
の
改
善
を
通
じ
て
、
二
部
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
体
制
の
確
立
を
は
じ
め
と
し

た
前
進
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
二
部
学
生
の
参
加
を
う
な
が
す
た
め
に
、
引

続
き
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

長
期
的
課
題

す
べ
き
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
特
に
書
学
生
の
自
主
的
活
動
と
し
て
体
育
会
活
動
に
し

ぼ
っ
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

体
育
会
各
部
の
抱
え
る
課
題
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
が
あ
る
が
、
学
生
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
を
は
か
る
立
場
で
、
次
の
課
題
が
体
育
会
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
追
求
さ
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

⑪
各
部
の
組
織
的
強
化

体
育
会
各
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
自
主
的
に
参
加
し
て
き
た
部
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
集
団
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
媒
介
に
し
て
共
通
の
目
標
を
も
ち
、
練
習
を
通
じ

て
切
瑳
琢
磨
し
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
、
集
団
の
団
結
が
養
わ
れ
、
組
織
運
営
は
民

主
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
従
来
や
運
動
部
と
い
う
と
と
か
く
特
別
視
さ
れ
、
一
般
学
生
と
区
別
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
入
試
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
学
や
卒
業
生
（
Ｏ
Ｂ
）
を
含
め
た

封
建
的
な
体
質
、
団
体
の
あ
り
方
な
ど
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
国
民
か
ら
遊
離
さ
せ
て
き
た

と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
‐

本
学
で
は
、
戦
後
早
く
か
ら
、
入
学
に
は
一
切
の
特
別
考
慮
を
し
な
い
厳
し
い
条
件

や
、

の
下
で
こ
そ
、
真
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
自
負
心
と
誇
り
を
育
て
る
こ
と
力

で
き
る
と
い
う
方
針
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
を
基
盤
に
全
学
の
理
解
と
支
持
が
形
成
さ
れ
、

体
育
会
も
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
、
ま
だ
多

く
の
立
ち
遅
れ
が
あ
る
。
こ
の
優
れ
た
方
針
を
広
く
理
解
さ
せ
、
全
学
生
に
開
か
れ
た

体
育
会
と
し
て
侭
新
入
部
員
を
確
保
し
、
各
部
の
運
営
を
よ
り
民
主
的
に
改
め
、
さ
ら

に
、
各
部
が
所
属
す
る
上
部
組
織
（
学
内
で
は
体
育
会
ｌ
学
友
会
、
学
外
で
は
学
生
連

盟
や
各
種
協
会
等
）
の
運
営
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
要
請

さ
れ
て
い
る
。
各
部
の
利
害
の
み
で
な
く
、
体
育
会
全
体
の
問
題
を
考
え
、
さ
ら
に
は

学
生
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
や
、
学
生
連
盟
で
あ
り
が
ち
な
役

員
や
Ｏ
Ｂ
ま
か
せ
の
上
部
組
織
加
盟
で
な
く
、
指
導
者
や
先
輩
の
援
助
に
学
び
つ
つ
、

学
生
自
身
の
組
織
と
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
た
参
加
と
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
体
育
会
が
、
今
後
の
組
織
強
化
に
つ
い
て
積
極
的
に
と
り
く
む
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
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２
．
施
設
そ
の
他
の
条
件
整
備

値
活
動
方
法
の
改
善

体
育
会
活
動
に
と
っ
て
、
競
技
、
試
合
に
勝
て
る
強
い
部
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
礎
体
力
と
運
動
能
力
を
基
礎
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
目
の
特
徴
と
ル
ー
ル
、
競
技
方
法
の
全
体
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
に
も
と
づ
き
、

科
学
的
、
意
識
的
な
練
習
が
積
み
あ
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
科
学
的
、
意
識
的
な
練

習
と
い
う
場
合
、
部
員
一
人
ひ
と
り
の
技
術
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

意
見
を
自
由
に
出
し
、
勝
つ
た
め
の
方
針
の
決
定
に
参
加
す
る
権
利
を
保
障
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
民
主
的
運
営
こ
そ
が
、
集
団
へ
の
責
任
を
持
た
な
い
分
散

化
や
部
員
へ
の
信
頼
を
も
た
な
い
統
制
強
化
を
克
服
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
集
団
の
中
心
的
役
割
を
も
つ
各
部
幹
部
が
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
指
導
・
助
言
を
正
し

く
生
か
し
つ
つ
、
高
度
の
科
学
的
認
識
と
強
い
精
神
力
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
指
導
性
と

民
主
的
運
営
が
要
求
さ
れ
る
。
自
己
の
体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
、
最
高
度
に
活
動
し
う

る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
集
団
と
し
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
方

法
の
強
化
に
向
け
て
、
研
究
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

③
体
育
会
活
動
を
通
し
て
の
歴
史
性
、
社
会
性
の
養
成

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
全
人
格
的
な
活
動
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
部
員
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
学
生
で
あ
る
。
「
ス

ポ
ー
ツ
を
除
け
ば
何
も
残
ら
な
い
」
者
は
体
育
会
活
動
を
行
う
資
格
を
も
た
な
い
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
い
。
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
的
、

社
会
的
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
権
を
発
展
さ
せ
る
一
員
と
し
て
自

己
の
使
命
を
果
た
し
う
る
自
覚
を
育
て
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

側
そ
の
他

体
育
会
の
今
後
の
発
展
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
、
大
学
と
し

て
も
、
そ
の
指
導
、
援
助
の
実
践
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
、
か
つ
具
体
的
に

追
求
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
学
生
自
身
の
自
主
的
な
と
り
く
み
に
依

拠
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
的
要
請
に
応
え
る
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
そ
の

あ
り
方
を
策
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
．
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
応
す
る
機
関
、
体
制
の
確
立

学
生
（
な
ら
び
に
そ
の
他
の
大
学
構
成
員
）
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
応
す
る
た
め
に
、

大
学
の
関
連
す
る
機
関
な
ら
び
に
部
課
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
け
、
恒
常
的
に
問
題
を

一
九
八
一
年
四
月
一
拠
点
完
成
に
伴
い
、
第
二
体
育
館
が
竣
工
し
、
正
課
、
課
外
を

含
め
た
広
小
路
学
舎
の
体
育
施
設
も
衣
笠
に
移
転
し
、
体
育
施
設
の
整
備
も
一
応
の
落
着

を
み
た
。
現
在
、
中
心
校
地
の
拡
充
と
一
九
七
九
年
全
学
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
衣
笠
キ

ャ
ン
パ
ス
に
近
い
場
所
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
の
課
題
と
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
新

校
地
「
原
谷
」
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
含
め
た
重
点

課
題
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑪
施
設
条
件

㈹
今
後
、
新
た
な
体
育
施
設
の
拡
充
は
本
学
の
も
つ
条
件
・
力
量
か
ら
も
容
易
で
は

な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
原
谷
グ
ラ
ウ
、
ノ
ド
の
整
備
に
伴
う
、
全
学
体
育
施
設
の
総

合
的
配
置
と
運
用
の
検
討
を
早
急
に
行
う
。

㈲
衣
笠
学
舎
体
育
施
設
の
見
直
し
と
有
効
利
用
の
検
討
。

正
課
体
育
に
お
け
る
使
用
方
針
と
合
わ
せ
た
各
施
設
の
実
施
種
目
の
検
討
、
そ
れ

を
通
じ
て
体
育
会
各
部
の
利
用
、
ク
ラ
ス
等
自
主
的
ス
ポ
ー
ッ
ヘ
の
活
用
、
さ
ら
に

二
部
学
生
の
使
用
条
件
の
確
保
を
は
か
る
。
な
お
、
こ
れ
は
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環

境
整
備
、
有
効
利
用
と
深
く
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。

㈲
練
習
場
と
し
て
、
大
学
施
設
を
貸
与
し
て
い
な
い
体
育
会
各
部
に
対
す
る
施
設
的

援
助
の
あ
り
方
の
検
討
（
例
え
ば
、
プ
ー
ル
な
ど
）
。

②
施
設
条
件
以
外
の
援
助

㈹
体
育
会
各
部
長
は
じ
め
指
導
に
当
た
る
教
職
員
へ
の
措
置
の
改
善
。

㈲
学
生
の
健
康
・
安
全
を
維
持
す
る
措
置
と
体
制
の
充
実
（
講
習
会
、
研
究
会
、
事

故
の
対
応
と
保
険
制
度
等
）
・

例
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
等
科
学
的
な
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
施
設
設
置
と
そ

れ
を
維
持
し
う
る
体
制
確
保
の
検
討
。

㈲
体
育
会
各
部
へ
の
援
助
改
善
と
ク
ラ
ス
等
自
主
的
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
援
助
改
善
（
用

具
貸
出
等
）
。
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う
け
と
め
、
処
理
、
解
決
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
厚

現
在
、
立
命
館
大
学
体
育
施
設
管
理
運
営
委
員
会
が
、
学
生
代
表
も
含
め
て
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
委
員
会
に
は
保
健
体
育
教
室
、
保
健
七
、
ノ
タ
ー
等
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
密
接
に
か
か
わ
る
部
門
を
構
成
メ
ン
バ
ー
に
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め

別表(1)体育施設（競技場・練習場）一覧

1982.3.31現在；

た
構
成
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
と
さ
れ
る
活
動
を
担
当
す
る
体
制
を
確
立
す
べ
き

で
あ
る
。

《
践
表
②
一
驚
施
設
駒
の
種
目
お
よ
び
利
用
時
間
帯
一
覧
表
二
九
八
一
年
”
度
）
」
省
略
一
〕

※（計）は各施設の総面積を示す回 〔出所〕学生課調べ
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施設堰

第1体育i

2階競技場

1階ピロティ

1階道場

(計）

喬
辿
の
〕
〔
巳
（
は
）
宿
》
伝
屯

第2体育f

1階競技場

地階競技場

(計

重量挙 道 』

中央グラウ

中央’

バスヶ、』

バレーボー

、
ノ

Ｌ
●
’

三
Ｐ

ｒ
ｌ

北グラウ
Ｌ
’

三
回

／
Ｉ

西コー

｝
直
手
阻

２
３

斗
北
一
隅

(計；

氷室グラウ：

柊野グラウ

陸上 競 技 場

野 球 場

馬場

洋弓 練 習 場

自動車練習場

(計〉

上賀茂グラウン

グラウンド

弓道音I
’
十
１

号
一
口

ｒ
、

ボート部艇I

ヨット部 艇 I

規 楢

1，728

600

21C

175

157

175

104

147

、

(4,615

1.160

754

(2,496

50

7，054

1，410

1，380

(9,925

3,178

(7,420

2，410

1，870

(4,342

5．234

20,720

13,094

5，508

840

5，644

115,423

7，150

750

(21,065

37(）

借地495

バレーボール(2

卓球 il

バスケット(謎

卓球(2：

サッカ一

バスケット（1

バレーボール(1

ハンドボール(1

テ ー ス （ ］

バレーボール(’

課外（体育会

バレーボー

(一般利用

レバトミントコ

剣道相撲

日本拳法小林寺拳法

柔道合気道

空手道

ボ､クシング

(製|諜濯講蓉ボｯ症
バスケッ ト体操

卓球フェンシング自転車

(事務室､実習室､更衣室､シャワー､便所〉

重量挙

児。

(一般利用）

(一般利用）

(一般利用）

ハンドボール（一般利用

軟式庭球

硬 式 庭 球

(更衣室）

(一般利用）ソフトボーノI

や

陸上競技､ラグビー､アメリカンFB,

サッカー

硬式野球､準硬式野球(高校硬式

馬術

アーチェリー

自動年

(合宿所､ボックス､馬房その他

陸上ホッケー（高･中ホッケー､高校サッカー）

道(和弓道場を含む

(合宿所等）

ボート(艇庫）

ヨット（〃）
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七
一
一
五
学
園
の
民
主
的
な
体
制
・
組
織
の
整
備
に
つ
い
て

ｌ
第
三
次
長
期
計
画
に
関
す
る
答
申
〔
追
七
〕
☆

は
じ
め
に

標
記
の
諮
問
事
項
は
長
期
計
画
委
員
会
第
一
○
回
総
会
の
確
認
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学

園
規
模
問
題
を
検
討
し
て
き
て
い
た
第
一
小
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
七
九
年
度
全
学
協
議
会
確
認
は
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
長
期
的
課
題
と
し

て
、
「
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
学
園
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い
学
園
の
民
主
的
体
制
、

組
織
に
つ
い
て
ｌ
学
生
の
民
主
的
参
加
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
問
題
を
含
め
て
ｌ

検
討
し
て
い
く
」
（
確
認
文
書
一
三
頁
）
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
本
諮
問
事
項
は
、
こ
の

確
認
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
諮
問
事
項
は
理
事
会
が
そ
の

固
有
の
責
務
に
も
と
づ
い
て
取
り
く
ん
で
い
る
当
面
の
体
制
・
組
織
の
整
備
（
例
え
ば
「
学

部
長
選
挙
規
程
」
「
高
中
校
運
営
規
程
の
一
部
改
正
」
や
「
副
学
長
制
の
新
設
」
「
事
務
体
制

の
整
備
」
な
ど
）
と
は
異
な
り
、
二
疋
長
期
の
展
望
の
下
に
お
け
る
学
園
の
民
主
的
体
制
の

い
っ
そ
う
の
充
実
を
は
か
る
観
点
か
ら
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
に
も
と
づ
き
、
学
園
は
八
○
年
代
お
よ
び
そ

れ
以
降
の
学
園
の
創
造
的
発
展
に
向
け
て
努
力
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
本
諮
問
事
項
は
そ
れ

を
推
進
し
保
障
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
民
主
的
体
制
・
組
織
を
確
立
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
と

ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
行
の
体
制
・
組
織
に
つ
い
て
、
㈹
学
園
の
民
主

化
の
到
達
点
を
正
し
く
ふ
ま
え
、
㈲
そ
の
位
置
づ
け
を
新
し
い
段
階
で
と
ら
え
直
し
、
例
将

来
に
向
っ
て
発
展
さ
せ
る
も
の
を
明
確
に
し
て
、
今
後
の
改
革
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ
検
討
に
あ
た
っ
て
の
基
本
視
点

１
．
学
園
の
民
主
化
、
大
学
自
治
の
確
立
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
本
学
は
憲
法
、
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
、
平
和
と
民
主
主
義
の
教
学
理
念
を
堅
持
し
、

一
九
八
二
（
昭
五
七
）
・
三
・
三
一
八
○
・
八
一
年
度
長
期
計
画
委
員
会

② ① ③ ②
教
育
研
究
、
管
理
運
営
の
統
一
の
玄
場
一
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
一
、

本
学
で
は
（
故
）
末
川
名
誉
総
長
の
就
任
以
来
、
学
部
長
理
事
制
を
と
っ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
教
育
と
研
究
に
責
任
を
も
ち
、
学
部
自
治
・
大
学
自
治
の
一
つ
の
基
礎

で
あ
る
教
授
会
の
代
表
者
た
る
学
部
長
が
、
同
時
に
学
園
の
理
事
と
し
て
責
任
を
果
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
教
育
研
究
と
管
理
運
営
の
統
一
を
体
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
の
民
主
化
の
歴
史
の
中
で
築
き
あ
げ
て
き
た
高
い
次
元
の
制
度
で
あ
り
、
本
学
園

運
営
の
か
な
め
を
な
し
て
い
る
。

今
日
、
い
わ
ゆ
る
中
教
審
路
線
に
基
づ
く
筑
波
大
学
方
式
や
放
送
大
学
方
式
な
ど
、

教
育
研
究
と
管
理
運
営
の
分
離
、
ひ
い
て
は
大
学
の
自
治
の
破
壊
に
も
つ
な
が
り
か
ね

な
い
う
ご
き
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
本
学
の
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
あ
る
べ

き
体
制
・
組
織
は
こ
の
か
な
め
を
し
っ
か
り
と
ふ
ま
え
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
視
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
的
要
請
に
応
え
る
教
育
・
研
究
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
学
園
民
主
化

の
課
題
を
高
く
か
か
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
。
教
職
員
・
院
生
・
学

生
は
も
と
よ
り
、
校
友
（
学
外
の
理
事
・
評
議
員
の
主
た
る
選
出
母
体
と
な
っ
て
い
る
）

を
も
含
め
た
民
主
化
へ
の
努
力
は
、
本
学
の
歴
史
が
誇
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、
確
立
し
て
き
た
今
日
の
全
構
成
員
の
総
意
に
よ
る
学
園
運

営
の
姿
は
、
他
私
学
に
類
を
み
な
い
水
準
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
㈹
学
生
、
教
職

員
の
自
主
的
・
民
主
的
諸
活
動
の
尊
重
・
保
障
、
㈲
全
学
協
議
会
・
学
園
振
興
懇
談
会

等
の
民
主
的
諸
制
度
の
確
立
、
学
生
・
職
員
参
加
の
総
長
・
学
部
長
選
挙
、
例
理
事
会
、

評
議
員
会
等
に
お
け
る
学
内
機
関
の
意
思
の
尊
重
、
㈲
財
政
の
民
主
化
、
㈱
学
問
の
自

由
に
根
ざ
し
た
大
学
自
治
の
確
立
、
そ
の
た
め
の
学
園
か
ら
の
暴
力
の
一
掃
な
ど
、
明

確
に
確
立
さ
れ
た
体
制
・
制
度
の
ほ
か
、
不
文
律
的
に
確
立
さ
れ
て
き
た
慣
行
、
日
常

不
断
の
運
動
等
が
重
層
的
に
積
み
か
さ
ね
ら
れ
て
維
持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
園
民
主
化
・
大
学
自
治
確
立
の
歴
史
的
到
達
点
を
正
し
く
ふ
ま
え
て
、

こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
視
点
と
し
て
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降

の
民
主
的
体
制
・
組
織
の
整
備
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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Ⅱ
検
討
課
題
と
な
る
項
目

本
委
員
会
と
し
て
は
、
検
討
対
象
た
り
う
る
課
題
を
以
下
の
如
く
全
面
的
に
列
挙
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
課
題
を
当
初
か
ら
固
定
化
・
倭
小
化
す
る
こ
と
な
く
、
上
記
視

４
．
国
民
の
要
請
に
応
え
、
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。
‐
・

．
今
日
、
一
部
私
学
に
み
ら
れ
る
腐
敗
現
象
は
、
体
制
・
組
織
の
前
近
代
性
や
非
民
主
性

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
大
学
の
社
会
的
使
命
を
忘
失
し
て
い
る
こ
と
の
現
わ

れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
‘
国
民
の
た
め
の
私
学
づ
く
り
を
め
ざ
す
本
学
に
と
っ
て
、
八
○
年

代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
あ
る
べ
き
体
制
・
組
織
は
、
学
園
の
民
主
化
、
大
学
の
自
治
の
確

立
と
と
も
に
、
大
学
の
社
会
的
使
命
に
照
し
た
国
民
的
要
請
を
日
常
的
に
く
み
あ
げ
え
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
二
世
紀
的
展
望
に
た
っ
と
き
、
こ
の
視
点
は
ま
す
ま
す

重
要
性
を
も
つ
も
の
と
な
ろ
う
。

３
．
，
民
主
化
と
効
率
化
を
と
も
に
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
民
主
化
の
高
い
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
視
点
と
す

る
と
同
時
に
、
そ
の
到
達
度
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
体
制
・
組
織
の
確
立
と
、
運
営

の
あ
り
方
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
本
学
で
は
、
民
主
的
運
営
に
か
か
わ
る
諸
制
度
・
体
制
を
歴
史
的
蓄
積
と
し
て
積
み

あ
げ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
学
協
議
会
、
学
園
振
興
懇
談
会
、
大
学
院
懇
談
会
、

学
部
五
者
会
談
、
業
務
協
議
会
、
あ
る
い
は
部
課
長
会
議
、
職
場
会
議
、
さ
ら
に
は
教

学
諸
会
議
や
各
種
委
員
会
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
制
度
の
位
置
づ
け
を
あ
ら
た
め

て
あ
き
ら
か
に
し
、
民
主
的
協
議
と
集
中
的
管
理
の
統
一
を
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
検

討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
と
決
定
過
程
に
お
け
る
民
主
化
の
徹
底
と
、
執
行
過
程

に
お
け
る
集
中
化
と
分
権
化
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
本
来
、
組
織
の
近
代
化
と
そ
れ
に
よ
る
効
率
性
の
追
求
は
、
民
主
主
義
的
課
題
の
一

環
た
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
推
進
さ
せ
る
視
点
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
の
総
合
大
学
・
総
合
学
園
と
し
て
の
本
学
の
組
織
運
営
に
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
重

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
視
点
で
あ
る
。

点
か
ら
抽
出
さ
る
べ
き
課
題
の
重
点
化
は
、
す
ぐ
れ
て
新
し
い
次
期
委
員
会
の
新
し
い
問
題

意
識
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

①
学
園
運
営
の
組
織

①
運
営
機
関

㈹
理
事
会

㈲
学
内
理
事
会

㈲
常
務
理
事
会

目
総
長
、
学
長
（
副
学
長
）

㈲
評
議
員
会
，

㈲
高
中
審
議
会
、
そ
の
他

②
教
学
機
関

㈹
教
授
会
・
二
部
協
議
会
（
各
科
会
議
、
主
任
会
議
、
研
究
科
委
員
会
等
の
機
能

も
含
め
て
）
，
告

口
大
学
協
議
会

例
図
書
館
長
、
人
文
科
学
研
究
所
所
長
、
理
工
学
研
究
所
所
長
、
教
学
部
長
、
学

(2)Iqミ
1J.：

③
㈲
そ
の
他
の
教
学
機
関
（
各
種
委
員
会
な
ど
）

｜
事
務
機
構
・
体
制

㈹
機
構
・
組
織

㈲
職
制
（
部
長
、
次
長
、
課
長
、
課
長
補
佐
、
部
課
長
制
度
）

剛
本
部
事
務
ｌ
理
事
会
事
務
局
機
構
の
強
化

㈲
研
究
事
務
ｌ
研
究
事
務
機
権
の
鍵
化

全
構
成
員
参
加
の
組
織

㈹
全
学
協
、
学
振
懇
ｌ
ｌ
そ
の
下
で
の
日
常
機
関

口
五
者
会
談
（
二
部
懇
）
１
１
専
攻
懇
、
二
部
学
部
懇

例
選
挙
参
加
（
総
長
、
学
部
長
）

国
際
性
、
地
域
性
な
ど
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
体
制
・
組
織

図
書
館
長
人
文
科
学
研
究
所
所
長
、
理
工
学
研
究
所
所
長
、
教
学
部
長
、
．

’

生
部
長
な
ど

以
上
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立
命
館
史
編
慕
委
員
会
名
簿

委
員
長
岩
井
忠
熊
教
授

委
員
後
藤
靖
教
授

衣
笠
安
喜
教
授

（
以
上
常
任
委
員
）

畑
中
和
夫
教
授

寺
島
平
教
授

小
林
幸
男
教
授

貞
広
太
郎
教
授

橋
本
二
三
男
教
諭

伊
藤
昭
鍛
詫

栗
山
崇
識
毒

（
事
務
局
）
総
務
部
総
務
課

（
編
纂
室
）
主
任
金
井
・
直
彦

崩
場
弘
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